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和 {an 樣は 明治 初年 御身 を 以て 新 日本 を 御 救 ひ 下さ つた 尊い 方で、 實に我 

我現^^國民 は護國 の 女神と し て 其 御 恩 に 奉 謝 す ベ きであります。 今；^、 

新訂 S 定 教科書 國語讀 本 第 十： 一 卷に其 御 事績の 一 端が 掲げられ たから、 

是ょ， リ後、 {cC 樣の 御德は 一 般阈 民の 間に 普及 さる  ことで ありませ う。 

本書 は樹 下本會 代表が 心血 を 注 い で作述 した もので、 ： 池 俗 的 叙述の 本文 

の 外に 專門的 究 者に 便 せんた めの、 王 要 史料 を附錄 して あるから、 一 般 

讀書界 にも 敎育實 際 ： 水に も相當 便益 を與ふ る も の と 確信し て ゐる。 學校 

へ の 記念 寄附、 個人 間の 贈答な どに W ゐて 有意義で あらう" 

本 會は此 書 の 取次に 依 つ て 多少 の 利を收 め、 之 ほ て 全集 刊； t に 要する 

資源の 不足 を 補 ひ 度い と考 へ てゐる C 宮樣の 御高 德 普及と 本 會經營 援助 


との、 一石二鳥の 思 召を以 つ て 、 有志 諸彦 を 御勸誘 の 上、 多數御 W 命 下 

さろ やう 特に 御 願 ひ 申ます C 

(御. 送金 次第 現品 發途、 達 金 は本會 振替 口座 御 利 W のこと) 

「和 宮« の 御 生涯」 を讀む 

岸 邊 福 雄 

和 〈nn 樣が御 年 十」 へに して 德川十 ilif 家茂將 軍に 御 降嫁 遊ばされて 間 もな 

く、 . 公武 合體の 政治 上の 理想 も、 終に 鳥 羽 伏 見の ー戰 によって 破れ、 あ 

は れ德川 家 はま さに 壞滅 せんとし、 江戶城 下 も 亦戰火 に 呪 はれん とした 

一 横卽發 の危期 を、 理を 以て 官軍の 進軍 を 阻止し、 情 を 以て 江戸 百 萬の 

市民 を 慰撫せられ たる、 其幽靜 なる 御； S8 德と、 其 高邁なる 救 國的御 活躍 

は、 我が 二 千 六 百年 史中 唯一 のお 方で ありませ う C  (. 中略) 予は 本書 を 手 

にし ー讀 して 驚歎、 M: 讀 して 恐懼、 三讀 して 感激の 餘 りに 三 拜九拜 した 

ので ありました C 眞に 日本 女性の 一大 典型と して 仰いで 更に 高き を覺ぇ 

ます C 行文 も 亦 秀雅、 切に 愛讀 を御獎 めする" (.讀賣 新聞 听載) 


一 、 本 全集 も 物 f^Ials 制、 原料 缺乏 の大 濤に乘 つて、 初卷已 来の S 紙と ク 口  I ス とが 何れも 製造 不能に 陷り、 やむなく K 紙は異 

質の もの を 使 W し、 クロ ー ス は 染色 を以 つて 特製品 を 造る こと、 致しました C 

一 、 本 全集 第 一 卷刊； t 當時 一 ボンド 十七 錢弱で あった 紙憒 が、 卷 毎に ins 瞎 して 第 四 卷の際 は 二十 七 錢餘に 及び、 其 他の 諸 費 も！： 律の 昂 

騰狀態 を 持續し て 居り ます、 依 つ て. むな く 第五 卷： 13 後豫定 のべ ー ジ を 減 縮し て 多少の 調節 を阖る こと、 致しました。 

右の 二 點會員 諸彥に 於て、 御諒恕 下さいます や、 「御 願 ひ. m. ます C 
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日本書紀 傳 二十 之卷 

穗積重 胤 謹 撰 . 

神 代 上 第二 十 寶鏡. 開始 章 

一 書 m。 . 是 後 曰； i. 之 田 有，： ニー 處： 焉* 號 曰，： 天 安田 天平 田 天 邑幷 田？ 此 4：： 

ヨキ.. -ぇダ ナウ T へドモ フフ トナ ^^メ ヒ. デ ひえ-ナカ リキ つ， ト ソ n ナハ. ルル ゾノ ス. . サノ IN  ノ ミ n ト ノ  ； i-t マタ マ- リ i トっ卩  "プ T ゾ ゾ.' ノ  ，7 1 ん 

- 良 田。 雖. 經，： 霖， 早， 無. 所. 氆 傷-其 素 鳴 尊 之 田 亦 有，， 一 一- 一 處ー 號 曰； 大 m 田 

-:，.- メカ ハ ョ=^  ^ ァメ /クチ ト ダト  「L ミ ナヤ t ドリ a ナウ  ァんリ レ パ： ナガ レ t 于レ バ ャケ- ヌ. カレス- サノ ヲノ  in トネ タミ テ - 

• 天 川 依， 田 天 口， 銳 田- 此 $1 磽地。 雨 則 流 之 旱則焦 之。 故 素 S 嗚尊妬 

7 コ ナ. じ マウ" キー ネ / -」 ri トノ； -タヲ  ハル いし t  R チマ タ ir  メ_  、，•■:- 、ナチ T  マタ 二 キ  マ ヰシ  ， 'キ "で t- ：  -.^ フ t チウ マ 

、ま 姊 田 ^ 春^ 廢集糟 及埋. 溝 毀. 哔又重 播種 子。 秋^ 捶. 籤 伏. 馬。 

. ス ベーア n, マジ， 牛 ヮ<  カッテ 七 ナカ" ケ ルャム ト. i-ナ で  ドで シ カレ t/ 力： 人 ズ -ト * ウメ タマ バ づネニ モ+ テク 匕- ノケキ ：、 ココロ  7 ヒナ タメ タマ ヒキシ 力- ンカ トイ フ  - 

此惡事 曾 無， 一 息 時？ 雖 曰 祌不. II 恒 P 平 恕ー 相 容 焉 云 云。 

瑞珠 盟約 草に 所兑 たるが 如く、 素^ 鳴 尊 高： 大 原に 參 升ら せ 御 在し 小 ■ しける に、 チ八照 太 神の 御な にも、 其の 御 有 狀の甚 

じきに 聞き 驚かせ 御 在し 坐して、 御 疑の 事共 有り、 此に M りて、 ， み 々相與 共に 御 誓の 御 事に 及ばせ 給 ひける に、 竞し 

て 素^ 鳴 尊の 固より 淸く 明く 御 在し 坐， しける 御 心、 表に 發 はれて、 男 御子 を 化り W て させ 御 在し 坐し けり、 然れ ども 

B 木 傳 二十 之卷 育^ 開 i ^拿  ,  1 


日本書紀 傅 二十 之卷 寳鏡 開始 章  二 

其の物 根 を 主と 立つ る 御 定霄に 依りて、 其の 男 御子の 御爲に は、 天 照 太 神 はし も、 女神に 御 在し 坐し ながらに、 大御 

父の 如く、 素 斐鳴尊 亦 男 神に は 御 在し 坐 せれ ども、 大御 母の 如く 渡らせ 給 ひて、 天 紙 吾 勝 尊 はし も、 其の ニ大 神の 珍 

i 子に 坐 せれば、 此に 因りて、 彼の 四 神 出生 章に、 旣而、 伊 # 諾尊伊 弊 W 尊共議 曰、 吾已 生，， 大 八洲 圃及 山川 草木？ 

何- 不レ 生-天下 之 主 者 ー歟、 と 詔り 賜 はして、 天 照 太 神、 素 戔嗚尊 二 柱 を 生み 奉らせ 給 ひければ、 其ニ大 神の、 如此 

く 相 成し 坐せ る 皇太子 を 以て、 天津 B 繼と 定め 奉りて、 此の 天下の 主宰と 成し 奉り 給 ふ 可き、 . 神隨 なる 勢と は 成れ 

,/  モ チノ/ ヅ 

り、 此を 以て、 其の 章 第 十一 一書に 所見た る 如く、 日 祌の大 御 心と して、 素 斐鳴尊 を 天降して、 保 贪神を 葺原中 圃に令 

見に 遣し 給へ る、 "： 吃大 上に、 陸 田 種子、 水田 種子 を 定めて 播 生し 給ふ始 なり、 其より 此の 齊鏡 開始 章に 至りて は、 

づ素^ 鳴 尊 勝 進の 御 事 有り、 此に 就きて、 天 照 太 神、 石窟 に閉ぢ 籠らせ 御 在し 米： しける に、 諸 神 相與に 其の 祈禱を 

致し 中され ければ、 日 神、 此に感 けて 出で させ 御 在し 坐し ける 故に、 素 嗚 尊に 被 具を責 りて、 神 逐に遂 ひ 水れ る是 

其の 始終な り" (但、 此の 神遂 は、 先に は 八 百 萬 神の 共に 逐 奉れるな り、 然るに、 此の 一 書に 所見た る 如く、 素^. お 

尊 再び 復り參 升ら せ 御 在し 座し ける 事の 有る、 其 は * 傳 十三 卷に 云へ るが 如く、  E 神の 先に 詔训 けさせ 給へ りし 御： 一.：". 

の、 長り を 奏しに 上らせ 給 ひける にて、 此の 時に 御子 を 成し 坐せ ると 云 ふ は、 誤 なる 者な り、 先づ心 留めて 有る ベ 

くこ そ、) 然るに、 此の 一 著 はし も、 有る が 中に も甚 委しく 有りて、 佗傳々 に は 漏れた る、 愛た き 事共な む 多 在る を、 

3 サァ -ンサ 

其に 合せて は 叉混靖 なる 事將 無き に は 非す、 其の  一 二の 得失の 較略を 先づ云 ふべ し、 惜、 此に、 是 後日 神 之 田 有，, 三 

^-^fe  (下略) と 有る、 是 後の 是は、 何處を けて 云 ふなら む、 一 # 中に、 端珠 盟約 章の 文 有れば、 猶 其より は 上に 


在る 事 を 措せ るに ぞ 有るべき * 幕お に、 是後之 一； -ー 11、 於 >ニ 蒈中 T  初 文-之 例 也と 說 かせ 給へ り * 然 らば、 其の 初^ 

と 云 ふ は、 其の 章 首に、 於是、 素 戔嗚尊 請 曰、 吾 今 奉」 敎、 將レ 就-: 根 阔「 故 欲 T 暫向， 1 高天原 T 與， 姊相見 而後 永 退よ 突、 

勅7^許之「乃昇「-詣之於天-也と所見たる、 此に對 へて 是 後と は 書 させ 給へ る 者と 所思たり、 其の 始め 天 に 昇り 詣らせ 

御 在し 坐し し證 は、 此の 下に、 旣而、 諸 神 噴， 一 素妻嗚 科》， 曰、 汝 所行 甚 無頼、 故不レ 可， 住，： 於 _大 上 f 亦 不.， 可， 居，， 於 葦原 

中國 r 宜， 急 適， 1 於 底 根之國 T 乃 共逐降 去と 有る、 此 にて 論 無き を、 其の 次に、 是後、 素 戔鳴尊 曰、 諸神逐 i 我、 我人 「 

當 >1 永 去 T 如何 不 T 與， 1 我姊， 柏 見：； 而擅自 俘 去 敷、 廼 復錢レ 扇 1 國、 上 n 詣于 天- と 有る 111 復 にて、 先度に も， 扇レ fKa 

レ國、 上； T 詣于 fK, と 云 ふ 事の 御 在し 牛" しける 趣な む 著明 かりければ、 右に 引ける 珠瑞 盟約 章の 文 を 承け て、 此に是 後 

と は 云 ふなり けり、 (但、 此に、 是後、 日 神 之 田 有-一三 處 ー焉、 號 曰-一 天 安田、 天平 田、 一 K 邑幷田 云々 f と 有る は、 正 

書に， 是後、 素 f{ 鳴 尊之爲 U 仃也、 甚 無狀、 何 則、 天 照 太 神、 以 一一 fK 狹田、 長 田 ー爲， 1 御田； 云々 と 有る と、 文勢 全く 同 

じ狀 なる 所 なれ ども 等しから す、 此の 傳の 趣に て は、 瑞珠 盟約の 御 事 は、 復 上らせ 給へ る 時の 事と 爲 たれば、 正書 

の 其の 章より 績 きたる と は、 一 に 在る ベから す、 然れ ば、 此の 是後 は、 素 f ^鳴 尊の 天に 上り 坐し i 後と 云 ふ 事に て 有 

るな り、) 偖 又、 此に、 日 神 之 田 有， 一三 處， 焉、 (中略) 此皆 良田、 雖， 經， ー霖 ilK 無レ 所- 1 損傷？ 其 素 妾 嗚尊之 田 亦 有-, 

三處 T  (中略) 此皆磽 地、 雨 則 流 之、 孕 則 焦 之、 故素^！戈嗚！^， 妬 害 n 姊 田- (下略) と 有りて、 日 神の 御田 を. ほ 田と し、 

素 #嗚 尊の 御 ra を磽 地と して、 其の-：^-田は常に损慯れす、 磽地は 年に 投傷 有る 由 を 以て、 素宠鳴 尊、 其 を 妬み 忌みて 

損害 ひ 眉-り 給 ふ 趣の 傅なる は、 甚く 古意に 背けた る異說 なる 者な り、 如何と 云 ふに、 四 神 出生 章 第 十一， 一書に. 所見 

S 木^. ぉ傳 二十 之卷 鏡 開. 始章  さ 


二 卞之卷 wm^,$  四 

たるきく， 素 ゆば、 其 ひ 保 <| 挽 神ぬ. 輒，， § おり 成り W でたり し穀械 を、 其の 嚷萬 に惡み 所思 ほす 所. e 有りて、 御 E 身 

も播き 殖えさせ 御 在し や： さざる のみなら す、，" 大照太 神の、 是物者 * 則顯見 蒼生 可-一食 而活 一之 也と？ i り 給 ひて、 ^始め 

させ 給へ る を さへ に、 妨げ W ひパ f ら むと 爲 させ 給へ る 御 事な り、 其の 所 由 は、 已に傳 十二、 十七に、 1^^^しく說ー；-."せる 

が 如し. 然れ ば、 此， に 素 f ぶ 鳴 尊の、 磽地を 御田と 爲 させ 給へ る 事と、 R 神の 御田の. お 田なる. を 妬み 給へ る m なると、 

此の 二 事 は • 屮ト "に、 田 をせ ふ^の、 物 妬みして、 他 Q 田 を 拟ふ狀 に 常て、 文 を 成せる にこ そ は 有りけ め、 甚." <不# 

き^ 傳 になむ 有け る、 (然るに、 n 訣に、 此說、 示，： 正直、 性悪 之 得失， 也と 一 M へる、 古人 も 然る 心に て、 如 レ此云 ひ 傅 

へたる にも 有る ベ けれども， 傅 十三 卷に已 に 一： ムへ るが 如く、 此の 大神 はし も、 御名に も 建 速と 冠 ぶら せ 率る 許に、 祌 

性の 維 健く 御 在し すが 故に、 其の御所爲の^^く荒びて こそは御在し坐しけれ、 . 上 章 第 一 一 書に、 於是、 = 神み 知：， 

^戈 戈 鳴 尊 固 無，, 感心, とも、 第三 一 寄に、 故： ri 神 方 知， 一 素 ま 嗚尊元 有，, 赤心 一と も 有る が 如く、 御 心 美しき 大 神に 御 在し 

，す 者 を 、ハサで か は. 然る 物 妬みな どの^し き 御 心 御 在し さむ、 假<{ ？、 古人と 雖も、 此の 大神 をし も、 殘賊强 暴 横. 忠 

之 神と 等し 粒に 曲维 せる 說共 は、 甚く八^^に北^ける^才なり、 唯、 師の十 n 史第 四十 三 段 扱に、 此の 文 を 引きて、 「此は 

ァ ナ カシっ 

甚 じき 非傳 なり、 甚切可 長、 素お 戈嗚， 尊の 此の 御 荒び は、 然る 妬心な どの 御所 爲に 非ざる^ を や」 と 云 はれつる ぞ、 實 

に 謂 はれた る、) 十へ に、 至，， ，于： "神 se;t 居于天 石窟， 也、 諸 神 遣 一一 中 臣連遠 ま 興 台 產靈兒 天 兒屋命 r 而使， 祈お、 (下略) 

と 有る 遣 字 は、 .，3^ なる なり、 其 は、 正書に. は、 于レ時 八十 萬 神、 會： 入 n 於 天 安河！ 計， 一 其 可， 禱之方 一と 所 たる は、 

古事記に、 .是 以、 八 百 萬 神、 於，： IK 安. HElst- 神^ *( 而、 (訓 "集 一： ム r 都度 比 一)： と. 有る に IS じ. く、 此は. 犬 地の 內 に 在り-と 


. 有らゆる 諸祌 の、 自ら 集へ る. 趣な り、 然るに、 此を 第一- 一： 書に は、 故會， 一八 十 萬 神 於 1K 高. |e, 而問 之と 有る は、 古語 4S 

遺に、. 此の 時の 事 を、 高皇. 逢靈神 、き 八十 萬 祌於天 八. 瑞. 河原？ 議-ー 奉レ. 謝 之 方 T と 有る に 同じく、 此の 會字 は、 都度 

SE と訓 むべ くして、 卽ち 皇産靈 神の 命令 を 以て、 諸 神 1 令， 集 給へ るな り、 此 にて は、 自ら 集へ ると、 令. -集 たると、 

自伦の 相違 有る が 如しと 雖も、 古史 第 四十 四段徵 に、 「事實 の 上より 思 ふに も、 天 照 太 御 神の 幽居して、 甚 じき 禍事 

の 起れ る なれば、 八 百萬祌 等、 誰 集へ ね ど 集 ひたりけ む. 事 は： 信に 然 有るべき 事な り、 偖、 然巳 自らに 集 ひたる 上に 

て、 其の上 首た る 神 は、 皇產靈 神に 坐す 事 論 無し、 故 此の 神の 命令せ 給へ るな り，」 と 云 はれた る、 ； 1^ に 然る 說 にて、 

カム： ■  I 

其の 31 一  に歸る 事、 已に傳 十七、 十八に 註へ るが 如し、 然る を此 に、 諸 神 遣 云々 と 云 ふ 時 は、 其の 別に 諸 神の 會 合へ 

る 場 有りて、 其より 其の 祈 奉る 可き； t を、 殊更に 選び W して 遣 はさる- - 寧に 成れ &ば、 下に、 故 諸 神大喜 云々、 旣而 

諸 神 云々 と 有る は、 其の 磐 戸の 前にての 事と 聞 ゆるに、 打ち合 はす 所思 ゆるが、 熟思 ふに、 先づ 其の 神議の 場に し 

て、 某 神 は 其の 事、 某 神 は 此の 事と、 其の 職 を 定めて 赞 遣る 事と EE^. れば、 聞 ゆるな り、 (但、 右の 遣 は、 命令の 義に、 

輕く 見て 有るべき にやと も 所思 ゆれ ども、 其 にても、 凡ての 傳の狀 とは甚 異なり、 後 *、 奉幣使 を 遣して 神 怒 を 其の 

1^ に 謝り 巾 さる- -1: と は、 同じから すと 雖も、 .^\,、々に、 ^神 を、 如此 くして 逢々 に 遣 はされ て、 後に は 其の 戶 前に、 

悉くに 聚 はれし と毘， ば 可 かる 可から む、 下に 云へ り、 考へ <j2 はす 可し、) 若くて 於 曰 巧 大兒屋 命、 握-一 1K 香 山 之眞坂 木. 一 

而.、 • (中略) 乃 使.； 忌 部首 遠. g 太 命 執 取- 而、 廣厚 稱辭祈 ST 于時、 H 祌聞之 „5 「頃 者人雖 >1 多 請" 未レ 有-一若 此. 首， 之 

匿 美 者， 也、， 力. 細つ， 開. I お 1;^, 而親 之と. 有る、 此は 第二 一  書に、 凡此 諸物ル H 來聚 時、 中臣 遠祖 天兒屋 命、 則 2^-, 神 祝-祝 之、 

害紀傳 二十 之卷 寳， 鏡 SI 始. 章  ^ 


B^#s  二十 之卷 有 錄. 叫始章  六.. . 

於 レ是、 曰. 神、 方 iE; 磐戶ー Is 焉と 有る 事 SS 說 なる 事、 傳 十九に， 註せ るが， 邓く、 -此 Q 二，. 書の 中. にて は、： 有る が 中に、 

殊に 珍ら しく 美. たき 古傳 なる 者な りかし， 係. 又.、. おに、 上 枝懸っ 以鏠作 遠祖 天拔戶 己 凝 戸邊 所， 作 八 鏡" ^ia. 

玉 作 遠祖 伊 諾尊兒 ：大明 玉. 所 A 作 八 坂瑰之 曲^ ハ 下 枝 懸；^ 以粟國 忌 部 it 組 1K 日 驚 所レ作 木綿 一と. 所 E たる、 此には 鏡 を 先 

に 玉 を 後に 列ね たる、 實に 正實に 合へ る傳 なる 可き 所 由、 傅 十七に 委しく 論 ひ 定めた るが 如し、 (已 に、 其 所に も；；^ 

ける が 如く、  太 神宮 儀式 帳、 皇太 神宮 綱 宜譜圖 帳な どに 記せる 次第、 此と 同じき は、 全く 神宮に 傳 はれる. 古 說と聞 

えた 3 次に、 是時、 天 手 力 雄 神、 侍 11 磐 戶側？ 則 引 開 之 者、 日 神 之光滿 n 於 六合 T 故 IS 神大 喜、 卽科， 素 斐嗚尊 千 座 

澄戶之 解除？ 以， 一手 爪， 爲，, 吉爪棄 物 T 以，， 足 爪， 爲，； 凶 爪棄物 T. 乃 使た 大兒屋 命 掌，， 其 解 涂之太 静辭， 而宣 ゃ之 焉、 世人 慎 n 

收己 爪， 者、 此其緣 也、 旣而諸 神、 嘖 n 素戔嗚 尊， 曰、 汝 所行 甚無 レ賴、 故不 レ可レ 住， 1 於 天上 T 亦不， 可 I 居-於 葺原 中國？ . 

宜，， ， 与 I 適，, 於 底 根之國 f 乃 共逐降 去、 于時霖 也、 素^ 鳴 尊、 結^1束靑草,以爲，，笠簑^ 而 乞，， 宿 於 衆 神？ 衆 神 口、 汝是 躬行 

濁惡而 見，， 逐識， 者、 如何 乞，， 宿 於 我： 遂！： 距，， 之、 是以、 風雨 雖， 甚不レ 得，, 留休 T 而 辛苦 降 突、 自， 闞 以来、 t?l ，著.： 笠 

簑， 以入， 佗人 屋內ハ 又^., 負，， 束 草, 以入 * 伦 人家 有， 犯 i 此者、 必 債-解除 r 此 太古 之 遺 法 也と 有る、 此の 一節 は ■ 

解除の 事の 詳說 なり、 又、 素斐鳴 尊の、 其の 载處 より 遂謫れ させ 御 在し 坐して、 供奉 神に は、 后 神、 五十猛 神 も從ひ 

奉らせ 給 ひけめ ども、 此の 國土 にて 其の 神 等に は 罪 も 何も 無くして、 唯一. 柱の み 辛苦み つ- -、 流離ら はれさせ 給 ひ 

て、 終に、 新羅 國に 行き 著 かせ 御 在 七 坐し ける 時の 御有狀 なむ、 #1  くに 此の 一 書に て 著明 かりけ る、 (i 右て、 端 珠 W 孤 

約 章に. 是時、 天 照 太 神勅 nl、 原，： 其 物根ハ 則 云，々.、 C 一 や 吾 物 也， 故 彼 五男 神、 悉是 吾兒、 乃 取而子 « 焉、 叉； i 口、 其 云， 


素^^ 尊 物 也、 故此 三女 神、 悉是 爾兒、 便校，，之素^^先鳴贫-,云 V. と 有る は、 傅 十三 卷に 註せ るが 如く、 此の 

にま乇 降り^し、 に は 非す、 又 下 章 第 1 一書に、 是時、 素戔嗚 尊、 帥- 1 其 子 五十猛 神， 降 到 云々 と 有る は， 此の 時の 

事に て 有るべき 事 下の 條に云 ふが 如し、 ：l=j- の 三女 神の 御 事 は、 此 にて は 無く、 此の 次に、 び復： 大 より 降らせ 給 ふ 

度の 御 事な り、 思 ひ 混 ふる 事 勿れ、) 其の 文に 繼 ぎて、 是後、 素 宠鳴尊 曰、 諸 神逐， 我 • 我 今 當，, 永 去？ 如何 不.. 與 11 我 

姊, 和 見 h 而擅自 便 去歟、 廼復 扇つ 大扇レ 國. 上つ 詣于 天？ 時天鈿女113^之、 而吿 r, 貫 於 日 神， 也、 曰 神 曰、 吾 弟 所， 1 以上 

來？ 非-一 復 好意： 必欲レ 妻！ 我 之 國_ 者歟、 吾 雖-: 婦女 T 何 當レ避 乎、 乃 躬裝， 1 武備， 云 .r は 下に、 於是、 素^ 嗚尊、 白， 一 

日 神，：：！、 吾 所；^ 以更 昇來， 者、 衆 紳處， 我 以，, 极阔 1 <H お. 就 去 r  i 右 不，： g に 姊相見 r 終不， 能， 忍 離 T 故實 以二淸 心， 復上來 

耳 (下略) と 有る に^に 引き 續く 可き 文な りけ り、 ■  • 诣此 に、 廼役、 a-l-w. 上 r: 詣于 IK, と 有り、 次に、 吾 弟 所 71 

以上 來 T 非 r 役 好意， と 見え、 其の 次に •  .sn 所 以更 昇來， 者と 申し 給 ひ、 故 實以， 一清 心 一 復上來 耳な ども 聞え させ 給へ 

る、 復字更 字 は、 先に 其の 事 Q 御 在し 坐し ける を" 今度 も 重復て 殊更に 物爲 させ 給へ る 由な り、 此 にて、 上に 是 後と 

有る は、 卽ち已 に， 云へ るが 如く > 端珠 盟約 章の 首の 文なる 事 を嘵る 可き 者な り、 若て、 此に、 復扇レ 天 扇 レ國と 有る に 

て、 先度に も然 有りし 事 著明く、 又 E 神の、 吾 ^所 T.; 以上 來 T 非 11 復 好意 T 必欲レ 奪 n 我 之 國-者 敷、 吾雖 n 婦女 T 何當 

レ避 乎、 乃 躬裝， 武備，  一 K 々と 有る 御較略 は，' 同 章 及び 其の 第一 一書、 第二 一書 等に も 所見た る 武備の 如く  、审： て復" 

此 にても 其の 装束 を 成させ 御 在し 坐し ける 趣に て、 實に 然る可き 御 事に なむ 御 在し 坐し ける、 斯 るに、 右の 云々 の霄 

に.^^^ぎて、 於是、 素 斐鳴尊 誓 之 曰、 吾 若 懐-不善， 而 度上來 者、 吾 今 齧， 玉 生， 兒、 必當， 爲， 女矣， 如 レ此則 可， 以降， 一女 

日本 得 二十 之卷 资鏡 開始 章  七 


B. 本簧紀 傅 二十 之卷 寳鏡 開始 章  へ. 

於 葦原 中國 T 如 有，, 淸心： 者， 當， 生， 男矣、 如, 此則可 "以 使，, 男 御，, 天上 f  «^姊之所,生、 亦 同， 1 此誓 T  (下略) と 有りて、 

此の 一書に て は、 先に、 右の 瑞珠 盟約の 御 事 御 在し 坐 さすして、 此に 至りて、 不意く 此の 御 事の 載れる は、 本より 誤. 

りなる 事、 今 云 ふ 限りに 非ざる が、 何より 混れ 來 つると いふに、 右の、 復遍レ 天 レ國、 上 r, 詣于： 大- 云. <  は、 先度な 

ると 同 IT 狀 なる 事に し 有りければ、 .i<.Q 因みに 引かれ. て、 五男 三女 神の 化生の 御 事 も、 終に 入り 混 ひて、 此の 續 きに 

は 成れる 者と. §、 所見たり ける、 又 一 ッ 此の？ おれ を 引き W づ べき 事 有り、 其 は、 此の 次に 云 ふが 如く、  IK 照 太 神と 

素戔鳴 尊と、 此の 御 別れに： 臨ませ 給 ひて、 男： 御子 を 日 神に 奉り、 女御子を素^!戈嗚尊に授けさせ給へる御事の御，在し坐 

しける に 就きても、 其の 御子 等の 化生 させ 給へ る は、 此の 御 時な どに もやと、 十；！ 人の 非俾 しつる が、 卽 ち^なる ー說 

の 如く 成れる 者と も 所見め り、 (如何にしても、 此に 五男 三女 神 等の W で來 させ 給べ ると： ームふ は，， 誤なる 事： K ふ も更 

なり、 其 は， 彼の 戶 開の i: 時に 仕へ 奉られし 神 等の 中に >  鏡 を 作り 給へ る；，；： 凝姥神 は、 ：火 拔戶 神の 御子な り、 然る 

に、 其の： 大拔戶 神 は、 櫛 玉 饒速日 命の 御 事に して、 卽ち IK 忍穗耳 尊の 御子に 御 在し 坐し、 又劎を 作り 給へ る 天 H 一  简 

神 は、 卽ち ：大 津彥根 命の 御子な り、 右の 忍穗耳 尊、 天津 彥根 命、 共に 謂 ゆる 五男 神に 渡らせ 給へ るに 非す や、 お 等 を 

以て も、 此の 一書 は、 前後 倒 反せる 非傳 なる 事 をな む、 思 ひお む 可 かりけ る、) 然して、 其の 争に.， 今 則、 奉 _ 親已 

訖、 常 V 隨 •： 衆 神 之意フ iH, 此永歸 * 根 矣、 請 姊照リ  1: 大國ハ 自 可，： 平安 t 且吾以 淸 心-所 レ生兒 等、 亦 奉-: 於姊 T 已而 

還 降焉と 所見た る は、 已 にも 云へ る 如く、 瑞珠 盟約 章に、 是時、 天 照 太 神 励 口、 原，： 其 物 根 T 則 八 坂 遭 之 五 百 筒御統 

者， C: や, fjc 物 也、 故 彼 五 神、 悉 u:,l 吾 兄、 乃 取而子 養焉、 叉 勅 曰、 其 十提， 说者、 是素戔 鳴^物 也、 故此 n: 女神、 悉： 爾 


兒、 便 授，： 之 素戔嗚 尊, と 有りて、 其の 時 e に、 一穴 照 太 神の り 別け させ 御 在 じ 坐し、 かど も、 素 ^1戈嗚 尊、 未だ 其の 御 

應答を も 聞え させ 奉り 給 は ざり けむ を、 此に 至りて、 諾ひ 奉らせ 給へ るな り、 斯 かれば、 三女 神に 御 命令せ て 天降し 

給へ る も、 必す 此の 御 時なる 可き 事 決き 者な り、 其の 第一 一書に、 乃以- 一日 祌所レ 生 三女 神 f 令レ 降-一 於筑 紫洲？ 因敎之 

曰、 汝三 神、 宜 T 降； T 居 道中？ 奉， 助， 一天 孫， 而、 爲， 一天 孫， 所 や 祭 也と 有る は、 此に繼 ぐ 可き 文なる 事、 已に、 古史に 文 を 

成された るが 如し、 偖 又. 此の 時には、 永き 御 別れの 御 事に 御 在し 坐し- - かば、 天上に 暫間 滞留ら せ 御 在し 坐して、 

御 妻 問の 御 事な どの 御 在し 坐し ける にや、 但、 先に 御田 作らし- -程 などに、 生み 坐せ るか 知る ベから ざれ ども、 今理 

を 以て 推す 時 は、 下 章 第, 一 書に、 是時、 素斐嗚 尊、 帥，： 其 子 五十猛 神； 降 n 到 於 新羅 國 1 と 見え、 第五 一 書に は、 于 

時 >  素 突 嗚尊之 子、 號 pllf- 十， 猛命 f 妹 大屋 律 娘 命、 ，ff: 抓津姬 命. 凡 此三神 云々 と 所見 たれば、 其の 三 神 は、 上 犬に 

御 在し 坐し ける 時の 御子な り、 其の 御 母 は、 E 寬勘 文に、 初： 大地 本 紀云、 (上略) 降 n 來 伊豆 毛國 T 致 n 熊 野 村 ヱ呂注 

太 知 奉而、 加 夫 里 支 熊 野大御 神、 地祇 祌皇、 义御兒 后 名大 夜 女 命、 山 狹村宮 注 太 知 奉而靜 平： 大御 祌三是 也と 有る、 此 

の 大夜女 命なる 可し、 其の 初に、 伊 謝那支 命、 娶，： 一？ 女 命： 生 M 大.： 伙？ 女 命、 か、 足 夜 乃 女 命、 、若 夜 女 命 三 神 r  (此 

大夜之 女 命、 熊 野 大御神 后 坐) と 有れ ども、 伊 t 諾尊 の、 佗 女神に 娶給 ひしと 云 ふ は僻傳 なり、 おに、 神皇叉 御 兒と有 

る は、 神 is 産 靈尊叉 御兒と 申す 事なる を、 字の 脫ち たるな めり、 其 は、 舊事紀 異本に、 服狹雄 尊、 娶ュ萬 魂 分姬？ (神 

皇產靈 尊 女) 生二兒 五十猛 命 妹 大屋 媛 命、 次 抓津嫒 命， と 有る 萬 魂分姬 命と &す は， 右の 大夜之 女 命と 同 神と 聞 ゆれ 

ば、 其の上 天に 御 在し 坐し i 間に 娶ひ 給へ る を、 其 Q 后 祌をも 御子 等 をも幷 せて、 此の 時、 ^て 天降り 給へ るな り、 

E 本 ま nfc 像 二十 之卷 W0^s  ^ 
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然れ ば. お まお. 价 * の、 此 度の 御 犬 降 はし も、 先に 神逐 はれさせ 給へ りし 御 時には 引き 替 へて、 彼の 三女 种を しも、 叉 

相伴 はせ 給 ひて.' 供奉の 神 等 も * 何も 整ひ備 はりて • 甚 じく 御 在し， しけむ かし、 是 此の 一 書の 大較 になむ" (如此 

く • 御紀の 文を參 伍て. 猶 佗の 古書に 比 校べ て、 詳 かに 讀み見 ざれば、 其の 義を 明らかに 曉る世 有る まじ かり けれ 

ば、 W の W みに， ム ふなり、 猶 委しき 事共 は * 共の， E 有る 所々 に、 辨へ" ム ひて むま、 本より なり、) 〇 日 神 之 田 有-二 

處ー焉 は、 正書に、 天 照 太 神、 以， へ 大狹田 長 田， 爲. 御 li^ 二 一  害に、 ；：： 神 尊、 以，： 天 i- 田， 爲，； 御 など 有る と iwQ 

おなる なり、 田 字 美 多と 訓む べし、 ^其の 御 m の：？^ にて、 十：： 事 記に 謂 ゆる 營 田、 ヘリ 式に 所 たる 官 W 是 なり、 ト七 

に ar つ、 〇 大安 田 は、 和名 抄鄕 名に、 土 佐！； 安藝 都 安田、 也須 多と 有る、 是れ 其， 0 訓の 例な り. ：： 訣に、 安 3 曲 J ^業；！ へ 

安 也と 註せ る は、 然も 有りぬ 可く こそ、 凡て、 安 某と 云 ふ 例 は、 仁德 天皇 四十 年 御紀、 隼刖 皇子の 歌に、 破 始多氏 

能、 佐餓始 枳椰摩 茂、 和 藝毛さ 等、 赴駄 利せ 喩例 麼、 椰 武志： KI 简 茂と 有る、 此は 山の 險し きを、 反語に て 安 席と.： ム 

へるな り- 然れ ば、 此は 下の 田、 川 依田、 口 鋭 田な どの、 農業の 爲 に便悪 しきに 對 へて、 安穩 にして 能く 穀の赏 る 

故に、 耕作に 力 を 勞らさ るに 因りた る稱 なりけ り、 (ffi 雲 風土記に、 意 宇 郡 安來鄕 云々、 神 須佐乃 烏 命、 ：大壁 立. 

廻 坐之爾 時、 來-坐 此處， 而 詔、 吾 御 心 者、 安平 成^、 故 云，.. 安来， 也と 見え、 神 功 皇后 御紀 に、 謂， 1 左右， 曰、 取？ 熊 

鷲； 我心 則 安、 故號. 一 其處， 曰レ安 也な ど 有る、 御 心に 就きて 安と； K ふに は 非す、 唯、 其の 地 農業に 便 安き を 以て 安 S 

と は 云へ るの み、) 〇- 大平田 は、 大神宮- 勵宜 譜圖 帳に、 ニ所皇 太 神 乃 * 橫田平 田 乃 稻實. 朝御氣 タ御氣 化、 Kr<s^ と 

有り、 1I-E の 例 は、 和名 抄 大和 阈鄕 名に、 域 ヒ郡辟 田、 姓氏 錄 (大和娟^！？蕃) に、 辟 E 首 有る 是 なり、 义； M 抄、 ^勢 


國 鈴 鹿 邯枚田 (比 良 多)、 土 佐 國幡多 郡 枚 田な ど 見え、 近江國 愛智^ 平 田， 同錄 (右京 諸蕃」 に， 平 s{$;i 見 ゆ、. 右 

は、 辟 田と 書け る も、 枚 田と 作る も、 平 田と 有る も、 共に 其のき s 同じく、 此の 例た る 者な り、 ロ訣 に、 天平 田、 無 一一 

タ tlr- 力 

凹凸, 地 也と， 註へ る 如く、  土地の 平坦なる 由なる 事 云 ふ も 更なり、 野の 平 S 一なる を 平野と 云 ひ、 原の 平坦なる を 平原 

と； K ひて、 平と 廣と 其の；；" S 相等しき に 就きて 思 ふに、 W 雲 風土記に、 所 ョ以號 二 大原ー 者、 郡 家 正西 一十 里  一 kH 一十 六 

歩、 田 一 十 町 許、 平原 故號 rnr 大原， (下略) と 云 ふ 事 有る に據 るに * 平 田は廣 田に て、 卽ち大 田と 云 ふに 似たり、 又 

朝野 群 載 六卷、 應德ニ 年 九. 月 十  一 H 勘 文に、 同 國飯石 郡 須佐鄕 枚 田 村の 地. 名 も W でたり、 C 先に は、 天 安田、 天平 田 

と 云 ふ は、 祝詞. などに、 平介久 安介久 云々 と 云 ひて、 其の 成 行の こと 無き を 云 ふ 語と 同じく 其の 君 に當 て、 稱た 

る 者なら むと s ひし かど も、 .？^、なる：大邑幷田は、 其の 例に 非 ざれば、 然 にて は 合 はすて 有りけ り、) 〇天 邑幷 田の 邑 

は、 四 神 出生 章 第 十一 一書に、 叉 因定， へ大 邑君 f 卽以， ー其稻 種？ 始殖， 一 于天狹 田 及 長 田 一と 有る、 此の 時より 村里 を區分 

て、 尺 居 を 定めさせ 給へ る、 大御 政の 御 在し 坐し ける 由、 傳 十二に 云 へ るが 如し、 若て、 此 に邑幷 とし も 云 へ る は. 

通證 にも 引ける 履 仲 天皇 御紀 に、 於是、 喚 二 * 王 T 以 敦寵、 仍赐 > ：忖合 屯 倉， と 云 ふ 事 有る、 其 は 幾 村 を も幷せ 兼ねた 

る 屯 倉の 謂なる に 同じく、 此も 田地の 廣大 にして、 諸邑の 民力 を幷 せて 作る 程の 田 を、 S 幷 田と は 云へ るな り、 永 和 

大嘗會 記、 主 基 方稻捣 歌に、 「中臣 の邑幷 田に 注 連拔 きて 萬代經 べき 初穗 をぞ搗 く」 と 詠めり、 谷 重 遠の 説に、 田地 

廣大、 與，, 佗 邑， 會耕之 田 也と 云へ るぞ. 允に 當れ りけ る、 (ロ訣 に、 天邑幷 田、 螂中之 熟 田 也と 云へ る は 如何、 鄉 中の 熟 

田 を 以て >  ； a 井と 云 ふべき 謂. 更に 心？.：： す、 又 露- 践に、 田地 廣大 而>  井つ 斥 一之 名 也と 有る も 常ら す、) 〇. 乂 はは、 
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與伎多 那 理と訓 める に從ふ 可し >  右に 謂 ゆる 三處の 御田の、 r は 大安 田と 云 ひて、 農業の 便利 安き なり、 ーぽ -大平 W 

と 云 ひて、 地に 高下 臉姐 無く、 平坦に して 廣く大 なるな り、 一 は 天 邑幷 田と 一； ム ひて、 土地の 極めて 廣く 極めて 大きく 

有りて、， 佗 邑の民 共に 井せ 耕る， 田 を 云 ひて、 共に 良田と 云 ふ 所以 是 なり、 出 雲 風土記に、 仁 多 鄱三處 鄕ノ卽 婦，： 郡 家？ 

大穴 持 命 詔、 此地田 好、 吾 御 地 田 詔、，. 故 云-一三 處 一と 有る、 此地田 好 は、 其 地 良田と 云 ふ 事に て、 .吾 御 地 田と； i へる 

は、 吾御營 田と 云 はむ が 如くして、 十：： に 良田 を 探び 給 ひて 官 田と 定めさせ 給へ る例是 なり、 摘、 安閑大^13.|元年御紀 

に、 適 差-一 勅使 『 簡 擇 良田： 勒使奉 レ勒、 宣 ：1 於 大河- S: 直 味 張」 (更名 里梭) 曰、 今 汝宜， 奉 n 進膏映 雌 維 味 張 忽然 
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悟 惜、. 欺 T1 誑 勅使 一 曰、 此田 者、 天 早 難レ溉 水流 易レ 浸、 費， 功 極 多、 牧 極甚少 (下略) と 所見. たれば、 良 W と は—： 地の 

膏腴 たる は 然る 物に て、 霧 早に も 損傷 はれざる 地 を 云 ふに ぞ 有りけ る、 慕蔬 に、 田 則 上上 田、 雖. =歲 有 r 豐凶 T 而 

入 無，， 拟， 也と 有る 是 なり、 (此 字、 通證 に、 漢成帝 歌." 邪徑 敗： 一良 田 一と 見 ゆ、 文選 膏腴 地の 註に、 良 地 也、 叉 曰-一 土 

田 2^. 沃， 也と 有る を も 思 ひ 合す 可し、 愤. 和名 抄鄕 名に、 信 濃 國筑摩 郡、 招 「與之 太」、 長 門 國厚狹 郡、 良田 「與之 多」、 

讃岐阈 多 度 郡 •  .R 田 「與之 多」 など 有る は， 常 陸！； 那賀 都、 伊豫 闕周敷 郡に 吉田鄕 有る と 同じき を、 田と 書き 換 へたる 

にて、 此と異なるなり、) 〇^:林旱は、 那賀米 比 傅 理と訓 みて、 下に 雨 則 流. 之、 旱則 化-: 之と 一 K ふ 文に 對 はせ たる 所な り > 

常 陸 風土記に、 年 遇 一一 霖雨？ 卽 閒，， W 子不. 登 之 靴：， 歲逢： ri 几 陽 一 唯 見 一一 穀實 豐稔之 歡ー歟 と： K ひて、 霜 雨と 亢 陽と を 對へ 

云へ り、 港、 此の 雖レ 經，, 霖旱ハ 無 レ所二 損傷， と 云 ふ は、 顯國 の狀を 以て 傳 へたり し 者に て、 天國に は似氣 無く 所 S やゆ 

る 事共な り、 其 は 此の 雨と 云 ふ 物 はし も、 天 = の 光輝 大地 を 蒸す g: は、 河 の： M 升發 ちて、 fK 狭-霧、 阔狭 おと 成る， 


南と 降りて、. 百慨を  1  ぼ 潤 ほす. 基是 なり、. 其の 雨の ズ しく 止まざる を 林と 云 ひ、 日 を 經て雨 無き を 羊と 云 t5 卽ち 大地 

霖旱是 なり、 然るに、 其の 5K 國は しも、 天地の 間 を 御 照し 坐. す、 -大 照皇太 神の 神 積 坐す 大御國 にして、 天日の 御 

事に し 有りければ、 何れの 光 を か 受けて 天 H と 仰がむ、 縦 令、 此の 顯 國 の 狀には 有りと も、 霖辱 は、 日光と 地氣 と、 

_ 化 脚 線ば り 成る 者に し 有りければ、 甚信み 難くな む 有りけ る、 (然れ ば、 此は文 者の 私に 首 を 加へ て、 大地の 水卑の 

狀 と！； じく： ぶび 成して、 疾く 其の 義を曉 さむと ての 所爲 なる かと も W5 えたり、) 然は 有れ ども、 其の 天 國には 山に は、 

天 二 上、 天11^；^、 天金 山. の稱 有り に-は >• 左 佐羅. 之 小 野、 日賫菅 原 等， の號 有. り、 水に は、 天 安河、 天 in 名 井な どの 

名聞え、 田に は、 -ナ 、狹 E 、- 長 田、 天坦 田、 "大安 田、 天平 田、 天 邑幷田 等の 數名 有りて、 凡て は、 顯國の 形狀に 異なら 

すなむ 間え たりけ る、 然れ ば、 天？ 女 河の 末必す 大海なる 可し、 其の 大海の 水氣 升り 發 ちて、 雲霧と 成り 雨と 降らす 

ば、 海 は 常に 溢れ 山 は 水 原 洞れ 盡 きて、 百 物を滋 潤す 事 を 得々 すなむ 有る ベ かりければ、 皇祖 天神の 康靈の 御 靈に資 

りて、 3 行， き 雨 施ら て、 物 を滋％ ふ 事、 必す 有りぬ 可き 事な り、 伢、 は、 n: らの光 を 以て 照る 明るき 御！； にし 

有け. ければ、 其の 雨 無き 程 を、 早と は 一一 ム ひけめ ど. も、， 四 神 W 生 章 第 十 一 〕 書に、. 一 日 一 夜 隔離 而 住と 云 ひ、 此の 正書， 

に、 不レ 知，； ，著 一一 之 相 代 一と 有れば. 大 上と 雖も、 ？ 夜 と^ふ 差別 有り、 叉^^則、 秋 則と 所見 たれば • 春夏秋冬の 來經有 

り、 大孫 降臨 章に、 三年、 八 年の-: --II 有れば、 其の 11 時 を 一巡して、 歲年 有るな り、 其の 此を 以て 考へ究 むる 時 は、 天 

1： にも、 I. 林 旱と云 ふ 事無しと は、 如何 云 ふべ からむ、 (若て、 此の 阔土を 顯國と 云 ふ も、 天國 を摸寫 せる を 以て 云 ふ 

なり、.. 其の 辜、. 錄 十二 卷に 1 ぶへ るが. 如レ、 古：^!i拾^:  s< 降^に、. 于時、 .X 照 太 神 一 ：1 皇產靈 尊」 K 々-、 又 勅 曰、 宜， 
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太 玉 命、 ゆ-一 諸 部 神ハ供 TT 奉 其職ハ 如 大. 上 儀.. と 有る を も 思 ひ 合す 可し *  ^、 右に 云へ る： 大日 は、 常に 晝 のみなる 

きを、 其に も晝 夜の 差^ 有る に 等しく  > 黄泉 は 常に 夜の みならむ と 思 ふに、 猶蜜 夜の 差训 有る 所 由、 俾八卷 に ハムへ る 

が 如く なれば、 推量の 說は 立てら る まじき 者な りけ り、 然れ ば.， 此の 霖 率の 事共な ども、 唯 古俾の 任に 心得る より， i2 

無くなむ、 霖の事 は、 下に 云へ り、) 0 經は阿 布と 訓み來 りて、 遇 字の 意に て、 卽ち霖 に 遇 ひ 早に 返 ふ 事な り、 俗に 

も然ー K ふ 事なる は、 おの 用 格、 さ 寄に は 絶えて、 <K::: に 遗れる 者な り、 〇 损傷 は、 < ^許那 布と 訓 めり、 四 神 W 生 章 1$ 

一 ー^^！-に、 正書の 山 變枯の 事に 就きて、 素戔 嗚哲、 是性好 ニ殘害 一と 云 ひ、 第二 一  害に も、 先に 靑山 爲レ枯 と！ K ひて、 

y  ヒャザ ル 

,h 、に假 使 =ー 汝 治- 1 此 必多レ 所-一 殘 慯？ など 有る は、 其の 神の 損 ひ 傷り 給 ふなれば、 曾 許那比 夜夫留 と？^ n みて 〈：r れる 

/  ゾ n ナフ 

を、 此は霖 羊の 爲 なる を 以て、 十；： 人 も 其の 心して、 唯 會許那 布と 訓 めるな り、 ：：り^^は、 底 萎の 貢なる 可し， (然る は、 

其の物の 發 生る を、 萎 伏しむ る を 以て、 底と は 云 ふなら む、 凡て 物の 下に 著く 事 を、 曾 許と 云 ふ 事 常たり、) 〇 其 

^^鳴 尊 之 田 亦 有， 1 三處， は、 此の 神の-人 上に 御 在し や： す 内に、 御田 を 定めて、 農作ら せ 給 ふと 云 ふ _f -、 巳に 上に 云へ 

るが 如く、 何れの 俾々 にも 合 はす、 事實 にも 叶 はざる 事に し 有りければ、 此の 一節 はし も、 必す = 神の 御田の、 悉く 

i±: 田なる に 合せて、 其の 神の 持たせる を曉 地と 云 ひ 成し^へ たる 杜携と 聞え て、 甚味氣 無き 事な りけ り、 固より、 御 

, 义大 神に も 巾し 給 ひて、 御 母 阔根阔 に 御作し， さむと 爲 るに 就きて、 日 神の 御 許に 其の 辭 見 に參 上らせ 御. W し 乎： し 

ける 御 事に し 有りければ、 何 くれの 事に 就きて、 S く 滞留ら せ 御 在し 坐-すと も、 御田 を 定めさせ 給 ふと 云 ふ 程に は、 

至り 5;^ ふま じき 御 事に なむ りけ る、 (然る を、 n 訣に、 此說、 示，ー正症性惡之5;::失ー云々、 正直者ほ5.^^2-田？ 性惡 


者自 成， 一 荒 地， 謂 也と 云へ る 因緣は 何たる 僻事 ぞ * 能く 思 ひても 見よ かし * 抑 高天原 は、 "大 照 太 神の、 皆 がらに 所 知 

す御國 なり ヽ 然るに、 供御の 御田. を 僅に 定めさせ 給へ る は、 上古の 屯田、 中古の 官 田の 類に して、 唯 供御の 料の み 

なり、 假使、 素戔嗚 尊の、 天 上に 御 在し 坐し ける. に、 田 を 定めて 作らせ 給 ふと も、 其の 阈は日 神の 御國 なり、 其の 

イカ 二 力  キ リク 匕 

W は：" 神の 御田な り、 其の 田の 繞 地と 成れるなら むに は、 日 神の 御上に 係れる を 如何 爲 る、) 〇 天槠田 は、 株 多くし 

て 農の 便利 惡 しきに て、 上に W でた る： 大安 田の 反な り、 偉 十三に 引ける 馬 見神 社 四月 御祭 宣 文に、 川 橛田乃 邑仁志 天 

云々、 と 云 ふ 地名の 有る も、 機 田の 例な り、 古事記 日代宮 段に、 卽 制つ 匐-廻 其 地 之 那豆伎 田 一而 哭、 (中略) 於 レ是、 化-一 

八 尊 白智鳥 一邦 レ天 而向レ a 飛行、 爾其后 及 御子 等 • 於， r 其 小 竹 之^ 代 T 離-一足 排破 T 忘-一 其 痛， 以哭 追と 所見た る， 此は 

其. の 時の 歌に、 阿佐 志 怒 波 良 云々 と 有れば、 邊の 野に てめ 事に て は 有れ ども、 其の 那豆岐 田の 歌に も、 那豆岐 能 多 

能、 伊那 賀良邇 と 有りて、 稻塞を 詠めれば、 小 竹の t 川 代の みに も 非す、 稻 i^, などに も 足 を 痛め 半 -し\ 趣に て、 此の^ 

田の- 械も、 其 等に 12^, る稱 なり、 新撰 字 鏡に、 杠 支利久 比と 有り、 名義 抄に、 株 を久比 世と 訓み、 字 寄に. 人，！ -n.Hr 

在 二 土 上， 曰 i 株と 註せ り、 此に 就きて 思 ふに、 古語 拾遺、 御歲神 御怒條 に、 以 A 蝗放， 1 其 田 f 苗葉忽 枯抝、 似- 1 德竹 一と 

云 ふ 事 所見 たれば、 其の 稻の實 る 方 は 薄く して、 中々 に 其の 稻^ の 方 太く 成り 以て 行きて、 篠竹 なせる が、 其の^^代 

の 腐す して- 何時までも 田 人の 足を惱 せる を 以て IK 橡 田と は 云 ふに ぞ 有りぬ 可き、 (^代 は、 ^りたる 株 を 云 ひ、 杠 

は 株の 義 なり、 萬 葉 十六 卷に、 法師 等 之、 愛 乃 制 杭 云々 と 有る も、 刺り たる 鬚の 株 を 一ぶ ひて. 何れに も久 比と 云 

ふ 一 百、 5：； 此 に M じ、 n 訣 に、， 枘 田、；？：，： 木极, HE 也と；； ム へる は 叶 はす、 叉 WJi^ 蹄に、 橄橛 也、 打 レ橛而 爲-; £:!w 之！^ 故 

B^s^  二十 之卷 wm^s  1 五 
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曰，， 楠 田， と 有るな ど は、 逾違ふ 可し、) 〇 犬 川 依田 は、 天 川 倚 田に て、 歌. 阃に謂 ゆる 川 傍 S 是 なり、 疏に、 其 地 近： 

於大川 r 故 曰， 1 川 依田 一と 註 させ 給へ るが 如し、 次に 雨 則 流 之と 有る も、 此の 田に 係りた る 一：" II にて、 其の 地 川に 傍 ひた 

れば、 雨 降る 毎に 川より 水の 溢れん りて、 流れ 拟ね 易き 由の 名なる fH- し、 今 俗に、 山に 傍 ひたる 地 を 山人と-ぶ ひ、 川 

に 旁 ひたる 處を川 人と 云へ る、 入 は 倚の 轉 にて、 山 倚、 川 倚の 義 なる も、 古 一 W の 遣れる 者な り、 (叉、 其の 山に^ キ-. 

たる を、 山 田と 云 ふに 竝 びて、 川 に^れる を、 川 田と- K ふめり、 和名 抄鄉 名に、 肥 後國^ 北^ 川 W と 有る：： なり、 姓 

氏錄、 大和 阔神 別" 大 神に、 額 田 i 河 田 速 は 更なり、 神 名 式に、 近 江國甲 賀^ 川 神社な ど所见 たるせ >  ル；： むの 川 出 

の 例に て、 ^ち 川 依田の 事と 聞え たり、 ^、  ロ訣 に、 川 依^ 川 窪 也と 一 K へる は 委しから す、) 〇 大口 鋭 田の 口 は 水口 

なり、 鋭 は 敏捷な り、 水口 爱利 にして、 引せ 蓄 ふる 用水 を 保ち 難く して、 甚 漏り 易き を 云 ふなり、 . ^に 早 則 焦 之と 有 

る は、 此の 田に 係れる 事に して、 其の 爲に羊 魃の患 有る 悪しき 田なる 由な り (暴疏 に、 水口 急、 而動 漂. 其 地？ 故 H 二 

U 鋭 E 一と 有る は、 予が云 ふ 所と は 表 裡の違 ひ 有り、 唯、 通. 證に、 今按、 川 依田 多 n 水 患 1 也， 口 鋭 田 有-一 早 害-也と 云へ 

るぞ、 i;^ 謂れた る、) 〇ii 地 は 夜^ 杼さ： « と訓 みて. むの 田の； 骨 映た ると は樣 りて、 稻の生 立 も 何も 宜しから ざ 

る 瘠 地なる 由な り、 ：弋 知 E 大ぉ  1^ 元年 御紀 に、 隔 nE:^, に 地 确、 非， ws^ 桑 之 地 一と 有る に 同じ、 其の 磽字を 用 ひられた 

る. 其 は 名義 杪に、 多加志とも5^志波^^:{とも、 許 波 志と も訓 みて、 俗に If とも 作る ネ なり >  此に 就きて、 ^疏 に、 嬈 

地^.' 石田而少レ所レ5^:也と宣ひ， 直 指に も * 「田に 石沙 多くして、 穀物 生 熟し 難き なり」 と- K へる、 然るへ 「"にて、 む 

の 三處田 を、 共. に繞 地と 云へ る は. 實に沙 n 交りに して、. 土地に 青 映 無き が 故な り、 其の 称 田の 稻の. 德 竹な したる 


が、 其の^ を 以て、 名に々 乂 へる も  >  沙 •：；： 田なる はなる 可く、 川 依田の？ m え 易き も、 n 鋭 E の 口  tUv も， ^土地に 力 

美 ほふ 所 無き、 沙石 田なる 故と 聞 ゆれば、 磽字尤 に 常れ り、 (和名 抄郡鄉 名の 中に、 磐 田、 石 田な ど 有る 巾に は、 田 

巾に 磐石の 有る に 象 どり て號 けたる も 有るべく、 又 何と無く 沙 石の 多： くして、 右に 云へ る ti 地の 類なる も、 本より 有 

るべき なり、 叉沙 田と 云 ふ も 有り、 ^、 磽 字に 多 加 志と 云ふ訓 有る、 田の 高き 處は. 水の 保ち？ しき 故に 疳地 なり、 

叉、 許 波 志と 訓 める は， 山城 國 {IHm 郡に、 木 幡と云 ふ 地名 有る も、 剛田 にて、 沙 の 堅 硬に 依れる 事， 同抄、 和泉國 

大鳥郡 和 田. 爾木 多と 云 ふ鄉名 有る に m ムひ 合せて 曉る 可し、 々の剛 と 和と は、 土地の 肥 瘠 を 以て 云 ふと 聞 ゆ、) つ 雨 則 

は、 阿 米布禮 婆と 訓む べし、 名義 抄に、 雨 を 阿 米と も， 布 流と も、 阿 米 布 流と も 有る 是 なり、 和名 抄に、 雨， 說文 

云、 水從， 一！ fll 中， 而-ト 也、 和名 阿 女と 有り、 常 陸風 土 •  おに、 以，： 所.， 有 水田 上 小 中 多 r 年 過 = 霖雨 T 卽 聞，， 苗 子 不レ登 之 難， 

と 云 ふ 事 見 ゆ、 〇 流 之 は^ 賀禮 と， むべ し、 ^に 謂 ゆる 大川依 S など は、 川に 傍 ひたる 地なる 故に 常に 浸 易き を、 其 

の 上に 沙石多 在る 磽 地なる から、 雨と だに-ぶへば、 霧なら すと も、 土^ 晚 きが 故に 滑え 流る.^ を 云 ふなり、 (はに-: ム 

ふ 川 缺の地 を 見る に、 ル： がら、 沙石 交りに して、 土に il^ り 無き 地の みなる を 思 ひ 合す 可し、 和名 抄鄕 名に、 伊勢 國多 

氣^、 流 田 奈加禮 多と 有る も、 多 氣 河の 川 傍の 地なる にか、) 〇旱 則 焦 之 は、 比傳禮 婆夜祁 奴な り、 安閱 き 兀年御 

紀に、 IK 旱雑 レ^と 云へ る 如く、 右の 一 鋭 田な ど は、 天萃に 經ふ時 は、 沙 石の 間に、 水の 染み 人り て 保たざる を， 

焦 之と 一ぶ へる にて、 俗に 率 魅 の， を 日 焦と 云 \  0 れ なり、 萬 集 十 八 (三十 二  丁 ) - ： 穴 平 感寳元 年間 五 月 六 日 以來、 

起， 小 百姓 田： g 稍 有-: 凋 色， 也、 一ぶ々 の 歌に、 离調麻 都 流 都 可 佐 等、 都 久里多 流、 曾 能 那里波 比 乎、 安 米 布 良受、 

日本 *. 紀傳 二十 之卷 寳截 開始 章  1 七 
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日 能 可 左奈禮 波、 宇 惠之田 毛、 麻吉之 波多氣 毛、 安佐 碁 登爾、 之 保 美 可禮由 苦、 曾 乎見禮 婆、 許 己 呂乎伊 多 美、 彌騰 

里兒 能、 知 許 布 我 其 登久、 安麻 都 美 豆、 安 布藝豆 曾 麻 都と 有る は、 天 隼の 事 を 詠める にて、 稼稳の 焦る. -狀 見えた 

り、 早 字、 名義 抄に、 比 修理、 叉 比 傳理須 と 有り、 (塞 疏に、 雨 三日 以往 曰 レ霖、 .1 几 陽不， 雨 曰， 隼と 有り、 字 は- 早と 

も、 天 旱 とも、 炎 辱と も， 旱魃と も、 隼 扱と も 書け り、 說 文に、 旱不レ 雨 也と 註し、 圓機活 法に、 辱 乾 也、 首 萬 物 傷、 

而乾不 レ得レ 水 也と 見 ゆ、 叉 字典に、 旱曰， ー尤陽 T と 云 ひ、 唐杜甫 詩に、 充陽乘 二 秋 熟， とも 一 K へり、) 〇 妬は哭 痛な り、. 

佗人の 吉 十：！- を 見て、 心に や： 汰 やみて、 . 目ら 苦しむな り、 古事記、 高 宮 段に、 言 立 者、 足 母 阿賀 迦邇 嫉妬と 有る を忽ふ 

アル ネタ： 、ヅ * トキ 二  カラス 

可し、 祌武 天皇 御紀 に、 兄 礎 城忿之 曰、 聞， 一天 匪 神 至？ 而吾爲 ，： 慨 i^, 時， 奈何 烏 鳥 如此惡 鳴耶、 乃 蠻レ 弓 射， 之、 烏卽 

ゥシ n マリ テ  ォ Ms カシ コ-.- テ 

i. (中略) 時^^礎城、 . は然改 容 曰、 臣聞 U 天壓神 至： 1 夕 長. 懼、 善 乎 烏汝鳴 之、 若 此者歟 >  卽 作，； 葉 盤 八 枚 r 

盛 レ食變 之と 有る 慨愤 を、 禰多 牟と訓 みて、 畏懼に 對 へたる と、 叉忿 之に 改容 とを對 へたる を 以て 思 は i -、 思 ひ 半ば 

に 過ぎな むかし、 名箱抄 に、 妬 を、 禰多牟 とも、 曾顧牟 とも、 阿良 曾 布と も、 物禰多 美と も、 宇 良夜 牟 とも 訓 める、 

ソネム 

其の 曾 禰牟は 背 狼な り、 阿良 曾 布 は 荒 銃な り、 宇 良夜 牟は心 病な り、 禰多牟 の 言義、 此 等と 相 遠から すなむ、 (S- 女 

の 間に 云 ふ 嫉妬 は、 楚辭 註に、 害, 賢 曰 レ嫉、 害レ 色曰レ 妬と 有りて、 此亦 右に 同じ、 釋氏 要覧に、 見， 佗 有 お 生 レ惱曰 

,嫉 と 一一 ム へる は 然る _H ^なり、 叉東坡 集、 鶴 林 玉露な どに、 不分 を、 禰多 伊加 奈 とも、 禱多麻 志 伎加奈 とも 訓 みたる、 

不 分の 字 を 以て も、 其の 義 著明き 者な り、) 〇 害， ー姊 田, は、 .ff- に 春 則 云々、 秋 則 云々、 と條 s を 分て る 其の 大綱 を、 

此に 先づ云 ふなり、 害字此 にて は、 曾許那 比寧理 伎と 訓む べし、 上に 謂 ゆる 日 神の 御田の、 I に 所，： 拟傷， と 一 K ふに 就 


きて、 妬みて 損傷し むる 所 なれば なり、 名義 抄に、 害 字 を、 許 呂須、 又 夜 夫 流、 叉 曾許那 布な ど 云ふ訓 有る が 中に、 

曾許那 布の 方、 此に 正しく 當れ i ば、 今然訓 みつ、 (但、 本に、 此の 害 字 を， 夜 夫 流と 訓 みたれ ども、 似氣 無く や； 5 

ら む- 今 も 田の 荒 地と 成りた るを损 田と 云へ り、 然れ ば、 古に、 曾許禰 田な ど 云ふ訓 も、 必す 有り つらむ と 所思し け 

れば、 曾許那 布と ぞ訓 みつ 可き、 )〇 廢. 粱槽 は、 下に 此云 一一； 1 波驗都 一と 註 せれば、 此は 祕波餓 知と 訓 みて、 及 字に 綾 

く 可き なり、 偖、 此の 梢の 二字 は、 Si の 1 言に 當 るな リ、 渠槽 は、 允恭 天皇 二十 三年 御紀 歌に、 阿 資臂紀 能 • 椰摩 

娜烏薬 絢 利、 椰摩娜 箇彌、 斯 1*\媚 烏 和 之 勢、 志 i タ那 企貳、 (下略) と 有る 斯 i タ媚 は、 私記に、 土 下度褪 也と 見え" 攝 

律 風土記に、 此 山伏，， 下 樋； 而屆- 一 於 神 許 t 從-此 樋內， 通而禱 祭、 由， 是、 曰- 1 下 樋 山， と 有る、 此は 地底に 伏せて、 水 

を 通す 下 樋 を 云 ふなり、 又、 武烈 天皇 五 年御紀 に、 塘核を 伊氣能 比と 訓 めり、 和名 抄に、 淮南子 曰、 決 レ塘發 Aar 許 

愼云、 械所ー 「ー以 通- 資ハ 和名 以 比と 有り、 然れ ば、 伊比と 云 ふが 本なる を、 約め て；. i と 云へ るな り、 伊比 は 往經に 

て、 水道の 事なる なり、 後 撰 集に、 「小山 田の 苗代 水 は 絶えぬ とも 心の 池の 伊比 は 放た じ」 と 見え たれば、 當昔、 猶伊 

比と 云 ひしな りけ り、 ハ 古事記、 高津宮 段に も、 是以、 大殿 破壞、 悉雖， 一雨 漏？ 都 勿 = 修理 f 以， 械 受，， 其 漏 雨 r 遷 ュ避于 

不レ； i 處 一と 有れば、 凡て、 水 を 通 はす 器 を、 拭と は 云へ るな り、 或說 に、 渠槽木 厚 通 二 水道， 者と 云へ る は、 然る 首な 

り.) 廢 を波驗 都と 云 ふ は、 吐棄と 云ふ義 なり、 此を、 大献 M、 儀式、 儀式 帳、 世 記な どに は. 樋 放と 有り、， 魔と 放 

と は 大凡 相 近き 語な り、 後 釋 に、 此の 樋 は、 溝に 在れ、 池に 在れ、 構へ て 常に は 板 以て 塞ぎて、 水を蓄 はへ 置きて、 

其の 水 を 田に 引き 用 ふ 可き 時に、 彼の 板の 塞 をば 放つ 事なる に、 水の 用 無き 時に 放ち 漏して、 田に 水 を 溢れし め、 且 
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用 有る 時の 蓄 はへ を 失 はしむ るな り」 と 有り、 正脊 に、 泰 則お々、 毀 一一 其畔， と 云 ひ、 t を ご 書に も- 春 則^, 毀レ 畔 

とも： ぶ ひ、 此 にも、 則廢& 槽 f 及埋， 溝 毀 レ畔と 有れば、 * は畔 Q 水 n を I- きて、 田に 水 を fc, せ、 又 池^の 或 を 座 

さて、 水 を 一一 S ふる 時なる を、 畔を 切り 滅を拔 きて、 農作る；^^理を失はしむるなり、 神祇 百 首に、 「£ しても 顿 放ち 勿 

爲そ 久方の H< の 良田の 御 種 浸す 頃」 と 有る 是 なり、 廣を波 .1 都と 云 ふ は、 今せ にも- 池 川の 水 を 通し 去らし むる 事 

…ゾ ハキ ョサ ァシサ 

を、 波 加 須と云 ひ. 又は 水 吐の 可否 を 云へ る は、 共に 此の 古ず の 遺れ るな り、 (然れ ば、 放と 魔と 近き 中に も、 &は 

械を |g くる 方に 主と 係り、 廢は水 を 通す 方に 尊ら 係れる にて、 末は问 致に 成るな り、 名議 抄に廢 を夜牟 とも、 須都 

とも 曾莉 とも、 波那 都と も、 須多 流と も、 志 理叙久 とも、 種々 に訓 めり、 )〇 埋溝 は、 |§  二/一書に、 in に！^ と 有る 

に 同じ、 傳 十九に 云へ り、 〇 毀畔 は、. 正書に W づ- _w 十七に 註せ り、 〇軍ー 播種 子 も、 上に 同じ、 傳 十七に； ーム へり、 〇 

捶籤 は、 此も、 大政 詞、 儀式 及 儀式 帳、 I 記な どに、 .EJ 刺と 作り、 古語 拾遺に、 刺 串 (古語 久志左 志) と 有りて、 下 

に、 素戔嗚 神、 常，； 日祌 耕種 之 節？ 竊往， 一 其 田 1 刺 L 串 相^と 註せ り、 ロ訣 に、 捶， 籤 奪， 畔、 tJ 之^ 也と 云 ひ、 》疏 

に、 禅 4 傲^ 爭 之義、 今 I 所謂 田 札 也と 註 させ 給へ り、 彼此 相 合せて 思 ふに、 說文、 1 驗也、 ； Irt 籤つ as 處， 爲， 驗 也と 有 

り、 斯^ は 其の 標 木の 事に て、 彼と 我と の^に 立てる 機 木 を拔き 去り- 竊に 佗の 田に 持ち 行きて、 本より 有りし 如 

くに 拆ハ ^か 田に 接け て、 其の 田 を 奪 はむ と 謀る にて、 此は、 素斐嗚 尊- 其の ra を 奪 ひ 掠む とに は 非ね ども • 然る 

御行 を爲 させ 給へ る を 云 ふなり、 其の I- 木、 今骨の田札と<1^ふ物、 是に 常れ りと M ゆ、 (然るを、 私：^^に、 

籤， 刺 Jr>;ra 中 t 爲，： 呪， 咀之. 岡" 謂，： 之籤旌 f 若 有，， 强稱， 其 由, 者、 身遂 滅亡、 素^^ 錄- OI 知， 1 比 事 f なお 爲， 之、 今 世 


若 有， 一 彼此 相 爭之田 一 者、. 立 レ籤是 其 意 也と 有る は、 如何なる 事な り、 此は 其の 籤 を 八十 玉 籤の 類と 見た る說 にて、 此 

を 以て 日祌を 呪， 咀 奉るな ど 云 ふ 如き 御所 爲は、 素戔嗚 尊に 於て 少 かも 御 在し 坐 さぐる 事、 此の 佗の 御行の 狀を 以て 知 

るべ し- 甚々 味氣 無き 僻說 にこ そ.) 此に、 中 iGl 鍵. 氣吹抄 に 引ける、 攝津 風土記 曰 • 河. 邊郡山 本 保 籤稻村 者、 大截 

IT 大皇 御宇、 维直沖 名 田 也、 本名柏^^な田、 沖 名 造，, 田 串 罪 事 f 以レ 田噴焉 ， 故號 ニ籤稻 村， 云々 と 有る 田 串 は、 此の 籤の 

事なる 可し、 其の 罪 を 犯せる 故に、 献物に 田 を 以て 瞎、 はしめ たる 由に て、 籤 代と 一 K ふ 名と 成りけ む を、 和名 抄に、 稻を 

志 呂と訓 せた るを惜 りて、 缀稻と は 書き 来れる 者なる 可し.. 其の 抄に、 賊盜律 曰、 其盜家 之籤稻 者， 损， 一天 功一 之 罪 也 

造 レ之者 同罪 云々、 稻 字に 心 を 著くべし、 其の 形 櫛に 似た る 物故に 久 志の 名 有り、 稻を佐 志と 云 ふ 事 は、 田 舍の詞 に、 

マヲ 1* シ  イネ コキ 

靑稻 などと は 今 も 云 ふめり， 或 書に、 損 n 天工， 者、 输： 稻 (訓ニ 久志左 之，) 其最者 也、 IK-^ と 有り、 後 *、 稻 扱と 云 ふ 

イネ n キ 

物 を 描へ て、 農家の 利用に 備 ふる は 古代 盜鬥の 串 刺の 調へ W せるな る 可し、 (採 要) と 云へ る は， 今 世の 稻极は 古代の 

竹 籤を竝 ベた る 如しと なる 可し、 但、 櫛に 似たり と 云 ふ は、 右の 田 串 は、 此の 捶 籤に 同じき を、 能く も 解ら すして 一 K 

へりと 聞 ゆ、 何れにしても、 右に 謂 ゆる 捶簽 と、 事相 違 はざる 可し、 (此 は、 其の 風土記の、 珍奇し きに 因りて 引き 

出で たるな り、 右に 或 書と 云へ る は、 抄に. 凡 河 內躬恒 撰、 中臣慮 曰と 有れ ども、 疑 はしき 誓 目なる が 故に、 然書 

せるな り、 叉抄 に、 右の 籤稻村 を、 攝津國 にて 尋 ぬるに、 今久代 村と 云 ふと 云へ り、 惜、 和名 抄鄉 名に、 伊勢 國多 

氣郡櫛 田久之 多、 越 中 阈射水 郡输： £ 久之 多と 有る、 伊勢なる は、 倭g,<s•世•_^iに、 其 處爾御 椅落給 支、 其處乎 稱田 止 

號 給と 有れば • 其 は 異なる 意 にても 有り けれども、 SI 中なる は、 右に 謂 ゆる 田 串な どの 事に 因れる に は 非ざる か、) 
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コトデ ，ケナ 

〇 伏 馬 は、 宇 麻布 世 伎と 訓む べし、 卽ち、 正霄 に、 放 二 天 斑 駒 T 使レ 伏， 一田 中？ と 有る を、 赏簡に 云へ るな り、 已に傳 

十七に 其の 註 有り、 〇 惡事 は、 惡 態と 作れば、 其に 訓を 取りて、 阿 志 伎 和 邪と 訓む べし、 〇 曾 は、 加 都 &と訓 みて、 

ン 9 グ 

姑且 もの 義 なり、 古事記、 白禱原 宮段大 御 歌に、 加 都賀都 母、 伊 夜 佐岐陀 S 流、 延袁斯 麻 加牟と 見え、 萬 葉 四 (二 

十三 丁) に、 安蘇 蘇 二 破、 且者雖 知、 叉 (四十 丁)、 勝且 毛、 枕與吾 者、 率ニ將 宿、 叉 (四十 三 丁)、 花 勝 見、 都 毛 

不知、 十 (十九 丁) に、 木 高 者， 曾 木 不殖、 十六 (十三 丁) に、 吾 待 之、 代 者 曾 無な ど 多く、 さ 今 集雜歌 上に、 「且 

見れ ど 疎く も 有る かな 月影の 至らぬ 里 も 非 じと 思へば」 などの、 加 都、 叉 加 都&、 又 加都賀 都、 共に 同 語な り、 

(字書に、 會嘗 也と 注し、 叉、 且を 不定 之辭 とも、 姑且 とも、 苟且 之辭 とも 注し、 叉 所に 依りて は、 如 曰 k と 云 ふ 意な 

る 時 も 有り、 字書に、 且を、 此也、 是也、 とも 注せる に 同じ、) 〇 無 一一 息 時 一は、 古事記に は、 不止 而轉と 有り、 其の 

事傳 十九に、 事の 因に 註せ り、 萬 葉 二  (二十 九 丁) に、 吾等 哭淚、 息 時 毛 無、 四 (十九 丁) に、 止 時 毛 無、 吾 戀爾、 

六 (十一 丁) に、 止 時 梨 二、 所思 公、 叉 (三十 二  丁)、 百師紀 能、 大宮 所、 止 時 裳 有 目、 十 (十四 丁) に、 止 時 丧哭、 

戀良苦 念 者、 十一 (二十 三 丁) に、 吾戀落 波.' 止 時 裳 無、 叉、 (三十 七 丁) 公二 戀等 九、 止 時 毛 梨、 十二  (五 丁) に、 

物 念 雨、 割 西 舞 者、 息 時 裳 無、 叉 (一一： 十七 丁)、 居 白雲、 止 時 無、 叉 (三十 八丁)、 君 乎 思 苦、 止 時 毛 無、 十三 (八 

丁〕 に、 小浪、 吾戀 者、 息 時 毛 無、 叉 (十二 丁) 吾妹 子爾， 吾戀 ^5{久 波、 已時毛 無な ど 有り、 (伹、 此は同 語の 例な 

るに 依りて-引き W でた るに こそ 有り けれ、 其 等 は 歌詞 なれば、 息 時 毛 無と、 毛の 辭加 はれる を、 此の 無-一息^, 

は、 夜牟時 無加理 伎と 訓 むべき なり、) 〇 不慍、 第二 一書に 出づ、 博 十九に 云へ り、 〇 恒は、 右に 無 n 息 時， と 有る、 


其の 恒久し き 間 を 一 K ふなり、 此の 字 を 用 ひたる 例 は、 古事記 海祌宮 段に、 三年 雖レ 住、 恒無. 歎、 今夜 爲 n 大ー歎 一と 

も， 三年 雖， 坐、 恒無， 歎、 今夜 爲， 大歎 一と も、 妾 恒通， 海道 『 欲，； 往来 一と も 見え， 日代宮 段に、 恒令， 經， 一長 眼 f 亦 勿 

レ 婚而惚 也な ど 有り、 言 義は" 怛は 連聯の 切れる； 百なる にこ そ、 〇 以- 一平 恕, 相容 は、 第二 一書に. 智以， ： 平 心， 容焉と 有 

るに 同じ、 it 十九に 註へ り、 偖此 は、 古事記に、 故 雖，， 然爲？ 天 照 太 御 神 者、 登賀 米受而 吿、 如， 屎、 醉而吐 散 登 許 

曾、 我 那勢之 命爲， 一如 此ハ 叉 離 M 田 之 阿， 埋 溝 者、 地 突 阿多 良 斯登許 曾， 我那勢 之命爲 n 如此， 登 詔雖， 直 (下略) と 有 

る 其 ひ 趣 を 1 此に 切め たる 文なる 事、 已に傳 十七に 委しく 云へ る を 以て 知るべき 者な りかし、 〇 云云 は. 下に も 乃 

躬 装，, 武備， 云云、 又、 於是、 曰 神 先，； 齧 十 握 0, 云 々と 見え、 天孫 降臨 章 第 六 一書に、 及， 1 其 遊行 之 時， 也 云々、 海宮 

遊行 华第六 一書に、 兄 怒不. 受、 急 TT 責故鉤 一一； ム々 と 有るな どの 云々 は、 »疏 に、 略レ 事之詞 也と 宣ひ、 谷^ 遠が、 讓ニ 

佗 書, 略, 事 之！！、 位 傚： -此と 云へ る 如く、 正書と 一書と 互 £0^, すれば、 相 知らる- - 事なる が 故に、 此處 も已に 上に 載せ 

たる 同じ 趣なる 事を讓 りて、 び 云 はざる を 以て、 云々 と^ふ 字 を 用 ひられた る 者な り、 源氏 帚 木 (四十 六 丁) に、 

「何らと 宜 ふに、 云々 と. &. すに」、 若紫 (四十 四 丁) に、 「云々 なむと 聞 ゆれば/ 末 摘 花 (十 丁) に、 「例の 隔て 聞え 

給 はぬ 心に て、 云々 の 返事 は 見 給 ふや」、 又 (十四 丁) 「甚傍 痛き 業 かな、 云. <<  こそ 御 在し 坐した なれ」、 若茱上 (十 

三 丁) に 云々 なむ、 何が しの 朝臣 彷彿し 侍りし かば」、 又 (三十 丁) 「云々 なむ 宣 はせ 託し かば」、 橋姬 (十八 丁) 

に、 「云々 なむ 隱り御 在し 坐す」、 落瘦 西に  >に 「此の度 だに， 御返し 聞え 給へ 云 々なむ 宣 ひて、 心に 入れぬ ぞと、 又 問 

ひ 攻め， 給 ひければ、 猪、 如此 云々 と 申しければ」、 狹衣三 中 (三 丁) に、 云 々储に 見し 事 も 有りし、 隨の 有り 狀を語 
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りて」、 など 見 ゆ、 偖、 此に， 云々 と 云へ る は、 卽 新嘗、 神 衣の 二 事に なむ 有りけ る、 上 件、 正書 一書の 文 を 見^し 

て 知るべき なり、 通證 に、 云々 爾々 也と 云へ り、 實に、 然有然 有の 首の、 切 まれる 者と 所見たり、 (又、 同書 前漢汲 

II 傳、 吾 欲 n 云々 T 額師古 曰、 猶 レ如 レ此唯 略，, 其辭， 目 如レ此 也、 文選 註 云云、 謂，， 辭多 略不- 能， 載 也、 と 書せ り、 又 

字書に も、 云， 一 猶然, 也と 所見たり、) 

至， 於 n 神， 居 于 天 石 窟， 也。 諸 神 遣， 中 臣 連 遠 祖 興 台 產 靈， 兒 ：大ノ  n 几 

^/  :、n ト n- テ シ/  .w., マ ヲサキ  コ *  二  7  メノ  r ヤノ ミ r トネ コ. ジニ： V. シ 7  メ  / カグ ャマ ノ マ  サカ キヌ テ  ホづ. ェニひ トリ 力 x カガミ 

屋 命 一而 使. 祈 焉。 於 是 天 5- 屋 命 握，， 天 香 山 之 眞 坂 木 一而。 上 枝 懸， 1 以 鏡 

作 遠祖 天拔戶 兒已 凝戶邊 所. 作..^ 咫 鏡；^ 中 枝 〔il 以 玉：^ 遠へ き 1- 弊 ti. ま.' 

兒。 天 明 玉 所お 八 坂瓊之 曲玉： 下 枝き 以 粟 函 ij§ 部 遠 祖 IK,  ^ 鷲 所. 作 

ュ "ヲ  ス ナ シ / ィ：、 べノ  +-ビ ，にノ 卜 六ん ,ト 3, マ/  r- トニ トリ で. メ テ  ヒロ，.'  丫づ， ノ タズへ ゴト； へ ゾ -.. マテ シ キ 

木綿； 乃 使，， 忌 部首 遠祖 太 玉 命 執 取， 而。 廣 厚稱辭 祈啓矣 U 

至 三 於 日 神： 一居 于！ K 石笳， 也 は、 其の 石 窟隱の 御 事に 就きて は、 何 くれの 事共 多 在り けれども、 共 は 上に 巳に 委しく 

有りて、 其 等に 異なる 所 も 無 かめる 故に 唯 其の 時の 大較を 云 ひて、 其の 時の 事 を才、 に 粒べ 擧ぐ 可き 序と は 成された る 

文な り、 然れ ば、 此の 文中に、 意 を 補， へて 聞くべき 事共 少しと 爲す. - 正書に、 故 六合 之 常闇、 而不， 知，, 晝夜之 相 

代， と 云 ふ 文 は、 其の 時の 形狀 をし も 云 ひて、 諸祌 の、 其の 御 祈に 勞 づき 給 ふ 事 を 引き出す 所 なれば、 必す 其の 意 を 

はすて は、 其の 思 を 深めて 事 實を徵 す 便 をな む？.：： まじ かりけ る、 故に 第一 ー# にも、 於是、 . 天 下お Mr 無- 1( 仅ポ； ；； お 之 


殊， と 云 ひ、 第二 一書に は、 于時、 諸 神 憂， 之と 有る、 此 にても 其の 趣 は 知らる. - ことなり、 然るに、 此には 右 等の 委 

しき 事件 は 載られす と雖 も、 其のお 等の 傳. < を 漏 さす 載せら る \ 故に、 上に 譲りて 略 かれた るに こそ 有り けれ、 此 

. の 一書の- 別に 獨 立ちて 傳 はりし 時には 必す 其の 文 有りて 傳 はれり し 者と なむ 所思し かりけ る、 其 は 何 を 以て 知れる 

と 云 ふに、 下に 是時、 天 手 力 雄 神、 侍 二磐戶 側？ 引 開 之 者 * 日祌之 光、 滿 M 於 六合？ 故 諸神大 喜と 有る、 此の 諸 神 

大 喜の は、 上に 右の 如く * 諸祌憂 之と 云 ふ 首 有りて、 其に 對へ云 ふべき 語な り、 又 日 神 之 光， 滿 -1 於 六合 一と 云 ふ 

，も、 必す k に 六ん C 之 內恒闇 云々 の 語 有りて、 此に 係らす ば 然は云 はる まじき ことなる を 以て 知れるな り、 (近く 

は、 古事記に、 爾 高- 大原皆 暗、 葺原屮 K 悉鬧、 此而常 夜往、 於是、 萬 神之聲 者、 狹蠅那 須^ 滿、 萬 妖悉發 と 有 

りて. 下に、 故- 大照太 御 神、 出 坐 之 時、 高" 大原及 葦原 中國、 自得-照明-と 書 せれば、 此を 以て 此 なる も、 古 偉に は 

^1<;有りけむ事を曉る可し、) 义、 此に諸 神 遣 云々 と 所見た る 此の 遺. い" は、 諸 神の 自ら 集へ るに も 有れ、 令レ 集た るに 

も 有し、 各々 神 議に議 り 定めた る 上より ならでは、 生る まじき 字な り、 斯 かれば、 正書に、 于時、 八十 萬 神 會っ合 

於： K 安河 邊， 計-其 可 JI 之 方" 义 第一， 一書に、 故 會，； 八十 萬 神 於 天 高 市， 而問 之と 有るな どの 語 有りつ る を、 略 かれた 

りし 者な り、 例 を 推す に、 天孫 降臨 章に、 故 高 皇產靈 神 * 召 TI 集 八十 諸 神？ 而問之 曰、 (中略) 於是、 俯 顧 n 衆 一 百- ， 

以 、穗 n 命？ 往平之 (中略) 故 仍遣， 一 其 子 大背飯 三 熊 之 大人- (下略) と 有る が 如く、 上に 命令す る 神 有り、 下に 奉行 

"神 inn りて、 もの 中より、 其の 任に 堪 へたる 祌を 選び 遣 はさる、 事なる を 以て、 上文 を 此に略 かれた る 事、 甚 明ら 力 

に， 5 らしたり、 I 遣と 云 ふ は、 諸 神の 會合 へる、 天 安河 fi、 叉 は 天 高 市より 發し 遣る 如く 聞 ゆれば、 上に 云へ るお 
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く、 磐戶の 前に 各々 神 集 ひて 祈 巾され し 趣なる に は、 打ち合 はざる が 如しと 雖も、 事の 始に然 令せ て、 命 を令レ 持て 

必す遣 はさる 可き 害の ことなりつ 借、 此の 遣 字に 眼 を 著 くれば、 其の 遣し 給 ふ祌御 在し 坐す 事 著明ければ， 右に 引け 

る 第一 一書 は、 古語 拾遺に、 高 皇産靈 神、 會ニ 八十 萬 神 於 天八湍 河原？ 議 一一 奉， -謝之 方， と 有る と 同じ： i& なる にて、 此 

ャ，ガ テ  ♦ 

の 遺 は、 卽 其の 高 皇産靈 尊の 勅命なる 事、 ^隈々 しからす なむ 聞 ゆめる、 (次に、 乃 使-一 忌 部首 遠祖、 太 玉 命 執 取， 而 

お々 と 有る 使 字 も-高 皇産靈 尊の 命令に： S れる にて- 此の 遺と 同じ 事な り、 傳 十七 卷、 十八 卷に 云へ る 事共 考へ 

合す 可くな む、) 〇 屮臣 速、 正書に sr つ、 傳 十七に 注せり、 此の 氏の 遠祖の 事、 此に興 ム！： 產靈 兒、 天 兒屋 命と 有れ 

ども、 共の 興ム u 産靈 神の 詳 ならす、 古語 拾 遣に、 神皇 產靈 神の 御名 を舉 げたる 下に、 此神 子犬 兒屋 命、 中！ i 朝 

臣 鼠と 有れ ども 世隔れ り、 叉 其の 異本に、 津 速產靈 神の 御名 を 載せて、 卽中臣 朝臣： ま 也と 有る は、 違 は ざれ ども、 

其の 神 を 高 皇產靈 神の 下- 神 皇産靈 神の 上に 在る こと 其の. h 、第 錯れ たり、 唯 天神 本紀 に、 高 皇產靈 尊、 、神 皇產靈 

尊、 ff: 津速魂 尊、 兒巿千 魂 尊、 兒 天兒屋 命、 、中臣 連 等祖) 、武乳 速 命.' (添 縣， 主 等祖) と 所見た る、 此ぞ眞 に 正しき 

古 傳には 有りけ る • (此の 武？ 速 命 を、 姓氏 錄 大和 阈神別 天 神に. 1„?！ 縣 主、 出ヒ 目， 一 津速魂 命 男 武乳速 命-と 有りて、 

舊事紀 も此も 共に、 乳 速 を 乳 遺と 譌れる を、 今 如， 此 改めた る は. - 御 父 津速魂 神の 津 速と 同じ 一 百なる が 上に、 師の 

十；： 史徴 に、 「神代 系 阖傳に 速と 作り、 此は 當時然 作る 古本の 有りし に據れ るなる 可し、 今 は 其に 從 へり」 と 有る に 

依りて 今 改め 引けるな り、) 然る は、 古史 第 六十 段徵に * 天兒 屋根 命の 御 系の 事 は、 先 づ津速 産 靈神を 其の 始 組に 

系け、 次に 天 相 命、 次に 興 台産靈 命と 序次た る 事 は、 凡て 姓氏 錄に 據れ り、 其 は 左 京神刖 上天 神に、 藤 原 朝臣、 出 


レ自 一一 津速魂 命 三世 孫、 天兒 屋根 命， と 有りて、 其の 始祖 を 此の 神に 係け たる、 是事實 に 熟く 符 ひて、 正しき 傳と 通え、 

偖、 天 相 命 を 此の 次に 係け たる 事 は、 山城 國神別 IK 神に、 吳公、 天 相 命 十三 世 孫 雷 大臣 命 之 後 也と 有る 雷 大臣 命 は、 

其の 左 京 神 別 上天 神に、 中 臣志斐 連、 天兒 屋根 命 十 一 世 孫、 雷 大臣 命 男、 弟子 之 後 也と 所見た る を、 藤 原 系 圖に據 お 

て考 ふるに 信に 右の 如く、 天兒 屋根 命の 十一 世 孫 なれば、 共の 十三せ 祖は天 相 命に 常れ り、 然れば 雷 大臣 命の 十四 世 

祖は、 速 産靈； 1 にて、 天 相 命 は 其の 御子に 坐し、 夭 兒 屋根 命に は 祖父に 坐す こと 灼 然し、 偖、 天 相 命の 別名 を、 

市 千 魂 命と 記せる 事 は 舊事紀 に、 津速魂 尊 兒市千 魂 尊 兒與登 魂 尊、 兒 天兒屋 命と 有る を 採れり、 傻、 天相命の.^、に與 

台 產靈命 を 係け たる 由 は、 神代 紀に、 興 台 産靈兒 天 兒屋命 • 姓氏 錄 (左 京 神 別 上、 天神) に、 中 村 連、 己 己 都 牟須比 

命 子、 天 乃 古矢 根 命 之 後 也、 と 有る に據れ り、 是 にて 天兒 屋根 命 を、 津速魂 命 三世 孫と 有る 世數、 符合り、」 (採 要 

補 意) と 云 はれた る、 信に 世數 符合 ひて， 愛た き說 になむ 有りけ る、 (叉 其の 武乳速 命 は、 右に 引ける 姓氏 錄に、 津 

速 產魂命 男と 有る は、 正しき 傳 なる にて、 舊事紀 に IK 兒屋 命の. t?: に犟 げたる は 誤に て、 ：K 相 命の 兄弟なる 由に 云 は 

れ たる は 然る 言ながら、 若く は 別 神に は 御 在し 坐 さすして 天 相 命 * 市 千 魂 命、 武？ 速 命と、 御名 は 異に 》 で たれ ど 

も、 共に 一 神に 御 在し 坐すな る 可し、 下に 云へ る 趣 を考へ 合す 可し、) 偖， 神 世 七 代 章、 第二 一 書、 可 美 葦 牙 彥舅尊 

の 御 事に 就きて、 傳 二に 云へ るが 如く 此の 津速 產靈 神に、 伊久 魂 命と &す亦 名 御 在し 坐すべし、 神 名 式に、 神祇官 西 

院坐、 御巫 祭神 八 座， (竝 大、 月 新 嘗.) と 有る 中に、 生産 日 神と Si でた る是 なり、 然る は 姓氏 錄 (河 內國神 別- 大 

神) に、 恩智 神主、 高 魂命兒 伊久 魂 命 之 後 也と 所見た る、 其の 社 は、 同 式に、 河 內國高 安 郡、 恩智 神社 二 座、 (拉 
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名 神大、 月，；，；、、 ^嘗、 新嘗) と 有る を、 淸 和- 大 皇實錄 に、 貞覜 元年 正月 廿 七日 甲 中、 奉 レ控, 河內國 正三位 勳六 等恩智 

大御食 津比古 命 神、 恩 智大御 食 f, が 比！. 命 神， 竝從 二位,、 と 所見て 二 座の 數 合へ るが、 此は璺 受大神 を 御髒都 神と 稱 

へ 奉れる と は BT 〈にて、 藤 原 系 ii に據 るに、 IK 兒屋 命、 次に： 大押雲 命、 .f へに 天 種子 命、 次に 宇佐 津臣 命、 次に 御 食 難臣 

命と 有る をト部 本に は、 大御食 r お E 命と 所見て、 天兒屋 命の 四 世 孫な り、 故に 其の 大御食 津臣命 夫妻 を祀 りて、 子孫 

の、 其の 社に 神主た るな める が、 姓氏錄 に は， 其の 始祖の 神 名を舉 げたる が 故に、 髙 魂命兒 伊久 魂 命と 有るな る 可 

し、 若くて 右に 引ける 舊事紀 に、 高 お^産 靈球、 ， ^神皇 産 靈^、  .f^ 津速魂 尊と 有る に稽 ふるに 一：！ 皇産靈 尊、 神 皇^ 靈尊 

は、 御 妹跌の 御中 問に 御 在し， i^: せば、 高 魂 命兒と 有る こと 奇 しき 迄に 符合へ り 然る を- 同紀 に、 神皇産 靈^ 兒生魂 命 

(猪 使 速 等紕) と びて、 刖に W せる は、 其の 生 魂 命 は • 其の 二 神に 瓦， る 御子に 御 在し 牛： して、 ^^速魂靠と 一 神に御 

- -  -  ォ -ンチ  ォ シ  ォ フシ 

^し 來す御 事 を、 能く も 心？ むぬ からの 僻 IH^ なり， 且 其の 社 を恩智 と.？. す 意志 は、 令レ 生の 略と 聞え、 知 は 速の；^、 

叉 市 千の 千の-？::: に りて、 人身の 秀.： S と 一 K ふ 物の 稱 なる 由、 下に 說く所 を 見て 知るべし、 (叉 mTi に、 右の 大御食 

比，：： 命 神、 大 御食淨 比畔侖 神と 巾せ る 食 は、 借 字に て、 (m の義 なる にて、 ^久 # 命と 巾-す^ 久は、 生活の (地の 事と 

ゆれば、 おに 大御 食萍臣 命と 云へ る は 非で、 赏 には津 速產靈 神に、 然る 御名の 御 在し 坐すなら むと も、 先に は m 心 

ひし かど も、 其に て は 此の 考は 便宜 無き 事と 成れ &ば然 は 有る まじく 所思 ゆ、 此の 氏人 は、 綾紀 に、 神 護 景雲 二 年 

十二月 千： 巾、 美 作掾、 正 六 位 h 恩 智 神主 廣 人獻， 一白 鼠と 有り、) 故 此の 津速産 神と 申す は、 正しく、 其の 可 美 紫 牙 

彥舅 尊に 御 在し^ すなら むと 所 m 心 ゆる 由 は、 傅 二に 論定め たるが 如く、 其の 亦 御名 を 角 魂 命と も、 凝 命と も、 ^凝 


魂 命と も.^ せる、 角 は 全く 蒼 牙と！ I： じ 物なる にて、 人身に 取りて は經 絡と" ム ふ物是 なり、 若て 和名 抄鄉 名に、 近江國 

高 島 郡、 角 野 都 乃、 土 佐 國長岡 郡、 大角於 保 都と 所 ln„^, たれば、 角の 奴 を 略き て、 唯に 都と も- K ひしな りけ り、 斯 かれ 

ば 卞か速 は 角 生に て、 正しく、 共の 祌 名と： I じ if なる 上に おに、 伊久 魂 命と 中す が、 高 皇産靈 尊、 神 皇産靈 尊 二 神の 御 

：.^ に 御 在し 來- すに も、 實に相 叶へ る 事な り、 故 今 思 ふに、 大地 造化の 事に 就きて は、 可 美 葦 牙彥舅 尊と 傳 はり、 人身 

養 營の 事に 就きて は、 津 速産靈 神と も、 生産 日 神と も傳 はれる にて ぞ 有りけ る、 依、 師の 神代 系圖を 見る に、 速 産 

靈神、 (亦 云 二 神速 魂 命 1) 此者火 產靈神 之 御靈神 也と 云 はれた ると、 予が可 美 聋牙彥 舅 尊に 御 在し 坐す と 明らめた る 

と、 甚く 事 遠へ るが 如しと 雖も、 此に大に奇異なる_?^なむ有りける、 然る は、 古事記に、 如 二 著 牙 T 因，： 萌騰之 物. 

成 神と 所見た る 葺牙は 火の 事な り、 萌騰之 は 燃 鬼 之に て、 天日の 成れる 始是 なる 事、 傳ー傳 二に 註へ るが 如し、 若 

て 天 H はし も、 天地の 始 よりおの 如く？！ ほ. 明らかなる 域に 在る を、 二 柱 御. ま 神、 共に 大照太 神 を 生み 成し 奉らせ 給 ひ 

ける に、 光華^ 彩し く 御 在し 坐して、 ： 大地の 内に1 一り 徹らせ 給 ひければ、 -.Kii; を 以て？ "J^ り舉げ f らせ給 ひける より、 

逾 照り 明るく 成れる を、 其の後 麻奈ぁ 子に 火 産 靈神を 生み 給 ひける に、 化； かれさせ 御 在し 坐して、 伊 弗 掰尊は 下 國 

に 神 避り 御 在し^ しける 故 を 以て、 甚く 御 怒り 华： して、 伊 坤諾尊 終に 其の 神 を 斬らせ 給 ひける に、 其の 血 は 大安 河の 

五百箇 磐石と 凝り、 其の 骸は天 1^ 山と 成り、 叉此に 因りて 成り 來 せる 神 は、 皆 一 K 上の 神に て 坐せ り、 天日の 光輝、 益 

明るく 成り { 丈 まる 所以 是 なり、 故 此の 津速 產靈 神の W 自をー K ふ 時 は、 右に 舉 げたる 如く 高 皇鹿靈 尊、 神 皇産靈 尊の 御 

子に 御 在し 坐す こと. &す もお なり、 然るに 其の 子孫 を ■ ぶふ 時 は 火產靈 神と は、 本より 別 系なる に、 彼の 大兒屋 命 は 鹿 

E 本 * 紀惇， 二十 之卷 寶鋭 開始 章  二 九 
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島 香 取 にても" 春 日、 枚 岡 にても、 其の 火產靈 神より 成り 坐せ る經津 主神、 武壅槌 神と 共に、 粒び 御 在し 坐し、 叉 其 

の 四 社の 神官 も、 各中臣 氏なる など 少緣の 御 因に 御 在し 坐 さに る を £ 心 ふに、 信に 師説の 如く、 津速 産靈神 は， 火ャ！ 

神の 御靈 神と も 申す 程の. 御 事なる は、 火産靈 神の 天に 上り 坐し し 御靈と 御身 を 合せて、 一 柱に 渡らせ 給 ふ 可き、 謂れ 

有る 御 一 祭なる 可く や 侍らむ かし、 (若く は 可 美 葦 牙 彥舅尊 は 古事記に、 隱身 也と 有りて、 顯 身の 神に 御 在し 坐 ざれ 

ば、 顯には 火產靈 神な む 御 在し 坐して、 事 潮り 行 はせ 御 在し 坐す 事、 猶天 御中 主 尊と 天 照 太 神と、 本より 別 神に 御 

在し^ しながら、 高天原の 主宰と 申す に 至りて は、 一 柱に 御 在し 坐す が 如き、 妙に 奇 しき 幽契 有る 御 W とぞ所 m でえ 

たる、) 故或說 に磐戶 段の 招 事に 用 ふる 物 を、 天 香 山に 採れる 事 は、 火 凝 祌の靈 威 を 添へ む爲 なる^ 云 はれた る 

は 然る 說な るに 就きて、 傳 十七に 註へ るが 如く、 此の 時 思 兼 神の 深謀遠慮 にて、 諸 物 を： 大！^ 山に 採らし め、 M ハ を 

天 香 山に 取り、 眞名鹿 を IKli^ 山に 獲て、 太 占に 仕へ 奉られし 事共 は 更なり、 彼の 天 安河 逢 を 諸神會 合の 場と 成し、 又 

此の 時の 諸 神 は、 多く は 其の 祌の御 族の 神に 御 在し 坐すな る 中に、 殊に 此の 下に、 於是 天 兒屋命 云々" 而魔^ 稱辭祈 

5K、 于特" 神 間 之 曰、 .g.^ も 人 f 多 S 未レ 有-; 若此ー K 之麗美 -， 也、 乃 細 rips^- 而窺レ 之と 有る が 如く" 八 百 一 

萬 神と 多く 神 集 ひて 祈 巾され しか ども、 其に はおで させ 御 在し^ さすして、 天 兒屋 命の、 神 祝に 祝 ひ 奉らし- -に感 さ 

せ 給へ るな ど、 1^::: に は 火魔靈 神な む、 上 件に 云へ るが 如く、 殊 なる 由緒 御 在し 坐す 御 事な りけ らし、 (然 れば津 

速 産靈神 は、 皇產靈 神の 御子、 可 美 葺牙彥 舅 尊に 御 在し 坐せ ども、 火産靈 神の 御靈 と、 相 混 かりて、 一 神の 如く 御 

在し 坐す 事、 灼き 者な り、 )，〇 津速康 線 神、 姓氏 錄 (河- S 國来ぉ 維 姓) に、 葺 田臣、 都 1： 十 古 乃 命 之 後者 不， 見と 有 は、 


亦 名な りけ むが、 都 早 古 は津速 心の 義 ならむ を、 御名の 狀の 異なる を 以て、 同じ 神に 御 在し 坐す と は、 古に も 得 定め 

ざり けらし、 猪、 此の 神より 以下、 天 兒屋 命に 至る 迄、 四 世の 神 名 は 人身の 事に 當 て.. 1 說-, 、べき 由 有り、 然る は^ 八 

に 粗 云へ るが 今此に 委しく 說か むに は. 津速 産靈神 Q. 津は、 天津 靈を 含む 靈 液なる 者な り、 大同 類聚 方に、 保 豆； 1 

»  0  人身  i25 始  天津 S 

と 一； ム へる 是 なり、 其の 第二 章に、 於 保奈ネ 知命 乃 美 己 止 仁、 (中略) 比 登 乃 美 乃、 奈連流 半. 自免 波、 安 萬 都美伦 麻、 

水少" 1；；15  二  た.. <  Is  血液 成  肉 成 i§ 1^  «  K  中 成  S 

美 豆 保 乃 計 乃 不多通 乎 加 波 世、 保 豆 踊 奈理、 知 之保奈 利、 士々 奈利、 須知 ％ 利、 保 念 南别， 南訶^.^.多奈俚， 與通依 太 

成  皮 成 成 口  K  お  ff 穴 成  毛髮成 ；：； 1 成  爪. K 

奈！ r  波奈 利、 波奈.<^^?、久知奈^、萬那古奈俚、 美味 阿奈 奈剁、 加 美 介 奈利遊 S 奈利、 都 15 念奈 流、 と 有る i: 一 百 はし 

も 人身の 出來 成れる 事實 を、 委曲に 神 語りに 語り 偉へ させ 給へ る 御言に なむ 有りけ る、 故に 其の 人身の 成り 整 ふ. 第、 

先 づ_大 津靈を 皇祖 天 神より 陚與 給へ るに、 其 を 本 立と して 水火 ニ氣を 交合せ て、 此に 始めて 成れる 物、 卽ち 右に 謂 

ゆる ssiK 禰是 なり、 然れば 保 一 は、 水火の 精に して、 靈と氣 を 含める 神 物な り、 血 ハ耿、 せ 肉、 ^1-毛等の全は1 

叱 を 本と し て る 所の 物なる 事、 次に 云 ふ を 見て 知る べし、 (其の IK 津靈は 天 御中 主 尊の 御 翳な り 水火の 二 気 を 

交合せ る は、 高 皇產靈 尊 * 神 皇產靈 尊 二 柱の、 産靈の 御所 爲 なり、 天地 初 判の 時に、 二 神 相産靈 して 天 中に 一物 を 成 

し 給へ る 趣に 同じ、 下に 一 K へる を考へ 合す 可し、) 偖、 其の 保 豆 11 は、 其の 第五 章に、 蕃豆 波、 致 31? 補 乃須俱 則有滿 

撰  進  1$： 内 人？ * 白  ！ a 成  中 151  人  ^  ^ 

記 乎、 愛 羅美須 寸免ョ 二、 保 念 乃 汗 知 耳 伊别、 顧 萬 之 3e 呂 冥貞、 須年登 南别、 奈訶倭 多 仁 伊 别天、 保 豆禰止 # 累、 訶波 

波 多 反 波寸惠 llr-  3H 新 波 毛登奈 判，、 ^太 布 俱波奈 伽 難^と 有る、 蕃 豆に 禰の 首の 加 はれるな り、 此の、 其の 保豆禰 

力. * タ tl-  クハ  k 

の 成る 所 由を宣 へる 文なる が、 致 旨 補 乃須俱 刹有滿 記と は、 血液の 中に 抱藏 てる 精粹 しく！^ 妙なる 物 有 を 云 ふなり 
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日本 害 紀厚 二十 之せ W-M^fe^^  II！  二 

愛羅美 須寸免 保 念 乃汙知 爾^ 别と は、 m 四 章に、 美 豆 波 能 民 區日乃 安治 萬 計奈！ T 久智與！^|可，^^效仁か剁萬{^^陪 

火 氣 • 嫁 令  0  h  &y  ^  入 is  血 feK 改々 ilii. 

保 乃 解 仁 訶裳世 天、 甫乃 岐能暮 世、 登 寸治仁 伊理 伊跻味 底、 知士甫 登条！ ^保！ 1 乎 多 止お (下略) と 有る が 如く- 血 

液 は^を 湛 ふる 物なる が、 其の 竹 中に 入る 事 能 はす、 故に 其の 巾より、 靈液 を！^ み 進めて 骨 中に 透 人り、 si し.；：： めて 

腦髓と 成り 其より、 中 蔵に 入りて、 別に 保- 翻と 云 ふ- 一 If の 物 有りと なり、 其の. m 十六 章に、 務 SJ 登 波、 1„奈| 稳乃 

K  右. だ  ！！ I  お 5S  如  £  内 a 少  ？H  .べ お  i-s  R 

4^. 关支利 非 段 利 爾# 比 尺、 都 瞎味乃 H ト九、 阿世 依伊路 依、 知 爾保楚 茶 乃 烏 都阿哪 安别； K、 保 豆 • 乎 や^ 比 i 

都无 可民^<?紀文仁伽波阯鬮多布， と 有る は卽ち 屮藏に 有る を^ ふなり、 其の 九 章、 穴に 通 ふ iijt- 別と 載せた る 

胺木  S 

に、 保 楚波保 頭 乃 毛 登 •€ と 有る は、 ぶる 身 IS Q 中" 吋に し 有りければ、 此處卽 ち 其？ 括，, ^ る！？ なり-、 ナ、 

S 穴，  统  Km  ,.r 

に、^ 婆 俚 安奈 波 保 頭- 1^ 数 弊^ 婆 里袁伊 陀斯と 有る は. 保 豆禰の 一身 を 巡り、 肾 の 中に 彌 輪て、 W 女 交； § の 時 

に、 ；^穴ょり道を？：^て^づると-ぶふ事なり (素 問 決； m 篇に、 棒-理$|^泄、 汗 ：々、 n^uk. -ほ. <れ 滿、 i9h 澤： -i.-, ひ 

竹-せ^:^ 仲， 袖；： 益腦 髓？ 皮^^潤澤、 n^Mk. と 有りて、 凡て は、 1： 經に Hi ぐ 靈液を も 兼ねて f_ ！! 液と， ム ふが、 を 

训云ふ 時 は、 體屮の 液の 淡き を と-: ムひ、 濃き を 液と 云へ り、 大 n 烦紫" に 其 を 通. お 流と 有りて、 .i^ を 液 をお 流 

と 云 ひ 分かてる 是 なり、 おくて.：；： の 第五 章に、 保 念 乃： 汁 知-斗^!^、 禰萬之 ぼ 贞、 须年登 南！ r と 有る 須年 は、 和 

名抄 に、 ， お：. f;;r 髓 和名 須襴、 骨 中^ 也と 云 ひ、 腦 和名 奈 S 岐、 頭.^髓腦也、 と 有る、 是を 合せ 云 ふなり、 须年. 3 

須は、 穴の 養に して、 屮を云 ふなり、 年 は, 1g と 同じく、 其の Si の 如き を： K ふ稱 なり、 依、 右に W ける 如く、 髓は 

ti.l、 腦は奈 rf- 歧 にて、 別 異なる が 如しと 雖も菅 家名 義抄 に、 髓 字に. 須鑭 とも、 ICH 乃奈 H 伎と も 云 ふ訓 有り、 比 を 


以て 昆れ ば、 腦 をも須 漏と 一 K ふべ く • 髓をも 奈豆岐 と 云 ひて、 其の 事 違 はざる 可し、 借、 其の 奈豆 岐、 名著と 云 ふ 事 

と 聞 ゆ、 其の 名と 云ふ義 は、 傅 二に、 巳に 註へ るが 如く、 名 有れば 物 有り、 物 有れば 業 有り、 業 有れば 成す 事 有る、 

卽ち 名と 云 ふ 事の 世に 有る 所以な り、 然るに 此の 腦髓 はし も、 精神の 府 にして、 其より 五 百津綱 延べた るが 如く、 

許 多の 液 道 有りて、 身體 に彌綸 として 在りて、 塞 熱 痛 養を覺 り、 色聲 香味 を 識 り、 生 養 一一 一一 n 動 を令レ 成る 所に し 有りけ 

れば、 其の 覺り識 る を 指して 著と は 云へ り、 今 も I 心の 其の物に 寄る を 心 著く と 云 ひ 思の 其の 事に 及ぶ を 思 ひ 著く と 

云へ る是 なり、 若くて 其の 腦の 蓋と 成りて 圍む物 を、 顧と 書きて、 和名 抄に加 之 良 乃 加 波 良と 有り、 加 波， R は卽ち 

頭骨 を 云 ふなり、 此を 以て、 首 頭 を 加 之 良と 云 ふ も、 本、 腦髓を 云 ふに 起れ る稱 なる を 知べ し、 然れ ば同抄 に" 釋 

名 云、 首 (和名 加 宇 倍) 始也、 頭 (訓 同， 上、 一 云，ー賀之^2-,) 獨也、 ，處 體， 而獨贵 也と 有る 加 宇 倍 は、 祌 方なる 

可く 加 之 良 は、 神實 にして、 右の 腦を 安置る 由の 稱と 聞え、 .h 、に II 會、 一 云，；： 大宽 f  (和名 阿 太 萬) 一 云 レ^、 (訓 

同上) と 有る 阿 太 萬 は、 天 靈の義 なる も、 右の 腦 ならす して、 何 を か は 靈とは 云 はむ、 (津 液別篇 に、 五穀 之 精液、 

和合 而爲, 膏者、 內遂 n 入 於 骨 一 補 TI 益腦髓 f と 見え、 春秋 元 命 包に、 膏者神 之 液 也と 云へ る は、 右に 引きた る 第五 

章に、 蕃豆波 致 旨 補 乃 須俱别 有滿記 乎、 愛羅 美、 須寸免 Br 保 念 乃 汗 知 耳 伊剁、 禰萬之 3 曰 WI 冥 疯、 須年 登南剁 云々、 

と 有る に 符合へ り、 又 右に 云へ る 加 宇 倍 は、 上部なら むと 思 ひし かど も. 元 命. a にも、 人 精 在 レ腦と 云 ひ、 脈耍精 

微 論に、 頭 者 精 明 之府、 頭傾視 深、 精 祌將， 奪焉と 有るな ども、 精 氣の頭 中に 在る 事 を 云へ るに て、 我が 古意に 叶 ひ、 

又 下に 引ける 說 文に、 思 字を虐 也、 .；r 二心.^ レ， S と 有りて、 ，E は、 頭 會！^ 會也、 象形と 有りて、 思慮の 天 靈に出 づる義 

to 本 蒈紀傳 二十 之卷 寳鏡 開始 章  .  i  一二 一  t 
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なる は 更なり、 金 匱玉函 方に、 頭 者 身 之 元首、 人 神 之 所レ注 也と 一 K へるな ど、 相 同じ かる 者な り、) 倍、 右に 保 豆 綱 を 

蕃豆 とも 云 ひて、 保 は 火氣、 豆 は 水 液に て、 其に 渾 和り 結ばれる 謂の 稱 なりけ り、 故に 其の 保 は. 第三 章に、 保 乃 服 

ロ從人 S 從運  中？ a 火氣運  水 味 少ぺ批 上 升  项  從 

波、 久知與 里 伊别、 波 奈與别 波故備 豆、 奈伽和 多 仁 保 乃 岐波故 比 nrr 美 豆 阿 治 乎訶母 反、 甫解 乃暮世 ntT 宇奈 自與剁 

遍  入  身 S ^箱  中藏  S  終  中心 納 

阿萬 禰久、 母 登 須治耳 伊剁、 民 宇 知 仁 免 倶莉、 奈訶^ 太 仁 訶反刹 止士免 H<、 奈可吳 仁 雄^ 牟と 有る 保 乃 解の 襄 なり、 

此 にて 火 氣の水 味を釀 して 血液 を 造る 狀見 るが 如し、 上に 引ける 第 四 章の 文と、 對 較べて、 其の 然る 所 を隨る 可き 

者な りかし. 其の 血液 を 奈可吳 仁 雄 差 牟と云 ふ は 卽ち心 藏を云 ふ、 次に 心藏 は、 火氣の なりと 有る を 考ふ可 

心 P  胸  乳 « 中  在  形：^  如  S 紅  中 空虚 

し、 第 十 一 章に、 甫 S 〔賴 波、 無 禰知武 差 乃、 奈伽母 仁 阿 别天、 伽 多 致 非 差 吳乃娱 登 玖、 伊呂久 |g 奈位 仁、 汙知禹 豆 保 仁 

天、 知 志 保 伽 門 反伊呂 免、 奈訶 吳袁弘 差无、 報 乃 解 乃 泥衢^ 儺 愛と 有る 是 なり、 右に 奈可吳 仁 雄 差牟と 有る は、 火 M 

の 經 絡より 傳 ひて、 元の 心藏に 還り 終め 納まる ことなる を、 此に奈 訶吳袁 弘差无 と 云 ふ は、 血液 を 醜し 成し 

ナカ ゴ  ヲ サム  ヒ トツ 

て、 中心 を 主宰る 由に て、 大いに 其の 義 異にして 味 有る 所な り、 混同に 爲べか らす、 借、 此の 血液 は し も、 上に 引 

きたる 第五 章に、 蕃豆 波、 致 旨 補 乃 須俱判 有滿記 乎、 愛 羅美須 須免旦 云 と 有る 事の 本と 有るな り、 又 右に 報 乃 

解 力 泥 俱機儺 蘭と 云へ る は、 蕃 豆の^  口と 一 K ふ 事に して、 其の 心藏 より ffi でて 頭腦に 至り、 一身に 滋蔓る 形狀、 .； ^の 

第三 章の 文に て 心 へき 事に なむ、 然れ ば心藏 も、 頭腦 も、 共に 精神の 舍 なりと 雖も、 心 は 血液の 中に 神 を 抱た る 

者な り、 腦は靈 液の 中に 精を藏 めた る 者な り、 所以に 此 を視聽 せむ と 欲 ふ は、 其の 神の 仲、 び出づ るな り、 已に視 II く 

事 を 得る は • 其の 精の 引き 入る にて、 互に 相 離る 可から ざる 所な り、 故に.；^ に 中心と 有 bs、 天 靈を阿 太 萬と 訓 める、 


此 にて 神と 一精との 義、 相 惑 はしからざる 者なる ぞ かし、 又、 心 を 帘俱囉 と 云 ふ は- 木より 火 蔵と 一： ムふ 事なる が、 垂仁 

天皇 八十 七 年御紀 に、 神 庫、 此云ニ 保^ 羅 一と 註され、 1K 武 1K 皇 三年 御紀に 神府 を然訓 み、 和名 抄に、 漢語 抄云、 寳倉 

(保久 c^o 一  云， 一 神殿， と 有る と、 全く 同一 一目 同義なる 事 を 思 ふ 可き 者な り、 (素 問 六 節、 藏象 論に、 心 者 生 之 本、 神之處 

也、 其 華在レ 面、 其充 在， 1 血脈， と 有りて、 註に、 心 者 君主 之官、 神明 W 焉然 君主、 萬 物 繋， 之、 以 興亡、 故 曰、 心 者 生 

之 本、 神之處 也、 火氣 炎上、 故 華 在， 面 也、 心 養， 血、 其 主， 脈 故、 充 在，, 血脈， 也と 見え、 靈蘭歸 典 論に も、 心 者 君主 

之官 也、 神明 W 焉と 有る 注に、 任 JT 治 於 物 T 故爲， 一 君主 之官 f 淸淨 栖靈、 故 曰， 一 神明 W ー焉と 有り、 又、 宣 明五氣 論、 叉 調 

理論に も、 心藏， 神と 云 ひ大惑 論に、 心 者 神之舍 也、 本 神 論に、 心藏， 脈、 脈舍, 神と も 有り、 右 等の 事共 を 引きて、 

ナカ ゴ 

已に傳 八卷に 云へ るが 如く、 上 件の 神傳 に、 心 藏を奈 可 吳と傳 へて 中心の 義 なり、 又、 保俱 If と 云 ひて 火の 出入する 

所なる が、 第三 章に、 保 乃 解 波 云. *<、 阿萬 禰久、 母 登 須治耳 伊别、 民 宇 知 仁 免俱别 云- _< と 有る、 其の 如くに て、 人 

の 支體の 物に 觸れて 知 覺の用 を 成す は、 ： 其の 火氣 の、 身中に 彌綸 るが 故な り、 人 若 寒氣に 犯さる \ 時 は、 火氣 其が 

爲に亡 はる k 故に、 蘸 手と 成る、 其の 時 は 物に 觸れて 知 覺の用 を 成す こと 能 はす、 此を 以て 火 は 物の 神た る こと を 知 

るべ く、 神 は 火に 寓る事 を 知るべき 者な り、) 今、 其 を 大地 開闢の 始の事 を 以て、 近く 心得む とに は、 右の 第二 章 

に 人身の 成れる 始は、 天津 靈水、 火 氣のニ を 交合せ と は、 古事記 序に、 乾坤 初 分、 參 神爲， 一造 化 之 首， と 云 ふ 時の 御 有 

狀 なり、 此に、 天地 初 判、 一 物 在 一一 於 虚中？ 狀貌難 レー 百と 云 ふ 物 は、 右の 水火 氣の 結ばり 聚れ るに て、 卽若 ニ浮膏 一と 云 

へる：： だな り、 若くて 古事記に、 如，, 葺牙ハ 因， ー萌騰 之物而 云々； と 有る、 其の 著 牙の 如き 物 をば、 此に淸 陽 者、 簿靡 
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而爲， 天 と 云 ひ、 精妙 之合搏 易と 有りて、 其の 水火 氣ニを 交合せ る 中より、 初めて 保 豆" S の 成れる • 卽 ち 浮膏の 如き 

物にして、 正しく 此 に當れ るな り、 其の 蕃豆を 産 生し W せる 火藏 は、 大地な り、 叉、 蕃 豆の 上部に 位して、 一 身 を 主 

宰 れる狀 は、 天日に 當る 可し、 卽ち可 美 葦 牙 彥舅尊 はし も、 其の 天 先づ 成れる 始の 神に 御 在し 坐す を、 此に 其の 蕃 

豆は津 速產靈 神の 所 知 看す 御 事と 見 奉る も、 甚能 符合 ひて 天地の 造化と 人身の 成始と 相等しき なむ、 妙に 奇異し き 事 

なりけ る、 故に 其の 御名の 津は、 右に 謂 ゆる 蕃豆叉 保 豆 翻の 事に て、 俗に 靈 液と 云へ る是 なり、 速 は 生 又は 榮 など 

モロ/ \ ノヮザ ス べヲサ  モロ/ ヽ ノコ ト 1 サネ ワカ  マヒ カマケ 

と 同じ 事に て 其の 靈液 を讓 して、 一 身に 彌綸 しめ、 衆 務 を統理 め、 庶 事 を摁 判ち、 萬 物に 感應 て、 妙に 奇 しき 

妙 用 を 致 こらし 給 ふ 由 を 以て、 津 速産靈 神と は稱へ 奉れる 者に なむ 有りけ る、 (素 問舉 痛論に、 黄 帝 問 曰、 余聞 善 言 

レ天 者， 必有， 驗，； 於 人， 善 一一 一一 ラ古 者、 必有レ 合，： 於 今？ 能 霄レ人 者、 必有レ 厭，， 於 己 f 如此 則、 道不， 惑而、 要數 極、 所謂 明 

レ明 也と 有， るが 如く、 天地 を講 きて、 人身の 事 明らかな り、 人身 を說 きて、 天地の 理を 知るな む、 此れ 我が 皇大 御舉 

の 高く 貴き 故な りけ る、) 偖、 伊久 魂 命と 申す、 亦 御名 御 在し 坐す 御 事 は、 伊久 は氣 にて 生活く 氣を 云 ふなり、 然る 

は、 彼の 葦 牙と 云 ふ は、 大地より 萌ぇ騰 りて 天日と 成れる 物なる が、 天地 相定 りても、 萬 葉 十九 (四十 四 丁) に、 天 

雨 波 母、 五 百 都 綱 波布、 萬 代爾、 國 所知牟 等、 五 百 都々 奈 波布と 詠める が 如く、 1K 中に 無数の 氣脈 有りて、 天地の 在 

り 立てる 謂是 なり、 若くて 其 を 人身の 上に 考へ 亙す に、 上に 引ける 第二 章に、 安 萬 都美伦 麻、 美 豆 保 乃 計 乃 不多通 乎 

加 波 世 保 豆 禰奈理 と 有る は、 水と 火氣 との 二 を 交合せ るに て、 保 豆 綱 は 水火の 精粹 にして * 氣 と共に 身 體を聘 環る 物 

なり、 然れば 生產日 神と し る も、 尤なる 事に て、 人の 生活く 事の 本 はし も、 專ら 此の 大 神の 保た せ 給 ふに 依る こ 


となり、 猶 fK 孫 降臨 章 第二 一  書、 IK 津神 簾の 傅に 就きて、 彼の 神祇官 西院 坐、 御巫 祭神 八 座の 御 事 を 合せて 說くを 見 

て曉る 可くな む 1 (素 問 六 節、 藏象 論に、 云々 以 養，； 五氣？ 氣和而 生 n 津液 T 相 成 神 自生と 有りて、 注に、 五 氣和化 

而、 津 溶液 方 生 津液與 ：. 氣相 副、 化成 レ神、 氣乃能 生、 而宣化 也と 有る、 此を 以て 靈 液と 氣と 共- << に 相 巡る こと を 明ら 

む 可し、) 〇 市 千 魂 尊 は、 伊知 智武須 3 比と 訓む べし、 市 は 神 名に 神大 市比賣 命、 叉 は市姬 神、 地名に H< 高 市な ど 云 ふ 

市に て、 人の 集まりて 營爲を 成す 所 を 云 ふなり、 傳 十八に、 和訓 棠を 引きて 云へ るが 如く 市 は 五十路の 義な るが、 此 

の 千 は 借 字に して、 上の 津速 產靈 神の 津は、 謂 ゆる 蕃豆 にて、 腦髓の 事なる に， ft, 、て、 此は 血液の 義 なる 事、 右に 擧げ 

たる 大同 類聚 方 第二 章に、 保豆禰 奈理、 知 之保奈 利と 有る 矛、 第に 因りて 思 ふ 可き 者な り、 魂 は武須 3 比と 訓 むべき 事 舊 

事紀 に、 津速魂 尊、 兒市千 魂 尊、 兒興登 魂 命と 並べ 署 せる を 以て 灼然 かり、 (叉、 其の 今 本の 訓も、 右の 三 所有る 魂 

字、 共に 然訓 みたり き、 師は 此の 中に、 布 千 魂 尊 をのみ、 多 麻と 訓 まれつ る は、 千 は 百 千の 千と し、 魂 は 靈の義 と 

見られた るに ぞ 有るべき、) 惜、 水、 火 氣のニ を 交合せ て、 血液 を 營爲み 酸る 狀は しも、 已に 上に も 引きて 云へ る 

が、 其 處には 其の 血液の 精粹 きを 撰み 進めて、 蕃 豆と 成る 事件 を 主と 云 へれば、 此には 其の 血液の 較略を 云 ふべ 

火氣 ロ從人 US 從 K)  中 SS 火 S 運  水. W  m 

し、 其の 第三 章に、 保 乃 解 波、 久知與 里 伊 剥、 波奈與 n 钊. 波故備 er 奈伽和 多 仁 保 乃 岐波故 比 rlrr 美 豆 阿 治 乎訶母 反、 

火氣上  項 遍  輕 SS 入  身 游  ，中！ 8  S  終  中心 納 

甫解 乃暮世 nxr 宇奈 自與！ ^阿 滿禰久 母 登 須治耳 伊！^、 民 宇 知 仁 免 俱别、 奈訶^ 太 仁訶反 n.^ 止士免 天 奈可吳 仁 雄差牟 

と 有る は、 火と 氣と 打ち合 ひて、 身體に 循環る 有 狀を云 ふなり、 其の 文意 は、 火氣 は、 口 鼻より 入り 運びて、 先づ中 

藏に 至り、 其の 蓮び たる 火氣を 以て 水 味 を 醸し、 其 を、 心藏 より、 火氣を 以て 上 升せ て、 項より 經 絡に 入り、 身體に 
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循り、 中藏に 還り 復元の 心藏に 納ま ると なり、 叉 其の 第 四 章に、 美 豆 波、 能 民 區日乃 安治 萬計奈 則、 久智與 剥奈可 

0  人 交  火 1:5- 令 5^  火氣上  IB 絡  入 S  血液 成  ^  ^ 

^太 仁、 伊 别萬自 倍、 保 乃 解仁訶 i 此天、 甫乃 岐能暮 世、 毛 登 寸治仁 伊里 伊路味 底、 知士甫 登奈！ 《、 保 禰乎多 止 布、 

萬 多 可 波 半 太 反 仁 由 久蒙乃 波、 伊 路要奈 tr 民 豆 寸念斗 奈别須 惠乎多 登 布と 有る は、 火氣の 血液 を 導きて 循環る 狀を 

明せ り、 其の 語 は 水は飮 食の 味 を 設け， 備 へて、 口より 入り、 中藏に 至り、 火氣に 交り 酸し めて、 其の 心藏 より、 火 

氣に 導かれ、 升り て經 絡に 入り、 色み て 血液と 成り、 骨肉 を湛 ほし、. 叉 皮膚に 行く 物 は、 色 RT 無く 水髓と 成りて、 

末を湛 ふなり、 右の 第三 章と 相 照して、 其の 然る 所以 を曉る 可し、 其の 第三 章に、 「中藏 に、 火氣遝 びて、 水 味 を 酸 

へ」 と 云 ひ、 第 四 章に、 -水は 云々、 中藏に 入り 交へ、 火 氣に釀 せて」 と 有る を- 右の 譯 文に、 心藏 なりと 云 ふ は、 19 

心！ S  ^  ^  ©  « 中 在  形^ 如  色  紅  中空 el 

十 一 章に、 甫^ sj 波、 無 禱知武 差 乃、 奈伽母 仁阿别 天、 伽 多 致 非差吳 乃^ 登 玖、 伊呂久 麗奈位 仁、 汗 知 ^5 豆 保 仁 •  太、 

血液 m 色  中心 主宰 火氣 出口 也 

知 志 保伽鬥 反伊路 免、 奈訶吳 袁弘差 先、 報 乃 解 泥衢裰 儺^と 有る に 依れり、 又、 此の 報 乃 解 乃 泥衢^ 儺 凝と 云 ふ は、 

右の 二 章 共に、 火氣 升せ て 云々 と 有る に 合せ 見る 可き 事な りかし、 (故に 上に 引ける 第二 章 は、 右に 舉 ぐる、 IS 三、 

四 二 章の、 大較の 文なる 事 を 知らる，^ なり、 今 も、 其の 心して 訓む 可く こそ、 偖、 右の 第 四 章に、 叉 皮膚に 行く 物 は > 

色目 無く、 水髓と 成りて、 末を湛 ふ」 と 云 ふ は、 第五 章に、 訶波波 多 反 波、 寸邁奈 ！^、 旨 新 波 >  毛 登 奈别、 ^太 布 

俱波、 奈伽難 1^ と 有りて、 骨肉 を 本と し、 藏府を 中と し、 皮 腐 を 末と 爲 るに 本 就きて 云 ふなり、 若くて 其の 文に^ 綱 

乎 多 止 布と 有る を、 本 を^ ふと 云 はむ が 如く、 須惠乎 多 登 布と 云 ふ は、 猶 皮膚 を湛 ふと 云 ふに 同じ かる 可し、 又、 此を 

以て. 水 液、 血液 相等しき を E 心 ふ 可くな む、) 血 は 水狀の 物の 摁稱 なり、 火 氣に導 引かれて 循環り、 巡り 止まざる 謂 


にて、 此の  一一 一一 口 道と 云 ふに 等し. 右の 第一章に、 知 之 保と 有る は、 色 有る を 云 ふなり *  八、 二十 一 に 云へ るが 如く、 

ヤシ ホヲリ ゾサケ  ヒト. ンホマ タシ ホ 

寶^ 出現 章に 謂 ゆる、 八 醞 酒 を、 募蔬 に、 八醮、 謂， 醇厚 酒， 也、 和訓 八 入 折、 蓋 八度醺 醸、 猶如二 紅色 一 入 -a: 入 之 

.ン*  S  入 色  血 成 

類, 也と 有る 入に 同じく、 右の 第 四 章に、 毛 登 寸治仁 伊里 伊路味 S 知士甫 登奈剁 云- <<  と 有る が 如く、 火 氣と水 味と、 

幾人 も 相 醸し 色み たる を 云 ふなり、 和名 抄に、 野 王 云、 血 (和名 知) 肉 中の 赤 汁 也、 服 (和名 知 乃 美 知) 肉 中 血理也 

モ トス Ms 

と 有る は、 水 液の 摁稱を 知と 云へ る 方に て、 赤 汁 は 實には 知 之 保と 云 ふべき 事に なむ、 其の 血 理は謂 ゆる 經 絡の 事な 

血 E  *W 別  S!f! 品品  知  法 有此 血お 

るが、 大同 類聚 方に、 知 須地能 和 可 知と 云ふ條 有りて、 其の 一 に， 和 散 能 志 南 志 南袁、 志 留仁能 里 安里、 古 禮乎知 美 

法 云  血？ g  血 an  血 道中  血 透  奥 有  此因 

知能 濃 里 登 伊 布、 知能 美 知 仁、 知能 美 知能 久知、 知能 美 知能 南 可、 知能 美 智能 於久 阿利、 古 禮仁與 利 天、 曾 能 和 散 能 

品  別  藥方 13 定  -i ナ カオ，' 

志 南 乎 和 可 知 天、 久須能 利 乎 左 陀六扁 志と 有る、 是は脈 法を傳 へたる 者なる が、 血理 に、 表 中 裡の差 有る 由な り、 其 

氣息  天地 a  入  內道 &  成 也 血 腿， 通. 《1 入氣 

の 二に、 伊 喜 散 志 波、 安 免 都 知能 可 世 能 伊里 氏、 有 知能 可 世 登 安比 南留南 里、 知 美 知能 可與比 能、 伊 傳伊流 伊 喜 散 

息 等  無病 也  病內  在  血 1§ 通  a  者 也  ， 

志 仁、 比 登 志 喜 者、 耶末比 南 喜 南 里、 耶末比 有 知 仁安禮 婆， 知 美 知能 可與 比、 美 太留. •< 毛 能 南 里と 有る は、 天 地の 氣 

と、 人身の 知と、 共に 循環る 事 を 載せた るに て、 天 相 命と 申す 神 君の 據 なり、 其の 三に、 日 登 能 知 美 知能 可與比 波、 

四千 餘 九 度  止  夜 二十 餘四度 日 二十 餘四 S 合  IHrl 夜  一 

與都地 末 利 古 能 多 備仁登 度 末留、 夜 仁 波 多 知 末里與 4- 備、 比 仁 波 多 知 末利與 多備、 阿波 世 天、 比 登 比 比登與 仁、 比 登 

與呂豆 美 知 末 里 耶本余 尊 能、 伊 喜 乎 比 登々 須と 有る、 此は氣 と 血と 一 に 成りて、 後れ 先き 立た すして、 相 共に 循環る 

數を云 ひて、 卽ち武 乳 速 命の 御名に 由有るな り、 是卽ち 血理の 大凡な り、 (血と 云 ふ は、 古に 謂 ゆる、 肉 中の 赤 汁な 

ら ざる 證は、 第二 章に、 始 に先づ 血液の 事 を 云 ひて 終に 萬 多、 可 波 半 太 反 仁 由 久蒙乃 波、 伊路要 奈區、 民 一旦 寸念 斗奈 
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^須惠 乎 多 登 布と 有る にて 知るべし、 又、 血と 血液の 差別 有る 事 を も 思 ふ 可き 者な り、) 若くて 此を 5- どり 給 ふ、 市 

千 魂 尊の 市に 營爲 の義 有る は、 第 十 一 章に 心 蔵の 事 を、 知 志 保 伽 鬥反伊 路免奈 訶吳袁 弘差无 と 有る 是 なり、 又、 五十 

.  .r  L  , 、火氣 升  項從  遍經 入 &中循 

路の意 を 兼ねた る は、 第三 章に、 甫解 乃暮肯 ST 字奈自 與别、 阿萬 久母登 須治耳 伊别、 K 宇 知 仁 免俱利 云々、 ti^ 四 

章に、 南 乃岐能 暮，、 毛 登寸治 仁 伊里、 伊 路味底 知士甫 登奈利 云々 と 有る 是れ にて、 心藏 より 五 百ち の條理 有りて > 

上り 循り、 還りて 復元の 心 藏に納 る、 血液の 蓮 行に 就きて、 市と は 御名に 冠 ぶら せ 奉り、 千 は 血 Q 事、 武須 S や は、 其 

の產靈 神に 御 在し 座す 由な り、 叉、 姓氏 錄に W でた る、 天 相 命と. &す亦 名の、 相は會 にて、 離れて 有る 物の、 一 に 成 

る を 云 ふ 一ず なる を 以て 考 ふるに、 右に 引ける 血脈の 差別 を 云へ る、 其の 二 段に、 伊 喜 散 志 波、 ^免 I 知能 可 世 能 e-ffij 

4 有 知能 可 世 登 安比 er 南留南 tr 知 美 知能 可與比 能、 伊 傳伊流 伊 喜 散 志 仁、 比 等 志 喜 者 耶末比 南 喜 南 里 云々、 と 

有る、 此は 人の 壯 健なる、 【- 平生に 就きて 云 ふに て、 右の 氣息は 第二 章に, 保 乃 解 波 久知與 里 伊、 波奈與 "别波 故備 

中 IS  火お 運  水  中 S  入 交  火 0  ^ 

tiiT 奈伽和 多 仁、 保 乃 岐波故 比 Tr- と 有る 其の こと を、 第 四 章に、 美 豆 波 云々、 奈可^ 太 仁 伊 刹 萬 自陪、 保 乃 解 仁訶裳 

世 天 云々、 知士甫 登奈剥 云々、 と 有る が 如く、 天地の 火氣 の、 口 鼻より 入りて、 水 味 を 酸して、 血液と 成り、 -4< 地の 

氣と 血と、 共に、 身體を 運動り て 息 止まざる、 卽ち天 相 命と 申す 所以 是れ なり、 偖、 又 上に 云 へ る、 武乳速 命と 中す 亦 名 

は 武は壯 健なる 意、 ？ は 本より 血なる 事 云 ふ も 更なり、 速 は 難 速の 速と は 少か趣 異にして、 迅速なる 義な り、 其 は 右 

•  氣 a  血脉！ S  出入 氣息  等  病 無  也  病 内 

に 引ける、 伊 喜 散 志 波 云々、 知 美 知能 可與比 能、 伊 傳伊流 伊 喜 散 志 仁、 比 等 志 喜 者、 耶末比 南 喜 南 里、 耶末比 有 知 仁 

安禮 婆、 知 美 知能 可 與比美 太留々 毛 能 南 里と 有りて、 無， 病き 時 はぐ 成 血の 循環 速に， .1 身に 有る 時 は 滞り r おる 由な り、 


卽ち 一 日の 氣數 1 萬 三千 八 百 四十 息なる と共に 血の 循れ \ ば 血 速と 申す 義 ならむ 事 云 ふ も 更なり かし、 (此の 武乳速 

命 を 舊事紀 に 天兒屋 命の 御名 を 書して、. fr 、に W せり、 然ら むに は、 天兒屋 命の 弟に 坐せ ども、 姓氏 錄に は、 津速魂 命 

と 所見 たれば、 天兒屋 命の 祖父に 坐して、 卽ち 此の 市 千 魂 尊の 亦 名なる 可く 見 ゆるな り、) 偖 神祇官、 御巫 祭神 八 座 

の 中に 生産 日 神に. fr 、ぎて、 足 産 日 神と 申す 御 在し 坐す は、 正しく 此の 市 千 魂 尊に て 御 坐し 在すべく 所思え たり、 其 は 神 

名に、 生 島、 足 島 神. 又は 生國、 足國 神、 十 種神寳 に、 生 玉、 足 玉、 神 賀詞に、 生 日足 能 日と 有るな ど、 拉べ云 ふ 例 なれ 

ば、 上に 云へ る 如く 津速産 靈神卽 生産 日 神に 御 在し 坐せば、 其の 神に 亞ぎ て相拉 ばせ る、 此の 神な む 其れなる 可 かり 

ける、 借、 傳 三面 足 尊の 下に 註へ るが 如く、 足と は、 神の 御 面の 不足ぬ 事無く、 具足 はせ 給 ふ 意の 御名なる が、 其 は 外 

面の ことなる は、 此は內 裡の事 血液 を營 爲 りて、 體 中に 五 百綱延 へて 循ら する が 如く、 巡る 時 は、 氣 血相 調和 ひて 

身 體を相 保つ 者な り、 足 産 日 神と 申して、 其の 旨 違 はざる こと、 此に 在るべし、 又 天 相 命と も 中せ る、 其も氣 血の 相 

iM る を 以ての 御名なる 事、 右に 已に 註へ るが 如くなる が、 凡て 物の 形質 を 成す 機密 はし も、 天 地の 氣 中に、 其の 元 

質、 精と 一 K ふ 物の 有る が、 相 混 圜て整 ひ 成る 事、 傳ー、 傳 二に 註 へれば、 人身 Q 結ばり 成る 所 を 以て、 天 相 命と &さ 

む 事、 實に 其の 謂れ 有る が 上に、 物の 相 渾圜、 卽言に 足る と 云 ふ 故 有る を 思 ふ 可し、 萬 葉 二  (二十 三 丁). 天皇 聖躬不 

豫之 時、 太后 奉 御 歌に、 天 原、 振 放 見者、 大王 乃、 御壽者 長久 天 足 有と 有る は、 近 江 天皇の、 御 不豫御 在し 坐し ける 

時に、 天地の 常 在し へなる 事に 思 ひ 寄せて、 慰 や 奉らせ 給へ るなる が、 御壽 命の 御 事に 係け て、 天 足 有と 詠ませ 給へ 

る、 然る可き 古 偉の 有りけ む を、 思 ほし 出で ての 御 事に こそ は、 御 在し 坐す べかン めれ、 (然れ ば、 氣 血の 內に 循環り 
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て、 身命の 壯 健なる 謂 を 以て、 E! 疋 産日祌 と、 御名に 負せ て、 稱へ 奉れる 者なる 可し、 市千魂尊と.^すにも、 1K 相 命と 

申す にも、 武乳速 命と. すに も、 足產日 神と も稱へ 奉る 可き 意 は、 餘有 るまで 有る 事な り、 平 心に 考ふ 可し、) 〇 興 

古產靈 神 は、 舊事紀 に は、 興 登 魂 命と 作き、 中 臣本系 帳に は、 居 居 登 魂 命と 有る、 共に 此に此 云，， 許 語 等武須 と 有 

るに 依りて 訓む べし、 姓氏 錄 (左 京 神 別 上天 神) に、 中 村 連 己 己 都牟須 3 比 命 子、 天 乃 古矢 根 命 之 後 也と 所見たり、 神 

名 式に、 河 內國若 江 郡 仲 村 神社 は、 此の 神に 御 在し 坐す 由 云ひ傳 へたり、 然れ ば、 中 村 連 は此に 起り たる 氏 姓に てぞ 

有りけ る、 叉同錄 (左 京 神 別 中天 神) に、 畝 尾 連、 天 辭代命 子、 國辭代 命 之 後 也と 有る を、 又 (和 泉 國神別 天神) ：fg 

ns^ 連、 大中臣 朝臣 同祖、 fKiz 儿 屋根 命 之 後 也と 有る に 合せ 考 へて、 師の 古史に、 天 辭代命 を 興さ 産靈 神に 國辭代 命 を H 八 

兒屋 命に、 亦 名と 定められ たるな む、 信に 見拔 かれた る ことにて、 其 (右京 神 別 下 天神) に、 伊與 部、 高 媚牟須 比 命 

三 f 孫.、 天辭 代 主命 之 後 也と 云 ふこと 有る、 其 は、 上に 已に； ii- へる 如く、 此の 興 台産靈 神の 御 祖父、 ^^速逢靈神はし 

も、 高皇 產靈、 神 皇產靈 二 神の 御子に 渡らせ 給 へれば、 其の 三世 孫と 申す は、 與 台産饕 神に 御 在し すが 故に、 fK 辭 

代 主命と して、 露 計 も 違 ふ 所 無き 者な りかし、 故に 其の： wc^ は、 四 神 》 生 章 第 六 1 書に 所見た る 敵 丘に して、 古事 仏 

に 謂 ゆる、 香具 山 之 畝 尾の 事 なれば 大和 圃十市 郡なる、 IKik は 山に 就きた る 氏 姓なる に" 作與 部と： K ふ も、 其の 香 山の 

片端なる： 大山の 所在、 卽ち 伊豫 國 なる も、 由有るが 上に、 神 功 皇后 御 紀征韓 の 事の 御 諭 御 在し 坐して、 名乘り » でさ 

せ 給 ふ 中に、 於， 尾 田 吾田 節 之 淡 郡， 所. 居 之 有 也、 問 亦 有耶、 答 曰、 於， 天 事 代、 於 A 虚事代 玉 籤 入 彥厳之 事 代 神 有 之 

也と 有る に、 釋紀 に、 神 名 式 阿波 國 阿波 郡 二 座 建 布 都 神社、 事 代 主神 社と 有る を、 仙 覺が萬 葉抄に 引ける、 阿波 國 


風土記に、 「虚 より 零 降りた る 山の 犬なる は、 阿波 國に零 降りる を、 天 祝詞 山と 云 ひ、 其 山の 碎 けて 大和 國に 零り 著 

きたる を、 天 香 山と 云 ふとな む 申す」 と 所見 たれば、 其の 山に 由 有りて、 彼の 國に御 在し 坐す とも 所思し きな ど、 其 

の 事の 打ち合 ひて 離れざる に、 心 を 深めて 思 ふ 可くな む 有りけ る、 (天 香 山、 天 山 天 祝詞 山の、 天降りし 事 は、 傳 十七 

卷に 委しく 一 おへり、 神 名 式に、 十 市 郡 天 香 山 坐、 櫛眞命 神社、 大 月次 新嘗、 元 名 太 麻 等 乃 知 神と 有る は、 天兒屋 命の 

亦 名に 御 在し 坐して 由 有り、 . 又、 阿波 郡なる も、 大己貴 命の 御子の、 事 代 主神なら むと、 先に は 思 ひし かど も、. お 

の 御名 乘 にて 見れば、 事 代 神と 有りて、 デ、 辭代命 國辭代 命と 有る と 御名の 狀 等しければ、 決く 其の 神な り、 同 郡 二 座 

の 一 は、 建 布 都 神に 御 在し 坐す に 就きても、 其 由御緣 なむ 御 在し 坐し ける、) 叉、 古史 第 六十 段徵 に、 「藤 原系阖 に、 

天津 兒屋 命、 本 系 帳 云、 興 登 魂 尊、 娶二玉 主命 之 女 許 登 能 麻 遲緩命 一所， 生と 有る に、 其の 玉 主命と 申す を、 亦 名 天 石 

門 別 安國玉 主命と 申す 事 は、 度 會延經 の 神 名 式考證 に、 考 記せる に 依れり」 と 云 はれた る是 其の 后 神の 正說 なり、 其 

の 事 旣に傳 十七に 註へ りき、 其の 玉 主命 は 神 名 式に、 土佐國 吾川 郡、 天 石 門 刖安國 玉 主 fK 神社と 有る 是 なり、 阿波 國 

に、 右の 於」 rK 事 代、 於， 虚事 代、 玉 籤 入彥嚴 之 事 代 神の 御 在し 坐し ける にも 叶 ひ、 叉 同 式、 遠 江 國佐野 郡、 己 等 乃 麻 

知祌社 所見た る は、 其の 興 合 產靈 神の 后 神に 御 在し 座し、 叉 阿波々 神社 坐せ る、 此の 神 も 共に、 天 石 門 別 神の 御 女に 

御 在し 坐せ るに、 阿波の 國名を 以て 御名に 負 はせ るな ど、 由有る 事に なむ、 傻、 此の 后 神 は、 正しく 遠 江國に 御し 坐 

すなる に、 其の！ 〈神 を 祀れる 神社の 主々 しき は、 古より 聞え ざり ける に、 彼の 神 名 式に、 攝津國 八 部 郡、 長 田 神社 

(名 神大、 月 fr、、 相嘗、 新嘗) なむ 其れな りけ ると、 始めて 知り 得た るぞ、 甚 々尊き 祌の 賜物に は 有りけ る、 (其の 委 
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しき 事共 は、 神 功 皇后 御 紀の傳 に 云ぶべし、 今 も、 此の 御社、 長 田 村と 云 ふに 立た せられ 御 在し 坐して、 御榮ぇ +:々 

せり、 傻、 此の 御社 は 兵 庫津と 云 ふ を 係け て、 其の 近在 多く 御 氏子な り、 然るに、 其の 氏子と 有る限りの 人々、 老少 

を 云 はす、 鶴 を 始め、 諸 鳥 を 喰 ふ 事、 大に 忌み、 難 卵たり とも、 誤りて 喰 ふ 時 は、 現 罰 を 蒙り 奉る ことなる が、 其の 

故 由 今 知る 可から すと 雖も、 今 此の 說 成りて 思 ふに、 日 神の 磐 戶に隱 り 御 在し 坐し ける 時に、 其の 御子 思 兼 神の 思 

議 にて、 常世 之 長 鳴 鳥 を聚 へて、 長 鳴せ しめられし 15!^ 有りければ、 然る 功 有る 事 を 思ひ議 り， すから 其 を 殺して 喻ふ 

事 を 甚だしく 惡 ませ 給 ふ 者なる 可し、) 名義、 上 件 速 產靈神 は 靈の神 に^し、 市 千 魂^ は 心の 神に 坐して、 其の 津 

速產靈 神は氣 と共に 御 在し 坐し、 市 千 魂 尊 は 形と 共に 御し 坐して、 _ 功 用 を 幸 はへ 御 在し 坐す 准ら ひに、 此を思 ひ 惟 ふ 

n  *  口 タリ 

に 興 台 は 心 足なる なり、 右の 津速産 靈の神 を 差して、 未だ 靈の 神と は 云 ふべ からす、 市 千 魂 尊 を 差して、 未だ 心の 

神と は 云 ふべ からす、 此の 神に 至りて、 實に靈 と 云 ひ 心と 云 ふ 物 は、 正しく 足り 整 ひて、 御名に も、 玉 積 鹿 日 神と 食 

せ 奉れる 事の 意 を も、 先 づ思ふ 可し、 依 叉 此に云 ふ 許々 は、 許々 呂と云 ふに 等し かる 可し、 其 は、 俾 十七に 引ける、 

匕 トフ タミ ョ  ィづム ュナ、 ャ コ *  ノ タリ ャ  ィ ヤコ， n タリ >• 

鎭魂 歌に、 一二三 四、 五六 七、 八 九 十 と 有る 八 九十 を、 夜 許々 能 多理夜 を、 師の彌 心 足 哉の 義に說 かれた る は、 

然る 說 なる を、 共 を：：： 文に は、 此布美 用 伊 牟那夜 許 登と 有る、 此を 以て、 彌を 夜に、 心 を 許に、 足 を 登に 切め 云 ふこ 

ャ.. ココロ  コ- ロイ ャ 

と を 知るべき なり、 故， 此の 御子の、 八 意思 兼 神 を、 天兒屋 命と 屮 せる は、 倒 反に して、 意 彌の義 なること 已に、 俾 

タリ トリ  匕 トリ  ！ 'タリ  ヒ卜 タリ フタ タリ 

十七に 委しく 註へ るが 如し、 足 叉 取と も 通 ふ 可し、 人を數 ふるに 一 人、 一 一人と 云 ふ は、 一 足、 二足の 義 なる を、 多理 

とも 登理 とも ふる 是れ なり、. 依、 右に 云へ る 如くして、 上の 二 神に て靈と 心と 人身に 備 はれり と雖 も、 神 物にし 


て、 我が 用に 非す、 其 は 右に も、 下に も 云へ る 如く、 靈と 心と 二の 差別 有りて、 凡て は、 美 多 麻と 云 ふべき 廣き 方な 

る を、 然 ® て 云 ふに こそ 有り けれ、 其れ を 我 有. として 活用の 出で 來る は、 卽ち 心の 所爲 なるな り、 故に 古書に 神の 御 

託な ど. に、 其 神 之 御 心 者 也と 書して、 御 靈と云 はざる なり、 其 は、 靈と云 ふは廣 くして、 心と 云 ふ は 狭ければ、 其 © 

指す 所 約なる が 故な り、 偖、 其の 美 多 麻 を 本と して、 漸次に 足 ひ 滿ち整 ひて、 我が 心と 云 ふ 一 箇の 物に 自然に 凝り 固 

れる、 卽ち 是れ心 足る と 云 ふ 者な り、 此の 神 を 玉 積產日 神と. &すも 斯る所 由に 因る 事な り、 (職員 令、 鎭魂義 解に、 

招 二 離 遊 之 運 魂？ 鎭 ニ身體 之中府 一と 有る、 招く にも 鎭 むる にも 足る と 取る との 義を備 へたる を 思 はば 明かなら む か 

し、) 偖 心は傳 十七に 註へ るが 如く 許と 云 ふが 本に て、 其の 許 を 重ねて 許々 と 云 ひ、 下に 形 狀のー 百 を 添へ て、 許々 呂 

と 云 ひ、 上の 許 を 省きて 許呂 とも 云へ る を、 其の 短 長 共に、 凝と 云ふ義 なる 者な りかし、 一 に、 心 を 唯に 許との み 云 

ふ は、 上に 引ける 大同 類聚 方 第三 章 保 乃解條 に、 奈可吳 仁 雄 差牟、 第 十 一 章甫 机-、 ii 條に、 奈訶 吳袁弘 差无と 有る は、 

ナカ ゴノ： 人-. ノラ  n:、 ナカ ゴ  ォゴ .， リ 

共に 中心の 義 にして、 神宮の 心 御 柱、 叉、 刀^の 莖を 中心と 云へ るに 同じ、 和名 抄海茱 類に、 本朝 式 云、 於 期 菜と 有 

る は、 下に 皋 ぐる 心太と 同じ 物と 聞 ゆれば、 大凝 菜の 義 なるな ど、 心 を 許と 云 ふ 例是れ なり、 二に 許々 と 重ね 云 ふ は 

古事記 高津宫 段に、 岐 毛牟迦 布、 許 許 遠 陀迹迦 と 見え、 右に 謂 ゆる 鎮魂 歌の 八 九十 は、 彌心 足な り、 叉 歌詞に 云 ふ 許 

許 知 を、 俗に 心地と 書きて、 知 は 助 字なる 是れ なり、 三に、 許 呂と云 ふ は、 田 心 姬命彥 屋主田 心 命の 心 は、 許 理と訓 

む 事な り、 和名 抄に大 凝 菜、 本朝 式 云、 凝 海藻 古留毛 波、 俗用， 一心 太 二字？ 云，, 古々 呂布 止， と 所見たり、 此を 以て、 

許と 云 ふ も、 許々 と 云 ふ も、 許々 呂と云 ふ も、 共に 凝の 義 なる を 明らむ 可き 者な り、 (委しく は、 右の 傳 十七 卷、 天 
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兒屋 命の 下に 云 ふ を 見て 知るべき なり、 此は、 其 所と 见含 せむ 料に、 其の 要 を 採りて 云へ るの み、) 若て 或說 に、 

ム I： を〕.； -I と說 かれき、 今、 心 足と 云 ふと 異なる が 如しと 雖も、 利と は、 物に 感應る 事の 敏捷き を 云 ふなれば、 心の 彌 

足 ひに 滿ち たるに 非 ざれば W 來 ざる 事 なれば、 其の 3 曰 一 に歸る を、 心 足は體 なり、 心 利 は 用な りと 云 ふ 程の 差 は 有る 

事な り、 心 利の 例 は、 萬 葉 十一 (十五 丁) に、 勤 r 片念爲 歟比者 之、 我情 利 乃、 生戶裳 名寸、 十七 (二十 七 丁) に、 伊 

尼 多々 武、 知 加 良 乎奈美 等、 許 母里爲 底、 伎 彌爾故 布 流爾、 許々 呂 度母奈 思と 有る は、 心の 行 ふ 事に 云 ふなり、 其の 

サ にして、 利 心と 云 ふ は、 十一 (六 丁) に、 伊田 何、 極 太甚、 利 心、 及 失念、 戀故、 十二  (七 丁) に、 從聞、 物 乎 

念 者、 我 胸 者、 破而 摧而、 鋒 心無、 二十 (五十 四 丁) に、 安佐 欲 比爾、 禰能未 之奈氣 婆、 夜 伎 多 知能、 刀 其 呂毛安 

禮波、 於 母 比 加禰都 毛と 有る 是 なり、 能々 歌の 意 を 解きて 曉る 可し、 偖、 其の 利 心を聰 神と 云へ り、 十二  (八丁) 

に、 丈夫 之、" g; ぎ 5^、 今 者 無、 戀之 奴爾、 吾 者 可 死と 有り、 叉、 源氏 签蟬卷 (四 丁) に、 「碁打ち 竟て、 消さす わた 

り、 が i げに 見えて、 際々 しう iii けば 云々」、 胡蝶 卷 (十九 丁) に 「御 心 様の 思 ひ W でら る 節節 無く や はと、 微笑 

て 問え 給へば、 レ 切〕.^ g と 思 ひて 云. -」 など も 見えた る、 此を 以て 兄れば、 利 心は聰 心、 心 利 は 心 聰と云 ふ 事に し 

て、 祟祌 天皇 御 紀に、 天皇の 御 事 を、 i ぎ- i ぎと 書され、 倭迹々 姬. 命の 御 事 を、 聰明 数 智、 能識- 未然-と 有る、 聰 

I 叉^ i の 類に し 有りければ、 興 台 は 心 聰 の義 なる 者な り、 (聰を 佐 登 志と 訓む、 佐は^ー^iiにて、 利と 云 ふと 同 

じ篛 なる を 思 ふ 可し、 猪、 ^に 心 鈍き 者 を 指して 心の 足らぬ 者な りと 云 ふ は、 心 利 卽ち心 足の 義 なれば な めり ) 

上に も M 云へ る、 玉積 魔 口 神と 申し^る は、 此の 興 台 神に 御 在し 坐せ りと 云へ る. 玉 はぜ： T にして、 靈な 


n ト ！》ナ  ィレ： 、プ 

り、 天神の 賦與し 給 ふ 所 を 以て 云 ふなり" 積は留 とも 作る 字の 如くに して、 物を充 滿る義 にして， 今、 俗に も 都牟流 

と 云ふ是 なり、 然れば 上に 謂 ゆる、 心 足に も、 心 利に も、 其の 義相通 ひて 等し かりければ、 津 速產靈 神に， 生産 日 神 

と 申し 奉る、 亦 御名 御 在し 坐す を始 として、 市 千 魂 尊に、 足 産 日 神と 申す 意 有りて，、 其の 旨 相 叶へ る 上 は、 此の 興 台 

雍靈 神に、 必す 然る 御名の 御 在し 坐す こと、 何 か は 疑 はむ、 且、 上に 引きた る、 藤 原 系圖に SI でた る、 其の 后 神に、 

言語 を 以て 御名に 負し 給 ひ、 其の 御 舅に、 玉 主命と 申し 奉る 御名の 御 在し 坐すな ど、 旁 由有る 事なる を、 思 ひ 合す 可 

き 者に なむ 有りけ る、 (此の 玉 積 産日祌 を、 鈴屋 大人の 大波 詞後釋 に、 「都 米は留 むな り、 浮れ 行く 靈を 留め 給 ふ 御靈 

に 坐す 神な り」 と 云 はれた る は、 ！ おらす、 叉 師說に 右の 三 神 を、 伊 弊諾大 神の 司 命に 渡らせ 給 ふ 御名なる 由に 云 は 

れ たる も、 猪 未だ 盡 され ざり ける 者と なむ 思しき、) 〇 興 台產靈 神の 亦 御名 を、 辭代 神と 申し 奉る 御 事 はし も 如何と 

云 ふに 上に も 註へ る 如く、 此の 神の 后 神 を、 許 登 能 麻遲媛 命と 申し 奉る 事なる が、 許 登 は 言な り、 麻 遲は久 慈 眞智命 

の 眞智に 同じく て、 太 占に 依れる 御名な り、 又 此の 神 を、 天辭代 命と. & すに 竝 びて、 御子 天 兒屋命 を、 國辭代 命と 

稱へ 奉れる は 如何と 云 ふに、 御 父 興 台 產靈神 はし も： 大降り 坐さざる が 故に、 天と 冠 申せる を、 其の 神 は 天神 御子の 供 

奉と して 天降り 坐せ る を 以て、 國辭代 命と は 申せるな るが、 其の 辭も 貢な りけ り、 下に、 天 兒屋命 云々、 廣厚辭 祈 啓 

突、 于時、 日 神 聞 之 日頃 者 人雖， 一 多 請； 未， 有， 一若 此 一一 目之麗 美， 者 也と 所見た る 言 卽ち是 なり、 偖 其の 許 登と 云ふ義 はし 

n  、口す ト  ，  イリ ミチ  ィ キギシ 

も、 心音と 云 ふ 事に して、 心 應に首 はむ と 欲 ふ 時 は、 身體 の中府 に充滿 たる 靈 根の 元 氣、 身 外に 出 でて、 天地の 風氣 

を 引下り、 聲に見 はす 時に、 心 喜ぶ 時 は 其の 聲 和やかに 聞え、 心 怒る 時 は 其の 聲焚 利に 響きて、 人の 心に 倚 ひ 入り 

日本書紀 傅 二十 之卷 寶鏡 開始 皐  四 七 


日本 蔷紀傳 二十 之卷 寳鏡 開始. S  四 八 

て 其の 意を識 らしむ、 此卽ち 一一き 靈 なる 者な り、 (上に 引ける、 大同 類聚 方に、 伊 喜 散 志 波、 安 免 都 知能 可 世 能 伊里 IIT 

有 知能 可 世 登 安比 ま 南留南 里と 有る が 如く、 人 常に、 天地の 氣を 呼吸して、 氣息を 成す と雖 も、 其 は 心に 思 ひ 無くし 

て、 知らす 知らす 物爲る 事なる が 故に、 其の 氣 息に は靈無 きなり、 然れ ども、 唯の 氣 息と 雖も、 心 を 入れて W す 時に 

は、 彼の 四 神 W 生 章 第 六 一 書に、 然後、 伊 弊諾尊 曰、 我 所 生 之國、 唯 有 朝霧 而 » 滿之 哉、 乃 吹 撥 之氣化 「：爲 神 t 號曰二 

級長 戶 命？ 亦 曰-級長 津彥命 f 是風祌 也と 有る が 如く、 氣 息より 神 を 生み 坐せ リ、 叉、 其の 第 十 一 書に、 于時、 入 

-水 吹； 一生 磐 土 命 レ水吹 TT 生 大直日 神？ 云々、 吹コ生 大地 海原 之 諸 神， 矣と 有る は、 彼の 穰惡を 吹き 撥 はむ と 所思 ほす 

御 心に て、 物爲 させ 給へ る 故に、 斯る 信驗の 有りけ るに て、 一一 一一 C 靈の 幸有るに、 然し も異ら ざる 者な り、 傻、 右に デ、 へ 

るが 如く、  一一 一一 E 語 を 成す に、 天地の 氣は 風と 成りて 物 を 動搖す 者に て、 人の 昔 聲卽ち 風な り、 此の 氣 息に 元より 心無し 

と雖 も、 情 有る 聲を相 添 ふる 時 は、 心有る 音と 成りて、 思 ふ 事、 凡て 一一 一一 口語に 見 はる X 者な り、 然れ ば、 心 は聲に 依り 

て 見 はれ、 聲は氣 息に 依りて 見 はる X 所の 者に なむ、) 辭 代の 代 は 借 字に して 賞 字の 義 なる 可し、 崇 神- 大皇十 年御紀 

に， 物實、 此云， 一望 能志呂 一と 有る 是 なり、 何 を か 實と云 ふ ぞと云 ふに、 右に 云へ るが 如く、 辭は 心より W で 来る 者な 

るが、 其の 其 心 足 ふ 時 は、 心に 物 を 知る と 云 ふ、 謂 ゆる 心聰と 成りて、 其より 聲 昔に 出して、 首辭と 成る 者に し 有り 

ければ、 其の 言辭の 實は卽 心に て、 靈を云 ふなる 謂れ を 思 ひて、 此の 代の 意 を 察ら む 可き 者に なむと 有りけ る、 然れ 

ば、 辭代 命と & して、 唯に 首 語の 神と 申す 義 なる 者な り、 借、 寶劎 » 現 章 第 六 一 書に 所見た る、 大國 主神の 御子、 事 

代 主神 御 在し 坐す は、 同名 異神 なり、 B んひ. ふ 可から す、 其 は、 御 父大國 主神の 和 魂の 御名 を、 大物 代 主神と も、 大 


物 主神と も 申し 奉る に對 へたる にて、 物 代 は 國土を 所 知 vl^ す 謂、 事 代 は 其の 政務 を 執り行 はせ 給へ る 謂に して、 物 を 

知り こと を 知る と 云ふ義 なれば、 此とは 相等し からざる 者に なむ、 (師 は、 其の 事 代 主神 を、 一 百の 信 を 立てさせ 御 

在し 坐して、 御 父 大神を も 一； ムひ 進めて、 此の 國土 を大神 御子に 避け 奉らし >- 由に 因る 如く 説かれ、 此の 天辭代 命、 國 

辭代 命の 辭代は * 事 知の 義 にして、 物 知と 云 ふに 等しく、 思慮の 智御 在し 坐して. 事物の 然る 所以の 宗源を 知り 給へ 

る 意なる 由に 說 かれて、 予が今 云 ふ 說とは 異なり、 其の 說の 可否 は、 後人の 定に 任す 可し、) 断 在ば、 辭代 神と 巾し 

て、 猶言靈 神と 中 さむが 如し、 美 濃 國神名 帳に、 池 田 郡 正 五位 下 事 玉 明祌、 上野 阈神名 帳に、 碓氷^ 從四 位下 事 玉 明 

神と 有る は、 若く は、 此の 神 を， まれるな る 可し、 偖、 此の 言 靈の事 は、 傳四 五に 已に 委しく 云へ るが 如く、  二 柱御祖 

神の、 唱和の 御 詞に始 りて、 言 過た せ 御 在し 坐して は、 生み 給へ りし 御子 良 はしから す、 言の 次第 宜く 唱和し 給 ひ 

て、 其の 生み 坐る 御子、 甚美 好く 御 在し 坐りけ るな ど、 其の 言 靈の 祥瑞、 眼前に 善くも 惡 くも 所見たり ける は， 全 

く、 其の 一一 一一 n 毎に、 其の 備 りたる 御靈 の、 令 レ然給 ふ 所に なむ 因れり ける、 萬 葉 五 (三十 1 丁) に、 神代 欲理、 云傳介 

良久、 虚 見通、 倭國 者、 皇神 能、 伊都 久志 吉國、 言 靈能、 佐吉 播布國 等、 加 多 利繼、 伊比 都賀比 計理、 今 世 能、 人 母 

許 等 期 等、 目前 爾、 見 在、 知 在 (下略) と 有る に 合せて、 其の 趣 を 知る 可き 事な り、 又 十三 (十 丁) に、 著 原、 水穗 

國者、 神 在隨、 事舉不 爲國、 雖然、 辭擧叙 吾爲、 言 幸、 《 福 座 跡、 恙無、 福 座 者、 荒磯 浪>  有 毛 見 登、 百 煎浪、 千 重 

浪 敷爾、 言擧爲 吾、 反歌、 志 貴 島、 傻國 者、 事靈 之、 所佐國 叙、 M 福在與 具と 有る も、 恙無く 福く と 一一 一一 c 擧 ぐる 時 は、 

首 靈の所 佐け て然 有らし むと なり、 叉 十一 (十三 丁) に、 事靈、 八十 衢、 夕 占 問、 占 正 謂、 妹 相 依と 有る は、 辻占 を 
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爲 るに 其の 過ぐ る 人の 一一 目 を 以て 占 ふ 事なる が 故に、 妹 も 相 依るべき 一一 目靈を 欲する 由な り、 叉、 仁 明 天皇 御 紀奉レ 賀，, 四 

十 寶算- 長歌に、 申 上流 、 事 之詞波 云々、 此國乃 、 云傳布 良 牟 、 日本 乃 、 倭 之國波 、 言 玉 乃 、 ^3 國 4!  0  、 古語 爾 、 流 

來 se 流、 神 語！ s、 俾來 《sa、 事 乃 任 MIS 云々 と 所見た る、 此も首 靈の 正しき 徵 有る 由 を 以て、 當國と は 云 ふなり、 

0. 斯る祥 の 有るな る は、 贫に 就きた る 心の 有る にて、 其の 心 卽ち貢 靈な るが、 卽て 此の 興 台産靈 神の、 贯靈 神と 御 

在し 坐して 主 どら. せ 給へ るに てこ そ 有りけ らし、 (其の 外、 中 昔の 書 共に も、 此の 言 靈の事 を 云へ るな む 多 在りけ る 

を、 今此に  一 二 を擧げ むと 爲 るに、 其 は、 二 柱御祖 神の 唱和の 御 事に 就きて、 已に 併せ 說 きたれば、 其 所に 委ねつ る 

者な りかし、) 若くて 神 名 式に 所見た る、 神祇官 西院 祭神 八 座の 中に 御 在し 坐す 中なる 神 を、 祈 年：. 月. fr 、等の 祭詞 に、 

辭代 主と 作れた る は、 古く 書き 傳 へたる 任なる にて、 此の 天辭代 主命に なむ 御 在し 坐し ける、 但、 上に も 云へ るが 如 

く、 玉 積 産 日^と 中す も、 此の 興 台產靈 神に 御 在し 坐すな るに、 一 神の、 二 柱に 別て 祭り 奉らむ 事 は 如何なる lES^ なれ 

ども、 餘社 にも 例 多き 事に て、 此も、 一 は 靈留の 方 を 以て 祀り、 1 は 言 靈の方 を 以て 祭れる 者と 所見たり、 且 天兒屋 

命 を も 國辭代 命と 申せれば、 同じ 御 功に 御 在し 坐す から、 幷 せて 別に 齋 かれた るに も 有るべく や、 ^、 其の 八， M の 中 

に、 神產日 神、 高 御 產日神 二 柱 は、 萬の 物 を も 事 を も 造り 成し 給 ふ 皇產靈 神に 御 在し 坐せば、 今 云 ふ 限りに 非す、 次 

に、 生産 日 神 は 氣息を 主 どり、 足 產日神 は 形 體を主 どり、 玉 積 產日神 は 神 靈を主 どり 御 在し 坐す 神な り、 次に、 大 

宮賣 神、 御食津 神、 辭代 主神 三祌 は、 其 を 養 ひ 育てさせ 給 ふ 御靈の 神に 御 在し 坐せ り、 故に 其の 大宮賣 神 は、 造酒 

司に 坐す 神に て、 豐受大 神の 酒 を 主 どらせ 給 ふ 御名な り、 生産 曰 神に 應 ひて、 天 地の 生氣 を、 百 草 萬 木に 醸して、 


"以て I きを 出し ィ.. 以て 新なる を迎へ 入れさせ 御 在し 坐して、 活き榮 えしめ 御 在し 坐す 神に 渡らせ 給へ り、 §、 

御 食津神 は、 謂 ゆる 豐受大 神に 御 在し 坐して、 或說 に、 衣食住の 神に 渡らせ 給 ふ 由 云 はれた る は、 實に 然る ことなる 

が こ、 殊こ 人身に、 一 日 片時 も 無くて は 得 有る まじ かりけ る、 緊要と 有る は 食物 なれば、 足 産 日 神の 持たせ 給 ふ 形 

體を養 はせ させ 御 在し 坐すな む、 此の 神に 御 在し 坐し ける、 〈に、 此の 辭代 主神 は、 言語 を 主 どらせ 御 在し 坐す 神な 

るが、 上の 玉 積 唐 日 神に 應 はせ 給 ふ 由 は、 靈の 活用 を 成す は 言語なる が、 又 人の 一 百靈を 受けて、 我が 神靈を 太く す 

是れ 言語の 神 靈を養 ふ 所以な り、 若此 く、 氣 以て 氣を養 ひ、 形 以て 形 を 養 ひ、 神 以て 神 を 養 ふが 故に 人身 を 保つ と雖 

も、 s;!- 我 自ら 此を 保つ と 一 K ひて む や、 別に 神の 御 在し 坐して、 此を 保た せ 給 ふこと なる が 故に、 其の 詞に、 皇御孫 命 

御世 乎、 手長 御世 登、 堅 磐-お 常 磐 爾、 齋奉、 茂 御 *1 爾、 幸 m 奉 故 S 云々 と 有るな り、 又、 萬 葉 十一 (七 丁) に、 寄レ物 

陳， S 歌に、 千 早 振、 神 持 在、 命、 誰爲、 a 欲爲、 又 (二十 八丁)、 靈治 波布、 神 毛 吾 者、 打棄 乞、 四 惠也壽 之、 惜無 

と 有るな ども、 能く 其の 意 を 得て 詠める 者な りけ り、 (借、 人身の 事 を摁云 ふに は、 右の 如く 氣と 形と 神と 三の みな 

る を、 其の 造り 成し 給へ る 元より 云 ふ 時 は、 俾八卷 に 註へ る狀 にて、 風、 火、 金、 水、 土の 謂 ゆる 五 元 神の 御 結に 依 

れる 事に て、 風、 火は氣 なり 神な り、 金 水 土 は 形な り、 然れ ども、 神紙官 にて は、 其の 人體を 成せる 上より 祀ら るる 

ことなる が 故に、 氣に 生産 日 神、 形に 足產日 神、 神に 玉 積產日 神を齋 かせら る. -事 にて、 其の 氣を養 ふに 大宮 賣祌、 

其の 形 を 養 ふに 御 食津神 其の 神 を 養 ふに 辭代 主神 を も、 併せ 祭らる \ なり、 此の 故 由 中々 に 少緣の 事に し 非 ざり けれ 

ば、 此に今 II す 可から ざるな り、 天孫 降臨 章 第二 1 書、 天津神 籠の 健に 就きて 云べき なり、) 愤、 右に、 首 語 以て 神 
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靈を 養育つ る 事 や 如何にと 云 ふ、 人の 言語の 活用 はし も、 我が 思 ふ 事 を 人に 語りて 知見 を弘く 成らし め、 人の 知れる 

こと を 我が 方に 聞き入れて 意識 を 深く 成すな ど、 是れ卽 ち 彼が 祌を 育て、 我が 靈を養 ふなり、 小兒に 日月 を 指して 都 

紀 比と 敎へ、 東西に 向 ひて 比 賀志邇 志と 論す も 首 語に て、 其の 受 くる 小兒の 心に、 此はロ 月、 其 は 東西と 辨 ふる も、 

言語 を 以て 曉る 事なる が、 年月の 立つ に隨 ひ、 長 成る に 就きて、 稍 物の 心. を も 思え、 書 典を讀 み、 師父に 聞きて、 和 

漢の事 を も 知り、 世間の 情 態 を も 心に 留 むる、 其の 書 典 は 何ぞ、 文字に して、 卽ち 言語の 目標に 非す や、 偖、 ： 大地 を 

摁 ねて 遺す 所 無き 者 は 言語 な り、 世 中 を 合 せ て 至 ら ざる 隈無 き 者 は 神靈な り、 如何なる 事 を か 言 に は 云 はれ ざら む、 

如何なる 事 をか學 ばむ に曉り 得々 ざる 事の 有らむ、 鈴屋 大人の 譬に、 - 神の 御 靈は、 一の 火の 如くに して. 其 を 何千 

萬に 別ちても、 其の 火 は、 各 其の 火に て 燃ながら" 猶 本の 火 は、 本の 火に て 明らかな るが 如く 祌も 御靈 を幾箇 にも 刖 

ち 坐せ る 事なる が 其の 分 靈の方 は 如何に 太く 大 なる 御 稷 威の 坐 せらむ にも、 猶 本の 神 は、 本の 任に して 翁く 坐せ り」 

と 云 はれた ると 同じ 事に て、 貢 語 を 以て 人に 事を傳 ふる も然 り、 其の 師 たる 人の 精神 は、 一 の 火な り、 其の 師 より 受 

けて 記 聞 を 博む る、 弟子の 方に は、 各 其の 何千 萬に も 別てる 火 を 得る にて、 師の靈 の、 其に 添 ふに て は 有れ ども、 師 

たる 人の 靈に損 無くして、 却ら まに、 其の 德を 太く 大に爲 る は、 一一-一口 語 は 我が 精神の 使 令に して、 其の 精神 は、 天地の 

神靈 と、 專ら 同じ 事なる 故にな む 有りけ る、 (然れ ば、 敎 ふる は 我が 靈を 人に 分ち 投 くるな り、 學ぶは 人の 靈を 受け 

て、 我が 心 を 養 ひ 育つ るな り、 師ぉ 授受の 事に 局ら す、 視、 聽、 首、 動の 事に 就きても 然 なる 者な り、 心 を 魔め、 

靈を 太く 爲る は、 皆 言語に 在る 事に て、 外物の 關 係る 所に 非ざる 者な り、 氣を養 ふに、 氣を 以て 爲 ざれば 息絕 え、 形 


を 養 ふに、 食物の 質 を 以て 爲 ざれば、 飢ゑ痿 る- -事 は、 人 能く 知れ i ども、 靈を養 ふ は、 赁 語に 在る 事 を 思 はざる 

は、 甚々 速 無き 事に なむ、) 〇 天兒屋 命、 傳 十七に 云へ り、 偖、 此の 神 を、 思 兼 神と も 申し 奉る に 就きて 云 ふに、 其 

の 始め 津速 產靈神 はし も、 氣を 元と して 腦髓の 神な り、 .fr 、に 市 千 魂 尊 は、 血 を 主として、 心藏の 神な り、 次に 興 台 産 

靈神 は、 其の 二 を 合せて、 ；! 靈の神 として、 心祌を 主宰ら せ 給 ふ 神に 坐せ り、 偖、. 其の 心の 惟神なる 天性の 有る、 

此に性 字 を 書きて 佐 賀と訓 めり、 其の 義は、 已に傳 十三に 註へ りき、 若く 人の 心 はし も、 見る 物 聞く ことに 就て 感動 

ホカ  ゥラ  ゥチ 

く 者なる が、 其の 動きて 表に 見 はさ f る を 情と 云 ひ、 動きて 裡に藏 め 難き を 思と 云 ふめり、 偖、 其の 情と 云 ふ は， パ 

ノ  ゥ ラフ  ゥ ラフ  . 

洲起元 章 第一 一書に、 天神 以ニ太 占 一而 ト合 之と 有る も、 情 合と 天 神の 兆に 見 はし 給へ る 事 を、 二 神の 御 情に 合 はする 

義 にて、 古事記の 此の 段に、 召-一天 兒屋 命、 布 刀 玉 命 云々？ 而 令-一お 合 麻迦那 波- 而 云々、 と 有る も 右に 同じ、 四 神 w 

ノ  ゥラ 

生 章 第 十一 書に、 故 伊祥掛 尊、 耻恨之 曰、 汝已 見， 一 我情； 我復 見-一 汝情， と 有る も、 汝已に 我が 情 を 見て 恨み させつ、 

我 復汝の 情 を 見て 恨 みられむ と、 爭を 求め 給へ るな り、 其の 恨と 云 ふ 事に 就きて、 桂譽 重の 說に、 「說 文に、 情人 之 

陰 氣有レ 欲 者、 M ノ心 靑聲と 有る に 就きて 考 ふるに、 其の 欲 を、 情の 任に 遂 ぐる 時 は、 恨む る 事 も、 羡 やむ 事 も 無き 

を 得 遂げす して 止ぬ るから、 恨み もし、 羡 やみ も爲る 事に て、 其 所に、 情意の 殘り 滞れる に 就て 云 ふ 語 なれば、 情聚 

叉 情 止に てぞ有 るら む」 と 云へ る は、 然る赏 にて、 凡て 宇 良 某と 云 ふ 語の 類 は、 皆 此の 情の 言 を 本と して 成れる Si な 

り、 情と 云 ふ は、 奧 よりて 見え 難き 所なる を、 然る 隨々 しき 心 を も 索隱て 知る は、 太 占なる 故に、 天孫 降臨 章 第二 一 

書に、 且 天兒屋 命、 主 二 神事 之宗 源， 者 也、 故俾 T 以ニ太 占之ト 事- 而奉 * 仕焉と 有る、 情と トと、 事 は 別 なれ ども、 此の 
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神の 御上に 取りて、 由 有りげ なる 事共に なむ、 (宇 良 は內裡 なる 事、 右に 云へ るが 如し、 此 に反して、 己が 心に も 被 

き 事 を 口に 任せて 打ち ar つる を、 虚言と 云へ る を 以て 知れるな り、 偖、 右に 引ける 說 文の 段 注に、 董仲舒 曰、 情お 人 

之 欲 也、 人欲 之謂レ 情、 情 非，, 制度， 不， 節、 禮記 曰、 何 謂，， 七 情 f 喜、 怒、 哀、 m、 愛、 惡、 欲、 七 者不， 學而 口、 左傳 

曰、 民有，： 好、 惡、 喜、 怒、 哀、 樂 f 生，， 於 六氣： 孝 經援神 契 曰、 性 生，， 於 陽 f 以， 理レ 執、 性 生，， 於 陰？ 以繁， 念な ど 所 

見た るな り、) 又、 情の 却ら まに、 思と 云 ふ 事 有る、 其 は 世に 灼き 事ながら、 少か云 はむ に、 海宮 遊行 章 第 四 一書、 

海神の、 玉 を 授け 奉れる 所に、 乃以， 一思 則 潮 溢 之 fr 思 則 潮 涸之瓊 f 副， ー其鉤 一而 奉 TJ 進 之 一と 有る は、 言に 擧 げすと も、 

心に 思 を 起す 時 は、 潮の 溢ち もし 涸れ も 爲る事 を 申し 給へ るに て、 思と は、 心の 表に 見 はる- -を云 ふなり、 叉. fo 事 

記 玉垣 宮 段に、 本牟 智和氣 御子の、 御言 語 坐 さ るに 就きて、 鵠を獻 上れる 所に、 亦 見，, 其 鳥， 者、 於 思，, 物 t", 而、 如 

レ思爾 勿 二言 事, と 有る は、 其の 鳥 を 先に 見 行し i 時に、 險 隅し 給へ るが 故 を、 其 を だに 見せ 給 はに 物赏 はむ とほ- ぷし 

ける に 如 A 思爾勿 4  一口 事, と 有る は 物言 はむ と爲 させ 給 ふ 御 心 は、 表に 出で させ 給 ひながら、 終に 云 はで 止み 給へ りしと 

なり、 古今 集に、 「耳 梨の 山の 梔子 得て しがな 思 ひの 色の 下 染に爲 む」 と 有る は、 緋 色に 係け たる なれ は、 辭の比 を- 

正しく 緋の 如く 唱 へたり し 者な り、 思の 淤母 は、 面な り、 比 は 布： E と 活け ども、 元は 比 は 靈の義 なる にて、 面に 其の 

心の 表 はる- -を云 ふなる にこ そ、 右の 情 は 卜に 由 有りて、 此の _K 兒屋 命の 所 知 給 ふ 御所 爲な るに 合せて、 此の m 心 も、 

此の 神 を 思 兼 神と 申し 奉る 御名に、 所謂 有る 事 を m 心 ひて、 此の 祌 のぼに 幸 給 ふ恩賴 をな む、 E 心 ふ 可 かりけ る、 (I 字、 

說 文に、 處也、 . ^レ心 肉 レ.；？； と 有る を、 同書に、 を、 頭 會塌會 也、 象形と 有れば、 上に 引ける 秋 元 命 包に も、 人 精 


在 レ腦と 云へ るに 等しく、  m 心 Is- の 頭腦に » づる事 を も 合せ 曉る 可き 者な り、) 〇 遺 は、 紀 中に 麻 陀須と 調み、 奉 遣 を、 

多 氐麻陀 須と訓 める、 共に 奉り W すの 略に、 奉 入 の對 なり、 海宮 遊行 章 第 七 一書に、 是後 豐玉姬 云， <r 纹 遣， 女 弟 

玉依姬 T 以來養 者 也、 • 神武 fK 皇御紀 に、 時 長 髓彥、 乃 遣 二 行人 T 首，, 於 天皇 一 曰 (下略) と 有るな ど、 枚擧 ぐるに 這 非 

す、 緩紀 第五 十六 詔、 本與 利、 朝 使其國 《5 遺 之、 其 國與利 進渡郝 と 有る、 鈴屋 翁の 解に、 「進 渡 は、 麻 陀志和 多 志と 

マ タ シ ヮ タ 

訓む べし、 使 を 奉る を 云 ふ、 續後紀 十九、 激海國 王の 使に 賜へ る 詔に 彼國乃 王、 一紀 乎 爲レ期 天、 朝 拜乃使 進度 倍 

マタ -ンヮ タ-ン 

志、 然乎 云々、 叉、 國乃 王、 差， 一王 文矩等 一進 度 之、 天皇 我 朝 庭 乎、 拜奉 S 事 乎 云々、 三代 實錄 二十 一に も、 同國 

マダ シヮタ 

の 使に 賜 ふ 詔に、 國乃 王、 楊成規 乎、 差 天 進度 志 天 云々、 同 三十 一に、 同國の 使に 賜 ふ 太 政 官の宣 に、 彼國 王、 此 

タ テマ ダ 4」 リ  タテ マソ 

制 S 違 天、 使 乎 奉 W 世 S など 有り、 凡て、 庥陀 志と 云 ふ 事 は、 尊き 所へ 使 を 奉り、 或は 物 を 進 獻るを 一 K ふなり」 と 有 

マ ダセバ 

るに て、 甚々 明らけ し、 萬 葉に も、 十 (五十八 丁) に、 秋 都 葉顚、 爾寶敝 流 衣、 吾 者 不服、 於 君 奉 者、 夜 毛 著 金、 十 

マ ダ七ル  マ タスト 

1 (二十 丁) に、 情 左 倍、 奉 有 君爾、 何物 乎 鴨、 不云言 此跡、 吾將竊 食、 又 (二十 二 丁)、 心 乎 之、 君爾奉 跡、 念 有 

者、 縱比來 者、 戀 乍乎將 有と 有り、 十五 (三十 六 丁) に、 庥蘇可 我 美、 可氣ま 之奴敝 等、 麻 都 里 太須、 可 多 美 乃 母 能 

乎、 比 等 爾之賫 須奈と 有る、 麻 都 里 太， 須は、 其の 麻 陀須の 委しき にて、 正しく 奉 出の 字に 當れ る訓 なるな り、 (高 光 集 

詞 書に、 西 宮に文 奉 w したりけ る 云々、 叉、 忠淸 の衞 門督、 五節に て、 奉 W し 給 ふに 云， <<、 橘の 生た る 枝に、 實を取 

りうて \、 其に 入れて 奉 出す とて、 右に 云へ る 如く、 此の 麻陀須 は、 卑しき より 尊き 方へ、 使に 在れ、 物に 在れ、 進獻 

り 出す 義 にて、 ，：e す は 其の W し 遣る 方に 係れる を、 其と 同じ 義を 以て.' 卑しき 方より 尊き 所へ、 人に 在れ、 物に 在 
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タ テマ ヅル  コケム t ル 

れ、 進 獻る事 を、 奉 入と 云へ り、 祝詞 式に、 齋內 親王 奉 入 時と 有り、 萬 葉ニ卷 に、 從ニ吉 野？ 折 n 取蘿 生 松 柯-遺 時、 

額 田 王 I 一； 入 歌と 所見、 叉 仁 明 天皇 御紀、 天 長 四 年 詔に、 奉 入、 三代 實錄 三十 卷に 載れる 詔に、 進入と 見え、 名義 抄 

に、 獻納を 多 S 庥都理 伊 流と 有りて、 古事記 朝倉宮 段に、 賜 入と 有る、 入と 同じ ことなり、 此は 其の 入 奉 §H の 方 を 

主と せる 首に て、 W と 入と、 言の 差 は 有れ ども、 其の 趣 一 なる 者な り、 序に 心得 置くべし、) 〇 使レ祈 は、 能 美 麻袁佐 

志 米 伎と 訓む べし、 其の ー百義 は、 正書に、 計 二 其 可 レ禱之 方-と 有る 下に、 傳 十七に 書せ り、 卽 下に、 云々 而廣 厚稱辭 

祈 啓矣と 有る を 云 ふなる が、 此は諸 神の 然令 しむる 事 を 云 ひ、 下 は 其の 神の 自ら 然爲給 ふ を 云 ふ 所な り、 (猶 能牟の 

委しき 事 は、 下の 祈 啓の 所に 云へ り、 考へ 合す 可し、) 〇 握 は、 正書に 掘 字 を 書け ると 等しく、 佐禰許 士爾志 氏と 訓 

めり、 其の 訓 同じく して、 別に 字 を 混ら はしく、 此に換 へて 用 ひらる 可き に 非 ざれば、 通證 にも、 握 諸 本作レ 掘と： -ム 

へる は、 實に 然る 言な りけ り、 掘と 握と は、 字畫相 近き が 故に、 此には 誤て. る 者なる 可し、 且傳 十七に、 記傳を 引き 

て 云へ るが 如く、 此の 首 は、 俗に 云 ふ 根引きに 爲る 事な りければ、 握 字に て は、 如何に 見ても 叶 ベら す、 然れ ども 容 

易く 改め 難き 所 由 有り、 下に 引ける、 皇太 神宮 儀式 帳 は、 全く 此と 同じ 偉なる が、 其の 文に、 天 香 山 仁 立. ="、 握- 眞 

坂樹な 云々 と 有れば、 同じ 事 を、 然ニ 所に 誤る 可き なら ざれば、 元より 然 書かれたり けむ も 知る ベから す、 (又、 此 

の 握 字 は、 爾岐 流と も、 登 流と も、 母 都と も、 都加牟 とも 訓む 字に て、 掘 取の 義 無ければ、 右の 佐禰許 士爾志 氏の 訓 

と、 相 叶 は ざれば、 此 にても、 此の 握 字に は 非す して、 掘 字なる 事、 決き 狀な りかし、) 〇 上 枝 は 本 都 延、 下 枝 は 志 

豆 延と訓 むべ し、 其の 說、 傳 十七に 云へ り、 〇 鏡 作の 事 は、 第二 一  書 鏡 作 部の 下、 傳 十九に 註せ り、 〇" 大拔戶 は、 第 


ll 1 書に 天 糠 戸と 作け り、 卽ち燒 速 日 命に 御 在し 坐して、 日 神の 御靈 鏡を禱 作し 奉り、 其の 大御 心に 協へ 奉らして、 

終に 磐戶を 開かせ 御 在し 坐して， W し 給へ る は、 專ら皇 太 神の、 御 像 鏡に 愛でさせ 給へ るな り、 故に 其の 磐 戶を拔 き 

開ける 由に 因み て、 天拔戶 神と 御名に 食 はせ 御 在し 坐すな り、 其の 天 照 國照彦 天火 明 櫛 玉 饒速日 命と 申し 奉る に 就き 

て も 思 ひ 合す 可き 事共 有りて、 已に傳 十九に 委しく 說 へりき、 (予、 右の 說 出で 來ざ りし 以前に は、 天 拔戶神 は 額突 

力 ム 二 ハ 

處祌 にて、 諸 神の、 此に神 集 ひて 祈み さるる、 壇場に 就きて 由有る 神 名に は 御 在し 坐さざる か， 萬 葉四卷 三十 二 丁 

に、 額 衝と云 ふ 語 有り、 五卷 四十 丁に は、 額拜と 作け り、 其 は 漢籍に、 稽首、 又は 稽顙、 叉は頓 首と 書け る を、 稽 

首 は、 周 禮九拜 之初拜 也、 謂， 一 屈 レ首至 P 地 也と 云 ふに 當れ り、 其 を俊賴 朝臣の、 「始 無き 罪の 積り の 悲し さ を 奴 加の 聲 

聲ロ說 つる 哉， 一 と 詠まれし は、 奴 加 豆久を 略き て、 唯に 奴 加と も 云 ふなめ り、 然れ ば、 拔戶の 拔も、 其の 義 ならむ と 

思 ひし は、 猶 至り 深から ぬ 程の 說 にて、 今 は 云 ふに も 足らす てな む、) 〇 已凝 戸邊 は、 ロ訣 に、 石凝姥 也と 有り、 傳 

十八に、 此の 文 を 引きて 註へ るが 如く、  士淸 が通證 に、 今按、 已 與，， 石 字， 畫相 近、 故 誤 i 之 敷と 云へ る は、 實に 然る 

說 なり、 記傳八 (二十 七 丁) にも、 「已凝 戸邊の 已は、 石 字の 誤な り、」 と 云 はれ、 古史 徵に 引かれた るに は、 天拔戶 

巳 凝 戸邊と 有りて、 古人の 說 打ち合 ひて、 實に然 こそと 所思し かりければ、 字 は 姑く 本の 任に 在りながら、 訓は 其の 

意 を 得て、 正書に、 石 凝姥、 此云， 一伊 之 居 梨 度 i-, と 有る が 如く 訓み 付けたり、 〇 玉 作 は、 第二 一書、 玉 作 部 遠祖 豐玉 

者造レ 玉と 有る 下に、 傳 十九に 註せ り、 〇 伊 * 諾尊兒 天明 玉 は、 ロ訣 に、 羽 明 玉 也と 有る 是 なり、 此も 右の 同じ 所 

に 引ける、 姓氏 錄 (右京 神 別 上天 神) に、 玉 作 連、 高 魂 命 孫、 天明 玉 命 之 後 也 (下略) と 見え、 叉 (右京 神 別 下 
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神) 玉 紙 宿禰、 高 御 牟須比 乃 命 十三 世 孫、 大 荒木 命 之 後 也 叉、 (河 內國祌 別 天神) 天 高 御 魂 乃 命 十三 世 孫、 建 荒木 命 

之 後 也と も 有りて、 其の W 自を、 高 皇產靈 尊に 係け て、 此と 同じから す、 诸、 祌名 秘書に 引ける、 異本 古語 拾遺に、 

g: 明 玉 命 (玉 作風 也) 高 皇產靈 神 女、 栲幡 千々 姬命之 妹 也と 云 ふ 事 所見 たれ ども、 此の 神に は、 其の 御子 孫の 氏々 多 

く 有りて、 其の 祖 神に 御 在し 坐せば、 女神に 坐 さに る 事 明らけ きを、 其の 出自 を、 高 皇產靈 神と 俾へ、 叉 第二 一書に 

玉 作 部 遠祖 豐玉、 と 有る は 亦 名なる を、 此とは 別 神に して、 天 石 門別豐 玉比賣 神と せす も 御 在し 坐せば、 其と 同 神と 

心得て、 情 進に、 栲幡 千々 姬命之 妹 也な どと は 云 ひたりけ らし、 (故に 思 ふに、 右の 異本 は、 廣成宿 画の、 拾 遣 を 害 

かれたり し 時の、 草稿 本な りつら む を、 其 を 削り 改められて、 今 本の 如く 撰 正された るな めれば、 其 は、 廣成 主の 心 

に 非ざる こと、 灼 然し、) 故に、 姓氏 錄に 載せられ たる は、 其の 玉 作 氏に 傳 へたる 事に は 有る ベ けれど も、 高 魂 命 孫、 fK 

明 玉 命と 有れ ども、 其の 間の 神 名 を、 考ふ 可き 根據 無くして、 覺束 無き を、 此に 伊伸 諾尊兒 と 有るな む、 信に 然 有り 

ぬ 可く 所思え たりけ る、 但し 紀. 記 共に、 此の：大s^玉命の生坐せる傳無ければ、 何れの 時、 如何にして、 成り W でさ 

せ 御 在し 坐し けむと 云 ふに、 然もと 所思し き 事、 無き に は 非すな む 有りけ る、 其 は、 傳 十五に 云へ るが 如く、 瑞珠盟 

約 章 第 書に、 素斐嗚 尊、 將， 昇レ天 時、 有 二 神 f 號 n 羽 明 玉？ 此神 奉， 迎而、 進 n 以瑞八 坂 遭 之 曲玉 T 故、 素斐嗚 

尊、 持, 其瓊 玉， 而、 到， 一之 於 H< 上， 也と 有る は、 其の 正書の 發 端に、 於是、 素 斐嗚尊 請 曰、 吾 今 奉レ敎 將-就 r, 根國？ 故 

欲 T 暫向 高天原？ 與 ^ 姊相見 而後 永 退. -矣、 勅 n 許 之 I 乃 昇 II 詣之於 天， 也と 有る に 合せ 讀 むべき 所なる が、 右に、 羽 明 

玉 神の 迎へ 奉りて、 瑞八坂 遭 之 曲玉 を 進ら れし は、 其の上 天に 昇り 詣らせ 給 ふ 可き 御 事 を、 勅許し 宣耠へ る 御 表 物と 


爲て伊 t 諾大祌 より、 偉へ 授けし め 給へ るに て、 是卽 ち、 諸 神の 升 天 は、 其 Q 幽宮 に參詣 りて 受け 奉り、 其の 勅許 Q 

表 を 賜 はる 始 なれば、 此の 天明 玉 命 はし も、 其の 時に 成り W でさせ 御 在し 坐し ける 神に 渡らせ 給 へれば、 信に 此に在 

るが 如く、 伊 坤諾尊 兒に御 在し 坐す 事、 決くな む 有りけ る、 (然る を、 姓氏 錄に、 高 魂 命 孫と 有る は 如何と 云 ふに、 其 

の 天孫と 云 ふ を 除きて は、 何れも、 天 神の 部に 收ら る.^ 定な るが 故に、 其の 伊辨諾 尊の 上に 高 魂 命 を 加へ て傳 へたる 

から、 却に、 其の 二 神の 御上 混ら はしくて、 何れ を 其と 知られす 成れる 者な めり、」 〇 粟 國忌部 は、 古語 拾 遣、 太 玉 

命 所. 1. 神 名、 曰 一一 天日 鷲 命， と 有る 下に、 阿波 國忌 部等祖 也と 所見た る是 なり、 神 名 式に、 阿波 國麻殖 郡、 忌 部 神社、 

(名 神大、 月. 新 嘗- 或號， 一麻 殖神？ 或號 天日 鷲 神，) と 所見たり、 此の 粟國忌 部の 所 由 は、 已に傳 十七 靑和 幣、 ，111 

和幣の 因に 就きて 註る が、 此には 其の 氏の 事 を 云 ふべき なり、 若て 古語 拾遺、 御 天降 段に、 宜 T 太 玉 命、 荦-ー 諸 部 

神？ 供 n 奉 其 職 T 如 * 天上 儀 h 仍令 ，1 諸 神亦與 陪從， と 所見た る、 此の 天日 鷺神 も、 其の 太 玉 命の 荦ゐ 給へ る 供 作る 諸 部 

神の 一 に 御 在し 坐せば、 陪從 ひて 天降り 給へ るな り、 其の 神武 天皇 段に、 天 日 鷲 命 之 孫、 造， 一木 綿 及麻幷 織布？ (古語 

阿良 多 倍) 仍、 令 T 天 富 命、 隼 M 日 鷲 命 之 孫 T 求-肥 燒地 r 遣-阿波 國？ 殖 tIK 麻 種 h 其裔今 在，， 彼國？ 當， 1 大嘗之 年； 貢， 1 

木綿、 麻布、 及 種々 物 f 所 ョ以郡 名爲， 1 麻殖， 之緣 也と 有り、 ： 此れ 天 富 命の 日 鷲 命の 孫 を 1. る、 穀 麻を殖 うべき 肥燒た 

る 地 を 求 給へ る 文な り、 天日 鷲 命 はし も、 天より 降り 御 在し 坐して、 高 千 穗宮に 供奉ら せ 御 在し 坐し けむ 神代の 間 

は、 筑紫洲 の 中の 何處 にて か、 穀 麻を殖 ゑて 供 幸れ りけ む を、 神武 天皇 中洲 宮に、 初 國所知 看し 始めさせ 御 在し 坐し 

ける に 就きて、 畿內 より 便り 宜しき 國を 求めて、 如此 なむ、 阿波 國には 遣 はし 給へ るな りけ らし、 (其の 筑 紫に 御 在 
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し 坐し ける 程の 御 事 は、 今 知る 可ら ざれ ども、 豐後 風土記に、 速 見 郡 柚 富鄕- 此鄕之 中- 栲樹 多生、 常 取，， 栲皮、 以 

造 こ 木綿： 因 曰，， 柚 富鄕， と 見え、 萬 葉 七 卷廿三 丁に、 未通女 等 之. 放髮 乎、 木綿 山 云々、 十卷 六十 二 丁に、 豊阔 之、 

木綿.， ：！ 雪 之、 可 消 所 念と 有りて、 古に 其の 名高く、 叉 今 も 薩摩國 の 産物に、 上布と 云へ る宜き 麻布 を 出して、 デ、 下に 

無き は， 若く は 神代の 麻の 名残なら むかと 思えたり、) 其裔今 在，， 彼國 一と は、 高 野天 皇御紀 に、 祌護 景雲 二 年 秋 七 

月、 壬 申朔乙 酉、 阿波 國麻殖 郡 人、 外從七 位下 忌 部 連 方 麻呂- 從 五位 上 忌 部 連 須美等 十一 人、 賜， 姓 宿 綱； 大初 位下 

忌 部 越 麻呂等 十四 人、 賜，， 姓 連-と 有る が 如く、 其の 一 族、 彼の 國に 甚く 榮 えて 有りければ、 其 等 を 指して 云 ふなり、 

神 紙 伯仲 資王 記に、 建. 久五年 六月 十二 日 辛 丑、 阿波 國忌 部久 家、 還つ 補 氏 長者 ハ 角 凝 魂 之 後 也な ども 有りて、 其の 氏 

族の 滋蔓 りて 多 在りし 故に、 其の 氏人の 中に て、 長者 を 補せられ たる 事と 所見たり、 當， 大嘗 之年ハ 貢， 一木 綿 疏布及 種 

種物， と は大嘗 祭儀に、 九月 上旬、 神祇官、 差， ト部 三人，^, 官、 差つ 遣 紀伊、 淡路、 阿波 等國ハ 監ュ作 由 加 物 『 各 到 

レ 國先大 ig、 其 料 云々、 (已 上當郡 所， 輸) 馬 一疋、 大刀  一 口、 弓 一 張、 箭 廿隻、 鍫  一口、 鹿皮 一 張、 庸布 一 段、 木綿、 

麻 各 一斤、 堅 魚 i 疲各四 斤、 海藻 滑 海藻 各 二 斤、 米 酒 各 四 斗、 鹽四 升、 (已 上、， 阿波 國麻 殖、 那賀兩 郡 所， 輸) i; ム々、 

其 物 造 了、 卜 部監， T 送齋場 f 分；. 付 兩國； 徂 阿波 國所， 獻、 麁布、 木綿、 付， 一 神祇官， 云々、 阿波 國齒布 一端- 木綿 六 斤、 

年魚 十五 缶. 蒜英 根合漬 十五 缶、 乾 羊 蹄、 i 鶴、 橘 子、 各 十五 籠、 (已上 忌 部所， 作) 云々、 其 三 國造由 加 物 使、 向 

レ京之日路f^、國掃，路祇承と有る是なり、 其の 十一月 中 卯 日 行 立 次第に、 于 時- 神祇官 幷神服 等、 自， 悠紀 行列， 進、 

立 n 大路 中央 r 兩國相 分 在，， 左右 f  (悠紀 在， 左、 主 基在レ 右、) 到，， 朱 雀 門前 f 須臾 留止、 先， 是、 阿波 國忌 部所， 織危妙 


ほ、 (神 語 所， 謂 阿良 多倍是 也) 預 於- 1 神祇官- 辨備、 納以 細籠ハ 置-一 於 菜 上 T 四角 立- 1 賢 木？ 阿波 忌？ IS 一人. 執 著- 1 木 

綿 賢 木， 前行、 四 人异， 案、 竝 著- > 木綿 K? 供物 未レ 到-朱 雀 門-前、 預 自 -> 神祇官- 而相 待、 供物 旣到、 進 就- 1 轎服案 

後， 立定と 所見た る、 其の 重く 崇ま へさせ 給へ る狀 なむ、 此を 以て 知るべき 事な りけ る、 (其の 阿波 國に 下さる \ 太 政 

官符 に、 麻 殖郡忌 御 服 二 丈 一尺、 木綿 三 斤 云々 と 有りて * 右の 由 加 物の 數の 半なる は、 右 は悠紀 * 主 基 を 合せた る摁 

數 こて、 此の 官符 は、 其の 1 方に 就きて 云 ふなる 可し.. 猶、 此 等の 事、 委しく は. 中 臣壽詞 講義に 註 せれば. 今 云 ふ 

限に 非す、) 叉、 其 所， 一 以郡名 爲= 麻殖 一之 緣 也と は、 和名 抄都 名に、 阿波 圃麻殖 乎惠と 見え、 鄉 名に、 麻 殖郡忌 部 伊 無 

倍と 有る 是 なり、 右に 擧 げたる、 麻 殖郡忌 部 神社 (名 神大、 月次、 新嘗) の 下に、 或號 一一 麻殖祌 一と 有る も、 同じく、 

高天原に 事 始めて、 髙千 穗宮に 供奉 給 ひ、 專ら國 土に 麻を殖 うる こと を 事 定め 物爲 させ 給へ る は、. 此の 天日 鷲 神に 御 

在し 坐す が 故に、 神武 天皇の 御せ に、 其の 孫の 此の 國に住 著と して は、 先づ 其の 氏の 社に 祭祀れ るなる 可し. 然る 

を、 國 造本 紀に、 磐 余 尊、 發， 自 n 日向， 赴 n 向倭國 T 東征 之 時、 於  <>大 倭國- 見- 1 漁父ハ 謂 n 左右-曰、 浮-海中 r 之 者 何物 

之 邪、 乃 遣， 一 粟 忌 部 遠 組 天日 鷲 命り 使 レ見レ 之、 (下略) と 所見た る 事 なれ ども、 正しく 拾遺に、 天日 鷲 命 之 孫と 有れ 

ば、 其の 钟の子 一世 を 過ぐ して、 神. 武 天皇の 御世に は、 已に 其の 孫な りし こと を 知るべし、 俗、 當社は 右 等の 御 功 

に 依りて、 遠 國には 渡らせ 給 へれ ども、 名 神大. 月次、 新 嘗の幣 例に も 預らせ 御 在し 坐す 程の 御 事な り、 神 階の 街 

事 は、 續後紀 に、 嘉祥ニ 年 夏 四月、 甲子 朔乙 酉、 奉， 控- 阿波 國 天日 鷲神從 五位 下- と 有る 是れ 始めな り、 三代 實錄 

に. W 觀 元年 正月 廿 七日 甲 申、 奉， 授， 一 阿波 國從 五位 下 忌 部 天日 鷲神從 五位 上り 元 慶ニ年 四月 十四 己 卯授， 一 阿波 國 
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從 五位 上 1K 日 鷲 神 正 五位 下， と 所見たり、 叉、 同 國板野 郡、 大麻 比 古神 社 (名 神大) 御 在し 坐す を、 神祇官 永 萬 記に、 

阿波 國ー 宮 大麻 社と 有り、 然るに、 安房 國忌部 系圖を 見る に、 天 日 鷲 命 后 神、 首 宮比賣 命、 其の 子 三人 有り、 長子 大 

麻 比 古 命、 叉 名 津咋見 命、 叉 名 津杭耳 命、 次子 天 白羽 鳥 命、 又 名 長 白羽 命、 季子 大羽槌 雄 命、 叉 名 武羽槌 命と 有り 

て、 其の 大麻 比 古 命 后 神、 磯 根 御 氣比賫 命 をして、 令レ生 給へ る 子 二人 有り、 姊 を千賀 江比賣 命と 有りて， 今 云， 一千 貝 

大明 神， 是 也と 見えた るに、 神 名 式に、 阿波 國板野 郡 鹿 江比賣 神社 有る は、 此に當 る 可し、 、に 由布津 主命、 叉 名 阿 

波 和 氣毘古 命、 后 神 飯長姬 命、 奉 レ稱， 一 妣御再 神 一と 有りて， 其の 子訶多 主命、 奉， 稱， 一 稚子御 宵 神 T と 見えたり、 然る 

時 は、 拾遺 檯原朝 段に、 謂 ゆる 日 鷲 命 之 孫 は、 右の 由布津 主命なる 事、 阿波 別と 云 ふ にても 著き 者な りけ り、 猶、 下 

の 細 書に 云へ る 伊豆 國の 長濱 神社、 大朝 神社の 事 を 思 ひ 合 はす 可し、 其の 大麻と しも 云 ふ 故 は、 駿河 風土記に、 富士 

郡豐麻 神社、 (二 坐) 所， 祭大己 貴命與 n 少彥名 命， 也と 見え、 出 雲 風土記に、 意 宇 郡 大草鄕 云々、 須佐乃 乎 命 御子、 靑 

幡佐久 佐 日 古 命 坐 故 云， 一大 草？ 又 大原郡 高 麻 山 云々、 古老 傳云， 祌須佐 能袁命 御子、 靑幡佐 草 貼 命、 是 山上 麻 蒔 初、 

故 云， 一 高 麻 山， 云々 など 有る、 豐麻叉 高 麻 は 更なり、 其の 靑幡佐 久佐日 古 命の 坐す 地 を、 大 草と 一 K ふ 事、 猶>  大麻と 

云 はむ が 如し、 彼の 肥 饒の地 を 求めて 令， 殖給 へる 事 を 思 ふに、 信に； 大日 鷲 命に 御 在し 坐すな る 可し、 祌名 式に、 讃 

岐國多 度 郡、 大麻 神社、 伊豆 國田方 郡大朝 神社、 石 見 國那賀 郡 大麻 山 神社な ど 所見た る も、 此の 大麻 比 古神 社 同 神と 聞 

えたり、 偖、 此の 社の 御 事 は、 三代 實錄 に、 貞觀 元年 正月 廿 七日 甲 申、 奉 レ授， 1 阿波 國從 五位 下 大麻 比 古神 從 五位 上- 

と 所見た るが、  其の 從五 位下 は、 何れの 御世な りけ む、 今 知る 可き に 非す と雖 も、 若く は、 上なる 忌 部 神社と 共に、 


嘉祥 一 一年に f つ， s を、 記し 響れ たる 12  C そ、 同 九 年 四月 S 一 曰 雲、 阿舊從 五位 下 大麻 比 古； i> 正 五位 

上つ i 一年 四月 十四 曰 己 卯、 伊 阿波 國正 五位 上 大麻 比 古 I 四 位下-と 有りて • 忌 部 神社より is ませ 給へ る 

は、 其 Q 天 曰 鷲 命 Q 孫 を 率る 坐して、 此 Q 地より 始めて？ 2 始め 給へ るな どの、 甚止事 無き 所 由 御 在し 坐せ る 者な 

る 可し、 叉、 同 式に、 勝 i 阿佐 多 知 比 古神 社と 申す も 見 ゆ、 (右 i 岐國 なる 大麻 神社 は、 淸和天 妻 錄に. i 

七 年 十月 九日 丁 巳、 授， ー讃 岐國從 五位 下 大麻 神從 五位 上-と 見え、 日本 紀 略に、 延喜十 年 八月 廿 三日、 校-一 讃岐國 大麻 

天神 從四 位下 一と 有りて、 今 も 大麻 村と 云 ふに 立た せ 御 在し 坐ます と 云へ り、 又、 伊豆 國大朝 神社 は、 朝 は 借 字 麻な 

り、 同 lis 傳 li、  i 大 朝 神社、 此神裔 也と 云 へれば、 其 QS 天 太 玉 f る 可し、 まる 下 舊奠尾 神 

社の こと、 考へ 合す 可し- 或 書に、 おの 長濱 神社 今君澤 郡に 坐す、 此所を 麻 坂と 云 ひ、 海 涯を麻 谷と 云 ふ、 古へ 此の 

地に、 麻 自然に 生じて、 一夜に 樹を 成せり、 古き 諺 歌に、 「"ii にァ麻 蒔き 初めて 績み 初めて 礎に 綜 させて 浪に 織らせ 

む」 と 有りと 云へ り、 其の 大朝 神社 は 今 驟河國 駿東郡 香 貫 村に 坐せ りと ぞ， 偖、 石 見國の 大麻 山 神社 は 右の 阿波 國 なる 

も、 大麻 山と 云 ふに 立た せ 御 在し 坐す と 云 へれば、 其と 同 例な り、) 若て 又 古語 拾 遣の 右の 文に 次ぎて、 天 富 命、 更 

求 n 沃壤？ 分，， 阿波 忌 部？  往東 土？ 播 n 殖麻穀 T 好 麻 所， 生、 故 謂- 1 之 總國ハ 穀 木所レ 生、 故 謂-之 結 城 郡 T  (古語、 ^ 

謂，， 之總- 也、 今 爲-- 上總、 下 總ニ國 T 是 也、) 阿波 忌 部所 レ居、 便 名 二 安房 郡- (今 安房 國是 也) 天 富 命、 於 n 其 地-立-" 太 

玉 命 社 T 今 謂， 一之 安房 社 i 故 其神戶 有， ー齋部 氏-と 有る は、 右の 阿波 國の事 を先づ 治め 畢 へて、 其より 天 富 命、 更に 

又 其の 天日 鷲 神の 孫なる 阿波 忌 部 を 分ち て、 柬國に 率 ゐて往 きて、 穀 麻を殖 うべき 沃壤を 求めさせ 給 ひけるな り、 何 
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れも、 好 麻の 生 ふる 地な りし 故に、 古へ 上總、 下總、 安房の 三國を 合せて、 總國と は 云 ひけるな り、 穀 木所レ 生、 故 謂， 一. N 

結 城 郡 一と は、 和名 抄郡 名に、 下 總國結 城 由 不岐と 有る 是 なり、 又 filf! を 佐 布 佐と 訓 める は 麻 總と云 ふ 事なる 可く、 

相 馬 佐 宇 萬と 有る は麻蕃 なる 可く、 猿 島 佐 之 萬と 有る は 麻 島に て、 是等 何れに も 麻に 就きた る 郡 名な り、 叉 神 名 式 

に、 IniJ 郡老尾 神社、 同抄鄕 名に、 E 達 郡長 尾と 有れば. 老は 長の 誤に て、 彼の 阿波 國の 大麻 社と 等しき 義 にて、 長 

麻 神社と 申す 事なる 可く、 其の 神 は、 叉 IK 富 命なる 可く 所思へ たり、 (猶 又、 同抄鄕 名に、 Eil 郡 Eir 相 馬 郡 布 佐、 

海上 郡 麻續、 又 布 方、 坡生郡 麻 在な ど 有る は、 何れも 麻に 因れる 鄕 名なる 事 云 ふ も 更なり、 又、 結 城 郡 結城鄕 有る 

は、 穀 木の 義 なる 可し、) 阿波 忌 部所， 居、 便 名 二 安房 郡, と は 和名 抄郡 名に、 安房 國 安房 (如， 國) と 有る 是な るが、 

其の 忌 部の 本 貫なる 阿波 國の名 を 移して、 此の 地名と 爲 つるな り、 今、 安房 國是 也と は 古へ 此の 邊 凡て 總國 なりし 

を、 已く 上下に は 別れたり けらし、 景行 天皇 五十 三年 御紀 に、 乘， 輿 幸，， 伊勢" 轉入， 一 東海 f 冬 十月、 至，， 上 總！： T 從， 一 

海路， 渡 一； 淡水 門， と 所見た る、 此の 御 時の こと を、 到 一一 于上 總國 安房 浮 島宮, と 有り、 元 正 天皇 御紀 に、 五月 甲 午 朔 乙 

未、 割 二 上 總國之 平 群、 安房、 朝 夷、 長狹、 四 郡 f 置 一 1 安房 國， と 有る、 此 より、 別に 一 國とは 成れるな り、 天 富 命.' 

卽 於-一 其 地， 立， 一太 玉 命 社？ 今 謂 二 之 安房 社， と は、 其の 麻殖神 天日 鷲 命 は、 本國 にて 祀 祭られし かば、 此に は、 天 富 命 

の祖 神の 社 を齋ひ 給へ るに て、 傳廿 九に も 注せる 神 名 式に、 安房 國 安房 郡 安房 坐 神社、 (名 神大、 月， hr 新 嘗-) 后祌 

天 比 理刀哮 命 神社、 (大元 名 洲祌) と 有るな り、 其の 后 神の 御名の、 比理 は、 古事記 水垣宮 段に 所見た る 閘 蘇 紡 麻の 

M にて、 麻 を績む 事な り、 和名 抄鄕 名に- 當郡麻 原 乎 波 良と 有るな ど 思 ひ 合す 可し- 刀眸は 刀自 賣の 略な り、 次に 引 


ける 續後紀 に は 、第一 后 神と 有り、 偖 同 式に、 武藏國 比 企 郡 伊古 乃 速 御玉 神社、 或 書に、 今 在-一伊 古村？ 稱， 一 阿波 洲 

大明神 一と 有る、 伊古 は 地名な り、 阿波 洲は、 右に 元名洲 神と 有る を 取れり と 所思し ければ、 其の 同 神に 御 在し 坐す こ 

と 知らる、 速 御玉 は、 映眞 玉と 申す 事と 聞 ゆれば、 若くは右に謂ゅる天明玉神の女^!:^ 叉 は 御 女な どに 渡らせ 給 ふ 可 

くや、 續後紀 に、 承 和 九 年 十月、 辛 酉朔壬 戌、 奉：， 授，， 安房 國從 五位 下 安房 大神正 五位 下" 無位 第一 后 神 天 比 理刀哮 命 

神從 五位 下； 文德 天皇 實錄 に、 仁 壽ニ年 八月 乙 未朔丙 辰、 安房 國 安房 神、 天 比 理刀咩 命 神、 拉特 加， ー從 三位？ 淸和 

天皇 實錄 に、 貞觀 元年 正月 廿 七日 甲 申、 奉レ授 n 安房 國從 三位 勳八等 安房 神 H< 比理刀 暉神拉 正三位-と 所見たり、 又 同 

式に、 下野 國塞川 郡 安房 神社 有る を， 其の 國の 式社考 に、 在， 一 粟野 宮村？ 祭-一天 太 玉 命， と 有り、 凡て 東國に は、 神武 

天皇 御世に、 天 富 命、 阿波 忌 部 を 率る て往き 坐して 開懇 かれし 趣 なれば、 猶式 社に は 漏れた るに も 、其の 天 太 王 命、 

天日 鷲 命 等の 御社 は 有るな る 可し. 土人、 心 を 著け て 探り 索む 可し、 故に 其の 神 戶有ニ 齋部氏 一と は、 右の 阿波 忌 部と 

は 別に、 其 を 率ゐ給 ひし 天 富 命の 神 胤の 齋部 氏の 有りと なり、 (借， 右の 安房 大神 は、 天 太 玉 命に 御 在し 坐す 事、 云 

ふも更 なる に、 叉 高 橋 氏 文に、 磐 鹿六猎 命の 給の 膾を 料理ら る.^ 所に、 是時、 上總國 安房 大神 乎、 御 食 都 神 止 坐 奉 

天 云々 と 有りて、 下に、 但、 云， 一安 房 大神ー 爲，： 御食津 神， 者、 今 大瞎職 祭神 也と 註せ る は、 右の； 大太玉 命の 安房に 坐 

す 神社に は 非す、 其は傳 四卷、 十二 卷に 委しく 云へ るが 如く、 其 は 粟國の 大宜都 比賣神 を、 本國 より、 忌 部の 移り 

住 ふ 時に、 勸請 奉れる 社の 有りけ るに て， 此とは 別な り、 田 心 ひ 混 ふ 可から す、) 〇 天日 驚 は、 天孫 降臨 章 第二 一書に、 

天日 鷲 神爲， 一作 木綿 者 一と 有り、 若くて 此を傳 十七に 引ける 皇太 神官 踊 宜譜圖 帳に は、 下 枝 S, 波、 天 乃 香 豆 比 女 加 作 
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s、 眞蘇乃 木綿 著，. -と 有る は 亦 名 かと 思 ふに、 男女の 違 ひ 有れば、 此の 神の 后 神と 共に 仕へ 奉れり けむ を、 此には 其 

の 女 祌を俾 へ 漏らし、 彼に は 此の 男 祌を傳 へ 漏らせる 者と なむ 所思し かりけ る、 右に 引ける、 忌 部 系譜 を考へ 合す 可 

し、 偖、 此の 神の ffi 自は、 姓氏 錄 (左 京 神 別 下 天神) に、 弓 削 宿禰、 高 魂 命 孫 H< 日 鷲翔矢 命 之 後 也、 叉 (河 5： 國神別 

天神) 弓 削 宿 画、 天 高 御 魂 乃 命 孫、 天 毗和志 可 氣流夜 命 之 後 也と 有りて、 此 にて は 高 魂 命の 孫と 有り、 叉 (右京 神刖 

上天 神) 多 米 宿 漏、 祌御魂 命 五世 孫、 天 日 鷲 命 之 後 也、 (下略) 叉 (左 京 神 別 中天 神) 多 米 連、 多 米 宿 漏 同祖、 神 魂 

命 五世 孫、 天日 和 志 命 之 後 也、 (下略) 叉 (大和 W 神 別 H< 神) 田邊宿 画、 神 魂 命 五世 孫、 天日 鷲 命 之 後 也な ど 有りて、 

此等は 祌魂命 五世 孫な り、 叉、 (右京 神 別 上天 祌) 天 語 連、 縣犬養 宿" 脑 同藏、 神 魂 命 七 世 孫、 R< 日 鷲 命 之 後 也と も 有 

りて、 一は 孫と 云 ひ、 一は 五せ と 云 ひ、 一は 七 世と 云 ひて、 定まら ざり ける こそ、 怪しき 事な り けれ、 若くて 同錄 

(左 京 神 別 中； 大神) に、 縣犬養 宿 調、 神 魂 命 八 世 孫、 阿 居 太 都 命 之 後 也と 有る、 此は 古史 第五 十七 段徵に 記せる が 如 

く、 天 手 力 雄 神の 亦 名 なれば、 右の 八 を、 一 本に 六と 作る 方、 姑く 可し と 見て、 猶、 同錄 (河内 國神別 天神) に、 多 

米 連、 神 魂 命兒、 天 石 都 倭 居 命 之 後 也と 有る に 木 著き、 H< 手 力 雄 神、 天 日 鷲神、 御 父子の 系 を此に 索む 可し、 叉、 上 

に 引ける 伯仲 資王 記に、 阿波 國忌部 を 角 凝 魂 之 後 也と 有る、 其 神 は、 可 美 葦 牙彥舅 尊に 御 在し 坐す ま、 倚 二 及び 上に 

註へ るが 如し、 此の 神 を  一 I として、 次に は IK 底 立 尊 二世に 常る 可し、 姓氏 錄 (左 京 神 別 中； 大神) に、 宮部 造、 天 壁 

立命 子、 天 背 男 命 之 後 也と 有る 是 なり、 但、 其の 天 背 男 命 は、 下に 註へ るが 如く、 天 手 力 雄 神、 一 K 忍 日 命の 亦 名と 思 

しければ、 姑く 次へ 廻して、 伊 # 諾、 伊 * 概ニ神 は 其の 三世に 當る 可し、 其の、 (攝律 阈神別 天神) 額 田 部 粮_ 脑、 角 


凝 魂 命 男 五十 狹經魂 命 之 後 也と 有る を、 又 (右京 神^ 上： 大神) 額 田 部 宿禰、 明日 名門 命 三世 孫、 1K 村 S 命 之 後 也と 見 

えたる に 合せて、 其の 系 を 知るべく、  .f;- に 其の 竝に佐 伯 速、 天雷 神 孫、 天 押 人命 之 後 也と 有る 天雷 神 は、 四 神 出生 

fl 早 第 七 一書に、 謂 ゆる 雷神なる 由、 已に傳 九に 云へ る 如く なれば、 此の 神に て 四 I なり、 其の 天 押 人命 は、 天 孫 降臨 

章 第 四 一書に 所見た る 大伴連 遠祖、 天 忍 日 命に 坐す が、 其の 天 雷神の 子と 云 ふべき 祌は、 正しく 乎 力 雄 命なる 可く 思 

ゆれば、 其の 神 を 四 世と して、 天日 鷲 命 は 其の 子に して、 天 柙日 命と は 同胞と 所見たり、 是 にて 五世に 當れ、 ば、 右 

に擧 げたる 高 魂 命 孫と 有る は 遠 孫の 義 なり、 神 魂 命 五世 孫と 有る は、 此に合 へれば， 其の 七 世 孫と 有る は、 決く 傅の 

誤な りと 知るべし、 此は 已に傳 九に 註へ る を、 ^此 にても 盡 さぐりければ、 下の 天 手 力 雄 神の 傳に云 ふべ し、 (如此 

く、 己が 心の 任に 系 を 引かむ 事、 甚 容易き 狀 にして、 人の 思 はむ 事 も 如何 なれ ども、 巳に 伯仲 資王 記に、 角 凝 魂 之 後 

也と 有る に、 姓氏 錄の 世數、 15! 々にして 定ら ざれば、 右の 如く 係け 見す て は 知らる まじき が 故に、 止む 事 を 得ざる 者 

なり かし、) 若て 天日 鷲 神と &す 名義 は、 字の 如く、 其の 鷲と 云 ふに 故 有る 事な り、 日と は 其の 光 耀を云 ふ、 然る は、 

本朝 事始 に、 和 琴、 (號， 一也 麻 止 古登，) 上古 天津神 樂奏、 令，， 加 奈止美 乃 命 制.， 之 云々、 と 有る に 合せて、 神祇 本源に、 

御 琴 神、 金藉命 孫、 長 白羽 命 也、 用，， 天 香 弓 六 張， 叩レ紘 也、 卽高幡 上金藉 居、 因以 象、 故 名，， 之藉 琴， 也 (今 I、 號，， 和 

琴ー是 也) と 有り、 次に、 亦 金色 藉、 飛つ 來于 弓弭 f 其藉 煤狀、 如，， 流 雷 f 由 レ是作 一一 其 尾 形， 也と 有る、 此の 文 は、 神武 

天皇 御紀 にも 類た る 事 有る に 依りて、 人の 疑 ふ 事 なれ ども、 其と 此とは 別なる 事、 後迄藉 琴と 號け云 ふ を 以て 知る ベ 

し、 故に 此の 金 藉命は 此の 天日 鷲 神なる 事、 右に 孫 長 白羽 命と 有る は、 子と 孫との 遠 は 有れ ども、 司. 神に 御 在し 坐す 
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證 なるな り、 其 は 此の 琴 を奏づ るが 何怜 くて、 金色の 鵄と 化り て 飛び 巡り 給 ひける が、 其の 磐戶の 前の 闇き を 照し 

て、 諸 神に 神樂を 熟く 仕へ 奉らし めむ との 御所 爲 なる 可し、 太 田命傳 記に、 金 鈴な どの 事 を、 照 躍如 二 大日 輪 一と 有れ 

ば、 古に、 燥狀 有る 物に、 日 を 以て 譬 へたる を 見るべし、 若て 其の 天 香 弓 六 張を拉 ベて 御 琴と 爲られ たる、 其の 弓に 

就きても 由有る 事 は、 上に 引ける 弓 削宿禰 は、 字の 如く 弓 を 削り 作げ る 氏なる は、 然る 物に て、 其の 神 名 を-大日 驚^ 

矢 命と 中 せれば、 矢 を 作に 鷲 羽 を 用 ひさせ 給へ る 御 功の 狀も 所見 たれば、 此の 時の 右 等の 御 功 用に 依りて、 定まれる 

御名と は 成りに たるな めり、 又、 駿河 風土記、 伊穗原 郡御穗 神社 條に、 大已貴 命、 天孫 降臨 之機爲 レ顯、 其 時、 大己 

貴 命、 登， 天上； 奏， 1 可 レ順條 々T 忽乘 ii 御 天日 鷲 大羽鷲 羽 車 T 休-一 御穗 御崎 1 と 云 ふ 事 も 所見 たれば、 神祇の 来 11 て 天翔 

けらせ 給 ふ 羽 車 も、 此の 神の 製り 始めさせ 給へ るが 故に、 然る 名 は 負 はせ 給へ りけ むかし、 (和名 抄に、 鵰驚、 • 唐 韻 

云、 fg 大鵰 也、 鵰 和名 於 保 和 之、 鷲 古和 之、 鶚鳥 別名 也、 山海 經注 云、 鷲 小鴨 也と 有り、 名義 抄 にも、 鷲 を、 古和 

之、 叉 和 之と も 見 ゆ、 又、 鵄は、 同抄 に、 本草 云、 鵡 一名 蔦、 和名 土 比と 有りて、 鷲に 近き 狀 したる 鳥なる こと. - 右 

の 天日 鷲 命、 金藉命 同 神に 御 在し 坐す にても 灼 かり、 傻、 此の 神の、 如 レ此く 鷲に も藉 にも 化り て、 功 を 成し 給へ る 

は、 神武 天皇 御紀 に、 謂 ゆる 頭 八^ 烏 は、 姓氏 錄に據 るに、 建 角 身命に 坐す を、 烏と 化り て 導き 奉る 可き、 然る 故 有 

りて、 姑く 頭八咫 烏と は 化り 給へ るに 同じく、 此の 天日 鷲 命の 本體 は、 鳥に て は 坐 さ れ ども、 姑く驚と化りて^^成 

し 給へ るな り、 思 ひ 誤る 事 勿れ； 故に 其の 天日 鷲 神の 裔孫 にて は、 粟 國忌部 を 除きて は、 右に 云へ る 多 米 宿 福が 主 

主し き狀 なりけ る、 先づ 上に 引ける 姓氏 錄 (右京 神 別 上天 神) に、 多 米 宿： 纖、 神 御 魂 命 五 f 孫、 天日 鷲 命 之 後 也、 成 


； jg 天 a 御抵、 仕 「， 奉大炊 寮？ 御飯 香 美、 特 賜- 嘉 名-と 有る を、 政事 要略 第二 十六に、 姓氏 錄云 . 多 米 宿-湖- 出 レ自- 神 

魂 命 五世 孫 天日 鷲 命-也、 十四 世 孫 小 長 田、 稚足彥 天皇 (認 成務) 御世、 仕 n 奉大炊 寮？ 御飯 香 美、 特赐 n 嘉名ー 食 一-朕 

御 多 米- 六 世 孫 三 枝 連 男、 倭 古 連 之 後、 天 it 中原 瀛眞人 天皇 (^天 武) 御世、 改 n 赐宿廳 姓-と 有れば、 古本に 然 有り 

つるな りけ り、 又、 (轰神 別 中天 神) 多 米 連、 案 謹 同祖、 神 魂 命 五 I、 天日 和 志 命 之 後 也、 成務 天皇 御世、 

仕つ， 奉 炊職； 脇，， 多 謹-也、 (叉 大和 國神別 天神) 多 米讓、 神 魂 命 二士 一基、 意 保 止 命 之 後 也、 叉 (攝津 國 i- 大 

神) 多 米 連、 神 魂 命 五 s、 天 比 和 I 之 後 也、 又 (河 內國祌 別 天神) 天 石 都 黨命之 後 也と 所見た る是 なり、 天武 

天皇 十三 年御紀 に、 十二月 戊 寅朔己 卯、 田 目 速. 赐レ姓 曰-一宿 画-と 所見た る は、 其の 時 多 米 氏已く 右の 如く 支 別れたり け 

む を、 右 Q 右京と 大和なる と Qls§ りて、 自餘は IQ 任 iQ 姓に てませ 給へ るず、 (右 si 略 

に 引ける に、 十四 S 孫 小 管と 有る 此の. f 字 を脫 せり、 古語 拾遺 神武 天皇 段に、 已に、 天日 鷲 命 之 孫と 云 へれ 

ば、 神 魂 命より、 凡 七 世に 當れる を、 其より 御世 を 十三 代を經 て、 成寶皇 に は、 十四 世 許に 至る 程 なれば、 必 

す 十字 有り a 可， 暴 灼け 4 ば 今 1 へつ、 若くて 其 Q 小 雷 命より SS 一枝 連、 sg 墓なる に、 右？ 四 世 

を 合せて、 二十 一せ と 成るな り、 姓氏 錄、 攝津國 神 別 天神 Q 多 米 連に 5 て 、目色 部眞 時、 同 神 十二 S 孫、 P 

尼 命 之 後 也と 有れば、 此は小 長 田 命の 祖父な り、 犬 養、 同 神 十九 世の 孫、 田 根變後 也と 有れば、 其 は 右. の 三 枝 連 

Qf, なり、 其 £ 墓まで 二十 i なる を、 大和 Q 多米讓 s に、 二士  一  si 保 止 命と 有れば、 意 保 止 連 は 

天武 天皇 御 骨に 在りて、 宿ま の 姓を 賜 はりし 人な りけ り、) 又、 同 雷 載せられ たる 多 米 i 本 系 帳 云、 i、 御躬 
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爲， 1 國大歆 ー然之 時、 供つ 御大 飯， 已不 n 聞 食！ 仍 召-氏人 等 r 令， 作，, 御飯 r 特 被，， 詔勅 f 小 長 田 命 作つ 備 御飯 f 進 御 之 日、 

于吉聞 食、 卽垂レ 詔 偶、 仕レ奉 御飯、 甚有 = 香 美 T 平服 聞 食、 故 召 n 小 長 田 命， 者、 特赐 ，1 嘉名 r 朕 御 多 米負赐 被， 詔 n 定多 

米 連 一也、 爾時 賜-一大 歆政 T 亦 任 n 御田 之 職 T 賜 M 天皇 御 命 噴 之 政 T 掌 以仕奉 也と 所見た る、 此の 天皇 は成務 天皇に 御 在 

し 坐す 事、 右に 引ける 姓氏 錄に 所見たり、 大飲は 大嘗と 云 ふ 事 を 漢樣に 作るな り、 供， 1 御大 飯, は、 錄に、 仕 n 奉大炊 

寮， と 有る 是 なり、 常 陸 風土記に、 行方 郡 大生 里、 古老 曰、 倭武 天皇、 坐，, 相 鹿 丘前宮 T 此時瞎 炊 屋舍、 構 11 立浦濱 T 編 

レ船 作， 橋、 通-: 御在所 r 取， 一大 炊 之義？ 名， 一大 生 之 村， と 見え、 紀伊國 伊都 郡 丹 都 比 女神 社 古 祝詞に、 天 沼田 云 御田 作 

給、 下 坐 忌 lgm、 御碓 作、 其 田 稻大飯 大酒 作、 豐明 奉仕 天、 上 坐 云々、 大 御門 代、 大飯 大酒、 黑黄干 取、 白 黄 千 取、 

御 稻千稻 引拉天 云. -、 所 レ奉レ 仕大飯 大酒 者、 伏 香 不爲、 取咋 見事 不爲、 淸淨 奉仕 止 申、 皇御孫 命 乃、 依 奉 給大飯 止、 

田 長 御世 爾、 濟 奉仕 支、 とも 有り， て此 には大 飯と 大酒と を 粒べ 云へ り、 踐 大嘗 祭式の 料理 院、 叉 在京 齋場 等に 各大 

炊屋 一宇 有る も、 飯 炊く 屋を云 ふなり、 然れ ども • 右の 仕 n 奉 大炊寮 一と 有る は、 唯 大嘗の 大飯を 炊き 仕 奉れる と、 亦 

任 1; 御田 之 職 一と 有りて、 供御の 官田を 掌る のみに て、 後に 百官 を 置かれた る 時のに 異なる かと 思 ふに、 職員 令義解 

に、 大炊 寮、 頭 一人、 掌，： 諸 國舂米 雑穀 分 給、 (謂、 凡 諸雜穀 者、 皆 於，， 此寮， 收領、 更 分つ 充諸 司？ 假令、 粟充 -1 主 水？ 

大豆 充ー 一大 膳， 之 類 也、) 諸 司 食料 事, と 有る 狀と 專ら 同じ 趣なる 事、 下に 云 ふ を 見て 知るべき なり、 (叉大 飯 は、 和名 

抄鄕 名に、 備中 國哲多 郡、 大飯於 保 比と 有る に訓を 取るべし、 其の 郡 名に、 若 狹國、 大飯於 保 伊太と 有る 太 は、 此の 

誤りなら じか. - 叉- 大炊寮 を、 於 保 爲乃豆 加 佐と 有る 爲字 も、 比の 誤りなる なり. 推 古 天皇 を 豐御食 炊屋姬 天皇と 


し 奉れる も、 左の 大炊屋 に 因み て稱へ 奉れる 大 御名なる 可し. 惜、 其の 大歆の 欲 字 は、 名義 抄の訓 に、 宇久と も、 

宇 流と も 有る は、 字 1,1 に、 神饗， 氣 也と 有るな る を； 大嘗は 祭事なる 故に、 此字を 用 ひたりし なり、) 召 二 氏人 等 T 令 

レ作 一： 御飯 一と 有る に說 有り." 上に、 己 不二 聞 食， と 有る は、 此の 御 時に 至る 迄、 大欲の 度 毎に 仕へ 奉れり けむ を、 人 

を 以て 仕へ 奉ら しめたる から、 故實に 遠へ りと て、 聞 食 さに りしな り、 仍召ニ 氏人 等-と 有る 等 字と、 下なる 特字 とに 

て、 已に、 神代より 以来、 其の 氏人の 職掌な りし こと 知らる、 特被ニ 詔勅 一と 有る は、 其の 氏人の、 善く ことに 堪 へて 

仕へ 奉れる 中より、 一人 を 勝り W し 給へ るな り、 小 長 田 命 は，、 佐那賀 多な り、 天孫 降臨 章の 第一 一書に 所見た る、 狹 

コ レョシ  n し ヨシ  タ t ラケク 

長 田に 同じ、 午吉は 于吉の 誤に て、 是 善の 義 なる にや、 下に、 平服 聞 食と 有る に 照し 考ふ 可し、 供：. 奉 御飯 T 甚 有-一香 

美， の 香 美 は、 迦具波 志久宇 麻加理 伎と 讃給 へるな り、 新穀の 飯 は、 香 有りて 味 美き 物なる 由な り、. 右に 引ける 祝詞 

に、 大飯 大酒 者、 伏 香 不爲と 有る、 此を 以て 米に も 香 を 云 ふ 古語 有る を 知るべし、 特賜ー 一嘉 名" 朕 御 多 米 負 給と 有る 

御 多 米 は、 御給に て、 朕が 供御に 仕へ 奉れと 仰せて、 多 米に 仕へ 奉る 群の 主と 治めさせ 給へ るな り、 多 米 連の 事 は、 

此の 下に 云 ふべ し、 爾 時赐ニ 大歆政 一と は、 大嘗 の、 神饌の 事 を 主ら しめ 給へ るな り、 亦 任 二 御田 之 職， と は. 宮內省 式 

に 謂 ゆる 供御の 官田 を預り 仕へ 奉れるな り、 此を 耕る 部 を 田 部と 云 ふ. 右に 引ける、 姓氏 錄 (大和 國神 別" 大神) 多 米 

宿 漏に IST びて、 田邊 宿禰、 神 魂 命 五世 孫、 天日 鷲 命 之 後 也と 有る は、 字 は 遠 へれ ども 田 部の 事な り、 此を I- て 證と爲 

バレ， 賜，， 天皇 御 命 噴 之 政， と 有る は、 此の. h 、に 云 ふべ し、 掌 以仕奉 也 は、 大歆と 御田の 事と 御 命 贖と" 三 事 を 兼ね 掌 

どれる 由な り、 (右の、 小 長 田 命の 本貫詳 ならす、 神代の 卷ロ訣 に.、 狹長 田、 伊勢 國渡會 郡 也と 云 へれば、 皇太 神宮 
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の 御田 佃に 仕へ 奉れる 由 を 以て、 其の 地名 を 以て 名と 爲 るに は 非 じか、 和名 抄鄕 名に、 飯 野 郡長 田奈加 多と 見え、 神 

鳳抄 に、 三审： 郡 多 米 御園 有る を も 思 ひ 合す 可き なり、 下に 云へ る、 三重 妹 は、 此の 氏人に て 有るべき 故 由な ど、 合せ 

曉る 可し、) 賜， 一 天皇 御 命 W 、之 政， と 云 ふ 事 は、 政事 要略に、 多 米 氏系圖 云、 志賀高 穴太宮 御宇、 若帶 天皇 御せ、 以レ米 

入-一大 而獻 nIK 皇 一也、 因 改命レ 家 賜 n 多 米 連 姓 r 爾時、 天皇 御 命隳乃 人 乎、 四方 國造 等獻支 とも 有れば、 其の 御 命 贖 

乃 人の 事 を 掌れ るに て、 傳 十九に 引ける" fK 武 天皇 十 年御紀 に、 秋 七月 戊辰 朔 丁酉、 令，/ 大 下悉大 解除 T 當 -1 此時 f  S 

等、 各 ffin 被 柱 奴婢  一 口？ 而 解除と 有る や、 其に は當る 可から む、 萬 紫 十七 (五十一 丁) 造酒 歌に、 奈加等 美 乃、 敷 

刀 能 里 等 其 等、 伊比 波 良 倍、 安賀 布 伊能 知 毛、 多 我 多 米 雨 奈禮と 有る は 更なり、 其の 十二  (三十 九 丁) に、 時 風、 吹 

飯 乃 濱爾、 ffi 居 乍、 噴 命 者、 妹之爲 社と 有り、 十 一 (六 丁) に、 玉久 世、 淸 河原、 身 拔爲、 齋命 妹爲と 有るな ど、 皆 

同じ 事に て、 人 を 以て 罪に 代らし むる を 云 へれば、 右の 御 命 嬉乃人 も 此の 類なる 可き 事、 已に傳 十七に 註る が 如し、 

叉此 に、 以レ米 入， 一大 籠？ 而獻 nfK 皇 一也と 有る は、 本 系 帳に、 小 長 田 命 を、 雨 時 賜， 一大 欲 政？ 亦 任 二 御田 之 職 f と 有る 

が 如く、 天皇の 御田の 司と して、 令， 一 仕 奉, 給 ひける に、 此の 御世に、 國々 の 國造を 定めさせ 給へ りければ、 各 其の 國 

の 米 を 以て 大 に牧 て、 大欲の 供御の 米 を 奉れる を 云 ふなる 可し、 姓氏 錄に、 仕つ 奉 大炊寮 ， と 有り、 又 上に 引ける 職 

員 令に、 掌，， 諸國舂 米、 雜穀分 給、 諸 司 食料 事， と 有り、 叉、 下に 註せ る、 縣犬養 宿 翻 は、 天 日 鷲 命の 裔 にて、 多 米の 

連と 同族なる に、 安閑 天皇 二 年御紀 に、 九月 甲辰朔 丙午、 詔 二 縣犬養 宿麵等 T 主 「一 掌 屯 倉 之稅： とも 有るな どに 合せ 

て、 多 米の 連 は 其 を 掌る 職な りし 事 を 知るべし、 (古物 を 籠に 收て、 京に 送り 奉れり し 事 は、 大嘗 祭式に 所見た る 由 


加 物 を、 儀式の 官符 に、 紀 伊國、 生. 炮三 籠、 生螺三 籠、 都 志 毛 三 籠、 古毛 三 籠、 又 阿波 國、 乾 羊 蹄 七 籠 半、 蹲媳七 ii 

半、 橘 子 七 籠 半な ど 有る 是 なり、 其の 行 立 次第に、 潜 服の 事 を 納，： 細 籠 一 置， 一案 上， と 云 ひ、 麁妙服 を も、 納 以，， 細 籠 r 

置 二 於 案 上， と る も、 其の 國 より、 然して 奉れる 形の 任に て、 用 ひさせ 給へ るな り、) 猪、 其の 朕 御 多 米と 詔り 給 ひ" 

多 米 連と 食せ 給へ る 多 米 は、 巳に 偉 十二に 註へ るが 如く、 古事記に、 叉 食物 乞 n 大氣津 比賣神 T 爾大氣 都 比賣、 自 n 鼻 

タメ ヅ モノ 

口 及 尻 r 種， „< 味 物 取 出而、 種- <<  作具而 進と 有る 味 物 を、 記傳九 (十 丁) に、 多 米 都 物と 訓 まれた る は、 實に 然る 言な 

/  マ/ ノ タム サケ 

り 此は 俗に 多 倍 物と 云 ふこと にて、 食 ひて 身 を 足 はす 謂の 言なる 者な り、 天孫 降臨 章 第三 一書に、 天甜 酒と 一 K ふ 物 

有る、 其 を 和名 抄、 酒 醴類酷 酒の 下に、 日本 紀 私記 云、 甜酒多 無 佐 介と 有る は、 汁の 飮 むに 對 へて、 醇 きを 食と 云 ふ 

義 以て、 號 けたるな る 可し、 大嘗 祭儀に、 其 を 醸る 所 を 大多米 院と云 ひ、 其の 米 を 多 米 酒 米と 云 ひ、 其の 酒 を 大多米 

酒と 云 ひ、 其 を 釀る人 を、 大多米 酒 波と 云へ り、 又、 其の 辰 日 儀に、 奏， ー兩國 所, 獻多米 都 物色 目： (中略) 多 米 都 物、 

雜 菓子 若干 輿、 飯 若干 櫃、 酒 若干 击、 缶 物 若干 缶な ど 所見たり、 偖、 此に 仕つ 奉 御飯； 甚 有，， 香 美， と 有る 事に 依りて、 

マケ タマ 

其の 職に 任 賜 ひ、 其の 姓に 賜へ る、 此を 以て、 御飯の 事に 主と 云 ふずなる にて、 自餘の 物に 云 ふ は、 其の 飯 を 云 ふに 

就きて 云 ふなり けり、 上に、 小 長 田 命の、 大 飯に 仕へ 奉れる が、 多 米 連の 本なる にて、 右に 引ける 常 陸 風土記に、 

ォホヒ 

此時、 膳 炊 屋舍、 構，， 一 立浦濱 一と 有りて、 取 一 一大 炊 之義？ 名 一一 大生 之 村， と 有る を も 合せ 思 ふ 可き 者な り、 神 名. K に、 攝 

津 國住吉 郡、 多 米 神社 御 在し 坐す は、 彼の 攝津國 神 別 天神に、 多 米 連、 神 魂 命 五世 孫、 天 比 和 志 命 之 後 也と 所見た る 

其の 氏 社に して、 天日 鷲 命を祀 奉れるな る 可く、 叉 右に 云へ るが 如く、 此の 本 系 帳の 文に 據 るに、 此の 氏の 遠 姐より 
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以降、 其の 大 炊の 職に は 仕へ 奉り 来れる を、 志賀 高穴穗 朝に、 小 長 田 命、 御釵 仕へ 奉れる に 功 有りて、 始めて 多 米の 

連と 云 ふ 嘉名を 食せ 給へ りし 趣 なれば. 高 天 原より 天 降り 坐して、 初 國所知 看し.^ 御世 頃より 傳 へて、 其の il^ の 職； i4 

なりし 事、 著明くな む 有りけ る、 (右の 如く、 大 飲に 專ら預 りて 仕へ 奉れる、 甚 止む 事 無き 職掌なる に、 其の： 大日 嫁 

命の-支流 も、 粟 國忌部 は、 後世に 至る 迄 も、 大嘗の 年に 常り て、 危服及 種." < 物 を 貢 奉れる に、 此の 氏人の、 大炊のカ：^^ 

に 仕へ 奉る 跡の 所見ざる は、 甚々 可惜し き 事な りけ り、 誰か は此を 歎き 思 は ざら む、 但、 下に 引ける H< 平 八 年 御紀な 

る 葛 城 王、 佐爲 王の 上表に、 其 母 縣犬養 橘宿禰 三千 代の こと を、 和 銅 元年 十一月 二十 一 日、 供 n 奉 舉レ國 大嘗； 二十 五 

日 御 窖、 天 皇 忠誠 之 至， 云々 と 有る、 其の 氏 は、 多 米 宿禰の 同流に て 有れば、 猶 其の 頃まで は、 其の 職 を 失 は ざ 

りけ るに こそ、) 〇H< 日 鷲 命の 子孫 は、 猶天 語逮、 縣犬養 宿禱、 大掠 置始連 等の 諸氏 有り、 上に 引ける 姓氏 錄 (右 

京 神 別 上天 神) に、 天 語 連、 縣犬 養宿禰 同祖、 神 魂 命 七 世 孫、 H 八日 鷲 命 之 後 也と 有る、 此を師 の、 阿 麻賀多 斑と 訓 

まれた る、 實に 然る 君な り、 其 は、 古事記 朝倉宮 段に、 又、 天皇、 坐， 一長 谷 之 百 枝 糊 下ー爲 -1 璺樂， 之 時、 伊勢 國之 三直 

指 擧大 御盞， 以獻、 爾其百 枝槻葉 落、 浮，， 於 大御盞 T 其 採、 不レ知 =1 落葉 浮- 1 於盡？ 猶獻 U 大御 酒" _大皇 看 TI 行 其 浮 

レ畫之 葉； 打 7 『伏 其 S 以， 刀 刺 "充其 頸； 將レ斬 之 時、 其 嫁 白，， 天皇-曰、 莫 ，殺，1 吾 身 T 有，， 應&事 T 卽歌 曰、 麻 岐牟久 

日 代 Is  S?s  sgiiw ク曰 Eisila 竹 担  担 足 <a 木 校接延 

能、 比 志 呂乃美 夜 波、 阿佐 比 能、 比 傳流美 夜、 由 布 比 能、 比 賀祁流 美 夜、 多 氣能泥 能、 泥 陀流美 夜、 許 能 泥 能、 泥 婆 

ta  rt- 百 丹 S  杵 宮 a 木拆  日 御 1：  新 SB  ffi  生 立  百足  ffi  iJ5 

布 美 夜、 夜 本 •  爾余 志、 伊 岐豆岐 能 美 夜、 麻紀 佐久、 比 能 美 加 度、 爾比那 夜雨、 淤斐陀 g 一流、 毛毛陀 流、 都 紀贺延 

未 抆  天 S  中 S  m  .m  下お  ai  53"  末 枝  >  枝： 末 一； ぷ i 

波、 本都延 波、 阿 米袁淤 幣理、 那 加都延 波、 阿 豆 淤袁淤 幣理、 志豆延 波、 比 那袁淤 幣理、 本都延 能、 延能宇 良 婆. &、 


中 枝  落 降 延中枝  伎末瑰  卞枝  《5 降 延卞枝  枝 末 

那加都 延爾、 淤知布 良 婆 M、 那 加都延 能、 延能宇 良 婆 波、 斯毛 都延： 爾、 淤知布 良 婆 閑、 斯豆延 能、 延能 宇. M 婆 波、 阿 

一 II 2 チ 指 堪 S 培 玉 0^0  接 «  皆 凝 凝  乂 

理岐奴 能、 美幣能 古賀、 佐 佐賀世 流、 美 豆 多 麻 宇岐 爾、 宇岐 志 阿 夫.：： r 淤知那 豆 佐 比、 美 那許袁 呂許袁 呂爾、 許斯 

母、 阿 夜 爾加志 古志、 多 加 比 加 流、 比 能 美 古、 許 登 能、 加 多 理基登 母、 許袁 婆、 故 獻，， 此歌： 者、 赦 n 其 罪， 也、 爾大后 

0  此高巿 木 高 在 市 司  新 „w  0  生 立  廣 五 百 《  ffi 

歌、 其 歌 曰、 夜 麻 登 能、 許 能多氣 知爾、 古陀加 流、 伊知 能 都 加 佐、 爾 比那閉 夜雨、 淤斐陀 豆 流、 波？ 化呂、 由 都 麻 都 婆 

K  廣 坐  其 花  照， 在  高 H  0. 子 塑 御 0  立 奉  事 

岐、 曾賀波 能、 比 呂理伊 麻 志、 曾 能波那 能、 豆 理伊 麻須、 多 加 比 加 流、 比 能 美 古 雨、 登 余 美岐、 多 豆 麻 都 良 勢、 許 登 

0  0  此  百 数  大宮人  _s  島  ^巾 取 慈  摩 柱 

能、 加 多 理碁登 母、 許袁 婆、 卽 天皇 歌 曰、 毛 毛志紀 能、 淤 {ほ 美 夜 比 登 波、 宇 豆 良 登理、 比禮登 理加氣 s、 麻 那婆志 

1« 行 合 庭 S  蹈居  S 宴  高 曰 宮人  事 

良、 袁由岐 阿 ra、 雨 波須受 米、 宇 受須麻 理韋弓 一、 ？g 布 母 加 母、 佐 加 美豆久 良斯、 多 加 比 加 流、 比 能 美 夜. 比 登、 許 登 

能、 加 多 理碁登 母、 許袁 婆、 此三歌 者、 天 語 歌 也、 故 於，， 此璺樂 T 春，： 其 三篾綵 T 而給， 一 多祿， 也と 有る、 まの 事に 因り 

て、 天 語の 連と 云 ふ 氏 姓 は W で 来たる 者と なむ 所見たり、 此の 事傳 二、 四に も 註へ るが 如く、  二 柱 御 &祌の 故事 を、 

此の 氏に 俾 へて、 卽位叉 は大嘗 などの 時に 語り 奏しけ む を、 三 意 嫁が 歌に 取り成して 奏しけ るから、 おの 如く、 太后 

も 歌 はせ 給 ひ、 天皇 も 其に 與 させ 御 在し 坐して、 歌 はせ 給へ るが、 何れも、 天津神 語に 語り 傳 へさせ 御 在し 坐し 来た 

る 事なる を 以て、 H へ 語 歌と は 云 ふに ぞ 有りけ る、 大嘗 祭儀に、 語部 奏ニ 古詞 一と 有る 是 なり ノ但、 語部 は、 天 語 連の 率 

る 部と 聞 ゆるが、 其の 奏す 古 詞を習 はする を 以て、 職と 成しけ るな どに 依りて、 其の 群 主と 有る 由な めり、) 故、 其 

の 伊勢 國之 三重 嫁と 云 ひける は、 上に e に 引きた る 祌鳳抄 に、 三 菜 郡 多 米 御園と 有る を 以て 思 ふに、 其の 多 米 宿 翻、 

多 米逑、 共に 日 驚 命の 裔 にて、 此の： 大語 連と W 自 同じき を 以て 思 ふに、 共の 始多米 氏の 人な りけ るが、 は 天 語 
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歌の ことに 就きて、 語 連と 別にお して 一家と 成し 給 ひける が、 其の 三重 嫁の 家なる 可し、 和名 抄鄕 名に、 三 m 郡采 4^ 

(宇緬 倍) と 有る は、 其の 功の 名高き に 依りて、 地名と 成れる 狀 なる を も、 思 ふ 可き 者な りかし、 伹、 其の 採が、 刀 

の 下に 伏しながら、 容易く 歌 ひ 整へ たる を 見れば、 本より 其の 家に 傳 へて 語り 申す 詞 なる を 以て、 然 はお 來 るなる 事 

知られたり、 江 次第に、 語部の 古詞 のこと を、 其 昔似ヒ 祝、 叉 涉，： 歌聲 一と 有る を 以て、 其の 一人 語 歌より W でた る 者な 

ら むと は、 推し量らる- 1 事な りかし、 天 武 天皇 十二. 年御紀 に、 九月 乙 一 S 朔丁 未、 語 造 赐レ姓 曰， 連と 所見 たれば、 其の 

頃まで 猶天 語と は 云 は ざり ける にこ そ、 元 正 チ八 皇 養老 三年 御紀 に、 十一 R: 乙 卯朔辛 酉、 少初位 上 朝 妻子 午人 龍 麻お、 

賜 二 海 語 連 姓？ 除 一一 雜戶 號， と 有る 海 語 連 は、 天 は 阿 麻、 海 も 阿 麻と 訓む 字なる から、 借りて 然も 書け るに 有るべし、 

但朝 妻子 午人と 云 ふ 事 心得す、 朝 妻 は 大和 國葛上 郡の 地名に て、 允恭 天皇の 大 御名 を、 雄 朝 津間稚 子 宿： 纖： 大皇 と&し 

奉り、 天武 天皇 九 年 癸 酉朔辛 已御紀 に、 幸， ー于 朝孀， と 有る 其なる 可し、 子 午人の 子 は 小の 義 にか、 午人 は 乎 人な り 

けむが、 午 字の 如く 成れる にや、) 其の 天 語 集 連の 率ゐ たりし 語部の 事 は、 大嘗 祭儀に、 九月 上旬 左右 衞鬥府 申 レ官、 令 T 

諸國 量：， 程 進 * 物 部、 門 部、 語部 等よ と 有りて、 下に 語部 者、 美 乃國八 人、 丹波國 一人、 丹後國 二人、 但馬國 七 人、 因 

幡圃 三人、 出 雲國四 人、 淡路國 二人と 有る 是 なり、 其の 十一月 中 卯 日 儀に， 伴、 佐 伯 宿麵各 一人、 荦： 一語 部 十五 人； 

0 者，： 靑措衫 ，) 亦 入就レ 位、 奏 n 古詞？ (伴 入 レ自， i 左披？ 佐 伯 入， 自， 右 掖，) 竝掃部 察 鋪設、 つ 前座 國栖、 ，h 、歌 女、 次 語 

部、 皆 北面 東上、 國司 座、 在，， 歌 女人 以東？) と 所見たり、 右に 引ける 江， h 、第に、 其 昔 似， 祝、 又涉， ー歌聲 f  W 雲、 美 

に 

濃、 但馬 語、 各， „< 奏レ 之と 有りて、 祝詞に 似通 ひ、 歌 聲に涉 ると 有る を 見る に、 音聲の 巨細、 S 短、 昂低、 „g 折な ど 


有りて、 其 を 讀み習 はしむ る 事なる 故に、 十一 月に 被 行る，^ 事に は 有れ ども、 豫て 九月より 召 上し 置かせられ、 各 其 

の 國の語 を 語り 奏す を、 中に も、 其の 群 主と 有る 天 語 連より 受け へ 令ら れ けむと 所思 ゆるな り、 然れ ども、 儀式 以 

下の 書に 載せられざる を 思へば、 右の 語部 も、 衞鬥府 より 管ら る \ こと，^ 成りし より、 終に 停ぬ るな めり、 (祝！； I に 

も 曲折 有りし 事 は、 式に 載れる 祈 年、 月次、 大 嘗等詞 は、 百官に 宣り 聞か しめらる i 事 なれば、 官 にて 宣る所 は卽ち 

宣命 なり、 歷 朝詔詞 解に、 「三代 實錄 に、 良 覜九年 正月 十七 日、 二 品 仲 野 親王 薨 云々、 親王 能 用- 1 奏壽宣 命 之 道 t 音 

儀詞 語、 足 レ爲， ： 模範 f 常時 王公、 罕， 識，， 其 儀： 刺- 1 參議藤 原 朝臣 基經、 大江 朝臣 音 人 等？ 就，， 親王 六 條亭？ 受 習 其 音 

,1 曲折 ー焉、 故 致 n 仕 左大臣 藤 原 朝臣 緖嗣 f 授 -1 此義於 親王 T 親王 襲 持 不レ失 M 師法 ー焉と 見えた るに て、 甚 容易から ざり 

し 程 を 知るべし、 古き 書籍 目錄 に、 宣命譜 と 云 ふ 物 w でたり、 今は傳 はらぬ 書 なれば、 如何 狀 なる 物に か 知られね 

ど、 譜と號 けたる を 以て 思 ふに、 其の 讀み 揚げ 狀、 昔聲の 巨細、 長短、 昂低、 曲折な ど を、 導べ 爲 たる 物に こそ 有り 

けめ 云々」 と 云 はれた る を 以て、 此の、 其 音似レ 祝と 有る 趣 を 知るべし、 又、 歌 を 詠 一 百す る は、 本よりの ことにて、 

神武 天 白 i 御紀、 夾目 歌の 下に、 今樂府 奏-此 歌， 者、 猶 有- 1 手 量 大小 及昔聲 巨細？ 此古之 遺 式 也と 云 へれば、 此に は、 

手 量の 事 は 無 けれども、 音聲の 巨細 有りて、 大いに 習 有りし 事 を 知るべく なむ，) 〇縣 犬 養宿禰 は、 姓氏 錄 (左 京 神 

別 中天 神) に、 神 魂 命 八景 孫、 阿 居 太 都 命 之 後 也と 有る、 右の 八せ を" 一本に は 六せ と 作り、 此に は、 天日 鷲 命の 御 

名 W で ざれ ども、 右に 引ける 天 語 速の 下に、 縣犬 養宿麵 同祖と 有る にて、 其の 35 自 同じき 事灼然 く、 叉 其の 阿 居 太 都 

命と 中す は、 天 手 力 雄 命の 亦 名に し 有りければ、 御 父子の 問 Q. 事 なれば、 何れに も 係くべき 事な り、 又、 上に 引ける 
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S  S 津國祌 P 、神) li、. 多 米 連、 神 ft 孫、 比 和 志 命 之 後 也と 有 1$. て、 大養、 同 神 十九 s、 田 根 

連 之 後 也と I たれば、 iQ 系の、 f 鷲 命に 係れる 事、 著明くな む 有りけ る、 掛ま くも 恐 こき、 資. ft 見 7 想 

は、 山 幸ず 御 在し 坐して、 S 物、 毛柔物を取らせさせ給ひて\^?ぎ§雄健く御在し坐し、 ii を、 世ヲに デ、 

，と稱 へ 奉り、 其の 大 御稜 威甚 可？ 御 在し まける より 始め 奉りて、 古の 天皇 尊等 は、 御 t に S 勇猛く 雄偉 

しく 御 在し S りし かば、 天下 Q 大御政 を 聞し f  御 暇 Q 御 在し 坐す 析 f は、 伴 男 Qi5 を 召 具し 給 ひて 

御獵 一ん せ 御 在し 坐して、 K 刈る I 押し分け、 SSQIfc 押し 靡べ、 山越え 野 行き、 翔り 巡らせ 御 在し 坐して、 m 

捕り 殺し、 蠢み 立で、 武 f  i^iis ける 迹、 世 £ 御 紀に書 させ 給 ふが 如くに し 有りければ、 其の 御爲 

に、 犬 漏 を 置かせ させ 給 ひ、 狩 場の 御先 令 二？ 給へ りしな りけ り、 安閑- I 二 年御紀 に、 秋 八月 乙 亥朔、 詔？ 

國々 犬 養 部， と 所見た る、 此 Q 御 時より 某 犬 養と 云へ るが 定まれる なり、 若くて 此の 縣犬養 は、 诲犬 養に 對 へて 被レ定 

しか、 叉 は 其御紀 に、 九月 甲辰朔 丙 午、 詔 n 縣犬養 連 一 主 II 掌 屯 倉之稅 一と 有る を 思 ふに、 天皇の 御縣 の稅祖 を.，. -4 る 

を 以て、 縣犬 養と は 云へ る 者と も 見 ゆめり、 (縣は 陸の 方な り、 海と 云へ る は 海 島の なり や、 八 「細に は 知り 難し、 

姓氏 錄に、 海 犬 養、 塞 犬 f ど 見え、 s、 若 犬 If ど 云 t 有り、 皆 同 例な り、 此 S 犬 gsss 田 

部 を 豪る に 依れるな り、 又多米逑 より 支 別れた るら むと 思 ふ 由 有りて、 巳に 上に 云へ り、 2 合す 可し、) 天武 

天皇 十三 年御紀 に、 十二月 妻朔己 卯、 縣犬 8r  101- 1 【此 Q 氏人 のこと は、 同天堯 年御紀 に、 

六月 辛羅甲 甲、 HMS  霞 二縣犬 s 大伴舊 一 smm.  sa 


と 見えて、 天皇の、 東國に 行幸し 給 ふ 供奉の 人な り、 叉、 近 江 將犬養 連 五十君と 云 ふ 人 も 見 ゆ、 借、 其の 大 伴と 云 ひ 

ける 人の こと を、 續紀 に、 大寶 元年 正月 乙 亥朔癸 卯、 直 廣萱縣 犬 養宿廳 大侶卒 云. -、 詔 贈-一正 廣參 i 以 n 壬 申年 功， 也 

と 有り、 又、 神龜 元年 四月 庚 寅朔丁 未、 造 宮卿從 四 位下 縣犬養 宿爾筑 紫卒と 有る は 其の 子な どに や、 叉、 養老 二 年 正 

月、 神龜 元年 正月の 下に、 縣犬養 宿薩石 足と 云 ふ 人 見え、 同 四 年 十二月 丁 丑、 正三位 縣犬養 橘宿禰 三千 代霄、 縣犬 

養 連 五 百 依、 安麻 呂、 小山 守、 大麻 呂等、 是ー祖 子孫、 骨肉 孔親、 請共沐 V 大恩？ 同 給 n 宿麵姓 T 詔 許， 之、 天平 十 

四 年 十月 乙 酉、 參議左 京大 夫從四 位下 縣犬養 宿蹒石 次卒と 有る を 始めて、 當 時世に 隆 えたり し は、 其の 夫人 は 不比等 

公の 妻に て、 光明 皇后 ，の 御 母に 坐せば なり、 其の 縣犬養 橘 宿禰の 見えた る は、 養老 元年 正月 戊 申、 授， ー從四 位上縣 

犬 養 橘宿禰 三千 代從 三位； 同 五 年 正月 戊 节朔壬 子、 授， ー從 三位 縣犬養 橘 宿-誰 三千 代 正三位？ デ、 平 五 年 正月 庚 子朔庚 

戌、 內命婦 正三位 縣犬養 橘 宿 漏 三千 代薨 云々、 命婦 皇后 之 母 也、 同 十二月 辛 酉、 遺-二 品舍人 親王-云々、， 就- 1 縣犬 

養 橘 宿禰第 T 宣， 詔 贈-一 從 一位？ 別 勅 莫レ收 n 食 封， と 有りて、 此の 人に 局れ る 事な り、 其の 天平 勝寶 元年 四月 詔に、 

縣犬養 橘 夫人 乃、 天皇 御世 ffis、 明淨. 心以 「な 仕 奉 利、 皇朕 御世 當 S 毛、 無 怠 緩 事.. ュ、 助 仕 If キ利、 加以 祖父 大臣 乃、 殿 

門 荒 穢須- 事 无久、 守 川 川 在. = 之 事、 伊 蘇 之  一. * 宇 牟賀斯 美、 . 忘 不給止 u  -, L  *、 孫 等  一 二 治 賜 H< と 有る、 鈴屋 大人 Q 

解に、 「此の 夫人 は、 從四 位下 縣犬養 宿 橘 東 人の 女に て、 名 を 三千 代と 申せり、 敏達 天皇の 御 曾孫、 美 奴 王に 嫁 ひて、 

葛 城 王、 佐爲 王、 牟漏 女王な ど を 生み 給へ り、 叉 後に 藤 原 不比等 公の 繼窒と 成りて、 光明 皇后 を 生み 奉り 給 ひ、 和 銅 

元年に、 縣犬養 橘 宿 翻と 云 ふ 姓 を^ はり、 1K 平 五 年 正月に 薨給 へる、 其 所に、 內命婦 正 二位と 有り、 天平 寶字四 年 八 
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月、 正 一 位？ 以爲， 一大 夫人， と 有り、 天平 八 年に、 葛 城 王、 佐爲 王に、 橘 宿 廳姓を 賜へ る は、 此の 母の 賜 はり 給へ 

る 姓 を繼ぐ 由に て、 請 ひ 巾され し 故な り、 し と 有る が 如く、 縣犬養 橘 宿 纏と 賜へ る は、 此の 夫人 一代の 事に て、 其の 

橘 宿 漏 を 右の 如く、 其の 二王に 賜へ る、 後 は 元の 縣犬養 宿 禰に復 し 給へ る 者と 所見たり、 (御紀 に、 和 銅 元年 五月 辛 

酉、 從四 位下 美 努王卒 と 有れば、 其より 不比等 公に 嫁ぎ 給へ りしな り、 其の 天 平 八 年御紀 に、 十一 月 丙 戌、 從 三位 葛 

城 王、 從四位 上 佐爲王 等、 上表 曰、 臣葛城 等 首 云々、 葛 城 親 母 瞎從ー 位 縣犬養 橘 宿 顧、 上 歷，； 淨 御原 朝廷 ハ 下 逮，， . 藤 原 

大宮？ 事レ 君致レ 命、 移 A 孝 爲レ忠 、夙夜 忘 レ勞、 累代 竭， 力、 和 銅 元年 十一月 二十 一日、 供？！ 奉擧, 國大嘗 f  二十 五日 御- 

宴、  天皇 譽， 1 忠誠 之 至？ 賜，， 浮 坏之橘 T 勅 曰、 橘 者 果子之 長上、 人所レ 好、 柯 凌，， 霜雪， 而 繁茂、 葉 經，， 塞 暑， 而不， 彫、 

與 n 珠玉， 競レ 光、 交，， 金銀， 以逾 美、 是以、 汝姓者 賜，， 橘 宿禰， 也、 而今 无， 一 繼嗣， 者、 恐 失 11 明 詔， 云. <、 是以、 臣葛城 等、 

願 賜 橘 宿 禰之姓 T 載 n 先帝 之 原 命 r 流-一 橘 氏 之殊名 r 萬 歳 無窮、 千 葉 相傳と 有る を 以て、 此の 夫人に 復姓 せる を 離ち 

て、 橘 宿禰姓 は、 葛 城 王、 佐爲 王、 二王に 賜 はりて、 令 傅 給へ る を 知るべし、 卽 其の 葛 城 王と す は、 橘 諸兄 公の 御 . 

事な り、) 〇 大椋 擺始連 は、 姓氏 錄 (左 京 神 別 中： 大神) に 出で て、 縣犬養 同祖、 阿 居 太 都 命 之 後 也と 有る、 此も 上に 

云へ る 如く、 天 語 連、 縣犬 養宿禰 同祖、 神 魂 命 七 世 孫、 天日： 嫂 一命 之 後 也と 有る を 以て、 其の W 自ら 知らる- - ことな 

り、 叉 (山城 國神別 天 神) 今 木 連、 神 魂 命 五世 孫、 阿 麻 乃 西 乎 乃 命 之 後 也と 有る 今 木 は、 山城 國 宇治 郡の 地名な り、 

阿 麻 乃 西 乎 乃 命 は、 手 力 雄 神の 亦 名に て、 卽ち 右の 阿 居 太 都 命の 御 事なる 由、 已 に師說 有る が 如し、 此の 天 背 命 

神の 御名の 事、 下に 云 ふべ し、 其の 今 木 連の 並びに、 巨椋 連、 今 木 連 同祖、 止與波 知命 之 後 也と 有りて、 其の 32 自 


同じき を 以て 思 ふに、 此の 大椋 置始 連と 同流なる にて、 其の 止與波 知命 は、 天日 鷲 命の 子孫と 所見たり、 愤、 大掠 

は、 萬 葉 九 (十一 丁) に、 宇治 河 作歌と 有りて、 巨 掠 乃、 入江 響 奈理、 射 目 人 乃、 伏 見 何 田 井爾、 隔渡良 之と 詠める 

地に て、 古 は、 宇治川より 流れ 入りて、 西方 伏 見 川と 一面の 入江に て 有りし 地な り、 神 名 式に、 山城 國久世 郡巨椋 神社 

見えて、 其の 風土記に、 久世郡 巨 掠鄕、 (幷 池澤) 巨椋 比咩大 神、 所， 祭 稚靈魂 也、 仁 賢 天皇 三 庚 午年、 圭田、 行-神 

禮, と 有り、 此は 和名 抄には W でざる 地名に て 有れ ども、 其の 神社の 名高く 御 在し 坐す から、 其の 以後に、 一 鄕とは 

成れる しめり、 其の 祭神 は、 稚產靈 神に 御 在し 坐して、 豊受大 神の 御祖 神に 渡らせ 給 ふに 就きて 考 ふるに、 此の 地名 

は、 大藏に 因れるな る 可し、 其 は、 此の 天日 鷲 命の 神裔の 中に、 多 米 連 は、 上に 引ける 本 系 帳に 依る に、 成務 天皇 

の 御世に、 爾時、 賜-一大 歆政 T 亦 任-: 御田 之 職-と 有りて、 本より 屯田の 司な り、 叉 右に 擧 げたる 安閑 天皇 二 年 御紀、 

五月の 下に、 國々 に、 數處の 屯 倉 を 定めさせ 給へ る 御 事 御 在し 坐して、 九月 甲辰朔 丙 午、 詔-一 櫻 井田 部 連、 縣犬養 

連、 難 波吉士 等； 主 n 掌 屯 倉 之 稅-と 所見た る、 縣犬養 連 も、 其の 多 米 連の 族なる を 以て、 其の 職に 拜し給 ひけむ と 思 

ゆるに 就きて 考 ふるに、 古語 拾 遣、 雄 略 天皇 段に、 自， 此 而後、 諸國貢 調、 年々 盈滿、 更 立- 1 大蔵-と 所見た る、 此は 

皇宮に ての 御 事 なれば 別 なれ ども、 諸國 にても 然る 御 事の 御 在し 坐し つらむ を、 殊に 宇治 河に 傍 ひて、 川 舟の 通 ふに 

便宜し き 處 なりければ、 此に 大藏を 置かれた るが 名高くて、 本よりの 地名 をば 呼ばす 成りぬ る を、 其の 事 停ても 猶大 

掠と 云 ふ 地名と は 定れる 者なる 可し、 倭姬， 命せ 記、 皇太 神宮 條に、 御倉 神、 保 食神是 也と 見え、 度 會宮條 に、 調 御倉 

神、 宇賀 能 美 多 麻 神、 三 狐 神、 保 食神是 也と 有る に、 右の 風土記に 謂へ る 祭神の 御 事 を 思 ふに も、 此の 考へ違 ふ 可 か 
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ら じと ぞ思 ふ、 (其の 巨 掠 は、 宇治の 乾 方 一里 許りに 在りて、 今 も 村 名に 存れ り、 伏 見より 大和に 至る 順路な り、 左 

は 宇治川な り、 右 は 伏見澤 なり、 其の 道 五十 町 許り もや 有 るら む、 豊臣關 白、 天下の 政 中し 給へ りし 程、 築き 立てら 

れ たる 堤に て、 俗に 小 倉 堤と 云へ る是 なり、 其の 巨 掠 神社 は 街道の 東 傍に 在りて、 今春 日 社と 申す 由な り、 是 古より 

の 社 地なら むに は、 大藏 は必す 其の 邊 にて 有るべく こそ、) 置始の 事、 未だ 考へ すと 雖も、 右の 如く 大椋は 借 字に 

て、 大藏の 謂なる 說 定まりて 思 ふに、 其の 倉 ー禁 を 仕へ 奉りて 租稅を 置き 充て 始めた るが 功と 成りて、 然 食せ 給へ るな 

る 可し、 叉 別に、 長 谷置始 連と 云 ふが 有る も、 其の 意味 此に 等し、 孝德 天皇 白 雉 五 年御紀 に、 小 乙 上 置 始連大 伯、 天 

ゥサギ 

武 天皇 元年に、 置. 始連蒐 と 云 ふ 人 見 ゆ、 續紀 に、 置始 連と ffi でた る も、 此の 同族たり し 縣犬養 橘 宿. 諭 三千 代と 云 ひけ 

る 人の、 世に 時め きたる 程の 事に て 有りければ、 決めて 此の 大椋 置始 連の 流なる 可し、 和 銅 四 年 四月 壬 午、 詔、 叙，, 

文武 百 寮 成 選者 位 二 K々、 從六位 上置始 連秋從 五位 下と 有る 秋の 下に、 字脫 ちた る 可し、 神龜 三年 正月^ 子、 IK 皇 

臨 レ軒ニ 授ニ從 五位 下 置始連 秋山從 五位 上, と 有る を 合せ 見る に、 山 字を脫 せるな り、 S 張 本に、 秋 空と 作れ ども 非な 

り、 又此 より 先に、 靈龜ニ 年 夏 四月 癸丑、 詔、 干： 申年 功臣、 贈 小 錦上 置始連 宇佐 伎 息、 正 八 位下 蟲麻 呂、 云. << 等 一十 

人、 赐レ田 各有レ 差と 有る 宇佐 伎 は、 右の； 大武 天皇 御紀 に、 蒐と 作る 人な り、 養老 五 年 正月 戊 中朔甲 戌、 詔 曰、 (上 

略) 宜， a 擢 T 於，, 百 僚 之內； 優 n 遊 事業？ 堪. 爲， i 師範， 者 ：- 特 加，， 賞 賜； 勸 5 勵 後生 T 因 賜，， 云々 唱歌 師正七 位下 志 女、 

各 施 六疋、 絲六 鈎、 布 十 端、 鈸十 口、 武藝 云々、 正 八 位下 置 始連首 麻呂、 各 施 十疋、 絲 十鉤、 布 二十 端、 鍬 二十 口， と 

云 ふ 事 も 見 ゆ、 神 名 式に、 伊勢 國 安濃 郡置染 神社 御 在し 坐す は、 此の 氏 社なる 可し、 上に 云へ る 多 米 宿 漏、 天 語 


共に 其の 國に 由緣 有りて 聞 ゆれば、 此も 亦、 其 等の 由緒なる にこ そ、 (但、 姓氏 錄、 左 京 神^ 上 天 神に、 長 谷置始 

連、 石 上 朝臣 同祖、 神 燒速日 命 七 世 孫、 大新河 命 之 後 也と 有りて、 此も健 かなる 著 姓な りければ、 右の 置始連 も、 實 

は 何れた るら む 知られね ども、 大 椋置始 連の 方 近く 所思 ゆる 故に、 試みに 云 ふなり、) 〇 所作 木綿 を、 波 宜流由 布と 

訓み 来れり、 借此に 所作 字 三 所に 被レ 用た る を、 上なる 鏡に は都久 流と 訓み、 中なる 玉に は須禮 流と 訓み、 此な るに 

は波宜 流と 訓 める は、 古人の 甚く 心 を 用 ひられた る 者な り、 釋秘訓 に 引きた る 私記に、 問、 上文 鏡 及 曲玉 等、 共有， 1 

所作 之 文， 云々、 何 其 同文 異讀 哉、 答、 鏡、 玉 者、 是見 造作 成 也、 但 木綿 者、 摩剝 所， 成 也、 自 有，， 木綿 之樹 f 卽 

柔 n 摩 其 皮 ー爲レ 之、 隨， 1 其 所 f 乃 別讀， 1 其 文？ 得-一共 理， 也と 有る は 然る 事に て、 此の 正書に、 懸の 一 字 を 三 所に 用 ひら 

れ たる、 又此に 懸以の 二字 を も、 其の 如くなる に、 各 其の 訓を 異にせられ たるに なむ、 相等し かりぬ 可き 事な りけ 

る、 (其 は傳 十七 卷に已 に 註へ りしが 如く、 玉に は 取 著と 訓む 可く、 鏡に は 取 繫と訓 むべ く、 靑 和幣、 白 和 幣には 取 

垂と訓 むべき に 相等し かりぬ 可し、 其の 訓の危 略なる まじき 事、 此等を 以て 曉る可 かり) 其の 鏡の 都久 流と 云 ふ は、 

第 一,1 書に、 故卽、 以 n 石 凝姥， 爲， 一 冶工 f 採，, 天 香 山 之 金 f 以作， 1 日 矛 T 叉 全 ュ剝眞 名 鹿 之 皮？ 以作， 1 天羽蘢 T 用 レ此奉 

レ造之 神 (下略) と 有る、 作 を も 造 を も、 共に 然訓 み、 第二 一書に も、 乃 使 二 鏡 作 部 遠祖 天糠戶 者. 造， 鏡と 有る も然 り、 

古事記に も、 求 n 鍛人 天津 麻羅？ 而科， 一伊 斯許理 度 賣命？ 令レ 作， 鏡と 有る たど は、 今 云 ふ 迄 も 無く、 眞续 を毅し 作ら 

せ 給へ る なれば、 本より 然云 ふべき 事、 已に傳 十八に 委しく 註へ るが 如し、 (叉 神 名 式の、 大和 國 城下 郡 鏡 作 坐 fK 

照 御 魂 神社、 大月. 、新嘗 を、 東大寺 戒擅院 神 名 帳に、 加牟. <  ク都久 理と訓 み、 和名 抄鄕 名に、 此を、 鏡 作 加々 都久利 
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と 有るな ど、 都久 流と 云ふ據 なり、) 玉に 須 流と 云へ ども、 第二 一書に、 玉 作 部 遠祖、 豐玉者 造， 玉と 有る、 此の 造 字 

を須 流と は訓 むべ からす、 叉、 古事記に も、 科 n 玉祖命 T 令レ作 二八 尺 勾 f? 之 五 百津之 御風 麻 流 之珠, と 有る 作 字 を も 都 

久 流と 訓む 可く、 叉 右の 玉 作 部 は 更なり、 天孫 降臨 章 第一 一書に、 玉 作上祖 玉屋 命と 見え、 姓氏 錄の玉 作 連な ど は、 

何れも 多 麻都久 理と訓 むべき 由、 其の 證 有りて、 已に傳 十九に 註へ るが 如し、 斯 るに 御紀に は、 右 等の 玉 作 を、 多 

麻須 理と訓 み、 天孫 降臨 章 第二 一書に 〔 櫛 明 玉 神， 爲ニ作 玉 者， と 有る を然訓 めれば、 右の 姓氏 錄 なると、 地名なる 

と は、 多 麻 都 久理と 云 ひ、 叉 其の 玉ェ を、 上古に も 猶多麻 須理と 云 ひしな りけ り、 古事記、 日 代宮段 歌に、 阿良 多 

麻 能、 登斯賀 岐布禮 波と 有る は、 僕 は 生れな がらの 玉に し 有りければ、 其を琢 ぼく 砥と云 ひて、 年に 冠 ぶら せた るな 

り、 叉、 萬 葉 十七 (七 丁) に、 多 麻 波 夜須、 武庫 能 和 多 理爾と 有る は、 其の 琢 たりけ る 玉の 光 を、 映え 有らせむ と 

て椋 葉して 磨く 事 を 云へ る なれば、 何れにしても 玉 を 作り 上る に は、 須 流と 一 K ふ を 例と して、 此 なる 所作 を、 須禮流 

と は 必す訓 みつ 可き 事な りかし、 (今 も 昔 も、 玉に は須 流と 常に 云 ふ 事に て、 奇 らしから す、 和名 抄に、 金赠、 一名 

生 金、 和名 古 加-纏 乃 須利久 都、 銀 屑、 一名 銀 蘇、 和名 銀 乃 須利久 都と 有りて、 金に も 銀に も 石に も、 玉に も 云 ふ 事な 

り、) 木綿に 波 具と 云 ふ は、 傳 十七に 引ける 豐後 風土記に、 速 見 郡 柚 富鄕、 此鄕之 中、 栲樹 多生、 常 取，, 栲皮 f 以 #3-1 

木綿？ 因 HL 一柚 富鄕 一と 有る、 取， 1 栲皮 一は、 卽ち剝 ぐ を 云 ふなり、 造 二 木綿 一と 云 ふ は、 布に 織るべく 物爲る 事に て、 fK 

孫 降臨 章 第二 一書に、 天日 鷲 神、 爲ニ作 木綿 者, と 有る を、 由 布都久 理と訓 める を 云 ふに て、 玉に 須 流と 都久. 流との 

語 有る、 此に 同じ、 又 右に 引ける 私記に、 木綿 者 摩 剝所レ 成 也、 自有， 一木 綿 之樹； 卽柔 n 摩 其 皮 ー爲， 之と 有る は、 卽ち 

ImlllllllllllllllllllllilllililLI 


此の所 作 を 正しく 波宜 流と 訓 みつ 可き 證 なるな り、 (其の 剝 ぐと は、 木と 皮と を 放つ 事な り、 放 を 波 具と 云 ふ は、 萬 

葉 二十 卷三 十九 丁に、 阿加 胡麻 乎、 夜麻努 爾波賀 志、 刀 里加爾 S 云々 と 有る 波賀 志、 卽 ち是れ なり、) 〇 木綿 は、 正 

書に、 下枝懸 靑 和幣、 白 和幣， と 有る 是 なる 事、 傳 十七に 委しく 註へ るが 如し、 此を皇 太 神宮 儘 式 帳に は、 下 枝懸- 

天 眞麻 木綿 一と 云 ひ、 禰 宜譜圖 帳に は、 下 枝 S  . 波、 天 乃 香 豆 比 女 加 作 ffi、 眞蘇乃 木綿 著 と 有り、 其の 例 は、 萬 葉 二 

(二十 五 丁) に、 神 山 之、 山遷眞 蘇 木綿、 短 木綿、 如此耳 故爾、 長 等 思 伎と 有れば、 麻と 穀，^ を 云 ふに は 非で、 眞少 

緒 木綿と 云 ふ 事に て、 細く 割きた る を 云に て 有りけ り、 偖、 其の 靑和幣 は 麻 を 云 ひ、 白 和 幣は穀 を 云 へれば、 此に、 

木綿と 一種 を 云 ひて は.， 事の 足 はぬ が 如く なれ ども、 其れに 辨 有り、 記傳八 (四十 丁) に、 彼の 天日 鷲 神爲， 一作 木綿 

者, と 有る 文 を 引きて * 其の 說に、 「此は 白和幣 のみに は 非で 必す靑 和 幣も具 ふ 可ければ、 如 レ此く 云 ふ 時 は穀と 麻と 二 

種 を 凡ても 木綿と 云へ りと 見 ゆ、 式な どに 其 料 物を舉 げたる 所に は、 木綿と 麻と を 出せる に、 其 を 用 ふる 所に は、 

唯 木綿との み 云 ひて、 麻の 事 は 見えぬ が 多き も、 ニ稱を 合せて 木綿と 云 ふ 故な りけ り、 凡て 賢 木と 木綿 を 付けな ど 云 

へる は 二種 を 合せての 名な り」 (採 要) と 有る、 是 にて 甚 明らかなる 者な り、 (徂し 其の 木綿の 事、 委しく は傳 十七 卷 

に 云 へれば、 今 云 ふ 限に 非す と雖 も、 叉 其を刖 けて 云 ふ 時 は、 靑 和幣. 白和幣 と、 麻と 穀と を、 別々 に 云 ふ 事なる 

が、 叉 其， の 二 を 合せて 麻との み も 云 ふ 例な りけ り、) 偖、 木綿 は 古語 拾 遣に、 令 ，，,天 日 鷲 神 造， 一木 綿 T 以， ー津咋 見神？ 穀 

木 種 n 殖之？ 以作， 一白 和幣？ (是 木綿 也、 以上 二 物、 一夜 蕃茂 也) と 有る は 此の 事な り、 其の 神武 天皇 段に 天 日 鷲 命 之 

造 木綿 及麻幷 織布， (古語 何 良 多 倍) 仍令， -天 i€ 命 举，， 日 鷲 命 之 孫？ 求，, 肥饒地 r 遣-, 阿波 國 T 殖 * 穀麻種 I  (中略) 天 富 
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命、 更求， ー沃壤 T 分-一 阿波 齋部？ 舉 n 往東土 r 播-ー 殖麻穀 f  (中略) 穀木 所， 生、 故 謂，， 之 結 城 郡， (下略) と 見えた るは更 

なり、 右に 引ける 豐後 風土記に、 速 見 郡 柚 富鄕、 此鄕之 中、 栲樹 多生、 常 取 n 栲皮 r 以 造-一木 綿 r 因 曰， 1 柚 富鄕， と 

力 Vn 力 ミス \k 

有り、 又寶 基本 記に、 木綿 謂以， ー穀 木， 作， 1 白和幣 f 名號， 一木 綿， など 所見た る、 穀 は髮條 にて、 細く 割き 分けて 絲と成 

タク  タ ダリ  ュフ 

す を 云 ひ、 栲は、 或 說に手 操な りと 云へ る は、 然も 有るべし. 又 由 布と 云へ る は 結と 云 ふ 事に て、 皆 其の 刹ぎ て 作る 

上に 云 ふ 事の、 終に 其の物の 名と は 成れる と 思 ひし かど も、 由 布は齋 抱の 略に て、 麻の 摁の靑 きに 對 へて、 木綿の 色 

の 白く 潔け きを 以て 云ふ稱 なるな り、 (凡て 物の 名と 云 ふ 物 は、 或は 其の 有る 形狀に 因り、 叉 は 成す 所作に 因りて 號 

くる 者 なれば、 其の 義に 就きて、 深き 意の 有りて 云 ふに は 非ざる なり、) 萬 葉に は、 三 (三十 七 丁) に、 奥山 乃、 賢 

木 之 枝爾、 白 香 付 木綿 取付而 云， -、 叉、 木綿 疊手取 持而、 又 (五十  一 丁)、 一  手 者、 木綿 取 持、 一 手 者、 和 細 布 奉、 

六 (三十 五 丁) に、 木綿 疊手向 乃 山 乎、 叉 (三十 九 丁)、 四 泥 能埼、 木綿 取 之 泥而、 七 (三十 七 丁) に、 木綿 懸而、 祭 

三 諸 乃、 神 佐 備而、 齋爾波 不在、 又、 木綿 懸而、 齋此 神社、 可 超、 所 念 可 毛、 九 (三十 丁) に、 齋戶爾 木綿 取 四 乎 

而、 十二  (二十 五 丁) に、 木綿 疊、 田 上 山 之、 叉、 木綿 裹、 (一 云疊) 白 月 山 之な ど 詠めり、 翁 地名に は、 七 (二十 

三 丁) に、 未通女 等 之、 放髮 乎、 木綿 山、 十 (六十 二 丁) に、 豐國 之、 木綿 山 雪 之と 有る は、 右の 柚 富 鄕の山 を 詠め 

るな り、 十二  (三十 八丁) に、 木綿 間 山、 越 去 之 公之、 所 念良國 とも 有り、 其の 外、 木綿 手， hT 叉、 木綿 花、 又、 白 

木綿な ど 種々 詠みたり き、 其の 委しき 事は傳 十七に 云へ り、 考へ 合す 可し、 (和名 抄、 祭祀 具に、 本草 注 云 木棉、 折 

レ之 多， 一白 絲， 者 也、 和名 由 布と 見え、 木部に 杜仲、 陶隱居 本草 注 云、 杜仲 一名 木綿、 折， 之 多，  一. m, 絲？！ < ；: 也、 和名 波 比 麻 


由 美と 見 ゆ、 然れ ども、 此には 論 も 有る 事に て、 記傳の 說に據 りて、 其の 下に 述べた るが 如く、 穀を杜 仲と 思 ひ 誤れ 

るに て、 實に杜 仲 を 用 ひたる に は 非す、) 〇 懸以の 二字 は、 此 に三處 出で たる、 共に、 傳 十七に も 註へ るが 如く、 鏡 

トリ 力 トリ ヅケ  ト： r- ンデ 

に は 古事記に 取 繋と 有り、 玉に は 取 著と 有り、 其の 靑和幣 、白 和 幣は、 此の 木綿に 當れ、 ば、 取 垂と訓 みて、 此の 正書 

ヲギシ 

なる も、 然訓 める に 傚 ふ 可くな む 有りけ る、 〇 此の上 枝、 中 枝、 下 枝に 懸けたり し 招 實の事 は、 已に傳 十七に 論 つら 

へる が 如く、 正書、 古事記、 古語 拾 遣 共に、 何れの 傅なる にも、 玉 を 上に、 鏡 を 中に、 木綿 を 下に 懸けられ たりし 趣 

なる に、 獨 立ちて、 唯 此の 傳に のみ、 上 枝に 八 鏡、 中 枝に 八 坂瓊之 曲玉、 下 枝に 木綿 を 取り 懸けられ たる 狀 なるな 

む、 實に 正しき 古說 なる 可く 所思え たる、 然る は、 其の上 下の 次第に 就きて、 其の 招實の 尊卑に 抱 はる 可き 事 か はと 

思 ふらむ 人 も 有りな めど も、 已に、 第一 一 書に、 思 兼 云 者、 有-一思 盧之智 f 乃思而 白日、 宜 T 圖 u 造 彼 神 之 象 r 而奉 * 招 

禱， 也と 見え、 拾 遣に、 於是、 從， 一思 兼 神議？ 令 T 石 凝 姥神禱 * 日 像 之 鏡， と 有りて、 此の 時に、 日 神の 御 像と して、 仕 

へ 奉り 招ぎ 奉らし X 物實 はし も、 專ら 此の 大御 鏡に 坐 せれば、 其の 至尊く 御 在し 坐す 事、 譬 しへ 無くなむ 有りけ る 

に、 其の 古事記に も、 高 御 産 巢日神 之 子、 思 金 神 令 レ思而 云々、 求， へ 大 津麻羅 f 而科 = 伊斯許 理度賣 命-令 i 作 レ鏡、 科- 

玉祖命 f 令レ 作， 一八 尺 勾 瑰之五 百 津之御 須麻流 之珠- (下略) と 有る が 如く、 思 金 神の 思慮 は、 鏡に も 玉に も 本より 互 

れる 事に て は 有れ ども、 鏡 は、 皇太 神の 御 象と して、 園り 造り 奉らせら る X 事なる 故に、 先づ 其の 鏡 を 作る ま 度に 

は、 天金 山の 鐵、 天 安河の 石 を 取る 事 は 更なり、 其の 共 ェの神 を さへ 定めて 科せ 給へ るな ど、 甚止事 無き 御 事に 御 在 

し 坐す を 以て、 其の 科する にも、 先に 鏡、 後に 玉と 云 ふ 次第の 如く、 上 枝に 鏡 中 枝に 玉 を 懸けられ たるに て、 甚 能く 
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相樊 合へ る 事なる を 以て、 此の 傳 なむ、 正しき 古說 なりけ ると は 云 ふなり、 皇太 神宮 儀式 帳に、 天 香 山 y 立. „^、 握，, 凰 

坂樹， 旦、 上 枝懸， 一八 咫鏡 f 中枝懸 二八 尺縵乃 曲玉 r 下 枝懸- 一天 眞麻 木綿？ 太 玉串 止號. 之と 所見、 叉、 禰 宜譜圖 帳に も、 

上 枝！ IS 天 拔門加 作 流、 八咫 鏡袁懸 介、 中 枝 S 波 fK 明 玉 加 作 流、 八 尺 曲 遣？ 《|懸 介、 下 枝 S 波 天 乃 香 豆 比 女 加 作お、 眞 

蘇 乃 木綿 著 流 と 有りて、 神宮に 傳 はる 所、 卽ち 此の 一 書の 趣に 異ならす なむ 有りけ る、 (然る を、 正書な どに、 玉 を 

上に、 鏡 を 中に 俾 へたる は、 朝廷の 傳 にて、 其 は 瑞籬朝 御世に、 鏡劍 摸造の 》 来りて ょジ、 眞の 御物 は、 唯 玉の み 御 

在し 坐す が 故に、 其の 三種 神資を も、 始は、 鏡、 s、 玉と 云 ふ 次第に 御 在し 坐し けむ を も、 玉、 鏡、 ^と 申しお へる 

が 如く、 然る 事共と 等しく 改 りて、 異なる 傳も、 然 出で 来れり ける にこ そ、) 〇 忌 部首、 傳 十七に W づ、 〇 太 玉 命、 

傳 十七に 註へ り、 〇 使-執 取， 而は、 登 理母多 志 米 氏と 訓 める に從ふ 可し、 古事記に、 此種. < 物 者、 布 刀 玉 命、 布 刀 御 

幣登 取持而 云. -と 有る 是 なり、 叉 は、 登 理登良 志 米 S と訓 まむ も惡 しから じ、 卽ち 古語 拾 遣に、 令 二 太 玉 命 捧持 稱讃， 

モ タル 

云々、 爾乃、 太 玉 命、 以， 一廣 厚稱. 詞， 啓 曰、 吾 之 所 捧寶鏡 明麗、 恰 如，： 汝命 f 乞 開 レ戶而 御覽焉 云. <、 とも 有るな り、 記 

傳八 (四十 四 丁) に、 「凡て、 御幣 を 取り持つ 事 は、 此 時の 例の 任に、 後の 御代々々 に 至る 迄、 忌 部 氏の 職業な り、 

書紀 神代 下卷 に、 乃 使， 大玉 命、 以被， 一太 手襁， 而、 代， 1 御手， 以祭ゅ 此神立 甘、 始っ起 於 此ー矣 と 有る、 代，, 御手， と は、 皇 

御 孫 命に 代り 奉りて、 御幣 を 取り持つ を 云 ふなり、 御手と 云 ふに 心 を 著くべし、 唯、 代りて 祭る とのみ 見る は、 $5 し 

からす、 祈 年、 月次、 大嘗 等詞辭 別に も、 忌 部 能 弱 肩 S 太多須 支取掛 S 持 由 麻 波 利、 仕奉禮 帛乎、 神主 祝 部 等、 

受賜 氏、 事不 過、 捧持 奉 S 宣と見 ゆ、 云. <」 と 有り、 右に、 代 一一 御手 一と 有り、 拾遺に 捧持と 有る を 以て、 執 取と は、 


手に 取り持た せる 事 を 知るべし、 皇 太神宫 月， 祌嘗 等の 祭詞 に、 大 中臣、 太 玉串 隱持 天と 有る も、 太 玉串 を 取り 

持ち 奉れら ば、 其の 蔭に 匿れ て 見えざる 如く 成る を 云 ひて、 此の 執 取、 此に 同じく、 又、 齋內 親王 奉入詞 に、 茂 稗 

中 取 持 g、 萬 葉 三 (三十 七 丁) に、 木綿 疊、 手 取 持而、 叉 (四十 六 丁)、 七 相菅、 手 取 持 而，' 叉 (五十  一 丁)、 一  手 者、 

木綿 取 持、 一 手 者、 和 細 布 奉、 十三 (十八 丁) に、 倭文幣 乎、 手 持而、 十九 (三十 四 丁) に、 倭文裕 乎、 手爾 取持而 

など 有る は、 何れも 神に 捧げ 奉る 幣物の 事 を、 取 持と 云 ひて、 此の 例な り、 (叉、 古事記 御 天降 段に、 次 思金祌 者、 

取？ 1 持 前 事， 爲レ 政と 見え、 明宮 段に、 大雀 命、 執 二食 國之 政？ 以白赐 と 有る を、 取 持と 云へ る は、 手して 物 を 執り 持つ 

が 如く、 天下の 大御政 を 申し 行 ふ 事に て、 取 持の 例 は 上に 異ならす、) 又、 登 理登良 志米氐 とも 訓 むべき 由 云へ る は、 

執 を も 取 を も、 共に 登 理と訓 むに 當れる 字 なれば なり、 且つ、 W 雲 風土記に 五 百 津組神 組 所 二 取々 -而 云々、 と 云 ふ 語 

有る 是 なり、 此は 在々 而、 叉 は戀々 而、 叉 は 行 々而 など、 言 を 重ね 云 ふ 例に て、 何に 在れ、 其の 自ら 成す 事に、 深 

く 力を入れて 勤む る義を 知らせむ 爲に云 ふ 語 なれば、 此の 執 取 を然訓 まむ も、 强 事なら じかと 所思 ゆるな り、 〇 廣厚 

稱辭 祈啓矣 は、 拾 遣に も、 以， 一廣 厚 稱詞， 啓 曰、 云々 と 有り、 卽ち第 il 一書に、 天兒屋 命、 神 祝 祝 之と 見え、 又 古事記 

に、 此種々 物 者、 布 刀 玉 命、 布 刀 御幣 登 取 持而、 天兒屋 命、 布 刀 詔戶言 禱白而 と 有る 所、 此 に當れ るな り、 ロ訣 に、 

稱辭 祈啓矣 者、 祝詞 也、 阿波 禮、 阿 那於茂 志呂、 阿那 多能 志、 阿 那佐夜 憩、 二十 一 雷 也 云々、 (見， 1 古語 拾遺，) み 

云へ る、 此を 祝詞 也と 云へ る は 宜し、 然れ ども 拾遺の、 右の 二十 一首の 詞は、 傳 十七に 云へ るが 如く 直 會の詞 に 

て、 此の 廣厚稱 辭に感 けさせ 御 在し 坐して、 磐 戸より W し 奉りて 後に、 新 殿に 遷 御し 坐せ 奉らし X 時の 事なる にて、 
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拾 遣に、 當， 一 此之時 f 上 一 K 初晴、 衆俱相 見、 面 皆 明白、 仲， 手 歌舞、 相與稱 曰、 (中略) 爾乃ニ 神俱請 曰、 勿，, 復還幸 1 

と 有る 是 なれば、 口 訣の說 は、 甚 じき 僻事に なむ 有りけ る、 (又 右に 衆俱相 見と 云 ひ、 相與稱 曰と 有る を 見る に、 

天兒屋 命、 太 玉 命 二 神の 御 事に は 非 じ、 其の 場に 神 集 はせ る 八 百 萬 神の 皆に 互る 事な り、) 偖、 此所は 上に、 於是 

天 兒屋命 云々 と 有る より 係りて、 廣厚 稱辭祈 啓矣と 綾く 文なる にて、 第二 一書に、 凡此諸 物、 皆來聚 時、 中臣 遠祖、 

天 兒屋 命、 則 神 祝 祝 之 有る に 同じく して、 右 等の 二と 古事記との 趣に て は、 太 玉 命 は、 供 作る 諸 部 神の 長と 御 在し 坐 

して、 唯 其の 太 御幣 を 執り 取らして、 捧げ 奉らせ 給へ るの みの 神なる が 如くなる に は、 意 を 補へ て 聞くべき 事な む 有 

りけ る、 其は傳 十七に 云へ るが 如く、 正書に、 中臣連 遠祖 天兒屋 命、 忌 部 遠祖 太 玉 命 云々、 相與 致，， 其 祈禱， 焉と有 

りて、 其の 御 祈の 御 事 は、 專らニ 神に 御 在し 坐す 狀 なり、 叉 古事記に は、 此 時の 御トの 事より 續 けて、 召 ュ天 兒屋 命、 

布 刀 玉 命； 而、 內 TT 拔天香 山 之 眞男鹿 之 肩， 拔而、 取， 一天 香 山 之 H< 波々 逸， 而、 令 n 占 合 麻迦那 波， 而、 天 香 山 之 五百津 

眞賢 木矣根 許士爾 許士而 云々 と 有るな ども、 萬に 相 共に 仕へ 奉り 給へ る狀 なり、 古語 拾遺に は、 此の 事 を、 儲備旣 

畢、 具 如， 所レ 謀、 爾乃太 玉 命、， 以，： 廣厚 稱詞， 啓 曰、 吾 之 所, 捧寳 鏡、 明 麗恰如 ユ汝命 r 乞 開， 戶而御 覽焉、 仍太玉 命、 

天兒屋 命、 共 致 一； 其 祈 禱ー焉 と 有る は、 右の 相與 致，； 其 祈禱， 焉と云 ふに 合 ひて、 甚美 たく は 有れ ども、 太 玉 命 を 先に 

し、 ；大兒 屋命を 後に 書せ る狀、 私 無しと は 云 ふべ からす、 其より 以前に、 太 御幣の 事 を、 令，, 太 玉 命 捧持 稱讃 T 亦 令" 

天 屋兒命 相 副 祈禱, と 有る は、 右に 似 たれ ども 僻事に は 非す、 太 玉 命 は、 幣帛 を 取り持ちて 其の 稱讃を 申し、 天兒屋 

ナカ/、 

命 は、 其の 幣帛に 副へ て、 神 祝に 祝き て祈禱 奉らし \ 趣 なれば、 却 に 委しき 古 傳とは 聞え たる、 其の 事 次に 云 ふべ 


し、 (然れ ば、 此の 相 副の 字 は、 太 玉 命 を 主として、 相 副へ 給 ふ 由に は 非す、 其の 太 玉 命の 持たせる 幣帛に 副へ て 

祈禱 奉らし.. 由な り、 中臣 氏、 忌 部 氏 各 相 共に" 其の 事に 依りて、 筆 を 曲げたり と 所思し き 事、 少 から ざり ければ、 

其の 撰 無くて は 52： 有る ベから す、) 〇廣 厚 は、 天孫 降臨 章 第二 一書に、 其 造宮之 S: 者、 柱 則 高 太、 板則廣 厚と 有りて、 

其の 至り 極まりて、 貴く 美 はしき 稱 * め 云 ふなり、 接紀 第一 詔に、 貴 支、 高 支、 廣支、 厚 支、 大命 乎受赐 和、 恐 坐 a、 

第六^ こ、 i 者、 太 上 天皇、 厚 支、 廣支德 乎 蒙而、 高 支、 貴 支、 行 S 依而、 第五 十一 詔に、 王 臣等乎 母、 彼此 別 心無、 

普平奏 比、 公民之上乎^^、 廣厚 慈而、 奏事此 耳 不在、 (中略) 又、 事 別 詔 久仕奉 志 事、 廣美 厚美 云々、 など 所見たり、 

萬 葉 十， e  (二十 丁) に、 之 伎 麻 世 流 四方 國爾 波、 山河 乎、 比 呂美安 都 美 等、 多 el 麻 豆 流 * 御調 寶波、 可 蘇 倍 衣受、 都 

久之 毛玎禱 都な ど 有る も是れ 古書に、 廣 厚と 重ね 云 ふ 例な り、 (暮蔬 に、 廣厚 首- 懇到之 意-と 云 ふ御說 有る、 J に然 

る 言な り、 然れ ども. 其の 下に、 猶- 天廣地 厚一 也と 有る は、 言 痛し、 此は唯 其の 稱辭竟 奉る 事の 懇 到なる 由に 見て、 

事 は 足りぬ 可くな む、) 〇 稱辭 を、 多々 SE 許登袁 W と 古く 訓 めり、 拾遺に は、 以ニ 廣厚稱 詞 一 啓 曰と 有れば、 袁 M と は 

訓み 付くべき に 非す、 祈年祭 詞も、 高天原 爾神留 坐、 皇睦神 漏 伎 命、 神漏彌 命以、 天 社 國社登 稱辭竟 奉、 皇神等 能 前 

0 白久 云々、 皇御孫 命 宇 豆 能 幣帛 乎 朝日 能 豐逆登 s、 稱辭 竟奉久 登 宣と 見え、 御 年神詞 に、 初穗 * 波、 千 穎 八 百潁爾 

奉 置 S 楚間高 知、 S 腹滿雙 S 汁爾 母穎爾 t.- 稱辭 竟奉牟 云. <  種- - 色物 * 備奉 s、 皇御孫 命 能. 字 豆 乃 幣帛 乎 稱辭竟 

奉久 S 宣と 見え、 叉、 大 御巫 能、 辭竟 奉、 皇神等 能 前 爾白久 云々 g 御名 者白而 * 辭竟奉 者 云 .<、 稱辭 竟奉久 登宣、 

と 有りて 座 摩、 御門、 生 島 等 詞も亦 右の 例な り、 叉、 伊勢 太 御 神宮 詞に、 故皇 吾睦、 神 漏 伎 神 漏彌命 登、 宇 事物 頸 根 
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衝拔 S 皇御孫 命 能. 宇 豆 乃 幣帛 乎、 稱辭 竟奉久 宣と 見え、 御縣、 山 口、 水分 等神詞 にも、 某々 坐 皇神等 能 前 S 白 

久 云々、 故 皇孫 御 命 能. 宇 豆 乃 幣帛 乎 稱辭 竟奉久 登宣、 と 有りて 此 より 以上、 御 年 神 を 除く の 外 は 何れも、 六月 十 

二月 月次 祭詞 右に 同じ、 大 忌祭詞 に、 廣瀬能 川 合 sl、 稱辭竟 奉 流、 皇神能 御名 や 白久、 御 膳 持 現お、 若 宇賀 能賣能 

命 登、 御名 者 白 氏、 此皇 神前 蹈、 辭 竟奉久 云々、 風神 祭詞 に、 龍田爾 稱辭竟 奉、 皇神乃 前 ® 白久 云-" < 、此乃 皇神能 前 

0. 稱辭竟 奉爾、 皇御孫 命 乃、 宇 豆 乃， 称 SE 乎、 令 捧持 S 云々、 大 殿祭詞 別に、 大宮賣 命 登 御名 乎 申 事 波 云 云爾 依 s、 

大宮寶 命 止 御名 乎 稱辭 竟奉久 白、 御門 祭詞 に、 櫛 磐牖豐 磐瞩命 -、 御名 乎 申 事 波 云々、 故爾、 豐磐隨 命、 櫛磐瞩 

命 御名 乎 稱辭竟 奉久！ M 白、 鎭 火祭詞 に、 高天原 ST 神留坐 云々 事寄 奉 志、 天 都 詞太詞 事 * 以 S 申久 云. <、 天津 祝 

詞乃太 祝 祝詞 事以 S 稱辭竟 奉久止 申、 道 饗祭詞 に、 高 天 之 原 HS 事 始氐、 皇御孫 之 命 止、 稱辭竟 奉 云 .<、 神官、 天津 

祝詞 乃， 太 祝詞 事乎以 *^、 稱辭竟 奉 止 申、 大 嘗祭詞 に、 高天原 ® 神 留坐、 皇睦神 漏 伎 神漏彌 命以、 天 社國社 S 敷 座 

s、 皇神等 前 爾白久 云々、 爾備 奉氐、 朝日 豐榮登 爾稱辭 竟奉久 *、 諸 聞 食 S 宣 など 有る を始 として、 數 知らす 多く 

云 ふ 事なる が、 其の 大概の 例如此 し、 (但、 右 は、 祝詞 式の 中 にても、 甚 古き 詞 共より 抄 W せり、 其の 春 日、 平野、 

久度古 開 は 更なり、 伊勢 太 神宮 二月 祈 年、 六月 十二月 月次 祭詞 以下に、 多く 有る 事 なれ ども、 其 は. 今 京の 始に W で 

来れる なれば， 決めて 古き をと て 力めた るな り、 予 巳に 祝詞 講義に 其の 說を盡 せれば、 今更に 云 ふべき に 非す、) 

稱辭竞 奉と は、 右の 例 共の 如く、 廣く 用へ る詞 にして、 先づ 神社に 神 靈を祀 き 奉れる をも然 中し、 叉 神 名 は、 其の 神 

の 御 功 を 以て 號け 奉れる 者 なれば、 其の 御名 を顯 はし 奉れる をも然 申し、 叉 神の 御前に 奉る IB 帛は、 萬に 具足 はして 


捧げ 奉る を 以て 然 し、 叉 天津 祝詞の 太 祝詞な ど は、 皇祖 天神より 傳へ 給へ る詞 なる が、 其の 詞も今 も 神祇に 宣 申す 

をも然 申し、 叉然ら ざるに も、 神に 申す 詞は、 如何にも 麗 美しく 調へ て 中す 者なる が 故に、 其 をも然 申す 事に て、 凡 

其の 例 五な り、 右に 引ける 拾 遣に、 乃 太 玉 命、 以ニ 廣厚稱 辭詞， 啓 曰と 有る を、 其の上に は、 令 一一 太 玉 命 捧持 稱讃， と 書 

して、 其の 稱讃 を、 保 米麻袁 須に訓 める を も 合せ 思 ふ 可く、 又 祝 11 に、 稱辭竟 奉と 云 ふに 常て X、 倚 S と 云ひ換 へた 

るな ども、 物の 備り 足へ る義 なる を も考へ 合す 可くな む 有りけ る * 萬 葉 二  (二十 七 丁) に、 吾 王、 皇子 之 命 乃、 天 

下、 所 知 食 世 者， 春 花 之、 貴 在 等、 望月 乃、 滿波 之計武 跡、 天下、 ( 一 云 食國) 四方 之 人 乃、 大船 之、 思 憑而、 天水、 

仰 而待爾 の 滿波之 を. 鈴屋 大人の、 多々 波 志と 訓 まれた る實に 然る 事な りけ り、 其の (四十  一 丁)、 天地、 日月 與、 

滿將 行、 神 乃 御 面 跡と 云 ふ 歌に 就きて、 傳三、 面 足 尊の 御名の 下に 引ける が 如く、 此の 滿將行 を、 多 理由 加牟、 九 

(三十 四 丁) に、 一月 之、 滿有 面輪 二と 有る 滿有 を、 多 札留と 先達の 訓 まれた るに、 十三 (二十 八丁) に、 何時 可 聞、 

タル タリ 

日足 座而. 十五 月 之. 多 田 波 思家武 登、 吾 思 皇子 命 者と 有るな ど を、 參へ考 ふるに、 多々 布 は 足 足に て、 布 は 合の 

義な るが 切りて 語 を 成せる 者と 所見たり、 鈴屋 大人 說に、 「多々 W は、 水を湛 ふると 同一 一一 一口に て、 滿ち 足ら はす 意な り、 

今 世の 一 百に、 海 潮の 滿ち 極まれる を、 潮の 多々 閘 と 云 ふ も 同じ、 凡て 神 を 祭る に は、 事 を も 物 を も滿ち 足ら はし 盡し 

究めて、 其 由 を 申す 事に て、 祀祠 の語是 なり」 と 云 はれた る、 實に 然る 言な り、 合せ 考ふ 可き 者な りかし、 (叉 云 は 

く、 「此の 祈年祭 詞 にて 云 はぐ、 千 穎 八 百穎爾 云々、 楚 SE 高 知 云々、 大野 原爾 云. << など 様に、 言 を盡し 究めて 申す、 

是れ稱 辭竟へ 奉るな り、 竟も、 極め 盡す 意な り、 佑、 神 を 祭る に は、 必す 然爲る 事なる 故に、 多々 M 辭竟 奉と 云へば 
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卽ち 祭祀る 事に 成りて、 此も天 社國社 登、 稱辭竟 寧、 皇神 等と 云 ふ は、 天 社國社 登、 伊都 伎 奉、 皇神 等と 云 ふ 意な 

り、 餘も此 に 准ら へて 知るべし」 と 云 はれき、) 竞は、 瑞珠 盟約 章に、 是後、 伊 # 諾錄、 神 功 旣畢、 靈運當 遭と 有る、 

畢は、 次 文に、 亦 曰、 伊弊諾 尊、 功旣 至矣、 德亦 大矣と 有る、 至と 大 とに 對 へたる を 以て 味 はふ 可き 事、 巳に 傳十 

三に 云 ひ、 叉 第二 一書に、 解除 竟と 有る も、 威ひ盡 せる 義 なる 由、 傳 十九に 註へ るが 如し、 萬 葉 五 (十四 丁) に、 武 

都紀多 知、 波 流 能 吉多良 婆、 可 久斯許 曾、 烏 梅 乎 乎 利 都. -、 多 努之伎 乎 倍 米、 十九 (十七 丁) に、 ぎ Isr ラ  1、 0,^^ 

梅花、 手 折 乎 伎 都 追、 遊爾可 有と 有る 樂終 は、 樂 しみ を 極め 盡す事 を 云 ふなり、 古今 集、 大歌 所 御 歌に、 「新しき 年 

の始 に如此 しこ そ 千年 を 兼ねて 樂 しき 終め」 を、 一本に つめと 有る は、 7 とづと 混 ひたる にて、 乎 倍の 方、 右に 例 共 

有りて、 宜しき に 似たり、 叉、 此の 樂竟の 例 を 以て、 稱辭 竟の竟 は、 鈴屋 大人の、 極め 盡す義 なりと 云 はれた る說 の、 

空しから ざる 事 をな む、 知るべき 者な りけ る、 狼 又 右に 引けり し 祈 年、 月， It- 等祭詞 に、 皇御孫 命 能、 宇 豆 乃 幣{£ 乎、 

稱辭竟 奉久登 宜と 有る に、 其の 幣帛の 事 を、 辭別、 忌 部 能 弱 肩爾、 太 多 須支取 掛£、 持 由 麻 波 利、 仕 奉 K  Si  ^ お 乎 神 

主 祝 部 等、 受賜 S 事不 過、 捧持 奉 S 宣と 有る、 事不過 を、 大嘗 祭！！ の 事 別なる に は、 事不 落と 有り、 卽ち 其の 如くな 

るぞ、 稱辭竟 奉る 謂なる 事、 本文に 照し 應 せて 思 ふ 可くな む 有りけ る、 (然る は、 右の 受 赐&、 事不 過、 捧持 奉登寶 

を、 受賜 民、 稱辭竟 、捧持 奉 登宜、 と 云ひ換 へても 聞 ゆる は、 本文の 其の 意 を、 辭 別に は、 目 易く、 事不 過と も、 事不 

落と も 書 させ 給 ひける 者な り、 偖、 然過 たす 落さす して、 事の 滿ち 足ら ひ盡し 究めた るなる、 卽ち 稱辭竞 奉に て 有る 

なり、) 〇 祈啓矣 は、 能 美 麻袁志 伎と 訓む べし、 卽ち 上に 諸 神道， 一中 臣連 遠祖、 興台產 靈兒、 天 兒屋命 r 而使レ 祈焉と 


有る を 結べる 文なる が、 其 は 右に 註へ るが 如く、 右 は 諸 神の、 天 兒屋命 を 差して 令 祈め 奉れる 所なる を、 此は、 天 

兒屋 命の、 自ら 往 きて 祈 啓り 奉らせる.^ を 云 ふなり、 記傳八 (四十 六 丁) に、 「古書 を考 ふるに、 保 具 は 祝ぎ 壽ふ方 

に 云 ひ、 能 牟は乞 ひ 祈る 方に 云 ひ、 泥 具 は 右の 二方 を 兼ねた る 一一 一一 II なり」 と 云 はれた る能牟 にて 此に甚 能く 合へ り、 

(但、 其 所に 此の 文 を 引かれた るに、 祈 1^" を、 泥 岐麻袁 志 伎と 訓み 改められ たれ ども、 猶此は 本の 任に て 有りぬ 可し、 

偖 此の 傳 にて は fK 兒屋命 一 柱に て、 廣く 厚く 稱辭竟 へ、 祈 啓 させ 給へ る 如く なれ ども、 正しく 太 玉 命 も 相 共に 祈み 

奉らし i 事の 證 有りて、 巳に、 傳 十七 卷に、 委しく 論 つら ひ 書せ る を、 翁 其れにても 未だ 盡さ にり ければ、 上に 又 云 

ひたる に、 此 にても、 己が 心の 行く 計り は 得し も 云 は ざり ければ、 下の 摁 論に 云 ひて、 愈 々益々 に 明かに 爲む とす、) 

偖 此の 能 牟と云 ふ 事 は、 已に傳 十七、 計， 一 其 可 レ禱之 方？ の 下に 註せ るが、 此 にも 一通り 云 ふべき なり、 能 牟と云 

ヮ キミ 

ふ は、 傍 觀を爲 る 事無くして、 一向に 乞 ひ 願ぐ 事 を 云 ふなり、 海宮 遊行 章に、 時、 兄 火闌降 命、 旣 被，, 危困ハ 乃自伏 

レ罪 曰、 從レ今 以後、 吾將 レ爲， ー汝 俳優 之 民？ 請 施， ー总活 f 於是、 隨， 其 所； 乙 遂赦， 之と 有る 乞 字 は、 許 比 能 牟と訓 むべ 

マ ヲサバ 

き 所なる 事、 其の上なる 海神の 御 一一 n に、 若 兄 悔而祈 者 云々 と 有る を 合せて 知るべし、 古事記に は 其の 事 を、 如此 

令， ー惚苦 一之 時、 稽首 白 云- <<、 と 有る を、 記傳 に、 能 美 麻袁佐 久と訓 まれた るな む、 實に 稽首に は 當れる 一一 一一 II なりけ る、 

祟 神 fK 皇御紀 七 年に、 天皇、 乃 沐浴 齋戒、 潔 n 淨殿內 T 而祈之 曰、 胶禮 レ神尙 未い 盡耶、 何不 享之甚 也、 冀亦夢 敎レ之 

云々、 と 有る も、 已に 事の 急迫り て、 方 無く 御 在し 坐し ける 時の 御 一事な り、 其の 十 年、 武堪 安彥が 謀反の 心 有りけ 

る 所に、 妻 吾田 媛、 密來之 取 n 倭 祝 山 土 f 裹， 1 領巾頭 T 祈 n 白 是倭國 之物實 則？ 反 之と 有る も、 一 向に 國を 獲む と 思 ふ 
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呪詛 なる を 以てな り、 其の 軍 衆の 脅 退る 所に、 知， 不， 得， 免、 叩頭 曰，， 我 君 f 故 時人 叉 號，， 叩頭 之處， 曰， 一 我 君-と 有る 下 

に、 叩頭、 此云， 廼務， と 註され たり、 又景行 天皇 二十 七 年御紀 に、 川上 梟 帥、 叩頭 曰、 且待 之、 吾 有， 所ヒ 百、 時日 本 

武尊、 留レ 01 待， 之、 此の 御世の 事に て、 肥 前 風土記に、 iyt^ 化^^ Ki、  (41,, きかし 44?、  A^^I^:isli{i4^il、 

御幸 之 時此里 有， i 蜘蛛 三人 r  C 兄 名大 白、.^ 〈名 中 白、 か少， 曰、) 等 人、 造， 堡隱 1^、  £HT^^  .き|、  きき 

祖稀 日子 r 令，， -以誅 n 滅於 大白 等 三人 f 但 叩頭 陳 n 已 罪過；. 共乞更 奉，， 主人 f  ^^fc^-^^v 神 功 皇后 御紀 に、 新 

羅王、 於 是戰々 栗. <、 Is レ身 無， 所 云々、 降，： 於 王 船 之 前 f 因以 叩頭 之 曰 云. -と 見え、 叉、 一 云、 新羅 王 云々、 跪レ之 

取 n 王 船 f 卽 叩頭 曰、 臣 自今 以後、 於：： 日本 國； 所レ 居、 神 御子 爲， 一 內宫家 f 無， 絕 朝貢と 有るな ど、 何れも 事に 迫 切 

りて 一 向に 其の 助け を 乞 ふ 由な り、 (右の 號， 一 叩頭 之處； 曰 n 我 君-と 有る は、 淸寧 IK 皇御紀 に、 惟 河 內三野 縣主ト e^、 栗 

然振 怖、 避， 火 逃 W 云々、 因使レ 祈，， 生 於 大伴窒 屋， 曰 云々、 小 根仍使 n 漢彥， 啓，， 於大 連， 曰、 大伴大 連、 我 君 降，. 大慈 

愍ー 促 短 之 命旣續 延長、 獲 レ觀： 日 色 r 云々、 叉、 敏達 H 八皇 十二 年御紀 に、 我 君大伴 金村大 連、 奉？ T 爲國家 云々 r な 

ど 我 君に 同じく して、 源氏 夕霧， ー卷 に、 阿賀 君と 手 を摺る 云々、 手習卷 に、 阿賀 佛と 有るな どと 共に、 彼方の 人に 

強く 親しみて 云 ふ 語なる を も 思 ひ 合す 可き 者な り、) 叉、 古事記 朝倉宫 段に、 初 太后 坐， 日 下， 之 時、 口下 之 直 越 

道 I* 幸 n 行河內 f 爾登 n 山上 M 望，： 國內， 者、 有 T 上 n 堅 魚， 作，， 舍屋， 之 家， 云. <、 爾 fK 皇詔 者、 奴 乎、 己 家 似，, 天皇 之 御 

舍， 而造、 卽遣， 人 令， 燒，， 其 家， 之 時、 其大 縣主懼 長， 稽首 白、 奴 有 者、 隨， 奴不， 覺而過 作、 甚長、 故 默，， 能 美 之 御^ 物； 

鲁 

(能 美 二字 レ音) と 有る も、 一向に 其の 罪を晴 ひて、 願ぎ. &す を、 能 牟とは 云 ふなり、 若て、 此の 稽首 は、 瞎 穎と 


も、 頓首 とも、 叩頭と も、 叩 首と も 作く 字なる に、 和名 抄に、 叩頭 虫、 傳咸 叩頭 虫賦 云、 虫 之 細微 者、 隨， 之 輙叩レ 頭、 

叩頭 虫、 和名 奴 加 豆 木 無 之と 有る、 此をも 思 ひ 合す 可き 事な かりし、 續紀 第三 十八 詔に 先靈仁 祈願 SIS 誊乎、 見 _s 仁 

ァ レ) テ ラ 

云 天 在 良 久、 己 我 心 y 念 求 流 事 乎 之 成 給 天 S 云々 と 有りて、 祈願に 照應 して、 念 求と 一 K へ る も 引き合せ て、 其の 義を 

釋 るに 似たり、 萬 葉に は、 一一 一 (五十一 丁) に、 平、 間 幸 座與、 天地 乃、 神 紙 乞禱、 五 (四十 丁) に、 天神、 阿 布藝許 

比 乃 美、 地祇、 布 之 豆 額拜、 可 加良受 毛、 可賀利 毛、 神 乃 末 爾末仁 等、 立 阿 (官 本作レ 河) 我 例、 乞 能 米 登 云々、 

布施 於吉 豆、 吾波 許 比 能武、 阿 射 無 加受、 多太爾 i. 去 ま、 阿 麻 治 思 良 之 米、 十七 (四十 四 丁) に、 刀 奈美夜 麻、 多牟 

氣能可 味爾、 奴 佐 麻 都 里、 安 我 許 比 能 麻久、 波 之 家 夜 之、 吉美賀 多 太 可 乎、 麻 佐吉久 毛、 安里 多 母 等 保 利、 叉 (四十 

六 丁) 知 波 夜 夫 流、 神社 爾、 底流 鏡、 之 都 爾等里 蘇 倍、 己 比 能 美 底 云々、 二十 (五十 九 丁) に、 和 我 勢 故 之、 可久志 

伎 許 散 婆、 安 米 都 知 乃、 可 未 乎 許 比 能 美、 奈我久 等 曾 於 毛布、 などと 有りて、 何れも 一向に、 神に 願ぎ 奉る を 云 

ふなり、 然れ ば、 能牟と は、 漢文の 語末の 辭に、 而已叉 耳 字 を、 此に能 美と 訓む、 其に 等しく、 唯 其の 神に 而已 と、 

一向なる 意 を 示し 奉りて、 事 を 乞ふ是 なり、 (飮、 嚥、 吞、 ^などの 字 を、 能 牟と訓 むも然 り、 和名 抄に、 咽喉 和 

名 乃 無 止と 有る も、 吞 門の 義 にて、 唯 一條に、 曲 橈む 事無く、 行き 通る 謂なる にて、 祈 を 能 牟と云 ふ も 等し かりぬ 可 

し、 叉 右に、 稽首 を 能 牟と訓 る は、 上に 已に 引ける 周禮 に、 九拜 之初拜 也、 屈 首 至, 地 也と 有る 是 なり、) 

n  ノ ト 土- ヒノ 力- --キ コ シメシ テソヲ ノリ タマ ハク コノ ゴ Q ヒト ドモサ ニー  マ ヲ-て  イマ- タ ァラ カク コトノ ウル ハ -ンキ ハ ノリ タマ ヒ テス ナ ハチ ホゾメ  二 

于時曰 神 聞， 之 曰。 ， 頃 者 人 雖，， 多 請 一 未 ％,1 若 此 言 之麗美 者, 也。 乃 細 S 

スト 
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e ラキ ィハ トヲ テ ミゾナ ハシキ  17 トキ ァメ  / タ ギカ ラ ヲ / 力 ：- カク リサ ムラ b ティ 0 トズ ヮ 4- 二  スナ 0 チ t 午 プケ タマ ヒシ カバ  t  ノ ガミ /  . 

開 磐戶, 而窺 之。 是時天 手 力 雄 神 侍，, 磐戶 側？ 則 引 開 之 者 日 神 之 

it カリ ミチ トホ ラシ キ ァメヅ チノ ウラー 一  カレ モ a モ ロノ 力-.、 タチ ィ， ク ヨロ コビテ スナ ハチ ォ ホセ ス サノ ヲ/ ミコト ニナ クラ すキ ド ノ  ノラ 

光 滿，， 於 六合； 故 諸神大 喜。 卽 科，， 素 a 嗚尊千 座 置戶之 解除 ^ 

ヲ テノ ッメ シ ョ シ キラ ヒモ/ ト  ヲ アシノ づ/ シテ ァ シ キラ ヒ H に ノト スナ ハチ シメ ズノ コ； ャ" \tn トニ ッカ サト リツ" ハーつ へ 

以，， 手 爪， 爲，， 吉 爪棄 物； 以& 爪- 爲>1 凶 爪 棄物ー 乃 使^ 兒屋命 掌" 其 解除 

/ フト ノリ トプ テ ノラ コレラ キ  ョノ ヒ トツ ッシ： -ヲ サム ルォ /, カツ メヲ ハ コレ ソ ノコ ト" モト ナリ  ス. テニ. ン々 モロ  5;- ロノ 力 U チ-セ -.-l ァ，, ス； 5  t お-. 

之 太露辭 -而宣 乏焉， 世人 愼， 1 收己， 爪， 者 此其緣 也。 而旣 諸神喷 *H 戈 

チ， J トヌ f こケ ,1 ク イマ シゴ シ ヮザ イト々， で-. v,r トシ  カレ ズ ベ カラ ス厶  アマ/ ハラ 二  マタ ベ カーフ • ラル  マシ ひフ ノラ カづ， ノ-:  二で 

嗚 ： 尊， 曰 汝， 所 行 甚 無頼。 故 不， 可. 住，， 於 天上 一 亦 不. 可魉， i 於 原 中國ー 

ィ匕 テス ミヤ 力 ニイ ネト  ゾコヅ ネ ノ クニ  二  スナ 〔チ トモ 二 ヤー フ ヒャリ キ 

f 急 適，： 於 底 根 之國； 乃 共 逐 降 去。 

天 照 坐 日 太 御 神、 天 磐戶を ra ぢて、 刺し 隱り御 在し 坐し ける 時に、 八 百 萬 千 萬の 神 共に、 此れに 神 集 ひに 集 ひ 給 ひて 

祈禱 中され ける に、 其の 感 けさせ 御 在し 坐して、 W でさせ 給へ りし 御 事 はし も、 天兒屋 命、 天 太 玉 命の、 廣く 厚き 稱 

辭を 聞し 食し、 感 けさせ 給へ ると、 又、 天釦女 命の 俳優 を 怪しませ 御 在し 坐して、 磐戶を 細めに 開きて、 見 行し 御 在. 

し 坐： すに 依りて、 豫め 其の k 心し 給へ るが 如く、 天 手 力 雄 神 は、 御戶を 開き 奉り、 栲幡千 々娘 命 (亦 名 天 鈿女 命) は 

しも、 御手 を 賜 はりて、 引き出し 奉りて、 新 殿に 遷座 奉り、 天兒屋 命、 天 太 玉 命 は、 端 W 之繩 を界以 して、 此 より 以 

內へ、 抓|^¥!^と申せる、 是にて 一 段なり、 然るに、 正書に は、 中臣連 遠祖 天 兒屋 命、 忌 部 遠祖 太 玉 命 云. •<、 相與 

致- 1 其祈禱 -焉、 又、 猿 女 君 遠祖 天 鈿女命 云. <、 顯 神明 之 ゆ〕 談、 是時、 天 照 太 神、 聞之而 曰、 吾 比 ran 居石窟 f 謂 レ^- -- 

豐 葦原 中國必 爲，； 長夜 T 云 何 天鈿女 命、 嘑 n 樂 如-. 此者 乎、 乃以 -1 御手 T 細つ 開磐戶 -窺レ 之と 有りて、 此 にて は、 其の 俳 


優にの み感 けさせ 御 在し 坐し ける 趣に て" 稱辭の 驗は昆 えす、 又 古事記に も、 此種々 物 者、 布 刀 玉 命、 布 刀 御幣 登 取 

持而、 天兒屋 命、 布 刀 詔戶言 禱白而 云々、 天 宇 受賣命 云々、 爲-: 神懸 -而、 掛 胸現ハ 裳緖 忍；！ 垂於番 登-也、 爾高 天 

原動 而、 八 百 萬 神 共 咲、 於是、 天 照 太 御 神、 以 71 爲怪 t 細 II 開 天 石屋 戸- 內吿 者、 因- 1 吾隱坐 1 而、 以っ爲 天原自 闇、 亦 葦 

原 中國皆 闇- 矣、 何由以 天宇受 賣者爲 ぃ樂、 亦 八 百 萬 神 諸 咬、 雨天 宇 受賣白 言、 益，， 汝命， 而貴神 坐 故、 歡喜 樂、 如レ此 

言 之 間、 天兒屋 命、 布 刀 玉 命、 指つ HS 其 鏡 f 示.， 7 奉 天 照 太 御 神-之 時、 天 照 太 御 神、 逾思， 奇而、 稍自 A 戶 W 而臨坐 之 時、 

其 所-一 隱 立-之 天 手 力 男 神、 取， 1 其 御手-引 » と 有る は、 此は甚 々委曲に して 愛でた き 事共な む 多 在りけ る を、 猶 其の 

稱辭を 聞し 食して、 大 御心感 けさせ 御 在し 坐し ける 御 事 を 漏せ るな む、 甚 可惜し き 事な りけ る、 (拾遺に も、 其 物旣備 

云々、 令， 一太 玉 命捧， 持稱讃 r 亦 令 n 天 兒屋命 相 副祈禱 f 叉 令-一天 鈿女命 云々 -と 有りて、 次に 廣厚稱 詞の事 を 委しく 云 ひ 

ながら、 其の 事の 結び 無くして、 于レ時 天 照 太 神、 中心 獨謂、 比 吾 幽居、 天下 悉闇、 群 祌何由 如 レ此之 歌樂、 聊開 レ戶而 

窺， 之と 有る も、 右と 同じく して、 事な む 足 はで 聞 ゆるなる、) 叉 第二 一書に は、 凡 此諸物 皆來集 時、 中臣 遠祖 IKS^ 

屋命、 則 以神祝 祝 之、 於 是日神 方 開-一 磐戶， 而 W 焉 (下略) と 有る は、 其の 稱辭 に感 けさせ 給 ひて、 出で 坐せ る 趣に 

て は 有れ ども、 天鉬女 命の 俳優の 御 事 をば、 傳へ 遣され たり、 此の 傳 にも、 諸 神、 遣 二 中 臣連遠 組 興 台 產靈兒 天兒屋 

命？ 而使レ 祈焉、 於是 天兒屋 命、 握- 1天 香 山之眞 坂木而 云々、 乃 使 n 忌 部首 遠祖 太 玉 命 執 取？ 而廣厚 稱辭祈 啓矣、 于レ時 

日 神 聞 之 曰、 頃 者 人雖， 1 多 請 r 未， 有 = 若， 此 言之麗 美-者 也、 乃 細 開 磐 戶-而 窺 之 (下略) と 有りて、 天鈿女 命の 御 事に 

於て は少 かも 見る 所 無くなむ 有りけ る、 叉 下に 辨 へたる が 如く、 右の 廣厚 稱辭 はし も、 天命 屋命は 其の 御 祈 禱の太 祝 
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詞を 申させ 給 ひける 事 は、 右に 引ける 古事記に も、 天 兒屋 命、 布 刀 詔 戶言禱 白而と 有る にて 灼然 く、 又 太 玉 命 は、 其 

の 執り 取らせる 御幣に 就きて、 稱辭竟 へ させ 御 在し 坐し i 事，：：）^ 拾遺に のみ 傳 はりて、 此には 何れに も？ 無せ るな む、 

事實に 於て 相 叶 ふま じく 聞 ゆめる、 (但、 主張り て、 其の 祝詞の 御 事 は、 天兒屋 命の、 本より 知りて 仕へ 奉り 給 ふ 事 

にて、 太 玉 命の は、 唯 其の 稱讃 のみの 事に し 有りければ、 省り たるに も 有るべき なり、) 傳 十七に 論 つらへ る 事なる 

を、 今少か 取りお. でて 云 はむ に は、 右に 引ける 正書の 文に、 經緯 S1 有る、 其 を 知りて、 思 ひ 分くべき 捷徑 なむ 有り 

ける、 其 は、 中臣連 遠祖 天兒屋 命、 忌 部 遠祖 太 玉 命 云々、 相與致 n 其祈禱 I 焉と 有る は、 上下に 招 貫きて、 此に は甚主 

主し き 事に し 有りければ、 文の 經 なる 者な り、 叉、 猿 女 君 遠祖 天 鈿女命 云々 と 有る は、 叉 別に  一 なる が 故に、 又 字 

を 置かれ たれば、 文の 緯 になむ 有りけ る、 其の 事の 續 きに 依りて、 其の 神樂に 就きて 出で させ 御 在し 坐し i 如く 見 ゆ 

る 事 なれ ども、 其 は 唯 中間に 狭れ たる 事に し 有りければ、 其の 俳優に だに 感 けさせ 給 ふ 程の 御 事なる に、 況て、 其の 

廣き 厚き 稱辭 をし も、 聞 着す 坐す と 云ふ理 無ければ、 彼の 文の 如く にても、 其の 二 事に 相感 けさせ 御 在し 坐し ける 趣. 

なむ、 見 ゆ 可 かりけ る、 然れ ば、 右の 相與 致， 一 其 祈禱， 焉と 有る に ォ 、ぎて、 此に、 于レ 時、 日 祌聞之 曰、 頃 者 人雖， 一 多請ハ 

未レ有 n 若 レ此ー 百 之麗美 者， 也、 乃 細 開 磐戶， 而窺， 之と 有る 文 を 續け讀 みて、 心得べき 所なる 者な り、 次に は 叉、 猿 女 

君 遠祖 天 鈿女命 云々 は、 古事記に、 於， 是、 天 照 太 御 神、 以 っ爲怪 f 細つ 開 天 石屋 戶， 而、 內吿者 云々 に 係け 合せ 心 ST へ 

き 文なる が、 取り 摁 ベて 云 ふ 時 は、 先づ 其の 廣厚 稱辭祈 啓せ る 言の 麗 美しき に、 愛でさせ 御 在し 坐して、 先 づ磐戶 を 

細目に 開かせ 給 ひ、 其の 事の 因みに、 天鈿女 命と、 御 問 對の御 事 は 御 在し 坐し ける なれば、 先づ 祝詞に て大御 心感け 


させ 給 ひ、 神樂 にて 大御 心樂 しませ 給 ひて、 終に、 磐 戶隱ら せ 御 在し 坐し 難き 勢に 成れるな む、 卽ち思 兼 神の 思 謀 

の、 遠く 及べる に は 有る ベ かるらし、 (師 翁の 古史 第五 十六 段徵 に、 「或 人 問、 此の 段 天兒屋 命の 祝詞と、 宇受賣 命の 

俳優と に感け 坐して、 W 御る 趣に 記せる 事 如何に 思 ゆ 云々 と 云へ る 答に、 古事記に 天兒屋 命、 布 刀 詔 戸一 一目 禱白而 と 

のみ 有りて、 其 祝詞に 感け 給へ る 事 を 記されざる は、 禱白而 云々、 天 手 力 男 神 云々、 天 宇 受賣命 云々、 八 百 萬 神 共 

於， 是、 天 照 太 御 神 以っ爲 怪云ク と 移り行くべき 文章の 氣 勢に 引かれて、 其の 太 祝詞に 感け 給へ る 事 は 言 ひ 

漏らされ たる 者な り、. 一 と 云 はれた る、 如何にも 然る 事な り、) 又、 右の 第二 一書と 此と は、 天兒屋 命の み 稱辭竟 へ 奉 

らし \ 趣に て 有れ ども、 巳に、 正書に、 相與 致-一 其 祈 禱ー焉 と 云 ふ證文 有る に、 古語 拾 遣に、 宜, 令 T 太 玉 神、 準-: 諸 部 

神？ 造.^和幣.- 云々、 其 物旣備 云. <、 令， 一太 玉 命 捧持 稱讃？ 亦 令， 一天 兒屋命 相 副 祈禱- と 所見た る稱讃 を、 保 米 麻袁須 

と訓 みたる に、 其の 事 を儲備 旣畢、 具 如, 所, 謀、 爾乃太 玉 命.' 以ー 一廣 厚 稱詞， 啓 曰、 吾 之 所 レ捧寶 鏡、 明麗恰 如ニ汝 命？ 

乞 開， 戶御 覽焉と 有る 十八 字の 文此 に當れ り、 此は 壽詞の 類に して、 太 御幣と 取り持た せる 物に 就きて 稱讃 せるな り、 

叉、 右に、 亦 令 二 天 兒屋命 相 副 祈禱， と 有る は、 太 玉 命 をして 太 御幣 を 捧げ 持た しめ、 其の物に 附き副 ひて、 御 祈の 

一 百 を 申させ 給へ るに て、 神祇 令に、 其 祈 年、 月 矛〈 祭 者、 百官 集 r, 神祇官？ 中 臣宣， 1 祝詞 T 忌 部 班 二 幣帛 一と 見え、 叉、 凡 

踐祚之 日、 中 臣奏， 一天 神 之壽詞 f 忌 部 上， 一 神璽 之鏡劍 一と る 中 臣の狀 なりけ る を、 拾 遣の 其 下に、 仍太王 命、 天兒屋 

命、 共 致 一一 其 祈 禱ー焉 と 有りて、 太 玉 命 を 正と し、 天 兒屋命 を 副と 爲る 趣なる は、 少か 私有る 事なる が、 其 は 御紀の 

傳， „c に、 唯： 大兒屋 命の み 有りて、 太 玉 命の 御 事 を 書され ざる を 憤 ほれる が 故なる 可し、 其の 事 も 已に傳 十七に 云へ 
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り、 但、 1K 兒屋命 は、 其の 御 祈 禱の太 祝 思 を. & させ 給 ひ、 太 玉 命 は、 贊辭を させ 給へ る なれば、 相與 致-一 其 祈禱， t.? と 

有る にも、 其の 差別 無しと は 云 ふべ からざる にや、 叉 は、 此に 天兒屋 命より 係りて、 廣厚 稱辭祈 啓矣と 有る を、 おの 

拾遺に、 以 n 廣厚 稱詞 1 啓 曰と 所見 たれば、 二 神 共に 、其の， 右に 謂 は ゆる 稱讃を 申し 給 ひけむ かと も 所思 ゆる 中に、 共 Q 

壽 詞を述 ぶる と、 祝詞 を 申さる.^ との 差別 は 有りめ けど も、 大旨 一事なる 可し、 然云ふ 故 は、 古事記に、 天 宇受寶 

命 云々、 如 此ー百 之 間、 天兒屋 命、 布 刀 玉 命、 指 rffi 其 鏡？ 示 n 奉 天 照 太 御 神-と 有る を 以て 思 ふに、 同時に 同事 を 成 

すに、 首 を換 へて 申し 上ぐべき 謂れ 無ければ なり、 傳 十七に 拾遺の 文 を 引きて 說 ける 事共 を 合せ 考ふ 可し、 (但、 

傳八卷 四十 七 丁に、 「古語 拾遺に、 令，， 太 玉 命 捧持 稱讃？ 亦 令，， 天 兒屋命 相 副 祈禱？ 叉 神武 1K 皇 段に、 立， 一 靈畤於 見 山 

中？ 天 富 命 陳レ幣 祝詞 祀 皇天-と 有る は、 心得ぬ 事な り」 と 云 はれ たれ ども、 其の 鳥 見 山に ての も、 幣を陳 ねた 

る、 其の物に 就きて 稱讃 せられし と 見む も惡 から じ、 祝詞 式に、 凡 祭祀、 祝詞 者、 御殿 御門 等 祭、 齋部氏 祝.^、 以外 

諸 祭、 中臣氏 祝詞と 有るな るが、 其の 丈 殿 祭、 御門 祭等詞 は、 壽詞の 類に して、 自餘 の詞と 同じから ざるに も、 心 を 

著くべし、) 〇 于 時より 以下 三十 一字 を、 ロ訣 に、 感 應之辭 也と 註せ る は、 何恰き 事に て、 實に 然る 君な り、 〇 閒之 

は、 正書に、 是時天 照 太 神 聞之而 曰と 有る に 同じ、 此の 一； -n は、 巳に 傳 十二に 云へ りき、 〇 曰 を、 正書なる も此 なる 

も、 共に 意 母 富 佐 久と訓 める 事 なれ ども、 巳に 御 1- 一：： に發し 出させ 給へ る 上 は、 能 理多麻 波 久と訓 みて 常れ る _^、 傅 十 

七に 云へ るが 如し、 〇 頃 者の 例 も、 傳 十七に 引けり、 萬 薬に は、 八 (四十 七 丁) に、 頃 者 之、 朝 開爾聞 者、 十 (十二 

丁) に、 蒐楣頃 者、 又 (六十 一 丁) 戀頃 者な ど、 此彼見 ゆ、 文選 注に、 頃 者猶， 1 日 者； 又 近 也と 有り、 〇 人 は 祌の反 


對 なる 事、 云 ふ も 更なり、 神と は隱 身に 就きて 云 ひ、 人と は顯 身に 依りて 號 けたる 稱 にし 有りければ、 精神なる 方 は 

神に して、 形體 有る は 人な りけ り、 壓 乞、 先に 神と 云 ふ 事 を 明らめ 置きて、 後に 人と 云 ふ 義は說 くべき なり、 古事記 

に、 天 地 初發之 時、 於，， 高天原， 成 神 名 天 之 御中 主神、 ，^、高御産巢日神、 次 神 產巣日 神、 此三柱 神 者、 拉獨神 成 坐而隱 

身 也と 所見た る、 此の 文 を 以て、 神と 申す 事の 較略 を曉る 可き 由な む 有りけ る、 此の 高天原 を、 古語 拾遺に は、 天 中 

と 有りて、 此神世 七 代 章に 謂 ゆる 虚中 是れ なり、 其 所に、 天 之 御中 主神の 御 在し 坐せ る は、 卽 ち御靈 にして、 顯 身に は 

坐 さ 1- る 故に、 隱 身 也と 傳 へて 此の世の 涯 際の 主宰と 御 在し 坐して、 此の 神の 外に 物 無く、 此の 神の 外に 神 無 けれ 

ば、 此の 天 之 御中 主神 はし も、 此の世の 極 際 を 形體と 成して、 此の世 中に 充滿 させ 御 在し 坐す、 御靈 になむ 御 在し 坐 

しける、 若て 其の 天 之 御中 主神の、 天地 を 立て 給 はむ と 所思し 坐せ る御靈 より、 高 御 產巢日 神、 神 產奧日 神 二 柱 神 

成り 出で させ 御 在し 坐して、 天 中に 在 ゆる 精 を 結び 合 はさせ 御 在し 坐して、 天地と 成るべき 一物 を 成し W させ 御 在し 

坐し i かど も、 其 も 唯御靈 のみに 御 在し 坐し ける 故に、 此の 祌等を も隱身 也と は傳 へたり、 叉 其の 一 物に 就きて、 神 

成り 坐せ り、 古事記に、 、國稚 如，, 浮 脂， 而、 久羅 下那洲 多陀用 幣琉之 時、 如 葦 牙， 因，； 萌騰之 物， 而、 成 神 名 宇 麻 志 阿 

斯訶備 比古遲 神、 、天 之 常 立， 神、 • 此ニ柱 神 亦 獨祌成 坐 而隱身 也、 上 件 五 柱 神 者、 別 天神と 所見た る、 此は、 葦 牙の 如 

く 萌ぇ騰 る 物と、 其の物の 結び 合 ひて 天と 成れる、 各 其の 事 を 初め 給 ひ 成し 給 ふ 神に は 御 在し 坐せ ども、 此 亦御靈 

Q み 有りて、 御 形 體を顯 はし 御 在し 坐 さ 5^ るが 故に、 隱身 也と は傳 へたる になむ 有りけ る、 然れ ども、 其の 高 御產巢 

日 神、 神 產巢日 神な ど は、 . 時 々に 出で 現れさせ 御 在し 坐して、 諸 神と 共に、 萬 事 を 神 議に議 らせ御 在し 坐し、 叉 御子 
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神 等 を も 成し 給へ る は、 顯.， 身と 成りて、 物爲 させ 給へ る 御 事に て 御 在し 坐し ける にて、 近く 此を |?： へて 云 はぐ、 靈異 

記に、 僧 行 基を稱 へたる 語に、 於， 一日 本國， 是 化身 聖也、 隱身之 聖矣と 云へ る、 平 城 朝の f 語 を 以て 云 ふ 所なる が、 化 

身と 云 ふ は、 幽 にある もの X、 顯に 形を爲 すなり、 隱 身と 云 ふ は、 顯に形 有り 迹 有る 者の、 祌は幽 にある 謂に て、 右 

等の 義を說 くに だに 便 有りければ、 恐 けれども、 今 引き W でて 此に徵 し 奉れるな り、 叉、 隱身 聖人、 交.： 凡 中， と 云 ふ 

も、 隱身 は、 幽 にて、 交， 一 凡 中， は、 其の 顯 身なる 謂に 云へ る 者な り、 叉聖德 皇太子 示 表錄の 件に も、 誠 聖人 知， 聖、 

凡夫 之 肉眼 見ニ賤 人？ 聖人 之 通 眼 見，, 隱 身, と 云 ふ 事の 有る も、 天眼に 通 すれば、 隱 身の 神 を も 見る 由に 云へ る 者な り、 

(然 りと 雖も、 此の 神 等 は、 元より 隱 身に 御 在し 坐す が本體 にて 渡らせ 給 ふが 故に、 事無くて 徒なる 時には、 顯 はれ 

させ 御 在し 坐 さすして、 幽 より 産 靈の 御德を 施ら し 給 ふ 御 事に 坐せ り、 叉 右に 謂 ゆる 別 天神と は、 自餘の 天神に 分ち 

て 別： 大 神と. & すに は 非す、 天日の 御 光の 及ぶ 限 は、 唯の 天なる にて、 其の 外郭なる、 恒 天と 云 ふ を 係け て、 凡て は 別 

天と 云ふ稱 なる 事、 已に傳 一 卷に云 ひたりき、) 若て、 右に 國稚と 有る 國は、 旋 土と 云 ふ 事に て、 浮膏の 若く して、 

15 蕩 へる 物の 稱 なる を、 古事記に、 次 成 祌名國 之 常 立 神、 次 璺雲野 神、 此ニ注 神 亦、 獨神成 坐 而隱身 也と 有り、 其の 

國常立 尊 は、 大地 を旋轉 らして、 公 遝と云 ふ 事 を 成す 神な り、 豐雲野 神 を、 此の 神 世 七 代 章 第 「一書に、 豐國主 尊と 

有りて、 豐國と は 地 動の 謂に て、 其の 公 運に 對 へて、 私述を 成す 神に て、 曆元を 立てさせ 御 在し 坐す 神に 坐 せれば、 

此の 大地に 住む 者、 年月の 來經を 思え、 晝 夜の 行き交る を 知る 事 なれ ども、 誰が 成す と は 知らす して、 自然の 如く m 心 

ゆる も >- 幽に 然る 神の 御 在し 坐して、 然爲 させ 給 ふ 御 事なる なり、 神代の 神 等 は、 然る 隱身 也と 云 ふ 神 を も、 其の 行 


事 を も 見たり 知たり、 甚 明るく 御 在し 坐し ける からに、 然る 神 語の 傳は 有るな りけ り、 若くて 右の 二 神の 後に、 次 成 

神 名 宇 比 地 邇祌、 次 妹須 比智邇 神、 、角 代 神、 f^: 妹活代 神、 t< 意富 斗 能 地 神、 次妹大 斗乃辨 神、 次 淤母陀 琉祌、 .ff 、妹 

阿 夜 訶志古 泥 神- - 〈伊邪那岐 神、 次 妹 伊邪那美 神と 有りて、 後に 矛、 雙十 神、 A 合 ニニ 神-云 一二 代 一也と 所見た る、 上の 

八 神 は 別 神に 坐 さす、 伊邪那岐 神、 伊邪那美 神の、 此の 大地と 共に 御靈の 成り： £ でさせ 御 在し 坐して、 元の 隱 身より 

顯 身と 生れ 出で させ 給 ふまで、 國 土の 成り 行く に逑れ て、 御身の 足り 整 はせ 御 在し 坐せ る、 其 時." <  の 形狀に 依りて 食 

ひ 坐せ るなる を、 一世、 二世と 數へ 奉れる 御名 なれば、 漸 i5 隱 身より 顯 身に 移らせ 給 ふ 所な り、 此を 以て、 此の 神 等 

に隱身 也と は if されす、 (其の 委しき 事 は、 偉三 卷に註 へれば、 就きて 見るべし、 右 等の 神 等に、 隱身 也と も 何とも 

書かれざる は、 右の 如き 所以 有る が 故な り、 其の 論 長ければ、 此には 云 ひ 盡し難 かり、 私記に、 大 倭本紀 云、 國常立 

か、 國狹^!6、  4?± 尊、 此 一 神 獨治身 SK、.m 土 煮 尊、 大戶之 道 尊、 面 足 尊、 伊 弊 諾尊、 此四； g 共 治" 身藏 云々 と 有 

り マ わの 三 神に、 獨治レ 身 藏矣と 有る は、 然る 事 なれ ども、 次の 四 神に、 共 治 身 藏と云 ふ は、 古事記の 狀に 異なりけ 

,i£r  旦 i,6 一一 一 5i 共な り、： >  若くて 伊邪那岐 神、 伊邪那美 神の 御 事 を、 其の， の 文に、 於是、 天神 諸 命以、 詔 S 伊邪那岐 

命、 伊邪那美 命 二 注 神、 修 n 理 固-成 是多 伦用幣 流之國 T 脇つ 天 沼 矛- 而、 首 依 賜 也と 所見た る、 此は隱 身に 御 在し 坐し 

ける 時と、 顯 身に 成らせ 給へ る 時との 界を 見る ベ き 所に なむ 有りけ る、 其 は 右に 十 神の 御名 を 拉べ擧 げられ たる 中に 

は、 伊邪那岐 神、 伊邪那美 神と 書され たる は、 其の 成り 出で させ 御 在し 坐し.^ 始 にて、 未だ； 大 神の 御 事 依 さし を受 

け 賜 はらせ 給 は ざり し 程. なる 故に 神と 申し、 此 にて は、 巳に 其の 御 一 百 を 持たせ 給へ るが 故に 命と 申せる 事、 傳ー に 註 
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へる が 如し、 偖、 其の 神と 申し- -程 は、 隱 身に 御 在し 坐し、 叉、 此に 命と. & せる より、 顯 身と 生れ 出で させ 給へ るな 

り、 其の 證は、 其の 次に、 於是 問-其 妹 伊邪那美 命 f 曰-一 汝身者 如何 成 T 答， 曰 吾 身 者、 成 成不- 一成 合 1 處 一 處在 h  "爾伊 

邪 那岐命 詔、 我 身 者、 成 成 而成餘 處ー處 在、 故 以-: 此吾身 成餘處 T 刺 1 塞 汝身不 -1 成 合- 處.. 而、 以 3 爲生 n 成國 土-奈何、 

伊邪那美 命 答 n 曰然 善-と 有る、 此は、 二 注の 神、 初めて 御 形體の w で 来させ 御 在し 坐し ける 所なる 故に、 男 神の 御 i.- に 

て も、 御 自ら 御身に 異 しかる 處の 成り 出で たる を 以て、 女神の 御身に も、 然る 御 事の 御 在し 坐 さす や 如何にと 云 ふ、 

御 問 對の御 在し 坐し けるな り、 是 なむ、 世の中に、 顯 身と 云 ふ 事の ffi で來 成れる 初な りけ る、 此 にて 差異 を 立つ る 

時 は、 天 之 御中 主神 以下、 豐雲野 神 以上 は、 隱 身に 御 在し 坐せば、 謂 ゆる 神な り、 若て、 二 柱 御祖神 は、 此に 始め 

て顯 身と 成らせ させ 御 在し 坐せば、 人の 始 とも 中す 可き 狀 なり、 所以に、 水. 疲子、 淡 島 を 生み 給 ひける 御 時の 文に、 

今 吾 所 レ生之 子不レ 良、 猶宜， 白 二 天神 之 御所 r 卽共參 上 請 二 天神 之 命 r 雨天 神 之 命以、 布 斗 麻 邇爾 ト相而 詔 之、 因-一女 

先 乙ず 而不レ 良、 亦 還降改 一一 一一 11 と 所見た る、 此はニ 柱の 神 は、 已に顯 身と 成らせ させ 御 在し 坐せ る 故に、 隱身 にて 渡らせ 

給へ る 天 神に、 御 直に 御 一一 目 語の 御 事 W で 来させ 給 はざる を 以て、 太 占 以て 御 命 を 請 ひ 奉らせ 給へ るが、 其の 兆に 現れ 

たるな む、 卽ち 天神の 御 一 頁に は 有りけ る、 (然れ ば、 神 世 七 代 章 第三 一 書に、 天 地 混成 之 時、 始 有-一 神人- 焉 などと 有 

る 神人 を、 迦 徵と訓 める、 其の 訓は 宜しと 雖も、 神人の 字 は 僻事な り、 斯る隱 身の 神 等に、 人體を 以て 書 さる- - 事、 

實に は、 熟 字の 有る に 任せて 被い 用たり し 者に て、 深く 思 はれ ざり し 者な り、 偖、 此 にて は、 御紀を 以て 凡ての 事共 

を^し 説くべき 事な、 d ども、 天地 開 闘の 初の 文 は、 古 車 記の 方 は、 唯 古傳の 任に て、 甚目 易き を 以て、 多く 其の 文に 


隨 ひて 說 けるな り) 惜、 二 柱 御 祖祌の 生み 成し 奉らせ 給へ る 御子神 等 は、 天 照 太 神、 素 袭嗚尊 を 始め 奉りて、 八 萬 神 

等、 悉く 顯 身の 神に 御 在し 坐すな るに、 一として 人と は 云 はす、 皆 神と 稱へ 奉る 事 はし も、 如何と 云 ふに 、世の 始 

に、 打ち 任せて 神と 中し 奉る は、 彼の 天 之 御中 主神 一 柱の みに て 御 在し 坐し \ を、 其の 御靈を 分けて、 高 皇產靈 神、 

神 皇產靈 神と 成り W でさせ 御 在し 坐し ける に、 せの 中に 在りと し 有らゆる 八 百 萬. 千 萬 神 は、 其の 皇産靈 の 御靈ょ 

り 生れ W でさせ 給 へれば、 其より 及 ほして、 皆 共に 神と 中し 奉る 事 は 申す も更な るに、 ^して 天 照 太 神 はし も、 天 之 

御中 主神と は 御身 を 合せて、 一 柱の 如く 御 在し 坐すべき 幽契 有りて、 其の 御祖と 坐す 高 皇產靈 神、 神 皇産靈 二 神と 雖 

も、 猶 御前の 御 事 を 執り 持たせ 御 在し 坐して、 輔相 奉らせ 給 ふ 許りの、 上 無く 至尊き 皇太御 神に 大坐々 て、 其の 大御 

光の 及ぶ 限り、 天地の 底 際の 內に 其の 大御德 充ち徹 らせ御 在し 坐せば、 神と も 神と、 稱へ 辛る 可き 御 事なる に 合せ 

て、 自餘の 諸 神に も 神と. &す は、 其の 神々 に 各々 奇異なる 御德を 有た せ 御 在し. 坐す ¥故 なり、 此 より W でて、 靈 しく 

クス 

奇 しく 測り 知らる まじき にも、 崇 まへ みても 其の 德の大 なる にも 神と 申し、 然ら ぬに も、 人に 對 へて は幽 りて 世に 

形體の 見え 難き にも 神と 申す i5$ 常な り、 (其 は、 人 は 形體に 限り 有りて、 其の 思 ふ 所 も 成す 事 も 大抵に 限りの 有りて、 

测り 知る 可き を、 神 は 隱身を 本と 爲る專 故に、 尋常の 小智 を 以て は、 推量の 知られざる 者なる 事、 今 云 ふ 限りに 非 

す、) 然れ ば、 世の中 は、 皆 がら 神な りし 神代に も、 み崇 まへ たる 方に は 神と 申し、 叉 我より 貶しむ とに は 非 ざ 

れ ども、 尋常に して、 柁 神の 上を宜 ふに は、 人と 有り、 此に已 に、 正書に、 于時 八十 萬 神、 會 n 合 於 天 安河 邊フ 計，； 其 

可， レ禱之 方 一と 見え、 第一 一書に、 故會 一入 十 萬 神 於 犬 高 市 一而 問レ 之と も、 此の 一書に も、 上に、 IS 神、 遣 二 云々 天 兒屋 
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命ハ而 使, 祈焉 とも 有りて、 有らゆる 諸 神の 神 集 ひて 祈り 申されけ る を、 于時、 日 神 聞 之 曰、 頃 者 人 雖，, 多 請， 云. *< と 

有りて、 天 照 太 神より は、 其の 八 百 萬 神 を 指して 人と 詔り 給へ り、 叉、 此の 御 返さ ひに、 古事記に、 fx 照 太 御 神の 何 

由以天 宇受寶 者爲， 樂、 亦 八 百 萬 神 諸疾と 詔り 給へ る 天 宇受賣 命の 御 答に、 益 ニ汝命 一而 責神坐 故、 歡喜^ 樂と 有る が 

如く、 崇へ 尊み 奉れる に、 然 神と &し 奉れる を 2^ て 知るべし、 右 等 は、 同じ 神代の 神 等 どち の 御上 にても、 然る 差異 

の 有りつ る證 なる 者な りけ り、 (叉、 其の 天 照 太 神より 以後の 神代に、 其より 上方の 神 I をし も、 神 世 七 代と 云 ふ稱の 

有りけ むと 所思る も、 今 を 人の 世と 分ち たるに は 有る ベから ざ めれ ども、 其の 意味 は、 崇め 尊む からの 事と M ゆ、) 

叉-神 名に も、 四 神 出生 章 第 十一 書に、 泉 守 道 者、 其の 第 十一 書に、 天 熊 人 有り、 下に 引ける 天 孫 降臨 章 第 四 一書 

ク キヨ ミオ トコ 

の、 天 忍 日 命 を、 姓氏 錄に は、 天 押 人命と 有り、 又、 萬 葉 六 (二十 八丁) に、 天爾 座、 月讀壯 子と 詠める を、 其の 十 

ヅ キビト オト n 

(二十 六 丁) に は、 月 人壯と 有りて、 卽ち 月夜 見 尊に 渡らせ 給へ るな ど、 凡て、 右 等に、 人と 有る は、 顯 身に 御 在し 

坐す を 以てな り、 寳 Mffi 現 章 第 六 一書に、 初 大己貴 神 之 平レ國 也、 行 Tf 到 ffi 雲國 五十 狹々 之 小 汀 f 而且レ 常-一 飮食？ 是. 

時、 海上 忽 有，, 人聲 r 驚 而求レ 之、 都無レ 所， 見、 顷時 有， 一一 箇少 男， 云々、 此 卽少彥 名命是 也と 有る を、 古事記に は、 

自= 波穗 r 乘 -1 天 之 羅摩船 一 云々、 有 二 歸來神 一 云々 と 有る が、 人體 にて 現れ 出で させ 給 ふ 事なる 故に、 人 聲の事 を 云へ 

るな り、 又、 古事記 海宮 段に、 火遠理 命の 御 事 を、 爾 海神 之 女璺 玉毘賣 之 從婢、 持，， 玉 器， 將レ 酌， 水 之 時、 於レ 井有レ 光、 

仰 見者 有 n 麗壯 夫； (中略) 故瑛 任， 著、 以 進，， 豐玉 1 買 命； 爾 見，： 其璃， 問, 婢曰、 若人 有 n 門外-哉、 答 曰、 有レ人 学-, 我 

井上 香木 之 上？ 甚麗壯 夫 也、 益-一 我 王， 而甚 貴、 故 其 人 乞 レ水故 奉レ水 者、 (中略) 爾璺 玉毘賣 命、 思， 奇 W 見、 乃 見. 感目 


合而、 白，， 其 父-ほ、 吾 門 有，： 麗人： 繭 海神 自 ffi 見 云、 此人者 天 津日高 之 御子、 虚空 津日 高矣と 有る、 此は 其の 御 形の 

御 事 を、 委曲に 述 ぶる 所なる が 故に 人と 中せ る を、 唯に 御上 を 中す る は、 天神 御子と 中し 奉れり、 御紀に 天孫と 作 か 

れ たる 是 なり、 (叉、 右の 御 事と 同じ 狀 なる 所に て、 古事記に、 大穴 牟遲 神の 御 事 を、 故隨 -1 詔 命？ 而參 n 到 須佐之 男 

命 之 御所， 者、 其女須勢理5^|賣31見、 爲，, 目 合， 而 相婚、 還 入 白-: 其 父， 言、 甚麗 神來、 爾其大 神 W 見 而吿、 此者 謂，, 之 著 

原色 許 男 f 卽喚 入而 令レ寢 一一 其 蛇窒ー 云々 と 有りて、 彼に は 麗人と 有る を、 此 には麗 神と 有り、 共に 顯 身の 神に 御 在し 

坐せば、 同じく 書 さる 可き を、 唯 古傳の 任に、 人と も麗 神と も 記された るなる が、 此に少 か 云 はに、 大穴 牟遲； t 

の 方 は、 末に 意 禮爲， 一大 國 主神 T 亦爲 -1 宇都 志 國玉神 t 云. << と 有る 事に 係け て、 其の 御 功の 事 を 云 ふ 所なる 故 ♦  に、 此に 

て は 神と 云へ るな り、) 叉 四 神 w 生 章に、 國內 人民と 見え、 其の 第 六 一書に、 泉津 醜女 八 人と 有る 八 人 を、 夜 都 比 登 

と訓 み、 叉 其の 千 頭. 千 五 百 頭 を 古事記に は、 伊 邪 邦 美 命 一一 目、 愛 我那勢 命爲， 一如 此 f 汝國之 人 草、 一 日 絞；； 殺 千 頭 T  0 

伊邪那岐 命 詔、 愛 我那邇 妹命汝 爲レ然 者、 吾一 日立- 1 千 五 百 産屋 1 是以、 一日 必千人 死、 一日 必千五 百 人生 也と 有り 

て、 神の 御言に も 人 草と 宣ひ、 千 頭、 千 五 百 産屋と 一一 IE 擧爲 させ 給 ひ、 叉 其に 依りて、 日毎に 千 人死に 千 五 百 人生る X 

1i は此に 起れ る なれば、 神代に て、 顯身を 指して は 人と 云へ りし 事 知るべし、 叉 其の 時、 桃に 吿げ 給へ る御赏 に" 

汝如レ 助い 吾、 於 = 葦原 中國 1 所い 有 宇都 志 伎 靑人草 之、 落 n 苦 瀬- 而、 患惚 時、 可， 助と 見え、 四 神 出生 章 第 十 I 一書な 

る、 秤 物の 出で 来れる 所に、 于時、 天 照 太 神 喜 之 曰、 是物者 則顯見 蒼生 可-: 食而活 之 也と 有る 下に、 顯見 蒼生、 此 

云， 一宇 都 志 枳阿烏 比等久 佐-と 注して、 神 等の 上より 顯 身と 生れ W でた る 人の 布 を、 然宣べ 給ふ定 なる が 如し、 其の 事 

日本書紀 W  二十 之卷 寶 鏡 開始 章  一 0 九 


t« 本書 紀傳 二十 之卷 寶鏡 開始 章  一一 〇 

委しく は傳 十二に 「しに 詳細に 說 きたりき、 (W 雲 風土記に、 神 門 郡 古志 鄕、 卽屬， 一郡 家 f 伊 # 那彌命 之 時、 以，； 日 淵！：， 

築つ 造 池 一之、 爾時 古志 國人 等到來 而爲レ 堤、 卽宿居 之處、 故 云 n 古志， と 云 ふ 事 も 所見たり、 常 昔 巳に、 常に 人と 一： ムふ 

事 有りし を 知るべし、) 若て、 天孫 降臨 章 第二 一  書に、 高 皇產靈 尊、 乃 還 r, 遣 二 神？ 勅 n 大己貴 神-曰、 今 者 聞 n 汝所 4 一 a、 

深 有，； 其理ハ 故 更條々 而勅 之、 夫汝所 d5 顯露之 事、 宜，； 是吾孫 治" 之、 汝則可 _,, 以 治，， 神事 f 叉 汝應レ 住，， 天日 隅宮， 者、 

今當， 供 造； (中略) 於 是大己 貴 神 報 曰、 天神 觔敎態 勤 如 ^ 此、 敢不， 從レ命 乎、 吾 所に 5 顯露事 者、 皇孫 當レ 治、 吾將退 

治ニ幽 事？ (下略) と 有りて、 下に 顯此云 一一 阿羅 幡贰 一と 注せる 貳は辭 なる を 混れ たるに て、 顯露は 阿羅 幅な り、 猪、 其 

の 事 を、 W 雲 神壽詞 に、 國作之 大神乎 も、 銷鎭 天、 大八 島國現 事顯事 令-一事 避-支、 乃 大穴 持 命 乃 中給久 云々、 皇孫 命 

能 近 守 神 登 貢 置 天、 八 百 丹 杵築宮 S 靜^ 支 と 有る は、 其の 旁 を 省きた る 者に て、 八 百 丹 件 築宮" & 靜坐 氏-、 神^！幽^^知 

食 支と 云 ふ 意な り、 若て 其の 御 契約の 御 事 御 在 し^して、 百 不足 之 八十 隈に隱 り 給 ひに しかば、 今迄 顯身 にて 御し 坐 

し &大神 を、 天 日 隅宮に 祭祀 奉る 事と 成りて、 後に "大 神の 御子の 天降らせ 御 在し 坐して、 幽と顯 と 相 交代り て、 全く. 

今の 現 f と は 成れり ける に、 大國 主神 は 1； 神 を率ゐ て" M 御 孫 尊 を 護り 奉らせ 給 ひ、 大地 官をユ 5 させ 御お しゃ 一す、 n: 疋れ 

神事な り、 又、 神 御 孫 尊の、 顯露事 所 知 食 させ 御 在し 坐す に 相 並ばして、 人の 上の 善惡に 就きて、 各：！ S めさせ 給 ふ 道 

有る 是れ幽 事に なむ 有りけ る、 (其の 一書に、 是時歸 順 之首渠 者、 大物 主神 及 事 代 主神、 乃 合-一八 十 萬 神 於 天 高 市 3 

帥 以昇レ 天、 陳，； 其 誠款之 至； 時 高 皇鹿靈 尊、 勅，， 大物 主神 T 宜領， 1 八十 萬 神 T 永 爲-! 皇孫-奉 レ護レ 之、 乃 使き 降-之と 

見え、 垂仁 天皇 二十 五 年 御紀、 一 云の 下に 載せた る、 大倭大 神の 御 首に、 大初之 時期 曰、 天 照 太神悉 ：？：：-へ大 原 r 皇 


御 孫尊專 治， 一葦 原 中國之 八十 魂 神 T 我 親 治-大地 官- 者と 有るな ど、 何れも 神 幽の御 事共に て. 有るな り、) 然して、 高 

天 原より 皇御孫 尊 を 天降し 奉らせ 給 ひて、 其の 現 事、 顯露事 をな む、 所 知し 坐 さしめ 奉らせ 給 ひける、 續紀 第一 詔 

に、 高天原 H 事始而 、遠- 大 皇祖 御世 中 今 至 麻... -爾、 天皇 御子 之^ 禮坐牟 彌續々 BT 大八島 國將所 知 次 止、 天 都 神 乃 御子 

隨母、 天 坐 神 之 依 2 奉 之隨、 聞 看來此 天津日嗣 高 御座 之 業 止、 現 御 神 止 大八島 國所知 倭 根子 天皇 命 云々、 と 云 ふ 古語 

の 有る に、 就きて 考 ふるに 巳に 大國 主神 はし も、 幽冥に 入らせ 御 在し 坐して より、 全く 顯 身の 人の 世と しも 成れり け 

れば、 其の 高天原より 天降り 來坐 せる 皇御孫 尊 を、 現 御 神と 始めて 稱へ 奉れる 趣な り、 其 は 世 は 悉く 人の 世と 成りし 

より、 神 は 現に 見 奉る 可から ぬ を、 天皇 はし も、 凡人と は賓に 勝れて 尊く 高く 御 在し 坐す が 故に、 正 身 は 人に て 御 在 

し 坐せ ども、 天神の 御 許より 顯 はれ 出で させ 給へ る、 大御 神に て 渡らせ 給 ふ 由な り、 景行 天皇 四十 年御紀 に、 島津 

神、 國津 神の、 日本 武尊を 望み 拜み 奉りて、 仰視， 1 君容 r  於 人倫？ 若 神 之 乎、 欲， 知-一 姓名？ 對之 曰、 吾 是現人 神 之 

子 也と 有る 同 對の言 を 以て 味 はふ 可し、 叉、 雄 略 天皇 四 年御紀 に、 一事 主神より、 天皇の 御 事 を 現 人の 神と 申させ 給 

へるな ど、 其の 餘 にも 甚 多き 語なる なり、 其の 事、 委しく は、 偉 二十 九 現 事、 顯 事の 事 を 註して 云 ふべき 事なる が、 

卽ち現 御 神 は、 現 人 神に て 渡らせ 給へ る證 なり、 此に 祝詞の 舊訓 に、 現 事 を 阿良 比 登 碁 登と 有る は、 已に菅 家名 義抄 

に W でた る 事なる が、 其 は 現 人事と 云 ふ 事に て、 天皇の 八十 魂 神 を 治め 奉りて、 天下 を 御め させ 給 ふ、 大御政 を 申し 

アキ ラメゴ ト  ァギ ラメゴ ト 

奉れるな り、 叉、 顯事 を、 舊訓に 阿 伎 良 米 碁 登、 名義 抄に 阿佐 良 米 碁 登と 訓 める は、 明 所見 事、 叉鮮 所見 事に て、 右の 

幽 事の 反對 にて、 人の 上の 大御政 を&し 奉れる たれば、 幽顯 の界、 此に 於て 判然に 立ちて、 全く 人の.：^ の 顯國と は 成 
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れ \ ども、 猶 天皇 尊の 可 長き 御上 をば.' 現 御 神と も、 現 人 神と も稱へ 奉り、 又 神 御子と も稱へ 奉る 事 は、 古の 常に 

て、 萬 葉の 頃 も、 明津 神と も、 遠津 神と も、 常に 中し 奉れる 事に し 有りければ、 天地の 依り 合 ひの 極み 如此 く、 世 

は 人世に 在りながら、 皇御孫 尊 は 常 在に 現 人 神に 御 在し 坐す 御 事 を、 忘れ 奉る 可から す、 (叉 後に、 八 省 百官 を 置か 

せられた る、 其 を 四 等に 刻みて、 長官、 矛 、官、 判官、 主 典と 云 ふ、 其の 長官 を 加 美と 云 ふ は 、其の上に 立つ 事の 謂 

のみに は 非す、 天皇 は 神に て 御 在し 坐す より w でた る 可し、 又 位階と 云 ふ 事 も ffi で 来て、 一位、 二位な ど 云 ふ は、 

1 の 座に 居、 二の 座に 居る と 云 ふ 由 以て、 久良韋 と は 云 ふ 事なる が、 皇御孫 尊の 大 御座所 を、 天津 高 御座と. し 奉れ 

る、 其れに 對 へて 臣下の 著くべき 席 を 定められ たるに 同じ、) 0. 神武 天皇 御紀 に、 八 頭 烏 を 遣 はして、 虜共 を徵さ 

しめ 給 ふ 所に、 烏 到-, 其營， 而鳴之 曰、 天神 子 召 レ汝、 恰葬 過、 恰辨 過、 兄 磯城 忿之 曰、 聞 =天 壓神至 r 而吾爲 慨 憤-時、 

奈何 烏 鳥 若， 此 惡鳴耶 云. <<、 弟 磯城 宅， 而鳴之 曰、 天 神 子 召 レ汝、 ：怡祥 過、 怡摔 過、 時" 磯城 懷然 改. 容曰、 臣 

聞 一一 天壓神 至？ 日夕 畏懼、 善 乎 鳥 汝鳴之 若， 此者歟 (下略) と 有りて、 此方より は 天神 子と 名乘ら せる に、 彼方に て畏 

懼 みて、 天壓 神と 稱へ 奉れる 意 は、 此 より 以前に、 乃 神 策於冲 衿-曰、 (上略) 背 食 n 日 神 之 隨レ影 醒 躡、 如レ此 

則 會不レ 血， 虜必自 敗 矣と雄 詰び 爲 させ 給 ふが 如く、 其の 御 勢 實に當 る 可から ざる 御 有狀を 申し 奉れる なり、 叉是 

れ 其の 大 御稜 威 長み 奉りて ゆすと 申せるな り、 景行 天皇 四十 年御紀 に、 天皇、 日本 武 尊に 東征の 御 事 を 仰せ 給へ る 所 

•  力 タキ 

に、 今 朕 察，， 汝 爲，， 人 也、 身體 長大、 容姿 端正、 力 能杠， 鼎、 猛如， 雷電 T 所レ向 無， 前、 所い 攻 必勝、 卽知之 形 則 我 子 

實則 神人、 是寫 大愍， ー朕不 レ数 且國不 ％、 令 T 經っ綸 天業？ 不 一 宗廟-乎. と 有る は、 御 形 は 我が 子に して、 人 體には 御 


在し 坐せ ども、 身實は 天業 を經綸 めに 天神の 現れ 御 在し せる ぞと 稱へ譽 めさせ 給へ るに て、 現 人 神の 意な り、 叉 右 

に 引ける 島 津祌、 國津 神の^み 拜 みて、 仰視， 1 君容 r  一一 於 人倫 f 若 神 之 乎と e. せる に、 吾 是現人 神 之 子 也と 對 へさ 

せ 給 ひて、 御 父 天皇の 御 事 を 現 人 神と 申させ 給へ り、 叉 神 功 皇后 御 紀征韓 の 御 政の 所に、 新羅 王 曰、 吾 聞 東 有， 一 神 

國； 謂 _ー 日本 T 亦 有-一聖 王？ 謂 一； 天皇？ 必其國 之 神 兵 也、 豈 可ニ擧 レ兵以 g 一 乎、 云々 と 有りて、 國を神 國と云 ひ、 天皇の 

御 軍 を 神 兵と 云 ひて、 戰 はすして 懼れ畏 み 奉れるな り、 古事記 朝倉宮 段に は、 後更亦 幸つ 行吉 野， 之 時、 留， 一 其 童女 之 

所 7 遇、 於，， 其處， 立， 1 大御吳 床， 而、 坐 n 其 御吳床 T 彈 -1 御 琴？ 令 其孃子 云々、 其 歌 曰、 阿具 良韋 能、 加 微能美 

母 知、 比久許 登爾、 麻 比 須流袁 美那、 登 許 余 爾母加 母と 有りて、 此には 天皇 大御 自らの 御手 を 神の 御手と さへ 詠ま 

せ 給へ りき、 此を 以て、 天皇 尊 等の 御上 はし も、 御 形 は 人に こそ 御 在し 坐し けれ、 其の 身實 は、 神と も 神と、 實に 

天神 御子の 現 人 神に 渡らせ 給へ る 御 事 を曉り 明らむ 可くな む 有りけ る、 (應神 天皇 十三 年御紀 に、 大鹧雜 尊 與，； 髮長 

媛？ 旣得 夫- 膀勤. r 獨對， 1 髮長 媛， 歌 之 曰、 彌 知能 之 利、 古 破 馕場等 綿 場、 伽 未 能 語 等、 枳虚曳 之 介迺、 阿比 摩 涯羅靡 

區と 有る 三の 句 を、 釋に 如, 神 也と 注せり、 其の 始に、 天皇 遺 二 專使ー 以徵ニ 髮長媛 一と 有る が 如く、 天皇の 娶 させ 御 

在し 坐 さむと て 召 上させ 給へ る なれば、 思 食 も 寄ら ざり し を 賜 はりて 語ら はせ 給へ る を 以て、 如 神と は 詠み 給へ る 

なり、 是 にて 神と は 其の 界の 別なる を 云ふ稱 なる を 知る 可し、) 叉、 其の 雄 略 天 皇四 年御紀 に、 . 春 二月、 天皇 射つ 獵 

於 葛 城 山？ 忽 見-, 長人來 望，， 丹 谷？ 面貌 容儀 相 TT 似 天皇 T 天皇 知- 1 是神 T 猶レ故 問 曰、 何處 公也、 長人對 曰、 現 人 之 神、 

先稱 -1 王諱？ 然 後應レ 道、 天皇 答 曰、 朕 是幼武 尊 也、 長人^^、稱曰、 僕是 一 事 主神 也、 遂與 盤于遊 田、 駅-: 遂 一 鹿 f 相つ 辭 
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發 箭、 並， 轡 馳騁、 首詞 恭恪、 有レ 若，, 逢 仙 f 於 是日晚 田罷、 祌侍 ii 送 天皇？ 至- 1 來目水 T 是時 百姓 咸 言-一有 レ德 天皇.， 也 

と 所見た る 如く、 神 は 本より 天皇の 御 事 を 知り 奉らせ 給 ひながら、 御名 を宣 はさせ 奉らむ とて、 現 人 之 神、 先稱 二王 

諱， と. & させ 給へ り、 此の 御 事 を、 古事記に は、 叉 一時、 天皇 登， 一幸 葛 城 山， 之 時 云々、 有 T 其自， 一所 A 向 之 山 ffif 登； 山 

上， 人：； 旣 等，， 天皇 之齒簿 T 亦 其 装束 之狀、 及 人 衆、 相似 不レ 傾、 爾 天皇 望 令 レ問曰 云 .<、 故 天皇 亦 問 曰 云々、 於是答 

曰、 吾 先見-問 故、 吾 先 名吿、 吾 者、 雖ニ 悪事- 而ー言 、 雖-: 善事 > 而ー霄 、 言 離 之 神、 葛 城 之 一言 主大神 也、 fK 皇於 

レ是 惶畏而 お、 恐我大 神、 有，； 宇都 志 意 美， 者 不レ覺 白而、 大御刀 及 弓矢 始而、 睨，， 百官 人 等 所 レ服之 衣服 r 以 拜獻、 爾 

其 一首 主 大神手 打 受，, 其捧 故 天皇 之 還 幸 時、 其大 神滿， 山 末 r 於， 1 長 谷 山 口-達 奉と 所見た る、 此は御 父大國 主神 

と共に、 八十 隈に 隱れ させ 御 在し 坐し ける 事 を、 豫て所 知 食が 故に、 顯 御身 坐 さむと は 思 ほし 係け させ 給 は ざり し 

御 事なる が 故に、 惶長 ませ 給へ るな り、 是れ 神は隱 身に 御 在し 坐す 謂 を 知り、 叉顯 身の 中 にても、 天皇 尊 はし も 

現 人 神に て 渡らせ 給へ る 御 事 を 明らめ 奉る 可き 證 なり、 (此に 現 人 之 神と 有る は、 世人 共より 然 申し 奉れる に 非 

す、 一事 主大 神の、 天皇 尊 を 指して 然 申させ 給へ りし 御言な り、 是を 以て、 吾輩 凡人の 然 仰ぎ奉る のみに は 非す、 

神 等の 御上 にても、 天皇 尊 は、 實に 天神 御子と して 現 人 之 神に 渡らせ 給 ふが 故に、 然宣ふ 常の 事な りと 見 ゆ、 仰ぐ 

にも 餘り 有りて、 甚，^ 畏き御 事な り、) 右の 如く、 神 は 常に 隱 身に 御 在し 坐す が 故に、 遞 返に 御身 を 現 はし 給 へれば、 

其に 就きて 現 人 神と 申し 奉る 御 事な り、 萬 葉 六 (五十六 丁) に、 住吉 乃、 荒 人 神、 船 舳爾、 牛 吐赐、 叉、 拾 遣 集戀四 

に、 「住 吉の現 人 神に 誓 ひても 忘る- - 君が 心と ぞ 聞く」 叉 袖中抄 に、 「天降る 現 人 神の 相 生 を S 心へば 久し 住吉の 松」 た 


どと 有りて、 住吉 神を然 申せる 事 は、 攝津 風土記に、 所， 以稱， 1 住吉， 者、 昔 息 長足 比賣 1K 皇世、 住 吉大神 現 W 而、 巡？ T 

行 天下 T 覓-: 可い 住國- 時、 到， 1 於 沼 名 椋之長 岡 之 前 f 乃 謂二斯 實可レ 住之國 f 遂讃 n 稱之？ 云， 1 眞住 吉之國 T 乃定 n 神社 ハ 今 

俗 略， 之 直稱, 須美乃 数-と 見え、 播磨 風土記に、 賀茂 郡河內 里、 (上中下) 右由レ 川爲レ 名、 此里之 田、 不， 敷レ草 下，, 苗 

子？ 所 IT 以然- 者、 住 吉大神 上 坐 之 時、 食-於 此村 r 爾從神 等、 人^^置草、 解散 爲" 坐、 爾時草 主 大患 訴<1 於 大祌； 判 云、 

汝田苗 者 必雖レ 不レ敷 レ草如 レ敷レ 草 生、 故 其 村 田 于レ今 不レ敷 レ草作 1 一 苗代 一と 有る も、 此の 時 Q 御 事なる にて、 卽ち現 御身 を 

現 はし 御 在し 坐して、 宮處 求めに 天下 を 巡らせ 給 ひし 事の 御 在し 坐し ける が 故に、 現 人 神と は 申し^れる なり、 後拴遣 

集雜 三に、 「天皇 も 現 人 神 も 和む 迄 鳴きけ る 社の 郭公 哉」 と 詠める、 此は 八幡宮に ての 歌なる が、 其の 大神 はし も、 

輕島明 宮に大 坐. _< て、 天下 所 知 食し- 1 天皇に 御 在し 坐せば、 本より 然は 詠みつ 可き 事な りかし、 又 續詞花 集に、 北 野 

に 寄せ 奉る 歌、 「思 ひ W づゃ 無き 名 を 立つ は 憂 かりきと 現 人 神 も 有りし 昔 を」 と 有る も、 本 は 現 人な りしが、 神と 成 

らせ 給へ る 謂な り、 大まー に、 「夜の 中に 北 野に 莫 許の 松 を 令 レ生給 ひて 渡り 住み 給 ふ を こそ は 只今の 北野宮 と 申して 

現 人 神に て 御 在し 坐す めれ 1 と 有り、 偖、 住 吉大神 を、 現 人と 申し まれるな ど、 神 は 常は隱 身に 御 在し 坐す が 故に、 

稀々 にも 然る 事の 御 在し 坐せば、 然. & せる 古の 習俗な りしな りけ り、 (萬 葉に 荒の 字 を 書け る は、 借 字に て 本より 其 

の 心ならぬ を、 右の 「現 人 神 も 和む 迄 云- <<」 と 云 ふ 績けは 荒 字の 意に 見た るな り、 詠 物 なれば、 抱 はらす と雖 も、 其 

の 正し 無き は、 危 《1 なる 事な り、 叉 奥儀抄 に、 「現 人 神 は 地祇な り 地祇 を 現 人 神と も號 けたり」 と 云へ り、 地祇 は、 

皆 此の 國 にて 形 有りし 神 なれば、 如何にも 謂れた る 事ながら、 打ち 任せた る 稱には 非す、) 又、 上古に、 荒 振 神の 事、 
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マ 見えた る、 其 は 神代の 事 なれば 措きて、 人世と 成りても 多 かり、 其の  一 二 を 云 はむ に は、 古事記 白 檮原宮 段に、 

故 如此言 n 向-平-和 荒 夫 琉神等 T 退 n 撥不， 伏 人 等 一而、 坐-一 畝 火 之 白 禱原宮 一治-一 天下一 也と 見えた る、 荒布琉 神と 云 ふ 

は、 御紀 に、 天皇 獨與 u 皇子 手 硏耳命 T 帥， 軍而進 至- > 熊 野 荒 坂津ー (亦 名 丹 敷 浦) 因誅- > 丹 敷戶畔 者 T 時 神 吐 -1 毒氣？ 人 

物 咸瘁と 有る 此 なり、 記に、 此時、 熊 野 之 高 倉 下、 裔 nl 横 刀 T 到，， 於 天神 御子 之 伏 地- 而獻レ 之 時、 天神 御子 卽寤 起、 

詔，， 長寢乎 r 故 受っ取 其 横 刀-之 時、 其 熊 野 山 之 荒神 自皆 爲- 一切 仆 T 爾其惑 伏 御 軍 悉寤起 之と 有^ 此等を 云 ふなり、 又、 

日代宮 段に、 小碓命 者、 • 平，， 東西 之 荒神 及 不レ伏 人 等-也と 有る、 西の 荒神 は、 其の 熊 襲 をず 向に 御 在し 坐した る 所 

に、 山， 河祌、 及穴戶 神、 皆 言 向 而和參 上と 見え、 御紀 に、 旣而從 = 海路-還 レ俊、 到- 1 吉備 -以渡 穴 海- 其處有 惡 

J 則 殺， 之、 亦 比， 至， 一難 波？ 殺， 柏 濟之惡 神 一と 有る 是 なり、 叉、 古事記に、 爾 天皇 亦 頻詔ニ 倭 建 命 一 ー百コ 向 和.，， 平 東 本 

十二 道 之 荒 夫 琉神及 摩 都 樓波奴 人 等-と 有る 荒 夫琉神 は、 御紀 に、 則 日本 武尊 進入-一信 濃- 云. -、 食-一 於 山中- 山 神 令 

レ苦， 王、 以化ニ 白 鹿-立 二 於 王 前： 王異ビ 之、 以二箇 蒜ー彈 一一 白 鹿- 則 中， 眼而 殺， 之と 有る を、 此を 記に は、 亦 平 n 和 山 

河、 荒神 等， 而、 還 上 幸 時、 云々 と 見えたり、 叉 取，， 伊 服 岐之山 神-幸 行、 於是 詔- 1 玆山神 者 徒手 直 取- 而、 騰.. 其 山-之 

時、 白 猪 逢，， 于山邊 r 其大 如， 牛、 爾爲 n 言 擧， 而詔、 是化 n 白 猪-者、 其 神 之 使者、 雖 ，1 今不： 权、 還 時將" 权而騰 坐と 有 

る を、 御紀に は、 山 神、 化， 一大 蛇 ー當， 道と 見 ゆ、 此 等の 山 神. 河 神と 云 ふ 物 は、 神と は 云へ ども、 甚. <徵 少しき 祌に 

て、 獸 などに 靈を 託し、 其の 體を 借りて 荒 振る 小 鬼に て、 其の 體を 斬ら るれば、 共に 亡ぶ る 者 なれ ども、 顯 身の ノ 

とは異 りて、 ； t ャ しき 所有る を 以て 神と は 云へ るな り、 斯 かる 物に 神と 云 ふ は、 喪 31 出現 章 第二 1 書に、 素虔 鳴^ 勒レ蛇 


曰、 汝是可 長 之祌、 敢不， 變 乎と 有りて、 斯 許り 尊き 大神 すらに、 蛇 を 神と 宣 へり、 欽明 天皇 御紀 に、 秦大津 父が 
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事 を、 但臣 向-伊勢， 商賈來 還、 山 有レ逢 ヒー 狼 相鬪， 汚， 血、 乃 下 A 馬 洗 n 漱ロ 手， 祈請 曰、 汝是貴 神、 而樂. 麁行： 儻逢 -I 

獵士？ 見， 禽尤 速、 乃 抑コ止 相鬪？ 拭 n 洗 血 毛？ 遂遣； 一 放 之？ 俱令， 全， 命と 見え、 同 六 年に、 膳 臣巴提 便が、 子 を 虎に 取 

られ たる 所に、 天曉始 求、 有， 一虎 連 跡 r 臣乃 帶レ刀 環， 甲、 尋 至，， 巖岫？ 拔， 刀 曰、 敬受， ー絲綸 r 劬 B 勞 陸海 T 櫛レ 風沐， 雨、 

藉. 草 斑レ荆 者、 爲 其 子 > 令き 紹 n 父 業-也、 惟 汝威神 愛 レ子ー 也、 今夜 兒亡、 追 レ跡覓 至、 不レ長 t レ命、 欲レ報 故來、 

旣而其 虎 進 レ前開 レロ欲 レ噬、 巴 提便忽 申，： 左手 T 執 n 其 虎 舌 T 右手 刺殺、 剝 IT 取 皮， 還な ど 有りて、 如レ此 くに、 人の 爲に捕 

ら る.^ 虎狼 を も 神と 云へ る は、 其の 可 長き 勢 有る を 以てな り、 推 古 天皇 二十 六 年御紀 に、 舶材を 安藝 國に 令レ 伐ら る 

所に、 有， 人 曰、 霹靂 木 也、 不 t 可 I 伐、 河邊臣 曰、 其 雖，： 雷神？ 豈 逆，， 皇命， 耶、 多 祭， 1 幣帛 T 遣> 一人 夫 >  令， 伐、 則大 

雨 雷電 之、 愛 河 邊臣案 レ劎曰 云云、 卽化 n 少魚， 以狹ニ 樹枝？ 卽取レ 魚 焚, 之と 有る 如く、 魚と 化れば 魚に て 殺されて 其 

の命盡 くるに て、 山 神の、 鹿に 化り 蛇に 化り て 亡ぶ る も 亦 此れに 同じき 者な り、 (其甚 しきに 至りて は、 虫 を だに 

神と 云 ふ 事 有り、 皇極 天皇 三年 御紀 に、 東 國不盡 河邊人 大生 部 多、 勸 祭 巫 於 村里 之 人， 曰、 此者 常世 神 也、 祭，， 此 

神， 者 致 = 富與 tjr 巫祝 等、 遂詐 託，： 於 神 語， 曰 祭，， 常世 神 T 貧 人 致， 富、 老人 還 A 少、 云. <  、於， 是、 秦造河 勝、 惡 -1 民 所- 

レ惑、 打， 一大 生 部 多？ 其 巫 顿等恐 休-一 其勸 祭， と 有る、 虫に 然る 神氣の 有る に 非 ざれ ども、 鳴 呼の 者 有りて、 斯る妖 首 を 

唱へ 初む る 時 は、 所得たり と妖 鬼の 靈を 託して、 其の 祭を享 けむが 爲に、 愈 其の 力 を 添 ふる 事なる が、 秦河 勝の 如き 
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壯夫 有りて、 此 を打罸 むる 時 は、 其レ 限りに 何れへ か 立ち退きて 止む 事に て は 有れ ども、 暫時と 雖も、 然る 奇異なる 
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事 を 示す る は卽ち 神なる なり、 斯る 類、 後世と 成りて は 愈 多き 事な りかし、 俗に 某佛某 菩薩と 云 ふ 物に 暫時 靈の 有る が 

如くして、 驗の 有るな ども、 皆 然る 例なる 事、 此は平 田 翁の 說に甚 委しき 事な り、) 又、 a- を も 玉 を も 鏡 を も 物 を 

も 神と 申す 事 は、 其の 奇異に 靈 しく 妙なる 御 德を稱 へたる 者な り、 古事記の、 具 土神 を 斬り 給へ る 所に、 共 所レ斬 

之 刀 名、 謂 nIK 之 尾羽 張？ 亦 名 謂， 1 伊都 之 尾羽 張-と 有る を、 其の 國平 段に、 於是、 天 照 太 御 神 詔 之、 亦 遺 n 易 神-者 吉、 

爾思金 神 及 諸 神 白 之、 坐 n 天 安河， -上之 一人 石屋？ 名 伊都 之 尾羽 張 神 是可レ 遣と 所見て、 唯に 刀の 御 魂の みに て は 御 在し 

坐 さすして、 此 にて は、 巳に 一 神に て 御 在し 坐す は、 然御魂 神と 御 在し 坐す 上に て は、 形 體をも 自由に W で來 させ 

給 ふ 趣なる なむ、 神の 神た る 所以に は 有りけ る、 又、 御水 條 段に、 此時 伊邪那岐 命、 大歡喜 詔 T 吾 者 生 生 子， 而、 

於， 一生 終ん. ：|:j 一一 贵子 ：- 卽御頸 珠之玉 緖母由 良 邇、 取 由 良 加 志而、 賜- 1 天 照 太 御 神- 而詔 之、 汝命 者、 所レ 知- 髙 H 八 原- 矣、 

事 依而赐 也、 故 其 御 頸珠名 謂，, 御倉 板 擧之神 一と 有る は、 記傳七 (八丁) に、 一， 御祖 神の 赐 ひし、 重き 御 寶と爲 て、 天 

照 太 御 神の 御倉に 藏め、 其の 棚 上に 安置し 奉りて、 崇め 奉り 給 ひし 故の 御名なる 可し」 と 云 はれた るが 如く、 此は唯 神 

として 崇め 奉らせ 給へ るに て、 別に 御名 を 奉らせ 給へ るに は 非 ざれ ども、 m- く齋き 祭る 物 を 神と 祟 まへ 牵る 例な り、 

叉傳 十七、 十八に 註せ る 此の の 御 鏡 二 面の 御 事 を、 大倭本 記に、 一 鏡 者 天 照 太 神 之 御靈、 名 fK 懸太 神、 今 伊勢 圃 

磯宮 崇敬 拜太神 也、 一 鏡 者- 大照太 祌之前 御靈、 名 國懸太 神、 今 紀伊國 名 草 宮祭敬 拜太神 也と 有りて、 一 を： 大懸太 神、 

一 を 國懸太 神と 稱へ 奉れるな り、 又、 古事記 白 檮原宮 段なる、 天より 降り 給へ る 御 劍の御 事 を、 此刀 名、 云.. 佐士 

布 都神ハ 亦 名 云，： 薬 布 都 神？ 亦 名 布 都 御 魂、 此刀者 坐， 石 上 神宮-也と 所見た る、 其 を 御紀に は、 武 神 登 謂-一高 倉- 


曰、 予劍號 曰 ニー 貌靈？ (師 靈、 此云ーー赴屠能彌ケ^^磨し と 有る を 見れば、 已に、 其 Q 持主と 御 在し 坐す 武 难^ 雷神の、 然 

號 けさせ 給へ るな りけ り、 叉大 殿祭詞 に、 天降 利赐化 志、 食國 天下 登、 天津日嗣 所 知 食須、 皇御孫 之 命 乃 御殿 乎、 今 

奥山 乃、 大峽小 峽-爾 立 S 木 乎、 齋部 s 二 i 斧 乎 以伐操 s、 本末 乎 ST 山 神 S 祭 s、 中間 乎 持 W 來&、 齋組 乎以、 齋柱立 

s、 皇御孫 之 命 乃、 天 之 御 翳、 日 之 御 翳 止、 造奉仕^^流、 瑞之 御殿、 汝屋船 命 ほ、 天津 奇護 一一 一一 〔チ以 *«、 言壽鎭 白久、 

云々、 平氣久 安久 奉 護 S 神 御名 乎， 闩 久、 屋船久 々遲 命- 屋船豊 宇 氣姬命 、御名 乎 は 奉稱利 S と 見えた る、 此の 文に、 

瑞之 御殿 汝屋船 命と 有る 御殿の 下に、 平の 辭を 添へ 訓 むは、 甚 しき 僻事なる にて、 乎の 字 無き は、 其の 御殿 を 汝と指 

し、 直に 屋船 命の 御 形 實と祀 き 祭る 由なる にて、 上 件の 例 共に 同じき 由、 已に 祝詞 講義に 委しく 注せる が 如し *  (別 

に、 屋船 命と *. す 神 有りて、 御殿 神と 祀ふ 由に は 非す、 其の 木 を 以て 造り、 草 を 以て 葺 ける 御殿が、 取り も 直さす 屋 

船 命に て 御 在し 坐す を 云 ふなり、 若て 其の 下に、 屋 船久. „<遲 命 を 是木靈 也と 注し、 屋船豐 宇 氣姬命 を 是稻靈 也と 注せ 

る、 此の 二 神 は、 師の 古史 徵に、 「此詞 に、 掘 堅多留 柱、 桁、 梁戶、 牖乃錯 、鳴動 事 無久と 云へ る は、 木 神久々 能 知 神 

の 幸へ 給 ふ 功德に 係り、 引 結 幣魯葛 目 能 緩 比、 取蹇計 魯草乃 噪無久 と 有る は、 野 神 草 野比賣 神の 幸へ 給 ふ功德 に 係れ 

り、 然る を 此に草 野比賣 命と 云 はすして、 豊宇氣 娘と 云へ る は 如何と 云 ふに、 此の 神實 は、 稻穀を 成し 給へ ろ 神に 坐 

す を、 餘草を も 生し 給へ る は、 其の 幸 魂の 御 業なる 故に、 此は本 御靈の 御名 を 以て 云へ るな り」 と 有る にて 通えた る 

が、 其の 屋造の 木 は、 本より 久々 遲命 草葉 は、 豐 宇氣姬 命の 御靈 物な り、 然るに、 此に屋 船 命と 申せる は、 其の 全 

體の 御殿の 神 名と 抱稱 して、 >Y に は、 木と 草の 事 を 分ち 云 ふ 所な. る 故に 其の 祌. <  の 御名 を顯 はし、 其を總 ベた る 崖 
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船 を 以て 上に 冠 ふらせ 奉れる 者な り、) 故に 右の 如く 例 共 を 多く 聚 めて 說き廣 むれば、 末 は 多端に 成り 以て 行きて、 

上に も 粗 云 へ るが 如く、 神と は 物の 上 首と して 崇 まへ 尊ぶ にも 神と 申し、 叉 其の 德の靈 しく 奇 しく 妙に して 思 ひ 測り 

及ばざる 所 を も 神と 中し、 叉顯 身の 人に 對 へて は、 幽 りて 其の 形體の 見えさせ 給 はざる 上 を も 凡て 神と. &す 事に て、 

死れ る 人の 靈をも 神と まふ 事な り、 叉^. 玉. 鏡の 類 を も 神し き德 有る を稱 へて 神と 申し、 龍. 蛇. 虎. 狼 Q 類に も、 物 

に 勝れて 勢猛 きを 神と 云 ふ 事 常な り、 然る を、 其の 神と 云 ふ 名義 を、 隱 身と 云 ふ 言の 切れる ならむ とも 云 はぐ 云 はる 

可き 狀 なれ ども、 正しく 顯 身と 顯 はれさせ 御 在し 坐す を も 神と 申せば、 其 所に 至りて 指し 支へ ざる 事 を 得す、 故に 

I 中に 神と も祌と 世の 始 より 御 在し 坐し 初めて、 天地に も 諸 神に も 其の 元の 元と 坐し、 本の 本と 御 在し 坐せ る、 掛 まく 

も 恐き、 天 之 御中 主神と 申し 奉る 大御神 御 在し 坐して、 自餘に は、 物 も 無く、 事 も 無く、 世 涯を盡 して、 唯 高天原に 

て 謂 ゆる デ、 中の み 有り、 神と 申せば、 唯 此の 大御 神の み 御 在し 坐せ る當 昔、 何に 隱れ 何に 顯れ 坐： すと かは爲 む、 故に 

其の 義を先 づ此に 求む 可くな む 有りけ る、 然れ ば、 迦微の 迦は氣 なる 可し、 此の 天 中に 充ち 塞り て、 ： 大地 を も IgS ひ 萬 

物 をも藏 めて 遺さに る 物 なれば • 此 より 世に 盛大なる 物 無く、 將此 より I に 奇異なる 所な む 非 ざり ける、 微は； K 之 御 

中 主神の 御に て、 御紀 に、 皇產 靈此云 r, 美武須 3 化， と 有る 美是 なり、 借 其の物 は 何 ぞと云 ふに、 其の 氣 中に 圜 在て、 充 

ち滿 ちた る 精と 云 ふ 物 有るな り、 故に 其の 御中 主と 申す も、 御 は 精な り.' 中 は成處 なり、 獨り 其の 主と 御 在し 坐す 謂 

なる に，. に、 成り 坐せ る 高 皇産靈 神 • 神 皇産靈 神の、 高 は足氣 にて、 氣の 進むな り、 神 は氣聚 にて、 氣の混 るな 

り、 美 は 精に て、 右に 云へ る 御中 主の 御是 なり、 武須 3 比 は 結び 聚 めて 1 物と 成し 給 ひ、 此を： 大地と 成し、 萬 物と 成 L 


給 ふ 謂な り、 故に 其の 世の中の 涯際 は、 唯氣 のみな り、 其の 氣中 を總 ねて 唯 精の み 有り、 然れば 逸微と 申す 時 は、 

地 を も 萬 g を も 包ね 藏 めて、 世の中 を德べ 合せた る稱 になむ 有りければ， 此は實 に 天 之 御中 主神 一 柱に 限りた る稱に 

ムー * ネ  "*、 力 

して、 世の中の 極 際 はし も、 其の 神の 隱 身に 御 在し 坐す 正 身に して、 落つ る 隈無く、 漏る k 隈無く、 充ち 塞り 御 在し 

坐す ぞ、 卽ち 其の 迦徴に は 渡らせ 給 ひける、 自餘の 諸 神に 神と 申す は、 此に w でた る 者に て、 其の 本 一な り、 故 其の 

天 之 御中 主神 はし も、 世の中に 在りと 有ら S る 神の 初にして、 至尊く 御 在し 坐す に、 則 を 取りて、 物の 始を 上と 云 

ひ、 其の上に 在りて、 至尊き 神靈を 神と は 云 ふなり、 叉 其の 神の 御德 の、 妙に 奇 しく 大坐々 て、 心 も詞も 及び 絶えた 

る 御 事なる を 以て、 然る 類の 事に 神と 云へ り、 叉 常 在に 隱 身に 御 在し 坐す を 以て、 顯 身に 對 へて は、 然る 見え 難き に 

神と 申せるな ど、 皆 此の 天 之 御中 主神 一 神に 出で 来れる 稱 になむ 有りけ る、 猶ー 卷に 云へ る說共 を考へ 合す 可き 者な 

り.、 (然れ ども、 此は餘 りに 幽深 くして 徵 妙なる 事に し 有れば 凡庸の 人に は 語り 難き 事共 なれ ども、 右の 如く、 古書 
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に 在る 限りの 證 を擧げ て、 其の 中より 如此 く神隨 にして 生れ 出で 來る說 を 註 さすて は 得 有るべからざる 事なる 故に、 

己が 心に 浮びて 思 ひと 思 ふ 限り を、 心の 行く に 任せ、 筆の 遝 ぶに 隨 ひて 書き 留 むる 者な り、 此の 當否は 神に 質し 奉 

るより 外 無き 事に なむ、) 偖、 右の 如く 云々 ひて、 神と は 鍵の 方に 多く 云 ひ、 人と は 形體の 有る に 云 ふ 事なる が、 上 

に 註せ るが 如く、 伊 摔諾伊 群 W 二 神 はし も、 隱 身より W でさせ 御 在し 坐して、 初めて 顯 身と 成らせ 給へ りければ、 

マヒ タリ 

人の 始と 申さむ も强ー 一目に は 非ざる なり、 借 比 登と 云 ふ 名義 は. 合 足なる 可し、 其 は、 日 文の 一 を 比と 云 ひ、 十， を 登と 

云へ る、 其の 比 は、 偉一 に 註せ るが 如く 合に て、 天地 萬 物 を總べ 合せて 一 なり、 此を 伸ぶ る 時 は 十と 成れる を、 百 千 
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萬と 數の 衍れる も、 其の 十數 より 剩り 延ば はりた る 者 なれば、 救の 始は 一に 起り て、 數の終 は 十に 止る 事なる がー 

故に、 鎭魂 歌に は、 此の 十 を 多理と 云へ り、 其の 一、 十を聯 ねて 比 登と 云 ふと 云 はむ も、 亦 强說に は 非ざる 可し、 一 

惜、 比 を 合の 義 なりと 云 ふ は、 如何と 云 ふに、 大同 類聚 方 第二 章に、 比 登 乃 美 乃、 奈連流 半自免 波、 安 萬 都 美 他 麻、 一 

水火 氣  二 六 ssia 成 ^ 液 成 肉 成  IS 成  成  中 ほ 成 四肢 

美 S 保 乃 計 乃、 不多通 乎 加 波 *、 保 豆： ま 奈理、 知 之保奈 利、 士々 奈利、 須知奈 利、 保念奈 剥、 南訶^ 多奈 1-、 與迪依 

成  皮 成 sSt 成 口 成 S; 成  耳 穴 成  髮 W? 成 指 成  爪 担 成  ， 

太 奈^、 訶波奈 利、 波奈， -别、 久知那 p、 萬 那さ那 俚、 美味 阿奈々 n 钊、 加 美介奈 3.^、 遊 奈利、 都翯 念奈 流と 有り 一 

て、 天地の 初ノ 時の 消息に 異ならす、 其の 天律靈 を、 姑く 天 御中 主 尊に 常て- -、 .h- に 水火ぐ.^ の 二 を 交合す は、 高皇 

產靈尊 . 神 皇產靈 尊の 御所 爲 なり、 其の 保豆禰 は、 狀貌 難レ首 と 有る 一 物に て、 浮膏 なり、 血液 は 海水な り、 肉は國 

土な り、 骨 は 天 柱な り、 中 藏は黃 泉な り、 人 も 一 筒の 小天地と 云へ るが 如く、 少も遠 ふ 所 無き 者な り、 w、 其の 人體 

午  カタ チ タマ シ t 

と 成れる、 此を德 ぶれば、 氣と 形と 神 との 三なる 事、 上より. h 、々辨 へたる が 如きが、 叉 此の^ を 分 くれは 風 .火* 

金. 水 •  土の 五に て、 風は氣 なり、 火 は 神な り、 金 は 骨幹、 水 は 律 液、 土 は 皮肉に して、 此の 五の 中の 一 を 缺く時 .i 

は、 身體を 有つ 事 能 はざる 者な り、 此の 五 元、 神の 一身 を、 然して 和 有た せ 御 在し 坐す 事なる を 以て、 人の 比 は 合と - 

云 ふに 同じから むと は 今一 K ふなり、 身 を 美と 云 ふ も 聚の義 にして、 比の 合なる に 等し かる 可し、 上に 引ける、 天孫 降 一 

臨 章 第 四 一 書に、 大伴連 遠祖 天 忍 日 命の 御名 出で たる を、 姓氏 錄 (左 京 神 別 中天 神) に、 佐 伯 宿禱、 大 伴宿廳 同祖み _ 

有る を、 其の (右京 神 刖上ー K 神) 佐 伯 造、 天雷 神 孫、 IK 柙 人命 之 後 也と 見えた る を 以て、 天 忍 日 命 は、 IK 忍 人命の 義 

と 聞 ゆれば、 古に、 人 を 唯に 比との み も 云 ひけるな りけ り、 然れ ば、 神 名に 多く 某日 命と 云へ る は、 某 人命と 申さ 


むが 如く、 其の 顯身御 在し 坐す に 就きて、 然添 へて 申す 事と 聞 ゆめり、 (其 は、 八十 枉津日 神、 大枉津 日 神、 神 直 日 

神 大直日 神な どの 日是 なり、 其の 同時に 成り 坐せ る 神に、 底 筒 男 命、 中 筒 男 命、 表 筒 男 命、 叉 は 伊豆 能寶 神な ども、 

男女 を 以て 御名に 添へ たる を 以て 見れば、 日と 云 ふ 言 は 人の 意に て 添り たりけ む 事 も 知らる \ なり、) 登 を多理 なり 

と 一 K ひて、 おの 義 なりと 說 へる は、 傳 三に 註せ る、 面 足 尊と &し 奉れる、 始めて 御 形體の 足り 具の ひ、 備 はらせ 給 

ふ義の 御名な り、 私記に、 . ^形 未 n 必 具足？ 而 至，， 于此 神？ 人形 漸具、 額面 足 成、 故 謂 n 之 面 足， 也、 面 足 者、 人面 漸滿 

ハナ ハタ キ C マレ：：' ト  レ  ヒ タス  ヒタシ 

足之義 也、 形質 已具、 可. 謂 一一 太 極- 也と 有る 是を云 ふなり、 故 子 を 長す を 養と 云 ふ は、 日足の 義 なる 事、 傳 十三 

に 注せる が 如く、 叉 人 を 計 ふるに 一人、 二人と 云 ふ は、 一足、 二足と 云 ふ 事と 云 ふに 異ならす、 然れ ば、 天 足 彥國押 

人命、 日本 足 彥國押 人 天皇な ど稱へ 奉る 御名の 足 も、 御 面の 足 はし 坐せ る義を 以てなる 可し、 萬 葉 二  (四十 一丁) 

に、 1K 地、 日月 與共、 滿將 行、 祌乃御 面 跡、 云々、 九 (三十 四 丁) に、 ^月 之、 滿有 面輪 二な ど 見え、 叉 二  (二十 三 

丁) に、 IK 原、 ぽ放 見者、 大王 乃、 御壽者 長久、 天 足 有と 有る も、 御 面の 滿ち 足ら はし^せ るに 依りて、 御壽の 常し 

く 御 在し 坐 さむ 事 を 祝 ひ 奉らせ 給へ りと 見 ゆ、 若て、 人の 比 は 合の 義 にて、 然云 ひても 其の 事と 成る を、 登 も 亦 足の 義に 

て、 身體を 云ふ稱 なる を、 合せて 比 登と 云 ふ 語と 成りて、 一 より 十 を 係け て 不足ぬ 所 無く、 足り 整 ふれる 霄と 成れる 

者な り、 萬 葉 十二  (三十  一丁) に、 全 字 を 一に 用 ひて、 比 登と 訓 める を も、 合せ 思 ふ 可き なりけ り、 (予 先に は、 

人の 比 は、 產靈 を武須 S 比と 訓 める 比に て、 靈 字の 義 なる 可く、 登 は 本より 足りなければ、 靈 足の 意なる 可から むと 思 

ひし かど も、 此 如く 事 を 細かに 分けて 見れば、 巾々 に 其 は 危き說 にて、 我ながら も 心 恥 かしき 心ち ぞ する、) 〇 多 
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は、 四 神 W 生 章に、 吾 息雖， 多と 有る 下に、 偉 六に 云へ るが、 此に人 雖ニ多 請 一と 有る に、 續 きの 人 多 は、 神武 1K 皇御 

S 坂大室 S  人 多  入居  人 多  來入居 

紀に、 道臣 命、 乃 起 而歌之 曰、 於 佐 箇廼、 於 朋務露 夜珥、 比苫達 破而、 異離 烏利苫 毛、 比 苦 達 破而、 枳伊離 烏 利苫毛 

S 坂  大室 S  人 多  來 入居 人 多  入！ w 

云々、 此を 古事記に は、 大御 歌と して、 意 佐 加 能、 意富 牟盧 夜爾、 比 登 佐 波爾、 岐 伊理 袁理、 比 登 佐 波. 爾、 伊理 袁理 

ヒ トサ"  八 S 立 出 m  m  K 刀 

登 母 云々 と 有る、 此卽 ち、 人 多に の 例な り、 崇神 天皇 六十 年御紀 歌に、 椰句毛 多 薬， 伊都 毛 多難 流戰、 波 雞流多 知、 

る  多  15^  直  # 桐？  g 怜  ノ 

菴頭邏 佐 波 磨， 紀、 佐 微那辭 m: 阿波 鱧と 有る、 此を 古事記 日 代 害 段に は、 倭 建 命の 御 歌と して、 四 句 都 豆 良 佐 波 麻岐と 

有りて、 右に 同じ、 萬 葉 一 (十八 丁) に、 國者思 毛、 澤ニ雖 有、 三 (三十 八丁) に、 高山 者、 左 波. 跑雖 有、 五 (三十 

一 丁) に、 人 佐 播爾、 滿 「ラー 播阿禮 等 母、 云々、 天下、 奏多麻 比 志、 家 子等、 撰 多 k 比 天、 六 (十六 丁) に、 腹珠、 左 

磐爾潛 »、 叉 (四十 三 丁) 國者 霜、 多雖 有、 里 者 霜、 澤爾雖 有、 十 (十六 丁) に、 梅花、 令 散 春雨、 多 零、 十七 (三 

十九 丁) に、 夜 麻 波 之 母、 之自爾 安禮登 毛、 加 波々 之 母、 佐 波 爾由氣 等 毛、 又 (四十 五 丁) 野 毛 佐 波爾、 等 里 須太家 

里 等、 二十 (三十 七 丁) に、 若草 之 都 麻 母 古騰母 毛、 乎 知己 知爾、 左 波： 爾可 久美爲 など 猶多 かり、 (五卷 なる は、 

多くの 中より 撰び » づる義 以て 云 ふなり、 六卷 なる は、 多くと 澤とを 對へ云 ひ、 十七 卷 なる は、 繁と澤 とを拉 ベた 

り、 其の 澤も、 潤 澤の澤 字に し 有りければ、 然る 義をも 包 たれ ども、 猶 本字 あなり、) 〇 請 は 麻袁須 なり、 瑞珠盟 

約 章に、 於是、 素 戔嗚尊 請 曰と 有る 下に、 傳 十三に 註せ るが 如し、 若て 此を神 功 皇后 御紀 に、 皇后 選- 1 吉日-入-一 齋 

宮 r 親爲， 一 神主； 云々 而請 曰、 先日 敎，， 天皇 一 者 誰 神 也、 願欲レ 知-, 其 名 一と 有る は、 下なる 願 字に 見合す 可き 所なる 故 

に、 請 曰 を、 泥 疑 麻袁佐 久と訓 めり、 此の 、に、 言 之麗 美と 有る 一一 一一 c は、 謂 ゆる 太 祝詞 一一 一 n なる に、 古事記に、 布 刀 詔 戶 


言 禱白而 と 所見た る續 きを 思へば、 此の 請 字 をも禱 白の 如く 訓 みて、 人雖 n 多 請， を、 人 多 爾泥疑 麻 袁世杼 毛と 讀む 

なむ、 甚能相 協 ひて 聞 ゆ な る、 名義 抄に も 請 1  子泥賀 布と 有り、 (但、 本の 任に、 麻袁 須と訓 みても、 禱 白と 同じ 意 

なる が 上に、 言の 續 きも 猶 其の 方 勝りて 思 ゆれば、 訓 をば 改めす と雖 も、 意 は 其の 如くに て 有るべき 事 云 ふ も更な 

り、) 〇 未 は Sb 反な り、 ロ訣 に、 不レ今 也、 將來之 言と 有る が 如し、 神 世 七 代 章に、 古 天地 未レ 剖、 其の 第五 一書 

に、 天地 未, 生と 有る は、 天地 已剖、 又 天地 已 生に 對ふ言 なるな り、 四 神 W 生 章に、 未レ 有-一若 靈 Hf 王兒， と 有る は、 已 

に、 若 此靈異 の兒御 在し 坐せ る を 以てな り、 是時 天地 未：， 遠と 有る は、 天地 已に遠 放れる 後より、 其の 然ら ざり し 時 

を 云 ふなり、 此に、 未， 有，， 若此言 之麗美 者-也と 詔り 給へ る は、 上に、 人雖 一一 多 請-と 有る 人 字の 上に、 已 字の 有る 

意に て、 巳に 諸 神の 請 はせ る 言 麗 美しから す、 今、 天兒屋 命の 廣く 厚く 稱辭竟 へ、 祈み 啓 さる i 言の 麗 美しと 聞し 

食し 愛でさせ 給へ る 趣に て、 大に味 有る 事に なむ、 (伊 麻陀 を、 右に 不レ今 也と 注せる、 陀のー百田.^得す 若く は 不 

字の 意に て那 なる を、 連聲に 依りて と 云 ふに や 有らむ、 古事記 明宫 段に、 兄 子 者 旣成レ 人、 是無 レ惜、 弟子 者 未レ成 

レ人、 是 愛と 有りて、 旣と 未と を對 へたり、 右に 云へ るに 田 心 ひ 合す 可し、 偖、 未の 言 を 上に 置く 時 は、 下 は 必す不 

の 意に、 ズ 受と訓 むべき を 然らぬ は、 少か 異なり、 才、 に 云 ふべき なり、) 古事記 八 千 矛 神の 御 歌に、 多 知賀遠 母、 伊 麻 

陀 登加受 弓ー、 游須比 遠 母、 伊 麻 陀登加 泥 婆と 見えたり、 矛、 に、 爾其沼 河 比賣、 未レ開 レ戶、 自：^ 內歌 曰、 云々、 故 其 夜 

者不レ 合而、 明日 夜爲， 1 御 合-也と 有る も、 其 夜 者末レ 合而、 明 夜已合 也の 義 たる 事、 右の 如し、 又、 同じ 未の 首な が 

ら、 一 種別なる も 有り、 萬 葉 四 (五十 九 丁) に、 若木 乃 梅 毛、 未 含有、 七 (十九 丁) に、 赤お 門浪、 未 佐 和來、 又 
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(二十 五 丁) 木末 之 於 者、 未歸、 又 (三十 五 丁) 片枝 者、 未 含有、 九 (十 丁) に、 一一； 和 山 者、 未 含、 叉 (十一 丁) 三 雪 

遺、 未 冬 鴨、 十 (九 丁) に、 見 雪 者、 未 冬 有、 十 一 (四十 八丁) に、 三 島菅、 未 苗 在、 十八 (十六 丁) に、 佐 具 良 波 

奈、 伊 麻 太 敷布 賣利、 二十 (五十 七 丁) に、 都 奇餘米 婆、 伊 麻 太冬奈 里、 古今 集に、 「梅が 枝に 來 居る！^? 春 係け て. 

けど も 未だ 雪 は 降つ、」 叉 「今朝 來 鳴き 未だ 旅なる 時鳥 花 橘に 宿 は 借らな む」 など 有る は、 右の 未 不と云 ふ 例なる 

と は 異にて、 俗に 麻 陀と云 ふに 同じ 樣な るが、 猶考 ふるに、 此も 上の 同 例に て、 ず 外に 不の霄 の 遣れるな る 可し、 

コギ 

おの 「若木の 梅 毛、 未 含有」 の下に「#^かむともせす」、 「赤 石 門 浪.' 来 佐 和 有」 の 下に 「榜 渡られす」 などの 如き 詞の 

マダ午 

略 かれる にも 有るべし、 叉 は、 萬 葉 十二  (三十  一 丁) に、 今夕 彈、 速 初夜 從、 緩解 我 妹と 有る 速、 又は、 十：： 今 集に、 

「五月 來ば 鳴き も舊 りなむ 時鳥 麻陀 しき 程の 聲を 聞かば や」 と 有る、 麻陀 しき の 類 にても 有る ベ きなり、 (或說 に、 右 等 

の 未 を今將 Q 略と も、 漢文の 猶 字の 義 なりと も 云 へれ ども、 猶 外に 意 有るべく して、 落ち 著かざる 心ち の爲 める 事 

なれ ども、 未だ 德に思 ひ？，：：： たる 說 無ければ、 例の み を W す 者な り、) 〇 一一-一 I： は、 記 偉に 許 登と 訓 みて 引かれた るに 從 

ふ 可し、 此 ー11 "と 云 ふ は、 右に 廣厚 稱辭祈 啓芡と 有る にて、 第二 一書に、 天兒屋 命、 則 以祌祝 祝 之と 有る 是 なり、 其 

を、 私記に、 是謂 T 以 一一 神明 之 祝 文 一而 祝 申， と 云 ひ、 ロ訣 に、 神 祝 祝 之、 祝 il 也と 註して、 你ニ 十一 に 云へ るが 如し、 

又 古事記に は、 此を 天 兒屋 命、 布 刀 詔戶言 禱白而 と 見えた る、 此等を 合せて、 此に 言と 云 ふ は、 其の 太 祝詞 言なる 

事 を曉る 可し、 上に 正書に 天 兒屋命 太 玉 命の 相與 致，， 其 祈 禱ー焉 と 有る が 如く、  ニ祌 共に、 祈禱り 奉らせ 給へ る iel^ な 

れ ども、 天 太 玉 命 は、 IE 帛を 捧げ 奉らせ 給 ふ 方 を 主として、 其に 就きて、 其の 稱讃を 申させ 給へ るの みこ そ 有りけ 


れ * 打ち 任せて 其の 御 祈の 祝詞 を 申し 給へ る は、 1K 兒屋 命に 御 在し 坐す 故に、 此の 禀に 依りて、 其の 神の 亦 か を 太 

祝詞 命と 食 はせ させ 御 在し 坐したり けらし、 祌名帳 頭註に、 左 京 ニ條、 太 詔戶命 神、 本社 和 州 添 上 郡、 對 州下縣 郡、 

天 兒屋命 也と 有る 是 なり、 神祅 令に.' 其 祈 年、 月 fs- 祭 者、 百官 集 11 神祇官？ 中 臣宣- 一 祝詞 T 忌 部 班 n 幣帛 T 又、 凡踐祚 

之 日、 中臣 奏，, fK 神 之壽詞 r 忌 部 上- 1 神璽 之 鏡 劎-と 見え、 祝詞 式に、 凡 祭祀 祝詞 者、 御殿 御門 等 祭、 齋部氏 祝詞、 

以外 諸 祭 中臣氏 祝詞と も 有りて、 天地の 共に 易る 可から ぬ 御 式と 成れる を 以て も、 宽に IK 兒屋命 卽ち太 祝詞 命に て 

御 在し 坐す 事灼然 くな む、 (右の 如く、 年中 諸 祭の 中に、 齋 部の 官： りせ-す とて は、 僅に 御殿 • 御門 等の 祭詞 Q みな 

るが、 其 も の 祝詞の 様と は 異にて、 壽詞の 類なる 者な り、 此に 磐戶の 前にての 御 事 を も、 拾遺に、 令， 一太 玉 命 捧持 

稱讃， と 有る が 如く、 天兒屋 命のと は 等しから ざる 事、 巳に 註せ るが 如し、) 神 名 式に、 左 京 ニ條坐 神社 二 座、 (並 月 

矛、 相嘗 新嘗) 太 詔戶命 神、 久慈 眞智命 神と 拉び御 在し 坐す 是 なり、 師說 に、 此の 久慈眞 智命を も 天兒屋 命の 亦 名と 定 

タカキ n  、口  - 

めら れ たる、 實に 卓見 にて、 一 神の 御名の 各々 の 御 功に 就きて 稱へ 分けて、 二  iil と 祀れる 者な りけ り、 此の 時に， 

已刀 詔戶曾 禱白 云々 の 御 功に 依りて、 太詔戶 命と 负ひ 坐し、 叉、 古事記に 謂 ゆる、 召， へ 天兒屋 命. 布 刀 玉 命？ 而 内つ 拔 

天 香 山 之 眞男鹿 之 肩 一 拔而、 令 二 占 合 麻 迦那波 一而 云々 と 有る、 此の 太い I： の 行事に 就きて、 久 慈眞智 命と す 御名 Q 御 

在し 坐せ るな り、 傳 十七 思 兼 神に 下に 引ける 鹿 卜 起源と 云 ふ 書に、 久志眞 智產靈 命、 太 祝！ 1 命 (天 兒屋 命別號 也) 

と 有る も、 此の 二 神 を 兼ねて、 天兒屋 命別號 也と 註せ るな り、 此を 以て、 師說 の强 ひられざる 事 を曉る 可くな む 有 

りけ る、 奏御ト 儀に、 六月 一 日、 (十二月 亦 同) 祭，, ト庭神 二 座 f  (料 物色 目 在， 一 神祇 式，) と 見え、 其の 事 を、 四時 
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祭式に、 ト n 御體； (辭曰 n 於 保 美 麻-) ト庭神 祭 二 座、 (御ト 始終 日祭レ 之) と 有る が 如く、  二 座に 分けて 被 祭る 事な 

るが、 其の 相 嘗祭條 に、 太 詔 戶社ニ 座、 (坐，, 左 京 二 條，) と有りて、 社名を太詔戶社と^^せるを以て考ふ る に. 

下に 擧 ぐる 大和 國 なる 對馬 島なる、 共に 何 座と は 書され ざれ ども、 二 座 を 合せて， まらる \ 事 著明し、 此の 外に も、 

江 次第に、 御體御 占、 神祇官 人、 籠， 一 本官- 迎 n 太 詔戶明 神， と 見え、 古事 談 六に、 龜甲御 占 春 日 南 窒町西 角 

仁 御 坐" お 流、 太 詔 戶明神 止 申、 件 社 乎、 此占乃 時 波奉レ 念と 書して、 唯 太 詔 戶命ー 神を擧 げたる は、 其の 同 神なる を 

以て 一 座 を 省き 載せられざる なり、 淸和 天皇 實錄 に、 貞覜 元年 正月 二十 七日 甲 中、 奉 レ投， ： 左 京職從 五位 上 太 祝詞 神、 

久 慈眞智 神、 並 正 五位 上 一と 有りて、 此に のみ 二 柱の 御名 を舉 げられ たれ ども、 日本 紀 略に、 延喜 三年 五月 十五 日- 

授， 一 左 京 太 詔 戶神從 四 位上ハ 承 平 元年 六月 一日 丁 巳、 奉， 授，， 左 京 正 四 位 上 太 詔 戶神從 三位.； 天 慶 三年 七月 五日、 奉 

レ授， 一 左京從 三位 太 詔戶神 正三位， と、 三 所 共に 唯一 神の 御名 を 出されたり、 (此の 御社の 一 3$ を、 山城 志に、 在，, 三條 

坊門 北、 坊城東 司 政所， と 云へ る、 三 條坊門 は 今 御池 通と 云 ひ、 坊城は 淨顧寺 町 を 云 ひ、 東 W 政所と は 束 町奉行の 

邸宅な り、 其の 邊に春 日 明 神と て 古社の 御 在し 坐す 是 なり、 古事 談に、 春 日 南、 • 春 日 南 窒町西 角と： K ひて、 已く 

日て ふ 地名に 成れる も、 其の： 大兒屋 命 を、 世に 春 日 神と 申し 奉れる から、 其の 同 神に 御 在し 坐す より W でた る 可し、) 

然るに、 龜兆傳 とて 釋に 引ける に- 凡述， ー龜 誓；' 皇親 神魯岐 神魯美 命、 荒 振 神 者 掃々 平、 石木 草葉 斷，， 其 語 f 詔， 一群 

神つ 吾 皇御孫 命 者、 豐 葦原 水 穗國、 安平 知 食、 fK 降 奉 寄 之 時、 誰 神、 皇御孫 命 朝 之 御 食、 (尋常 之御瞎 也) 長 之 御 

食 遠 之 御 食 之 間、 (聞 n 食 大嘗會 昏曉御 膳， 也、 故事 以上 皆 以，， ト 食，) 可， 一 仕 奉 f 神 問 問 賜 之 時、 取， へ 大香山 之 白 名 鹿； - 


( 1 說曰、 白眞男 鹿、) 吾 將，, 仕 奉 r 我 之 肩骨內 拔拔、 出， 火 成， ト以 問， 之、 問 給 之， 時、 已 致-, 火 偽 r 太 詔 戶命進 啓、 

(叉 按、 時 神 女 住 M 天 香 山-也、 龜津比 女 命、 今稱 -1 天津 詔戶 太詔戶 命， 也、) 白 眞名鹿 者、 可， 知 n 上 國之事 T 何 知，, 地下 

之 事 T 吾 者 能 知 > ー上國 地下： 大神 地祇 ハ 沉復 人情 憤惜、 但 手足 容貌、 不， 同，， 群 神？ 故 皇御孫 命、 放 n 天 石 座？ 別，， 八重雲 f 

IK 降 坐 立 M 御前， 降來 也、 云々 と 有りて • 龜ト 祭文なる も、 凡 右に 同じき が、 此は 甚く 異なる 傳 にて、 右の 如くば、 

太 祝詞 命と 申す は 龜津比 女 命と. e. す 神の 事に て、 右に 天兒屋 命な りと 定め 云 ふ說と は、 甚々 事 違 ひて 聞え、 叉 天兒屋 

. 命なら ぬ 神に、 天津 詔戶 命と &す 可き 謂れ 無ければ、 却に 疑 はしき 事 なれば、 ト家 にて W で 来れる 偽書なる 可き 事、 

本より 論 無しと 雖も、 龜ト とだに 云へば、 漢 家より 傳 へたる 者との み 思 ふめる 事 なれ ども、 傳 十七に 註せ るが 如く、 

鹿トは 此の 磐戶 段に 起り、 龜トは 御 天降の 時に 始まりて、 此の 二つ共に、 天 兒屋 命、 亦 名 太 祝詞 命の 定めさせ 給へ る 

御 事なる から、 中古より 龜ト をのみ 主と 爲ら る. - 事と 成れる、 其の 元 を 尊く 爲む とて、 終に 其の 龜を 以て、 太 祝 詞 命 

と は 偽り 造れる 者な りけ り、 又、 其の 始めて 仕へ 奉れる 龜は、 信に 龜津比 女神と 云 ひけむ は、 然も 有るべし、 其 所 

に、 住 n 天 香 山， 也 云々、 今稱 n 天津 詔戶 太祝戶 命， と 云 ふ は、 註文 なれば、 後人 推量の 說 にて、 實に は、 天 兒屋命 は 

しも 天津 詔戶 太詔戶 命と 申して、 天 香 山に 御 在し 坐す を、 引き付け たる 者と 所見たり、 (偖、 其の 下に、 伹、 手足 容 

貌、 不. 同一 一群 神 f 故 皇御孫 命、 放，： 天 石 座？  ^>,A^a-s: ヂ 、降 坐、 立，, 御前 ー下來 也と 有る は、 其の 龜津比 女 命と 云 

ふ は、 天鈿女 命の 從神 などに て、 一穴 降り 給 ひける にや、 龜は、 海中に 住む 甲 族なる に、 古事記に、 於是、 途， 1 猿 田 

比 十：： 神， 而還 到、 乃悉 追つ 聚蟠廣 物 籍狹物 1 以問 n 一一- in 汝者大 神 御子 仕 f. 耶， 之 時、 諸 魚 仕 奉 白 之 中 海鼠 不， お、 爾 天宇受 
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賣命、 謂，， 海鼠. 云、 此ロ乎 不レ答 之 ロ而、 以，， 紐 小刀， 拆，； 其 口： 故 於， 今 海鼠 ロ拆 也、 是以、 御世 島 之 速 絷獻之 時、 給， 1 

猿 女 君 等 一也と 有る 事 は、 此とは 甚く^なる 事ながら 思 ひ 合す 事 無き に 非ざる なり、 依、 傳 十七 IK 香 山の 下に ける 

が 如く、 伊豫 風土記に、 伊豫 郡 、自， 郡 家， 以東 北 在 n 天 山？ 所レ 名， ーデ、 山， 由 者、 俊 有，； 大加具 山？ 自っ大 -大降 時、 二分 

而、 以 n 片端， 者、 "天 っ降 於 倭國？ 以， 一片 端， 者、 天 降 於此土  T 因 謂， 一天 山， 也と 有る を、 萬 葉の 註に、 「阿波 阈 風土記の 

如くば、 空より 零 降た る 山の、 大 なる は、 阿波 國に零 降りた る を、 天 祝詞 山と 云 ひ、 其の 山の 碎 けて 大和に 零り 著 

きたる を、 天 香 山と 云 ふとな む」 と 所見た る、 此を總 ベ 云 ふ 時 は、 天上に 在りし 天 香 山の 三に 分れて 降り 著き たるに 

て、 一 は 大山、 一 は 天 祝詞 山、 一 は 天 香 山と 分ち 云 ふ 事 なれ ども、 51 がらに、 -大 上に て 呼びし 亦 名 を、 此に は、 各 

其の 一 を 以て 山 名と は爲 せる にて、 大和のに も-. K 祝詞 山の 名 有るべく、 阿波なる にも 大^山の 名 有るべき 事な り、 然 

云 ふ 故 は、 上に 註せ る 如く、 太 _^戶 命、 久慈眞 智命を 合せて 太 _^戶 社と 巾せ る は、 共の 一 神の 謂なる を 以てなる に、 

神 名 式に、 大和 國十市 IT 大香山 坐 稱眞命 神社 (大、 月次、 新嘗、 元 名 太 麻 等 乃 知 神) と 有る は、 神武 "大皇 御 紀に謂 ゆる ， 

天 香 山 社是な り、 此の 神卽ち 或說の 如く 大兒屋 命に 御 在 し^す 時 はおの 天 祝詞 山 大に由 有り、 叉、 龜兆 偉に、 龜^ 比 

女 命と 云 ふ は、 似 著 はしから ざれ ども、 住 一一 天 香 山， 也、 云々、 1K 津詔刀 太 詔 戶命也 を、 ； K 兒屋 命の 御 事と 見る 時 は、 

信に 事相 契合て 聞 ゆめり、 (其の 御社の 御 事 は、 1K 孫 降臨 章 第二 一書、 n^」 大兒屋 命、 主 M 神事 之宗 源-者 也、 ^^俾7以.： 

太 占 之 ト事ハ 而奉 ゃ仕焉 と 有る 下に、 其の 龜兆俾 を も 合せ 說くを 見る 可し、 此は、 唯、 太 祝詞の 事 を 主と 云へ るの み) 

叉 神 名 式に、 大和 國添上 郡 太 祝.^ 神社、 (大、 月 ォ、、 新蒈) と 有る を、 兼 俱の書 入に、 天 兒屋命 也と 有る は、 上に 引 


ける 頭註に、 右京 ニ條太 詔戶命 神， 本社 和 州 添 上 郡、 對 州下縣 郡、 天 兒屋命 也と 有る に 合へ り、 此の 文に 依る に、 上 

なる 左 京 ニ條社 は、 此の 本社 添 上 郡に 御 在し 坐す にて、 譬 へば、 香 島、 鹿 取、 平 岡 等 神 を 春 日に て 祭られ、 今 木、 久 

度、 古 開 神 等 を 平野に て 祭らる k に 等し かりぬ 可き 御 事な り、 然れば 此の 神 はし も、 太い；： の 御 事に 就きて 京 中に 御 在し 

坐 させ 奉らす て は、 其の 便り 悪き が 故に、 勸請 奉らせ 給へ るな りけ り、 惜、 此の 社 は、 大、 月次、 新嘗と 有りて、 並 

並の 御 神に は 御 在し 傘： さ るに、 古より 一 度に て 祌階を 奉らせ 給へ りし 御 事の 所見ざる は、 甚不 藩し きに 就きて 思 ふ 

に、 春 日祭詞 講義に 已に 註せ るが 如く、 彼の 社 を 定め 奉らせ 給へ る 後に は、 鹿 島、 香 取、 平 岡 等へ 奉らせ 給 ふ 其の 神 

階 を も • 春 日 祭神 社に 奉らせ 給 ひて、 其 を 本社の 神 階と 爲られ たる 例に 同じく、 此も、 左 京ニ條 社に て、 ^觀 元年に 

正 五位 上より 始めて、 天慶 三年に 至りて、 巳に 正三位に 進ませ 御 在し 坐し けるな りけ り、 傻、 此の 御社 は、 然 許り 止 

事 無き 御社に て 御 在し 坐す を、 大和 志に、 在所 未， 詳と 有る が甚 悲しくて、 年頃 考へ つる 事なる が、 今一の 據を得 

たり、 奧義抄 に、 「公家に 龜トの 御 占と 云 ふ 事 有り、 ト部氏 者 * 朱 櫻 木に て、 龜 甲を灼 きてい；： な ふなり、 云々、 笛 

吹 社より は、 朱 櫻 木 を 伐り て 都に 奉り ぬれば、 神 司、 龜の ト爲る 事に ぞ 侍りけ ると. a. すなり」 と 有る は、 祌名 式に、 

同 郡 穴 神；^ と 有る (兼俱 本に 穴咋と 作る) に、 舊訓 阿那都 伎、 叉 布惠布 伎な どと も 有る より 誤れる にて、 此の 社 地よ 

り令レ 探られし ならむ が、 其 は、 最行 天皇 五十 五 年御紀 に、 謂 ゆる i_ ^日 穴 昨邑是 ならむ と 思 ゆれば、 穴 、は 穴咋 にて 

，、キ  ケ匕  H 

有るべき が、 何れにしても、 穴 は 太 占の 町 形と 聞え、 ，h 、にても 咋 にても、 其 を 穿る 義 なりと 思しければ， 右の 久慈 K 

智命 など 御 在し^ すらむ も 知る ベから す、 故、 太 祝詞 神社、 穴 次 神社 一 所に 並び 坐せ る を 以て、 其の 境内なる 朱楼を 
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令 採られて、 御 トには 用：^ させ 給へ るに こそ • 然れば • 奥義 抄に は、 此の 社 を 誤りて 笛吹 社と は 云へ るな りけ り、 

或 人、 春 日 社 記に 謂 ゆる 穴 栗 明 神 は、 此の 穴 次 神社 かと 云へ り、 御紀に 考艱叉 撿竅を 阿那具 流と 訓 まれ たれば、 太 

占の 事に 愈 由 有り、 傅、 此の 御社、 今 も 古市 村の 西方に 立た せ 御 在し 坐せ り、 (但、 春 日 社 記の 穴 栗 明 神 を、 小社 

記に、 舞 殿 東と 有れば、 其の 所在 違へ るに 似たり と雖 も、 古市 は 南方に 一 里 許 も隔れ i ば、 其の 遙宮を 構り て此 にて 

祭りし にも 有るべし、 偖 神 名 式 を 見る に、 一 に 和 爾坐赤 坂 比 古神 社、 二に 穴 、神社、 三に 和爾下 神社、 四に 奈良都 比 

古神 社、 五に 太 祝詞 神社、 六に 高 橋 神社に て、 其の 次第、 何れも 今の 奈 良より は 南方の 社.々 なり、 其の 和爾 は、 十：：^ 

より は 南に 和爾 村有り て、 今櫟 本と 云ふ邊 なり、 奈良豆 比 古神 社 は、 奈 良より 北に て、 奈.； 5{ 坂と 云 ふ 有れば、 此の 

一 は 別 なれ ども、 ナ：： なる 高 橋 神社 は、 八條 村と 云 ふに 有りて、 奈 R より 西南に 在り、 斯れ ば、 太 祝詞 神社 は 何れに 

しても 奈 良より 南に 在るべき を、 古に 然 許り 大社に て 御 在し 坐し ける 御社の、 絕ぇ竟 つべ くも 非 ざれば、 右の 穴 次 

神社と 同地に 御 在し 坐し ける が、 後に 一に 成れるな る 可し、 予、 安政 元年 十月に、 北浦爲 政と 云 ふ 其の 古市 人に 案 

內 せられて 詣で 奉りつ るに、 其の時には斯る事などは思ひも寄らざりし故に^§にも思ぇねども、 本殿 は 四 座 並び 坐せ 

りと 思 ゆ、) 又、 神 名 式に、 ffi 雲 國意字 郡 利刀 神社、 今 本に 能 を 熊に 誤れ ども- 風土記に 詔 門 社と 有る に 依りて、 其 

の 誤なる 事 著ければ、 今 改めて 引きつ、 其の 由來今 知る 可から ざれ ども、 天孫 降臨 章 第二 一書なる 大物 主神の 歸 順 は 

せ 給へ る 所に、 天！： 儿屋命 を、 故 謂 T 以-: 太 占之ト 事, 而 奉.？ 仕焉と 有るな どの 由に もや 依 るら む、 傅 無ければ 知り 靴し、 

此の 社、 大 草 鄉日吉 村に 御 在し 坐して、 ^山大 明 神と 申す と 云へ り、 又、 神 名 式に、 對馬島 上縣郡 能理刀 神社、 淸和 


天皇 實錄 に、 い U 観 十二 年 三月 五日 丁 巳、 校，： 對馬島 無位 能理 刀神從 五位 下 一と 所見たり、 ^^5-島記事と云ふ物に、 上縣郡 

豐崎鄕 西 泊 村 神社、 云-: 能理刀 神社 T 所 レ祭三 座、 宇 麻 志 摩 治 命、 天兒屋 命、 烏賊 律臣 命、 或 云 健 男 霜 凝 神、 今 稱，！ 熊 野 

權現ハ 蓋 龜ト所 神、 卽延喜 式 神 名 帳 所， 載 也、 ^偉、 有 = 老人 夫婦 者？ 乘 n 彦神 於舫- 至- 1 隣濱 T  (在，, 村 西北，) 造， 殿留 

居、 區有， 1 稷樹？ 謂 U 之 衣掛 T 後遷 >1 今 地 f 云々、 日未レ W 時、 隣濱 老翁、 紅袍 具レ憬 W 遊、 覩者皆 死、 里人 相傳、 禁-未 

レ明 W 行， と 有り、 此の 三 座の 中なる 天 兒屋命 卽ち太 祝詞 命に 御 在し 坐す 事、 上に 云へ るが 如し、 其の 宇 麻 志 麻 治 命 

は、 久 慈眞智 命の 訛傳 ならむ かと も 思 ひし かど も、 式 外に、 同 郡 佐 護鄕惠 古村 神社、 云-一 熊野權 現； 所 レ祭三 座、 宇 麻 

志 摩 治 命、 天兒屋 命、 雷 大臣 命と 云 へれば、 宇 麻 志は稱 名、. 摩 治 は 町に て、 太 兆の 事に 甚 じく 御 功 坐せ る 由有る 御名 

と 間 ゆ、 此の 雷 大臣 命 は、 仲哀 天皇 九 年 御紀に 見えた る中臣 烏賊 津 連に 坐せば、 本より 龜トに 功 有る 神に 坐せ り、 (右 

に、 老翁 紅袍 具， 帽出 遊と 有る は、 當 社の 神に 御 在し 坐 すらむ が、 貞觀 十二 年に 從五 位下に 渡らせ 給 ふが 故に、 其の 衣 

袍を用 ひさせ 給 ふなる 可し、 幽冥の 神と 申せ ども、 顯 明より 御 位 を 奉らせ 給 ふ 上 は、 萬に 其の 御 定めの 任に、 拉てさ 

せ 給 ふ 御 事と 伺 はる、 此等は 心得て 有る. 可き 事な り、) 叉 神 名 式に、 對馬島 下 縣郡太 祝詞 神社 (名 神 大)、 淸和 天皇 實 

」錄 に、 貞觀 十二 年 三月 五日 丁巳授 -1 對 馬島從 五位 上 太 祝詞 神 正 五位 下-と 有る 是 なり、 此 社の 合 殿 雷 命、 始めは 佐須鄕 

に 御 在し 坐し. -を、 今 與良鄕 加 志 村に 共に 御 在し 坐す と 云へ り、 其の 津島 記事に、 下 縣郡與 良 鄕加志 村 神社、 云 n 加 

志 火 明 神社？ 祭-太 祝詞 命、 雷 大臣 命？ 卽雷 大臣 宮趾 也、 側 有 域 T 方 一 丈 三尺 許、 累， 石爲レ 壇、 雷 大臣 兆處 也、 太 

祝詞 神社 見 延喜 式-と 有る 是 なり、 上縣郡 能理刀 神社の 祭神 は、 天 兒屋， 命に 坐す.^ るに、 此には 太 祝詞 命と 傳 へたる 
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事、 愈徵 有りと 云 ふ. べし、 又 其 佐須郷 なる は， 同書に、 同 郡 佐須鄕 神社、 云， 一八 龍 殿 神社？ 祭，， 雷 大臣 命 f 後 徙，， 社 

於 加 志 村？ 合つ 祭 太 祝， 詞 神社； 八 龍 殿 今 所 レ謂八 神殿、 ト灼之 所、 延喜式 神 名 帳、 所， 謂 雷 命 神 社是 也と 云へ り、 此の 

說の 如くば、 其の 與良鄕 に， 坐す 太 祝詞 神社 は、 |3 大臣 命の 兆處 なる に 就きて、 ト庭神 を 祀れる 所な りけ り、 斯れば 

其の 能理刀 神社 も、 此の 太 祝詞 神社 も、 太 Si 戶命、 久 慈眞智 命、 二 神 を 一座と して 祭られし 者な り、 然云ふ 所 由 は、 

同書に、 同 郡 仁 位 鄕仁位 村 神社、 云 ュ八龍 殿 社： 舊號 n 阿惠 神社 T 祭 n 雷 大臣 命 r 石 二 寄神稱 nH 八 八 龍 地 八 龍； 蓋 龜卜所 

八 神殿 也、 社 地 曰，， 雷 山 f 嶽 神社 所 レ祭ニ 座  >  靈町 命、 雷 大臣 命、 權現 以下 四 社  >  ト 部所 レ 祭と 有る、 此は式 外 社な 

れ ども、 上. なる 太 祝詞 神社に て、 太 祝詞 命、 雷 大臣 命と 有る に、 此 にて は靈町 命、 雷 大臣 命と 有る、 其の 同じ 龜卜 

に 就きて 祭る 神に 異 有るべく も 非 ざり ければ、 此を 以て 師說の 如く、 太詔戶 命、 久慈異 智命は 共に fK 兒屋 命の 亦 名 

に 御 在し 坐す 事 * 愈 明らかに 知らる なり かし、 (右の 如くば、 其の 岛 にて 雷 大臣 命 を 八 龍神と 俗に 巾し おへるな 

り 叉上縣 郡の 能理刀 神社 を 熊野權 現と 申す も、 字の 近く 似た るから、 何と無く 然 訛り 云へ るなる 可し、 おに 云へ る 出 

雲 國の能 利刀 神社 を、 熊 利刀 神社に 誤れる を 思 ふ 可し、 續 紀天應 元年 七月に、 伊賀 都臣、 是中臣 遠輒、 天 御中 主命 二 

十^ 之 孫、 意 美 佐 夜 麻 之 子 也、 伊賀 都 ほ、 神 功お さ. お 御 *、 使，, 於百濟 f 便娶， 1 彼 土 女， 生，, 一男； 名， 一日 本大ほ 云. <  と 

えたり、) 〇麗 美 は 上に も 云へ るが 如く、 右に 廣厚 稱辭祈 啓矣と 有る ひ S の、 甚々 愛た かりし を 云 ふなり， 此の twill- 

一 百禱白 させ 給へ るに 感 けさせ 御 在し 坐して， ： 大照太 神のお でさせ 御 在し 坐す 御 事に 成れる、 其の 御 功の 比 無く 御 在し 

坐す に 依りて、 太 祝！ 1 命と 御名に 負 はせ させ 給へ るな む、 少緣の 事に は 非 ざり ける、 此の 時の 大御 一一 目に、 頃 者 人 雖，； 


多 請 一と 詔り 給へ るに 合せて、. 此の： 大兒屋 命の.' 稱辭竞 へ 奉らせ 給へ る 御 事の 狀を S ふ 可き 者な り、 依、 一一- に麗 美と 

ウル ハシ キコ トヨ キコト 

一 K ふ 例 は" 古語 拾 遣に、 大宮賣 神の 御 事 を、 如 T 今 世 內侍善 一一 一一 ：！ 美詞、 和-一 君臣 間 T 八 宸襟 悅懌， と 有る、 善 首 美 詞 

と 云へ る是 なり、 萬 葉 四 (四十  一 丁) に. 戀. _< 而、 相 有 時 谷、 愛寸、 事盡手 四、 S 常 思 者、 十 (六十 二 丁) に、 吾 背 

子 之、 一 百 愛美、 W 去 者、 裳引將 知、 雪 勿 零な ども 有りて、 言の 善き を 云 ふなり、 (彼の 巧言令色 など 云へ る 首 を 巧に 

仕立て- -1 人 を a かす 類に 非す、 唯に 其の 有りの 任々 に 美た く 云ひ續 けて、 首の 調 ひたる たむ、 麗 美に は 有るべき、) 

•  記傳八 (四十 七 丁) に 此の 文 を 引きて、 「此の 時に、 天兒屋 命の 禱ぎ. H し 給 ひし 辭は、 祝詞の 始 にて、 甚も麗 美し かり 

けむ を、 此に 載せす、 世に 傳 はらぬ は、 甚々 遺憾し き 事な りかし、 頃 者、 人 雖-ー 多請ハ 未い 有レ 若-一 此ー百 之麗美 者-也と 

有る が 如く， 專ら首 辭の麗 美しき に感 させ 給へ るな り * 古語に、 一一"：： 靈の幸 はふ 國、 一 百靈の 助く る國と 云へ る も 思 ひ 合 

されて 甚 尊し」 と 一 K はれき、 太 玉 命の 稱讃 は、 拾遺に、 吾 之 所， 捧寶鏡 明麗、 恰 如- 汝命？ 乞 開 レ戶而 御 覽焉と 所見た 

るに、 1K 兒屋 命の 祝詞 は、 此の 狀 にて 極めて 麗 美しく 有りけ む を、 今^に 傳 はらすな む、 甚々 可惜し き 事な りけ る、 

祝詞 式に 載れるな ども、 天津神 代よりの 甚 古き は、 心も詞も及ばぬ^?,:1に美好く麗美しきを、 況して、 日 神の 聞 食し 

愛でさせ 給へ る 此の 稱辭 など は、 尊し とも 高し とも 云 ふに 得難く ぞ 有りけ らし、 借 又鈴屋 大人 說 (大 拔詞 後釋) に、 

「凡て、 祝詞の 類 は、 神に 申す！！ たれば、 力めて 其の 貢 を麗 美しく 爲 すべき 事な り、 故に 古き 祝詞 共 • 何れも-; a に甚 

じく 文 を 成して 美 好く 麗 美しく 綴りたり、 其 は 如何なる 故 ぞと云 ふに、 大凡、 人 を 神 も 同じく 巾す 1S{- も、 其の 詞の麗 

美しき に感て は. 受け 給 ふ 御 心此上 無ければ なり、 宜き 歌に 神の愛で 給 ふ も；！ の麗美 しきに 依りて ぞ かし、 然れば • 
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靑よ 如何に 深き も f 歌に は 愛で 給 ふ 事無し、 管 を、 後 QS 人 は 雲 盛に して 唯 f のみ 思 ふから、 神に 中 害 

も f ば 撰ばむ 者と も 思 ひたらす、 i にの みぞ 爲 める、 神代 紀に、 i 太 御 神の 天 石屋に 刺し 隱り 坐し 4、 諸 

* 等，」 て、 中 It 天 量 命、 廣 厚稱辭祈 雲、 于時曰 神 聞 之 曰、 頃 者 人雖き 請； 未， £SI 匿 

者， 也、 乃細& 磐戶， 窺レ 之と 有る 息 ふ 可し、 是れ 申す 詞 の 匿し きに 感賞 給へ るに 非す や、 然れ ば、 gl 新 

こ 綴りて 白す， みならす、 古の 祝詞を讀 み 申す とても、 古の f 過た す、 力めて 其 S み を 正しくして、 f も 

後の 音便 S れ たる I ど を 交へ す、 S など を も 厳かに 守りて、 5^バ等閑に訓むべきビ非す」 と 霞に 論し 給へ る 

なむ、 此の 故事に 就きても 深く 信む 可き 說 なりけ る、 (凡て、. 古 は 常 S ふ f も 甚碓正 かに 画し 4 ひける お 

こ、 胂名き ii も、 薦枕高 御議曰 神、 囊觸 8 田 I き 中し、 If  、 八 gm 霞、 si 議 など 云 

ひて、 假 初の 一 1 を も、 力めて 雷を 匿し く 云 ひ 成して、 菌には 爲られ ざり し 事、 此を 以て 見る 可 L. 然るに 

外國雷 渡り 来りて より、 鳥 成す 囀る I 好して、 文と 云へば 漢文に 多く 書慕ひ ける より、 古の 雅 正たり し S 

失 まれ まて、 古 首と 云へば 祝詞、 審 の 類、 又は 歌詞に のみ 僅に 造れる S 事と 成り 以て 下れり し. 千年 以往の 

S 弊 を改 めて、 喜皇 し、 嘉を 得て、 右の 如き 霄立 を爲ら れし璧 大人 はし も、 神と も 神と 等閑の 神に は 

坐 さ I なり、 頃 年 天下 Q 士 人の、 おきの 風を擬 ひて、 其眷行 さへ に- 犬 s 如く 成り 行く を 見ても- 斯る醜事 

S で來 ざる 以前に、 先づ禁 しめ 置かれし かと 思へば、？， に 高き 尊き 說とぞ 所思た る、) 〇 細 ns? は 1 

, 3  I  T  ,^  - -、 卜 ごこ 1U/ り、 rv.^ 之 ま、 正 害、 ； 遺に 然 有り、 美 會那波 獨と訓 める ブ 

書に 以-ー 御 手-細. 二 開磐戶 1 と 有る こと 十七に 云へ り ca<iN:s  i  f., 


に 常れ り、 此の所、 古事記に は、 於 是天照 太 御 神、 以っ 爲愤" 細 71 開 天 石屋 戶- 而、 內吿 者、 因-へ 吾隱 坐- 而， 以っ爲 

天 原自 闇、 亦 葦原 中國皆 闇- 矣、 何由以 天宇受 賣者爲 ぃ樂、 亦 八 百 萬 神 諸 雨天 宇 受賣、 白 4 一 asn 汝命 -而貴 神 坐 

故、 歡 喜咲樂 h 如 此言之 間、 天兒屋 命、 布 刀 玉 命、 指 彼 鏡 f 示 n 奉 天 照 太 御 神-之 時、 天 照 太 御 神、 逾思， 奇而、 

稍 自レ戶 ffi 而臨坐 之 時、 其 所， ー隱 立-之 天 手 力 男 神 云々 と 有る 其の 文 を、 此に續 けて 心得べき 所なる 事、 已に傳 十七 

に 註せ るが 如し、 但し、 其 は 正書の みこ そ 有り けれ、 此 より 始 より 天 細 女 命の 御 事 を » され ざり ければ、 正書の 例と 

は 等し かる まじく 思 ふらむ 人 も、 有りな むかたれ ども、 其の 正書の 續 きも、 天兒屋 命、 太 玉 命の 御名 を舉げ て、 相與 

致， 其 祈 禱ー焉 と 有る より 係りて、 乃以 一： 御手？ 細 n 開磐戶 ー窺レ 之と 有る、 是卽ち 文の 經 にて、 其 も、 其の 御 祈 禱に感 け 

させ 御 在し 坐し ける にて、 天鈿女 命の 事 は、 又 字を界 ひて 書され たれば、 其 は 文の 緯 なる にて、 稱辭 と神樂 と、 二 

つ 共に 感サ させ 給 へれば、 何れに 其の 勝 劣 有る に は 非 ざれ ども、 其の 主に 成りて 爲る 事と， 副に 成りて 爲る 許りの 

差異 は 有る 事 なれば、 正書と 此とを 別なる 者に は 見る 可から すなむ 有りけ る、 (然れ ば、 此の上に も 廣厚稱辭1©^^- 

矣の 下に、 叉 猿 女 君 遠 鼠 天鈿女 命， 則 手 持- 1 茅 纏 之銷- 立 n 於 天 石 15 之 前？ 巧 作，, 俳優-云々 の 文 を も 加へ て 見たら む 

に は、 上下の 趣 相 貫きて- 目 易く 心 5：： らる 可き 事に なむ 有りけ る、 能々 相互 ひて 照し 應 せて 曉 りて よかし、 )〇- 大手 力 

雄 神 は、 正書に 二 所 w でた る、 共に 乎 力 雄 神と 有りて、 此の 神の 御 事、 _t 十七に 註し 奉れる を、 此には 其の 自を顯 

はし 奉る 可し、 依、 此の 神 はし も、 四 神 生 章 第 七 一書に 出で たる、 雷神 亦 名 天雷 命の 御子に 御 在し 坐して、 亦 名 を 

湯 豆 波和氣 神と も、 大國栖 御魂祌 とも、 多 久豆玉 命と も， B- し 奉れる 由來、 已に傳 九に 註し- 叉 上なる 其の 子 天 日 鷲 
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命の 系 脈の 事に 就きて 云へ るが 如し、 然るに、 尊卑 分脈に 收れる 紹運錄 に、 月讀 命、 其 男手 力 雄 命、 其 男 生馬武 見 

命と 有りて、 其の 手 力 雄 命の： 島根 見 命と 系 を 立てたり、 叉、 其の 異本 神 系圖に は、 月讀 命、 其 男手 力 雄 命、 ？ 鳥 

根 見 命、 其 男 生 馬武見 命と 有りて、 此には 生 馬 武見命 を 島根 見 命の 子と 爲 たり、 叉、 一 本 神系圖 (與， 一本 朝 武家 大系 

圖 T 大同小異) に、 月 弓 尊、 島根 見 命と 有りて、 此には 手 力 雄 命の 御名 を 載 さす、 叉 神代 系圖傳 に、 月讀 尊、 其 SR 島 

根 見 命、 ； 手 力 雄 命、 其 男 生 馬武見 命、 片倉逢 命と 有りて、 何れも 大同小異 なりと 雖も、 其の 據を詳 に爲 ざれば、 

信 ひ 難 かり、 其の 辨は. ff! に 云 ふべ し， (右の 異本 神系圖 は、 柬武の 儒官 林 氏 校 木な り、 又 一木 神 系圖、 共に 讃歧國 高 

松なる 考信 閣の藏 本なる を、 小泉康 敬が 寫し 持てる を抄し W でた るな り、 何れにしても 疑が はしき 事共な り、) 手 力 

雄 命 を月讀 尊の 御子と 申す 事 は、 更に 然は 有る まじき 事 なれ ども、 今 思 ひ 出づる 任に 書き著く、 其の 月讀 尊、 島根 見 

命、 生 馬武見 命、 共に W 雲 國島极 郡に 悉く 由 有り、 其 は、 風土記に、 千 酌 鄕郡家 東北 一 十九 里 一 百 八十 歩、 伊佐 奈枳 

命 御子、 都 久豆美 命此處 坐、 然則 可， 謂 M 都久豆 美？ 而今 人猶 千酌號 耳と 有る、 此の 都 久豆美 命 は、 巳に 偉 六に 論ひ定 

めた るが 如く、 月讀 尊に 御 在し 坐 せれば、 其の 御子に 島根 見 命と 云 ふ 神 坐す と 云 ふ 1 說は as で 来りし 者な めり、 風 

土 記に、 所 3 以號 n 島根， 者、 國引 坐、 八 束 水 臣津野 命 之 詔而负 n 給 名-故 云 r 島根， と 有れば、 此の 地に 因れる 神 名な 

る 可き が、 其の 八 束 水 臣津野 命、 卽ち 素戔嗚 命の 亦の 御名に して、 月讀 尊と 同 神に 渡らせ 給 ふ 所 由、 其れ も傳 八に 云 

へる 如く なれば、 更に 由 無しと は 云 ふべ からす、 叉 其の 生 馬 武見命 は、 同 郡 生 馬鄕、 郡 家 西北 一 十六 里 二百 九 歩、 神 

魂 命 御子、 八 尋鋒長 依 日子 命 詔、 吾 御子 平明 不， 愤詔 故、 云， 1 生 馬， と 有れば.， 八 尋鋒長 依 日子 命 は、 其の 手 力 雄 命の 


亦 名、 島根 見 命と 申す 所以に 依れる 事と 思しければ、 此 にて 生み 坐せ る 御子と 聞 ゆるな り" 傳廿 九に 其の 事 を 註す 可 

し、 若て 此の 手 力 雄 命 を 多 久豆玉 命と も 申せる 事、 上に 一 K へる 如くなる に、 同 郡未レ 入，, 宫帳, 社に、 多久社 見え、 多 

久川 源、 出， 一郡 家 西北 廿四里 小 倉 山， (下略) と 有りて- 生 馬鄕に 接け る 地理なる を、 其の 楣縫郡 神 名 樋 山の 下に、 

古老 雔云、 阿 遲須积 高 日子 命 之 后、 天 御 梶日女 命、 來 n 坐 多久村 f 産 給 多 伎 都 比 古 命？ 云 々と 所見た る、 其の 神 は、 乎 

力 雄 神の 御 女、 阿波 神の 御 事に て 御 在し 坐す 事、 傳 九に 云へ るが 如し >  此の 手 力 雄 命 を、 天 石 門 別 安國玉 主神と &し 

て、 天 孫 降臨 章に 謂 ゆる 天國玉 神に 御 在し 坐して、 天稚彥 にも； K 御 梶日女 命に も、 其の 父と 坐す 故に、 味 耜高彥 根 

神と 天 稚彥と 友と し 善 かりし 事此に W でたり、 叉 風土記； I 多 郡 三 津鄉の 下に、 大神 大穴 持 命 御子、 阿 遲須枳 高 日子 

命、 御 須髮八 握于ぃ 生、 晝夜哭 坐 之 辭不レ 通 と 云 ふ 事の 有る に、 垂仁 天皇 二十 三年 御紀 に、 眷津別 王、 是 生年 旣 

三十、 奪 鬚 八 掬、 猶泣 如， 兒、 常不ヒ 百と 見えた る、 其 を 古事記に、 爾 祟，, W 雲大 神， 之 御 心、 故 其 御子 令， 拜， ー其大 神， 

と 有る に 合せて、 尾 張 風土記に、 丹 羽 郡 吾緩鄕 品津训 皇子、 生七歲 而不, 語、 皇后 夢、 有， 神吿 曰、 吾 多 具國之 神、 名 

曰，！ 阿 麻 乃 彌加都 比 女？ 吾 未， 得， 祝、 若 爲レ吾 充モ祝 人 f 皇子 能霄、 亦 是壽考 と 有りて、 多 具 國 は、 右の 多久社 多久川 

の 地 を 云 ひ、 阿 麻 乃 彌加都 比 女 は、 味 耜高彥 根 神の 后 神、 天 御 梶日女 命に 御 在し 坐す 事、 愈 以て 知らる.^ なり、 若 

此く 其の 故 由の 直に 相 協 ひて 聞 ゆるに、 月讀 尊の 御子と. &す 證は少 かも 無く、 却り て 八 尋鋒長 依 日子 命 を 神 魂 命 御子 

と 有るな ど、 姓氏 錄に 此の 手 力 雄 神の W 自を 書せ るに 相等しき は、 月績 尊の 御子なら ぬ證 になむ 有りけ る、 (然れ ば * 

右の 八 尋鋒長 位 日子 命と. V す は H< 上に ての 御名に て、 島根 見 命と は、 其の 島根 郡に 大 降らせ 御 在し 坐して 住せ るか 
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らの 御名なる が、 おに 引ける 如く、 其の 島根と 云へ る 郡 名 は、 八^ 水 臣萍野 命の 御言に W でた る 地名 を 取りて、 ^ 

名と 爲せ るから、 其の 兄と 坐す 手 力 雄 命 を も 合せて、 月讀 尊の 御子と 云 ひ 成した る 一の 傳も W で來れ りし 者な りけ 

り、 上に も 引 る津島 記事に、 按、 本朝 有 レト、 始， ー于 島根 見 命？ 灼， 一 鹿 肩 骨， 以ト. - 此名， i 太 占， と 有る は、 何に 據 りて 

云へ るに か、 古書に は 見えざる 事な り、 神 名 式に、 對馬島 上縣 郡、 天神 多 久頭麻 神社 御 在し 坐す を、 玉 勝 間に 引かれ 

たるに は、 多 久頭多 麻と 有り、 此 にて 手 力 雄 命なる 事 知ら るれば、 太お の 事なら すと も 由 有りげ なる 事な り、 依乂^ 

力， チ  ュ プ  タク 

の 大御梶 日 女 命 も、 穀を殖 ゑ 給へ る 御 功に 依れる にて、 御 父 多 久豆玉 命 も、 其の 穀を 生し 給へ る 御名なる 木棉 を、 拷 

とも 穀 とも 云へ る 事、 上に 云へ る を 見るべし、 叉 其の 八 尋鋒長 依 日子 命と 申す 八尋 鋒は發 語に て、 長 依 は 長 緣と聞 

ゆ、 穀を 長く 緣 りて、 織る 可き 料と 爲 るなる 可し、 多久の 地名に も 思 ひ 合す 可し、 右の 尾 張の 吾 緩 鄕の故 由 も、 木棉 

K なる 可く、 皆 各 其の 本 一 なる 者な りけ り、 此は、 ^なる 事 を 云 ふが 如く なれ ども、 手 力 雄 神の W 自を 知る に は、 先 

づ 此の 事より 明らめす て は 得 有らぬ 事 なれば、 力 を 人れ て 讀み味 ふ 可き 者な り、 猶叉次 に 云 ふ を も 深く 考へ 八：： す 可 

し、) 又 此の 手 カ雄祌 を、 思 兼 神の 御子な りと 云 ふ 一説 有り、 神皇 正統 記、 及び： 大地 人 總系圖 に 見えたり、 然れ ども、 

上に 註せ る 如く、 此の 神の 御 女、 許 登 能 麻 遲媛命 は、 興 台產靈 神の 后 神に 御 在し 坐して、 其の 御子 天 兒屋命 卽ち思 兼 

神に 坐せば、 手 力 雄 神 は 其の 外祖父に 御 在し 坐し、 又 其の 思 兼 神の 后 神栲幡 千々 姬 命の W 自を、 古語 拾 遣に、 拷幡千 

々姬 命、 天 忍 日 命 天 太 玉 命 を、 高 皇産靈 神と 爲るは 誤り なれ ども、 天 忍 日 命 卽ち手 力 雄 神の 御子なる に 就きて 推す 

に、 件の 三 柱 は 同胞に て、 共に 此の 手 力 雄 命より W で 給へ る iej 決ければ、 手 力 雄 神 は、 其の 思 兼 神の 爲には 外 募に 


なむ 度ら せ 給へ りけ る、 偖、 傳 十七に 註せ るが 如く、 信 濃 國水內 郡戶隱 神社 は、 此の 磐戶を 抛げ 落し 給へ る 地に 

て、 其の 時より 御 靈の鎭 り 坐す 地な り、 然るに、 信 濃 地名 考と云 ふ 物に、 孝 元 天皇 五 年、 天 八 意 命 神兒、 將- 一手 力 雄 

命ハ 天つ 降 信 乃國吾 道宮， 鎭坐、 手 力 雄 命 戶隱山 遷座と 見え、 戶隱社 記に、 孝 元 天皇 御 字、 天 思 金 命 神、 將 -1 兒手 カ^ 

へ 叩？ や か^き^^^ T  A、kii5iiN、  。i, 山 戶 慮-者、 何 云、 往昔 手 力 雄 命、 引 n 啓 天 岩戶？ 

^ ^^^^^^  4^^,4、  <、「11!|^61,ゎ,，1^ぃ^-.^^5.^|きは伊那郡阿智神社に坐し、 手 力 雄 命 は 戶隱山 

も. &を 書せ るなる 可き が、 戶隱 山の 鎮座 を孝靈 天皇 五 年と 云 ひ、 乎 力 雄 祌を天 八 意 命 兒と云 ふな ど は 心行かぬ 

事な ども、 戶隱山 を 此の 手 力 雄 命と 云 ふ は實に 然る 言な り、 傳 十七 及び 上に 云へ る 此の 神の 御子、 天日 鷲 神 は 作 

フ木 iiifi に 御 在し 坐す に 合せて、 其の 國に 由有る 事共 は、 先づ 和名 抄に、 國名信 濃 (之 名 乃 ：>、 邯 名に 更級 £ 良志奈 ：- 

坡科 (波 爾志奈 )、 鄕 名に も更級 郡更級 (左 良 之 奈)、 高 井 郡穗科 (保 之 奈)、 坡科郡 倉 科 (久良 之奈) など、 私と 云 

ふ 地名 多 在る、 其の if は、 g の 一種 i ゾ の 事に て、 卽ち 木綿 Qf り、 神樂 歌 木綿 作に、 由不川 久留、 志 名 乃 波、^ 仁 

也、 安 I 太跟 誦、. 安麻 佐 太第禰 也、 安^太^ s、 萬  1 心 毛 is 麻 也、 (中略) 安蘇 佐 多, 翻、 Ij 美 毛 可 美 所、 萬 志 毛 可 見所、 

& 毛き 見 V  ft. 幾 君 美 毛 可 IlK ま 也 (下略) と 有る、 由不 川久留 は、 志名の發語 にて、 科 を 以て 作る 謂な 

り、 安佐 は、 其のぎ に 細く 爲 たる を 云 ふ、 汝も可 美 所、. 君 も 可 美 所 は、 其の 紙 麻 を 木綿 K にして、 相互 ひに 掛 くる 

事 を、 君 も神ぞ やと、 其の 神樂の 庭に 集へ る 人 を 稱へ云 ひ 成した る 者な り、 通證 にも 此の 歌 を 引きて、 可 美 所 紙 麻 

•  -i  匕 ノウ- ス *.o-** 

也、 民 部 式、 主計 式 等 云、 7 木^、  "6、  0. 叉， 此麻、 斐紙 麻、 穀皮、 斐皮、 倭名抄 引-兼 名苑ハ 有 i 紙、 斐薄 ¥  0 
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今 云紙斐 昔我牟 比と 云 ひ、 叉、 今 云-加 宇 曾？ 紙 麻之義 也と 云へ る は 然る 一； -n にて、 和名 抄に、 猪穀木 也、 穀 和名 加 知、 

木 名 也と：； ムへ るが、 楮は 世に 加 宇 曾と 訓 みたる に、 本草に は、 皮 班 者楮則 雄、 皮 白 者穀則 雌、 蓋 一種 而 辨，, 雌雄， 斗 

と 云へ れば、 本より 穀の 同種に て、 木綿に 作る 可き 者な り、 古事記 明 宮段大 御 歌に、 志 那陀由 布、 佐々 那美遲 袁と綾 

けさせ 給へ る も、 科の 皮を剝 ぎて 木綿に 垂す事 を、 發 語に 置かせ 給へ るに て、 佐々 那 美の 佐々 は、 5j ノ、々 、 那美. H 糜 ij 

て、 木綿の 垂 たる 狀を云 ふ 語なる を、 地名の 狡浪に 係け させ 給へ る 者な り、 然れ ば、 .i: 心那と は、 なる 謂汉 て、 卽 

カミソ 

ち楮の 一名と は 成れるな りけ り、 此を 以て 信 濃國の 地名と 成れる 事、 彼の 麻の 能く 生 ふる 地 を 總國と 云 ひ、 穀の能 

く 育つ 處を結 城と 號 けたる に 同じき が、 是れ 其の 手 力 雄 神に 由緣 有る 事、 ff^ に 云 ふ を 見て 知るべし、 (然れ ば、 i^" 野 

は 科の 生 ふる 野なる 事、 右の 神樂 歌に、 由不川 久留、 志 名 乃 波 良 仁 也と 有る を 以て 知られたり、 きい、 ，^、l^^£.Ji 

土 記に 依る 時 は、 品々 野 S ど 云 ひし を 省きて 信 濃と 云へ り、 其の 意替 りて、 科^^の^|ぃ1^.^1^か^^  か aJji ノ^ 

野の 義を說 きて 注せる が 如し、 叉、 更 級は洒 科に て、 萬 葉 十四、 武藏阔 歌に、 多 麻 河 泊. 爾、 ^^..贝须&豆久利、 ^良 左 

良 爾云々 と 有る 類な り、 墙科 は、 墙 土の 地に 科の 生 ふるなる 可く、 此に #1 ら へて 餘をも 知るべき なり、 叉 神 名 式に、 

更級 s:^ 波閘科 神社、 佐 良志那 神社、 叉當信 神社 も 多岐 志 那と则 むべき にや、 和名 抄に 同郡當 信鄕 有り、 又 水. K:w^ 

妻 科 神社 有り、 然る を 冠 辭考、 之奈射 加流條 に、 萬 葉 十九 卷に、 安志 比奇 能、 山 坂 越而、 去更、 年緖奈 我久、 科 坂 

在 故 志 爾之須 米 婆と 有る を 引きて、 階 坂 有る 越 國てふ 意な りと 云 はれた る は、 然る 首なる が、 信 濃 を も、 級 

坂 有る 國 名なる 由に 云 はれた る は、 深く 思 はれ ざり し說 なり、 又 古事記の 志 那陀由 布 を、 柔嬾 こぎ 力 x.- 小 竹え 


綾け たるな りと 云 はたれ る も 委しから す、) 其の 信 濃の 地名の、 手カ锥 神に 所以 有りて 起れ る 事 を 知る 法 は、 先づ 

濃國 風土記に、 信濃國 者、 往昔、 建 御名 方 命 等 之 所, 住 之 故 也、 治， 1 天下， 御 神 大己穴 持 命、 叉 少彥名 命、 建 御名 方 

命、 巡 r 行 此國， 給、 到 n 坐 阿羅 野； 詔、 此國 者、 木 葉 草 垣 品々 也、 故 云， 一品 野 f 今 云，： 信 濃 _ 者、 音之轉 也と 見えた る、 

其の 由 は、 後に 至りて 更に 改め 註すべき も、 先 づ神名 式に、 諷訪 郡、 南方 刀 美 神社 二 坐 (名 神大) と 有る を、 承 和 

十 年御紀 より 以来の 正史に、 健 御名 方 富 命、 前 八 坂刀賣 命と 有りて、 夫婦 二 柱 御 在し 坐す が、 其の 男 神 は 上 社に 坐 

し、 女神 は 下 社に 坐せ る社傳 なる は 然る 事に て、 和爾雅 にも、 下 調訪八 坂入姬 命、 詳 M 繪詞傳 一と 云へ る も、 其の 社 

記の 說 なり、 斯 るに、 神 名 帳 頭註に、 建 御名 方 神、 坐-一信 濃 國諫訪 上 社， 是也、 下 社 片倉邊 命、 是天手 力 雄 命 男 也と 有 

りて、 上 社 は 合 へれ ども、 下 社の 御 神 を 手 力 雄 神の 御子神なる 由に て 違へ り、 其の 違 ふ 所に 力 を 得て 考 ふるに、 傳十 

七に 云へ る 如く、 拾遺の 此の 段なる、 長 白羽 神 伊勢 國麻 績祖と 有る 其の 神 は、 神祇 本源に 載せた る 古語に、 金缚命 

孫 長 白^ 命 也と 有りて、 其の 金藉命 は、 手 力 雄 神の 御子、 天日 鷲 神に 御 在し 坐す に、 右の 片倉邊 命 も、 天 手 力 雄 命 男 

と 見え たれ ども、 其の： 大日 鷲 命の 孫に て K 白羽 神の 子に 坐すな る 可し、 此に _大 祌本紀 に、 天 八坂彥 命、 伊勢 祌麻績 

連 等の 一 まと 有れば、 長 白羽 神の 子、 天 物 知命の 子に てと 云 ふ鑌と 見え たれば、 其の 片倉邊 命 は、 實には 其の 長 白羽 神 

の 御 孫、 天 八坂豫 神の 御 事な りけ り、 斯れば 其の 八 坂 刀賣命 は、 天 八坂彥 神の 御 兄お に 御 在し 坐し、 叉 其の 八 坂 は 

八 尺に て、 木綿の 山 しく 長き 謂に て、 其の 同じ 御 功なる 神 名に なむ 有りければ、 共に 下 社に 御 在し 坐すな る 可く 

や 有らむ、 其の 八 坂 刀賣命 は、 信 濃國の 地に 科 を殖ゑ 生し 作らし i 神に 坐せ る を、 其の 建 御名 方 神の 識訪に 御 在し 
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^し 著き て 後に、 后 神と 成らせ 御 在し 坐すな る 可し、 叉傳 十七に 云へ る 神 名 式に、 遠 江！： 原 郡 服 織 田 神社 は、 共 

の 白羽 神に 坐すな るに、 磐 田 郡 須波若 御子神 社 御 在し 坐す も、 由 有りて 問 ゆるな り、 若て、 和名 抄鄕 名に、 信濃國 

伊那 郡麻繽 (乎 美)、 更級 郡麻績 (乎 美) など 有る も、 亦考ふ 可き 根據 になむ、 叉 立ち 復 りて、 上に 云へ る W 雲！； 島 

根邯の 所以に 就きて、 風土記に、 美 保鄕、 郡 家 正東 卄七里 一 百 六十 四 歩、 所レ造 nlK 下- 大祌 命、 娶 -1 高 志阔坐 神意 支 都 

久辰爲 命 子、 俾都久 辰爲命 子、 奴奈宜 波比寶 命， 一而、 令, 產神、 御 穗須々 美 命是神 坐矣と 有るな ど、 其の 所以の 相 結ば 

りて 合へ るな む、 甚々 奇異な りけ る 事共なる、 (然れ ば、 月？ 1 尊より 系 を 引きて、 手 力 雄 命、 島根 見 命 等 を 其の 御子 

と 云へ るに も、 皆 故 由有るに 就きて 出で たる 事な りけ り、 叉デ、 手 力 雄 神の 御 曾孫に 常れ る 八 坂刀賫 命の、 建 御名 方 

神の 后と 成らせ 御 在し 坐すな ども 少緣の 事に は 非す、 其の 始は、 天 稚彥 は、 其の 御子と 有り、 味 招 高 根 神の 后 R< 

御 梶日女 命 は 其の 御 女に 坐すな どより 引きて、 健 御名 方 神に も 斯る御 因みに も 及ばせ 給 ひける かと 所思 ゆ、) 傅 十七 

及び 此の 卷の 上に 註せ る 如く、 藤 原 系 圖に謂 ゆる 玉 主命 卽ち天 石 門 別 安 國玉主 天神に 御 在し 坐す、 此に 就きて、 

古史 徵に、 姓氏 錄 (大和 國神 別) に、 門 部 速、 牟須比 命 兒安牟 須比命 之 後 也、 叉 (河 內國神 別) 浮 穴 直、 移受牟 

須比命 之 後 也と 有る 安 牟須比 命 を、 此の 天 手 力 雄 神の 亦 名と 爲られ たる は、 信に 然る 一 百な り、. 安 は彌爲 にて、 物の 

蕃 息る 事 を 云 ふなり、 此の 神に 產靈と 御名に 食せ 奉る 事 は、 彼の 大 雷神に 御子と 御 在し 坐して、 石戶 破る 手 カ以 

て 天 磐戶を 引き 開け 奉りて、 常世の 闇 を 開け 給 ひし 御 功 は、 卽て國 を 安く 爲る 所以なる は 巾す も 更なり、 此の 祌の 

卸 女 許 登 能 麻 遲嫁命 は、 與ム ：： 產靈 神の 后 神と 御 在し 坐して、 天 兒屋 命の 御祖 なり、 拾遺に、 高 皇產靈 神 所， 生 之 女、 


名 曰， ー栲幡 千々 姬命 r 其 男 名 曰 =天 忍 日 命 r 叉 男 名 曰，， 天 太 玉 命， と 有る は、 其の 原 系 を 云 ふに て、 實は 此の 神の 御子 等 

( 

に 坐す 由、 已に往 々云へ るが 如し、 其の 拷幡 千々 姬命 は、 天 細 女 命に 坐して、 天兒屋 命の 后 神と 御 在し 坐し、 IKP.- 日 

命 は、 大伴佐 伯の 遠祖に て、 御門 を 守り 奉り 給 ひ、 天 太 玉 命 は、 忌 部の 遠祖と 坐して、 太 御幣の 事 を 主り 給 ふ、 此 

のみなら す、 其の 餘 にも、 天 日 鷲 神 は 作 木綿の 神に 坐し、 叉 天 羽 槌雄神 は 倭 文 神に 坐して、 此の 手 力 雄 神の 御子な 

る *,、 傳 十七に 徵し 云へ るが 如く、 叉傳 九に 註せ る 多 久豆玉 命 も 此の 神に 御 在し 坐す 證を 得て 見れば、 手 置 帆 食 神 も 

此の 神の 御子に して、 fl 狹 知命 は 御 孫に 常れ り、 叉 御 女 一穴 御 梶日女 命 は 味 招 高彥根 神の 后 神と 御 在し 坐して、 穀を殖 

ゑ 坐し-. などの 功 I 依れる 御名なる 可き など、 此に思 ひ 出で て、 書し 奉れる 御子 等 凡て 九 柱 許りなる、 其の 外に も 

有るべき が、 何れも 此の 磐戶 開の 時より 始めて、 高く 貴き 御 功 坐す 神に 御 在し 坐せ るな ど を 思 ふに、 斯る 御子神 等 

を、 數 多に 成し 給 ひて、 然る 甚 じき 神 功 を 令レ成 給へ るな む、 尤に安 牟須比 命と 申し 奉る 御名の 良 はしき 所な りけ る、 

タモ 

叉 玉 主命と 申す も、 靈 主の 義 にて、 其の 御靈 を、 御子神 等に 幸 ひ 分けさせ 御 在し 坐して、 各、 其の 御 功 を 有た しめ 給 

へる 謂な リ、 叉 天孫 降臨 章に 謂 ゆる 天 國玉神 も、 此の 神に 御 在し 坐せ る、 其 は、 此 なる 大國 主神の 荒 魂 を、 大國魂 神 

ォ ホッ+ ヅカサ 

と 申せる に 同じき が、 其の 神の 御 一一 目に、 吾 親： 大地 官- と宣 へる に 例して、 天上の 大地 官を 治めさせ 御 在し 坐す 御 

事 を も 明らめ 奉り、 尊み 奉る 可き 御 事な りかし、 (然れ ば、 天神と て 多く 御 在し 坐す 中に も、 斯 許り 御 末の 氏々 の 多 

くま 別れて 廣く 御し 坐す 神 は 非ざる 可し、 然るに、 世人 は 唯 手 力と 云 ふに のみ 眼 を 著け て 見る が 故に、 此の 神の 安牟 

須比 命と 中して、 其より 甚大なる 御 功の 御 在し 坐す 御 事 を 且ても 知らざる なむ、 甚傍 痛き 事な りけ る、 今、 如レ 此く說 
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き 明らめ 奉る と雖 も、 猶百 千が 一 にも 及び 奉る 可らざる なり、) 叉 此の 神 を 多久豆 玉 命と 申し 奉る 事 は、 姓氏 錄 (和 

泉 國神別 H< 神) に、 爪ェ 連、 神 魂 命 男、 多 久豆玉 命 之 後 也、 (下略) 叉 (左 京 神 別 中天 神) 爪ェ 連、 祌魂命 子、 多久 

都 玉 命 三世 孫、 fK 仁 木 命 之 後 也と 有りて、 神 魂 命 子と 有れ ども、 其 は、 例の 大抵に 其の 出自を 云へ るに て、 此の 手 力 

雄 命に 渡らせ 給へ る 事、 傳 九に 註せ る を 以て 辨ふ 可し、 神 名 式に、 大和 國葛下 郡 石 園 坐、 多 久豆玉 神社 二 座、 (151 大、 

月次、 新嘗) と 有り、 叉、 對馬 島上縣 郡、 天神 多 久頭多 麻 命 神社、 下縣郡 多久頭 神社 御 在し 坐す は、 此の 神に 御 在し 

坐す 事 申す も 更なり、 名義、 多 久都は 巧 出に て、 彼の 手 置 帆 食、 彥狹知 二 神の 御 鼠と 坐す 謂に て、 右に 說 ける 安牟須 

比 命と 申す 名義に も 相 通 ふ 可し、 然るに、 神 名 式に、 大和 國高市 郡氣吹 雷、 響 雷、 吉野大 國栖御 魂 神社 二 座 (竝名 神 

大、 月次、 新嘗) と 有る 御社 を、 今、 九 頭 明 神と &し、 彼の 戶隱山 神 を、 九 頭龍權 現と 申せるな どに 寄せて 思 ふに、 

多久 都の 多 は大の 翁に して、 久 都は國 統の義 にて、 彼の 天津 國玉 神に 渡らせ 給 ふ 謂な りけ り、 神武 天皇 御紀 に、 更少 

進、 亦 有い 尾而、 被，.， 磐石， 面お 者、 ；大皇 問， 之 曰、 汝 何人、 對曰、 臣是磐 排別之 子、 此則吉 野 國機部 始祖 也と 有る を、 

姓氏 錄 (大和 國神別 地祇) に、 國栖、 ffi, 自， rp;^ 穩柙別 神， 也、 神武 天皇、 行 n 幸吉 野-時、 川上 有 f 遊 人 r 于レ 時、 天皇 

御覽、 卽入レ 穴、 須臾 叉お 遊、 竊親レ 之、 喚問、 答 n 曰 石 穗柙刖 神 子 一也、 雨 時 詔 n 賜！； 栖名 I と 有る を 見る に、 石 穗柙刖 

神 は 土 佐 風土記に、 天 石 帆 別命、 今 1K 石 門 別命と 有る が 如く、 此の 手 力 雄 神 を石戶 別命と &す 同名なる が、 其の 子と 

云 ふ は 子孫の 謂な り、 此に 詔， 1 賜阈栖 名； と 有る は、 1K 皇、 其の 國玉 神、 卽ち大 國栖御 魂 神なる 事 を 所 知 食して、 共 

の 事 を宣ひ 出 でさせ 給へ る を 以て 國 If の 名 は 起れ る 者なる 可し、 (但し、 多久都 は." 右の 如く 巧 出なら すと も、 ^久 


を栲の 事と 見ても、 其の 所 由無きに は 非ざる なり， 然れ ども、 多 を大の 如く 訓 みて、 大國栖 と 見む も惡 から じかし、) 

叉、 上の 大椋置 始連條 に 云へ る、 此の 天 手 力 雄 神の 亦 名、 阿 麻 乃 西 乎 乃 命と 申す、 此を 姓氏 錄 (左 京 神 別 中天 神) に、 

宮部 造、 天 壁 立命 子、 天 背 男 命 之 後 也と 有る 子 は、 子孫の 謂 なれば、 例の 抱る 可から す、 傻、 背 男の 背 は、 借 字に し 

て、 進の 義 なる 可し、 天孫 降臨 章に、 一 云、 二 祌遂誅 -1 邪神 及 草木 石 類 T 皆 巳 平 了、 其 所 レ不， 服 者、 唯 星 神 寄々 背 男 

耳、 故 加 遣， 一 倭 文 神、 建葉槌 命， 者、 則 服、 其の 第二 一書に、 時 二 神 曰、 天 有 n 惡神？ 名 曰，， 天 逮赛星 f 亦 名 天 香. -背 

カ^ ォソプ 

男、 請 先 誅二此 神 1 と 有る 香々 背 男 は、 弦 進 男の 義 なる 事、 天津 甕 星と 云 ふ を 以て 知るべし、 然れば 天 背 男 命と 申す は、 

神威の 猛く 勝れて 御 在し 坐す 意に て、 此の 神の 御子、 天 忍 日 命 は、 天壓 人命なる 事、 上に 云へ る 天 壓 神の 例 を 以て、 

准ら へ 知る 可き 者な り、 (然るに 右 は 上に 正し 云へ る 如く、 今 木 連と 巨椋 連との W 自を 正して、 手 力 雄 神の 亦 名と 知 

る 事なる が、 同錄、 山城 國神別 天神に、 神宮 部 造、 葛 城 猪 石 岡 天降 神、 天 破 命 之 後 也、 云. -と 有りて、 其の 六 世 孫 

なる 吉足日 命 は、 崇神 IK 皇 御世の 人 なれば、 遙に 後に 天降り 坐し \ 神と 見 ゆるが、 破 命は、 天 背 男 命より 何 世の 後 

なりけ む、 今 知る 可ら す、) 〇 磐 戶側、 正書に は 磐戶之 側と 有る も、 其の 訓 同じ、 俾 十七に 云へ り、 〇恃 を、 加久 

志 佐 母 良 比 S と訓 めれ ども、 自ら 隱れ 侍ら ひ 給 ふ 所 なれば、 加 久理佐 母 良 比 S と訓 むべ し、 正書に、 立 字 を も、 古事 

カク リ 

記に 隱ュ" I と 有る に 同じく 訓 みて、 匿の 字 を 訓み添 ふる 事、 允に 常れ りと 一 K ふべ し、 其の 事傳 十七に 註せ り、 考へ 合す 

可き 事たり、 诸、 侍と は、 狹 守の 義 にて、 其 所に 眼 を 著け て、 外 を 思 はす、 一 向に 伺 ひ 居る 事 を 云 ふなり、 拴 遣に、 

此の 新 殿に ての 御 事 を、 令 一大 宮賣神 侍， 一 於 御前？ 豐 磐間戶 命、 输： 磐 間 戶命ニ 神、 守 r 一 衞殿門 一と 有りて、 侍と 守 衞とを 
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鼓べ 云へ り、 叉 其の 外、 國 土の 犬なる にも 守と 云へ る は、 、章 第一 一書なる 神 名に、 淸之湯 山 主 三 名狹漏 彥八岛 if と 

有る、 三 名狹漏 は、 悉皆 然守 Q 義な る、 是 なり、 天 孫 降臨 章 第二 一書に、 惟 爾ニ神 亦 同 侍，； 殿內？ 善 爲= 防護， と え、 

古事記 同 段に、 大國 主神の 僕 者、 於，， 百 不足 八十 洞 手， 隱而 侍と 中し 給 ひ、 猿田3^-古神のーマ2に、 聞， ヘ大神 御子 k 降 坐 T 

故 仕 n 奉 御前 一而、 參向 侍と 申し 給へ る 事 見えたり、 萬 葉 二  (二十 九 丁) に、 佐 田 乃 岡 tr 爾、 侍 宿 爲爾往 と 有る 其の 拉 

びに、 柬乃、 多藝能 御門 爾、 雖伺 侍、 云. <、 又 (三十 五 丁) 大殿 乎、 振 放 見 乍、 鶉 成、 伊波 比迴、 雖侍 候、 佐 母. R 比 

不得 者、 三 (三十 九 丁) に、 何時 鴨、 此夜 乃將明 跡、 侍 從爾、 寢乃不 勝 宿 者、 六 (十八 丁) に、 風 吹 者、 浪可將 立 

跡、 伺 侍爾、 七 (十五 丁) に、. 大 御舟、 竞而佐 守 布、 高 島 之、 三 尾 勝 野 之、 奈伎佐 思 所思、 八 (三十 四 丁) に、 天 

孫、 伊 刀河浪 者、 多々 禰杼 母、 伺候 難 之、 近此瀨 乎、 十 (三十 三 丁) に、 妹 瞬 和、 時候 跡、 立 待 .，1、 十一 (十三 

丁) に、 皇祖 乃、 神 御 I： 乎、 懼見 等、 侍從時 爾、 相 流 君 鴨な ど 有り、 叉 古今 集詞 書に、 「问じ 御 時、 上の 侍に て、 2;- 

等に 大 御酒 賜 ひて、 大 御遊 有りけ る 序に、 云々」 又、 「田 村の 御 時に、 女房の 侍に て、 御 屏風の 綺御覽 じけ るに、 

云々」 叉、 「寬 平の 御 時、 唐 使の 判官に 召されて 侍りけ る 時に、 東宮の 侍に て、 男 等 酒 給べ ける 序に、 云々」 など 有 

る は、 禁中の 伺候 所 を、 何れも 侍と 云へ るな り、 叉、 其の 東歌に、 「御 侍 御笠と 男せ 宮城 K の 木の 下露 は 雨に 勝れり」 

と 有る は、 供と 成りて 附き從 ふ 人 を 云へ るに て、 夕顔 卷に、 「美しげ なる 侍 童 の、 姿 好ましう、 云々」 と 有る、 此 

の 類な り、 (此 に隱 侍と 訓 める は、 隱れ 居て 伺 ひ 給 ふ を 云 ふなり、 右の 八卷 なる 伺候 は、 同じく 佐 母. お 比 なれ ども、 

今 本に、 宅加賀 比と 訓 める、 其の 意味 無き に は 非ざる なり、 叉、 士人を 侍と 云 ふ は、 其の 御 許に 守り 居る 義を 以てな 


り、 和名 抄に、 侍 從局於 毛 止 比 止 女 宇知岐 美、 從侍於 毛 止 比 止 萬知岐 美と 有る は、 御 許 人 女 前 君、 御 許 人前 君と 云 

ふ 事に て 侍と 云 ふに 同じ、) 〇 引 開 之 は、 此は 此の 言に 約め て餘事 をば 省け る 者な り、 此の所、 古語 拾遺に、 爱令 T1K 

手 力 雄 神、 引？ T 啓 其 靡 f 遷 S 座 新 殿， と 有る 所な り、 此 にも 其の 開と 有る は 其の 石 窟の扉 を 云へ るが、 引き 開く と 云 ふ 時 

に は、 引 字に 甚く 力 有りて 見 ゆめり、 神 名 式に、 伊豆 國田方 郡、 引手 力 命 神社、 今 賀茂郡 十 足 村 手 力 雄 山と 云 ふに 

御 在し 坐す が、 如此 く、 御名に 引 字 を 冠 ふらせ 奉れる を 以て、 其の 甚 じかり ける 御有狀 なむ 伺 ひ 奉り 知られた りけ 

る、 猪、 此の所、 正書に は、 手 力 雄 神、 則 奉 n 承 天 照 太 神 之 手？ 引 而奉レ 出と 見え、 古事記に も、 其 所， 隱 n 立 之， 天 手 

力 神、 取 其 御手 一 引出と 有る 事 なれ ども、 此と 拾遺との 文 は、 麁 きが 如くして、 却り て 其の 正實 をな む 得たり け 

る、 然る は、 巳に 傳 十七に 委しく 論め 書せ るが 如く、 此の 時に、 其の 扉 を 引き 開けて 抛げ 落し 給へ る は、 此の 天 手 

力 雄 神に 御 在し 坐し、 ■ 其の 御手 を 奉 承りて 引き W し 奉れるな む、 天 鈿女 命、 亦， 名拷幡 千."； 姬 命に 御 在し 坐し ける、 然 

こそ、 神宮に て、 此の 天 手 力 雄 神、 栲幡 千々 姬命ニ 柱 を 合せて、 御戶開 神と は 申し 習へ り けれ、 然る を、 此に は、 其 

の 扉 を 引き 開け 給 ひし 事の み を 云 ひて、 其の 御手 を 取りて ffi し 奉られた るな どの 細かし き 事 は、 皆 がらに 略き 載られ 

ざり けりと は、 古より 人 皆 心 も 著 かすて 有りけ らし、 (但し 此は、 傳 十七 卷に 註せ るが 如き 天 細 女 命 は、 正しく 栲幡 

千々 姬 命に 御し 坐す と 云 ふ 事 を、 に 知り 得た る 上なら では、 其の 意 を 得難き 事に し 有りければ、 然は 明らめ 知る ま 

, じき 事な りけ り、) 故に、 其の 延喜七 年 勘進、 皇太 神宮 禰宜 譜圖 帳に、 天 手 力 雄 命、 天 石 門 乃 左方 爾居、 天 乃於須 女、 

右方 S 居 天 云々 と 有る に 引き合 ひて、 右に 引ける 拾 遣の 文の 鑌 きに、 則 天兒屋 命、 太 玉 命、 以，： 日 御 綱？ 廻 懸其殿 
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と 有る は、 天 手 力 雄 神の、 其のお 門 It を 引き 開けて、 天鈿女 命に » し 奉らし め、 直に 其の 新 殿に rn 御 綱 を界以 して、 

御 装^の 事 を 成し 仕へ 奉りて、 再び 磐戶に 還り 入らせ 給 ふま じく 物爲給 ひて、 俗に 油 斷を爲 ざる 狀 なり、 次に、 令、 

大官賣 神、 侍，； 於 御前； 豐 磐問戶 命、 1： 磐 問 戶命ニ 神、 守 S 衞殿 門， と 有る は、 天 照 太 神 は、 女神に 御 在し 坐せば、 殊 

に 御 許に 侍ら ふ 神 をば、 其の 御手 をパゃ 承りて 引き W し^れり し、 天 鈿女命 をして 令レ侍 給へ るな り、 ：此 より、 大宮喪 

神と 巾す 御名 有るな り、 叉 其の 御 扉 を 引き 開けさせ 奉り 給 ひし 由に 緣 りて、 其の 天 手 力 雄 神に、 天 石門刖 神と.^ す 御 

名 御 在し 坐し、 叉 其の 分身し 給 ひて、 豐 磐間戶 命、 櫛 磐間戶 命と 御名に 食せ るな り、 此の所 謂 を 探り 求めても、 おに 

註せ るが 如く、 天 手 力 雄 神と 天 鈿女 命と 二 柱に て御戶 開きの 事に 仕へ 奉らせ 給へ る 事灼然 ければ、 右に 引ける 正書と 

古事記と に は、 事の 相混雜 りたる を 知るべく、 此に は、 御戶 開きの 事の み を 云 ひて、 雜事を 漏らされ たる を 知るべく、 

拾遺 は 右の 如き 文 共有り て甚々 愛た きを、 上に 其に 照應ふ 可き 語の 脫ち たる をな む 知るべき 者な りけ る、 (但し、 

遺に 右の 神 等 を、 是竝太 玉 命 之 子 也な ど 云 へ る を 以て 思 ふに、 巳く 右 等の 神 等の 事實は 明らかなら ざり ける と 見え 

たり、 其の 細 書 は、 廣成宿 漏の 註に し 有りければ、 此を 以て も 其の 木 文の 傳は 彼の 氏の 古 傑なる * 灼然 くな む、) 

偖、 上に 云へ るが 如く、 此の 神 を、 天お 門 別 安 阈玉主 天神と 申し 奉る は、 素より 此の 御 功 用に 依れる 御名 なれば 論 無 

きを、 猶祌名 式に、 陸 奥 阔白河 郡 伊波 止 和 氣祌社 を、 頭註に 手 力 雄 命 也と 有る は 然る 事に て、 に 此の 時の 御 功 川 

に 依りて 負 ひ 坐せ りし 御名なる も灼然 く、 叉- 備前國 御^ 郡 石門刖 神社 を、 八 「戶 隱宫と 中す も 右に 同じ、 和 泉阔正 

應 年中 神 名 帳に、 天 光石 止 別 神社と 巾す も 有る は、 其 も 右の 謂れに 依る と 所見たり、 叉 土 佐 風土 Eg に、 天^^-^々神の 


御 事 を、 天 石 帆 別命、 今 fK 石 門 別 神 子 也と 所見た る、 其の 石 帆 別 は M. 別にて、 此も、 石 門 別と. & すに 同じ 意味なる 

御名な り、 上に 引ける 神武 天皇 御紀 に、 磐 排別之 子の 事 を、 披，； 磐石， 而 W と 見え、 其 を 古事記に、 此人柙 n 分巖 一而 ffi 

来と 有る を 合せて 思 ふ 可き 者な り、 又祌名 帳に 伊豆 國賀茂 郡 伊波 氏 別 神社 御 在し 坐す は、 石 門 別の 義 なる を、 同 郡 

伊波 久良 和氣命 神社 有る も 同 神と 通えた るに、 其の 伊波 久 良と 云 ふ は、 傳 十七に 註せ る 如く、 石 倉 は 其 所に 引ける 

山城 國 愛宕 郡、 式 外 石 座 神社 御 在し 坐す を、 舊 記に 天神 所， 籠之窟 也と 有る、 是れ卽 ち 其の 伊. 波 久良は 天 石 窟を云 

へる 證 なり、 姓氏 錄 (河 內國神 別 天神) に、 多 米 連、 神 魂 命兒、 一 K 石 都 倭 居 命 之 後 也、 叉 (攝津 國神別 天神) 額 田 部 

額 田 部宿翩 同祖、 明日 名門 命 之 後 也、 叉 (右京 神 別 上天 称) 額 田 部 宿； 确、 明日 名門 命 三世 孫、 天 村 雲 命 之 後 也、 

又 (山城 國神別 天神) 額 田 部 宿禰、 明日 名門 命 六 世 孫、 天 由 久富命 之 後 也、 又 (右京 神 別 上天 神) 額 田 部、 額 玉 額 田 

部 宿 織 同祖、 明日 名門 命 十 一 世 孫 御 支 宿 禰之後 也と 有りて、 其 (攝津 國神別 天神) 額 田 部 宿 翻、 角 凝 魂 命 男、 五十 

狹經魂 命 之 後 也と 所見たり、 若て 右に 額 田 部 は 下に 云へ る 天津 彥根 命の 裔 孫なる 額 田 部と は 異にて、 彼 は 額 田 馬の 故 

事に 依りて 額 田 田 部な り、 此 は御戶 開の 神 孫なる 由 を 以て 拔戶田 部と 云 ふ 意なる が 切れる にて、 各 等しから す、 其の 

心して 見る 可し、 偖、 其の 明日 名門 命と 中す は、 明 は 此に引 開 之と 有る 御 功-を 申すな り、 日 名門 は 日 之 門に て、 日 神 

の 刺し 籠らせ 御 在し 坐し \ 磐 戶の御 事な り、 四 神 W 生 章 第 十 一 書の 速 吸 名門 を、 神武 天皇 御 紀に連 吸 之 門と 有ろ に 同 

じ、 然れ ば、 明日 名門 命と 申し 奉りて 石 門 別命と 申す に 同義なる 御名なる 者な りかし、 (伹 し、 其の 五十 狹經魂 命 

と 申す を、 此の 手 力 雄 神と 同 神と 見るべき 師說も 有る 事 なれ ども、 予が見 は少か 異なり、 其の 事 は 傳三卷 に 云 ヘリ， 
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偖、 此の 石門刖 神の 御社な ど國々 に 多 在る を、 其 は 已に傳 十七 卷に註 せれば、 此に 合せ 讀む 可し、) 叉、 傳 十七に 註 

せる が 如く、 古事記 御 天降 段に、 天 石戶別 神、 亦 名 謂，, 櫛 石 宽神？ 亦 名 謂， 1 豐石 驚祌； 此神者 御門 之 神 也と 有る を、 

右に 引ける 拾遺に、 令，， ，豐 磐間戶 命、 櫛 磐 間 戶命ニ 神、 守 51 衞殿 門， と 所見て、 正しく 二 神に 御 在し 坐す 趣に て、 後 

世 御門 神と 申す も 其の 如く なれば、 此の 二 神 をして 天 石 門 別命の 亦 名と 申さむ 事、 遠へ るに 似たり と雖 も、 熟 "思 ふ 

に、 磐戶 開きの 時には 一 柱の 天 手 力 雄 神に 御 在し 坐し ける を、 此の 新 殿に 遷り 坐し 奉りて、 御門 を 守衛り 給 ふとして 

は、 御身 を 二 柱に 分けさせ 御 在し 坐して、 御門の 左右に 立せ させ 御 在し 坐し けるな り、 然るに、 古事記の 如く、 亦 名 

謂 二 櫛 石 窓 神 『亦 名 謂 二 豐石宽 神， と 有る 時 は、 一 神に して 二 名 御 在し 坐す に 似たり と雖 も、 其 は 唯 人の 上の 事に こそ 

有り けれ、 其の 名と 一 K ふ は、 偉 二に 註せ るが 如く、 行事 を 以て 名に 負 ふ 古の 式な りければ、 神 等の 御上に は 其の 異な 

る 行事の 御 在し 坐す 時には、 其の 御 魂より 分りて、 各々 一 箇の 神と、 別に 顯 はれさせ 御 在し 坐す 事に て、 御名の 多く 渡ら 

せ 給 ふ 神な ど、 其の 行事 も 多く、 又 分身 も 決めて 多く 御 在し 坐す 御 事に なむ 有りけ る、 然れ ば、 古事記なる も、 分身 

謂 二 某 神； 亦 分身 謂 二 某 神 一と 云 ふと 同じ 事に て、 本より 二 神の 心なり と 所見 たれば、 拾 遣の 二 神 も、 記の 亦 名 も、 事 

は 全く 同じくて なむ 有りけ る、 又、 上に 註せ るが 如く、 縣犬養 宿禰、 大 椋置始 連の 家に 傳 はれる 阿 居 太 都 命と 中す 

御名の 義は、 御門 神と 御 在し 坐して、 其の 殿 門の 開圈を 掌り 給へ る 謂に て、 御門 祭詞 に、 櫛磐瞩 豐磐牖 命お、 御名 * 

ァケ タヅ 

申 事 波、 四方 內外御 鬥爾、 如，； 湯 津磐村 一久 塞 坐 ほ、 云， _<  、朝 波 開門、 夕 波 閘鬥ほ、 云々 と 所見た る、 開 M 是な り、 姓 

氏錄 (左 京 神 別 中； 大神) に、 大伴宿 纏、 高 皇産靈 命 五世 孫、 天 柙日命 之 後 也、 (中略) 雄 略： 大皇 御世、 以，： 天 权负， ^,1 


大連公 f 奏曰、 衞， 門開闔 之務、 於， 職已 重、 若 一身 難 k 堪、 望與 U 愚兒 語？ 相伴 奉， 衞-, 左右？ 勅 依 レ奏、 是大伴 佐 伯 二 

氏、 掌-一 左右 開闔- 之， 緣 也と 有る を も 合せて、 其の 然る 所以 を曉る 可き 者な り、 (此の 天 忍 日 命と 申す は、 ^に 手 力 雄 

神の 御子に 御 在し 坐すな る 可き 事 を 見得て. - 已に傳 九 卷に且 々云 ひ、 今 叉 上の 天日 鷲 命の 傳 にも 註し 置け る を、 其の 

詳 なる 事 は、 天孫 降臨 章 第 四 一書の 傳に 就きて 云 ふべき なり、) 偖、 此に引 開 之と 有る、 天 石窟の 扉の 行方 はし も、 

正書、 則 奉 r, 承 天 照 太 神 之 手 T 引 而奉レ W の 細 書に、 一 云、 手 力 雄祌、 奉 n 出 天 照 太 神 1 時、 引 n 放 其 岩戶ハ 信 州 

戶！ I 山是 也と 見 i、 叉 神 名 帳 頭書、 叉 神社 考に、 天 手 力 雄 命、 以， 1 其 所い 取 石戶， 拋レ 空、 此卽落 而成レ 山、 信 濃 國戶隱 

山是 也と 有る は、 世に 名高き 信 濃 國水內 郡なる 戶隱 山の 事 なれば、 此に手 力 雄 神の 御 在し 坐す 由、 人知れ るが 如し、 

然るに、 此も 彼の 香 山、 天 山、 天 詔！？ 【山と、 國を 隔てて 三に 分れ 降れる が 如く、 猶割 分れて 落ち 降れるな りけ り、 其 

は、 柳 生 系圖に 引ける 春 日 社 記 曰、 昔 天 照 太 神、 開 n 天磐戶 -se 現 時、 天 香 久山岩 戶分爲 レ兩、 其 一 者 飛 n 行於虚 签ハ 其 

ー者留 在，， 大和 國； 號ニ 其處， 曰 ニ祌戶 岩， と 有る は、 香 山と 岩戸と 分れて 兩に 成れる に は 非す、 1K 香 山に 在りつ る 一入 石 

窟の 扉の 雨に 割れた るに て、 其 一 者 飛 n 行 於 虚空-と 有る 一 は、 右に 謂 ゆる 戶隱 山の 事に て、 其の 片方 は、 右の 祌戶岩 

と 成れる 由な り、 神 名 式に、 大和 國添上 郡、 天 乃 石立祌 社と 有る、 此の 社、 今 其の 小 柳 生 村なる 岩戸 谷と 云 ふに 御 在 

し 坐す は、 右の 神戶 岩の 事なる 可し、 叉 其の 天 乃 石 立 神と 申す も、 此の 手 力 雄 神の 御名なる 事 知られた るに、 其の 社 

記の 紀伊社 を、 小社 紀に、 紀 御社、 赤穗明 神、 島 田 明 神、 御前 石 立 明 神、 天 乃 石 吸 明 神と 有りて、 此の 四 座 共に 何れ 

も 式內の 社なる を、 其の 紀伊 社と 云 ふに 就きて 考 ふるに、 牟屢郡 天 手 力 男 神社、 式に 所見たり、 其の 神 を 請 ひ 奉れる 
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から 本國の 地名 を 以て 社 猇とは 成せるな り、 二十 二 社 記に、 春 日 前 立 明 神、. 天 石 吸 明神是 也と 有れば、 御前 石 立 神社 

と 天 石 吸 神社と は 同 神に て、 共に 天 手 力 雄 神に 御 在し 坐す 御 事 を 明らめて、 叉 其の 一 證に は備ふ 可き 者な りかし、 猶、 

其の 磐 戶の碎 け 落ちた る 所有り けり、 傅 十七に 引ける、 豐 葦原 ト定 記に、 天神 母感玉 比、 お 戶弘開 玉 波、 乎 力 雄 神 

引出： f 之 S 利、 W 常闇 乃 雲 晴奉利 支、 其 龍 玉 之 磐 戶片閥 波、 投弃給 布 時、 落 天、 今 乃 西 石 座 止 成 利、 其片 閣 は、 <H: お倉 

乃 里仁留 利と 有る、 此は甚 後の 物ながら、 然る 古傳の 遺れ る を、 書せ る 者なる 可し、 今 京の 北に 岩 倉と 云 ふ 地 有 

りて、 其 處に石 座 神と 申す 御社 御 在し 坐すな るに、 舊 記に、 天神 所， 籠之窟 也と 有るな ど、 少緣の 事と も 聞え ざれば、 

其の 戶隱山 を 本と して、 右の 神 戸谷、 此の 石 座な ど、 皆 同時に 天より 落ち 降りて、 此の 地に 然る 巖 壁の 山と は 成れる 

者な りかし、 此 等の 傳は、 各 其の 國々 の 古老の 傳 ふる 所 なれば、 古 風土記な どに、 必す 記せり し _sfl- 共な りけ む を、 

マ ヒ カナ 

其の 書 亡びて だに 如此 く？.：： 去らぬ 所以 有りて、 神代の 古記に 契合 へらむ に は、 必す 採りて 其の 缺典を 袖 ふなむ、 神 

に 質して 耻ぢ 奉らぬ 事な りけ る、 (右に 巳に 云 へ るが 如く、 神 名 式なる 伊豆 國賀茂 郡 伊波 久良 和氣命 神社と は、 

石 門 別の 義 なる を 以て、 卽ち岩 倉 は石窟 なる 事 を 知るべき 者な り、 叉國々 に 石 倉 命 神社、 磐 座 神社な ど 多 在る を、 

皆 がら 此の 乎 力 雄 神に 御 在し 坐 すらむ と 所思 ゆる 由、 已に傳 十七 卷に 註せ るが 如し、 倍 又 右の 紀伊 社の に 就きて 

思 ひ m. でた る は、 祌武 天 皇御紀 に、 到， 一 熊 野 神 且登， 一天 磐 盾 r 仍引， 軍 漸進と 有る 天 磐 盾 を、 鑌 古今 集に、 「眞熊 

野の 神 倉 山の 昇り 果て- -も猶 祈る 哉」 と 有りて、 神 倉 山と 云 ふ 由なる は、 右の 岩 倉の 例に 等しき にや、 叉、 磐 盾 

とお 立と 首相 同じき を も 思 ふ 可く、 叉 其の： 大手 力 男 神社の 御 在し 坐す 牟 S 郡 も、 右の 熊 野の 地なる を も m 心 ひ 合す 可 


し、 又 其の 天 石 吸 神社 は" 石 統と云 ふ 事なる か、 叉 は 石 吸 は 石 破な どの 誤りに て、 石 門 別と 乍す に 同じ 意なる にや、) 

〇 日 神 之 光滿， 一 於 六合 は、 上に 云へ るが 如く、 古事記に、 上に 雨 高天原 皆 暗、 葦原 中 國悉閿 と 有りて、 此に、 故 天 照 

カケマ t 

太 御 神 W 坐 之 時、 高天原 及 葦原 中國自 Sti 照明， と 有りて、 上下の 照應 宜しき を、 御紀 は、 正書、 一書 共に、 相 混 かし 

見るべく 物 爲られ たるが 故に、 正書の 首に、 故 六合 之內常 闍而、 不レ 知， 一 晝夜之 相 代， と 云 ふ 文 有りて、 此に當 る 文 を 

略 かれ、 此に は、 右の 如き 文 有りと 雖も、 上に 然る 文の 無き は、 互に 其の 片方 をのみ 云 ひて、 其の 片方 をば、 相 省か 

れ たる 者 なれば、 卽ち 古事記の 委しき に は 如かす てな む 有りけ る、 然は 有れ ども、 此に亦 云 ひ 知らす 奇 しく 妙なる 

味 を 含みて 有る 事 を 今まで 人 も 我 も 得 知らす て 有りけ り、 其 は、 此に、 日 神 之 光、 滿， 一 於 六合， と 云 ふ は、 四 神 出生 

章 日 神の 御 生み 坐し 》 所に、 此子 光華 明 彩、 照つ 徹於 六合 之內, と 有る と 同じ 文なる にて、 天 日の 光 瞎は卽 ち 其の 日 

神の 大 御身より 放た せ 御 在し 坐す 大御 光に 御 在し 坐す 御 事 を i§ に徵し 奉れる 文な りけ り、 其は傳 十七に 已に 云へ る 

カム ナザラ 

が 如く、 天日の 始めは、 可 美 葦 牙彥舅 尊に 起り、 天 常 立 尊に 成りて、 惟神に して 照り 明るき 御國 にして、 日 神の 未だ 

所 知 1^1:; せ させ 給 は ざり し 以前に も、 本より 光 を 放ちて 六合 を 照す 域な りし 事 云 ふ も 更なり、 然るに、 二 柱御祖 神の 

R< 照 太 神 を 生み 奉らせ 給 ひける に、 奇異に 光華 明 彩し く 御 在し 坐して、 天地の 內に 照り 徼らせ 給へ るが 故に、 天柱 

を 以て 送り 舉げ 奉らせ 給 ひて 日 神と 成し 奉らせ 給へ りき、 然る を 其の後に、 火 神 を眞名 弟子に 生み 給へ る、 此の 事に 

依りて、 伊 弊掛尊 は、 黃泉國 に 罷らせ 御 在し 坐し. 1 かば、 伊 弊 諾尊御 怒り 坐して、 靳らせ 給へ りけ る、 其の 血 は 天に 

上りて 天 安河と 成り、 其の 骸も 天に 上りて 天 香 山と 成り、 叉 其に 就きて 成り 給へ る 神 も、 各： 大に 上りて 日 神に 仕へ 
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奉らす 事と 成れ \ ば、 愈.^ 其の 日の 光輝、 今も瞻 奉る 如く 備 はり 足ら はせ 給へ るに なむ 有りけ る、 然るに fK 照 太 御 

神の 高天原 を 所 知 看させ 御 在し 坐し i 後 は、 固より 照り 明らかな りし 天 日の 光 も、， 後に 火 神の 御靈の 燃え 上り 凝り 

著き て、 相 添 はれる 光 も 日 神 一 柱の 御上に 歸り 奉れる が 故に、 其の 日 神の 自若に 御 在し 坐 せらむ に は、 其の 天日の 大 

御 光、 今 も 見 奉る が 如く 御 在し 坐し、 如此 く、 日 神の 磐 戶隱ら せ 御 在し 坐し ける 時 は、 天日の 固有の 光 も、 火 神の 追 

ひ 加 はれる 光 も、 共に 日 神の 持ち 隱ら させ 御 在し 坐し ける を 以て、 骨の 中 は 常夜往 きけ るに なむ 有りければ、 此に日 

神 之 光 滿ニ於 六合 一と 云へ るに は、 甚々 味 有る 事な りと は 云 ふなり、 (天日と 日 神との 差別 は、 三大考 に、 「吾が 古典 

に- 大と云 ひ 高天原と 云へ る 物 は、 虚空に も 非す、 虚空の 上方に 別に 在る にも 非す、 日 ぞ卽ち 高 天 原な りけ る、 然れ 

ば、 日 は 天 照 太 御 神に は 非す、 其の 所 知 看す 御國 にして、 太 御 神 は 日の 中に 坐ます 神な り、 其の 故 は、 記の 神武 皇 

段に、 吾者爲 一： 日祌之 御子 f 向 レ日而 戰不レ 良と 有る 是 にて、 日と 日 神と 別なる 事 を 知るべし、」 と 云へ るに て、 甚 能く 

聞え たり、 此を 以て、 天日の 光 は、 其の 中に 御 在し 坐す 日 神の 大御 光なる 事 を曉る 可くな む 有りけ る、) 日 神 之 光と 

は、 右に 引きて 云へ る 如く、 光華 明 彩、 照 r 徹於 六合 之內 一と 有る 天 照 太 神の 大 御身の 大御 光に して、 其れ 卽ち 天日 

の 光輝 是 なり、 前章 第三 一書に、 日 神 之 子と 有る、 其 を 古事記 日 代宮段 歌に、 多 迦比迦 流 比 能 美 古と 詠みた る、 此 

を 以て、 日光と 云 ひて、 日 神 之 光と 云ふ義 なる を 思 ふ 可し、 偖 光と 云 ふ は 火 明の 略なる 可し、 天孫 幸 臨 章 第二 一書 

に、 火 盛時 生兒、 ： 號，， 火 明 命 f 第三， 一 書に、 初 火 焰明時 生兒、 火 明 命、 第五.' 一 書に、 其 火， 初 明 時、 躡誥 》 兒 云云、 

火 明 命な ど 有り、 叉傳 十に 云へ る、 大 雷火 明 神と 有る 火 明 は 其の 光 を 云 ひ、 二十に 云へ る 鏡 作 神 を、 天 照國照 天火 
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明 權玉饒 速 日 命と 申す 火 明 も、 亦 鏡の 光に 依れるな り、 光 は 火 明なる 例是. なり、 右に、 火炤明 時、 叉 は 灯 初 明 時と 云 一 

へる、 卽ち 光の 義 なり、 祌武 天皇 四 年御紀 に、 詔 曰、 我 皇祖 之靈 也、 自レ 天降 璧、 光 n 助 朕 躬-と 有る は、 先に、 今 我 

是日. 甲子 孫、 而向， 日征」 慮、 此逆 一一 天道- 也、 云々、 鱧つ 祭 神祇 T 背 食-日 神 之 威 T 隨， 影 匪躡と 詔り 賜へ るに 對 ひて 

宣ふ にて、 此は日 神の 光 を 云 ふなり、 萬靈 (二十 七 丁) に、 照 月 乃、 光毛不 見、 叉 (三士 一丁) 夜光、 玉譬 十 

方、 四 (四十 二 丁) に、 月讀 之、 光二 來益、 叉、 月讀 之、 光 者淸、 雖照 有、 七 (三 丁) に、 月讀、 明少、 夜 者更下 一 

乍、 十二  (三十 六 丁) に、 射 去 火 之， 光 爾伊往 、十三 (二 丁) に 霹靂 之、 日 香 天 之、 十五、 (七 丁) に、 月 余 美 能、 

比 可晕伎 欲美、 叉 (十一 丁) 月佘 美 乃、 比 可 晕伎欲 見、 十八 (十八 丁) に、 安夫 良 火 能、 比 II 由 流、 叉、 一 

電之火 能、 比 I 爾見由 流、 十九 (一二 十四 丁) に、 光祌、 鳴 fi など f  、 古今 集に も、 「，曰 Q 光に 當る _ 

我 なれ ど 頭の 雪と 成る ぞ伦 しき」 又、 「奥山の 岩 垣 紅葉 散りぬ 可し 照る 日の 光見る 時 無くて」 又、 「日の 光 蔽し刖 かね 一 

ば？ iTIT マ にし 里に 花も疾 きけ り」 とも 有りて、 其の t 數 知らす 多き 語 なれば、 今更に 例を擧 ぐるに 及ばす、 (右に 

云へ るが 如く、 光 は 火 明な りと 雖も、 火と 光と は 同じから す、 火と 云 ふ 物 有りて、 其の 餘 韻の 溢る-^ が 光に て^る 一 

なり、 日と 云 ふ 物 有りて、 其の 餘 韻の 餘り出 づるを 日光と 云 ふ、 火 も 日も體 にて、 光 は 其の 用なる を 叉辨ふ 可し、) ^ 

滿， 一 於 六合， は、 右に 云へ る 如く、 四 神 W 生 章に、 照 n 徹於 六合 之 內-と 有る 是 なり、 古事記に、 高天原 及 葦原 中國、 自 

曰ヌ 一照 明 一と 有る も 右に 同じ、 滿と は、 月に 盈昃と 云 ひ、 潮に 滿 干と、 常に 多く 云 ふ 事に て、 月に は、 萬 葉 三 (五十 丁 

に、 七"， _〕 月 f、 滿闕爲 家 流、 七 (二十 六 丁) に、 照 月 者、 盈昃爲 烏、 十九 (十三 丁) に、 照 月 毛、 盈昃之 家 里と 有. 一 
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り、 潮に は、 六 (十二 丁) に、 若 浦爾- 鹽滿來 者、 滷乎無 美、 十 一 (三十 六 丁) に、 鹽滿 者、 水沫爾 浮、 細 砂 裳、 十 

二  (三十 六 丁) に、 湖 轉爾、 滿來鹽 能、 彌益 二、 十三 (八丁) に、 朝奈 祇爾、 滿來疲 之、 夕奈 祇爾、 依來波 乃、 十 人. 

(八丁) に、 於 伎敝欲 里、 美 知 久流之 保 能、 伊 也 麻 之爾、 十九 (二十 六 丁) に、 朝 暮爾、 滿來廢 之、 八 隔浪爾 など あ 

り、 人に 云 ふ は、 五 (三十  一 丁) に、 人 佐 播爾、 滿弓ー 播阿禮 等 母、 十 一 (五 丁) に、 打 日 刺、 宮道 人、 雖滿 行、 吾 念 

公. 正 一 人、 十三 (九 丁) に、 式 島 之、 山 跡 之 土 丹、 人 多、 滿而雖 有、 叉 (二十 七 丁) 藤 原、 王 都 志 彌美. 爾、 人 下 >、 

滿雖 有、 君 下、 大座 常な ど 云 ひて、 其の 外、 物に 滿と云 ふ 事 常なる が、 叉 其の 二  (四十  一 丁) に、 天 地、 日月 與、 滿 

將行、 神 乃 御 面 跡、 九 (三十 四 丁) に、 望月 之、 滿有 面輪- 爾 など 書きて、 I 字 を 多 流と 訓 みたり、 此等を 引き合せ 

て、 此に、 E 神 之 光滿， 1 於 六合, と は、 其 Q 六合の 内に 滿ち足 はせ させ 御 在し 坐す 事に て-謂 ゆる コ散於 六ん" と 内. 

と 云へ る是 なり、 但し、 意 は 然る 事ながら、 此の 滿字を 唯に 美 知との み訓 みて は； マ：； ひ 足ら はす、 美 知 登 富 良 志 伎と 訓む 

べきな り、 (委しき 事 は、 傳六卷 に 云へ る を 見て、 此を、 美 知 登 富 流と 訓 むべき 事 を 知るべし、 猪、 此の 滿>^ を、 名 . 

義抄に 美 都と も、 多 流と も、 多理 奴と も、 訓 みて 有るな り、) 〇 諸 神大喜 は、 第二 一書に、 諸 神 憂 之と 有と るに 對 

ふ 所なる なり、 古事記に も- 於， 是、 天 照 太 御 神、 見 長 ra- 一天 石屋 戶， 而、 刺 許 母理坐 也、 雨 高天原 皆 暗、 葦原 中國悉 

0, 因 レ此而 常 夜往、 於：， 是萬 神之聲 者、 狹 蠅那須 皆滿、 萬 妖悉發 と 見え、 拾遗 にも、 群神愁 迷、 乎 足！；， 措と 有るな ど 

は、 共に 甚く 憂 ひ 給 ひし 有狀 なる を、 此は、 其の 反なる 故に、 大 喜と は 云へ るな り、 借又雔 十七に 註 4- るが. 5  く、 此 

の 諸神大 喜と 云 ふに 常て、 拾 遣に、 當，， 此之時 r 上天 初晴、 衆俱相 見、 面 皆 明白、 伸レ手 歌舞、 相與稱 曰、 阿波 禮 (一 頁 


fl^ 晴也) 阿 那於茂 志呂、 (古語、 事之甚 切" 皆 稱，， 阿那？ 首 衆 面 明白 也、) 阿那 多能 志、 (一一 目 伸， 手而 舞、 今 指，： 樂事 r 

謂， 一之 多能 志？ 此意 也、) 阿 那佐夜 憩、 (竹 葉之聲 也) 妖憩、 (木 名 也、 振，， 其 葉， 之 調 也、) と 書して、 卽ち謂 ゆる、 

大 直會是 なり、 (委しく は、 其 所に 註し 置き たれば、 合せ 讀 みて 隨 る 可き 者な り、 偖 此の 諸神大 喜の 大字 は、 伊 

多 久と訓 むべ し、 古事記、 三 貴 子 生 坐 段に、 此時、 伊邪那岐 命、 大歡喜 詔、 云々、 神武 天皇 御紀 に、 天皇 大 喜と 

有るな ど 此の 例な り、) 〇 卽科， 1 素 妻 嗚尊千 座 置戶之 解除, と 有る 卽字 は、 常の 如く 異 無しと 雖も、 右に 諸神大 喜と 

有る、 直會の 場に て、 先に 諸 神憂レ 之と 有る 許りな りし 大禍事 を 成し 給へ りし 神 なれば、 打ち 置かす 直に 解除 を 

責 むる 事の 急なる 義を 知らせた りし 者な り、 若て、 此は、 第二 一書に、 科， 一 罪 於 素斐嗚 iir-, 而、 責 一一 其 被 具， と 有 

る、 其の 城 柱 を 科する 事な り、 委しく は、 正書に、 然後、 諸 神歸， 一 罪過 於 素斐鳴 尊， 而、 科， 之以， 一千 座 置戶， と 有 

る 下に 傳 十七に 註せ りき、 〇 手 爪 • 足 爪 は、 第二 一書に、 有， 一手 端吉棄 物. 足 端凶棄 物， と 有る、 手 端. 足 端 は、 卽ち 

手 爪 • 足 爪と 云 ふ 事に て、 右 は 有， 1 乎 爪 之 吉棄物 • 足 爪 之凶棄 物, と 云 ふに 異ならざる なり、 其の 事 巳に 傳 十九に 註せ 

るが 如し、 正書に、 拔 n 其 手足 之 爪， 曙， 之と 見え、 义 古事記に も、 亦 切 n 鬚、 及， 一手 足 爪， 令レ 拔而、 云々、 拾遺に も、 

令 レ拔， 一首 髮及 手足 爪， 而、 以晴ノ 之と 有り、 和名 抄に、 爪 和名 豆 女、 手足 指 上、 甲 和名 豆 女 乃 古布と 有る、 爪 を 豆 女と 

云へ る は 佳し と雖 も、 甲 を 古布と 訓 ませた る は、 全く 字音に て、 和名と 云 ふべき 者なら す、 大同 類聚 方に、 都 K 念と 

有る は、 卽ち爪 根と 云 ふ 事に て、 右の 指 甲に は當る 可くな む 所思え たる、 武烈 天皇 三年 御紀 に、 解， 一人 指 甲 T 使, 掘 n 署 

預, と 有る 指 甲 を 都 米と 訓め るに、 私記に は、 那麻豆 米と 訓 める、 其 は拔き 去りた る 指頭 を 云 ふなれば、 右と は 同じ 
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から ざめ り、 (今 も 生爪 を拔 くと 云 ふ 事 有りて、 苦痛の 甚 しき 事に 云へ る なれば、 指 甲の 全き 名に は 非ざる なり、 

指 甲に は、 都； M 根と 云 ふなむ、 正しく 當れ りけ る、) 〇爲，1 吉爪棄 物， 爲， 一 凶爪棄 物， の爲字 は、 傳 十九に 註せ るが 如 

く、 此の 物 化り て 彼の 物と 爲 るの 謂な りければ、 其の 手 爪より 善 解除の 献 注と 化り、 足 爪より 惡 解除の 就 注と 化 

り W でた る 趣なる 由な り、 其の物 は、 何物 か此に 成り W でたり けむ、 今 知る 可から ざれ ども、 倚 十七に 云へ るが 如 

く、 若く は 上古より 被 注に 令, 用ら る.^ 馬な りけ るかと 所思え たり、 又、 若く は 善 解除 *惡 解除 は、 中古に 謂 ゆる 荒 

ョヲリ ノ タケ 

世 . 和 世の 事に し 有りければ、 其の 節 折 竹 は、 篠を 以て 手の 末、 足の 先 を 量り、 其の物に 身に 在ら ゆる 罪過 を 科せ 

て、 河 上に 解除 ふ 事、 旣に 前に 註せ る 如く なれば、 其の 德と 生り W でたり けむ も 知る ベから す、， 萬 葉 三 (四十 六 丁) 

に、 天 有、 左 佐 羅能小 野 之、 七 相菅、 手 取 持而、 久堅 乃、 天 川原 爾、 ffi 立而、 潔 身 而麻之 乎と 有る は、 全く 此の 古^ 

を 取りて 詠める 者なる が、 其の 素 姜嗚大 神の 和 魂と 御 在し 坐して、 被 戸神に 渡らせ 給 ふ 速佐須 良比哮 神の 御名と、 左 

佐 羅能小 野と 同じく、 叉、 篠 在の 義 なると、 彼此 思 ひ 合すれば、 右の 吉爪棄 物 • 凶 爪棄物 は、 善 解除 • 惡 解除の 本に . 

立つ 時 は、 手 爪. 足 爪より 節 折の 德とは 化り W でたり けむ かと 思 ふ 考も棄 つべ から ざれば 云 ふなり、 後人、 深く 遠 

く 思ん 慮り、 考へ定 む 可き 事な りかし、 (但し、 何れにしても、 爲字 は、 化 爲の義 に 違 はざる 事、 巳に 註せ るが 如 

し、 手 爪 • 足 爪 を 以て、 直に 被 注に 用 ひられたり とに は 非ざる なり、) 〇 其 解除 之 太 醇辭 は、 下に 太 諄辭、 此云， 一布 斗 

能理斗 一と 註され たり、 依、 此に 解除 之の 首 を 冠 ぶら せたり ける は、 古事記 石屋 戶 段に、 IK 兒屋 命、 布 刀 詔 戶ー百 禱 

而と 有る、 此の 事に 依りて、 其の 天兒屋 命に、 太 祝詞 命と 申す 御名 御 在し 坐す 事、 上に 註へ るが 如し、 然るに、 神祇 


令に、 其 祈 年月 次 祭 者、 百官 集， 一 神祇官 r 中 臣宣ニ 祝詞 一と 有る が 如く、 年中の S 祀に、 祝詞 を 宣るを 本と して 仕へ 奉 

れ るに 同じく、 神代に も、 何 くれの 御 祈に 就きて 申さる i 太 祝詞の 方 主と 有る が 故に、 其れに 云 ひ 分かた む 爲に然 云 

へる にて、 解除 之 太 諄 辭と云 ひて、 猶 詞と云 はむ が 如し、 同 令に、 凡 六月 十二月 晦日、 大被、 (中略) 百官 男女、 

聚 n 集 威 所 f 中臣宣 -紱詞 r ト部爲 ，： 解除， と 有る に專ら 同じ 狀 なる を m 心 ふ 可し、 大被詞 に、 大 中臣、 天津 金 木 乎、 木 打 

切、 末 打斷, 《、 千 座 置 座 爾置足 波 志 R、 IK 津菅曾 乎、 木^ 斷、 末^ 切 氏、 八 針 爾取辟 と 有る は、 ；；： に 謂 ゆる ト部爲 ，： 

解除 一と 一 K ふに 常り、， 7、 に、 天津 祝詞 乃 太 詞祝事 乎官： * と 有る は、 彼の 中臣宜 一一 祝詞 一と 一 K ふに 常れ る を、 此の， むは、 

天 兒屋命 其の 解除の 所作 を 成し 給 ひつ，， -、 其の 解除 之 太 諄 辭の事 を 掌 どらせ 給 ひけるな り、 萬 葉 十七 (五十一 丁) に、 

奈加等 美 乃、 敷 刀 能 里 等 其 等、 伊比 波 良 倍と 所見た る を、 袖中抄 十七に、 「中 臣の太 祝詞 事と は、 中臣 威歟」 と 有る 

が 如くに て、 其の 被 詞を宣 る 事なる に、 神 樂酒殿 歌に、 「中 臣の天 小 菅を割 威 ひ 云々」 と 有る 歌 は、 中古の 物な 

がら 事 は 上世の 風儀 を 詠める にて、 令條 以上の 古式 を 伺 ふに 足る 可き 者な りかし、 (但し、 上古に は、 天 兒屋 命より 

世々 相承け て中臣 氏に て 右の 二 を 兼ねて 仕へ 奉れり けむ を、 後に、 事 も 多く 成り 以て 來 ぬるから、 ト部も 其の 神裔な 

る を 以て、 然る 方に も令レ 仕め 奉られし ならむ を、 再轉 して、 陰陽師の 所作の 如くに は 成りぬ るな ン めり、) 若て、 

其 を城詞 とのみ 云へ る は、 此の 解除 之 太 諄 辭と云 ふ を 略き たる 者な り、 偖、 天 兒屋 命の 宣り& されし 太諄辭 や、 如 

何なりけ る 事なら むと 云 ふに、 正しく 今傳 はる 大成 詞の 中に 在りと なむ 所思し かりけ る、 然 文中に 含みて 申す 例 を 暴 

げて 示さむ に は、 先づ鎭 火祭詞 に、 高天原 ® 神 留坐、 皇親神 漏 義漏美 能 命 持 E、 皇御 孫命ャ お、 豐葺原 乃 水穗國 乎、 安 
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國止平 久所知 食 止、 天下 所 寄 奉 志 時爾、 事寄 奉 志、 天 都 詞太詞 事乎以 S  . &久、 云々、 天津 祝詞 乃 太 祝詞 事 以ほ、 稱辭 

竟奉久 止 申と 有りて、 天津 祝詞 は、 其の 中に 在り、 叉、 道 饗祭詞 に 、高- 大之原 爾事始 s、 皇御孫 之 命 止、 稱辭竞 奉、 

云. <<  、神官 天津 祝詞 乃 太 祝詞 事乎以 ほ、 稱辭竟 奉 止 申と 有る も、 天津 祝詞 を、 其の 中に 收 めたり、 又、 太 神宮 月 

祭 神嘗祭 詞 共に、 度會乃 宇治 五十鈴 乃. 川上 "ぬ、 大宮柱 太 敷 立 天、 高天原 爾 千木 高 知 天、 稱辭竟 奉 sw、 天 照 坐 皇太神 乃 

大前爾 申 進 ss、 天津 祝詞 乃 太 祝詞 乎、 神主 部 物 忌 等 諸 聞 食 止 宣、 と 有りて、 其の 天津 祝詞 をば fi- に 載せられたり、 

叉、 大 殿祭詞 に、 汝屋船 命".^、 天津 奇護霄 乎以 氏、 言壽鎭 白久、 云々 と 有る、 天津 奇 護一 百 も、 天津 祝詞の 例なる を、 

其 も、 其の 詞の 中に 收 めら れて 有るな り、 斯れ ば、 此に 天兒屋 命の 掌り て宣り 給へ りし 解除 之 太諄辭 はし も、 r おの 大 

拔詞の 文の 中に 在りて 傳 はれる にて、 外に 在る に は 非ざる 可き 事 をな む、 知る ベ かりけ る、 (其 は、 已に 大成 詞 講義 

に 註せ る 事なる が、 今 採り W で \少 か 云 はむ に は、 紳宮の 類聚 神祇 本源に、 問、 何故 以 = 解除 詞-稱 -1 中臣 城-哉、 役 天 

祝詞 者、 威 之 外可レ 有-, 別 文， 歟、 答、 云， -、 天 祝詞 太 祝詞、 是又 有-多 說 f 云々、 伊弊諾 尊、 小 戶之橘 之稳原 解除、 夭 

兄屋 命、 解，， 素 妻 鳴尊惡 事， 神呢、 皇御孫 尊 降つ 臨 雲驛， 呪文、 倭 娘 皇女、 下 n 樋 小 河， 大政、 彼此 明々 也、 共以可 レ尋敷 

と 云 ひて、 別に 詞 有る 趣に 云へ る は 更なり、 荷 田 在滿說 に、 「天津 祝詞 乃 太 祝詞 事 * 宣 濃と は、 此の 祓詞を 指す に は 

非す、 別に 祝詞 有りて、 其を宣 れと敎 ふるな り、 此の 敢詞 は、 神に 吿 ぐる 詞 ならねば、 祝詞と は 云 ふべ からす、 且、 

此に、 太 祝詞 事を宣 鱧と 云 ひ、 下に、 天津神、 國津 神の 聞 食 さむと 有れば、 直ちに 此の 詞を宣 りて は、 義 通せざる 

なり」 と 云 ひ、 近く は師 も同說 にて、 fK 津 祝詞 考と云 ふ を 著 はして、 其の 說を 主張し 居りし かど も、 予が思 ふ 所、 


少か 異なり、 + へに 說徵 せる を 見よ、) 惜、 其の 解除 之 太諄辭 は、 此の 大政^ Q 中に 在りと 正しく 所思る 事 はし も 祌 

護 景雲 三年 御紀 詔に、 因，， ， 神 語 有ニ大 中臣？ 而中臣 朝臣 淸麻 呂、 云々、 賜-一大 中臣 朝臣 一と 見えて、 右に 神 語と 詔り 給へ 

る は、 卽ち 此の 大跋詞 を 指して 云 ふなり、 神 語と 云 ふ 例 は、 古事記に、 大國 主神、 其 后 須勢理 35 賣命、 二 柱の 御 歌 を 

舉 げたる 、に、 如此 歌、 卽爲 -1 宇 伎 由 比- 而、 宇那 賀氣理 至い 今 鎮座 也、 此謂 M 之 神 語-也と 有る も、 神の 直に 宣ひ 一 

交し 給へ りし 御言 を、 其の 任に 傅へ たるが 故に 祌 語と は 云 ふなり、 叉、 萬 葉 十九 (三十 五 丁) 入唐 使 等 宴 日 歌に、 

住 吉爾、 伊都 久祝 之、 神 首 等、 行 得 毛來等 毛、 舶波早 家 無と 有る 神 言 は、 寳龜 元年 御紀 に、 使ヨ雅 樂頭從 五位 下 伊 刀 

王、 受 一一 神 敎於住 吉祌- と 有る 類に て、 傳 五に 註せ るが 如く 、太い ：！ に W づる 神の 御 心 を、 神 之 命と も 神 一 百と も 云へ るな 

り、 其 も、 直に 神の 御言 を 受け 賜 はれる 謂なる なり、 斯れ ば、 此の 威詞の 神代より 傳 はれる は、 卽ち祌 語を悔 へ來れ 

る なれ、 ま、 其の 趣に 於て、 少 かも 違 ふ 可から すなむ 有りけ る、 (猶神 語と 云 ふ 事 は、 大嘗 祭儀に、 造酒 童女 を、 神 語 

佐 可 都 古、 叉 麁妙服 を、 神 語 所謂 阿良 多倍是 也と 見え、 大嘗 祭式に も、 雜器 を、 神 語 曰-一由 加 物- 叉雜絷 を、 神 語、 

號， ー雜贊 f 因爲， 一由 加 物， と 有る は、 何れも、 中 臣壽詞 叉 は 古き 祝詞の 中に 在る 語 を 云へ るに て、 其 は、 神代より 定り 

て 俥 はり 来れる 由 を 以て 神 語と は 云へ るに て、 唯に 古語 を 云 ふ 謂に は 非す、 其 は、 儀式に、 大嘗 宮の宮 垣なる 椎— 权 

の 事 を、 古語、 所謂 志 比 乃 和惠と 有りて、 此は、 祝詞な どに も W でざる 語なる が 故に、 古語と 云 ひ 分かてる を 以て 曉 

る 可し、 ン 若て、 其の 大被詞 に は、 先 づ王卿 百官 を 集 へられて、 彼の 天津 罪 • 國津 罪の 條目を 粒べ 舉げ て、 其の 云. < 

の 事の 有らむ に は 云， <<  と、 其の 天津 宮 事に 依りて 行 ふ 可き 解除の 法を敎 へ、 被詞 を宣れ よと 示して、 如此く 成したら 
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むに は、 天神 • 地祇の 納受 させ 御 在し 坐して、 罪據の 遺る まじき 狀を、 四に 譬へ 分ち 言ひ拉 ベて、 卽ち 被戶神 等の 

其の 罪據 を、 被 ひ 却り 失 ひ 給 ふ幽事 を、 委曲に 載して、 自此 以後、 天下 四方に 罪と 云 ふ 罪 は 非 じと、 拔ひ淸 めさせ 

給 ふ 由 を、 右の 王 卿 百官 共に、 聞し 食せ と宣る 事に し 有れば、 其の 詞は、 解除の 作法 を、 人に 示す！！ にこ そ は 有りけ 

れ、 祌に吿 ぐる 意 更に 無しと 云 ふべき 狀 なり、 然れ ども、 神祇 令、 祈 年月 次 祭 者、 百官 集，, 神祇官？ 中 臣宣- 一 祝詞, の義 

解に、 謂、 宣者布 也、 祝 者賛辭 也、 言以， ー吿レ 神 祝詞 f 直 r 一 聞 百官 r 故 曰 レ宣ニ 祝詞， と 有る が 如く、 譬 へば、 其の 祈年祭 

詞に集 侍 神主 祝 部 等、 諸閒食 登宣、 (神主 规部 等、 共稱レ 唯、 餘宣准 レ此、 ) 高天原 爾神留 坐、 皇睦 神； i 伎 命祌； i 彌命 

以、； 大社 國社 „5 化 稱辭竟 奉、 皇神等 能前爾 白久、 今年 二月お、 御 年初 將赐登 爲而、 皇御孫 命 宇 S 能 幣帛 乎、 朝日 能豐逆 

登爾、 稱辭 竟奉久 I 宣 と 有りて、 高天原 爾 神留 坐より 稱辭竟 奉まで は、 右に 謂 ゆる 吿， 神 祝詞な り、 上に 集 侍と 有る よ 

り 下に 稱辭竟 奉 久登宣 と 云 ふまで、 凡て は 宣っ聞 百官 一と 云へ る是 なり、 右の 如く、 神に 吿 ぐる 詞を 以て 人に^る を以 

て、 祭と 爲 させ 給 ふに て、 是れ 朝廷に ての 御 式な り、 然る を、 神主 祝 部 等、 其 を 受け 賜 はり 歸 りて、 各 其の 社に 向 ひ 

て は、 右の 吿レ神 祝詞の み を抄り 》 でて 申す 御定 なり、 故 太 神宮 式 三時 祭條 に、 朝 使 進入-一外 玉垣 門 f 當 r 内 玉垣 鬥 f 

拉皆 跪、 先 使， n 中臣 e., 一詔 刀 f  宮司 宣，, 祝詞 一と 有りて、 使， 一， 中臣 &>ー 詔 刀- と は 九月 神嘗祭 il に、 皇御孫 命 御 命以、 伊 

勢 能 度會 五十鈴 河 上 S 稱辭竞 幸 流、 天 照 坐 皇太神 能 大前 •§ 巾 給久、 常 VP 進 流 九月 之 神嘗乃 大 IE お 乎、 某 官某位 某 王、 

中 臣某官 某 位 某 姓名 乎 爲レ使 s、 忌 部 弱肩爾 太襁 取懸、 持齋波 理 令， 一 捧持， s、 進 給 布 御 命 乎 中給久 止 中と 見えて、 璺受 

宮此に 同じ、 此は、 皇御孫 尊の 大御命 を 傅へ て、 直に 皇太 神に.^ す 所なる が 故に、 申， 一詔 刀, と は 云 ふなり、 次に、 宫 


司宣二 祝詞， と は、 同； I に、 度會乃 宇治 能 五十鈴 乃 川上 „^、 大宮注 太 敷 立 氏、 高天原 ®、 千木 高 知 天 稱辭竟 奉 ほ、 天 照 坐 

皇 t 神 乃 大前爾 申 進 ss、 IK 津 祝詞 乃 太 祝詞 乎、 神主 部 物 忌 等 諸 聞 食 止 宣、 (踊 宜內人 等、 共稱レ 唯、) 天皇 我 御命爾 坐、 

云々、 天津 祝詞 乃 太 祝詞 辭乎、 稱申事 乎、 神主 部 物 忌 等 諸 聞 食止宣 (禰 宜內人 等稱レ 唯) と 有る が 如く、 皇太 神の 大御 

前に 聞え 上げ 奉る 詞を、 禰宜內 人 等. にも 宣り 聞かす 故に 宣-- 祝詞-と は 云へ るな り、 故に 同じ 祝詞 なれ ども、 古事記 

石屋 戶 段に、 天兒屋 命、 布 刀 詔戶言 禱白而 と 有る は、 此の 第二 一書に、 神 祝々 之と 有る と共に、 日 神の 御前に て禱ぎ 

& すなれば、 右の 申 n 詔 刀-に 當り、 叉、 此使 T 天兒屋 命、 掌-一 其 解除 之 太諄辭 -而宣 と 有る は、 拔戶 神に 吿げ給 ふ 事 

を、 八 百 萬 神に も宜り 聞す 事 を 云 ふなれば、 右の 宣 -1 祝詞 一と 云 ふに 異ならす、 此 にて、 中と 宣 との 差別 は 有れ ども、 共 

に 神に 吿げ 奉る 事 一なる を曉る 可し、 此 等の 例 共 を 推して 考 ふるに、 神祇 令に、 凡 六月 十二月 晦日 大被、 東西 文部、 

上-ま 刀， 讀& 詞； 訖 百官 男女 聚？ I 集 被 所 f 中臣宣 &詞； ト部爲 n 解除-と 所見た る、 宣 rk 詞， は、 卽ち大 被 詞を宣 る 事 

なる が、 此 も以， ー吿 A 神 祝詞 T 宣 聞 百官-と 云 ふに 同じ かりければ、 天津 祝詞 はし も、 必す 其の 中に 收 めて 有るべき 事 

を曉る 可き 證 になむ 有りけ る、 (此の 被詞 をし も、 祝詞と しも 云へ る は. 上に 引ける 萬 葉 十七 卷に、 奈加等 美 乃、 敷 刀 

能 里 等 其 等、 伊比 波 良 倍と 有る は 更なり、 大成 儀に、 中 臣趨就 i 座、 讀ニ 祝詞-と 見え、 大被 祭式に、 ト部讀 一, 祝詞-と 

云へ る も 同じ 事な り、 但し 右の ト部 は、 必 す中臣 なりつ る を、 心 有りて 後人の 改め 換 へたる 者な り、) 然れ ば、 此の 

大就詞 をし も、 中臣 氏の 宣 ると 云 ふ は、 六月 十二月 晦日、 朝廷の 拔所 にて 解除の 事 を 行 ふ 時の みの 事に して、 常に 

も、 解除に は 此の 詞を 中し.. - なりけ り、 は、 古語 拾 遣に は、 中 臣暖詞 と 見え、 西宮記 四月 賀茂 祭條 に、 延喜八 年 四 
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月 十七 ^1 御 記 云、 中 喫 有 n 視聽據 f 詞雖， 不レ 爲レ穢 宜レ避 4^ 詞， と 有り、 叉 寛仁 二. 年 四月： 八 H 條に、 宮主奉 n 仕 御 

禊， と 有る 細 書に、 非- 1 中 臣拔， など 見えて、 古き 事なる に、 朝野 群 載に は 此れ を中臣 祭文と 有りて、 高天原 爾神留 坐 

より 起り て、 其の 終に、 高天原 爾、 耳 振 立 聞 物 止、 馬牽立 e、 云々 と 云 ふ 文 を、 自今 以後、 罪 止 云 罪、 咎止 云咎  <  不有 

止、 被 淸給事 乎、 被 戶乃八 百 萬 乃 御 神 達 •<  、佐 乎 鹿 乃 八 御 耳 乎 振 立 天、 聞 食 止 申と 所見 たれば、 朝廷の ならぬ 時に 解除 

を爲 て、 其の 由 を 神に ぐるに は、 右の 如く 申せり しなり けり、 (又、 此の 次に 引ける 江 次第、 宮主 奉仕 喫詞の 下に、 

中臣 威と 注し、 貞治六 年 作の、 神代 ロ訣 に、 中臣献 云、 鹽乃八 百會爾 座須、 云々、 釋紀 に、 公^ 私記 曰、 中臣 解除 文 

とも 見え、 袖中抄 £ 卷に、 「神 樂と云 ひ、 中臣紱 など 申す 事共に、 神代より 事 起り たれば 云々、」 俊 賴髓腦 に、 「科戶 

の 風と 申して 中臣 被に 讀む 風是 なり」 と 見え、 類聚 神祇 本源に も、 中 臣跋と 有りて、 以，, 解除 詞， 稱， 一中 臣ー 者、 中臣氏 

人、 行幸 毎度 奉い 獻-: 御 麻， 之 間、 有-一中 臣被 之號- と： 江したり、 圃太 磨延文 ニ年條 に、 六月 被 事、 云，" <、 大中臣 被、 云 

,„< と 有る、 此は 大献の 事なる に 就きて、 大字 を 添へ たる か、 神祇；. i 抄 にも、 大中臣 威と 云 ふ 事 見 ゆ、 藻 跑苹 十四 卷に 

も、 「神 漏岐 は、 神の 父と 申すな り、 神？ i 美 は 神の 母な り、 中 臣城詞 に 在る 事な り」 と 見えたり、 體源抄 五卷に 載す 

る、 異本 古語 拾 遣に も、 大中臣 被詞と 有るな り、) 宮 主；. i 事 ロ傳抄 に、 六月、 十二月 晦日 節 折の 庭に て 護 二 祝詞 一と 有 

る、 其の 詞を 載せた る は、 右の 中臣 祭文と 同じ 事に て、 世に 云 ふ 中 臣被詞 なり、 然るに 其の 節 折と 云 ふ は、 四時 祭式 

なる 御 噴の 事に て、 儀式に、 宮 主取 祝と 見え、 江 次第に、 宮主密 祝と 有る 事なる に、 其の 中 臣拔詞 を被レ 用る を 以て、 

神に 申して、 僻事なら ざる を 知るべし、 紫 式部 日記に、 「陰陽師と て、 世に 在る 限り 召し 聚 めて、 八 HCIM 神 も， ^振 


り 立てぬ は 非 じと 見え 聞 ゆ"」 叉、 實 方中將 集に、 「六月 被に、 或る 屋 垣の 前 を 渡れば、 佐 乎き の ^い ^ い i{ 

せと 云 ふ 人 有れば、 甚疾 く、 御 許 を 犯す 罪 は 非 じな」 と 有り、 叉 平家物語に、： 嘉應 元年の 頃. 比 敷 山の 僧 共が、 表 

, 曰の 辭 とて 書せ るに- 「佐 乎 鹿の 御 耳 を 振り立てて、 我と か 無二の 丹誠 を 示 i して、 云々」 と 云へ るな ど、 右の 中臣 

祭文 を 本と して 云へ る なれば、 其の、 古くより 世に 普ね く 其の 詞を 申し 習へ る 事 を 知るべく なむ、 八 耳の 事 は、 傳廿 

二に 云 ふべ し、 太 神宮 建久 行事 記、 六月 十六 c 河原 被條 に、 今一 枝桝 取、 各 立， 座、 同 向， 河、 叉葉曳 (摘 ィ) 切、 

次 御巫 內人拔 勤 仕、 神主 等、 各 中臣被 祭文 讀、 其 後件 楙枝 河流、 手 洗 後 如 レ元歸 居と 有りて、 神宮の 被に 用 ひたれ 

ば、 諸國 にも 普く 此の 詞を用 ひたりし 事 知るべし、 類史 (第 九十 ニ獵 部) 履中ー人皇六年乙巳三月十^-日、 令， 一伊 與部 

眞人蒐 ，1 大和 國精垣 野-有， H ハ蹄之 狐-卒然 犯. 列 卒不. 見，， 其 穴 f 及，， タ陽 r 有，， 一 少 婦人； 招， 人 r 不に i4 

如- 1 蒙 盆-有-二 老士？  P 誦 n 中臣 城- 卒、 摁 如-一 解 n 醒病 r 眞 人脫. 氣而歸 と 云 ふ 事、 中臣威 古き！^^ fMJih ノ、  か、 4-151 き 

と 云 ふ 名 は 信 けられね ども、 世に 其の 詞を用 ひたりし 證に は備ふ 可き なり、 又、 今昔 物語に も、 r 麻 芋の 注 連 を、 木の 

本に 結び 廻して、 木の本に 米 散し 幣 奉りて、 中 臣被を 令， 讀て、 杣 立の 者 共 を 召して、 墨繩 を 掛けて 令， 伐る に、 一人 

も 死ぬ る 者 無し， 一 と 有る が 如く、 神の 聞し 貪し 容 させ 御 在し 坐して、 然る 驗の 有る を 以て も、 此の 被詞 はし も、 ；&に 

申す 祝詞なる 事、 著明き 者な りけ り、 (又、 玉 葉、 文治三年ニ月十ニ^1、 春 日祭倏 に、 御 ゆ i.f„s 、於-一き 中-. ^Tf ハ 之- 

次讀 こ中臣 被-と 見え、 光明 峯寺 殿の 玉蘂 にも、 國通讀 二 申中臣 被, と 有りて、 此の 詞を 中臣 被と 云 ふこと、 常の 事な り、 

此も 百官 天下の ならぬ 故に、 大被詞 をば 用 ひすして、 此の 詞を用 ひたりし 故に、 其の 名目の 名高く 成れる が 故なる 事、 
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右に 中臣 就と 云 ふ 例を擧 げたる を 以て 知るべし、 後釋に 右の 玉蘂を 引きて、 「此の 詞を 唯中臣 威との み 云 へ る は、 其の 

頃より 巳く 云 ひし 事な りけ り、 抑 如 i 此き樣 に 省き 云 ふ も、 萬に 例 多 かる 事 なれ ども、 此は理 違 ひて 世人の 甚く 誤る 

事な り、 せ 人の 中臣载 とのみ 云 ふ は、 此の 詞を卽 ち 被と 心得た る 僻事な り、 云々」 と 云 はれた る 如く、 其の 解除 を 行 

ふ 由 を 神に 申す 詞 なれば、 中 臣紋詞 と 正しく 唱ふ 可き 者な り、) 猪、 其の 拔詞を 申しつ i、 解除 を 行ふ狀 はし も、 傳 

廿 七に 註せ るが 如く、 春 日 祭 次第に、 神 紙官居 n 就 物 T  (散 米 一 坏、 草 人形 一 坏、 解繩 一 坏) 祝 師申レ 祝、 (於 >: 神前- 修 

レ拔之 間、 解-解 繩？ 其 儀、 右手 持 レ笏、 左手 取：^ 繩、 以 i 齒解レ 之、 以 n 人形- 撫レ 身、 散，， 散 米，) と 有る を、 台 記 仁 平 元年 

八月 十日、 春 日詣條 に、 陰陽 頭憲榮 朝臣、 著 レ座修 i 政、 (下家 司 官掌盛 信、 沃 n 淸 酒-如 レ常) 至， 1 高天原-解 A 繩如レ 常、 

紱畢、 有 成 朝臣、 執-一大 麻 一 脆-, 余 前？ 余 執 n 其 木綿 f 撫了、 有 長 朝臣、 還-一 余 前？ 撒 ，ー噴 物， と 有る に考 ふるに、 至- 1 高 IK 

原ハ解 レ緦如 4 吊と 云 ふ は、 詞に、 高天原 歸、 耳 振 立 聞 物 止、 云々 と 有る 所に て、 繩を 解き、 拔詞维 りて、 大麻 义人 

形 を 執りて 撫る 事と 見 ゆ、 叉、 平野 祭. 、第に、 矛.：、 宮主奉 レ仕ニ 拔1^ 一と 有る 細 書に、 到-一 被 淸之處 I 以，： 人形-令 レ吻 

給、 到， 一中 臣减八 張 取 割之處 T 解， 繩給、 银宮主 返， w、 進，， 御 噴 物， と 見え、 八 措^ 颇大紱 ，Y 筇に、 祝師置 >i 卿幷 辨座献 

物. 祝師 著" 座臨レ 禊、 詞及 >1 八 張 T 解 X 繩了、 禊 了、 祝師奉 M 大麻？ (先 上 卿、 次辨) 乍 レ令レ 持， r 祝師 f 一  撫ー吻 返 給 

了と 見えた るな どの 到， 1 被 淸之處 一は 、次に 鍥了祝 師奉ニ 大麻， と 云 へ る 時の 事に て、 詞に、 被 給 比 iM 給 事と 有る 所なる 可 

きが、 八 省 東 廊のは 百官の なれば 大紋詞 ならめ ども、 平野 祭なる は、 右に 謂 ゆる 中臣 祭文に、 城 給 事 乎 云々 を 云 

ふなる 可し、 到， 一中 臣紋八 張 取 割 之處； 解， 繩 給と 云 ふ は、 詞に、 天津 菅曾 乎、 本 1^ 斷末邓 切 s、 八 針 S 取 辟 S と 云 


ふ 所 を 云 ふなり、 如； -此 く、 政 詞を讀 みやし つ i、 解除の 事 を 成し 行へ りし 迹を 見れば、 此の 紱詞 はし も、 本より 神に 

詞 にて、 此の 詞の 中に 謂 ゆる 天津 祝詞の 太 祝詞 はし も 有りて、 諸 神の 其に 感 けさせ 御 在し 坐して、 聞 食し 納受 さ 

せ 給 ふ 趣、 將 知らる 可き 事なる ぞ かし、 (但し、 解繩散 米の 大略、 右の 如しと 雖も、 亦 其 家， <<  の 流に 依りて 等しから 

ざる 可し、 神宮 古記に、 解 繩者卽 左繩、 長 一 寸 五分 ニ條、 解法、 以， 1 左手， 取 n 解繩 sbF 解、 呪 曰、 如，： 艫繩 解放？ 如，： 舳織 

解放 r 大海原 爾 伊吹 放 Bi 牟、 云々 と 有りて、 別に 此は 其の 詞の句 を抄り 》 でて 唱 ふる なれば、 其の 定まり も 大凡に ぞ 

有りけ らし、) 壓乞、 其の 詞の 中より、 天津 祝詞の 太 祝詞 を 見 w でむと 爲 るに、 其の 章句 を逐 ひて 探り 索め すば 有る 

ベから す、 故に 其の 全文 を 舉げて 論ら ひ定む 可くな む 有りけ る、 其の 大政 詞の 段落、 凡 十 有りけ り、 祝詞 式に 云く、 

六月 晦大敢 (十二月 准レ 之) 集 侍 親王 諸 王 諸臣、 百官 人 等、 諸 聞 食.^ 宣と 有る は、 大被 儀に、 百官 會 集 被處， と 有る 

是 にて、 親王 以下 百官 を 位次の 任に 呼、 び 立つ る を 云 ひて、 是 一段な り、 矛、 に、 天皇 朝廷 爾仕奉 s、 比 禮挂伴 男、 手 

襁挂伴 男、 戟食伴 男、 劎佩伴 男、 伴 男 能 八十 伴 男 乎 始氐、 官々 ほ 仕 奉 人 等 乃、 過 犯 家 牟雜々 罪 乎、 今年 六月 晦之大 

1. 成 給 比 淸給事 乎、 諸 聞 食 止 直と 有る、 此は難 波長 柄 朝 以前に 專ら用 ひさせ 給 ひ 来る 古文と 思しき 古文なる が、 

太政官 式に、 凡 六月 十二月 晦日 於， 一宮 城 南路, 大被 云々 百官 男女 悉會被 N と 有る に當 りて、 文武 百官 男女 共に 呼び 立る 

にて 趣 は 上と 同じき 事ながら、 古より 云 ひ 来れる 任に、 如 1 此く 重復ー K へる にて、 是ニ 段な り、 次に、 高天原 S 神留 

坐、 皇親神 漏 岐神漏 美 乃 命 以£、 八 百 萬祌等 乎、 神 集々 賜 比、 神議々 賜氐、 我 皇御孫 之 命 波、 豐 葦原 乃 水 穗之國 乎、 

安 國止平 久知所 食 止 事 依 奉岐、 如 此依志 奉志國 中爾、 荒 振 神 等 乎 波、 神 問 志爾問 赐、 神 掃々 賜 比 s、 語 問 志 盤根 樹 
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立、 草 之 垣 葉 乎 毛 語 止 ほ、 1K 之 盤 座 放、 天 之 八 軍： 雲 乎 伊頭 乃 千 別". S 千 別 SIK 降 依 左 志 奉 支と 有る、 此は、 皇祖： 大神 

の、 皇御孫 尊 を 天降して、 此の 國土を 事 依し 授けさせ 給へ る 所に て、 是三 段な り、 次に、 如此久 依 左 志 奉 志 四方 之 

國中 S お、 大俊日 高見 之 國チ、 安 國止定 奉 s、 下津 盤根 爾宮 柱太數 立、 高- 大原 Si 千木 高 知 氏、 皇御孫 之 命 乃 美 頭 乃御舍 

仕 奉 s、  *大 之 御蔭：：： 之 御蔭 止隱坐 氏、 安國止 平お 久所知 食武、 國中-^^成^武、 大之签 人 等 我 過 犯 宗牟雜 々罪 13^ 波、： 大 

津罪 止、 畔放、 溝埋、 樋 放、 頻蒔、 串 刺、 生剝、 逆 剥、 尿戶、 許々 太久乃 罪 乎、 ^<津 罪 止 法別氣 s、 國^ 罪 止 ,<、 生 

膚斷、 死 膚斷、 白人、 胡久 美、 己 母 犯罪、 己 子 犯罪、 母與子 犯罪、 子與母 犯罪、 畜 犯罪、 昆蟲 乃災、 高津神 乃災、 高 

津 鳥災、 畜仆 志、 蠱物爲罪、許々太久乃 罪3^武 と有るは、 皇御孫 尊の 天降らせ 御 在し 坐して、 大宮注 太 敷 立て- -、 安國 

と 平らけ く 所 知 食し 御 在し 坐す 國 中に、 成り W づる人 草の 多く 成り 以て 行く 任に、 犯せる 罪 も 多く 成りぬ る、 共 を 二 

等に 成して、 天津 罪、 國津罪 を 品 を 分て る 事に て、 是れ卽 ち 解除と 云 ふ 事に 及ばせ 給 ふ 可き 運と 成る 所に なむ 有りけ 

る、 是四 段な り、 (右の 高天原 爾神留 坐より 此に 至る まで は、 此に如 レ此く 解除 を 行な ふ 所以 を 云 へ る 所に して、 其の 卵 

條を 1§1 べ舉 ぐるの み を 主と 爲 せり、) 如此 W 波、 天^^{:«|5^^以ほ、 大中 臣、 天 律 金 木 *、 本 打 切 未打斷 a 、千 座 置 座 

足 波 志 s、 ：大；^菅曾乎木^^^、 末^^切ほ、 八 針 S 取 辟 s、 ；大津 祝詞 乃 太 詔 詞乎宜 ® と 有る 一穴 律宮事 は、 ； K せ ：！ にて 定めさ 

也 給へ りし 彼の 式に て、 解除 を 行 ふ 所作 を敎 へ、 其の 解除の 大諄辭 を 宣れと 示させ 給へ るに て、 是 五段な りノ f に、 如此 

久乃良 波、 天津神 波、 天 磐 門 乎 押披， 《、 天之八東雲乎 伊頭乃 千別_^^ 千別氏、 所 聞 食武、 國津祌 波、 高山 之 末、 短 山 末 

m 上 坐 s、 高山 之 伊 穗理、 短 山 之 伊 穗现乎 極 別 K 所 聞食武 と 有る は、 其の 解除 を 行 ひ、 藏！！ を 宜る事 を、 天神、 地祇 


の 聞し 食 させ 給 ふ 御 有 狀をー K ひて、 此 にて 六 段な り、， K に、 如 此所聞 食 S 波、 皇御孫 之 命 乃 朝廷 乎始 氏、 天下 四方 國 

爾波、 罪 止 云 布 罪 波 不在 止、 科 戶之風 乃、 天 之 八重雲 * 吹 放 事 之 如久、 朝 之 御 霧 夕 之 御 霧 乎、 朝風 夕風 乃 吹 掃 事 之 如、 

大津邊 S 居 大船 乎、 舳 解放 艫 解放 氏、 大海原 S 押 放 事 之 如久、 彼方 之繁 木本 乎、 燒 鎌乃敏 鎌以， ^打 掃 事 之 如久、 遣 罪 

波 不在 丘、 被 給 比 淸給事 乎と 有る は、 天神、 地祇の 聞し 食 させ 給へ るに 依りて、 罪 穢の涂 こり 淸 まる 事の、 迅速なる 

狀を譬 へたり、 是 にて 七 段な り、 fr 、に、 高山 末 短 山 之 末 與理、 佐久 那太理 落 多 ま 都、 速 川 能 瀬 坐 巧. 〈、 瀬 織 津比洋 止 

云 神、 大海原 爾持 W 奈武、 如 此持出 往波、 荒 鹽之鹽 乃 八 百 道 乃 八 隨な追 之、 鹽乃 八百會 f お 座 tw、 速 開 都 比哮止 云 神、 持 可 

可吞 K 武、 如 此久可 可吞ほ 波、 氣吹戶 坐 巧.？、 氣吹戶 主 止 云 神、 根 國底之 國爾氣 吹 放 S 牟- 如 此久氣 吹 放 S 波、 根國底 

之！； 爾 坐、 速 佐須良 比洋止 云 神、 持 佐 須良比 失 S  * と 有る は、 是れ 拔處神 等の、 罪穰を 跋ひ淸 めさせ 給 ふ 神事 を 云 へ 

るに て、 八 段な り、 、に、 如 此久失 e  ST 天皇 我 朝廷 爾仕奉 ss、 官官人 等 乎 始ほ、 天 下 四方 ss、 自今 日 始5、 罪 

止 云 布 罪 波 不在 止、 高天原 爾、 耳 振 立 聞 物 止、 馬牽立 *«、 今年 六月 晦日、 夕日 之 降乃大 祓爾、 威 給 比 淸給事 乎、 諸 聞 

食 止 宣と 有る は、 初段 二 段の 結びに て、 王 卿 百官. 3 且る 所な り、 是 にて 九 段な り、 t 〈に、 四 國ト部 等、 大川道 W 持 退 

ms . 被 却止宣 は、 神祇 令に、 ト 部爲， 一 解除 一と 有る 是 にて、 御 噴 儀に、 ト部 云. <、 訖退 »、 解； 1 涂 河 上， と 有る を 云 ふ 

なり、 以上 此 にて 十 段なる 可し、 (但し、 此に 如此く 段落 を 分ち て、 十 ぼに 割める 事 は、 唯 其の 章 を 一 ひて、 其の 句 

切 を 委曲に 曉 さむと ての 所爲 なり、 必す しも、 古に 然る 事の 有る に は 非す、) 故に 右の 如く 明らめ 以て 行く に、 天津 

祝詞の 太 祝詞と 云 ふ 物 を 未だ 捉へ 得す、 然るに、 右に、 天津 金 木キ、 本 打 切 末 打 斷£、 千 座 置 座 爾置足 、天津 菅 
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會乎、 本^^斷末^^切_^, 八針爾 取 辟 S と 云へ る 千 座 置 座 は、 人々 より 令レ W たる 拔柱を 集め 置く 座 を 云 ひ、 天津 金 木 は、 

伯 家 古記 及 神宮 古傳 に、 串 料と 云 ひ、 天津 菅曾 をば 四手 料と 云 ひ、 袖中抄 十七に、 菅と 麻なる 由 註せ り、 此を 以て、 

金 木 を 以て 城 串と し、 其に 菅、 麻の 二 を 垂れて、 謂 ゆる 割 掃と 爲る 事^り、 卽ち祌 樂酒殿 歌に、 中 臣の天 小菅を 割き 

拔ひ、 云々 と 云へ る 物に て、 儀式に 謂 ゆる 大麻 是 なり、 斯れ ば、 右 は 被の 事 を 行 ふ 文な り、 又 儀式に、 此の 場を载 所と 

有り、 傳 八に 云へ るが 如く、 此の 四 神 を 政-戸神と 云 へれば. 其の 神 を勸請 奉れる 事 著き を、 中古の 歌に 河 社と 云へ る 

なむ、 其の 神の 御座な りければ、 全く 神事なる にて、 中 臣宣， 一 祝詞， と 云へ る は、 上に 引ける 神祇 令に、 以 M 告レ神 祝 

詞ハ 宣っ聞 百官 一と 云 ふに 同じ 事 なれば、 其の 詞を別 たれす して、 祭と 政と を 一 に 行 はれし なりけ り、 然れば 愈 以て IK 

津 祝詞の 太 祝詞 はし も、 此の 城詞の 中に 牧り つらめ ども、 右の 文に 八ぎ て、 天津 祝詞 乃 太 祝詞 事乎宣 と は、 別に 詞有 

りて、 其 を宣れ と中臣 をして 王 卿 百官に 令, 宣給 へる 如く なれ ども、 其は讀 法の 委しから ざる 者に て、 此は 上に、 高 

天 原 爾神留 坐、 皇親神 漏 岐祌漏 美 乃命以 E より 係れる 事 知ら ざれば なり、 其の 故 は、 如此 出ぬ、 天津 宮 事以, w、 云々 

ォホ 

と は、 天宮の 事務に て、 古語 拾 遣に、 如 一一 天上 儀 一と 云 ふと 一事 なれば、 天神に 御 在し 坐 さすして 誰か は然命 せらる 

可き、 叉， に、 如 此久乃 良 波、 天津神 波、 云々 s、 所 聞 食武、 國津神 波、 云- - <E、 所 聞 食 武と云 ふ 事 も、 然 計りなる 

推し量り 言 を、 誰か は 云 はる 可き、 其の 正に 然 有る 狀 をば 储に見 認て所 知 食す 天神の 御言なる 事、 申す も 更なり、 然 

れば、 此に、 1K 津 祝詞 乃 太 祝詞 事 乎 宣稷 と は、 右に 引ける 鎮火 祭 詞に、 高大 原 S 神留 坐、 云々、 安 K 止 平久 所 知 食 止、 

天下 所 寄 奉 志 時-お、 事寄 奉 志 天 都 詞太詞 事 乎 * 云々 と 有る が 如く、 其の 謂 ゆる 天 罪 • 國 罪の 事の 有らむ に は、 云々 し 


て 其の 詞を宜 れ、 と 仰せ 給へ りし 御言に て、 今 中 ほ をして 令レ s 給へ る は、 道饗 祭：！ に、 高 "大 之 原" 3 事 始氐、 皇御孫 

之 命 止 稱辭竟 奉と 有る が 如く、 皇 神の 御言、 卽ち皇 御 孫 尊の 大 御言なる 趣な り、 祈 年 H:f!. 、等 祭詞 に、 上に、 高天原 S 

神留 坐、 皇睦神 漏 伎 命 神漏彌 命以、 天 社國社 S う 稱辭竟 奉、 云々 と 云ふ詞 有りて、 其 辭別大 御巫 祭神 詞の 終に、 故皇 

吾 睦神漏 伎 命 神 漏彌命 登、 皇御孫 尊 能 宇 豆 乃 幣帛 乎、 稱辭竟 奉久！ ^"宣 と 見えた る も、 今 皇御孫 尊の 稱辭竟 へ 奉らせ 給 

へる を、 卽ち 神？ i 伎 命 神！ f 彌 命の 命令に 依らせ 給 ふ 御 事に 巾し 成させ 給へ るな ど、 皆 同一 轍の 事な りけ り、 (右に、 

被戶 神を勸 請る 御座 を、 河 社と 云 ふと 云へ る は、 貫 之 集に、 天慶 三年、 內の 仰せ 事に て、 夏 被、 「川 社篠に 折り 延へ 

乾す 衣 如何に 乾せば か 七日 干 ざら む」 叉、 同 四 年 三月、 內 の御屛 風の 料の 圖、 夏 神樂、 「行く 水の 上に 祀 へる 川 社 川 

浪 高く 仰がる- 1 哉」 と 有りて、 右の 端 書に、 夏 被と 夏 神 樂とを 通 はし 云 へれば、 六月 被なる 事 云 ふ も 更なり、 忠見集 

に、 水の 逢に 神樂 する、 「川上の 心 流れて 行く 水に 甚々 名 越の 神樂 面白」 と 有る も 夏神樂 は、 名 越 被なる 事 を 知る ベ 

し、 奧儀抄 に、 「河 社、 是は夏 神樂の 事な り、 云.^、 夏な ど爲る 時には、 淸き 川の 邊 にも 爲 るな り、 河の 瀬に 榊 四 本 

を 立て、 其 を 柱に て、 篮竹を 棚に 接き て、 其に 神 供 をば 備ふ、 此を河 社と は 云 ふなり」 と 見え、 又 契冲說 に、 右の 歌 

共 を 引きて 云 はく、 「昔 は 川 中に 假 初めの 社の 形 を 引き 結び、 神 供な ど を 供へ て、 祝詞な どして、 後 別に、 神樂 など 

も爲 ける にや」 と 云へ る は、 然る 言な り、) 然れ ば、 此の 詞に、 天津 祝詞の 太 祝詞と 云 ふ 文 はし も、 右に 引ける、 高 

山 末 短 山 之 末 與理、 佐 久那太 理爾落 多 ま 都、 速 川 能瀨坐 s、 瀬 織 津比咩 止 云 神、 大海原 ® 持 出 &武、 如 此持出 注ぬ、 

荒 鹽之镜 乃 八 百 道 乃 八鹽道 之、 麋乃 八 百 會-ぉ 坐" 1 速 開 都 比哮化 云 神、 持 可 可 牟、 如此久 可 可 波、 氣吹戶 坐 
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須氣吹 戶主止 云 神、 根 國底之 同 頃 氣吹放 £ 牟、 如 此久氣 吹 放 S 波、 根阈 底之國 ® 坐、 速 佐 須良比 洋登云 神、 持佐須 

良 比 失 S 牟と 有る 此の 文な む、 其に は 常る 可き- 然る は、 此の 四 注 神 も、 此の 時に 神 集 はれし 八 百 萬 神の 中に 御 在し 

坐す ベければ、 彼の 皇祖 天神の 御 命 を 天兒屋 命の 宣り傳 へさせ 給へ るに て、 正しく 天津 祝詞の 太 祝詞 事是 なり、 此の 

文の 體、 凡て は 其の 神 等に 物 を 令す るに て、 鎮火 祭 祠の、 天津 祝詞の 中に も、 水神、 匏、 埔山姬 川 茱乎持 E、 鎭奉禝 

止 事 敎悟給 支 と 有る と 同格の 文に て、 某 神 は 云々 爲せ、 某 神 は 云々 爲 よと、 其の 罪穢を 拔ひ淸 むる よ f^、 根 國底國 に 

行き届る までの 行事 を、 宣ひ續 けたり し 者に なむ 有りけ る、 然れ ば、 古くより 被 戸神と 申し 奉る のみの 傳說は 有れ ど 

も、 此の 詞に傳 はらす ば、 其の 神事 を 成し 行 はせ させ 御 在し 坐す 狀を 如何 は 知り 奉らむ、 甚如此 くし も 奇異に 靈 しく 

妙なる 幽事 を、 正目に 視奉 るが 如く、 委曲に 傳 へさせ 給へ る は、 卽ち 天神の 御 雷に w でて、 謂 ゆる 天津 祝詞の 太 祝詞 

一 百なる 者な りけ り、 世人の 心 も詞も 及ば、 こそ 有らめ、 其の 思慮の 至ら ざり ける 妙處 に、 眼 を 著け て考 ふれば、 此を 

除きて 其と 指し 云 ふべき 者な む 非 ざり ける、 借此に 威戶神 等の 罪 據を淸 めさせ 給へ る も、 天神地祇の 悉く 聞し 食して 

の 上の 事なる が 故に、 此に 此の 太 祝詞 を收 れられ たる 者なる 由、 叉 上文に 照應 せて 知る 可き なり、 若て、 此の 被戶神 

等の 御 事 は、 已に傳 八に 詳 かに 說き 明らめ 奉れれば、 今 云 ふ 限に 非す と雖 も、 此の 文に 就きて、 其の ォ、 第 を 云 はむ に 

は、 瀨織津 比洋神 は、 被 物に 負せ て 流し 遣りた る罪穢 を、 先づ 受取り 給 ひて、 速 川より 下して、 大海に 送り W し 給 ふ 神 

に 坐せ り、 速 開 都 比咩神 は、 鹽の八 百 會と云 ひて、 方々 の 潮 道より 流れ 来る 潮の、 ー處に 集り 會 ひて、 海底へ 卷き沒 

る- - 所に 御お し 坐して、 根 國底國 に 送り 遣 はし 給 ふ 神に 坐せ り、 師說 に、 其の 八百會 は、 謂 ゆる 速 吸 名門な りと 云 


はれた る、 實に 然るず なり I 氣吹戶 主神 は、 其の 罪 截を氣 吹 放ち 遺り 給 ふ 處の限 を廣く 云へ るに て、 被 物 を 川に 流 

し棄 つる 所より して、 終に 根國に 至る 迄に 廣く 亙る 御名に て、 其の 意の 如くなる 御 功 坐す 神な り、 速 佐須良 比咩神 

は、 其の 根 國に御 在し 坐して、 顯國 より 送り 至る所の 罪穢 を、 流離ら ひ 失 ひ 給 ふ 神に 坐して、 右の 如く、 此の 四 柱 神 

の 御 力 を 合せ 御 在し 坐して 政 ごた せ 給 ふ 事に て、 妙な りと も 妙なる 神事に なむ 御 在し 坐す を、 此の 1K 津 祝詞の 太 祝詞 

事 を、 此に 列ね て、 神に 吿げ 奉り、 人に 聞き 知らし むるな む， 解除 を 行 ひて、 被 詞を宜 る 所以な りけ る、 (或 者、 此 

の 被戶神 等の 御 事 を、 驛路の 事に 譬 へて、 近く 諭し 云 ひける は、 此に謂 ゆる、 多 支 都 速 川の 瀬 も、 荒 鹽の鹽 の 八百會 

も、 共に 驛處 なる にて、 其の 瀬 織 津比咩 神 も、 速 開 都 比咩神 も、 共に 其の 驛. •< の驛 長な り、 若て、 其の 謂 ゆる 氣吹戶 

と 云へ る は、 驛 使の 發ち ffi づる 所. 极 國底國 は、 其の 驛 使の、 天神地祇の 御 命 を 食 ひ 持ちて、 至り 止まる 所に して、 

彼の 氣吹戶 主神 は、 卽ち 驛使是 なり、 其の 驛使 たる 神の、 罪 镜と云 ふ 荷物 を 宰領して、 根 國底國 へ 至る に、 速 川の 濯 

にて は、 其の 驛長瀬 織 津比哮 神に 仰せて 罪據の 荷物 を 運び 輸 さしめ- 鹽の 八百會 にて は、 其の 驛長速 開 都比哮 神に 食 

はせ て 其の 罪穢の 荷物 を 根 阈底阔 に； tr ひ輸 さしめ て、 若て、 其の 驛使 祭吹戶 主神 は、 始終、 右の 罪穢の 荷物 を 護送し 

致せて 彼の 土に 於て、 其の 罪穢の 荷物の 主として 受け取る 役人に、 速 佐須. M 比！. 神、 其 を 得て 取り捌く が、 卽ち佐 須良比 

失 ふなり と 云へ る は、 鈴屋 大人の 後 釋に說 かれた る義 を、 近く 譬へ！ i せる にて、 その 理甚 能く 聞え たり、 ：>  但し、 右の：. K 

津 祝詞の 太 祝詞 はし も、 其の 大被詞 の 中に 收 りて 連ね 云へ るが 故に、 右の 如く 取り 放ちて は 文 を 成さに るが 如く 思 ふ 

輩 も 有りな めど も、 上に 引ける、 鎮火、 道饗、 叉 太 神宮 月次、 神嘗等 祭詞は 更なり、 大 殿祭詞 なる、 天津 奇護言 など 
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も、 此 如くに て、 其の 天津 祝詞と 云 ふ 限 を、 • 別に 取り 放ちて は、 同じく 事の 足らざる が 如き は、 其の 神 語の 天津 祝詞 

をし も、 文中に 列ね 載す るに は、 上下に 係け 合せて、 相 協 ふが 如く 文 を 成せる が 故な り、 今 此の 抄り w でた るに、 共 

の 趣に 隨 ひて、 少か 前後に 言 を 加へ て 試みる に、 言 も 得難に、 奇 しく 妙なる 所有り て、 不足ぬ 事 無き を 思 ふに も、 此 

Q 素戔嗚 尊に、 千 座 置戶を 科せられし 時に. 天兒屋 命、 其の 解除 之 太 諄辭を 掌り て 宣と傳 へたるな む、 卽ち 其の 詞 

に は 有るべき を、 皇御孫 尊の 御 天降の 後に、 高 千 穗宮に 於て、 此の 大被詞 の 定まる 時に、 右の 1K 津 祝詞 Q 太 祝詞 を 

しも、 此の 詞の 中に 收 めて、 御世に 傳へ 来れる にて、 此の 外に， 別に 天津 祝詞の 太 祝詞と 云 ふ 物な む， 殊更に は 非 

ざり けらし、 後釋 に、 「此に 云へ る 太 祝詞 事 は、 卽ち大 被に、 中 臣の宣 る 此の 詞を 指せるな り」 と 云 はれた る は、 未 

だ 其の 天津 祝詞の 所在 を 見 認られ ざる 說 にて、 予が 見と は 同じから ざれ ども、 此の 詞を云 ふ 事 實に然 り、 (師 は. 上 

に 引ける 荷 田在滿 と同說 にて、 天津 祝詞 乃 太 祝詞 事 乎 宣禮と は、 別に、 然る 詞の 有る を宜り 巾せ、 - と 云 ふ 事なる 由 

に說 かれて、 已に、 1K 律 祝詞 考と云 ふ を 著 はして、 其の 詞 とも 云 ふべき 物 を 見出 でられて、 其の 說 有りと 雖も、 予未 

だ 其理を 究め 得 ざれば、 其の 是非 は 云 ひ 難し、 叉 小寺淸 之と 云 ふ 人の 老牛餘 喘と 云 ふ 物に、 彼の トに用 ふる、 吐 普 加 

身 依 女 多 米の 言 をし も、 天津 祝詞な りと 云へ る は、 龜兆傳 にも、 龜津比 女 命と 云 ふが 有る を、 天津 祝詞 太 祝詞 命と 稱 

へたる 由に 見え たれば、 其に 就きて、 世に 三種 城と 云へ る は、 解除に 用 ふと、 太 占に 用 ふと、 祈 事に 用 ふと、 三種に 

用 ふるからの 名なる 可し と 思 ひて、 其の 事 を、 姑く 信な ひ 居て、 巳に 大被詞 講義に、 予も尤 々しく 說 きたる こそ、 今 

思へば 神に も 人に も耻 かしき 事な り けれ、 其の 詞の事 は、 天孫 降臨 章 第二 一  書に、 太お 之ト 事の 下に 說く 可し、 借 又 


思 ふに、 右の 三種 被と 云 ふ 者 はし も、 此 なる 解 涂之太 諄 辭には 非 ざれ ども、 太 占に 在れ、 1K 津 祝詞と 云 ふから は、 決 

めて 止 事 無き 物と 所 聞え たり、 松 平 出 雲 守菅原 □□ 朝臣の 許に、 或 人 ひ 贈れり し、 兵家に 神 を 祭る の 器な りと 云 ふ 其 

の 摸し を 見た るに、 臺は八 角に て、 其の 角なる 所 は、 男女 交合の 象に して、 手足の 出で たる 所な り、 陰 處に當 る 所 

は、 其の物 を插す 穴な り、 其の上に 插す物 は 銅の 輪な り、 其の 中に、 ニ寸 許の 圓鏡ニ 面 を、 造り 附 けにして 掛けた る 

に、 其の 裡 面の、 片方に は 吐 普 加 身、 片方に は 依 女 多 米の 字 有りて、 其の 外郭なる 銅 輪に、 大同 □ 年の 銘文 有り、 此 

を 以て 見る 時 は、 古に も 神に 其の 詞の 有りし 事灼 然し、 叉 其の 語意 は、 吐 普 加 身 は 遠 神な り、 依 女 多 米 は 善 看 賜 なれ 

ば、 せ t に 神に 中して 物 を 祈る は、 唱 へて 然る可き 事な り、 何に 在れ、 龜卜 一方に のみ 用 ふ 可き 物に は 非す、 甚止事 無 

き 物に なむ 聞 ゆめる、) 猪、 太 |?£辭、 此 云，： 布 斗能理 斗-と 有る 言 義は、 太 は、 大 1g 詞後釋 に、 一美た きを 美で 稱ふ 一一 ほな 

り、 太い：：、 太 玉串、 太 玉 命な ど、 みな 其の 意な り、 多 布 斗と 云 ふ 言 も、 尊貴な どの 字 を 常て たる は、 例の 傍の 意に 

て、 本 太に 多 を 添へ たるに て 同意な り、 故に 萬 葉 歌に、 美た き 事 を 貴し と 詠める 多し、 さて、 神 は- K の麗 美しき を 愛で 

給 ふ 事なる 故に、 凡て、 祝詞 は、 詞を麗 美しく 綴る 物 なれば、 太 祝詞 事と 云 ふなり」 と 云 はれき、 太の 意、 右の 如く 

ノリ トキ ゴト 

なる、 神 語の 貴き 由 を 以て、 太 諄 辭とは 云へ るに て、 貴 諄 辭の義 なり、 又、 記傳八 (四十 五 丁) に、 「祝詞 は、 宣說言 

なる 可し、 能 流 は、 必す しも 貴人の 命なら でも、 人に 物 を 云 ひ 聞かす る を 云 ふ、 彼の 大粒 歌に、 中 臣の宣 と 云 ふ は、 

親王 以下の 人に 吿 ぐる を 云 ふなり」 と 有る が 如く、 上下 共に 通 はし 云 ふ 一 百な り、 其 は、 古事記 若櫻宮 段に、 故 到 n 幸 

f! 坂  遇 女人  道 S?  ぼ 

大坂山 口， 之 時、 遇- 1 一 女人" 其 女人 白 之、 (中略) 爾 天皇 歌 曰、 i 富 佐 迦邇、 阿 布 夜袁登 賫袁、 美 知斗閘 婆、 多陀邇 
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波 能 良受、 當藝麻 知袁能 流と 有る、 此は、 IK 皇に& す 事 を、 能 流と 歌 はせ 給へ るな り、 叉、 萬 葉 一 (七 丁) 天皇 御製 

歌に、 此 岳爾、 茱採 須兒、 家吿 SE、 名吿沙 根と 有る、 此も 下より 上に 令, 申 給 ふ 事 を、 吿へ吿 さねと も 詠ませ 給へ る 

にて、 此 等の 例、 猶數 知らす 多き ことなり、 叉、 記 傳の說 は、 書紀 に、 太 諄辭と 書け る、. 諄 字、 說 文に、 吿曉之 熟 也 

S- リ トキ ゴト  f* 力 

と 云へ る 意な り、 久度久 と 云 ふ 言 も、 此の 諄說首 の 意に 近し、 俊賴 朝臣 歌に、 「初め 無き 罪の 積り の 悲し さ を 叩頭の 

聲々 諄說 きつる 哉」 と 有りと 云 はれた るが 如し、 傳 十九 神 祝 祝 之の 下に 註せ るが 如く、 神 祝き に 祝く と 云 ふ も、 醇り 

返しつ.^ 其の 事 を、 ね 行 ふ を 云へ り、 此を 以て、 其の 丁寧 反復して、 太 諄 辭を宣 り 給 ひし 御 事 を 知るべし、 (义、 

其 所に 云へ るが 如く、 萬 葉 十三 卷六 丁に、 久 禮久禮 登と 云 ふ 語 有る、 其 は、 毛 詩に、 諄， „< を然訓 める に 同じく、 俗に 

も吳々 と 云へ る是 なり、 右の 諄々 を、 註に 詳熟 也、 朱 子 云、 詳， 語 之貌と 見え、 廣韻 にも、 諄吿， 之 丁寧 者 也と 有る 

を 以て、 此に用 ひられた る 意 を も 思 ふ 可し、 然れ ば、 後釋 に、 「近世に、 神道 者と 云 ふ 者の 所作 を 見る に、 法師の 佛 

を 齋く事 を、 羨 やみ 習 ひて 行 ふ 事の み 多し、 其 中に、 此の 大成 祝詞 を 讀む事 も、 彼の 佛の經 陀羅尼な ど 云 ふ 物 を讀む 

に 習 ひて、 或は 神の 御前に 向 ひて 讀み、 或は 數百 遍も讀 み、 或は 五 千度 一 萬 度の 紘 など 云 ふ 事 有りて、 此を讀 む を 政 

修行と 云 ひ、 云々」 と、 近世の 流 弊 を 正された る、 實に 然る 雷なる が、 其の 五 千度 一 萬 度な ど 云 ふこ そ、 餘 りなる 事 

なり けれ、 巳に、 傳 十九 卷に、 中 臣壽詞 を 引きて 云へ るが 如く、 天 都 詔戶乃 太詔戶 一一 一一；： 遠以 S 吿 と 有る は、 黄昏よ 

り、 平明に 至る 迄に 吿れと 仰せ 論 させ 給へ る なれば、 其の 事の 應 ふる を 限に 申す 事な めり、) 〇 掌 は、 都 加佐杼 流と 

訓む、 其の 都 加 佐 は、 古語 拾遺に、 供 ri 奉 其 職 1 と 所見た る 職 を 云 ひ、 杼流は 執に て、 古事記に、 取； 1 持 前 事， 爲レ政 


とも、 執-: 食國之 政， 以白赐 とも 有る 是 なり、 下 章 第二 一書に、 卽熱田 祝 部所， 掌 之神是 也と 見え、 天孫 降臨 章 第二， 1 

書に は、 且、 天 兒屋命 主， 神事 之宗 源， 者 也、 故 俾，. 以， 一太 占之ト 事， 而奉 44i 焉と 有る に は、 主 5； 子 を 書かれ、 古事記 海宮 

段に は、 吾棠レ 水と あり、 叉、 垂仁 天皇 御紀 三十 九 年に、 是後、 命 二 五十 a 敷命ハ 俾， 主 一一 石 上 神宮 之神资 一と 有る、 其 

の 一 云に、 是時、 神 乞 之、 言， 1 春 日 臣族名 市 河 令,， 治、 因以 命， 一市 河， 令， 治と 有り、 其の 八十 七 年に、 五十 a 敷 命、 謂， 一 

妹大 中姬- 曰、 我老 也、 不， 能， 掌- 1 神 寶ー. 自， 今 以後、 必汝 主 焉、 大中 姬命辭 曰、 (中略) 然、 遂 大中姬 命、 校，， 物 部 

十 市 根大連 一而 令レ 治、 故 物 部 連 等、 至，； 于今 一治， 一石 上 神寶？ 是其緣 也と 有りて、 掌と 主との 字 を 通 はし 用... ひられ、 叉、 

安閑 fK 皇ニ年 御紀に は、 主 n 掌 屯 倉之稅 一と 有りて、 其の 二字 を 合せ 訓 まれ、 叉 其 を 治と 換 へて 書され たる 狀を思 ひ 亙 

して、 考ふ 可き なり かし、 (是 其の 事 を 掌 どると 云 ふ は、 其の物 を 治む る 謂なる 證 なり、 職員 令に、 各 其の 職 を. 註 さ 

れ たる 所に、 何れも 掌 二 某々， と 有る は、 卽治ニ 某 事 一と 云 ふに 等しき 者な り、 猶、. 都 加 佐 は 供 長なる 由、 傳 二十 ー卷、 

吾兒宮 首と 有る 下に 云 ふべ し、 叉、 執 字の 義は、 傳 十七に 中臣 連の 中臣 は、 中執 臣の義 なる を說 く、 其の 下に 云へ 

りき、) 此に、 使 T 天兒屋 命、 掌， 一 其 解除 之 太 諄辭， 而官ー 4.^、 と 有る に 起り て、 其の 解除の 事 は、 世々 其の 家の 仕へ 奉 

る 職掌と 成れり、 古語 拾 遣 神武 天皇 段に、 令，， 一 IK 種子 命 (天 兒屋命 之 孫) 解 n 除 天 罪 國罪事 r 所謂 天 罪 者、 上 旣記訖 、■ 

圃罪 者、 國中 人民 所， 犯 之 罪、 其 事 具 在， 一中 臣驟 詞， と 有る 是 なり、 所以に 上に 註せ るが 如く、 彼の 大就詞 を、 此に始 

めて 中 臣驟詞 と W でた るに 起り て、 西宮 記、 左經 記な どに 然 見え、 朝野 群 載に は中臣 祭文、 太 神宮 建久 行事 記に は 中 

臣 祭文な ど 有り、 叉； d 次. 第、 玉蘂 等に は、 ， 唯に 中 ほ 献と 有る は 一一- H の 略り たるなる が、 天 の 大政 詞を卽 ち 中 臣就詞 と 
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云 ふ も 其の 氏人の 掌 どる 所に して、 伦 氏に 亙らざる 事なる が 故な り、 若くて 已 にも 引け 神祇へ でに、 中臣宣 n 祝詞 T 

ト部爲 二 解除 一と 有りて、 其より 以来、 中臣、 ト 部相拉 びて 仕へ 奉る 事 は、 何れの 御 時よりの 事に か、 詳 ならす と雖 

も、 ト部 は、 淸和 IK 皇實錄 に、 .n; 觀五年 九月 七日 is: 巾、 a 岐島石 田 郡 人、 宮 主外從 五位 下 ト部是 雄、 神祇 權少史 正 七 

位 上 ト部業 孝 等、 賜， 1 姓 伊 伎宿禰 f 其 先 自-雷 大臣 命 一也と 有る、 其の 雷 大臣 命 は、 姓氏 錄に、 -rK 兒 屋根 命 十 一 世 孫 

と 有れば、 中 臣の支 派なる を 以て、 其の 本職と 有る ト 事の 外に、 解除の 事 を も 兼ねて 仕う 奉らし め 給へ りしな りけ 

り、 此 より 叉轉 りて、 中頃と 成りて は、 解除と だに 云へば、 陰陽師の 爲る 所作の 如くに 成れる は、 中臣の 職をト 部に 

轉ぜ るよ リ、 再び 轉 りて、 陰陽師の 物の 如く 成り 竟て たる 者な りけ らし、 (其 は、 右に 引ける 紫 式部 日記に、 「陰陽師 

共、 世に 在る 限り 召し集めて、 八 百 萬 神 も、 耳 振り立てぬ は 非 じ. 一 と 云へ る は、 彼の 中臣 祭文 を 讀む事 を 云 ふなり、 

兵範 記に、 仁 安二 年 十月 十五 日 己 酉、 天啧、 卯 刻 參院、 被， 發 遣 十二 社 奉^, 云 々、陰陽 頭有憲 朝臣、 著？^ 座中 座？ 

、使 殿上人 十二 人 著 座、 、御 被 云々 と 見え、 台 記に、 仁 平 元年 八月 十日 春 日詣、 陰陽 頭憲榮 朝臣、 著， 座修. 被 云々 と 

有る が 如く、 朝廷に て 行 はせ 給ふ大 威の 外 は、 院 中と 雖も內 々にて 行 はせ 給 ふ御絨 は、 陰陽師 以て 爲 させ 給へ り、 况 

て、 其の 餘家. <<  にて 私に 行ふ祓 は、 ，詞 は 中 臣被詞 を 用 ひながら、 所作 は 件の 陰陽師の みなる 可き 事 思 ひ 遣らる.^ 者な 

り、) 〇 宜は、 神祇 令 中 臣寞： 祝詞， Q 義 解に、 謂 宜者布 也、 祝 者贊辭 也、 一；" C 以，， 吿レ神 祝詞， 宣, 聞 百官， 故 曰 レ宜，： 祝詞， 

也と 有る宣 にて、 此 にて は 天 兒屋命 は 中臣に 常り、 吿 ぐる 神 は 例の 城戶神 等な り、 宜 聞かしむ る 八 百 萬 神 等 は 其 百官 

に當 るな *N、 傻 右に 者 布 也と 注された る は、 遍く行 互る 玎く 仰せ 承らす る 事な り、 大ま詞 に 云々 止宣と 有る 段々 に 


て备稱 唯の 事 有る 卽ち 此の 宜に 同じく 布吿る 事な り、 偖 此天石 窟隱の 御 時には 皇祖と 御 在し 坐す 高 皇產靈 尊 神 皇產靈 

尊 を 始め 奉りて、 天地の 底 際の 內に 在りと 有 ゆる 八 百 萬 千 萬 神 等、 共に 神 集 ひに 集 ひ 侍ら はれし かば、 申す 迄 も 無く 

祓戶神 等 も 其 中に 御 在し 坐し ければ、 其 神に 罪 截を就 除かせ 給 ふ 可き 由を吿 ぐると 共に、 其 被 庭に 坐す 八 百 萬 千 萬 神 

等に も宜 聞かせ 給へ るな り、 上に 註せ る 其 天津 祝詞の 太 祝詞に 就て 曉る 可き 者な りかし、 (通證 に、 詔書 別錄、 唐 故 

事 中 書 舍人掌 一一 詔 詰？ 皆寫 -： 兩本ハ ー爲， 底 一 爲レ宣 、 在 一一 中 書, 可 一一 檢覆 T 謂 二 之正宣 f 今 按， 宣命 口宣 等 名目 是也、 晉書 

口 コ宜帝 旨 一と 云へ り、) 〇 世人、 此 にて は 引合せて 比 登と 訓 むべき 習 有り、 然るに 後宇多 天皇の 大御諱 を 世 仁と &し 

奉る 故に 其唱の 同じき を 以て 忌憚り 奉る 事に て、 釋秘訓 に 御 讀不， 可 レ讀， 之と 云 ふ類是 なり、 但此 を與比 登と 訓 まば 

こそ 有らめ、 與能比 登と 云む に 何 か は 苦し かる 可き、 萬 葉 五 (十三 丁) に、 世人 爾、 斯米斯 多 麻 比 弓 一、 叉 (三十 九 丁)、 

世人 之、 貴 慕、 七 (二十 五 丁) に、 三名沫 如、 世人 吾等 者、 九 (二十 七 丁) に、 虚蟬 乃、 代人 有 者、 十 (九 丁) に、 虛蟬 

之、 世人 君 羊 蹄、 十一 (二十 一 丁) に、 世人 皆 乃、 常 不在 國、 十四 (二十 四 丁) に、 余 能 比 等 乃、 古非爾 思奈武 乎、 十五 

(十二 丁) に、 安刀 毛 奈吉、 與能比 登爾之 g 一、 十七 (二十 二 丁) に、 宇都 世 美 能、 代人 奈鱧 婆、 十八 (二十 五 丁) に、 宇都 

世 美 能、 佘乃許 等 和 利 止、 叉 (三十 四 丁)、 宇都 世 美 能、 代人， 和禮 母、 二十 (三十 七 丁) に、 宇都 世 美 乃、 與能比 等奈禮 

婆な ど 例 多き 語な り、 (然れ ば 世人 を # 之 人の 如く 訓 みたら むに は 指 まゆる 事 有る まじき なり、 但 漢籍 大學と 云 ふ 物 

に 邦人と 有る を 久邇多 美と 訓 むこと は、 其 も 後嵯峨 天皇の 大御譚 を 邦 仁と 申し 奉る に惲り 奉りて 御譜に 然訓み 改めし 

なり、 其 は 久邇能 人と 云 ひて は義 異なる が 故に 然訓 りしな り、) 事の 因に 云ぶべし、 右の 如く 世人 を 唯 比 登との み訓 
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み、 邦人 を， 久邇多 美と 訓換 ふる 如き 御 定は已 く 孝德 天皇の 大 御世に 起り 初めた る 事に なむ 有りけ る、 其 一 一年 御紀詔 

に、 始王之 名々 -臣速 伴造圃 造、 分，， 其 品 部 f 別 n 彼 名 名 i 復以， 1 其 民 品 部 r 交 雜使， 居， 國縣 f 遂 使-父子：： „ ^レ姓 f 兄？ &異レ 

宗、 夫婦 更互 殊， 名 (中略) 王者 之兒、 相 綾 御寓、 信 知，， ， 時 帝與， ー鼠皇 名？ 不 A 可 レ見レ 忌-, 於 世 r 而以， 1 王 名， 輕掛 n 川 野， 

呼レ 名、 百姓 誠 可 レ長焉 と 有る、 其 王者 之 兒相緩 御 寓とは 其 頃の 事に して は舒明 天皇 は敏達 天皇の 皇孫に 坐して 御 父 は 

大兄 皇子の 御 兒に御 在し 坐して 御 寓 し、 叉皇極 天 皇孝德 天皇 は敏達 天皇の 曾孫な り、 共に 其 大兄 皇子の 御 兒茅濘 

王の 御 兒に御 在し 坐して 御寓し i 御 事をャ すなり、 帝與 n 祖皇 名， とは當 世の 天皇の 大 御名. と 其 祖皇と 御 在し 坐す 敏達 

天皇の 大 御名と を 知る 事に て、 其 中間なる 大兄 皇子 茅 停 王の 御名 を 避く るに は 非す、 其 天皇 等の 大 御名 を 長 忌む 可し 

との 大御詔 也、 又 其 三年 御紀 詔に、 頃者始 n 於 神 名； 天皇 名 名、 或 別 爲，！ 臣連之 氏？^ 別 爲，： 造 等 之 色 r 由レ是 率土 民心、 

固？^執彼此^ 深 生- 1 我汝？ 各 守-, 名 名？ 叉 拙 弱臣速 伴造國 造、 以レ 彼爲レ 姓、 祌名王 名、 遂， 1 自 心之歸 r 妄付 M 前々 處々 r 

(前々 猶レ 謂，， 人々， 也) 爱以 M 神 名 王 名 r 爲 n 人將 物， 之 故、 入，； 伦 奴婢 r 穢？ 汚 名？ 遂卽 民心 不， 整、 國政 難に， E、 是故今 

者隨在 天神 IIT 可，： 治平， 之 運 h 使. 悟，, 斯等， 而：！ 5, 阈治レ 民、 是先 とも 有り、 其 神 名と 云 ふ は 神代に 名高き 神々 の 御名な 

り、 天皇 名々 と は 御世々々 の： 大皇 等の 大 御名 を 巾し 奉るな り、 爲， 一臣 速 之 氏； 又 爲，： 造 等 之 色 一と 云 ふ は、 彼の 謂 ゆる 

神 別の 氏名に 祖 神の 御名 を 用 ひ、 叉 天皇の 御名 代の 屯 倉 を 主 どる 造な ど は、 其大 御名 を 己が 氏に 號 けたる も 有りし よ 

り、 延て 彼此の 差 を 成し 我 汝の別 を 立て、 各 名々 を 守る 事なる に、 拙； i き 輩な ど は 其を羡 みて 己が 素姓 を棄 て、 神 名 

王 名 を 以て 自由に 氏と し 人. <<  の 名と 成し 處々 の 地名に も稱 けて 人の 玩 物の 如く 成す が 故に、 祌， 名 王 名の 貴き を 奴婢に 


シ タ *n  ，  TS 

迄に 稱る 事と 成れる 流^ を 改めさせ 御 在し 坐む と Q 大御 詔なる が、 其裡心 は 前年 正月 詔に、 罷， 一昔 在 1K 皇等所 匚乂子 代 

之 民、 處々 屯 倉， 及 別 臣連伴 造 國造村 首 所， 有 部 曲 之 民、 處々 田莊； と 有る 事 を 天下 盡には 甘な ひ 奉ら ざり し 故に、 其 

事 を 固く 成させ 御 在し 坐 さむと て 然る 事共 をば 詔 賜 はし \ な りけ り、 是 上古の 高 氏の 却り て 入 混ひ亂 るる 端 を 起させ 

給へ るに て、 神代より 以来の 一大 變是 なり、 (御 紀に八 百 萬 神 を 八十 萬 神と 作き て、 古語 拾遺 叉皇太 神宮 儀式 帳 共に 

其 定めに 從 はれたり、 書紀 問答と 云 ふ 物に 問 云、 八 百 萬 を 八十 萬に 作る 如何なる 故ぞ、 答 云、 孝德 天皇の 御 ^を！ K 萬 

豐日 尊と も 八 百 萬豊日 尊と も稱 せし 故に 憚りた るな り 云. <c と 云 へ り、 其 八 百 萬豐日 尊と.？^ 御名 は 何れの 書に も 書見 

たる 事 無ければ 甚疑 はしと 雖も、 右に 云 へ るが 如く 此御 時より、 天皇と 一一 ほ皇 との 大 御名 を 忌み 奉る 事と 成れる から、 . 

然る 說をも 成せり しなり けり、) 其より 以来 其 法被， 行し と 所見て、 然る 神皇の 御名に 等しき 姓氏な ど 所見た る 事 無 

く、 稱へ 来れる を も 改めさせ 給へ り、 元 明 天皇 御 紀に和 銅 七 年 六月 己巳 若蒂 日子 姓爲， 觸，： 國諱？ 改因， 一居 地， 賜 M 之國 

造 人 姓 f 除-一人 字-と 有りて、 若蒂 日子 は成務 一穴 皇の 御；！？！ なる をも此 御世に 全く 涂き 給へ り、 然して 斯 るに 桓武ー K 皇御 

紀に、 延曆四 年 五？！ 乙未朔 丁酉 詔 曰、 春秋 之義、 fgn-, 子 貴、 此則 典經之 遺範、 古今 之 不易^、 (中略) 叉臣子 之禮、 

必諱 n 君諱 f 比 者 先帝 御名 及 朕 之諱、 公私 横 犯、 翁不， 忍， 聞、 宜 n 竝改 避？ 於 是改， 一 姓白髮 部， 爲 ；ー 眞髮 部； 山 部爲. 山と 有 

る、 此文紀 略に 載れる に は 山部爲 n 山 代 一と 所見たり、 此は大 御 父 光仁 天皇の 御 幼名 を 白壁 王と 申し 奉れる が白髮 部に 

近く、 叉-穴 皇の大 御 偉 を 山 部と 申し 奉る から、 素よりの 氏名 を 眞髮部 叉 山 代と 令, 改給 へる 也、 叉 帝王 編年紀 に、 大 

同 元年 七月、 改， 一紀 伊國安 |& 郡, 爲， 一 在 田 郡 f 以ー， 一詞 涉 n 天皇^, 也と 有り、 和名 抄郡 名に 在 田 阿利 太と 有る 是な り、 又 其 
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神 護 景雲 二 年 御紀に 伊豫 國神野 郡 見えたり、 然る を文德 天皇 實錄 に、 以，， ， 郡 名 同 mIK 皇諱； 改名 n 新居 T  IK 皇 者暖峨 IK 

皇 也と 有る は、 其大御 J??| を 神 野と 申し 奉る を 以て 令， 換給 へるな り、 叉類史 に、 淳和 天皇 弘仁 十四 年改， 1 大伴宿 漏， 爲，, 

伴 宿禰？ 觸， 諱 也と 有りて 天 皇の大 御 譚を大 伴と 申し 奉れる に 就て は、 御 天 降 以来 天靱負 部の 長と して 弓矢 取る 伴 男 

廣き大 伴の 氏 を さへ に 加り て 伴と は 成し 給へ るな り、 叉 仁 明 天皇 御紀 天 長 十 年 七月 癸 巳、 H< 下諸國 人民 姓名 及 郡鄕山 

川 等號、 有 一： 觸レ靠 者 r 皆 令， 一 改易， と 云 ふ 事 有り、 承 和 二 年 二月 庚申、 是日後 太 上 天皇 幸 姬橘氏 所， ー誕 育， 皇子 爲， 一親 つ 

左 京人 右 馬 寮 權大允 淸友宿 禰 云. < 等、 賜，： 姓 笠 品 宿 isr 非 <1 其 願， 也、 公家 避，.， 太 政 大臣 橘 氏 之 名 一と 有る は. 峰峨： 大 

皇の 皇后 嘉智 子の 父 をば 淸友 公と 申す に 依りて なり、 叉此に 就て 同 七 年 十一 月 辛 巳 勅、 橘戶^ 橘々 連 伴 橘 速 橘 守 橘 等 

六姓與 n 橘 朝臣， 相涉宜 T 賜， 稀戶^ 椿々 連 伴 棒 連 稀 守 棒 等？ 自餘以 ，： 橘 字， 爲；， 姓 之 類、 亦以， 精換， 之、 此 大命 も 御 在し 坐 

し X なる が、 此に 依りて 當昔橘 を 以て 名に 負 ふ 所以 有る 舊氏稀 氏 も 更なり、 然れ ども 右 等 は甚理 とも 思えざる 御定に 

こそ は 有り けれ、 其 大御諱 に觸れ 奉る を 以て.？ =i むと ならば 其 一 御世の 限と か 二 御世と か 度 を 制し 置れば こそ 有らめ 永 

代に 及 ほし 給 ふなむ 甚理 無き 事な りけ る、 然る は 上古の 著 姓の 名な ど は 天上より 始めて 其 仕 奉り 來る 職掌に 依りて 其 

名 有り、 其 名 有る に 依りて 叉 職掌の 然る 所以 も 知らる \ 事なる を、 斯る 事に 依りて こそ 古の 俤を だに 見る 可き 便 {且 は 

絶えたり けれ、 叉 地名の 起な ども 然る 事に て、 國々 の 風土記な どに 記せる 如く、 國郡鄕 の 名 共に 上代より 止 事 無き 故 

由 有りて 稱け來 れる者 なれば、 如何に 大 御名に 觸れ ばと て 故 無く 改易ら れむ蔡 は甚其 謂れ 有る まじき 御定 にて、 上に 

注せる 如く 御紀の 世人 を 比 登， 漢籍の 邦人 を 久適多 美と 訓 むべき など は、 文事の 上に ての 定め なれば、 然ても 有りぬ 


可し と雖 も、 氏 姓 叉 地名な どの 事 は、 其と は 一 に 成すべからざる なり、 叉 右の 世人 邦人の 類 も、 其 御世 を 過去り て 後 

は 世人 を與比 登、 邦人 を 久邇比 登と 訓 みたら むに 何 か は 憚り 奉る 可き、 言語 は 天地の 間の 用 を 成す 者な り、 豈其 忌諱 

を 云 ひて 其 字に 打 合 はざる 訓 をば 施さる 可き、 此は 凡てに 亙る 一一 一一 ：1 なり 等閑に 思 ふ 可から す、 (此 は釋紀 の；. i 訓 にも 少 

か當 りて 云 ふなり、 彼の 書に は 右の 御名に 觸れて 忌避の 類に は 非す と雖 も、 其 事 がらの 忌 はしき か 又は 憚り 奉る 可き 

事な どの 句 共 を 抄出して、 御 讀不」 可， 讀， 之と 注せり、 其 は 天皇の 大 御前に て讀み 奉る 事 なれば、 大 御意 を 損な ひ 奉 

る まじき 心 用 ひに は 有らめ ども、 實に 天皇に 御 紀を讀 聞かせ 奉る とならば 甚味氣 無き 御 事なる に 非す や、 書を讀 むは 

其 事 を 知る に 在り、 其 事に 云 嫌 ひ 有りて は 終に 一 書の 意 を ID^  く 事 能 は ざれば、 中 々に 君 をして 愚に 成し 奉る と 云 ふ 者 

にて、 臣子 たる 者の 道に は 非ざる なり、 但其は 天皇の 可畏き 御前に ての 事 なれば 然ても 免ざる 可き を、 吾 鷲 下樣の 

キ ラヒ モノ 

者 も 其 古 轍 を 守り 居て 其 上に 註 ふ 事 無き は 笑 ふに 堪 ざる 事共な り、) 〇愼11 牧已 爪， と は 右の 爪棄 物の 反 を 云 ふなり、 

ロ訣 に献捨 以爲， 棄と 有る は 異にて、 愼牧と は 漫 りに 棄 てざる を 云 ふなり、 谷 重 遠が 後世 人 除 n 手足 甲 一 不一 一 妄棄ー 者、 

忌，，，其似，；解除物，也と云へ るが如く、此を愼しみ收むるは素^^戈嗚尊の手足爪の諸神に徵られ給ひて善解除惡解除の棄物 

と 成し 給へ るに 似た る を 以て 實に 忌むな りけ り、 愼牧と は 一 枚 も 漏らす 事無く 一  に 集めて 土中に 埋 むるな る 可し、 甚 

近き 世の 物ながら 甲 陽 軍 鑑結要 本に 信 玄の小 性な どの 奉公の 能き 箇條を 云 へる に、 「 一 、 御 爪 を 切レ被 成ば 四 人 番に替 

り 阿比 川へ 持ちて 行 流す、 一、 御 髮の毛 も 火 を 打 燒て棄 つる」 と 有り、 古義の 傳 はる 事 思 ふ 可し、 又 日 下部 景衡と 云 

ふ 人の 老談 一 言 記と 云 ふに、 「信 長 公 御 爪 を 取らせられ 森 蘭 丸に 其 捨てよ と 仰 有りけ るに、 蘭 丸 立 かねた る 故に 何と 
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て 捨てぬ と 有りければ、 御 爪 一 不足の 由 乍す に 御 柚 を 振 はせられ ければ おにけ り、 若年の 心 付に は 愛らしく 思 召け る 

とぞ」 と 云へ り、 此に 捨てよ と 有る は 何れに か 持 去れと 云 ふ 事なる が、 蘭 丸が 收 めむ と爲 るに 數 足ら ざり ければ、 妄 

に 棄れら むに は 忌 はしかる 可し とて 餘 さす 取 集めた る を 尤と思 召け るに て、 其 頃 迄 も 然る 事の 世に は 行 はれて 有りし 

なりけ り、 (此信 長の 大臣な ど は 武勇く 雄偉し き 人な りければ、 然る 古き 諺な どに 抱 はる 可き 氣 質なら ざるが 故に、 

爪を抬 てよ と 云 はれた るな り、 然るに 蘭 丸が 愼 しみ 收 めむ とて 其 を悉取 集めた るに 心 付きて られ たりし にて、 今 食 

に洋 夷を舉 びて 故 俗に 變れる 武士な どの 心と は反對 なる 者な り、 其 心 用 ひ如此 きに 依りて こそ： 大 下の 亂 をも鎭 め パネり 

給 ひけら し) 〇 此其緣 也は傳 八に 云へ り、 〇 旣而諸 神 i 貝 r, 素斐嗚 尊， 曰と は、 解除の 事 終りて 後に 其 神の 有るべき 樣を 

處 分し 申す 所な り、 其 例 は 履 中 天皇 五 年御紀 に、 或 者 曰、 車 持 君 行，： 於筑 紫國， 而悉 技， 一車 持 部； 兼 取， 一充 神， 者、 必是罪 

矣、 天皇 則 喚，, 車 持 君 r 以推 問， 之、 事 旣實焉 (中略) 則 食 解涂善 解^, 而 於 長 港 崎， 令，， 政. 驟 1 旣而詔 之 曰、 自 

レ今 以後 不， 掌 n 筑紫之 車 持 部 T 乃悉 牧以更 分.. 之、 奉， 1 於 三 神， と 有る、 旣而 以下 も 此の 旣而 云. <  と： S: じく、 又俾十 

七に 引けり し 延暦太 政官符 に、 定，， 准レ犯 科， 被 事； 一大 载钭物 云 .<、 右 云々 者宜， 科 n 大就 T 所， 輸雜物 具 如， 前件 f 官 

人 有 レ犯兼 解，, 見 任， と 有りて 上中下 被 共に 此に 同じく、 解除 終て 後に 其 人 を 治めさせ 給 ふ 大御政 御 在し 坐す 是 なり、 

(同じ 例なる 事ながら、 雄 略 天皇 十三 年御紀 に、 齒田根 命 罪 御 在し 坐し ければ、 以，， 馬 八 匹 大刀 八；！； 紱っ涂 罪過， と 有 

て、 +  、に 旣而歌 曰 云々、 n 大連聞 而奏， 之、 天皇 使 一，. 齒田根 命、 資財 露 置，， 於 钳香巿 邊橘本 之 土 f 遂以， ^け S 野邑， 賜- 1 

物部目大連,と有るは已に^1^除に依りて其罪過を晴申せりしを、 後に 其 を 憚らせ 給 はざる 由 を 歌ひ& されし かば、 顯 


に 大御政 慕り 奉る 筋に 依りて 再 謹な は s へる にて、 先 f  s、 後 I は 刑に て 別な り、) §§ 十三 に云 

へる 瑞珠 盟約 章の 噴 譲此云 41 廬毗 一と は 字 も 同じく 書く 事 なれ ども 其と は少か 異なり、 勢 牟は逼 にて 其 罪 有る 人 をし 

て 逃る \ 所 無から しむる を 云 ふ、 其 例 は 古事記 國平 段に、 故 追往而 迫つ 到 科 野 國之洲 羽 海^ 將， 殺 時、 建 御名 方 神 白、 

恐莫， 殺， 我、 除， ー此 地， 者不レ 行-" 伦處- と 見え、 叉 其 海 神宮 段に 故自爾 以後、 稍 愈 貧、 更 起-ふ 荒 心 一 迫 來將" 攻之 時、 云 

需令 レ溺、 其愁請者 云々 而救、 如レ此 令き 古-之 時 云々 など 有 る是 にて 心 S し、 此 にも 其 章に 兄 忿レ之 曰、 

J 雖， 多不， 取、 签復 5Kf" 其 第 i 一書に 於是 海神 S テ曰、 懾ロ女 從レ今 以後 不レ得 レ吞レ 鉗 云々、 若 兄 起 = 忿怒-有. - 賊害 

之、 い， 者 (中 S 如此爵 き々、 兄旣薦 無レ 所-逃 去- 第へ 一書に 兄怒不 レ受、 ま K ま-など 有り、 神武 

天皇 御 紀に大 之 曰、 虜 爾所レ 造屋爾 自居レ 之、 因案レ 劍彎レ 弓、 が- > 催 入^ 神 功 皇后 四十 六 年御紀 に、 皇太后 譽田 

別 尊 ilt-i 羅 使者； 雄 略 天皇 十 三年 御紀に 狹穗紊 命、 玄孫 齒田极 命、 竊^ --采 女山邊 小島 子-云々、 收つ付 於 物 部目大 

逑， 而 g 貝 i 一  醫 天皇 御紀に il、 久 而不レ 起、 何 爲ニ太 S 速 起 P 之な ど猶多 在り、 萬靈 (九 

丁) に、 等 is 、意 比久 I 波、 ，久 佐爾、 勢 米 余 利 伎 多 流、 六 (三十 八丁) に、 大夫 之、 蘭 山爾、 迫 有 者、 

里 爾下來 流、 牟 f 妣曾 此、 十一 (三士 一丁)、 に 籠 之、 住 云 山 之、 I 迫 山、 責而雖 問、 汝 名案 吿、 叉 (三十 九 

丁)、 足検 之、 山 澤囘具 乎、 採將 去、 日 谷 毛 相將、 母 者責十 方と 詠るな どの 意 を 押^して 考ふ 可き 事 也、 (叉 勢 米 具と 云 

ふ 語有 も 右に 同じ、 古今 集雜 上 ii 「老いぬ とて 何 どか 我 身を& ^けむ 老い. S 今日に 逢 はまし 者 か」 と 詠る まり 

名義 少こ鬩 字 を 勢 米 具と 訓 めり、 此も本 は 右の 勢牟 より 活ける 霄 なるな り、) 〇 所行 を 志 和 邪と 訓む、 卽ち此 正書な 
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る爲 行に 同じ、 傳 十七に 註せ り、 〇 無賴を 多能 母志宜 那 志と 訓 みて 正書に 是後素 戔嗚尊 之爲行 也、 甚 i 一 g ビ 見え、 次 

ケガラ ハ シ亍 

に 衆 神 曰、 汝是 躬行 濁 而云々 とも 有る 無狀 又は 濁 惡の義 にて 其 行 狀を恃 みと 爲 すべき 所 無しと 也、 孝德 1K 皋ニ年 

御 紀に大 夫 所， 使， 治， K 也、 能 盡，, 其 治， 則 民頓， 之と 有る 其 意の 表裡 なる 事な り、 賴は 祈の 言に て、 多 は 尊 は 多 太なる 

力 如く 言の 上に 添て 其 意 を 深む るな り、 退く を 多 退く 遠み を 多 遠み など 云 ふ 多な り、 大抵 は 字音と 其 首と 等し かる 可 

し、 續紀 第五 十 一 詔に 意 太 比之卖 多能 母 志 美 思 a 之 m 々 大坐坐 間 s、 萬 葉 二  (二十 七 丁) に、 下、 四方 之 人 乃、 大船 

之、 思 憑而、 又 (三十 八丁)、 憑 有 之、 兒等 爾者雖 有、 三 (五十 四 丁) に、 憑 有 之、 人 乃盡、 又 (五十 七 丁)、 如 千歲リ i 

タ "ケり 

有來 又 (五十 九 丁)、 憑 有 之、 皇子 乃 御門 乃、 又 萬 代爾、 憑 之 心、 四 (二十 四 丁) に、 自妻 跡、 憑 有 今； 仅、 六 (四十 三 

4  , 一、：，  ト -ンヲ ハルヨ マ-チサ タメ テ タノ  ル  ヮ ザ ナラ f  、 ン？ マト タノ マ， \ 

丁) にお,^ 之 名 良 乃 京 突、 十一 (六 丁) に、 年 切、 及 世定、 恃、 又 (十三 丁)、 吾 名 謂 躧恃、 又 (二十 六 丁)、 荒 

木 雨 毛、 憑 也 君 之、 叉 (四十 丁) 吾妹 子 之、 袖 乎 憑而、 十二  (二十  一 丁) に 心 有 者、 吾乎莫 憑、 十一 一一 (十 丁) に大舟 

能、 思 憑、 君 故爾、 又 (二十 八丁)、 雖長、 思 .115 而、 十四 (五 丁) • に、 伊 麻 思 乎 多能 美、 叉 (十五 丁)、 安禮乎 多能 米氐、 

十：： <5r;?iK にも 「偽と m 心 ふ 物から 今更に 誰が 誠 を か 吾 は 憑 まむ」 など 有る、 憑 叉 恃字を 多能 牟と云 ふ は 一 途に 向の 人の 成 

す 所作に 賴べな 所有る を 云 ひて、 此は其 反なる を 思 ふ 可し、 (纂疏 にも 賴恃 也と 註 させ 給へ り、 通證に 賴田赏 也、 孟 

子 所謂、 せ E 歲 子お 多 レ賴是 也、 今人 稱， 1 八月 朔， 爲， 一田 實節； 叉 寄-一 恩賴 之義， 也と 云 へれ ども、 田實を 以て 言 を 成せる に 

は 有る ベから す、 叉 帥の 古史 徵 にも 「漢文の 無頓を 强て訓 める と 聞え て 古ず とも 恩え す」 と 云 はれたり、 成る 程漢 

籍に 無， 賴 とも 無， 聊 とも 無， 俚と も 作る を、 皇國の 古き 訓に 然訓を 付けた る は、 今 も 却り て 俗に は 云 ふず なれば、 


強て 儲けた る 者と も 見えす、 猶古 一一 一一 口なる 可し、 無 賴は史 記 高 帝紀、 始 大人 常以， 一臣 無賴 一と 云 ひ、 叉 其 註に 賴利 也、 頓 

レ利 入， 於 家， 也、 或 云 江湖 之 間 謂 n 小 兒多詐 狡猾， 爲， 無賴， と 云 ひ、 無， 俚も史 記に W でたり、 無， 聊は國 語 註に、 聊賴也 

と 見えたり) 〇天 上 は 四 神 W 生 章 第 十一 一書に も然 有る を、 天 原と 訓 むべき 故 有りて 傳 十二に 云へ りき、 〇 不， 可 レ住 

は 古事記に 爾 伊邪那岐 大御 神、 大 忿怒 詔、 然者汝 不レ可 此國？ 乃 神 夜 良 比 爾夜良 比 賜 也と も、 爾大御 神 詔.. 汝者不 

可， 在，； 此國， 而神夜 良 比 夜 良 比 賜と も 有る、 不レ可 レ住叉 不ぃ可 レ在を 那須美 曾と 其 傳に訓 まれ たれ ども、 猶此は 本の 任 住 

牟 倍加 良 受と訓 みて 有りぬ 可し、 傻此に 住と 次に 居と 相對 へられた る は 文章な り、 强て 抱る 可き なら ざれ ども 例を擧 

ぐべ し、 天 孫 降臨 章に 有- 1 天 石 窟所レ 住神稷 威雄 走 神 之 子 云々？ 叉 故 皇孫 就 而留住 一一で 7、 其 第二 一書に 皇孫 因 立 n 宮殿 T 

是遊 息焉、 其 第ん 一 書に 是長狹 所 住之國 也、 海宮 遊行 章に 因娶， 1 海神 女豐 玉姬？ 仍留 n 住海宮 T 巳經 -1 三年？ 其 第三 一 

書に 因以 n 女豐 玉姬， 妻レ 之、 故留 n 住 海宮？ 已 經-, 三 載？ 其 第 七 一書に 彥火々 W 見 尊、 具申，， 事 之 本末 T 因留 息 焉 な 

ど 有り、 萬 葉 二  (三十 丁) に、 島 御 橘爾、 誰 加 住 舞 無、 三 (二十 五 丁」 に、 住家 類 人 曾、 常 無 里 家留、 叉 (五十 四 丁)、 住 

乍、 座 之 物 乎、 四 (十五 丁) に、 君 家 雨、 吾 住 坂 乃、 家 道 乎 毛、 叉 (二十 九 丁) 、天地 與、 久 住波牟 等、 念而 有師、 家 之 

庭^ 裳、 叉 (三十 九 丁)、 吾妹 兒者、 常世 國爾 住家 良 思、 五 (二十 六 丁) に、 阿 麻 社 逸留、 比奈爾 伊都 等 I、 周 麻 比 都 

,、 九 (十九 丁) に、 常世 邊、 可 住 物 乎、 十六 (二十 三 丁) に、 世間 之、 繫借 盧爾、 住々 而、 十九 (三十 八丁) に、 之奈 

謝 可 流、 越爾 五箇 年、 住々 而 とも 有り、 斯る 首に 住と 一 K ひ、 在と 云 ひ、 居と 云へ る、 其 差異 無くて は 得 有る ベから 

す、 住 は 屯と 一 K ふが 如くして 其 指す 處狹 く、 在 は 現の 義 にして 隱る. -所 無き を： K ひて 廣く、 居 は 節に 同じく して 其處 
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に 在 付く を 云 ふなめ り、 (攝津 風土記に 所， 以稱， 1 住吉， 者 云々、 住 吉大神 現 ffi 而 巡；！ 行 天下？ 觉 -1 可， 住 W, 云々、 乃謂斯 

實可， 住 之國、 遂讃 n 稱之， 云， 一 眞住吉 之國； 乃 是定， 一 神社： 今 俗 略， 之 直 稱ニ須 美 乃 敷， と _ 天下 を廣く 巡行り 御 在し 坐し 

て、 住むべき 國 は此處 なる ぞと 思し 定めさせ 御 在し 坐して 留住給 ふが 故に 住 吉とは 云 ふなり、 此 にて 其 指す 所狹 きを 

知る 可し、) 猪 素戔嗚 尊の 天上に 御 在し 坐し し は 本より 甚假 初なる 御 事に こそ 御 在し 坐し けらし、 瑞珠 盟約 章に 於是 

素 斐嗚尊 請 曰、 吾 今 寧， 敎將ヒ 成-根 國： 故 欲， -暫 向，， 高天原， 與ヒ姊 相 見 而後 永 退 i 矣、 勒 n 許 之 一 乃 昇 JT 詣之 於- A 天 也と 有 

るが 如く、 御父大 神に 然 申させ 給 ひ、 其 第一 一書なる 日 神に 聞え させ 奉り 給 ふ 御言に も、 吾 元 無，, 惡心； 唯 欲 ニ與. 姊 

マ カリマ ヲシ 

相 見 T 只 爲，, 暫來, 耳と 所見て、 實には 根 國底國 を 志して 入御 在し 坐 さむと 爲 させ 給 ふ、 其の 御辭 見に 參 上らせ 御 在し 

坐し ける にて、 初より 天 上に 住ませ 御 在し 坐 さむと は 所思し 係け させ 御 在し 坐 さ りけ る 御 事な り、 然るに 此 にて 本よ 

り 其の 淸く 明く 御 在し 坐す 御 心 を 明らめ 奉らせ 給 はむ として、 日 神の 御物 根 を 乞 度し 奉らせ 給 ひて 天祖 吾 勝 尊 を 生み 

奉らせ 給 ひて 勝 進の 御 心 御 在し 坐け る 間、 保 食 神の 許に 葦原 中 國に日 神の 大御 使と して 天降り 御 在し 坐し ける に此， に 

事 有り、 此に 依りて R< 上に 覆 奏し 奉らせ 給へ る 後に、 謂 ゆる 天津 罪の 御 事 を 犯させ 御 在し 坐し ける 故に、 = 神 Q 大御 

心に も 見 し 間 ia させ 御 在し 坐し 難 かりければ、 終に 天 石！ S に 刺 隱らせ 御 在し 坐す 御 事と 成りて、 天地 Q 初 判より 

未だ 曾ても 有ら ざり つる 大禍事 を 引 Si させ 給 ひけり、 此に 於て 八 百 萬 神 等 此に神 集 ひに 集ひ來 坐して 稍に- _s 出し 奉ら 

れ しかば、 千 趣 戶の 解除 を 科せ 其 罪 を 噴 り 贖 はしめ て神逐 ひに 逐ひ 奉れる 是 なり、 本より； 大 上に 留まり 住ませ 御 在 

し 坐すべき 御 心なら ざれ ども、 上 件の 事共に 就て 今まで 御 在し 坐し ける を 追放ち 奉れるな り、 (但此 時 は 然る： 大 罪 


の 御 事 御 在し 坐し ける に 就て、 1K 上に は 暫時と 雖も 留まり 奉り 難ければ、 解除 を 科する 卽神逐 ひに 逐ひ 奉れるな り 

けり、) 〇 不， 可， 居 M 於 葦原 中國， の 居 は、 极國に 到らせ 御 在し 坐 さむ 間に 留まらせ 給 ふ 事 を 云な り、 其 は 次章 第 四 一 

書に 素 宠鳴尊 云々、 居 M 會尸茂 梨 之 地-云々、 此地 吾不レ 欲レ居 云々、 又 天孫 降臨 章 第一 一書に 其 維 飛 下 居- 于天 稚^ 門 

前杜樹 之抄， と 見え、 又 猿田彥 神の 御 事 を 已而且 降 之 間、： 先 驅者還 白、 £ 有， 二 神， 居 n 天 八 逹之衢 r  (中略) 天 照 太 神 

之 子 所， 幸 道路 有，， 如此 居， 之 者 誰 也と 有る 此事 を、 古事記に は、 吾 御子 爲， へ大 降， 之 道、 誰 如 レ此而 居、 故 問 賜 之 時、 答 

白、 僕者國 神、 名 猿 田 化 古神 也、 所 n 以 W 居， 者、 聞 n 天神 御子 天 降 坐 f 故 仕 奉 御前， 而參向 之 侍と 有る が 如く、 維 は 

天より 降りて 樹抄に 止まり、 衢神は 地より 上らして 八 衢に御 在し 坐す、 此 等に 居と 云 ひて 住と は 云 はざる なり、 素戔 

嗚尊も IK 上 は 今まで 住ませ 給 ふ 所な り、 根 國に遂 はれて 行 止まらせ 給 ふ 所な り、 葦原 中國は 其始逐 はれさせ 給へ る 地 

なれば、 今 は 唯 中程に 立 寄らせ 御 在し 坐す のみの 御 事なる 故に、 住と は 云 ふべ からす、 居と 云 ふべき 所なる 事 右の 例 

共 を 合せ 讀 みて 知るべき なり、 萬 葉 一 (七 丁) に、 押奈戶 乎、 吾 許 曾 居 師吿名 倍 手、 吾 己 曾 座と 有りて、 居と 座と 並べ 

たる も、 居 は 唯 御座所に 云 ひて 住處の 謂に は 非ざる 事 を曉る 可し、 (故に 家に 在る 事 を 住居る と は 續け云 ふ 事な り、 

住は體 にて 居 は 用なる 事如此 し、 叉此第 ll 1 書に 適 居 一一 于 天お 窟 一と 有る を 麻 志々々 S と訓 める も、 日 神の 御爲 には假 

初に 御 在し 坐す 所なる を 以てな り、 天孫 降臨 章に 天 石 窟所住 神稷威 之 雄 走 神と 有る、 此に所 住と 云 ふ は 常に 其 神の 住 

處 なる を 以ての 故 也、 此 にて 住と 居との 別 有る を 知る 可し、) 偖 葦原 中 國は顯 國の全 を 云ふ稱 にして 謂 ゆる： 給 海原 潮 

之 八百赏 なる 事、 傳 十二に 註せ るが 如し、 故に 此素. K 戈嗚尊 はし も 故 有りて 此顯國 を 所 知 看す 御 心 御 在し 坐 さに るから 
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其御辭 a- に fK 上に 昇 詣らせ 御 在し 坐し ける なれば、 顯國に 留まらせ 御 在し 坐すべき に 非 ざれ ども、 猶懇 到に 云 ひて 其 

事 を 堅く 止め. & せりし なりけ り、 其 は 四 神 ffi 生 章に、 、生，, 素斐嗚 尊？ 此神 有，, 勇 悍以安 忍？ 且常以 ，1 哭泣， 爲， 行、 故 

令，， 國內 人民 多以 夭折： m 使，， 青山 變枯； 故 其 父母 二 神勅，： 素 f{ 鳴 尊 T 汝甚 無道、 不， 可-, 以君 「： 臨 宇宙？  y 遠 適 •： 之 於 根 

國 1 矣、 遂逐 之と 見えた る、 此に御 事 依し の 御 事 は 見え ざれ ども、 不， 可 一-一 以君 「： 臨 宇宙 一と 有る にて 聞え たり、 第一 第 

二 一 書の 狀も粗 右に 同じ、 其 事の 殊に 委しき は、 第 六 J 書に、 素斐嗚 尊者 可，， 以治， 一 IK 下， 也、 是時 素姜嗚 尊年已 長矣、 

復 生，， 八 握 鬚 奪？ 雖， 然不な 5-, 天下？ 常以 啼泣恚 恨、 故 伊 #諾 尊 問 vN 曰、 汝 何故 恒 啼，， 如此， 耶、 對曰、 吾 欲 レ從， ： 母 於 根 

國ハ 只爲， 泣 耳、 伊 摔諾尊 惡レ之 曰、 可 一, 以 任；， 情 行， 矣、 乃逐 之と 有りて、 右 は 古事記と 同文な り、 此 一事 を 以て も此顯 

國に御 心 を 係け させ 御 在し 坐 さ りし 御 事な む灼然 かりけ る、 (古事記に も 故 伊邪那岐 大御神 詔-！ 速 佐 之 男 命-云々、 

爾答 白、 僕 者 欲 J 能，； 妣國根 之 堅 洲國？ 故哭、 爾 伊邪那岐 大 御神大 忿怒 詔、 然者 汝不， 可. 住， 此國 T 乃 神 夜 良 比 爾夜良 

比 賜 也と 所見た る是 なり、) 然れ ども 此に八 百 萬 神の 不レ 可， 住， 一一 K 上 f 亦不. 可 t 居， 於葺 原中國 一と 有りて 神遂ひ 奉れる 

に 心 5:^ 有るべき なり、 其 は 大上は 日 神の 所 知 看す 御國 にし 有りければ、 今此に 於て 住ませ 奉る 可き に 非す、 然 りと 雌 

も 葦原 中國 はし も 右の 如く 御父大 神より 素斐嗚 尊に 事 依し 授け 寧ら せ 給へ る御國 にし 有りければ、 御父大 神の 神逐は 

せ 給 は こそ 有らめ、 然り とて 八 百 萬 神の、 處分 として 可 長し、 此素 f{ 嗚大神 をし も 如何 は然 計ら ひ 奉らる 可き、 此 

に 於て 日 神の 御 命と か 皇産靈 神 の 御 命と か 上に 令す る 神の 御 在し 坐して、 其 神の 御 命 を 奉らす ば 容易く 成し 行 ひ 難き 

御 政なる 者な り、 其は傳 十七、 十八に 註せ るが 如く、 此 時に 在ら ゆる 八 百 萬 千 萬 神の 神 集 はれし 中に、 其 上 首と 御 在 


し 坐す は 高皇產 靈祌皇 産靈ー 一 神に 渡らせ 給 ひて、 日 神 を 招 奉る 御 祈の 事 も 何も 其 一 一大 神の 御 命に 依る 所な り、 然れば 

此に乃 使 TIK 兒屋命 掌-一 其 解除 之 太 諄辭- 而宣. - 之と 有る も、 其 御 命 を 奉りて 天 兒屋 命の 其 解除の 事 を被戶 神に 仰せ 吿 

げ、 八 百 萬 神に 宜 聞か しめられし 事 上に 註せ るが 如し、 然れば 此の 神 逐の御 政 も、 其ニ大 神の 御 命に 由る 事 申す も更な 

りかし、 若て 此顯國 はし も傳 十三に 云 へ る狀 に、 曰 神と 御 誓約の 問に 成 aa させ 御 在し 坐る 天 忍 穗耳尊 を 天津 日 繼と定 

め 奉らせ 給 ひて、 日 神と 此素 斐嗚 尊と 二 柱の 大御 正統 を 以て 所 知し 坐 さしめ 奉らせ 給 はむ と 事 定めさせ 給へ る、 卽ち 

日 神の 大御 心に 御 在し 坐せば、 此に 於て 素^！戈鳴尊 を しも 根國に 神逐 ひ 奉れる は、 御 父 伊 弊諾尊 の 巳に 所思し 投 させ 給 

へ るが 如く、 根國に 神逐ひ 奉らむ と は 計ら ひ 申させ 給へ るな り、 卽ち是 天孫 降臨 章に 彼 時の 大御政 は 日 神の 大御 心に 

して 高 皇產靈 尊の 御 計ら ひなる 事の 因りて 生る- -所已 に此に 在る 事な りかし、 (但此 も 彼處も 共に 皇産靈 神 二 柱 共に 

相： jsi ばして 政 ごた せ 御 在し. 1 かど も、 御紀の 例と して 唯 高 皇產靈 尊 一 注の 御名の みを犟 げられ たり、 然 りと 雖も 祝詞 

に は 神 漏 岐神漏 美 命と 何 所に も W でて 正しく 二 神 共に 相竝 ばせ 給 ふ 事 著明き 者 を や、〕 然るに 其不， 可レ 住-: 於大上 一と 

は 今 眼前に 神逐ひ 奉らし i 御 事 申す も 更なり、 次に 亦不レ 可レ居 n 於 葺原中 國-と 有れ ども、 次章に 所見た るが 如く 遂 

到-一 W 雲之淸 地， 焉、 言 曰、 吾心 淸々 之、 於 M 彼處- 建に 呂と 有る は、 解除に 依りて 御 心の 淸々 しく 成らせ 給へ るに 由 

ると 雖も、 如此く i 呂窒を 建てさせ 御 在し 坐して、 速 かに 根 國に趣 かせ 御 在し 坐 さむと も爲 させ 給 はざる は、 此の 3 曰に 

乖 違へ るに 似たり、 此に 因りて 熟思 ふに、 傳 十二、 十七に 註せ るが 如く、 先に 天津 罪 を 犯し 給へ りし 御 過 を 悔いて、 

其 御 償の 御 事に 及ばせ 給へ る 物から、 如此 しも 神逐 はれさせ 給 ひ ながら 其 御 与 f き の 御 事 も 御 在し 坐 さに る は、 不レ可 
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レ 居-於 葦原 中國 一と は 其 始終の 所 を 申せる にて、 其 御 償の 御 事共 を 成し 竟 させ 御 在し 坐して、 御 心の 如く 根國に 渡ら 

せ 御 在し 坐すべき 由を處 分し 申され つらむ を、 其 細かなる 事共に 世に 傳 はらぬ にて ぞ 有りけ る、 (此祌 逐の御 事 も 何 

も 右の 如く 高 皇産靈 神 皇産靈 二 神の 御 計ら ひに し 有りければ、 萬に 奇 しく 妙な りけ る 深き 御 致 も 御 在し 坐 せらむ を、 

今 は 如此も 有りけ むかと 唯 推計り 奉れる のみな り、) 〇 急 をば 須美ー I 加 雨と 訓 めり、 萬 葉 集 六 (三十 六 丁) に、 な^ 見 1 

身疾不 有、 急 令、 變賜 根と 有る 是 なり、 其 十 一 (三十 四 丁) に、 言 急 者、 中波 余騰 益と 有る 急 字 は 登 久と訓 めり、 名 

義抄に 急 字に 須美夜 加那理 とも 多 知 麻 知と も 登 志と も 都久須 とも 波宜 志と も 有りて、 早 叉 は 速 字の 義 なり、 神武 大 

皇御紀 に 可，： 早圖 一. 之、 崇神 天皇 十 年御紀 にも、 非， 一 早 圖<, 之、 必後 之と 有る 早 字の 訓も此 に 同じ、 一一-：:; 義は 早見に て 夜 加 

は 形 狀を首 ふなる 可し、 (此を 登 志と 訓む、 登は敏 にて 志 は 形 狀を云 ふこと おの 夜 加の 例の 如し，、 又 速 を も遄を も：^ 

を も 迅をも 須美夜 加と 訓 みて 共に 同義な り、) 〇 底 根之國 は、 曾 許 都 根 國と古 來訓み 来れる が 如し、 根國 のこと は傳 

六に 云へ り、 底 は 下 律と 云に 異ならす、 鎮火 祭 詞に吾 名妓 能 命 波 上 津國乎 所 知 食 倍 志、 吾波 下 津國乎 所知牟 止. m.K 石. 

隱給 s、 與美津 枚 坂 爾至坐 S 云. << と 所見た る、 上 律 國は此 顯國の 事なる に對 へて、 彼國を 下津國 と宣給 はし k なり、 

四 神 出生 章 第 六 一 書の 神 名に 底 津少童 命 表 津少童 命相對 ひ、 底 筒 男 命 表 筒 男 命相竝 ばせ 御 在し 坐す 例是 なり、 就 .1 に 

下津石 根と 有る を 古事記に は 底津石 根と 所見た る、 此を 以て 底と 下と は 同義の 首なる 事 をな む 明らめ 知る ベ かりけ 

る、 (然れ ば 底 根 之 國と云 ひて 下 律 根 之 國と云 ふ 事な り、 萬 葉五卷 四十 丁に、 之 多敝乃 使と 詠める も 下方と 一 K ふ 事に て、 

卽ち 其阈を 云へ る を も ひ 合す 可し、) 〇， み-降 去 を 夜. M 比夜理 伎と 訓る、 夜. M 布 は 正書に 已而、 宽遂 降焉と 見え、 叉 


. 第二 一書に 逐之、 此云， 一夜 羅賦， と 有るな どに 同じき 事、 傳 十七、 十九に 註せ るが 如し、 夜 理伎は 古事記に も 祌夜良 比 

夜 良 比 伎と 有る と 本 は 一 なれ ども 其と は少 か. なる にて、 御門 祭：！ に 待 防 掃 却 言 排坐 a と 有る 却 を、 夜 理と訓 める に 同 

ハラ 匕ャレ  ャル 

じ、 大献詞 にも 四 國ト部 等 大川道 爾持返 ms 拔却止 宣と 有る、 被 却 も 右と 一 にて 常に 遣と 云 ふと 同 言な り、 (遷 n 却 祟 

神と 有る に は 夜 良 布と 訓 めり、 夜 良 布 は 其 意の 緩 かなる を、 切め て 夜 流と 云 ふ 時 は 迫 切りて 甚 急なる 義 有り 上に 急 字 

を 置かれた るに 心 を 著くべし、) 

n  ノ トキ ナガ メフ リタ：！' 午  ココ ニス サ / ヲゾ ：- コト ュじ？ カネ マラ サ 1K テ キ カサト テ  コ 匕 タマ ヒキ. *- にヲモ a モ p  ノカ ミタ. *- 二 ココニ モロ モ ロノ 力-. -タチ 

于時霖 也。 素 a 嗚尊結 _1 束靑 草， 以 爲，， 笠簑， 而。 乞-宿 於 衆 神 ^ 衆 神 

マ ，サク イマ シ ハ £/  "ザ ケ， カラ ハシ， ノ テ ラエ タル ャラヒ t  y 力. -ナリ イカ t; ゾ コフ トイ フ 一 1- ャド" ヲ  ヮ レニ づヒニ トモ 二  r セギ マ？ リキ ココ17 モテ T  メ 

曰。 汝是 躬行 獨惡而 見，： 逐謫, 者。 如何 乞，， 宿 於 我， 遂同距 之。 是 以 風 

カゼ マレ ドモ ハナた クシ ク  ズ ェ ト r マリ ヤん： 、々マ， * テ 々シナ ッ タ タリ マシ牛  ヨリ ゾレ コノ カタ  F ョ イミ キ ミノ カサヲ テ ィル n トヲ マな. ン 

雨 雖. 甚。 不， 1 得 留休， 而 辛苦 降 矣。 自， 爾 以来。 世 諱^, 1 笠 簑， 以 入 * 位 

ヒト / ャ /  .? チニ  マタ ィム ォ匕 々ザ.！：' トヲ テ ィル r トヲ マな シ匕ト Z ィへノ ウチニ  マレ-ハオ カス コレヲ そ/  力 十 ーフズ +- ホス ひ 7 へ ヲ  コ レイ -■ 

人屋 內； d 又 諱 i、，， 束 草， 以 入， 佗人 家 內，。 有， 1 犯， 此 者 一 必 倩，， 解 除； 此太 

古 お 遺 あ せ，  . 

此 一 段 はし も 右に 旣而諸 神 嘖，，， 素斐嗚 尊， 曰、 汝 所行 甚無， 賴、 故不， 可レ 住，, 於 天上？ 亦不レ 可， 居， 一 於 葦原 中國ハ 宜 急 

適， 一 於 底 根 之國？ 乃 共遂降 去と 所見た る、 其 高天原より 神逐 はれさせ 御 在し 坐して、 素 ^？戈嗚 尊の 顯國に 1K 降らせ 給 ひ 

つ. -處々 に 流離へ させ 御 在し 坐して、 辛苦み つ. 1 國々 を 行 巡らせ 御 在し 坐す 程の 御 消息 を 記し 奉れる 所な り、 下 章 第 

四 一書に 素 戔嗚尊 所行 無 レ狀、 故 諸 神 科以， 1 千 座 S 戶， 而遂逐 之、 是時素 斐嗚尊 帥， 1 其 子 五十猛 神？ 降 r 到 於 新羅 國ハ 居 こ 

tn 冬 二  4- 之卷 齊乾開 ぶ： 単  .1 九 五 
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會尸茂 梨之處 「乃 E ^百 曰>.此 地 吾不, 欲レ 居、 遂 以，， 壇 土， 作， 舟、 乘 i 之 東 渡、， 到，， 》 雲國凝 川上 所， 在 上 之 峰- (下略) 

と 所見た る、 此 時の 御 事 かと 思 ふに 然ら ざり けり、 其 は 仁智 要錄に 載せた る 高麗 樂に蘇 志 摩 利と 一 K へる 有りて、 其 il 

を 見る に 簑笠を 著て 屈折め る狀 なる に、 此に結 n 束 青草， 以爲， ー笠簑 一と 有る に 合 ひ、 又 西大寺 資財 流 記帳 高麗 樂 具の 中 

に 蘇 志 麻 理縣笠 二 蓋 (各^1«3羅衣) と 有る にも 合 へれば、 誰が 見に も 其 時の 事と は 見 ゆ 可き 狀 なり、 (此樂 の 事 は 和名 

抄 高麗 樂 曲の 中に 蘇 志 摩 利と 見え、 其. f?: に 登 天 樂と云 ふ も 有り、 此大 神の 御 事に 由れ るに は 非 じか 非ぬ か、) 然れど 

も、 乃 興 言 曰、 此地 吾不レ 欲レ居 云々 と 有る は、 大に 事の 平坦なる 狀 にして、 中々 に此御 時に 辛苦み 給へ る 趣と は 日 を 

问 じくして 云 ふべ からざる 程の 相違な り、 叉 w 雲 國の簸 川上に 到らせ 給へ るな ど は遙に 後の 事に し 有れば、 、章の 正 

書に は然 有れ ども 此と 一に 連け て 心得べき に は 非す、 又此 に神逐 はれさせ 御 在し 坐して fK 降らせ 給へ る は、 必ー托 に 

こそ 御 在し 坐す ベ かり けれ、 如何に 其 御子に 御 在し 坐せば とて 罪 も 在し 坐 さ る 五十猛 神 迄 を も 然して 辛苦め 巾 さる 

可き に 非すな む 有りければ、 彼と 此とは 全く 合 は ざり ける 者な りけ り、 然れ ども， に 蘇 志 摩 利と- K ふ樂の 有る と此 

の 御 姿と、 然し も 能く 相似た るに 就て 考 ふるに、 信に素^！戈嗚尊其御子五十猛神を帥て此時に天降り御在し坐したる可 

し、 然して 此大 神の 御 天 降の 御 事 を 下 章に は、 自レ 天 而降 到 於 W 雲 國簸之 川上？ と 有りて、 其 第一 一書 又 古事記の 趣 

も然 り、 第一 一 一 書に 安藝 國と 有る も、 鳥 上 一 一水 考證に 云 へ る 如く 彼 國意宇 郡 安 來鄕の 事な. り、 風土記に 安來鄕 云々 神須 

佐 乃 烏 命 天 壁 立 廻 坐 之、 爾時來 n 坐此處 一而 詔、 吾 御 心 者 安平 成 詔、 故 云-一安 來 一と 有りて、 全く W 雲國に 天降らせ 御 在 

し 坐し. 1 趣な む 符合り ける、 (伹來 つ 坐 此處， の 首 を、 右に 引る 下 章笫四 一書なる 以，： 墙土， 作， 舟、 乘レ之 東 渡、 到，： お 雲 


^簸 川上 所在 鳥 上 之 峰, と 有りて、 引合せ 見る ベ きかと も m 心へ ども、 天 壁 立 廻 坐 之と 云に は 國土を 巡行 坐せ るに 非 ざ 

ればー に は 成し 難き こと 也、 然れば 作 レ舟乘 レ之東 渡まで を 句に て 到 字と は 緩 かす、 唯 彼 新羅より 皇國に 渡らせ 御 在し 

坐し &御事 を 云 ふに て 有りけ り、) 然れ ども 其は此 より は 後に- 大 降らせ 御 在し 坐し ける 度の 御 事なる にて、 其 初なる 

なむ 新羅 國には 天降らせ 給へ りけ る、 其 は 右の 第 四 一書に 初 五十猛 神 天降 之 時、 多 將-: 樹 種- 而下、 然不. 殖 韓地 r 盡 

以 持歸、 遂始レ 自-: 筑紫； 凡大 八洲 國之 內、 莫， 不，， 1 播殖而 成， 1 靑山， 焉 (下略) と 有り、 叉 其 第五 一書に 素 戔嗚尊 曰、 韓 

鄕之 島、 是 有-一 金銀？ 若 使，， 吾兒， 所レ御 之國、 不レ 有，： 浮寶， 者、 未， 1 是佳, 也、 乃拔， 1 鬚髯， 散 之、 卽 成-杉、 叉 拔-ー 散 胸毛 r 

是成, 檜、 尻 毛 是成, 彼、 眉毛 是 成，： 機樟 f 巳 而定， 一 其 常用， (中略) 夫須， 瞰 八十 木 種 皆 能播生 (下略) とも 有りて、 是世 

に 檜 杉な どの 有り 初む る始 なり、 叉衆菓 も亦此 時に 成 W 初めてな む 有りけ る を、 其 第二 一書に ws にて 八岐 大蛇 を 平 

らげ させ 給 はむ 事 謀り 爲 させ 御 在し 坐け る 中に、 素菱嗚 尊乃敎 A 之 曰、 汝可 T 以 ：- 衆 菓-釀 * 酒 八 建.. と 見えて、 已 に衆菓 

の， 牝に遍 ねく 有りけ る 趣な む 知られけ る、 叉 古事記に 足名椎 手名椎 神の 其 大蛇の 形狀を 語り 中せ る 所に、 身 一 有 = 八 

頭 八 尾？ 亦 其 身 生， ー蕩 及檜榲 r 其 長 度-一 豁八 谷峡八 尾-云. _< と 有りて、 然も 古木の 身に 生 ひて 有りし 狀 知らる、 此を以 

て 其 第一. t 一書に、 莫, 不一 一一 播殖而 成 一一 青山 一と 有りし より は、 年 紀の甚 久しく 立ちたり けむと 所思れば、 先に 天降らせ 御 

在し 坐して 然る 御 功 共 を 立てさせ 御 在し 坐して、 此に是 後 素 戔嗚尊 曰、 諸 神逐レ 我、 我今當 -1 永 去 f 如何 不，. 與，； 我姊， 

相 見.. 而擅 自徑去 敷、 通 復扇レ 天 扇レ國 上？！ 詣于 -大 一と 有る は、 其 御 功 を 立てさせ 御 在し 坐して、 今 は 根國に 5 能 坐 さむと 

所思 ほし 坐し & から、 天上に は參 上らせ 御 在し 坐し けるな り、 若て 又此 下に 今 則奉覲 已訖、 常 T 隨， 一 衆 神 之 意？ 自レ此 
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永歸*.根.國1^11<.云々、 已而復 還 降焉と 有る、 此時 こそ は 其 W 雲國に 天降らせ 御 在し 坐し ける 時には 有りけ らし、 (如此 

く 初 度と 後 鹿との 御 天 降處を 別にして 見る 時 は、 萬に 不具なる 所 無く 上下 相 貫きて 其 理將甚 能く 通えたり：、 必 す如此 

非で は 叶 はす、) 斯れば 五十猛 神は此 より は 已く生 W させ 御 在し 坐け る 神に て、 天 上に 御 在し 坐し ける が、 其 罪 を 犯 

し 給 は ざれば、 共に 神逐 はれさせ 御 在し 坐 さ ざり けめ ども、 此顯國 に 初めて 天降らせ 御 在し 坐し ける こと は、 此 時に 

御父大 神と 同時に 御 在し 坐し つるなる 可し、 若て 素斐 嗚大祌 はし も 固より 皇國 にて 彼 天柱の 許に て 生 W させ 御 在し 坐 

しければ、 其 御 祖の國 なる を 以て、 皇阈 内の 何處 にか 天降り 御 在し 坐し 著 かせ 給 ひけれ ども、 彼不レ 可レ居 n 於 著 原 中 

國 一と 云 ひて 神逐ひ 奉れり し 由 を 以て、 皂ー 阈 內の諸 神 は 皆距て 宿し 奉ら ざり しかば、 終に 新羅 1： に 降り 給 ひ、 謂 ゆる 

曾 尸 茂 梨の 處には 著 かせ 御 在し 坐し けるな る 可し、 其 皇國內 に 流離 はれ 御 在し 坐し \ と 云ふ據 は、 外に 物に 見 常ら ざ 

れ ども、 神 名 式なる 讃岐國 寒 川 郡 大蓑彥 神社 は、 社 說に素 斐嗚尊 也と 云へ る は、 件の 結つ 束靑 草ー以 爲，, 笠 蓑， と 云 ふに 

合 ひ、 叉備後 風土記に 昔 北海 坐キ 5 武塔 天神 南海 祌之 女子 乎 與波比 S 出 坐爾、 日 暮彼所 蘇 民將來 二人 在 伎、 兄 蘇お 將來 

甚 貧窮、 ；^^將來富饒倉ー 百 在 伎、 爱武塔 神 借， 一宿 處 r 惜 而不， 借、 兄 蘇 民 將來借 奉 云々 の 御 事 有る、 其 御 妻 問 は 傅 十四 

に 云へ る 如く 此とは 別 なれ ども、 宿 を借不 借の 事 は 此に衆 神 宿 を 借 進ら せす して 遂同 距レ 之と 有に 合へ る、 此ニ 一事 

を 以て 始は： 大 上より 皇國に 天 降らせ 給 ひ、 其より 新羅に は 渡らせ 御 坐し 在し. -か ども、 御祖の 御國を 忘れ 難く 所思し 

召し、 且は皇 御 孫 尊に 安國と 平らけ く 所 知し 坐 さしめ 奉らせ 給 はむ 爲に、 此大 八洲 國を善 成し 奉り 給 はむ として I 其 

後に 五十猛 神 を も 帥て 樹種を 持 渡らせ 御 在し 坐して、 國內 悉く 靑垣 山と 成し 給へ るな り、 ムに W ける 下 章^ 四 一 窨に 


其樹 種の 事 を盡以 持歸と 所見た る、 卽 ち此大 八洲 國 より 彼 土に 渡御し i 證 なるな り、 傻此素^！戈鳴大神其御子五十猛神 

と共に 然る 御 功の： 事共 を 立て 給 ひ、 梨て 後に 下 文に 所見え たる 如く、 天 を 扇 もし 國を扇 もし して、 再び 升 天の 御 事 

に は 及ばせ 給へ るに なむ 有りけ る、 (其 時に 天降らせ 給 ひける 時 こそ、 .h 、なる 賓劎 W 現 章に 所見た る 如く W 雲 國には 

天降らせ 御 在し 坐し ける 事な り けれ、 彼 風土記に 吾 御 心 者 安平 成 詔と 見え、 次章に 吾心 淸淸 之と 有る 御 君 舉 など は、 

何に 依りて 安平ら かに 成らせ 給 ひ、 如何なる 事に 依りて か淸々 しく 成らせ 給 ふと 云 ふ 事、 此に 至りて 明亮な り、) 〇 

于時霖 也 は、 其 素斐嗚 尊の 天上より 神遂 はれさせ 御 在し 坐して、 顯國に 流離ら ひ 御 在し 坐し. 1 程の 事に て 有り けれ 

ば、 雨師祌 風神な ども 先に 彼 神の 爲に世 中 は 常 夜 柱たり しが 故に、 彼 神 を 顯國に 留め 奉らば 又 然る 禍事を や 引出 すら 

むと 危ぶみて、 彼不レ 可， 居 二 於 葦原 中國 一と 云 渡し 給へ る 事共 を 思え 居て、 如何にも 爲て置 奉ら じと て 甚く 辛苦め 申さ 

れ しなり けり、 此に 引出で 申さむ は甚可 長き 物から、 景行 天皇 御紀 rn 本武 尊の 瞻吹 山に 至り 坐し. 1 時の 事に、 山 神 之 

興レ 雲零レ 水、 峰 霧 谷噎， 無二 復レ可 行 之路？ 乃 棲 遑不ぁ 一，， 其 所- 跌涉 一と 有る、 此は荒 振 神の 所爲 ながら 如此 し、 て 善 

神の 御上 にても 事 有りて 辛苦め 奉らむ と 爲らる \ に は、 霖をも 降らし 風 を も 吹かせたり けむ 事 知るべし、 (又 古事記 

中 卷に天 之 日 矛が 其 妻の 遁れし 事 を 聞きて、 乃 追 渡 來將レ 到， 一難 波-之 間、 其 渡 之 神 塞 以不， 入な ど 有りて、 神 Q 距ぎ給 

ふとして は 風な ど を 吹か せ て 入れ 給 はざる も 常事な り、) 霖は 上に 雖レ經 二 霖早ー 無, 所， 一 損傷, と 有る も 同じ 事 にて 霖を 

那賀 米と 云へ り、 卽ち 長雨の 略な り、 仁德 天皇 十 一 年御紀 に、 聊 逢，， 霖雨？ 海 潮 逆上、 而巷 里乘ぃ 船、 道路 亦堡、 推 古 天 

ナガ ァメ フリテ  ナガ メ 

皇 三十 SI 年御紀 に、 是歲 目-一三 月， 至-七月, 霧雨 、天下 大飢 之、 舒明 天皇 十 年御紀 に、 九月 霖雨、 皇極 天皇 元年 御 紀に夏 四 

十 ガァメ フリテ 
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月 是月霖 雨と も 有る が 如く、 那賀阿 米と も那賀 米と も訓 めり、 萬 葉 十 (五十二  丁) に、 秋 芽 子 乎、 令 落 長雨 之、 零 比 

者、 十六 (八丁) に、 飛鳥、 飛鳥 壯蚊、 霖禁、 縫 爲黑沓 など 詠み、 古今 集に、 「花の 色 は 移りに けりな 徒に 我 身 世に 經 

る那賀 米せ し 問に」 新 古今に、 「徒然と 春の 那賀 米の 佗しき は 忍ぶ に 像 ふ 軒の 玉 水」 など も 有り、 和名 抄に 兼名苑 云、 

霖 三日 以上 雨 也、 (奈加 阿 女) 今按、 叉 連 雨、 叉 名， 一 苦 雨； 爾雅註 云、 霖 一名 霪久雨 也と 有る 是 なり、 名義 抄に 霖を那 

賀 米と 有りて、 叉 許 志 阿 米と 云ふ訓 有る は、 右の 仁德 天皇 御紀 なる、 聊逢， 1 霖雨？ 海 潮 逆上 而巷 里乘， 船と 有る 程の 事 

なり、 千載 集に-, 五月雨に 沼の 岩 垣 水 越えて 云々」 と 詠めるな ど を 思 ふに、 越 雨の 義 なる 可し、 (私記に 叉 都 伊利と も 

有 は 滑 入の 義 にて、 右と 同じ 意なる 可し、 通證に 梅雨 云， 一都 由 f 梅 熟 云 r, 都 衣 流 f 皆 潰 之の 義 也と 云へ る是 なり、) 〇 

青草 を 阿 袁久佐 豆 加と 訓 める、 青草 束の 義 なり、 ，ff: なる 束 草 を 久佐豆 加と 有る に 合せ 考ふ 可し、 新宮本 阿袁久 佐と 訓 

めり、 其 は大嘗 祭儀 大嘗 宮條 に、 錦， 地以， 一束 草ー以 一： 播磨簀 1 加， 1 其 上 r 簀 上加レ 席と 有る 束 草の 下に 所謂 阿 都 加ず と 所 

見た る、 卽ち靑 束 草の 義 なり、 叉 其 を大嘗 祭式に は 所謂 阿 都 加と 有る は 草 を 略き て唯靑 束と 云へ るな り、 然れ ども 靑 

ヅカ ダサ アツ 力  ヅ カシネ  クバ 

草 束 叉靑束 草叉靑 束と 云 ふ は、 大殿 祭詞の 古註に 束稻と 云ふ稱 有る が 如く、 草に も稻 にも 把ね たる を 云 ふなれば、 

ュ b ヅ カネ テア ヲ クサ！ N  ァ！ ヅーフ 

結 n 束 靑 草, と 有る は 叶 はす、 倦 靑は靑 木 靑柳靑 角 髮靑菅 など 云 ふ 例に て、 木に も 草に も 其瑞々 しき 色を稱 云る なれ 

ば、 唯 阿袁久 佐と 訓む なむ 平穩， に は 有る ベ かりけ る、 (然れ ば 右に 引ける 儀式 叉 式の 如き は、 其 結 ひ 束ねて 持 參來れ 

る を 以て 云ふ稱 なる 事、 字に^ 草と 有る を 以て 知るべし、 此は 正しく 靑草 なれば 別なる なり、 市、 拿の 下見 合す 可し、) 

〇 結. 來は師 の 古史に、 由 比 都 贺_ 纏 氏と 訓 まれた るに 從ふ 可し、 の 結 を 笠に 云な り、 1^ は 養に 云な り、 .fr 、に 以爲： 


蓑と, 有る に 照らし 應 かせて 味 はふ 可し、 偖 笠に は 常に 縫 ふと 云 ふ 事な り、 IK 孫 降臨 章 第二 一書に 卽以. 一紀 伊 國忌部 遠 

祖手置 帆 負 神， 定爲， 一作 笠 者 一と 有る、 作 笠 者 を 加 佐 奴 比と 訓 める 是 なり、 祟 神 天皇 六 年 御 紀に倭 笠 縫 邑と云 ふ 地名 見 

え 舊事紀 に 笠 縫等祖 fK 津麻 占、 叉會々 笠 縫等祖 天津 赤 麻 良、 叉 笠 縫 部 祖天曾 蘇と 云 ふ 氏々 有り、 叉內 外宮 共に 儀式 帳 

に 御笠 縫內 人と 云 ふ 職掌 も 見えたり、 叉 萬 葉 三 (十九 丁) に、 四 極 山、 打 越 見者、 笠 縫 之、 島 榜隱、 棚 無 小舟と 有る は 

地名な り、 十一 (三十 九 丁) に、 王 之、 御笠 爾縫 有、 在間菅 云々、 十二  (二十 四 丁) に、 皆 人 之、 笠爾縫 云、 有 間菅云 

云、 叉 古今 集に も、 「鴛の 笠に 鏠 ふて ふ 梅花 折りて 頭插む 老隱る やと」 など 有る 是 なり、 然るに 此に 笠に 結 ふと 云へ 

る は 右の 如く 神逐ら はれて 天降り 御 在し 坐したり ける に、 衆 神 も 共に 宿し 奉らす て 辛苦め 奉れる 程の 事に し 有り けれ 

ば、 如何で か は 御笠 を 縫 ひ 御 蓑 を 緣らせ 給 ふ 可き、 御 暇 Q 御 在. し 坐 さむ、 然れば 唯 青草 を 結て 御 蓑の 用に 備 へさせ 給 

へる を 一 K ひて、 甚も甚 も 何 拾に 悲哀 しげな りし 御形妝 なむ 所思え たりけ る、 結 を 由 布と 訓 める 例 は、 姓氏 錄 (河 內國 

皇別) に 日 下 連 云々、 大彥命 男 絲結命 之 後 也と 有る に拉 びて 大戶首 云々、 大彥命 男 比 毛 由 比 命 之 後 也と 有る 是 なり、 

ュフ ハカ：  ユマ テム ナシ 

萬 葉 七 (八丁) に、 吾 紐 乎、 妹 手 以而結 八 川、 叉， 妹 之 紐、 結 八川內 乎、 十一 (六 丁) に、 我 裏 紐、 結 手 徒、 叉 (十二 丁)、 

コマ ヒトズ  ユマ テト クル t 

肥 人、 額髮結 在、 十二  (三十 八丁) に、 吾紐緖 乃、 結手懈 毛、 十三 (二十  一 丁) に、 眞 木綿 持、 阿 邪 左 結垂、 十六 (七 

丁) に、 結幡 之、 袂著 衣な ど 有り、 猪 由 布 は 五 百合の 義 なる 可し、 御紀の 五百箇 磐石 を 古事記に は 湯津石 村と 有り、 五 

百 を 由と 云 ふ 例是れ なり、 (但紐 は 端と 端と を 合せ 結ぶ 者 なれば 五 百に て は 叶 はざる 如く なれ ども、 紐に 限らす 物 を 

結び 合する と 云 ふ は、 数 を 多く 一  に 集む る を 云へ る なれば 叶 はすと は 云 ふべ からす、 草 を 結 ひて 笠と 爲る事 は、 今 も 
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農夫な ど、 樵 路に急 雨に 遇 ひて は、 束 薪 を 廣げて 頭に 巾り、 田 間にて 与 I 雨の 時 は 藁 把 を 廣げて 笠と 成す を 見る にも 思 

ひ 遣り 奉らる \ そかし、) 朿を 蓑に 云 ふ も 右の 笠の 例に て、 草 を 編みて 雨 衣と 成し 給 ふ 可き 御 暇の 御 在し 坐さざる が 

故に、 束 草 を 御身に 纏 はして 蓑の 狀に著 成し 給へ るな り、 偖 其 笠に も 蓑に も 靑菅を 刈 取り 日に 乾かして 縫 もし 編 もす 

る 事なる を、 此は 右の 如く 急速が しげに 御 在し 坐し ける 御 時 なれば、 靑 草の 本 を 結び 末 を 四方に 攛げ餘 して 御^に 代 

へさせ 給 ひ、 又 其 束 草 を 食 はせ 給 ひ、 其 葉抄を 前後に 垂 巡らして 御 蓑の 用に 充てさせ 給へ るな り、 其 は 此物共 は祜草 

を 以て 製る 可 き 物 な る に 、 此 に 靑 草 と 書 さ れ た る を 以 て 熟 も 其 物 の 成 具 の は ざ り し 有 狀 飽 ま で 見 え た る is^ な り 、 m 疏 

に、 束 二 早 爲，： 雨具， 者 貧 窶之甚 也と 官： へる に、 其 意味 を 克く說 かせ 給へ る 事な.^、 束 を 都賀： と訓 める 例 は、 萬 葉 

十六 (八丁) に、 取 束、 舉而裳 纏 見、 解亂、 童 兒丹成 見と 有りて、 と 亂と 相反 對 せる 語を竝 ベたり、 (物 を： i むと 

云 ふ も 朿聚の 意に て、 亂れて 有る 物 を 一 に^ぬ るに 同じ、 物 を 把ね たる を 束 草 叉 は束稻 など 云へ る 皆 同じ、) 〇 笠 一一？ 

は. h 、にも W でたり、 神武 天皇 御紀 に、 乃 推 根津彥 著，： 弊衣 服 及 笠 蓑 r 爲，， 老人 貌， と 見え、 太 神宮 式なる 四月 九月 神.^ 

祭條 に、 是日笠 鏠內人 等 供？. 進 蓑 笠， と 有るな ど は、 L 口の 任に 書け る 者 なれば、 新宮 本の 訓に 依りて 此も蓑 笠 を 美 能 加 

佐と 訓 むべき なり、 其 を皇太 神宮 儀式 帳に は、 同日 以ニ 御笠 縫內 人， 造 n 奉 御蓑廿 ニ領、 御笠 廿ニ i 天 卽散 奉と 有て、 

侑 蓑 笠と 常に 云 ひ 習へ る は 彼 日月 を都紀 比、 男女 を 賣袁、 風雨 を 阿 米 加 是と云 ふ 例なる 可し、 萬 ffi- 十二  (三十 二  丁) に、 

久堅 乃、 雨 零 日 乎、 我 門爾、 蓑笠不 蒙而、 來 有人 哉 誰と 云へ る を 以て 知るべし、 但 御の 雷 を 冠ら せた る は 御笠 御 蓑と 

云 ふ 例なる にや、 皇太 神せ！： 儀式 帳 御笠 縫^ 人 職掌 條に、 右人 ト 食お 補任 之、 rn 後家 雜罪拔 淸、 齋愼、 仕 本職お-、 御^ 


廿ニ蓋 御 蓑 廿ニ領 忌 敬 供奉と 見え、 度會宮 儀式 帳 御笠 「縫內 人 職， 掌條 にも、 右人 行事 ト定， 任、， 日 後家 雜罪事 城 淸，， t 大 

神 乃 御笠 御 蓑高宮 御笠 御蓑竝 所管 神社 竹 四 前 神 御笠 御 蓑 乎、 作 儲..... -、 毎年 四月 十四日 奉 進と 有り、 皇太 神宮 年中行事. 

？^— に 載せた る 其 祝詞に、 風 日 祈 御幣 幷 御笠 蓑 日 祈內人 姓名 令 n 捧持， 奉 云， „<、 叉 別宮に 進る にも、 風 日 祈 御幣 幷 御笠 御 

蓑 等奉狀 平安 聞 食 云. < と 見えたり、 (但 其に も 文に は 諸 神 蓑 笠奉狀 也、 諸 別 宮幷議 末社 等 也と 有りて、 常に は 美 能 加 

佐と 訓み、 御 字 を 加 ふる 時 は 御笠 御 一」 拔と 、序た る を 見る 可し、 其 は 右の H 月 を 都 紀と訓 む も、 別に 離つ 時 は 、： n と 月 

と 云 ひ、 S> "女 を寶 袁と訓 める も、 別に 分て 云 ふに は 男と 女と など 云 ふべき が 如し、) 〇 笠 は 古語 拾遺 天 石 窟投に 令-一手 

S 帆 食 彥狹知 二 神 云々、 作 n 御笠 及 矛盾 一と 所 ln„^, たる 娃始 なり、 天孫 降臨 章 第二 一書に 卽以， 一紀 伊 國忌部 遠祖 手 ii^ 帆 食 

神， 定爲ニ 作 笠 者 一と 有り、 神 功 皇后 御 紀に時 飄風忽 超、 御笠 墮レ 風、 故 時人 號ー， 其 處ー曰 二 御笠， 也と 見 ゆ、 和名 抄に毛 詩 

注 云、 笠 (和名 加 佐) 所 n 以御 r 雨 也と 有り、 萬 葉に は 十二  (三十 一 丁) に、 吾 勢子 之、 使 乎 待 跡、 笠不 著、 出 乍 曾 見 

之、 雨 零 雨、 又 直獨、 宿 杼宿不 得而、 白 細、 袖 乎笠爾 著、 沾乍 曾來と 見え、 古今 集に も、 「雨 降れ ど 露 も； 1 らじを 笠 

取の 山 は 如何で か 紅葉 初け む」 叉、 「雨 降れば 笠 取 山の 紅葉 は 往来 ふ 人の 袖 さへ ぞ 照る」 又、 「御 侍 御笠と 申せ { 呂城野 

の 木ド露 は 雨に 勝れり」 など も 有り、 (叉 萬 葉 三 卷に久 堅 乃. • 天 歸月 乎、 綱爾 刺、 我 大王 者、 f 宽爾爲 有と 有る は七卷 

に 大王 之、 御笠 山 之、 八 卷に皇 之、 御笠 之 山、 十一 卷に君 之 服 三 笠 之 山 雨な ど 有る と 同じく 儀 制令に 謂 ゆる 盖是な 

り、 三 卷に春 日 乎、 春 日 山 乃、 高座 之、 御笠 乃 山爾、 叉高按 之、 三 笠 乃 山 雨と 有る は、 此は高 御座の 御 装束の 蓋 を 云 

へる にて、 行旅 具に は 非ざる なり、) 傻ロ訣 の 犬 孫 降臨 章に 笠祭禮 用，： 菅笠 一也と 註せ る も 著く、 大嘗 祭儀 御， 一大 嘗宮, 
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條に車 持 朝臣 一 人、 執，： 菅蓋 T 子 部 宿 禰笠取 直 各 一 人、 共 膝行 執， 一 蓋 綱, と 有れば、 御盖 にも 古 は菅を 以て 令， 縫 給へ る 

なりけ り、 太 神 i お 式 御 装束の 中に 菅笠 二 枚と 出で たり、 萬 葉 十一 (三十 九 丁) に、 王 之、 御笠- 爾縫 有、 在 間菅、 と 詠め 

る是 なり、 叉 右に 出 だせる 皇太 神宮 儀式 帳 御笠 縫內人 職掌 條に、 御笠 廿ニ蓋 御 蓑廿ー 一 領忌敬 供奉と 所見た るに 建久行 

事 記に 御笠 蓑等自 r, 菅裁內 人 之 手， 菅請 取、 御笠 縫內人 於， 一宿 館， 奉， 鏠、 在 M 菅裁幷 御笠 縫 神 田 等 f 抑 件 御笠 御養菅 min 

-S: 瀨， 兼 ：！！ 備 進と 有る、 此を 以て 右の 御笠 御 蓑 共に 菅を 以て 造り 奉る 事 を 見る 可き なり、 又 萬 葉 十二  (二十 四 丁) に、 

皆 人 之 笠爾縫 云、 有 間菅と 有る は、 拉て菅 を 以て 笠に 鏠 へる 證 なるな り、 叉 十一 (四十 五 丁) に、 塩津 旗、 開 沼之菅 

乎、 笠爾 縫、 將著日 乎 待爾、 年曾經 去來、 叉、 臨 照、 難 波 菅笠 置 古 之、 後者 誰將 著、 笠 有 魚國、 又 (四十 八丁) 三、. i." 

菅、 未 苗 在、 時 待 者、 不 著也將 成、 三 島 菅笠、 十六 (二十 七 丁) に、 伊 呂毛稚 # 流、 菅笠 小 笠な ど 有り、 此を小 笠と 云 

ふ は、 常に は 頭に 著る を 云 ひて、 和名 抄に登 俗 一 Kn 大笠？ 於保賀 佐、 笠 有レ柄 也と 有る 其に 別てるな り、 神樂の 前張殖 

,, ト，、 、 ，， 通、 , 田 中  杜  杜 云  JSi ォ 頃  2  • 除  二 夫 取 

春本に、 宁惠川 支 也、 多 名 加 乃 毛 利，： 仪、 \t 利 夜 天不、 加 佐 乃、 安佐 知 可 河 良爾、 末、 和 禮 乎 支 H<、 不多川 萬止留 也、 

取 云  笠  0  原 

止留也 天不、 加 左々 乃 安佐 知 可 波良爾 云々、 と 有る 加 佐 乃 安 左 知 可 波 良爾、 は 笠 を 淺茅以 つて 作る 云 成しと 間 ゆる 

が、 傳 十七に 云 へ るが 如く 菅を白 茅と 云 ひて 茅と は 同種の 物 なれば 遠へ るに は 非ざる なり、 叉 神 名に 小 蘭 笠 神と.^ す 

も 見え、 萬 葉 十二  (三十 九 丁) に 草 陰 之、 荒 藺之崎 乃、 笠 島 乎と 有る も藺を 以て 笠を鏠 へる を 以てな り、 卽ち延 喜 式 

に藺 笠と 云 ふ も 所見め り、 祖此は 一？ g 別にして お Q 菅笠と は 同じから ざる 事 云 ふ も 更なり、 和名 抄に蘭 和名 爲、 似 

レ莞而 細 堅、 s レ 爲レ. 席と 有り、 (右に 引きた る 行事 記に、 菅裁內 人と 云へ る は、 內宮の 神人に て は 無く；^ せ：： のな り、 內 


宮 にて は 山 向 物 忌と 云 ふ 有りて、 其 職掌 粗 同じく は 有れ ども、 此は菅 裁 内 人より 進ら しむる 例と： 迎えたり、 度會宮 儀 

式 帳 其 職掌 條に、 新 宮造時 宮處、 草木^ 裁始、 又 野 山 草 莉裁始 云々 と 所見たり、 古より 兩宮の 御笠 御 蓑の 菅を 進る 職 

名と 所見たり、 )〇 蓑 は、 右に 引ける 建久 行事 記に 由る 時 は 正しく 笠と 共に 同じく 菅を 以て 作る 事な リ、 萬 葉 十一 (四 

十八 丁) に、 三 島菅、 未 苗 在、 時 待 者、 不 著也將 成、 三 島 菅笠と 有る 引績 きに 竝 びて、 コ 一吉 野、 水 具 麻我菅 乎、 不編 

爾、 刈 耳 而、 將亂跡 也と 云 ふ 歌 有る は、 薦筵 などに は 有る ベから す、 右の 三 島 菅笠と 云 ふに： IIT へる を 以て 思 ふに、 

此は菅 蓑の 事なる を、 其と 表 はさす して 巧に 仕立てた る 者に て 有りけ り、 此は菅 を 以て 編成る ー證 なる 可く や、 ， 名 

抄に說 文 云、 蓑 和名 美 能、 雨 衣 也と 有り、 古今 集雜 中に、 「難波潟 潮滿 来れば 雨 衣 田 蓑 島に 鶴 鳴き 渡る， 一 と 有る、 田 

蓑 島 は 地名なる が、 田 人 は 常に 霖雨を 厭 はす 農作に W づる 毎に 能く 著る 者なる が 故に、 雨 衣の 田 蓑と 係け て 詠めるな 

り、 叉 難 波へ 罷りけ る 時 田 蓑 島に て 雨に 遇 ひて 詠める、 貫 之、 「雨に 依り 田 蓑 島 を 今日 行け ど 名に は 隱れぬ 者に ぞ有 

りけ る.」 と 詠める も然 り、 (又 和名 抄に雨 衣、 唐 式 云、 三 品 以上 若 遇, 雨 著，, 雨 衣 耗帽， 至，, 殿 門前： 雨 衣 和名 阿萬 岐沼、 

今按、 一名 油 衣、 隨書 云、 31 帝遇レ 雨、 左右 進 一一： 油 衣, 是と 有る は、 同じ 雨 衣 なれ ども 今の 桐油と 云 へる 者の 狀に 紙以 

す ホウ ギ 

て 製るな り、) 叉 後 撰 集 春 上に 大桂を 賜 はりけ る 時の 歌と て、 「降雪の 蓑 代 衣 打 著つ- -春來 にけ りと 驚かれぬ る」 と 有 

る は、 打 著と 桂と を 係け たるなる が、 蓑 代 衣と は 其 草 衣の 蓑に 易へ たる If を 以て 脉 めるな り、 挂は釋 名に 婦人 上衣 也 

と 有る が 如く、 衣の 上に 一直ね 著る 物なる が 故に、 此に蓑 代 衣と も 取 成せるな り、 又阿袁 とも 云 ふ 事 袋 草紙に 所見た 

り、 十！： 今 著 聞 集に 「和 泉 式部 忍びて 稻 荷へ 参りけ るに、 田 中 明 神の 程に て 時雨の 爲け るに、 如何す 可き と 恩 ひける 
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に、 田 刈りけ る 童の 襖と 一 K ふ 物 を 借りて 著て 參 りに けり、 下向の 程に 晴 にければ 此拽を 返し 取らせて けり、 ^次の：" 

端の 方 を 見 W して 居たり ける に、 大き やうなる 童の 文 持ちて \ィ みければ、 彼 は 何物 ぞと 云へば、 此文參 らせ候 はむ と 

云 ひて 持し 置きた る を 廣げて 見れば、 「時雨す る稻 荷の 山の 紅葉 は阿袁 借り しょり： E 心 ひ 初て き、 と 書きたり けり 云々」 

と 所見た る、 此は靑 在し を 襖 借りし に 云 係け たるに て、 其 元は 蓑 を 然阿袁 と 云へ るが 始まりに て、 此に靑 草 を 結 ね 

著させ 御 在し 坐し ける に 起れ る 者と なむ 所見たり ける、 (延喜 式に 嶁 蓑と 書きて 祁良美 能と 訓 める は 如何なる 製樣な 

る 者に か 有りけ む、 叉 登 美 蓑と 有る、 登 美 は 地名な どに もや 有らむ、 右に 引ける 太 神宮 年中行事 記に、 御笠 養 等自， 一 

菅裁內 人 之 手， 菅請 取、 御笠 縫 內人於 M 宿 館 一 奉 i 縫と 見え たれば 菅を 以て 製る 者な りけ り、 周 防 國人原 田 豐秋云 へら 

く、 「今 も 石見國 にて は 菅笠 菅蓑 など を 作る を 針 以て 割く 事な り、 此とは 事 は 別 なれ ども 大被詞 に、 天津 菅曾乎 本^ 

斷末沌 切 ま 八 針 爾取辟 氏と 云 ふに も 思 ひ 合せられ 侍り」 と 云 へ り、) 〇 爲， ー笠 蓑， の 爲字を 古史 第 六十 二 段徵に 引かれ 

たるに は 伎 民と 訓 まれた る は實に 然る 曾な り、 下に 著，, 笠 蓑 一と 有る に 照らし 應 すれば 必す然 云 ふべ き-;:;: なる を、 此に 

は 其 製る 事 を 書 さる、 所なる が 故に 爲字は 書かれ たれ ども、 其訓に 至りて は 正に 伎 S なる 可し、 其 例 は 上に も 引ける 

如く、 萬 葉 十一 (四十 八丁) に、 時 待 者、 不 著也將 成、 三 島 菅笠、 十二  (三十 一 丁) に、 笠不 著、 出 乍 曾 見 之、 又 袖 

乎笠爾 著、 沾乍 曾來、 後 撰 集 春 上に、 降雪の 蓑 代 衣 打 著つ. - 云々 など 云へ る、 卽ち笠 蓑 共に 著と 云 ふ 例な り、 〇 宿 は 

舊 くより 此を夜 杼と訓 み、 次なる を夜杼 理と訓 める は、 卽ち詳 と 略と にして 共に 屋 取の 義 なり、 然るに 此と同 首に て 

屋の 在る 所 を も 夜 杼と云 ふから 混る、 事 多 在り、 今此を 分て 云べ し、 叉屋 所の 夜 杼は萬 葉 三 (to 十三 丁) に、 橘 乎、 屋 


前爾殖 生、 叉 (四十 四 丁)、 吾妹 兒之、 屋前之 橘、 又 (五十六 丁)、 妹之殖 之、 屋前之 •r;: 竹、 叉吾屋 前爾、 花會 ゆ、 有、 叉 

(五十 七 丁)、 妹 之 見師、 屋前爾 花疾、 四 (五十二 丁) に、 暮去 者、 屋戶 開設 而、 六 ニニ 十四 丁) に、 門爾 屋戶爾 毛、 ^敷 

签乎、 又 (四十  一 丁)、 念 子 之、 屋戶爾 今夜 者、 叉 吾屋戶 乃、 君 松 樹爾、 八 (二十 五 丁) に、 吾屋前 乃、 花 橘 乃、 又我屋 

戶爾、 月 押 照 有、 叉 我屋前 乃、 花 橘爾、 叉 (二十 六 丁/吾 背 子 之、 屋戶乃 橘、 叉、 吾屋前 之、 花 橘 乎、 又 (二十. V 

丁)、 吾屋前 之、 花 橘 者、 叉 吾屋前 乃、 花 橘 乎、 又 (二十 八丁)、 吾屋前 之、 《 麥乃 花、 叉 (五十 四 丁)、 黑木 用、 造有窒 

戶者、 九 (十二  丁) に、 臈 使者、 宿過奈 利、 十 (十二  丁) に、 吾屋前 之、 毛 桃 之 下 雨、 叉 (十九 丁)、 吟八 汝來、 屋戶 

母 不有九 二、 又 (三十 五 丁)、 我屋前 之、 芽 子 之 若 末 長、 又 、菩屋 前爾、 開 有 秋 芽 子、 又 (三十 六 丁)、 吾 屋外 爾、 殖生 

有、 叉 (五十 四 丁)、 開 》 有、 屋前之 秋 芽 子、 十二  (八丁) に、 今夜 將至、 屋戶 SE 勿 勤 1 十六 (八丁) に、 屋 所經、 稻 

ス ヲト メ ガ 

寸丁女 蚊、 十八 (二十 九 丁) に、 奈泥之 故 乎、 屋戶爾 末 枳於保 之、 十九 (十二 丁) に、 屋戶雨 須惠、 可 伎 奈泥見 都 追 

叉 (二十 丁)、 山 振 乎、 屋戶爾 引 植而、 叉、 山吹 乎、 屋戶 爾植& 波、 二十 (十二 丁) に、 和 我 勢 故 我、 夜 度 乃 也 麻 夫 伎、 

叉 C 四十 五 丁) 和 我 勢 故 我、 夜 度 乃奈弓 一之 故、 叉、 和 我 世故 我、 夜 度 奈流波 疑 乃、 叉、 和 我 夜 度爾、 佐 家流奈 irl 之 故、 又 

(四十 六 丁) 和、 我 勢 故 我、 夜 度能奈 之 故、 叉 (五十 九 丁) 夜 度 乃 烏： i 能、 知 利 須具流 麻 S 一な ど 有る は 何れも 屋 所の 

義 にて 人の 屋を 作りて 住む 所 を 云 ふなり、 叉 此と同 言なる 夜杼に 右の 如く 屋 前と 作き、 叉 屋外と 書け る は屋之 外の 義 

なる が 約り て 夜杼と 成れる も 有るな り、 叉 右に 屋戶 開設 而、 又は 屋戶 勿 勤と 有るな ど は、 屋之戶 の 約り て 夜 杼の貢 

を 成せる 者なる が、 今 は唯屋 所の 意なる と 宿 次の 義 なるとの み 人 皆 用 ひて、 屋之 外と 屋之戶 なると は 世に 其 意 を 知り 
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て 用 ふる 事無くな む 成れり ける、 (然れ ども 字は屋 所と も屋戶 とも 屋前 とも 屋外と も 宿と も 種 々 に 相 通 はして W けれ 

ば、 其 語の 連 綾 を 見て 意 を 以て 別つべき 者な り、 然れば 首 は 夜 杼と云 ひて 同じき ながらに、 一 には屋 所な り、 二に は 

屋取 なり、 是は次 に 云 ふ 宿の 事な り、 三に は 屋外なる なり、 四に は屋 戶の義 なるな り、 如 此く各 其 本 異にて 1 百 を 成せ 

るな り、) 叉 其 宿 字に 常れ る 夜 杼は萬 葉 二  (十六 丁) に、 屋戶不 借、 吾 乎 還 利、 又 (十七 丁) 屋戶不 借、 令 還吾會 * 

九 (十九 丁) に、 獨去 兒爾、 屆戶借 申 尾、 十二  (四十  一 丁) に、 君 之 行 疑 宿 可 借 疑、 叉 誰 里 之 間 宿 可 借 益、 十七 (四十 八 

丁) に、 布 流 由 伎爾、 夜 度 加 流 家 敷 之、 十八 (三十 八丁) に、 夜 夫奈美 能、 佐 刀 雨 夜 度 可 里な ど 有る 是 なり、 此を活 機 か 

して iK へる は、 一 (九 丁) に、 金 野 乃、 美 tnH^ia  、屋 杼禮里 之、 鬼 道 乃宮子 能、 借 五 百碟所 念、 又 (二十  一丁)、 草 

枕 多 日夜 取 世須、 古昔 念而、 叉、 阿騎 乃爾、 宿 旅人、 打 靡、 寐毛宿 良 目 八方、 古部 念爾、 六 (十五 丁) に、 客 乃屋取 •  豳、 

捤音所 聞、 七 (二十 八丁) に 江 林、 ま 兀也物 求吉、 九 (十 丁) に、 松 影、 宿而 往奈、 夜 毛深 往乎、 叉、 吾 者 家 54、 宿加奈 

之彌、 又 (三十  一 丁)、 客人 之、 宿將爲 野" 爾、 霜 降 者、 十 (三十 八丁) に、 臈宿有 疑、 霜 乃 零爾、 十二  (四十  一 丁)、 に 荒 

津 之濱、 屋取爲 鴨、 十四 (十七 丁) に、 夜麻爾 可禰牟 毛、 夜杼 里波奈 之爾、 十五 (十四 丁) に、 麻 里 布 能 宇 i ^雨、 也杼 里 

世 麻 之 乎、 叉、 麻 里 布 能 宇 良 繭、 也 杼里可 世 麻 之、 叉 (十六 丁)、 伊 射 都氣也 良牟、 多 婢能也 登 里 乎、 又 多妣能 夜杼里 

乎、 伊 射 都氣夜 良奈、 叉 ffi 伎能 麻爾々 力、 夜 杼里須 流 可 母、 叉 (二十 四 丁)、 安良 伎 之 麻 禰爾、 夜 杼里須 流 君、 叉 (二 

十五 丁)、 佐 武伎山 邊爾、 夜 杼里世 流 良牟、 叉 夜 杼里奴 流、 君 乎 麻 都 良牟、 又 (三十 六 丁)、 安治 麻 野爾、 屋杼禮 流 君 我 

など 云へ る、 夜 wffi は 右の 六卷 十二 卷に W でた る、 共に 屋 取の 義 にして、 -, しが {豕 ならぬ 屋を宿 處と爲 る 謂な り、 取 は 


與 奪の 意の 取に は 非す、 古今 集 離別に、 「夕暮 Q 籠 は 山と 見えな、 む 夜 は 越さ じと 宿り 取るべく」 と 詠める 取に て、 

今 も 旅人の 宿 を 求む る 事 を 宿 を 取る と 云 ふ取是 なり、 然れ ば此を 略して 夜 杼とは 云 へ るに て 木 其 同 言なる 者な りけ 

り、 (叉 軍旅の 時に 陣取と 云 ふ も、 陣營を 其 地に 敷く を 云 ひて、 物 を 取る に は 非ざる なり、 右の 宿 取に 同じ、 - 名義 

抄に宿 字 を 夜 杼流又 與流又 於久又 阿良 加 自米又 牟加志 又 禰多理 叉 母 登な ど 有タ、 其 與流は 寄宿と 熟する 字の 訓と 聞え 

たり、 叉 萬 葉に 宿 字 を 奴 流と 訓 める 例、 四卷 三十 二 丁に、 皆 人 乎、 宿 與殿金 者、 六卷 四十 丁に、 妹 之 手枕、 卷手宿 

益 乎、 十 一 卷ニ. 十七 丁に、 如何 爲跡 可、 吾宿始 兼、 四十  一 丁に、 左寐 蟹齒、 孰 共 毛 宿 常、 十二 卷五 丁に、 黑玉 之、 宿 

而之晚 乃、 三十 一 丁に、 直獨、 宿 杼宿不 得而、 十三 卷 十四 丁に、 草枕、 客 宿 之 如久、 0 一一 十二 丁) に、 浦 裳 無、 所 宿 

有人 者と 有りて 奴 流と 訓 める を 以て 思 ふに、 今 俗に 貴人の 起き 給 ふ 事 を 於 比 流と も 於 比流奈 流と も 云 ひ、 寐給ふ を 於 

與流 とも 於與理 坐す とも 云 ひて 晝 夜に 分け 云 ふ 事なる が、 中 昔に は 中 務內侍 日記に 「御與 流の 後 も 急に 寐られ す」 云 

云、 「御 比 流より 先き に參 りたれば」 云々、 增 鏡に 「今日の 日影に 御門 は 何方に 御與 流と 問 ふ」 云々、 古今 著 聞 集 

五卷に 「月 を も 御 覽ぜて 御與流 なれば」 云々 と 見え たれば 宿 字に 與 流と 云ふ訓 有る も、 若く は 右と 同じから むかと 所 

思 ゆる 任に、 今 例を擧 ぐる 者な り、 叉 右に 引ける 七卷に fr 、字 を夜杼 流に 用 ひたる は、 左 偉に 師 1 宿爲 レ舍、 再 宿爲レ 信、 

過レ 信爲レ f;- と 有る 字 を 取れるな り、) 〇 衆 神 は 母 呂迦徵 多 知と 訓 めり、 上に 所見た る 諸 神に 同じ、 此 事は傳 十一 に 云へ 

り、 但此は 上と ー聯の 文な り、 同じく 諸 神と 書され て 雷 足りぬ-可 きを、 如此書 別ら れ たるに 故由豈 無から ざら む や、 

其 は 上に 諸 神 遣 二 中臣連 遠祖 興 台 靈兒天 兒屋命 一而 使， 祈焉 とも、 故 諸神大 喜、 卽科， 一 素 妾 鳴 尊 千 座 置戶之 解除， とも、 
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旣而諸 神 I？ 素斐嗚 尊， 曰 云々 と 有る は、 正書に 謂 ゆる 于時 八十 萬 神 會っ合 於 天 安河 邊？ 第一 一書に 故會， 1 八十 萬 神 於 _rK 

高 市 一と 所見た る、 其 天上に 會合 はせ 給へ る 神 等の 事に 諸 神と 書され たるな り、 此 より 以下に 衆 神と 寄 かれた る は 素 

斐嗚 尊此國 土に 天降り 御 在し 坐して 處々 に 流離ら ひ 給へ る 程の 事な りければ、 其出會 給へ る は 皆！： 神に して、 右の 八 

十 萬 神の 列と は 異なり、 此を 以て 此には 衆祌と 記させ 給へ る 者な り、 叉 下に 素斐鳴 尊の 再び 天に 参上り 御 在し 坐し け 

る 所に、 衆 神 處，, 我 以根國 一と 見え、 叉 當，， 隨 一一 衆 神 之 意 ー自， 此永歸 ゆ 根國上 突と も 有る は、 天上 にても 神 逐に遂 はれ 給 ひ 

國土 にても 胆 がれ 給へ る を 以て、 其 二 を 兼ねた る 故に 此も衆 神と 書かれた るな り、 御 紀には 字 を 以て 如此く 書き 別ら 

れ たれば 其 心して 見る 可き 所 多 在りけ る、 (是御 紀を讀 み 奉る に 撰者の 御 心 用 ひの 程 を 探知り 奉る 法な り、 如此く 深く 

御 心 を 用 ひさせ 給へ る 者 を、 但 大凡に や は 見る 可き、) 〇 乞 は， h 、にも 乞 U 宿 於 我 一と 見えて 求む る 意な り、 ，^£陸風土記 

に、 古老 曰、 昔 祖神尊 巡 n 行 諸 神之處 T 到 n 駿河國 福 慈 岳 f 卒 過，； 日暮 T 請 k 二 寓宿 T 此時福 慈 神 答 曰、 新 粟 初嘗、 家內 

づフ ャ irf ヲ 

^忌、 今日 之問冀 許不， 堪、 於 是祖神 尊 恨 泣詈吿 曰、 卽汝親 何不， 欲， 宿 (中略) 更登， 1 筑波 亦 請 M 容止ハ 此時筑 波 神. 

答 曰、 今夜 雖， 新 粟嘗っ 不一， ー敢 奉，, 尊 in" 爱 I 乂" 飮食 一敬 拜祇承 (下略) と 有る、 請， 欲 一一^ 招 一と も猜 n 容止 1 とも 有る、 fi 

字 も 亦是に 同じ、 叉播磨 風土記に 天日 检命從 = 韓國， 渡來、 到， 1 於 宇 頭 河底， 而 乞，， 宿處於 葦原 志舉乎 命； 汝爲， ！阔 主 r 

欲レ 吾 所 宿 之處： 志擧 乎命卽 許，, 海中 一雨 時 客 神 以，^ 授， 一海 水， 而宿 之と 有る、 乞，， 宿處， も卽ち 求む る義 なる 事 云 ふ 

も 更なり、 叉此を 借と も 云へ り、 備後 風土記に 兄 蘇 民 將來甚 貧窮、 弟將來 富饒、 屋倉ー 百 在 伎、 愛 武塔神 借，； 宿處； 

惜而 不.^  、 兄 蘇 K 將來借 奉、 卽以 n 粟 柄， 爲， 座、 以 n 粟 飯 等ー饗 率と 有る、 借も此に乞に同じきながらに唯云樣の？^-な 


るの みなり、 (右に 引ける 萬 葉ニ卷 に、 屋戶不 借、 吾 乎 還 利、 叉 屋戶不 借、 令 還 吾 曾、 九卷 に、 屋戶借 申 尾、 十二 卷 

に、 宿 可 借 疑、 叉 宿 可 借 益、 十七 卷に、 布 流 由 伎爾、 夜 度 加 流 家 敷 之な ど 有る 借 も 右の 例に て此に 乞に 同じ、 伹乞は 

此方より 求む るの みに 云 ひて 狹 きを、 借 は 加 流と 加須と 自他に 互り て廣 きなり、) 〇 汝是 躬行 を 美 能 和 邪と 訓 みて、 

上に 汝 所行 甚無賴 と 有る 是 なり、 私記に 躬行 を 美 乃 和 左と 有り、 又新宮 本の 訓も然 なれば、 今 本に は 美 能 志 和 邪と 有 

れ ども 然訓 つ、 〇 獨惡を 祁賀良 波 志久志 S と訓 めり、 四 神 出生 章 第 六 一書に 故 當，， 一港 JT 去 吾 身 之 濁 穢， 則 云， -、 遂將 

キ タナキ モノ  ケガラ ハシキ モノ キ タナキ モノ 

レ盪 n 條身之 所 汚, と 有りて、 濁 猿 を 所 汚に 換へ 云へ り、 卽 ち祁賀 鱧と 伎多那 伎と 相 通 ふ 首なる 由 已に傳 八に 云へ 

り、 叉 其 第 十一 書に 但親 見-一泉 國 i 故 欲レ濯 n 除 其穢惡 I と 所見た る、 其 等 は 彼 不須也 凶 目 醜め き 國を見 行 はし 御 在し 坐 

せる を不淨 として 濯 除 はせ 給へ るな り、 此は素 戔嗚尊 謂 ゆる 天津 罪 を 給へ るに 因りて、 其 御所 行 を濁惡 として 神 被に 

被 ひ 畢て遂 ひ 奉らせ 給へ るな り、 第一 一書に 素斐嗚 尊の 甚く 荒び させ 給へ る 所に、 故 天 照 太 神 謂 素 妾 嗚尊ー 曰、 汝猶 

有 ニ黑心 r 不, 欲 一一 與， 汝相見 r 乃 入 ニ于天 石窟， 而 SEr: 著 磐 戶ー焉 と 有る 黑心 は、 伎 多那伎 心と 訓む 所に て、 卽此 なる 躬行 

濁惡と 有る に 常れ り、 孝德 天皇 二 年御紀 に、 其 巨 勢 德禰臣 所, 犯 者 云々、 薹 直須彌 初雖， 諫 i 上 而遂俱 濁と 有る 濁 字を祁 

賀 流と 訓 めり、 又 諸國造 違， 詔、 途ニ財 於 己國司 T 遂 俱求レ 利、 恒懷 二穢惡 f 不， 可 i 不， 治と 有る 猿惡も 右に 同じ、 叉傳十 

キタナ クサ カシ マナ ル  キタ 

三に 引ける 續紀第 十九 詔に 、天日 嗣高 御座 次 乎 加 蘇 比 奪 將盜止 爲而、 惡 逆 在 奴 久奈多 夫 禮麻度 比 云 •-、 此 逆在惡 

ナ キヤ？' コ 

奴 等 者顯 W 而、 第二 十八 詔に、 逆 仁 镜岐奴 仲 末 S 伊 云々、 此乎 見 流む 仲末呂 S 心 乃 逆 仁 悪 狀方 知 奴、 第三 十三 詔に、 

サカシ マキ タナキ 

逆 悪 伎 仲 末呂止 同心 之 天、 第三 十四 詔に、 逆心 乎 以天 朝廷 乎 動 傾 止 之 天、 第三 十五 詔に、 此奴 等 毛、 如是 久 逆穢 * 
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發天在 計 F,、 第 四十 三 詔に、 皎多奈 久惡奴 止ね 止 相 結. -、 第 四十 四 詔に、 心中 惡久 1% 久濁天 在 人波 云々、 今 S 錢奴止 之な 

退 給 云- <<、 其 我， 名 波 穣麻呂 止 給 比 云々、 第 四十 五 詔に、 惡久穢 心乎以 天、 逆 爾在謀 乎 起な ど 有りて、 躬行の 惡 しくて 

善から ぬ 伎多奈 伎と は 云へ るな り、 此の 濁 惡も亦 其 意なる 事、 右に 擧 げたる 四 神 出生 章 第 六 一 書に 合せ 思 ふ 可き 者な 

り、 (卽ち 右に 謂 ゆる 汝 所行 甚無賴 と 有る 是 なり、 然れば 物の 汚穢き を 云 ふが 如く 行 狀の淸 からぬ を も、 伎多那 伎と 

も 祁賀良 波 志 伎と も 云 ふべき 語に て 有りけ り、) 〇 見， 1 逐謫， は 夜 良 比 世 米 良 流と 訓 めり、 右 は 上に 旣而諸 神 噴，： 素. 戈嗚 

尊， 曰、 汝 所行 甚 無賴、 故 不：， 可， 住， 一 於 天上 T 亦不， 可レ 居， 一 於 葦原 中國 f 宜，， , 急 適 n 於 底 根 之國ハ 乃 共遂降 去と 有る 逐降 

と 嘖とを 合せて 語 を 成せる 者な り、 此訓甚 々叢胜 しき 心ち の爲れ ども、 私記に 見， 一 逐識ー 者 を、 也 良 比 世 女 良 流々 非 止 

奈 利と 見え、 叉新宮 本の 訓も然 なれば 古き 訓 なる 事 知られたり、 但 非止奈 利と は 如何、 古本に 迪微那 理と訓 める にな 

む 從ふ可 かりけ る、 (師の 古史 第 六十 ニ段徵 に、 獨惡を 阿 志 久と訓 み、 見 二 逐謫, を 夜 良 波 延と訓 まれた る、 實に 古： 百 

の狀 にて 然 有ら 將 欲しき 事に は 有れ ども、 右に 引ける 如き 照應 有る 事 なれば、 右の 古き に從ふ 可き 赛 なる 可から し、) 

〇 乞-二 佰於 我-の 我 字 は 衆 神の 摁 てに 係れ \ ば 和 禮と訓 むべき なり、 卽ち 我々 共の 義 なるな り、 1K 孫 降臨 章に、 大己貴 

神の 如 吾防欒 者、 國內諸 神 必當， 一同 禁 r 今 我奉レ 避、 誰 復敢有 二 不レ順 者 一と 申 給へ る、 初なる は 大己贵 神 御 一己の 所な 

るが 故に、 吾 字 を 書て 阿 禮と訓 み、 次に 避り 奉り 給 ふ 所 は 諸 神を從 へて 共に 隱り給 ふ 所なる が 故に、 我 字 を 書て 和醴 

と訓む 所なる を 照し 考ふ 可し、 其 吾と 我との 差別 は、 傳 四に 云へ るが 如く、 古事記 八十 神 段に、 赤 n 猪-在 此山？ 故 

和禮 (此 二字 以レ 音) 共 追 下 者、 汝待 取と 有る も、 大穴 牟遲 神の 一 神に 對 ひて 八十 神の^より 云 ふ 所なる を 以て、 殊 


更に 其 言 を 誤らせ じと して 和 禮 の 二字 を 書かれた る 者 也、 此も其 も 傚 ふ 可く こそ、 (li^ 乂 しく は 傳四卷 に 就て 曉る 可き 

なり、 此に我 i 子 を 用 ひて 衆 神の 言と 爲 るに は、 右の 如く 云 知らぬ 味 有る 者な り、 心 を 著くべく なむ、) 〇 同距之 は、 

ロ訣 本に は距を 拒に 作りて 乞レ 宿所 レ担文 段 也と 有り、 此字景 行 天皇 十二 年御紀 に、 興レ兵 距焉と 有りて 布世賀 牟と訓 

めれば、 此を 舊訓の 任に 登母爾 布世岐 伎と 訓む べし、 上 章 第一 一書に 日 神 云々、 親迎 防禦と 有る 防禦 は 布 世 具なる 事 

已に傳 十四に 註せ るが 如し、 叉 右に 引ける 天孫 降臨 章なる 諸 神 必當- 一同 槳-と 有る 同禦 も、 此 と其訓 等しり かぬ 可き 所 

なるな り、 萬 葉 七 (三十 二  丁) に、 同等の 二字 を 登 母と 訓る是 なり、 御門 祭詞に V 四方 內外 御門 ほ 如， 一 湯津磐 村- 久塞 

坐 S 云々、 待 防 掃 却 言排坐 a 云- _< と 有る 塞 は、 佐 夜 理叉佐 SE とも 訓む 字なる 事傳 八に 云へ るが 如し、 此の 塞 字 を、 四 

祌 W 生 章 第 六 一書に は 布佐岐 氐と訓 めり、 然る は甚 近き 詔なる が 故な り、 古事記 天日 矛 段に 將レ 到-一難 波-之 間、 其 渡 

之 神 塞 以不レ 入と 有る 塞 字 を、 記 傳に佐 と訓 まれた る は 然る 首ながら、 布佐岐 氏と 訓むも 又 悪から じかし、 其 は 

布 佐 具と 布 世 具と は 同 言に て、 物 を關て 間つ る 意に て、 共に 唯 佐と 世との 轉れ るの みなり、 故 此の 同 匝 之 は 共に 塞ぎ 

て 入れ 奉らざる を 云 ふなり、 名義 抄に扞 御 を 布 世 岐叉布 世 具、 叉橫を 布せ 具 叉 布 佐 具、 叉 担 を 布 世 具 又 布 佐 具、 叉拂 

を 布 世 具な ど 有りて、 布 世 具と 布 佐 具と 相 通 ふ 一一 目なる を 知る 可き 也、 (叉； li- を 登 豆と も 布 佐 具と も、 叉 擁に布 佐 具と 

も 佐 布と も 云ふ訓 有る、 佐 布 は 障な り、 傳十 卷來名 戶之祖 神の 下考 合す 可き なり、 字 鏡 集に、 寅 を も M を も閡を も！.^ 

を も 布 佐 具と 訓 める、 其 を も 此の 布 世 具に 當て 見るべし、 言 義は布 世 具 は 障 塞の 義 なる 可く、 布 佐 具 は 障 避の 義な るら 

む を、 其 貢の 甚近 きが 故に 此 にも 彼に も 相 通 はし 云來 るな りけ り、) 〇 風雨 は 阿 米 加 是と訓 むべ し、 本に は 字の 如く 
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加是阿 米と 訓 みたれ ども、 其 は 字に 就た る訓 にて 皇大御 國の雷 語の 格に 非ざる 事、 上に 笠 蓑の 所に 云る 格に 見合せ て 

曉る 可し、 私記に 風雨 雖， 甚を、 可 西 阿 女波 奈波太 布 留止以 倍 止と 有れ ども 猶 信じ 難 かり、 叉海宮 遊行 章 第 六 一書に 

兄 則 毎， 有， 1 風雨； 輙失 M 其 利 f  則 雖レ逢 U 風雨？ 其 幸不， 惑と 見え、 猶此 字崇神 1K 皇 十二 年御紀 に是以 天神地祇 和享、 

而 風雨 順 A 時、 la 穀用 成、 仁德 天皇 四 年 御紀に 風雨 入， 隙 而沾， 1 衣 被 r 星辰 漏 レ壞而 露 -1 床蓐 r 是後 風雨 順レ 時、 五穀 豐稷 

と 有る、 此ニ 共に 風雨の 訓 無し、 欽明 天皇 六 年御紀 に、 櫛， 風 沐：， 雨と 有る は、 莊子 天下 篇に、 沐，， 甚風ー 櫛，， 疾雨 一と 有 

る 字 を 取れる なれば 賴み 難く、 敏達 天皇 十四 年御紀 に、 是日 無レ雲 風雨、 叉舒明 天皇 十一 年御紀 に、 大風 而 雨と 有る 

は、 先づ風 吹きて 後に 雨 降る. f: 、序 を 云へ る なれば 此の 例に は 引く ベから ざ. - めり、 唯 古事記に、 雖 -1 雪 零 風 吹 r 伹如 

レ石而 常 堅不， 動 坐と 有る 雪 は、 雨 字 を 誤れる にて 此は其 常 を 云 へ るに て古霄 の 任 なれば、 此に 依りて 此の 風雨 も 阿 米 

加是 とぞ訓 みつ 可き、 今 俗 一一-一 II にも 然云 へれば、 此は雅 一 百に 亡て 今 f 一- N に 遣れる にて 中々 に 正しと 云 ふべ し、 斯る 例猶有 

ぬ 可し、 (萬 葉 十九 卷ニ 十七 丁に、 風雲 雨、 霄者雖 通と 云 へれ ども、 此は叉 風雨の 例と は 異なり、 叉大 忌祭詞 に、 惡 

風 荒水爾 不，， 相 脇？ 風神 祭詞 に、 惡風荒 水爾相 都々 と 有る、 荒 水 は 洪水の 事に て 雨に は 非 ざれば、 此も 例に は 成す ベ 

からす、) 〇 雖レ甚 を 私記に 波 奈波太 不留止 以倍止 毛 は、 上の 霖雨を 風 交りの 雨と 見ての 訓 なる 可く、 叉 古本に、 波奈 

波 太 布 伎 布 流 止 以倍止 毛と 訓 める は、 右の 霖 雨の 外に 甚 風の 有る は、 吹と 零と 一 なる 趣に て甚 能く 行屆 きて 宜しく は 

有れ ども 狼 貢 痛く や 有らむ、 唯新宮 本に 風雨の 訓は 無しと 雖も、 雖レ甚 を 字の 任に 言 を 添へ すて 波 奈波太 志 止 以估止 

毛と 訓 めるな む 甚目易 かりぬ 可き、 侍 此甚字 を、 伊 登 又 伊多久 など 訓 める をのみ 古 首と 思 ふ 事 なれ ども 然ら す、 御紀 


の 古き 訓に伊 登と 訓 める は 少 くして 【多く は 波那波 太と 有り、 其 中に も 殊に 此處 など は 外に 訓 むべき 首 無き 所なる な 

り、 萬 葉 七 (三十 六 丁) に、 甚 多毛 不零雨 故、 庭 立 水、 大莫 逝、 人之應 知、 十 (六十 丁) に、 甚 多毛、 不零雪 故、 一一 目 

多毛、 天 三 空 者、 隱相 管、 叉、 (六十 二 丁) 甚毛、 夜 深 勿 行、 十一 (三十 二 丁) に朝戶 w 爾、 甚 踐而、 十三 (九 丁) 

に、 天地 之 * 神 毛甚、 吾 念、 心 不知 哉な ど 有る 甚字 も、 波那波 太と 訓 むより 外 無き 所なる 是 なり、 ー百義 は端竟 にて 物 

事の 至り 極まる 所 を 云 ふと 聞え たり、 (右に 引ける 七卷の 歌に 上に 甚多 宅と 云 ひて 大莫 逝と 云 ひ、 十卷 なる も 右に. Ira 

じく ヒこ然 云 ひて 下に 一 百 太 毛と 云へ るな ども、 味 は ひ 見るべき 事に て 有るな り、) 〇 不レ 得， ー留休 一は 私記に、 止々 萬 利 

也 牟古止 衣須之 豆と 有り、 金 澤本叉 古本に は、 止々 萬 利 須牟古 止 乎 衣須之 と訓 めり、 其の 方 宜し かる 可から む を、 

猶 末の 方 を 衣 多 麻 波受之 el と訓 むべ くや 有らむ、 借 此留休 は瑞珠 盟約 章に、 仍留っ 宅 於 日 之 少宮ー 突と 有る、 傳 十三 

に 引ける 天孫 降臨 章に、 天 稚彥が 事 を、 因 留住之 曰、 吾 亦 欲レ歐 -1 葦原 中國 T 途 不-! 復命-云々、 叉 天神 御子の 御 事 を、 

到，, 於 吾田 長屋 笠狹 之硫， 突 云々、 故 皇孫 就 而留住 時 云々、 其 第 四 一書に、 故 天孫 留 n 住彼處 T 海宮 遊行 章に、 仍留 つ. 住 

海宮 -已經 t 二 年？ 其 第一 ー「 一 書に、 故留？ T 住 海宮？ 巳經 -1 三 載 T 第 七 一 書に、 具申 n 事 之 本末？ 因 留息焉 、叉 雄 略 天皇 九 年 御 

紀に、 僕 不レ堪 T 共， 一紀 卿-奉 s 事 天朝 h 故 請， 留ュ住 角國， と 所見た る、 右 等 は 外より 其 地を認 行きて 其處に 住居る を 云 ふ 

なり、 此の 留休は 其と は少か 異にて、 先づ 天上より 神逐 はれて 此大 八洲 國に御 在し 坐し 著 かせ 給 へれ ども >  宿り 坐 さ 

むと 爲れば 衆 神 共に 距 ぎて 入れ 奉らす、 憩 ひ 坐 さむと 爲 させ 給へば 衆祌 共に 妨げて 休ませ 奉らす、 此處 より 彼 處に逐 

奉り 彼 所より 此 所に 流離ら へて、 落 著 かせ 給 ふ 所 を 得 ざら しめ 奉れるな り、 上に 不， 可，. 居-一 於 葦原 中 國-と 有る に 照ら 
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して、 然國 神の 担み 奉れる 所以 を 知るべき なり、 (此に 于時霖 也 以下の 文 を、 _fK 上より 1K 降らせ 給へ る IK 路 にての 御 

事と 思 ふ は 甚く 誤た るなる 事、 上に 云へ る を 以て 隨る 可し、 此は 此皇國 の內に 流離ら ひて 外國に 渡り 幸 行す 初なる 事 

巳に 註せ るが 如し、 勤々 思 ひ 混 ふ 可から す、) 然れば 上に、 衆 神 曰 云々、 如何 乞 一一 宿 於 我 r 同距 之、 と 有る 其 御宿 を 得 

させ 給 はざる 事 を不， 得， 留と云 ひ、 又 其に 就て は 憩 はせ 給 ふ 事 を だに 許し 奉ら ざり しかば、 此を不 ，5^, 休と 云 ふべき 

を、 合せて 不， 得， 1 留休， と は 書され たる 者な りけ り、 綾 紀第七 詔に. 夜半 曉時止 休息 無久、 第五 十一 詔に、 暫之 問母罷 

W 而 休息 安 母 布 事 無な ど 有り、 偖 人の 宿る 事 を 登杼麻 流と 云 ふ は、 景行 天皇 十二 年御紀 に、 卽留 n 于來田 見 邑？ 權 興-一 

宮室， 居 VN、 其 四十 年に、 日本 武尊、 更 還-一 於 尾 張 T 卽娶， 一尾 張 氏 之 女宮簀 媛， 而淹 留踰， 月と 有るな ど は、 其 御宿り 爲 

させ 御 在し 坐し i 御 事 を 申し 奉れるな り、 斯る 類猶多 在りぬ 可し、 叉 萬 葉 十一 (十四 丁) に、 雷神、 小 動、 刺 雲、 雨 

零耶、 君 將留、 叉 雷神、 小 動、 雖不 零、 吾 將留、 妹留 者、 叉 (三十  一 丁)、 笠 無 登、 人 爾者首 手、 雨 乍 見、 留之君 我、 

容儀 志 所 念な ど 有る、 此三は 女の 許に 通 ひて 宿る を 登 麻 流と 一 K へるな りけ り、 十；！ 今 集 離別に、 「別れ をば 山の 櫻に 任 

せて む留む 留め じ は 花の 隨に」 「斯 とならば 君留る 可く 句 はなむ 返す は 花の 憂に や は 非ぬ」 「搔閣 し 斯とは 降な む 春雨 

に濡衣 著せて 君 を 留めむ」 など 有る は、 今 俗に も 人の 許に 宿る こと を 登 麻 流と 云へ る是 なり、 然れ ば此も 上に 宿の 曾 

を 二 所に 置きて、 其に 照應 せて 此の 留字を 書され たる なれ、 は、 其 心して 見る 可き 者な りけ り、 一一 ま は、 處 止の 碑に て 其 

行 先 を我處 とし C 止まる 謂なる 可し、 (上に 云へ る 宿 は、 屋 取の 義 なる に 合せ 考ふ 可き 者な り、 但伦に 宿る 事 を 登 麻 

流と 云 ふ 事 は • 中 昔に は唯戀 歌の み 有る を、 却り て 俗言に は 人の 宿る 事 を 登 麻 流と 云 ひ、 旅舍 のこと を 登 麻理 夜と 云 


ふな どぞ 中々 に 古 首の 傳 はれるな りけ る、 叉海邊 にて 船の 竟る處 を 泊と 書きて 登 麻 理と云 ふ も此に 同じ、) 休 は 憩 息 

と 同義な り、 四 神 W 生 章 第 六 一 書に、 伊弊秘 尊の 吾當寢 息と 申し 給へ る 御言 見えた る是 なり、 天孫 降臨 章 第一 一 一 書に、 

皇孫 因 立-宮殿： 是焉遊 息 後 遊 n 幸 海濱？ 海宮 遊行 章 第 七 一書に も、 具申-事 之 本末？ 因 留息焉 と 見えた る、 此等 は留り 

住ませ 給へ る 事 なれ ども、 息に 憩 息の 意 有る 事 本より なり、 萬 葉 五 (五 丁) に、 伊 企陀爾 母、 伊 麻 陀夜周 米受、 云 

云、 六 (十四 丁) に、 人 皆 之、 念 息而、 都禮母 無、 有 之 間爾、 十二  (八丁) に、 常 如是、 戀者 辛苦、 暫毛、 心安 目 

六、 事 許 爲與、 十六 (十七 丁) に、 爾， 行騰 懸而、 息此 公、 十七 (二十 二 丁) に、 安 思比奇 能、 山 坂古延 底、 安麻 

射 加 流、 比奈爾 久太理 伎、 伊 伎太爾 毛、 伊 麻 太 夜 須米受 など 見えた る、 卽ち家 住の 義 なり * 若て 夜須牟 は、 古事記 日 

代宮 段に、 到， 一玉 倉 部之淸 水？ 以息坐 之 時、 叉 萬 葉  一 (二十 九 丁) に、 冷 夜 乎、 息 一 百 無久、 通 乍、 作家 爾 など 有る 息 

を 伊 許 布と 訓 める 其に 同じく して、 行く 事 を 暫く 止めて 息 を 繼ぐ事 を 云 ふなり、 此を衆 神の 相 共に 距 ぎて 宿し 奉らす 

叉 憩 はせ 奉らす して 追逐ひ 奉れる 所 なれば 夜須牟 にて 克合 へり、 (名義 抄に休 を夜須 美と も 夜須牟 とも 夜牟 とも 伊 許 

布と も與 志と も萆 流と も 於 古 多 流と も 登杼麻 流と も 登々 能 布と も 有り， 叉 休息 を 伊 許 布と 訓 めり、 偖 又 雄 略 1K 皇ニ年 

御紀 に、 旋 憩 乎 林 泉， と 有る 憩 を 伊 許 布と 訓み、 叉 新撰 字 鏡に 憩 を 伊 許 布と 訓るは 息 生の 義 なり、 夜 須牟は 安住に て 

身 を 姑く にても 休む る を 云 ふ 也、) 〇 辛苦 は 私記に、 太 志 奈三久 流 之 三 豆々 と 有り、 然れ ども 古本 叉 金澤本 共に 太 志 

奈三 豆. <<  と訓 めれば 此方に て 有な む、 例 は海宮 遊行 章 第三 一書に、 吾必起 r, 迅風洪 清？ 八 其沒溺 辛苦， 突と 有る 是な 

り、 叉 其 第 六 一書に、 有 ニ川臈 1 嬰 Ji§ 困 尼と 見え、 叉 古事記の 其 段なる 如此 令ニ惚 苦-之 時、 稽首 白と 有る 惚苦を も 記 
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傳 に然訓 まれた るな む 信に 當れ りけ る、 此に 例して 思 ふに 其 正書に、 兄 火闌降 命、 旣被 M 危困？ 乃 自伏レ 罪、 叉 第 四 一 

書に、 若已 至ニ危 苦, 求い 愍者 云々 と 有る、 危困を も 危苦を も 那夜麻 須と訓 みたれ ども、 上の 如く 訓 むべき 所なる なり 

けり、 叉 神武 天皇 戊 午年 御 紀には 如何 厄，， 我 於 陸 f 復厄， 1 我 於 海， 乎と 有りて、 此には 厄 字を訓 めり、 顯宗 H< 皇御紀 に 

孰ゴ與 全身 免 1, 厄 也歟と 有る も 同じ、 欽明 天皇 六 年 御紀に 所見た る 膳 臣巴提 便の 言に、 敬受 -1 絲綸？ 劬 n 勞 陸海 f 櫛レ風 

沐レ 雨、 藉， 草 班レ荆 者、 爲，. 愛，： 其 子， 令 ゃ紹， 1 父 業， 也、 と 有り 劬勞を も然訓 み、 又 窘字を も 常に 訓 める を、 字書に 窮迫 

也 困 也と 注せり、 叉齊明 天皇 五 年御紀 に、 使 人遠來 辛苦と 有る 辛苦 を 多 志 那加良 牟と訓 み、 叉 倭 客 不レ得 一一 東歸？ 遂 

逗， 1 西 京？ 幽.： 置別處 f  戶防禁 、不， 許 n 東西 困 苦 經, 年と も 見 ゆ、 言 義 は甚痿 なる 可し、 (此多 は 尊は甚 太の 意な 

り、 歌詞に 多 遠み 叉 多 退くな ど 云 ふ も、 甚 遠み 甚 退く の義 なる に 同じ、 偖 此の 辛苦の 字 萬 葉に は久流 志と 訓 めり、 三 

卷五 十七 丁に、 旅爾 益而、 辛苦 有 家虽、 七卷 三十 七 丁に、 闇夜 者、 辛苦 物 乎、 十二 卷五 丁に、 手本 纏 {；5 登、 見者 辛苦 

毛、 七 丁に、 獨 居而- 戀者 辛苦、 八丁に、 常 如是、 戀者 辛苦、 八丁に、 君 不來ハ 化 者、 應 辛苦な ど 有り、 同 丁に、 不問 

事 毛、 苦 勞有來 と 有る 苦勞は 右の 劬勞に 同じ、 右に 引ける が 如く、 巳に 私記に は 太 志 奈三久 流 之 三 豆々 とさへ 訓 めれ 

ば、 久流 志と は甚 近き 言に て 有りけ り、) 〇 降 矣は、 久陀理 坐 伎と 本より 訓 べき 所な り、 然るに 此は 上に 巳に 論 つら 

へる 如く、 于時霖 雨 也 以下 は其大 神の 天降り 御 在し 坐して 此國 土に 著 かせ 給へ る 後の 事に て、 天路 にての 事に は 非 

や、 此八大 洲國を 其 處此處 に 流離 はれ 御 在し 坐し ける 間の 故事に し 有りければ、 此の 降矣は 天降の 義には 非す して 新 

羅！； に 渡り 幸 行し i 御 事 を 中し 奉れる になむ 有りけ る. 巳に も 云へ るが 如く 此文は 下 章 第 四 一 書なる、 素 妻 鳴靠、 所 


行 無狀、 故諸祌 科以- 一千 座 置戶- 而遂逐 之、 是時素^！戈嗚尊、 帥 = 其 子 五十猛 神， 降 n 到 於 新羅 國， 居-; 徐尸茂 梨之處 (下略) 

と 有る に 移る 所 なれば、 此の 降矣は 天降の 義に 非ざる なり、 古事記 高津宮 段大御 歌に、 久漏邪 夜 能、 摩 佐 豆 古和 藝 

毛、 欢邇 幣^ 陀良須 と 詠ませ 給 ひ、 萬 葉 十七 (二十 二 丁) に、 安麻 射 加 流、 比奈爾 久太理 伎と 有るな ど、 京より 鄙に 

到る を久陀 流と 云 へれば、 此皇 大御國 より 外國に 渡らせ 給 ふに は、 實に然 云 ふべき 事なる を、 上なる 乃 共逐降 去より 

承け て于 時と 有る 故に、 麁く 見る 時 は 天降り 御 在し 坐せ る 御 事の 如く 見 ゆめり、 心して 見す は 有る ベから す、 (若此 

を 強に 御 天降の 御 事と 爲る時 は 右に 霖 也と 云 ふ 雨 は 冷 際より 以下の 物な り、 靑 雲の 棚 曳く 天の 何處 にか 然る 事の 有る 

べき、 叉 青草 は 地上に 生 ふる 者な り、 如何な りけ る 虚空に か 然る 物の 生玄 ちぬ 可き、 衆 神 Q 宿も此 地上に こそ は 有る 

ベ かり けれ、 天 八 衢には 如何で かも 有るべき、 古の 事 を 信む は 宜しき 事 なれ ども、 克々 其 事實を 分ち 知らす は 有る ベ 

からす、) 〇 自爾 以来 は、 會禮與 理許能 加 多と 訓 みて、 從レ其 此方の 意なる 事 誰も 知れる が 如し、 〇 世 は與々 と訓め 

り、 下に 太古 之 遺 法 也と 有る も然 にて、 太古より 今に 至る 迄 世々 相承く る 意に て被レ 用た る 字な り、 〇著= 笠簑, 以 は.' 

新宮 本に 美 能 加 佐袁伎 氏と 有る に 依りて 訓む べし、 其說 上に 一ぶ へり、 〇伦 人 は、 阿 陀志比 登と 訓む べし、 古事記 平國 

段に、 他 神 者 不二 得 行： 故 別 遣 一一 天 迦久神 一可 レ 問と 有り、 又 涂ニ此 地， 者不レ 行， 一 伦處， と 見え， 叉 其 海 神宮 段に、 凡佗國 

人 者、 臨 二 產時ー 以本國 之 形， 産 生と 有る は、 本 國と伦 國と對 へたり、 此 にも 其 第 七 一書に、 御 母の 御 事に 對 へて、 權 

用， ー伦 姬婦ハ 以レ乳 養， 1 皇子， 焉と 見え、 垂仁 天皇 二 年御紀 に、 除 レ吾復 無， ニー 王 f 故 勿 往 伦處， など 有る、 此 等の 伦字何 

れ も阿陀 志と 訓 めり、 萬 葉 十 (十九 丁) に、 他時從 者、 今 社 鳴 目、 十 一 (九 丁) に、 異 手枕、 吾 纏 哉、 十五 (五 丁) 
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に、 異情 乎、 安 我 毛 波奈久 二、 古今 集 東歌に も、 「君 を 除て 阿 陀志心 を 我が 持た ば 末の 松 山浪も 越えな む」 と 有り、 

名義 抄に佗 字 を、 比 登と も 加 志 許と も阿陀 志と も 保 加と も 阿多 理 とも 有り、 (借 此の 柁人を も 上なる 世人 を も 共に 比 

登と 訓 めり、 我に 對 へて 他 を 比 登と も 云 へれば、 然 にても 有るべき が 如しと 雖も、 世人と 書き 他人と 書かれた る を、 

唯に 比 登との み 訓む時 は 其の 差別 無き が 如し、) 〇 屋內 は、 次なる 家 內を伊 M 奴 知と 訓む ベく は 夜 奴 知と 訓 むべ く， 

叉 其 を 伊 閘能宇 知と 訓む ベく は 夜 能 宇 知と 云 ふべき 格な り、 私記に 屋乃宇 知爾と 有り、 偖 屋とは 其 一宇なる 屋 のみ を 

云 ひ、 家と は 其 第 宅 を も 併せ 云 ひて 同じから す、 其 證は大 殿祭詞 に、 皇御孫 之 命 乃 天 之 御 翳 日 之 御 翁 止 造 奉仕^ 流 端 

之 御殿、 汝屋 船命爾 云々 と 有る は、 卽ち其 御殿 を 直に 神と して 此を屋 船 命と 稱 奉れるな り、 此卽ち 殿 を 屋と云 ふ 事、 

下に 引ける 古事記に 見えて 著き 事なる が、 其詞 別に、 大宮賣 命 御名 乎 申 事 波、 皇御孫 命 能 同 殿 能 裏 S 塞 坐 S 云々 と 

有りて、 此は其 御殿の 作用 を 云 ふ 所なる が、 上なる 屋船 命の 屋を此 に は 大宮賣 命と 申す、 宮 は御屋 にて 唯 屋の霄 に 御 

の 添 はれる のみに て、 一宇なる 所 を 云ふ稱 なるな り、 叉 其 本 註に、 産屋 以-; 辟 木 束 稻-置 n 於 戸邊？ 乃以, 米 散， ー屋 中， 之 

類 也と 有る も、 産屋と 云ひ屋 中と 云へ る * 卽ち第 宅 を 云 ふに は 非ざる なり、 萬 葉 二  (四十 二  丁) に、 家 雨 來而、 吾屋 

者 見者- 大和 物語に.. 「家の 有りし 邊を 見る に屋 もな し」 など 有り、 和名 抄に 屋舍 (名附 W) 屋舍 也、 和名 夜と 有り、 

叉 出 雲 神 賀詞に" 伊豆！ S 眞屋は 其 齋 の 間の 炊 屋を云 ひて 同抄 に、 四阿 和名 阿 豆 萬 夜、 叉兩下 和名 萬 夜と 見え、 江 次 

第に 宇合 舍を阿 豆 萬 夜と 有る 類是 なり、 叉同抄 に、 助 舗 和名 古 夜 >  一 云 比太岐 夜と 有る は 小屋 又燒 火屋な り、 叉亭人 

所， 集 一也、 和名 阿波 良、 一 云 阿波. お 也と 有る は、 草亭 又は 孔子 家 語に 謂 ゆる 白屋是 なり、 叉 厨 和名 久利 夜、 ^屋也 


と im る は i 理屋 なり、 叉展 和名 無 萬 夜、 牛馬 舍 也と 有る も 馬屋な り、 叉 邸 家 俗 可 レ謂ニ 停 レ賣取 レ賞處 一也、 和名 津屋と 有 

る は 謂 ゆる 旅 店の 事に して 津屋 の義 なり、 厠 和名 加 波 夜と 有る は 河屋の 意に して、 古に 川に 架て 作れり し 謂な り、 右 

等 何れも 一 字なる を屋と 云へ る 例な り、 叉靈異 記に、 到レ家 將レ入 一一 屋戶 一と 有る も、 家 は 摁構を 云 ひ 屋戶は 其 一宇なる 

を 云 ふなり、 叉 萬 葉 二  (四十 丁) に、 家 來而、 吾屋乎 見者、 玉 床 之、 外向 來、 妹 木 枕と 有る は、 家と 屋 との 差別 を甚 

能 言 ひ 別てる 者な り、 || 異記 上に、 至， ー于其 家， 從 nSE 屋-而 入-, 於屋 裏-と 云 ひ、 大和 物語に、 「家 Q 有し 邊を 見る に屋 

.il" いか. i.4 し」 と 有る も 右に 同じ、 七 (二十 1 丁) に、 此家通 聞 乍 居 者と 有る は屋を 貫きて 物音の 聞 ゆる を 云 ふな 

り、 十六 (三十  一丁) に、 染屋 形、 黄 染乃屋 形と 有る は 一宇の 屋の形 を 成せる を 以て 云 ふなり、 十九 (四十  一丁) 

に、 梳毛 見自、 屋中毛 波 可自と 有る も 一 宇の 屋の中 を 云 ふなり、 (叉 上に 云へ るが 如く 屋所 は屋の 在る 所の 義 なり、 

屋外 は屋の 外なる 謂な り、 屋戶は 屋の戶 なる 意な り、 叉夜杼 とも 夜杼理 とも 云へ るは屋 取る 義 なるな ど、 何れも 屋と 

云 ふ は 一 宇の 屋を 別けて 云ふ稱 なる、 其 外に も 宅地 を 屋敷と 云 ひ 屋處と 云へ り、 宇 字 を も 夜と 訓め るを釋 名に 宇 羽 

也、 如 二 鳥 羽翼 自覆蔽 一也と 云 ひ、 覆 を も然訓 める を、 字書に 蓋 覆 也と 注せる を も考へ 合す 可くな む、) 〇^f 著" 笠 

蓑， 以入 * 伦 人屋 內.， は、 其始 素妻嗚 尊の 神逐 ひに 逐 はれさせ 御 在し 坐して、 此顯國 に 天降り 御 在し 坐し ける 後に、 衆 

神に 宿 を 乞 行かせ 給 ふと 雖も， • 罪 有る 神に 御 在し 坐せば 共に 距 ざて 入れ 奉ら ざり し 事 斯文の 如し. 然る を 以て 世々 流 

例と 成りて 然る 狀 にて 人の 入来る 事を諱 むな り、 强て 犯し 入る 者に は此に 解除 を 食す る 上世の 習俗な りけ るな り、 爲 

家の 大納 首の 歌に、 「雨 衣笠 著て 內へ 入る 事 は祌逐 ひより 諱と 云 ふなり」 と 詠まれ たれ ども、 笠 蓑 共に 諱 みけるな り、 
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土 佐 國人谷 重遠說 に、 「人家 諱 一一 此 ニー  者、 西 阈今尙 有 1 一 遺風 1 と 云 へれば、 國. <  に 猶斯る 遣 風 は遍く 有る 事と 所見たり、 

予が閜 知れる は 石 見國鹿 足郡津 和野領 なる 山中に 大窪 村と 云 ふ 有り、 叉 長門國 阿武 郡に も 土 居 村 神 田 村と 云 ふ冇り 

て、 ま、 CIJ^ にて は 昔より 菅笠 河原 蓑 を 著て 家內に 入れば 不祥 を 招く と 云 ひて 大に忌 嫌 ふ 事な り、 但 普通の 竹 皮 笠 蘂蓑を 

ば， ます、 ^^？地方にては菅にて編みたるを河原蓑と云ふ」 と 云へ り、 但 右に 引ける 歌に て 見れば 菅笠との み も 限ら ざ 

るなる 可ければ、 其 竹 皮 笠と 藁 蓑と を諱 まざる は 稍其禁 弛みた る 者なる 可し、 此に 就ても 人 は 忌 はしく 竊 なき 擬びを 

ば 成す まじき 太古の 道なる 事 をな む 知る ベ かりけ る、 (素 斐嗚 尊の 如き 尊き 太 神の 御 事す ら其惡 しき を擬ぶ は^; it む 

事な り、 況て 尋常の 人の 上を擬 ばむ 事 を や、 然るに 近年に 至て は 天 下の 人士 奇を 好む の惡僻 有りて 犬 戎を擬 ぶ 輩 多 在 

り、 本より 武く 雄々 しき 太古の 大 御手； を 棄て刀 劍鎗弓 を 用 ひす、 唯鐵炮 のみ を 用 ひ 大路 を 練 行く 其 姿 を 見れば、 近 

來 渡来る 犬せ 共の 傑に 彷彿たり、 此 等の 曲士 にも 大に 解除 を负 せて、 其 竞には 皆 がらに 其 犬戎の 阈に逐 ひて、 斯 計り 

事 忌す る 神の 御 國を淸 く 成さ k く 欲き 事な り、) 0 束 草 は 私記に 依りて 久佐豆 登と 訓む べし、 古本 叉金澤 木に 久佐 S 

加と 訓 めり、 上の 青草の 下に 引ける 儀式に、 束 草 を 所謂 阿 都 加 草と 注し 大嘗 祭式に 同じ 草 を 所謂 阿 都 加と 有る は、 

卽ち靑 束 草な り靑 束な り、 此には 其 靑に當 る 阿 を 略き て 草 束と 云 ふなり けり、 然るに 私記に は 食-: 束 草-を 久左豆 止 乎 

於 比 氏と 有る、 此方 其 謂れ 有る に 似たり、 其 は 何の 謂れ も 無き に 草 束 を 故 無く 食 ひて 人の 家内に 入るべき に 非す、 此 

を iSi と訓む 事の 叶へ りと 云 ふ は、 古に 物 を 持 運ぶ に 草苞に 把み 裹 みて 食 ひ 歩行き し 事 常な りけ るが 故に、 其 を ft ひ 

ながら 人家に 入る を， It むは 押 粒て 其 草苟を 持つ ^俗な りければ なり、 故此は 素斐嗚 尊甚贫 蜜し き 御有狀 にて 御 在し 坐 


す 御 時の 事 なれば、 然る 草 苞に物 を 裹み食 はして 衆 神に 宿 を 乞 ひ 求めさせ 御 在し 坐しても、 許諾 ひ 奉ら ざり し 時の 狀 

なる を 以て、 せに 諱み來 る 事と は 成れるな りけ り、 (^^國は知ら.f^、 己が 本 生の 國 などに て は 山中の 者の、 物へ 行く 

に 何 二 在れ 藁苞に 牧て負 ひ 行く ことにて、 予が 時には 往々 見た る 事な り、 此頃 聞けば 世の 開く るに 隨 ひて 多く 風呂 

敷と 云 ふ 物に 包む 事と 成りて、 古風 は 唯 貧民の 上に のみ 存れ りと ぞ、) 然る は仁德 天皇 御紀 に、 鮮魚之苞ー0^と云ふ事 

見えた る を、 和名 抄厨 勝 具に、 苞宜 裹-; 鳥肉， 也、 日本 紀 私記 云、 於保邇 倍、 俗 云 阿良 萬岐と 有て、 此字 曲禮に W でた 

るが 其 都 注に、 苞 1 裹 r. 魚肉-者、 或以レ 蒼、 或以 A 茅と 有る を 取られた る 者なる が、 阿良と は 荒菰荒 筵な どの 阿良に て 

t き義 なり、 萬 岐は卷 にて 其 葺叉は 茅 を 以て 卷把 ぬる を 云 ふなり、 宇治 拾遺 物語 二  (七 了) に - 鯛の 荒 卷を 云々、 贄 

殿に 持參 るな り」 と 有る も此 事な り、 若て 此苞を も 苴をも 都 登と 訓む 字な り、 其 都 登 は 都々 牟の義 なり、 萬 葉 三 (二 

十五 丁) に、 伊勢 海 之、 奥津 白浪、 花爾 欲得、 裹而妹 之、 家 裹爲、 七 (十一 丁) に、 氏 河爾、 生菅藻 乎、 河 早、 不取 

來爾家 里、 isj^ 緖、 叉 (十八 丁ヽ i 得裹 k 乞 者 令 取、 具 拾、 吾 乎 沾莫、 奥津 白浪、 十 (七 丁) に、 梅花、 零 覆 雪 

乎、 sm、 君 爾令見 跡-取 者 消 管、 叉 (六十 丁)、 梅花、 先 開 枝、 手折而 者、 裹常名 付而、 與 副手 六 香 聞、 十六 (二十 

五 丁) に、 奧去 哉、 赤羅 小船 爾、 裹遣 者， 若人 見而、 解 披見 鴨、 十八 (二十 八丁) に、 時 支 能、 香久乃 菓子 平、 云 

云、 波 都婆奇 乎、 延太爾 多乎理 乎 登 女 良爾、 都 刀 母 夜 里 美、 二十 (三十 三 丁) に、 保 理江欲 利. 安佐 之 保 美 知 

雨、 與流許 都 美、 可比爾 安里 世 婆， 都 刀 爾勢麻 之 乎、 又 (五十二 丁)、 粲能 己里 能、 由伎爾 安倍 弓 一流， 安之 比奇 之、 夜 

麻 多 知波奈 乎、 都 刀爾通 彌許奈 などの 都 登 は、 奧儀抄 に、 「裹と 書きて 訓 めり， 包 持てる 物と 云 ふなり」 と 有る が 如 
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く 何に 在れ 其 物を裹 むより 出で たる 一一 H なり、 故に 右の 十卷に 梅花 を 裹常名 付 而" 與 副手 六 香 聞と 有る、 花 は 物に 苞む 

可から ざる 物なる 故に 其苞に 比へ むと なり * 古今 集に、 「見ての みや 人に 語らむ 櫻 花 手 毎に 折りて 家 裹に爲 む」 と 

有る 如く、 包む 可から ざる 物 を 都 登と 云 ふ は、 其 包み 持つ 物に 比ら ぶる にて、 稍く 其 意の 轉れ るな り、 然して 其家裘 

と 1K ふ は、 謂 ゆる 旅の 土産の 事 なれ ども、 其 本 は 旅より に 持 歸る物 は 其 荒卷の 苞に收 めて 食 持てり し 故に 云 ふに 

て、 上古の 旅装の 狀此 にて 推量る 可し、 叉 十六 (十三 丁) に、 正身不 レ來、 徒 贈， ー裹 物-と 有る も此 なる 可く、 又此に 

束 草 を 久佐豆 止と 訓 める 私記の 說は、 上なる 青草と 事 を 判ち て甚 々明亮なる 正しき 訓 になむ 有りけ る、 (予も 此所を 

書す 迄 は 上に 結 n 束 青草 一と 有る 其 事 を 承け て 此に束 草と は 云 ふなら むと 思 ひし 事 なれ ども、 其 青草 は 笠に 縫 ひ 養に 編 

みたる が 故に 笠 蓑に 作る 料な り、 其に 對 へて は 此に、 世諱 T 著， 一 笠 蓑- 以入 * 佗人 屋內. -と 有りて、 巳に 其 用畢れ るなる 

を、 叉 別に 束 草 を 負 ふ 事 を 云 ひて は 上に 此に 照らす 可き 所 無き に 心 著 かざりし こそ 甚心鈍 かり けれ、 此は 素斐鳴 尊の 

草 苞を食 給へ りし 御 事と 見 奉る 可き 所なる ぞ かし、) 〇 食 は 其 草 苞を食 持つな り、 古事記に、 於 n 大穴 牟遲 神- 负 A 帒、 

爲二從 者， 率往と 見え、 雄 略 天皇 十四 年御紀 に、 負 囊 者と 云 ふ も 有が 如く、 尊き 御上に て は 有る まじ かりけ る 御 事な 

れ共、 其 始素戔 嗚尊は 衆 神に 逐 はれさせ 御 在し 坐して、 御供の 神 を も率從 へさせ 給 ふ 御 事 能 はすして、 御身 自ら 然る 

草苞を 食が せ 給へ る なれば、 其 草苞を 負て 佗人の 家內に 入る は 其 御 狀に似 奉る が 故に、 世に 此を諱 来れるな りけ り、 

(此 草苞を 忌む と 云 事の I に 聞えざる は、 中 昔より は 旅より 家に 持 送る 物 を 凡て 都 登と 云て 遍き 事に て は 有れ ども、 

唯 苟宜の 魚貝 をのみ 荒 卷に爲 る 事と 成れる から、 其 は 背に 食 ふ 可き 物 にても 非 ざれば、 其が 爲に 禁忌の 制 も今傳 はら 


ぬに てぞ 有りぬ 可き、 然れ ども 今 は 物 を 風 ほ 敷と 云 ふ 物に 包む 事な るが 故、 由 來を思 へ ば 其 を も 負ぎ て 入る は 古の 義 

にや 違 ふ 可から む、) 〇 家 は屋戶 なり、 和名 抄に、 家 (第 宅附) 和名 伊 ra> 人 所， 居處 也、 一 云 宅 降， 訓上同 有，, 甲乙 

次第？ 故 曰， 1 第 宅 一也と 有り、 上に 註せ るが 如く、 屋とは 其 一 宇と 成れる を 云 ひ、 家と は 其 を 一 圓 けにして 云 ふ 事に て 

其 一 構の 稱 なり、 上なる 屋內の 所に 引ける 萬 葉 二  (四十 丁) に、 家 來而、 吾屋乎 見者、 叉 大和 物語に、 つ 家の 有りし 

邊を 見る に屋も 無し」 など 有る は、 正しく 家と 屋とを 分て る を- 猶 S3 に 云へ る 其證は 古事記 朝倉宮 段に、 爾登， 山上, 

望- 1 阈內， 者、 有 T 上，； 堅 魚， 作， 舍屋： 之 家：； 1K 皇令. 問，， 其 家， 云， 其 上 •• 堅 魚， 作. 舍者誰 家、 答つ 白 志 幾 之大縣 主家つ 爾 

天皇 詔 者、 奴 乎 己 家 似 n 天皇 之 御舍， 而 造" 卽遣. ^ 人 令， 燒， 1 其 家， と 見えた る 文 を 熟 見る 可し、 先づ其 上， 一 堅 魚 一作，： 舍屋, 

と は 其 一 宇なる 所々 を 行 はして 詔 給 ふが 故に 作 二 舍屋， と 有るな り、 次に 令レ 問-其 家, と 有る は、 志 幾大縣 主が 許に 

令レ 問て 一宇の 所 を 指す に 非ざる が 故に 家と は 有る 也、 、に 其 上 二 堅 魚 一作 舍者誰 家と 令レ問 給へ る も、 其舍は 誰が 家 

と 詔 給へ るなる 事 上に 合せ 見て 知るべし >  此に其 舍は志 幾 之大縣 主が 一 構の 家なる 事 を 天皇の 所 知 貪 させ 給へ る 上に 

て、 奴 乎 己 家 似 二 天皇 之御舍 一而 造と 詔 給へ る は、 奴 や 己が 家の 屋を 皇の 御屋の 如く 造れり と尤 めさせ 給へ るな り、 次 

に 令 レ燒， 一 其 家 一と 云 ふ は、 其 一 宇々 々なる 舍屋の 立 列 なれる 摘 構の 家 を 令 L 燒給 へる 也、 此 にて 屋と舍 と 御舍と 同じ 

く、 家と 宅と 同じく して 其 第 宅 を 云 へ る 差別 有る を 知るべき 者な り、 後に 我 友 敷 田 年 治の 著せる 假字 沿革 を 見る に、 

蛛網を 久毛能 伊と 云へ る 伊 は 息. の 古言に て、 萬 葉 五 (三十 丁) に 許 之 伎 爾波， 久毛能 須可伎 と 有る 如く、  m も 家 も 

同 言な りければ、 人の 居所 を も 上代 は 奧と云 ひしな り、 古事記に IK 之 新 臭と 云へ る、 卽ち 新窒の 事に て、 其 に 居る 
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,990,9 考 9，  、、、、**、、、、、、、、、、  \  、、、、、、  ^  、、、、*/'、、、、、、  、、  、/- 

故に 棲 所と 云 ふなり、 然れば宅を伊^と云 へ るも55!^,戶にて、 ^は 其 巣 を 懸て栖 める 故蜘の 懸とは 云へ り、 巢と屋 と 

同贯 なる 例 は、 肥 前 風土記 養父 郡 鳥" ぉ鄕條 に、 造，， 鳥屋 於 此鄕？ 取 n 聚雜 鳥-養 馴赏っ 進 朝廷-因 曰 Mtss 鄕？ 後人 改曰 >1 

鳥 鄕 一と 有る、 是 にて 屋の事 を 伊と も.： 仪 とも t ぬと も 云ふ甚 委しき 考 なり、 今 此に從 ふ、 (通 f^, に 家 盖五戶 也、 孝德； 大 

皇 御紀、 五家 相 保 >  光仁； 大皇 御紀、 童謠國 曾： C 由 流 也、 五家 良 曾 ES 由 流 也、 是 也と 云 ひて、 家 を 五 戶と爲 る 事 心^難 

し" 其 五家 相 保と 云 ふ 事 は、 其. E 雜 三年に， 凡 五十 戶爲， 里、 毎， 里 長 一人、 凡 戶主皆 以，， 家 S, 爲， 之、 凡戶者 五家 相 

保、 一人 爲 t 長、 以相檢 察と 有る、. 此事戶 令に も W でた る 事に て 其 御 時の 御定 なれ ども、 漢籍 周禮 に、 令，， 五家 爲.， 比、 

使，： 之 相 保, と 有り、 叉 唐 令に 四 家爲レ 隣、 五家 相 保と 有りて、 此 御世に 全く 彼 を摸擬 ばれた る なれば、 此を 以て 家 を 

户の に は 取りき かり、 叉 其 光仁 犬皇 御紀の 五家 も、 其 意 以て 書れ むに は五戶 とこ そ 有るべき 事な り けれ、) 其 家 

と 云 ふ 事の 例 を  一 ニ舉げ てむ に は、 古事記 白 禱原宮 段に、 於是其 伊須 氣余里 比 賣之家 在，， 狹 井河 之 上？ 天皇 幸 r 行 其 伊 

須氣余 理比賣 之： 訏 f 一  宿 御寐坐 也と 有る 家 は 其 第 宅 を 云 ふなり、 其御寐 坐し- -は其 家の 中なる 屋な るが 故に 大御歌 

IS  醜  小屋 

に、 阿斯波 ^i: 能， 志 祁去岐 袁夜邇 と 詠ませ させ 給へ り、 優 行； K れ；. 一四 十 年御紀 に、 日本 武尊更 還，, 於 S 張 r 卽 張 氏 

之 女宮簀 媛 T 而流 留^, 月 (巾 略) 卽解 ，SII^r, 於宮簀 媛 家 一而 云々 と 有る は、 古事記に も、 以：： 其 御 刀 之草那 藤^ ハ 置-一 

其 美 夜 受比資 之 許， と 有る が 如く、 唯 其 御 許に SWE!^ かせさせ 給へ る なれば、 此 には屋 と-: ムは. ずして 冢とは 云 ふなり、 

叉 其 明 {呂 段に、 天皇 卽 詔，.， 其 嫂 子？ 吾 明日 還 幸 之 時、 入 n 坐汝家 r 故 矢 河 枝比賣 委^ 語，： 其 父， (中略) 恐 之 我 子 仕奉チ * 

而 、殿 r: 铹其 家， 候 待 者 云. „< と 有る も、 其 許 を 指して 幸 行む との 意に て 家と は宣 へるな り、 又 其 候 待ち 奉る 方 にても 屋 


も 何も. 共に 跌 めしく 链り裝 ふが 故に 家と は 云 ふなる にて、 家と 云 ふ 時は廣 く、 屋と云 ふ 時は狹 きなり、 叉 其 若櫻宮 段 

埴生 坂  立 兄  炎 火、  炳 家 群  ま 宗  0 

に、 波邇布 邪.^、 和 賀多知 美 禮婆， 藝漏肥 能、 毛 由 流 伊幣牟 良、 都 麻 賀伊幣 能 阿多 理と 有り、 此に 伊幣牟 良と 見 

え、 又 都 麻 賀伊幣 と 有る を 以て、 此ー 百の 古言に て 彼 後の 五戶 などの 說に合 はざる を 知るべし、 萬 葉 一 (七 丁) に、 此 

岳爾、 茱採 須兒、 家吿 m、 名 吿沙根 云々、 我 許 者 背齒告 目、 家 乎 毛 名 雄 母、 叉 (二十 二 丁)、 家 忘、 身 毛多奈 不知、 

又 (二十 九 丁)、 天 森 乃、 御 命 長 美、 柔備爾 之、 家 乎、 擇云々 通 乍、 作家 爾、 千代 二手、 來座多 公與- 吾 毛通武 など 數 

知らす 多き 事な り、 伊勢 物語に、 「昔 男 有りけ り、 奈 良の 京 は 離れ、 此京は 人の 家に 定まら ざり けり、」 古今 春 上に- 

、、、、、*、、、、、、、、、、、  、、、、、  、、、、、、、、、、、、、、、  、、、、、、  、、、、 

- 家に 在りけ る 梅花の 散りけ る を 詠める、」 後 撰 秋 上に 「家 Q 萩 を 人の 乞 侍りければ 詠める」 と 云 ふな ど は、 何れも 其 

屋の 在りて 一 構なる を 云 ふなり、 偖 上なる 著 二 笠 蓑， に 屋內と 云 ひ、 此 なる々 ズ， 1十2  〈草 一に 家內と 云へ る は、 唯 文章の 上の 

みならす 其 忌諱 事に 輕 重の 差 有る が 故なる 可し、 (然れ ば 其 笠 蓑 を 著た る 方 は 家內に 入る 事 は 忌ます して 屋內に 入る 

を諱む なれば 輕 きを、 此束草 を 負る 方 は 其家內 にだに 入 を 許さ れば、 其より は 翁 勝りて 重き 狀 なり、 此に屋 內と家 

內とを 書 別ら れ たるに 故 由 無しと は 云 ふべ からすな む、) 〇 犯と は愼 しみて 爲 まじき 事 を 强に物 爲るを 云 ふなり、 大 

被詞 に. 宮々 爾 仕 奉 S 人 等 乃 過 犯 家 * 種々 罪 乎 云々、 國中 S 成 ffi 武  一 K 之 签人等 我 過 犯 i 牛雜々 罪 事 波 云々、 己 母 犯罪、 

己 子 犯罪、 母與子 犯罪、 子與母 犯罪、 畜 犯罪な ど 有る 是 なり、 孝德 天皇 二 年御紀 に、 大市連 所 レ犯者 違， 一 於 前 詔， 云 

々、 叉 は、 縱有， ー違レ 詔犯レ 所レ禁 者； 必罪ニ 其 族 一と 有る 禁 字に 心 を 著くべし、 續紀 第一 詔に、 fK 皇 朝廷 敷 賜 S3 

國法乎 過 犯 事 無久. など^る、 此の 假字 何れ ともおめ 難き を- 大同 類聚 方に、 末 太 阿 之 計 乃、 久知波 奈珥伊 入 流 毛 乃 
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波 云々、 笑奈於 M 訶世 乎；. 登 伊 布と 有りて、 t 、に、 ^座 乃倭訶 知と 云 ふ八條 有りて、 一  に應訶 と 有りて、 下 

に、 於 伽 坐 者、 非延乃 解、 奈意乃 解、 訶坐 計、 ま" 耶美、 複， ぜ耶 美、 波^^^介、 奴俱 美波陀 介- 伊 裳、 と；？ りて 三 所 

に^でた る 於訶 世^ 坐 は、 犯 災と云 ふ 事と 見え たれば、 鈴屋 翁の 定められ たるが 如く 於の 假 字に て袁， に は 非す、 源氏 

若菜 下 (六十 七 丁) に、 「悔しく ぞ罪 犯しけ る 葵 草 神の 許せる 插 頭なら ぬに」 叉幻卷 (十六 丁) に 「大 かたは 思 ひ 拾 

てて し， なれ ども 逢 日 は 猶ぞ罪 犯す 可き」 と 有る は、 逢 日に 葵 を 係け、 罪 犯に 摘 置 を 兼ねた る 者な り、 此を 以て 於の 

假字 におむ 可く こそ、 叉 拾遺 集 長歌に、 「大 原野 邊の 壺董、 罪 犯し 有る 物なら ば、 照る 日 も 見よ と 云々」 など 見え- 

夫 木集廿 1 に、 「泰日 野の 棘の 道の 菊の花 罪 犯し 無き 身 をば 理 われ」 など も 有り、 偖 言義 は除爲 なる 可く して、 古事 

記に 除- 此 地-者 不レ行 M 他處 I 垂仁： 大皇ニ 年御紀 に、^, 吾復 無， ニー 王， の 除 字の 義 なり、 萬 葉 五 (二十 九 丁) 、貧窮 問答 

歌に、 安 禮乎於 伎： iri 、人 者 安良 自等 など 有る 於 伎 の 貢と 一 にて、 其愼 しみて 爲 まじき 事 を 強に 物爲る は、 其 禁制 を 除 

て 「しが 心の 任に 事 を 成す 謂なる を 思 ふ 可くな む 有け る、 (伹 大拔. 詞後 釋 又 歴朝 _1詞 解 等に、 「犯の 假字 は^ 書 共に 見え 

たる 事 無き を、 言の^^を考ふるに大加須なりー、 故 於の 假 字と 定む、 大加須 は 大凡に 等閑に 爲る 意な り」 と 云 はれ たれ 

ども、 犯す は 然る 等閑に して 大凡なる 意に は 非す、 其禁 しめ を 除て 我が 心の 任に 打 振 まふ を 云 ふ 事と 通えたり、 又 或 

人 は 犯の 於 を 一 K の假 字と 定め たれ ども、 其 は 本より 論ら ふに も：：^ ら ざる 事な り、 漢書 天文 志 註に、 izi, 下 柱 觸レ之 口 

レ 犯と 有る を も考、 〔r 可し、 或 說の犯 は 於 岐の扱 首な り、 爲忠 朝臣 家 百 首に、 i 郭公 TJ が 上 毛に 雨 を 於 岐て問 無く 聲を漏 

らす頃 かな」 と 有る 於 岐は雨 を 侵す 事に て、 白 氏 文集 十六に、 可， 憐！； MA 雨客來 訪^, 風 人、 同卄 八に、 何 如衝， ee 赴-一 


朝 人ハぃ 有る 衝字 を訓 める が 字書に 充常也 向 也 突 也 通 道 也と 見えた る 如く、 雪 雨 を 避けす 向 ふ 事 を 於 加 須と訓 めり、 

新 勅撰に、 「消 返り 暮 待つ 程 ぞ 霧れ ぬる を於岐 つる 人 は 露なら ぬと も」 と 有る 右に 同じ、 叉於祁 流と も於岐 志と も 云 

ひて、 古今に、 f 祌 無月 時雨 降 於 祁流抬 の 葉の 名に 食ふ宮 の古霄 ぞ是」 千 五百番 歌合に、 「更に 又 積れ る 雪に 垣れ ぬ 時 

雨 降 於 岐志樁 の 枯葉 も」 など 有る を 以て、 本 語於岐 なる 事 更に 疑 ふ 可から す、 新撰 字 鏡に^ 字 を 於 支 乃 利と P めり、 

犯 賭の 義 にして 代を與 へす 賭 物にして 其 物 を 犯 取 を 云へ り、 是 亦 同 言 なぞ と 云へ り、) 〇 必債ニ 解除 一と は 物を輸 して 

晴. はする 法 決めて 有りつ るな り、 必の字 有る を 以て 見れば、 殊に 右の 犯 は 重き 罪な りし 故に、 見遁 さすして 解除 を 債 

れる事 著明き 者に なむ 有りけ る、 右 等の 如き 犯 有る 人に 解除 を 負 はせ 債る 事 は、 古風 を 失 はざる 所作に て甚. _< 美た き 

事共なる を、 何時の 程よりか 止みたり けむ、 實に 可惜し き 事な りかし、 孝德 天皇 二 年御紀 に、 當昔 世に 駿除を 債る 件 

件 を 表げ て、 下に、 如 レ是等 類 愚 俗 所, 染、 今 悉除斷 勿， 使-一役 爲， と 有る 御 令 も 》 で たれば、 稍 其 頃より ぞ 世に は 亡 初 

了 ラタ ョ 

めたり. けむ、 上より 斯る仰 一一 目の 有る が 上に、 其 御世より 更々 に 京より 國 司の 下られて、 改新の 政 を IK 下に 敷きたり し 

かば、 自然に 世に は 失 はる- 1 事に なむ 有りけ る、 (西せ の 如く は禮を 遠へ ざら しむる 爲に人 をして 敎 ふるな り、 此は 

笠 蓑 を 著 叉 は 束 草 を 食 ひて 屋に も 家 にも 入る 事 を 忌む ベ き 由 有りて 諱む事 な る が 故に 解除 を 債る 事 な がら、 又 然る 事 

の 有りな むに は 信に 禮を失 ふ 極みなる 事と 云 ふべ し、 然る 時々 に 然 解除 を 債る 事、 彼禮義 を敎へ 空言の 道を說 くに 

は、 心に 染 通る 味なむ 幾許 か 勝れり ける、) 〇 太古 は、 伊邇志 W と訓 みて 此は唯 上古と 書され むが 如し、 私記に 以爾 

之 倍 乃と 有り、 卽ち往 去 方の 義 にて 素斐鳴 尊の 此御 時より 始めて 今に 至る 迄 を 云 ふなり、 右に tR レ爾 以来 世と 有る を 
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以て 今に 係れる を 知るべし、 〇 遺 法 也 は、 遣 風 也と 云に 似たり、 遺 は 風神 祭 II に、 神 等 乎. 波 天 社 阈社止 忘 事無久 遺事 

無久 稱辭竟 奉、 大 1« 詞に、 遣 罪 波 不在 止 拔給比 淸給事 乎 など 所見、 叉 古語 拾遺に、 凡 鎮魂 之 儀 者 一 K 鈿女命 之 遺跡と 有 

り、 萬 紫 八 (五十 四 丁) に、 遺有霉 乎、 お 鶴 鴨、 九 (二十 丁) に、 下 枝爾、 遣 有 花 者、 十 一 (三十 九 丁) に、 爲妹、 

壽遺 在、 十九 (九 丁) に、 波 太 禮能未 遺 有 可 母と 有るな ど は、 五 (十 丁) に、 能 許 利 多 流、 由 棄仁末 自列留 烏 梅 能 

半奈と 有る に 等しければ、 何れも 能 許 利 叉 は 能許禮 流と 所に 依りて 訓 むべき にて、 此も其 如く 能許禮 流と 訓 むべき 所 

なるな り、 (叉 名義 抄 にも 遺 字 を 能許須 とも 能 許 流と も訓 める を始 として 和須 流、 叉須 都、 叉 阿 布須、 又於久 流、 又 

都 久須、 叉 登 杼牟、 叉 伊 多 流、 叉 阿多 布、 叉 志 多 我 布、 叉久 波布、 叉波奈 流、 叉 宇志 奈布、 叉 宇都 須、 又 登 母 志、 又 

阿 麻 流な ど 有り、) 法 は、 下 章 第 六 一 書に、 則 定，， 其 禁厭之 法， と 有り、 孝德 天皇 二 年御紀 に、 旣而國 司之レ 任、 六 人 奉 

レ法、 二人 違レ 令、 毀 譽 各 聞、 朕 便 美， 一 厥 奉,， 法、 疾 n 斯 遠.， 令と 有る が 如く、 天下に 敷 行 はる X 法令 此を云 ふなり、 緩 

紀第 1 詔に，、 天 皇 朝廷 敷 賜 行賜幣 S 國法乎 云々、 第三 詔に、 不改常 典 止 立赐比 敷 賜 P  S 法 乎 受被赐 坐 而行賜 事 止、 第 

四 詔に、 立 賜 比 敷^ m 8™ 隨レ法 云々、 第 十四 詔に、 御身 不， 敢賜 一有 隨レ法 云々 授赐止 勅、 第 十六 詔に、 隨， 法 不二 治 賜， 

云々、 笫 十九 詔に 是以勘 レ法蹈 云々、 第五 十五 詔に、 隨レ法 ® 可有^- 政 止 -、 第 六十 詔に も、 隨" 法 S 可 有 伎 政 止 や.，， -、 

第 六十 一詔に、 天皇 乃 初 賜 比、 定賜部 流 法 隨爾被 賜，. -、 仕 奉 止 仰 賜 比授赐 m 婆な ど 所見た る 法に て、 天下の 人 共の 依 

りて 規則と 成し 行 ふ 可き 事 を 云 ふなり、 傅 十二、 十三に 云へ るが 如く、 古書に 勅 字 叉 は 敎字を 美 許 登 能 理と訓 める 

を、 續紀第 八 詔に、 天皇 詔 iD 今 勅 御 事 法 者 常事- S  K 不有武 都 事 止 思 坐 故 猶在倍 伎 物齔 在 t-"4、 止 云 方 と 所見た る 御 事 法 


は、 解に 云 はれた る 如く 御 一一 一一 n 詔の 義 なりと 雖も、 大拔詞 に、 天津 罪 止 法 別 氣な と 有る を、 世 記 及 儀式 帳に、 1K 津罪止 

吿分 a と 有る は、 法 を 別つ に 就て 一 百 を 分て るな り、 叉 神祇 令 中 臣宣， 一 祝詞， の義 解に、 謂 宣者布 也、 祝贊辭 也、 首 以 

吿 一一 神 祝詞 一宣；！ 聞 百官 r 故 曰レ宣 二 祝詞， と 有る 宜な ども 等しく、 凡て 能 流と 云 ふ 一 百 はし も、 上より 吿て下 を 御め 給 ふに 

云 ふが 本なる 事、 上の 掌 一； 其 解除 之 太 諄辭， 而宣， 之の 下に 云へ る 事共 を 思 合す 可し、 法 を 能 理と云 ふ も 本 同一 一一 一 n にて、 

宣て其 法制 を 人に 行 はしむ るに W でた る 者な り、 通證 に、 法宣 也、 上 之 所， 宜、 下奉而 行、 謂，, 之 法 T 所謂 律令格式 是 

ゾリ  ミ，' r  ヅ ミオ カシ 

也と 云へ る は、 實に 謂れた る 一一 一一 II なりけ り、 然れば 此の 法 は 公の 御 令な り、 有 一一 犯レ此 者， と は 犯罪の 人 を 云 ひて 御 令 を 

犯す 者是 なり、 必 債，, 解除 一と は 其 犯罪 を 律 させ 給 ふ 道 有る 此を云 ふなり、 叉 此條理 を 分別ち 知らす は 有る ベから す、 

(事の 因 なれば 云 ふべ し、 右の 第 八 詔に、 今 勅 御 事 法 者 常事 雨 波不レ 有と 有る は、 其 前なる 第 七 詔の 事 を 御 事 法と は 云 

ふなり、 常事 爾 波不， 有と は 非常の 事， なる 由に て、 前 詔に、 今 米 豆 良 可 爾新伎 政 者不レ 有、 本 由 理行來 述事曾 止 詔と 有 

る 此を云 ふなり、 然る は 今度 奇 らしく 新なる 大御政 を 行 はせ させ 御 在し 坐し ける 故に、 更に 然令宣 給へ るなる にて、 

右に 新 伎 政と 云へ る 卽ち御 事 法に て、 公の 御 令 を 行 ふ を 政と 云へ るな りけ り、) . 

コノ  / チ ス サ / ヲノミ n トノマ ヲシメ > マ ハク  モロ,^-ロノカ：-なチャラマヮレヲ  ヮレ イマ マサニ マ 力" ナム トス  イカ ニゾ ズ ト ヮ_ カナ *■  ノ； -づト Tt 

是後素 毫嗚尊 曰。 諸 神 逐. 我。 我 今當永 去。 如何 不.， 與， 1 我姊- 相 

マミ エマ ヅラテ ふ- ンキ ママ 二 ミづ カラ タノ  二 マ カラ.，' ャト /"タマ.：： テ  スナ； チ マク KrTl モシ ァズヲ 、ョ モシ クニ ヲ マキ /ボル  マ/二 トキ 二  マ. -ゾ .1 ズ メ マ ミエ 

見た 而控 自徑去 歟。 11 復扇. 天 扇. 國 hi 于天， 時。 天 細 女 見 

マ rt' ヅ テ マヲ シ  ヒメ 力.. ニー  キ コ n  ニヒ /力 i  ノ" タマ： ク ァ- 力 ナ セノミ コトノ ュ ヱハノ ボリ キ マス ナラ ジマタ ウルつ ンキコ 、口 カナ ラズ ォモ ホス ニゥバ バム ト 

之而吿 詈 於 曰 神, 也。 曰祌 曰。 吾 弟 所 _1 以上 來， 非復 好意。 必 欲， P 
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我 之國， 者鄭。 吾雖， i 婦女； 何當. 避 乎。 乃 躬 装，, 武備， 云云。 

素 菱鳴大 神 高天原より IK 降り 御 在し 坐し 著 かせ 給へ る は 先 づ此大 八洲 國な り、 上 件の 傳共 は其大 神の 此大 八洲 國に降 

著 かせさせ 御 在し 坐し ける 程、 衆 神 共に 入れ 奉らす 共々 に距 ぎて 終に 新羅 國に遂 降し 奉れるな り、 上に 註せ るが 如 

く、 下 章 第 四 一 書に、 素 尊 所行 無狀、 故 諸 神 科以， 一千 座 置戶， 而遂逐 之、 是時素^{戈嗚尊帥，，其子五十猛.神『 降 n 到 於 

新羅 國： 居-: 會尸茂 梨 之處； 乃 興 言 曰、 此地 吾不レ 欲， 居、 遂 以，, 墙土, 作， 舟、 乘, 之 東 渡、 (中略) 初 五十猛 神 ；大 降 之 

時、 多將， 1 樹種， 而下、 然不. 殖，， 韓地 マ盡以 持歸、 遂始， 自，， 筑紫 f 凡大 八洲 國之 內、 莫 T 不，， 播殖， 而成 J 円 山 i 焉、 所以 

稱 n 五十猛 命， 爲- 一有 功之 神； 卽 紀伊國 所， 坐 大神是 也と 所見た る、 此 文に 盡以 持歸と 有る を 以て 此大 八洲 國に fK 降らせ 

給 ひ、 其より 新羅 國に降 到らせ 給 ひ、 其 曾 尸 茂 梨の 處 になむ 御 在し 坐したり けらし、 (但 右に 中略と 云 ふ 文 は、 到， つ： a 

雲國簸 川上 所， 在 鳥 上 之峰ハ 時彼處 有，， 吞， 人 大蛇 f 素 戔嗚尊 乃 以，， 天蠅斫 之劍， 斬，， 彼 大蛇， 時、 斬 n 蛇 尾， 而 双缺、 卽擎 

而視 之、 尾 中 有 一  神 01 つ 素 戔嗚尊 此不」 可，， 以吾 私用， 也、 乃 遣，， 五世 孫 天 之葺根 神； 上， 奉 於 H<f 此今 所謂 草雜^ 矣と 

云 ふ 文 有れ ども、 此は其 正書 第一 一書 第二 一書な ど 所見た るが 如く、 後に fK より w 雲 國に降 著 かせ 給へ る なれば、 比 

に 在る は 傅の 誤な り、 其辨 下に 在り、) 叉 其 第五 一書に、 素 斐鳴尊 曰、 韓鄉 之島是 有，， 金銀； 若 使 吾 兒所レ 御 之國、 不 

レ 有-; 浮寶- 者、 未.. 是 佳-也、 乃 拔，， 鬚髯， 散. 之、 卽成， 杉、 叉拔蕞 胸毛 「 是成， 檜、 尻毛是 成， 彼、 眉毛 是 成，， SIf 巳而 

定，， 其 當.， 用、 乃稱之 曰、 杉 及 „ 秋樟此 兩樹者 可，， ，以 爲，， 浮寳： 檜 可，， ，以 爲，； 瑞 宮之材 f 被 可-,, 以 爲，， 顯見 蒼生 奧津棄 戶將， 臥 


之具； 夫須/#^八十木種皆能播生、 于時素斐嗚尊之子、 號 曰-五十猛 命- 妹 大屋 津姬 命、 次^ 津姬 命、 凡 此三神 亦 能 

分 TT 布 木 種 f 卽奉， 渡，， 於紀 伊國， 也と 所見た る、 此は 右の 第 四 一書に、 此地 吾不， 欲-居、 途以， ：堪土 一作 レ舟、 乘. 之 束 渡 

と 有る が 如く 此大 八洲 國に歸 渡り 御 在し 坐 さる 上に ての 御 事な り、 其 は此に 韓鄕之 島と 有る 下に 必 者の 辭を 添へ て訓 

むべき 所に て、 者 は 我と 彼と 物 を 二に 判 つ 一 百な り、 然 れば大 八洲 國者是 無二 金銀？ 韓鄕之 島 者 是有ニ 金銀 一と 此は 見る 

ベ き 所に て 有るな りけ り、 次に 吾 兒所レ 御 之 國と云 ふ は 此大 八洲 國に 御 在し^ しての 御言なる 事 申す も 更なり、 不 

レ有？ T 浮 寳ー者 未 ニ是佳 一也と 宣 へる も、 先に 韓 地より 以，： 坡上 一作 レ舟 乘， 之柬 渡と 有る が 如く 未 浮寶の W 來始 まらざる 時 

なる が 故に、 然る 墙 舟に 乘らせ 給へ る を 以て 此をは 浮 寶とは 云 ふべ からす、 更に 木 を 以て 作り 乘ら むと 所思した る 御 

首 擧と云 ふ 者な り、 然 れば此 一 書の 故事 は 皆 がらに 此大 八洲 國に歸 渡り 御 在し 坐した る 御上に ての 事な りけ り、 偖 右 

に 新羅 國の事 を此地 吾不， 欲レ 居と 詔 給 ひ 义不， 殖，： 韓地， 盡以 持歸と 有るな ど は 實に幽 深き 致 有る 御 事に て、 右に 所見 

たるが 如く， 衆 神に 距 がれて 新羅 国に 渡り 御 在し 坐し- -か ども、 彼大 上に て 解除の 御 事 御 在し 坐し.^ より、 赏 に淸々 

しき 大 神と 成らせ させ 御 在し 坐し ける が 故に、 衆 神に 宿 を 乞 はせ 給 へ りし かど も 借し 奉らす、 夜 晝と憩 息 ふ 事無く 辛 

苦な ませ 給 へれ ども、 其に も 慍らせ 給 はす、 很 こり 給 はす、 初の 如く 御 在し 坐し.^ かば、 如何なる 御 荒び を も 成し 給 

はまし を、 然る 國 神に だに 御 心 を 置かせ 給 ひて、 露も爭 はせ 給 ふ御氣 しきの 御 在し 坐 々ぬぞ 仰ぐ にも 甚可 長く、 云へ 

ば 得に 云 ふに 斷 えたる 淸く 明く 正しく 直き 大 神に 渡らせ 給へ る 證には 有りけ る、 然るに 韓 地に 居ら 將く 欲せす と 詔 給 

ひて、 更に 此大 八洲 國に 御船 發 して 歸 渡らせ 御 在し 坐し ける に、 衆 神の 共に 距ぎ 奉らざる こと は、 其 帥 給へ りし 五+ 
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猛神を だに 有功 之 神と 稱へ 奉る 程の 御 事な り、 況て此 素 斐嗚大 神の 御 有功に 於て は、 計へ も盡し 難く 申し も 述べ 難き 

に 御 在し 坐すべき 御 事 申す も更 なれば、 先に 距ぎ 奉れり し 衆 神 も、 此大 祌を大 神と して 仕へ 奉れり けらし、 (其 衆 

神の 此大 神に 仕へ 奉られし 御 事 何 を 以て 知る ぞと云 ふに.. 所以 稱ニ 五十猛 命- 爲- 一有 功之 神-と 有る は、 誰が 稱へ 奉れる 事 

とか は 思 ふ、 始， 自， 筑紫 ー凡大 八洲 國之 內莫 レ不， 一 播殖而 成 二 青山 ー焉と 見えた る 其 形狀を 直に 見 奉れる 衆 神の 稱^ れる 

ならす は 所以と 引 綾く 可き 文なら ざり ける 者 をで、 叉 第五 一 書に 此三 神の 御 事 を 卽奉レ 渡 二 於 紀伊國 一と 一 K へ る、 其 渡 

し 奉れる 主 を 指して 素 斐嗚尊 の 御 事と 爲む や、 衆 神の 事と 云 はむ や、 克々 一一き の 意 を 思 ひ 合せ 神 眼 を活ら かせて 知 る ベ 

き 者な り、) 猪瑞珠 盟約 章に 所見た るが 如く、 此大 神の 淸 明き 御 心顯 はれさせ 御 在し 坐して、 男 御子 を 其 誓約の 御 間 

に w 生 させ 御 在し 坐し ける に、 是時" 大照太 神勅 曰、 原 n 其 物 根， 則 云々 者 是吾物 也、 故 彼 五男 神悉是 吾兒、 乃 取 而子養 

焉と 有りて、 傳 十三、 十四、 十六に 註せ るが 如く、 此男 御子 等 は 其 物 根の 由に 緣 りて、 天 照 太 神に も、 御子に 坐し， 

其 成し 給へ る 御 事に 就て 素斐嗚 尊に も 御子と 御 在し 坐して、 其 第三 一書に、 故 日 神 方 知， -, 素 嗚戔尊 元 有 n 赤心 f 便 取 n. 

其 六 男， 以爲， 一日 神 之子ハ 使， 知， 一天 原， と 所見た る、 卽ち是 高天原に て 天津 日繼と 定め 奉らせ 給 ひて 此顯國 に 天降し 給 

はむ 御 下 構へ の 御 在し 坐し ける 御 事なる を、 其より 此 章に 所見た るが 如く、 其 fK 津罪を 犯し 給へ るが 故に 如此逐 はれ 

て 天降り 御 在し 坐し けれども、 其 解除の 信に 依りて 然 なむ 淸く 明く 正しく 直く 立 復らせ 給へ るより して、 切りに 其- 大 

神 御子の 所 知 看む 皇大御 國の事 所思す からに、 韓 地に 居 まく 欲せす と宜 ひ、 墙 舟に 乘 りて 歸 渡らせ 給へ る 上に て は、 

1 向に 其 御 事の み 御 心に 係け させ 御 在し 坐す 御 事な りし かば、 吾 兒所御 之 國不， 有 二 浮 寶ー者 未-一 是 佳-也と 詔り 給 ひ 


て、 巳く 外 蕃諸國 を^して 我 皇大御 國の御 奴國と 成し 給 ふ 可き 御 事 を、 先づ斯 にて 神 量らせ 給 ひ、 其 1K 上より 持ち 降 

り 坐せ る 八十 樹 種の 外に 御身 自らの 毛 髮を拔 きて 散らし 給 ひて、 彼 第 四 一 書に 謂 ゆる 凡大 八洲 圃之 內莫， 不，， 一 播殖而 

成， 1 靑山， 焉と 有る が 如く、 大 八洲 國 內を靑 垣 山麓 美しく 成し 給へ る は、 卽ち皇 御 尊 孫の 御爲 ：大 下人 民の 爲 なる 事、 右 

の 第五 一書に、 檜 可，， , 以爲， ー瑞宮 之材 r 彼 可，， ， 以爲， 一 顯見蒼 奥 津棄戶 將レ臥 之 具， と 有る を 以て、 當 昔の 御行 ひの 御 有狀を 

なむ 想像り 奉る 可き 1； 事な り ける、 其 は 本より 諸 神の 心の 任に 极 1： 底！： に 罷りな むと 所思し 看す 者から、 其 先に 化み 

奉らせ 給へ りし 皇御孫 尊の 御上の 御 事共 を、 整備へ 置かせ させ 給 ひて 御 心 も 安く 御 在し 坐 さむと 所思 さむ 事 は、 我人 

の 情に 比べ て も 思 ふ 可き 御 事なる ぞ かし、 (若て 其 外 國を歸 せ 給 はむ 事 を 後に 天上に 參 上らせ 御 在し 坐し ける 御 時に 

契り 聞え させけ らし、 予が 祝詞 講義に 云へ るが 如く、 祈 年月 、等 祭詞は 神代の 遺文に て、 謂 ゆる 天津 祝詞の 太 祝詞な 

るに、 太 神窗詞 に、 靑 海原 者 棹 枚不っ 干、 舟 艫 能至留 極、 大海 爾舟滿 都々 氣 S と 有る は、 此に本 著け る 者と 見え、 叉 

其 下に、 遠國者 八十 綱 打 掛氏引 寄如レ 事と 有る も、 此大神 を 後に 八 束 水 臣津野 命と 申して、 國引 給へ りし 御 事 を 以て 

宜ひ繽 けさせ 給へ る 者な り、 此を 以て 皇御孫 尊の 此 天下 を 所 知 看す 御 事に は、 二 柱 神 共に 神議に 議らせ 給へ りし 御 事 

の甚々 少緣 ならす 御 在し 坐し ける を 知るべし、) 然 れば此 に此大 神の 迺復扇 レ天扇 レ國上 ri 詣于 天， と 有る は、 右に 云へ 

るが 如く、 下 章 第 四 一書、 第五 一書 共の 故事 を 過して 後に 有りつ る 事な りけ り、 其 は 先に 神遂 はれさせ 御 在し 坐せ る 

其 降り 著 かせ 給へ る は此大 八洲 國の 地に て、 其より 衆 神に 距 がれて 新羅 國へ到 著 かせ 御 在し 坐て 曾 尸 茂 梨の 處に 留ま 

り 住み 給 ひ、 其より 坡舟を 作り 乘 らし 此大 八洲 國 に歸 渡らせ 給 ひ、 其 御子 五十猛 神 を 帥て 國內 悉く 青山と 成し 耠ひ、 
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ま より 直に H< 上に 再び 參 上らせ 御 在し 坐し ける にて、 此御 時の 御 住居 はし も、 其 一一 一 柱の 御子神 等と 共に 紀伊國 に 御 在 

し.^ しける に は 非 じか、 神 名 式に 在 田 郡 須佐祌 社 (名 神大、 月次、 新嘗) と 見え、 和名 抄鄕 名に、 須 佐と W でた る是な 

り、 又 其 三 神 は 共に 其 名 草 郡に 御 在し 坐： すなる に、 同 郡に 須佐神 戶同抄 に 見え、 式 外にて は 有れ ども、 此 にも 在 W 郡 

須佐 神社の 別 社 有りて、 其 紀伊阈 所坐大 神と 聞 ゆる 五十猛 神の 御 在し 坐す、 式の 伊太 祁曾 神社 (名 神大、 月次、 H 

嘗、 新蒈) の 西南に 口須佐 村 奥 須佐村 〇|§ に 立た せ 4? へる に は、 必す 深き 故 由有る 事なる 可き 者な り、 然れば W 雲國 

の 御 踵 は、 其 再度の 時に 大 降らせ 給へ る 上の 事 也け り、 (右の 須佐神 戶の事 は、 予嘉永六癸？^年伊勢^^^ょり係けて、 

其 二月 廿日に 詣 奉りて 正した る說 なり、 南紀 神社 錄に其 在 田 郡須佐 神社の 神威の 御 事 を 記せる に、 正 保 三年 十一 n 上 

句、 隣 里 辻堂 村 池 尻 孫 三郞、 俄然 兩眼 直視 手足 麻 木 而遍體 流汗、 親族 大驚、 少焉語 曰、 我是須 佐大明 呻， a、 比，.. 爲 

レ出ポ  於 神官 之婦： 汝 曹從， 命而 遷宫、 余甚 悅然、 汝輩素 疎， 我、 如， 古作， 走 馬場 ハ 叉當 T 以，， 九月 十四日， 爲 * 祭神 A 也、 

今以： 正月 十四日 f 是非，， 吾 意， 也、 九月 十四日 者 我 子 山 束 伊 駄祁曾 祭日 而、 我 祭本是 一 日 者 也、 且 神職 無官 而 奉つ 仕 乎 

余 一 以-" 神靠之 開闔- 如-: 俗お 之 関 房： 又務  名利， 而忽々 遇，， 于我， 矣、 早 可， 脫，， 名称 利覊， 也、 伊 駄祐嘗 曰、 何 不レ罰 

レ彼 乎、 然余 以爲、 此 社家 絮世 奉， 我 者 也、 故 赦焉と 有る、 此は 近き 世の 事ながら 神怪 奇談の 比に は 非す、 ^Is なる 事 

なり、 然るに 此 なる 御言の 4- にも 伊太 f£ 曾 神社の 御 事 を 我 子と 宣 へる は 本より 然る 事ながら、 各 其 御社の 神事に 至る 

迄 も S じ 九月 十四日なる など、 神代より 以降 殊に. 止 事無く 御 在し 坐せ る 所以の 坐せば なりけ り、) 然れば 下 章の 正書 

又 其 第 一 一書に、 是 時素斐 鳴尊自 レ天而 降つ-到 於 出 雲 國簸之 川上-と 有る は、 此 一書の 末に (议還 降焉と 有る 此 Iw^ の 御 


天降の 御 時の 事に して、 右に 一 K へる 第 四 一書に、 降 「： 到 於 新羅. 國 1 と 云 ふより は 後なる 事、 巳に 論め 云へ るが 如し、 其 

は 上に も 註せ るが 如く、 其 は 古事記 肥 河 段 • に 、其 足 名椎手 名椎神 Q. &八俟 遠 呂智の 事 を 語り 申せる に、 亦 其 身 生， ー蘿及 

檢榲 一と 云 へ る 檜榲は 上に 引ける 第五 一書に 所見て、 卽ち其 素 斐嗚大 神の 鬚髯と 胸毛より 始めて 化 出で たる 者な り、 

叉 其 第一. f 1 書に、 素 戔嗚尊 乃敎之 臼、 汝 可，. 以，. 衆菓ー ifj^ 八 虔1 と 所見た る、 其 衆 菜 は 第五 一 書に、 夫須， 嗽 八十 木 種 

クヒ M-lRt 

呰能播 生と 有る 是 なり、 然れば 其 初めて 天降らせ 給へ る 事 を W 雲國と 見る 時 は、 然る ii 齬の 事共 W 來て 如何にと も 治 

む 可き 方 無く、 且此に 大蛇 を 平らげて 神^ を 得させ 給へ る も、 卽ち其 時の 事に 非す や、 若 初めて 天降り 御 在し 坐し け 

る 御 時の 事と 爲る時 は、 其 再び： 大に參 上らせ 給へ る 度に 如何で かも 持參 上らせ 給 はざる、 此等は 正しく 後の 度に 天 降 

らせ 給へ るな む、 其の W 雲國 なりけ る 證には 有りけ る、 但其第 四 一書に も、 以，： 墙土， 作レ 舟、 乘， 之 東 渡、 到 ，：3S 雲國 

簸 川上 所， 在 鳥 上 之 峰 一と 有る は、 の 混れ たるに て 叶 はざる 事 有り、 右に 東 渡と は、 新羅 國 より 唯 東方なる 大 八洲國 

を 指して 渡り 坐せ るに こそ 有り けれ、 其 はロ訣 に、 肥前國 西南 沖 在，； 五十猛 島， と 云 ひ、 肥 前 風土記に、 件 島 郡 縣南ニ 

虽有ニ あ 山 r 從， 坤指 is 三峯相 速、 是名 曰， 一杵烏 f 坤者曰 一： 比 古神 r 中 者 曰-: 比賫神 T  Ei{ 者 曰，, 御子神： ( 一 名 軍神、 

動 則 兵 興 矣、) と 所見た る、 杵島 は樹 島なる 可く、 其 比 古 比 賣ニ神 は 上に 註せ るが 如く、 此大 神と 其 天より 帥て 來坐 

し i 大夜之 女 命に 御 在し 坐すべし、 御子神 を 一名 軍神と 云へ る も、 五十猛 神に て 忍 ひ 合せら る， -を、 猶出雲 風土記 

に、 飯 石郡來 島鄕、 伎 01 麻 都 美 命 社 坐 故 云 一； 支自 露， と 有る も、 神 名 を 以て 地名と 成れる を 見れば、 此は 五十猛 神に 

て、 後に 其杵岛 より 移り 奉れる が 如く 思えたり、 叉 神 名 式に、 筑前國 御笠 郡筑紫 神社 (名 神大) を、 和 爾雅に 五 + 猛 
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命 也と 有り、 又 伊豫 國 新居 郡伊會 乃 神社、 (名 神大) 伊豫 郡 伊 曾 能 神社と 有る も、 五十猛 神と 所思し きを 其 第 四 一 書 

に、 遂始， 自， ー筑紫 r 凡大 八洲 國之 內、 莫レ 不一，， 播殖而 成， ー靑 山， 焉と 有りて、 其 始に素 斐嗚尊 帥，； 其 子 五十猛 神 一と 有れ 

ば >  共々 に 肥 前より i 巩 紫に、 其より 四國の 北面 を 經て紀 伊國に 渡らせ 給へ りけ むと 推察り 奉らる.^ なり、 然れ ばお の 

東 渡 は 句に て、 到，, W 雲國, 云々 の 事 は別條 より 混れ 入りた る 者に なむ 有りけ る、 (若 右の 如く 速 けらむ に は 其 神^ を 

奉らせ 給へ る も、 其 再度 天 に參 上らせ 給 ふ 時に 素戔嗚 尊の 御 自ら こそ 携 上りて 奉らせ 給 ふ 可き 御 事な り けれ、 然る を 

右に、 乃 遣 n 五世 孫 天 之葺根 神， 上 T1 奉 於 天， と 有る は、 古事記に 依る に實に 五世 1^ にて 大國 主神の 御 父に 常れ り、 此に 

第一 一書の 趣 も大國 主神 は 素 斐鳴大 神より 六 世 孫に 當れ りと 雖も、 傳 の 誤れる にて、 實には 正書の 如く 大國 主神 は 素 

斐嗚 尊の 御子に て、 御 母 は 稻田姬 命に 御 在し 坐せ り、 然 らば 天 之 葺根神 は 如何なる 神 ぞと云 ふに、 神 名 祕抄に 天 之 

冬 衣 神 を 五十猛 神の 亦 名と 爲る、 實に葺 根 は殖木 根の 義 なれば 尤當れ り、 然れ ども 何に しても 其^ を 得 給 ふ 事、 天に 

奉る 事、 共に 再び 天降り 坐せ る 後なら では 叶 はす、) 叉 其 第二 一書に、 是時 素斐嗚 尊下 n 到 於 安藝 國 可愛 之 川上 一也と 

有る も 其の W 雲 1： に 天 降らせ 給へ る 時の 御 事な り、 其 は 古史 第 六十 七 段徴に 引かれた る £11 上 二 水考證 と 云 ふ 物に、 夫 

安藝 國 者^, ー國名 一也、 W 雲 風土記 所 レ載意 宇 郡 安來 鄕而、 今 賜，； 能義 郡， 而作， i 八 杉鄕， 者是 也、 (下略〕 と 云へ る、 赏に 

然る 說 にて 師も諾 はれた るが 如し、 ^£此に 天降坐せる^！なる證は、 其 w 雲 風土記に、 意 宇 郡 東南 二十 七 里 一 百 八十 

歩、 神 須佐乃 烏 命 天 壁 立姆坐 之、 爾時來 坐 此處， 而詔 • 吾 御 心 者 安平 成 詔、 故 云，， 安来， 也と 有る 是 なり、 此に吾 御 心 

安平 成 詰と 有る は、 先に 神逐 はれて 1K 降り 坐し- - 時には、 辛苦 降 矣と云 ふ 程の 御 事に て 御 在し 坐し ける に、 f^: 度の^ 


IK 降 は、 IK 照 太 神に 親え 奉らせ 給 ひ、 三女 神 を 始めて 供奉の 神 等を從 へさせ 御 在し 坐して、 遙 かに 遠き 天路 より 此に 

始めて 天， 降り 著 かせ 御 在し 坐して、 御 心の 安く 落 居させ 給へ る義 なり、 叉 其より 簸之 川上に て 大蛇 を 平げ させ 御 在し 

坐して、 神^ を 5^ て 天 神の 御 許に 奉らせ 給 ひ、 奇稻田 姬命を 后 神と 定めさせ 御 在し^ さむと 須贺宮 を 建てさせ 給ふ始 

に、 言 曰 吾心 淸々 之の 御言 有て、 萬に 甚々 長閑なる 狀 になむ 渡らせ 給へ りければ、 此 等の 御 事共 を 合せても 其 W 雲國 

に 御 在し 坐し 著き たる は、 再度の 御 天 降の 御 時に こそ は 御 在し 坐し けめ、 此に如 此く其 御 天降の 御 事の 前後 を 云へ る 

は贅ー 百の 如く 思 ふ 人 も 有りな めど も、 其 事 を盡し 究めす て は 此の 始終 を 明らむ る 事 能 はざる が 故に、 己が 心に 今 思 ひ 

浮ぶ 限り を如此 なむ 長々 しく 述べたり ける、 (師の 十：： 史に其 第 六十 二 段に 右の 衆 神に 胆 がれ 給へ る 件 を 擧げ、 、に 其 第 

六十 三 段に は 此の 本文なる 再び 昇天の 御 事 を 載せられ、 の 六十 四 段 は 三女 神の 御 事 なれば 此 に，^ 〈ぐべき 事に て 然も 

有るべし 其 六十 五段に は 下 章 第 四 一書 を 載せられたり、 然れ共 上に 云へ るが 如く、 其 、第 を 以て 正し 云 ふ 時 は、 一 に 

六十 二 二に 六十 五段、 三に 六十 六^、 四に 六十 七 段、 五に 六十 三^、 六に 六十 四 段- 七に 六十 八 段なる が、 其 首 

に 牝下章 第二 段なる 安藝の 事 を 加へ て 文 を 正し 改めて 聞く 可き， ォ なり、 然 無くて は 其 書の 趣 も條理 立ち 難くて なむ 有 

りけ る、) 〇 是後素 妾 嗚尊曰 は、 先に 神遂 はれて 天降り 御 在し 坐し ける より は 遙に世 を經て 後なる 事、 右に 引ける 下 

章 第五 一 書に 所見え たるが 如く、 大 神の 毛 髮を拔 き 散 させ 御 在し 坐し ける に、 其 ffi 雲國に 1K 降り 給 ひて 大蛇 を 首 向け 

させ 給 ふ 頃と 成りて は、 已に其 身に さへ 生 ひ 茂る 程の 事な りし かば、 其 第 四 一書に、 凡大 八洲 國之 -r- 莫レ 不一，： 播殖而 

成， 一 靑山, 焉と云 ふ を、 悉くに 見竞へ させ 給へ る 後に 宣べ 給へ る 御 首 と 見えたり、 然れば 此 は慕蔬 に、 是後之 一一 一一 II 於，, 一 
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書中 一省， 一 初 文， 之 .1 也と {ュ へる に 力 を？. £ て、 深く 其 事實を 正し 辨ふ 可き 所なる 者ぞ かし、 (然る を 誰し も是 後の is! を 上 

文より 直に 承け て 緩く る 故に、 大いに 心 を 3：! ざる 事 多 かり、 其 は 撰者の 心 を 5：：： ぬ 說と云 はむ も强 ふるに 非す、) 00 

神逐， 我 は、 正書に、 然後 諸神歸 M 罪過 於 素斐嗚 尊， 而、 科， 之以 n 千 座 置戶， 逮 促徵矣 云々、 竞逐 降焉、 第 「二 書に 

も、 ：j 而 科，： 罪 於 素戔嗚 尊， 而責， ： 其 被 具 r 云々、 用， 此 解^、 竟遂以 -1神 遂 之理， 逐， 之な ど 有り、 古事記に は、 於是八 

百 萬 神 共議而 於，； 速 須佐之 命， 负，， 千 位置 戶 r 亦 切レ鬚 及， 手足 爪，々 レ， 拔而神 夜 良 比. 比：^ と 有る、 此 にて i ^、諸 神 は 

卽ち八 百 神なる 事 知られたり.、 a5 义此 にて は 上文に 旣而諸 神 i は n 素？ 戈 鳴 尊， 曰、 汝 所行 甚無 レ賴、 故不 レ可レ 住， 於大 

上？ 亦不， 可レ 居於葺 原中國 r 宜-ー 急 適， 1 於 底 根 之國？ 乃 共逐降 去と 有る を 承け て、 此に諸 神 遂レ 我と は宣 へりし 者な 

り、 叉 上なる 此顯國 に 降 著し 御 在し 坐し ける 程な りし 衆 神の 首に、 汝是 躬行 濁惡而 見，, 逐識, 者と 相 共に 云へ る も、 お 

の 天上に て Q 神 遂の御 事を& せるな り、 然るに 此大神 はし も、 上に 云へ るが 如く、 已く此 初 度に 天降り 御 在 し^しけ 

る 後に、 然 計り 止 事 無き 御 功 は 御 在し 坐し けるな がらに、 如此く 其の 神の： 一：：： の 如く、 根國に 去らむ と 所 m 心し i は、 

全く皇 御 孫 尊に 此顯國 を 所 知し 坐 さしめ 奉らせ 給 はむ 御 心の みに 渡らせ 給へ るが 故な り、 (其 は此 下に、 一;^3以ニ！？心ー 

生 兒^、 亦 奉：： 於姊， と 申し 給へ る は， 其 S? 御子 等に 添へ て 此國土 を 悉くに 入い りて、 H< 照 太 神より. nH 御 孫 翁に^ けさせ 

給 はむ 御所 S を 仰ぎ奉らせ 給 はむ との 御 ^なり、 下に 云 ふ を 見て 知るべし、) 〇 我 今 《な，, 永 去 一は、 四 神 W 生 章に- 故 

其 父母 二 神勅 一： 素戔嗚 尊； 汝甚 無道、 不レ可 ーユ以 君つ 臨 宇宙 f 固當 一，， 遠 適，： 之根國 ー矣、 遂遂 之と 有る、 右に 父母 二 神と 有 

る は 實には 誤なる にて、 此は已 に 伊 弊游尊 彼の 泉 國に御 在し 坐し 去ての 後に、 其 御 母 神 を 乞 ひ 奉らせ 給 ひて 其國を 


乞 ひ 泣かせ 給へ るに 始まれる 事に て、 御 父 伊 弊 諾大神 Q 神 逐に逐 はせ 給へ る 事、 其 第 六 一書に、 是時素 虔嗚尊 年已長 

矣、 復 生，, 八 握 鬚髯 f 雖レ然 不レ冶 nIK 下？ 常以 啼，」 J 恚恨、 故 伊 ％ 諾尊問 之 曰， 汝 何故 恒啼 n 如 此> 耶、 對曰、 吾 欲 レ從， ： 母 

於根國 T 只 爲レ泣 耳、 伊 弊 諾尊惡 之 曰、 可 一一 以任， 情 行， 矣、 乃逐 之と 所見た るが 如し、 但し 其傳は 古事記と 等しく、 珍 

子等 は 伊 禅諾大 神の 大 御身 條の 時に 御 生み 坐せ ると 云へ る 僻傳の 有りて、 其に 連接け る 文に て は 有れ ども、 此神逐 の 

御 事に 至りて は必す 如, 此く 無くて は 叶 ふま じき 富に なむ 有りけ る、 古事記に も、 故 各隨， 一依 賜 之 命, 所 知 着 之 中 速 

須佐之 男 命不， 知， 一所 i 命 之國， 而、 八拳須 至，， 于心 前， 啼 伊佐 知 伎 也、 其 泣 狀者靑 山 如， -, 枯山， 泣枯、 河 海 者悉： 乾、 是以 

悪神 之 音 如，， 狹蠅， 皆滿、 萬 物之妖 悉發、 故 伊邪那岐 大御神 詔，， 速 須佐之 男 命？ 何 由以汝 不レ治 n 所， 命 之國， 而哭 伊佐 知 

流、 爾答 白、 僕 者 欲に 能，, 妣國根 之 堅洲國 r 故哭、 爾 伊邪那岐 大 御神大 忿怒 詔、 然者 汝不レ 可い 住 = 此國？ 乃 神 夜 良 比爾夜 

良比赐 也と 所見た る、 何れも 其始は 素斐嗚 尊の 御 心より 起り て、 大御父 伊 弊 諾大 神の 神遂 ひに 遂 はせ 給へ るに てぞ有 

りけ る、 (但し 古事記 も然 にて、 此の 第 六 一書に 同じく、 此珍子 神 等 をし も大 御身 滌の御 時に 成り w でさせ 御 在し 坐 

しける は 全く 偉の 誤なる にて、 其 實はニ 柱 御 鼠 神 等 共に 妹 二 柱 嫁 糧ぎ御 在し 坐して、 彼の 礅顯盧 島の 天柱の 許に て 生 

み 奉らせ 給へ るに て、 此は 正書の 傳 なむ 甚 正し かりけ る、 然れ ども 其 神 遂の御 事に 至りて は、 第 六 一書. 古事記 共に 

大 御身 滌の に 在る 事 其 正しき を 得たり、 斯る 事共 甚 混ら はしくな む 有りけ る J 其より 承け て瑞珠 盟約 章に、 於是素 

鳴 尊 請 曰、 吾 今奉レ 敎將レ 就，, 根國？ 故 欲 T 暫向， 1 高天原 T 與， 姊相見 而後 永 退 i 矣、 勅 「： 許 之？ 乃 昇 n 詣之於 天， 也と 有 

る • 是其 御父大 神の 神遂の 御言 を 諾なひ 奉らせ 給 ひて、 日 神の 大御 許に 其辭 見に 參 上らせ 御 在し 坐 さむ 事 を 乞 ひ 奉ら 
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せ 給へ るな り、 此事 古事記に も、 故 於 是速須 佐 之 男命ー 一目、 然者 請-一天 照 太 御 神， 將レ 罷、 乃參； I 上 _ 大， と 有りて 委しく は 

非 ざれ ども、 其 前文に 故 其 伊邪那岐 大神者 坐， 一 淡 海 之多賀 一也と 有る にて、 其 御 勅許 を 仰ぎ 乞 ひ 奉らせ 給へ りし 御 事 は 

所見たり、 其 第二 一 書に， 素 嗚 尊將レ 昇， H< 時、 有， 二 神， 號， 1 羽 明 玉 T 此神奉 A 迎而 進；！ 以瑞八 坂虔之 曲玉 T 故 素 t ^鳴 

尊 持， 一 其虔玉 一而 到， 一之 於 天上 一也と 有る は、 此昇 IK の 御 事 を 勅許 させ 給へ るに 就て、 其 御 印 可を赐 はらせ 給へ るに なむ 

有りけ る、 然れ ども IK 上に て は 其 事の 意 を 所 知 看せ 給 は ざり し 故に、 天 照 太 神の 御 方に 御 疑の 御 心なむ 御 在し 坐した 

りし かば、 此 故に 共々 に 御 誓の 御 事に 及ばせ 給へ るに、 果して 素斐嗚 尊の 淸 明き 御 心の 御 在し 坐して、 信に 宜 ひつる 

如く 男 御子 を 生み 奉らせ 給へ る、 其に 合して fK 照 太 神の 御 方 にても 女御 子 を 生 出させ 給へ りし かば、 其 御 疑 共 巳に 打 

解けさせ 御 在し 坐して， 始 より 其 黑き御 心の 御 在し 坐さざる 事 を 所 知 看し 分けさせ 給へ りし 故に、 -大 照 太 神に も 御 同 

胞の御 親しみの 大御心 坐せ る を 以て、 御前 去らす 召し 置せ 給 ひ、 素 #1 鳴 尊 も其始 より 御 志して 就き 給 はむ と爲 させ 給 

へる 根 國底國 に 罷り 坐すべき 御 事 も 何も 打ち 忘れさせ 給へ るが 如くして なむ、 天上に は 留まらせ 給へ りけ る、 (其 は 

何 を 以て 知る ぞと云 ふに、 四祌 W 生 章 第 十一 一書に、 天 照 太 神 在，, 於 天上， 曰、 閒，，. 葦原 中國 有，： 保 食 神； 宜爾 月夜 見 尊 

就 候 之、 月夜 見尊受 レ勅而 降と 有る、 其 は 天上に 假 初に 留まらせ 給へ る 神に 詔り 15 へる 狀には 非す- 其 下に 時 IK 照 太 

神 怒甚之 曰、 汝是惡 神、 不 t 須 二相 見？ 乃與 -1 月夜 見 尊， 一 日 一 夜 隔離 而 住と 所見た る は-, 其 御前 を 遠 放け させ 給へ るな り、 

此 一事 を 以て も、 天 照 太 神の 大宮 の內に 留まらせ 御 在し 坐し- -程 は、 御睦び 厚く 御 在し 坐して、 其 流離ら へ W で 坐す 

ベ き 御 事 を も 何 を も 忘れさせ たるが 如く 御 在し 坐し ける を 知る ベ し、) 若て 此素 斐鳴錄 其より 天津 罪の 御 事 をな む 犯 


し 給へ りけ る， 此に 因りて 天 照 太 神 天 石窟に 刺し 隱り御 在し 坐し- - かば、 天地の 底 際の 內は 常夜往 きて、 天地の 初め 判 

れ てより 以來 # に 叉と は 有る まじ かりけ る大枉 事と 成れり、 此を 以て 八 百 萬 千 萬 神の 祌集 ひに 集 はせ 給 ひて、 稍く に 

祈禱り w し 奉れり しかば、 諸 神 等 甚く 悅 びて、 此 より 罪 を 素戔嗚 尊に 歸 せて、 千 座 置 戸の 城 具 を « り、 神逐 ひに 逐 ふと 

して、 此に、 旣而諸 神 嘖= 素斐鳴 尊， 曰、 汝 所行 甚 無賴、 故不， 可 i 住，， 於 1K 上： 亦不 レ可レ 居，， 於 葦原 中國 H 且ョ急 適 U 於底极 

之國？ 乃 共逐降 去と 有る が 如く、 天上に も 住せ 奉らす、 葺 原中國 にも 居らせ 奉らす、 板 國底國 に W で 坐せ とて 神 遂に 

逐ひ 奉られし なり、 然れ ども 此に 於て 高天原に て 解除 を 科せられし 御 事な む、 素妻嗚 尊の 御上に 取りても 限 無き 僥倖 

と 成りて、 此國 土に 天降り 御 在し 坐し 著き て 後に、 其 御子 五十猛 神 を 帥て、 下 章 第 四 一書. 第五 一書 等に 所見た るが 如 

く、 許 多の 御 功 を 立てさせ 御 在し 坐して、 御 心の 殘る所 無く 此顯國 の 事共 を 一先 づ畢 へさせ 給へ る 御 心に て、 根！！ に 

入御む と は 思 ほし 乍ら、 其 を だに 擅に 私に 爲む事 を惲り 所思して、 天上に 向 はして 天 照 太 神に 聞え 上げ 奉らせ 給 はむ 

として、 此に諸 神逐レ 我、 我 今當， 一永 去 一 云々 の 御 事に は 及ばせ 給へ る 者に して、 其と 申す も 下 章 第五 一書に、 若 使 吾 

兒所レ 御 之國、 不レ有 二 浮寶， 者 未- 1 是佳， 也と 有り、 又 檜 可 T 以爲 ニ瑞宮 一之 材， など 有る 文に 就て 考 ふるに、 彼の 誓約の 

御 問に 成り 出で させ 御 在し 坐し ける 皇御孫 尊 を、 天 照 太 神の 御子と して 天降し 奉らせ 給 はむ 御心锡 にて 物爲 させ 給へ 

りし 御 事 を， 天神の 御 許に 顯 はし 申し 奉らせ 給 ひが てら、 且は此 下 文に、 且吾以 ニ淸心 一所 レ生兒 等 亦 奉 二 於姊. と 有る 

其 事 を 申し述べさせ 給 はむ とに て、 其れ 卽ち御 父 伊 群諾大 神より 事 依され 給へ る 彼の 遣 海原 潮 之 八 百 軍； を 天神に 奉り- 

て、  天神より 皇御孫 尊に 事 依し 奉り 給 へらむ 大御 政の 御 在し 坐 さむ 御 事 を 促が し し 給へ る 事、 上 件に 註せ る を 以て 
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明らめ 奉る 可き 御 事に なむ 有りけ る、 (然るに、 此 時に 已 に事竟 させ 給へ る 御 心に て、 叉の 辭 見に 參 上らせ 給へ りし かど 

も、 其 再度 W 雲國に 天降り 御 在し 坐し ける 時には. 草薙 御^ を此に 得させ 給 ひて 天神に 奉らせ 給 ひ、 又 其 時に 至りて 

奇 稻田姬 命と 御 夫婦に 成らせ 給 ふ 可き 由 有りて、 叉 此顯國 に 留まらせ 給 ひ、 御子に 大國 主神 を 生み 給 ひて、 國 土經營 

の 御 事 を 任ね 置かせる など、 猶此國 に 留まらせ 給へ るな ど、 此は予 が 常 も 云へ る 如く、 顯宗 天皇 三年 御紀 に、 於レ是 月 

祌著レ 人 謂レ之 曰、 我 祖高皇 産 靈尊有 T 預 n 鎔-造 天地-之 功 H と 有る が 如く、 其 も此も 共に 其大 神の 御 靈の預 ひ 御 在し 坐し 

て物爲 させ 給へ る 御 事に て、 尊し とも 高し とも 云 ひ 知れぬ 辱な き 御 事に なむ、) 〇 如何 不下與 二 我姊， 相 見， 而は、 瑞珠 

盟約 章なる 御父大 神に. & させ 給へ る 御 一一 目に、 暫 向，, 高天原， 與レ姊 相 見 而後 永 退矣と 有る が 如く、 始 より 天 照 太 神に 酢 

見の 御 事 を 志し 給へ るな り、 故に 其 下に 日 神の 疑 はせ 御 在し 坐して 質問し 給へ る 御 貢に、 但 父母 已 有，, 嚴勑 f 將， 永 

就 二 乎极國 r 如不， 一 與レ姊 相 見, 吾何敢 去と 御 答へ 申し 給へ るが 如く、 日 神に 見え 奉らせ 給 ふ 爲に參 上らせ 御 在し 坐し け 

る 事、 上に 註せ るが 如し、 今此 にても 其 御 功業 を果 させ 御 在し 坐し ける 故に、 諸 神に 逐 はれた る 任に 今 巳に 根 國底國 

に 入御 在し 坐 さむと 所思し 成りつ るより、 又 思 ほし 返らせ 給 ひて、 此は 己が 擅に 私に 爲 べき 事に は 非す と、 切りに 懷 

慨 ませ 給へ る 御 首にして、 本より 淸 明く 御 在し 坐す 御 心 を 表 はし 給へ る なむ 有りけ る、 (其 委しき 故 由 共 は 已に俾 

十三 卷に云 へれば、 此に 見合せ て參 上らせ 御 在し 坐し i 其 御 心 を 知り 奉る 可き 者に なむ 有りけ る、) 〇按 は、 次章 草 

雜鈕を 得させ 給へ る 所に、 素 斐嗚尊 曰、 是神劍 也、 吾 何 敢私以 安 乎、 乃 上つ 獻於 天神， 也、 叉、 其 第五 一書に、 有， 二 

神^; 素 t{ 嗚尊 曰、 此不, 可 n 以吾 私用， 也， 乃 遣， 一 五世 孫 天 之 著 根 神： 上-一 奉 於 _大 一と 有る に竝 びて、 私の 御行 御 在し^ 


さざる 此大 神の 御 本意 を 見 奉り 知るべき 所なる なり、 此 霄緩靖 天 皇御紀 に、 盛 福 自由、 又淸寧 天皇 御紀 にも 權勢 自由 

など 所見た る" 共に 保 志 伎 麻々 爾と訓 みたる、 共に 隨 欲 にて 己が 心の 思 ふ 任に 物 爲る事 を 云 ふなり、 此 意味 を 詠み 

たる は、 萬 葉 五 (六 丁) 令， 反 n 感情， 歌に， 阿 米 弊由迦 婆、 奈何 麻 雨々 々、 都 智奈良 婆、 大王 伊 麻 周、 許 能提羅 周、 日 

月 能斯多 波、 阿 麻久毛 能、 牟迦夫 周 伎 波 美、 企 許斯遠 周、 久爾能 麻 保 良 叙、 可爾逸 久爾、 保 志 伎 麻 爾々. <、 斯可爾 波 

阿羅 慈 と 詠める、 是 此の 擅の 意 を 註せ るが 如き 歌なる 者な り、 此も然 にて 此祌の 御上に て、 天地の 內にニ 無く 高 

く 貴き 天 照 太；^ の 御 在し 坐せば、 御 心の 任意に 欲しき 任なる 私の 御行 ひ は 成させ 給 ひ 難しと、 公正なる 御 一一 m を 發し給 

へるな む 有りけ る、 (通證 に、 擅隨， 欲 也と 有る は 然る 言ながら、 此以 T 諸 神 之 所 ヒ逐而 非 * 日 神 之 所. 1^ 勅 也と 云へ る は、 

少か予 と 其 取る 所 違へ るに 似たり、 此は 本より 其大 神の 思 欲レき 任に 根底 之國に 入らせ 給 はむ とに は 有れ ども、 其辭 

見を此 度に 爲 もさせ 給 はすて は、 私に W 坐し 難しと なり、) 〇徑 は、 瑞珠 盟約 章に 徑 詰問 焉の 下に、 傳 十三に 云へ 

り、 古事記 白 檮原宮 段に、 袁 登寶爾 多陀爾 阿波 牟 登と 見え、 履 仲-穴 皇御紀 に、 執， 兵 者 多 滿，, 山中 r 宜，. 廻自 -ー當 摩， 徑 

大坂  a  少女  道 問  直  g 麼道告 

踰 4, 之と 有りて、 大御 歌に、 於朋佐 箇珥、 阿 布 夜烏 等 謎 烏、 瀰知 度沛、 麼 i タ駄珥 破 能 邏孺、 咳 峰 摩 知 烏 能 流と 有り、 古 

事 記に も、 其 文自， 一 常岐麻 道， 廻 越 幸と 有りて、 此には 正しく 徑は 廻の 對に用 ひられたり、 叉 其 朝倉宮 段に、 自， 一日 下 

之 直 越 道 一幸 n 行 河 內-と 有る、 其 は 萬 葉 六 (二十 六 丁) に、 直 超 之、 此徑爾 師旦と 有る 類に て、 其徑の 正しく 通りて 

何 IS  0  • 直宜  一 

廻る 所 無き 謂な り、 天智 天皇 十 年 御 紀童謠 に、 奈爾能 都 底 擧騰、 多 拖甩之 曳雞武 など 有る 是 にて、 此の 多 陀の言 は、 

古事記 御 天降 段に 朝日 之 直 刺國と 有る を 始めと して、 萬 葉な どに 多く-直 字 を 作る 是 なり、 卽ち立 立に て、 物の 眞 直に 
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行き 通る 事 を 云 ふが 始 にて、 其より 物 を 隔てす して 直ちに 物 爲る義 の 首な り、 (但し 此 を多陀 知と 云 ふ は、 手 立 Q 義 

にも や 有らむ とも 所思 ゆる 也、 物に 對 ひて 手 を 置かす、 直ちに 立ち 懸る 由の 義 とも 所見め り、) 〇復 扇レ； 大 扇い 國上； 1 詣 

于 天， の復字 は、 f;- にも、 吾？ 所 以上 來ー 非ニ復 好意 1 とも、 復上來 者と も、 復上來 耳と も 有りて、 同じ 事の 再び -復 

なる 由な り、 此を 以て 見る 時 は、 此 一書の 始 にも、 先に 上 詣らせ 給へ りし 御 事の 有りけ む を 略 かれたり し 者なる 事 

著明くな む 有りけ る、 其 事 意 を 思 ふに、 上に 應に 右の 如き 文 有る 時 は、 新 {呂 本の 如く 此 は端珠 盟約 章の 一書の 中に 

收む 可き 文な り、 然る を 此には 御 誓して 御子 を 生み 奉らせ 給へ りし 御 事を此 下に 列ね 人れ たる は、 混れ たる 者ながら 

其 勢に 引かれて 自然に 略 かれたり し 者な りけ り、 但新宮 本に も、 此事 以下 を瑞珠 盟約 章の 初に、 第一 一書に 置きた る 

なむ 甚 宜しき を、 其に は 引替り て、 此の 解除の 御 事と 辛苦の 一 件と を 其 初に 置きて、 此の 文ながら 收め たる を 以て m 心 

ふに、 中古に も 然る 錯亂の 有る を 見 W でた る 人の 有りて、 如何にも 其 御 S^H の 御 事の 此 章に 列れ る を 快から す 思 ふよ 

り、 己が 私に 其 章に 書 加へ たるの みに して、 其 正し も 無 かりけ る 者な りけ らし、 (然れ ば 此も彼 も 五十 歩 五十 歩に し 

て、 互に 得ざる 所な む 有る ベ かりけ る、 故 右の 如く 此を 上に 收れ たる も、 猶 撰者の 意 を 汲取らざる 所作と 云 ふ 者に し 

て、 一の 宜しき 所有れば 叉 一の 狡 意 有りて、 互に 相 謂 はざる 事な む 有りけ る、 此を 以て、 事實を 正し 合せす て は 終 

に 其 正しき を 得ざる 可し、 下に 云へ り、 考へ 合す 可し、) 扇， 天 扇レ國 は、 私記に 安 女 乎 宇 古 加 之 久爾乎 于古可 之 天と 有 

り、 叉新宮 本に は此ー 一 の 扇 字 下なる は 無くして 扇 二 天國, と 有りて、 扇 を 同じく 宇 古 加 之 H< と 有りて 私記の 訓に 同じ、 

叉 右の 如く は、 下に 請姊照 臨- 大國- と 有る に 合 ひて 宜しき が 如く なれ ども、 其 は 唯 天上 を 指して fK 國とは 云へ るに 


て、 IK と 地と を 云 ふに 非 ざれば、 猶 本書の 任に 扇 レ天扇 レ國と 有る 方 宜しく こそ 所思え たり けれ、 然は 有れ ども 此 下な 

る 照 n 臨 天 國 一は、 四 神 ffi 生 章 第一 一書に、 卽 大日 霎尊及 月 弓 尊 云." <、 故使レ 照つ 臨 天地-と 有る に對へ 見る に、 下なる 

天 國は卽 ち； 大地と 云 ふ 事に て 有りけ り、 其 は： 大孫 降臨 章 第 十 一 書なる 天燒石 國饒石 天津 彥火瓊 々件 尊 を、 第 六 一 書に 

は 天阈饒 石彥火 杵 尊と 有り、 此卽 ち記傳 三に、 天地 を 古に 天 國と云 ひけむ と ふ 由 有りと 云 はれた る ー說、 此に 

隨に徵 有る 事 を 知る に 足れり、 然れば 扇 i 天 扇い 圃と 有る も 一本、 又 扇 M 天國 一と 云 ふ も 一本に て、 卽ち天 國は謂 ゆる！ K 

地と 云 ふ 事に て 有りけ り、 (欽明 天皇の 大 御名 を 天國排 開廣庭 天皇と 中し 奉れる も， 天地 を 押し- t かし 御 在し 坐す 由 

なる 事、 皇太 神宮 祈 年月 次 等祭詞 に、 皇神能 見 霽志坐 四方 國者 IK 能 壁 立 極 國能退 立 限と 有る 是 なり、 然れば 天地の 事 

を も 天 國とは 古に 云 ひしなる を、 漢籍の 天地の 字の 訓 のみ を 取り 用 ふる 世と 成りし より 其 古 一 百 は 失せ 某て にたるな り 

けり、 傳ー卷 に 云へ り 見る 可し、) 扇 を 古本に 登與母 志と 訓 める 方、 猶 右に 一： ム へる 宇 古 加 之に は 勝る 可から む、 古事 

記 八 千 矛 神 御 歌に、 佐 奴 都 登理、 岐藝斯 波 登 與牟、 景行 天皇 四十 年御紀 に、 東 奥多叛 邊境騷 動の 動 字登與 美と 訓み、 

{S ん  足 結 子 鈴  窓. {K 人 動  m 人 努力 

安康 天皇 御紀 歌に、 瀰椰比 等 能、 阿由臂 能古輸 1$、 於 智珥岐 等、 瀰椰比 等等 豫牟、 佐 杜弭等 茂 由 梅、 武烈 天皇 御紀皇 

太子 御 歌に、 始, 騰動 余溺、 I やき 我 卿 劃 % 魔、 も黎 S 之 I 柯枳、 繼體 天皇 七 年御紀 皇太子 御 歌に、 奴 都 登！ r 枳 蟻矢播 

# 余武、 皇極 三年 御 紀童謠 に、 烏 智可拖 能、 阿 婆 努能枳 枳始、 騰余謀 作 儒、 倭 例 播画始 柯騰、 比 騰曾騰 余謀須 など 

え、 萬 葉 三 (四十 丁) に、 開 去 歲立動 良 之、 四 (二十 八丁) に、 野 立 鹿 毛 動而曾 鳴， 六 (十四 丁) に、 得物 矢 手狭、 

散 動 有 所見、 叉 (十七 丁)、 館 釣 等、 海人 船 散 動、 叉、 (四十 二 丁)、 狹男鹿 者、 妻 呼 令 動、 又、 (四十 三 丁)、 秋 去 者、 
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山 裳 動 響 sr 左 男 鹿 者、 妻 呼 令 響、 七 (十八 丁) に、 大海 之、 水底 豐三、 立浪 之、 九 (二十 四 丁) に、 足 日 木 之、 山 

彥令 動、 呼立哭 毛、 十 (二十 三 丁) に、 山 霍公鳥、 令 響 鴨、 十 一 (十四 丁) に、 雷神 小 動、 刺 雲、 又 雷神、 小 動、 雖 

不零、 叉 (三十 三 丁)、 四 長 鳥、 居 名山 響 雨、 叉 (四十 三 丁)、 里 動 鳴 成雞、 十二  (十九 丁) に、 神 山 之、 山 下 響、 逝 

水 之， 十三 (十七 丁) に、 鳴 音 文、 動而 寒、 十七 (十  一 丁) に、 多 麻 奴久月 之、 來鳴 登餘牟 流、 十八 (十九 丁) に、 

播奈治 流 等 吉爾、 伎奈吉 登佘牟 流， 十九 (十 丁) に、 足 引 之、 八峯之 維、 鳴 響、 叉 (十二 丁)、 安之 比奇 fir 山 下 饗、 

又 (十五 丁)、 往還、 喧等 余牟禮 等、 叉 (十八 丁)、 鳴 等 余 米、 安 寐不令 宿、 叉 (十九 丁)、 里 響、 喧 渡お』 騰母 たど 所見 

たり、 借 此は傳 十三に 註せ るが 如く、 其瑞珠 盟約 章に、 始 素戔嗚 尊昇レ 天 之 時、 溟 激以， 之 鼓 s、 山 爲レ之 #,1、 

此則 神性 雄 健 使，, 之然 一也と 見え、 古事記に も、 乃參^^上天ー時、 山川 悉動、 國土皆 震と 有る、 其 事 を此に 簡易に 如此く 

は 云 へ る 者な り、 但 先度 は 神性の 雄 健き が隨 に物爲 させ 給へ る なれば 然も 有りな む を、 此 にて は 信に 麗美 はしき 御 心 

に 御 在し 坐して 參 上らせ 給へ る なれば、 如何にも 平穩 にて 御 在し 來 すべきに 然らぬ は、 素より 素戔 鳴^と 御名に さへ 

々乂 はせ 給 へれば、 然も 有りぬ 可き 御 事に て、 諸 神に 遂 はれ 給へ ると は 異なる 可き 事 巾す も 更なり、 (义 十七 卷に云 

へる 踏登杼 E 許 志の 說考へ 合 はす 可し、 右に 引ける 如く、 萬 葉に は 勳をも 微動 を も 響 をも訓 めり、 響 は 常に 比 2 化 伎と 

も訓む 字なる に、 佛足石 歌に 美 阿 止 都 久留、 伊志 乃 比 鼻 伎 波、 阿 米 闞伊多 利、 都 知 佐 倍 由 須禮と 有る 比 募 伎 も 由須流 

も、 皆 此の 動に も 響に も 當れる 奢な り、) 叉 右に 引ける 私記 又新宫 本に、 扇 字 をし も 宇 碁 伎 氏と 訓 める 事 はし も、 茑 

葉 八 (四十 八丁) に、。 我屋戶 乃、 簾 令 動、 秋 之 風 吹、 十 (四十 三 丁) に、 秋田^、 苫 乎搖奈 利、 十 一 (十四 丁) に、 


敷 細、 枕 動而、 十八 (十九 丁) に、 伎久其 等爾、 許々 呂宇 英枳 など 有り、 纂疏 に、 扇動 也.' 猶レ雷 ： 動， 天 動- 國 也と 

有り、 口 訣に扇 鳴 也と も 見 ゆ、 (此は 右に 引ける 瑞珠 盟約 章に 依りて 云る 也、 然れ共 動と 鳴と は 異にて、 鳴 は 動く に 

依りて 物に 聲 有る を 云 ふなれば 體と 用との 如し、) 〇 上 詣は、 麻 韋能煩 理と訓 むべき 事傳 十三 昇詣の 下に 註せ り、 〇 

天 鈿女見 之而の 見之而 は、 麻 美 延奉理 a と訓 むべ し、 此は俾 十七に 引ける 古語 拾遺の 天 照 太 神の 磐戶を 》 でさせ 御 在 

し 坐し ける 條に、 爱令， 天 手 力 雄 神、 引つ 啓 其 扉 T 遷 n 座 新 殿？ 則 天 兒屋命 太 玉 命、 以 n 日 御 綱， (今 斯利久 迷繩、 是日 

景之像 也、) 通 J1 懸其殿 f 令 =,大 宮賣， 神 侍-: 於 御前 ハ (是太 玉 命 久志備 所 A 生 神、 如 T 今せ 內侍、 善 言 美詞 和，, 君臣 問； 八 

宸襟 悅懌， 也 0 令，， 豐磐間 戶命櫛 磐 間戶命 ニ祌守 「一 衞殿門 r  (是竝 太 玉 命 之 子 也) と 見えた るが 如く、 天 照 太 神 を 辛く 

して 招ぎ 奉らし- - かば、 預て構 設け 置きたり つる 新 殿に 鎮め 奉りて、 此 より は 天 鈿女 命卽ち 右に 謂 ゆる 後宮 職員 令の. S 

侍の 職掌の 如く 仕へ 奉り 給 ひ、 天 兒屋命 太 玉 命 はし も 其 日 御 綱 は 唯一 時の 事に こそ 有り けれ、 拾 遣叉此 天孫 降臨 章 第 

二， 一書に、 復勅， 一天 兒屋命 太 玉 命 T 惟 爾ニ祌 亦 同 侍-一 殿內， 善爲 U 防護-と 有る も、 拾遺に、 宜 T 太 玉 命 率 n 諸 部 神？ 供つ 奉 

其 職？ 如 * 天上 儀.. と 見えた るが 如く、 全く 日宮の 儀式 なれば 其始必 す此に 在るべき 事 申す も 更なり、 此ニ 神の 御 事 

卽ち 職員 令の 左右 大臣の 狀 なる 中 にも、 天 兒屋命 は 謂 ゆる 茂 梓の 中執り 持ちて 仕へ 奉り 給 ふ中臣 神に 御 在し 坐せば、 

中務 卿の 職掌の 如くに て 仕へ 奉らせ 給 ひ、 太 玉 命 はし も宮內 卿と 其被官 なる 木工 頭 を 兼ねた るが 如く 御 在し 坐し、 登 

磐 間戶、 檢磐間 戶ニ神 は、 左 右衛門 督、 左 右兵衞 督 などの 如くなる 可く > 叉 八 百 萬 神 はし も 八 省 百官の 狀 にて、 御所 

近くに 仕へ 奉らる-^ も 有るべく、 國 守郡領 の 如く 遠 境に 別れて 仕へ 奉らる i も 有るべく して、 凡て 天 宮の御 儀 はし も 
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此に 至りて 成り 整へ る 者と なむ 所見たり ける、 此 より 以前に も 天 照 太 神 はし も 高天原の 大君に 御 在し 坐す 御 事に は 渡 

らせ 給へ 共、 皇太 神の 天地の 間に 二 無く 尊く 高く 御 在し 坐す は 申す も更 なる 御 事に は 有れ ども、 皇太 神の 大御 梭.^ , の 

世に 現 はれさせ 御 在し 坐す は、 專ら此 磐 戶隱の 御 時に 在りて、 天地の 底 際の 内に 在りと 有らゆる 八 百 萬 千 萬 神の皇 太 

神に 從ひ 奉らせ 給へ る も亦此 時に 在りけ る 事 申す も 更なり、 其は傳 十三に 委しく 註せ り、 然れ ば此に 彼た 素斐鳴 尊の 

再び 天 を 動 もし 國を動 もし 上 H< に 昇り 詣らせ 給へ る 度に は、 然 事の 整へ 備 はれる 上の 事に し存 りければ、 國守 郡領の 

如き 神より は 八 省 百官の 狀 なる 神に 申し 繼ぐ ベく、 其より は衞門 兵衞の 如き 神に 言 傳ふ 可く、 此 より 殿 内に 侍ら ひて 

防護 を 成し 給 ふ IK 兒屋命 太 玉 命に 觸 知らす 可く、 然して 其 御前に 侍 ひ 給 ふ 天 鈿女 命の 許に 告げて、 皇太 神に， 聞え 上げ 

奉る 可き 事な りければ、 皇太 神に 申し 上ぐ るに は 狀を見 奉り 認て 申し 奉らす ば 有る ベから す、 此を 以て 天鈿女 見レ之 

而吿 T ^言 於 日 神， 也と は 有るな りけ り、 (然ら す は 磐 戶隱の 御 時には 八 百 萬 千 萬 神の 各 神 集 ひに 集 はれて、 其 素 斐鳴尊 

を神逐 ひに 逐ひ 奉れる も 諸 神 一 同に ての 事なる に、 其 罪 犯しの 有りし 素斐嗚 尊の 昇り 詣らせ 給へ るに、 其 素 斐嗚尊 を 

{ 杯 易く 日 神の 御 許 近く 侍ら はるる 迄に、 諸 神の 近著け 奉らる 可き に 非 ざれば、 天 鈿女命 は 御 許より W でて 此に 見え 奉 

れる 者なる 事灼 然し、) 卽ち大 殿祭詞 別に、 先に 屋船 命と 稱へ 奉る に對 へて 其 文 を 起して、 詞別 白久、 大宮寶 命 S 御 

名 乎 申 事 波、 皇御孫 命 乃 同 殿 能 裏お 塞 坐 S- 參入罷 ffi 人 能 選 比 所 知 志 祌等能 伊須 呂許比 阿 禮比坐 乎、 一一-一：： 直 志 和 志 坐 s、 

皇御孫 命、 朝 乃 御 膳、 夕 乃 御 膳 供奉 流、 比 禮懸伴 緖襁懸 伴 緒 乎， 手 躓 足 躓 不令爲 氏、 親王 諸 王諸臣 百官 人 等 乎、 己乖 

乖不 レ令レ 在、 邪意穢 心無 久、 宮進 ポ進宮 勤々 之 *s、 咎過在 * 波、 見直 坐 開 直 坐 s、 平 良氣久 安良 m 久、 令 仕 奉 坐 ® 依 


s、 大宮賣 命 止 御名 * 稱辭 竟奉久 登 白と 所見た る、 此大宮 賣命は 璺受大 神 を稱へ 奉れる 御名に て、 大宮 主の 意に は 有 

れ ども、 叉 此の 天鈿女 命を大 宮比咩 命と 申し 奉りて 別な りながら、 大抵 は體と 用との 差別の 如くして、 皇太 神の 御爲 

に は 豐受大 神 許り 親しく 御 在し 坐す 神の 坐さざる 由 は、 已に傳 十七に 註せ るが 如く、 又此 なる 天 細 女 命も然 にて 其 御 

前に 侍ら ひ 給 ひて 大宮仕 へ をな む爲 させ 給 へ りければ、 此詞 別に は 天 鈿女 命の 大宮 比哮 命と 申し 奉る 御 功の 方 主と 成 

りて 有る 事に て、 廣成宿 纏の 如 T 今世內 侍、 善 言 美 詞和， 一 君臣 間 f 令 * 寢襟 悅懌， 也と 有る は、 右の 神 等 能 伊須 呂許 比阿禮 

比 坐 *  一一 一一  II 直 志 和 S 坐 云 々 と 云 へる に 合 ひ、 後宮 職員 令に、 內侍 司尙侍 一 一人、 掌 T 供 Ty 奉 掌 侍 奏請 宣條 r 挽 71 投 女，！！： 

兼 知 * 內外命 婦朝參 及 禁內禮 式 之 事， と 有る は、 卽ち 右に 同 殿 能裏爾 塞 坐 S 參入罷 出 人 能 選 比 所 知お と 有る に 合 ひて、 

信に 內 侍の 職掌に 異ならす、 然れば 此に天 細 女 見 之而吿 つ 言 於 日 神, 也と 云へ る は、 實に奇 しき： め 合へ る 者な りけ. リ、 

(但傳 十七 卷 にも 云へ るが 如く、 其詞 別に 謂 ゆる 大宮賣 命 は、 實は其 屋船命 を 殊に 然 申し 奉れる にて、 其 大殿を 構へ 

仕へ 奉る 事に 就いて 屋船 命と 稱へ 奉り、 叉其大 殿の 事の 作用 を 云 ふに は 大宮賣 命と 申し 奉れる にて、 其 神の 御上に は 

朝 乃 御 膳 夕 乃 御 膳の 御 事 係りて 兩 神の 詞を別 けられざる 者な り、 然る は 其 豐受大 神 は 御 膳處の 神に 御 在し 坐し、 天鈿 

女 命 は 謂 ゆる 比禮 懸伴緖 にして 陪 膳の 神に 御 在し 坐すな ど甚 親しき 所以 有る 御 事な り、 能 爲すは 混れ ぬ 可し、 此事昔 

より 詳 ならす とぞ 有りけ る、) 〇 吿っ言 於 日 神 一也 は、 外より 告げ 来れる 任に 天 鈿女命 先見え 奉りて 素戔嗚 尊の 來意を 

皇太 神の 大 前に 吿言 せるな り、 以下 は 初 度の 時の 文の 混れ たるに て， 此 より 下なる 於是素 斐嗚尊 白，； 日 神， 曰へ 亙る 文 

なるな り、 〇 吾 弟 所， 一 以上 來？ 非，： 復 好意， は、 天 照 太 神 其 来意 を 疑 ひ 御 在し 坐して 詔り 給 ひ 出で たるな り、 瑞珠 盟約 章 
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に、 吾？ S 之來、 S 以 意-乎、 又^ 一 一書に、 ^^所ッ以來ー者非-ー是善意，と有るを、 此は 後の 度なる に设字 を 被, 

加た る 事例の 如し、 傳 十四に 註せ り、 叉 好 字 も 宇 流 波 斯と訓 むべき 事、 傳 十三に 註せ るが 如し、 名義 抄に § 然訓 みた 

り、 (又與 志と も與志 美と も 與美須 とも 訓 み、 猶外 にも 事 牟那志 叉顔與 志と も 波那波 太と も 許能牟 とも 訓み、 叉 好 isg 

を 引き合せ て 與志阿 志と も與 美須邇 久美須 とも 有りて、 善惡と 同じ 意なる 字な り、) 〇必 欲, 摩， 一 我 之國， 者歟 は、 瑞珠 

盟約 章に、 常， 有， 奪 レ國之 志- 歟、 叉 其 第 一 一書に、 必當， 奪 二 我 原， と 有る に；！： じく、 卽ち 高天原 Q 事 を 我 之 阈 と は 

詔り 給へ るな り、 傳 十三、 十四に 註せ り、 〇 吾雖， 一 婦女， 云々 は、 ：ssf 一書に、 乃 大夫武 儲-と 有る 反對 なり、 此 

は 婦女に 御 在し 坐す と 雖も大 夫に 豈 劣らめ やと 御身 自ら 慷慨み て 詔り 給へ るに て、 彼に 設， 一大 夫 武^_1, と 有る は、 唯 其 

御 装の 御 事の みなる を、 此は 反語の 御 首な り、 古事記 御 天降 段に、 故爾 fK 照 太 御 神 高木 神 之 命以、 詔，」 K{ 于受寶 神 T 

汝者雖 n 手 弱 女人 f 與ニ伊 牟迦布 神, 面 勝 神と 有る も、 婦女に は 有れ ども 射 向 ふ 神と して 伦 神に 常り て は 面 勝つ 由に て、 

大 夫に は 勝る と 云 ふ 慷慨の 御-;. H なる に 思 ひ 合 はす 可し、) 神 功 皇后 御紀 に、 吾 婦女 之 加以， 不宵ハ 然楚假 ，： 男 貌，； ：JI 起，： 雄 

略 一と 有る も、 此の 意味 を 以て宣 へる 御言に 在り、 又 御 装なる 是 なり、) 〇 何 當避乎 は、 那敍佐 良 米 耶母登 詔 給 比 氏と 

有り、 避 は國を 避に て、 何 常, 避，， 天 原， 乎と 云 はむ が 如し- 其 御 許 を 避ら せ 給 ふ 謂に は 非す、 避 を 佐 久と訓 む-おは 唯 

御 許 を 去らせ 給 ふ 意と 成り、 佐 流と 云 ふ は 其 所 知 1^ す 御國を 避け 給 ふ義と 成れり、 古事記 八十 神 段に.' 故 此大阈 主神 

之 兄お 八十 神 坐、 然皆國 者 避，， 於大國 主神： 所 n 以 避-者 云々、 H< 孫 降臨 章に、 問 n 大己貴 神， 曰、 云々、 故 先遣，， 我 二 神つ 

K 除 平定、 汝意 如何 當， 須 i 避 乎、 其 第二 一書に、 問， 已貴 神-曰 汝將以 ，1 此國， 奉， ifK 神， 耶.' 以不 云々、 Itjn 将 此避 


去、 卽躬 披，； 瑞之八 坂瓊， 而長隱 者 突な ど 所見、 W 雲 神 賀詞に も、 大八 島國現 事顯事 令， 一事 避， 支 の 例 皆 佐 流と 訓む 例な 

り、 (名義 抄に避 字 を 佐 流と 訓 める は 更なり、 叉 は能賀 流と も 比賀牟 とも. C 久 とも 麻 奴 加 流と も訓 めり、 然れ ば此は 

佐 流と 訓む なむ 叶 ふ 可き なる、) 〇 躬裝， 一 武備 一と は、 瑞珠 盟約 章 第一 一書に、 乃設 一, 大夫 武備 f 躬帶 二十 握^ 九 握劍？ 

叉 背 上 食， 軟、 叉臂 著，, 稷 威高辆 f 手 握， 一 弓箭？ 親 迎防禁 と 有る を 約め たりし 者に て、 其の 如くに 武備 を 装束 ひ 御 在し 

坐して 待たせ 給 ふ を 云 ふなり、 裝を與 曾 布と 訓 めり、 例 は 古事記に、 自， 一 35 雲, 將, 上 坐 倭國， 而束裝 立 時と 有る、 束 

装 は 御衣 を 上下 備 ふる 事 を 云 ふなり、 其明宮 段に 上に 武備の 事 有りて、 下に 嚴 IS と 有る は 此の 例な り、 猶天武 H< 

皇十 一 年御紀 に、 四月 壬 午 朔丙戌 詔 曰、 凡 政 要 者 軍事 也、 是以 ，1 文 武官 諸人； 務 習- 1 用， 兵及乘 馬、 則 馬 兵幷當 身裝束 

之 物、 務具儲 足、 其 有， 馬 者 爲= 騎士？ 無 者爲 n 歩卒 r 1 奴 常 試 以勿 レ鄣， 一 於聚會 r 若 忤，， 詔 旨 f 有，， 不便 f 馬 兵 亦 

装束 有， 闕者、 親王 以下 遠- 1 于 諸臣？ 竝罰レ 之と 有る、 馬 兵 幷當身 装束 之 物 務具儲 足と 有る は卽ち 此の 装に 常れ り、 叉 

軍 防 令に、 凡 私家 不レ 有レ得 = 鼓 銃 弩矛銷 具 裝大角 小 角 及 軍 と 有る 義 解に、 具 裝者馬 甲 也と 有り、 叉 和名 抄征戰 具 

に、 鎧、 和名 與呂 比、 甲 也と 有る、 與呂比 も 與曾布 も 同じ 義 なる 由、 ^^：三天萬^-の下に註せるが如し. 萬 葉 二  (三十 

五 丁」 に、 吾大 王、 皇子 之 御門 乎、 神宮 爾、 裝束 奉而、 三 (五十八 丁) に、 白 細爾、 舍人裝 束而、 十 (十七 丁) に、 

朝戶 ffi 之、 君 之 儀 乎， 十二  (三十 丁) に、 夢見 而、 衣 乎 取 服， 装束 間 雨、 十三 (二十 八丁) に、 大 殿矣、 振 放 見者、 

白 細 布、 链 奉而、 二十 (十七 丁) に、 奈爾波 都爾、 余 會比余 曾 比 nl- など 有りて、 物 を 寄せ 合 はせ て 身に 在れ 形に 在れ 

具 ふる 義 なり、 (又 ニ卷 二十 五 丁に、 山 振 之、 立 儀 有、 山淸 水と 有る 儀 も、 與曾 比と 訓む ベく は、 古語 拾遺に、 宣下 太 
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玉 命 率-, 諸 部 神 T  S^IT 奉 其 職？ 如 * 犬 上 儀， と 有る 儀 は * 儀式 作法の 事に て 装束の 謂に は 非 ざれ ども 與曾 比と 訓 むべき な 

り、 叉 右の 十三 卷の鍩 は三卷 なる 装束に 常れ る 所な り、 此を も與曾 比と 訓 むべき に 就て 考 ふるに、 古事記 明宮 段に， 

故 聞 驚 以レ兵 伏， 1 河邊？ 亦 山 之 上 張 48 垣 T 立， 1 帷幕？ 詐 以，， 舍人， 爲， 王， 露 坐 n 吳床， 百官 恭敬 云々、 將， 乘レ船 時， 望 n 其 

厳 耢之處 r 以 n 爲弟王 一 坐 一一 其吳 床， 云 々 と 有る 鍩 字 も與曾 布と 訓 むべ きなり、 卽ち此 に裝， 1 武備， と 有る と 同じ 狀 なる 所 

なれば なり、 記 傳に加 邪 流と 訓 まれた る は 叶 はす、) 云々 は、 纂蔬 に、 武備 詳見 一一 于上？ 故 略レ之 以-ー 云云 字 一 包 二 N 也と 

說 かせ 給へ るが 如し， 卽 ち瑞珠 盟約 章に 所見た る 武備の 御有狀 なる 御 事 を、 再度 復 ねて 物 爲 させ 給へ るが 故に、 其 所 

に 委任ね て 二度 書され ざる 者な り、 惜此 云云より 次 文 を 隔て.^、 於是素 戔嗚尊 白-一日 神-曰へ 緩く 可き 文な りながら、 

其 實は天 鈿女見 之 而共言 也より 於是と 互る 文なる 事、 に 云 ふ を 見て 知るべし、 若て 此に、 日 神 曰、 吾 弟 所 IT 以上 來" 

非-一役 好意 r 必欲レ 奪 二 我 之國， 者 敷、 吾雖 n 婦女； 何當， 避 乎、 乃躬 装-一 武備， 云. <  と 有る は、 此 度の 御 事に は 似 著 はしく 

も 有らぬ 事共な り、 先に 迺 復扇レ iK 扇， 國上 n 詣于犬 一と 有る は、 密に窺 翁 ふ 狀に思 はれ 奉らせ 給 はむ 事 を 遠慮ら せ 御 在し + 

坐して、 其 神性の 健く 御 在し 坐す 任に、 然事々 しくな む 態と 物爲 させ 給へ ると 見 寧 りても 有りぬ 可し と雖 も、 右に^ 

ける 日 神の 御言 は、 古史 第 六十 三 段徵に 「此に 御子 生み 給へ る 事の 初 度に 上り 坐せ る 度の 事なる 上 は • 役 上り 給へ る 

時に 斯る 御言の 有る まじき 謂な り」 と 云 はれた る は 然る 首な り、 但 古史に、 吾 弟 所 n 以上 來 1 非二復 好意 一と 一； ムふ迄 を 取 

られ たれ ども、 予は猶 其 を も 取る まじく 所思え たり、 其 は 右に 註せ るが 如く、 天鈿女 命の 見え 奉りて、 素 斐 嗚份〉 の來 

意 を ：！ 神に 告げ 奉りて、 其 辭見を 日 神に 直に 令レ& 奉らる- - なれば、 右の 御赏 も猶初 度の 所より 棍れ 入りつ る 文な り 


と 正しく 知らる，^ なり、 古人の 多く 然 誤れる は、 天 鈿女見 之而の 見之而 を、 見レ之 而と訓 める よりの 事に て、 麻美延 

麻都理 S と訓 むべ き 所なる を 知ら ざれば なりけ り. (巳に も譬へ 云 へりし 如く、 此 神の 御 事に 比ら ぶる は甚 恐き 事な 

がら、 後宮 職員 令に、 內侍 司尙侍 二人、 掌 供つ 奉 掌 侍 奏請 宣傳ー 云々 と 有る 義 解に、 謂 奏而請 一一 其 報 一と 有る も、 御中 取 

り 持ち 仕へ 奉る 事に 當る是 なり、) 

ココ 二  ス サノ ヲ / ミコト ゥケ t マヲシ クマ ハク  ァレ モシ ォ モヒョ カラ ヌ コトヲ テ マタ ノ. ホリ キタレ ラバ  7- 力 イマ々 ヒテ タマ ヲ ウメ ラム-、 コ 

於是素 ^{嗚 尊 誓 之 曰。 吾 若 懷，， 不 善， 而 復上來 者。 吾 今嚿， 玉 生兒。 

カナ ラズ マサニ ナラ ヒメ ミコ ム  力 力 ラ バ ベジ クー タシ タ マフ ヲミ 十ヲ  マシ ハラ/ ナっッ クー！  二  モシ マラ キヨき ココ a バ  力 十ラズ マサニ ナサ 

必 當 爲. 女 矣。 如此則 可. 以_1 降 女 於 牽 原 中國； 如 有，， 淸 心, 者。 必 當 生 

ヒコ コラム  う 力 ラ バ 、ぺシ タマ フ ヲ トコ ヲシ ラシ メマ マノ ハラ ヲ  マタ ナネ /; コト ノ タマへ ラム モナ シ マタ す 十.； ン カラム トマ ヲシ タマ ヒキ コ / ゥケ ヒ-ー 

矣。 如此則 可. 以 k 男 御，， 天上； a 姊 之 所^ 亦 同， 此賛 

ココ 二 ヒノ 力-.、 マヅ 力 ：- タマ マト ゾノ  づカ 〃ル ギヲ -ンカ シカ カレス サ / ヲ/ ミコト スナハ ヲ モク ルル 二 ト 力- ン ゾ / ヒータ リノ ミミ-:;' ラニ セル マ 力 ィ 

於 是曰祌 先， 十 握劎， 云云。 素 #{嗚 尊 乃 轔轤然 解，， 其 左 髻所. 纒五 

ホ ヅ ミス マル ノ タマ/ ヲヲ テ  ヌナ ト モモ ユラ 二 スス ギゥケ 7 メ  / スナ ホ --  クミ ゾノ  ニノ ヲヲ  ォカシ コレラ 匕 タリ/ タ ナウラ-一 

百 筒 統之壤 綸^。 瓊 響墙墙 濯 難 於 天 獰 名 井； ，其 a 端 一 置-之 左 掌 1 

-r  七シ マ七ル コ マサ 力  ァ カヅ カチ ^  V ビ ァメ  / オシ ホ ト  マタ クヒテ ギリ/  ニテ  ォカシ ゾレヲ £ギ リノ タ ナウ-フニ テ 

而。 生 兒正哉 吾 勝 勝 速 日 天 忍 穂 根 尊。 復 嚷，， 右瓚： 置，， 之 右 掌， 而。 

生 ^l^穗t^Iぶlト。  s:¥4vi ぎ ま 1i» 也。 次 天津 彥根 

「， ；： イバラ キ，' ケ. ニノ ミヤ f コ ヌ力 タ べズ ムラ， チ ラガ トホヅ すヤ 小リ  マキ 二  f グ ゥ ヒコ ネノ  ：-リ ト  t  * キニ ヒゾ フ r ヒノミ 「ト 

此 茨城 國造額 田 部 連 等 遠祖 也。 次 活津彥 根 命。 次 燥 速 日 命。 

；- -ギニ 々マヌ すホ ス：、 ノ  コト  ァ ハセ テ ム ハシラ / ヒコ- 、コ マス 

次 熊 野大隅 命。 凡 六 男矣。 
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ロ訣に 前章 下 同 n 第三 一書， と 有る が 如く、 此は實 に瑞珠 盟約 章に W づ べき 文の、 前後 相 混雑れ て此に 列な りたる 者な 

り、 新宮 本に は 其 章の 一 謦 共に 四 有りて 此文其 第 一 に 》 でたり，、 然れ ども 其 は 中古の 誰 やし 人の 手に か 成りた る 事な 

りけ む、 古に 必す 然る 本の 有りて 傳 はれる に は 有る ベから す、 誰が 目に も 其 前後 混雑れ たる 事に 見 ゆるが 故に、 此ー 

書中より 文 を 二に 別けて 書き 魔め たる 者と なむ 所見たり ける、 然れ ども 其 取捨の 狀 未だ 能く も盡 さ，， る 所有り て 快 か 

ら ざるな り、 其 全文 を此に 舉げて 論つ らふ 可し- 其 は 一書 曰、 素 斐烏尊 千 座 置戶之 解除、 以， 一手 抓ハ 爲， 一吉 抓 棄物ハ 以， 一 

足 抓， 爲 n 凶抓棄 物 f 乃 使 TfK 兒屋命 掌-其 解 錄之太 諄辭， 而 宜., 之焉、 世人 愼コ收 己 抓-者- 此其緣 也、 旣而諸 神 噴-, 素斐 

烏 尊， 曰、 汝 所作 甚 無賴、 故不， 可， 住，， 於 天上； 亦不， 可， 居，， 於 葦原 中國 f 宜，， ， 急 適，， 於 底根國 f 乃 共 降 去、 于時霖 也、 

素 突 烏 尊 結 n 束 青草， 以 爲，， 笠 蓑， 而- 乞，， 宿 於 衆 神 f 衆 神 曰、 汝是 躬行 濁惡而 見，， 逐謫， 者、 如何 乞，， 宿 於 我 f 遂 同距， 之、 

是以 風雨 雖， 甚、 不ん お，， 留休， 而 辛苦 降 突、 自， 雨 以來、 世諱 T 著，， 笠 蓑， 以入 * 佗人 屋內 h 叉， 違 T 食，， 束 草， 以人气 化 人家^ h 

有レ 犯， 此 者- 必 俊，： 解除 f 此 太古 之 遺 法 也と 有る 文 は、 此 一書の 績 きに 遺る 可き を 右に おな たる は、 若く は  一， K 上に 

混れ 入りた るに や、 其始に 在るべき 故 諸 神 大喜卽 科 之の 文此に 在りて、 右の 如く 二に 割る 時 は斷々 に 成りて、 互に 文 

を 成し 難き を 以て 知らる & なり、 (然れ ば 此は狡 意 を 以て 然爲 つるに は 有る ベから す、 右の 一 書 曰より i て此 までの 

文 は、 其 章に W づ ベから ざる 語の W でた るに 心 を 寄せて 見る 可く、 叉 其 文 も、 此 一 書に 在る が 如く、 故 諸神大 喜. P 

科-之 素 斐嗚尊 千 座 置戶之 解除； 云々 と 有るべき を 思 ふ 可し、) 又 次に、 是後素 斐烏尊 曰- 諸 神逐， 我、 我 今 赏，， 永 去つ 

如何 不 T 與，， 我 姉-相 見 1 而揎 自徑 去歟、 迺後 扇，， 天國， 上,. 詣于 fKf 時 天銦女 見之而 吿；, 言 於 日 神， 也、 日 神 曰、 吾 弟 所 I 


以 ヒ來？ 非， ー復 好意 f 必欲レ 奪， 一 我 之國， 者 敷、 吾雖 一， 婦女 f 何當， 避 乎、 乃 躬裝， 一 武備， 云々 と 有る は、 本より 此 1 書に 遺 

る 可き 事の 彼處に W でたり し 事 論 無しと 雖も、 其 升. 天の 事 は 前後 共に 二度 有りし 御 事なる を、 同じ 狀 なる 事なる 故に 

疊 まりて 此にー に K でた るな り、 然れ ども 右の 如くに ては此 一書に 再度の 御 事足 はす 成り、 又 前章に 人れ て は 剩る所 

なむ 出來 める、 其 は 右に 引ける 是後素 #: 鳴 尊 曰 云々、 天 鈿女見 之而吿 一目 於 日祌, 也まで は此 一書に 在るべく して、 上 

に 云へ るが 如く、 吿っ貢 於 日 神， 也、 於是素 棄嗚尊 白，： 日 神， 曰、 吾 所 TI 以更 昇來， 者 云々 と續 きて、 必す此 一書の 文 なれ 

ば 上に 在るべき に 非す、 但其 中より 扇，, 天國， 上つ 詣于天 ^ 時の 字を此 にも 取りて、 次なる 日 神 曰、 吾 弟 所 ri 以上 來？ 

非- 1 復 好意， 云 々 の 文の 復字を 除きて 右の 初 度の 時の 事に 係くべく して、 卽ち 前章に 收 まる 可き 文なる を、 初 後 共に 同 

じ狀 なる 事の 相 重 復れる 故に 各 混 一に 成りて、 此には 足らす 彼に は餘れ るに なむ 有りけ る、 又 右の 必欲レ 奪 n 我之國 1 

者 敷、 吾 雖，： 婦女： 何當 i  、乃躬 裝，， 武備， 云々 は、 前章 第一 一書に、 曰 神 本 知ヨ素 戔嗚尊 有，， 武健 陵， 物 之 意； 及 n 其 上 

至， 便 謂、 弟 所？！ 以来， 者、 非，, 是 善意 f 必當， 奪， 我 天 原； 乃設， 大夫 武備： 躬 帶，, 十 握 31 九 握^ 八 握劍： 叉 背 上 負， 靱、 

又臂著 n 稜咸高 ISf 手 握-一 弓箭？ 親 迎防禁 と 有る を 約め たる 者な りければ、 再度の 事に は 似 著 はしから すして 此は 全く 

初 度の 文なる 可き 事、 上に 委しく 辨 へたる が 如し、 (此 は新宮 本に 就ての 論なる が、 凡て 此 一書の 狀を思 ふに、 初よ 

り然 B 巧雜 たる 傳 なりけ む を、 撰者の 其 任に 書され たるなら む を、 後に 快から す 思 ふ 人の 有りて 正し 書し けむ を、 叉 其 正 

し 方 も 右の 如くに 甚 以て- m き 者な りと 知る ベ し、 然れ ども 此 一 書に 謂 ゆる 瑞珠 盟約の 御 事 を此に W だせる は甚 しき 誤 

なる 者な り、) 偖 此に舉 げたる 文 は 前章 第三 一書に 同說 なる 事、 ロ訣に 註せ るが 如し 故に 今此を 合せ 試みる に、 此 1 
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書に、 於是素 戔嗚尊 誓. 之 曰、 吾 若懷， 1 不善， 而 復上來 者、 吾 今嚼レ 玉、 生兒 必當， 生， 女矣、 如 此則可 =, 以降，， 女 於 葦原 

中國 T 如 有，： 淸心， 者、 必常， 生， 男矣、 如此則 可" 以 使，， ， 男 御，, 天上？ 姊之 所, 生 亦 同，, 此 誓？ 於 是日神 先 嘴，， 十 握 5- 二- ム々 

と 有りて、 此 にて は 其 誓約の 御 一一- a を 素斐嗚 尊より 申し 奉らせ 給へ るな り、 然る を 前章に は、 日 神與， 一 素 戔鳴尊 3 隔， へ大 

安河， 而 相對、 乃 立 約 曰、 汝 若不レ 有，, 針賊之 心， 者、 汝所， 生子必 男矣、 如 生レ男 者、 予 以爲， 子而 令， 治 =天 原-也、 於 

是日神先食，,^^^握劍，化生兒瀛津島姬命、 亦 名 市 件島姬 命、 叉 食，， 九 握劍- 化生 兒湍 津姬 命、 叉 食，， 八握纽 f 化生 兒田 

霧 娘 命と 所見て、 其 第一 一書の 狀も大 旨此に 同じ、 然は 有れ ども、 其に て は 日 神の 御 方より 誓の 御 貢 を？ lis し 給へ るに 

て、 傳の狀 は 等しき 物から、 其 自他の 差異 有りて 何れ か 其と 辨ふ 可から ざるが 如しと 雖も、 此は 互に 文 を 略 かれたり 

し 者なる にて、 此 一書 は 更なり 前章 正書 第二 一書 共に 素 # ！嗚 尊の 御 方より 係け 奉らせ 給へ る 御 事の み 有りて、 口 神の 

其に 應 へて 詔 給へ る 御言の 有り つらむ を傳べ 漏し、 叉 其 第 f 一  書、 第三 一 霄 等に は、 日 神の 御 方より 共に 應 へさせ 御 

在し 坐し ける 御言 のみ 有りて、 素斐鳴 尊より 誓び 中 させ 給 へ る 御ず の脫 けたる にて、 互に 意 を 補 ひて 聞く 可き 事な る 

由 も 相 合 はせ てぞ所 知る める、 其 事 巳に 條 十四に 註せ り、 (舊 事紀に は此ニ を； i さすして、 -ナ 、照 太 神沒問 曰、 若然者 

何以將 明，， 爾之 赤心？ 汝 言 虚實、 何以爲 I 驗、 素斐 嗚尊對 曰、 請 與レ姊 共 誓、 夫 誓約 之 中、 必當， 生， 子、 如 吾 所. 生是女 

者、 可 有- 1 獨心？ 若是男 者、 可 k ョ爲有 n 淸心 r 卽掘， 1天 之 M 名 井 三處， 突、 天 照 太 神與. 素 斐嗚尊 f 共隔 -1H< 之 安 

河， 而 相對、 乃 立 誓約 曰、 汝若 有，；^ 賊之 心， 者、 汝 所， 生 之子必 女矣、 如 生， 男 者、 卽 以爲」 子 令， 治，， "大 原， 矣云. r と 

所見た る、 此は此 を も 失 はす 彼 を も 捨て じと 唯 集成した るの みに て、 然る 心 用 ひ は 勿ら ざらめ ども、 暗に 事赏に 相 叶 


ひて 甚々 美 好き者な りかし、) 叉 此は六 男， の說 なる 事、 全く 前章 第三 一書に 於け るが 如し、 然るに 新 宮本を 見れば 素 

斐嗚尊 乃 輥轤然 解，， 其 左髻所 A 纏 五 百 箇統之 凄綸， 而、 響 捲. <灌っ 浮 於天淳 名 井？ 嚼，， 其 瞳 端： 置，， 之 左 掌， 而、 生 兒正哉 

吾 勝々 速 日 天 忍穗根 尊、 後 嚼，， 右叆 f 置 U 之 右 掌， 而生兒 天穗日 命、 此 ffi 雲 臣武藏 國造土 師連等 遠祖 也、 天津 彥根 命、 

此 茨城 國造額 田 部 連 等 遠祖 也、  活津彥 根 命、 次 熊 野 機樟日 命、 凡 五男 矣と 有りて、 此には 例の 五男 神の 傳 にて 逢 

速 日 命の 五 字 無く、 叉此 一 書に 凡 六 男 笑と 有る を 凡 五男 矣と 易へ たる は、 此 に錯亂 有る 事 を E ャ えて 瑞珠 盟約 章に 移し 

たりし 人の 所 置に て、 本より 御 紀に然 有りし に は 非ざる 可し、 (凡て 此 事に 限らす、 實に 正に 然 有りて しがな ど 思 ふ 

事の 一 本な どに 其 求む る 心の 如く 有る は、 中々 に 人の 手 を經て 成れる 者に て、 古意に 非ざる 事 も 有る 者ぞ かし、 然れ 

ども 此は必 す 五男に て 有ら 將 欲き 所な りかし、) 〇 懷，, 不善 一は、 私記に 與加良 奴 古 止 乎 於 毛 比 と 有り、 此は 上なる 非 

- 一役 好意 一の 日 神の 御 一 百に 應へ 奉りて 中し 奉らせ 給へ る 所な り、 卽ち 前章に、 素 棄嗚尊 對曰、 吾 元 無， ー黑心 r 云々、 請與 

レ姊共 誓、 夫 誓約 之 中、 必當 レ生レ 子、 如 吾 所 A 生是女 者、 則可レ 以ョ爲 有， 一 濁心ハ 若是男 者、 則 可， 以， y 爲 有，， 淸心， と 見え、 

第一. '一書に、 吾 元 無，： 惡心 f 唯 欲，， 與， 姊相 見； 只 爲，， 暫來， 耳、 叉 第二 一書に、 請 吾與， 姉 共立，， 誓約？ 誓約 之 間 生レ女 

爲-; 黑心？ 生， 男爲， 一 赤心， と 有る 意 を然言 約め たりし 者な り、 〇 復上來 者の 復字 は、 此は 上に 云へ るが 如く、 前章の 錯 

亂 なれば 無き 方 宜しと 雖も、 此 一 書 は 再度 Q 心に て傳 へたる なれば 始 より 誤りて 然有り„:^るなりけり、 〇#1 レ玉 は、 

今 本に 齧 字に 作れる を、 . 新宮 本ロ訣 本に 依れり、 卽ち 前章に、 黠然 咀嚼 此云， 一佐 我彌爾 加武， と 有り、 傳 十三に 云へ 

り、 、に、 壞響 fJ? 々、濯 n 浮 於 天 淳名井 r 曙-一 其瓊端 一一 K々、 復曙， 一 右 n さ 云々 と 有る 是 なり、 〇 如此則 は、 加々 良 婆と 訓む 
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べし、 如此有 則の 義 なり、 加々 流の 例 は 鎮火 祭 詞に、 如是 時爾 云々、 萬 葉 二  (二十 三 丁) に、 如是 有 乃、 豫知 勢邀、 

五 (七 丁) に、 母 智騰利 乃、 可々 良 波 志 母與、 义 (四十 丁)、 可 加良受 毛、 可 贺利毛 神 乃、 末 爾 麻 仁 等、 十一 (十一 一一 

丁) に、 此 有戀不 相、 十四 (二十 丁) に、 伊 禰都氣 波、 可 加 流 安 我 手^ 十七 (二十  一 丁) に、 可 加良牟 等、 可 綱 底 

思理世 婆、 ，f 八 (二十 丁) に、 遠 代爾、 可々 里 之 許 登 乎な ど 有り、 (此を 加々 良 婆と 一 K へる 婆 は、 此則 字の 義 なり、 

然 れば此 なる は、 須那波 知と 訓 ますても 有りぬ 可し、) 〇 可 一， 以降 一一 女 於 葦原 中國 一は クズに 且姊之 所 t 生 亦 同一 ー此誓 一と 有 

る を 見， るに、 日 神の 所 生る にも 女御 子 を 成し 奉らせ 給 へ ら むに は 黑心御 在し 坐す と 云 ふが 如く も 見 ゆめれ ども 然る 可 

からす、 吾 女御 子 を 生み 日 神 男 御子 を 成し W でさせ 給 はむ を 以て、 此方に 不善の 心有る 徵 とし、 H^,3SR 御子 を 成し 日 神 

に 女御 子 を 生ませ させ 御 在 し^さむ を 以て、 此方に 好意 有る 徵と 成す 可し とに て、 何れにしても 變方 にて 男 御子と 女 

御子と を 所 生 坐せ る 事に て、 諸共に 男 御子の み を 生 坐し 女御 子の み を 成し 給 ふと 云 ふ 倚より たる 車に は 非ざる 可し、 

此事 能く 爲すは 混 ひぬ 可き 事共な り、 倦 此は素 戔嗚尊 本より 淸 明き 御 心 御 在し 坐す が 故に、 御身 ら男 御子 を 生み 坐 

さむと 所 E わしければ、 其 は 天 神 御子と して 立て 奉らむ、 其に 對 せて 日 神に 女御 子 を 決めて 成し W でさせ 給 ふ 可し、 其 

は i 原 中 阔 に：； 八 降し 給 ふ 可き.^ を させ 給 ふに て は 有り けれども、 若 然も 有らす して、 此方に 黑 心の 徵 所見て 女御 子 

を 生み 成したら むに は、 吾と 共に 直に 天降し 給 ふ 可し と 申し 奉らせ 給へ るに て、 卽ち是 御 誓約の 御 1! と 中し^ る^な 

りかし、 (然れ ば此に 葦原 中國に 天降し 給 ふ 御 事 は、 右の 如く ニ義に る 者な りと 雖も、 其 意 を？ i る 時 は 信に 分明し 

く 間 ゆめり、 下の 且吾以 淸心， 所生兒 等の 所に 云へ り、) 卽 ち此傳 はし も 尊ら 前章 第三 一 書と 同說 なる が、 其 御子 生 


み竟 たる 後の 文に、 便 取，, 其 六 男 f 以 爲，, 日 神 之 子 r 使 一天 原？ 卽以 -1 日 神 所レ生 三女 神， 者、 使レ 降つ 居 于葺原 中 國之宇 

佐 島 ー芡、 今せ， 一海 ^道中つ 號曰 二道 主 貴 f 此筑紫 水 沼 君 等 祭神 是 也と 所見た る、 此卽ち 其 結と 成る 所な り、 若て 此 一 

書 はし も卽 ち磐戶 段に て、 素戔嗚 尊の 巳に 神逐 はれさせ 給 ふ 所有り、 此は叉 其 再び 升ら せ 給へ る 所な り、 此 末に、 且 

吾 以-: 淸心， 所， 生 兒等亦 奉 ー1 於姊， と 申させ 給へ る 御 事 有り、 右の 二 書に 三女 神 を 天 降し 給 ふ 事 有り、 又 其 第一 一書に、 

乃 以，， 日 神 所， 生 三女 神， 令， 降，： 於 筑紫洲 f 因敎之 曰、 汝 三神宜 T 降 n 居 道中-奉 レ助 U 天孫？ 爲，  一 fK 孫， 所 祭. H 也と 有る も、 

其に 引き 代りて 宣り 給へ る 大御ー 百なる を 知る 時 は、 上よりの 條理 貫き通り て甚々 混 ふ 方 無くなむ 所 聞え たりけ る、 

(此 時に 至りて 卽ち始 に 素斐嗚 尊の 申し 奉らせ 給へ る 御 誓約の 御 詞に少 かも 違 ふ 事無く 結ばれる を 以て、 其 初の 事共 

に 心 を 著け す は 有る ベから ざ. る 者に なむ) 〇淸 心 前章に W づ、 偉 十三に 註せ リ、 〇 必當， 爲， 男 矣の男 を、 袁能 古と 訓 

めり、 又 右の 必當 レ爲， 女 矣の女 を、 古本に は 袁牟郑 古と 訓 みたれ ども、 私記に は 女 乃 己奈良 牟と訓 めり、 偖此と 同じ 

男女 を、 前章 叉 其 第 一 一 書 第一 一 一 書 等に、 麻 須良袁 叉 多 和 夜 賣と訓 み、 第三 一 書に 至りて、 男 字 を此と 同じく 袁能古 

と訓 みたり、 然れ ども 其 は 各 比 古 美 古 叉 比賣美 古と 訓み 奉る 可き 所なる が 故に、 予が傳 に は 然訓み 改めた る は、 此は 

ロ訣 にも、 前章 下 同 二 第三 一書 說, と 云へ るが 如く、 其類說 なる 故に 外と は異 りて 男女 を 袁能古 又賣能 古と 訓み 来れる 

なる 可き に 就て、 此古ー 百の 失な む 事の 可惜し くて、 右の 如く 訓 みたるな り、 敏達 天皇 十二 年御紀 に、 韓婦を 加 良賣能 

古と 訓 めれば、 袁能 古と 云 ふ も 古き 事な りけ り、 皇極 天皇 四 年御紀 男女の 子 共の 事 を袁能 古賫能 古と 訓 める に、 續紀 

第 十三 詔に、 男 能 未 父 名 负，， i 女波 伊 婆 湾 奴 物 S 阿禮夜 と 有る を も 其 例に 訓 まれたり、 萬 葉 一 一 (四十 丁) に、 男自 物、 
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脇插 持、 六 (二十 五 丁) に， 取而 可來、 男 常 曾 念、 又 (二十 六 丁)、  士也 母、 签應 有、 七 (二十 八丁) に、 此 31、 草 

莉小 子、 十一 (二十  一丁) に、 男士 物屋、 戀乍將 居と 有りて、 男 叉は士 又は 小 子 を袁能 古と 訓み、 古今 集詞 書に、 

「秋立つ日 上の 袁能. fOii ハ賀 茂の 河原に 河 逍遙し ける 云々、」 叉 「寛 平の 御 時 七日の 夜 上に 侍ら ふ 袁能古 共 ^奉れと 仰せ 

られ ける 時 云々、」 又 「貞觀 の 御 時綾綺 殿の 前に 梅の 木 有りけ り、 (中略) 上に 侍ら ふ 袁能古 共の 詠みけ る 序に 云々、」 

催 馬- 樂 律の 我 門 乎に、 和 加々 止 乎 止 散 加 宇 散 禰留乎 乃 己 云々 など 有り、 (此袁 能 古と 云 ふに 對 へて は 必す賣 能 古と 云 

ふ 言 は 有りぬ 可き 害な り 事、 右に 云へ る  一 二の 例の 如し、 然れ ども 中 昔より は 此の 言 餘 りに 用 ひざり けむ 見當ら す、 

名義 抄には 女 字を袁 牟那、 叉牟 須賣、 叉那 牟遲、 又 袁牟那 古、 又賣 阿波 須 など は 有れ ども、 賣能 古と 云 ふ 一一 一一 C 無し、 然 

りと て袁能 古と 云 ふに 對て は然云 はすして は 首の 調 はざる なり、) 〇 可 B 以使， -男 御-一天 上， は、 卽ち 右に 已に 註せ るが 

如く、 上 章 第三 一 書に 在る 日 神の 御言に、 汝 若不レ 有，， ぜ賊之 心； 汝所レ 生 子必男 突、 如 生 i 男 者、 予以 爲レ子 而令レ 治，, 

天 原， と 有る、 是卽 ち此時 Q 曰 神 Q 御對 なり、 叉 其 末に、 故 曰祌方 知，， ， 素 戔嗚， 兀 有，， 赤心 ハ 便 取，, 其 六 男， 以爲， 日 神 之 

子 T 使治ヒ K 原, と 有る は、 其 正書に 謂 ゆる 其 物 根の 所 由 を 以て 日 神の 御子と 爲 させ 奉り 給へ るな り、 此に 依れば 此 

の デ、 上は傳 十二に 註せ るが 如く 1K 原と 訓 むべ きな リ、 然れ ども 古本に 此 天上 を 阿 米と 訓 める も理 有る 事に て、 萬 葉 一 

(二十 四 丁) に、 高 知 也、 天 之 御蔭、 天 知 也、 日 之 御薛、 二  (三十 六 丁) に、 久堅 之、 fK 所 知 流 君 故爾、 三 (五十八 

丁) に、 久堅 乃、 天 所 知 奴禮、 又、 吾 王、 天 所知牟 登な ど 有る に 依りて、 天上 を も 語の 續 きに 隨 ひて 此は阿 米と 訓む 

可き なり、 (古事記に、 天 知 迦流美 豆 比賣と 中す 神 名の 御 在し 坐せ る、 おの- 大知も 然る 例なる が 如く なれ ども、 此は 


天上 を 知る の義に 非す、 雨 を 知り 給 ふ 由なる 事、 傳八卷 に已に 云へ り、) 〇 所 生 を、 上なる を 宇 米 良 牟と訓 める、 卽 

ち瑞珠 盟約 章に 在りて 偉 十三に 云 ひ、 此 なる を 那志給 波 牟と訓 める、 其は俾 十四に 云へ るが 如くに て、 同じ 語の 重な 

る を 以て 二に 蔵み 分けられ たりし 者な り、 〇 亦 同 n 此誓- は、 日 神の 御 方 にても 男 御子 を 生み 奉らせ 給 ひて、 淸き御 心の 

表と 爲る義 にて は 有る ベから す、 如, 此く相 共に 誓 ひさせ 御 在し 坐す 內に、 素斐嗚 尊の 黑心御 在し 坐 さむに は 女御 子 を 

成し 出で 給 はむ、 其に 對へ て は 日 神の 成し W で 給 へらむ も 男 御子に 御 在し 坐 さむ、 叉 淸心御 在し 坐 せらむ に は SR 御子 

ぞ 成し 出で 給 はむ、 其に 對 へて は 日 神の 成し 給 はむ 御子 は 女御 子に 御 在し 坐 さむと 誓言 を 立てさせ 御 在し 坐し けるな 

り、 日 神 も 其トを 合せ 給 ひて 諾 はせ 給へ る證 は、 上 章 第一 一， 誉に、 於 是日祌 共，， 素斐嗚 尊， 相對丽 立， 誓 曰、 若 汝心明 

淨不レ 有 二 陵 奪 之 意 一 者、 汝所レ 生 兒必當 レ男矣 、首 訖先食 二 所 レ帶十 握^ 1 生兒 云々、 凡 三女 神 突と 有る、 此任 にて は 日 

祌は 何に 依りて 誓 ひ 給 ふと 云 ふ 事の 知られざる を、 汝所 レ生兒 必當， 女矣、 我 所 レ生兒 必當レ 男 矣と云 ふ 意に 見て 其義明 

ら かなる 可き 事、 已に傳 十四に 註せ るが 如し、 叉 其 第三 一書なる 日 神の 御 一ずに も、 汝若 不レ有 ，ー^ 賊之 心， 者、 汝所， 生 

必 男子 矣、 如 生レ男 者、 予 以爲， 子 而令レ 治， 1 天 原 T 於 是日神 先 食-一 其 十 握^-云々 と 有る 令レ治 n 天 原， の 下に も、 吾 如 生 

女 者、 汝以 爲レ子 而令レ 降，： 於 葦原 中 國-の 語 を 添へ て 聞か ざれば、 何の 事と も 其 始末 合 はざる 可し、 然意を 補 ひて 見る 

時 は、 天 照 太 神の 先に 三女 神 を 成し 給へ る 時に、 巳に 彼 正 哉 吾 勝の 御 雷 を 待た すして、 其 素斐嗚 尊に 淸心御 在し 坐す 

と は 所 知 食し 分けさせ 給へ るな りけ り、 (然れ ば 姉 之 所， 生 亦 同，, 此誓， と 云 ふ 事 は、 ニ祌 共に 男 御子 を 生み 奉らせ 給 ふ 

が淸 くて、 女御 子 を 成し 奉らせ 給 へらむ を黑 心なし と 云 ふ 義には 非ざる 也、 心 を 著く 可し、) 〇 於 是日神 先 啜， 一十 握 
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^, 云. -は、 前章 第一 fi 一書に、 於 是日神 先 食，, 十 握^? 化生 兒濕 津島姬 命、 亦 名 市 杵島姬 命、 又 食，， 九握劎 t 化生 兒湍 

津姬 命、 又 食， 一八 握劎 T 化生 兒田 霧姬 命と 有る 是 なり、 此三 女神の 御 事 は、 傳 十三より 十六 卷に 至る 迄 委しく 註し 奉 

れば、 今 此に云 ふ 限に は 非ざる を、 此 に五與 三女 神の 生れ W させ 御 在し 坐し ける 御箏を 列ね 舉 げたる 其 誤 を、 此に序 

なれば 云 ひて 其 惑 を 解きて むと す、 其は此 第一 一書に、 是後稚 日 女尊 坐 二 于齋服 殿- 而織 一一 祌之御 服 一也と 有る は、 此三 

女神に 渡らせ 給へ りけ り、 卽ち 天孫 降臨 章 第一 一書 下照嫒 命の 歌に、 阿妹奈 逮夜、 乙 登 多奈婆 多迺と 詠ませ 給へ る 

は、 在， 天 也お 棚 機 之と 云 ふ 事に て、 其 は拷幡 千々 姬命 を、 古語 拾遺に 天 棚 機姬； I と 中す に對 へて、 ^^棚機姬祌と&し 

奉る 御名 御 在し 坐す 證此に 在る 事な り、 叉 肥 前 風土記に は此宗 像大神 をし も 織 女神と 有るな ど、 彼此 考 合する に、 此 

齋服 殿の 御 時と. 、なる： 大磐門 開の 御 時に 神 衣 を 織り 奉らせ 給へ る 神 は 何れの 神 か 御 在し 坐 さむ、 右の 二 神 共に 相 S び 

て 仕へ 奉らせ 給へ る 故に、 栲幡 千々 姬 命に は 大石 門刖八 倉比賣 神と 申す 御名 御 在し 坐し、 此三 女神に は 天津 石 門別稚 

姬 神と t す 御名 御 在し 坐す 事、 已に傳 十七、 十八に 註せ るが 如く なれば、 此三 女神の 御 生 坐 を瑞珠 盟約 章に 牧 めざれ 

ば、 大いに 合 はざる 者な り、 是其 錯亂を 知るべき 一 證 なり、 (叉 天 石 門別豐 玉比賣 神と &す も此三 神の 御名な り、 其 は 

此三を 合せて 玉依姬 命と 申す と 同じ 意味なる 御 事に なむ 度ら せ 給へ りけ る、 但右 等の 事件 は甚 容易す からざる 說 共な 

れば此 に盡す 可く も 非す、 各 其 所々 に 云へ り考ふ 可し、) 叉 古史 第三 十七 段徵に 引かれた る！ K 孫 降臨 章 第 六 一書に、 

天 忍 穗根尊 云々、 娶，, 高皇産 靈尊兒 火之戶 幡姬兒 千々 姬命， 而、 生兒 1K 火 明 命、 ft- 生 nIK 津彥根 火瓊々 件 根 尊？ 其 天火 

明 命、 兒天香 山 命 是尾張 連 等 遠祖 也、 第 八 一書に も、 正 哉 吾 勝 勝 速 日 天 忍穗耳 尊、 娶 n 高 皇產靈 尊 之 女 1K 寓栲 幡千幡 


姬， 爲， 妃、 而生兒 號-, 天 照 國照彥 火 明 命 r 是尾張 連 等 遠 也、 大饒石 國饒石 天津 彦火瓊 々件 尊と 見えて、 天火 明 命 

は 饒速日 命の 御 事に して、 瑄々 件 尊の 御 爲には 御 兄な り、 其 天 香 山 命 は、 天孫 本紀 に、 天 照 國照彥 天 火 明输： 玉 饒速日 

命 天 道 日 女命爲 A 妃、 天上 誕 n 生 天 香 語 山 命-と 所見た る是 なり、 其 第 四十 六 段徵に 「石 凝姥 命、 天 香 山 命 同 神なる 由 

は、 神宮 雜例 集に 引ける 神宮 記に、 鏡 作 遠祖 天 香 山 命と 有 を、 神代 紀に鏡 作 遠祖 天 拔戶兒 石 凝 戶邊と 有り、 石凝姥 

命、 IK 香 山 命 同 神なる 上 は 天拔戶 神、 天火 明 命 同 神なる 事 論 無し」 と 云 はれた るに 意 を 得て、 猶叉予 深く 遠く 考瓦 一し 

て 定めた る說 有りて、 其は傳 十八、 十九に 已に 委しく 註せ るが 如し、 神 名 式に 越後 國蒲原 郡 伊 夜 比 古神 社 (名 神大) 

御 在し 坐す を、 一宮 記に 天 香 山 命と 有り、 其 伊 夜 比 古と 申す 神 名 は 天 照 太 神、 素虔嗚 尊の 御子 天 忍穗耳 尊に 渡らせ 

給 ひ、 御 孫 は 燒速日 命に 御 在し 坐し、 曾孫 は 此天香 山 命に 坐せば、 孫の 子た る 由 を 以て 稱へ 奉れる 神 名な り、 此を以 

て 見る 時 は、 其 御 孫と 有る 天拔戶 神、 曾孫と 有る 石 凝姥命 共に 此天 石窟 段に て、 卽ち鏡 作 神と して 仕へ 奉り 給へ るな 

り、 此を 以て 五男 神の 成し 坐せ る 事如此 く、 素 嗚 尊の 神逐 はれの 後に 在る 事 如何 は 疑 はしから ざら む、 是其 ニ證な 

り、 (然れ ば 伊 夜 比 古と 云 ふ は、 曾孫 を 和名 抄に 比々 古と 云へ るより は 古き 語な りけ り、 已に 若く 御 曾孫に 御 在し 坐 

す 神 すらに 此 事に 預 りて 仕へ 奉らせ 給へ る 者 を、 況てゃ 其 御子と 御 在し 坐す 三女 神な ど は、 尊ら 其 御 祈に 預らせ 給へ 

る 事 著明き 者 を や、) 叉 姓氏 錄 (山城 國神別 天孫) に、 山背 忌 寸天都 比 古 麵命子 天 麻 比 止 都 麵命之 後 也と 有り、 然るに 

古語 拾遺 磐戶 段に、 令 V 大目 一箇 神 作-一 雜刀斧 及鐵鐸 1 と 有りて、 謂 ゆる 五男の 第三なる 天津 彥根 命の 御子、 巳に 此に 

鍛冶 神と して 》 で 給へ り、 叉 古事記 同 段に、 取 一, 天金 山 之鐵， 而求 二鍛人 天津 麻羅 一而 科， 一伊 斯許理 度 賣命ー 令 レ作レ 鏡と 所 
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見た る 其の 鍛人神 は 誰か 御 在し 坐 さむ、 師の 定められ たるが 如く、 天 目 一 筒 神の 亦 名に 御 在し 坐す 事 申す も更 なる 

由、 十三、 十五に 註せ るが 如し、 此も亦 天 照 太 神、 素斐嗚 尊の 御 爲には 御 孫に 渡らせ 給へ り、 卽ち 是三證 なり、 此 

等の 事共 を 以て 見る 時 は、 此に 五男 三女の 神 等の 生み a; させ 御 在し 坐し ける 偉の 有る は、 入り 混 ひたる^ にして、 卽 

ち已に ロ訣に 前章 下 同，， 第三 一書 說， と 云 ひ、 混亂 前後 之說 乎と 云へ る は、 實に 謂れた る說 なる 者な り、 (然れ ば こそ 

上に 註せ るが 如く、 新宮 本に は 此 五男 三女の 神 等の.^ m させ 御 在し 坐し ける 御 事 を、 此 より 抄出して 端珠 盟約 章の 初 

の 一 害に は 置たり けれ、 如何にも 然 無くて は 叶 ふま じき 所に なむ、) 〇||轤然此さーゃ^„れ苦§5々爾，の乎謀は綸亦にて、 

卽ち 次に 謂 ゆる 五 百 篚統 之 虔綸を 云 ふなり、 苦 留ケ爾 は、 口 訣に解 瓊綸 -貌と 有る が 如く、 俗に 物 を 結ぶ にも 解く 

にも 久流久 流 登と 云へ る是 なり、 其字携 挑と 書け る を、 字書に 宛轉 循環 貌と 云へ り、 又 名義 抄に蝙 を 機 也と 注され、 

轤を M 轉木 也と 注された る、 其 字義に 合せて 知らる 可く、 此字を 書れ たりけ る 者な り、 古事記に 大傻 根子 日子 國欢琉 

命 を、 御 紀には 大日 本 根子 彥國牽 天皇と 書し 奉れる も、 華 は 括む 意に て 其も此 より W でたり、 和名 抄車 類に、 审、 和 

名久留 萬、 叉、 聲、 和名： 大久流 萬、 爲，： 輕輪， 人 挽 所， 行 也、 叉 副 車、 和名 曾 閘久流 萬、 俗 云 比 度 太 萬 比、 後^ 也な ど 

有る、 久流萬 は 施 囘の義 なり 叉蠶絲 具に 反 轉久流 閘枳、 漢語 抄說 同と 云へ る、 卽ち絞 革の 事な り、 又 綠訓， ：久 流？ 絡 

絲取 也と 有る を、 萬 葉 七 (三十 丁) に、 河内 女 之、 乎 染之絲 乎、 絡 反、 又 (三十 三 丁)、 眞田 葛^、 何^ 鴨 格而、 我 

衣將 服と 所見て、 f に 繰 レ綿叉 は 繰， 絲と 云へ る是 なり、 叉轉， 一日 次 T 叉轉， 暦日？ 叉轉 ，-,£85? 叉轉 一； 轆轤， などと 云へ 

る久流 も、 せ旋. „< と 巡らす 義な り、 萬 葉 二十 (三十 一 丁) に、 牟浪他 麻乃久 留爾、 叉 枳作之 加 多 米 等 之と 有る を 取り 


•  7» ,  クル クル 

て、 源氏 花！ 卷に 「久 流々 戸に 釘 刺 固め 来し 云々 」 と 有り、 卽ち根 機の 事な り、 此 等の 類 を 以て、 苦留々 繭は撓 挑と 

巡らす 義 なる を 知るべし、 (叉郭 字 を久流 和と 訓 める も 俗に 曲 輪と 書く 其 字の 義 なり 田 界を久 呂と云 ふ も 田の 外輪な 

る 謂な り、 叉 萬 葉 十五 卷 三十 丁に、 君 我 由久、 道 乃 奈我氏 乎、 久里 多々 禰と 有る も凹斷 ねに て、 其も圓 かに 凹みた る 

を 云 ふな ど、 皆 同類の 言なる を 知るべし、 通證 にも、 右の 和名 抄の 反轉 叉は糝 など を 引て、 廣韻耦 轤审屬 也、 又不 

レ 絕貌、 楊 雄 羽 獵賦、 檳紛 往來轔 轤不， 絶と 云へ り、 义纂疏 に は、 不レ絕 之義、 謂 二 瓊玉絲 綸之不 „ ^絕 也と 所見たり、 然 

れ ども 久流久 流と 物の 循環る を 云 ふが 本に て、 不レ絕 と 云 ふ は 却て 末な り、) 〇 瓊输 は邇能 袁と訓 むべ し、 ナ、 に は虔端 

を も然訓 めり、 叉. ff: なる 瓊 響の 訓を 乎れ 儺 等と 云 ふ は、 綸瓊之 音の 謂なる 是 なり、 古書 中に 此の 凄 輪と 綸虔の 外 は 多 

く は 多 麻能袁 とのみ 有り、 古事記 三 貴 子 段に、 卽其御 頸 珠之玉 緒と 見え、 海 神宮 段豐玉 S 毕賣 命 御 歌に、 阿加 陀麻 波、 

袁佐 SE 比 迦禮杼 云々、 玉垣 宮 段に、 亦 腐- 1 玉 緒 r 三 纏. 手 云. <、 握 M 其 御手-者 玉 緖且絕 云々、 亦所レ 纏-御手-之 玉 

緖 便絕、 故 云々、 など 有り、 叉 萬 葉 三 (五十 九 丁) に、 玉 緒 乃、 不絕射 妹 跡、 四 (五十 五 丁) に、 玉 緒 乎、 沫緒ニ 接 

而、 結 有 者、 在 手 後 二 毛、 不相在 目 八方、 七 (二十 七 丁) に 玉 緖念委 家 在矣、 又 (三十  一 丁)、， 曰 玉 之 結、 絕樂思 者、 

叉 玉 緒 云 者、 人將解 八方、 叉 照 左 豆 我、 手爾纏 古須、 玉 毛 欲得、 其 緒 者 替而、 吾玉爾 將爲、 十 (十八 丁) に、 玉 緒、 

長 春 日 乎、 十 一 (三 丁) に、 玉 緒 之、 念 亂而、 (九 丁) 叉、 烏 玉、 間 開 乍、 貫緖、 縛 依、 後 相 物、 又 (四十  一 丁)、 玉 

緖之、 不絕常 念、 叉、 玉 ：1 爾、 念 者 苦、 玉緖 乃、 絶天亂 名、 又 (a 十二 丁) 、玉 緒 之、 絕 而有戀 之、 又、 玉 緒 之、 久 

栗緣 乍、 末 終、 去者不 別、 同緒將 有、 又、 片絲 用、 貫 而有玉 之、 緒 乎^、 亂哉爲 南、 叉玉緖 之、 島 意 哉、 叉、 玉 緒 
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之、 問 毛 不置、 欲 見、 叉、 (四十 六 丁)、 玉 緒 之、 絕而肌 者、 十二  (二十 六 丁) に、 玉 緒 乎、 片緖爾 接而、 ^や 彌彌、 

叉、 玉緖 之、 長命 之、 又、 玉 緒 之、 絕而 亂而、 叉 (四十 一 丁) 玉 緒 乃、 徒 心 哉、 十三 (三十  一 丁) に、 玉 絡 乃、 長登 

君 者、 十六 (十四 丁) に、 眞珠 者、 緒 絕爲爾 伎 登、 叉、 白玉 之、 緒 絶 者 信、 十九 (二十 八丁) に、 珠緒 之、 惜盛爾 な 

ど 所見た る は、 玉 をし も 貫 連ねて、 頭に も、 頸に も、 手に も、 足に も懸 くる 物なる 故に 玉 緒と は 云へ るな り、 右に 引 

ける は 多く は發 語なる が、 其より 長し とも、 接る とも、 結ぶ とも、 貫と も、 括る とも、 纏く とも、 絕ゅ とも、 ； i しと 

も、 解と も、 別る とも、 移しと も、 蹄る とも、 間と も、 惜ら とも、 樣々 に 係る 辭 なりけ り、 又 冠 辭考に 引かれた る 萬 

葉 十二  (二十 七 丁) に、 桑子爾 毛、 成签物 乎、 玉之緖 許、 十四 (四 丁) に、 佐 奴 良久 波、 多 麻 乃 緒 婆 可 里、 叉^ 勢 物 

語に、 「逢 ふ 事 は 玉 緒 許り 所思 ほえて 徒き 心の 長く 見 ゆらむ」 と 有るな ど は、 實に 短く 僅なる 意なる 綾き なる 者な り 

かし、 (同書に 卷 十に 「玉 緖長春 日 乎と 有る は、 玉 を 貫け る 緒に 就て 長き と續 けたる のみ」 と 云 はれた る は 然る i3f- な 

がら、 右に 引ける 同 卷玉緖 之 島 意 哉と 有る 島 を 長 字に 改められ たる は 誤な り、 此は玉 緖の締 ると 云ふ續 きなり、 叉 同 

考に 「絕 は赭 より 絶と 綾け、 义；！ るな ど 云 ひ、 叉 は 貫きた る 緒の 斷 ちて 数の 玉の 亂るを W ハる亂 るに 冠ら しめ、 叉 は； M 

じ 緒に 數の玉 を 間 無く 貫きた る 以て、 問 も 置す て ふ 語に 冠ら しめたり、 又は 絶えた る 緒より、 新ら しき 緒に 移 し^く 

に 係け て 移 心と 云 ふなり、 古今 集に 「袂 より 離れて 玉 を 包まめ ゃ是 なむ 其と 宇都 世 見む かし」 と 詠める も、 本より 玉 

に 移す と 云 ふ 語の 有る を 以てな り」 と 云 はれた る は 然る 首な り、 右に 漏れた る 珠緖の 惜と續 ける は W 雲 神 賀詞に、 靑 

玉 能 水 江 玉 乃 行 相 S と 有る が 如く、 玉と 玉と 行き 合な - 觸れ當 ると 云 ふ 事な り、 此玉 緒の 事 は 傳六卷 に 已に註 せれ ど 


も、 此遭綸 又 遭 端 又 綸遵と 云 ふ も 一 事なる が 故に 引き W して 云へ り、) 〇 解 は、 私記に 比 支 止 支 e^- と 有り、 新 宫本又 

古本の 訓 も皆然 り、 卽ち ロ訣に II 轤然 M7i 曳瓊 輪- 貌と 有る 解曳是 にて、 曳は 引き 結ぶ 引き放つ などの 引に 同じ、 我が 

方に 物 を 引き 寄す る を 云 ふなり、 解 は 紐 を 解く 帶を 解く の 解に て、 此は其 御 髻に所 纏り し 凄綸を 引き 解き 持ち 曳き放 

たせ 給へ る を 云 ふなり、 右に 引ける 萬 葉 七 (三十  一丁) に、 玉 緒 云 者、 人將解 八方と 有る 是 にて、 上に 所 纏と 有る 五 

百箇 統之瓊 綸を携 i と 本に 復し 解き 曳く義 なり、 (叉 纏と 結ぶ と 意 通 ひて、 萬 葉 十二 卷 十五 丁に、 眞玉 就、 越 乞 兼而、 

結 鶴、 吾 下紐 之、 所 解 日 有 米 也と 有る 如く、 玉 を 纏に は 一 所の みならす 結び 合 はする 事な りと 見えて 彼方此方と 綾け 

たるな り， 其 事 を 下紐に 寄せて、 上に は 結 鶴と 云 ひ、 下に は 所 解と 云へ るな り、 0 瓊響搶 々此云 二 乎 奴 儺 等 母々 由羅 

爾 f 八 乎 权爾等 母 は、 瓊綸之 音 亦なる 事 右に 註せ るが 如し、 母 由 羅闞 の 事 は. h 、に 云ぶべし、 偖 私記に 凄 響逾々 を奴奈 

刀 毛 由 良爾. 師說云 作者 所レ誤 也と 云へ る は、 此には 右の 四 字 を 誓され ながら、 下なる 訓 注の 所に は 古くより 響の 

二字 を脫 せる を 云 ふと 所見たり、 此 にて は 綸に當 る 乎 字と 母 由 羅爾の 母 字と を脫 せり、 又新宮 本に は璋々 乎、 此云ニ 

奴 難 等 母 由 羅爾， と 有りて、 私記と 專ら 同じ 事なる なり、 此 には璞 響の 二字 を脫 せる が 上に、 綸々^ と 有るべき 所な 

ら ざれば、 彼 意に 常る 乎 字 を 狡 意に 上に 雇た るに て、 作者の 本意に は 非ざる 可し、 此には 佗の 例と は異 りて 乎 权儺等 

と 有る 深き 味 有る 事 なれば、 此は此 其 は 其な り、 削り 去る 事 勿れ、 古事記 三 貴 子 段に、 卽其御 頸 珠之玉 緒 母 由 良 運と 

有る を、 御 誓 段に は 奴 那登母 々由 爾と 出で たり、 一に は 玉 緒と 云 ひ、 一に は 奴那登 母と 云 ひて、 下なる 母 由 良爾に 

續くを 合せても、 必す此 は 乎 奴 儺 等と は 云 ひつ 可き 狀 なる ぞ かし、 (然る を 古本に 瓊響を 訓能於 登と 訓 める は、 中古 
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より 璋々 此云 一一 乎 奴 儺 等 母 々由 羅爾, と 作る 本の 有る に 依りて 然思ひ 誤れるな り、 新宫 本に 響 字 を 奴 俺等と 訓 めり、 達 

字は脫 けたるな がら、 訓 みは 古に 從 へる 者な り、 倍、 通證 に、 蓋 乎 奴緖音 也、 儺 等 母語 助と 云へ る は 誤な り、 辭の之 

を 那と云 ふ 事 速 吸 之 門 を 速 吸 名門と 云 ふ例是 なり、) 〇 搶璋を 下に 母 由 羅爾と 注せる は眞 動の 義 なり、 ロ訣に 搶擔玉 

聲と 有り. 天 孫 降臨 章 第 六 一書に 手玉 玲瓏と 有る も然訓 める が、 ロ訣 に、 铹ニ掌 際， 玉 昔と 有り、 萬 葉 十一 (五 丁) に、 

玉 響、 昨夕 見物、 今朝 可戀 物と 有る も、 玉の 動く 昔に 思 ふ 人の 來るを 知りて 相 見たり と 云 ふ 綾け なり、 十三 (八丁) 

に、 If: 有、 領巾文 光 蟹、 手ニ卷 流、 玉 毛 湯 良 羅爾、 二十 (五十八 丁) に、 始春 乃、 波 都 画 乃 家 布 能、 多 麻 婆 波 伎、 手爾 

等 流 可 良爾、 由 良久 多 麻 能 乎と 有るな ど は、 何れも 玉に 由 良久と 云 ふ例是 なり、 此は 玉に 限らす 鈴な どに も 云 ふ 事に 

ほ 茅 原  小 _s 過  百 

て、 顯宗 天皇 元年 御紀 に、 於 是老痕 奉 レ詔鳴 レ鐸而 進、 天皇 遙聞， 1 鐸聲， 歌 曰、 阿佐 3?^ 凝！ i、 嗚 贈禰嗚 須擬、 摸 謀 豆 拖报、 

奴 底 #羅 倶慕與 、於岐 毎 俱羅之 慕、 と 有る を釋 に、 朝 動， 鐸老嫗 來之由 也と 見え、 萬 葉 十三 (二 丁) に、 眞割 持、 

小 鈴 文 由 良爾、 手 弱 女爾、 吾 者 有 友、 十九 (十一 丁) に、 白 塗 之、 小 鈴 毛 由良爾 など 見えた る、 何れも 鈴の 鳴 ffiH を以 

て 云へ るな り、 由 良の 事 は 已に傳 六、 十七に 註せ り、 (叉 十三 卷に 註せ る 如く、 彼の 御 誓の 時に 増： に 依りて 成り 牛： せ 

る 三女 神 をし も 玉依姬 命と 申し 奉れるな るに、 亦 名 を 由 良 比 女 命と も 申し 奉れる 由 良 も 亦 右の 由 良に 異ならす、 通證 

に 云く、 詩 小碓八 鸞搶々 傳， ー请々 聲， 也と 云へ り、 叉 定家卿 歌に、 「玉 由 良 も 露 も泪も 留まらす 無き 人戀 ふる：；？ の 秋 

風」 叉 「玉 由 良に 昨日の 夕 見し 物 を 今日の 且に戀 ふ 可き 物 か」 など 見え、 鴨 長 明の 方丈 記に も 「何れの 處を おめ 如何 

なる 所作 を 成して か暫 しも 此身を 宿し 玉 ゆら も 心 を 慰む 可き」 と 有り、 〇天 淳名 井、 傳 十四に 註せ り、 0、 通 浮 は、 古 


本に 須々 岐宇氣 s と訓 り、 濯 は 前章 濯-於 天眞名 井， の 下に 云 ひ、 浮 は 其 第二 一書 浮つ 寄 於 天眞名 井-の 所に 云へ り、 傳 

十三. 十五に 委し、 斯 るに 新宮 本に は 浮 を 宇 碁 加 志と 訓 める も 一理 有る 事な り、 上に 轤轤 然と 云 ひ、 瓊綸を 解と 云 

ひ、 遭 響请々 と 云 ひて、 今玆に 濯がせ 給 ふ 所なる 故に、 浮 字 を 動かす と訓む 事、 古記 事に 振 TI^fK 之眞名 井一と 有る に 

打 合 ひて， 何恰き 事なる なり、 振と 云 ふ も卽ち 動かす 事 なれば、 水上に て 浮べ 取り 振り 濯がせ 給 ふ狀に 信に 然も 有り 

けむと 想像り 奉らる X 御 事な りかし、 (但し 浮 を 宇 碁 加 須と訓 める 義は 然る 事ながら、 人の 耳目 を 驚かさむ 事 を 怖れて、 

猶舊 きに 從ふ 者な り、 見む 人 其 宜しき を 取るべし、 〇 潼端 は、 a 能 袁と訓 めり、 前章 第一 一， 二 書に は、 素 f{ 鳴 尊 含， 一 其 

左 髻所レ 纏 五 百箇統 之瓊， と 有りて、 右 は瑄を 含め 給へ るなる を、 此は其 緒 を 嚼み斷 ち 給へ るに て、 卽ち 上に 謂 ゆる 五 

百 箇統之 蒦綸是 なり、 然るに 上 章 第二 一書に、 漠端 逢中虔 尾と 三相 鼓べ る 端 は、 初 中 後の 初に 當れる なれば、 波 志と 

訓 むべき 事 本よりの 事な り、 然る を此に 同じ 端 字 を 袁と瓊 める は、 然る 狀 にて 始終 を 對云ふ 所なら ざれば、 端緒と 熟 

する 字 を 用 ひて 其 括りた る瓊- 輪の 端 方 を 權 み斷 ちて、 其 粒ながら 御 掌に 置かせ 給 ひて 御子 を 成し 給へ る 趣 なれば、 邇 

能 袁と訓 みて 有りぬ 可き 事な り- (通證 に、 遣 端 前章 第二 一 書 訓二爾 乃 波 之， 宜レ從 と 云へ る は、 能き 心 著きながら、 此 

は 唯 其 虔綸を 解きて 碎き 別け させ 給へ るの み、) 〇 置， 一之 左 掌 一は、 前章 第三 一 書に は 著 一一 於 左手 掌中， と 有りて、 其 は 

瓊を 含みて 掌中に 置かせ 給へ るな り、 此は唯 其 凄嚼を 解きた る 任に 左 掌に 置かせ させ 給へ るに て少か 異なりと 雖も、 

共に 其 正書に 、濯，, 於 天 眞名井 r 黠然 咀嚼 而吹棄 氣噴之 狭霧 所， 生と 有る に 如かざる なり、 叉傳 十三に 已に 註せ るが 如く、 

其の 第二 一書に 見えた る狀に 三女 神の 物 根は瓊 なり、 五男 神の 物 根は劎 なる を- 此等は 共に 誤れる 傳 なれば 心 を 著け 
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て考ふ 可き 所なる 也、 〇 正 哉 吾 勝々 速 日； K 忍 穗根尊 は、 前章 第一 一書. 第二 一書に は 正 哉 吾 勝々 速 日 1K 忍 骨 尊と 作り、 

已 にも 云へ る 如く  * 此は其 第三 一書と 同じ 傳な るに、 其の 生み » で 坐し \ 御 事狀を 云 ふに、 著-； 於 左手 掌中 i 便 化 n 生 

男, 矣、 則 稱レ之 曰， 一正 哉 吾 勝 T 故 因 名 之 曰 二 勝 速 日 天 忍 穗耳尊 1 と 有り、 實に斯 る狀に 渡らせ 給 ふ 可き 御 事な りかし、 

傅 十六 見る 可し、 〇 嘴，， 右 遭， 置 n 之 右 掌- 而生 兒大穗 H 命 は.， 前章 第三 一 書に、 设含， ー右髻 之瓊， 著 n 於 右手 掌中？ 化 n 生 

天穗日 命， と 有る 是 なり、 此の 神の 御 事は傳 十三に 註せ り-、 〇 出 雲臣、 傳 十三に 云へ り、 〇 武藏 1: 造 古事記に、 天菩比 

命 之 子 建 比 良 鳥 命、 此无 邪-志 國 造之祖 也と 有り、 國 造本 紀に、 无 邪志國 造、 志賀高 穴穗朝 1、 出 雲 臣祖名 二 井 之 宇迦 

諸 忍 之 祌狭命 十 骨 孫、 兄 多毛 比命定 n 賜國 造， と 有り、 此名ニ 井 以下 十一 字 は訓み 難き 事な り、 .fr 、なる 相 武！； 造の 下に 

引ける 系 記に 依りて 考 ふるに、 天 夷 鳥 命の 子に 出 雲 健 子 命 有り、 卽ち 伊勢 命の 事な り、 其 子神狹 命の 一名 身狭津 

、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、 ^、  、、、、、、、、、  ^  、、、、、、 ゝ、 、、、、、 

彥命 又は 忍 人命 又は 諸 忍 1_ 命と 云 ふに 就て 或 人 云 はく、 「二 井 之 {于迦 諸 忍 之神狹 命と 綾け る 名な り」 と 云へ る は、 

然る 甘なる 可し、 其 子 五十 足 根 命、 其 子： 大比羅 手 命、 其 子 天 速 律 日 命、 其 子 二人 有り、 兄 天 宇 那比命 は. h 、に 謂 ゆる 島 

津國 造の 祖 なり、 其？ &天 彥蘇乃 日 命 は， に 引ける 姓氏 錄入間 宿 翻 條に謂 ゆる 天日 古 曾 乃 己 呂命是 なり、 其 子 武磐杵 

根 命、 其 子 古手 佐 布 命、 其 子 健 與呂比 命、 其 子 忍 立 化 多 比 命、 其 子 健 佐 都 j{ ^命に て、 兄 多毛 比 命 は 卽ち其 子に て、 天 

穗日 命より は 十一 一一 世 孫に 當れ り、 其 子 美 布 知 足 尼 道 ぞ此武 藏國造 入 間 宿 禰笠原 直 刑 部 檜 前 舍人直 物 部 大伴直 等の 祖な 

りけ る、 偖 叉 右の 兄 多毛 比 命 は、 高 橋 氏 文景行 天皇 五十 三年 安房 浮島宮 に 御 在し 坐して 御 食 令， 供給 ふ 所に、 遣レ 喚- 1 

無 邪 志國造 上祖大 多毛 比、 知. <  夫 國. 造上祖 天上 腹 天下 腹 人 等 I と 見えた る大 多毛 比と 云 ふ人是 なる 可し. 又 胸 刺！； 造 


岐 ra 國造祖 兄 多毛 比 命 兒伊狹 知 直、 定 r, 賜國 造-と 見え、 叉 菊麻阈 造、 志賀高 穴穗朝 御代、 无 邪志國 か. a 祖兄 多毛 比命兒 

大鹿國 直、 定 r: 賜國 造, とも 見え、 伯 歧國造 、 志賀高 穴穗朝 御世、 以 M 牟邪 志國造 同祖 兄 多毛 比 命 兒大八 木 足 尼？ 定 n 賜 

國造？ 又 大島國 造、 志賀 高穴穗 朝、 无邪志 國造兄 多毛 比 命 穴 倭 古 命、 定 つ 賜 國造， と 有る、 此は周 防 國大島 郡の 事なる 

が、 此を 以て 見れば 系譜に 依る に 武藏國 造と 任され 奉りし 兄 多毛 比 命の 子 三人 有りて、 一 は 美 布 知定尼 直にて 武藏國 

选の祖 なり、 一 は 胸 刺、 一は 菊 麻、 一は 大島と 三圃に 分れたり し 者な りけ り、 但し 胸 刺 は武藏 阈の內 なりけ む を， 今 

何方な りと も 知るべからざる が、 无 邪志國 造、 胸刺國 造、 知々 夫國 造と 三相 竝び たる は、 共に 今 Q 武藏 國ー國 なる を、 

其より 上なる 相武國 造、 師長 國 造と 有る 序 を 以て 推す に、 无邪志 は 和名 抄郡 名の 久良 都、 筑多 磨、 橘樹、 荏 原、 豐 烏、 

足 立、 新 座、 入 間な どの 地相 接續 きたれば、 此を云 ふなる 可し. 胸 刺 は 高麗、 比 企、 横 見、 埼玉、 大里、 男 衾、 蟠 

羅、 榛澤、 那珂、 兒玉、 賀美 などの 地是 なる 可し と 所思る 事 は、 神 名 式に 播羅郡 田 中 神社、 其 は 今 三 箇尻鄕 と 云 ふに 

御 在し 坐す を、 右に 云へ る 如く 弟武彥 命の 祖 伊勢 都 彦 命に、 S 尻 命と 云 ふ 名 有る を 以て， 胸 刺の 地此に 在る を 知る ベ 

く、 知々 夫 は秩父 郡なる 可き 事 云 ふ も 更なり、 然る を景行 天皇 四十 年御紀 に， 日本 武 尊の 自 甲斐 ー北轉 r: 歷武藏 上野 1 

と 有る は、 其 三 を 一 に 合せた る 後より 云へ るに て 當昔已 に 然るに は 非す、. (武 藏國の 名義 は 其傳に 就て 說く べし、 棲 

紀神護 景雲 元年 御紀 に、 十二月 千： 午、 武藏阔 足 立 郡 人外 從五 位下 大部 直 不破麻 呂等六 人、 姓武藏 宿禰？ 甲 申外從 

五位 下 武藏宿 鼸不破 麻 呂爲ュ 武藏國 造-と 有る、 大部 直 は 日本 後記に 弘仁ニ 年 九月、 出 羽 國人无 邪 志 直 膳大伴 部廣勝 

姓大伴 直， と 有る 是 なり 靈異 記中卷 に、 大伴赤 麻 呂者武 藏國多 摩 郡大領 也、 以 ニー K 平勝寳 元年 己 S 冬 十二月 十九 日- 
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死亡と 有る、 此も大 伴 直の 族なる 事 云 ふ も 更なり、 叉續紀 に、 延曆六 年 三月 己？！： r 武藏足 立 郡 釆女常 侍 兼 典 掃 從四位 

下武藏 宿禰家 刀自と 云 ふ 見え、 類史 に、 延曆 十四 年 十二月 戊 寅、 武藏國 足 立郡大 領外從 五位 下武藏 宿禰^ 總 爲，， 國造， 

と 有る も 右に 同じ かる 可し- 然るに 姓氏 錄 未定 雜姓和 泉國 に、 大部 首、 謄梓磯 丹 杵穗命 之 後者と 有る 是 なり、 神 名 式 

に、 足 立 郡 氷 川 神社 名神大 月次 新嘗と 有る に、 同 錄河內 國神別 天神に- 氷 連お 上 朝臣 同祖、 饒速日 命 十 世 孫 伊 已灯宿 

禰之後 也と 有りて， 今 も 其 神主に 物 部 氏 有る は、 其 武藏國 造の 末なる 可し、 讀耕 集に、 大 宮驛、 此地 有，, 氷 川神ハ 足 

立 郡 氷 川 社 卽是、 到， 今 祠官物 部 姓 也と 云へ りと ぞ、 但此と は 本より 別の 事な り、) 然るに 武藏 國德國 風土記に、 氷 川 

神社、 祌田百 is- 十字 田 四圍、 觀松彥 香殖稻 天皇 (孝 昭) 御宇 三年 戊辰 所, 祭、 素戔嗚 尊大 己 貴 奇稻田 比 哮合三 座 也と 

有る、 此 如く は甚已 くより ffi 雲！： より 移り 住まへ るが、 國 造本 紀に 依る に. 成務 fK 皇朝 御世に 國 造に は 被， 成た るな 

りけ り、 神 名 帳 頭註 叉 兼 永 本 朱書 入に 一宮、 日本 武尊 東征 之時勸 つ 請 素妻嗚 尊， 也と 有る、 此 は社傳 なる 可き が、 此ニ 

マセ マ？ 

を 合せ 思 ふに 其孝昭 天皇 三年に 勸 請れ る を、 日本 武 尊の 東征の 御 祈 共の 有りて より 謂 ゆる 官 社と は 成り 坐し つらむ を 

然も 云ひ傳 へたる にこ そ、 傳ニ 十一 に 云へ り、 考へ合 はす 可し、 神 名 式に、 橫見郡 伊波 比 神社、 入 間 郡お 雲 伊波 比 神 

社、 男 衾 郡お 雲 乃 伊波 比祌 社. など 御 在し 坐すな るに、 姓氏 錄 (左 京 神 別 中デ、 孫) に.， 入 問 i5 画、 天 德日命 十七 世 孫： 大 

日 古 曾 乃 己 呂命之 後 也と 有る は、 此の 武藏國 造なる 事 • 右に 云へ るが 如し、 但 十字 衍 なり、 七 世なる 可し、 大同 類聚 

方に >  入 間藥、 武藏國 入 間縣主 方と 有る を 以て 思 ふに、 右の 出 雲 伊波 比 神社 は 其 氏神なる にて、 天 穗日命 を祀れ るに 

て、 同 郡 中 水 川 神社に 屬 きたる 御社なる 可し、 此神を 然&す 所以 は、 iK 孫 降臨 章 第二 一書に、 大已貴 神の 御 事に 就 


て、 叉當 i 主-一 汝 祭祀, 者； K 穗 日命是 也と 有る は 更なり、 W 雲 神 賀詞に 伊波 比 乃 返事と 云 ふ 事の 有 も、 熊 野 • 梓 築兩神 

宮を祀 祭り 給へ るに 因れる 神 名 なれば、 右の 伊波 比 神社 は 三 所 共に 決めて 天穗日 命に 御 在し 坐す 可き を、 頭注に 男 衾 

郡 W 雲 乃 伊波 比 神社 を 大己貴 命 也と 云 ふ は， 若く は 其 相 殿な どに 祀 祭れる を 以て 本 座の 天 穂 日 命 を 失へ る 傅なる 可 

し、 又 安閑 天皇 元年 御紀 に、 武藏國 造 笠 原 直 使 主與， 一同 族， 小 件 相 n 爭國 造， 云- -と見 えたる 笠 原 は、 和名 抄鄕 名に、 堵 

玉 郡 太 田 於 保 太、 笠 原 加 佐 波 良と 有る 是 なり、 此に 就て 今 思 ひ ffi けらく は、 關根孝 熙が隨 筆に、 「椅玉 郡 太 E 鄕鷲宮 

村に 式 外鷲宮 神社 有り、 相 傳ふ國 造土師 連の 別業な り 1- 地な り、 其 北方に 祭れる を 姬宮と 云 ひ、 國 造の を 土師宮 と 云 

ひける を、 訛りて 鷲宮と 云へ りと 古老 云へ り」 と 有る も、 右の 笠 原 直に 由 有りて 思 ゆるな り、 借土師 氏は傳 十三に 註 

せる が 如く、 其 は W 雪臣の 氏族に て 武藏國 造と 同じ W 自 なりし かば、 後に 土 師を名 乘れる も必す 有りつ るに て、 今 も 

江 戶の淺 草に 三社權 現と 申し 奉れる は 其 天 穏日 命を祀 りて、 土師 氏の 代に 仕へ 奉れるな ど を 以て 思 ふに も、 決めて 其 

武藏國 造の 支族 多く 蕃 息れ る 者と 所見たり、 (叉 神 名 式に 入 間 郡 物 部 天神 社 有り、 此に 就て 續紀を 見る に、 神 護 景雲 

二 年 秋 七月 千； 申朔壬 午、 武藏國 入 間 郡 人 正 六 位 上 勳五等 物 部 直 廣成等 六 人、 賜， 一 姓 入 間宿禰 一と 有る 物 部 直 は、 燒速日 

命の 物 部 連と は 別にして、 天穗日 命の 裔 なる 武藏國 造の 統 なり、 思 ひ 混 ふ 可から す、 叉 神 名 式に 播羅郡 田 中 神社 有る 

を、 或 說に三 箇尻鄕 宮鳥村 天 神宮 是 なりと 云へ り、 其 は 和名 抄には 無くして 後の 鄕名 なれ ども、 三箇尻 は、 右に 引け 

る 御 鎭座傳 記に、 櫛 玉 命 叉 曰 n 楚尻 1 と 所見 たれば、 伊勢 都 彥命を 祀れる 社な めり、 下の 島津國 造の 所に 註せ る 事共 を 

合せ 考ふ 可し、 此を 以て 胸 刺 は 武藏と は 別にて 播羅郡 邊の地 を 云へ る據 なる に 似たり、) 〇 叉 天穗日 命の 御裔の 古事 
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記に 所見た る は、 右の W 雲 • 无 邪 志ニ國 造の 外に、 上 蓬上國 造、 下 菟上國 造、 伊 自牟國 造、 津島縣 直、 遠 江 國造等 之 

祖 也と 有りて、 巳に 記 傳七卷 に 委しく 說 かれた るが 如し、 今 採りて 少か 書し 置かす て は 下に 至りて 滞る 事 もや 有ら 

む、 故に 今 も 云 ふべ し、 其 上 菟上國 造 は、 國 造本 紀に、 上海 上國 造、 志賀 高穴穗 朝、 天 穗日命 八 世 孫 忍 立 化 多 比 命、 

定 IT 賜國造 一と 有り、 此命 は- 大穗日 命 十一^ 孫に て、 武藏阈 造の 兄 多毛 比 命の 祖ハ C{ の 子 五十 狹 茅と 云 ひけるな む-上 

海上 國 造に 任され 幸る 由 系 記に 見えたり、 卽ち神 功 皇后 元年 御紀 に、 亦稚日 女尊 誨レ之 曰、 吾 欲， 居，， 活田長 帧國っ 

因以 n 海上 五十 狹 茅-令 レ 祭と 有る、 決めて 其の 人な り、 其の 國 造本 紀に、 胸刺國 造、 岐 W 國造祖 兄 多毛 比 命 挤兒狭 

知 直、 定 n 賜國 造, と 有る を 合せて 思 ふに、 其 系譜に 依りて 天 穗日命 十一 I 孫 忍 立 化 多 比 命 子 建 佐 都 彥命子 兄 多毛 比 

命 は、 武藏國 造に て 其 子 五 人 有り、 第三 子 五十 狹知は 上海 國造 にて、 其 子 角 久比直 子 三人 有り、 長子 は 長 止 古 底、 此 

は 海上 直 檢前舍 人 直 刑 部 直上 總宿麵 大伴登 美 宿 禰大伴 直の 祖 にて、 仲 子 久都伎 直 は 下 海上 阈造佗 田 日 奉 直 丈 部 直の 祖 

なり、 季子 武田直 は 千 葉 國造大 私 部な どの 祖と 有り、 萬 葉 七 (十五 丁) に、 夏 麻 引、 海上 滷乃、 奥津 洲爾、 rtl? 者雙竹 ■ 

跡、 君 者 音 文 不爲、 叉 十四 (三 丁) 上總國 歌に、 奈都素 妣久、 宇 奈加美 我 多能、 於 伎 都 渚 雨、 布 綱 波等杼 米牟、 佐 

欲 布 氣爾氣 里と 有り、 和名 抄郡 名に 上總國 海上 宇奈加 美と 有る 是 なり、 但し 海上 郡 今 は 無き を、 神 名 式に 海上 郡 姉 

崎 神社、 和名 抄に同 郡 島 穴鄕 有る に 因りて 地 を 求む るに、 今 島 野 村 古の 島 穴鄕 なる 可く、 叉 姉 崎に 接して 共に 市 原 郡 

に隸 たる は、 已く 海上 郡 は 廢れて 市 原 郡と 成りし なりと 房總志 料に 一： ム へり、 (然るに 神 護 景雲 元年 御紀 に、 九月 己 じ、 

上總國 海上 郡 人外 從五 位下 椅前舍 人 直 建 麻 呂上總 宿 画と 云 ふ 事 有り、 姓氏 錄左 京神刖 下： 大 孫に、 椅前舍 人述、 火 明 命 


十四 世 孫 波 利 那乃連 公之 後 也と 有れば 此は 別な り、) 下 養 上國造 は、 國 造本 紀に、 下 海上 國造、 輕島豐 明朝 御世、 上 

海上 國造祖 孫久都 伎直定 n 賜國造 一と 有り、 久都伎 直 は 出 雲 臣譜に 天 穗日命 五世 孫 f: 月 命の 名に 由 有り， 萬 葉 二十 (三 

十 丁) に、 下總國 防人 助 十 海上 郡 海上 國. や 3 他 田 日 奉 直 得 太理、 鑌紀 三十 八に、 海上 國造他 田 日 奉直德 刀自、 三代 實錄 

四十 七に、 下總國 海上 郡 大領外 正 六 位 上海 上 國造他 田 日 奉 直 春 岳と 云 ふ 有り、 東大寺 正 倉 文書に、 謹 解 申請 海上 郡大 

領司仕 奉 事 中宮 舍人 在京 七 條人從 八 位下 海上 國造他 田 日 奉 部 直祌護 我、 下總國 海上 郡 大領司 爾仕奉 止. E.r 故 波、 神 護 我 

祖父に て 下 忍 難 波 朝廷 少領ー K 爾仕奉 支、 父 追 廣肆宮 麻呂、 飛鳥 朝廷 少領司 爾仕奉 支、 又 外 正 八 位 上 給 s、 藤 原 朝廷 雨 

,1^ 領司爾 幸 支、 兄 外從六 位下 勳十 二等 國足、 奈良 朝廷 大領司 爾仕奉 支、 it 護 我 仕 奉 狀故兵 部卿從 三位 藤 原 i 位分資 

人 始，， 養老 二 年， 至，； 祌龜五 年， 十 一 年、 中宮 舍人 始，, 天平 元年， 至，, 今 二十 年， 合 三十 一 歳、 是以 祖父 父兄 良 我 仕 奉祁留 次 

爾在故 雨、 海上 郡 大領司 仕 奉 止 甲と も 見えたり、 但延佳 說に造 下祖上 疑脫ニ 同字 一と 云へ り、 卽ち 和名 抄郡 名に、 下總 

國 海上 宇奈加 美と 有る 是 なり、 猪 此久都 伎 直 は 右上 海國造 の 下に 云 へ るが 如く 角久比 直の 三 子な り、 其 三 子 武田直 を 

譜に 輕島豊 明朝 定 n 賜 千葉國 造-と 有る、 此は國 造本 紀に延 唇 一 一十 四 年 冬 十月 癸 卯、 正 六 位 上 千 葉 國造大 私 部 直 善人 投 

：^從！^^位下ハ 大同 元年 正 it 癸 巳外從 五位 下 千 葉 國造大 私 部 直 善人 爲-, 大掾 T 同 四 年 三月 丁未授 n 本位-と 有り、 此大掾 は 

fli なり、 東大寺 正 倉 文書の 下 總國葛 飾 郡 大島鄕 戸籍に 甲 和 里 戶主孔 王 部 小山 母 私 部 小手 子 賣と云 ふ 有り、 大私部 直 

の 部なる 可し、 續紀和 銅 二 年 正月 授- 一大 私 造虎從 五位 下 一と 云 ふ も 有り、 同族なる 可し 1 其 千 葉國は 和名 抄に、 下總國 

干葉 (知 波) 郡 千葉鄕 有る、 此國 造に て 右の 如く 海上 國. 造の 族な りけ り、 (常 陸 風土記 久慈 郡條 に、 郡 東 七 里 太田鄉 
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云々、 自， 此 以北 薩都 里、 古 有，， 國栖？ 名 曰-一 土 雲 f 愛 Is- 上 命、 發レ兵 誅滅、 時 能令レ 殺、 福 哉、 所 ヒー 一 3、 因 名，； 佐 都， と 有 

る、 鬼 上 命 は 上海 上 國造か 下 海上 國造か 何れなら む" 今 知り 難 けれども 姑く 此に擧 ぐ、 又 香 島 郡 塞田條 に、 古 有， 一年 

少 童子 r 稱， 一 那賀塞 田 之郞子 r 女 號= 海上 安 是之孃 子 一と 有る 海上 安 是も其 族なる べし、) チ、 に、 伊 自牟國 造 は、 同紀 

に、 伊甚國 造、 志賀高 穴穗朝 御世、 安房 國造祖 伊 許 保 止 命 孫 伊 己呂止 直、 定 n 赐國. 造-と 有る、 是將 同祖の 同字 を脫せ 

る 者なら む、 其ォ、 に、 阿波 國造、 志 賀高穴 穂 朝 御せ、 天 穩日命 八 世 孫 彌都侶 岐命孫 云，^ と 所見 たれば 此を云 ふなり、 

此 系譜 を 右に 引ける 武藏國 造の 祖忍立 化 多 比 命の ぉ彌 都侶岐 命、 其 子 伊知 良 命、 其 子 大瀧直 は 阿波の 國造大 伴 直 等の 

祖 なり、 其彌 都侶岐 命の 弟 伊 許 保 止 命、 其 子 阿知 布 命 其 子 二人 有り、 兄の 伊 己 侶 止 直 は此伊 甚國. 造の 祖 なり、 其 弟 宇 

那足臣 ぞ豐國 造の 祖 なりけ る、 安閑 天皇 元年 御紀 に、 夏 四月 癸丑 朔、 內瞎 卿勝臣 大麻 呂、 奉レ 勅遣レ 使、 求， 1 珠 伊甚？ 

伊 甚國造 等詣， 京、 遲晚 脇. 時不 A 進、 膳臣 大麻 呂大 怒、 收 縛國造 等？ 推 n 問 所 由？ 國造稚 子 直 等 恐懼 逃つ 匿 後宮 內寢 r 

春 日 皇后 不， 知 n 直 入 f 驚駭而 顧、 慚愧 無， 已、 稚子直 等 兼 坐 n 闌入 罪？ 當， 1 科 重； 謹專爲 -1 皇后， 獻 U 伊 甚屯倉 I  fs 

一一 闌入之 罪？ 因定， 一伊 甚屯倉 一 今 分爲， 郡屬ニ 上總國 一と 所見たり、 (和名 抄郡 名に 上 總國夷 潜 伊志 美と 有り、 此地房 總志料 

に 「堪生 郡 一宮 村 南 繩田推 木 中原 泉の 地 古の 夷 霞 郡 也」 と 云へ り、 祌名 式に W 雲 國意宇 郡と W 雲 郡伊甚 神社 今 伊自見 

村に 在り、 此 地名 を 移せる 也、 其外此 氏人の 事 更に 物に 見 常ら す、 下の 璺國 造の 下に 註る 事共 有考へ 合す 町し、 大同 類 

聚方 十一 卷に、 不 射藥、 伊 甚國造 等 之用于 流久須 利、 內 F" 卿膳臣 大麻 呂之方 云. <、 又 移 @ 美藥、 伊 甚國造 等 之 用 宇 

流久須 利、 內膳 卿膳臣 大麻 呂.^ 奏 云 々と 所見たり、) 津島縣 直 は、 國 造本 紀に は、 津島縣 直、 植原朝 高魂錄 五世 孫 


ュ ー，.-己 己 命 改爲レ 直と 有りて、 此は IK 穗日 命の 裔 なら や、 叉 高 魂 尊 五世 孫と 云 ふ 時 は檯原 朝に も 常る 可 けれども、 改 

爲レ 直と 云 へ るな ど甚. >< 心得難き 事共 なれば 已に 其傳を 亡へ るに や、 叉 は 高 魂 尊 五世 孫と 云 ふ は傳の 誤なる にや、 文 

き や iHi^fa 女 元年 六月^ 下に、 對馬下 縣郡擬 大領直 浦 主、 三代 實錄 に、 同 二 年 十二月の 下に、 對馬下 縣郡擬 大領外 

き 直 氏 4、 上 Is 擬少領 元 位 直仁德 など 有る は此縣 主なる 可し、 其 外 は 神 名 式に 對馬島 上 縣郡小 枚 宿 縫 命 神 

社 見 え たり、 彼の 記に 天 菩比命 之 子 建 比 鳥 命 と ある 神 名に 少 か 由 有りげ な れ ども、 猶 定め 難 き 蔡 に な む、 (叉 姓氏 錄 

攝津 國神刖 天神に、 津島 朝臣 大中臣 朝臣 國鼠津 速 魂 尊 三世 孫！ K 兒 屋根 命 之 後 也、 又 未定 雜姓 攝偉國 に、 ft 島 直- 大兒屋 

根 命 十 一 世 孫 雷 大臣 命 之 後者 不レ 見な ども 有りて、 天穗日 命. Q 流なる は 已く絕 えな ども ゃ爲 たりけ む、 物に 見えす、 (遠 

江國 造は國 造本 紀 にも 出で たれ ども 此天穗 日 命の 御 末に 非す、 遠 淡 J# 國造、 志 賀高穴 穗朝以 n 物 部連祖 伊香 色 雄命兒 

印 岐美命 T 定 r 一賜 國 造-と 有りて、 更に 據と爲 べき 事な む 無 かりけ る を、 强て此 を 探索る に、 神 名 式に 遠 江 國城飼 郡 比 

奈多乃 神社 見えたり、 彼 記の 建 比 良 鳥 命 を崇神 天皇 六十 年 御 紀に武 日照 命 (一 云武夷 鳥、 叉 云 天 夷 鳥、) と 所見た る、 

日照 叉 夷 鳥に 同じき に 意 を 得て 思 ふに、 其 社 土方 鄉日 向谷と 云 ふ 地に 在りて、 謂 ゆる 高 天神と 云 ふ 山の 麓に 御 在し 坐 

すと 云へ るが、 其 土方 は 和名 抄鄕 名に、 城 飼 郡 土 形 比 知 加 多と 有る 是 にて、 謂 ゆる 此神 孫なる 土師氏 在りて、 土 以て 

物の 形 を 製り » でた るに 依れる 鄕名 などに もや 有りけ む、 然れば 一 國を摁 ベた るに は 非 ざれ ども、 其 地に 住みけ る 御 

奴なる を 以て 遠江國 造と は稱 たりし にや 考ふ 可し、 叉 式に 敷 智郡津 毛 利 神社、 風土記に、 津氣里 神社 圭田 四十 八 束、 

if: 武 天皇 三年 癸 酉 八月 所 レ祭燒 速 日 命 也と 有る、 是 若く は 天 穗日命 を 誤れる か、 出 雲臣譜 に、 犬 穗日命 子 一 K 夷 鳥 命 子 
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伊佐 我 命 子津狡 命と 有りて、 此神 名と 同じき を 思 ふ 可し. 叉 和名 抄郡名 引佐 (伊奈 佐) と 有る も W 雲 國の稻 佐に 名 相 

通へ る 事、 偉 二十 九に 云へ るが 如し， 叉 或 說に國 造本 紀に素 賀國. 造、 摱原朝 御世 始定 nlK 下， 時， 從來 人名 美 志 印 

命， 定 つ賜國 造， と 有る は、 遠 江 國佐野 都に 素賀 村有り、 此邊古 は 凡て 素贺 11 と 云 ひけむ か、 ffi 雲國大 原郡須 我の 地名 

を 移せる にて • 時 骨を考 ふるに； 大夷鳥 命の 孫津狡 命のお などに やと 云 へ る は 然も 有るべし" 叉 同 式に 長上 郡 邑勢神 

社、 今大瀬 村と 云 ふに 御 在し 坐す と 云 ふ も、 天孫 降臨 章に 謂 ゆる 天 稼 日 命の 御子に 大背飯 三 熊 之 大人、 亦 名， 武三熊 之 

大人の 御名に も 通へ るな ど、 如何にも 故 由有る 事と は 所見たり、 (但し 遠 江と 書く は 御紀の 例に て 古事記の 文 格に 非 ざ 

れば近 江の 方 かと も 思 ゆれ ども、 其 も 近 淡 海と 書く 例 なれば 然 にも 非 ざり けり、 偖 其 近江國 にも 此天穗 日 命の 御 末な り 

し 人の 國造 とも 云 ふ狀 にて 有り つらむ と 所思 ゆる 故 由 有り、 其は傳 十三 卷に 註せ るが 如く、 蒲 生 郡 馬 見 岡 神社 二 座 は 

天 穗日命 夷 鳥 命に 御 在し 坐すな るに、 神武 1K 皇 御代に W 雲國 より 健 忍 雄心 命 供奉り て、 蒲 生 直 鼠 於 保 加 夜 都 比 古 命 

と 共 に 祀 奉ら れて、 其 子孫な りし 人^ち 出 雲 宿- 勵 なりし かば、 其 地に 住へ るから 其 祖神を 持ち 齋き 仕へ 華ら れしト おと 

所見たり、 然れ ども 此を 以て 近 江！；^ ともおめ 難き 事、 右に 已に 云へ るが 如し、) 〇 又此" 大德日 命の 神 裔の國 造本 紀 

に所昆 たる は、 ，2is 津國 造志賀 高穴穗 朝、 雲 臣祖佐 比 禰足尼 孫 出 雲 笠 夜 命、 定 1^ 賜國 造， と、 島 律 は 古事記に 謂 ゆる 岛 

之 速贄と 有る 島 H 疋 なり、 萬 葉 七 (三十  一 丁) に、 伊勢 海 之. 白水 郞之 島津 我、 ^玉、 取 而後 毛 可， 戀之將 繁と云 へれ 

ば、 當昔島 律と 云 ひしに て， 島の 多く 有る 國の 謂な り、 姓氏 錄 (未定 雜姓攝 津國) に岛首 • 正 哉 吾 勝々 速 日 天 忍 稼 耳 

尊 之 後 也と 有る は、 天穗日命と御兄：？^-の間なり俾の混ひたるなる可き由、 或 者の 云へ る は 然る- W なり、 持統： 大皇六 年 


ふ-^^<,心|!4^!と有のみにて外に見ぇす 、 續紀廿 三に 島 津連眞 道な と 有り 偖 此系記 は 其 佐 比 1 足 尼 は 其 風より 推さ 卞 

は 有べ からす 次 かる 和 武 i 造の 下に 註る が 如く、 出 雲 健 子 命 四 孫 世 孫 天 速 津古命 子 二人 有り、 其 天 奄蘇日 命 は • 相武 

4か1ゲま£:|3も1-か，4也、^-兄天字^比命子諸手夜命子忍比古命子狹万里命子佐比足尼子鹽手命に笠夜命と有り 叉國造 

本紀に 相武國 造. 志賀 高穴穗 朝、 武刺國 造祖神 伊勢 都 彥命三 骨 孫弟武 彥命定 っ赐國 造-と 有 を擧げ て， 考證に 相 武者 相 摸 

也、 武剌 者武藏 也、 日本 紀曰、 1K 穗日 命、 此ぉ雲 臣武藏 國造土 師連等 遠祖 也、 成務 天皇 御 紀五年 九月 令 諸國？ 以 -1 國 郡- 

立， 一造 長； 自„ 神武 天皇， 至， 此七百 九十 五 年、 歷 n 十一 一一 帝？ 疑 三世 孫上脫 n 十 之 字-と 云へ り、 實に 然る 一一 目な り、 然る は 

部 直 ：4 海上 i 造 等の 系譜に 依る に、 出 雲 健 子 命、 亦 名 伊勢 津 12 叩 其 子神狹 命、 亦 名 諸 忍彥命 >  其 子 五十 根 足 命、 

4； マ fz 大比 si 手 命、 其 子 1K 速津古 命， 其 子 二人 有り、 兄 天 宇 那比命 は 島 津國 造の 祖 なり、 其 弟 天 彥蘇乃 日 命. 此は 右に 

引ける 姓氏 錄入間 宿 1: 倏に、 天 穗日命 十七 世 孫 天日 古 曾 乃己呂 命と 有る 十字 は衍 にて 七 世 孫な り、 其 子 武磐杵 根 命、 

^^- か 子 健 與呂比 命、 其 子 忍 立 化 多 比 命、 其 子 健 佐都彥 命、 其 子 二人 有り， 兄 を 兄 多 \ ^比 命と 一 ぶふ、 此 

に 謂 武藏國 造の 祖 なり、 ？5-を=^^^武彥命と云ふ、 卽ち 相武國 造の 祖 なり、 續紀に 神 護 景雲 二 年 二月 戊 寅、 從五 

位下； S 六 等 漆 部 伊波 赐，, 姓相模 宿. 縮 f 爲， 一 相模國 造, と 有る 是 なり- r 然して 右の 漆 部 直 は 天孫 本紀 に、 W 雲 醜 大臣 命 

子、 一一、 一見 宿 齲 4 漆 部 連 等祖と 有る 此とは 別な り、 用 明 天皇 二 年御紀 に、 物 部 八坂大 市-造に. 坂 漆 部 造 兄と lnj、 天武 

天皇 元年 御 紀に漆 部 友 背と 有り、 叉 續紀に as でた る 漆 部 造な ど は 物 部の 流に して、 此直 姓なる と は 別な り、 ^雲 臣譜 

に、 天 穗日命 七^ 孫 田 梅 命と 云 ふ 人 有り， 和名 抄鄕 名に、 伊勢 國多氣 郡 櫛 田久之 多と 有る. 此に由 有りて 所思 ゆ、 ^ 
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倭 姬命世 記に 倭姬命 云々、 御 櫛 落 給 ま、 其 處乎櫛 田 止 號給櫛 田 社 乎定給 支と 有りて 時世 違 へれば 猶 別なる にや • 後人 

考ふ 可し、) 神 名 式に 相 模國大 住 邯比比 多 神社 見えたり、 和名 抄鄕 名に 日 田と 有る を、 今 は 日向と 書て 比奈 多と 訓む 

に 就て 考 ふるに 上に 註せ るが 如く、 遠 江 國城飼 郡 比 奈多乃 神社 も其國 造の 祖武 日照 命 を 犯れ る 社なる に、 巳に 古事記 

にも- 大菩比 命 之 子 建 比 良 鳥 命、 此无邪 志國造 等之祖 也と 所見た るに、 右に 擧 げたる 國 造本 紀に相 武國造 武藏國 造 同祖 

なる 由に 云へ る を、 祌名 式に 出 雲 國秋鹿 郡 日 田 神社 有り、 風土記に は 比 多 社と 作り、 然れば 此の 比 比の 一字 は 衍れる 

にて、 實には 比 多と 有りて 比奈 多と 訓 めるなら む も 知る ベから す、 然る 時 は此も 天 夷 鳥 命 を祀れ るな りけ り， 社傳に 

-. 崇神 天皇の 御代 當 社に 勅願 有りて W 雲の 日 御前， 紀 伊の 日 前、 當國日 田 神社へ 石 古里 止 女 命 鏡を禱 作る 形を此 所に 

埋 むと 云 ふ (採 耍) と 云 ひ、 社司說 にも 「神襤 は 古き 瓶 二 有り」 と 云へ る >  共に 土 物の 事に して 土師 氏に 由有る 事 

共に なむ 有りけ る、 但 右の 石凝姥 命の 事 は 信 難き 事なる が、 此は崇 神 天皇 御代に 天 社國 社に 幣帛 を 奉られし 御 事の 有 

ると、 彼 Q 天 璽の 鏡^ を 作り 改められ たる 事 を 引き 附 けて 云 へ るに て. 實には 鏡の 鎔 とも 云 ふべき 狀 したる 陶 作りの 

形 物の、 土中に 埋もれ 存れる を 一 K ふなる 可し. 彼の 遠 江國の 比奈多 神社 土 形 鄕に御 在し 坐す を も 思 ひ 合す 可くな む、 

偖 又德國 風土記に、 比 比 多 神社. H ヘ萬豐 日； K 皇乙已 十月 所レ 祭， 大酒 解 神 小 酒 解 神 也、 神貢三十^?-と有るは， ici 

り土師 氏の 作れる 瓶の 二 有る を神體 として、 後に 大山 祇命木 華 開 耶姬. 命 を 合せ 祀られ たる 者なる 可し、 同書に 駭河國 

伊穗原 郡に、 酒 瓶 神社、 所， 祭 大酒 解 小 酒 解 命 也と 有る も 思 ひ 合す 可き 者な りかし， 三宮 と. eHJ 事 東 鏡に W でたり > 

當阈 第三 宮の 謂に は 有れ ども， 祀神天 夷 鳥 命從祀 大酒 解 神 小 酒 解 神 三 神 を 合せ 祀れる 事に も 相 叶 ひたりけ るに や， 


(其 三宮舊 記と 云 ふ 物に、 相 州 大住郡 比々 多 神社、 三 宮豐國 主 尊 亦號- >  豐國野 尊？  ：！^ 天明 玉 尊亦號 n 櫛 明 玉 尊？ 亦 御名 

者號 -1 玉屋 命？ 竝稚日 女尊 亦 號，， 稚日姬 尊 r 是三 大神宮 中古 冠 大明神 奉 n 祭祀， 云云、 成-一崇 神 天皇 勅願 t 己 丑 六 年 作，， 御 

鏡 寳^? 號- 神戶^ T 是レ： ^奉 n 納是所 神 所； 祌 戶令レ 祭、 竝垂仁 御宇 猿 田彥之 子孫 大田 命、 奏， 一 於 皇帝 T 數盧叶 勅 

許 不レ滞 神社 八 7; 造 興 一 云々，、 與 -1 磯上 神宮， 同 奉 レ納ニ 神 戶寳劍 f 賜-一 於莊 園， 賞， 之 • 號- ー狹名 田， 云. <<  と 云へ る は、 後人の 

杜撰と 見 ゆ、 其は柬 鏡に 三 宮冠大 明 神と 有る より 思 ひ 寄りた る 事と 聞え て. 此 主神 を 豐國主 尊と 云 ふ は、 御 紀に國 常 

立 尊 國狹槌 尊 豐斜淳 尊と 有りて、 第三 神に 當れる を 以て 三宮 に附會 したるな り、 天明 玉 命稚日 女尊 を祀る 所以 詳 なら 

す、 又 稚日姬 尊と 云 ふ 亦 名 何れの 古書に か は 有る、 叉崇神 天皇 乙 S 六 年 云 々は、 御 紀に天 照 太 神 を 倭 笠 縫邑に 祭らせ 

給へ る 事 を 引出で たるな り、 此 時に 鏡^ を 作られし 事. 古語 拾遺に 所見 たれ ども 神 度^に は 非す、 又垂仁 天皇 御世の 

大田命 Q 事 は 神宮 Q 偽書 共より 取りた るな り. 又與 一一 磯上 神宮 一同 奉 レ鈉ニ 神戶寳 と 云へ る は、 凡て 據 無き 事共に て， 

何れも 云 ふに も 足らぬ 强說 なるな り、) 〇 右に 註せ る 外に、 天德日 命の 裔 なる は、 國 造本 紀に、 菊麻國 造志賀 高穴穗 

朝 御代、 无邪志 國造祖 兄 多毛 比 命， 兒大 鹿國直 • 定 n 赐國 造， と 見 ゆ、 和名 抄鄉 名に、 上 總國市 原 郡 菊 麻久々 萬と 有る 是 

なり- (但今 本に 菊 を菓に 誤れる を 今 は 改めて 引けるな り、 此は 僅に 一郡に も 足らす して. 唯一 鄕の 名に は 有れ ども、 

古に は 方 境甚廣 かりけ らし. 大鹿國 直 は 和名 抄鄕名 武藏國 秩父郡 巨香鄕 有り、 此に 因れる 名な りと 或 人 云へ り、 今に 

鹿 町と 一 K ふ是 か、) 阿波 國造志 賀高穴 穗朝御 I、 天 穗日命 八 世 孫彌都 侶岐命 孫大伴 旌 大瀧、 定っ 赐國造 一と 有れ ども、 

延佳 神主の 頭書に 穗日 可， 作，： 押 日， 乎と 有る は 然る 一一-" なり、 姓氏 錄 (左 京 神 別 中天 神) に、 大伴宿 禰高皇 産 靈命五 
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世 孫 天 柙日命 之 後 也 (下略) と 有り、 景行 天皇 四十 年御紀 に、 1K 皇卽 命，， 吉 傭武豫 與，， 大伴武 日 連 I 令， 從，， 日本 武^, 

云々、 以 M 靱部 一賜： 一大 伴 連 之 遠祖 武日 一也と 所見た る を 以て  一 K へ るなる 可し、 思 ふに. おの 大伴逑 と大伴 直と は 本より^ 

にて、 其 五十 三年 御紀 に、 天皇の 至，， 上 總國， 從，， 海路， 渡 n 淡水 門， と 有る 下に、 於 是瞎臣 遠祖 磐 鹿 六臈， 以 レ蒲爲 n 手 

襁： 白哈 爲レ臉 而進レ 之， 故 美-二 ハ臈臣 之 功， 而^ n 勝大伴 部， と 有る 是 にて、 膳 臣の伴 部に て 右の 大伴 連の 謂に は 非 じか 

し、 綾紀 に神龜 元年 二月に、 從七 位下 大伴直 南 淵 麻 a、 外從八 位下 大伴 直國 持、 大伴直 足 等 獻，； 私 穀於陸 奥 國鎭所 T 

拉 授，， 外從 五位 下 r 叉 神 護 景雲 三年 十一月に、 陸奧國 牡鹿 郡 俘 囚外少 初 位 上 勳七等 大伴部 押 人 首、 傳聞押 人 等 本是紀 

伊 國 名 草 郡片岡 里人 也、 昔 者 先祖 大伴部 直 征夷 之 時、 至， 一 於 小 田 郡 島 田 村， 而居焉 と 見え、 i 四 卷に、 武藏 國 人 ^人 

大伴部 直 赤 男、 又卅 六に. 下 總國印 幡郡大 領大伴 直 牛 養な ど 見え、 其 安房 國造は 武藏國 造 同族なる に、 日 木 後紀に • 

弘仁ニ 年 九月 出 羽 國人无 邪 志 直膳大 伴部廣 勝、 賜， 1 姓大伴 直， と 見え、 靈異記 中に、 大伴赤 麻呂武 藏國多 IJ^ 大領 也と 

有るな ど是 なり、 仁 明 1K 皇御紀 に 承 和 三年 十二月 辛 丑、 安房 國首、 安房 郡 人 伴 直 家主 云々 と 見え、 同 十一 年 五月 丙 

中、 甲斐！： 首 • 山 梨 郡 人 伴 直 富 成 女な ど 有る、 此は 元は 大伴 直な りし を， 淳和 天皇 御 諱大伴 を 避けて 伴 直と は 成れる 

なり、 文德 天皇 實錄 嘉祥 三年に、 安房 國々 造 伴 直 千 福 麻 呂と云 ふ も 見え >  後に 道 島 宿 綱 系譜 を 見る に、 天 穗日命 十 世 

孫 比 古毛 呂須命 子 大！： 直大 瀧、 其 子 白 髮武、 安房 國造祖 と 有りて、 其 白髪 武の弟 熊 男大伴 直と 有りて • 其 子 刀 石、 

子 船主 度、 其 子箕造 • 其 子^ 老 古と 有る まで、 五世 大伴 直な り、 其箕 造の^ 安知 夫子 葉 主 二人 は 丸 子 部な り、 其 子 熊 

^を 丸 子 造と 有り- 其. 子 魚 人 を 安房 丸 子 紙と 見え 其 熊鮮 の^ 羽 驚 丸 子 直 與レ母 共 到 二 陸 奥 一と 有りて、 其 子 忍 與 陸 奥 


牡鹿 評 造と 有り、 其 六 世 孫 島 足陸奧 牡鹿 島人 也、 動 二等 正 四 位 上、 天 平 勝 寶五年 六月 丁 丑 •• 一  族 廿四人 賜，， 姓 牡鹿 連， 

後 賜 r/ 道 島 宿 一 i 姓-と 見え たれば、 此は猶 天穗日 命より 35 でた るな り、 然れば 新治國 造、 志賀高 穴穗朝 御世、 美 都呂岐 

命 兒比奈 羅布命 * 定； 賜國 造, と 有る も、 同じく 其 天穗日 命の 裔 孫なる にて、 天 押 日 命に は 係らざる 事たり けり 1 績紀 

神 護 景雲 元年 三月に、 常 陸 國新治 郡 直 子 公 獻，： 錢ニ千 貫、 商 布 一 千 段？ 授， 一外 正 五位 下 r 叉 延歷九 年 十二月に 新： IS 邯 

領 4 治 直大直 云々、 是四人 或 居 レ官不 」=r 頗 著- 1 効績" 或以 = 私物- 賑 IT 恤所部 貧乏 之 徒-云々、 類史 五十 四、 天 長 二 

一月に 新 治直單 など 云 ふ 有り、 皆此 氏人な り、 (其 比 奈羅布 命 は、 常 陸 風土記 新 治郡條 に、 古老 曰、 昔 美 麻 貴： 大皇 

敏宇之 世、 爲， 平 n 討 東夷 之荒賊 T 俗 曰-: 阿良 夫 流 爾斯母 乃； 遣，, 新 治國造 祖-名 曰- 1 比 奈良珠 命； 此人 一能 到、 卽 穿-一新 井； 

今 存，， 新 治 里 f 隨， 時致レ 祭、 其水淨 流、 仍以， 1 治, 井 因， 著 二 郡號？ 自， 爾至又 r 其 名不， 改， 風俗 諺 曰、 白，， 遠 新 治 之國， と 

有れば、 祟 神 天皇 御世より 此國に 住 はれた るに こそ、 叉 常 陸の 國號を 云へ る 所に は、 或 曰、 倭武 天皇 巡 n 狩 東夷 之國？ 

幸 ri 過 新^ 之縣？ 所レ遣 國造毘 那良珠 命、 新 令 レ堀レ 井、 流 泉 清澄、 最 有- 1 好 愛-云々 と 有りて. 此 にて は景行 天皇 御世の 

人な り、 同じ 一 書の 中に 如 此くニ 所 w でた る は、 疑 ふらく は 先なる 美 麻 貴 天皇 御世の 事 は傳の 誤な どに は 非ざる か) 

又國 造本 紀に、 高國 造. 志賀高 穴穗朝 御世、 彌都侶 岐命孫 彌佐比 命. 定 賜國造 一と 有る. 彌都侶 岐命は 天 穗日命 十 一 

孫に て 忍 立 化 多 比 命の？ S なり >  其 子 三人 有る. 長子 伊知 良 命 其 子大瀧 直、 謂 ゆる 阿波 國 造の 祖 にて. 大伴 直な り、 

其 仲 子 比 奈羅布 命 は 新治國 造な り、 其 季子 彌佐比 命 は高國 造の 祖 なり、 然れ ば此に 孫と 有る は兒字 を講れ るなる fH 

し 常 陸 風土記に 多珂郡 (東南 拉 大海、 西北 陸 奥 常 陸 二 國單， 之 高山、) 古老 曰、 斯我高 穴 穗宮大 八洲 照臨 天皇 之 世、 
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以，, 建 御狹日 命， 任，, 多珂國 造？ 兹人初 至、 歷 驗 地體？ 以レ爲 う 峰 險岳祟 f 因 名- 1 多 珂之國 f  (謂，, 建 御狹日 命， 者卽 ぉ雲臣 

同 屬， 今 多 珂石城 所謂 是也， 風俗 說曰、 薦枕 多珂之 國、) 建 御狹日 命當， 1 所 レ遣時 T 以， 一久 慈^ 之 助 河， 爲-, 道 前- (去，： 郡 

西北， 六十 里今猶 稱，, 道 前 里，) 陸 奥 國石城 郡 苦 麻 之村爲 ，1 道 後 T 其 後 至 n 難 波長 柄 豐前大 宮臨軒 一 K 皇之 世？ 癸^^：！年多珂 

國造石 城 直 美 夜 部 石 城 評 造 部 志 許 赤 等、 請つ 申摁領 高向大 夫- 以，， 所， 部 遠隔 往來不 7 便、 分つ 置 多 珂石城 二 郡？ (石 城 郡 

今存 r 陸 奥 國搏內 ，) と 見えた るに も 合 ひて、 此建御 狹日命 を W 雲 臣屬と 云へ るから は、 阿波 國造 は實に 天穗日 命の 遠 

裔 なる 證此に 在るな り、. 此を 以て 見る 時 は、 其 高 國造は 後に 姓 を 石 城 直と 云 ひて、 下に 云へ る 天津 彥根 命の 流なる 石 

城國 造と は 系 別なる 者な りけ り、 鑌紀 天 平祌護 元年 正月に 多 可連淨 日と 云 ふ 有る は 此の 氏人な めり、 叉 上に 註せ るが 

如く 伊勢 都 命の 亦 名 伊佐 波 止 美 命と も 巾す に 就て 思 ひ 合する に、 神 名 式に 多 珂郡佐 波 波 地 紙 神社 見えた る を 淸和 

天皇 實錄に • 貞觀 元年 四月 二十 六日 授， 一 常 陸 國正六 位 上 佐 波祌從 五位 下， と 有る" 佐 波 波 又は 佐 波 共に 彼の 志 摩 國の伊 

射 波 神社の 類に て、 其 建 御狹日 命の 祖神 を祀れ るな どに こそ 有りけ め、 (伹 其同錄 に、 ^^；覜十七年十ニ月廿七：：： 授，， • 

■ 常 睦國三 枝 神從四 位下 一と 有る を， 常陸國 誌に 引ける に は 三 枝 祇神從 五位 下と 作り、 此に 就て 或說 に、 按三枝 祭、 卽 

率 川 祭 也、 大和 國率川 阿波 社 同 神と 云へ る は 如何 有らむ、 佐 波と 阿波と 首 同じから す、 竊 能く 導ぬ 可き 事共な り、) 

叉 二方 國造、 志賀高 穴穗朝 御世， ffi 雲國造 同祖 遷拍 一 奴 命 孫 美 尼 布 命、 定 n 赐國 造-と 有り • 和名 抄郡 名に 但馬國 二 

方、 布 太 加 太、 鄕 名に 二方 郡 二方、 布 多 加 多と 有る 是 なり、 但馬國 二方 溫泉 記に、 上古 大已贵 少彥名 二 神人-田 近 

洲 r 開-一瀬 鬥ー經 TI^ 此州； 又 至，  一二 方 國_ 開 ，1 此溫 湯？ 後 居-一朝 來郡赤 淵宮？ 終 向 n 東方 三 河 n, と 有る を 見る に、 二方 は 


其 二 神に 由れ る 地名に てぞ 有り i: る" 偖 右の 遷拍ー 奴 命と 云 ふ 名 如何にと も訓 むべ からざる を. 後に 國 造本 紀考證 を 

見る に >  宇 都 久奴命 を草體 より 誤りて 宇迦の 二字 を遷の 一 字に 都 久を拍 一 に 誤れり と 云 ふ は實に 然る可き 事な り、 

美 尼 布 命 は 神 名 式に 同 郡 面 沼 神社 有り、 此 を祀れ るに こそ， 若て 叉 因幡 國八上 郡賣沼 神社 有り、 此に 就て 其 所 由 を 求 

むる に、 其 高 草 郡に 天 穗日命 神社、 天日 名 鳥 命 神社、 阿 太 賀都健 御熊 命 神社、 大野 見 宿 II 命 神社 御 在し 坐せば、 右の 

美 尼 布 命 は W でられた る は彼國 なる にこ そ、 (叉 其 八 上 郡に 土師鄕 大江鄕 有る も 由有る 事な. リ. 井上 觀と云 ひける 人 

の 但馬國 緩 風土記に、 面 沼 神社 在，， 溫泉鄕 竹 田； 所， 祭 二方 國造美 尼 布 命 也、 稱 n 米 持大明 神， と 見えたり、 又 神 名 式に 

二方 神社 見 ゆ、 此は 右に 云へ る 所 由 を 以て 思 ふに、 大己貴 少彥名 二 神に 坐すべし、) ！， 乂伯 香國造 • 志賀高 穴穗朝 御世、 

牟邪 志國造 同祖 兄 多毛 比 命 兒大八 木 足 尼、 定； i 赐國 造, と 有り. 天武 天皇 十二 年御紀 に、 冬 十月 己 未、 伯 香 造 賜， 姓 曰 

レ 連と 有り、 叉 大島國 造、 志賀 高、 穴 穂 朝， IK 邪 志國造 同祖 兄 多毛 比 命 兒穴俊 古 命、 定っ 賜國造 一と 有る は、 周 防 國大八 

島郡是 なり、 叉豐國 造， 志賀高 穴穗朝 御代、 伊 甚國造 同祖 宇那足 尼. 定 n 賜國 造， と 有り、 上に 引ける 同紀 に、 伊甚國 

造， 志賀高 穴穗朝 御世、 安房 國造祖 伊 許 保 止 命 孫 伊 己 止 直、 定 っ赐國 造， と 有り、 其 安房 國造 は、 志以高 穴穗朝 御世、 

-rK 賀日命 八 孫彌都 侶岐命 云々 と 有る を、 系圖に 共に 忍 立 化 多 比 命のお にて 伊 許 保 止 命 彌都侶 岐命は 同胞の 人なる な 

り、 叉 此に伊 甚國造 同祖と 云へ るに、 宇那宿 顧と 云 ふ は 其 伊 許 保 止 命の 子 阿知 布 命 其 子 二人 有る、 伊 己 侶 止 直 は伊甚 

國 造の a にて 其 弟な り、 宇那は 上海 上、 下 海上の 宇那と 同じ 言 なれば、 其 地に 由れ る 人名な りと 聞 ゆ、 後に 國 造本 紀 

考證と 云 ふ 物の ffi 來るを 見れば、 景行 天皇 十二 年 御紀に 見えた る國前 臣祖菟 名手と 云 ふ人是 なとり 云へ り、 然る 時 は 
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手 字を脫 せるな る 可し、 此 人の 事豐後 風土記に、 昔 者 纏 向日 代宮 御宇 大足 彥 天皇、 詔， 1 豐後直 等祖菟 名手？ 遺 治， 阈、 

徑 到，， 豐前國 仲 郡 中臣村 f 于 時日 晚偏 宿、 昧爽忽 有-白鳥 T 從レ北 飛来、 翔 集 11 此村 I 蒐名手卽勤俊者遣，,^1^其^1ュ ^ 

化爲 時 之 問、 更化 芋草數 千誅、 花 葉 冬 榮>  宽 名手 見レ之 爲， 異， 歡喜 云、 化生 之 芋 未，， 曾 有,， 見、 實至德 之感、 &  + 

之 端、 旣而參7^上朝廷，擧，狀奏聞、 天皇 於 鼓歡喜 之有卽 勅，， 菜 名手， 云、 天之瑞 地之豐 草、 汝；！ 5t 闕可」 謂， 豐國； 

レ姓 曰，， 豐國直 一と あり、 然るに 御 紀に國 前臣と 有る は、 國 造本 紀に、 志コ 高穴穗 朝、 吉備臣 同祖 吉備都 命 六 世 孫牟佐 

自命、 お r 一^ 國 造-と 有れば、 伊甚國 造と は W 自別 なれば、 御紀 に！； 前臣と 有る は 豐國臣 を 誤れるなら じか、 然思 ゆる 

由は續 i 十三 (十九 丁) に、 豐前國 仲 津郡擬 少領鎭 無位 瞎東 人、 續 紀 十八 (十七 丁) に、 豐後國 大分 郡 擬少領 伴 

公家 吉 など 云 ふ 人 見えた る は、 同紀 に、 弘仁ニ 年 九月 出 羽 國无邪 志 iie! 膀大 伴部廣 勝、 賜 n 姓 大伴直 一と 云 ふ 事 有りて、 

武藏 國伊甚 同祖なる を 以て 證と爲 べきな り、 和名 抄鄕 名に 豐 後日 高 郡 伊美 叉 國崎郡 伊美と 二 所に W たる 伊美 は， 元は 

伊自 美な ど 書たり けむ を. 例の 二字に 約め られ たるより 各の 如く 書きて、 訓は猶 古き 任に 伊自 美と 訓む 事なる にや、 

此 より 外に 豐前豐 後ニ國 共に 更に 考ふ 可き 便宜 有る 事無くな む 有け る、 (又 大分 郡 武藏鄕 有り、 古事記に、 天 菩比命 

之 子 建 比 良 鳥 命、 此 W 雲國. 造 國无邪 志國造 云々、 伊 自牟國 造 云々 等之祖 也と 有るな ど 何れにしても 由 有りげ なる 事共 

なり、 和名 抄郡 名に 上 總國夷 If 伊志 美と 有り、 是 則ち 伊自美 とも 云 ふべき 證な • シ、) 〇 叉 天 穗日 命の 神裔の 氏々 俾十 

三に 擧 げたる HS 雲 臣土師 連の 外に、 祌 門臣、 石津 連. 入 間 宿. 纏. 山 直、 民 直， 奄我 眞髮部 等の 氏 有り、 其 は 神 門臣は 

姓氏 錄 (右京 神 別 上天 孫) に、 神 門臣， 天 穗日命 十二 世 孫 赖澤濡 淳命之 後 也と 有り、 W 雪 風土記に、 所，， 以號， • 神 門， 


^, 神 門 ほ 伊賀 曾 熊 之 時、 祌門 K レ之、 故 云-一 神 門 f 卽神 門臣等 自レさ 至， 今、 常 居-一 此處 f 故 云，： 神 門， と 有る， 此神門 

は 其 同族なる W 雲 ほと 諸共に 仕 へ 奉る 熊野杵 築， 兩 神宮に 仕 へ 奉る 中に も •  K 雲 臣は熊 野 大社に 近く、 神門臣 は： &築大 

社に 親しければ、 其 大社の 御門 を 造り 奉れし なる 可し、 其 下なる 吉栗 山、 郡 家 西南 廿八 里と 有る 其 細 書に， 有， ー椐扮 I 

也、 所謂 所, 造-一 天下, 大神宮 材造山 也と 所見た る は. 杵築 神宮 • は 此の 山材を 以て 仕へ 奉る を、 其 伊賀 會 熊が 私物 を， 

輸 して 仕へ 奉れる 事の 由に 依りて， 神 門と 云 ふ 地名 は 起れ るな りけ り、 但 下に 神 門 郡 餘戶里 大門 立 村と 云 ふ 村 名 見え 

たれば、 此 It 內に大 神 Q 御門 を 建てたり し狀 にも！ ゆめり、 又 宇 比 多 伎 山、 郡 家 東南 五 里 五十六 歩と 有る 下に、 大 

神 之御屋 也と 有る は、 殊に 其 中 重に 在る 正殿 を 仕へ 奉る. 3 なる 謂なる 可く、 又稻積 山、 郡 家 東南 五 里 七十 六 歩と 有る 

下に. 大神 之稻植 也と 書し， 叉稻 山、 ^家 正東 五 里 一 百 一 十六 歩と 有る 下に、 東 有-一樹 林 r 三方 竝礎 也、 大神 之御稻 

と 云へ る は 共に 御稻 倉の 料材を 採れる 山 か、 叉 は其稻 倉の 此に 在りつ るなる 可し • 其稻 積の 事は傳 十二に 云へ り、 次 

に 陰山 >  東南 五 里 八十 六 歩 (大神 之 御陰 也) と 有る 陰 を 富 登と 訓 むは 誤な り、 加 宜と訓 むべ し、 祝詞に 天 之 御蔭 

n 之 御 ー£ 止隱坐 S と 有る は. 屋を！ S ふ 事 を 云 ふなれば、 大社の 御 屋を葺 く 草を此 山に 採れる 由なる にこ そ *  .fr 、に样 

山、 郡 家 東南 五 里 二百 五十六 歩、 (南西 竝有二 樹林 T 東北 竝礎 也、 大神之 御 梓) 义冠山 • 郡 家 東南 五 里 二百 五十六 歩、 

(大神 之 御冠) と 有る、 样 山は样 木 を此に 伐り、 ハ "山 は 日影 を此に 採て 貢れ る 山 を 云 ふめり、 神 賀詞に、 伊都 幣„ -^, 緒 

結、 天 乃 k 賀秘 冠刮天 と 有る が 如く， 上世に 冠と 云 ひし は御鬉 なる 可き 事、 傳八、 十七に 註せ るが 如 I、 右 等 Q 物 

共を此 郡より 称 築 大社に 貢 上る 事 は. W 雲國造 » 雲臣 より 支^れた る 神 門 臣の其 郡に 在りて 仕へ 奉り 来る 者と 所見 
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たり、 其 神 門 郡の 終なる 連署の 中に、 大領外 從七位 上 勳業神 門臣と 見え、 叉 大同 類聚 方に、 須西 利藥、 W 雲 國神門 郡 

從八位 上 神 門臣等 之家傳 方、 其 元 者 和 加 須西利 比賣命 所レ授 也と も 見えたり、 (偖 》 雲國 にて 意 宇 郡 熊 野 大社， W 雲 郡 

件 築 大社と 二 所 御 在し 坐す、 共に 天 穗日 命の 神 孫た る W 雲國 造の 持ち 蜜く 皇神 等な り、 然るに 神祇 令： 大神 地祇の 義解 

に、 謂 天神 者 云々、 W 雲 國造齋 神 等類是 也、 地 紙 者 云々、 W 雲 大汝神 等類是 也と 云 ひて、 杵築 大社 を 國造齋 神と 云 は ざ 

る は 故 有る 事な り、 其 は 風土記の f 其 勘 造の 事 を 書せ る 所に、 國 造 帶意宇 郡 大領外 正 六 位 上勳業 W 雲臣廣 .：© と 有る 

を 以て 見る に、 其 熊 野 大社の 御 在し 坐す 御 許 近く 住へ るから， 古 は 殊に 親しく 仕へ 奉りて 其より 杵築 大社に は 然る：？ 

き 神事の 時々 に 行き 向 ひて 仕へ 奉れり し 者な り、 若て 其 件 築 大社 は 神鬥臣 其神鬥 郡に 在りて 仕へ 奉れる が 故に、 W 雲 

大汝神 を 國造齋 神と は 云 はざる なり、 今の 狀とは 古 異なりし と 知るべし、) 叉同錄 (和 泉 國神別 fK 孫) に 土師宿 

秋德 朝臣 同祖、 天 穗日命 十四 世 孫 野 見 宿 禰之後 也、 叉 土師連 同， 上と 有る を、 和名 抄郷 名に 大鳥郡 土 師波爾 之と 有り， 

此は 已に傳 十三に 云へ る 事ながら、 、なる 石津 連の 事に 由 有りて 引けるな り、 .？ へに 山 直、 天 穏日命 十七 世 孫 日 十：：. せ 乃 

己：：，：： 命 之 後 也と 有る は • 上に 引ける 左京祌 別の 入 間 宿 •  腕、 天 穗日命 十 世 孫 H< 日 古 曾 乃 己 呂 命 之 後 也と 有る に 合へ り、 

同抄鄕 名に 和 泉 郡 山 直 也、 末 多 倍と 見 ゆ、 神 名 式に 同 郡 山 直 神社 御 在し 坐す は 其 氏神に こそ 有らめ， 仁 明 天 €S 御紀 

に、 承 和 六 年 十一 月 己 卯朔庚 辰、 左 京人 左 大史正 六 位 上 山 直 池 作 等 十 人、 改，： 直 字， 賜， 一宿- 1^ 池 作 之 先 as. 自，， ： 大穗日 命 

之 後， 也と 見えたり、 fs- に石津 連、 天 穗日命 十四 世 孫 野 見 宿 禰之後 也と 有り、 同抄鄕 名に 石 津以之 都と 有る 是 なり、 神 

名 式に 大 邯石津 太 社 神社、 本！； 神 名 帳に 石津多 社と 作り、 若く は 天 夷 鳥 命に は 御 在し 坐さざる か、 今 石 津の夷 社 


と 云 ひて 名高き は 其 神 名の 夷 字 を 取りて 非ぬ 神の 社と 爲る 者と 所見たり、 續 後記 十三 元 興 寺 僧 守 印が 傅に 和 泉 國人俗 

姓土師 氏と 有りて 其 腸なる 可し、 仁德 天皇 六十 七 年御紀 に、 幸， 1 河 內石津 原； 以定， 一 陵 地， と 所見 なれば、 其 土 物に 仕 

へ 奉れる を 以て 其 地に 住める 者なる 可し、 彼垂仁 天皇 三十 二 年御紀 に、 野 見 宿 禰の自 n 領土 部 等， 取 レ坡， 以造 n 作 人馬 

及 種々 之 物 形 f 獻 n 于 天皇， 曰、 自今 以後 以， ー是土 物, 更 n 易 生 人 r 樹 -1 於 陵墓, 爲， 一 後葉 之 法則， と 有る、 思 ひ 合 はす 可き 

なり、 其 、に 民 直、 同 神 十七 世 孫 若 桑 足 尼 之 後 也と 有る は、 同 郡 美 多彌神 社是なる 可し、 此は 供御の 營田 など を預り 

て 仕へ 奉れる 謂なる にや、 (其 は ffi 雲 風土記に、 美談 鄕、 郡 家 西北 九 里 二百 四十 歩、 所， 造 ， 一天 下， 大神 御子 和 加 布都努 

志 命、 天 地 初 判 之 後、 天 御領田 之 長 供奉 坐 之、 卽彼神 鄕中坐 故 云， 一三 太 三, 云々 と 有る が 如く、 今 は 賤人を 民と 云 ふ 象 

と 心得 めれ ど、 古に は 田 耕る 長なる 人 を 多 美と は 云 ひけら し、 多 美と 云 ひて 田 持の 義 なる 事、 傳 十二 卷に 云へ るが 如 

くな り、 叉 和泉國 未定 雜 姓の 中に 眞髮 部、 天 穗日命 之 後者 不, 見と 云 ふ も 有り、) 叉 (未定 雑 姓 山城 國) 奄我、 天 穂 日 

命 之 後者と 有る 奄我を 今 本意 我に 誤れり、 其は傳 十三に 註せ るが 如く、 丹 波 國天田 郡 奄我祌 社 見えた るに、 和名 抄鄕 

名に 同 郡 土 師叉奄 我 有り、 叉 同 式に 但馬國 W 石 郡 阿牟加 神社 見えた るに、 同抄鄕 名に 同郡坡 野、 波爾 乃と 有り、 阿牟 

加は齋 と 云 ふ 事に て、 供御の 料 Q 淸器を 云 ふなる 可し、 雄 略 天皇 十七 年御紀 に、 詔， 1 土師連 等： 使 レ進， -應レ 盛-, 朝夕 

御 勝 I 淸器上 於 是土師 連 吾 筍仍進 云々 と 有る 中に、 丹波但 馬に も 費土師 有る 是 なり、 其阿牟 加と 云 ふ 神 名と 吾 笥と云 ふ 

人名と 相似た るに も 亦 心 を 著くべき 事共な り、 續紀 に、 寶鼯四 年 九月 壬 辰、 丹 波 國天田 郡 奄我社 有： -盜、 奥-一 供祭 物 r 

^一, 社中 r 去 十 許 丈 更立レ 社焉と 有る を 以て も、 神威の 可 長く 御 在し 坐す 程 は 知らる- - なり、 (伹惠 我と 有る も ー說な 
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る 可し、 雄 略 天皇 十三 ijf 御 紀に钳 香 市の 名 有り、 卽ち 河內國 古布 郡な り、 顯宗 IK 皇 御紀窒 壽御詞 に、 "酒 钳,； ^市 不，. ， 

以レ直 5 貝 一と 有る、 旨酒 は 美酒な り、 钳香 は陶畫 にて、 須惠宜 と 云 ふ 事なる 可し. 右の 奄 我の 事 は戾く 可から すと 雖 

も， 惠 我と 云 ふ も 僻事に も 非ざる 可し、) 〇 土 師連、 瑞珠 盟約 章に ar つ、 -:t 十三に 云へ り、 〇 天津. 彥根 命、 傳 十三に 

委しく 說 註し 奉れり、 ，古事記に は、 次 天津 彥根命 者 (凡 河 內國. 造 額 田 部 湯 坐 連 茨木 國造倭 田 中 直 山 代阈造 Sil 來田國 

造 道尻岐 SE 國造周 防 國造倭 奄知造 高 市 縣主蒲 生 稻寸三 枝 部 連 等之祖 也) と 有りて、 記 傳七卷 に 明解 有りと 雖、 今又此 

に 右の 事共 を說 くべき なり、 此には 唯 茨城 國造額 田 部 連 等 遠祖との み 有り、 又 例の 合せ 解くべき なり、 ^^、々に此を云 

ふべ し、 〇 茨城 國-造 は、 古事記に 天津 日子 根 命 者、 亥木國 造之祖 也と 所見たり、 但 諸 本 共に 木國 造と 有る を、 ？ 七 

(十 亇) に 下り 引ける 例 證共を 擧げて 茨 字 を 補 はれた る は實に 然るず なり、 國 造本 紀に、 茨城 國造、 輕島璺 明朝 御世、 

天津 彥根命 孫 筑紫刀 漏、 定 つ赐國 造， と 有り、 其 筑紫刀 漏と 云 ふ 人名 は、 古語 拾遺に 天 目 一箇 命を筑 紫、 伊勢 兩國忌 部 

祖 也と 所見 たれば、 征韓の 御 時な どに 供へ 奉りて， 其 家の 職と 有る 毅 冶の 事 を 以て 仕へ 奉れり し 子孫の 筑紫 にも 在る 

を 思へ-ば 必す其 人な りけ むと ぞ 所思え たる、 然れば 刀 麵は舍 人に て、 筑紫舍 人と 云 はむ が 如くして、 謂 ゆる 筑紫忌 部 

の稱 なりけ り、 和名 抄鄕 名に、 筑前國 穗浪郡 堅 磐、 加 多 之 方と 有る は、 古事記に、 取，/ 大安 河 之 河 上 之 天 堅"，^ r 取， iH< 

金山 之鐵， 而求 ニ毅人 天津 麻羅， 而云. <<  と 有る は、 毅 人の 質 石に 由れ るかと 思 ひ 合せられ， 叉和爾 維に、 筑前國 遠賀郡 

高 倉 村 高 倉 神社、 大 倉主 菟夫羅 嫒本宮 也、 相 殿 之 神 一座 H< 照 太 神 雷神 高 倉 神 拉神功 皇后 所，， 禱祭， 也と 有る "大照 太 神 

は、 皇太 神に は 坐す ベから す、 傳 十九に 云へ る H 八 照 御 魂 神に して • 鏡 作 遠祖 一 K 拔戶 神に 御 在し 坐すべく ■ 其 高 倉 神 は 


高 倉 下命に して fK 香 山 命に 米： せば、 謂 ゆ る 鏡 作 神 石 凝姥命 に 御 在し 坐すべき など 思 ひ 合 はする に、 右の 筑紫 刀-織と 云 

ひける 人名 所 由 無しと は 云 ふべ からざる なり、 其 事 次第 七 子の 所に 云 ふべき なり、 (叉 和名 抄鄕 名に 筑後國 三毛 郡砥 

上と 有る は 其 鍛冶に 由有るに は 非 じか、 但 茨城 圃 造の 事に 就て、 筑 紫の 事 は 更に 云 ふ 限りに 非す と雖 も、 巳に 筑紫刀 

漏と 云 ふから は 其 地名 を 食へ る 者な り、 矛、 に 引ける 建杵呂 命の 神 功 皇后に 仕へ 奉られし を 見る 可し、) 常 陸 風土記に、 ヽ 

茨城 郡 (東 香 島 郡， 南 佐禮流 海、 西筑波 山、 北那 珂邶) 古老 曰、 昔 在 國巢、 (俗語 曰 n 都 知久母 f 叉 曰，， 夜 都 賀波岐 ，) 

山 之 佐 伯、 野 之 佐 伯、 善 置，： 掘土窟 T 常 居， 穴、 有，， 人來則 入レ窟 而資， 之、 其 人去更 郊以 遊， 之、 狼 性 梟 情 鼠 窺掠盜 

無レ 被，， 招 慰 r 彌 阻，， 風俗， 也、 此時 大臣 族 黑坂命 伺 候 ffi 遊 之 時； 以- 茨蔬， 塞 n 施穴內 f 卽縱 -1 騎兵， 急 令 =逐 迫 f 佐 伯 等 

如 レ常欲 i 而歸 盡繁  >1 茨蔬 f 衝害 刺傷、 終疾死 散、 故 取，， 茨蔬， 以著 M 縣名？ (所謂 茨城 郡 今 存，， 那 II： 郡 之 西； 古 

者 郡 家 所 レ置卽 茨城 郡內、 風俗 諺 曰、 水 依 茨城 之國 >) 或 曰、 山 之 佐 伯、 野 之 佐 伯、 自 爲，， 賊長？ 引； T 徒 1. 衆 f 横 n 行國 

中 f 大爲テ ぼ 殺？ 時黑 坂命規 n 滅此 賊？ 以， 茨城 造、 所 n 以 地名， 便 謂 n 茨城- 焉、 (茨城 國造 天津 多 祁許呂 命 仕 n 息 長帶比 

賣 天皇 之 朝 f 當 TI 至 品 太 天皇 之誕時 f 多 祁許呂 命 有 n 子 八 人； 中 男 筑波使 主 茨城 郡 湯 坐 連 等 之初祖 也、) と 有る、 此多 

祁許 KI 命 は、 神 功 a 后の 御 時の 人な りと 雖、 下なる .p;: 城國 造の 祖と 有れば、 已 に成務 天皇 御 f の 人な り、 此に大 E 族 

黑坂 命と 云へ る は、 右に 子 八 人と 有る 中の 一 人に て 有る ベ けれども、 今 何れと も 知るべからざる なり、 萬 葉抄に 引け 

る 風土記に、 黑 坂命征 TI 罰陸奧 蝦夷 f 事 了 凱旋 及-一 多 歌 郡 角枯之 山： 黑坂命 遇 n 病身， 故、 愛改 M 角枯， 號 M 黑 前山： • 黑坂 

命 之輸轜 車？！ ^自， 1 黑前之 山， 到，， 日 高 E, 之 葬具 儀 赤旗 靑幡 交雜， 飄膽雲 飛 虹 張、 瑩， 野耀 レ路、 時人 謂， 1 之 精垂國 f 後 
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世更 稱，, 信太國 一と 見えたり、 借 姓氏 錄 (未定 雜姓和 泉國) に、 茨木 造、 天津 1^ 根 命 之 後者 不， 見と 見えたり、 和名 抄 

都 名に. 常陸國 茨城、 牟波 良岐と 有る は、 伊 婆 良 伎なる を 音便に 牟と 云へ るな り、 後に 壬 生 連の 姓 を 賜 はれる にや、 

風土記 行方 邯條 に、 難 波長 柄豐前 大宮歐 天皇 之せ 癸丑 年 茨城 國造 にて 下 壬 生 連 麻 呂那珂 阔 迭壬生 直 夫子 云々 と 見 ゆ、 

(叉 姓氏 錄和 泉國皇 別に、 茨木 造、 豐城入 彥命之 後 也と 有る は、 別な りと 所見たり、 偖攝律 國岛上 郡に 今 も 茨木 村と 有 

る は、 其 常 陸なる 茨城 國 造の 族たり し 人の 住める 地に や、 此の 茨城 國造卽 ち 天津 彥根 命の 後に して、 攝津國 造と 有り 

し 凡 河内 忌寸の 同族と 有れば、 大いに 由有る 事な り、 傳 十三 卷に云 へり、 考へ合 はす 可し * 下の 菅田 首の 所に 云へ る 

が 如く、 和名 抄に常 陸 國河內 郡 菅田郷 有り、 姓氏 錄 山城 國神別 天神に、 菅田 首、 天 久斯麻 比 止 都 命 之 後 也と 有る に W 心 

ひ 合 はす 可き 事ぞ かし、) 右の 天津 多 祁許呂 命 は、 姓氏 錄に 天津 亲根命 十四 f 孫 建許呂 命と 有る 此人 なり、 其 子 有， 一八 

人， と 有る 中に、 其 第一 子 は 師長 國造 i 志賀高 穴穩朝 御世、 茨城 國造祖 建 許 呂命兒 意富 鷲 命、 定 賜國 造-と 有る 是に 

て、 和名 抄鄕 名に 餘絞郡 磯長と 見えた る此國 造なる 可し、 其 第二 子 は、 須惠國 造、 志賀 高穴穩 朝、 茨城 國造祖 建 許 侶 

命 兒大布 日意彌 命、 定 n 賜國 造-と 有る 是 なり、 萬 葉 九 (十七 丁) に、 詠，, 上 總末珠 名 娘 子, 云 ，<r 水 長 島. 安房 爾繼 

有、 梓弓、 末 乃 珠名者 云， と 詠める は、 此國 造の 嵐なる 女なる 可し、 同抄郡 名に 周淮 (季) と 見え、 當郡額 田 湯 坐 二 

鄉 有る も 所以 有る 事と 見えたり、 其 第三 子 は、 馬 來田國 造、 志 賀高穴 穂 朝 御世、 茨 國造祖 建 許 呂命兒 深 河意彌 命， 

定っ 賜國造 一と 有り、 同抄郡 名に" 上總國 §ェ 陁. 末 宇 太と 有る 是 なり、 偖此を 古事記に は馬來 田圃 造と 作り、 IK 武： 大皇 

元年 御 紀に大 伴 連馬來 田と 云 ふ 人名 有る を、 其 十二 年 六月に は 大伴速 望 多と 有り、 此を 以て、 和名 抄 にお 宇 太と 有る 


は、 宇 麻 具 多 を 昔 便に  一 K へる を 知るべし、 同 抄翁布 類 調 布の 下に^ 陁者上 總國郡 名 也と 有る も、 其 古き 訓は 同じ かる 

可き 事 云 ふ も 更なり、 萬 葉 十四 (九 丁) に、 上 總歌宇 麻 具 多能、 翩呂乃 佐 左 葉 能、 叉 宇 麻 具 多能、 liH 爾可久 里爲な 

ど 有る 是 なり、 其 第 四 子 は、 道 奥 菊 多！； 造、 輕岛畳 明 御代.. 以， 一 建 許 呂命兒 屋主乃 漏 r 定 i 脇國 造, と 有り、 同 抄鄕名 

に 陸 奥國菊 多木久 多と 有る 是也、 屋主乃 .1 は屋主 刀廳の 誤なる 可し、 續紀 に、 養老 二 年 五月 乙 未、 割-一 常 陸 國多珂 之 

鄕ニ 百 一十 畑 f 名 曰，, 菊 多 郡； 屬，, 石 城國, 焉と 有る を 思 ふに， 古より 菊 多と 云 ふ 地名 有りて、 此菊多 郡と 云 ふ 程の 地 

を Ml と 云 ひて、 元は 常 陸國の 地な りしな り、 元本 背と 有る は、 地理に 因りて 考 ふるに 城 を 誤れるな りと 云 ふ說に 依れ 

り. 其 第五の 子 は、 道ロ岐 SE 國造、 輕島豐 明 御世、 建 許 呂命兒 宇佐 比 乃攔、 定 n 賜國. 造-と 有り、 此を 古事記に は 道 尻 

岐閘國 造と 有りて、 道 口と 道 尻との 違 有りて 何れ か 其と 今定む 可から ざるに 似たり と雖 も、 道 口 は 常 陸 國多珂 郡 道 口 

鄕 有る 是を 云へ るに て、 ナ、 に 云へ る 道前是 なる 可し、 道 尻 は 常 陸 風土記 多 珂郡條 に、 以 n 久慈搏 之 助 河， 爲， 一道 前- (去 

レ郡 西北 六十 里、 今 猶稱， 一道 前 里 0 陸 奥 國石城 郡 苦 麻 之 村 爲，, 道 後， と 有る 是 にて， 其 下に， 至，； 難 波 K 柄 豐前大 宮臨軒 

天皇 之 世 云々： 分？！ 置 多 珂石城 二 郡 一 (石 城 郡今存 n 陸 輿 國缚內 一) と 見えた るが 如く、 元は 常陸國 なりし を、 其 道 前の 方 

を多珂 郡の 方に 屬 けて、 道 後 は 陸 奧國と 成れる が、 岐 W は 城 上に て 磐 城 郡より 奥方なる 可き を、 今 は 其 名 絶えた るな 

めり、 偖 其 常 陸の 多珂 郡より 陸 奥の 磐 城 郡に 瓦， る 地な りし 故 は、 一 に は 道 口と. 云 ひ、 一 に は 道 尻と 云 ふ傳の 有りし な 

りけ り、 (然る 故に 常 陸より 係て は 道ロ岐 W と 云 ひ、 陸奧を 本と して は 道尻妓 M と 云へ るに て、 然る 例 有る 事な り、 

共に 僻事と 云 ふ に は 非すな む 有りけ る、 萬 葉 仙 覺抄道 後深津 島山 條に、 「道 後と は 陸 奧國は 東 山道 の 竟 なれば 道 後と 
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云. ふ、 常 陸 國多珂 邯折藻 山 を も 風土記に は 道 後多那 末の 山と 訓 めり、 常 陸 は 東海道の 究 なる 故な り、 此を 以て 心得る 

に 北陸 道、 山陰、 山陽な りと も、 其 道 を 道 後と 訓 むべき 如き 謂れな り」 と 云へ り、) 叉 其 第 六 子 は、 石背國 造、 志賀 

高 穴穗朝 御世 以，， 建 許 呂命兒 建 彌依米 命 r 定 賜國 造， と 有る は、 和名 抄郡 名に、 陸 奥國磐 瀨、 伊波せ、 國分 爲，. 伊達 

郡， と 有る 是 なり、 淸和 天皇 實錄 に、 贞觀五 年 十二月 十六 日 甲 戌 陸奧國 磐瀨郡 人！^ 六 位 上勳九 等吉彌 候部豐 野、 ^, 一 姓 

陸奧磐 瀨臣， 天津 彥根命 之 後 也、 又 六 年 七月に、 陸奥阈 磐瀬邯 權大領 朝 t: 長宗と 有りて 能く 合へ り、 其. h 、に は： 心 城 

國造、 志賀高 穴穗朝 御世、 以，, 建許呂 命， 定 n 賜國 造， と 有り、 考證に 云 はく" 常 陸 風土記 多珂 郡， 璨に、 建御狹 H 命 常，， 

所 レ遣時 T 以 M 久慈之 助 河， 爲-道 前 r  (去レ 郡 西北 六十 里、 今 猶稱， 1 道 前 里-) 陸 奧石城 郡 苦 麻 之 村 爲，： 道 前， と 有りて、 此 

苦 麻 之 村 は多珂 郡の 大道の 極な りし 故に 道 後と 云 ひし 也、 然る を 其 後 至，： 難 波長 柄 豐前大 宮臨軒 天 ，皇 之 世 癸丑 年 f 多 

珂阔. 造 石 城 直 美 夜 部 石 城 許 □ 造 部 志 許 未 請 ri*. 德領 高向大 夫？ 以，： 所 部 遠 往來不 7 通、 今 置，， 多珂 城 二 郡， と 見えて、 

多 珂の地 を 割きて 磐 城 郡 を 置かれし を、 後に 岩 城 を 陸 奥に 諫られ し 故に. 苦 麻 之 村 は 自陸奧 §； に存 りて、 今 も 熊； と 

云 ふ 有る にて 石 城 は 本 常 陸の 地なる 事徵 しと 云へ り、 ^此は其八子の父と有る建許呂命の始めて任され^^れる^なる 

事 云 ふも更 なる が 右に 引ける 風土記に、 茨城 國連 初祖 1K 津多祁 許呂命 仕， 1 息 長 帶比寶 IK 皇之朝 T 常， 至，； 品 太 天 皇之誕 

時： 多 祁許呂 命 有 n 子 八 人； 中 男 筑波使 主 茨城 郡 湯 坐 連 等 之初祖 也と 有る を W 心 ふに、 筑波使 主 は 元 來筑紫 刀 纏の 事に 

て、 上に 謂 ゆる 茨城 國 造の 始祖なる 可 かりければ * 是其第 七 子に 常る 可き なり、 但筑紫 刀 •  纏と は 上に 云へ る 如く 其 本 

生の 地 を 以て 號け、 筑波使 主と は 其 任に 著き たる 地名 を 稱れる 者なる 可し、 叉 此筑波 使 主 は 同記筑 波郡條 に、 美寓貴 


iij 白! 5 之せ 遣，, 釆女臣 支 羼 筑簟命 於 紀之國 之國造 一一 K 々と 有る と は 別なる が、 其 第 八 子 は 古事記に、 .ft- 天津 日子 根 命 者 云 

々、 周 芳國造 等之祖 也と 有る を、 國 迭本紀 に.' 筑波國 造" 志賀 高穴穗 朝、 以ニ忍 凝 見 命 孫 阿^ 色 命？ 定 コ賜國 造-と 有 

tJ; &、  續紀 に、 神 護 景雲 元 やに、 常 陸 國筑波 郡人從 五位 下 壬 生^ 小 家 

ぉ^ か 6 き？  i 一、 一 if ハ^に、 以 44- 膳 常 陸 國筑波 釆女從 五位 下 動 五 等 壬 生 宿き 小 家主- 爲- 一本 國，" i- と 見えた るに、 

4ii わ， iir  4!ii^,6f6- かか^ 祁許呂 命 云々、 ■ 有-: 子 A 人ハ 中 男 筑波使 主 茨城 郡 湯 坐 速 等 之初祖 也と 有る にもれ ち 

<{" へ、 ト、 iifr^r ち i:iii{i、 仁和ニ年^1月十六日己丑、 常 陸 國正六 位 上 菅田神 校 n 從五 位下 一と 有る 社 は、 今 新 治 

きゎ^^£:^„1^^^神有る是なるが、 古 額に 須賀 に須贺 多の 神と 一 K ふ さ瀕 有り、 姓氏 錄に、 菅田 天 久斯麻 比 止 都 命 之 

^ ^-, い a-.!!- 同 i なる を 思 ふに、 茨城 國. 造と 同族なる 可し と 云へ る は 然る 一 百な り、 周 防國造 輕島豐 明朝、 茨城 國. 造 同 

祖加米 乃 意 美、 定 n 賜國 造， と 有る 是 なり、 神 名 式に 周 防 國熊毛 郡 石 城 神社 有る を も £.5 ひ 合す 可くな む、 三代 實錄 に貞 

6かゃか^:ゎへハ^1^1午、 i 防國正 五位.^ 石 城； I 比 美 神 M 授， 1 從四 位下， と 有る は 夫婦 二 神に 坐す にや、 今 所. 祭 大山 祇 

へ？ ひ り、 其 陸 奧國磐 城 都に 二 神社 坐す に、 周 防 國都濃 郡 二 保 神社 坐すな ど 思 ひ 合 はす 可し、 又吉敷 IS 仁 壁 神社 

御.？ - しゅ； す も、 祭神 は俾廿 八に 云 へ る 如く 別 なれ ども、 地名 は 額 田 郡の 切 まれる 者と 見 ゆるな ど 證と爲 ベ き 者な り、 

(伹此 第 八 子の 如き は、 其 次第 今 知るべき に 非す と雖 も" 國 造本 紀に 出 でた る 次序 を 以て  一 二と は 云 ふなり、 必す泥 

む 可から す、 叉 右に 云へ る 筑波國 造、 志賀高 穴穗朝 御世 * 以 n 忍 凝 見 命 孫 阿 SE 色 命？ 定 IT 賜阈 造， と 有る は 別人なる 町 

し- 風土記に 筑波郡 束 茨城 郡 南 河 內郡西 毛 野 河北 筑波 1;., い、 古老 3、 筑波 之縣古 謂- 1 紀國 r 美萬贵 天皇 之 世、 遣 n 采女ほ 
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支 隱筑簟 命 於 紀阔之 造 T 筑波命 曰、 欲， 令，， 身 名 者 著レ國 而後 世 流條； 卽改： ：本號 -更稱 n 筑 波-者， M 俗說 lr、 撮 飯筑波 

之阈と 所見た る >  此は崇 神 天皇 御世の 事に て、 采女臣 は 姓氏 錄 右京 神 別 上天 神に、 采女 朝臣、 石 上 朝臣 同祖 神饒速 =1 

命 六^ 孫 大水 口 宿 禰之後 也と 見え- 和 泉 國神刖 天神に 来 女臣、 神燒 速！：！ 命 六 世 孫 伊香 我 色 雄 命 之 後 也と 有る、 此に就 

て 思 ひ 合せら る. -事 は、 其 采女臣 支麗と 有る は、 天孫 本紀 伊香 色 雄 命の 下に、 山 代 縣主祖 長 溝 女 露 木 姬爲ぃ 妻、 生 ヒー 

兒， 云- 5- と 見えたり、 此を 以て 考 ふるに、 瑞珠 盟約 章に 天津 彥根 命、 是凡川 內直山 代 直 等 a 也と 有る 其 裔の山 代縣主 

なりければ、 其 忍 凝 見 命 は 建許呂 命の 父な どに て， 長 溝と 云 ふ 人の 兄" S などに もや 有りけ む、 右に 筑簟 命と 一 K ふ は-伏 

めて 其 忍 凝 見 命なる 可く こそ、 叉 其 忍 凝 又 建許呂 などの 凝 は 鍛冶の 謂に て、 風土記 香 島郡條 に、 郡 東. 二三 里 一： S 松濱云 

云、 慶雲 元年 國司釆 女 朝臣 ト 率- 1 毅 冶佐備 大麻 呂等 r 採-; 右松 濱之 鐵- 以造レ m 云. <、 安 是湖之 所い 有 沙鐵造 レ劍大 利 云々 

と 有る 佐備 大麻 呂は、 佐 備は下 章 第三 一書に 謂 ゆる 蛇韓鋤 之鈕叉 神武 天皇 御紀 に、 乃拔ぃ 劍入レ 海、 化つ 爲鋤持 神-と 有 

る鋤是 なれば、 右に 佐備と 云へ る は 刀 劍を鍛 す 謂なる にて、 此も其 建許呂 命の 末なる 人なる 可し、) 〇 額 田 部 連、 此 

は 古事記に 天津 日子 根 命の 裔孫を 書せ る 中に 額 田 部 湯 坐 連と 有り、 姓氏 錄 (左 京 神 別 下 天孫) に、 額 田 部 湯 坐 連 天津 

极命子 明 立 天 御影 命 之 後 也、 尤恭 天皇 御世 被 A 遣 n 薩摩國 f 平，； 辈人？ 復奏之 日、 獻-ー 御馬 一 疋？ 額 有-； 町 形 廻 毛？  X 

皇喜之 赐-; 額 田 部-也、 叉 額 田 部 同 命 孫 意富 伊 我 都 命 之 後 也と 有り、 然れば 天津 彥根 命の 子 天 御蔭 命 亦 名 天 目 一 箇 命に 

して、 其 孫 は 意富 伊 我 都 命に 坐せ るな り、 若て 又 (大和 國神別 fK 孫) 額 田 部 河 田 連 同 神 三世 孫 意富 伊 我 都 命 之 後 也、 

允恭 天皇 御 I 獻，， 額 田 馬； 天皇 勅， -, 此馬額 如 田町ハ 仍赐， ： 姓 額 田 部 連， と 有る、 此の 意富 伊 我 都 命の 意富 は、 彥を傳 へ 誤 


れる にて は 非ざる か、 其 高 市 連 額 田 部 同祖 天津 彥根命 三世 孫彦 伊賀 都 命 之 後 也と 有る を 證と爲 べし， 然して 此は其 父 

の 意富 伊 我 都 命に 對 へて 其 子を彥 伊賀 都 命と 云 ふと 所思し ければ なり、 伹 (和 泉 國神別 -大 孫) 末 使 主 天津 彥根 命子彥 

稻勝命 之 後 也と 有る、 此は其 三世 孫なる 人 を廣く 子と 云へ るに て 其 世 數には 合 はざる 者な り、 叉 (攝津 國神別 天孫) 

額 田 部 湯 坐 連 天津 孫 根 命 五世 孫 乎 田 部 連 之 後 也と も 見えた る は、 名の 狀に 依りて 思 ふに、 十五 世 孫な どに もや 有 るら 

む. 同 錄三枝 部 連 奄知連 高市縣 主の 下に、 天津 彥极命 十四 世 孫 建許呂 命と 有る より は 後の 人なる 可き 事 云 ふ も更な 

り、 然るに 常 陸 風土記 茨城 郡條 に、 多 祁許呂 命 有 二子 八 人？ 中 男 筑波使 主 茨城 郡 湯 坐 連 等 之初祖 也と， 所見た る、 此筑 

波 使 主 は.， 上に Is ゆる 國 造本 紀に、 茨城 國造、 輕島璺 明朝 御世、 天津 彥根命 孫紫筑 刀禰定 っ赐國 造-と 有る、 此人鎭 西 

にて 生れた る 故に 筑紫刀 It と 云 ひける を、 其國に 任に 著き てより、 地名 を唱 へて 筑波使 主と 云 ひけるな り、 其 湯 坐 連 

は 額 田 部 湯 坐 連なる 事 云 ふも更 なる が、 其 初 祖と云 ふ を 以て 思へば、 必す おの 額 田 部の 氏々 は 右の 茨城 國 造より 91 で 

たりし 者な りけ り、 (又此 外に 上に 引ける 姓氏 錄 右京 神 別 上天 神に、 額 田 部 宿！ ！• 明日 名門 命 三世 孫 天 村 雲 命 之 後 也、 

又 額 田 部 S 玉、 額 田 部宿禰 同祖 明日 名門 命 十 一 世 孫 御 ま 宿 鼸之後 也、 叉 山城 國神別 天神に、 額 田 部 宿 踊 明日 名門 命 六 

M 孫 天 由 久富命 之 後 也、 叉 攝津國 神 別 天神に 額 田 部 宿； 臃、 角 凝 魂 命 男 五十 狹經魂 命 之 後 也と 所見た る 宿 踊の 姓なる は 

此とは 別な り、 思 ひ 混 ふ 可から す" 其 委しき 所 由 は 次々 に 註して む を 考へ合 はす 可き 者な りかし ) 若て 其 額 田 部の 

額 田 は、 右に 引ける 姓氏 錄に、 獻，, 御馬 一 疋 r 額 有-】 町 形 廻 毛、 天皇 喜之赐 >ー 額 田 部， とも、 獻：： 額 田 馬？ 天 皇 勅- n 此馬額 

如 二 田 町； 仍 賜-一 姓 額 田 部 連 一と も 所見た る、 廻 毛 は， 和名 抄に、 爾雅註 云 孅毛ー 云 旋毛 和名 都 無 之と 有る 是 にて • 卽ち 
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右の 廻 叉 は 旋.， 字の 義の言 なり， 然れ ば同抄 に、 殿， 文選 詩 云 n 飈卷 i„ 向樹 T 兼名苑 云、 殿 暴風 從レ下 而上也 ■ 和名 S 無 

之 加 世と 有る も 同 言に て、 圓 筋の 切れるな り、 叉 其 廻 毛 を 俗に 都 自と云 ひ、 麟を 都自加 世と 略き て 云 ふ 事なる が、 同 

抄 道路 類に、 ゲ字吳 均 行路 難 云、 縦横 十字 成， 1 阡 限- (今 按、 十字 者 東西南北 相 分 之 道、 • 其 中央 似， 1 十字， 也、 俗用，： 辻 

字 r 本文 未 レ詳、 ) と 有りて 和名 を 載せ ざれ ども、 世に 遍く 都自と 云へ る 其 も 廻 筋と 云 ふ 事に て、 右 等の 志 は 阡 陌を多 

知 之與古 之と 云へ る之是 なり、 若て 其 町 形と 云 ひ 田 町と 云へ る は、 和名 抄に、 蒼 頡篇云 • 町、 和名 末 知、 田^ 也と 云 

へ るが 如く 畔を 田界 として 展 別てる 象形 を 云 ひて、 田 町と は 其 廻 毛の 狀縱橫 に 筋 通りて、 實に田 字の 狀 なりけ るが 珍 

奇 らしくて 如此 なむ 稱美 させ 御 在し 坐々 たりけ るが 故に、 此時迄 は 田 部と 云 ひて • 天皇の 大 御田 を預り 仕へ 奉れる 群 

主にて 有りけ む を、 更に 額 田 田 部と 云 ふ 一郡 を 定めさせ 給へ る 者な りけ り、 但此額 田 部の 事 は尤恭 天皇 御世の 故事な 

り、 然るに 古事記 大國 主神 段に、 日名照額田31^道男伊許知邇神と申す神名有りて、 巳に 神代に 額 田の 稱 有り、 叉應神 

天皇 二 年御紀 に、 額 田 大仲彥 皇子と 申す 御名 も 所見て、 此は 允恭 天皇の 御世 所 知 着し 初めさせ 給へ る 元年 千： 子より は 

凡百 四十 年餘も 古の 事なる に 已に額 田の 雷 有 なれば、 此 姓氏 錄の說 浮きた るに 似たり と 思へ ども、 猶 熟考 ふるに、 此 

は 上の 天 手 力 雄 神の 下に 引ける 其 亦 名 明 H 名門 命より K でた る 額 田 部 宿 禰の額 田に て、 其 は 右の 額 田 馬の 謂に 依れる 

に は 有る ベから- K- 其 額 田 部 は 拔戶田 部と 云 ふ 事に て、 其は傳 十九 及び 上に も 註せ るが 如く、 彼 鏡 作 神 を 天 拔戶 神と 

申し 奉れる も 字の 如く 其 事に 依りて ロ祌は 磐戶を 開けて W でさせ 御 在し 坐し ける 故 由 を 以て 然食ひ 坐せ る を、 況て此 

天 手 力 雄祌は 御戶開 神に 御 在し 坐せば， 其裔 孫なる 田^なる 人の 部を已 くより 拔戶田 部と 云 ひけむ が 約り て、 何時と 


無く 額 田と は 成れるな りけ り、 然れば 同じ 額 田 部と 云 ふ 中に、 1 は 拔戶田 部な り、 1 は 額 田 田 部な り 其 来る 所 同じ か 

らす、 其 心して なむ 思 ひ 分くべき 事な りけ る、 (佴 右に 引ける 神 名なる は、 又此 二の 例と は 同じき に 非ざる 可し. 日 

名 照 は 日 之 照な り、 額 田 は 山の 額なる 地に 在る 田の 事 を 云へ るなる にや、 昆道男 は 泥 長なる 可く、 伊 許知邇 は、 伊 は 

發語、 許 知 邇は凝 土 主の 意な どに は 非 じか、 此神 名の 額 田 を 地名と し 或は 後より 及 ほせる 名と 思 ふ は 非ざる 可し、) 

若て 其 田 部と 云へ る は、 傳 十七 及、 び 上に 註せ るが 如く、 古 大皇尊 等の 遍 ねく 天下 を 所 知 看させ 給 ふ 中に も 供御の 料の 

御田 を 定めさせ 給 ひ、 田 部 を 置きて 其 事 を 令レ掌 給へ るな り、 職員 令 宮內省 官田義 解に、 謂 供御 稻田 分つ 置 畿內, 者、 

名 爲ニ官 田, 也と 見え、 田 令に 凡畿內 置，, 官田？ 大和 攝津各 三十 町、 河內 山背 各 二十 町 云えと 有る が 如く、 其 員数の 如き 

は 世 々に 沿革 有るべき 害な りと 雖も 大較 異ならざる 可し、 偖此 Q 田 部 は、 同 令 其 田 司 年別 相替と 有る 義 解に、 謂宮內 

省 差 n 管內雜 任？ 令レ掌 M 其 事 r  ： 是爲 n 田 司 1 と 有る 田 司の 如くして、 世々 仕へ 奉れり しなり、 然して 其 田 部の 摅督 たる 

人 は， 上に 謂 ゆる 多 米 連に して、 其 職宮內 卿の 官田を 掌れ るが 如くして 仕へ 奉れし 者な りけ り、 景行 天皇 五十 七 年 御 

紀に、 冬 十月 興， 一田 部 屯 倉, と 所見た るより 始めて、 次々 御世 御世に 御名 代の 御田 を 置かせら る \ に 就て は、 漸次に 甚 

多く 成り 以て 来に けらし * 安閑 天皇 元年 御紀 に、 大伴大 連 金 村 奏請、 宜，. 以 S 小 墾田 屯倉與 -1 毎 » 田 部？ 給 n 赐紗 手嫒？ 

以ミ櫻 井 屯 倉 (一本 云 加つ 赐茅停 山 屯 倉-) 與 -1 毎 國田部 一 給 T1 賜 香々 有 媛 r 以， --難 波 屯倉與 -1 毎郡糴 丁： 給 T 賜 宅嫒， と 有 

りて、 田 部 は 其 田 司な り、 濯 丁 は 田 令に 謂 ゆる 官 田の 役 丁に 耕種 を 成す 爲に充 使 ふ 雜搖を 云 ふなり、 又 其 下に、 蓋 三 

島 竹 村 屯 倉 者 以ニ河 內縣部 曲， 爲- 一田 部 一之 元 於是乎 起と 所見、 又 其 二 年に、 詔 -： 櫻 井田 部 連 云々 等 r 主 rr 掌 屯 倉之稅 一と 
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有り、 叉孝德 天皇 二 年 御 紀に田 部と 云 ふ 事 も 有るな ど 考へ合 はす 可き 事な り、 偖 此額田 部 を 額 田 田 部の 切れるな りと 

云 ふ 故 は， 上に 引ける 姓氏 錄 (攝律 W 神 別 天孫) に、 額 田 部 湯 坐 連 天津 根 命 五 肯孫乎 田 部 連 之 後 也と 所見た る 乎 田 

部 は 小 田 部と 云 ふ 事に て、 上に 多 米 連の 有る 其に 對 へたる 稱 ならむ と 所思 ゆれば なり、 其 故 は 右の 如く 量 行 1K 皇 御世 

に 田 部 屯 倉 を 興させ 御 在し 坐して 後に、 姓氏 錄 (右京 神 別 上天 神) に、 多 米 宿： 纏 云々、 成務 fK 皇御 * 仕 n 奉大 炊， 寮， 云 

云と 有る に." 其 本 系 帳に、 天皇 御躬爲 n 國大 歆， 之 時， 供 n 御大 飯？ 巳 不-ー 聞 食 r 仍召 一一 氏人 等， 令， 作，： 御飯 { 特被 r, 詔勅， 

小 長 田 命 作 TT 備 御飯； 進 御 之 日 于吉聞 食、 卽垂， 詔、 儸供 n 奉 御飯 r 甚 有- 1 香 美 r 平服 聞 食、 故 召， 1 小 長 田 命， 者、 特賜， 1 

嘉 名； 朕 御 多 米食 赐被レ 詔 n 定多米 連 1 也、 雨 時赐： 一大 歆 政-亦 任 n 御田 之 職 T 賜 ，1 天皇 御 命 噴 之 政？ 掌 以仕奉 也と 见 えた 

る、 其 任, 御田 之 職， と 有る は、 田 部の 據督 として 仕へ 奉る 謂に て、 此多米 連の 同族に 額 田 部と 云へ る 氏々 有る も木此 

に 由れ る 者な り、 偖 此乎田 部 連 を： 大津彥 根 命 五世 孫と 有る は、 必す 十五 世 孫なる 可き 事 上に 註せ るが 如くなる に、 政 

事 要略に 引ける 姓氏 錄には 天 口 驚 命 十四 f 孫 小 長 田と 有れば、 小 長 田 命 乎 田 部 連 は 共に 同時の 人なる にて 1 一はお と 

スケ 

成り 一は 次と 成りて 仕へ 奉れる より 始て、 其成務 IK 皇御 I より 尤恭 天皇 御代に 至る 迄 は 唯に 田 部に て 在りし を、 ^の 

額 田 馬の 事より 起り て 額 田 部と 云 ふ 事と は 成れり ける 者と こそ 所思え たり けれ、 (此 外に も猶田 部と 一 K ふが 有りて、 

天孫 本 紀に十 一 世 孫 物 部 小 前 宿！ i 連 公田 部 連 等祖と 有り、 叉 右に 云へ る 如く 其 多 米 宿 禰多米 連の 同族に て、 姓氏 錄 

大和 國祌別 天祌^、 田 逢 宿 麵神魂 命 五世 孫 天日 鷲 命 之 後 也、 と 有る を 多 那^と 訓む事 なれ ども、 其 は 誤に て 田 部と K 

訓 なる 可き 事 上に 註せ るが 如し、 叉 上に も 云へ る 其 同族に て、 天 手 力 雄 神の 子孫なる 額 田 部 は 拔戶田 部に て 叉 一 種な 


門、 直、 國、 


る を、 此と額 田 部と 其唱の 同じく 成れるな り、 叉 安閑； K 皇ニ 年御紀 に、 詔，； 徵 井田 部 連 云々 等？ 主 Ti 掌 屯 倉 之稅， と 有 

る は、 某 田 部と 一 K ふ 事の 例な り、 應神 天皇 二 年御紀 に、 次妃搂 井田 部 連 男 鈕之妹 糸 媛と 云 ふ 有り、 和名 抄河內 郡撄井 

鄕 額田鄉 有りて 同 郡なる に 就て 思 ふに 同じ 田 部の 族なる が、 櫻 井と 額 田と に まれて 其 掌る 所 別なる を 以て 別 氏の 如く 

も 見 ゆれ ども 然ら ざる 可し、 其 男 組と 云 ふ 名 も劎に 因れる にて、 天津 彥根 命の 裔には 由 有り、 叉國 造本 紀に、 穴鬥 

造、 繮 向日 代 朝 御世、 櫻 井田 部 連 同祖 邇伎都 美 命 四 世 孫 速津鳥 命定？ 1 賜國造 一と、 仲哀 天皇 八 年 御紀に 見えた る 穴 門 

踐 立が 祖父なる 可き か、 神 功 皇后 元年 御 紀に額 田 部の 同族なる 山 代 根子な ども 仕へ 奉れるな ど 由 有りげ なり、 其 穴 

は 長 門 國豐浦 郡なる に 額 田 部 有り、 叉河內 國河內 郡に 豐铺鄉 有るな ど 思 ひ 合 はす 可し、 叉 和名 抄鄉 名に 下總國 1§1 達 郡 

田 部 茨城の ニ鄕 有る も、 此額田 部に 由 有りげ なる 事共な り、 叉 下野 國足利 郡 田 部、 出 羽 國河邊 郡 田 部、 筑前國 早 良 郡 

多 倍と 有る も、 右の 田 部の 類なる 可し、) 借 右に 引ける 古事記 姓氏 錄 等に 額 田 部 湯 坐 連と 云へ る 湯 坐 は、 海宮 遊行 章 

第 七 一 書に、 亦 云、 彥火火 W 見 尊 取- 1 婦人， 爲，, 乳母 湯 母 及 飯 嚼湯坐 t 凡 諸 部備行 以奉レ 養焉、 于時權 用，， 佗 姬婦？ 以 ^51^ 

養， 1 皇子， 焉、 此世 取， 一 5^ 母， 養, 兒之緣 也と 所見た る 湯 坐 卽ち是 なり、 古事記 玉垣 宮 段に、 此時其 后 姙レ身 云々、 其 所レ姙 

之 御子 旣產、 故 出，, 其 御子 r 置， 1 於稻 城外 ハ 令，， 大皇 T 若此 御子 笑 大皇之 御子 所思 可- 1 治 賜-云々、 亦 H< ：皇命 詔，， 

其 后， 一ぎ-凡 子 名 必母名 何 n 稱是 御子 之 御名， 云々、 叉 命 詔 何爲， 1 日足 奉， 也、 答 白 取 n 御 母， お n 大湯坐 若湯 坐？ 宜- 日足 

奉 T 故隨， 一 其 后 白 I 以 日足 奉 也と 見え、 叉 雄 略 天皇 三年 御紀に 湯人此 云， ー臾衞 一と 有る を 以て 其訓を 知るべし、 叉 平氏 太 

子傳 に、 卽命， 一有 司， 定， 一大 湯 坐 若湯 坐 一而 沐浴 抱舉 とも 有り、 又 右に 引ける 祌代紀 なる は 臾衞比 登と 訓 めれ ども、 其 は 
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後人の 訓み 僻めたり し 者と 見 ゆ、 孝德 天皇 二 年 御紀に 取-湯 部 之 馬-と 云 ふ 事の 有る も、 其 湯 坐の 部 を 云 ふなる にや、 

釋紀 に、 湯 坐 私記 曰、 問此 何物 哉、 ： 答 師說坐 或作レ 人、 是調， 湯 之 人 也と 見え、 口 訣に湯 坐 者 湯殿 女 也と 註し、 

に、 湯 坐 人 謂，. 洗 浴兒， 者， 也と 所見 たれば、 其 氏人の 女 を 以て 賜 坐に 奉れる 謂に 依れる 者な り. - 叉 常 陸風 土？ i に， 多 

祁許呂 命 有， 一子 八人ハ 中 3f; 筑波使 主 茨城 郡 湯 坐 連 之 初 a 也と 有る を， - 上に 引ける 國. 造本 紀に、 須惠國 造、 志賀 高穴穩 

朝、. 茨城 國造祖 建 許 侶 命 兒大布 比意彌 命、 お. ッ 賜闽 造, と 有る は、 上總圃 周淮邯 なる が、 和名 抄鄕 名に 同^ 額 田 湯^の 

ニ鄕 有る 事、 據 有りと 云 ふべ し、 然れば 此は額 田 部な りし 氏人の、 湯坐の職("^^を兼ねて仕へ 六トれりし者なる可くし 

て、 天武 1K 皇十 三年 御 紀に大 湯 人 連 若湯 人 連と 有る と は 本より 別なる 可き 事 云 ふ も 更なり、 (天孫 本紀 に、 饒速 = 命 

七 I 孫 大哮布 命 若湯 坐 連祖と 有る 是 なり、 姓氏 錄 在京 神 別 上大祌 に、 若湯 坐 宿 画、 石 上 同祖と 見え、 攝沐 1； 神 別 天神 

に、 若湯 坐 宿 画、：，；： 上 同祖 神饒 速： n 命 六 世 孫 伊香 我 色 雄 命 之 後 也， 叉 河内 國神刖 H< 神に、 若湯 坐述， 瞻柞碟 丹 杵秘命 之 

後 也と 有る 此を云 ふなり- 猪 此の 湯 坐の 事に 就て 今 思 ひ W けらく は • 臨時 祭式に 御產井 祭と 云 ふ 有り、 同錄 右京 祌別 

天孫 丹 比 宿禰條 に、 大鹪雜 天皇 御せ、 皇子 瑞齒 別尊誕 n 生 淡 路宮- 之 時、 淡路瑞 井水 奉ニ灌 御湯ハ 于時 虎杖 花 飛 n 入御 湯 

a 中？ 色 鳴 宿 禰稱二 天神 壽詞, 云々 と 見えた るが 如く 産湯 奉る 事に 古式 有りと 思えたり、 後の 物ながら 御產記 部類に 源 

禮記 曰、 元 永 二 年 五月 廿 八日 皇子 誕生、 同廿 九日 御 浴 殿 云 や， 紫 式部 日記 皇子 御 誕生 條に、 「御 湯殿の 儀式な ど豫て 

チ 又に けさせ 給 ふ 可し、 御湯參 る、 其 桶 居た る蹇 など 皆 白き 覆ひ爲 たり」 云々 と 云 ふ 事 ゆ、) 故に 其 額 田 部 連の 本 貫 は、 

和名 抄鄕 名に 大和 國 平 群 郡 額 國奴加 多と 有る =疋 なる 可し 1 河 國河 S: 郡 額 田 沼 加 多と 有る， 此は 上に 謂^る 應 神-! 八皇 


皇子 額 田 大仲彥 皇子の 住み 給へ る 地に して、 此額田 部 連の 稱の 未だ 起ら ざり し 以前より 然る 地名 なれば 此とは 異なる 

が 如しと 雖も. 右に 謂 ゆる 額 田 部 湯 坐 速 は 河內國 なれば 其 地に も 交 由 有な り、 其 平 群 郡の なる 可き 事 は、 其 隣 どる 添 

下 郡に 菅田 神社 神 名 式に 昆 えたる を， 姓氏 錄 (山城 國神別 天神) に， 菅田 首" 天 久斯麻 比 止 都 命 之 後 也と 有る を 以て 

證と爲 ベく • 又 平 群 郡に 班 鳩と 云 ふ 地名 有る は. 右の 額 田の 地なら むが 此に思 ひ 合す 可き 事 は、 f!, 、なる 伊勢 國額 田の 

所に 云 を 見合 はす 可き なり、 叉 上に 擧 げたる 同 錄 (大和 國神 刖-大 孫) 額 田 部 河 田 連を舊 印本に UJi 田と 有り、 若し 其 然る 

ならば 城 上 郡に 引田と 云 ふ 地 有り 其れ か、 但續紀 に は 河 田 連と 有れば 容易く は改む 可から ざるな り、 又 同 紀神護 景雲 

二 年 二月の 下に、 石 見！： 美 濃 郡 人 額 田 部 蘇 堤 賣と云 ふ 節婦 有り、 神 名 式に 同 郡 染羽天 石 勝 命 神社 坐す は， 天津 彦根 命の 

御 末 彥稻勝 命なる 可き 事、 下菅田 首の 所に 引ける 同 式 越 中 國新川 郡 建 石 勝 神社の 御 事に 思 ひ 合 はす 可し、 又 和名 抄鄉. 

名に >  桑 名 郡 額 田、 沼 加 多、 朝 明 郡 額 田、 沼 加 多と 有る を... 神 名 式に 朝 明 郡 伊賀 流 我 神社 見えたり-, 已 にも 引ける 姓 

氏錄 (左 京 神刖下 天孫) に、 額 田 部 天津 ノ根命 孫 意富 伊都 命 之 後 也と 有る 是 なり、 叉 桑 名 郡に 多 度 神社 (名 神大) 御 

在し.^ -す は、 其 天津 *J 根 命に 渡らせ 給へ る 事、 傳 十三に 註せ るが 如く- 叉 同 郡 桑 名 神社 二 座と 有る は • 同錄 (右京 神 

^下 天孫) に.， 桑 名 首、 天津 彥根命 男 天 久之比 命 之 後 也と 有る 是 にて 其 同族な り、 叉 額 田 神社 は 本より 上の 例 なれば 

何れも 額 田 部 連の 所 由有る 者に なむ 有りけ る、 (又 河 曲 郡 高 市 神社 有る は、 同錄 右京 神刖下 天孫に、 高 市 連 • 天津 彥 

根 命 三世 孫彥 伊賀 都 命 之 後 也と 有る に <_n ひ、 又 鈴 鹿 郡に 天 一 敏田 神社 有る は、 古語 拾遺に、 天 目 一 箇命， 筑紫 伊勢 忌 

部祖 也と 有る に 思 ひ 合 はせられ たれば、 悉くに 此 伊勢 國には 由有る 事な り、 又 和名 抄に參 河 國額田 郡 額田鄕 有り、 上 
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總國周 淮郡額 田鄕， 美 濃 國池田 郡 額 田、 上野 國甘樂 郡 額 部 奴 加 倍、 越 前 W 足！^ 郡 額 田 奴 加 太、 備中 1； 哲多郡 額 部 奴 加 

多 倍、 備後國 三 豁郡額 田. 長 門 圃璺浦 郡 奴 加 倍、 筑前國 早 良 郡 額 田 奴 加 多と 有るな ど は 此の 一 群なる も 有るべく、 义 

額 田 部 宿-纏に 由有る ものた る 可し、) 〇 古事記に は猶 天津 日子 根 命の 裔に倭 田 中 直， 倭淹知 造、 高市縣 主、 蒲 生 稻寸、 

三 枝 部 造 等の 氏 々有り、 其 倭 田 中 直 は 神 名 式 叉 和名 抄の 郡鄕名 共に 更に 考 ふる 所 無き 者な り、 萬 葉 十三 (二十 八丁) 

に、 吾 思、 皇子 命 者. 春 避 者， 殖機於 之、 遠 人、 待 之 下道 湯、 登 之而、 國 見所 遊と ダ えたる に、 今昔 物語に 「大和 國 

敷 下 郡に 殖機 寺と 云 ふ 寺 有り」 と 云へ る 事 有る を、 神樂殖 春に、 宇 惠川ま 也、 多 名 加 乃 毛 利 也と 有れば、 田 中 は 城下 

の 地名と 見えたり、 ，^、なる倭流知造は、 姓氏 錄 (左 京 神^ 下 -大 孫) に奄知 造、 額 田 部 湯 坐 連 同 f ^し-兄え たる は * 上 

に、 額 田 部 湯 坐 連 天津 彥根命 子 明 立 IK 御影 命 之 後 也と 有る を 承け て 云へ るな り、 叉 (大和 國神別 天孫) 奄知 造、 天津 

*i 根 命 十四 世 孫 建 凝 命 之 後 也と 所見たり、 》 雲 風土記 榍縫 郡未官 知に 阿 牟知社 見えたり、 叉 神 名 式に 大和 國 城下 郡 倭 

恩智 神社 (鍬 靱) 有る を、 或說に 恩と 俺と は： 一：：；： ひ 通 ひて 一 なりと 云へ り、 同 郡 鏡 作 坐 天 照 御 魂 神社 (大 月. fi: 、新 嘗) と 

有る に、 古本 今昔 物語 二十 (三十 七 段) に 「大和 國十 市^ 奄知村 東方 住人 有りけ り、 家大に 富みぬ、 姓 鏡 造 也」 と 云 

へり、 十 市 郡と 相 接け る 地 なれば、 其 恩 地の 所奄 知の 地な り や、 猶考ふ 可き 事な りかし、) 叉 天お H 本 紀景行 天皇の 御 

子等の 中に、 日向 襲 津彥命 奄智君 &叉豐 門 別命 奄智 首祖と 見え、 天孫 本紀 に、 饒速日 命 九 世 孫 物 部 竺志連 公奄智 Iss? な 

等祖と 有る も、 同じく 大和 國の 同じ 流 知に W でた る 氏々 なり、) 高 市縣主 は、 姓氏 錄 (右京 神 別 下 天孫) に、 高 市 連 

額田部同；祖天^^彥根命三^孫彥伊贺都命之後也、 又(和泉國神刖天神)ー5市縣主、天珠<^^根命十四|孫？^許呂命之後也 


と 所見た る是 なり、 天武 天皇 元年 御紀 に、 高 市 郡 大領高 市 縣主許 梅， 絛忽ロ 閘 而不レ 能 レー 一目 也、 三日 之 後方 著 レ神以 言， 

吾 者 高市杜 所, 居 名 事 代 主神 云々 也、 首訖則 醒矣、 故 是以便 遣 二 許 梅 一而 祭と 有る 如く 此 時まで 縣主 なりし を、 其 十二 

ili. 冬 十月 乙 卯 朔已未 高 市縣主 賜， 姓 曰， 連と 有り、 萬 葉 一 (十七 丁) に、 高 市 古人 云々、 或 云 高 市連黑 人と W でた る • 

此 二人共に 藤 原 朝 御世の 人なる が、 此には 連 姓 を 書 さ る は、 續紀に 養老 七 年 十二月 丁酉 放 n 官婢 花ー從 良、 賜-一高 巿 

姓， と 見えた ると 共に、 其 同族の 中に 未だ 姓 を 賜 はらざる も 有りけ るに ャ、 叉 天平 二十 年 二月 己 未、 狡， 一高 市 連 大國外 

從五 位下， と 有り、 然るに 同 八月 辛 丑 賜， 一外 從五 位下 高 市 大國連 姓, と 有る は、 已に高 市 連と 有る に 不審し き 事な り、 

叉 天平 勝寶 元年 十二月 丁亥 授- 一高 巿連眞 麻 呂外從 五位 下， とも 見 ゆ、 神 名 式に 大和 國高市 郡 高 市御縣 神社 (名 神大、 月 

^^^新嘗)と有るは、其氏社に御在し坐すべし、 淸和 天皇 實錄 に、 貞觀 元年 正月 廿 七日 甲 申、 奉， 授， 一大 和國從 五位 下 高 市 

御 縣神從 五位 上， と 有る 是 なり、 但傳 十二に 註せ るが 如く、 祈 年月 次 等 祭詞に 依る に、 古 大和 國六縣 より 供御の 茱蔬 

を 奉れ &ば、 其 由に 緣 りて 其縣々 に 御食津 神を祀 奉らせ 給へ るに て、 縣主は 其 御 縣を預 りて 專ら其 祭祀の 事 を 兼 主れ 

るに なむ 有りけ る、 (大同 類聚 方に 加 波須利 薬、 大和 國川邊 〇 知 傳* 高 市 雄 意 庥呂乃 方と 有る も 其 氏人な めり、 和名 

抄郡 名に 大和 國高市 多 介 知と 有る 是 なり、 因 云、 右の 高 市連黑 人の 事 御紀に 就て 考 ふる 所 無し、 懐 風 藻に 隱士 民黑 

人 二 首と 有る 民 字 を 扶桑 隱逸 傳に隱 士氏黑 人と 有る は 宜しくして 其 頃 世に 隱れ たる 人なる 可し、 叉 其大國 眞麻呂 二人 

の 外に 豐足屋 守 等の 人々 續紀に 見 ゆ、) 蒲 生稻寸 は、 傳 十三に 引ける 馬 見 社 四月 御祭 宣 文に、 吾 皇御孫 尊 大倭國 乎 

安國 S 所 知 食 ほ、 天津神 W 津神乎 祭 給 ®  S 時 仁、 天 穗日命 乃 和 御 魂 乎 八咫乃 鏡 y 取 託、 八重 榊 葉 y 取懸天 》 雲 乃 同與 
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利 彥健忍 雄心 命此 阔 爾到給 比、 川 橛田乃 邑仁志 天 闺造乃 新 仁 造奉禮 S 御望 仁.. 天乃 小菅乎 ^^敷、 天乃 八十ラ-乎 獻利、 次 

乃 日 村人 導奈之 率 利 天 志 奴 乃 ハ介川 乎 诉利、 天翔 奇 n 乃 嶽 y 齋比 奉. 利、 國乃 眞保良 止 崇奉利 之 奥山 乃 雲井 y 遠 幾 髙山 波、 

春秋 乃. 祭 意 y 任 世 奴 物 止、 其 後 y ト定志 .rK 親 仁 餵ぉ 昨 野邊乃 甘美 加 岡 乃 上 仁、 柱 太 敷 立 天 高天原 y 千 本 高 知 天、 

奇日乃 嶽 C 座 天穗日 命、 西宮爾 座 1K 夷 鳥 命、 椎殖仁 座 健 御熊 野 大人 命 三 ft 乃 神 乃 御名 * 稱天 云 々 今年 乃 四月 乃 中 乃 亥 

乃 n 乃 朝日 乃 豐榮登 利 仁、 故事 乎 追 比 mm 天 川 橛田乃 a 乃 倉賴加 小 野 仁 伊 提麻佐 志 米、 三 柱 乃 神 仁 蒲 生 直 a 遠祖 於 保 

加 夜 都 比 古 命 乎 ffl 副 天 四 柱 乃 祌乃 御前 C 云 , と 見え、 叉 其正遷 宫宜 文に、 吾 皇御孫 尊 乃 所 知 食須 礎 隱蒲生 乃 阈乎 登 古 

之陪仁 見霽加 之 座 天、 安國止 靜^ 麻 母 良 比^ 利 とも 見えた る、 其 磯隱^ 生 乃 阈 とも 云 へる は、 和名 抄郡 名に 近. 江國蒲 

生 加 萬不と 有る 是 なり、 偖 右 は、 其 社傳に 由る に、 神武 天皇の 大 御世に W 雲 W より 彥健忍 雄心 命 彼！； に 御 在 し^す 1K 

穗日命 を 近 江國に 移ろ はし 奉られ， i 時の 事に て、 右に 國 造と 有る は 卽ち蒲 生 直 祖於保 加 夜 都 比 古 命に て、 此の 蒲生稻 

寸の 遠祖なる 可し、 其 加 夜と 一 K ふ は、 雄 略 天 皇御紀 に 謂 ゆる 近 江 來田綿 蚊屋 野の 1s| にて、 和名 抄鄕 名に 愛 智郡蚊 野と， 

見え、 神 名 式に 輕野 神社 有る 是 なり、 又 右の 三 神の 鎭り御 在し 坐す 昨 邊乃 甘美 加 岡 は、 式に 謂 ゆる 満生郡 馬 見 岡 神 

社に 御 在し 坐して、 其 鎮座の 事 を 紀貫之 朝臣の 梁簡銘 に、 欽明 天皇 御宇 六 年、 觀 レ瑞以 創， 祠於 錦嶽， 云々 と 見えた る- 

此_ を 其 社説に 「欽明 天皇 御宇 六 年 蒲 生 稻置三 摩 侶 山 部 連^ 咋兩 人に 御託 宜の事 有りて- 朝廷に パ„ ^尺 聞し 社頭 を. ゆ 3 り み 

奉る」 と 云へ り、 借 其 於 保 加 夜 都 比 古神 社 は、 古に 川概 田と も 神 調 田と も 云へ りし 地に て、 今上 田 村と 云 ふに 坐 

し、 蒲 直 稻寸三 摩 侶 は、 村 井 御前と 申して 共に 其 末社な りと 云へ り、 叉傳 十三に 註せ るが 如く 其 攝：^ に必佐 御前と. 


す 御 在し 坐す、 和名 抄鄕 名に、 蒲： 郡必 佐と 見え、 神 名 式に 謂 ゆる 比 都 佐 神 社是な り、 社 記に 「祭神 三 座、 天津 根 

命、 山津照 命、 日 句比哮 命に 坐せ る を、 其 本祠は 一 座 別に 小 嵩 神と 稱 して 元は 彥祌 山に 有りし を" 其 後 必佐鄕 駒 調 

山に 遷し 奉れる に 依りて、 令|{^神山を寶殿嶽とも云ひ、 駒 調 山 を 駒 調の 小 嵩と も 御山と も 云 ふ」 と 云へ り、 其 山 a: 照 

命と 巾す は、 其 御子と 思しくて、 坂 田 郡 山津照 神社 を 扶桑 略記に、 延長 六 年 五月 二日 丙午 坂 田 郡 山 津照子 乃 明 神 犬 上 

郡 山 田明祌 位記 請 印と 並 W でた る を 思 ふに、 其 山 田 神社 は 右の 比哮 命に 御 在し 坐すな る 可し、 若て 其 山 津照命 は 明 立 

天 御影 命の 御名に 意 通 ひて 聞え、 其 日巢句 は比須 和と 訓 むべき にや、 比須 久と訓 むべき にや、 叉 は 比 須麻賀 理と訓 む 

べきなる にや、 今 知る ベから ざれ ども、 右に 謂 ゆる 比 都 佐の 社 號は此 女神に 依れる にて、 都と 巢と相 通 ひ、 佐と 和と 

相 通 へれば、 比 都 佐、 須和同 言なる 者なる 可し、 此は 決く 天津 彥根 命の 后 神と 聞 ゆれば、 如此く 夫婦 相 並ばせ 御 在し 

坐す に は 此社を 除きて 位に は 非 じと ぞ思 ふ、 (近く 元 龜デ、 正の 頃に 世に 名高 かりし 蒲 生 氏の 本 貫 も 此近邊 に 在りし な 

り、 ^推 古 天皇 二十 七 年御紀 に、 近 江 國ぜ、 於， 一 蒲 生 河， 有， 物、 其 形 如， 人と 有り、 一. K 智 1K 皇七 年御紀 に、 五月 五日 デ、 

皇縱 n 於 tSS 蒲 生 野？ 于時太 皇弟諸 王 內臣及 群臣 皆 悉從焉 と 有る は、 萬 葉 一 卷に、 天皇 遊 コ獵於 蒲 生 野？ 額 田 王 作歌 云々 

と 見えた る は、 此 時の 事な り、 叉 其 九 年に、 于時 天皇 幸 二 蒲 生 郡遺邁 野， 而觀 二宮 地， と 有る 遺 邇野を 比 母 奴と 訓 める 

は、 今 も 其 馬 見 岡 神社の 御 在し 坐す 日 野町是 なり、 新撰 六帖 に、 「近 江なる 檜 物の 里の 樺 櫻 花 をば 分けて 折る 人 も 無 

し」 と 有る は、 檜 物師に 寄せて 詠めるな り、 此に 就て 又 忍 ひ 出た る 事 有り、 江 州 綿 向 社 記と 云 ふ 物に 「杉 山 明 神社 跡 

今 必佐鄕 上 迫 村に 在り、 地名に 御社 又 鳥居 上な ど 云 ふ 所 遣れり、 祭神 大山 祇命、 古此 山中に て宮木 を 引ける 時 其 本末 

B 本 窖紀傳 二十 之卷 寶鏡 開始 章  三 G 九 


日本 w 紀傳 二十 之卷 寶鋪 開始 章  三 1C 

を 伐り て 祭りけ る 神な り 云. r 上古に 宵 木 を 引かせら る is- に 紀伊國 三木鄕 より 番匠 移れり 1 何れも 御木と 稱 しけ 

り、 ^主 三 木 氏 Q 時に 改めて 高木と 爲り 今漸番 匠の 家 一 戶殘れ り、 今 も 造宫に 召さる， - 故に 戶課を 免ぜられ 侍り」 と 

云へ る は、 古語 拾 遣に、 手 置 帆 負 彥狹知 二 神 之裔今 在， 1 紀伊國 名 草 郡 御木 翁 香ニ鄕 r 採 レ村齋 部所， 居 謂 U 之 御木， 云々 

と 有る に 合 へ り、 然れば 古より 造宮の 事に 仕へ 奉れる 暇に は 檜 物 を 作れる が 名高くて 然る 地名 も W 來れ りしな めり、) 

三 枝 部 造 は、 天武 天皇 十二 年御紀 に、 九月 乙 酉朔丁 未、 福 草 部 造、 赐， 姓曰レ 連と 有る 是 なり、 姓氏 錄 (左 京 神 別下大 

孫； 1 に、 三 枝 部 連、 額 田 部 湯 坐 同祖、 顯宗 天皇 御世 喚コ集 諸氏 人 等， 賜， 饗随？ 于時三 室 之 草 生，： 於 宮庭 f 採以 奉， 獻、 仍 

負，， 姓 三 枝 部 造， と 見え、 又 (大和 國神別 天孫) 三 枝 部 連、 額 田 部 湯 坐 連 同祖、 天津 彥根命 十四 世 孫 建 許 呂命之 後 也、 

顯宗 天皇 御世 諸氏 賜 n 饗醱 T 于時 宮庭 有 ヒー ー莖 草， 獻， 之 •  EI 賜 n 姓 三 枝 部 造， と 有り、 神龜 三年 御紀 に、 內袅 生， 一玉 來？ 

朝野 道俗 等 作，， 玉來 詩賦， と 有る、 玉來は 右の 三 草の 事に して、 謂 ゆる 瑞 草の 事な り、 其 は 下に 云 ふべ し、 倦 此三枝 

と 云 ふ 例 は 萬 葉 五 (三十 九 丁) に、 父母 毛、 表 者奈佐 我利、 三 枝 之、 中爾 乎禰牟 登と 續 けたる は、 其 三 室なる 上と 中 

と を 云へ るな り、 十 (十三 丁) に、 春 去、 先 三 枝、 幸 命 在、 後 相、 莫戀 吾妹と 有る は、 春に 成れば 先づ くと 福 草と 

を 係け たるに て、 後に 相と は 莖と楚 と 行 値 ふ 所 を 云 ふなり、 和名 抄に葛 草 枝 枝 相 値、 葉 葉 相 c。£ 也、 和名 佐木久 佐、 日 

本紀 私記 云 福 草と 有る 枝 枝 相 値 葉 葉相當 也と 有る に 合 はせ 考ふ 可し、 叉 古今 集に、 「此殿 は諾も 富みけ り 三 枝の 三 端 

四 端に 殿 造り 爲り」 と 見えた る を、 催馬樂 呂の此 殿に、 己 乃 止 乃 波、 牟戶 毛々 K 々止 美 介 利、 左 支 久佐乃 • 安波 禮左 

支久佐 乃、 美 川 波 與川波 乃、 名 加 爾止乃 川 久利世 利 也、 止 乃 川 久利世 利 也と 有る も、 三葉四葉と葉.<相赏り^?^なるを 


云 ふなり、 右 等の 歌 共 を 以て 其 大凡の 狀を 知る 可き 者な り、 (或 說に三 枝と は 檜の 事な り- 右の 三 端 四？ f は 殿 を 一 K ひ、 

三 枝 之中爾 乎禰牟 登と 有る も 家に 寢る 事な り、 など 云へ る は 聞 も 僻々 しき 說 にて 云 ふに も 足らすな む、) 其 三 枝の 事 

は 神祇 令 三 枝祭義 解に、 謂 二 率 川 社 祭, 也、 以 二三 枝 華 一筋 二 酒 蹲-祭、 故 曰， 一三 枝， 也と 見えた る を- 1 本に 率 川 南 社と 有 

り、 集 解に、 釋云、 伊 謝 川 社 祭、 大神氏 宗定而 祭、 不， 定 者不, 祭、 卽大神 族 類 之 祌&、 以， 一三 枝 花， 嚴レ蹲 而祭供 • 此 

云 ニ麁靈 和靈祭 一也と 見えたり、 四時 祭式に 三 枝 祭 三 座 (率 川 社) 云々、 右三 社 幣物 依 二 前件， 付 一一 祝 等 一 令 二 供祭， と 有り 

て、 其 料 物の 中に 酒 料 稻五百 束 (神 税) と 有る は、 右の 蹲に 充 つべき 料是 なり、 右の 以 n 三 枝 華， 链，1 酒樽， 祭、 故 

曰， 一三 枝， 也と 有る を徵す 可き 文 は、 大三输 社 三 注進 、第 記に、 赛日三 枝 神社、 嫒蹈魏 五十鈴 媛 命 也、 小 懇田宫 御宇； 大 

皇 御世、 大 三輪 君 白 堤、 承， 勅 立，， 社 於 春 曰 邑率川 坂 岡兩處 f 奉， 齋-缓 蹈鞴 五十鈴 命 大物 主命， 也、 平城宮 御宇 天皇 益 r? 

造 兩社之 相 殿， 爲-三 座つ 又始 行， 一三 枝 祭； 是大 三輪 氏 長 奉？！ 仕 之-と 所見た る、 三 枝 神社 を大倭 神社 注進 狀に は、 率 川 

神社、 大神 氏家牒 曰、 小 治 田 豐浦宮 御宇 天皇 (推 古) 御世、 建，， 大神 御子神 (姬蹈 譏 五十鈴 命) 宮於春 日 率 川邑？ (本 

名狹 井川 邑) 大神君 白 堤 f., 齋， 之、 大寶 年中、 始行， ー祭禮 r 今 三 枝祭是 也、 養老 年中、 左大臣 藤史建 子守 (御 母 三 島 

溝 槠耳之 女 玉 摘嫒) 狹并神 (大己 貴 命 荒 魂 大國魂 命) 兩祌 社、 奉 レ齊焉 と 有る、 是 にて 次に 別 社 三 枝 御子、 社 傅 聞、 

狹井神 之 子 事 代 主神と 有る、 此 祭神の 事に は 論 も 有る 事ながら 其に は 用 無き が、 其 は 次章 第 六 一 書の 偉に 委ねて 今此 

を概云 はむ に、 上なる 率 川 神社の 下に 本名 狭 井川 邑 と 一 K ふに は 論 も 有る 事 なれ ども、 其 祭神の 中に 狹井神 も 御 在し 坐 

せば 謂 ゆる 三 枝 神社な り、 次なる 三 枝 御子 社 は 其 御子神の 由に て、 其 文に 狹井神 之 子と 有る を 合せて 三 枝と 狭 井と 同 
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物なる 事 は， 自然に 生れて ffi 来る 事な り、 然れば 公事 根源 三 枝 祭の 頭書に、 古事記 狹 井川の 下に、 其 河 謂，， 佐 a. 河， 由 

者、 於， 其 河邊， 山 由 理草多 在 故、 取-, 其 山 由 理草之 名， 號， 一佐 韋河， 也 * 山 由 理草之 本名 云， 一佐 草， 也と 有る 文 を 引けるな 

む 實に奇 しき 迄克く 合へ りけ る、 壶井義 和 説に 「所謂 三 技 華 今 之 山 由 利 也と 云 ひ、 冠辭考 にも 佐韋 草、 佐 紀草音 相 通 

ひ 理も叶 ひ、 其 祭 も 四月に て 由理の "咲く 頃 なれば 旁 叶 ふ 可し、 此に 依れば 彼 御 庭に 生けむ も由理 なりけ むか」 と 云 は 

れ たる は 然る 言な り、 但佐紀 は 佐 草の 通 音 を 用 ふるに は 有る 可ら す、 山 百合 草 はし も 一 莖 にして 花の-咲く 所 三 枝 有り 

て 末の 廣く大 なる を 幸福の 義に 取りて ii 草と は 云へ るな り、 古事記 近 飛鳥 宮 段に 市 邊 王の 御 齒の御 事 を 注せる に、 御 

葉 者 如， 一三 枝， 押齒坐 也と 喩 へられた る も 三宽に 支れ たるが 押し合へ る 由な り、 若て 顯昭說 に 「三 枝 は 野 千な り、 彼の 

草末廣 ければ 祝 ひに 寄す」 と 云へ る、 野 干 Q 事 は 信なる 可から すと 雖も、 彼の 草末廣 ければ 祝に 寄す と 云 ふ も、 幅 革 

の 名 翁を說 くに 足れる 者な り、 右神龜 三年 御 紀に謂 ゆる 玉 來の瑞 草と 聞 ゆるに 合せて、 ュ 2 部 省 式に 福 革と 有る 下に、 

瑞草 也、 朱 草 別名 也、 生 一宗 腐 中， と 云へ る は、 瑞 草と 有る を 以て 考 ふるに、 靈 芝の 類と 聞 ゆ、 此 等の ー宽 にして 末の 

三 枝に 別れた る を 以て 云ふ稱 なる 時 は、 右の 百合 叉 は 野 干 叉は靈 芝の 類 を 福 草と は 云へ るな り、 源氏 初音 卷に 「聲打 

ち 添へ 給へ る 福 草の 末つ方 云々 と 云 ふ 事 有りて 其 末 を 云へ り、 斯れば 此の 三 枝 部 連の 下に 庭 有，, 三楚草 一と 云へ る は、 

百合に も 在れ 野 干に も 在れ • 然る 饗議を 賜 はる 程の 僅の 間に 忽に生 W けむ は靈 I. 之なる にて、 木 草 和名 草 類に、 薺 i 尼 1 

名鹿隱 忍、 和名 佐 支 久佐奈 >  一名 美 乃 波と 見えて、 此 にも 佐岐久 佐の 名 有るな ど、 皆 右の 三 枝 祭の 山 百合なる と は 本 

より 異物に して 同名 同義な りけ る 者な りけ り、 (或 人 頃 者 神祇 令 Q 三 枝 祭の 事 を 注せる を 聞く に、 一 i 一 nr とは稻 花の 寨 


なりと 云へ りと ぞ、 其 は 風俗 譜の荒 田に、 安良 太 仁 於 不留、 止 見 久佐乃 波奈、 天 仁 川 見 禮天見 也 戶末井 良牟、 奈加 

川 太 衣と 有る は、 荒 田に 生 ふる 富 草の 花 を 手に 採 入れて 宮へ 参らむ 中つ 大兄と 云 ふ 事に て、 實は稻 花と も 何とも 知る 

ベから ざる を， 何に か 有りけ む、 中古の 歌に 稻の事 を 富 草と 詠める  一 二 首 有る は 其より W でた る 者な り、 縱ゃ富 草花 

は稻の 事に も爲 よ、 右の三枝祭は神祇令に孟^^三枝祭と見ぇ* 四時 祭式に も 三月 祭の 鎮 花祭と 四月 祭の 大忌 祭との 問 

に 置きて 三 枝 祭と 見え、 公事 根源に 四月 祭の 部に 列 ねられ、 拾芥抄 にも 0 月 撰 二 吉日-事 三 枝 祭と 出で たれば、 未だ 苗 

を植 うる 時に も 至らざる なり、 此 時に 稻 花の 1K きたらむ こそ 天地の 變と云 ふべき 事な り けれ、 奇怪の 說を 吐く と は 云 

ひながら 餘 りなる 事共な り、) 〇： 大津彥 根 命の 裔の紀 記に 漏れた るも猶 有り、 姓氏 錄， (山城 國神別 天神) に、 菅田 首、 

IK 久斯麻 比 止 都 命 之 後^と 有り、 神 名 式に 大和 阈-: 一は 下 郡菅田 神社 御 在し 坐す は 其 神 を祀れ るに て、 此に 起れ る 姓な 

り、 今 平 群 郡の 方に 屬 きて 管 田 村と 云 ふ 有り、 卽ち是 にて、 歌詞に 菅 田の 野 邊 など 詠める 地 此を云 ふなり、 叉 同郡菅 

田比賣 神社 (ijigo と 有る は、 其菅田 神： 大久斯 麻 比 止 都 命と 御 妻 神と を祀れ なる 可し、 又 和名 抄に常 Sii: 河内 郡菅田 

鄉有 るに、 光孝 天皇 赏錄を 見れば、 仁 和 三年 五月 十六 日 己 丑、 常 睦國正 六 位 上菅田 神投， ー從 五位 下， と所兑 たる も、 上 

に 同 神なる 可き 事 云 ふ も 更なり、 上に 云 へ る 茨城 國造 以下の W 自是 なれば 大に 由有る 事な りけ り、 又 神 名 式に 越中國 

新 川 郡 建 石 勝 神社 有る を、 和名 抄鄉 名に 菅田須 加 多と 有れば、 其 神 は 天津 豫根 命の 御 末 房稻勝 命に 坐す 箏 知られた 

り、 叉 同 式に 近 江 國蒲生 郡菅田 神社 有り、 (上に 蒲 生 稻寸の 下に 云へ るお 如く、 同 郡 必佐祌 社 は 天津 彥根命 等の 三 神 

に 渡らせ 給へ るな ど所緣 有る 事 也、 其 得に 考ふ 可し、) 又 (攝津 國神別 天孫) 國造、 天津 彥根命 男 天 戶間見 命 之 後 也 
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と 有る は、 臨時 祭式に、 凡 座摩巫 、 取， 都下 國造氏 童女 七歲已 上者ハ 充， 一宮 人 一と 有る 是 なり、 國 造本 紀に、 攝津 國 造 

據； 1 准 法令 一 謂， 攝津職 f 初爲ニ 京都？ 柏 原 帝 代 改：. 職 爲&と 有る は、 和名 抄 に、， 攝津 國延唇 十三 年 停 レ職爲 レ國と 云へ る 

是 なり、 傳 十五 凡川內 直の 下に リけ るが 如く、 文武 天皇 御紀 に、 慶雲 三年 冬 十月 壬 午、 攝津 1: 造 從七位 上 凡 河 內忌寸 

石 麻 ほ 進-: 位 一 階， と 有る を、 後に 其 攝 ai: を 削りて 唯に 1； 造との み 云 ふ 事 は、 國 を^め て 職 を 置かれた る S;iQ 流 例に ぞ 

、^^  、、、、、、、、、  ^、ゝ、*-^、、  、、、^  、、、、、、、  、、^ ゝ、、 、、、\、\、 

有りぬ 可き、 鑌後紀 に： 大長十 年 二月 ゆ 戌、 攝 國人散 從六位 上 凡 河内 忌寸紀 主兄留 省、 從八位 上 凡河內 忌寸紀 麻呂ぉ 

, ，  ゝ、、 、、、、、、、、、、、、  、、、、、 、、、 、、、、、、、、、、  、、、、、、、、、、 , , 

留ぉ、 大 初 位下 凡 河. 寸福長 等 三人 賜- 1 姓淸內 ilrs 一と 見え， 此 Si: 族に て 三代 赏錄 に、 一 兀慶七 年 六月 十 He- 辰、 從五 

、、、、、、、、*、、、、  、、、、、  、、、  、、、、、、、  ，零 、、、、、 ,,9 零 99,  9  ， , 

位下 行 丹 波 介 麵雄 行卒、 雄 行 河 郡 人 也、 木 姓 凡 河^ 忌寸、 後^,: 淸內 綱 姓， と 云 ふ も 見えたり、 15 姓 

氏錄 (攝 國神別 天神) に、 凡河內 忌寸、 H 八 穗日命 十三 I 孫 可 美 乾 根 命 之 後 也と 有る は、 天津 彥极 命と は 御兄弟に 

て、 傳の 混れ たる 可き 事 云 ふ も 更なり、 然して 其 同錄に 凡河內 忌寸、 額 田 部 湯 坐 連 同祖と 竝 w でた るに、 叉 (在京 神 

別 下、 天孫 額 田 部 湯 坐 連 天津 彥根命 子 明 立 御影 命 之 後 也 (下略) と 出で たる 此 にて- ； K 戶間見 命と & すも卽 ち！^ 神に 

して、 戶間 見と は 古事記に、 求， 鍛 人- 大津 麻羅， 而 科：： 伊 斯許理 度賣 命， 令， 作， 鏡と 所見た る、 卽ち天 f^.l 羅 命は此 神な 

る を、 石凝姥 命と 共に 鏡 を鍛し 奉れる 故に 依 かて 天 御影 命と 巾せ る を、 又 同 記に、 於是 天 照 太 御 神 以：^ 爲怀， 細つ g 大 

石屋 戶， 而云. <、 天 兒屋命 布 刀 玉 命、 指つ w 彼 鏡， 示 奉 天 照 太 神， 之 時、 天 照 太 御 神 逾思レ 奇而稍 0,113^ 而臨坐 之 i '云々 

と 有る が 如く、 彼の 鏡 を 招ぎ 奉る 御 形と して 祈り. & されし を、 其 御戶を 細く 開きて 見 行 はし 御 在し して 稍戶 より W 

でさせ 給へ るな む、 天 戶間見 命と 申し 奉る 所以な りけ る、 傳 十八に 註せ るが 如く、 神 名 式に 河内 國河內 郡 石 切 <诚箭 命 


神社 一 一座と 有る は 石 凝鈕祖 にて、 鏡 作 神と 此 神と を 祭るな る 可き に 思 ひ 合す 可き 者な り 一、 攝津國 菟原郡 河 內國魂 神社 

(餓靱 ) と 有る 此 御社、 卽 ち此！ K 戸間 見 命と 申す 御名 を 以て 祀 奉れる 御社に は 有るべき、 又此 郡に 御影と 云 ふ 地の 有りて 

世に 名高き は、 叉 此明立 天 御影 命に 由有る 事な り、 (叉 和名 抄鄕 名に 當郡覺 美と 有る を も 思 ひ 合す 可し、 此社今 五毛 

村と 云 ふに 立た せ 御 在し 坐して 俗に 天神 社と 云 ふ， V 云へ り、 又は 御影 村に 御影 森 有り、 森 中に 太 神宮と お-す 有り、 此 

なりと も 云へ り、 若 五毛 村なる 舊 社なら ば 御影 森 は遙宮 にも や 有らむ、 因 云、 右の 攝津 職と 云 ふ 事 は、 天武 天皇 六 年 

御 紀に丹 比 公麻呂 爲， 一 攝津職 大夫, と 有る 是始 にて、 國司を 置かれす 職 を 置かれた る 事なる を、 國とは 云 はざる 者の 如 

く 思 ふは大 なる 誤な リ、 職員 令に、 攝津 職蒂， 一 津國大 夫, 云，々 と 有る 是 なり、 續紀 に、 天平 十六 年 二月 庚申、 左大臣 

宣、 勅 云、 今 以，, 難 波宮, 定爲， ー皇 都， と 有りて、 翌 十七 年 平 城へ 遷り 給へ りし を、 延暦 十三 年 丁亥の 太 政官符 に、 難波大 

宮旣 停、 宜 T 改 -1 職名, 爲も國 と 有りて、 難 波宮の 在りし 故に 左右 京に 准ら へて 職 を 置かれし を、 此時 に國司 に 任された 

る 由な. り、 東大寺 奴婢 籍帳 IK 平勝資 元年 Q 文に 攝津國 島 上 郡 濃 美 里、 天平 十九 年 大安 寺 資財 帳 食封條 にも 攝津 i と 在 

り、) 叉 (河 內！： 神 別 天孫) 津夫江 連、 天津 彥棂命 之 後 也 は、 難 波の 舊地圖 を 放 ふるに 、圓 江と 云 ふ 入江 有りて 古歌 

に 多く 詠める 所な り 式 外にて 圓 神社と 申す 御社 今 も御靈 社の 地主 神と して 立た せ 御 在し 坐し、 叉 其の 都 夫 良を轉 じて 

後に 津 村と 云 へ るな ど を 思 ひ la- すに、 決く 此 地に 起れ る 氏名と 聞え たり、 神 名 式に 河 內國讃 良 郡 御机 神社 見えた る を、 

此 神なる 由に 云へ る を、 今 思 ふに 机 は 都久惠 にて 衝 居の 義 なり、 假字 相違 へれば 糙には 其と も 定め 難 けれども、 津夫 

江 連の 同 國の事 なれば 由 無しと は 云 ふべ からす、 又 大縣主 同上と 有る は、 右の 天津 彥根命 之 後 也と 有る を 承け たるな 
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り. - 古事記 朝倉宮 段に 所見た る 志 幾 之 大縣主 は 此とは 異なる 可し、 (K 云 右の 圓 江に 御 在し 坐す 御靈社 は、 傳十卷 に 

引ける 紀 略に、 正 暦 五 年 六月 廿 七日 丁 未、 爲， ー疫 神， 修， 一 御靈會 f 木工 察 修理 職 造-一 神輿 二 基， 安 n 置 北 野 船 岡 山 云々、 

都人 士女 齋 n 持 帛 -不， 知-! 幾千 萬 人 f 禮了 送， 一難 波 海-と 見えた る、 斯る 時な どに は、 其 難 波 にても 祀れ りし 社の 遣れ 

るに こそ、 其 W 江なる 所に 圓 神社 御 在し ゆ： せる 其 地 を 借りて 御 靈會は 行 ひたりつ るに こそ、) 叉 (未定 雜姓 大和 國) 

紫 田 首、 天 麻 比 止 都 命 之 後者と 有る は、 古事記 若櫻宮 段に 葛 城 之會都 S 比 古 之子葺 田，：； $麵 と 所見た る 人の 本 居の 地に し 

て、 八；， 葛 城 郡の に 在る 地名に て、 此に 起れ る 氏なる 可し、 和名 抄鄕 名に 伊勢 闕三审 ： 郡葺田 安之 美 多と 有りて、 式に 

同 郡足见 田 神社 見えた る は 上に 云 へ るが 如く- 彼の 國に額 田 部 叉 は 桑 名 首 或は 高 市 首な ど 同族に て所緣 有る 地名 有 

り、 叉 神 名 も W1 で たれば 此國に 住める 葦田 氏 も必す 有り つらむ 事 を腾る 可し、 叉 備後國 郡 名に 葦田 安之 太と 見え、 又 

葦田 鄕 有り、 神 名 式に 同郡國 高依彥 神社 御 在し 坐す は、 此 にも 葺田首 有りて 其祖神 を祀れ るに や 有らむ、 叉但 馬！； 氣 

多 郡 葦田 神社と 云 ふ も 有り、 (但此 等 Q 葺田は 何れも 本より 阿 志 陀と訓 む 事な り、 然るに 此 伊勢なる に 限りて 安之 美 

多と 云 ふ は 由有る 事に や、 但同 河- s: 阈 未定 雜 姓に 蓬 田 臣都早 古 乃 命 之 後 也と 有れば 今 定めても 云 ひ 難 かり、 後人の 定 

に從ふ 可し、) 又 其. 、に 犬 上縣主 天津 彥根命 之 後世と 見えた る 犬 上縣主 は、 和名 抄郡 名に 近 江 國犬上 以奴加 三と 有る 

是 なり、 天武 天 皇 元年 御紀に 襲，, 不破 一而 軍 二 于犬上 川濱， と 有る が 如く、 美 濃 國不破 郡と 相 接け る 地な り、 上に 註せ る 

式に 國蒲生 郡 比 都 佐 神社の 祭神 天津 彥根命 山津照 命日 3- 勾比哮 命に 坐す を、 坂 田 郡 山 津照祌 社、 犬 上 郡 山 田 神社 御 

在し 坐せ る を、 扶桑 略記に" 延長 六 年 五月 二日 丙午、 坂 田 郡 山 照 子 乃 明 神、 犬 上 郡 山 S 明祌 位記 請 印と 一 に W でた 


れば、 其 山 田 は 地名に て、 日 勾比咩 命なる 可く 思 ひ 合 はせられ、 又 愛 智郡輕 野 神社 は 蒲 生 直 祖於保 加 夜 都 比 古 命に 

坐すな ど實に 由有る 事な りけ り、 叉傳 十三に 引ける 樹 下山 鬥神系 圖に活 津彥根 命 者 近 江 國彥根 明 神 也と 有る は、 坂 田 郡 

にて式外神には坐せども、今も^^5^根と云ふ地名の有るなど古ょり所以有る事になむ有りける、 (此 天津 彥极 命と 活津彥 

根 命と を 別けて 刖 神と 傳 へられ たれ 共、 其實は 同じ 神に 渡らせ 給へ る 事、 已に云 へ る 如く なれば 同じ 事な り、、 次に 薦集 

造、 同上 彥根命 之 後 也と 有る は、 許 母 都 米と 訓 むべ きに や 許 母 都と 訓 むべき にや、 若 後の方な らば 履 中 天皇 五 年 御紀に 

狹名來 田 之 蔣津之 命と 云 ふ妃の 御名の 蔣津と 等しき 地名なる 可し、 又 先の 方なら むに は薦 集の 字の 如くに て、 職員 令 掃 

部 司に、 掌， ー薦席 牀簀及 云々 事, と ある 錦設 を諸國 より 集めて：：？ に牧 むるな どの 事 を 掌れ るに て、 若 然も 有りな むに は 

此は 職名な り 何れ か{且 けむ 未だ 考へ ほざるな り、 又 (未定 雜姓和 泉國) 茨木 造、 天津 彥根命 之 後者と 有る は、 已に上 

に 茨城 國 造の 所に 云へ り、 又 (和 泉 國神別 天孫) 末 使 主 IK 津彥根 命 子 彥稻勝 命 之 後 也と 有る 末 は 借 字に て * 祟 神犬皇 

七 年御紀 に 謂 ゆる 茅淳縣 陶邑の 事なる 可し、 (神 名 式に 大鳥郡 陶荒田 神社 二 座揪と W で たれ ども、 此祖 神に は 非ざる 

なり、) 今 も 一 ^律の 南に 陶器 莊と云 ふ 地 有る 是 なり、 〇 次 活津彥 根 命 は、 諸 本 共に 活目； It 彥根 命と 有り、 纂疏 本に は 

其の 目 を 月と 作れたり、 今 は新宮 本に 其 字 無き に 依れり、 此を活 目津と 作る 事 は 良 はしからざる 事と 聞え て、 巳く 私 

記に 目 字不， 讀と 云へ り、 通證 に、 今按、 活目 津彥根 命、 垂仁 天皇 曰，， 活目 入彥， 舊事 天孫 本紀有 e 活目邑 f 萬 葉 集 云，, 

活道, 是 也と 云 へれ ども、 活目 入彥と 申し 奉る 大 御名 は 地名と 聞え、 活道も 山 名な り、 然る 此顯國 の 地名 を 以て 稱へ 

奉る 可く も 非 ざれば. 此餘の 例に 隨 ひて 活津と 心得て 然る可き 事な り、 其義は 已に傳 十三に 云 ヘリ、 〇次 歎 速 日 命 
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は、 上 章 第三 一書に 漢之速 日 命と おでたり、 新宮 本に 此神名 を 省きた る は 誰 やし 人な りけ む、 心 有りて 训り 去り、 六 

男 を 改めて 五男と 爲 るに は 有る ベ けれども、 其 本 も 前章 第三 一 窨は諸 本と 共に 異なら ざれば、 此も 一 說 なりながら 其 

實は 誤れる 傳 なる 事、 已に傳 十六に 註せ るが. 如し、 〇 熊 野 大隅命 は、 此は 前章 第三 一 書と 同じ 俥なる が、 其に は 熊 野 

忍 隅 命と 有り、 此卽 ち大と 忍と は 同じ 意な りけ る證 なリ、 其は傳 十六、 十七に 云へ り、 W 雲 風土記 楣縫郡 伊 農鄕， 

S 郡 伊 努鄕條 に 所見た る 國引坐 意 美 豆努命 御子、 赤 衾 伊 努意保 須美比 古 佐和氣 命と 申す は、 卽ち 此の 神に なむ 御 在し 

坐し ける、 叉此を 以て 其御祖 神と 御 在し 坐す 意 美 豆 努命卽 ち 素斐嗚 尊に 渡らせ 給へ る 御 事 をな む 1 ぐ 0 可 かりけ る、) 

ココニ  スサゾ ヲノ ミ コ トマ ヲシ ヒノカ ミニ タマい ク  ァレュ  ヱ サラ- 一 マ 牟ゾ ボリ クル ハ  モロ モロ/力：、 タ チヤう フ ヮレ ヲ 十ノ プ ニニ  イマ 

於是素 鳴 尊 白， 日 神 一 曰。 吾 所& 更 昇 來ー 者。 衆 祌 處，； 我 以 根 國 I 今 

マサニ マ カリ ナム トス  モシ ズバ ト ナネ ノミコ トマ ヒマ： 、エマ づラ  r ヒニ  >t レ ェ - ンヌビ サ カリマ ペル-一 コソ  マコト ニモテ キヨ キココ 口 ヲマタ マ キノ. ホリキ 〃レ 

當 就. 去。 若 不 ，1 與. 姊相見 一 終 不，， 能 忍， 離 故。 實 F 淸 心， 復 上來 耳。 

イマ スナ； チ マヅ ルコト マミ エス デニ ヲへタ レバ マサニ マユ マユ モロ モロ  ノカミ クチ ノ コ、 ロノ  ヨリ コレ 匕タ フル ユマ カリ ナム ネノ クニ 二 ヲ  マガ 十 ネノミ n トハ 

今 則 奉. 觐已 訖。 當 隨，， 衆 神 之 意 一 自. 此 永 歸，， 根國， 矣。 請 姊 . 

テラ- ン ノゾミ タマ ハム n トァメ クニ  二 オノ ヅ カラ セ サ キク マ- ンマ  カヅ ァガ でテ キヨ 牛 コ、 口 ヲ リシ ナセ コ ドモ：  マタ タ テマ ツル 卜. &- ン テ ナネ / ミコ トニ 

照 _1 臨 天國, 自 可，， 平 安 且 吾 以，： 淸 心, 所^ 兒等。 亦 奉， 1 於 姊ー 

已 菌 ぎ f:^ ^焉： 廢築搭 S 一 fi き 波 i ま； - 捶籤此 一 久^ 社 志 一 輿台產 

コ I ライ r, コ  コ  トニ  スビ卜  コ..ヲ イマ フトゾ  リトト  「レ iK ィプヲ  ^ 

靈此 云，； 許 語等武 須毗； 太 諄辭此 云，， 布 斗 能 理斗ー 榀 轤然此 云，； 乎 謀 苦 

ルル ニト  コしヲ ィフ 1K ヌナト モモ  ユラ ニト 

留留爾 一 壤響 堵玲此 云， ¥ 奴 儺 等 母 母 由 羅爾？ 

此は 上に 是後素 斐鳴尊 曰、 諸 神逐， 我、 我 今 常-永 去 r 如何不，.與，；我姊，相見，而擅自徑去歟、 廻投cl,天cl,國上l^ls于 


IK ハ 時 -大 鈿女 見， 之而吿 n 一 百 於 日 神， 也より 承け て、 直ちに 於是素 妾嗚尊 白，； 日 神， 曰、 吾 所 n 以更 昇來， 者， 衆 神 處，， 我以 

极國ハ 今當- 一就 去-云々 と續く 可き 文なる 事、 已に條 々に 委しく 論 つらへ るが 如し、 倦 此は掛 まく も 甚も可 長き 天津 日 

繼の、 天地と 共に 無窮き 基本の 定まらせ 御 在し 坐し ける 所に て、 甚も々 々止 事 無き 件に 在る を、 古 來敢て 力 を 用 ひて 

其 御 lb を 究め 盡 したる 說の閒 えざる から、 始終 を 一 に 貫ぬ き 知れる 人 無き なむ 遣憾 しき 事な りけ る、 其に は 先 づ此文 

を 正して 知るべき 事 こそ 多 かり けれ.. 上に 註せ るが 如く、 右に 天 鈿女見 之而吿 n 言 於 日 神-也と は、 素斐嗚 尊の IK を 扇 

ヒキ 

もし 國を扇 もして 上天に 參 升ら せ 御 在し 坐し ける を、 彼 Q 磐戶 開の 御 事より 延て 久方の 天津 朝廷の 威儀 も 何も 形の 如 

く 巳に 足 具へ りし かば. 縱ゃ素 *{嗚 尊の 今度 は淸 明き 御 心の 御 在し 坐す 共、 容易く 御 許 近く 參 到らせ 給 ふ 事の •£ 来べ 

きになむ 非 ざり ける を、 實に淸 明き 御 心 を 衆 神に 明らめ させ 御 在し 坐して 稍 進み 給へ りけ む を、 皇太 神の 御前に 侍ら 

ひ 給へ る- rK 鈿女 命より 奏聞え 奉らせ 給 ふ 可 かめれば、 此に 於て 皇太 神の 勑許し Si り 給 ひけむ から、 素 戔鳴尊 を 引きて 

親え \f らしめ 奉られし 是 なり、 (然 れば此 f へに、 口 神 曰、 否 弟 所 ii 以上 來， 非， ー復 好意 ー必 欲， 奪， 一 我 之國， 者 敷、 吾雖， ー婦 

女, 何 當レ避 乎、 乃躬 装-一 武備， 云々 と 有る は、， 此には 相 はざる 文な り、 其 は 初 度に 參畀り 御 在し 坐し ける iS: の 事の 錯 

れて此 に 入りた る 者なる 事、 已に 註せ るが 如し、 若て 此次に 六 男 三女 神 を 生み 奉らせ 給へ りし 御 事 Q 載れる は、 1 や： く 

端珠 盟約 音；， より 来れる 文 . な る 事 云 ふ も 更なり J 故に 此 素虔嗚 尊の 實に淸 心 を 以て 如 此く參 上らせ 御 在し 坐し ける 御 

事 は大に 所以 御 在し 坐せ る 者と なむ 想像り 奉らる- 1 事な りけ る、 其 は 上に 註せ るが 如く、 此 より 以前に 巳に 此顯阈 に 

ヂ、 降り 御 在し 坐し 著き て 諸 國を往 き 巡らせ 給 ひ、 其 御子 五十猛 神 を 帥て 大八 島の 阈內 盡く靑 山と 成し 給 はざる 所 無き 
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迄 美 好し く物爲 させ 御 在し 坐し ける を、 其 も 吾 皇御孫 尊の 御爲 に勞づ かせ 給へ る 御 政なる こと を閒ぇ 上させ 給 ひがて 

ら參向 はせ 御 在し 坐し ける-」， なむ 有りけ る、 已 にも 註せ る ことなる が 四 神 mifi 章に、 旣而. 諾尊伊 #w 尊共議 曰、 

吾已 生， 一大 八洲 阔 及 山川 草木： 何不， 生， 1 天下 之 主 者， ir 於是 共生， 一日 神， (中略) -f^ 、生，， 素 #{嗚 尊， (下略) と 有る が 如 

く、  二 柱 御祖神 Q 圃土萬 物 を 生み 成し 給ひ畢 つて、 其 1： 土 一 € 物に 主 者と 御 在し 坐す 大神を 生み 奉らせ 給 はむ と 所思し 

人ら せ させ 御 在し 坐して、 先づ 生み 成し 給 ひける 御 名 子 は、 此子 光華 明 彩、 照 n 徹於 六合 之內 r 故 二 神 喜 曰、 吾， お 

雖レ 多、 未， 有，： 若， 此靈異 之 兇 r 不 A 宜，， ,久 留，， 此國？  0 當 T 早 送，， 于： 入， 而 以 天上 之惠ム 是時 天地 相 去 未 れ ^ 以.： H< 

柱 ー舉， 1 於 天上， 也と 有りて、 如此く 天地に 照り 徹らせ 御 在し 坐す 御 if:A の眞ぉ t に 御 在し 坐す に 就て は、 此 天下の 主 者と 

御 在し 坐すべき 質 性に 渡らせ 給 はざる を 以て、 天上に 这 り舉げ 奉らせ 給 ひけろ にて、 日神是 なり、 故に 此御事 依し Q 

御 事 を、 古事記に は、 此時 伊菲諾 尊大 歡喜 詔、 吾 者 生； I 生 子， 而、 於，； 生お， 三 置 子？ 郎其御 頸 珠之玉 絡 母 ^^^{邇 

取 由良迦 志而、 賜， へ 大照太 御 神， 而？ や \ 一、 汝命者 所， 知 U 高天原， 矣、 事 依而賜 也、 故 其 御 頸 名 謂；： 御倉 板^ N 神-と！^ 

りて、 先に は 何不， 生，； 天下 之 主 者ー歟 と共に？. i り 給 ひて、 其 御 心に て 生み 奉らせ 給 ひし かど も、 案外に靈異之；：儿と^.1 

り 給 ふ 許りに 貴き 高き 御子に 御 在し 坐せば、 1K 上に 这り 舉げ 奉らせ. 給 ふ 可き は、 自然の 御 勢と は 巾し お- 「りながら、 實 

に は 皇祖 天神の 謂 ゆる 預； T 鎔 1 造 fK 地， と 有る 御靈 威に なむ 依れり ける、 借傳 三に 註せ る 如く、 伊 禅 諾伊挥 wl 一 神は此 

天 下 國土を 建てさせ 給 ふ 可き 御 爲に皇 a 天神の 御 許より； 大 降し 給へ る祌 なり、 然るに 其 高天原 をし も 己 尊の 御物と し 

て 御 心の 任意に 事 依し 授け 奉らせ 給へ る は 如何なる 由 ぞと云 ふに、 此 世の 始に 彼の 謂 ゆる 一 物な む- 大 中に 成 出で たり 


ける を、 其 物に 就て 成り 坐せ る 神に 土 煮 尊 沙土煮 尊と. す 神 は、 ^ち 二 柱 御 祖祌の 其 時の 御名に 御 在し 坐せば、 其 

物 中より 葺 牙の 如くして 萌ぇ騰 りて、 天 上 はし も， S めて 成れる 者に し 有りければ、 其 天上 も 二 柱御祖 神の 御！； とも 謂 

ひつ 可き 者な り、 此を 以て IK 照 太 神に 高天原 を 所 知^せと ほ神隨 にして 事 依し 奉らせ 給 ふ 可き 御 事に なむ 御 在し 坐し 

ける、 (此ニ 柱 御祖神 はし も、 おの 如く 大 上の 初に も 係 列ら はせ 給 ふ 可き 所以 有る が 故に、 然る 御 事 依し の 御 事 は 御 

在し 坐し けるな り、 然らす は 如何なる 大御 光華の 明 彩し く 御 在し 坐したり とて、 天上を所知^！^し來：さしめ^^らせ給ふ 

可き 御 計ら ひ 迄に は、 御 力なむ 及ばせ 給 ふま じかり ける 所なる 者 を や、) 斯 りければ • 其の 何不， 生 >; 天下 之 主 者 ー歟と 

ゥケ バリ 

，詔り 給 ひて 生み 奉らせ 給へ りけ る IK 照 太 神 はし も、 高天原 を 所 知 看させ 御 在し 坐す 御 事と 成れる 上 は 主張て 天下の 主 

者と 坐す、 大神は 唯 素戔鳴 尊の みなむ 御 在し 坐す 此を 以て 其 第 六 一 書に 素斐嗚 尊者 可 ，-> 以治 n 天下一 也と 詔り 給へ る 御 

事 依し の 御 事 は 御 在し 坐し けるな り、 然 りと 雖も、 其 素戔鳴 尊の 御上に 取りて は 其 御 事 依し は 受け 賜 はらせ 給 ひつ- - 

も猶御 心に 落 居させ 給 ふ 所な む 御 在し 坐 さてり けらし、 此 天下 を 治め 給 はむ 者と は 所思し 係け させ 給 は ざり ける と 所 

見て、 正書に、 此神 有，, 勇 悍以安 忍？ 且 常以， ー哭泣 ，爲仁 仃、 故 令-: 國內 人民 多以 夭折； 復 使， ー靑山 變枯？ 故 其 父母 ニ祌 

勅-素 戔嗚尊 f 汝甚 無道、 不レ可 =ー 以 君つ 臨 宇宙？  0 常： n 遠 適，： 之 於根國 -矣、 遂逐 之と 有る が 如く  > 殊に 取り立て、 惡し 

き 御行 を 求めて 物爲 させ 給へ るに は 非ざる 可 けれども、 神性の 雄 健き に 任せて 萬に 打ち 振る ま はせ 給へ るが 故に、 已 

く 御 父母 二 神 も 此神は 宇內に 君と 坐す ベから す 、根！： に SS 立た せ 御 在し 坐すべき 由 をば 詔り 給 ひて、 卽ち其 御 心を懲 

し 進ら せらる 可き 此义止 事 無き 勢に 依らせ 給へ る 者な りけ り、 斯 るに 其 第二 一書に 此 神の 後に、 次 生 U 火 神 軻遇突 智-. 
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ノ  カム サ リマ. ンヌ  カム サ カリマ シヌ 

時、 伊井 掛尊 爲， ー軻 遇突智 一所， 焦 而終矣 と 有る、 此終矣 は 第三 一 書に 神 退 突 亦 云 神 避 突と 有る が 如くして、 遠く 根國 

E 國に 行き 坐し i 御 事なる が、 此に 依りて 愈々 其 御 母 神 を戀ひ 奉らせ 給 ひけり， 其 第 六， 一 書に、 是時素^^戈鳴尊年ー 

巳 長矣復 生，， 八 握 鬚髯： 雖， 然不， 治，， 天下、 常 以，， 啼泣恚 恨？ 故 伊 弊 諾尊問 之 曰、 汝 何故 恒 啼，， 如此， 耶、 對曰、 吾 欲， 從，， 母 

於根國 r 只 爲レ泣 耳、 伊拌諾 尊惡之 曰、 可，； 以 任：， 情 行， 矣、 乃逐 之と 有る 是 なり、 此 文より 承け て瑞珠 盟約 章に、 於是 

素 *{嗚 尊 請 曰、 吾 今奉レ 敎將， 就，, 极國？ 故 欲 K 暫向 r, 高天原， 與， 姊相見 而後 永 退， • 矣， 勅 n 許 之 I 乃 昇 J1 詣之於 天， 也と 所見 i 

たる、 此時は 伊 雜掛大 神 は 巳に 根國に 罷り 去りて 御 在し 坐 さぐる 程の 御 事な りければ、 御 父 伊 弊諾大 神に 聞え 上け させ 一 

,  一 

給へ るに て、 彼 第 六 一書なる 仰 事 を 承 賜 はらせ 御 在し 坐して、 其 御 長 まりの 御 事 を此に 申し 奉らせ 給 ひ、 且は其 御辭！ 

見に 日 神の 御 許に 天上に 參 上らせ 御 在し 坐 さむ 其 御 勅許 を此に 請け 奉らせ 給へ るに なむ 有りけ る、 (予 先に は 右の 四 神 一 

» 生 章に 所見た る 事 は 伊 諾大神 一 柱に て物爲 させ 給へ りし 御 政に 在る を、 故 其 父母 二 神と 有る は 誤なる 可く W 心 ひ 

て、 强に心 を 用 ひざり しこ そ 中々 なる 麁き 事な り けれ、 I, しに 如 此御事 依し の 御 在し 坐し ける 上に て、 此 天下 を 所 知 f;;r 

すに 御 心 御れ し 牛： さす は 根 1： に I 能^すべき 由 を 詔 In たせ 給 ふ 可き 御 事に て、 其 は 二 柱 御 肌 神 共に 係 列ら はせ 給 ふ 可き i 

木より 然る 理 なる 者ぞ かし、 然るに 其逐 はれて W 坐すべき 素 斐嗚尊 は W 坐 さすして、 却り て 其 御 母 神の 先に 已に入 坐 _ 

せりし かば、 頻りに 戀 力：？. らせ給 ふ 御 心なむ 彌 勝らせ 御 在し 坐々 ければ、 彌此 天下 を 所 知お むな どと は 所思し 係け させ 

給 は ざり ける 者な りけ り、 古事記に も 右の 第 六 一書と 同じく、 故各隨 n 依 賜 之 命 一所 知 看 之 中、 速 須佐之 男 命、 不， 知-一 „ 

所レ命 之國， 而、  <: 拳須至 •， 于心 前； 啼 伊佐 知 伎、 其泣狀 者、 青山 如， ー枯 山， 泣枯、 河 海 者悉泣 乾、 是以惡 神 之 昔， 如 こ 


狹蠅， 皆滿、 萬 物之妖 悉發、 故 伊邪那岐 大御 神、 詔：， 速 須佐之 男 命？ 何 由 以汝不 に S, 一所 事 依 之國， 而哭 伊佐 知 流 • 爾答 

曰、 僕 者 欲に 能，, 妣國根 之 堅洲阈 T 故哭、 爾 伊邪那岐 大 御神大 忿怒、 詔然者 汝不， 可， 住 <1 此國 r 乃 神 夜 良 比爾夜 良比赐 

也と 所見た る是 なり、) 然れば 素 # ！嗚尊 はし も 其 始ニ柱 御祖神 等に 神逐 はれ 奉らせ 給 ひて より 根國に 籠り 坐 さむと 思 

ほし 入らせ 給へ る を >  其 後に 伊 t 掛大神 彼 國に神 避り 出で 坐し. - かば、 愈 以て 其 慕 ひ 奉らせ 給 ふ 御 心なむ 彌 勝らせ 給 

へりけ む を、 其 追て 幸 行せ りし 伊 # 諾大神 はし も、 彼國 より 歸らせ 御 在し 坐して 第 六 一書に、 伊 弊 諾尊旣 還、 乃追悔 

之 曰、 吾 前 到-一 於 不須也 凶 目 汚穢 之處； 故當， 滌 n 去 吾 身 之 濁穢： 則往 至- 筑紫 日向 橘 之稳原 一而 紘除焉 と 有る が 如く • 

此 より 以前に 伊弊掛 尊と 已に 別處を 建て- - 住み 別れさせ 御 在し 坐々 ければ、 彼の 國の事 を 忌み 避けさせ 給 ふ 御 心 御 在 

し 坐すな るに、 素 戔嗚尊 はし も 其 御 心 を も 何も 趿らせ 給 はすして、 一向に 御 母 神の 御 許に 至らせ 御 在し 坐 さむ 事 を 申 

し 給へ るが 故に、 終に 其 請し の 任に 治めさせ 給 ひけり、 此に 於て 皇祖 天神より 二 柱御祖 神に、 有-一豊 葦原 千 五 百秋瑞 

穗之 地？ 宜， ー汝往 循,， 之と 有る 事 も 徒 事と 成り、 叉 彼 何不, 生 二 天下 之 主 者， 歟と 詔り 給へ りし 御 心 も 果し給 はすして 1 

此 天下 國土は 殆に主 無き 地と 已に 成れる が 如くな む 有りけ る、 此に 至りて 皇 姐 天神 彼の 預 jiii- 造 天地 I と 云 ふ 御 功な む 

此に顯 はれけ らし、 素斐嗚 尊に 其 根國に 罷り 坐 さむと 所思 看す 御 心に は 引替ら せ 御 在し 坐して .髙 天 原に 參向 はせ 御 在 

し 坐して 日 神に 覲 奉らせ 給 はむ との 御 心 W させ 御 在し 坐して 御父大 神に 請け 奉らせ 給へば 勅許と 詔り 給 ひける， 卽ち 

伊菲 諾大 神に 其 始何不 A 生， 一天 下 之 主 者 一 敷と 詔り 給へ りし 御 事 を 所思し 出させ 御 在し 坐して 高天原に 參向 へらば、 日 

神の 御 方に 治めさせ 給 はむ 道 こそ 御 在. L ゆ.： すべ かり けれと て、 瑞珠 盟約 章に、 素妻嗚 靠將， 昇レ 天 時、 有-二 神？ 號- 一羽 
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明 玉 T 沘神奉 レ迎而 進，， 以 端 八 坂瓊之 曲玉 f 故 素 1i 戈 嗚尊持 n 其瓊 玉， 而到， 一之 於 天上， 也と 有る が 如く、 羽 明 玉 神 をして 其 

昇天の 御 表 物 を さ へ に 投け與 へさせ 給へ るな む、 決めて 幽 深き 由 緣 有る 御 事に 御 在し 坐す ベ かりけ る、 若て 此逢玉 を 

天 照 太 神に 奉らせ 給 ひ、 又 天 照 太 神の 御^ を 賜 はりて、 共に 御 誓の 御 事 御 在し 坐して、 其 御^に は 五男 神 成り W でさ 

せ 御 在し 坐し、 瓊 玉に は 三女 祌 成りお でさせ 御 在し 坐して、 此に 於て 彼 何不, 生， へ 大下之 主 者， 歟と 詔り て 生み 奉らせ 

給へ りし： 大照太 神と 素斐鳴 尊と 二 大祌の 珍 御子 を 以て 天津 日繼と 定め 奉らせ 給へ りけ る、 此頃 ほひな む 伊 弊 諾尊は 上 

天に 役 命 させ 給へ りけ らし、 其 正書に、 是後伊 #諾 尊 神 功 旣畢、 靈運 當遷、 是以 構，： 幽宮於 淡 路之洲 T 寂然 長隱 者矣、 

亦 曰、 伊 * 諾尊 功旣至 突、 德亦 大夹、 於 是登レ 天 報 命、 仍留 宅 於 日 之 少宫！ 矣と 所見た る是 なり、 其 神 功 旣畢と 云 ふ は、 

皇祖 H< 神より 御 事 依し の 御 事共 を、 落 も 無く 御 心 足ら ひに ュ S め 給へ る を 云 ふなり、 天下 を 主 無き 國 にして 功 旣 至矣德 

亦 大矣と は 如何で か は 云 はむ、 此は心 を 深めて 思 ふ 可き 御 事なる 者ぞ かし、 (右文に 是 後と 有る は 其 次なる 素 斐嗚尊 

の參 上らせ 給へ る 所の 文に、 始素戔 嗚尊昇 レ天之 時と 有る 始 字に 對 へて 云へ るな り、 此を 以て， 此登 天 報 命の 御 事 は • 

其より は 後に て 有る 事 を 知るべく， 又 四 神 出生 章 第 十一 一書に 素斐嗚 尊の 亦の 御名 月夜 見 尊と 巾す 方に て. 保 食 神の 

許に 肇 原 中國に 至らせ 給へ りし 御 時には、 已 に此國 土に は 御 在し 坐 さ、 M りし 趣なる に 思 ひ 合 はせ て、 其 登つ 大 報へ 叩の 

御 事 は、 其 中^にて 波 五男 三女 神の 生み 坐せ る卽 ちの 御 事なる を 思 ひ 合す 可くな む 有りけ る，) 若て 此に IK 照 太 神と 

素戔嗚 尊と 二 柱 神 右に 謂 ゆる 五與 三女 祌を 成し 奉らせ 給へ る 上に ての 御 政 は、 瑞珠 盟約 章に、 是時天 照 太 神勅 Hr IS 

-其物 根， 則 八 坂 瓊之五 百 简御統 者 是吾物 也、 故彼五男神悉是.^|=兒、 乃 取 面子 養焉、 . 又 勅 曰 其 十 握 劍者是 素 t{ 鳴 翁 


物 也、 故此 三女 神悉是 爾兒、 便授， 1 之 素 斐嗚尊 r 此則筑 紫 胸 肩 君 等 所 祭神 是 也と 所見た る、 此 には傳 十三に 註せ るが 

如く、 實には 其 第二 一書に 所見た る 天 照 太 神の 御物 は 御 叙な り、 素斐嗚 尊の 御物 は窶 玉なる を、 傅の 混れ 有りて 此も 

古事記 も 相 共に 其 事 返 様に は 有れ ども、 其 物 根 を 以て 生み 坐せ る 御子 を 正させ 御 在し 坐し けむ は、 信に 然も 御 在し 坐 

しつ 可き 御 事な り、 其 事 古事記に は、 於是 天 照 太 御 神 吿-ー 速 須佐之 男 命？ 是後 所い 生 五 柱 男子 者、 物實 因-: 我物-所： V 成、 

故自 吾子 也、 先 所， 生 之 三 注 女子 者、 物實 因， ー汝 物， 所， 成、 故 乃汝子 也、 如 此詔別 也と 所見て、 此に其 物實を 以て 詔り 

刖 けさせ 給へ る、 卽ち 皇太子と 成り 奉らせ 給へ る 謂に て、 第三 一書に、 日 神 云. r 乃 立-, 誓約， 曰、 汝 若不レ 有-, 賊之 

心， 者、 汝所， 生 子必男 突、 如 生， 男 者， 予以 爲レ子 而令レ 治-天 原 一也と 其始 に先づ 契約り 置かせ させ 御 在し 坐して、 其 

後に 其 素 戔嗚尊 所レ生 之兒、 皆已男 突、 故 日 神 方 知， 素 妻 鳴 尊 元 有- 1 赤心 r 便 云. <  爲- 一日 神 之 子 I 使に 5n 天 原 一と 所見た る、 

令レ 治.， 一天 原， と は、 傳 十六に 註せ るが 如く、 掛ま くも 甚も可 長き 天津 日繼を 定め 奉らせ 給へ る始 に、 先づ天 原に て 其 

大御政 を 行 ひ 初 させ 御 在し 坐して、 此顯國 に-穴 降し 奉らせ 給 はむ 御 事 を 先 づ物爲 させ 給 ふとして、 此 より 四 神 出生 章 

第 十一 一書に、 旣而 天 照 太 神 在， 一 於 天上， 曰、 聞 m 葦原 中 國有ニ 保 食 神 f 宜，： 爾 月夜 見 尊 就 候.， 之 云々 と 有る は、 其 天津 日 

繼の 御爲に 万千 秋の 長 五 百 秋の 瑞穗 を顯見 蒼生の 食て 活 くべき 物に 事 始め 定めさせ 給へ るに なむ 御 在し 坐し ける、 « 

其 第 六， 一 書に、 素斐嗚 尊者 可 一， ー以 治，， 天下， 也と 事 依し 給へ る、 此顯國 の 事を然 計り 天 照 太 神の 功し み物爲 させ 給へ る 

は 如何な りけ る 所以 有りての 御 事なら むと 云 ふに、 已に此 日 神の 御 生、 み 坐せ る 初に 彼 二 柱 御祖祌 の、 何不， 生-一 1K 下 之 

主 者-敷と 詔り 給 ひて 生み 成し 奉らせ 給 ふが 故に、 高天原 を 所 知 看す 皇太祌 に は 渡らせ 給 へれ ども、 叉 此顯國 を も 兼 
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て 持たせ 御 在し 坐す 返らへ. ぬ. 御 isl^ 共な む 御 在し 坐せ る 故な ゥ ける、 (其 は 天孫 降臨 章^  一  一  に、 照 太 神 M 刺 r. 皇 

孫， 葦原 千. 五. 百 秋之瑞 穂！：、 是吾 子孫 可 レ王之 地 也、 云々 と 詔り 給へ る 大御命 は 更なり、 古事記に も、 ！ K 照 太 御 神 

之 命以豐 葦原 千秋 長 五 百 秋 之 水穗國 者、 我 御子 正 勝 吾 勝 勝 速 日 天 忍 穗耳命 之 所 知國首 因赐而 9^ 降 也と 有るな ど、 是を 

以て 皇太 神に も御國 なる 事 を曉る 可し，， ) 若て 天 照 太 神の 其 保 食 神 を 見せに 天降し 遣 はし 給へ る は、 全く 其 天津 日繼 

の 御爲に 食物 著 物 住宅の こと を 起して # に 幸へ 給 はむ と 所思し 看て 物爲 させ 給へ るな り、 然るに 素 戔嗚尊 はし も： 大下 

を 所 知 さむ 御 心 御 在し 坐さ^ りければ、 其 保 食 神の 不禮 き狀を 怒らせ 御 在し 坐して 此に事 有りし かど も、 天 照 太 神 

は、 于時天 照 太 神 喜 之 曰、 是物者 則顯見 蒼生 可-一食 而活 7 之 也と 詔り 給へ る 如き 大御 心に 御 在し 坐し ける が 故に、 時 天 

照 太 神 怒甚之 曰、 汝是惡 神、 不レ須 ：： 相 見？ 乃 與，： 月夜 見 尊- 一 日 一夜 隔離 而 住と 有る が 如く 其 御前 を 退けさせ 給へ る 程 

の 御 事な りければ. 此に 於て 謂 ゆる： 大津 罪の 御 事 を 犯させ 給 ひけり、 此に 因りて 天 照 太 神 天 石 窟に入 坐し 磐 戶を閘 て 

刺 隱らせ 御 在し 坐々 しければ、 天地の に 在りと 有らゆる 八 百 萬 千 萬 神 等 此に祌 集 ひに 集 ひ 給 ひて 日 神 を祈禱 奉り 給 

ひける に、 思 兼 神の 御ト 慮に 相 叶 ひて、 終に 日 神 はし も 5& でさせ 御 在し 坐 々しければ. 高天原 も 天 下 も 悉く 照明れ り 

ける 所 由に 緣 りて、 叉 其 天地の 內に 有らゆる 諸 神 はし も 一 神 を！ 1 さす 天 照 坐皇： H 神に 仕 へ 奉れる 御 事と 成りて、 其大 

御稜 威な む 愈 勝りに 勝らせ 御 在し 坐して、 -大津 朝廷の 御^ 俵此に 至りて 成り 整 ひ 具足 ひ >  H< 地の 共 易る 可から ぬ 常 典 

此 時に こそ は 立ち 定まれり けれ、 是を 以て 其 仕 奉れる 狀に 依りて 天 兒屋命 太 玉 命 はし も 左右の 大 ほの 如く • 天 鈿女命 

は內 侍の 如く、 摘 磐 間 戶命豊 磐 間戶命 はし も衞鬥 兵衞の 如くして 仕へ 奉られ、 又 諸 部 神 は 各 其 職掌 有りて 各 ほに 仕へ 


奉られし 御有狀 なる は、 其 功を稱 f:: 給へ る大御 政の 始 なり、 又此に 相反り て此 時の 甚 じき 罪 犯の 本 は 素 f? 嗚^  一； S- に 

御 在し 坐せ り、 此を 以て 罪過 を 其 神に 歸 して 千 座 置戶の 解除 を徵り 給へ るな む、 此卽ち 其 罪 を 罰め て 物 を 噴 ふ 事の 起な 

りけ る、 掛ま くも 可 畏き皇 御 孫 尊の 大 朝廷の 大御政 はし も、 全く 此 天 照 國の日 宫の大 御風 儀 を 摸し 行 はせ 給へ る 者に 

なむ 有りけ る、 (古語 拾遺 御 天降 段に、 -大照 太 神 高 皇產靈 尊 乃 相 語 曰、 云 4<、 汝 fK 兒屋命 太 玉 命 云. -、 惟 爾ニ神 共 侍， 

殿內， 能爲， 一 防護， 云々、 {4f 太 玉 命 諸 部 神， 供 奉 其 職， 如 * 犬 上 儀 1； 仍 令，， 諸 神亦與 陪從， と 有る- 卽 ち- 大 上の 風 を 

此顯阔 に 摸し 傳へ させ 給へ る 御 事を徵 すに：： 化れ り、) ^素 f 戈 鳴 尊 はし も 其 萍罪 犯の 御 事に 依りて、 旣而諸 神^, 素セ戈 

口、 汝所レ 行甚無 レ賴、 故不， 可, 住，： 於- 大上 * 亦不レ 可い 居，： 於 葦原 中國 r 乃 共遂降 去と 上文に でたり、 其より 比 

國 土に 1K 降り 御 在し 著 かせさせ 給 ひて 後の 御所 行と &す は、 其 天津 罪の 御 過失 を 補な はせ 御 在し 坐して、 其 食物. 著 

物 • 住宅の 御 儲 を 御 心の 遺る 所 無く 物爲 させ 給 ひて、 先に 天 照 太 神と 御 誓の 御 間に 成し 奉らせ 給へ る 珍 御子 皇御孫 尊 

を 以て、 天 津日繼 と IK 照 太 神の IK 降し 奉らせ 給 へらむ 其 御 時 を 下 待たせ 給 ふ 御意 味なる 御 首な む 所見たり ける、 下 章 

、 第五 一書に、 素 鳴 尊 曰、 韓鄕 之島是 有-金銀； 若 使，， 吾 兒所, 御 之國、 不 i 有，, 浮寳， 者、 未-: 是佳， 也と 詔り 給へ る此御 

一 雷に て、 其大 神の 實に淸 く麗 美しき 御 心の 御 程な む、 仰ぎ奉る にも 猶餘り 有る まで 所見 させ 給へ りけ る、 其 程の， 

く 魔 美しき 御行の 御有狀 はし も、 上に 已に顯 はし 奉れる が 如く、 高 -大 原より fK 降らせ. 給へ る 後に 其 御子 五十猛 神 を 帥 

て大 パ玑國 內盡靑 山と 成し 給 ひ、 靑垣 山瑞々 しく 作り 成し 給 ひける 後に 再び 上天に 參 昇らせ 御 在し 坐し ける は、 全く 

彼 天 照 太 神の 物 根 を 以て 詔り 別け させ 給へ りし 大御命 を、 彼の 荒 魂の 進り かに 御 在し 坐し ける 程の 御 事な りし かば、 
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背か I ふと は 無く 乂肯が ひも 爲さ せ 奉らせ 給 は ざり ける を、 今 は 其 長 こまりの 御 首を 聞え 上げ fs ひ、 又 其 男 

銜子奚 神 御子と して 奉らせ 給 ふに 就て は、 又 其 女御 子を薩 |§ 女と して 校け 給へ りけ るに て S 第一 ノー 書 

» 乃.^ 二日 神 所レ生 三女 神 一 令レ， 於 筑紫洲 つ 濃レ之 曰、 § 神 居道 中， 奉レ 助，， 天孫 ，而爲，，§, 所 祭よ 也と 見 

え、 又 其 望 一 書に、 I 日 神所レ 生三 女神-蒙 降 I 蕭 中阈泰 爹矣、 ま 海北資 號 i」 妻" 此 

筑紫 水沼羣 祭神 是 也と 所見た る、 Hi.  i,  5 曰、 其！ 者、 if  ： 也、 故 此コ 一 

女神 悉" S 兒、 便 授，， 秦窘， 此則筑 紫羣所 祭神 是 也と 有る、 g と 云 ふ 響は此 時なら すして， の，.. よ 

御 在し 坐 さむ、 (liQ 御 時には 未 S へさせ 給 ふ 可き に 非す、 諸 神に 遂 はれて i り 御 在し 学 御寺 こま、 

力 何で かは璧 女神 を 帥て 降り 給 はむ、 叉 ilHf 者な り、) 若て 此編窘 尊の、 Mm 

於ぎ あし：？ 2 へる は、 き 御 父母 二 神より 素 着 ff,, 以 也と 雲され さ甚 へりし 此國土 

をし 臭 照 太 神に fl ふとに て、 卽臭照 太 神 s 計ら ひとして 黄 神 御子 暴 依し 授け 實 ig 御 事を奏 . 

させ 給へ るに て、 此に其 鐘 趣向 はし SEQI まさせ 給へ るに は、 其 I し， 根 國こ御 在し さて ま、 

御 母 伊富大 神と 共に 此國 土 を 有た ss む、 义月國に人御在し^ 5、 其 夜 之 I より SI 照し 給 はむ と" 

し t せ 給へ るに て、 此に 於て S 太 神と 薩嗚， 二 神に して、 曰祌. 月 神と して 國土を 相 保た せ 給 ふ Is ま 

りて、 i と共に 無 f  i 愿て i 給へ るな り、 是ぞ， 太 神. 露 I 一 一大 S 大御 正統 を 以て 食 I 下き 

翁す 御 政 Q 初なる にて、 彼の 二 柱 御祖神 Q 始にノ 何不レ 生" 一- 大下之 主 者-敷と 詔1 へりし 御 事 g に は 有り ナる、 


卽ち 是顯宗 IK 皇御紀 に 謂 ゆる 有. 預 「：i:- 造 fK 地-之 功， と 有る 皇祖 H< 神の 天津， 神事の 副 加 はれる に 依れる 者な り、 (然れ 

ば此素 斐嗚大 神の 始 より 此 天下 を 所 知 貪す 御 心 御 在し 坐 さす 有りし も、 今如此 事の 相照應 ひて 結ばる k 上 は 其 然る 所 

以の 事の 蓮び も 借な む 知らる 可 かめる、) 〇 於 是素戔 鳴 尊 白， 一日 神 一日と は、 上に 註せ るが 如く > 右に 天 鈿女見 レ之而 

告 n 首 於 日 神, 也と 有る より 直に 此に續 く 所なる が、 天鈿女 命の は 其 來意を 質問して 日 神に 申し 奉れるな り、 此は其 天 

細 女より 奏し 聞え て 後に 御 勅許の 御 事 御 在し 坐して、 其 日 神の 大 御前に 進みて 直ちに 其 消息 を 具 さに 申し述べさせ 給 

へる 所なる 是 なり、 〇 更畀來 は、 下に 故實 以，, 淸心 1 復上來 耳と 有る に： rsT ひて、 此は 上に、 迺復 扇レ天 扇， 國上 n 詣于 天， 

と 有り、 叉 吾 弟 所 TI 以上 來ー 非ニ復 好意， とも、 又 吾 若懷ニ 不善 一而 復上來 者と 有る 復に 同じく して、 其 事 を 再度 物爲る 謂な 

る 者な り、 其 例 は 八洲 起 元 章 第一 一書に、 故還復 上つ 詣於 天， 云々、 宜， 一更 還 去， 云々、 故 二 神改復 巡， 柱 云々 と 有りて、 

復と更 と を 鼓べ 云 ひ、 叉 古事記に も、 爾 天神 之 命以、 布 斗 麻 邋爾ト 相而詔 之、 因， 一女 先 U 目而不 A 良、 亦 還降改 言、 故 

爾反 降、 更往 廻 其 天 之 御 柱， 如レ 先と 有りて、 此 にも 亦と 更と を相對 へたり、 叉旣 生， 國竟 更生 レ 神と 有る も、 1, し に 其 

事 を 成し 畢へ て 殊に 改めて 物爲 させ 給へ る 由 を 更とは 書 させられ たる 者な めり、 餘は此 に 准ら へ 知る ベ きなり、 萬 葉 

四 (五十八 丁) に、 打 乍 二 波、 更毛不 得 一一 一一 11、 五 (三十  一 丁) に、 事 了、 還ョ 者、 叉更、 大御神 等、 船 舳爾、 御手 打掛 

nTr 八 (三十 二 丁) に、 更哉秋 乎、 欲 見 * 武、. 叉、 (四十  一 丁) 又 更而雲 勿田茱 引、 十二  (十七 丁) に、 吾 八更. r 

戀 爾相爾 家留、 十 一 (七 丁) に、 石 上、 振 神 杉、 神 成、 戀 我更爲 鴨、 叉、 (三十 丁) 更哉 妹爾， 吾戀將 居、 叉、 (四十 

七 丁) 梓弓、 弓束卷 nr 中 見者、 更雖 引、 君之隨 意、 十四 (七 丁) に、 多 麻 河 泊爾、 左良須 S 豆久 利、 佐 良々々 爾、. 
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奈仁曾 許能兒 乃、 己 許 太 可奈之 伎、 又 古今 集 大歌 所 御 歌に、 「美 作ゃ久 米の 佐 良 山更々 に 我 名 は 立て じ 萬 代までに」 な 

ど 有り、 (叉 萬 葉八卷 三十 主 丁に、 眞玉手 乃、 玉 手指 更と 見え、 【十九 卷 十五 丁に、 喧鳥乃 音毛更 布な ど 有りて、 更を 

カフ 

易と P めり 1 此又 易り 改 むる 事 を 佐 良 爾と云 ふ 字 を 用 ひたるな り、 其外猶 更に、 叉 更にと 云 ふな ど、 皆此に rE- じ、 ノ 

〇 處 -1 我以 >1 根國 t の處字 は、 新宮 本に 遂に 作れり、 其 途は逐 字 を 誤れる にて、 此の 處は其 子 を 誤れる に は 非ざる か、 

上に、 旣而諸 神 噴，： 素妻嗚 尊， 曰- 汝 所行 甚無， 頓、 故不， 可， 住，， 於 天上 f 亦不， 可， 居，， 於 葦原 中國； 宜，， ， 急 適，， 於 底极之 

國 f 乃 共遂降 去と 有り、 、に、 衆 神 曰、 汝是 躬行 濁惡而 見，, 逐謫ー 者、 如何 乞 一一 宿 於 我 f 逮同距 之と 有り、 次に、 是後 

素 戔嗚尊 曰、 諸 神逐レ 我、 我 今 當ニ永 去, と 詔り 給へ る 御 一一 目 有る を、 今 叉此に 於て 天 照 太 神に 其 來意を 述べさせ 給 ふ 所 

なれば、 善 本に は 衆 神 逐一- 1 我以， 1 根國, と 有りけ むと なむ 所思 ほしき 事な りけ る、 (本に 處字を 於 久と訓 みたれ ども、 上 

に 照らす 可き 文 有れば 相 叶 はざる なりつ 名義 抄に處 字袁理 とも、 韋流 とも、 登杼麻 流と も、 於久 とも、 須都 とも、 登 

許呂 とも、 夜牟 とも、 登杼牟 とも、 許 登 和 流と も、 夜須牟 とも- 志流須 とも 訓 めれば、 此字 にて は 常ら す、) 〇<Ha,,. 

就 去-は、 上に 我 今 常， 1 永 去， Q 所に 云へ り、 上 を 見る 可し、 〇 若不， ー與， 姊相 見， は、 上に、 如何 不 T 與， 一 我姊, 相 見 V 而擅 

自徑 去歟と 詔り 給へ るが 如く、 衆 神に 逐 はれ 奉られ させ 給 へれ ども， 皇太 神に 相 見え 奉らせ 給 はすして- 擅に 私に は 

W 立た し 御 在し 坐し 難き 由 を 申し 奉らせ 給へ るに て、 其 初 度より 御父大 神の 勒許を 承 賜 はりて 參向 はし 給へ りし 主意 

を 直に 奏し 聞え させ 給へ るな りけ り 上に も： K へる 事なる が、 其 初瑞珠 盟約 章に 御父大 神に 申させ 給へ る 御言に、 吾 今 

奉 レ敎、 將レ就 二 根國： 故 欲，. 暫向こ 高天原， 與レ姊 相 見 而後 永 退.，. 矣と 有る は、 古事記に も、 然者 請， H< 照 太 御 神， 將レ S 能と 所 


見た るが 如くに て、 御父大 神の 御 勅許 は 受け 奉らせ 給 ひつ.^ も 猶天照 太 神の 御 勅許 を も 受け 奉り、 且 は其辭 見の 御 事 

を も 聞え 上げ 奉らせ 給 はむ と 所思して 天上に は參向 はし 給 ひけれ ども、 其狀 の甚嚴 めし かりし 事より 起り て、 皇太神 

の 御 方に 御 疑の 御 心 W 来させ 給へ りし かば、 共に 御 誓の 御 事に 及ばせ 給 ひ、 何 彼 Q 事共に 障られ させ 御 在し 坐して、 

其 初より 思 ほし 立た し 給へ りし 御 心の 本意 遂げさせ 御 在し 坐 さ りつる を、 今な む眞に 正に 相 見え 奉らせ 給へ るに 就 

て は、 本より 淸 明き 御 心 以て 御 在し 坐し ける 御 事 を 直に 聞え 上げ 給へ る 所な りけ る、 如 此皇太 神の 御 許 近く 侍ら はせ さ 

せ 給 ひて、 其 申 上げさせ 給 ふ 御言 を 聞し 食す に 就ても 其 心して 見る 可き 所 多 かる 可し、 (其 は 右に、 扇 ,天 扇, 國上 IT 詣 

于天， と 有る は、 神性の 雄 健く 御 在し 坐す に 依れ \ ば、 此は今 云 ふ 限に 非ざる を、 、に、 吾 ^所つ 以上 來？ 非-一 復 好意つ 

必欲， 奪：： 我 之國， 云々 などの 如き は 先度の 御 事なる を 此に混 ひ 入れる が 故に 然る 似 著 はしからざる 事 も 加 はりた る 者 

なり、) 〇 不 ，1 能 忍.， 離 故 は、 延佐加 理奉流 爾志奴 显邪禮 許 曾と 訓む べし、 舊訓 非な り、 離 を 佐 加 理と訓 む 事は傳 八、 

十一 に 云へ り、 ロ訣 に、 不， 一能 忍ク離 者、 不レ堪 レ離之 謂 也と 有る が 如くに て、 忍 は 物に 堪 ふる 事 を 云 ふなり、 此言 瑞珠 

盟約 章に 如不， ー與， 姊相 見： 吾 何能敢 去と 有る、 其 何 能敢の 意に 其義 等し、 偖 忍 字 は、 海宮 遊行 章に、 請 曰， 妾 產時幸 

勿： 以看 "之、 天孫 猶不， 能， 忍、 竊 往視， 之と 見え、 古事記 同 段に、 然 後者 雖， 恨， 一 其伺狀 r 不， 忍 一一 戀 心 一と 有り、 叉 其 玉 

a 宮 段に、 於是 天皇 詔、 雖レ怨 其兄ハ 猶不， 得， 忍レ 愛， 1 其 后， 故 云. < とも 所見たり、 萬 葉 二  (十八 丁) に、 戀乎 大爾" 

忍 金 手武、 手 和 良 波 乃 如、 三、 (五十 七 丁) 離 家、 伊麻須 吾妹 乎、 停不 得、 山隱 都禮、 情 神毛奈 思と 云 ふ 歌に 竝 びて、 

世間 之、 常 如此耳 跡、 可 都 知 跡、 痛 情 者、 不忍都 毛、 六 (二十 三 丁) に、 凡 有 者、 左 毛 右 毛將爲 乎、 恐 跡、 振 痛 袖 
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乎、 忍 而有香 聞、 十一 (二十  一丁) に、 石 根 踏、 夜道 不行、 念 跡、 妹 依 者、 忍金津 毛、 又、 (二十 六 丁)  B 刀、 i 

佩 副 流、 大夫 也、 戀云物 乎、 忍 金 手武、 十二  (十六 丁) に、 梓弓、 引而 不縱、 大夫 也、 戀云物 乎、 忍不 ？む 牟と有 

シス ビカネ 

る は、 何れも 堪忍び 難き 事 を 難 忍つ と 云 ふなり、 此も素斐嗚尊の直には離放りて95で坐すに5^堪忍ばせ給はすして參 

向 ひ 御 在し 坐し し、 ことの 由 を 聞え 上げさせ 給へ るに なむ 有りけ る、 (然るに、 此忍 離の 二字 を、 志 乃 爲和加 禮麻都 

流 又は 志 乃 比 波 奈禮麻 都 流 事と 訓 まれた る は、 唯 其 字に 就た る訓 にて 委しから ざるな り、 此は 漢文に 不， 忍， 見 叉は不 

レ忍レ 食と 云へ る 忍に て、 物に 堪へ 忍ぶ 事 なれ ども、 右の 訓の狀 にて は隱 忍の 方の 言と 成るな り、 其隱 忍と 云 ふ も >  物 を 

堪へ 忍ぶ より 然顯 はに 物爲 ざる 意と 成れる なれば、 其 本 は 等しき 物から 其 用 ふる 末に 至りて は 各 別な り、) 〇 實以， 淸 

心， は、 瑞珠 盟約 章に， 素 f{ 嗚尊對 曰、 吾 元 無， 1 黑心， 云. <<、 請與， 姊共 誓、 夫 誓約 之 中、 必 《お. 生， 子、 如 吾 所， 生是女 

者 則可レ 以，, 爲有， 一 濁 心 T 若 是男者 則可レ 以，. "爲 有， ー淸 心, と 其 初に. & させ 給へ るが 如く、 其 神 はし も 唯 神性の 雄 健く 御 在 

し 坐し ける のみこ そ 有り けれ、 素より 露 計り も 濁 心の 御 在し 坐 さ ざり ければ、 已 に其淸 明き 御 心の 顯 はれさせ 給 ひ 

て、 實に 先に 一一 m 舉げ爲 させ 給へ るが 如く 男 御子 を 成し W させ 給 ふ、 此を 以て 御 自も淸 心と は 御名 乘爲 させ 給 ふ 可き に 

在りけ り、 其 第一 一書に、 故 素斐嗚 尊旣得 一一 勝驗； 於 是曰神 方 知 一 n 素 戔嗚尊 固 無， 1 惡意 一と 有る は、 淸心 有りと 所 知 看け 

る 趣な り、 第三 一 書に、 其 素 斐嗚尊 所， 生 之兒皆 旣男矣 * 故日神方知ーー，素^!戈嗚尊元有，ー赤心ーと有るは、 卽ち惡 心無し と 

所思 看し X 由に て、 共に 同意の 事な りけ り、 然る を此 より 後に 一 時 天津 罪の 御 事 こそ は 御 在し 坐したり けれ、 已に解 

除の 御 事 御 在し 坐す 上 は， 中す 迄 も 無く 淸 心に 御 在し 坐す が 故に、 皇太 神の 御 方 にても 其 を 疑 はせ 給 はすして 其 御 許 


近く？ 《 させ 給へ りけ る 者な り (祖此 一 書に は瑞珠 盟約 章の 文 混 ひ 人り て 其より 一 聯の 如く 緩け て 文 を 成された る 者な 

るが 故に、 上文に、 於是素 嗚尊誓 之 曰、 吾 若 懷，： 不善 一而 復上來 者 云々、 如 有，： 淸心, 者 云々 と 有る より 照應 せた る 文 

の 如く 見る は 誤な り、) 〇 復上來 耳 は、 上の 故字 を 許 曾と 訓 める に對 へて 復昇 理來都 禮と訓 むべ し、 右に、 於 是素戔 

嗚尊 ま， 一日 神， 曰レ吾 所つ 以更 昇來ー 者と 有る 結め なり、 〇 奉い 覲は、 瑞珠 盟約 章に 相 見 を 相 麻 美 延奉理 氏と 有る に 從ひ 

て、 麻 美 延麻都 流 事と 古くより 訓 める に從ふ 可し、 其 事件 は傳 十三に 云へ り、 〇 已訖 は、 唯 其 事の 終りた る.^」 のみ 云 

ふに は 非す、 瑞珠 盟約 章に 神 功 旣畢と 有る も、 神 功 を盡し 究めさせ 給へ る義 なり、 然れ ば此に 寧レ覲 巳訖と 有る は， 

唯一 時相 見え 奉らせ 給 ひて 退かせ 御 在し 坐し ける が 如く^れ ども 然ら す、 此は素 戔嗚尊 本より 淸心を 以て 參 上らせ 給 

ひ、 天 照 太 神 も 實に其 神の 赤心に 御 在し 坐す 御 事を飽 まで 所 知 着させ 御 在し 坐せ る 御 事に て は 有り、 且は其 御 同胞の 

御 事に 御 在し 坐せば、 善 はしく 御言 語の 御 事な どの 御 在し 坐す ベから む 事 は 申す も 更なり、 殊に 此次 に、 且吾以 =淸 

心 一所， 生 兒等亦 奉，； 於 姊-と 中 させ 給へ る を 思へば、 其 高天原に て此 天津 日 繼の御 事 を 神議に 量らせ 給へ るな ど、 去敢 

させ 給 は ざり ける 御 政な む 御 在し 坐す ベ かりければ， 其 1K 上に 留まらせ 給へ る御程^14I暂く有りし御事に こそは御在し 

坐し つ 可き 者な りけ らし、 (唯 其 御前へ W でさせ 御 在し 坐して 直に 退かせ 給へ る 事 を 已訖と は 如何 は 申し 給 はむ、 今 

應に罷 向 はせ 給 ふとして こそ 然る 御言 舉 をも爲 させ 給 ふ 可き 御 事な り けれ、) 〇 隨， 一 衆 神 之 意 一と は、 右に 衆 神處. 我以 

根國； と 申させ 給へ るが 如く、 衆 祌の所 置に 從 はせ 給 ひて 露 も 違背 かせ 給 ふ 可き 御意 御 在し 坐 さに るな り、 其 は此正 

書に、 然後諸 神 歸：： 罪過 於 素斐鳴 尊， 而， 科 レ之以 千 座置戶 T 遂促 徵矣ー K々、 已而竟 逐降焉 と 見え， 叉 第二 一書に、 已 
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而科 M 罪 於 素 斐嗚尊 /而 、責  >1 其 被 具-云々、 用 A 此解 除竟、 遂以 ュ神逐 之理， 遂 之と 見え、 此 にも、 旣而諸神喷>.,素^!戈鳴 

尊， 曰、 汝 所行 甚無 I 頼、 故不， 可 fe  :lK 上； 亦不， 可レ居 n 於 葦原 中國， 宜-, 急 適， お 底 极之國 T 乃 共罕降 去と も 有る が 如 

くして、 如 此く諸 祌に遂 はれさせ 給 ふと 雖も、 其 御身 自ら 罪 を 犯し 給へ るに 服從 はせ 御 在し 坐して、 御名に 负 せる 建 

速と 申し 奉る 神性 をも收 めて 諸 神の 所 置に 任せさせ 御 在し 坐して 辛苦な ませ 御 在し 坐し けるな ど、 本より 淸 心の 御 在 

し 坐し ける 御有狀 なむ 此に顯 はれさせ 御 在し 坐々 ける、 但其は 天上に て 罪な はれさせ 給へ る 御 事 なれば 殊更なる 事と 

して、 此國土 にても、 于時霖 也、 素 斐嗚尊 結つ 束靑 草， 以 爲，， 笠 蓑， 而乞レ 宿-於 衆 神？ 衆 神 曰、 汝是 躬行 獨惡而 見 -逐 識- 

者、  如何 乞， 一宿 於 我 f 途同距 之と 有る は、 僅に 國祌の 防ぎ 距られ しにて、 此大 神の 御梭^ を 捩 はし 給 へらむ に は、 如 

何なる 神な りと も 得し も距ぎ 奉る 可から ざる を、 此は 辛苦な み 給 ふ 可き 所な り 時な り、 叉 其 身に 常れ りと して 萬に 背 

かせ 御 在し 坐 さに るに て、 其淸 明き 御 心なむ； 大地の 內に滿 ち 塞がりて 御 在し 坐々 しける、 (此 時に 已に、 なの 御 心に 思 

えさせ 給 ふ 所に 感け御 在し 坐して、 後に 大國 主神 を 其 分に てな む 治めさせ 給へ りけ る、 古事記に 所見た るが 如く、 已 

に 其 御子 大國 主神 を 殺さむ として 迫 窘めさせ 給へ る を も 思 ふべ し、) 衆 神 之 意と は、 上 興 台産靈 神の 傅に 云へ るが 如 

く、 靈と云 ふ は 其 神の 全體を 云へ るに て廣 きを、 心と 云 ふ 時 は 其 指す 方 有りて 狭き 謂な りければ、 神の 靈威を 世に 幸 

へ 給 ふ 中に、 其 一 の 指す 所有り て 物 爲給ふ 事を捉 へて 其 を 神 之 心と は 云 ふなり、 此も然 り、 衆 神の 心 一 向に て 唯 素 妻 

鳴 尊 を遂ひ 奉る 外 無き が 故に 衆 神 之 意と は 申し 奉らせ 給へ るな り、 祟 神 天皇 七 年御紀 に、 是夜夢 有， 二 貴人： 對 「： 立 殿 

戶？ 自 n 稱 大物 主神 一 曰、 天皇 勿 T 復爲. 141- 一圃 之 不治？ 是吾意 也、 若 以，： 吾 兒大田 々根子， 令. 祭 レ吾者 則 立 平矣と 有る は， 


..K お 主神の 凡ての 御靈に は 非す、 其 國の治 不治 Q 一  向 を 事 を 以て 吾 意 也と 宣 へるな り I 古事記の 其 段に も、 此灭 5ー. 之 

御世、 疫病 多 起、 人民 死爲 レ盡、 爾 天皇 愁歎 而坐 > ！神牀 一之 夜、 大物 主大神 顯->  於 御 夢-曰， 是者吾 之 御 心と 有る も、 其 

疫病の 流行 はる \ 一方に 取りて 我 之 御 心と は 申し 給へ るな り、 叉 風神 祭詞も 同じ 御世に ^来れる 物なる が、 百 能 物 知 

人 等 乃 ト事爾 出牟 神 乃 御 心 者 此神止 白 止 食 賜 支 此乎 物 知人 等 乃 ト事 * 以& ト ゆ 神 乃 御 心 母 無 止 白 止 聞 看氐、 皇 

御 孫 命 詔久、 . 神 等 乎 K 天 社 國社止 忘 事無久 遺事 無久 稱辭竟 奉 止 思 志 行ぬ S 乎、 誰 神お 3 天下 乃 公民 乃 作 作物 乎 不成傷 神 等 

波 我 御 心お 止 悟 奉 止 宇 氣比賜 支 と 有る も  >  作と 作る 物 を 成さ る 一 向に 依りて 誰 神 ぞと尤 め 給へ るな り、 景行； 大皇 

四十 年 御 紀„?5^ 橘 媛の 首に、 今風 起 浪泌、 王 船 欲， 沒、 是必 海神 心 也と 有る も， 王 船 欲 レ沒と 有る 其 一事 を 指して 海神 心 

也と は& されし なり、 仲哀 天皇 八 年 御 紀に、 御船 所つ 以不ク 得い 進 者、 非-一臣 罪 r 是浦ロ 有，， 男女 二 神 一 云々、 必是神 之 心 

歟と 有る も、 御船の 滞 ほれる 一方 を 以て 神 之 心と は 中 せるな り、 古事記 訶 志比宮 段に、 彼 征韓の 御 政 を、 今 如 レ此霄 敎 

之大神 者欲レ 知-一 其^ 名？ 卽答 詔、 是デ 、照 太 神 之 御 心 者と 有る も、 海外 を 更に 事 依し 控け赐 へる 一向に 就て、 n 神の 

御 心と は 名 乘らせ 給へ るな り、 叉 其 神 功 皇后 御紀 に、 令 下諸國 集-, 船舶 一 練 * 兵 甲 h 時 軍卒 難 A 集， 皇后 曰、 必神 心焉と 

有る も， 軍 の難レ 集き」 廉を 以て 神 心と は 長 こませ 給へ るに なむ 有りけ る、 右 等の 例 共に 依りて 見る に、 天 照 太 神 

の 日 神と 御 在し 坐して 天地に 照臨み 給へ る は 謂 ゆる 御靈 なり、 然るに 彼の 征韓の 御 事の 如くに 別に 一 事の 来れる を 

治め 給へ る を 御 心と は 申し 奉れるな り >  叉 大物 主神 は 國神を 帥て 皇基を 守り 給 ふ 神に 坐して 其卽 ち御靈 たり、 右の 如 

く 疫病の 事 又は 其 祭祀の 方の 片 服に 就て 云 ふ 時 は 卽ち御 心と 云 ふ 者な り、 人 も 然る 事に て 天 神より 受け 奉りて 生來れ 
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る 物 をば 霊と まなり、 叉 其靈 も 其 身に 受容る 、時 は 人と 我と 同じ tt  S 一  ま 物と 成る 此を 指して 心と は 云 

ふなり、 故に 鬵 にも 御心廣 田國、 又は 御 心 長 田國， 或は 御 心 乎 富 乃 sfi 仲 を 云 ふ は 本よりに て 又 S 

, ； C  、よ 、Ton く  ノ て.，^ 人 及り こ 凝り固まれる 謂なる を 以て 云 ふなり けり ， 饮 "れは 

、し 或は？ |?、 いなどと 其 善悪 を 云 ふ は 、七 は 人 Is の々 くして ス^  P  ^  1 

神 の御靈と？ は i 御上 を 以て 中し 奉りて 廣 かる を祌の 御 心と 申す は. 其 守る 11 も i る 

に • 其 物 其 事に 限りて 悉く 行 I ら ざる 所有り て廣 t ざる 者と 知るべし、 (II にも、 望 大地 主神 令 As 

Ikl 御 f  l、£,i 白馬 秦以解 * 藝 f$a 答 曰、. 實霊 也と 有る も. 御ぽ 

申 は 雲 を 守り 給お S 在し 坐すな り 然る sf 成して 霞 を S4 給へ る 御所，？ て 其 一 f 小さく 

ml  .H 佐 曰 I も 一. 不意く 風 吹きて 榜げ どもく 後へ退きに 管 St く 打沒っ 可し;^ 

はく、 住吉 Q 明 神 は 例 Q 神ぞ かし 云へ le に は 御 心 Q 行かねば 御船 も 行かぬな り，. 或 人の 詠める， 道 速 

iiiil? と 有るな ども 皆 上の 例な りと S べし、) 0隨 は、 囊 S と訓む 

べし -1 こ？ 5 矣と 有り、 至十ーに云へるが如く囊A^は違ふ事無I云ふなり， デ、 Is に 此焉 

S. 請 I 遊 之. 謹就而留住其 第一， 一書に、 1111 遂 書" 因、 

§1  1111  其第七 一書に 諸 si 其 

長； 定，" 其 日數， と 有る を 始めと して 御紀の 中に 猶數多 有り" 古事記に も、 故各隨-ー 依 賜 之 命-所 知靈 中と も I 

i-ill.  sip 乾. 其 身皮悉 風見 レ吹 S とも. 故隨き 命- 55 須佐逢 命-者 ラ とも、 此 


葦原 中國 者、 隨 V 大神 御子 之 命- sr 故更且 還來、 問-: 其大國 主神 r 汝 子等 云. r  二 祌者隨 ，： 天神 御子 之 命？ 勿， 違 白 訖- 

故汝心 奈何、 爾答白 之、 僕 子等 ニ神隨 vnT 僕 之不， 遠 • 此葦 1^ 中 國者隨 X 叩旣獻 也と も、 今 平 「一 訖 葦原 中國， 之 お、 故 

隨 首 依 賜？ 降 坐而知 表、 云々、 是以 隨，； 白 之 f 科， 詔-: 日子 番能邇 々藝命 f 此豐肇 原 水穗國 者、 汝將， 紈國- 一 百 依 賜、 

故隨， 命以 可， ヘ大 降， とも 有りて、 任 を も、 隨を も- 隨意を も、 麻邇麻 邇と訓 めり、 鑌紀 第一 詔に、 天 坐 神 之 依 之 奉 之 

隨云 々>  欽將仕 奉 人 者 * 其 仕 奉 1 良牟 狀隨、 品々 讃^ 上 賜 云々、 1^ 二 詔に、 隨レ令長遠久始レ今而.^、々被賜將，往物叙止、 

第 六 詔に、 敎賜於 夫夫 氣賜答 賜宜賜 任^. 第 十四 詔に、 初赐 比お g 部 流 法隨云 .>r 隨レ法 天日 嗣高 御座 乃 業者、^ 十 

六 詔に、 隨レ法 不治 脇. 第三 十一 詔に、 敎赐乃 末 仁 末 仁 奉 レ侍止 勅、 第三 十二 詔に、 其 仕奉隨 レ狀ュ m 赐人毛 在、 第三 

十五 詔に、 理波 法力 末 爾末爾 治 赐倍久 在 第 四十 二 詔に、 叉示顯 賜" 流 瑞乃末 爾末仁 年 號波改 賜 布、 第 四十 三 詔に、 

由レ 此-. -理 ® 法末爾 末爾- 第 四十 四 詔に、 然 行事 乃 重 在牟人 * 波 法力 麻 爾麻牧 給牟物 止- 第 四十 五 詔に、 心 乃麻爾 

麻 世 與止命 伎- 第 四十 七 詔に、 奏流麻 爾麻宣 給 布 止勅久 止宣、 第 四十 九 詔に. 法 能麻爾 麻爾、 第五 十一 詔に、 日 

月 累往麻 爾麻爾 云々、 歲 時猜往 麻- 爾麻爾 云々、 第 六十 詔に. 隨. 法 爾可有 伎 政 止 志... - など 有りて、 麻邇 麻と も 麻遞麻 

邇 とも 所見 たれば、 下なる 一 の 邇は辭 なりと 所見たり、 (鈴屋 大人の 詔詞 解に 「15 一詔の 隨を此 は麻邇 麻と 訓 みつ 下 

に爾字 無ければ なり、 假 字書に 麻爾 麻と も 有り、 然れど 又 麻 爾麻爾 とも 訓む べし」 と 云 はれたり 、ノ 又 萬 葉 二  (十一 

丁」 に、 梓弓、 引者隨 意、 依 目 友 • 三 (三十 五 丁) に、 大王、 任乃隨 意、 聞 跡 云 物 曾 • 五 (四十 丁) に， 可 加良受 

毛 • 可 賀利毛 神 乃、 末 爾麻仁 等， 四 (二十 二 丁) に、 天皇 之. 行幸 乃隨 意、 物 部 乃、 八十 伴 雄與. 十 一 (十六 丁) に、 
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吾 持留、 心 者 吉惠、 君之隨 意、 叉、 (十九 丁) 他 眼 守， 君 之 隨爾、 余 共爾、 夙 興 乍、 叉 *  ニー 一十  一 丁) 吾 身 一 者、 君. N. 

隨 意. 又、 (三十 七 丁) 依 友 吾 者、 君 之 任意、 十三 (十九 丁) に、 天皇 之、 遣 之 萬 萬， 夷 離、 國治爾 登， 十六 (九 丁) 

に、 否 藻^ 藻、 隨欲、 可赦、 叉、 (十 丁) 丹穗氷 因將、 友之隨 意、 十七 (二十 丁) に、 大王 能、 庥氣 乃麻爾 末顿， m 

而許 之. 和禮乎 於久流 登、 叉、 (二十 二 丁) 大王 能、 麻氣能 麻爾麻 繭、 大夫 能、 情 布 里 於 許 之、 又、 (二十 七 丁) 於 保 

吉民 能" 麻 氣乃麻 爾 麻爾、 之 奈射加 流、 故 之 乎 遠 佐 米爾、 十八 (二十 九 丁) に、 末 伎 太 末不、 官 乃末爾 末， 美 由 伎 布 

流、 古 之 爾久太 利、 叉、 (三十 丁) 於 保 伎 見 能、 末 伎能 末爾 末爾、 等 里 毛 知 底、 都 可 布 流久爾 能、 十九 (二十 九 丁) 

に、 麻 須良乎 能、 比 伎能 麻爾 麻爾、 二十 (十八 丁) に、 伊佐美 多 流、 多家吉 軍卒 等 * 禰疑多 麻 比， 麻氣 乃麻顿 麻爾、 

二十 (三十 六 丁) に、 大王 乃、 麻氣乃 麻爾麻 雨、 島守 爾、 和 我 多 知久禮 婆な ど 有りて • 中には 麻遞 麻と 云 ふ も 一所 有 

り、 叉 十八 (二十 三 丁) に、 於 能 我於敝 流、 於 能 我 名 負 名 食、 大王 乃" 麻 氣能麻 久麻久 と 有る 久を 、雨の 草體 より 誤れる 

ならむ と 云 ふ說も 有れ ども、 麻 久麻久 は 任 任の 言に て 其 本 同 言な り、 若て 麻邇 は、 傳 五に 註せ るが 如く、 八洲 起 元 章 

第 1 一 害に 太 卜：： 此云， 一布 刀 irg, と 云 ふ 磨 雨と 共に 一 一一"" にて、 物に 寧ぶ と 云 ひ 掩 ると 云 ふと ri! じ * お Ql:!" なる 者な り、 

(若て 麻 は 物の 二 有る 事に て、 兩手を 麻 氐とー K ひ、 兩捭を 麻 加 伊と 云へ る是 なり、 我と と 相似る を然 云ふ言 と 間え 

たり、) 此、 水：！，： 根阔， 芡の歸 字 を" 薛加 理那牟 登須と 11 めり、 偖此 同：； T ながら、 ？ I 珠 盟約 章に M に姊^ 見 而後 永 

退矣と 有る は、 其 初めなる を 以て 退〕， 子 を 作れ、 叉此 上に 諸 神 逐，, 我、 我 今當， 一永 去 1 如何 不 へ，： 我姊， 相 《 ^"而 擅 自徑去 

歟と 有る は、 其應に 去らむ と爲 させ 給 ふ 所なる が 故に 去 字 を 書かれ、 此 にて は已に 其國に 入らせ させ 御 在し 坐 さむと 


$t る 所なる が 故に 歸字を 書せられ たる 者に して、 皆 其 心 用 ひ 有る 事に なむ 有りけ る、 0 照つ 臨天國 一は. 上に 雇 

レ國と 有る は 動, 天 動， 地と 云 ふ 事に して >  此に對 へて 臨 n 照 IK 地 一と 云 はむ が 如し、 此-大 國を阿 麻 都 久邇と 訓み來 りて 

天上な りと 云へ る 事 なれ ども、 然る 可から す、 阿 米久邇 とぞ訓 むべ かりけ らし， 巳に 四 神 W 生 章 第一 一書に、 卽 大日 

雲 尊 云々、 是質性 明麗、 故 使レ照 IT 臨 天地 一と 有る に 合せて、 天|? を 叉： 大國と 云 ふ 言の 有る を も 知るべし， 記傳三 (二 

丁) に 「古書 共 を 見る に、 凡て 阿 米に 對 へて は必す 久爾と 云 ひて 都 知と は 云 はす、 天神地祇， 天 社國社 1 叉 神 名に も 

天 某 神 • 國某 神と 對ひ、 天 邇岐志 • 阈適岐 志 • 天津 bi 高 日子 番能 邇遞藝 命と. &す 御名、 叉 御紀に 扇， 天 扇： 國と云 ひ、 

雄 略 天皇 御紀吉 備國屋 代が 歌に も >  阿 毎 僳擧曾 * 枳で 擧曳儒 阿羅 ハ 母， 矩 倆 側播， 枳舉 那と 作るな ど、 $1 久 爾 を 以て 

阿 米に は對 へたれば 阿 米 久爾と 云 はむ ぞ古！ 一になる 可ければ、 古書に 天地と 有る を も然訓 むべ きなり」 と 云 はれた る， 

此考 をば 捨て 被レ用 ざり しか ども、 猶 祝詞に も， 天 能 壁 立 極、 國能退 立 限、 叉 は 天津 罪 國津罪 或は 天翔 國翔氐 など も 

有れば、 右の 如く 廣く阿 米 都 知と 云 ふ 外に、 狭く 阿 米 久爾と 云 ふ 事の 何 どか は 無から ざる 可き、 且此 大地の 全 體を葦 

原 中 國と云 へれば、 天に 對 へて は 國と云 ふべき 事に て、 此の上に も 諸 神 噴-ま 斐嗚 尊， 曰、 汝 所行 甚無， 賴、 故 不レ可 

レ住 一一 於 天上？ 亦不 i 可， 居 二 於 葦原 中國, と 見え、 ^^、に扇レ天扇レ國の事有りて、 此に照？^臨^<國,と有るは、 全く 天 地 を 易 

へ て 天 國と云 へる にて、 天上 を 指して 天津 國と 云ふ義 にて は 非ざる なり、 然れ ば此は 唯に 阿米久 邇と訓 みて 有りぬ 可 

くこ そ. (但： 大上 にても 其 犬 上 を 眼り て は 國と云 ふ 事の 有りけ るに や、 瑞珠 盟約 章なる 日 神の 御言に、 謂當レ 有-一 奪レ國 

之 志 一と 有りて、 其由傳 十三 卷に 註せ るが 如し， 叉大孫 降臨 章に 天 國玉神 有る を， 古事記に IK 津國玉 神と 有り、 § 
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以て、 天上に 天津 國， ど 云 ふ稱の 有る を 知るべき なり、) 〇 照臨 は傳 七に 註せ るが 如く、 四 神 m 生 章に 日 神の 御 事を此 

子 光華 明 彩、 照 n 徹於 六合 之內 一と 有る 是 なり， 古事記に、 指 n 出波鎗 I 示 TI 奉 天 照 太 御 神-之 時， 天 照 太 御神逾 思， 奇而 

稍 自レ戶 W 而臨座 之 時と 有りて、 下に 故 天 照 太 御 神 W 座 之 時、 高天原 及 葦原 中國 自得， 一照 明, と 有る を 合せて 見れば， 日 

神の 臨 座 は卽ち 1K 地 を 照明ら し 給 ふ 御 事なる を 思 ふ 可し、 崇神 天皇 四 年御紀 詔に、 惟 我 皇祖 諸！ K 皇， 光 n 臨袁 極， 者、 

豈爲， 一 一 身 一 乎と 有る 光 臨 も 照臨と 同じき 物から、 其 は 古く も 志呂志 米須と 云ふ訓 有りて、 唯 天下 をュ a めさせ 給 ふ 御 事な 

る を、 此 照臨 は 字の 如く 天に 國に 照し 臨ませ 御 在し 坐す 御 事 を 申し 奉らせ 給へ る 也、 借 此臨を 能 叙 牟と訓 みて 望 字と 一一 一一 a 

を 同じく し、 叉 天孫 降臨 章 第 一 一 書に 臨 睨 を 保是理 氏と 訓 める、 此は 世に 土 を 穿ち 又は 物 を 穿ち 見る 事 を保是 流と 云 へ 

る 其 同せ a なる が此 等の 類より 思 ひ liz- すに、 此臨 字に 彼の 欽明 1K 皇の大 御名なる 天 國排 開廣庭 天皇の 排開 くと 云 ふ 意 有 

るな めり、 太 神宮 祈 年月 次 等祭詞 に、 皇神能 見 赛 志 坐 四方 國者， 天 能 壁 立 極、 國能退 立 限、 青雲 能 露 極、 白雲 能墜坐 

向 伏 限 云- <<  と 所見た る、 此卽ち 照つ 臨天國 一と 云 ふに 當る 可き 事 霧 を 波 流 賀須と 云 へ る は 右の 排 開に 當り、 其 一 マ C 叉保是 

理とー K はむ が 如くして、 天地 を IK 際の 内に 照り 徹らせ 御 在し 坐す 御 事 を 申し 奉れる になむ 有りけ る、 (常に 臨と 云 ふ 

も 其 所に 至りて 覜き 見る 意な り、 叉 物 を 希 ふ 事 を 望む と 云 ふ も 其より W でて 同 なり、 范又宕 又 唏字を も然訓 めり， 記 

傳八卷 「臨 は 字 鏡に 闞を字 加々 不又乃 曾无と 有る 如ぐ 叉 能 曾久と 同じ. 今 思 ふに は 能 曾 牟と能 曾 久とは 意 異なる. が 如 

く なれ ども、 中務 家集に 池に 能 曾 伎た る 松に 藤懸れ りと 云 ひ、 源氏 椎本卷 にも 水に 能 曾 伎た る廊に 云-" < など 有り、 此 

一. 

等 は 臨 を 能 曾 久と云 ひ. 今 は 能會伎 坐と 有れば、 相 通 ひて 本 同一 百な り」 と 云 はれた.^、) 〇 自可ー 一平 安一 は、 古き に 依 


りて 自佐伎 久麻斯 麻 世と 訓む べし、 偖此 所^ 疏に明 t 有り、 照 n 臨 天國？ 自可， 平安 _ 八 字、 祝禱 之；！、 . 進 雄 尊 臨 t 別 遣 

以> ；此 語： 丁寧 之 意， 溢 =於言 外 f 於是見 =,此 尊之不 -1 實暴 惡- 也、 叉以 -1 所， 生 男兒， 付 n 囑曰 神，； 故 吾 勝 翁爲」 1 曰 神 之 所 or 

而後 代 百 王 皆 P 自，； 其 下 T 何況所 ％1 三種 祌器、 以 n 進 雄 暴行， 爲， 1 之因緣 i 此尊有 t 大 r ：功于 吾邦， 者、 不. 可 ふ 付 而稱， 也 

と 有る は、 實に 后覺 むる 許り 愛た き御說 にて、 照 n 臨 天 國ー自 可 二 平安 一の 八 字 を 祝禱の 御詞と は、 實に 然る 事に なむ 有 

りけ る、 其 は 天孫 降臨 章に 所見た る 大己貴 神の 國 避の 御 詞に、 天孫 若 用， ー此 矛， 治レ國 者、 必當， 一平 安， と 云 ふ 御言 を 奉 

らせ 袷へ るが 如く、 其辭 見の 御 時に 及ばせ 給 ひて 壽詞 を稱 申す 古の 御手 振な りしに て、 巳に 傳 五に 一一 一一 ロ靈の 事に 就て 引 

ける 萬 葉 ffl (三十  一丁) 好 去好來 歌に、 神代 欲理、 云傳介 良久、 虚 見通、 倭國 者、 皇神 能、 伊都 久志 吉國、 雷 靈 

能、 佐吉 播布阈 等、 加 多 利繼、 伊比 都賀比 計理、 今 世 能、 人 母 許 等 期 等、 目前 爾、 見 在 知 在と 有る 如く、 正しく 其證 

徵 有る 事 は卽ち 彼の 天壤 無窮の 神勅の 空しから ざる 此 一 事 を 以て も 想像り 奉る 可き 者な りかし、 又 吾 勝 尊 は、 日 神に 

も此 素斐嗚 尊に も 御子に 御 在し 坐せば、 世と 共に 皇御孫 尊の 大御祖 神に 渡らせ 給 ひ、 叉 一 時 御 荒び に 依りて 日 神 は 天 

石窟に 入らせ させ 御 在し 坐し ける は、 大禍 事の 極みに は 有りし かど も、 又 其 御 時に 三種 神寶 共に 成り 35 でて； K 地の 共 

易る 可から ぬ 御璽と 成れるな ど、 實 に此大 神の 御 功 御 在し 坐す 御 事に て、 云も爲 難に なむ 有りけ る、 但有， 大 「： 功于吾 

邦に て は 如何、 大地 萬國 に- 1 る 御 功なる こと、 次章の 偉に 云へ る 如く なれば、 右の 御說の 具足ら ひて 愛た き 中に 此 1 

なむ 少か宜 ひ 足らざる 心ち 爲られ ける はや、 (此に 次ぎて 大 なる 御 功と 中し 奉る は國 引の 御 功 は 乍す も 更なり、 御子 

神 等と 共に 此顯見 蒼生の 爲に 衣食住の 事 を 起させ 給 ひ、 中に も 御子 大國 主神 は 國土經 營の御 功 御 在し 坐して、 天下に 

H 本 害紀傳 二十 之卷 IX 館 開始 章  三 四 一 


«T 本書 紀傳 二十 之卷 三 HH 一 

在ら ゆる 人 共の 朝夕に 御蔭 を 蒙り 奉る 大 神に 御 在し 坐し、 根 國に御 在し 坐して は 國土萬 物 を 保有た せ 給 ひ、 月 歸に坐 

して は 夜 之食國 として、 國土を 照らさせ 御 在し 坐すな どの 類是 なり、) 平安 を、 通證 にも 引ける 和名 抄鄕 名に、 淡路 

國津名 郡 平安、 阿惠 加と 有る は、 源氏 藤 襄葉卷 などに 物の 稚 弱なる 事 を阿惠 加と 云 ふ 一 百 有り 其と 一 にて 古 首と は 聞 ゆ 

れ ども 右に 引ける 天孫 降臨 章なる も、 平安 を 佐 伎 久と訓 める 方な む储 かに 思 ゆれば、 今 も 其 訓の方 を 用 ふるに なむ、 

偖 麻 佐 伎 久と云 ふ は 常に 佐 伎 久と云 ふに 眞のー 百の 加 はれるな り、 借 其 佐 伎久は 全の 義 なり、 古事記 佐久夜 寶命段 

に、 吾 妊 之 子 若 國神之 子 者、 產不， 幸、 若 天神 之 御子 者 幸と 所見た る を、 此に は： 大孫 降臨 章に、 若不， 一天 孫 之 胤？ 必 

當 n 燕滅 f 如實 天孫 之 胤、 火不， 能レ 害と 有りて、 晶滅は 不幸な り、 不レ能 レ害は 幸な り、 然る を 其 所お 一 一書に は、 吾 所 

娠是若 佗 神 之 子 者、 必不レ 幸矣、 是 天孫 之 子 者、 必當， 一 全 生, と 有りて、 其 幸に 當て全 生の 首 を 被， 用たり、 叉 其 第五 一 

書に は、 妾 所 A 娠若 非-一 天 神 之 胤， 者必 亡、 是若 天神 之 胤 者 無, 所， 害と 有りて、 此には 亡 を 不幸に < ：ッレ J れ たり、 景行大 

皇 十七 年 御 紀大御 歌に、 異能 知能、 摩 曾 祁務比 苦 破と 有る を、 古事記 同 段に は、 倭 建 命の 御 歌と して、 伊能 知能、 麻 

全  人 

多？ g 牟比登 波と 有る に 依りて、 其の 摩 曾？ i 務を摩 多 務の 誤な どに やと 思 ひし 事 なれ ども、 其 も 此も逮 へ るに は 非 

す、 摩 曾； g 務は眞 幸？ g 務の義 、又 麻 多？ i 牟は眞 健 祁牟の 心に して、 大抵 同じ 意の 首 なれば、 何れ を 誤な りと も 云 ひ 難 か 

り、 萬 々四 (三十  一丁) に、 吾 命 之、 將全^ 限、 十二  (六 丁) に、 信 吾 命、 全 有 E 八 HE と 有る は、 麻 多 久の方 

なれ ども、 佐 伎久と 云ひ換 ふと も 其義に 於て 異ならざる を 思 ふ 可くな む 有りけ る、 故に 思 ふに、 佐 伎 久は大 孫 降臨 章 

第 一 1 書に常遭^！：！を麻自許^！那牟と訓めるに竝びて、 常 無恙を 佐伎久 阿良 牟と訓 みたる を、 傅卅に 注せる が 如く、 


其 下に 至りて 故-穴 照 太 神 因 勅 皇孫， 曰、 葦原 千 五 百 秋之瑞 穗國、 是吾 子孫 可， 王 之 地 也、 宜-, 雨 皇孫 就而 治， 焉、 行 
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矣、 寳！^ 之隆、 當 T 與，； 天壌-無 や 窮者矣 と 所見た る行矣 を、 佐 伎 久と訓 める 此 字の 義 にして 先 柱と 云 はむ が々，. くし 

て、 進む 方に^ 滯る所 無き を 云 ふなり、 此に拉 びて 全 を 麻 多 久と云 ふ、 多 久は雄 健と- K ふ も 同義に して、 物より 上に 

高く 立ち 伸びる 義 より 起れ る 貢なる 者な りけ り、 (然れ ば 麻 多 久の麻 は 麻 佐 伎久の 麻に 同じく して、 其 意を强 むる 爲 

に 言の 上に 眞の霄 を 置きた る 物にし 有りければ、 能く 其 本 語 を 知りて 味 はふ 可き 事な りかし、 お Q 行矣 は、 ^蔬に 

レ行 之！ ？！ と 有れ ども、 其 も 行く先に て 身の 全から む 事 を祝稱 へたる 者に て、 其 事 異なる に は 非ざる なり、 此字通 證に引 

ける 前 漢書 外戚 傳に、 行矣强 飯勉レ 之と 有る を、 師の 古註に、 行矣、 猶 一-一 今 言-一好 去-と 云へ り、 萬 葉に 好 去と 有る を も 

佐 伎 久叉麻 佐伎久 とも 訓 むべき なり、) 佐 伎久の 用例 は、 萬 葉 一 (十七 丁) に、 樂浪 之、 m 心 賀乃辛 崎、 雖幸 有、 五 

(三十  一 丁) に、 都々 美 無久、 佐 伎 久伊麻 志 氏、 九 (九 丁) に、 白靖 者、 幸 在 待、 十三 (七 丁) に、 幸 有 者、 叉 反 見、 

叉 天地 乎、 難 乞禱、 幸 有 者、 叉 反 見、 十五 (二十 四 丁) に、 佐 伎久之 毛、 安 流 良牟其 登久、 伊 低 見 都 追、 麻 都.： ：5{牟 母 

能 乎、 十七 (十五 丁) に、 久 佐麻久 良、 多妣由 久吉美 乎、 佐 伎 久安禮 等、 二十 (二十 八丁) に、 知 麻利爲 阿 例 波 

伊波々 牟、 母呂々 々波、 佐？ £久 等 麻袁須 など 有りて、 麻 佐伎久 は、 其 二  (二十 二 丁〕 に、 眞幸有 者、 亦 還 見武、 三 

(二十 二 丁) に、 吾 命 之、 眞幸有 者、 叉毛將 見、 叉、 (五十  一 丁) 一  手 者、 和 細 布 奉、 平、 間 幸 座與、 天地 乃、 神祇 乞 

.  禱、 十三 (十 丁) に、 一一 a 幸、 眞福座 跡、 恙無、 福 座 者、 荒磯 浪、 有 毛 見 登、 叉 志 貴 島、 倭 國 者、 事靈 之、 所佐國 叙、 

眞 福在與 具、 十五 (四 丁) に、 眞 幸而、 伊毛 我 伊波 伴 伐、 於 伎都奈 美、 知 敝爾多 都 等 母、 佐 波 里 安 ft^ 米 也 母、 十七 
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(二十  一 丁) に、 麻 佐吉久 刀、 伊比 底 之 物 能 乎、 又、 (四十 四 丁 3 波 之 家 夜 之、 吉美賀 多 太 可 乎、 麻 佐吉久 毛、 安里 多 

母 等 保 利、 二十 (十八 丁) に、 麻 佐吉久 母、 波 夜 久伊多 里 el など 有りて、 眞幸 とも H; 福と も 書け る は、 上に 云へ るが i 

如くして 佐 伎と は 先に 前む 義な るが、 此意を 以て 命の 全き 事 を 壽ぎ稱 ふる 言なる 者な り、 (又 五卷 三十  一 丁、 に、 ず H 

靈能、 佐吉 播布國 等、 七卷 四十  一 丁に、 福、 何 有人 香な ど 有る 佐 伎 波 比 は行延 にて、 行末にて事の廣ごり延はる^！：：-な 

るな ども 右に 同じく、 叉 十八 卷ニ 十二 丁に、 大皇 乃、 御言 能左吉 乎、 聞 者 貴 美、 叉、 大夫 能、 許 己 呂於毛 保 由、 於 保 一 

伎 美 能、 美 許 登 能佐吉 乎、 聞 者 多 布 刀 美な ど 有る 佐 伎 も 亦 右に 同じ、 猶佐 伎の 委しき 事 は 次章 第 六， 一書 幸魂奇 魂の 下 一 

に 云 ひて むかし、) 〇且 吾 以，, 淸心， 所 レ生兒 等 は、 瑞珠 盟約 章 素 斐嗚錄 の 申し 給へ る 御 一； 一； a に、 請與レ 姊共析 W 、夫 誓約 之 中、 

必當レ 生. 子、 如 吾 所 V 生是女 者、 則可レ 以ヨ爲 有， 1 濁 心 r 若是男 者、 則 可 レ以？ ^爲有 n 淸心 一と 申し 奉らせ 給 ひける に、 的 常. 

して 其 御 一一 一一 口に 違 はせ 給 はす 其淸 心の 顯 はれさせ 御 在し 坐して、 五 af^ 神 を 成し » でさせ 給へ る是事 を. &し 給へ るな り、 

其 委しき 狀は 第三 ー霄 に、 ET 神與， 一 素宠鳴 尊， 隔，， 天 安河， 而、 相對乃 立， 誓約， 曰、 汝若不 I 有，：^ 賊之 心，， 才、 汝所. 生 子 1 

必 と 見え、 、に H 神の 御 誓の 御 事 御 在し 坐して、 其 次に、 巳 而素斐 鳴 尊 云々、 ； 化； -生 男， 力 人、 則稱之 E.: 正 哉 五" 

勝？ 故 因 名 之 曰，, 勝 速 日 天 忍穗， ar 尊 f 云々 と 有る、 其 正 哉 吾 勝と 一 W 舉 げし 給へ る は、 第二  一  It に、 故 素斐鳴 珠旣得 勝 一 

驗ー 於 ns- 日 神 方 知ョ素 妻 鳴 尊 固 無-一 惡意， と 見えた る是 なり、 又 其 第三 一書に、 其 素 ff 鳴 尊 所. 生 之兒、 皆已 男矣、 故 日 

神 方 知， -, 素 斐嗚尊 元 有 n 赤心； 便 取，： 其 六 男： 以爲， ： 日 神 之 子， 使， 治-一 -大 原， と 有る 是 にて、 其淸 心の 御 程 は 巾 させ 給 ふ 限 

に 非ざる を、 其 日 神の 御 方に て 日足し 奉らせ 給へ る sf^ 御子 を fKi^ 日繼と 定め 奉りて、 ：大 降し^ら せ 給 はむ 事 を 此に契 . 


り 聞え させ 袷 ふ 所なる が 故に、 其 淸心を 以て 成し 奉らせ 給へ る 由 を 丁寧に 申し 顯 はし 述べさせ 給へ る 御 甘に なむ 御 在 

し 坐し ける、 其は已 にも 云へ るが 如く、 此 段の 古事記に、 於 是天照 太 御 神、 吿， 1 速 須佐之 男 命？ 是後 所. 生 五 柱 男子 

者、 物實 因， ー汝 物， 所， 成、 故自 吾子 也、 先 所， 生 之 三 注 女子 者、 物實 因， ー汝 物， 所， 成、 故 乃汝子 也、 如 此詔別 也と 有 

りて、 日 神に も 素妾嗚 尊に 1 りて 共に 御子に は 御 在し 坐せ ども、 殊更に 其 始淸心 を 以て 生み 奉らせ 給へ る は、 其 御子 

を憐 愛しみ 給 ふ 御 心の 顯 はれさせ 給へ るに て、 甚 尊く 辱な き 御 事に なむ 御 在し 坐し ける、 下 章 第五 一書に、 素 妻嗚尊 

曰、 韓鄉之 島 是有， 一 金銀 f 若 使 吾 兒所レ 御 之國、 不レ有 二 浮寶， 者、 未， 1 是佳， 也と 有る、 此御 一事 を 以て も此大 神の 顯國 

にて 立てさせ 御 在し 坐し ける 許 多の 御 功 も、 其 天 孫の 御爲 に物爲 させ 給へ る 御 事なる を、 然る 御子 生の 所 由より して 

掛け まく も 甚も恐 こき 天 照 太 神と 共に 皇御孫 尊の 大御祖 神に て 渡らせ 給 ひ、 此 fK 下 も 元来 素 斐嗚大 神の 天下なる を、 

皇御孫 尊に は 天 照 太 神より 控け傳 へさせ 給へ る 者 なれば、 世に 八 百 萬 干 萬 神と 多く 有れ ども、 其 天 銃の 御 方に 取りて 

は 天 照 太 神に 亞 ぎて 尊き 大 神な む此素 ^！戈 鳴 尊に は 渡らせ 給へ りけ る、 (此は 已に傳 十三 卷に 此の所の 文 を 引きて 云へ 

る 事なる が、 御 紀の文 はし も 悉く 高 維に して 常人の 能く 解き 知るべき 事なら ざるが 故に、 此大 神の 始終の 御 事 を 深く 

考へ 尋ねす、 唯 彼の 御 荒び の 時の  一 二 事 を 以て 此大 神の 惡 神の 如く 世に 定め 云 ふ 事 は 更なり、 皇御孫 尊の 大御祖 神に 

渡らせ 給へ る を 蔑 如し 奉れる が 心苦しくて、 如此 なむ 靜 t-s は 云 ふなり ける、 見む 人 其 心して 味 はふ 可し、) 〇 奉-一 於 

姊， は、 其 淸心を 以て 生み 奉らせ 給へ る 3- 御子 を 奉りて、 天 照 太 神の 御 命 以て IK 下 を 凄 依し 投け給 はむ 御 事 を、 悉に 

:K! 御 心に 任 せ 奉らせ 給 ふとな り、 已 にも 條. <  に 云 へ るが 如く、 其 始ニ注 御 祖祌の 何不. -生 一； 天下 之 主 者， 歟と 詔り 給 ひ 
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て、 此天照 太 神と 素戔鳴 尊と 二 神 を 生み 成し 奉らせ 給 ベれば、 何れに 在れ 其 片方の みに て" 大下を 所 知 看す 時 は 其御苜 

の 幸に 遠 はせ 給 ふ 可き を、 此ニ 神の 誓約の 御中に 生み ae させ 御 在し 坐し ける 男 御子 を 以て 天津 日繼 とおめ. -<ト りて、 食 

國天 下 を 所 知し 坐し め 奉らせ 給 ふ 可き 神 隨の道 を 以て、 天 照 太 神の 御 方に て 日足し】 やらせ 給へ る を、 令此 所に て素戔 

嗚錄 より 其 御 事 を 諾 な ひ 奉らせ 給 ひて、 其 御子 を^ら せ 給 はむ とお-し 給へ る は、 ゆ. 一の 四 神 W 生 章 第 六 一 書に 所見た る 

次 素斐鳴 尊者 可-一 以 治-一天 下-也と 有る 其" 大下を 牵らせ 給 ふと 云 ふ 事に て、 H< 孫 降臨 草 第一 一書に、 天 照 太 神勅 二  稚 

豫， ぼ、 豐 葦原 中 國是 吾兒 可， 王 之國也 (中略) 因 勅-; 皇孫-曰、 葺原千 五 百 秋 之瑞穗 國、 是吾 子孫 可， 王 之 地 也、 又 古 

事^^^にも天照太御神之命以、 豐著原 之 千秋 長 五 百 秋 之 水穗國 者、 我 御子 正 _ お ^勝. -速日 天 忍穩命 之所レ 知阈、 一一 ""因 赐 

； a 天降 也と 有る 御 事の、 因りて 起る 所以 此に 在る 寧な りけ り、 (此事 を 知らざる 時 は 不意く 天 照 太 神の 御 命 以て 事 依 

し 授け 奉らせ 給へ る 御 事に 成りて、 其 然る 所以 を究 むる 事 能 はざる 故に 其說 俘て 聞 ゆめり、 此 古より 以來 人の 維 翁と 

爲る 所な り、 傳 十三 卷に云 へる を 見る 可し、) 此吾以 4? 心， 所 I 生兒 等、 亦 奉-: 於姊 -Q 交りに、 日 神の 御 方よりも 三女 

神 を 其 素斐嗚 尊に 授け 奉らせ 給 ふ 御 首な む 御 在し 坐し つ 可き 事な りけ る、 其は傳 十三に 註せ るが 如く * 瑞珠 盟約 章に 

故此 三女 神悉是 爾兒、 便 授ニ之 素 妾嗚尊 T 此則筑 紫 胸 肩 君 等所レ 祭神 是 也と 有る は、 謂ゅる^i刖の御詞ょり鑌けりと雖 

も、 投之 素戔嗚 尊-と は 全く 右の 文に 相對ふ 事に て、 必 すし も此に 在りぬ 可き 所な りかし、 其 第一 一書に、 乃 以-: 日 

神 所』 三女 神つ 令， 降-： 於筑 紫洲？ 因敎リ N 曰、 汝 三祌宜 T 降つ 居 道中， 奉， 助 UIK 孫- 而爲 M 天孫-所 祭お、 叉 其 第一 一二^ 

に、 卽以， 一日 祌所. 生 三女 神， 者、 使， 降つ 居 於葺原 中國之 宇佐 島 ー矣と 有る は、 其の 三女 神に 御 命令せ 給へ るに て、 素斐 


嗚 尊への 御 首に は 御 在し 坐 さ れ共、 此三 女神 を： 大 降し 給へ る も 1 天孫 を 助け 奉らせ 給 はむ 爲 Q 御 事に 御 在し 坐す 由、 

已に傳 十四に 註せ り、 又此 文に 對 へて、 素^{戈鳴大神ょりも、 其 fK 孫 を 天降して 天下 を 所 知し 坐 さしめ 奉らせ 給 ふ 可き 

御 事 を、 皇太 神に 申し 奉らせ 給 ひけむ 御 事、 上に 註せ る 趣なる 可から む を 思 ふ 可き 者な り、 倚叉傳 十三に 云へ るが 如 

く、 彼の 御 誓の 御 事 はし も、. 其 疑 はれ 奉れる 素 斐鳴尊 こそ は、 如何な りけ る 御 誓 を も 成し 給 ひて、 其淸 心の 程 を 明ら 

め 奉り 給 ふ 可き 御 事な り けれ、 然るに 其 素 斐鳴尊 を 疑 はせ 御 在し 坐して、 其 可否 を 今^ さむと 爲 させ 給へ りし 天 照 太 

祌の、 先づ 最初に 御 誓の 御 事に 及ばせ 給へ る は、 皇太 神の 御 心の ト にて 皇太 神の 御 方に 女御 子、 素斐嗚 尊の 御 方に 男 

御子 を 成し 給へ ら むに は、 其 素戔嗚 尊に 本より 淸 心の 御 在し 坐し ける 徵 として、 皇太 神の 疑 ひ 思 ほし i 事の 否らざる 

由 を 明らめ させ 給 ひ、 叉此に 反りて 皇太 神に 男 御子 を 成し 給 ひ、 素妻嗚 尊に 女御 子 を 生み W させ 御 在し 坐 さむに は、 猶 

其の 神に 燭心 坐す 信と して、 皇太 神の 疑 ひ 御 在し 坐け る 御 事の 已に 然る 由 を 所 知 看む とて、 共々 に 御 誓の 御 事に 及ばせ 

給へ る を、 皇太 神の 正に 然御 在し 坐 させ 將 欲しく 所思 看す 任に、 素 *{嗚 尊の 淸 心の 顯 はれて、 皇太 神の 御手に 女御 子 

の 成し W させ 御 在し 坐し つれば、 此に 於て 其 男 御子 を 日 神の 御子と して 天津 日繼に 成し 奉らせ 給へ るに 合せて、 此女 

御子 を投 けさせ 給へ る は、 一 に は 天 孫 を 助け 奉らせ 給 ふ御爲 なる は 然る 物に て、 其皇太 神に 於ても 御 心の 隔てさせ 御 

在し 坐 さ る 事 を 明らめ させ 給 ふとの 御 事に て、 御 親睦の 御 心餘り 有る まで 好 はしき 御 事と なむ 見えたり ける、 (是 

此 所の 意 を 補 ひて 見る 可き 所なる なり、 瑞珠 盟約 章に、 於 是素斐 嗚尊請 曰、 吾 今 奉， 敎將， 就 ニ极國 f 故暫欲 下向，， 高 天 

原 ー與， 姊相見 而後 永 退， 矣、 勅 IT 許 之？ 乃 昇つ 詣之於 天， 也と 有る より 始めて、 此に 至りて 其 結びと 成る 所 なれば、 心し 
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て 見る 可き 者な り、 上の 可 以降-女 於肇原 中國， の 下に 云へ る 事共 を 考へ合 はす 可し、) 〇1J 而役還 降焉と 有る は、 今 

度 は 被， 遂て 天降らせ 給 ふに て は 無く 皇太 神の 御前に て其辭 見の 御 事 を し 奉らせ 給 ひ、 男 御子 を 奉りて 天津 日 

1  ため；： せらせ 給 ひ、 女御 子 を；^ りて 天孫 を奉レ 助ら せ 給 はむ 御 事 を 契 聞え させ 給 ひて 天降らせ 給 ふ 所 なれば、 其 御 * ^^の， 

事 は 更なゥ 供奉の 神な ども 有りて 實に嚴 めしき 御幸に て 御 在し 坐し けむと 想像り 奉らる、 御箏 なり、 お 雲 風土記 意 宇： 

郡 安 來鄉、 郡 家 東南 二十 七 里 一 百 八十 歩、 神 須佐乃 烏 命、 天 壁 さ 廻 坐之爾 時、 來コ坐 此處， 而詔、 吾 御 心 者 安平 成 詔、 . 

故 云，， 安来， 也と 有る が 如く、 天の 壁 立 極み 行き 廻り 御 在し 坐して、 此度は W 雲國 安来^に fK 降らせ 御 在し 坐し けるな 一 

り、 卽ち 次章 第二 一書に、 是時素 # ？嗚 尊下 n 到 於 安藝 國 可愛 之 川上-也と 有る 是 なり、 〇 逸：.，, 、措、 此 云，， 祕波 缺都ハ 新 一 

宮 本に 波 を 彼に 作れり、 誤な り、 0 纏、 此云， 一久 斯社 志-は、 置 本、 ？插に 作れり、 0 興 塞 |『 此云 I 等 

武 須眦， は、 新宮 本、 毗を 比に 作れり、 神 世 七 代 章 第 四 J 書に、 皇逢 靈此 云，， 美武 須呲， と 有れば、 比 5： 子なる に は 有る- 

ベから す、 〇輥 轤然、 此云， 一平 謀 苦留. <爾1 新宮 本に は然 字の 下に あ 字 有り、 衍 なり、 謀 を詐に 作れる は 誤な り、 〇• 一 

瘦響琯 此 云-乎 奴 儺 等 母 母 由 羅爾； 新宫 本に は 唯遗璋 乎と 有りて 窗 響の 字 無く、 諸 本 共に 然り、 乎がん 付な り、 本 _ 

に 乎 奴 儺 等 母 母由羅 雨と 有る が 混 ひたるな り、 叉 母ぎ 一字 無し、 又 私記に は虔響 1  ま』？ と 有りて 奴 奈刀毛 由 良- 爾、 師說 

云、 作者 所レ誤 也と 云へ る は、 上の 本文に 璞響 瑜璋と 有りて、 此に唯 搶搶と 有る を 作者 所， 誤 也と 云へ るな り、 

右 安政 四 年 九月 廿 二日 始焉、 十月 廿 五日 已至， 一二 百 五十 五 張， 而其夜 有 レ感、 卽時 採， 毫淨， 一書 第五 卷， 十一月 十二 日 ： 

卒業、 同 十五 日 再始、 十二月 十五 日夜 成、 
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1K 降り 御 在し 坐し ける 度と、 後なる と 其 到り 著 かせさせ 御 在し 坐し ける 處 なむ 異なりけ る、 此 正書の 趣 は 後の 事な りけ 

り、 此は上 章より 續 きて、 然後 諸 神歸 罪過 於 素 妻 嗚尊ハ 而科レ 之 以>: 千 座 置戶ハ 逾促 徵矣、 至， 使. 拔レ髮 以贖. 其 罪 

曰、 拔， 其 手足 之 爪， 贖， 之、 已 而竟逐 降焉、 是時 素戔嗚 尊自っ 大而降 n 到 於 》 雲 國簸之 川上 1 云々 と 云 ふ 文 ある は、 總て 

正書は其ォ^^條-理を云ひ通ふ事を主として、 其 巨細なる 事共 は 一 書に 譲られた る 者 なれば、 例の 此を 正し 定めて 其 事 を 

なむ 別くべき 事な りけ る、 其は傳 二十に 論 つらへ るが 如く 上 章 第三， 一書に、 旣而諸 神 噴-一 素戔鳴 尊-曰、 汝 所行 甚無 

レ镇、 故不 I 可， 住-: 於： 大上？ 亦不レ 可レ居 M 於 葦原 中國 r 宜， -急 適，： 於 底 根 之國ハ 乃 共逐降 去と 有る は 右に 謂 ゆる 祌逐の 文 

なり、 其 次に、 于時霖 也、 素 斐鳴尊 結 n 束 青草- 以爲 n 笠 蓑- 而乞 「-宿 於 衆神ハ 衆 神 曰、 汝是 躬行 濁惡而 見- 1 逐 誠-者、 如 

何 乞： 宿 於 我： 遂 同距レ 之、 是以 風雨 雖レ 甚、 不， 得. 留休ー 卽 辛苦 降矣と 有る は、 其逐 はれさせ 御 在し 坐して 此國 土に 

！ K 降り 御 在し 坐して 後に、 處々 に 流離 はれさせ 御 在し 坐し ける 御 辛苦の 御 有狀を 書し 傅 へられた る 者な り、 其 天降り 著 

か+」 させ 給へ る は^ 大 洲阈 なる にて、 其より 韓 地に は 渡らせ 給へ るに て 有りけ り、 北 ハは第 四 一 害に" 素 戔鳴尊 eir 

無 レ狀、 故 諸 神 科以， 千 座 置戶， 而遂逐 之、 是時素 戔鳴尊 帥 其 子 五十猛 神-降 T1 到 於 新羅 國 T 居-; 曾 尸 茂 梨 之 處-云 々と 所 

見 たれば、 其 御 在し 坐し 著 かせさせ 給へ る は、 韓 地なる が 如く 所見 ゆれ ども、 其 下に、 初 五十猛 神 天 降 之 時、 多將- 一 

樹種， 而下、 然不- 殖-: 韓地？ 盡以 持歸、 遂 始レ自 r. 筑 紫？ 凡大 八洲 國之 內莫， 不 レ播， -殖而 成 二 青山- 焉と 所見た る 几ん にて、 

ぁ大 八洲 國 より 其韓 地に 渡らせ 御 在し 坐し ける、 御 事の 狀 なむ 著明 かりけ る、 此を 本と して 渡り W て 坐し." ならす ば.^ 

何で かは韓 地より 持ち 歸らせ 御 在し 坐す と 云 ふ 泰の御 在し 坐 さむ、 (- 故に 此大 八洲^より 柱き 渡り. M し 坐し ければ こそ 


此に 持ち 歸 ると 一 K ふ 事 は 有るな り けれ、 然れば 右 Q 衆 神に 距られ させ 袷へ る 御 事 を-大路 にての 御 事と 云 ふめる 說は、 

愈々 能 其 事 を 思 は ざり ける 僻事と 云 ふ 者な り、 叉此に 就て、 其 素妾嗚 尊 を逐ひ 奉られし 其 高天原 を此國 土の 事と 心得 

める 說. など は、 愈 以て 云 ふに も 足らぬ 僻事と 云 ふ 者に なむ、) 故に 其 第 四 一書に、 是時素 妾嗚尊 帥， 一 其 子 五十猛 神, 降 n 

到 於 新羅 國- 居-一 會尸茂 梨 之處？ 乃 興 言 曰、 此地 吾不レ 欲， 居、 遂以， 1 埴土 一作, 舟乘， 之 東 渡と 有る 下に は、 必す其 御 在 

し 坐し 著 かせさせ 給へ る 地名 を脫 せる 者と 聞 ゆめり、 其 下に、 到，： ffi 雲國簸 川上 所在 鳥 上 之峯： 時彼處 有-一 人大 

蛇； 素斐嗚 尊乃以 -1 天 蝇斫之 叙， 斬-, 彼 大蛇 ハ 時 斬- 1 蛇 尾， 而^ 缺、 卽擘 而視； r 尾 中 有，, 一 神劎： 素 斐嗚尊 曰、 此不 可，， 

以吾 私用， 也、 乃 遣-一 五世 孫 天 之 葦 根 神， 上 コ奉於 天？ 此今 所謂 草 羅劍矣 と 有る、 此は遙 に 後の 事なる にて、 以，： 坡土， 作 

レ舟乘 レ之東 渡と 有る は、 別の 處に御 在し 坐し 著 かせさせ 給へ るな り、 其大 神の 此大 八洲 國に歸 り 渡らせ 御 在し 坐し 

ける 其較略 は、 已に傳 二十に 明らめ 云へ るが 如く、 其 初めて 渡り 来らせ 御 在し 坐し ける は、 ロ訣 に、 肥前國 西南 

在-: 五十猛 島-と 云 ひ、 肥 前 風土記に、 杵島郡 縣南ニ 里 有-,  一^山 T 從 i 坤指退 三峯相 連、 是名 曰， ー杵 島； 坤者 ni, 一比古 

神； 中 者 曰， ー比賫 神； - 足 者 曰，： 御子神 ハ (. 一 名 軍神 勡則兵 興矣) と 所見た る、 ：it 島 は 借 字に して 樹島 なる 可き は 然る 物 

にて、 其 御子神の 下に 一 名 軍神 動 則 兵 與矣と 書せ る は卽ち 五十猛 神と.^ す 御名に 合へ る を、 神 名 式に、 筑 前！； 御笠 郡 

筑紫祌 社 (名 神大) と 有る は、 五十猛 命に 渡らせ 給へ る を、 叉 伊豫 國 新居 郡 伊會乃 神社 (名 神大) 伊豫 郡 伊 曾 能 神社 

ィサヲ  / 

と 有る 曾 は、 此神を 有功 之 神と. &す 有功の 一；"； I の 約 まれる 者と 聞 ゆる を、 右 Q 第 sn 誊 Q 初に、 是時 素. 一で 尊 帥，, 其 

子 五十猛 神 I 降つ 到 新羅 國， と 云 ひ、 終に 初 五十猛 祌 天降 之 時、 多將 M 樹種， 而下、 然不, 殖， 1 韓 地？ 變以 持歸、 遂始， 自 ，- 
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筑紫？ 凡大 八洲 阈之 內莫， 不，， , 播殖而 成，, 靑山， 焉、 所以 稱， 一 五十猛 命， 爲，： 有功 之 神？ 卽紀^ 國 所：， 坐 大神是 也と 所見た る 

を 思 ふに、 其 東 渡と 云 ふ は 卽ち筑 紫に 渡り 御.？^ し^しけ るに て、 共より 紀伊阔 に 渡らせ 給へ る 御 道 次な りけ ると こ 

そ 所思え たれ、 (然れ ば 右に、 到，： W 雲國凝 川上 所在 鳥 上 之 峰， 云云と 云 ふ 文 は、 此 より は 後に て.？ へ 度の 御 $ なる が.^ 

混 ひて 其 所に は 入りた るな.？.、 其杵岛 の 事に 就て、 》 雲 風土記に、 飯 石郡來 ，215 鄕伎自 麻 都 美 命 社 坐 故 一 K-1 支 眞， と 有 

る は、 其の 五十猛 命の 御 事に 御 在し すべし、 叉 古事記 大幽 主神の 御 末に、 鹿 主日 子 神、 此神娶 ，： 於 加 美祌之 女比那 

良 志 ffi? 賣, 生 子 多 比 理岐志 麻 流 美 神と 云 ふ 神 名の 岐志麻 流 は杵島 在に て、 此 五十猛 命の 亦 名な どなりけ む を、 別 神の 

如く 傳 はりた るに は 非 じか、) 偖 其 素戔" 嗚 尊の 韓 地より 歸 渡らせ 御 在し 坐して 後に、 初めて 宮柱太 知 立て 神 留り御 在 

し 坐し ける は、 傳 二十に 云 へ るが 如く 神 名 式に 紀伊國 在 田 郡須佐 神社 (名 神大， 月次、 新嘗) 御 在し 坐す を、 和名 抄鄕名 

に須 佐と 有る を、 W 雲 風土記に 飯 石 郡 須佐鄕 一一 ム々、 神須佐 能袁命 詔、 此 國者雖 n 小國 一二 處在故 我 御名 者 非レ著 > 一 木石- 

詔而、 御 已命之 御 魂 鎭置給 之處、 然卽 大須佐 田小須 佐田定 給、 故 云，： 須佐， と 有る 例 を 以て 思 ふに 其大 神の i: 在し 坐し 

ける 地なる を 以て 定 あれる 地名と は 成れるな る 可し、 其 紀伊國 を 本處と 立て 見る に、 第五 一書に、 素 淺鳴尊 口、 韓鄕 

之島是 有-一 金銀 f 若 使吾兒 所， 御 之國、 不レ 有-浮 寶， 者、 未 n 是佳， 也、 乃 拔，： 鬚髯， 散 パ之卽 成， 杉、 叉拔 n 散 胸毛， 是成， 檜、 

尻毛是 成. 彼、 眉毛 是成 ，，機樟？ 巳而 定，， 其當, 用、 乃稱之 曰、 杉 及 機樟此 兩樹者 可， 11 以爲 ，，浮{!^, 檢 可，， 1 以爲 n 瑞宮 之材 f 

彼可.以爲，1顯見蒼生奥津棄戶將.，臥之具？夫須，瞰八十木種皆能播生、于，時素斐嗚尊之子號曰-:五十猛命^^大屋津姬.命、 

才、 5g 津她 命、 凡此三 神、 亦 能 分 1^ 布 木 種 f 卽牵， 渡， 於 紀伊國 I 也と 有る は此大 八洲 國に御 在し 坐して 御 事なる が、 今 何 


地に 御 在し 坐して 物爲 させ 給 ひし 故事と も 知る ベから ぬ を、 熟： 事 の 狀を考 ふ る に、 右 の 韓鄕之 島、 是有 一一 金銀？ 若 使 一 

吾兒 所,， 御 之國、 不， 有， 浮寶， 者、 未，： 是佳 一也と 有る は、 已に此 に 住み 著 かせさせ 御 在し 坐して、 其 以前に 御 在し 坐し、 韓 

鄕の事 を宣ひ » て、 我 皇御孫 尊の 所 知 着む 此大 御國 より 其 を 求に 遣 はし 給 はむ 料に 船舶 を 作り 給 はせ と 所思し 立せ さ 

せ 御 在し 坐して、 諸の 木 共 を 生し 立た させ 給へ るな ろに、 4,:: く は其紀 伊！； をば 本！； と 作るな どの 由緖を 見る に、 必す初 

め 其 國に御 在し 坐し- - 程の 祌議に こそ は 御 在.^ 坐し つらめ、 四 一 書に 五十猛 命 を 卽紀伊 國所坐 大祌是 也と 見え、 右 

に 凡 此三神 亦 云々 卽奉 I 渡 M 於紀 伊國， 也と 有る に、 神 名 式に、 紀伊國 名 草 郡 伊太 祁曾 神社 (名 神大、 月 fl, 、相嘗 新嘗ヽ 大 

屋 都比資 神社 (名 神大、 月次 新嘗， >、 都 麻 都 比 神社 (名 神. K. 、月 ナヘ 新嘗) と 所見て、 何れも 神代の 神 跡 直にべ 「も 齋き奉 

る 神社に て 渡らせ 給へ る を 以て、 右の 故事 は W 雲阈 より は 以前な りし 御 事なる を曉り 明らむ 可くな む 有りけ る、 (此 

に 抱 はりて 云 ふに は 非 ざれ ども、 .w 語 拾遺 神武 天皇 段に、 仍 令た 太 富 命 率 = 乎 置 帆 负彥狭 知 二 神 之 孫？ 以 n 齋斧齋 組， 始採， 一 

山 材-搆 S 立 正殿.. 云々、 故 其裔今 在：： 紀伊國 名 草 郡 御木 麁規 ニ鄉 3 採， 材齋 部所， 居 謂， 一之 御木： 造  > 殿齋 部所 居 謂，， 之麁 香， 

と 有る も、 其 故事 に 依らせ 給 ひて 山村 を 其阈に 採らし め、 齋部を も其國 に 置かせ させ 給 ひける にこ そ、) 故に 此素 if? 戈嗚 

大 神木 種 を大 八洲 國內 悉に 播殖 して 青山と 成し 給 ひて 後に K 天 原に は 参り 昇らせ 御 在し 坐し ける にこ そ、 上 章 第三 一 

書に、 是後素 戔嗚尊 曰、 諸 神逐， 我、 我 今 常，, 永 去： 如何 不 f 與，： 我姊， 相 見よ 而擅. 目， 徑去 敷、 迺俊 扇. 天 扇 t 國上 詣于； 大， 

云々 と 有る 是 なり、 此大 神の 再 (仅 上天に 參り 上らせ 御 在し 坐し ける 主意 は、 右の 擅 自徑去 歟の御 一 百に 在りて、 萬に 一穴 照 

太 神の 大御 心に 從ひ 奉らせ 給 ひて 其の 大御 命の 任に 行 はせ 給 はむ となり、 此に草 確^の 御 事 を、 是神劍 也 吾 何 敢私以 安 
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乎、 乃 上 n 獻於 天 神 一也、 叉 第 四 一書に、 此不， 可-一 以吾 私用 I 也、 乃 云々 上 n 奉 於 天， と 有る が 如く、 少 かも 己 尊の 自由な 

る 私の 御行 は 成し 給 ふま じき 御 本性に 渡らせ 給へ るが 故に、 此度 は其大 八洲 國を 悉くに 靑 一山と 成し 給 ひ、 金銀 は韓鄉 

より 取らせ 給 ふ爲に 浮寳を 作る 設を 成し 給 ひ て 、 瑞宮を 造 る 可 き 材木 叉顯見 蒼生 の 家居と 成す 可き 具に 至る 迄に 落 も 

無く 御 心 足 ひに 物爲 させ 給へ りし 御 事 を 天津 朝廷に 奏し 聞え させ 給 ひ、 且其淸 心 を 以て 生み 1t5 し 給へ りし 謂 ゆる 五 sf- 

神 等 を 天 照 太 神に 奉らせ 給 ひて、 其 日 神の 御 計ら ひとして 皇御孫 尊 を 1K 降し 奉らせ 給 はむ 御 事 を 契り 聞え 奉らせ 給 は 

むとして 參り 上らせ 御 在し 坐し ける にて、 實に淸 く 明き 御 心の 御 程な む此に 於て 顯 はれさせ 御 在し 米： ける、 お 等の 事 

共の 論は傳 二十に 巳に 委しく 註したり き、 其 終に 今 則 奉い 覲巳 訖、 當 T 隨 U 衆 神 之 意- 自， 此永歸 * 根國， 矣、 請姊照 「： 臨大 

國ー自 可，； 平安 f 且吾以 ，： 淸心， 所， 生兒 等、 亦舉， 一 於姊， 已而還 降焉と 有る ぞ-此 に 是時素 I 戈嗚尊 a, 天而 降つ， 到 於 出 雲 阔簸之 

川上 一と まふ 文に 相績く 可き 所な りけ る、 (此御 天降の 御 事 を 初 度の 事と して は 合 はざる 所な む 多 在りけ る、 其 は 一十 

せ 一に 註せ るが 如く、 古事記に 彼の 足名椎 手名椎 神の 八 仅遠呂 智の事 を 語り せ る 語に、 亦 其 身 生，！ 蘿及 椅榲， と 有る 樹榲 

は、 おに 引ける 筋 五 一 書に、 拔，； 鬚髯， 散之卽 杉、 叉 拔っ散 胸毛， 是成レ 檜と 所見た る 是其始 なる を、 大蛇の 身に 「しに 生 

じて 有れば、 大 八洲 國內 悉く 靑 山と 成れる 後の 事な りと 所見れば、 其 時世に 甚 久しき 違 ひ 有る 事と 所見たり、 叉此 第二 

一 書に、 素 菱嗚尊 乃 敎ぃ之 曰、 汝可 T 以-, 衆菓， 釀 * 酒 八 と 有る 衆菓 は、 第五 一 書に、 夫 須レ瞰 八十 木 種 皆能播 生と 有る 是 

物な り、 已に右 等の 物 共の 天下 一 同に 在りけ る狀を 以て 見れば、 此 W 雲國に IK 降らせ 給へ る は 後の 度に 非 ざれば 叶 は ざ 

る を 思 ふ 可し、) 叉 其自」 大而降 r 到 於 m 雲 國凝之 川上， と 有る にも 次第 有る 事な り、 第 一 丁 ¥_;3 にも 素虔鳴 尊自っ rK 而降 r 


到 於 》 雲 凝 之 川上， と 有りて 此に 同じく、 古事記に も 故 所， 1 避 追 一而 降 二お 雲 國之肥 河 上 在鳥髮 地， と 有り、 古 拾遺に も- * 

素 妾 鳴 命自， 天而降 n 到 於 ffi 雲 國簸之 川上， と 有りて 諸 說此に 同じと 雖も、 上に 辨 へたる が 如く 其 は此大 神の 初めて 天 

降り 坐し- 1 時の 事に は 非す、 再度 天より して 一人 降り 御 在し 坐し 著 かせさ 給へ るな む正說 なりけ る を、 然る 分明し き傳の 

無き は、 古人 も 前後 を棍 かして 其 差別 を 立てざる が 故に 彷彿し く 成れり けむと 所思 ゆれば、 事 を 正して 明らかなる 事 上 

件に 註せ るが 如し、 叉 第 四 一 書に、 是時素 戔戔嗚 尊 帥，， 其 子 五十猛 神-降 n 到 於 新羅 國- 居-: 會尸茂 梨 之處： 乃 標 曰 曰、 此地 

吾不 k レ居、 遂以- ー塘土 一作 レ舟乘 レ之東 渡 到 二 m 雲國凝 川上 所在 鳥 上 之峯， と 有る は、 初 度 後 度 Q 御 天降 を 混 IS に爲 たる 偉 

にて、 右の 東 渡より は 到- 筑紫 國， など ぞ 有りけ む を、 後 度 Q 事の K 雲 國の御 一 K 降 を此に 列ね たる は 決めて 誤傳に 在る ベ 

き 事已に 上に 云 へ るが 如し、 唯 第一 一 一 書に 是時 素斐鳴 尊下 n 到 於 安藝 國 可愛 之 川上， 也 云々、 是後以 n 云々： 典 奇稻 

田 媛ー遷 n 置 於 出 雲國凝 川上 一而 長 養焉と 有る、 此ぞ赏 に 信む 可き 説に は 有りけ る、 然れ ども 安藝 fl は夜須 岐と訓 むべ 
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くして 》 雲 國意宇 郡 安來鄕 なる を、 古 は 安 來國と 云 ひけむ を 安藝と 作れたり ける から 山陽 道の 安藝 國と混 ひて、 其に 

就て は 非ぬ 說共 こそ は 》 來に ためれ、 ロ訣に 云， 一 安藝！ i, 異説と 云へ る も 未だ 其 正し を ざる 説な りけ り、 神武 天皇 甲 寅 

年. 御紀 に 至， 一安 藝國 一居 二 于埃宮 一と 有りて、 可愛 之 川と 埃と 合 へれば 然も 思 ふ 可き 事 なれ ども、 此の 安藝 は 安 來の訓 な れ 

ば 其と は. 云 ひ 難 かり、 (故に 其 埃宮は 古事記に は 阿岐 國多祁 理宫と 有りて、 神 名 式に 安藝 國 安藝 郡 多 家 神 社名 神大と 

有りて、 此 地の 事と， 聞 ゆれば 埃 は 可愛に て其宮 を美稱 へたる 稱と 思しければ、 此 引合に は 成る ベから す、 通證に 載せ 

たる 玉 木 某 説に、 可愛 之 川 神武 天皇 御紀 所謂 埃 宮之地 而今 三 好川是 也と 云へ ども 闇 推なる 事な り、 谷^.:^|!が今訪>1安 
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蘇國 ー不， 聞， 有，, 其縱 一と 云ふぞ 正し かりぬ 可き、) 借お の 安藝 國 可愛 之 川上と 云 ふ は、 as 雲 風土記に 安 來鄕郡 家 東南 二十 

七 E^n 百 八十 歩、 ー# 須佐乃 烏 命 一人 壁 五！！ 坐 之、 雨 時來？ 坐 此處, 而 si、 吾 御 心 者 安平 成 故 云 n 安來， と 有る 此處 に；： 八 降 

り 來坐 せるな り、 其 可愛 之 川上と 云 ふ 可愛 は、 同 郡長 江山 II 家 東南 五十里 ハ有ュ 水精し と 有る 是 なる 可し、 其 地理 を 推 

すに、右の安來鄕は郡家^34南ニ十七里 一 百 八十 歩に 在り、 其 先に 榍縫鄕 郡 家 束. 南 三十 二 里 一 百 八十 歩と 見え、 其 先に 母 

理鄕郡{豕^3-南三十九里 一 百 九十 歩、 所， 造-: デ八 下， 大神 大穴 持 命 越 八 國 平脇而 還 坐時來 坐畏 江山， 而詔 云々 と 有りて、 S 

江山 は 卽ち母 理鄉に 在る を、 抄に 長江 山 在，： 母理鄕 井尻 之 中 上 小 竹 村 f 一  云，： 磐 舟 山， と 有る、 磬舟 山と 云へ る 一 名 も 

其 天 降り 御 在し 著 かせさせ 給 へ る は 動く まじき 所 由有る も _ ^しき を、 下に 云 へ る 如く 可愛 川 は 今 伯香大 川と ヘム へ るり y 

にて、 卽ち 風土記に 謂 ゆる 们太 川の 事なる に、 源 仁 多 與-, 意 宇 - 一 一 郡 葛 野 山 h 流 r 輕 母理棺 縫安來 三鄉， 入，： 于海， ( 有，， 

年魚 伊久 比,) と冇 るに 相 叶 へ れば其 山 も 江山な りけ む を、 長の 一一 ic を 冠ら せて 長江 山と は 云 へ るに て、 本より 同じ 地なる 

可く 所思え たり、 此 一 書 を 引て 古-:: 夂第 六十 七 段徵に 「此 安藝 を舊く 阿岐と 訓 みて 山陽 道なる 安藝 國の 事と 爲る は. ぶぱに 

て、 風土記なる 安 來鄕を 云 ふなり、 藤 宣吕て ふ 人の 著 はせ る 鳥 上 二 水 考證と 云 ふ 書に、 夫安蕩 國者 非，, 阈名 _3、 出 

雲 風土記 所， 載 意 宇 郡來鄕 而今 疆， 能 i?,^ 郡， 而 作，， 八 杉鄕， 者是 也、 先輩 泥，， 文字， 混，： 於 山陽 安藝 f 誤 訓ニ之 阿 伎能 玖邇 1, 

逮失， 其 正， 矣、 {且3 改訓， 野珠魏 能， M 邇， 也、 以， 鄕稱. 國 者舊證 多矣、 可愛 之 河則徑 つ 流 於 安 來鄉， 们香 大川是 也、 其 源 

於 W 雲 國仁多 郡 能義郡 之^^^ 山 r 而 上流 謂，， 之 伊志 尾 川 f 北 過-一 母 理安來 等 之鄕， 而人 n 于伯 香國 f 經，， 舟 上 及 米 子 

等 之 地， 而入， 海矣、 謂，, 之 日 根 川 I 也、 以，， ， 其 流，； 伯誉， 總 名，， 之 伯耆大 川， 也、 風 h, 記 曰、 伯誉大 州， 源 a5f 仁 夕々 與. 意 


字 ニー 郡 塔 葛 野 山 ：- 流つ 經母 理循縫 安来 三 郡， 入， 海 (割，， 意 宇 郡， 爲， 1 能義 郡： 故 葛 野 山 今 在， 仁 多 郡 與，： 能義 郡， 之^ ハ) 其 葛 

野 山 在， ニー  郡 之辦， 也、 東南 與，； 鳥 上峯， 麓 相 近 突、 然則可 t 知 T 伊志 尾 川 之 源不. -遠 fl 于鳥上 之峯， 焉、 故其以 M 眞髮觸 奇稻田 

媛， 自，： 可愛 之 河 上，， f 置 於 凝 河 之 上， e 養 者 以，， ，近っ 接 其堺， 也、 (案 谷 重 遠 曰、 今訪， 二. 5 誦， 不， 聞， 有，， 可愛 川， 者 常矣、 

予友祝 利 萬呂者 安藝 國 之人而 盡，, 心 於 日本書紀, 久矣、 雖， 求，： 可愛 之河于 安藝 國 r 卒不， 得，， 其縱 T 叉 求 T 有， 1 雲 藝ニ國 接 

レ堺之 地， 否^ 無レ得 レ之矣 云、 予信， 一 其說： 故 不一 -一 復求 一： 諸藝州 T 專求 一一 諸 雲 州 一而 得， 一 其舊跡 一也、) と 云へ り、 此考甚 宜し 一と 

云 はれたり、 右に 云へ る 如く、 母理鄉 長江 山卽 可愛 之 川の 緣 なる 時 は 愈 以て W 雲 國內の 地名なる 事 明らかなる 者な り、 

(伹 右に 引ける 風土記に は 伯香大 川と 作れ. i ども、 諸 本 共に 伯 太 川と 二 所 共に おでた る を 私に 改 たるに は 非ざる か、 又 

然る 本 有りて 引ける か、 滴 正す 可し と雖 も、 右の 考は甚 々奇 珍ら かなる 說 にて 信に 諾ひ從 ふ 可き 說 なる 者な り、 但 古史 

扱の 右に 引ける 前文に、 「w 雲 風土記に 天 壁 立 廻 坐 之と 有る は 何時なら むと 云 ふ 事 知る ベから ぬ を、 此 時の 事と 爲て記 

せる 由 は、 彼の 段に 引ける 第 四 一 書に 東 渡 到，, ぉ雲國 一と 有る は、 新羅 國 より 渡り 來坐 せる 時 を 云へ る なれば、 其 新羅に 

到り 給 はざる 以前： 大 より 降り 坐せ る 時 直ちに 天 壁 立 極 を 廻り 坐し 然て 新羅に 居 著き 坐せ ると 所 知たり、 然ら すば 何れ 

の 時 廻り 坐せ ると 爲む 云， <<」 と 有れ ども、 天 壁 立 極み を 廻り 坐して 安来に 降り 坐せ る は 後の 度な り、 新羅に 降り 坐せ る 

は 先の 度の 事な りければ、 其と は 一 に 成るべからざる 者な り、) 傳 二十に 註せ るが 如く、 右の ffi 雲 風土記に 神 須佐乃 烏 命 

天 壁 立 廻 坐 之、 爾時來 r 一 坐此處 一而 詔、 吾 御 心 者 安平 成 詔、 故 云，； 安來 一と 詔り 給へ る、 其 吾 御 心 者 安平 成 詔と 云 ふ 御言 はし 

も、 其 R< 上に て 御子 をば 天 照 太 神に 奉らせ 給 ひて 1K 津日繼 に 定め 奉らせ 給 ひ、 今此 三女 神 を 携へ御 在し 坐して 遙 なる 
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天路を 降り 著 かせさせ 給 へれば、 此に 於て 御 心なむ 情 安く 御 在し 坐し ける 由な りけ らし、 叉 可愛と 一； ムふ 地名 も 八洲 起 

元 章 第 一 一 書に 謂 ゆる 唱和 Q 御詞に 可愛 字 を 書かれた る を、 其 第五， 一 書に は 善と 作れた る是 なれば、 又 吾 御 心安 平成と 

詔り 給へ るに 遠から ざる 地名なる も、 此時 などに W で來れ るに は 非 じかと 思 ゆ、 其 御 在し 坐し 著 かせさせ 給へ る も 正し 

く  W 雲國 なる は、 傳 十三に 引ける 宗像緣 起に、 孝靈 天皇 四 年に W 雲 國簸河 上より 筑 前國宗 像に 御遷 行と 有る 孝 靈犬皇 御 

世の 事 は、 宗像 君の 其國に 下り 住み 著た る年紀 などに 在りて、 其 W 雲國 云々 の 事 は 初めて-大降り 御 在し 坐し 著 かせさせ 

給へ りし 地 を 云 ふなる にこ そ、 然れ ども 彼の 大蛇 を 平らげさせ 給 ふに 然る 女神まで を 伴 はせ 御 在し 坐し つ 可き に 非 ざ 

れば、 其 W 雲國 の何處 にか 居 奉らせ 給 ひけむ 御 事 中す も 更なり、 伹上章 第三 一 書に、 卽以 日 神 所 生 三女 神， 者 使， 降つ 居 

于葺原 中 國之字 佐 島 一笑と 所見 たれば、 其より 直ちに 筑 紫に 渡し 奉らせ 給へ るなる 可き にこ そ、 (其 委しき 子細 共 は 一 朝 

一 夕に 云 ひ盡す 可き に 非す 、傳士 一一. 十四. 十五. 十六の 卷々 又 二十 卷の 首尾に 註 せれば 考へ 合す 可し、 此 事に 就て 說有 

り、 下見るべし、) 叉傳 十七 及び 上に 註せ るが 如く、 素 f{ 戔嗚大 神の 此 度の 御： 大 降に は 其 后 神 叉 御子神 等 叉 御 伴 神 等 を 率 

ゐ させ 御 在し 坐して 神 幸 行 装束して 整備へ させ 給 ひて、 天 壁 立 極み 往 廻り 給 ひて 其 安藝 國の 可愛 之 川上に はヂ、 降り 著 

かせさせ 御 在し +ー しける 御 事と 所たり、 其 御子神と 申す は 上 件に 云 へ る 三 柱の 女御 子 は 更なり、 先に 帥て 天降り 御 在し 

坐し ける 五十猛 命 丄八屋 津姬命 .1^ 津姬 命な ども 此辭 見の 御 時に 伴 はせ 給へ りけ む を 得び 率て 天降り 御 在し 坐し けるな 

めり、 叉 其 后 神と 申す は 長寬勘 文に 此大夜 之 女 命 熊 野 大御神 后 坐と 見えた る、 熊 野 大御神 は 素 f 戈嗚 尊に 渡らせ 給 ひて、 

大夜之 女 命 は卽ち 右の 三 神の 御祖に 坐せ り、 舊事記 異本に、 服狹雄 尊娶， 萬 魂 分 姬，， (神 皇産靈 尊 女) 生兒 五十猛 命、 妹大 


屋媛 命、 チ、 抓津媛 命と 有る を、. 叉 其 勘 文に 降 ^！來 伊豆 毛國， 到 •： 熊 野 村： 宮柱太 知奉而 加夫迅 支、 熊 野大御 神、 地祇、 神皇 

叉 御兒、 后 大夜女 命、 山 狹村宮 柱 太 知 奉而靜 坐大御 神三是 也と 有る、 此 地祇 は 天 社！； 社の 謂なる 可く して 社に 抱 はり 

たる 事な り、 神 皇叉御 兒とは 神 皇產靈 尊 叉 御兒の 由な り、 其三是 也と 有る は 勘 文に 伊 謝那支 命娶, 惠乃女 命， 生， 大せ 

乃 女 命、 次 足 夜 乃 女 命、 若 夜 女 命 三 神， (此大 夜 之 女 命 熊 野 大御神 后 坐) と 有る 是な るが、 右の 神 皇產靈 尊 叉 御兒な 

る 由 著明き 上 は、 伊 謝那ま 命娶， 一惠 乃 女 命， と 云 ふ 事 有りて は 前後 打 合 はざる を、 «事紀 異本に 巳に 萬 魂 分姬と 有りて 

神 皇產靈 尊 女と 有る から は、 其 大夜之 命 同 神なる 事 論ら ひ 無く、 五十猛 命 を 古事記に 大屋 退 古神と 見え、 此 第五 一 書 

に 妹 大屋 津姬 命と 有る も、 共に 御 祖大夜 之 女 命の 御名 を 襲， はせ 給へ る 者と 見 ゆれば、 愈 神 皇産靈 尊 を 御 女に て 一 K 上に 御 

. 在し 坐し ける 時に 娶らせ 給へ る を、 此度は 帥て 共に 天降り 御 在し 坐し ける に 決くな む 有りけ る、 其山狹 村と 云 ふ は 神 

名 式に 出 雲 國意宇 郡山狹 神社 同社 坐久志 美氣濃 神社と 所見た る是 なる が、 右に 謂 ゆる 大夜乃 女 命. 足 夜 乃 女 命. 若 夜 女 

命 三 神の 鎭り御 在し 坐す 社是な り、 同社 半 -久 志 美氣濃 神社 は 》 雲 神 賀詞に、 出 雲國乃 I. ぱ垣 山內 if 下 律お 极爾宮 柱 太 敷 立 S 

高天原 S 千木高知坐^^ 伊 謝 那伎乃 乃 日 眞名子 加 夫 呂伎熊 野大 神橋 御氣野 命と 有る が 如く、 神 名 式に 謂 ゆる 同 郡 熊 野 坐 

. 神社 (名 神大) の 祭神に て卽ち 素姜鳴 尊に 渡らせ 給へ る を、 此山狹 神社 にても 其 后 神と 相 並び 御 在し 坐す 御 事と 所見 

たり、 (伹此 にて は 其 后 神 を 主として 祭れる 社なる が 故に、 却り て 其 夫 神 は 其 前 社に 渡らせ 給へ る 御 事な り、 ^^風土 

記に は 夜 麻 佐 社と 二 所に » でた る を、 式に は 右の 如く 御名 を © に 載せられ たるな む甚々 美 たき 御 事に 御 在し 坐し け 

る、 右の 山狹 神を抄 に、 今 云 n 山 佐 村 一 屬 能義郡 一而 熊 野 村 東南 也と 云 へれば 里理 鄕の內 なる にこ そ、) 〇 自」 穴 而降 到 
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の 降 到 は 久陀理 都 久と訓 むべ し、 其 事は傳 二十 五に 云へ り、 惜此は 卽ち高 IK 原より 天 降り 御 在し 坐し 著 かせ 給 ひける 

にて 處 より 渡り 來 坐せ るに は 非 じかし、 故に 古事記に 其 足名椎 手名椎 神に 來由を 示し 給へ る 御 甘に も、 爾答 詔、 吾 者 

天 照 太 御 神 之 伊 呂勢者 也、 故 今自レ H< 降 坐 也と 有る 是 なり、 此の 一書の 趣も然 なる を、 唯 第 四 一書に 先に は 降； T 到 於 新 

羅國と有りて、其ょり束渡到，3^雲國凝川上所在鳥上之峯，と云へ るは、後に御天降り坐せる事を 一 に 云 ひて 其 は？. g ひつ 

る傳 なる 事傳 二十 及び 上に 已に辨 へ、 又 二十 五に 委しく 注した るが 如し、 (古事記 御 天降 段に も、 故爾鳴 女自」 K 降 到- K 

々、 自レ 1K 降 天 若 日子 之 父 亦 其 妻 云々 と 有る は 更なり、 天孫 降臨 章 第一 一書に も 時 天 稚彦之 妻子 從. 1K 降 到と 見え、 海 

宮 遊行 章 第二 一  書に も、 若從レ 1K 降 者當， 有， ifK 垢； 從 レ地來 者當レ 有， 一地 垢, と 云るな ど 何れも 上天 を 云 ふなり、) 〇^ 雲國 

は ドに云 ふべ し、 〇 簸之 川上 は 古事記に は、 肥 ヒ-河 上と 作て 肥 字 を 上聲に 極の 如く 訓む 可き 習 有る 事な り、 此 地の 事 

は W 雲 風土記に、 大^ 郡 斐伊鄕 P ま 家？ 樋 速 日子 命 坐，， 處， 故 云， 樋 (神龜 三年 改， 1 字斐 伊，) と 有りて、 其宫 帳に 載 

れ るに 樋 社と ザ 三處^ でたり..、 其 郡 名大 原の 所に 今 有，, 郡 家 ー處、 號ー K  ニ斐 伊村， と 有る 地なる が 故に 右に 郡 家， と は ■ 

云へ るな り、 卽ち神 名 式に 謂 ゆる 斐伊 神社 同社 斐 伊波 夜 比 古神 肚と 有る 是 なり、 此は傳 十六に 謂 ゆる 端珠 盟約 章 第三 

一 書 及び ヒ章 第一 一一 一 書に 所見た る 六 男 神の 中なる 幾 之 速 日 命に 御 在し 坐して、 卽ち IK 津彥极 命の 亦 名に なむ 渡らせ 給 

へりけ る を、 其 神の 此！： に 御 在し 坐し ける 御 事 は、 同 記に 意 宇 郡 郡 家 正 景九里 一 百 二十 歩、 天 乃 夫 比 命 御 伴 天降 來坐 

伊 支 等 之 遠祖： 大律 = 子 命お、 .^^〔靜將1坐社詔、 故 云レ社 (神龜 三年 改， 字屋 代，) と 所見た る是 にて、 意 宇^と 大原 郡と 

は 地 も 相 接け る處 なる を、 斐伊は 其 天 穂 日 命と 共に； 大降り 御 在し 坐して 住み 給へ りし 所以 を 以て 名と 成り、 义屋代 は 


後に. t:」！3: ま-ご 留めさせ 御 在し 坐し ける 地に て 有りけ る を、 其 亦 名 を 以て 樋 速 日子 命と 書せ るから 別 神の 如く 見 ゆめる 

者な りかし、 然れば 彼の 斐伊 神社 は 彼の 大蛇 を 一一 一一 〔向 させ 御 在し 坐し ける 由に 緣 りて 素 戔嗚 尊に 渡らせ 給 ふ 可き 事 申す 

も更 なる 御 事な り、 然れ ども 樋と 云 ふ 名 は、 後に 天 津彥根 命 亦 名 樋 速 日子 命の 住み 給へ りし 以来の 地名なる を、 始に 

及 ほして 然號け 云 へ る 者に なむ 有る ベ き、 (但四 神 出生 章 第 六 一書 伊祥諾 尊の 1： 遇 突 智神を 斬り 給 へ る 所に 復劍 鏢垂血 

激越 爲レ 神、 號 曰，1 壅 速 日 神、 ft. 、幾 速 日 神， と 有る、 其 は此と 同名に して 異神 なり、 傳八卷 に 云へ り、 叉 此の 簇之速 日 命の 名 

義は 十三 卷 天津 彥根 命の 下に 註せ る 如くに て 別々 なり、) 偖 凝 川 は 風土記に、 ae 雲大 川源自 T 伯耆與 雲 ニー 國^ 鳥 上 

山.. 流出， 一仁 多 郡橫田 村？ 卽經， ： 横 田 三 處三澤 布 勢 等 四鄕， 大原郡 現 引 沼 村 T 卽經 =來 次 斐伊屋 代 神 原 等四鄕 お 雲 

肼堺 多義 村， 經，， 河內 W 雲 ニ鄕， 北 流 更折西 流、 卽經 M 伊 努件築 ニ鄉， 入-一 神 門 水 海？ 此則 所謂 斐伊河 下 也と 有り、 此 にて 

其 水源より 流 末に 至る 迄の 〈序 明らかな り、 香具 山 日記に、 W 雲與ニ 伯誉國 1 之搏 有-一 凝 川-と 云へ る は 其 鳥 上 山に 就て 

云 ふなる 可し、 港此に 依る 時 は 其 謂 ゆる 斐伊鄕 を經て 流る X が 故に 斐伊 河と は 云へ るに て、 其 大名 は ffi 雲大 川なる 事 

上に 出で たる 伯香大 川の 例に 同じ、 故に 其 鳥 上 山 は 仁 多 郡に 在りて、 同 記に 鳥 上 山 郡 家 東南 卅五里 (伯 香 與，： W 雲-之 場 

有-: 鹽味葛 一) と 有り、 叉 右に 並びて 窒原山 郡 東南 卅六里 (備 後與， Iffi 雲 ニー 國之搏 有 二 鹽味葛 一) と 見えた る是 にて、 古の 

意 宇 郡 今の 能義 郡に 接け る 地な りと 云 へ り、 叉 同 記 仁 多 郡に、 横 田 川 源 ffin 郡 東南 三十 五 里 鳥 上 山 f 此流 所謂 斐伊 大河 

上 (有，： 年魚 少々 -叉) 窒原川 源 郡 家 東南 卅六里 原 山？ 北 流， 此則 所謂 斐伊 大河 上 (有 n 年魚 麻 須妨饅 等 類-) と 有 

る、 山 は 右の 鳥 上 山より 僅に 一 里 を 隔て たれば 共に W 雲大 川の 水源な り、 其 風土記に 心 を 著け て 見る に、 仁 多 郡 
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の 問に て は 斐伊河 上と 云 ひ、 其より 下りて 飯 石 郡に て は斐伊 河と 云 ひ、 其より 大原 郡に 至りて は斐伊 大河と 云 ひ、 又 出 

雲 大河と 云 ふ 名と 成れり、 若て 斐 伊と 云 ふ 名 は 同 記に 飯 石郡斐 伊川 郡 家 正西 五十 七 歩、 西 流入，, W 雪 郡 多義 村 一と 所見 

たれば， 此處 より 漸.^ 斐伊 河と は 云 ふなり けり、 右に 引ける 鄕 名に 斐伊鄕 有る、 此鄕を 過ぐ る 程より 大河と 成れる が 

故に 斐伊 河の 名 は 有るな りけ らし、 駭河 風土記に 引ける 寄 具 山 日記に、 W 雲 國與， 1 伯 香國 一之 境 有 ，1 簸川 一と 有る は、 水 

、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、  、、、、 ， ， 9  ，  ,99,  、、、、、、、、、、、、、 

上 は 其 二！： に 跨がる"； 上 山より 出 づるを 以て 云 へ るに て、 川 は 其^: と は遙に 隔れる 事 右の 風土記の 文 を 以て 知る ベ 

し、 叉 雲 州 極 河 上 H< 淵 記に、 山陰 道 W 雲 州 仁 多 郡 三 澤鄉樋 IS 上天 淵 者、 上 十：：； ft 潮來往 之溪曲 也、 今旣潤 水袞々 然爲二 

漲 流 囘伏之 淵， 矣、 去，， 杵築 海濱， 十 許 里 也、 去- 溫泉， 者 十 餘町之 下流 有焉 (中略) 又 河 西 山 腰 泉 涌 W 焉、 以， 樋 通，， 之 

河柬？ 故 呼 レ水爲 ，： 樋 河， (下略) と 有る 其 天 淵と 此簸 川上 山と は 全く 合 はざる 事 下に 辨ふ 可く、 又此樋 河の 說 など は 

風土記の 趣と は 甚く 異にして 後人の 妄 作に 出で たる 者な り、 取るべき に 非す、 (右の W 雲大 川の 下に 云 へ る橫田 は、 

風土記に 橫田鄕 郡 家 東南 廿ー 里 云々 と 有れば 鳥 上 窒原兩 山に 接く 所な り、 又 灰 火 小川 源 W, 灰 火山， 人，： 斐 5： 河 上？ 有 

年魚， 叉 阿 伊川 源 郡 家 正南 三十 七 里 遊 記 山； 北 流人， ー斐^ 河 上？ 有，： 年魚 麻須， 叉 阿 位川 源 郡 家 西南 五十 S 御坂 山， 

入 二 斐伊河 上？ 有， 1 年魚 麻須, と 有りて、 如此く仁多郡の内にては斐^：河上と云ふ例なり、 叉 同 記に 飯" わ 郡 三 力 屋川源 

郡 家 正東 一十 五 里 多 加 山 r 北 流入 n 于斐 伊川？ 有，： 年魚， と 有り、 叉幡屋 小川 源 一郡 家 東北 幡箭 山？ 南 流、 無レ 魚， 

水 三 水 合 西 流入，； W 雲 大河 一と 見え、 叉屋代 小川 源 一郡 家 正東 除 田野 T 西 流入 r, 斐伊 大河； 無， 魚と も 有りて、 如 此く衆 

流 Q 1 に 合 ひて as 雲大 川と 成れるな りヽ 故に 斐伊 大河と も 云へ るな り、 記 傳九卷 に 云へ る、 「w 雲大 川の 下 古 は 神 門 


の 水 _a に 入りし を、 寬 平の 頃 大水 W でたり し 時より 流替 りて、 今 は 伊努鄕 より 東方へ 流れて 國 中の 入海に 入る とな 

り、 偖此 入海 は 國中を 東より 西へ 遠く 入りた る 海に て 古 は 潮 海な りし を. 肥大 河の 流入る 故に 其 河水に 衝 かれて 今 は 

潮 入らす 淡 海な りと ぞ」. と 有り、) 偖 右の 神 名 式に 斐伊 神社 有りて、 次に 同社 坐斐 伊波 夜 比 古神 社 御 在し 坐す、 其 を 

1K 津彥根 命の 亦が と 見る 時は斐 伊神 社 は 其 御祖素 f{ 嗚^に 渡らせ 給 ふ 可し と 云 ふ も 予が强 ざる 說 にて、 其證と 成す 可 

き は 二十 武藏國 造の 下に 云へ る 神 名 式に、 武藏 li 足 立 郡 氷 川 神社 (名 神大、 月 十：. 新嘗) 頭註に、 水 川 社、 日本 武翁 

東征 之時勸 請 素 戔鳴尊 一也と 有り、 入 問 郡 中 氷 川 神社、 日本 武尊 東征 之時勸 n 請 稻田姬 命 一也と も 有れば 本國 W 雲より 

ii らせ 給へ る を、 其本國 にて 氷 川と 云 ふ 社 は何處 にか 御 在し 坐 さむ、 彼の 大蛇 を 平らげさせ 給へ りし 由に 緣 りて、 

右に 謂 ゆる 斐伊 神社に 素妻嗚 尊の 鎭り 坐す 御 靈を勸 請ら せ 給へ る 事 著明き 者な りかし、 然るに 摁國 風土記に、 氷 川 神 

社 神 田 百 束 十字 田四圍 覜松彥 香殖稻 天皇 (孝 昭) 御宇 三年 戊辰 素 #{嗚 尊大 已貴奇 稻田比 哮合三 座 也と 有れば 巳く より 

勸 請れ るに、 日本 武尊此 社に 就て 御 祈請の 御 事共 有りて、 謂 ゆる 宮 社に は 被レ 成た るなる 可く や 侍らむ >  扶桑 見聞 私 

記 (六十 五) に 「建久八年四月朔日*^|草觀音堂に御參り、 其より 直ちに 板 橋に 掛り中 仙 道 を 御 通り 申 大宮に 御 著、 

神主 御旅館に 伺， 皮し 御 祈 禱の卷 數を獻 す、 御前に 召して 神の 由 緖御尋 有り、 神主 中 云、 此神大 巳 貴 命な り 云々、 大社 

を勸 請し 奉る 故に 號ー, 大宮； 或 奉， 乍， 一大 官明 神； 此神昔 W 雲國氷 川上に 宫 居し 給 故 云々」 と 有りて. • 大社と 氷 川上と 

を 混じた る は 如何なる 車ながら、 此 にて 此 氷川祌 社の 本國ぉ 雲に て 渡らせ 給へ るから は 其 氷 川上に 宮居し 給 ふと 云 ふ 

なむ 斐伊 神社に 渡らせ 給へ りけ る、 神 階の 御 事 は 三代 實錄 に、 贞觀 元年 正月 七日 甲&奉 t 投， 武 藏國從 五位 下 氷 川 神 
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從 五位 上： 同 五 年 六月 八日 己 亥授， 一武 藏國從 五位 上 氷山 神 正 五位 下： 同 七 年 十二 サー 日 戊辰 授，， 武藏 ！：； 止 五位 下 氷 川 

神從四 位下 f 问十 一 年 十 一 月 十九 日 壬 申授， 一武 藏國從 四 位下 氷 川 神 正 四 位下； - 元 慶ニ年 十二月 二日 癸 亥授， 一武 藏 II 正 四 

位下 氷 川 神 正 四 位 上， と 所見たり- (此氷 川 神社より 勸 請れ る は- 傳 二十 一 卷に 註せ るが 如く 其 武藏阔 造 同祖に て 共に 

天穗日 命の 子孫 なれば、 其本國 にて 仕へ 奉れり し 祌を此 にも 移し 奉れるな る 可し、 其 中 水 川 神社の W を 武藏阈 式社考 

と 云 ふ 物に 「三箇 島 村長 宮大明 神 祭 大巳貴 命な り、 或 云 氷 川 村に 在り」 とも 見えたり、 伹諸社 一 覽に氷 川 社 在 一一， 江戶四 

谷： 此所入 問 郡 也と 見 ゆ， 其 祭神 は 氷 川 神社に 同じく して、 是も 右の 三 神 を 合せ 祭る にこ そ、) 〇 川上 は卽ち 右の 斐 可 

上に て、 第 四 一 書に 謂 ゆる 鳥 上 之 4 是 なり、 棘 一 一十 五に 云 ふべ し- 0 啼哭 は麵那 久と訓 めり、 ，^、4^:6j^^^-i^.,^.^i.^、 

齊明 天皇 四 年 御 紀に悲 哭を美 翻と 有る- -纖は 昔 を 立て 歎く 事な り、 又 那久は i 曰 i なる 可し、 續紀 Is 十一 ^^1に、悔顆惜 

0 痛彌 酸彌 大御 仏ば 哭之 坐 止 第五 十八 詔に、 悲備 赐比 之 乃 比 ^比 大御 泣哭川 川 大坐 a  ^ と 有る 泣哭を 詠めり、 萬 葉 

二  (二十 四 丁) に、 夜 者 毛 >  夜 之 盡- 晝者 母、 日 之盡- 哭耳 呼、 乍而 哉、 叉 (四十 四 丁) • 聞 者- 泣， 坪師 所哭、 

者、 心 曾 痛. 三 (二十 四 丁) に、 哭者泣 友、 色爾將 w 八方、 又 (二十 九 丁 y 毎 見、 哭： 斗 所 泣、 古 思^- 又 (五十 三 

丁/ 蘆 鶴 之， 哭耳所 泣、 朝夕 四- 大>  又 朝夕、 哭耳曾 吾 泣、 君 無二 四： 大、 又 (六十 丁)、 朝 烏 之. 啼耳哭 管， 四 (十四 

丁、、 に、 古人 曾 益而. 哭左 倍， 鳴 四、 又 (十七 丁： r  I 武爲便 不知、 哭 szbz 曾 泣、 又 (三十 四 丁). 乎 小 之， 哭耳泰 

管.， 又 (三十 八丁). 心爾 咽飮、 哭^ 四 所 流- 五 (三十 八丁) に、 可爾 可久. 爾- ： 思 和 豆 良 比. 翩能尾 志奈可 由- 叉 雲 

隱、 鳴往鳥 乃. 禰能尾 志奈可 由. 九 (二十 八丁) に、 反側、 戀 香裳將 居- 足垂 之. ^^八 將哭、 又 (三十 三 丁)、 行 


0、 射 立 嘆 曰、 惑 人 者， 啼繭毛 哭，、 叉 (ー-： 十四 丁)、 所 射 十六 乃、 意 突 痛、 葦 堪之、 思 亂而、 舂鳥 能、 啼耳鳴 乍、 

叉 (三十 六 丁)、 新 裳 之 如 毛 >  哭泣鶴 鴨、 叉、 行來跡 見者， ァ、 斗 之 所^、 十一 ニー 十二 丁) に、 念 W 而. 哭者雖 泣. * 

灼然、 人 之 可 知、 嘆爲 謹、 十二  (四十 二 丁) に、 哭耳吾 泣、 痛 毛爲便 無、 十三 (二十 丁) に、 每見、 哭耳之 所 泣、 + 

四 (六 丁) に、 伊毛 我 名欲妣 氏、 吾 乎 禰之奈 久奈、 叉、 伎 美 我 名 可 氣氐、 安乎誦 思奈久 流、 叉 (十 丁)、 筑波 赠爾. 

可 加 奈久和 之 能、 禰乃未 乎 可、 奈岐和 多 里 南牟、 叉 ニー 十一 丁)、 伊 米 能 未爾. 母 登 奈見耍 都 追、 安 乎 禰思奈 久流、 十 

五 (三十  一 丁) に、 欲 流 波須我 良爾、 踊 能 未 之奈加 由. 又 (三十 六 丁)、 須 敝毛奈 伎、 古 非 能 美 之 都 都 麵能未 之會奈 

久、 十九 (十 丁) に、 灼然. 啼爾之 毛將哭 二十 (五十 四 丁) に、 安佐 欲 比 ー1.  未 之奈氣 婆な ど 有りて 禰 は^く 時 

の音聲 なり、 那久は 昔聲を 立て > 歎く を 云 ふなり、 (叉 綱那久 の-糊 を 省きて 唯に 那久と 云 ふ も 常な り、 然る は 那久と 

云 ふに 其 音 を 立つ る 事 は 含まり て 有れば なり、 字書に 大聲曰 レ哭、 細聲 有レ涕 曰し；..！ と 有る 事なる が 其 如くに て. 哭は音 

を 立つ るに 係り、： 一？.) は 其 鏖垂る i 狀に 云へ り、 )〇 聲は 音と せ 一 び て 有心の 昔 を 許 惠と云 ひ、 無 心 の. 聲を 於 登 と 云 ふ が 木 に 

て、 其聲 より-韻の 遠き に 及ぶ を聲の 昔と は 云 ふなり、 借 其 聲の假 字 は、 萬 葉 五 (十七 丁) に、 毛 々等 利 能、 己 惠能古 保 

志枳、 十五 (十 丁) に、 鳴螺 乃、 許惠乎 之伎氣 婆、 十七 a 二十 四 丁) に、 鳴 鳥 能 ■ 許 惠乃孤 悲思吉 • 又 f 四十 二 丁) 保 

等 登 藝須、 許惠爾 安倍 奴久、 叉 (四十 三 丁). 保 等 登 伎須、 許 1, 爾 安倍 奴 伎、 二十 (三十 七 丁) に、 春 鳥 乃、 己 惠乃佐 

麻 欲 比、 叉 (四十 五 丁)、 宇 具比須 乃、 許 惠波須 疑 奴等な ど 有りて、 何れも 許 惠の假 字なる は傳 二十に 註せ るが 如く、 

11^ は 心音の 義 にて、 心に 思 ふ 事 を 打出づ るに は 其 氣の喉 内-より 出で て 口. 一里の 諸 部に 鯛れ て 音 を 成す、 卽ち其 貢 辭な るに 
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例して 思 ふに、 許 窓 は 心 末の 約れ るな りけ り、 宇禮を 切て 惠と云 ふ 例 は、 寓 葉に 多く 木末と 書きて 許 奴 鱧と 云 ふ ー百 の 有 

シヒノ ャヮ ウレ 

る は 木 之 字禮の 語なる に、 大嘗 祭. 儀に 椎枝を 古語 所謂 志 比 乃 和惠と 有る は椎之 末の 義 なる を、 其 宇禮を 切め て 惠と云 

へ る是 なり、 偖 許 _sl^ を 心 末なら むと 云 ふ は、 右の 一一 IE は 心音なる に 等しく して 心に 思 ひ 有る 時 は 終に 音に W ださに る 事 を 

得ざる にて 聲卽 ち是 なり、 然れば 人聲、 畜聲、 鳥聲、 蟲聲 など 生類に 多く 云 ふ 事に て、 金石 絲 竹に W づる をば 一哲と 云 ひて 

聲とは 云 はざる なり、 其 生類に も 時として は 昔と 云 ひ 金石 絲竹 にも 聲と云 ふ 事の 無き に は 非 ざれ ども 各 其 本意なる に 

は非ざる可し、(聲字、說文耳部に、聲音也-.^,耳.設聲、仏^箱文磬と見ぇて、徐諧が通論に萬物之音爲,聲、八昔中惟-^^聲精 

詣 入，， 於 耳 r 故 於， 文 耳 I ぼ爲， 聲、 ^古磬 字 也と 有り、 叉 字彙に 有：. 氣斯有 Ji 、故 云 n 聲氣？ 聲成レ 文爲レ 音、 故 云-: 聲音： 楊 

子 曰 雷 心聲 也と 有る は、 氣に觸 れて聲 有り、 其聲 物に 觸れて 音 を 成す 謂な り、 月 令疏 に、 雜 WE レ昔、 單 m 曰 レ聲と 有る、 

是卽ち 右に 聲成， 文を雜 W と 云 ひ、 有レ氣 斯有レ 聲を單 出と 云へ るな り、) 〇 尋レ聲 、古事記に は此 所を此 時箸從 一一 其 河 1 流 

下、 於 是須佐 之 男 命以， 爲人 W 有 其 河 上， 而 尊覓往 者と 有る は、 簸 川上より の 水の 隨 意に 流れ 下る に 就て、 其 川上に 人 有 

りけ りと 所思して 尋ねつ- -覓 上り 幸 行し. - 由なる にて、 姓氏 錄 (右京 皇別 下) に 佐们直 云々、 譽田 天皇 爲レ定 阈辦ー 

車 驚 巡幸 到 r, 坐播. M 國神 崎^ 瓦 村 東 上 <  于 レ時靑 茱葉自 川， 流 下、 天皇 詔 レ應， 1 川上 有 "人 也、 仍 差，， 伊 許 別命， 往 

問と 有る に 事の 趣 同じき を、 此御紀 の 如く は 其 川上に 啼哭を 聞 看して 人の 住居るな めり と 所思して 尋ねつ i 覓 上らせ 

給へ る 趣に て、 其 所以 別なる が 如しと 雖も、 此を考 ふるに、 地 神 本 紀には 此ニを 合せて 素斐鳴 ®^ 到-一 於 出 雲 國簸之 河 上 

名 髮 地-之 時、 自 . 其 河 上， 祭 流 下 者矣、 素斐烏 尊以 Hi 爲人 n 在 其 河 上 1 而 尋覓往 者、 聞 H 河 上 有-一 啼哭 之聲： 故尋， 往上 


と 有る が 如く、 箸の 流れ 下れる を 遙に其 流 末にて 見 行 はし 御 在し 坐して、 川上に 人 有りけ りと 所思し 看して 其 水に 傍 ひ 

て 上り 幸 行し ける を、 果して 其 水源なる 處に 人の 啼哭く 聲を所 聞 看させ 給へ る 趣に て、 是 信に 然 有りぬ 可き 御 事に なむ 

渡らせ 給へ りけ る、 然れ ども 箸の 流れ 下れる は 決めて 錢 川に は 有る ベから す、 第二 一  書に、 是時素 妻 鳴 尊下？ T 到 於 安藝 

1： 可愛 之 川上， 也、 彼 處有レ 神 名 曰-脚 摩^ 手 摩 乳-と 所見 たれば、 上に 謂 ゆる 風土記の 伯 太 川に て、 卽ち今 伯誉大 川と 云 

へ る是 なり、 但此 にて は 地理 甚く 違へ るが 如く なれ ども 然ら す、 其 鳥 上 山 は 仁 多 郡に 在りて、 風土記に 伯耆與 雲-之 

場と 注し、 其 意 宇 郡 伯 太 川の 事 を 同 記に 源 ffif 仁 多與， 一意 宇 ニー  IS 榑葛野 山よ と 所見 たれば 相 接け る 地なる にて、 斐 伊川 

と. E 太 川と 流 末にて は 十 里 許 もや 隔 在らむ を、 水源に て は 僅なる 程に し 有りければ、 地理の 違へ るに は 非す して 傳の狀 

の 異なる たり、 偖 素妾嗚 尊の 尋ねつ X 上り 坐し X は 其 可愛 之 川上に して、 大蛇 を 殺し 給へ る は錢之 川上なる 者たり、 第 

一一 1 1 書に、 其 斬 レ蛇之 地 則 W 雲 國錢之 川上 山是 也と 見えた る是 なり、 思 ひ 混 ふる 事 勿れ、 (地 祌本紀 の 右の 前文に 到ミ于 

as 雲 阈凝之 河 上與ニ 安藝 國 可愛 之 河 上 所 レ在ひ T 上 峯ー矣 と 有る は、 簸之河 上と 可愛 之 河 上と に 在る 鳥 上 峯と云 ふ 事た る 可 

し， 然れぱ 古に 意 宇 郡 以東 をば 安藝 W と 云 ひ、 仁 多 郡 以西 をば W 雲 國と云 ひて、 ニ國 なりし にこ そ、) 尋は多 豆 魏&と 

訓む べし、 ナ、 に 引ける 萬 葉 九 (三十 六 丁) に、 冬^ 蕷プ都 良 >  尊 去 t "^禮 婆と 有る は、 薯藉葛 は 草叢の 下 を 這 ふ 物にし 有 

りければ 探索む る義を 以て 尋 去の 發 語に は 置け る 物な り、 然れば 右に 引ける 古事記なる も、 尋覓上 往の尋 も 多 豆 踊 都 

と 別に 訓を加 ふ 可き なり、 古今 集 春 上に、 「月夜に は 其と も 見えす 梅花 香 を 尋ねて ぞ知 るべ かりけ る」 叉神樂 木綿 作 

に、 木、 由不川 久留、 志 名 乃 波 良 仁 也、 安佐 太 津禰、 安佐 太 川禰、 安佐 多川禰 也、 末、 安佐 太 川 踊. 萬 志 毛 加 美會也 
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云々、 本、 安佐 太 川禰、 吉美毛 可 美 所な ども 見えたり、 (右の 萬 葉なる 尋去 祁禮婆 を、 都岐氏 由祁禮 婆と 訓 めり、 其 

は 上に 取， 寸、 追 去 禮 婆と 云 ふに 對ふ處 なれば 其方 然る可き にや， 但其 後より 探索る の 方に 見る 時 は 猶多豆 奴な 

めり、 此尋 字海宮 遊行 章 第一. 1 1 書 第 六 一せ H に は、 麻 邇々々 と洲 みて、 北 ハ第八 一 寄なる 隨， 一 其 汀， と 有る に 並べたり、) 

又此 t せ 字 を 登 米 S とも，" むべ し、 其 例 は 欽明天 19 六 年御紀 に、 瞎 ぼ 巴 提使云 .<、 日晚 停， 小 兄 勿 (モ、 不， 知， 所， 之、 

其 夜 大雪、 IK 曉始求 有-虎 速 跡， 云- -、 尋至二 厳蚰： 拔， 刀 曰 云々、 今.： 代 兄 亡 追. 蹤 至と 有る 尋字 を 登 米 氏と 有りて、 下 

なる 覓 至に 應 へたる 事 全 此の 狀に 相似たり、 萬 葉 三 (四十 三 丁) に、 大 夫爾、 認有神 曾、 好 應祀、 九 (三十 六 丁) に、 

冬 ぜ舒_ ^都. Mr 尋去： S 禮婆、 十六 (二十 七 丁) に、 所 射 鹿 乎、 II 河邊 之、 和 草、 身 若 可 倍爾、 佐 宿 之 兒等波 母、 十九 

(十 丁〕 に、 夜具 多 知爾， 寢覺而 居 者 • 河 瀨尋、 情 毛 之奴爾 *  , 鳴 知 等理賀 毛な ど 有る 認又尋 など 有る 是 なり、 古今 集 

賀 部に 「龜 尾の 山の 岩根 を 求て 落つ る 瀧の 白玉 千代の 数 かも」 と 有る 求 亦 右に 同じ、 (藻鹽 草に も 求 來の字 を 登米久 

流と 訓 めり、 偖 右の I 字 を 名義 抄に多 S 奴 又 都 伊 傳叉母 智掌流 叉 於 布 又 损那波 知 又 比 WI 义 阿多 都 叉 名 知 麻 知と 訓 みて 

登 牟とは 無 けれども、 地 神本紀 にも 尋を登 米と 訓 みたり、) 〇 覓往者 を 麻 岐伊傳 麻 斯志加 婆と 訓 めり、 下なる 行覚も 

麻 岐伊俾 麻 須と訓 むべ くして 此に 同じき 狀 なる 事 下に 云ぶべし、 覓字は 古事記 八十 神 段に 爾其神 哭乍求 者と 有りて 求 

字を訓 み、 ，h 、に 雨 八十 神 覓追到 而矣刺 之 時， 自ニ木 H^, 漏逃而 去と 見え、 叉 八 干 矛 神 御 歌に、 ，： 仪斯 麻久： 爾、 都 麻 々岐迦 

泥 と 詠ませ 給 ひ、 又 夜麻賀 多爾" 麻岐斯 阿多 泥都岐 とも 見 ゆ、 叉 其 御 天降 段に、 此地者 向 一一 韓國 J 具 ：！ 来-通 笠 沙之御 

前而云 4- と 有る を、 此 章に は 胬完之 空 國自， 頓丘 一覚， 國行 去と 見えた る 下に、 覚國此 云 一 一矩 戴 膽 儀 一と 注された る由傳 


二 汁 九に 注せる が 如し、 其 第二 一書に も 完胸副 國自, 頓. 丘 一覚， 阈行 去と 見え- 第 四 一書に も 胬完空 國自， ：頓 丘， 觉， 國 

行 去な ど 有り、 萬 葉 二十 (五十 丁) に、 於 保久米 能、 麻須良 多祁乎 乎、 佐 吉爾多 ai、 由 岐登利 於 保 *:、 山河 v^、 伊波 

纏 左久美 e -、 布 美 等 保 利、 久爾 庥藝之 都々 と 有り、 此を纂 疏に覓 ，1； 者 求コ覓 可， 都 之邑， 也と 注させ 給へ り、 又 海宮遊 

行 章に、 旣 失- 1 兄 鈎-無 レ由， 一 訪覓： 其 第三 一書に、 海神 於是 擄；； 集 海魚， 覓 問 其 鈎， など 用 ひたる 覓も 上の 例な り、 叉濃體 

七 年 御紀に 載せられ たる 皇太子 御 歌に、 野 絕賤俱 倆 都 摩々, 祁： W 泥 底と 有る を釋 に妻覚 加-ま.；^ 也、 難， 覓 也と 所見 

たり、 度き 宮儀 帳に、 IK 照 坐 皇太神 云々、 吾 商； 大原坐 S 見 *3 麻岐 § 志 志 處 S 志 都 眞利坐 奴、 ,；^.^|-5^ 土 J^J^、 

神 現 K 而巡 「： 行 天下， 覓，， 可， 住國 r 又 尾 張 風土記に、 帝ト a 人覓， 神 者 f 日 置 部 等 祖建岡 君 ト食卽 遣. 覚， 神と 云 ふ 事 も 有 

り、 此を 以て 見る に 求めて 見る を 覓とは 云 ふなり けり、 名義 抄に覓 叉观を 母登牟 とも美 流と も 有り、 覓を於 杼侶久 と 

も 有れ ども 其 字の 異なる に は 非す、 偖此に 如此其 人聲を 認めて 覚 上り 幸 行し X は、 其 天上より 再 天降り 著 かせさせ 御 

在し 坐して 直に 其 住處を 定めさせ 給 はむ 御 心 御 在し 坐し つれば なり、 (偖 此の 覓住者 を 今一 の 訓に母 登 米 伊 傳麻斯 志 

加 婆と 訓 めれ ども、 古本 又新宮 本に 麻岐と 有る に從ふ 可し、 通證 に、 玉 篇竟覚 俗字、 廣韻求 也、 魏志管 略傳覚 っ索餘 

光， と 云へ り、 若て ロ訣 に尋， 聲覔往 者 聞， ー哭聲 一而 起， 一 悲哀 一尋， 一 其處， 也と 有れ ども 然 のみに は 非ざる べし、) 〇 往を伊 

傳麻 須と訓 める に、 古事記 黄泉 段なる 追 往の往 字 を も然訓 めり、 其往を _ ^字に 換 へて 四 神 m 生 章 第ん 一 書に は 何 來之晚 

也、 又來 追と 有る 來字を も然訓 める に 就て 傳 八に 記 傳を 引て 註せ るが 如く 此ー 一目 は W 坐す と 云 ふ 意に » でた るら む を、 

其往給 ふに も來給 ふに も 云 ふ 事 常なる 者な り、 然れば 往を这 り W 坐す と 云 ふ を、 来る を迎 へて ffi 坐す と 云 ふ も 其戶外 
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に W で 給 ふ義を 以て 云 ふなり、 天孫 降臨 章に、 旣而 皇孫 遊行 之 狀也者 云々、 到-一 於 吾田 長屋 笠 狹之硫 >矣ヽ 云々、 故皇 

孫 就 而留住 時と 有りて、 初 は 遊行と 書きて W 坐す の 意な り、 中 は 到と 記して 其 處に往 至の 義 なり、 終 は 就而留 住と 有 

て 住 著 給へ る 由な り、 其 第二 一書に も、 照 太 祌之子 所 幸 道路 有，： 如此 居， 之 者 誰 也、 敢問 之、 衢神對 曰、 聞ョ IK 照 太 神 

之 子 今當， 一 降 行 I 故 奉， 迎相待 云々、 復問 曰、 汝何處 到耶、 皇孫 何處到 耶云々 と 有りて、 上に 所 幸と 云 ひて 下に 到 

と 受けた る 事 右の 例に 同じ、 海宮 遊行韋 に、 延內之 坐定、 因 問， ー其來 意， 其 第三 一 書に 乃遂； K. 來意 f 第 四 一 書に 迎 

入 坐お、 因 問， 一 来意 一と 有る、 來を 伊傳麻 須と訓 める 事 上なる 四 神 W 生 章 第 六 一書に 同じく、 叉 其 第二 一書に 乃 尊-. 汀 

而進、 第 八 一 書に も隨 其 汀， 而進 者な ど 有る は 進 字を訓 めり、 其 第三 一 書に は 客是誰 者、 何以 至， 此、 第 四 一 書に 今 

者 IK 神 之 孫 1^ た 臨，， 吾處 T 第 六 1 書に 是時弟 往，， 海濱， 低徊 愁吟 云々、 故 零， 路而 往 云 .<、 問 曰、 天神 之 孫 何以辰 臨 

乎 と 有りて 凡 神代 記に 見えた る 所 右の 如し、 叉 行 字 を も然訓 める 事紀 記の 常な り、 (其 外 幸 を も 行幸 を も 所 幸 を も 就 

を も 訓む事 常な り、 叉 萬 葉に は 御 駕をも 伊傳麻 須と訓 みたり、 右の 狀に字 は樣々 に 異なりと 雖も其 言 は W 坐の 義 より 

- ： >  /  ユキ マス  イタル ユキ タル 

外 無 かめり) 叉金澤 本に は 此往字 を 伊 麻 須と訓 めり、 其 は 行 坐の 約れ るな り、 到は往 足なる と 同じ 意なる なり、 古 

事 記 明 宮段大 御 歌に、 志 那陀由 布、 佐々 那美 遲袁、 須 久須久 登、 和 賀伊鹿 勢 婆 夜、 許 波 多能 美 知邇、 阿波 志斯 袁登賫 

と 有る^ 麻須是 なり、 萬 葉 三 (五十 七 丁) に、 離 家、 伊麻須 吾妹 乎、 停不 得、 山隱都 禮、 情 神 毛 奈思、 十五 (四 丁) 

に、 大船 乎、 安 流 美 爾伊多 之、 伊. 麻 須君、 都 追 牟許等 奈久、 波 夜 可 敝里麻 勢、 二十 (四十 四 丁) に、 安之 我 良 乃、 夜 

敝也麻 故： 要 氏、 伊 麻之奈 婆、 多 禮乎可 伎 美 等、 彌都々 志 努波牟 など 有る ゆ！： 然り、 (：^ に 就て 思 ふに 萬 葉 一 卷 4  丁に、 


吾瀨子 之， 射立爲 兼、 五 可 新 何 本と 有る も往 立せ りけ むなる ベく、  二十 九 丁に、 佐 保 川爾、 伊 去 至而と 有る も往去 至り 

てなる 可く して、 世に 發 語の 伊と 云 ふは呰 往の義 にて 有るな りけ り、) 〇 有ョ 一 老公 與， 一老 婆 一 の 一 字 をば 比 登 理と訓 め 

り、 右の 老夫婦 を 指して 云 ふなり、 叉此 老公 を 募 疏木及 地 神本紀 共に 老翁に 作り、 熱 田 大神寬 平 緣起は 此御紀 を 引け 

る 物なる に 有 一， 一一 老翁 與ー 一老 嫡 一と 有り、 然る 本の 有りし なる 可し、 古事記に は 老夫與 一一 老女 一二 人 在而と 有り、 偖 老公 

老婆 は 、に 少女と 有る に對 へたる 者に して、 其 は 八洲 起 元 章に 少男此 云-,, 烏 等 孤 一 少女 此 云，； 烏 等哮， と 有る は 少弟 子 

ヲ トメ  . ヲサナ  ヲト  オヨ 

少弟 女の 義 にて 幼稚き 間の 稱 なる を、 其より 長な び老 すけ 行きて 盛年なる に は 唯に 男女と 書きて 袁と云 ひ 賣と云 ひ、 

或は 袁能古 賣能古 又は 袁美那 とも 云 ふめる を、 稍 年 高く 成れる をば 老公 老婆と 云 ふ 事 人の 善く 知れる が 如し、 (其少 男 

少女の 事 は 傳四卷 に 云 ひ 袁能 古賣能 古の 事は傳 二十 卷に云 へれば、 合せ 讀 みて 其 差別 有る を 知るべし、) 和名 抄 老幼 

類に、 翁 老人 也 和名 於 岐奈と 有りて、 ，^、に老公日本紀私記云、 老公 訓與レ an 同、 一 云叟 (上 同) 老人 稱 也と 見え、 次 

に 古老 遊 仙窟 云、 古老 和名 於 岐奈比 止、 今按、 云 古老 叉 一 云 老舊、 一 云 日本 紀云老 宿 (同， 上) と 有り， 叉誉宿 日本 

紀 私記 云 布 流 於 木奈と 見えたり、 叉嫗 和名 於 無奈、 老女 之稱 也と 有る、 無 は 美の 轉れ るに て、 老公 は 於 伎那、 老婆 は 於 

美那 なる 者な り、 海宮 遊行 章 第一 一書に は 長老 を 於 伎 那と訓 めり、 若て 其 於 は 大の義 にして 少男 少女の 反な り、 和名 

抄父. 母 類に 父母 を 知々 波々 と 有る を、 祖父 祖母 を 於 保 知 於 波と 有る は 大父大 母の 義 なる 上に、 曾祖父 曾祖母 を 於 保 於 

保 知 於 保 於 波と 有る は大大 父大大 母なる 如く 其 高き を大 と： K ふ例是 なり、 伎と 美と は傳 三に 註せ るが 如く 伊 弊 諾尊伊 

禅掛尊 或は 沫那藝 神 沫那美 神 又は 神？ i 岐命 神！ t 美 命な ど 申ち 奉る 岐美是 にて 男女の 謂な り、 那は K の 意に て 袁登寶 を 

0. 本 * 紀傳 二十 一之 卷 出現 章  三 七 一 


B 本 害. 紀傳 二十 一之 卷- 寶^ S 現 章  三 七 二 

後に 袁美那 と 云 ふ も 小 女 長に て 長り たる を 一 K ふなり、 仁德 天皇 五十 年 御 紀武內 宿 纏に 令 脇 給へ る大御 歌に、 參莽誉 破 

屢、 宇 智能 阿曾、 儺虚曾 破、 豫能 等保臂 等、 儺虚會 破、 區珥能 那戰臂 等と 有る を、 釋に世 遠 人 也、 又 國長人 也と 有る 長 

人の 謂な り、 古事記 此大御 歌に 答 へ 奉れる 武 內宿禰 歌に、 阿 禮許曾 波、 余 能 那賀比 登と 有り、 叉 長 を 那と云 へ る 例 は 四 

神 出生 章 第 六 一書に 所見た る 神 名に、 級長 津彥命 級長 戶邊 命と 有る 長卽ち 其的證 なり、 (又 和名 抄 老幼 類に 專 日本 紀云 

專領 二字 讀， 1 太 宇 女 乎 佐 女 T 今按、 專訓， 1 毛 波 良 S 一之 義也、 太 宇 女 者 毛 波 良 之 口語 也、 八 「呼，, 老女， 爲， 1 太 宇 女， と 有る 

太 宇 女は堪 女の 謂なる 事、 傳 十八 卷 石凝姥 命の 下に 註せ るが 如く、 次に 乎 佐 女 は 長女に て 物に 長た る をーズ ふなり、 又 

源氏 帚木卷 に， 人 粒々 にも 成り 少し 長な びむ に 添へ て 云 ごと 云 ふ、 袁登那 は 家長 を然訓 み、 毛 詩に 傅 御 を 家臣 之 S 也と 

有り、 又 前 漢書に 高 年老 長 人 所， 一尊 敬， 也と 有る、 老長も 然訓む 字なる、 其 袁登那 は 少年の 者に 對へ 云ふ稱 なる を も考合 

す 可し、) 偖 老公 老婆 は 大君 長大 女 長なる に 就て、 傳 十二に 註せ る 丹 後 風土記に、 于時 有，, 老夫婦 f 其 名 曰，， 和 奈佐老 夫 

和奈佐 老婦， と 有る を 其 神と 聞え て、 神 名 式に 阿波 國那賀 郡 和奈佐 意富 曾 神社 有る、 和 那佐は 右の 老夫婦の 名な り， 

意富 曾は大 長に て 其老夫 老婦の 謂是 なり、 其 は 土 佐 曰 記に 淡 路の多 宇 女と 云 ふ 有る は、 和名 抄に今 呼-老女， 爲, 多 宇 女- 

と 有る が 如く 老女の 稱 なる を、  其 下に 淡路島の 大ぃ 子と 有る は大伎 子の 昔 便な り、 此を 以て 老に大 の 護 有る をな む！ g 

り 可 かりけ る、 神武 天皇 戊 午年 御紀 に、 乃椎 根津彥 著，： 弊衣 服 及 蓑 笠， 爲，， 老人 貌： 叉 使， き 搰被， 5 ぉ爲 n 老娘 貌， 云々、 M 

慮 見 一二 一人 I 大 之曰大 醜乎老 父老 娘と 有りて、 老夫 老婆 を 老人 老揠 とも 作れたり、 又景行 fK 皇 四十 年 御紀の 秉燭者 

を 古事記に 御 火燒之 老人と 見え、 又顯宗 天皇 元 年御紀 に 召つ 娶耆宿 一と 有る は、 上に 引ける 和名 抄に 私記 云 布 流 於木奈 


と 有る 是也、 猶萬葉 十六 (九 丁) に、 昔 有 二 老翁 ハ 號 曰：： 竹 取 翁 T 云々、 卽 作歌 云々 と 有る 和歌に、 端寸 八爲， 老夫之 

歌 丹 • 云々、 十七 (四十 五 丁) に、 多 夫 fj 多 流、 之 許 都 於吉奈 乃、 十八 (三十 五 丁) に、 久 佐麻久 i^、 多 比 能 於伎奈 

等、 於 母 保 之 天、 叉 (三十 七 丁)、 須理夫 久路、 伊 麻 婆 衣 天 之 可、 於 吉奈佐 備勢牟 など 所見たり、 叉 其 婆 を 老女と も 

書く 事に て、 古事記 朝倉宮 段に 引田 部 赤 猪 子が 參れる を、 天皇 旣忘， 一先 所， 命 之 事： 問 n 其 赤 猪 子 一 曰、 汝者 誰， 老女 何 

由 W 參來、 爾赤猪 子 答 白、 其 年 其 月 被， 1 天皇 之 命？ 仰つ 待 大命， 至， ー于 今日？ 經，， 八十 歳 一と 有る 是 なり、 叉顯宗 天皇 元年 

御紀 に、 皇親歷 問 有， 二 老嫗， 云々、 於是 天皇 興-一 皇太子 億 計， 將- 一老 嫗婦- 云々、 此を 古事記に は 老媼と 有り、 萬 葉 二 

(十八 丁) に. - 古 之、 嫗 爾爲而 也、 如此 許、 戀爾將 沈、 如 手童兒 とも 有る、 何れも 於 美 那と訓 むべ し、 然る を 和名 抄に 

於 無奈と 有る は 其より 轉れる 者な り、 (叉 其 を 於 宇 那と云 ふ は、 音便に； g れ たる 後人の 訓 にて、 決めて 古言に は 無き 事な 

る 者な り、 名義 抄 にも 姥を於 宇那と 有る を 以て 見れば、 已 くより 然る 昔 便の  一 I 一一  E を も 世に は 用 ひ 習へ りし 者と 所見たり、) 

〇 中つ 間-置 一 少女， の 少女 は傳 四に 云へ り， 中間 置 は 古事記に 童女 置レ 中と 有る に 例して 三 字引 合せて 那加 爾須惠 S と 

訓 むべ し、 此置字 を 諸 本 共に 須惠 氏と 訓 める は、 卽 老夫婦 二人の 間に 狹 みて 少女 を 居らせ 置く を 云 ふなり、 樋 河 上天 淵 

記に 伹 有，； 老翁 娘, 中 n 坐 少女 I 而 泣と 有りて 坐 字 を 書け る も 然る 訓の 有る に 依りて 書け るな めり、 濱松 物語 二に、 -殿も 

、 、 、ゝ、 チゴ 、ゝ、 *ゝ、、、、、、、、ゝ、、、、、、、、、、ヽ、、ゝ、 , ， ， • 

上 も： isr ひて 兒姬君 を 御中に 居 奉りて 抱き 愛く しがり 聞え 給 ふに 云々 と 有る 文法に 似たり、 萬 葉 六 (十四 丁) に、 ^^上 

者、 跡 見 居 置而、 御山 者、 射 目立 渡と 有る は、 鳥 見 を 居え 置き 射 部 を令レ 立る 由な り、 十六 (十三 丁) に、 ト部 座， 龜 

毛莫燒 曾、 十七 (四十 六 丁) に、 等 奈美波 m、 母 利 弊 乎須惠 底と 有るな ど は、 ト部を 置き 守 部 を 置く と 云 ふ 事なる を須宇 
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3 本窨 傳 二十 一之 卷 寳 ft 屮 Z 魂. 窣  一一 一七 四 

と は 云 へ るに て、 卽其處 に 居らし むる 事 を 云 ふなり、 (故に 常に 居 を須和 流と 云 ふ は其須 宇の 首の 活けるな り、 定をも 

スヮル  スヮル 

居 をも訓 み、 又は 目に 5^ と 云 ふ もお に IS じ、 船に て綜と 云へ り、 字書に 舟 著 i 沙而不 行 也と 見 ゆ、) 〇 撫は加 伎 那傳氏 

と^めり、 卽ち搔 撫の義 なり， 萬 葉 六 ニー 十五 丁) に、 ；大皇 朕、 宇 頭 乃 御手 以、 扱撫 曾、 漏 宜赐、 打撫 曾、 麵宜 賜、 十 

九 (十一 丁) に、 矢 形 尾 乃、 麻 之 路能鷹 乎、 屋戶爾 須惠、 可 伎 奈泥見 都 追、 二十 (二十  一 丁) に、 知ハ 波々 我、 可 之 

良 加伎奈 er 佐 久安禮 止 伊比 之 古 度 婆 曾， 和須禮 加麵津 流な ど 有りて、 甚く 愛 ほしみ 憐れむ 形 狀を云 ふなり、 as 斯 

る 類の 加 伎と 宇 知と は；！ ST び對 へる 首に て、 古事記 須勢理 賣命御 歌に も、 宇知微 流、 斯麻 能佐岐 邪岐、 加岐微 流、 佐 

蘇 能 佐岐淤 知受と 有りて 右の 拔撫 打撫 などに 同じく、 宇 知 は 我より 彼に 移る 意、 加 伎 は 位より 此に 寄る 義 なる を 以て 

一一 一一 E の 上に 冠 ふらせ 云 ふなり、 萬 葉 二  (二十 七 丁) に、 天雲 之， 八赏搔 別而， 四 (五十二 丁) に、 覺而拔 友、 手 ニ毛不 

所觸 者、 九 (十八 丁) に、 fflfp.R 比、 首 成 之 加 婆、 加吉 結、 常代爾 至、 叉 (二十 三 丁)、 扱 99r 雨 • お 夜 乎、 十三 (十 

六 丁) に、 著 垣 之、 末极 刖而、 十四 (十二 丁) に、 可 伎武太 伎、 奴 禮杼安 加 奴 乎、 十七 (四十 二 丁) に、 可 伎 加 蘇， 

布、 敷 多 我 美 夜 麻爾、 十九 (二十  一 丁) に、 之 我 婆 多 婆、 吾等 爾可 伎無氣 など 有りて、 何れも 我方に 親しく 寄附く 意に 

云 ふ 時に 限りて 加 伎 某と 云 ふ 事な り、 (其 外に も 物 を 書く 手 を 書く 髮を搔 く 身を搔 くな ど 云 ふ 加 久の首 は ゆ S 右と 同 じか 

る 可し、 又此 反に て 打 上る 打 寄る 打 見る 打 聞く と 云 ふ 時 は 我より 伦に 移る 意に 云 ふなれば、 自佗 共に 其 意なる 一一" S なる 

ナ ギサス 

者な り、) 撫とは 按摩る 謂な り、 .fi, 、なる 脚 if 乳 手 摩 乳 神の 名 思 合す 可し、 續紀 第一 詔に、 天下 乃公 民 乎 惠赐比 撫赐牟 止 sfT 

隨神 所思 行 佐久止 詔、 第五 詔に、 此食阈 天下 乎 撫賜 慈^ 波 久、 第 十三 詔に、 叉 天皇 御靈多 5 乃 惠赐比 撫赐夫 事 依 a 云々、 食 I 


國 天下 乎 0 撫賜惠賜夫止奈せ神奈我良母念坐^^^-ど有りて、 何れも 撫と惠 とを拉 ベら れ たり、 鈴屋 大人の 解に、 「《 "て 撫づ 

る は 愛く しみ 憐れむ 所作なる 故に、 必す しも 撫で ざれ ども 愛く しみ 憐れむ を 云 ふなり」 と 有る が 如くに て、 搔も撫 も 人 

をして 快よ から 令る 事な り、 萬 葉 十八 (二十 一 丁) に、 老人 毛、 女 童 毛、 之 我 願、 心太 良 比闞、 撫賜、 治 賜 婆、 十 

九 (三十 九 丁) に、 吾皇 乃、 天下、 治 賜 者、 物 乃 布 能、 八十 友 之 雄 乎、 撫賜、 等 登 能 倍 賜、 食國 之、 四方 之 人 乎 母、 

安夫 左 波 受、 愍賜 者な ど 有る も 皆 右の 例に 異ならす、 其より 轉 りて 器財の 類 を 常に 愛玩ぶ 事に も 云へ り、 萬 葉 一 (七 

丁) に、 八 隅 知 之、 我 大王 乃、 朝 庭、 取撫 賜、 タ庭、 伊緣立 之、 御 執 乃、 梓弓 之 云々、 五 (二十 九 丁) に、 志 可 登 阿 

良 曲 r 比宜可 伎撫而 など 有る 是 なり、 (然れ ども 其 本 は此に 撫而哭 之と 有る が 如く、 實に其 身 を 按摩り て 愛 ほしみ 悲し 

ぶより W でた る 事 云 ふ も 更なり、 遊 仙窟に 摩 挲を那 傳佐須 流と 訓 めり、 源氏 若紫に、 -尼君 髮を搔 撫でつ.^ 梳る事 も 

煩さがり 給へ ど 云々」 又 「今より 見 奉れ ど 潔から ぬ 心 ざし は 勝りぬ 可くな むと て 搔撫っ k 額 見が ちに て W で 給 ひぬ」 

紅葉 賀に、 「御 髪の 甚愛 たく 壞れか k りたる を搔撫 て、 外なる 程は戀 しく や あると 宣 へば」 葵に、 「御髮 の 常よりも 淸 

らに見 ゆる を搔 撫で 給 ひて ： 松風に、 「戶 口に a 母 若君 抱て 指 出で たり、 哀 なる 御氣 しきに 搔 撫で 袷 ひて 見で は甚苦 

しかりぬべき こそ 甚打 つけなれ」 薄雲に、 「異 しく 樣々 に 物 思 ふ 可 かりけ る 身 かなと 打 歎きて、 常よりも 此君を 撫で 

終 U ひっつ 居たり」 若菜 下に、 「何ら 此 見し 人 かと 尋ねて 見 付 給へ り、 甚勞 たく 思えて 搔 撫でつ k 居たり」 叉、 「明 立てば 猫 

の 傅き を 爲て撫 養 ひ 給 ふ 1 夕霧に、 「御 心ち の 苦しき にも 御 髮搔撫 繕ろ ひ 下し 奉る」 東屋に、 「姬君 を 思 ふやう にて 見 

奉らば やと 且暮 守りて 撫馎づ く 事 限りなし、 叉 世に 母 無き 子 は 無く や 有る とて 53^ 母と 一 一人 撫 繕ろ ひたれば 云々， 一 と 見 
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え、 濱松 物語 三に、 「後 は然 こそ 思 ひ 捨て 給 ひし かど、 限 無う 哀しき 物に 行 ひの 隙々 には搔 撫でつ.^ 生し 奉り 給 ふ」 と 

有るな ど、 何れも 甚く 物 を 悲しく 爲る 時の 所行な り、 髮を然 する も 愛 ほしき に堪 へぬ 時に 爲る 事な りかし、 )〇 哭之は 

那久那 理と訓 むべ し、 古事記に は 童女 置, 中而 泣と 有り、 其 泣 字 は 伊佐 都と 訓む. べき 事、 次なる 足 摩 乳 手麼^ 神の 下に 

云 ふが 如し、 〇 汝等誰 也と 有る 誰 也 は、 新宮 本に 依りて 多禮 曾と 訓む べし、 此第六 一書に、 大己 責祌問 曰、 然 則汝是 

誰耶、 對曰、 吾 是汝之 幸 魂 奇魂也 云々、 古事記に も 爾 問 赐之、 汝等者 誰と 有りて 此に 同じく、 熱田緣 起に は汝等 何人 

と 有り、 其 何人も 多禮 曾と 訓 むべき 事 本より なり、 叉海宫 遊行 章 第一 一書に 乃 問 之 曰、 君是誰 者と 有る 誰 者 も 右と 同 

じく、 又 古事記 御- 大降 段に 誰 如 レ此而 居と 有り、 叉 其 白 禱原宮 段に * 爾大神 御子 問 二 汝者誰 也 r 答 曰、 僕 者 國神名 謂 一一 

贄持之 子， 云々、 爾 問- 1 汝者誰 也 T 答 曰、 僕 者 國神名 謂- 1 井 氷 鹿-云々、 爾 問- 1 汝者誰 也 f 答 曰、 僕 者 國祌名 謂" 一石 押 分 之 

子， 云. と 有る、 此 等の 誰 也 を記傳 に多禮 曾と 訓 まれた る も此に 依られた りし 者な り、 神武 大皇御 紀には 其を汝 何人 

此 大 

と 有る を も- 此例 にて 汝者誰 曾と 訓 みつ 可き 所なる 者な り、 雄 略 犬. 呈四年 御 紀大御 歌に、 拖 例柯、 舉能居 登、 飮爽 磨. 

陛懾. 麻 嗚須と 有る を、 古事記に は 参 i」 曾、 意富 麻 幣爾、 麻 袁須と 有り、 萬 葉 十四 (二十 丁) に、 ^禮 曾， 許 能屋能 

戶於曾 夫 流、 爾布奈 未爾、 和 家 世 乎 夜 里氐、 伊波 布 許能戶 乎と 有るな ど、 多禮 曾と 云 ふ 時 は 誰 やし 人なる ぞと尤 めて 

其 所以 を 問 ふ 語なる なり、 又 天孫 降臨 章 第二.， 一書に 皇孫 問 ：！、 汝是誰 之子耶 云々" 第 六 一書に- 大孫因 問へ 之 臼、 此誰 

^歟と 有る は 更なり- 風神 祭；！ に、 誰 神お 天下 乃 公 乃 作 作物 乎 不成傷 神 等ぬ 我 御 心お" 止 悟牵ほ 止 宇氣 比^ * 支と 有 

る 誰 神お も 亦 上に 異ならす、 (古本に 此を 多^ 曾 夜と 有れ ども、 曾 夜と 云 ふ 時 は 古事記 高比寶 命の 歌に 阿 治 志 貴多迦 J 


比 古 泥 能 迦微曾 也と 有る 是 にて、 其と 其 物 を 指し 云 ふに 歎聲を 添へ て 佗に 示す 意 なれば 少か義 異なり、 詞玉 緖ニ卷 に、 

拾遺集七に「漁to^爲し海士の敎へ し何方ぞゃ云 々」新勅撋集十三に、 「如何な りし 時ぞゃ 云々，」 源氏 總角卷 に 「何時ぞや 

も 云々」 と 云 ふ 歌 共 を 引て、 「此會 夜 は 問 係る 曾に 夜 を 添へ たるな り、 夜 は 疑の 夜に 非す 歎息の 夜な り」 と 有り、) 〇 何 

爲は 伊加 爾斯氏 加 母と 訓む べし、 萬 葉 三 (四十 二 丁) に、 如何 爲鴨、 從乎 不離 有牟、 十一 (三十 六 丁) に、 何如爲 鴨、 

吾戀將 止な どの 如く 物 を 問 係る 辭 なり、 五 (二十 九 丁) に、 此時 者、 伊可爾 可、 之 都々 可、 汝代者 和 多 流と 有る も 右に 

同じ 意味なる 者な り、 〇 哭 「一之 如此， 耶は、 熱田緣 起に 汝等 何人 哭っ泣 如 レ此， 邪と 有る に 依りて、 加 久那伎 伊佐 都 流 登 問 給 

閘 婆と 訓 むべ し、 下なる 脚 摩 乳 手 摩？？ - 神の 所に 説くべし、 .此訓の狀はも事記八十神段に大穴牟遲神„0^,,.,其菟ニ百* 何 由 

汝泣 伏と 有る に 似たり、 〇 吾是國 神の 吾是は 阿波と 訓 むべ し、 右に 引ける 古事記 白 檮原宮 段に 僕者國 神と 有る を、 御紀 

に は 何れも 臣是國 神と 書され たる を 合せ 訓 むべき に 等し、 古事記に は 此事を 故 其老夫 答： IT 僕 者國神 大山 洋 見神 之 子 

焉、 僕 名 謂 二足 名椎 f 妻 名 謂， 1 手名椎 一と 見え、 椎田緣 超に も對 曰、 僕 是國津 神 大山 祇之子 也と 見えた るに て 其 W 自明 

ら かなる 者な り、 若て.；； -の僕 者 國神は 下なる 僕 名 ：K  , と ：： ム ふへ 係りて、 大山 見神 を 指して！： 神と 云 ふに は. 非 ざ る な 

り、 口 訣に國 神猶ヒ 百， 一地 主， 也と 有る は 然る 事に て、 fK 孫 降臨 章に 其 地 有： 二 人 1- 自 號 事 勝國勝 長； if 皇孫 問 口、 國 

在耶、 以不對 曰、 此焉 有， 國、 請 任意 遊 之り 有る を、 其 第二 一  書に、 乃 召-一 國 主事 勝阈勝 長狹， 而訪 之、 對曰、 是 有レ國 

也、 取捨 隨レ 勅、 其 第 四， 一 書に、 彼處 有， 一 一 神；名：11,ー*^-勝1:勝長狹，：：ム々など有るを以て、阔神と云ふは备其地に主たる神 

の 謂なる 事 i;^ ふに： れり、 此事 委しく は傳 二十 七大國 主神の 下に 云へ り、 必す考 へ 合す 可し、 此 より 推す に 其 正書に 蓋 
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與 -ー國 神, 相戰而 然歟と 有る も 其 葺原中 W に 地 if, と 有る 神の 義 にて、 常に ：大 祌 地祇と 云 ふ竝 ての 例に は 非ざる 狀 なり、 又 

其^ 一 一  窨に i- 有 n 國神， 號，, ：大探 女， と 有る も、 萬 葉 三 (二十 二  丁) に、 久方 乃、； X 之 探 女 之、 石 船 乃、 泊師 一ね 竹？， fs. 豕留 

香 裳と 有れば、 今の 難 波邊の 地主な りしなる 可し、 叉 古事記 御 天降 段に 僕者國 神、 名 猿 田 古神 也と 名乘り 巾せ る も- 

其 皇御孫 尊の * 大降り 御 在し 坐し 著 かせさせ 給 ふ！！ の 地主 神と.^ す 一 なり、 叉景 行-天皇 四十 年 御紀に 蝦夷 賊首， 津神國 

津 神と 有る も 其お と 阔 とに 主たる 神 を 云 ふなり、 玉 社 神 名 帳に、 堅牢 地 神 1;^^- 大明 神と 云 ひ、 伊 贺國 阿 拜郡敢 W 神 

社 を 國津大 明祌と 有るな ど、 其 地 を 主領く 神の なる を 以て も曉る 可し、 萬 葉 一 (十七 丁) に、 樂浪 乃、 阈都美 神， 乃、 

浦 佐 備而， 荒 有 京、 見者 悲 毛と 有る も、 其 近 江 舊堵の 地の 地主 神の 荒び 坐す 由に 取 成した る 者な り、 此外 地名 を 以て 神 

社の 名と 爲るは 格別なる 事に して、 其 地名より 某 津彥某 津姬と 云 ふ 神 名 は 何れも 其 地主なる にて、 此 なる 國 祌の 謂な り 

と 知るべし、 (叉 神武 天皇 御 紀に、 天皇 新 帥，： 諸 皇子 舟師， 東征 至 n 速 吸 之 門 r 時 有 n 一  漁 人" 乘， 艇而至 、天皇 招， 之 因 問 

曰、 汝誰 也、 對曰、 臣是國 神 名 曰， ー珍彥 一と 有る を始 として、 至，； 吉^ 一時、 有, 人 自， 1 井中 r 光而 有， EST 天皇 問 之. 

曰、 汝 何人、 對曰、 臣是國 神、 名爲， 1 井光 f 此則吉 野 首 部 始祖 也、 叉更少 進、 亦 有, 尾而 披，, 磐石， 而 W 者、 天皇 問 之 曰 

汝 何人、 對曰、 臣是磐 排別之 子、 此則吉 野 圃檁部 始祖 也、 及，， 緣， 水 西 行 f 亦 有，， 作， 築 取， 魚 者 f  IK 皇問 之， 對曰、 臣 

是苞 苴撸之 子、 此則阿 太 養顦部 始祖 也と 有る も、 备其 地主の！： 神に して 其 子孫 も 其 地に 在りて 殊に^ 神の 義 明らかな 

り、) 借此 一 一 神 を 右の 如く 古事記 叉寬 平熱 田緣起 等に 大山 祇 神なる S 所見た る は、 大いに 所 由有る 御 ia$ と こそ は 所見た 

り けれ、 然る は 八に 註せ るが 如く- 其 大山 祇 神と 闇 霞 神と は 御 夫婦の 御中 間に 御 在し 坐す が 故に 亦 名 を 大山 罪御祖 


命と も 大山 津姬 命と も 中し 奉る 審な るが、 其 夫 神 大山 祇命 はし も赍鏡 開始 章に 天 香 山の 名 有れば、 正しく 其 山に 就た 

る 神に 渡らせ 給へ るに、 其 第二 一  書に は 山 雷神と 有りて、 卽ち天 石 窟隱の 御 時に 五百箇 眞坂樹 八十 玉 籤 を 採らせ させ 御 

在し 坐 さしめ ける 神に なむ 渡らせ 給へ りければ-其 神體は 例の 上天に 留まらせ 給へ る 申す も 更なり、 然るに 其 上- 大は更 

なり、 此國土 にても 在りと 有らゆる 山岳 はし も 皆 其 一 一 神の 所 知せ る處 にし 有りければ、 其 御子神 等 を 分り 居 置して 其 山 

山 を 令レュ S 給へ るが、 此ニ神 はし も 其 烏 上 峰より 係け て W 雲. 伯 耆の邊 の 山 神に 御 在すな る 可し、 又 其八岐 大蛇 はし も 

下に 註せ るが 如く 近 江 國氣吹 山の 山 神なる を、 其 二 神と 共に 相爭 ふとして 大蛇に 成りて 來 りて 終に 素戔鳴 尊に 滅 ほさ 

れ 奉れる 者と 所見たり、 又此ニ 神に 稻田宮 主簀狹 之八箇 耳. 神と 申す 御名の 八箇耳 は、 天上に 天迦久 神の 有る 准ら ひに 

鹿 を 主れ る 由に は 非 じかと 思 ふも捨 つべ からざる 心ち す 、翁. fl, 、々に 云 ふべき なり、 (然れ ば 共に 佗 神の 子なら すして 

等しく 山 神より W でたり し 神ながら、 同じ 素せ 戈嗚 尊の 御子に も 八十 神は惡 しく 有りて、 大己貴 神 は 功 坐せ るな どの 事 を 

田サふ 可し、) 〇 脚 摩 乳 手 摩^ は、 古事記に は 足 名椎. 手 名 推と 作れ、 熱田緣 起に は 足 名槌. 乎 名槌と 作り、 脚 摩 • 手 摩 は 字 

の 如くに て、 ロ訣 に、 老公 撫，； 少女， 哭 以稱， 之、 乳 語助、 白， 哀傷 深， と 見え、 纂疏 に、 因，, 其 子， 而得， 名、 蓋 父母 撫 

摩 其 子 之 手足， 而乳 n 養 之 一也と 有る にて 其 名義 明らかな り、 偖此 神の 御 事 を 第一 一 書. 第 li 一書に は 稻田宮 主 簀狹之 八 

窗. 耳と 見えた る を、 古事記に は稻田 {S 主 須賀之 八耳祌 とも 有る に、 其 稻田宮 主は此 下に、 因 勅 之 曰、 吾 兒宮首 者 卽脚摩 

乳. 手 摩 乳 也、 故 賜-: 號於ニ 神， 曰， 一 稻田宮 主神, と 有れば、 後に 素斐鳴 尊より 賜 はれる 名な り-叉 簀狭は W 雲 風土記に 飯 石 

郡 須佐鄕 有り、 須賀 は、 下に 遂 到，： £ 雲之淸 地； 乃 一一 一一 II 曰、 吾心 淸. <<  之、 於， 一波 處， 建， 宮と 所見て、 淸地此 云 二 素 鶴 一と 注され 
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たれば、 右に 吾 兒宫と 有る 處 にして、 其大原 郡の 地名 なれば 此も 其宫 » 来て 後の 稱 なる 事 云 ふ も 更なり、 然れば 八箇. 斗 

神と 申す ぞ其 老夫婦 を 合せた る始 よりの 名な りけ む を、 此に 素斐鳴 尊の 汝等誰 也と 問 ひ 給へ るに、 其 童女 を圍 みて 脚 を 

摩り 手 を 撫でつ \ 愛 ほしみ 憐 しみ 居る 狀を 以て 我 名と 對へ 進ら せて、 其大祌 をして 愛憐の 御 心を發 させ 奉り、 其 御 扶助 

を 得 奉らむ と 明白に 申し 奉れる を、 其 事の 由に 緣 りて 其 大蛇 を 平らげさせ 御 在し 坐して、 不意に 神劍 を？. £ させ 給 ひ、 其 

を 天神の 御 許に 獻らせ 給 ひて 皇御孫 尊 QlKi^ 日 嗣所知 1^ す大 御璽と 成り、 叉 其 神の 御 女 奇稻田 姬命を 后 神と 定めさせ 

御 在し 坐して、 其 令， 生 給； f る 大巳貴 神 はし も 天下 千 萬國を 作り 堅めさせ 御 在し 坐し ける 大國 主神に て 渡らせ 給へ るな 

どの 御 事 は 巾す も 更なり、 叉 此御妻 問の 御 事に 緣 りて 素 斐嗚大 神の 直に は 根國に 入御 在し 坐 さすして、 此顯 國 に 留任せ 

給 ひて、 國 引の 御 政 は 更なり 諸 御子神 等に 命せ て 衣食住の 御 事な ど を 起し 給 ひて、 甚責 く甚可 長き 大御 功績 を 立てさせ 

御 在し 坐し ける も、 其 始は此 に 中つ 間 置 一 少女， 撫而哭 之と 有る 其 事に 根據 せる を 以て 定まれる 御名と は 成りに たりけ 

らし、 (此 名の 狀を 以て 見る 時 は、 甚く 忌 はしき 事に 起れ る 如く なれ ども、 其 忌 はしかり ける 事に 依りて こそ 然る 甚 じき 

善事の 本と は 成り つれば、 然食ひ 給 ふ 可き 事な り けれ、 此とは異なれども、傳三卷に註せるが如く彼のニ柱御輒神もf^l 

合の 始に相 誘な はせ 給へ る 事に 依りて 伊 弊 諾尊. 伊胖掛 尊と 御名に 食せ させ 御 在し 坐せ るに 等しくな む 有るべき、) ^ 

其 乳 を 右に 引ける 慕疏に 現コ養 之， 也と 說 かせ 給 へれ ども、 度會 延佳說 に、 「乳 字 を 5^ 哺の義 に 注させ 給へ るは拘 はりた 

る 様に S ゆ」 と 云 へ る は 然る 首な り、 故に 思 ふに ロ訣に ほ-一 哀傷 深, と 云 へる は 卓見に て、 右に 撫而哭 之と 有る 撫は脚 磨 

手 撫の賈 に 《おる 事，；； ：- に 云 へ るが 如く， 哭 之に は 乳の 言な む る 可 かりけ る を、 今此に 合せて 思 ふに 此は^：佐知の-；-：！：の 


約れ る 者に て、 脚 摩 泣 手 摩 泣の 意なる が 上下の 音 相 迫りて 那豆 知と は 成れる 者な り-古事記に は 此に哭 と 有る 所 を 童女 

篋 レ中而 泣 と 有る を 以て 證と爲 べし、 叉 速 須佐之 男 命不， 知，： 所 命之國 一而 八 拳須至 一： 于心 前ー啼 伊佐 知 伎 也と 有る を、 四 

メ  ナキィ サ>| 'フゾ クム 

祌 E 生 章 第 六 一 書に は、 是時素 斐嗚尊 年 巳 長矣、 復 生，； 八 握 鬚髯； 雖， 然不， 治，； 天下 f 常以 啼泣恚 恨と 有り、 此 にて 伊佐 知 

に 泣 字の 能く 常れ る を 見る 可し、 又 其 正書に も且 常以， ー哭 泣， 爲， 行と 見え、 其 第 六 一 書ぽ 、至，, 於 火 神軻遇 突智之 生， 也、 

其 母 伊 #1$ 尊 見， 焦而化 去、 于時伊 弗 諾尊恨 之 曰、 唯以， ニ兒， 替，， 我 愛 之 妹 者， 乎、 則 ii つ 匐 頭邊ハ ^コ 匐 脚 逸， 而ナ 

涕 焉と 有りて、 何れも 哭泣 を那伎 伊佐 都と 訓め るに、 上なる 何 爲哭っ 之 如此， 耶を、 熱田緣 起に は 何人" 哭辻， 仏 如 此ー邪 

と 有れば、 右に 當る時 は 乳 は 全く 伊佐 知の 言の 切れる 事 著明き 者な り、 傳 六に 其哭 泣の 意を說 くに 合せ 考ふ可 き^な 

りかし、 (ra; 云、 谷审； 遠說 に、 山城 國賀茂 有，， 鴨 脚 氏； 相傅此 神之裔 也と 云へ る は 何に 依れる 說 なる にや、 其 家 は今賀 

茂縣 主と 云 ふ 事 なれ ども、 元は 姓氏 錄 大和 國神別 地祇に、 賀茂縣 主大祌 朝臣 同祖 大國 主神 之 後 也、 大田々 麵古命 孫大賀 

茂 都 美 命. 一 名大 賀茂足 尼 奉 レ齋- 一賀 茂 神社-也と 有る 有な り、 故 其 鴨 脚 家系 を 見る に、 味 組 高 彥根神 十四 世 孫 田 主 臣從， ；景 

行 大皇， 征，， 筑紫國 T 家門 楓樹 多、 帝 召 見， 之、 以， -, 蝦 手 似，， 鴨 脚， 勒賜， -鴨脚 御製 歌； 賜-, 姓^ 久良縣 主； 至，， 後世， 以，， ， ^ソ 

倉， 稱= 立藏？ 天 皇五 十七 年 丁 卯 三月 十三 日 於，； 秀倉里 ー卒、 九十 二 歳と 所見 たれば、 正しく 大國 主神の 御 末なる を、 更 

に 脚 摩 乳 手 摩 現 神に は 由無き 事共な り、) 〇 童女 は 次に は少 童と 書かれたり、 卽ち 右の 少女に 同じく 袁登 賣と訓 むべ 

し、 叉 は 賣能和 良 波と 訓 みて 有りぬべし、 古事記 朝倉宮 段に IK 皇幸 コ行吉 野宮， 之 時、 吉野 川之濱 有，： 童女 f 其 形 姿 美 

0. 故 婚，； 是 童女； 還 「： 坐 於宮- 後更亦 幸；： 行吉 野， 之 時、 留，： 其 童女 之 所 P 遇 云 .<、 爾 因，： 其 嬉子之 好^, 作，： 御 歌； 其 歌 
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In (上略) 麻 比 須流袁 美那" 登 許 余- 爾母加 母と 有る に 因れば 袁美 那と訓 むべき 狀 なれ ども、 並て は 袁美那 は 童女より は 

稍 長と 成りた る を 云 ふ 事 常 なれば 狼 袁登賣 なり、 其 下に 叉 "大 皇婚- 一丸 邇之佐 都 紀臣之 女袁杼 比寶ハ 幸.^ 行于春 日-之 時、 

嫒女 逢， 女 云云、 其 御 歌 曰、 袁登賣 能、 伊加 久流 袁加袁 (下略) と 有る を 合せ 讀 みて 知るべし、 . 常 陸風 七-記 香 島邯條 

に、 以南 童子 女 松原 古ぎ 年少 擎- (俗 曰 加味 乃予止 古、 加味 乃 乎 止 賫、) と 有る 加味 は 神に て美稱 なり、 擎女は 童 

子 童女 を重稱 したる にて、 此を乎 止 古 乎 企 賣と詞 むべき 徵是 なり、 然るに 和名 抄に、 童、 醴記 云、 和名 和^ 波、 未レ冠 

之稱 也と 見え-仮 子 讀師說 和 良 波 倍、 童 男女 也、 童 男 乎 乃 和 良 倍、 童女 女 乃 和 良 倍と 有り、 萬 葉 十一 (二十  一丁) 

に、 今更、 小善 爲流、 老人 二 四手、 十八 (二十  一丁) に、 老人 毛 女童兒 毛な ど 有る 是 なり、 叉士ハ (十六 丁) に 

は、 橘、 寺 之 長屋 爾、 吾 率 宿 之、 童女 波奈理 波、 髮上 都良武 可と 有る 童女 を、 ，f- 歌に は 宇 奈爲と 作り、 是亦 童女 を 宇 

奈爲と 心得べき 證 なるな り、 其 註に 稱 一一 未， 著 レ冠女 一日 一一 放髮化 一と 有る 是 なり、 (此童 字 は 前 漢書に 十五 以下 謂 一一 之 置 

子ハ 童 獨也言 未， 有-室 家， 也と 見え、 禮 記に 士未冠 之稱 也と 有れば、 童女 も 十五 以下に て 未だ 嫁がざる を 云 ふに 用 ひた 

る 字な り、) 其 和 良 波の 和は傳 四、 十三に 註せ る 如く 常に 婦人 を 手！^ - 女と 云る 「ぉ是 にて、 良 は 其 形 狀を云 ひ、 和擊 

和 良 倍 Q 波と 倍と は 5Sq 管て なる 可く、 叉 和 良 波 f  5S 其 群に て I 部 1 なり、 混同 に菅事 勿れ、 

土 佐 日記に 若き 和 良 波 又 i なき 和 良 波の 稱 有り、 叉 上の 如く 女の 和 良 波と も 見 ゆ、 叉 女 和 良 波と も 云へ り、 萬 葉 八 

(五十 丁) に、 秋 芽 子 乃、 宇 li 舊と 有る は 爾とま 事に て、 芽 字 Q 末 S みたる f り、 源囊 

卷 (三 丁) に、 「人 狀の和 加に (や > ^く^え 給へば」 野分卷 (十五 丁) に、「目見甚餘り和^^.汉加なるぞ^=^しも品高く 


見え ざり ける-」 稹注卷 (三十 四 丁) に I 「和 良 良 加なる 氣も 無き 人」 若菜 上 (三十 七 丁) に. 「和 良 良 加に 云々」 と 有る 

を、 河 海抄に 和字 を 以て 註 させ 給へ る も 右に 同じき 霄な るが 故な り、 (叉 少女 卷に、 「未 甚伎爲 和なる 程 を 云々」 「姬君 © 

御狀の^*伎51-和に美くしぅて云々」ー 伎 和に 清ら なる 物から 云々」 叉篝 火. 若菜 下. 竹 川 等の 卷々 にも 所見たり、 此和 

を 波に 誤れり、 河 海 抄に稚 日本 紀. と 有れば、 此御紀 の 中に 然る 訓も 有りし なる 可 けれども 今 本に 無し、 此を註 者 「弱 

きなり、 幼き 時 は 何事 も氣 弱き なり」 と 云へ る は 然る 一一 目に て、 其 横柱卷 に、 「瘦衰 へて 比 和 豆に 云々」 叉 「比 和 豆に て髮 

ケゥ 

甚淸ら にて 云々」 竹川卷 に、 「甚 若う 比 和 S なりと 云々」 と 有る を、 一 本に 伎爲 和と 有れば 其 近き 語なる を 知るべし、 此 

言 は 古事記 日 代宮段 歌に、 斗迦 麻邇、 佐 和 多流久 爲、 比波炬 曾、 多 和 夜賀比 那袁と 有る は、 敏 鎌に 眞 渡る 代 弱 細 手 5i 肱 

をと 云 ふ 事なる 由、 記傳 二十 八卷に 註され たる を 見る 可し、 右 等の 伎 毘和叉 比 和 豆の 和と 和 良 波の 和と 共に 同じく し 

て く 幼稚き 事な り、 因 云、 遊 仙窟に 兒を和 良 波と 訓 みたり、) 〇 吾 兒を此 は 素 戔嗚大 神に 申す 所なる が 故に 謙 退る 義 

を 以て 夜 都 加禮我 古と 訓み、 次なる は 自ら 其 生める 子の 事 を 語る 所なる が 故に 阿賀 古と 訓み 別け たり、 此に例 すれば 下 

に 吾兒宵 者と 有る は 素 斐嗚大 神の 己 尊の 御子の を？ i せる 所なる 故に 阿賀 美 古と 訓む 可き 事 木よりの 事な り、 御紀の 

例 君 S に對 ひて r しが 事 を 申す に は 何時も 吾 叉 は 僕 字 を 書きて 夜 都 加 禮と訓 む 事な り、 卽奴 我と 云 ふ 事の 切 まれる 由已 

に傳 十三に 註せ るが 如し、 其 阿賀 美 古と 云 ふ 例 は 此 第五 一 書に、 若， 1 使 吾 兒所レ 御之阈 不,， 有，.， 浮寶， 者 未，, 是佳 一也、 ；大孫 

降臨 章 第一 一 寄に、 是 IfiM 可， 王 之 地 也： 7、葺 原 千 五 百 秋之瑞 穗國、 48 子孫 可 レ王之 地 也、： «  二， 一  臀に、 吾 兒視， 1 此寶 

鏡-云云、 以 •： 吾 高- rK 原 所， 御齋庭 之穗， 亦當 n 御 於 吾 兄， 云云、 皇孫 曰 雖，， ^H< 神 之 子" 如何 一夜 使，， 人娠， 乎、 抑 非-, 吾 之 兒- 
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敷と 有る は 更なり、 古事記御天降段にも、天照太御神之命以云々、我御子正勝吾勝.<速日_大忍穗斗命ー1^々、 此葺 原中國 

者 我 御子 之 所知阔 依 所 賜 之！： 也 云々、 汝之 宇志 波 ft. 流 葺原中 阈者我 御子 之 所, 知 litr 依 賜 云々、 吾 御子 爲， っ大 降， 之 道 

誰 如， 此而居 云々、 佐 久夜墨 買 一宿 哉 妊、 是非， 1 我 子， 云々、 其. m 禱原宮 段に、 我 之 御子 等 不平 坐 良 志、 又景行  >大 皇 四十 年 御 

紀に形 則 我 子、 實則 神人と 有るな ど は、 君 上より 下に 對し. て 詔り 給へ る 所なる が、 上に 大神 御子 Q 御上の 御 Isa- なりけ， 

ば 阿賀 美 古と 詞 むべ き 事 本より なり、 (古事記 は 此の 首の 任に 書かれた る 故に 正しく 我 御子と 書かれた る を、 御 紀は漢 

文體に 作れて 簡古を 主と 爲るを 以て 吾兒 又は 我 子と は 書され たり、) 叉 阿賀 古と 云 ふ、 古事記 御， 大降 段に 我 子 者 不レ死 有. 

祁理、 我 君者不 i 死 坐祁理 云々 と 有り、 次に 天神の 御 使の 我 御子と 述べ 給へ るに 答へ 奉りて、 大國 主神の 僕 者 不一 一^ 白 つお 

子 八审； 首 代 主神 是可& 然と 見え、 又 今 汝子事 代 主神 如， 此白訖 と 有る に對 へて、 亦 我 子 有ュ建 御名 方 神 一と 卞し給 ひ、 次 

に汝 子等 事 代 主神 建 御名 方 神 二 神 者 云. <  と 有る に對 へて. 僕 子等 二 神隨レ 白、 僕之不 J 連 と^し 給 ひ、 ^に 亦 僕 子等 百 人. 

十 神者卽 八重 事 代 主神 爲，， 神 之 御 尾 前- 而仕寧 者、 遠 祌者非 也な ど 有り、 萬 葉 四 (四十 九) に、 念 有 之- 吾兒乃 刀自 緒、 

叉 (五十 五 丁)、 緣乎 奈彌、 念而 有師、 吾 兒羽裳 何恰、 五 (三十 九 丁) に、. H 玉 之、 吾子 古 日 者、 九 (三十  一 丁) に、 

吾子 羽 裏、 IK 乃 鶴 群な ど 見 ゆ、 何れも 阿賀 古と 詞む べし、 (阿賀と 和賀 との 差別 は 巳に 傳四卷 に 云へ り、 阿賀と 云 ふ 時 

は 甚く 親む 語と なりて、 神武： 大皇戊 午年 御 紀大御 歌の 句に 阿 誤豫阿 誤豫と 見え. 叉 皇軍 大悅、 仰， 天而ー 咲と 有る 歌の 

終に も 其 語 有る を、 私記に 阿 誤小兒 也、 猶ヒ百 二 我兒， 也と 有る 是 なり、 源氏 帚木卷 にも 「阿 碁 は 知ら じな 云々」 と 有る を、 

註に 「幼少の 者 を 親しみて 吾 兒と云 ふなり」 と 有り、) 〇 奇 稻田姬 は 第二 一  書に は眞 髮躅奇 田嫒と 有り、 古， 記 こ 


は 梅 名 田 比寶と 作き、 熟田緣起には梅稻田姬と作り、9^雲風土記飯石郡熊谷鄕條には、久志伊奈太美等與麻奴良比赍命 

と 見え、 神 名 式に は、 山城 國相樂 那綺原 坐 健 伊那 太比賣 神社、 能 登 國能登 都久志 伊奈 太 伎比咩 神社な ど 所見たり、 名義 は 

i^sT なる 可し、 下に 故 素 嗚尊立 化奇稻 田姬爲 湯津爪 櫛， 而摔 一一 於 御髻ー 云 , と 有る 此御 事に 依れる 御名と 聞え た 

り、 古事記に も 爾速須 佐 之 男 命 乃 於，， 湯津爪 櫛， 取 n 成 其 童女， 而 刺，， 御 美 豆 iiii, 云々、 熱田緣 起に も 素 嗚尊立 化櫛稻 H 

姬爲 r 湯津爪 摘ー插 n 於 御髻- 云. „< と 所見た る是 にて、 其八岐 大蛇 を 言 向 させ 給 ふとして 此 女神 を 立 化に 湯津爪 櫛に 取 成 

し 給 ひ、 叉 下に 云 へ る 艾偶女 を 作らして 其 影 を 酒糟に 移して 實に其 童女と 令い 思て、 其 酒 を 飮み醉 はしめ 給 はむ と 謀ら 

せ 給 ひつる 其 神 策の 當 りて 終に 亡 ほし 給へ る を 以て、 其 奇異し き 所以 を 以て 久志 伊奈 多 伎 比 洋 命と は 御名に 食せ る は 

本なる を、 叉 其 宮を稻 田宮と 申して 田に 由有る 事の 御 在し 坐す に 就て、 伊奈 太 伎の 伎 を 略き て稻 田の 義 なる 御名に 定ま 

れる 者な りけ り、 偖此 伊奈 太 伎の 事 は、 瑞珠 盟約 規 なる 古本の 一 訓に、 髻髦の 二字 を 合せて 美 伊奈 太 伎と 有る は、 共に 頭 

頂 こ-在る 物なる が 故な り、 此に fin 於 御 髻-と 有る は、 卽ち插 -ー 於 御 頂 一と 云 はむ が 如くして、 已に博 十三に 引ける 萬 葉 二 

十 (二十 九 丁) に、 阿 母 刀自 母、 多 麻 爾母賀 母 夜、 伊 多 太 伎 Br 美 10- 良 乃 奈可爾 、阿敝 麻 可麻久 母と 有りて 髻を 詠める に、 

其 三 (四十 四 丁) に、 伊奈 太 吉爾、 伎 須寶流 玉 者、 無二 云々 と 有りて、 其 同じ 事 を 此には 伊奈 太吉と 云へ る を 以て 考へ合 

す 可し、 (其 髻鬉の 事に 就て、 釋； 1 訓に師 說弘仁 私記 有 r. 兩說 r ー說連 髻髮. 伊奈 太伎ハ ー說爲 -1 美 川 良； 然 則兩說 

可-一兼 用， 也 云々 の說も 有る 事 なれ ども、 右の 二 歌 を 合せて 證と爲 るに は 如かざる なり、 叉 新撰 字 鏡に も髻を 伊奈 太 伎 

と 有り、) 右の 久志 伊奈 太 美 等 與麻奴 良比寶 命と 申す 久志 伊奈 太 は、 右に 云 へ る 髻 より 出て 轉 りて 稻 田の 字の 意と 成 
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B 本書 紀傳 二十 一之 卷 寳 出現 章  一一 一八 六 

りて、下に稻田宮主神と有る其如く御田佃の事に功坐せる故の御名と成る_?^-下に云ふが如しと雖、此は御眷の玉に依れ 

る 御名の 狀 なり、 故に 其 美等與 は瑞豐 にて 水に 云 ひ 係け て 右の 稻 田の 緣 なり、 其 瑞は瑞 八 坂瓊之 曲玉な どの 瑞 なり、 豐 

は 豐玉祌 又 豐玉彥 神 豐玉姬 命と 申す 璺 にて 例の 豐饒 なる 義 なり、 麻 奴 良 は眞虔 在に て、 八洲 起 元 草に 遺 玉也此 nA?^ と 

有る 是 なり、 其 は 嫁 四. 十三に 註せ る を 見て 知るべし、 然 れば此 は椅髻 瑞豐眞 在姬 命と 申す 意の 御名に て、 下に 云へ る 

が 如く 彼の 大蛇 を 退治 させ 御 坐し 坐し ける 時に 食 ひ 給へ るなる は 然る 物に て、 奇稻 田より 水豐と 承け 眞停 在と 綾き て、 

農作の 事に 係 列へ る義 なむ 所見たり ける、 田に 一 t を 云 ふ は 天孫 降臨 章 第三 一書に 狹名 田に 拉 びて 淳浪 田の 稱 見え、 和 

名抄郡 名に 安藝 國 沼田 (奴 太) 同鄕 名に 常 陸 國新治 郡 沼田、， 上野 國 利根 郡 渭田 (奴 末 太) 安藝 國 沼田 郡 沼田な ど 有る 是に 

て、 謂 ゆる 沙 田の 狹名 田に 對 へて 返 田 ゃ淳浪 田と は 云 ふなり けり、 故に 此 御名 は 玉 を 以て は 其 御 容儀の 御 事 を 稱し奉 

り、 田 を 以て は 其 御 農作の 御 功 を稱へ 奉る になむ 常れ る 者と 所思え たりけ る 、(但し W 雲 國橄縫 郡 沼田 鄕 有れ ども 此は 

別義 なり、 風土記に、 沼田 鄕郡、 家 正西 八 里 六十 歩、 宇 乃 治 比 古 命 以，； 爾多 水， 而御 乾飯 爾 多雨 食 坐 詔 而爾多 jp; 給 之、 然則 

可， 謂，, 雨多鄕 f 與 今人 猶 云，： 努， i-, 斗、 神龜 三年 改，, 字 沼田， と 有りて、 爾多 なれ ども 田に BE 田と 云 ふ 事の 有る に 引かれて 

終に 努 多と 云 ふ 稱とは 成れり しなり けり、 依 又 右の 麻 奴 と 同 首 有り、 萬 葉 十六 卷に、 ^桐、 熊來 酒屋 爾、 眞奴 留 

奴 和 之、 佐須比 立、 率 而來奈 麻 之 乎、 露 奴.：： K 留奴和 之と 有る は 眞瑄在 之 鷲と 云 ふ 事に て、 其 羽の 美麗し きを 芙稱て 云 

ふ稱 なる にや、 然れば 此と其 意 も 等しき 者な りけ り、) 謂 ゆる 神 名 式に 山城 國相樂 郡 綺原來 健 伊那 太比賣 神社の 此の 51 

り 坐す 所由詳 ならす と雖 も、 强て思 ふに、 _ ^八に 註せ る 同 國緩喜 郡 樺 井月 神社 (大 月次 新嘗) 又 同 郡 月讀 神社 (大 月次 新 


嘗& 在し 坐す 其 御 由緣に 就て 鎭り御 在し 坐す 御 事に こそ は 有る ベ かるらし、 然る は往々 云 へ るが 如く 月夜 見 尊と 乍し 

奉る は 素 妻 鳴 尊の 亦 ぎ 名に なむ 渡らせ 給へ りけ るに、 巳に 傳 六に 註せ る 神 名 式に W 雲 國意宇 郡 寶豆紀 神社と でた る 

を、 淸和 天皇 實錄に は 女 月 神と 二 所に » でた る も、 其 夫 神 を 月 讀壯子 又は 月 人 壯子叉 は 左 佐 良複壯 子と 申し 奉る 准ら ひ 

に、 其 后 神 をし も 女 月 神と は稱へ 奉れるな めり、 若て 其 女 月 神と も稱へ 奉る 神 は 誰か 坐ら む、 此奇 稻田姬 命に 渡らせ 給 

ふ 可ければ 愈 以て 所緣 有る 事と ぞ 思えた る、 叉傳 十三に 云 ひつる が 如く， 古に 山 代 國と云 ひける は 宇治川より 以南の 地 

にして、 今の 宇治. 久世 • 綴 喜. 相 樂の四 郡 を 云へ るに、 》 雲 風土記に、 意 宇 郡 山 代 鄕郡家 西北 三 里 一 百 二十 歩、 所レ 造-一 天 

下- 大神 大穴 持 命 御子 山 代 日子 命 坐 故 云-一山 代-也、 卽 有-一正 倉-と 有る は、 其國 より ffi で 坐して 山 代國を 造り 給 ひけむ 由 

に 因れる 神 名と 通えた る を、 其 賫豆紀 神社の 所在 今 も 山 代 鄕津田 村と 云 ふに 御 在し 坐す も 事 合 ひたる 心ち する は、 若く 

は 其 社より 右の 綺原 社に は 移し 奉れる 者なる にこ そ、 和名 抄鄕 名に 宇ュ S 郡 大國と 有る 大國 主神に 由有る 地名なら む を、 

其 月 讀尊健 伊那 太比賣 命に は 御子と 坐し、 山 代 日子 命に は 御 父なる も 由 有りげ なる 事共な り 、偉一 一 十八に 云 へ る 事共に 

見合すべし、 若て 其 綺原は 同抄鄕 名に 相樂 郡蟹幡 (加 無 波 多) と 有る 是な るが、 垂仁 IK 皇三 十四 年御紀 に、 IK 皇幸 r, 山背- 

云々、 此國 有， 住人， 曰 二 綺戶邊 一 云々、 山背 大國不 避 之 女 也 云 々 、 先 レ是娶 二 山背 幡 戸邊-云 , と有りて、綺と^^幡とを被 

レ分 たれ ども、 古事記に は 娶ニ山 代 大國淵 之女莉 羽田 刀辨- 云 A  、 叉娶 n 其 大國淵 之 女 弟^ 羽田 刀辨- 云 々 とも 書 せれば、 

綺字も 本 は 加理婆 多と 云 ひける を、 和名 抄の頃 は 已に理 を 無と 訛れるな りけ り、 其 綺原は 加牟婆 良と 訓む 事なる が、 

其相樂 * 綴 喜 二 郡の 界 なる 泉 河の 渡 を 樺 渡と 云 ひ、 其 綴 喜 郡なる 樺 井と 云 ふ 名も^ 羽 渡 叉莉羽 井な りつら む を、 其 ニ^ 
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a 本 窨紀傳 二十 一之 I- 资^ 出現 章  一一 一，； -へ 

に 路れる 地なる を 以て 其稱の 別なる にこ そ 有り けれ、 其 木 一 なりけ む を 思 ふ 可し、 然るにても 右の 樺 井月 神社 f 弋づ 

、新 嘗) 綺原坐 健 伊那 太比賣 神社 同じ、 古の 羽田の 地に 鎭り御 在し 坐す 事 實に謂 有る 事に て、 此も亦 月夜 見 尊 素お お 

嗚 尊の 同 一 神に て 渡らせ 給へ る 確 證に備 ふ 可き 者な りけ り、 (然る を 其^ 羽田より 蟹幡 と轉れ るに 就て、 此綺原 坐 建 

那 太比賣 神の 古に 名高く 御 在し 坐し ける に 就て 僧の 妖言 こそ は 出来に たれ、 其 御社 今 も綺田 村の 南 一 町 許り 平 林の 

中に 御 在し 坐す を 俗に 梶原 社と 5.. すと 云 へ り、 景 時と 云 ふ 者の 靈を 祀れ ると 云 へ る は 土人の 誤な り、 然る 曲の 者 を 

ぞ 後人の 追 尊み て 祭る 事の 有らむ、 名跡 志に 「愚 按に此 社 は 所， 載， 一延 喜 式， 綺原 社に して、 以， ー綺 原， 土人 梶 原と 誤 L る 

者 か」 と 云へ る は 信に 然る 事な り、 叉 妖說と 云 ふ は 同所に 普 門 山蟹滿 寺と 云 ふ 有り、 其緣 起に、 昔日 有 一一 郡 ハ 合 家" 5^ い 

善而 奉， 佛、 有， 女七歲 誦，， 法 華普鬥 品， 云々、 一 日 ffi 遊、 村人 捕， 蟹 持 去、 女 問 捕， 此 何爲、 答 曰充， 凌、 女 曰、 以レ 蟹惠 

レ我、 我家 有レ 魚、 扪 報酬、： 村人 與， 之、 女 得 放，， 河 中？ 歸， 家 多 賜，， 乾魚 T 其 父 耕，， 田 中 f 一  蛇 追，， 蝦 墓， 而含， 之、 父憐而 

不レ意 曰、 汝捨， 一 蟇 蝦 f 以， 汝爲， 婿、 蛇 聞 ヒー 目擧， 頭 見， 翁 吐， 蝦而去 云々、 初夜 有，， 叩， 門人； 女 曰、 是蛇 也、 只，，， 三日 

後 来？ 父 開. 門 有， 衣冠 人， 曰 依， 約來、 父 隨，， 女 語， 云、 且 待，， 三日 後； 冠 人 去、 女 語， 父 擇，， 良材，！； 造，， 小窒 7 窒成、 女 

入レ內 閉居、 三日 後 冠 人 果來、 見，， 女屏に 至-生，， 忿恨心 f 乃 復，， 本 形， 長數 丈、 以， 身 纏， 窒擧， 尾敲， 戶、 父母 大恐 不レ得 

1( サ、 半夜 後叩聲 息、 悲鳴 聲 頃刻 悲聲又 息、 明 1 父 見， 之、 大蜂蟹 百 千 手足 亂 離- 蛇 叉 被， 瘡百餘 所、 幷皆 死、 女 開に 至 出 

顔色 不レ變 曰、 我 聞 H 戶外 大小 蟹 千百夾 殺， 此蛇 f 大蟹 多歸、 小 蟹 死、 今 存者皆 小 蟹 耳、 然 大，， 於 尋常- 我 通夜 誦っ普 

品-云 .<、 父母 大悅、 便 穿つ H 埋，， 衆 蟹 及 蛇 f  F 其 地- F 寺 薦，， 冥 H 故 號，， 蟹滿寺 f 叉 曰，： 紙幡 寺-と 所見たり、 此 事ー兀 


亨釋 書に も » でた る 事なる が、 其 は 日本 靈異 記に、 山背 國紀伊 郡部 內有， 二 女人， 云々、 聖武 天皇 代、 彼 里牧， 牛 村童、 

山川 蟹 取， 八而 將，， 燒食？ 是女 見， 之、 勸， 1 牧牛， 白、 幸 願此蠊 免， 我、 童男辭 不レ聽 曰、 猶 燒瞰、 態 跳 乞脫， 衣而 買、 童 男 

等 乃 免レ之 云々、 以放 生、 然後 入， 山 見 t 之、 大蛇 飮，， 於大 蝦； 跳-, 大蛇， 一一 目， 是蝦 免， 我路 奉，， 多 幣帛， 蛇 不，， 聽答？ 女 募 

幣帛， 而禱， 之而 曰、 汝爲レ 神祀、 幸 乞， 免レ我 不-聽 猶飮、 叉 ，蛇 曾、 替-, 此蜈， 以 &爲レ 妻、 故 乞免レ 我、 蛇 乃 P 之、 

高 棒つ 頭 頸， 以 瞻-, 女 面- 而放、 女 期 レ蛇言 目-今日- 經-: 七日-而来 云々、 當 n 期日 之 夜， 云. <、 蛇 繞レ屋 婉轉腹 行、 以レ尾 打 

レ壁、 登，； 於屋 頂， 咋 V 早 拔開落 n 女 前- 雖レ然 蛇不レ 就- 1 女 身 r 唯 有-一 爆音-如 Mt^ 鱭齧？ 明日 見， 之， 大蟹八 集、 彼 蛇 條然摸 

段 切レ之 云. „<  、自 -此 以後 山背 國貴ニ 山川 大蟹, 爲二善 放 生 一也 ど 云 ふ 事 を 取りて、 妄に 作り £ でた るな り、 其と 云 ふ も此綺 

原の 地に 其奇 稻田姬 命の 御 在し 坐す から、 彼の 簸 川上の 故事 を 掠めて 然る 妄搏 をば 作り ffi でた る 者な りけ り、 此に 就て 

も 古に 此 御社の 甚く 御榮ぇ 坐し けむ 御 事 は 思 ひ 量られ 侍り、 但 大同 類聚 方に 山 代 國相樂 郡 掃 守 宿 翻と 云 ふ是彼 W でた 

れば、 此事を 合せて 妄說は 設けたり しなめ り、 古語 拾遺に 豐玉姬 命の 産 殿の 所に、 于レ時 掃 守 連 遠祖 天 忍 人命 供奉 陪侍、 

作レ箒 掃， 蟹 云々、 遂 以爲レ 職、 號曰ニ 蟹 守 一と 有る、 此 故事と 凝 川の 事と を 合せ 作れる 者と 見 ゆかし、) 祌名 式に 常 陸 國新治 

郡稻田 神社 (名 神大) と 御 在し 坐す は、 鹿 島 郡大洗 磯前 薬師 菩薩 神社 (名 神大) 那賀郡 酒 烈碟前 薬師 菩薩 神社 (名 神大) 

と 有る、 此 は文德 天皇 齊衡 三年 實錄に 所見た るが 如く、 大奈母 知 .少 比 古奈 二 神に 御 在し 坐せ ども、 其 は 其 御 時よりの 事 

なれば、 上古の 事に 依りて 其 所 由 を 云 ふべき に 非す、 故に 考 ふるに 眞壁郡 大國玉 神社、 此は 二十 八 社 鎮座と 云 ふ 物に、 

在-一 笠 間 城 之 南 五 許 里 大國玉 村 一 祭神 二 座、 東爲 -1 男體宮 一大 國玉 命、 西爲- 一女 體宮 ー祀 n 活玉依 媛 命 一と 有りて、 § 名 にさ 
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へ に 食へ る は 決めて 上古の 神 跡と 所見たり、 叉 新 治 郡 鴨大神 御子神 主神 社と 有る 鴨 大神は 事 代 主命に 坐せ る， に、 其 神主 

神 は^ 德 天皇 御 紀に停 名 底 仲 媛 命 を 事 代 主祌孫 鴨 主 女 也と 有る 其 鴨 主命の 事に して、 奇 稻田姬 命の 曾孫なる に、 二十 八 

社 鎮座に、 在， 1 中 郡 莊鵡毛 逢 村 I 今 賀茂村 也、 所， 祭大 田. <  根子 命と 有る が 如く、 其 地名に さへ负 へる も 又由緣 有る 事に な 

む 有りけ る、 此稻田 神社の 御 事 を 二十 八社鎭 坐に、 今屬， 一 茨城 郡， 在 n 稻田 村； 所， 祭奇 稻田姬 命、 今 祠ニ許 町上是 謂- 1 奧宮 

舊趾 一と 所見たり、 (然るに 素斐嗚 尊の 御 在し 坐す 御社 式に は 所見す、 其 新 治郡鄕 名に 月 波 都 都 木 波と ある は 由 有りげ な 

れ ども、 其稻田 神社の 神 大社に て 渡らせ 給へ るに、 其 夫 神の 式 外にて 御 在し 坐 さむ も 理に合 は ざれば、 若く は筑 波郡筑 

波 山 神社 名 神 一 大 一 小と 有る は、 筑波 山の 神社と 申す にて は 無く、 筑 波の 山 神社なる にて、 稻田祌 社の 御 爲には 御 祖父 

母に て 渡らせ 給 ふに て は あら じか、 其 は 風土記に、 昔 祖神尊 巡つ 行 諸 神之處 T 到，： 驗河 W 福 慈 岳 一 云々、 此時福 慈 岳 云々、 更 

筑波岳 云々、 此時筑 波 神 答 曰 云々 と 有る に、 其 福 慈 神 は 同 式に 駿河國 富 士郡富 知 神社 坐せ るに、 其 風土記に 不二 神社 

大山 祇之命 也 云々 と 有る 是 なり、 此を 以て 見れば 其 筑波祌 社と 云 ふ も 同じ 大山 祇 命に 御 在し 坐す を 共 山々 に 鎮伞： す 御， 

霊の 御 まなり、 叉其筑 波と 云 ふ 山 名 は 古老 曰、 筑波 之縣、 古 謂，， 紀國？ 美 萬 貴 天皇 之 世、 遣，， 来 女 臣友廳 筑波命 於紀國 

之 國造？ 時 筑波命 臼、 欲， 八 71 身 名 者 著， 國 而後 毋流傳 f 卽改二 本 號.， 更稱 一： 筑波， 者と 有りて 筑 波と 云 ふ 山 號は祌 代 を 去り 

て 後の 稱呼 なれ ども 式 外にて、 近 江 國筑摩 社 を 三才 圖會に 保 食 神と 有る に 合せて、 常 陸 風土記 信 太 邯條に 邯北十 里碓井 

云. -、 其 里 西 飯 名 社 此卽筑 波 岳 所 レ有飯 名 神 之別屬 也と 有れば， 此も其 山に 御 在し 坐す 神に て、 飯 名 は 飯 坐の 義と見 ゆ 

れば、 卽ち保 食 神な どに 坐す にか、 大忌祭 一! に、 御 持 若.： チ加 能賣命 ffi 云.^、 倭阔能 六 御縣カ 山：！ ほ 坐 £H 神 等 前 © 


*? 云々 と ありて、 山 神と 保 食 神と は 殊に 親しき 神に 御 在し 坐す を 思 ひ 合する に、 其筑波 命の 本 居 も 近江國 なる にて、 

<丄 く 保 食 神 を 其 山に 移し 奉れる が 相 殿に など 御 在し 坐すな る 可し、 萬 葉九卷 登，, 筑波 山， 時 歌に、 E^J 神 毛、 許 賜、 女神 

毛、 千 羽 日給 而と 有りて 男女 二 神なる 由 云へ る は、 其 大山 紙 命 夫婦の 事なる 可き を、 二拉筑 波の 山と 云 ふに 就て 伊 #諾- 

伊 t 报尊ニ 神と 云ふ說 Q 有る は 如何 有らむ、 其 筑波山 末社に、 蠶影祠 在，, 蠶. 養 山， 祭，， 稚産靈 命 一と 二十 八 社鎭座 記に 云へ 

る も 右の 飯 名 神に 由 有り、 叉 其 記に 筑波山 神社 所 祭 一 ー座伊#諾尊在，：陽綠,伊^_-概尊在，ー陰峰，通.謂，：之筑波大明神^ 攝 

社殊嶽 祀，， 素斐嗚 尊" 其 一 に 原本 社 在 n 吉野 嶺， 祀.， 疲兒命 f 其 一 和 多 利 社、 在， 國 割嶺？ 祀，， 月讀尊 f 其 一 稻村社 在，： 鷲 

嶺？ 祀， 一天 照 皇太神 f 風土記 所謂 筑波飯 名 神乃是 也、 世 謂-一之 筑波 六所大 神, と 見えた る は、 其 神社 を 二 柱御祖 神と 爲る 

から 強て 其 御子神 等に 當て たる 事なる 可 けれども、 例へば 蛭兒は 神に 坐 さすして 國土を 云 ふなり、 叉 飯 名 神 を 稻村神 

と 云 ふ は 然も 有るべし、 然れ ども 天 照皇太 神と.^ す は、 疑 ふらく は 豐受太 神 を 混へ たるなる 可き 事 は、 飯 名と 云 ふは鈑 

ナス 

生と 云 ふ 義と聞 ゆるが 上に、 神 名 式に 久慈 郡稻村 神社 を 社 說に筑 波 山 神 之 女 也と 有る も、 右に 云へ る 大忌神 詞に思 ひ 合 

す 可き 由有るな ど 傳八卷 に 云へ るが 如し、 若く は 稻田姬 命 かと も 思 ひし かど も 飯 名 神 と 云 ふ に 合 はす、 然れ ども 筑波山 

神社 を 大山 祇 命と 見る 時 は 此稻田 神社 大いに 由緣 有り、 後に 聞く に稻田 神社に 甚奇 しき 事 有け り、 此 神社 常に 御 扉 を £ 

して 神主たり と雖も 開き 奉る 事な し、 神の 御 心に 向せ 給 ふ 時には 自然に 御戶 開けて 諸人に 拜 まれ させ 給 ふ 御 事に て、 

或は 三年 • 五 年 •  + 年. 廿 年と 問 有りて 何時と も 定まれる 事な し. - 神體は 木像に て大 にも 小に も 美に も 醜に も 其 見 奉る 

人に 依て 各 別なる が、 御前に 小き 艱 有りて 何時も 水湛 へたり とぞ、 或 止 事 無き 君淫 祀を廢 たむ とて 强て戶 を 打破ら せ 
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ける に、 神體は 無し、 唯 盥に水 有る のみ、 手 を 入れて 見 給 へれば、 中より 手 を 握る 者 ありて 身體 動く 事 能 はす、 故に 其 

罪 を 謝し 申されて 封 田を數 多く 寄せられて 今猶 有り」 と 吾 友 新 井 俊 功 語れり き、) 叉 神 名 式に 能 登 國能登 郡久志 伊奈 

太 伎比咩 神社 は 同 郡に 能 登 生 阈玉比 古神 社と 有る、 此神は 正しく 大已貴 命に て 渡らせ 給へ る 事、 已く生 島 神 祈年祭 詞講 

義 又傳廿 七に 云へ る 如く なれば、 其 御子神に 御 在し 坐し、 又傳卄 五. 廿七. 廿八 にも 云へ る 羽 咋郡氣 多 神社 (名 祌大) は 

一宮 記に 大已貴 命と 有り、 頭註 叉此に 同じき を、 其 越 中 國礪浪 郡氣多 神社 を 同書に 社 記 曰 1K 活玉 命と 有る は生國 比 

古神の 事なる を、 天.' 字 を 添へ て稱へ 申せる にて 大已賣 命なる 證是 なり、 若て 其 |» 多 神社 を 能登國 名勝 志と 云 ふ 物に、 

「本殿 は 大已貴 命 奧社は 素 戔嗚錄 • 稻田姬 命、 頂 社 は 大已貴 命の" 像な り、 神代より 鎭り 坐せ り、 又 滿汐珠 有り、 奇瑞 有る 

靈顆なり、大祭はニ月初午に能登生國玉比古神社へ神幸有りてニ夜を經て歸^-せ給ふ」 (下略) と 有る も、 其 三 神 共に 鎭 

り 坐す 御社に て 渡らせ 給 ふ 御 事 なれば、 此國に 所 由有る 事 右の 如く、 叉 當郡白 比 古神 社 坐 は傳廿 五に 註せ るが 如く 素斐 

嗚大 神に 渡らせ 給 ふな ど考へ 合すべし、 (叉 上に 註せ るが 如く、 神 名 式に 武藏阈 足 立 郡 氷 川 神社 名神大 月次 新嘗と 有る. 

は、 素妻嗚 尊. 奇稻 田姬命 • 大已貴 命 三 神に て 渡らせ 給へ るが 上に、 其 入 問 郡 中 氷 川 神社 を 頭註に 日本 武尊 東征 時勸 「1 請 

稻田姬 命， 也と 有る 外に 猶諸國 に 多 在りぬ 可くな む、) 〇 所つ 以哭- 者 は. おに 汝等誰 也、 何 爲哭ニ 之 如 一 k 此耶と 問 はせ 給 

へ るに、 其哭 居る 事情 を 明らめ 奉れる 語な り、 古事記 素蒐 段に、 大穴 牟遲神 見-一 其蒐- 一一 H-1 何 由汝泣 伏-と 有る に對へ 進ら 

せた る 語の 終に 因， 此泣 患者と 有る 文體に 彷彿たり、 〇 往時 は 佐 伎 雨と 訓來れ り、 古事記に は自レ 本と 有る 所な り、 〇 吾 

兒は 阿賀 古なる 事已に 云へ り、 金澤 本に は吾兒 者と 有り、 然 らば 阿 贺古杼 母と 訓む べし、 古事記 國避 段に 汝 子等と 云 


ふ對 に、 僕 子等 一 一 神隨， 白 僕 叉 不，. 遠 云々、 亦 僕 子等 百 八十 神 者 云 々 と 有る 例是 なり、 又此を 熱田緣 起に は 僕との み 有る 

なり、 其 は 夜 都 加 禮と訓 むも惡 から じ、 叉 此所を 古事記に は 我 之 女 者自, 本 在 二八 稚女， と 有りて、 下なる 須佐之 男 命の 御 

言に 是汝之 女 者 奉， 一 於 吾一 哉と 對 へたり、 (此 にも 下に 若 然者汝 當以レ 女 奉 レ吾耶 と 有りて 此の 吾 兒に對 へ 云 はれたり、 吾 

と汝と を； r 、へられた る 心 用 ひ 右に 異ならす、) 〇 八箇 少女 は 夜 都 多 理能袁 登 賣と訓 み 来れる は、 夜 多 理と訓 む 時 は彌人 

の義と 成る を、 此は眞 數の八 人な りし 故に 夜 都 多 理とは 云 へる にて、 四 神 W 生 章 第 六 一 書に は 八 人 を 夜 都 比 登と 訓 みた 

るに 其 意味 同じ かる 可し、 偖 此事を 古事記に は八稚 女に 作れ、 熱田緣 起に は 八 女子と 有り、 其 を 夜袁登 賣と訓 める 例 は- 

神宮 例 集に、 今 丹 波 國與佐 乃 比 治 乃 眞魚井 坐 道主 王子 八 乎 止 女 乃 齋奉御 饌都神 止 由 居 乃 神 乎、 高 橋 氏 文に、 大 八洲 S 像 

天 八 乎 止 古 八 乎 止 哮定天 神 齋大嘗 等 仕 奉始支 など 有り、 (右に 祌齋と 云 ふ は 神 今 食の 神事 を t すなり、 右の 八 乎 止 古 

八 乎 止 咩の事 を 儀式に は 八 社 男 八 社 女と 書され たり、 卽 ち江 次第に 謂 ゆる 十 男 十姬の 事に て 有るな り、 委しく は 中臣壽 

詞 講義 第 十 條に已 に 云へ りき、) 〇 毎年、 金澤 本に は 傍に 毎， 生と 有り、 常 昔の 一木なる 可し、 古事記に も 毎年 來喫 

と 有る を、 記 傳に登 斯碁登 爾と訓 まれた ろに 從ふ 可し、 凡此首 に 常り て 萬 葉に は 五 (十七 丁) に、 得 志 能 波爾、 波 流 

能 伎 多 良 婆、 十六 (六 丁) に、 常 哉 將戀、 彌年之 羽爾、 十七 (三十 六 丁.) に、 安利 我欲 比、 伊 夜 登 傯能波 •  爾、 叉 (四十 

丁)、 安里 我欲 比、 伊 夜 登 之能播 仁、 十八 (三十 四 丁)、 に、 往更、 年 能 波 其 登爾、 十九 (二十 丁) に、 如是 己 曾、 0 

年 能 波爾、 叉 (四十 三 丁)、 如是 許 曾、 見 爲安伎 良 目、 米 立 年 之 葉 爾と存 り、 叉 六 (十 丁) に、 1  母 年、 如是 裳 見 牡鹿、 

十 (九 丁) に、 毎年、 梅 者 開 友、 十九 (十二 丁) に、 毎年 爾、 鮎 之 走 婆、 又 (十六 丁)、 毎年 爾 、來喧 毛 能 由惠と 有り 
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て、 下に I 母 年 謂， 之 等 之 乃 波-と 云 ふ 細 書見え たれば、 其に 從ふ時 は 此の 一 母 年 も然訓 むべ くして 登 斯^ 登と は 云 ふべ か 

ら ざるに 似たり と雖 も、 登斯能波と云ふは¥ノ之^ にて年^^の來經を云ふに就たるー百なり、 然る を 登斯兹 登と： ぶふ はは 

其歲年 を經て 行く 內に其 g の 有る il を捉 へて 云 ひ 別 かてる 語な り、 故に 右に 引ける 中には、 往更、 年 能 波 其 登 爾 とも 詠 

めるな りけ り、 (然れ ば 1  め 字に 常る 碁 登 爾と云 ふ訓は 別， 字の 義 にして、 毎年 は 年別な ど 云 はむ が 如くして パ母レ 見^ レ M は 

見 別 聞 別と 云 ふに 異ならす なむ、) 偖 右の 異本に 毎年 を毎レ 生と 有る も 僻事なら す、 第二 一書に も 我 生 兒雖" 多パ母 レ生輙 

有，， . ^皮 大蛇？ 來呑 不んむ 一一 一 存 一と 有る、 是に 引合 ふ 事 なれば 然る 本 も 亦 有り 傳 はりつる なめり、 但 右に 此 神正姙 身と 云 

ひ、 今直レ 産、 恐 亦. S と 云 ひ、 至，， 露， 必彼 大蛇 y 戶將 レ养レ 兒焉 と 云 ひ、 是 後以， 稻田宮 主 讓之八 5 生兒眞 

髮觸寄 稻田媛 一 云々 と 有る は 甚く 異なる 傳 なれば、 此も 毎， 生と 有る 本に 依る とも 右 等の 事 を此に 取りて 心^べき に は 

きすな む 有りけ る、 〇 八 岐 大蛇 は 熟田緣 起に は 尾 八 岐大綺 と 有り、 下に 果有 一一 大蛇 I 頭尾备 有，： 八岐， と 有る を 對へ考 

ふるに、 若く は 頭 尾八岐 大蛇と 有りけ む も 亦 知る ベから す、 古事記に は 是高志 之 八 保 遠呂智 云々、 爾 問-其 形 如何 一 云. 

々、身 一有， 一八 頭 八 尾 一と 有る、 是 にて 其 意 明らけ し、 ^5^ハ^^l^-^:i^i常，有，ー大蛇ーと云へる常世も、 W 名に て 常住 不斷 

松樹 S と 云 iQ 有る SS 意と 通 ゆれ ども、 此 Q 八岐 I- しく S 八な りけ む 事、 右 Q 八 頭 なり 下に 

蔓.^ 延於八 丘 八 谷 之 問， と 照 應ふ文 有る を 以て 知られたり、 (其 も 彌丘彌 谷なら ざる 事 は、 天孫 降臨 章 第二 一. 書に、 時 味 招 

高^ 根 神 光儀 花艷、 映 一一 于ニ丘 二 谷 之 問， と 有りて、 其 下 照 緩 命の 歌 句の 中に も彌 多. 爾輔拖 和 拖羅須 と 有る.. 卽ら 右の 二 


丘 二 谷の 事なる を 以て、 此 なる 八 も 彌には 非ざる を 思 ふべ し "下に 云 へ る 有 11 大蛇： 頭 尾 各 有- 1 八 岐-の 所に 云 へ る 事共 を 

考へ 合す 可し、) 大蛇 を 袁呂智 と 云 ふ 事 は、 通 證に乎 HJ 尾 也、^ 雷 也、 有 レ尾而 可， 長 之 義と云 へ る は 然る 雷な り、 和名 抄 

クチナ ハ 

に、 蛇 和名 倍 美、 一 云 久知奈 波、 日本 紀 私記 云乎呂 知と 有る、 倍 美 は 這 身と 云 ふ 事な り、 久知奈 波 は ロ之延 にて 口の 長 

く 開きた る を 一 K ふなる 可く、 乎呂 知と 云 ふ は 稍長延 たる を 云 ふ稱と 思しければ、 尾 有 雷と 云ふ說 信に 云 はれたり と 云 ふ 

べし、 下に 云 ふ 事なる が、 其 蛇に 雷と 云 ふは傳 九に 引て 云へ るが 如く、 雄 略 天 皇七 年御紀 に、 乃 登 n 三 諸 岳ー捉 TT 取 大蛇-奉 

レ示， 天皇： 天皇 不， 一 齋戒？ 其 雷 1^ 々目 精赫々 と 有る 是 なり、 地 神本紀 にも 此八岐 大蛇の 事 を 素 斐嗚尊 乃拔， 一所 レ帶十 握 

^, 寸； y 斬 其 蛇 i 此蛇 爲，, 八 段？ 毎， 段 成， 雷、 摁爲， 一八 雷？ 飛躍 昇， 天と 有りて 其 相等しき 物なる を曉 るべ し、 又-何" 八に 

引ける 常 陸 風土記に、 新 治郡驛 家名 曰，， 大神， 所； y 以 然稱， 者 大蛇 多 在、 因 名 一一 驛家 一と 云 へれば、 大蛇 を も淤加 美と は 云 ひ 

しなり けり、 叉 俗 曰 謂， 蛇爲， 一夜 刀 神： 其 形 蛇 身 率紀, 兕云々 と 有る は彌利 神と 云 ふ 事. にて、 蛇 をし も 雷と 云 ふに 異なら ざ 

る稱と 所見たり、. (叉 古語 拾遺の 此 段なる 以， へ 大 十 握 劎-斬 U 八岐 大蛇- の 下に， 其 名 天 羽. < 斬 今 在，， 石 上 神宮 f 古語 大蛇 

ハ グサ ムラ 

謂 二 之 羽々 T 言 レ斬レ 蛇 也と 有り、 然れば 大蛇 を 羽. < とも 一 K へりし にや、 通 證に河 內國濉 川 郡 有 二 蛇 草 村 T 見 二 平氏 太子 

傳, と 云 へ るが 如く 今 も 然る 地名 遣れり、 大蛇 を 羽. < と 云 ふ は 這々 の 首の 切れる にや" 傳 二十 口 卷天蠅 斫之劍 に 云 ふ 

を 見るべし、) 偖 其 高 志 之 八 俣 遠 呂智と 云へ る 高 志 は、 記傳九 (二十 二 丁) に 引かれた る W 雲 風土記に、 神 門 郡 古志 鄕 

卽屬 郡 家 一伊 摔那彌 命 之時以 n 日 淵 河， 築 造 池 之？ 爾時 古志 國人等 到 而爲レ 堤 卽宿居 之處、 故 云 n 古志 一と 所見 たれ ども 

其 地に は 有る ベ からす、 其本國 なる 古志 國を云 ふなり、 但 右に 引ける 如く 香具 山 日記に 常せ 有-一大 蛇-と 云 へ る 常世 
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は、 黄泉 國に屬 る 邪神の 謂な りければ" 此は其 所 屬を云 ひ、 高 志 は 今 在る 地 i 付して 云 J  ,.J.S^fi^ い、 古事記に 此八千 

矛 神 將-婚 二 高 志 國之沼 河 比寶， 幸 行 之 時、 到， 一 其 沼 河 比賣之 家； 歌 曰と 有りて、 登 富々々 斯、 故 志 能 久邇. < と 云 ふ 御 句 

有る は、 神 名 式に 越後 國頸城 郡 奴奈川 神社と 見えた る 其國の 事なる に、 和名 抄郡 名に 同國 古志と 有れば 其より W でて 

今 越 前 加 賀能登 越 中越 後 等の 摁てを 古に 高 志と 云 ひけるな り、 a^s 風土記に 所レ 造， 一天 下， 大神 命將， 平， 越 八國, 爲而幸 

と 有る が 如くに て、 其 德てを 越 八 國とは 云 ひける が、.^、 に 云 ふが 如く 伊吹山 は 近 江. 美 濃に 跨がりた る 山 なれ ども、 其 後 

は 直に 越前國 なりければ 共に 越八國 Q 內な りしな りけ リ、 樋 河 上天 淵 記に、 又此 去，, 河 上， 二 里 有餘、 有，， 深溪， 名，, 天 淵； 

卽 大蛇 之窟宅 也と 所見 たれば、 其 高志國 より 通 ひて 此に 潜まり 棲みて 人 を ませり し 者なる にこ そ、 必す其 常 Is に は 非 

ざる 可し、 (其 前文に、 山陰 道 W 雲 州 仁 多 郡 三 澤鄕樋 河 上天 淵 者 上古 海 潮來注 之溪曲 也、 今旣潤 水袞袞 然爲， へ 漲 流 洄狀之 

淵- 矣 云々、 -rf< 地 二 神 之 交 有， 一八 岐蛇， 而居 n 其 中， 焉 云々 と 云 へれば、 此 に來栖 める 者な り、) 然る を此 下に 此八岐 大蛇 

を 斬り 給へ る 所に、 素^！戈嗚尊曰、 是神^ 也、 吾 何 敢私以 安 乎、 乃 上 n 獻 於- rK 祌， 也と 有る、 此事を IK 淵 記に、 素戔嗚 尊. 

奉-一 劍天照 太 神 r 太 神 曰、 我屏 nfK 岩屋， 時、 落，, 此鈕江 州 伊 布 貴 山？ 是我 神^ 也と 所見た る、 是 時に 天上より 其 伊吹山 

に 落下れ りし 所 由 巳に 傅 十七に 註せ るが 如し- 此に 就て 師說に 「此 八岐 大蛇 又 尋常の 大蛇に 非す、 其 命 布 支 山に 住め 

る 多々 美 比 古 有 亦 名 は 夷 服 岳 神と 云 ふ 荒 振る 神の 化れ るに て- W 雲國 まで 往 通りて 人 を も 取り 樊 へるな りけ り. 一 と 云 

はれた る は實に 卓見な り、 其 は 神社 考 にも、 素 斐嗚尊 在， W 雲國， 斬，： 八岐 蛇， 尾 中 有，， 神^; 所謂 天 村雲劍 也、 尊 獻，， 之于 

天 照 太 神" 太 神 云、 是入 n; 大 ぉ戶， 時 隕，： 於 近 江阈 伊吹 布贵 山： 卽 惟：：： 本 武^: 所，； W 之 3r 乃素斐 嗚^ 所レ 獲，, 于 蛇昆， 者 


也、 故 八岐蛇 靈爲， 求， ー其舊 物， 而當 于尊之 行 道-也、 是以 謂， 膽吹 神- 爲-: 八岐 大蛇 之 所 P 變 也と 有る に 依られた る 者に 

して、 其 神社 考の說 も 必す受 くる 所有り て 記せる 者な りけ らし、 其 は 竹 生島緣 起に、 大 H 本 根子 彥太 瓊绿 (號， 1 孝靈大 

皇し 二十 五 年 乙 未、 湖水 湛而 此島顯 》 也、 此 御宇 霜 速彥命 生，， 三兒？ 氣吹雄 命 坂 田 姬命淺 井姬命 天つ 降坐豐 葦原 水穏 

國ー 箇中氣 吹 雄 命 坂 田 姬命ニ 神 下 n 坐 淡 海 國坂田 郡 之 東方？ 淺井姬 命 下 坐 淺井郡 之 北邊？ 爱淺 井姬命 與，, 氣吹雄 命， 競 

レ勢 举， 力、 更去， i 北邊 r 下 n 坐 海中 r 其 下 レ海音 一 都 布 都 布？ 故 さ： 都 布 夫 島， (下略) と 云 ふ 事 有り、 此 江湖の 湛 始ま 

れる事 を、 祌社考 に は孝靈 天皇 四 年 江 州 地拆、 湖水 始湛、 駿州 富士山 忽 » 焉、 景行 天皇 十 年 湖水 初 涌 出 云と 見え • 皇年 

代 略記 首 書に は 孝 靈犬皇 五 年 近 江 國水海 1^ 始と 有りて 一 年の 差 有り、 又 皇代記 首 書に も孝靈 1K 皇五年 近 江湖 水 始谌、 

富士山 初 ffi; と 云 ひ、 又成務 天皇 十 年 庚 辰 近 州 湖 中 竹 生 島 初 W と 所見た るな ど 其 說區々 にして 更に 定まらざる なり、 然 

は 有れ ども、 其 富士山の 事 は、 萬 葉 三 (二十 七 丁) に、 天地 之 分 時從、 神左備 手、 高貴 寸、 駿河 有、 布士能 高嶺 乎と 有 

れば 太古よりの 山なる 事 論 無き を、 其 次 歌に 日 木 之、 山跡國 乃、 鎭十 方、 坐 神 可 聞、 寶十 方、 成 有 山 可 聞と も 有れば 

木より 國の鎭 に 置き 給へ るな り、 又 常. 陸 風土記に 福 慈 神筑波 神の 祖神尊 巡 r, 行 諸 神之處 一と 有る も 皆 神代の 事と 閱 ゆれ 

ば、 右に 謂 ゆる 湖水と 共に 成り 出で たりと は 云 ひ 難き 程の 事な りけ り、 然れ ども 湖水の 此に湛 へ 竹 生 島の 其 時に 顯れ出 

でたり と 云 ふ 事 は、 必す しも 其孝昭 1K 皇ー 一十 五 年 乙 未に 實に 在りつ る 事 右の 如くなら む を、 其 霜 速亲命 以下の 神 等の 其 

御世に 天降り 坐せ りと 云 ふ 事 は 後人の 其に 係け たる 文と 見えたり、 決めて 神代の 古昔なら すて はおに 引ける 大淵 記に 

も 合 はす、 叉 神社 考に、 謂， ー膽吹 神ー爲 -1 八岐 大蛇 之 所ク變 也と 云 ふに 違 ふ 可く や 侍らむ、 (此緣 起の 事 色 葉 岸類抄 にも 出で 
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て、 竹 生 島 在- >  近 江國 f 此島坐 神 依-中 臣 奏上， 件 神 奉， 投，， 從 五位 上勳八 等お ざ^ 井姬 命與， 氣吹雄 命， 兢レ 勢爭レ 力、 去-底 

ま 下 n 坐 海中-云 .<、 卽件神 疑，， 水沫， 而爲 I 磐？ 風塵， 而作レ 島 云々、 叉 此島有 二大騐 S 千 丈 也. - 纏 レ島數 廻. 首 M 相咋- 一 

叉 有 n 一  蛇 r 長數丈 也、 從 n 宇治川， 登 到 n 居 此島之 上-と 見えたり、 共に 古 傳と見 ゆ..) 倚 帝王 編 年 記に も、 霜 速 比 古 命 一 

之 多々 美 比 古 命、 是 謂，， 夷 服 岳 神， 也、 女 此依志 比 女 命、 是夷服 岳 神之姊 在， 於久惠 峰， 也、 淺 井比 阵命、 是突 ゆ j 

之 fe> 在-於 淺井 岳， 也.， 是夷服 岳 與，， 淺井 岳， 相 コ競長 高 T 淺 井岡 一夜 增， 高、 夷 服 怒 拔„ 刀^, 殺，， ^井 姬， 之 頭 江 中， 

£ 成 一： 江 島 f 名，： 竹 生 島 r 其 頭 手と 所見た るも緣 起と 同じ 傳な るが、 如 此くは 上古に 氣吹 山と 淺井 岳と は 長 高 相等し か 

りつら む を、 氣吹雄 命の 怒に 依りて 淺井 岳の 頭 を 斬りた る、 是 水に 落つ る 音 都 布 都 布と 云 ひけむ から 竹 生 島と 云 ふ 名 は 

起り つる 者な りけ リ、 故に 其 霜速彦 命と 云 ふ は 決く S 神の 腿なる 可し、 其 霜と 云 ふ は， 萬 葉 二 (十二 丁) に、 吾崗 之. 於 

可 美爾ず 而、 令 落、 雪之摧 之、 彼 所爾塵 家武と 有る 是 なり、 但此神 は^ 降り 坐 さすして 右の 三 子の み 天降れる.； 5 めり、 

若て 其 多々 美 比 古 命と 云 ふ は 立 水 彥と云 ふ 事に て. 和名 抄に暴 雨 楊 氏 漢語 抄 云お 雨、 和名 無 良 左 女と 有る、 此暴雨 を 

萬 葉 以下の 歌に 由布陀 知と 詠める は、 割きた る 木綿 を 立てた るが 如き 狀を 以て 云 ひ、 叉同抄 に、 涼、 和名 爾八太 豆 美、 雨 一 

水 也と 有る も 庭 立 水と 云 ふ 事なる と 同じければ 暴 雨 を 主 どる 謂なる にや、 其 は景行 天皇 四十 年御紀 に、 日本 武霉 云. -、 一 

於是 聞，， ， 近 江膽吹 山 有，， 荒神 f 卽解， 劍 置，， 於宮簀 媛家ハ 而 徒行 之 至，， 膽吹 山？ 山 神化，， 大蛇， 當， 道、 愛 日本 武尊 不， 知， 主 一 

神化 レ蛇 之， 是 大蛇 i 神 之 使 也、 S き 主神； 其 I 直， 求 乎、 因 跨， 藝行、 時 山 神 之 Milr 水， 議谷噎 一 

無 n 復可， 行之路 r 乃 棲 遑不》 知， -, 其 所， 跌涉 f 然凌， 霧 強行、 方 僅 得， W と 有る、 此零， 水 を 古事記に は於是 零， 一大 氷雨、 一 


打； 1 感倭建 命， と 所見たり、 是其祌 を 多々 美 比 古 命と 云 ふ 所以な り、 又 此を氣 吹 雄 命と 云 ふ、 其 氣吹は 右に 峰 霧谷喧 云々 

と 有る 卽ち 其氣 吹の 事に して、 此 より 雲と 成り 雨と 降る 是 なり、 (伹 右の 編 年 記に 此依志 比 女 命と 有る 此字 は. 比 を 誤れ 

るに て 彼の 日 枝 山の 事なる にや、 古事記に 日 枝 山と 有る を 神 名 式に は 近 江 國滋賀 郡日吉 神社 名 神大と 有る を、 後に 比與 

志と 訓 める は、 住 吉は須 美能延 なる 須美與 志と ふる 例の 如しと 雖も、 本 は比延 志と 云 ひけむ を 比延と へたり けむ も 

知る ベから す、 若て 氣吹は 右の 如く 大蛇の 住 ひて 常に 雲霧の 立 覆へ る を、 日 吉は大 さに 晴 渡れる 謂な どに は 非 じか、 

但此は 今 試みに 云 へ るの み、) 然れ ば此は 上に 云へ るが 如くして、 氣 吹の 山 神と 鳥 上の 山 神の 相 爭ひ競 ふとして 例の 大 

蛇に 成りて 行 向 ひて、 年々 に 其 足 摩 乳. 手 摩^ 神の 女子 を 樊ひ盡 して、 終に は 其 老夫婦 を も^みて むと は爲 つる 者な 

る 可し、 故に 是を 以て 古事記に は 其 本國を 指して 高 志 之 八 俣 遠 呂智と は 云 へ るな りけ り、 又 其 氣吹雄 命八岐 大蛇と 化り 

て 素戔嗚 尊に 殺され 奉りつ.^ も、 彼の 神靈技 Q 山に 遺り て 彼の 孝昭 天皇 二十 五 年に 潔 井姬と 勢力 を相爭 そふ 程な りし 

かば 實に 荒神に て 有りし なり、 然るに 彼の 神社 考に、 謂- 膽吹 神- 爲 -1 八 岐 大蛇 之 所 <.變 也と 有る に 合 ひて、 天 淵 記に も 日 

本武尊 東征 Q 御 事 を 書して、 此尊 上洛 時、 };d 州 伊 布 貴 山麓 先 八 岐蛇靈 ぉニ黑 S 一  爲レ怨 、欲レ 奪ー& ^一也、 尊 舉-: 御 足 一蹴 殺 給 

仍毒氣 止 云々 と 有りて、 此 時に 至りて 全く 其 神の 妖氣 止みて 後世 其 人 を 悩ます 事 を 聞かざる は、 ョ本武 尊 其 神 靈を彼 Q 

寶 0 に 留めさせ 御 在 し^して 彼の 熱 田 神宮に 鎭り御 在し 坐す が爲 に、 終に 其 荒神 も 心 和みて 皇御孫 尊の 大 御世 を 護り 

奉る 事と は 成れるな る 可し、 神 名 式に 近江圃 坂田邯 伊夫伎 神社、 文德 1K 皇實錄 に嘉祥 三年 十月 乙 巳 朔壬子 授ュ近 江阔伊 

富 伎祌從 五位 下 T 淸和 天 皇實錄 に 觀 元年 正月 廿 七日 H. 寅 奉， e-1 近 江國從 五位 下 伊 富 仪神從 五位 上 ハ同九 年 四月 二日 辛 
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未 遺：： 神祇 大祐正 六 位 上 大中臣 朝臣 常道 r 向 M 近江國 伊福 伎 神社 T 奉-弓箭 鈴 鏡； 陽成大 皇實錄 に元慶 元年 十二月 i 五日 投 

一-近 江 圃正四 位下 伊 富 伎神從 三位-と 見えたり、 但良 觀ー兀 年と 元慶 元年との 間に 今 一 度 進 階の 御 事 御 在し 坐し つらむ を 

, おし 漏らされたり、 又 同 式に 美 濃 國不破 郡 伊富岐 神社、 文德 天皇 實錄 に仁壽 一 一年 十二月 癸 亥以， 一美 濃 國伊富 伎 神， 列-, 

於官社 f 淸和 天皇 實錄に 貞觀七 年 五月 八日 挖ュ美 濃國從 五位 下 伊 富 岐神從 四 位下？ 同 十 一 年 十二月 五日 授 >1 美 濃 國從五 

位 上 伊 布 貴 神 正 五位 下； 陽 成 天皇 實錄 に元慶 元年 閏 二月 廿ー 日^^ー從四位下伊富岐神從四位上，と有り、 然して 右の 贞 

觀七 年の 度なる は 近江國 伊夫伎 神社の 進 階なら む を、 誤りて 此には 入れるな る 可く して 打 合 はざる なり、 (此伊 窗岐神 

社の 岐 を；. i 釋 本に 伎に 作れり、 美濃國 式社考 に、 在-伊吹 村 r 去 n 垂井 驛， 北 一里 許、 今稱， 1 伊吹 大明 神， と 書し、 又 同 

國百宽 根と 云 ふ 書に 「野 上 村 五六 丁 北な り、 マ 野 上 伊吹 兩邑の 社に して 古代 は 大社な り、 祭神 鷓？ I 草 聱不合 尊 也」 と 云 

へれ ども 更に 由 無 き 事な り-、 其 は此 神の 后 豐玉姬 命の 御子 を 生み 坐す 時に、 方， 產 化つ 爲 龍と 云 ふ 事の 有る より 事の 混れ 

て、 彼の 八岐 大蛇の 事 を 然思ひ 誤れる 者に て、 甚々 可 長き 事な りかし、 偖此 伊吹山 は 近 江 • 美 濃 兩國に 跨がれる 山なる 

が 故に、 各國に 其の 社 は 立た せ 給へ る 者なる 可し、 )〇 所 吞は、 第二 一  書に 乃 吿ニ素 嗚尊ー 曰、 我 生 兒雖レ 多、 毎 レ生鲰 有 一一 

八岐 大蛇 ー來 呑不レ 得， 一 一 存 一と 見え、 第 四 一 書に、 到， 一お 雲國簸 川上 所在 鳥 上 之 峰， 時、 彼處有 一き 义 大蛇 一と 有る 是 なり、 

古事記に は 是高志 之 八 侯 遠呂智 年毎. 來樊と 有り、 偖 大蛇に は吞 とこ そ は 云 ふべ かり けれ、. IK と は 如何なる 如く なれ ど 

も、 仁德 1K 皇五 十五 年 御 に、 有 n 大蛇, 發 瞋 目ー自 墓 出以咋  蝦夷 1 とも 云 ふ 事 有り、 此事 を； K 淵 記に は 又此去  <: 河 上， 

二 里 有餘、 有 n 深溪？ 名た 大淵 f 卽 大蛇 之窟宅 也、 其 中 大蛇 食つ 瞰國 人， 1： 人將， 盡、 故歲. -以 二人， 宛，： 彼 犧牲？ 雖レ然 


如レ此 人民 殆識、 我 有-一八 兒 T 經 -1 七 年 一而 其 七 爲レ蛇 被 レ吞と 所見たり、 但し 犧牲に 宛てた るに は 有る ベから す、 大蛇の 來 

りて 奪 ひ^み 去る 事を然 書せ るな めり、 又 經ニ七 年 一 其七爲 i 蛇 被 A 乔と 有る も 彼八箇 少女 每レ年 爲，： 八岐 大蛇, 所， 吞と云 

ふ 事 を然言 ひ搏 へたる 者に して、 其 事の 委しき に 過ぎて 却り て 信し からすな む 有りけ る、 (通證 に、 宋玉 招魂 云、 雄虺九 

首 往来、 倏忽 人以 益， 一 其 心 一と 有る が 如く、 大蛇の 人 を \； ^む！ S 心 を 益な どの 事 有るな る 可し、 又 搜神記 曰、 東 越. M 

中 有 r, 庸嶺 f 高數十 里、 其 下 北 隙 中 有，； 大蛇 r 長 七 八 丈、 圍， 之 一 丈、 土俗 常懼、 ュ？ 都 尉 及 城 長 吏 多 有，, 死者？ 祭以 ，1 牛 

羊 T 故不， ，福、 或與， 一人 夢-或 諭， 11^: 祝 T 欲ん I:, 啗-: 童女 年 十二 三者， と 有る は 犠牲の 類 なれ ども、 此は 似た る 事な が 

ら 外に 故 有る 事に て 一 に 成すべき に 非す、) 〇 少童 は袁登 賫と訓 むべき 事 上なる 童女 少女の 例の 如し、 叉 は 賣能和 良 

波と 云 はむ も 僻事なら じ、 R 臨， 被.,^ は 麻 多 吞禮那 牟登須 流 爾と訓 べし、 第二 一書に 今 吾且， 産、 恐 亦 見， \i ^と 有る 是 

なり、 但し 右 は今姙 身る 事に して 傅へ たる 者に して 佗 傳の狀 と は 異なる 者な り、 第三 一 書に、 素 戔嗚尊 欲， 幸，, 奄稻 田嫒, 

而乞， 一之 脚 摩 乳 手 摩^ T 對曰、 請 先 殺，： 彼 蛇？ 然後 幸者宜 也と 見えた る も 巳に 長と 成れる 趣なる 者なら す や、 (天 淵 記 

に は 其 七 爲レ蛇 被，, ^、 此 少女 今 一 也と 云 ひ、 古事記に 今 其 可， 來時、 故哭と 有る も、 共に 其 残れる 一 女の 被， 乔 むと 爲る 

を 歎け るな り、) 〇 無， 由，, 脫免, は、 能賀 流々 由 無 志と 訓む べし、 新宮 本に は 脫免を 麻 奴 加 流々 と訓 めり、 共に 同一 百に 

して往離の義にして、傳八に離を佐加流と訓めるに、今昔物；^^iに「年頃住みける女を去枯にけり」と有るを證として說け 

ると 相似た る 事な り、 此 用例 は 古事記 八十 神投 に、 雨 八十 神 覓追而 矢 刺 之 時、 自， 一木 保，！！ 逃而 去と 有り、 神武 天皇 戊 牛 

年 御紀に 初孔舍 衞之戰 有， 人 隱，, 於 大樹 T 而得レ 免. 難， 仍 指-: 其樹， 恩如レ 母、 時人 因號 其 地， 曰，： 母木邑 f 今 云，！ 飫悶 迺奇， 
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也、 又崇 神； ナ、 皇十 年御紀 に、 乃脫， 甲而逃 之、 知, 不， 得， 免、 叩頭 曰 „ 我 君， など 有る 免 字 を 麻 奴 加 流と 訓 める は 眞脫に 

同じ、 叉 古事記 穴穗宮 段に、 於 是市邊 王 之 王子 等 意富 祐王 袁祁王 (二 柱) 聞， 此亂， 而逃去 (中略) 故， 逃 渡，， 玖 須婆之 河つ 

至"： 針 阔？ 人，； 其國 人名 志 自牟之 家 T 隱レ 身、 役 M 於 馬 甘 牛 甘-也と 有る、 此御事 を顯宗 天 皇御紀 に は、 於， 是 天皇 與， 一億 計 

王， 聞 1 一 父 見.， 射、 恐懼 智 逃亡 (中略) 從， 兹遁 J1 人 播磨國 縮 見 山 石窒， (下略) など 有る 逃 を も 遁をも 共に 能賀 流と 訓む 

べき 所なる なり、 (後の 歌詞に^ を 避く る 事 を 世を遁 ると 云 ひ、 又 物に 迫れる 時に 當 りて 其 場 を漸に 去る を 免 かると 

云へ る類是 なり、 诸此 Q 事 を ロ訣に 大蛇 吞， 一八 兒 一而 不， 害， 一老 公： 長而倫 也、 老公 不， 去， 一 其 地 r 不レ 長，， 大蛇 一任， 天命 f 

故云レ 無い 由 一一， 脫免ー 乎、 尊由レ 此發, 善 大蛇 爲， 之 亡と 云へ る は何ぞ や、 大蛇の 其 少女より 害 ひて 終に 老公に 及ばむ と爲 

るに 至る が 故に、 其 少女の 事 を 係て 其晚 免る 方 無き を 歎 かれしな り、 何 ぞ此に 至りて 天 命に 委ね 空しく 死 を 待つ 心なら 

む や、 然る を此に 素戔嗚 尊の 幸 坐せ るに 就て 其 子細 を 語り 申せる のみ、) 〇 哀傷 は 伊 多牟登 麻袁斯 伎と 訓む べし、 ^ 

.ー 一 一 書に も 恐 亦 見， 呑、 是以 哀傷と 有り、 齊明 H< 皇四 年御紀 皇孫 建 王 薨じ給 へ る 所に、 天皇 本以， 1 皇孫 有 順而器 m 之 故 f 

不レ忍 哀傷？  m 極甚 云々、 歌 曰、 云々、 天皇 時々 唱而 悲哭と 所見たり、 海宮 遊行 章に、 故彥 火々 W 見 憂苦 茶 

深、 行吟 n 海畔- (中略) 天 孫 悽然數 歎、 蓋 懷土之 憂 乎と 有りて 此 には悽 字を訓 み、 叉 雄 略 天皇 御紀 に、 大臣 ffi:n 立 於 

庭， 索 脚蒂？ 時 大臣 妻 持つ 來脚帶 f 恰矣傷 懐 云， <<  と 有る：^ 字、 此には 加那志 美なる を、 淸寧 天皇 二 年 御 紀には 1K 皇 

愕然 驚歎 良以愴 懷 口 云々 と 見え、 叉 右の 齊明 天皇 四 年 御紀に 天皇 憶 n 皇孫， 槍 爾悲泣 云々 など 有り、 叉 萬 葉 二  (二十 

1 丁) に、 有 皇子 自傷 結-一松 枝， 歌 二 首と 有る は、 其捉はれと成らせさせ御在し坐して紀溫湯に^;$1らせ給へる時に悲 


しませ 給へ る 御 事な り、 又 (二十 八丁)、 日 並 知 皇子 尊續宮 時 歌に， て、 皇子 尊 宮舍人 等 働 傷 作歌と 有る 慟傷も 同じ 

く 伊多牟 なり、 名義 抄には 饷恰叉 惘矜を 伊 多 美 夜牟と 見え、 叉 伊 多 牟には 忡をも を も 愁をも 惜をも 傷 をも忙 1^ を も 

恨 を も M を も 傻をも 悃をも 炳をも 條をも 惜をも 招 を も 惜をも 儋をも 慨をも 愀をも 懷をも を も慟 をも數 を も拘を も愴 

を も 惻愴を も 懣をも 悼 を も 惧をも 依 ^ を も 棒 を も 側 を も 憨をも 得 を も、 叉 新撰 字 鏡に は怏义 悟 をも訓 めり、 言 義は氣 痛 

なる 可し、 (和訓 棠に 「息 を携 るの 義 なる 可し」 と 云 へれ ども、 爾多牟 は 音 痛な り、 宇 禮多牟 は 情 痛の 例 も 有り、 又 

俗に 氣を 痛む る を 云 ふ、 是 なれば 猶氣 痛に て 有るべき なり、 叉 名義 抄に噫 を も 唏をも 吐 を も 伊 多 牟と訓 めり、 叉袁字 

を 加 那志布 叉 米 具 牟叉伊 多 牟又宇 禮布又 和 邪 波 比叉那 久と訓 み、 叉 傷 字 は 本より 伊 多 牟と訓 む 字な り、 叉 悽字を 伊 多 

牟又宇 良牟叉 阿波 禮布又 加 那志布 又佐牟 志と 訓み、 槍 字 を 伊 多 牟叉字 禮布又 宇 良牟叉 阿波 禮布叉 伊 多 麻 久波又 伊多牟 

良久 波な ど 見え、 叉 珍 字 を靈異 記に 伊 多 牟と訓 みたり、) 偖此 哀傷の 所に 當 りて、 古事記に は 今 其 可 レ來時 故^と 有る 

は、 上に 童女 置， 中 而」， W と 有る に對 へる が 故な り、 熱田緣 起に 故 以悲哭 と 有る は、 上に 汝等誰 也、 何 爲哭ニ 之 如 此耶と 有 

るに 對へ 奉れる 所なる が 故に 特 更に 哭とは 作るな り、 天 淵 記に は此を 無， 由， 脫故哭 と 有り、 叉 地 神 本 紀には 此の 哀 

傷 を 加那志 牟と訓 めり、 御紀 に然訓 める 本の 有りつ るに こそ、 (孝德 1K 皇五 年御紀 に、 皇太子 始知 n 大臣 心猶 貞淨， 追 生-一 

悔耻^哀歎難レ休と有るも、哀を加那志布と訓めるにて、此例猶云ひ知らす多在り、)ひ素^1戈嗚尊勅曰は美許登能理志多麻 

波 久と訓 めり、 其 義は傳 十二、 十三、 二十に 云へ り、 偖此勅 曰の 字に 就て、 纂蔬に 天子 制 書曰レ 勅、 尊つ 稱進雄 祌<  曰レ勅 

也と 注させ 給へ る は實に 然る 言なる が、 其 は 公式 令 詔書 式の 賴 解に、 謂 詔書 勅旨 同是 綸言 也、 ^臨時 大事 爲レ 詔、 尋常 
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小事 爲， 勅 曰と 所見た る 如くに て、 凡て 此大. 神の 御 事 はし も 皇祖 天 神と 相 等 同し く 會釋ひ 奉らせ 給 ふ 御 事なる が 故に、 

此事を 承け て ，h 、に も隨ぃ 勑书突 と 有り、 叉 下に も 因 勑之 ほ とも 書され たる は、 信に 有將 欲し き 文法と 云 ふ ベ くな む 有り 

ける、 熱田緣 起に 我 是天照 太 神 之？ 也と 御名 乘爲 させ 御 在し 坐し ける 所に、 於是 翁姬卽 知， 一天 神， と 有る が 如く、 二 柱 御 

祖， 神の 珍 子に 渡らせ 給へ るが 故に、 當昔は 此大神 を 指して 天神と 稱し 奉る を 知るべし、 又 神 紙 令 天 神義 解に、 謂，, 1K 神， 

者 云々、 W 雲 國造齋 神 等類是 也と 有る は、 謂 ゆる 神 名 式に 意 宇 郡 熊 野 坐祌社 (名 神大) と 有る 是 なり、 、に 地祇 者大神 

大倭葛 本 鴨 W 雲 大汝神 等類是 也と 有りて、 其 95 雲 邯杵築 大社 (名 神大) と 御 父子の に 天神 地 紙の 差別 を 被， 立たり、 姓 

氏錄 にも 此素 斐嗚 尊の 御 末 を 地祇に 牧 めら れ たれ ども、 此大神 を 地祇と & すに は 非す、 其 御子 大已贵 神 以下の 御子 孫な 

るに 係け て 地 紙と は.^ せるな り、 此を 以て も 古に 此大神 を 尊み 崇 まへ 奉られし 事の 尋常なら ざり，.^ 御 事 をな む 明らめ 

奉る 可き 事な りけ る、 (第二 一. 書に も 素 戔嗚尊 敎之曰 云々、 二 神隨, 敎云. < と 有る 敎字 も、 瑞珠 盟約 章に 素 戔嗚大 神の 御 

父大 神に 申させ 給へ る 御 首に、 吾 今 奉， 敎將， 就， ー根國 一と 有る 敎を美 許 登 能 理と訓 める、 是 にて 甚く 尊崇 まへ 奉れる 所な 

り、) 傻此大 神の 御 事 をし も 世に 皇祖 天 神と 等し 拉に崇 まへ 靠み 奉ら ざり ける こそ 心 憂き 事な り けれ、 卽ち四 神 W 生 章 

に 何不， 生， 一 fK 下 之 主 者， 歟と 詔り 給 ひて：：： 神と 共に 初めて、 御名の^でたる所に^1,、生ニ素^1戈嗚尊-と有る、此尊字は神世 

七 代 章に 至 貴 曰, 尊自餘 曰， 命と 有る になり て 心？.：； るに、 其 尊く 高く 御 在し 坐す 事 世に 比し へ 無くなむ 渡らせ 給へ りけ 

る、 其 第一 一書に、 伊 禅諾尊 H 吾欲レ 生，； 御 lis 之 珍 子, と 詔り 給へ る 御 事 見え、 古事記に も、 此時^ * 諾 尊大 歡喜 _i  、吾 者 

生 r】 生 子 一而 於-一生 終, 得-: 三 貴 子, と 有る、 三 貴 子と は 天 照 太 神と 月夜 見 尊と 此大神 を 合せて 三 柱 Q 謂なる が、 實は 月. -伙 Ds= 


尊と 此大祌 と は 同 神に 渡らせ 給 へれば 二 貴 子に て * 天 照 太 神に 次て 至尊く 御 在し 坐す 御 事 を 明らめ 奉る に 足れり、 若て 

其 第 六， 一 書に 素姜嗚 尊者 可， 以 ユレ 1K 下 一也と 勅任し 奉らせ 給へ る 御 事 所見て、 主張り て此 天下 國 土の 大君 主宰に 渡ら 

せ 給へ る此大 神に なむ 御 在し 坐せば、 其 所 知 看す と 所 知 \ ^ざるとの 御 事 は. ff 、にして、 此大 神の 天下に 比 無く 尊く 高く 御 

在し 坐す 正しき 證には 有りけ る、 然れ ども 故 有りて 御 母國に 根國に 渡らせ 給 ふ 可き 去敢 させ 給 はざる 御 事に 依りて 1K 

上に 昇り 詣らせ 御 在し 坐々 けり、 若て 天 照 太 神と 共に 御 誓の 御 事 御 在し 坐し ける に、 固より 其淸 明き 御 心なむ 顯 はれさ 

せ 御 在し 坐して 終に 男 御子 を 生み 奉らせ 給へ りけ る、 故に 瑞珠 盟約 章に、 是時 天 照 太 神勅 曰、 原， 1 其 物 根， 則 云々 者是吾 

物 也、 故 彼 五男 神悉是 吾兒、 乃 取而子 養焉と 所見た るに、 傳 十三に 云る が 如く 谷川 士淸說 に、 夫 根 系統 脈 在， 父 而不， 在レ 

母、 如， 五男， 則 曰 祌猶， 父 也、 素 尊猶， 母 也、 物 根 固お- 1 于曰神 T 非 M 日 種， 而何耶 と 云へ る、 實に 然る 說 にて、 曰 神 はし も 女 

神に 御 在し 半： しながら 大御 父の 如く、 素 斐嗚尊 はし も 男 神に 渡らせ 給 ひな. がら 大御 母の 如く 御 在し 坐して 一穴 壤 と共に 

無窮き 天津 日繼の 元つ 大御祖 に 渡らせ 給へ るが 故に、 此第四 一 書に も、 素 戔嗚尊 曰、 韓鄕之 島、 是 有- 1 金銀 T 若 使 吾 兒所レ 

御 之 國不レ 有 n 浮寶， 者 未- 1 是 佳-也の 大御首 有り、 是を 以て 此大 神の 御上 をし も 天 照 坐皇太 神に 相： isr へて 仰ぎ奉り 尊み 奉 

り 敬 まひ 奉り 可畏み 奉る 可き 御 事に なむ 有りけ る、 如此く 天皇の 大御祖 神に 渡らせ 給へ る は 然る 物に て、 天 照 太 神の 日 

神に 御 在し 坐せ るに 相拉 ばして、 後に 月 神と 御 在し 坐して 大地の 晝夜を 持ち 別けて 御 照し 坐す 御 事 は 申す も 更なり、 其 

御 兒大已 貴 神と 皇御孫 尊と 相竝 ばして、 幽 N ハ事顯 露 事と を 持ち 別けて 所 知 看すな ど、 皆 其 本の 本 を 知り 元の 元 を， 云 ふ 時 

は此大 神， に 係らす と 云 ふ 事 無ければ 、費に 仰ぐ 可く む 可く 敬 ひ 可 長み 奉る 可き 大祌 になむ 渡らせた まへ りけ る、 (然 
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れば 1K 下に 有りと 有らゆる 人の 上と 御 在し 坐して、 天下に 二 無く 尊く 御在レ 坐す 皇御孫 尊の 御 民と 有る 者の 限り は、 此 

大神 をし も 日 神に 相 等 同し く 仰ぎ 可 長み 奉る 可き を、 若し 其 事に 違 ひ 奉れら むは、 卽ち皇 御 孫 尊を輕 蔑し め 奉る に 常り 

て 其 罪 去り 所 無き 者ぞ かし、 日月の 大御光 を 戴き 奉り 幽顯 の大御 政に 預り 奉る 世人に して、 然る 事 意 を も^り 知り 委し 

く 明らめ 奉ら ざら むは 大 なる 罪人と 云 ふべ し、 )〇 以女は 許 能牟須 賣と訓 むべ し、 諸本此 を以, 女 と訓 める を、 金澤 本に 

然訓 めるな む甚宜 かりけ る、 熱田緣 起に は 以女を 少女に 作れり、 然る 本の 有りつ るに こそ、 古事記に は 是汝之 女 者と 有 

り、 偖 牟須賣 は牟須 古の 對 なり、 源氏 帚 木 卷に御 息 男の 君 等 云. <<  と 有り、 其 牟須賫 と 云 ふ 例 は 殊に 多くして、； 大孫 降臨 章 

に 高 產皇靈 尊 之 女拷幡 千々 姬と 有りて、 其 第 六 一 書に 高 皇産靈 尊 女子 栲幡 千々 她萬 幡幡姬 命と 見え、 其 第 七， 一 書には11^ 

字 を 美 牟須賣 と 有り、 叉 其 天孫 降臨 章 正書に 皇孫 問， ー此 美人 一 曰、 汝誰之 女子 耶、 其 第 ll 1 書に 皇孫 因 謂 n 大山 紙 神， 曰、 吾 

見 n 汝之子 子 T 欲 n 以 爲,， 妻、 其 第五 一 書に 天 孫 幸， 1 大山 祇神之 女子 吾田 鹿 葦津 姬 f 其 第 六 一 書に 叉 問 曰、 其於秀 起浪穗 

之 上 起- 1 八尋 殿- 而 手玉 玲瓏 織衽之 少女 者 是誰之 子女 邪と 見え、 海宮 遊行 章に 海神 女豐 玉姬、 其 第三 一 書に 海神 迎拜延 

入奉レ 慰、 因以 -女豐 玉姬， 妻 之と 有り、 神武 天皇 御 紀に母 曰，， 玉 依姬？ 海 童 之 小 女 也" 緩靖 天皇 御 紀に母 曰，， 媛 蹈魏五 

十 鈴 媛 命 r 事 代 主神 之 大女 也、 安寧 天皇 御 紀に母 曰 = 五十鈴 依 媛 命 T 事 代 主神 之 少女 也な どの 如く、 大女 少女の 稱有 

り、 催馬樂 律の 我 門 爾美曾 乃 布 乃、 美 曾乃不 乃、 安 也 女 乃 古保利 乃、 大領乃 末 名 牟須女 止 以戶、 於 止 牟須女 止 古 曾 伊 

波 女と 有りて、 此 にも 眞名 女子 弟 女子の 事 を 云へ り、 記傳三 (十 丁) に、 「高 御 產现， 日 祌. 神 產巢日 神と 申す 牟須は 生な 

り、 其 は 男子 女子 又 苔の 牟須 草の 牟須 など 云 ふ牟須 にて 物の 成 生る を 云 ふ」 と 云 はれた る是 にて、 牟須は 其 成す 方より 


云ふ稱 なる が 故に、 我 之 女と か 誰 之 女子と か 上に 其 成せる 人 0 事 を先づ 置きて 云 ふ 故に、 男女 子 を 打ち 任せて 云 ふ稱に 

は.：. ざるな り、 叉 右の 准ら ひに、 男子に も 3 マ K ナ名 又お ス ム^の 稱 有る を 知るべし、 (叉 古今 集詞 書に も、 「良峯 乃 m 成 

が 四十の 賀に 娘に 代りて 詠み 侍りけ る、」 又 「或 人 此歌は 昔 大和 國 なる 人の 女に 或 人 住 渡りけ る、.」 「此女 家 も 無く 成りて 

云々 f さ 有り、 借 此牟須 古. 牟須賣 に は 息 男. 息女 Q 字 を 常に 書け る を、 禮記 註に 陽 生曰レ 息と 云 ひ、 字書に 吾 所 i 者 故 

曰レ 息と 有りて、 我が 牟須と 云 ふ 霄も其 産み 成す 人の 方に 屬 きて 云 ふに 合へ り、 叉 娘 は 韻會に 少女 之號と 有り、 )〇 奉レ吾 

耶は、 先 づ其女 を 素 斐嗚大 神の 御物に 令レ 奉て、 然る 後に 事 を 計 はむ との 御 事な り、 此三 字金澤 本に 吾 爾多氏 麻 都 良牟夜 

と ii、.^^ かわ (1、 一 わ i トら、 t^^iー&ぃi^;:t^^^^.^iii^-^、甚宜し、古本には奉^を久醴牟夜と訓める、其も例 

有る 事に て、 瑞珠 盟約 章 第 il 一書に、 汝以， ー汝 所， 持 八 坂瓊之 曲玉 一 可，， 以投ク 予矣と 有る、 狡 字に 久禮 與の訓 有りて、 

其 意 は 已に傳 十五 十七に 註せ りと 雖も、 其 は 同じ 程の 中間なら ば こそ 有らめ、 卑しき 方より 髙 きに 對 ひて 云 ふべき 語 

なら ざれば 此 所に 似 著 はしからざる なり、 次に 對曰 隨レ勅 奉矣と 有る に 合せて、 古事記に も 此を爾 速 須佐之 男 命 詔、. 

其 老夫是 汝之女 者 奉-一 於 吾-哉 云. < 、爾足 名椎手 名椎神 白、 然坐者 恐 立 奉と 有る は、 正しく 此の 奉 字 を 立 奉と 跳むべき 徵 

なる 者な り、 叉 古事記 高 千穗宮 段に、 故 乞 遣 其 父 大山 津 見神-之 時、 大 歡喜而 副- -其姊 石 長 比賣- 令， 持，， 百 取 机 代 之 物- 

奉 》  (中略) 爾 大山 津 見神、 因， 返-, 石 長比賣 一而. 大耻、 白 送 一 百、 我 之 女 二 竝立奉 由 者 (下略) と 有るな ども 此の 1 

例に 備ふ 可き なり、 (此 下に、 因 勅 之 曰、 吾 兒宮首 者卽脚 摩^ 手 摩^ 也、 故 賜-一 號於 二. 神-臼" 稻田宮 主神 一と 有る 御有狀 

を 見： f りても、 吾爾 久禮與 などと は 詔 ふま じく 見えたり、) 〇 隨 k 勅奉矣 は、 御 一 百 能隨. 爾奉良 牟と訓 むべ し、 熱 田緣起 
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に、 謝 曰 左右 任， 勅と 有る 是 なり、 例 は 古事記 平國 段に、 建 御名 方 神の 亦不レ 遠- > 我 父 大國 主神 之 命- 不レ違 n 八 靈事代 主 

神 之 首， 此葺原 中 國者隨 -へ大 神 御子 之 命- 獻 云々、 汝 子等 事 代 主神 建 御名 方 神 二 神 者 隨-- 天神 御子 之 命-勿 レ違 白訖、 故汝 

心 奈何、 爾答 .E 之、 僕 子等 二 神 隨白僕 之不レ 遠、 此 葦原 中 國者隨 い 命旣獻 也な ど 有る 是 なり、 此隨 勅と 云 ふは不 レ違レ 

と 云 はむ が 如し、 熱田緣 起に、 若 然者汝 當レ以 二 少女 一 奉え 吾 邪、 老翁 對曰、 不二 敢 背-云. r 謝 曰、 左右 任， 勅と 有る に 思 ひ 合 

すべし、 おに 引ける 古事記の 文中に、 不， 違：， 命 叉不， 違ヒ百 又 勿， 違 又不， 違と 有る は、 何れも 隨のー 百 を 注せる が 如く 用 ひ 

たる 者に て、 此ニを 相對放 ふれば 大 い に 其 意味 をな む 知らる 可き 事な りけ る、 (其 例 共 は 多く 傳ー 一十 卷に舉 げたる を あ 

麻 疆々 々 の 首 は不， 違と 云 ふに 常れ るに、 心 も 著 かざりし 故に 今 兹に云 ふなり、 )〇 古事記に は此 所の 文殊に 委しく 有り 

て甚々 美 好た き 事な む 多 在りけ る、 此 全文 を 此に舉 げて少 々注す 可き なり、 爾速須 佐 之 男 命 詔-一 其 老夫ハ 是汝之 女 者、 奉-一 

於 吾， 哉、 答 白、 恐 亦不， 覺 n 御名； 爾答 詔、 吾 者- 大照太 御 神 之 伊 呂勢者 也、 故 今自レ -大 降 坐 也、 雨足 名椎手 名椎神 白- 

然坐者 恐 立 奉 一と 所見た るに 合せて、 熱田緣 起に も 凡て は 此御紀 と 同じきながら、 此の所 を、 素戔 嗚尊勑 曰、 若 然者汝 

常 T 以，， 少女， 奉 V 吾 邪、 老翁 對曰、 不 n 敢背ー 抑 聞- 1 御名？ 答 我 是天照 太 神 之 弟 也、 於是 翁媳卽 知-へ 大祌； 左.^ 仔 

レ 勅と 所見て、 此の 事實 正しき を 得たり、 故 其 是汝之 女 者 奉，, 於 吾-哉と 有る は、 此 に若然 者汝當 -1 以レ女 奉 k 口 W とおて 係 

けさせ 給へ るに 同じき 事 巳に 右に 註せ るが 如し、 恐 亦 は 記傳に 加斯許 祁禮杼 母と 訓 まれき、 此は素 戔嗚大 神 をし も 服 前 

に 見 奉り 知らざる が 故に 容易く 其御婚 ひの 御 事 は 許し 奉り 難き 中に も、 其 御 光儀 を 今 見 奉れば 甚々 可 畏く敬 ひ 奉る 故 

に 恐る. （-其 御名 を 聞き 奉らむ とて 先づ 初に 如此く 打お でた るな り、 然る は此大 神の 御 事 を 四 神 W 生 章に 其 光彩- 亞 


, 日と 有り、 第一， 一書に も、 卽 大日 霎尊及 月 弓 尊 粒 是質性 明麗と 有る が 如く、 此大 神の 光儀 實に日 神に 亜で 明麗 はしく 御 

在し 坐す が 上に、 其 神性の 雄 健く 御 在し 坐す 御有狀 は、 武素 戔嗚靠 とも 速 素戔鳴 尊と も 申 奉る 如くに 渡らせ 給へ れば、 

天下 こ 誰か 有らむ、 王 こ其大 神なら むと は 思 知りつ \ も、 其 御名 を 聞き 奉らざる 程なる 故に 如此く 中して 名 乘らせ 奉 

ら むと は 爲られ ける 者 L めり、 (然して 其 問 ひ 奉らむ と爲 るに 猶甚可 長 こかり ければ 猶豫ら ひて 巾し W し 奉り 難 かりけ 

む、 其の 時の 老夫婦の 狀も 想像ら れ て何怜 なる 事な りかし、) 不レ覺 n 御名-は、 其 老夫婦 共に 大 神の. 尋常の 神に て は 御 在 

し 坐 さす 正しく 素 戔嗚大 神に 御 在し 坐 せらむ と は 其 御 容儀の 明 麗しく 渡らせ 給へ ると 其 御稜 威の 健 速く 神 在し 坐す と 

にて 心に は 知りても 有り つらめ ども、 其 御名 乘の御 事 御 在し 坐す 迄 は 許し 奉られざる、 信に 古の 意に て 世に 美 好き 事の 

極と なむ 所思え たる、 其 上文に、 我 之 女 者 、自， 本 在 二八 稚女 T 是高志 之 八 5^ 遠 呂智毎 レ年來 喫、 今 其 可レ來 時、 故 泣と 語り 申 

せる 如く、 在りつ る 八 稚女は 喫み 盡 されて、 唯 一 人 殘れる も此大 神の 御 助力 を 乞 ひ 奉らす ば 忽に荐 まれむ と爲る 今の 際 

に 至りても、 其 御 神の 御名 を覺 知り 奉らざる 限 は 信が ひ 奉られざる 事 はし も、 此 老夫婦 も 大山 祇 神の 御子に して 拉" -の 

神に は 御 在さざる 故に、 先 づ問ひ 奉りて 後に 立 奉らむ と 爲られ たる 者に して、 何恰 なる 中に 云 ひ 知らぬ 深き 味 は ひ 有る 

所に て 有るな りけ り、 熱田緣 起に は 老翁 對曰、 不 4^ 背 一 抑 聞- 1 御名-と 有れ ども、 此 にて は 其 心 深から す、 右の 古事記に 

答 曰、 恐 亦不， 覺-ー 御名-と 有る に は 如かざる なり、 然 れば此 第一 1, 二 書に、 素戔鳴 尊欲レ 幸- 1 奇稻田 嫒-而 乞-一之 脚 摩 乳 手 摩 

乳？ 對曰、 請 先 殺-一 彼 蛇 ^ 然後 幸者宜 也と 有るな ど は此に 要と 有る 其 老夫婦の 心 を 記し 漏らされ たる 傳 にて、 事足 はぬ 心 

ちな む爲 める を、 古事記の 右の 傳 なむ 實に愛 たく 所思え たりけ る、 (上古より して 婚儀の 道 かりし 事 は、 繼嗣 令に 凡 王 

日本 * 紀 »  二十 一之 卷 寳 出現 章  .  四 0 九 


日本書紀 傳 二十 一之 卷 寶效 S 現 章  •  四 1〇 

娶，： 親王； 臣娶- 一 五世 王 一 者聽、 唯 五世 王 不レ得 レ娶- 一親 王-と 有る にて 知られたり、 然るに 紀 略に、 延曆 十三 年 九月 丙 戌 詔、 見 

任 大臣 良家 子孫 許レ 娶，， 三世 以下， 但藤原 氏 者 累代 相承 攝， 政 不絕、 以此論 云不， 可レ 同， 等殊 可， 聽レ娶 ヒ 一世 以下， 者と 有 

りて 其 法 稍 弛みた る を、 後に は 皇女 を だに 人臣の 家に 降し 嫁し め 給 ふ 御 事の 御 在し 坐す に は 至れり 一、 此 老夫婦に だに 

耻ら はせ 給 はに、 其の 治め 給 はむ 道 も 必す御 在し 坐 さまし を、 君臣の 御間甚 近く 成り 以て 行きて 架々 は 君 上を輕 しめ 奉 

る媒と 成らす しも 非すな む、) 吾 者 天 照 太 御 神 之 伊 呂勢者 也と は、 己 尊の 御名 を 以て 顯 はし 給 はすして 日 神の 御 兄と 御 

名乗り 爲 させ 給へ る は、 抑 其 素 f 戈 鳴 尊と 中し 奉 る 御名の 其 時に 在りつ るを隱 して、 然 詔り 給へ るに は 有る ベ か ら す、 共 

素斐嗚 尊と 申し 奉れる は、 神性の 健く 速く 進り かに 御 在し 坐す が 故に、 始 より 然稱 奉りて 終に は 其 御名と 成れ ども、 大 

神の 御身 自ら は 唯 右の 如く 常に 伦に對 ひて は 天 照 太 神 を 本に して 然 御名 乘らせ 御 在し 坐し ける 御 事と 所見たり、 其 は 

IK 孫 降臨 章 第 一 一 書に、 天 照 太 神 之 子 所レ幸 道路 有 n 如， 此居， 之 者 誰 也、 敢問 之、 衢神對 曰、 聞 _k 照 太 神 之 子 今當， 1 降 行， 

故 奉 レ迎相 待と 有る も、 皇御孫 尊に 未だ 此時 御名 御 在し 半： さす、 其 第 六 一 書に、： 乃 用，， 眞床覆 衾， 裏，， 皇孫" 大津彥 根火瓊 4< 

杵根 尊， 而排 n 披 1K 八重雲 一 以奉レ 降、 故稱 n 此神， 曰 ，へ大 國饒 石彥火 fjU 杵尊， と 有る が 如く、 其 御 天降の 狀の饒 しかりつ 

る 故に 御名 は定り 坐せ ると 同じ かる 可し、 又 此には fK 照 太 御 神 之 伊 呂勢者 也と 官： ひ、 右に 皇御孫 尊の 御名 を 指さす して 

天 照 太 神 之 子と 申された る を 以て、 凡此 天地の 問に は：. K 照 太 神に 益り て 复神御 在し 坐さざる が 故に、 其 皇太神 を 先體に 

居え 置きて 後に 其 御 枝葉の 御 事 を 名乘る 古の 定格な りし を 知るべし、 (又 此に如 此く伊 呂勢者 也と 宣り 給へ る を 以て、 

此 外に 月夜 見 尊と 申す 1 ！^の別に御在し坐さざる御事をも亦此に徵すと云ふべし、 其は此 外に も 御 在し 坐 せらむ に は 


Is 事 Q みを然 集らせ 給 ふま じきなる 零、 s 其 伊 I と 丰すは 同 2 御 兄 g 御 在し 坐す き 以て 詔り 給 

へるな り、 一一 賢 i ハ 年御紀 に、 |£| 奠幼 i レ男 稱レ 兄、 fl レ 妹と 有る 是 なり、 但し 熱田緣 起に は、 答 

『我是天照 太 神 之 弟 也、 於是霞 卽 知-一 P と 所見 たれば 、古事記に も 本 は 伊 g と 有りけ む も 知る ベ t ざるな り 

地 J 紀 にも 此文吾 i 照 太 神 之 t と 有る 慕と 爲 べし、 偖 伊 S は 伊 IQS り、 伊 量 は伊呂 5 對 なり、 又 

l.,、i.y  、ま 4fe、sl よど ド tik 里 七 こ" 1： じくして、 其 本 は 母 を 伊呂波と 云よ にお. で 

郎 子. 郞姬を 伊 良 都 古. 伊 良都賣 と P み 某 入^. 某入姬 なと 4 す 伊 了セ了 ^ 

たる 事 こて、 其 伊 良 伊理 伊 呂共 に 同胞の 兄弟 姊妹 を 拉べ 云 ふ 時に 限る 事に て、 異母 兄 g るに は庶兄 i と 云 ひて 

气 1マ， こ 物爲 さする 友に て、 何れも 右等 はん 字 s にして 互に 相 親しむ 1 りけ り、 然り とて 此霊 嗚大 神より 曰 神 を 

£ 奉らせ 給 ふに は 何時も 姊と 申し 奉らせ 給 ひて. 伊呂 妹と は 申させ 給 は ざり けれども、 此は唯 其 二 神に 向 はせ 給 ひて 

其 曰2御|に御 在し 坐す f 已く示 4 御 在し 坐 さむと して、 雾憲太 御 神 之 伊 呂勢者也 と は 御名 乘り爲 させ 

きへ る者 こして、 此御 霄を受賜 はりて、 然御 在し t ば 霞嗚大 神に こそ 御 在し 坐し けれと 心に 知りて、 敬 ひ 恐 こみ 奉 

よ 斤 こ は 至れり し f りけ らし、 係 其 伊 I など Q 伊 I 人 • なりと 云 ふ は、 已に傳 六に 父母 を 加 曾 伊呂波と 云 ふ 

こ 就て 庄せ るが 如く、 其 を， 波 ふ もチ血 fgQ 管る に 等しく、 伊呂波と 云ふ は 入 腹と 云 ふ 事に して、 其伊呂 

は 母 Qui 內 S れて 産み？ 意 を 以て 2、 子 § にて は 母胎に 人り て 其より 生 I る 管 云：！ な * れト. - 

母 こ 云 ふ Is ふ も 其 本 一な りけ る f り、 其 伊 呂にセ 兄と ィぁ £1 だば 伊呂 勢と 成り 伊 I と 成り、 叉姊 U 眷. 

を M れば伊 鳳と 成り 伊&と 成り、 叉 子と 女眷を M れば と 成り y， 成り、 又彥と ff.^ れば、 きき 
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り 入姬と 成れる 者な り、 共 巾に 伊 呂泥は 兄に も姊 にも 通 はし 云 ふ 甘に や、 古事記 白 檮原宮 段に 伊呂 兄と 有る を、 御紀に 

は 兄 字 を 書きて 伊呂 禰と訓 まれたり、 其 は 唯 片假字 以て 傍 書せ る なれ ば 書 違 へと も 云 はに 云 ふ ベ か ら む を、 和名 抄 に 、 

兄 男子 先生 爲， 兄、 一 云昆、 和名 古 乃 加 美、 日本 紀云 和名 伊 呂禰と 有る を 誤と も 定め 云 ふ 可から ざれば、 伊 呂阿闹 の 一一 n よ 

り 約り て此も 亦伊呂 泥と は 成れる 者と 見えたり、 其上傳 十三に 云 へ る 如く、 姊を那 泥と 云 ふ も 汝姊と 云 ふ 事なる が、 

兄 を 阿. 爾と云 ふ も然 にて， 此爾と 泥と. 共に 尊稱 にして 根と 云 ふに 異なら ざれば、 右の 如く 兄に も姊 にも^ 呂 泥と 云 ひ 

て 事の 遠 ふに は 非ざる 者なる ぞ かし、 (然る を此郞 子. 郞姬を 色津子 • 色津姬 の 義に說 き、 母 を 伊呂波と 云 ふに も、 色 身 は 

母より 受 くれば 色 母の 義 なる 可し などと 色の 事に して 云ふ說 は、 大いに 遠き 違 有る 者な り、 男色 女色に 愛て こそ は 色 某 

とも 云 は 云 ふらめ、 事 も 無き に 唯に 男女の 子 を然云 はむ 事 心得す、 其 上 色 身な ど 云 ふ 事 は 外圃の 嘴り にて、 我が 睾大 

御國の 上古に K て も 人の 云 は ざり し 事なる を 如何 爲 む、) 故 今自レ 天降 坐 也と 詔り 給へ る は、 其 上に 故 所 レ避而 降-: » 雲 _i 

之 肥 河 上 在 鳥 地-と 有る は 其 記の 地より 書け る 語なる が、 此 なる は 正しく 其大 神の 御言に 宜ひ W でさせ 給へ る たれ 

ば、 此を 以て 證 と して、 右 に 所， 避而 の 語 有る は 誤なる 事 を 知る に 足れり と 云 ふ ベ し、 其は修 二十より 始て 此卷 首に も 

追々 に 事 實を徵 し 論じ 云へ るが 如く、 此素 斐嗚大 神の 天上より 所 レ逐れ て 初て 天降り 御 在し 坐し. -御 時には、 ー國の 

に 在ら ゆる 衆 神 も此に 置き 奉らす、 共に 距 みて 留め 奉ら ざり しかば 終に 外國の 地に 先づ落 著せ させ 御 在し 坐し けり、 此 

第 四 一 書に、 是時素 斐嗚尊 帥，： 其 子 五十猛 神， 到つ 降 於 新羅 國？ 居， 一 會尸茂 梨 之處， と 有る 是 なり、 其 次に 遂以 >1 墙 土-作 レ舟 

乘レ之 東 渡 到- 雲國簸 川上 所在 鳥 上 之峯， と 有れ ども 其 は 誤りに て、 其 初めて 東 渡らし 給 ひ 著 かせ 給へ りし は 筑紫洲 -s" 


の 事に して、 其より 此大 八洲 阔を靑 山と 成し 給へ る 時に. は、 未だ w 雲 阔に御 事跡 は 非 ざり し 事 著明し、 其後此 土より 高 

天 原に 參 上らせ 御 在し 坐して、 其 再度 天降り 御 在し 坐し つる 地な む、 此 第二 一 書に 是時 素戔嗚 尊下つ 到 於 安藝 國 可愛 之 

河 上, 也と 所見た る是 にて、 卽ち W 雲 國に御 在し 坐し 著 かせさせ 給へ る始 なりけ る、 $5 此故 今自レ 天 降 坐 也と 有る は 初 

度の 御 事に て は 御 在し 坐さざる 储 なる 證 有り、 其 老夫婦が 八俟遠 呂智の 形狀を 語り 申せる 語の 中に、 亦 其 身 生，； 蘿及抬 

榲， と 有る 檜榲 は、 此 第五 ノー  書に 乃 拔，： 鬚髯， 散 レ之卽 成：， 杉、 叉拔； 1 散 胸毛- 是成レ 檜と 有る が 如く， 其 は 素斐嗚 大祌の 御身 

より 化 出で たる ものにして、 此顯國 の 本よりの 有なら す、 其 大蛇の 背に 迄 も 生 立つ 程に 至れろ は、 悉く 大 八洲 國の宵 山 

と 成り 盡し 極まりての 上の 事な りければ、 先に 天降り 御 在し. 來： して、 然る 御 功 を 立てさせ 御 在し 坐し けむより は 何千 萬 

年 をか經 たりけ む、 知る ベ きに 非す、 若て 其 再び 天上に 昇り 詣らせ 御 在し 坐， してより 以来 も 決めて 久しき 年 序 をゃ經 

たりけ む、 其 老夫婦の 心に も 其 可 長き 御 光儀 を 見 奉り 上げたら むに は 誰か は 御 在し 坐 さむ、 此大 神に 御 在し 坐す らしと 

は m 心 ひながら も、 今 天 h より 此に V 降り 御 在し や 一し 著せ させ 御 在し 坐 さむと は S 心 ひも 係け 奉ら ざり し 筋な りければ、 其 

御名 を 問 ひ：；^ トれ るに 合せて、 今 3:」 リ、 降 坐 也と は對へ させ 給へ りし 御 事に なむ 有りけ る、 然れば 古事記に も 其 御 天降の 

御 事 を 合せて 一 に 爲るは 中古に W 來し 事に て、 古き 俾には 上 章 第三 1 誓の 如く 有り つらむ 事、 右に 引ける 故 今自レ 天降 

坐 也と 有る 御 甘 に 本 著き て 、其 前後 の 事 實を合 せて 曉る 可き 者に なむ 有りけ る、 (叉此 上 に、 是時 素斐鳴 尊自レ 天而降 JT 到 

於 W 雲 國簸之 川上 一と 有る も、 右に 云へ る 第二 一書に 、下？！ 到 於 安藝 國 可愛 之 川上-也と 有る と 同じ 傅なる にて、 其 は 上 

章 正書の 終に 已而竟 逐降焉 と 有る より は續 かすして、 其 第三 一書に、 是 後 素 斐嗚尊 曰、 諸 祌遂レ 我、 我今當 一一 永 去？ 如何 不 T 
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與， 一 我姊， 和 見， 而擅 自徑 去歟. 廼復 扇， 天 扇， 國上 n 詣于 天-時 云- -、 今 則奉レ 覲已訖 云々、 巳 而復還 降焉と 有る より 綾く 文 

意に て、 古事記に は 其 第三 一 書の 如き 文 は 無 けれども、 其 意 を 補 ひて 見ざる 時 は 大いに 其 趣 を^べ からざる 可し、 傑 二 

十卷に 云へ る 事共 を 引合せ 見るべし、) 然坐者 は、 下に 卽 知-一 速 須佐之 男 命-突と 云 ふ 言の 有る 心 持に て 見る 可し、 熱田緣 

起に は 我 是天照 太 神 之 弟 也、 於是翁 艇卽知 n 天神-と 有る に 思 ひ 合す 可き なり、 預て素 戔嗚大 神 はし も此 天下の 大君 主宰 

の大 神と 御父大 神に 勅任され 奉られ 給へ りし 神に 御 在し 坐せば、 其大 神の 御 事 を此國 土に 在りと 有 ゆる 國神 にして 誰 

か は化バ しく 知り 奉らざる と 云 ふ 事の 有らむ、 然る を 其 老夫婦 も 此大神 は 天上に 復參 昇らせ 御 在し 坐し ける と 心 5:: て 

有り つらむ に. 今 此處に 御 在し 坐 さむと は 如何 は 知る 事の 有らむ、 然る を此に 入らせ させ 御 在し 坐し ける に 就て は、 其 

斯る 災厄の 時に 臨みて 其 御 扶助 を 仰ぎ 乞 ひ 奉る に、 大 神の 御 心に も 其 女 を 己 尊の 御物に して 其 大蛇 を 殺して 其 災害の 

根を斷 たせ させ 御 在し 坐 さむと、 卽ち其 女 を 奉る 可き 由 を 仰せ 宣へ る、 御名 を不レ 知と 恐る く 申 上げられ たるに 擎ハ 

て、 吾 者 IK 照 太 御 神 之 伊 呂勢者 也、 故 今自レ 天降 至 也と 詔へ るに 就て、 然 坐せば 卽ち 天神に 渡らせ 給 ひて、 其 素 斐嗚大 神 

に 御 在し 坐し けりと 自得り て、 此に其 大御首 を 肯伏ひ 奉れる 所なる にて 1 其 例 は 此章第 六 一 書に 大已貴 神の 幸 魂 奇魂神 

.の 顯れ でさせ 給へ る 所に、 是時大 已貴神 問 曰、 然則 汝是誰 邪、 對曰、 吾 是汝之 幸 魂奇魂 也、 大已貴 神 曰、 唯然酒 知、 汝是 

サ ダ 

吾 之 幸 魂奇魂 (下略) と 有る 迺 知と 同じく して、 彼方より 詔り 給へ る を 待ち 取り 奉りて 此方に て 決 著む る 所 なれば 此も 

然坐 者の 下に 右に 其 意 を 補 ひ 云へ るが 如き 言 を 加へ て 見 ざれば 其 深義は 見得 難き 者なる ぞ かし、 (然れ ば 此に吾 者 一大 照 

太 神 之 伊 呂勢者 也と 有りて、 其大 神の 御名 を 名 乘らせ 給 はざる と、 此に其 老夫婦 二 神の 然坐 者と 對へ 奉りて 其 御名 を鍛 


げて 申されざる とに 甚 々甘き 味 有る-所なる を 思 ふ 可し、) 恐 立 奉 は、 熱田緣 起に 於是翁 娠 知 二 天神？ 謝 曰、 左右 任 レ敕と 有 

るに 常れ り、 此謝曰 を 加 志 古 麻理氏 曰と 訓 める 是 なり、 偖此は 上に 是汝之 女 者 奉-一 於 吾-哉と 係け させ 給へ る 其 御言に 應 

へ て、 其 長 伏の 狀を 申し 奉る 所なる にて、 此に素 戔嗚尊 勅 曰、 若然 者汝當 n 以レ女 奉 1, 吾耶と 有る に對へ 奉りて 隨レ 勅奉矣 

と 申せる に 相 同じき 所なる にて、 此恐は 加 志 古志と 訓 みて 卽ち 其隨， 勅の 二字に 當り、 其 隨レ勅 は 卽ち不 レ違レ 勅と 云 ふに 

ゥケガ  - ^  ： 

其 意味 同じき 事 上に 註せ る を 見て 知るべし、 偖 此加志 古志と 云 ふ 言 は 物 を 承伏 ひ 奉る 語なる にて、 其 例 共 を  一 二見 5- む 

るに、 其 古事記 平國 段に、 坐 n 天 安河. i 之 天 石屋， 名 伊都 之 尾羽 張 神 是可レ 遣 (中略) 故 爾使二 天迦久 神-問-一天 尾羽 張 神- 

之 時、 答 白 恐 之 仕奉然 於， ー此 道， 者 僕 子 建 御 雷神 可 や 遣、 乃 貢 進と 有る は、 其 葦原 中國に 征伐の 御 使に 差し 給へ る 御 事な 

る を、 其 長 こまり を 申す 所なる が 故に 恐 之 仕 奉と 申 給 ひ、 又 其 神の 自ら 行 向ひ耠 はすと も 其 子 建 御 雷神 を 天降しても 事 

の濟 むなる 所なる 故に、 其を戾 きて 然  一 K  , と は 申 給 へ るな り、 其， に、 是以此 一 一 神 降 n 到 出雲國 伊那 佐 之 小濱- (中略) 

問 こ大國 主神， 一一- H (中略) 汝之 宇志 波 祐流葺 I5f 中 國者我 御子 之 所， 知國首 依 賜、 故汝心 奈何 爾答白 之、 僕者不 n 得 白？ 我 子 八 

审：ー百 代 主神 是 可：， ぬ 中略) 故爾 遣-へ 大. あ 船 神， 徵 n 來八 靈事 代 主神- 而問賜 之 時 、語-其 父大 神-言、 恐 之 此國者 立 i 天神 之 

御子 T 卽蹈； 1 傾 其 船 一而 天 逆手 矣於靑 柴垣 打 成而隱 也と 有る も、 其 御 父 大國主 大神を 進めて 共に 天神の 御言 を 肯伏ひ 奉る 

所なる 故に 恐 之と 申 給 ひて、 此國を 避け 奉る 事に 就て 異議 御 在し 坐 さ る 由 を 明し 白し 給へ るな り、 其 文に 引續 きて 故 

爾 問，， 其大國 主神？ 今 汝子事 代 主神 如 此白訖 、亦 有，， 可， 白子， 乎、 於 是亦白 之、 亦 我 子 有-建 御名 方 神？ 除 レ此者 無 也 (中略) 

K 追 往而迫 TI 到 科 野 阈之洲 羽 海 f 將, 殺 時， 建 御名 方 神お、 恐莫, 殺 レ我除 n 此地， 者不， 行- 1 佗處- (中略) 此 葦原 中 國者隨 -1 天 
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神 御子 之 命, 獻と 有る 恐 も、 今 殺され 奉ろ に 就て 中へ i へろ Q みならす、 上と 同じく 此園を 奉る 事 を 肯がひ 奉れる 由 を も 

相 兼ねて 申 給へ るに て、 此恐は ニ義に 瓦， れり， 又. 其 朝倉宮 段なる 葛 城 神の 類れ おさせ 御 在し 坐し ける 所に 、天皇 於， 是惶 

長而 白、 恐 我大神 有， 一宇 都 志 意 美， 者， 不 白 而大御 刀 及：： N 夭 始而脫 百官 人 等 所；， 服 之 衣服， 以拜獻 と 有る、 此は 右の コ 一 

例と は 異なる にて、 唯 俗に 恐れ入り 奉る 意味 を 以て 詔り 給へ るに て、 此恐は 常に 云 ふ 加 志 古志に て、 祝詞 宣命 などに 掛 

麻久 *? 長 伎と 多く 用 ひられた る是 にて、 右の 事 を 承伏 ひて 云 ふ 恐と 同 首ながら、 其 用 ふる 意な む 異なりけ る、 然れ ども、 其 

加 志 古志と 云 ふに 本より 二 無ければ、 然云ひ 別つ と雖も 共に 物に 隔を 際々 しく 立て 輕蔑 りが ましから ざる 謂な り けれ 

ば、 此の 本 は 加 志 古 は 彼 處と云 ふ 事に て 下に 志と も 伎と も 活くは 其形狀 を：： ムふ t 一； I となむ 思め かしかり ける、 (然れ ば 物 

を 懼れて 加 志 古志と ヌふ は、 我と は 甚く 事の 隔 りたる 狀に 持ち 成す をお ふなり、 叉 中 昔の 物語 書な どに 人 を 持ち 祟む る 

事 を 加 志 豆 久と云 ひて 傅 字 を 書く も- 恐 こみ 仕 ふる 由に て、 物 を 尊と みて 麁 略に 爲す甚 じき 物に 爲 るに W でた る-;";: な 

り、 叉 源氏 帚木卷 に、 「長 こまり も 置かす 心の 內に W 心 ふ 事 も 隱し敢 す 云々」 と 有る 畏 こまり は. 長れ 敬 ふ 事な り、 置かす と 

は、 打 解け て 相 共に 語り. S. す 所なる 故に まふに て、 心 を 置かざる を 一 K ふ、 然る は贵人 Q 御前な ど に 侍ら ひて は 際々 しく 

禮を盡 して 恐れ 敬 ふ 可き 事 なれ ども、 親しき 中 問なる 故に 禮 儀が ましき 所作 をも爲 さぬ を 右の 如く 云 へ るな り、 又 今 も 

貴人より 仰 事の 有る に從ひ 奉る 事に 長 まると 云 ふ も、 此の 老夫婦が 其 女の 事 を 恐 立 奉と 巾され しと 相似 通 ひたり、) 

r レ，. フ サ * ノ ヲノ. f: 、コト タ チドコ ロニ トリ ナシゾ /々. ン ナ タ ヒズヲ 二 ュ ヅ ツマ ■ クシ テ サシ タマ ヒ ：、 イナ. タ千ニ スナ ハチ シメ  了ン 4- ゾ 

. 故 素 #{嗚 尊 立 化， 奇 稻由姬 爲，， 湯津爪 櫛, 而。 揷， 於 御髻； 乃 使， 脚 摩 


チ テ 4. ヅ .f  ニォ ホセ テカミ V. シおヲ " / サケ！ V- マ r 七 千 づケラ ナ ズ 午ヲ  コ レヲィ フサ ズキト  ヤマニ オノ モ オズ モォキ ヒト ク / 

乳 手 摩 乳 醸，； 八 醞洒， 幷 作 fe 薛。 〔假^^。 此 き 佐 受 き 八 間" 各 置. 1  一 口 

サ カザ ネヲテ モ リサ ケヲ テ 1- タ セ タマ ヒキ イタ" テ トキ 二 ハタ- ンテ 7 リ ヲ 口 チ  力-. ノー：' モ ヲモ オノ モ オノ モア リ ヤマタ  ふ. ン マつ f- う 

槽， 而 盛. 酒 以待之 也。 至. 期果 有 >1 大 蛇： 頭 尾 各 有 X. 岐；) 眼 如， 1 赤 酸 

手  n レ ヲィフ ァカ 力お 4 ト  マツ カヤオ ヒ ゾ ヒ ラニ テ  C じ ヮ 7 レリ キ  ャ n  -T タ ニノ ァヒタ 二 

醬ー 〔赤 酸 醬。 此 云-阿 箇箇！^ 知 D 松 栢 生，.；^、 背 上 一而。 蔓， 1 延於 八 丘 八 谷 之 間； 

イタ "テ ウル-一 サ カケヲ  力 シラヲ ォ / モ オノ モ ヒト f ゥサ 一す トシ ィレ， ，-.、 M じ 千 トム ルト 千-一  ス ル， 1,- :-n ト スナ ハチ ヌ f シテ セル ：- ゥハ ト 

及， 室 得， 洒。 頭 各 一 糟飮 醉而睡 時。 素裘嗚 尊 乃 拔，， 所， 帶十 

ッカ ヅ ルギヲ づ なヅタ 二 キ "タ マフ ゾノ ヲ ヲ イタ" チ n  ニー  r に-キノ ハ ィサ サゥ つ. I, ニー-  ウレ サ-ン サキテ ゾノ ヲヲ ミゾ. t-r- ンシ カバ  ナカ 二 マ" テ t トぺゾ リ -しギ 

握劍， 寸>1 斬 其 蛇， 至. 尾 斜及少 缺。 故 割 あ 衣 其 尾， 視 之。 屮有， 1 一 劎ー 

「し ィ： ユレ ゥナ +ギノ づルギ 十"  コレ ヲィフ クサ ナギ ノウ ルギト マル フミ ニイ ハク モト ノナ "マノ  ノ ムラ ク モノ ヅル ギケダ シヲロ チノ ス メ 

比 听謂草 確， 織 也。 1: 草 薙劍. 此云， -俱 娑那 伎能 都留伎 一 一  書 曰>  本名 天 叢 雲 0. 盖 大蛇 所 居 

A  .C へ 二  T ネー-マ" キ ムラ， モ コノュ ヱ ニナ づケ タル ニカモ イタ-リー 了ャ マト タケル ノ： -コニ マラタ.，' テナ ライフ ケ サナギ /  7 んギト 

之 上 常 有，， 雲 氣 i 故 以 名 激， 至-日 本武皇 子- 改 V 名 曰。 草 雍 ma 

素せ 戈 嗚大祌 の 大蛇 を 平 治げ させ 御 在し 坐し ける は、 其 初め 脚 摩 乳 神に 賴 まれ 奉られ させ 御 在し 坐し ける に 起り たる 御 

事に は 渡らせ 給 へれ ども、 又此御 政に 就て は 奇稻田 姬命を 后 神と 定めさせ 御 在し 坐す 御 事に 至らせ 給 ひ、 又 其に 依り 

て は 愈 其 御 心に 思 ほし 定めさせ 給 ひて、 大蛇 を 殺させ 給 はむ 御 設共頻 に行備 へさせ 御 在し 坐して、 終に 其 肯がひ 詔り 

給へ るが 如く 平 治げ させ 給 ひける に、 其 中 尾 を 斬らせ させ 給へ る 時 其 御 劎に當 る 物 有り、 命 怪しみ 御 在し 坐して 割 裂き 

て cbH 仃 はせ させ 御 在し 坐し，. -か ば、 奇異び に神靈 しき寶 劍を なむ 見 常ら せ 給 ひける、 下に、 素 斐鳴尊 曰、 是神劍 也、 吾 ■ 

何 敢私以 安 乎、 乃 上つ 獻於 天神， 也と 見え、 第 四 一書に、 素 戔鳴尊 曰、 此不レ 可，， 以吾 私用-也、 乃 遣- - 五世 孫 天 之 葺根神 

B 本 蔷紀傳 二十 一之 卷 寳 出現 章  四 一七 


B 本書 紀傳 二十 1 之卷 寶 叙5« 現 章  四 一八 

上 n 奉 於 1KT 此今 所， 謂 草雜^ 突と 有り、 叉 古事記に も， 故 取 n 此 大刀， 思- 1 異物， 而白 n 上 於 天 照 太 御 神， 也、 是者 草那藝 

之 大刀 也と 有る が 如く * 其 御 許に 私に 留めさせ 御 在し 坐 さすして、 天神の 御 許に 上 獻らせ 給 ひける、 是 にて 上 章 第三 

一 書なる 再 昇 H< の 御 事 御 在し 坐す 所に、 是後素 突嗚尊 曰、 諸 神逐レ 我、 我 今當- 一水 去 T 如何 不 T 與， 一 我姊， 相 見.. 而擅 自徑去 

敷、 迺復 扇， 天 扇， 國上 n 詣于 _fK, と 有る が 如き 淸 明き 御 志操の 御 程顯れ させ 御 在し 坐し ける 事、 右の 揎自徑 去 敷と 有る 

と、 此に吾 何 敢私以 安 乎と 有る と を 考へ合 はせ て、 其大 神の 御 心 を 明らめ 奉る 可くな む 有りけ る、 (然れ ば 右の 擅と 此 

の 私と は 相 照して 其淸 明き 御 心の 百 千が 一 も 見 奉り 知るべき 所に て、 謂 ゆる 字 眼と も 云 ふべき 程の 所なる 事、 已 に傳 

二十 卷に其 擅 字の 事 を 註す に 就て 委しく 辨 へたる が 如し、 熱田緣 起は此 より 取れる 文なる に、 素 戔嗚尊 曰、 是神 a- 

也、 何故 私終藏 乎、 獻， 一 於 天 照 太 神， 也と 有りて、 私 以安乎 を 私秘藏 乎の 字に 換へ たり、) 偖 右に 引ける 古事記に、 白 IT 上 

於； 大照太 御 神， 也の 白 上 は、 白 而上理 給 比 伎と 訓 むべき 所なる にて、 白 は 大蛇 を 殺して 其 得 給へ る 由 を 日 神に 奏聞し、 

ォキ 

其 9- は 私に 以安給 ふま じき 物と して 此を上 獻らせ 給 ふ 御 事なる なり、 若て 樋 河 上天 淵 記に、 素 斐嗚尊 奉-, 劍-大 照 太 神？ 

太 神 曰、 我 屏-天 岩屋， 時、 落， 一 此鈕江 州 伊 布責山 f 是我劍 也と 有る が 如く、 本より 皇太 神の 御物に て" 此御劍 の 起原 

は、 傳 十三. 十六. 十七に 云へ るが 如く、 古語 拾 t 一天 石窟 段に、 令， 天 目 一箇 神 作，, 雜刀斧 及 鐵鐸， (古語 佐那 伎) と 有る 

ヲギミ 

其 刀に て、 實には 其 時 招 實と爲 して 天 香 山 之 五 百箇眞 坂樹に 鏡と 凄と 此大御 a- と を 取り 繫 けられた りつる を、 其 時に 取 

り 落させ 給へ る を、 其 氣吹雜 命と 云 ひける 神の 我 有と して；. i 藏し 持たり ける を、 其 大蛇と 化成り て 脚 摩 乳 手糜乳 神の 

子 を 取 樊ひ盡 して 終に 其 神 を も 併せ 滅ほ さむと 爲 つる を、 此大 神の 事 向 させ 御 在し 坐し ける 故に、 今まで^に 埋れた 


りし 神 §1 の靈威 再び 復顯 はれて、 皇太 神の 大御 許に 還り 給へ るに 就ても、 皇太 神の 御爲に 取りても、 此 天下 國 土の 爲 

に 取りても、 比類 無き 大き 御 功と 申す 者に して、 御名に 負せ る 武速素 姜嗚 尊と 申し 奉る 可畏き 御稜 威の 見 はれさせ 御 

在し 坐せ る 所 なれば、 大蛇の 事 は 天 神の 御上に 係け て 申し 奉る 可き ならね ども、 彼の 大御 鏡と 此の 大御^と 二種 を 併せ 

奉りて、 掛ま くも 可 長き 皇御孫 尊の 大御祖 と 御 在し 坐す H< 照 太 神 素妾嗚 尊の 大御 靈と爲 して、 天地と 日月と 共に 無窮き < 

天津日嗣の 大 御璽と 定まらせ 御 在し 坐し ける 大御 功な む、 此に 立た せ させ 御 在し 坐し ける、 斯れば 史籍に 傳 はらす と 

雖も、 其 御 使と 爲て 奉らせ 給へ る 時の 御 返 一一 目に も、 皇太 神の 大御 命を懇 到に 仰せ 進ら せ させ 御 在し 坐して、 猶 此顯國 

に 留まらせ させ 給 ひて 國土を 御 經營爲 させ 給 ふ 可き 由 共 を 委しく 仰せ 含め 奉らせな ど 爲し給 ひけら し、 上 章 第三 一 書 

に、 今 則 奉レ覲 已訖、 當 T 隨， 1 衆 神 之 意， 自；. 此永 歸.. 根國 H 矣と 有る が 如き、 其御辭 見の 御詞を 奉らせ 給 ひつ， -も、 其 御詞に 

は似氣 無くして、 自然に 然御 在し 坐し つ 可き 時勢と は 申し 奉りな がらに、 其 奇稻田 姬命を 后 神と 成し 給 ひ、 叉 其 后 神と 

共に 住ませ させ 御 在し 坐 さむ 爲に 更に 須賀宮 を 作らせ 給 ひて、 永に 其 國に御 在し 坐す ベ き 御 儲の 御 政 を物爲 させ 給 ふ 

事、 彼の 逐 はれ 奉られ させ 給へ りし 此大 神の 、擅に 私に 行 ひ物爲 させ 給 ふ 可き に 非 ざり ければ、 其れ 將に天 照 太 神の 大 

御 心 を 御 心と 爲 させ 給へ るに なむ 御 在し 坐す ベ かめれば、 此に 於て 正に 其考へ 無くて は 得 有る ベから ぬ 事と ぞ 所思 ゆ 

る、 然れ ば此に 彼の 大蛇 を 事 向 させ 給へ る 御 政 は、 此大 神の 御上に 取りて 世の 涯 なる 御大 業に 渡らせ 給へ るが 故に、 甚 

如此 くし も委， L  く詳 かに は 語り 繼ぎ 云ひ繼 ぎ、 終に 書 典に 牧 めて 記し 傳 へさせ 給 ひけら し、 (予已 く 思 ひけら く は、 此大 

蛇 を 事 向 させ 給 ひける 御 事 は、 此國 土人 民に 巨 害 を 成す I 怪物 を 平 治らげ させ 給へ るな りければ、 其 御 功^ 大 なりと^ 
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d^ii り ii 在し I らむ を、 着さ 傳 へさせ 給へ る I かな、 置 巴堤使 が 虎 

を Ut5 子の 仇 を 報いた ると 大小の 異 こそ は 有りけ め、 同じ 趣な りけ る 者なる をと gf て、 ^^H^ 

を 深く ili、 裏ば li 意 i 管 けれと、 SAif 

む 1 一り I、 重 又 isQ 如く ||らむを、 iiiiil 

も. _,st ふ 所に 抱 はる 可き 事 か はと 後進 ssts ことにな む、) f 此 £5 文 は、 其 大蛇 を 亡 まさ；" 

^;^.又^^其|と画と譽！|?大蛇を打ちきへるに、果して|りけ？終，^ 

n  b::! 載せられたり ける I、  I 二 i! し i かれ I、 御 iii 

も 依れる 者に して 奇ら しか I と f. 今 此事を 註す gif 擧？ は 有るべからざる なり；； 

^^^sgii 是汝之 女？ iis 綾け る 其 上に、 ！ 

； vtr 八稚 S 膚之 il!!、  I レ 來時故 泣、 pi 何； h.. 

^1-1  iAi. 亦 其 身 生 I 糞 s£ 八 I 八 S 見 i,sl 爛也 

知-者 今 酸醬者 也) と 云 ふ 文 有り、 こは+ 七，， -£BU," 皮 ト，， 、 [ J  ,、  (.-f- 赤 カ^ 

3 决 めて IV,-/  ,  da^a  S 哀傷と 有る 下 £ 大蛇 Qf を； f 

^^i-fi  a.  a 頭 尾 各 有 X 岐ハ 眼 如， 一 赤 i- (ま li 阿 

1 無知，) 松柏生| 上， 而 蔓|八丘八|,と有るは、 l!iLU^^ 

,』 打ち 見 行 はし，. 所 iii に屬重 if  、  i 屋上 f  lli る： お 


に、 下に は如此 設備 待 之 時、 其 八 恨 遠 呂智信 如 45 来と 有りて、 其 同じ 事 を 重ね 載せられざる にて、 此には 上 を 略き、 

彼の 記 は 下 を 事 略 がれた る 者に なむ 有りけ る、 但し 此に蔓 n 延於八 丘 八 谷 之 間- の 下に 其 腹皆爛 壌の 五 字 を fi ら され 

たり、 熱田緣 起に 依りて 補 ふ 可し， 偖 叉 第三 一書に は、 彼 大蛇 毎， 頭 各 有 n 石 松 r 兩 脇有レ 山、 甚可レ 長矣と 語り 申す 事 有 

れ ども 足らざる なり、 若て 其 始の御 問 對の御 事 を 天 淵 記に 書せ るに は、 而後 還， 1 長者， 原 問 曰、 其 蛇 何 形、 對曰、 甚可 

レ怖 也、 八 頭 八 尾 如 n 參 k 枯木， 也、 眼 如，： 曰 月， 光輝，， 上下？ 牙如レ 交，， 劍戟 S 氣如 -1 火焰？ 其 舌如レ 紅、 其 大齊， 谷、 ^ 

レ窟 則洪霧 If 起 如い 火 鳴 響と 有る は少 異なる 傳 なりと 雖も • 中には 然も こそと 所思し き 事 無き に 非 ざれば、 叉此 をも捨 

てす して 事 實を徵 す 一 に は備ふ 可き なり、 (伹し 右に 還， 一長 者 一原 問 曰と は、 其 上文に、 素 #! 鳴 尊 先 欲， 隱 M 此女， 去 者 七 

里、 構，； 八重 墻於佐 草 里； 隱，： 女 於 其 中？ 于始 詠，： 三十 一文字 和歌， 曰 云- -と 有りて、 此の 時に 其 奇稻田 姬命を 佐 草 里に 

幽し 置して 老夫婦の 許に 還り 來坐 せる 趣 なれ ども、 紀記 共に 其 童女 を 湯津贝 樺に 取り成して 挿せ 給へ る こそ 見えたり 

けれ、 佐 草 里に 隱 すと 云 は 事 違 ふ 可く、 又 波の 八 雲 神 詠も此 より 後に 須賀宮 作ら し X 御 時の 事に て 有りければ 其 も 

遠へ り、 叉 其 長者と 云へ る は、 其始 に、 素 妾 鳴 尊 被レ謫 M 雲 州 一 云々、 於 越つ «大 原 郡 福武莊 T 到- 1 八 頭 坂 麓 長者： 但有 T 

老翁 痕中 n 坐 少女 一而-泣， と 有る 其 二 神の 家 を 云 ふなり、 出 雲 社 記に も、 仁 田 郡 佐 田 村與， 一大 原 郡 中久野 村， 現、 有 n 八 頭 

坂， 斬-一八 岐 蛇ー處 也と 云 へれ ども， 其に て は 安藝 國 可愛 之 川上と 云へ るに 合 は ざれば 信 ひ 難 かり、) 右に 天 淵 記に 書せ 

る も 其 大蛇の 形容 を 知る に 便宜と 成る 事 有るべし、 甚可怖 也 は、 第二 一  書に 汝是可 長 之 神と 大神 さへ に 大蛇に 勅り 給 

へる 御 事の 御 在し 坐し、 第三 1 書に も 兩脇有 レ山甚 可 レ長矣 と 見 ゆれば、 實に然 こそ 有り つら， め、 如 二 參レ天 枯木 一也と 
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は、 八 頭 八 尾に て 大虚を 翔け 巡る 狀 なむ 然 こそ 有りけ らし、 其 枯木と 云へ る も、 景行 天皇 十八 年御紀 に、 時 im,, 匿 木, 

長 九 百 七十 丈焉と 有れば、 此に蔓 n 延於八 丘 八 谷 之 間， と 有る に 思 ひ 合 はす 可し、 眼 如， 一日 月-と 有る は、 ^yに如,赤， 

醬 一と 云へば、 其 眼の 血走りて 赤く 潤みた る 形 を 云 ひ、 右に 如， 1 日月-と は其瓲 めく 狀を云 ふなり、 光輝 二 上下， と は 其 

眼光の 物 を 射る を 云 ふなり、 牙如レ 交，, 劎戟， と は、 其齒 牙の.？ 久利 にして 信に 然 見えつ るなる 可し- 毒氣 如， 1.^ 滔， 其 舌 

如レ 紅と は、 二十 二 社 註 式 奥 入に、 正 一位 油 日 大明神 (江 州甲賀 郡) 圓融院 御宇 當 所有，， 大蛇， 惱，, 人民 T 依， 之 橘敏保 

朝臣 爲，， 勅使， 令，, 參向， 之、 退 n 治 彼 大蛇； 然 處自， 口 吹い 炎、 昇， 天 飜，， 虚空 f 射， 矢不レ 立、 頗 無，. 可，, 退治， 之 術計 ハ仍 

祈- 1 當 山-之 處、 種々 有 n 奇瑞- 而遂 殺畢、 彼 山 之 頂 如， 1 油 火, 顯, 光 赫々、 仍件 大山 之麓始 建；！ 立 社 壇 f 奉レ 號，, 正 一位 油 

火大明 神-と 有る は、 彼の 八岐 大蛇に 比べて は 物に も 非 ざ めれ ども、 右に 自レロ 吹, 炎と 有る に 思 ひ 合 はす 可し、 叉 其 

毒 氣の事 は仁德 天皇 五十 五 年 御 紀に謂 ゆる 田 道臣の 化る を、 卽ち 有， 一大 蛇， 發 瞋目， 自レ墓 W 以昨， 一 蝦夷 f 悉 被，, 蛇毒， 而 

多 死亡と 有る 是 なり、 其 大齊， 谷と は、 此 に松栢 生， 一 於 背 上， 而蔓 n 延於八 丘 八 谷 之 間， と 有り、 第三， 一書に 兩脇 有， 山と 

云 ふ 程の 事 なれば、 其 八 頭 八 尾なる 其 間 合なる 所卽ち 谷に 齊 しかりし を 云 ふなり、 出 レ窟と は、 其 上文に 樋 河の 事 を 

先づ云 ひて、 叉 去 n 此河上 二 里 有餘， 有， ー深溪 T 卽 大蛇 之 窟宅 也と 有り、 叉 其 下に、 東岸 盤 渦 之 底 有，, 三尺 餘圓穴 f 共 中 

渺渺水 也、 茫々 而無 n 滴水 T 蓋 蛇窟宅 云と も 見えた る 是を云 ひて、 其 本 國の高 志より 此に 通ひ栖 める 處 なる 可き 事、 

上に 云へ るが 如し、 但し 推 古 天 皇 一 一十 六 年 御 紀に謂 ゆる 霹靂 木 を 伐る 所に、 雷神 卽化， ー少魚 f 以挾 n 樹枝 r 卽取， 魚 焚， 之 

と 見え、 叉 常 陸 風土記 行方 郡條 に、 夜 刀 神 相 群 引率 悉盡 到来、 左右 防 障 令， 勿，， 耕 佃， (俗 曰 謂， 蛇 爲„ 夜 刀 神， 云々) 於 


是麻 多智大 起- 1 怒 情 f 著 「： 被 甲 鎧-之 自身 執レ仗 打殺 驅逐 (中略) 其 後 壬 生 連 麻呂初 占- 1 其 谷-令 レ 築- 1 池 堤 T 時夜刀神昇^! 

集池邊 之椎樹 T 經レ時 不レ去 (中略) 卽令 一一 役 民-曰、 目 見-一 雜物魚 虫 之 類-無 レ 所-一 憚懼 -隨盡 打殺霄 了、 應時 神蛇 避 隱と有 

るが 如く、 斯る類 は隱顯 » 沒共に 奇異なる 者に し 有りければ、 其深溪 なる 窟 宅に 潜める 時 は 其 身を少 さく 成して 住ま 

へりし も 知るべからざる なり、 洪霧堙 起と は、 景行 天皇 四十 年 御紀に 所見た る 日本 武 尊の 膽吹 山に 御 在し 坐した る 所 

に、 因 跨 レ蛇猶 行 時、 山 神 之 興レ雲 零；. 水、 峰 霧 谷瞪と 有る が 如き は 大蛇の 常なる を、 又 上に 云へ るが 如く、 此 八岐大 

蛇と 云 ふ は 其 氣吹雄 命と 云 ふ 神の 化れ る なれば、 其 W 行く に隨 ひて は 雲 を 起し 霧 を 立てたり けむ は 然も 有りぬ 可き 事 

なり かし、 叉如レ 火而嗚 響と 云へ る は、 雷の 如く 鳴り 轟き 渡る を 云 ふなり、 地 祌本紀 に、 寸 r- 斬 其蛇ハ 此 蛇爲- 一八 段 T 

毎レ段 成， 雷、 摁爲 二八 雷？ 痛 躍 昇い 天と 有る が 如く、 其寸に 斬られた るすら に 雷と 成りて 天翔け る 者 を、 況て其 大蛇の 雷 

の S  く 鳴り 轟きたり けむ は、 如何 は甚 じき 事に て 有りけ む、 (但し 此の 天 淵 記は大 永の 頃の 奥 書 有る 物にして、 古書と 云 

ふに は 非 ざり ければ、 今 其 を 立て. ふに は 非 ざれ ども、 右に 記せる 事共 は 外に も 合， ふ 所有る 事 右の 如く なれば、 其大 

蛇の 大凡 を も 想像り 知るべき 爲に此 に は少か 註せ るな り、 紀記ー 一典 は 正しき 傅なる に、 斯る餘 事に 及ばむ は叢陛 しきに 

過ぎたり と 思 ふらむ かなれ ども、 若く 事の 打ち合へ る 上 は 指し 置き 難くて なむ、) 倦 叉 素 戔嗚大 神の 彼の 大蛇 を 退治 

させ 御 在し 坐 さむと 爲て、 其 御 事 謀の 御 有 狀には 異なる 所 も 無しと 雖も、 其傳々 に 各々 精し きも 麁 きも 有りて 一 に定 

まらざる なり、 此は 古事記と 熱田緣 起の 委しき に は 如かざる なり、 先づ 此の 本文 を 本と して 此に比 校べ 其 可否 を 先づ 

定む 可くな む 有りけ る、 故に 此に故 素 斐嗚尊 立 化，， 一 奇稻田 姬爲- -湯津 爪 櫛- 而抻 -1 於 御 髻-と 有る は、 緣 起の 文 亦此に 同じ 
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きを、古事記にも、爾速須佐之男命？^:-於湯津爪櫛取コ成其童女ー而剌ニ御美豆良ーと有りて、 其 趣 違 ふ 事無く、 其 化の 字と 

取 成の 字と は 同じ 訓 なる 所な り、 偖 古に 頭に 揷す 櫛に 玉 櫛な ど 云 ふ稱も 所見たり ければ、 玉 を 以て 櫛の 装 ひとは 成せり 

けむ を、 今も此 女神 をして 其 物に 取り 化させ 御 在し 坐し ける にて、 上に 引ける W 雲 風土記に、 久志 伊奈 太 美 等 與麻奴 良 

比賣 命と 中し 奉れる 御名の 起り 此に 在る 事な りけ り、 其久志 伊奈 太 は櫛髻 なり、 美等與 は瑞豐 なり、 麻 奴 良 は 眞璞在 

にて 玉と 化ら せ させ 御 在し 坐し ける に 依れる 御名な りければ、 此 にて は 其 童女の 形 を 幽して 湯津爪 櫛と 變 さしめ 給 ひ 

て、 其 害 を 避 させ 御 在し 坐 さむと 事 謀らせ 御 在し 坐し ける 由、 其 御名の 義に 合せ 曉る 可くな む 有りけ る、 天 淵 記に、 爾 

素 斐嗚尊 計，， 奇計； 置，， 八 槽醞舟 r 叉 作，， 艾偶 女， 裝レ之 置，， 東 山頂？ 其 影 沈，， 八槽 T 大蛇 見， 之以 爲，， 眞 女？ 便 矯-, 八 頭， 飮 -1 

八槽 f 中無レ 女、 仰 見， 一山 頂 i 無, 端 \!t 一一 艾女？ 熱悶と 見えた る、 如此く 有りつ る 者なる にて、 其奇 稻田姬 命と 見 ゆ 計りに 作 

り 装 ひて 立た せたり ける にて、 其れ 艾偶 女な りしなる 可し、 其れにて 此に立 化， ー奇稻 田姬， 爲 n 湯津爪 櫛-と 有る も甚 能く 

聞 ゆめり、 (先に は 其 童女 を 湯津爪 構の 上に 居え て、 其 影 を 酒槽に 移して、 其れ 眞の 童女な りと 思 はせ む 謀計に 物爲 させ 

給へ る 事と 思 ひし は 非 ざり けり、 其 は 古事記に 取 成と 有る 事 は 其 變化を 云へ る 物に て、 其平國 段に、 故 我 先欲レ 取， 1 其 御 

手？ 故 令， 取，； 其 御手， 者 卽取コ 成立 氷； 亦 取つ 成^ 匁， と 有る は、 立 氷に 變 化り^  に變 化れ る を 云 ふなる に 合せて、 r 化 

は 其 童女 を 玉 櫛に 取り 化し 給へ る 事 を 知るべし、 傻其艾 女の 事に 就て 思 W けらく は、 年中行事； 1 抄に 引ける 弘仁 近衛 

式に、 五月 五日 薬玉 料 菖蒲 蓬艾雜 花、 三日 平且 申， 一 内侍 司， 列 n 設南殿 前， と 有る、 此事延 喜 近衛 式に も 見えた るが、 書 

典に は 載せす と雖 も、 天下 一 粒の 風と して 五月 五日に 菖蒲 蓬 艾を屋 に葺く 事なる、 其 菖蒲 は^に 比ら ふ 可し、 蓬 艾は何 


の爲 なりと 云 ふ 事 を 知らざる は、 若く は 彼の 艾女を 作りて 大蛇 を 退治 させ 御 在し 坐し.^ 吉例 を 引ける に は 非ざる にや、 

太 神宮 儀式 帳に 五月 五日 節 菖蒲 竝蓬等 神宮 拉髙宮 及 諸 殿 供奉と 有る が 如く、 神宮に すら 仕へ 奉る を 以て、 古き 傳 有りて 

然爲し 習へ る 事 を 知るべし、 偖此艾 女の 事に 依りて 其より 以降 魔物な どの 其艾を 長る" 事に は 成れり けむと ぞ 所思た 

える、) 佬 此の， 、第 は 一 に 釀，； 八醞酒 一と 有る は 緣起此 に 同じく、 叉 古事記に 醸 二八 鹽折之 酒-と 有る 是 なり、 然る を 第二 

一書に 汝可 T 以 n 衆 菓-釀 * 酒 八 建 i と 見えた る は、 其 料 物と 讓る狀 と を 仰 示させ 給へ るに て甚 愛た きを. 第三 一書に 隨-ー 

毒酒-と 有る は味氣 無き 事なる 可し、 二に は 古事記に 且 作つ 廻 垣 一 於 二 其 垣 一作-一八 門 一と 有る を、 地 神 本 紀は此 より 取り 

て然 有り、 緣 起に は 幷作， 假度八 間- 一 面 開， 一八 戶-と 有る はおに 常る 可き が、 此れ 正書に 漏れたり、 三に は 此に幷 作- 假 

ir 人. - ,.,©,,1 口 梢， 而盛， 酒以 待， 之 也 は、 古事記に も 毎レ門 結-八 佐 受岐ハ 毎- > 其 佐 受岐- 置 n 酒 船- 而毎レ 船 盛-一 其八鹽 

折 酒， 而待、 故隨， 告而 如レ此 設備 待 之と 見え、 地 神本紀 右に 同じく、 緣 起に は 右に 引ける 如く 作-一 假薛八 間- 一面 開-， 

八戶？ 各 置， 榜、 戌ュ，酒^^之と有り、 四に は此に 至， 期果有 n 大蛇-云々 は 緣起此 に 同じく、 古事記に は 上に 其 二 神の 中 

せる 語に 在る 故に 此 所に は 其 八俟遠 呂智信 如レ首 來と 有り、 地 神 本紀に は、 時八岐 大蛇 如レ所 ヒー 目蔓 n 延於八 丘 八 (介 之 

間， 而至矣 と 有り、 五に は 第一 1 一書に、 素 卖嗚尊 勅， 蛇 曰、 汝是可 長 之 神、 敢不レ 饗^、 乃 以-- 八 壅 酒-毎 レロ沃 「入 其 蛇 一 

飮レ酒 而睡と 有る は、 何れの 偉に も 無き 事に て甚 愛た し、 此には 及 II 至 得 酒、 頭 各 ー槽飮 醉而睡 とのみ 有り、 緣 起に 

は 及， T- 至 得，： 酒氣； 八戶分 I 頭、 飮醉而 陸と 有る は 其 委しき なり、 古事記に も 乃 毎 レ船乘 n 入 己 頭-飲- • 其 酒- 於 是飮醉 S 田 

伏寢と 有り、 此第 一一. 1 一書に に は 乃 計 讓-ー 毒酒 一 以飮レ 之、 蛇 醉而睡 と あれ ども， 毒酒の 事 は 信な ひ 難 かり、 (如 此く文 を 
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列ね 見ざる 時 は 其 次第に 於て 缺 けたる 所な む 有る ベ かりければ、 今 註す 可き 事に て は 有れ ども 云 ふなり、 心 をな む 著 

くべ かりけ る、 )〇 立 は、 諸 本 共に 立 化 を 多 知那我 良と 訓み、 新宮 本に は 其 を 多 知 杼古呂 爾と訓 めり、 然れ ども 天 孫 降臨 

章に 天 稚彥の 事 を 中， 矢 立 死、 第一 1 書に も 因以立 死、 叉海宮 遊行 章 第 四 一 書に レ失之 針 釣 立 得な ど 有る は、 立 

の 一 字 を 多 知 杼古呂 爾と訓 めれば、 此も 右に 從ふ 可き なり、 遷却 祟神詞 に、 天若彥 wi- 返 一 百不申 S 高津 鳥狭蹈 依 S 立處 

爾身亡 支と 有る 是 なり、 〇 化 字 は、 金澤 本に 依りて 登 理那志 S と訓 むべ し、 卽ち 古事記に は 爾速須 佐 之 男 命 乃 於， 一 湯 

津爪 櫛， 取 n 成 其 童女 一と 取 成の 字に 常れ る 事 上に 註せ るが 如し、 巳に 引ける 其の 平國 段に、 然欲 レ爲， 1 力 競 f 故 我 先 欲 

レ取， 其 御手？ 故 令， 取，， 其 御手 一 者 • 卽取 n 成立 氷； 亦 取 n 成^ と 有る、 取 成の 字 は 取 化と 云 ふ 事に て、 此の 物 を變へ 

て 彼の 物に 化す を 云へ る 事 なれば、 此 は其奇 稻田姬 命に 然る 術の 御 在し 坐さざる を、 此大 神の 奇異なる 御所 行 を 以て 

其 女神の 形容 を 易へ させ 御 在し 坐して、 其 大蛇 を 退治 させ 給 ふ 危ぶき 御 間に は 此を玉 櫛と 化させ させ 御 在し 坐して 御 

髻に は摔せ 給へ る. 事 上に 註せ るが 如し、 然る を度會 延佳說 に、 此の 文を訓 みて 立 化 n 奇稻 田姬， 爲， 一 湯津爪 櫛， 而と 

訓 みて、 文義 明らかな りと 云へ る は、 此 女神の 名義 をも說 き？.^ すして 妄に 云へ る 者に して 云 ふに も 足らざる 者な が 

ら、 實には 皇典の 罪人と 云 ふ 者な り、 若し 此の 大 神の 其 童女に 化ら せ 給 へらむ に は、 何 どて か は 古事記に 此を於 M 湯 爪 

梅， 取 n 成 其 童女， と は 云 はむ、 叉 櫛 を 作る 事なら むに は、 如何にして か は 諸 本 共に 此爲字 をし も 登 理那志 氏と は訓み 

偉 ふる 事の 有らむ- 叉 次に 挿， 1 於御髻 一と 云 ふに 非す や、 抑 髻と云 ふ は 男に 限りた る 事に て、 已に傳 十三に 云へ るが 如 

く、 瑞珠 盟約 章に 所見た る 天 照 太 神の 大 夫の 武備 を 設けさせ 給 ふ 所に 乃 結 レ髮爲 レ髻と 有り、 又 神 功 皇后の 征韓の 御 時 


にも 便 結つ 分髮， 而爲， 髻と 有りて、 下に 踅假， 1 男貌， 强 起， 一雄 略， と 有る が 如く、 髻は 男子 Q 貌 なり、 若し 此 Q 大 神の 然女祌 

に 化り 給 へらむ に は 髻と云 ふ 事 を 何とか は爲 る、 叉 凡ての 御身 を 女に 化して 髻 のみ を 猶 男なら むは 打 合 はざる に 非す 

や、 笑 ふに 堪 へざる 僻訓 なり、 且又 古書に 多く 湯 津爪櫛 を 御 髻に揷 せ 給 ふ 事 をば 云 へれ ども、 未だ 其 櫛 を作爲 りて 揷 

せし 事 を 云 はす、 理 にも 違 ひ 例 共に も 合 は ざり ける 者な りかし、 (然る を 白井宗 因が 「此訓 前人 未發の 所を發 す、 後 

學の 1 助と 云 ふべ し、 櫛 を作爲 して 揷し給 ふ 事 は 上代 女の！ IS と 所見て 歌な どに も訓 めり」 と 云へ る は 何たる 僻心 ぞゃ、 

叉通證 にも、 今按、 景行 天皇 御 紀所レ 謂 日本 武尊 解レ髮 化， 1 童女 姿？ 以密 伺， 一川 上 臭 帥 T 蓋 意 同と 云 へ れ ども、 彼 は 壯士を 

怖れ 近附 かざりし 故に こそ 然る 童女と も 成りて 伺 はせ 給へ るに こそ は 有 けれ、 此は 大いに 饗 をして 待ち 設 させ 給へ る 

に 何の 女神に 變 化せ させ 給 ふ 事 有らむ、 )〇 湯津爪 櫛は傳 十八に 云へ り、 神 名 式に 駿河國 安倍 郡小梳 神社 見えた るに、 

通證に引ける駿河風土記に小梳神社所レ祭..素^|戈嗚尊與*奇稻田姬.，也と有るに、先には心も留らざりける事なれども、今 

思 ふに 必す 然る可き 所 由有る 事な りけ らし、 同 式に 同 郡 神 部 神社 見えたり、 風土記に- 神 部 云々、 日本 武尊 驛， 此護 rr 

持 神劍ハ 故 有， 一 神 部號？ 神 部 神社 則 日本 武尊 所， 祭， 一太 神宮， 也と 有り、 然るに 其の 祌部は k 此第 一一  1 一 書に、 其素斐 鳴尊斷 

レ蛇 之劍、 今 在， 一吉 備神部 許， 也と 有る を、 地. 神本紀 に、 素 斐鳴尊 十  一 * 孫 田. <彥 命、 此命 磯城 瑞籬朝 御世、 賜， 一 神 部 直 

大神部 直 姓 一と 有る 此 なれば、 右に 太 神宮と 云 へ る は此素 妻嗚 尊に 御 在し 坐すな るに や、 叉 右に 神^の 事 を 云 へ る を 思 

ひ 合 はす 可し、 叉 式に 足坏 神社、 風土記に 足 都 幾 神社 所レ 祭輕兒 也と 云へ る は、 味 耜高彥 根 神 をお 雲國 にて 阿須 伎 神 

社と 申す 其須と 都との 遠なる のみなる を、 其 蛭 兒と云 ふ は 後世 事 代 主神 を 俗に 然. £H? に 依りて 誤れる 者 なれば 其 も. E 
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有り、 又 和名 抄鄉 名に 同 郡 美 和と 有りて、 式に 益 頭 郡 神神 社 今 も 三輪 村と 云 ふに 御 在し 坐すな ど、 隣邯 なれば^ 去らぬ 

由有るべ く- 叉此 一郡の 內 におの 如く 素卖嗚 尊. 奇稻 田姬命 は小梳 神社と 神 部 神社と に 御 在し 坐し、 其 御子 大物 主神 • 

其 子 事 代 主神の 然所々 に鎭 まり 御 在し 坐すな る 上に、 叉 神 名 式に 有 度 郡草薙 神社 坐す は、 彼の 景 行- 大皇 四十 年御紀 に、 

日本 武 尊の 野火の 難に 遭 はせ させ 御 在し 坐し ける 時、 彼の 大御劎 の 自らに 抽出で 大御稷 威を顯 はし 給へ りし 跡 所の 卽 

神社 を齋き 奉らせ 給 ふ始と 成れる なれば、 小梳 神社 はし も 神代の 故事に 就ても 此 御^の 御上に 就ても 此上 無く P き 御 

由緒な む 御 在し 坐す 御社に は 渡らせ 給へ りけ る、 又 式に 廬原 郡久 佐奈岐 神社、 風土記に 東 草奈岐 (或久 佐 奈岐) ぃ奈岐 

神社、 稚 彥 天皇 元年 辛 未 始祭レ 之. 奉，, 官幣， と 有る 是 なり、 (偖 右に 云へ る 吉備神 部の 事に 就て 考 ふるに、 景行 天皇 

四十 年御紀 日本 武尊 東征 條に、 1K 皇卽 命， n 吉備武 彥與， 一大 伴武日 連？ 令 A 從， 1 日本 武尊 一と 見えた るに、 姓氏 錄 右京 皇刖 

下に. 廬原公 笠 朝臣 同祖 稚武彥 命 之 後 也、 孫吉 備建彥 命、 景行 1K 皇 御世 被 レ 遣，, 東方 f 伐，, 毛 人 及 凶 鬼神 r 到-1乎阿^^魔 

原國？ 復命 之 日、 以 n 廬原 國， 給レ 之と 有る に 就て 思 ふに、 其 神 部 も此吉 備建彥 命に 從ひ 下りて、 此に其 子孫の 遣りて 

祭れる にて は 非ざる か、) 〇 御髻は 美々 豆 良と 訓 むべき 事、 巳に 傳 十三に 註せ るが 如し. 其瑞珠 盟約 章に 髻 S を 美 伊 

奈太 伎と 訓 める は. 上に 引ける 神 名 式に 能 登 國能登 郡："^ 志 伊 $ 伎比咩 神社と 有る も、 此に立 化 n 奇稻 田姬 命- 爲 -1 湯 津 

爪 櫛， 禅，, 於御譽 一と 有る が 如く、 御 摘に 取り成して 御髻に 戴かせ 給へ るに て、 此奇 稻田姬 命と 申す 御名の 起り 此に 在る 

事 なれば、 此ー のみ は 美 伊奈 太 f 訓み てむ とす、 of; は、 古事記に 剌ニ御 美 一旦 良 一と 有る 是 なり、 萬 葉 十九 (二十 七 

丁) に、 黄楊 小 櫛 之 賀左志 家 良 之， 催馬樂 律の 剌 櫛 に、 左 之久之 波、 止 宇 萬 利 名々 川、 安利 之 加 止， 太 介久乃 #• 乃、 


之 安太 爾止 利、 與宇 左利 止 利、 止 利 之 加 波.' 左 之久之 毛奈之 也、 沙支牟 太 知 也、 新 勅撰集に 「且 見れ ど 獮ぞ戀 しき 吾 

妹 子が 湯 津の瓜 櫛 如何 禅 まし」 と 有り、 通 證に此 歌 を 引きて、 fs^ 遠 曰、 爪 樹 挿レ髮 者.' 古 之 婚禮， 塔爲， 一 新婦， 上 愛 禅 

レ櫛、 主 定之義 也と 云 ふ を 擧げ、 蓋 童女 垂， 髮 許い 嫁 而後 結 A 髮禅レ 櫛 也と 註し、 叉 疑 爪 櫛 本 是妻櫛 之 謂、 古 者 男女 嫁娶 

而後 俱 禅い 橋 亦未レ 可レ識 也と 云へ る は、 然る 故實の 正しく 有りけ むと 所思 ゆる を、 此には 合 はざる なり、 然る は 上に 

汝常ーー以，女奉^,吾耶、 對 曰隨， 勅 奉矣と 有る が 如く、 此 神に 奉られた るに は 有れ ども 未だ 嫁 ひ 坐し と 云 ふに も 非チ、 其 

童女 を 御髻に 禅せ る 御 櫛に 取り成させ 御 在し 坐し ける なれば、 此には 其 故 實を云 ふべ き 所なら ざるな り、 (然れ ども、 

伊勢 物： 流に 「比べ 來し 分 髮も肩 過ぎぬ 君なら すして 誰か. 上ぐべき」 と 有る を 以て 見る に、 其婚ふ 時に 常り て 髮を結 

へる 事 なれば、 櫛 も 其 時に 揷 せる なげ S 爪？ E は 妻 櫛の 翁なら むは 實に 然る 言なる 者な り、 士淸 がーず 云 はれたり と 所思 

ゆ、 )〇 八醞酒 は、 古事記に は 八 鹽折之 酒と 作り、 私記に、 一度 釀熟 絞つ 取 其 汁， 弃- 其糟？ 更 用，： 其 酒， 爲レ 汁、 亦更釀 

, 之 、如， 此八 度、 是爲， ： 純 酷 之 酒， 也、 謂，： 之鹽， 者、 以，， 其 汁， 八 度 絞 返 故 也、 今 * 亦 謂，， 一度； ffi 爲， 二 堕， 也、 謂，： 之 

折， 者、 以，： 其 八 度 折返 故， 也、 是 古老 之說 也と 所 昆 たる、 是實に 其 造 製樣を 委しく 書して 殘る所 無き 者な り、 ロ訣に 

は 其 を 切め て、 P 一八 醞酒ー 者以， 酒 醸-八 度， 也と 云 ひ、 m -疏に は其ォ を脫 して、 八醞謂 n 醇厚 酒， 也、 和訓 八 人 折、 蓋 

ヒ トシ ホフ タシホ 

八 度醞. 圈猶如 一, 紅色 一 入 再 入 之 類 一也と S へり、 古事記 玉 a 宮段に 八 磨 折 之 紐 刀と 云 ふ稱の 所見た る も此に 同じく し 

て >  幾 囘も練 熟 ひたる 稱 なる を m 心 ひ 合 はす 可し、 借此 八は彌 にて 七 八の 八に は 有る ベから す、 此八醞 酒と 云 ふ は、 謂 

ゆる 酎 酒の 事と 所見たり、 和名 抄酒醴 類に、 酎 酒、 説 文 云、 酎 (漢 .^i 抄云 豆久利 加" お f 流 佐 介) 三 菜 醸 酒 也、 西 
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京雜記 云、 正且 作， 酒、 八月 成 名 曰，， 酎 酒 r 1 名九醞 (通俗 文 云 醞設酒 於- 國 家-也、 蔣魴 切？； iir 殴 酒； 冉下， 麴. 也、 俗 

語 云 曾 比) と 有る、 此 物の 狀に 私記の 說の 合へ る を 思へば 彌々 酎 酒なる 事 著明き 者な り、 (右に三^21!釀酒也と有るは、 

1 度 酒に 讓 りて 其 酒に 再び 趣. を 下して 復釀 り、 叉 其 を 水に 用 ひて 三度 趟， を 下して 釀れる を 酎 酒と 云 ふ な り、 叉 酸 再 

下レ， 1, 也と 云 ふ は、 其 酒 を 本と して 二度 翁 を 和し 釀れる を 云 ふに て、 殴 は 異名と 見 ゆ、) 偖 右の 鹽は借 字に して 入 は 其 

本字なる が、 其 言 を 推し 試みる に、 滄 海の 潮なる に對 へて 江湖に 阿波 宇 美と 云ふ稱 有る は、 潮水 は 鹹味なる に 3 呉 水 は 

淡 味なる 物なる が 故な り、 然る は 海水 も 本 同じく 淡 味なる 百 川の 水の 會 まれる 物に は 有れ ども、 常に 同じ 處に； 115 て 白 

浪の八 m 折る 上 を 天日の 光に 蒸れて 止まざる が 故に 自然に 鹹味 を爲 して 潮水と なれる 者な り、 叉 其 潮水 を 汲みて 海藻 

に 濯ぎ、 或は 白沙を 浸して 此を 日に 干し、 叉 其 上 を 幾 入も灌 浸して 愈々 天日に 乾かせる を 水に 垂れて 煮る 時 は 終に，：： 

鹽と 成るな り、 是其 潮水の 凝り固まれ るに は 有る ベから す、 天の 火と 海の 水と 地の 土と 三 物の 相 結ばれる 氣 互に 相 酸し 

て 成れる 所 なれば、 鹽 は氣穗 にて 其 折返し 讓し 成せる 氣の 精妙なる 物なる が 故に 穂と は 云 ふなり、 是に て鹽と 入との 

義 明らかなる なり、 若て 色に 入と 云 ふ は 其 本 素の 淡し きも 彩色る 可き 物に 浸し 灰汁 を灌 ぎて 乾す 時 は數囘 を經て 稍に 

純粹 なる 濃 色と 成るな り、 此を 以て 一 入 再 入と 云 ひ 八 入 千 入と は 云 ふなり、 色 も 亦 其 物の 氣の穗 に 見 はる. - なれば、 

其と 此と 同一 一目 同義な りと は 云 ふなり、 然れば 酒に 八鹽 折と 云 ふ も、 右の 如く 幾 入 も 酸 返せる 故に 其 米と 錢の質 を 去り 

て 其 氣の穗 の純粹 なる 物の みに 成る が 故に 云 ひて、 其氣 の强壯 なる 事 を 明らかに 云 ふなり、 又 刀に 八鹽 折と 云 ふ も、 

其 眞鱗を 幾 入 も毅ひ 返して 作る が 故に 其 本質 を 去りて 其純粹 なる 物の み を 以て 作れる 謂に て、 匕首に て は 有れ ども 此 


上 無き 利刀なる 事 を 知らせた る稱 なるな り、 折 は 折返なる 事、 右の 私記の 說の 如し、 (叉傳 二十 卷に 云へ るが 如く、 

血と 血液との 差別 有る 事に て、 血と 云 ふ は 人體に 在る 水 液の 總稱 なり、 其 を釀し 色み たる をば 血液と 云 ひて、 尊 常の 

水 液に 分かてる も 此と同 例な り、 凡て 鹽と云 ふ は 右に 云へ る 如く 氣の 精妙なる 物 を 云ふ稱 なる が、 其 始は水 土と 風 火の 

相 和り て 地中に 鹽氣を 生めり、 硝石 硫黄の 類是 なり、 此鹽 氣を巖 石に 含みて 靈氣 を釀し 成す 時 は、 珠玉 • 寶 石 • 金 • 銀 

. 銅 . 鐵本此 に 因りて 成る 者な り、 又 一 切 萬 物の 味 は 本 淡き 物な り、 其 味 を 成す 所以の 物 は 卽ち鹽 に 起れ る 事、 右に 

云へ る說 共に 依りて 知る 可し、) 〇 酒 は 食に 對へ るの 名な り、 其 は 祝詞に 汁爾 *? 穎 81 毛 と 竝べ云 ひて、 汁 は 酒な り、 

穎 は 食な り、 其 食 を 飯と 云 ふ 時は氣 生の 意に て、 食 以て 腹中に 醸し 氣を 生じて 其身體 を長存 ふる 謂な り、 若て 酒 は 汁 

と 云 ふ 物の 狀には 有れ ども、 食物の 如く 其 質 を尙ぶ 物なら す、 酒は眞 氣の義 にして 其氣を 主と 爲る 事に て、 食 は腹內 

に 入りて 氣を釀 し、 酒 は 外に 讓 して 內 にて 醉ふ 所の 物なる 事、 已に傳 十七に 粗 云へ るが 如し、 偖 酒の 眞氣 なりと！ K ふ 

は、 此 下なる 及 n 至 得ク酒 を、 熱田緣 起に は 及， 至 得-一 酒氣， と 有り、 叉 萬 葉 十四 (四 丁) に、 不盡能 翻 乃、 伊 夜 等保奈 

我 伎、 夜 麻 治 乎 毛、 伊 母 我 理登倍 婆、 氣爾餘 婆受吉 奴と 有る.， 此を 以て 其 醉と云 ふ 物 は 其氣に 在りて 質に 非ざる 事 を 

朥る 可き 者な り、 神 功 皇后 十三 年御紀 大歌に、 虚能彌 企 波、 和餓彌 企那邇 儒， leil 之 能 伽彌、 等 虚豫珥 伊 麻輸、 伊波 多 

々須、 周 久那彌 伽 未 能、 云々 と 有る 1^ 之 能加彌 を、 鈴屋 大人の 酒 之 神と 云 はれ、 古事記 明 宮段大 御 歌に、 許 登 那具志 

惠具 志爾と 詠ませ させ 給へ る を、 言 和 酒 酒 爾と說 かれた るが 如く 酒 を E 之と 云 ふは氣 汁の 義 なり、 叉 右に 彌 企と 有 

る は 御酒な り、 叉 中 臣壽詞 に 謂 ゆる 黑木 白木 乃大 御酒 を • 儀式に は黑酒 白酒と 有り、 如 此く酒 を 企との み 云 ふ も 其 甘 

日本 薔紀傳 二十 一之 卷 寶^ 出現 章  四 三 1 


B 本害紀 傳 二十 一之 卷 齊 I！ せ 現 章  四 三 二 

義は氣 なる を 以てな り、 和名 抄酒醴 類に、 酒 食療經 云レ酒 (和名 佐 介) 五穀 之 華 味 之 至 也と 有る も、 五穀の 精華 味の 

至極な りと 云 ふ 事な りければ、 彼 にても 酒 を 氣と爲 るな りけ らし、 (通證 に、 篤信 曰、 酒 之 爲レ貢 避 也、 去, 邪 消レ憂 

者、 今按、 是陶淵 明 稱ニ忘 憂 物 マ 蘇東坡 名， liw 愁帚 一之 意と 云 へれ ども、 其 は西戎 なる 崎 人の 戲ず にこ そ 有り けれ、 何 

ぞ此を以て神代の^^には及ほさる可き、) C 醸は迦 美と 訓む べし、 神 功 皇后 十三 年御紀 に" 武内宿 纏 爲，！ 太子 一 答 歌 之 

ぼ .1 酒： K  人  其 £g  en 立  *s  乍 此御洒  ^ 

H 許 能彌企 場、 伽 彌雞武 比 等 破、 曾 能 蓬 豆彌， 于輸珥 多 S 氐、 于 多比棄 蓬、 伽 彌雞梅 伽 墓 • 許 能彌企 能， 阿 椰珥于 

多 娜濃芝 作沙と 有る、 此御歌 古事記に も W でた るが、 前文に 爾其御 a 息 長 帶日寶 命 醸， 一 待 酒, 以獻 云々 と 有り、 其明宮 

段に も、 又 於，， 吉野 之白禱 上， 作 臼， 而 於，， 其 横 曰， 酸，， 大 御酒； 獻，， 其大 御酒， 之 時、 擊，， 口 鼓， 爲， 伎而歌 曰、 加 志 能 布 

邇、 余 久須袁 都 久理、 余久 須邇、 迦美斯 意富 美岐 (下略) と、 此大御 歌 此には 十九 年 御紀に 有り、 又 萬 四 (二十 五 

丁) に、 爲君、 釀之. 待 酒、 安野 爾、 獨哉 將飮、 友 無二 四 乎、 十六 (十三 丁) に、 味 飯 乎、 水爾釀 成、 吾 待 之、 代 者 曾 

力 ムス 

ir 直 爾之不 有 者な ど 有る も 酒 を 酸し 成す 事な り、 偖 此趣牟 叉 迦母須 とも 活く 事なる が、 一 マ 口 義 は氣產 にて、 其 牟須は 

ムス 

傳 二に 謂 ゆる 高 皇產靈 尊 • 神 皇産靈 尊の 産に 同じ かる 可し、 飯と 水との 氣相釀 して 成れる 酒 なれば 必す然 有る ベから 

むと こそ 所 E ャ えたれ、 叉 出雲國 にで 國 造の 新 嘗 祭に 行 向 ふ 社 を 神 魂 社と 書きて 迦母斯 能 社と 一 ；ム ふ は、 酒 を釀し 成す 社の 

謂なる 可 けれども、 然るにても 神 魂の 字に 然る 訓の 有る 事 叉 故 有りて 閜 ゆめり、 叉 和名 抄. 趣， 蘗 類に、 釋名 趣お 也、 體 

カム ダチ  . 力 ムシ a 

レ之使 n 生 レ衣朽 敗， 也、 和名 加 無 太 知と 有る も 醸 立の 篛 なり、 叉 俗に 此を 音便に 迦宇自 と 云へ るは釀 實の義 なり、 又、 蘗 

說文云 蘗牙米 也， 和名 與 綱 乃 毛 夜 之と 云へ る、 毛 夜 之の 1K も 産 息に て 其 同類の t; "になむ 有りけ る， (淸 原宜賢 卿說に 


懷此ー K,, 加牟？ 古 者 咬 咀作レ 酒 也と 云 はれた るに 就て、 通證 にも、 今按、 ロ嚼， 酒、 見 ニ大隅 風土記？ 嚼之 而^ 熟 也と 云 

へ り、 天下の 廣き 中には 邀 返に 然る 事 も 有る ベ きか なれ ども、 若し 右の 如くなら むに は 貴人の 枓は 誰に 酸し めて^ら 

む、 四 神 W 生 章 第 十 一， 一 書に、 是時 月夜 見 尊忿然 作：， 色 nr 穢矣 鄙矣、 寧 可 T 以， 一口 吐 之 物， 敢養 * 我 乎、 週 拔，^ 擊 殺と 

有る を 如何 劃 まれた る說 なりけ む、 予は甚 心得難 こそ 所思 ゆれ *) 〇 此八醋 酒 を 醸れ る 事 は、 古事記に 吿-ー 其 足 名椎手 

名椎神 f 汝等釀 二八お (折 之 酒 一と 有り、 此も 然る 趣なる が、 此ニ神 は已に 大山 津 見神 之 子 也と 已 14 名 乘られ たる 事 所見 

たり * 又 天孫 降臨 章 第三 一書に、 神 吾田 鹿 著 津姬. 以 r, トぉ 田， 號 DL: 狹名田 r 以 -1 其田稻 -ii-l チ、 甜 酒- 嘗之， 又 用- &; 名 田 

稻-爲 レ飯嘗 之と 有る は、 卽ち木 花 之 開耶姬 命の 御 事に 御 在し 坐して、 共に 大山 紙 神の 御子に して 酒 を 醸ら せ 給へ り、 

又 常 陸風 土 に、 昔 祖神尊 巡つ 行 諸 祌之處 -到ュ 駿河阈 福 慈 岳-云々、 此時福 慈 神 答 曰、 新 粟 初嘗、 家 內諱忌 云々、 更 

登，； 筑 波岳ハ 亦 請-一容 止？ 此時筑 波 神 答 曰、 今夜 雖，： 新 粟 耆 f 敢 不，， „奉，ー 尊 爱 飮食， 敬拜！ ^承 云々 と 所見た る、 こ 

の兩 岳の 神 共に 大山 祇 神に 御 在し 坐せ るが、 *t 其 山に 依り 二し 分身 を 以て 栖 ませ 給へ りと 見えたり、 偖 此新嘗 と は 常 年 

Q 新穀 を 酒に 讓り 飯に 炊きて 嘗初 むる 謂なる が、 此 にて は 其 御 父 大山 祇 神の 爲 させ 給へ る 御 政な り、 靳 るに 神 名 式に 

山城 國葛野 郡 梅 宮坐祌 四 座 (竝名 神月 次 新嘗) と 有る 祭神の 中に、 酒 解 神と 申す は 大山 祇 神に 御 在し 坐し、 酒 解 子种と 

乍す は 木 花 之 関 耶姬命 に 渡らせ 給へ る 古 偉な り、 若て 其 酒 解と 巾す は 味 飯 を 水に 解きて 酒に 譲り 成し 給 ふ 由の 御名と 

聞え たり、 其は傳 二十に 註せ るが 如く、 神 名 式に 相 模國大 住 郡 比々 多 神社 有る を、 祌體は 古き 瓶なる 由 云へ るに、 風土 

記に、 比々 多 神社 天 萬豐日 天皇 乙 丑 十月 所レ 祭、 大酒 解 小 酒解祌 也、 神 貢 三十 束と 有り、 又駿河 風土記に. 伊 穗原郡 
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酒 瓶 神社、 大酒 解 命 小 酒 解 神 也、 彥柙別 天皇 十三 年 癸未 六月 癸未 初 奉-ず 1- 國中之 四宫， 也と 有る を、 同 郡關田 神社 所 

祭 大山 祇尊木 花 開耶姬 也と 有る に 合せて、 右の 小 酒 解 神 は 酒 解 子 神に 御 在し 坐して、 卽ち木 花 之 開耶姬 命の 御 事に 渡 

らせ 給へ る を 思 ふ 可き なり、 所れば 此 大山 祇 神より 始めて 此脚摩 乳 手 摩 乳 神に 至る 迄、 何れも 酒 を 酸り 成す 事に も 御 

功 坐す 神に なむ 渡らせ 給へ ける、 (此に 就て けらく は、 筑前國 志麼^ 越 浦に 機 谷と 云 ふ 有り、 其 所に 若宮 大明 神と 

巾す 御社な む 御 在し 坐し ける が、 去し 寬永 □ 年 十一月の 事な りけ らし、 其 他に 中 西 市 兵 衞と云 ふ 者の 妻 夢に 見 つら 

く、 白髮 の老嫗 と美 麗しき 女神と 二 神 入り 來らせ 御 在し 坐して 宣 へらく は、 我 は 木 花 之 開 耶姬命 苔虫姬 命な り、 明且 

海より 浮び 来らむ、 待ち 迎へ 奉れ、 家も饒 かに 在らせむ、 壽命を も 長から 令む、 叉 酒 作の 事 を 守りて むと 仰せ 給へ ると 

t^L  く  W 心え たる 間に、 共 翌日 其 浦の 人々 と共に 沖 方 を 見渡す に、 何物に か 有りけ む、 光 を 放ちて 浪秘 より 徐々 と 浮き 

來る 任に 人々 海中に 入りて 抱き上げ 奉らむ と爲 しに 上らせ 給 はす、 其 中 西 氏の 妻 手 を Si してければ 兩 手に 抱れ させ 御 

在し 坐して 石の 御 像に て 上らせ 給 ひければ、 其 中 西 氏の 床上に 置きて 齋み 奉りつ るに、 人 は穢も 有る 者な り、 疾く 

櫻 谷に 移し 奉る 可き 由 又 夢に 告げさせ 御 在し 坐し、 かば， 卽 ち 小 il を 定めて 祀ひ 奉れり とぞ、 其 家 も 豊饒に 在らせむ 

と 仰せ 給へ る は、 古事記なる 大山 津 見神の 御 一 百に 如， 一木 花之榮 一榮 坐と 有る に 常り、 壽 命の 事 は、 1K 孫 降臨 章 第二 一書 

に、 生 兒永壽 有 n 磐石 之 常存， と 磐 S 姬 命の. &し 給へ る是 なり、 又 酒の 事 はおの： 大孫 降臨 章 第三 一 拼に謂 ゆる： 人甜 酒の 

御 事 御 在し 坐せば、 其 御 由緣を 以て 其 守 神と 御 在し 坐す にて、 此御 守に 就て は 殊に 御 守 厚く 御 在し 坐す 御亊 となむ 云 

へる、 おの 苔虫姬 命と 巾す 御名 奇珍 らし、 御 鎭座傳 記に、 苔 虫 神 1 鹿 櫻 大刀 子 神 與合レ 刀 坐、 靈 •： わ 座 也と 有る を、 師說 


に、 苔 虫 神と 申す は、 古今 集に 「我 君 は 千代に 八千代に 小石の 厳と 成りて 苔の 生まで」 と 有る 意に て、 卽ち磐 命 

Q 亦の 名なる 由 云 はれた る は 然る 一一 n なる を、 本國 にても 其 苔虫姬 命と &すは 何れの 神と も 知らす て 有りし を、 玉 擦の 

書の 板 本と 成りて 彼の 國に 至れる を 見て 濒に 知る 事と 成れり とぞ、 其 神の 苦虫 姬 命と 御名 乘り 坐して 顯 はれさせ 御 在 

し してより 凡百 □ 十 年 許 を 經て此 頃其傳 記の 明らかに 成れる を 以て、 後世 猶斯る 類の 事な む 年 を經て 世に 顯 はる 可 

かりければ、 此皇大 御 典 計り 世に 尊く 奇 しく 妙なる 物 は 又も 非 ざり けり、.) 〇 假薛此 云， 1 佐 K み枳， は、 熱 田緣起 は假度 

に 作れり、 古事記に は 結， 一八 佐受岐 U 母， 1 其 佐 受岐， と 有り、 天淵 記に 置 八 糟地乃 天 淵 之坤隅 也と 有れば、 謂 ゆる 簸 川上の 

西岸に 設けさせ 給へ るな りけ り、 故に 其假 II- は 神 功 皇后 御紀 にも、 二王 各 居，, 假薛， 赤 猪 忽出之 登， 1 假薛 f 咋， 一磨 坂 王， 

而殺焉 と 見え、 源氏 葵卷に 「所々 の 御 佐 自伎心 心に 爲し盡 したる」 と 云 ふ 事 も 有り、 釋に兼 方 案 之 似， 屋也、 今 世 棧敷歟 

と 云 ひ ロ訣に は假屋 也と 註し、 叉纂 疏に假 薛者假 作之閣 也と 有る が 如く、 假に 作り 儲けた る 席の 稱 なり、 此は八 問の 假 

皮 を ひ、 其 上に 酒槽を 置き、 其 所に 八岐 大蛇の 八 頭 を 載せて 酒を吞 むべき 料に 物爲 させ 給へ るな り、 借鱧の古點に12^ 

を 佐 志 於 久と訓 み、 閣 を佐受 枳と訓 める を、 和名 抄居宅 類に、 棚閣、 和名 多奈と 所見 たれば、 佐 受积は 指 席の 義 なる 可し、 

若て 指 は 今 俗に 母屋の 厢を 佐志陀 志と 云 ひ、 叉 鹿 無くして 檐 計の 外に 張り W したる を 佐 志 加？ i と 云へ る、 此は 雅言に 傳 

はらす して 俗語に 遺れ る 者な り、 志 伎 は 敷に て 座 を トる所 を 云 ふなり、 俗に 座敷な ど 云 ふ敷是 なり、 (通證 に、 說文 

度 本作レ 1^、； 集 翳皮閣 藏 食物， と 云へ り、 尾 張人秦 鼎が 緣 起の 註に、 假庋 假搆， 一 屋內， 床 之 名 也、 庋閣板 爲：， 之、 所， 以 

藏， 一食 物， 也と 云へ る は、 字に 泥み たる 說 なり、 此は今 世の 棧 敷の 如く 爲れ るに て、 屋內の 床 を 云 ふと は 異なり、) 〇 
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八 問 は、 通 證に作 二 假薛於 八 間， 也、 舊讀恐 非と 云へ る は 然る 事に て、 卽 ち新宮 木に は然訓 めタ、 長く ー聯 なる 假薛を 

中に 各界 を 置きて 八 問に 分けられ たるな り、 ロ訣に は、 假 者假屋 八 問八處 也と 有る是 なり、 偖. f.:! 事 記に は、 Ri. 作 TIM- 

W パ 於-其 垣， 作， 1 八 門 T 毎：， 門 結 n 八 佐 受岐， と 有り、 記傳九 (十 丁) に 云 はれた る 說に予 が 意 を 加へ て 少か云 ふべ し、 

武烈 天皇 御 紀鮪答 歌に、 飫彌能 古 能、 耶陛耶 .W 羅 奇枳、 瑜屡也 登耶彌 古と 有る •  ？可 羅臂 枳は柯 垣な り、 叉飫 袞枳彌 

能- 耶陛 能矩禰 哿枳、 P 可 哿梅騰 謀、 儺 鳴 阿 摩之弭 倆. ^可哥5;^;俱彌柯枳と有るは組垣の事なり、 叉 太子 御 歌に、 於？ I 能 

姑 能、 耶陚能 之 摩 哿枳、 始陀騰 余 湖、 那爲我 與釐據 魔. 耶黎夢 之 磨 柯枳と 有る は 柴垣な り、 此に柯 S  • 柴： の稱 有れ 

ば 上古の 垣 は 然る 物 を 以て 作れるな り、 偖此に 垣と 云 ふ は、 枪， 凝の 如く 結 ひ 廻らし 給 ひて 大蛇 を に 人れ 給へ るな め 

り、 堪は 字書に 牆也、 徐： niw 有 レ院、 周繞之 意、 早 曰 1W に 高 曰， 墉と 所見た る を、 • 和名 抄墙壁 類に Is- 墙、 爾雅 云、 墙 謂-一 

之墉 T 季巡 曰謂レ 垣、 和名 賀岐と 見え、 又 籠 (持 宇附) 釋名 云， 籬 (字 亦 作レ機 和名 末 加岐、 一 云 末世、) -以， 柴作レ 之 

1 百 疎籬 也、 說 文云栋 (和名 加久 布) 以, 柴 壅， 之な ど 有る 加伎是 なり、 作 廻 は棺ひ 巡らす るな り、 下に 引ける 古事記 甕 

栗宮段 歌に 意富 岐美 能、 許々 呂袁由 良 美、 淤美能 古 能、 夜 幣能斯 婆 加岐、 伊理 多々 受 阿理の 拉 びに、 意富 岐美 能、 美 

古 能 志 婆 加岐、 夜布士 麻理、 斯麻理 母 登 木 志、 岐禮牟 志 婆 加岐、 夜 氣牟志 婆 加岐と 有る 母 登 本志是 なり、 於- 1 其 S 

作，, 八 門： は， 大蛇の 頭 を 人るべき 門 を 八 所に 開きて、 其 八 門と 八 佐受岐 と^ 對 はせ たるな り、 緣 超に 一 -则 開-: 八 戶-と 有 

る も此に 常り て、 其 槍 „1 水の 四方なら むに は 其 三方 をば； 5- として 戶を かす、 大蛇の 向 ひ來る 方の み 唯 一 而 におべ て八门 

を 通 はし 假 八 に 合せた るな り、 若て 此八 門より 八 閣に其 八 頭 を备、 、入れて {杵《 ^く拔 けて ar つ ベ か ら す物爲 さ せ ，4i 


へ るに なむ 有りけ る、 (和名 抄に、 門、 和名 加 度、 所 一 V- 以 通-一 w 人， 也と 有る 是 なり、 枪 I 架 は 文選に 夜 ft{ 比と 訓 みて、 註に 

作，， 木 槍 r 相 累爲レ 柵 也、 藩屏 也と 有る 是 なり、 叉 行 馬の 字 をも訓 むな り、 代醉篇 に、 行 馬 一 木 横， 中、 兩木互 穿、 以 

爲，， 四角？ 施- 1 之 門 T 以爲， 1 禁 約-也と 云 へれば 少か 異なり、) 毎レ門 結- 1 八 佐 受岐- は、 其 垣に 八の 鬥戶 有りて、 其 何れに 

て も 一 門より 入れば 八の 假 有りて、 各 其 一 處 にして 其 八 頭 を ：|§1 ベ 飲む 可く 物爲 させ 給へ るに て、 其 門 を 合すれば 惣て 

八 八 六十 四の 假薛と 成るな り、 m し 此には 作 -ー假 薛八問 一と 有りて、 其 坂 無く 門の 事 無ければ、 唯一 假薛 にして 其 中を隔 

て k 八 間に 支 別け たるの みに て、 古事記の 八 門 八假薛 にして 八 八 六十 四なる と は 大いに 異なりけ り、 今 何れが 宜し 力ら 

むと 考 ふるに、 比 は 素戔嗚 尊の 何れに 在れ 遁し給 ふま じく 物爲 させ 給へ ると、 叉 其 大蛇に 可 長き 神な りと 御 貢 を 係け さ 

せ B. 在し 坐して ^く 饗爲 させ 給 ふ狀に 持ち 成させ させ 給へ る なれば、 其 大蛇 は 素より 貪 ほりて 飽く事 を 知らざる 可 力 

めしば、 此に \ ^み 乾して は 彼に 移り、 彼に 畢 りて は此に 來り飮 みて、 終に 勞れ 臥す 可く 事 計らせ 御 在し 坐し けりと も 云 

はば 云 ふべき 狀 なれ ども、 熟 見れば おの 八 八 六十 四の 假 1^- にて 可なる 狀 なれ ども、 猶 熟思 ふに 右の 每門結 八 佐 受岐と 有 

る は 其 薛を八 間と 成し 門 を 八戶に 開きて、 其 一門に 假薛の 一間 を 向 合た せるな る 可ければ、 其 八 佐 受岐は の =^-1 

假薛八 問， と 云 ふに 異なら ざり けり、 然れ ども 凡ての 委しき 事共 は 古事記の 方な む 其理合 ひて 甚 正しき 傅と 所思え た 

りけ る、 (但し 地 祌本紀 に は、 亦 造 n 廻 垣？ 則 於-一 其 垣-作 n 立 八 門 T 造， 一八 假薛, と 有りて、 毎レ 門の 字 無き は、 其 八 八 六十 四 

の esi 薛に 見誤つ が 炳 さくて、 其 二字 を 削りた る 本の 有りつ る を 取れる ならめ ども、 古事記の 作- 1 八 門- (母 レ門結 = 八佐受 

岐. とぎる も、 毎レ 門に 其 八 Mli!^ の 一 間 一 問と 結び 附 くる 意に B 易く 見る 時 は、 却り て 其 二字 有る 方 幾 計 か 勝れり ける ) 
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〇 作の 字 此には 由 比と 訓 みて、 古事記に 結， 1 八 佐 受岐， と其訓 同じき は、 唯假薛 なる 故に 今 結 ひ 給へ る 事 決き を、 

,  ュヒ カーフ；/ 

上古に は： 大皇の 殿 を 始め 奉り、 凡て Q 人の 宅 舍も其 如く 結 絡たり し 者な りけ り、 其 は 古事記^ 山戶 神の 御子に 久々 紀 

若 窒葛根 神と 申す 神 御 在し 坐す、 其久. _<紀 は 室 木な り、 若窒 は新窒 なり、 葛 根 は 結 絡む る 葛の 名な り、 顯崇 天皇 御紀 

窒 壽御詞 に、 築 立稚窒 葛 根 云々 取結繩 葛者此 家長 御 壽之堅 也と 見え、 大殿 祭^に も、 引 結 K る 葛 目 能 緩 比 取葺 。お 草 

乃 噪無久 と 有る は、 天皇の 大殿 造の 狀には 有れ ども、 猶葛目 を 以て 結 はしめ 給へ り、 叉大嘗 祭式 悠紀主 基 二院 を 令 

レ 造らる、 所に、 所， 造 正殿 一宇、 構以， ー黑木 r 葺以 -1 靑草ハ 以，, 檜 竿， 爲， 一天 井 T 席爲， 一 承 蓬つ 壁 都以レ 草、 表 裹以レ 席、 地 

敷-一束 草， (所謂 阿 都 加) 上 加-一 竹簀？ 其窒簀 上加レ 席と 有りて、 萬に 葛 を 以て 結ひ縳 りて 御 屋とは 成せるな り、 是 上世. 

の 家作の 狀 にし 有れば、 況 て假薛 などの 如き 假 初なる 所 は 葛 以て 結 ひ 作らる 可き 事 云 ふ も 更なり かし、 (叉 其諸鬥 Q 

事 を 編 レ^ 爲レ 扉と 有る は 更なり、 後の 神事に 被る 八 座 置 四 座 置な ど Q 如き 物 を も 皆 葛 以て 結ばる i 上代の 狀を も此に 

_ 思 ひ 合す 可し、) 〇 各 置 一二  ロ糟， は、， 各 比 登 都 能 酒 船袁置 氏と 訓 めり、 暮疏 に、 設 二八 口 酒糟 一則 爲レ 令レ飮 二八 頭 蛇 一也と 

有る が 如し、 此を緣 起に は 各 置 レ槽と 有りて 1 口の 字 無し、 其 各 字 は 古事記に 毎，, 佐 受岐, と 有る に當れ り、 其 一 口 は 

上に 謂 ゆる 作， 一 假薛八 間, と 有る 其 一 間 毎に  一 口の 酒槽を 入る.. - 故に、 第一 一 一 書に は釀 -1 酒 八 甕-と 云 ひ、 地 神本紀 にも 

醜-一八 醞酒八 甕 一 云々、 作 TI 立 八 門 一造 二八 假薛ー 各 置 ニ槽ー 口-と は 文 を 成せる にて、 其 一藩 を 一 口と 云 ふなり、 但し 此 八！^ 

と 云 ふ は 八 搏と云 ふ 事 を假に 云へ るに て、 實は甕 は 瓦 器な り、 糟は木 器な り、 此をー に爲 ベから ざるな り、 偕 大和 志 

に、高市郡飛^^|神社酒殿在-1岡村上方？ 一 大石縱 1 丈 五 尺 横 五 尺、 石 _ ぬ 彫つ 刻糟 七道 T  i^傳者沃っ_g神酒於此-と所見たれ 


ば、 上代に は 石 にても 酒 船 を 彫り 作れるな りけ り、 和名 抄木器 類に、 酒 梢、 文選 酒 德頌， 注云槽 (酒 槽、 佐賀布 鑭) 

如， 一 今 之 酒槽, 也と 有り、 (右の 飛鳥 神社なる は 神代に 事 代 主神の 酒 を 作らせ 給へ る なれば 神酒と 綾け 訓 むべ からす、 

神と 酒と を 放ち 訓む べし、 山城 國松尾 神社の 傳に 「大山 昨 神 日 尾の 捐を 以て 桶に 作り、 山 田 Q 米 を 以て 御手洗の 水に 

狡して 酒 を 讓り給 ふ」 と 云 ふ 事 有る、 其 大山 昨 神と 巾す は 卽ち事 代 主神に 渡らせ 給へ る 山、 傳 十三 卷に 云へ る を考ふ 

可し、) 倍此各 置-二  ロ槽， と 有る は、 其 八 門より 其 八 頭 を 指し 入れて 其假 Is- に屆 り、 各 其 間 毎に 在る  一 口の IS 糟に頭 

を 一 頭 宛 向 はし， めて、 其 八 頭 共に 各 休ら ふ 事無く 一  時に n を 人れ て \；4： み醉 ひぬ 可く 神 量， に 謀らせ 給へ る 物にして、 後に 

頭を拔 出さむ と爲 るに も、 酒と 云へば 猛烈し き八醞 酒な り、 醉 ひて は 動く 可ら す、 又 W で 去りな むと 爲 とも 其 門に 抑え 

止められて 容易く 出で 去る 事 を 得 ざら しめて、 此に は必す 切り伏せ むと W 勺 はし 定めさせ 給へ る 神 策に なむ 渡らせ 給へ 

りけ る、 天 淵 記に、 爾素戔 鳴 尊 計- 1 奇計， P 入栴醞 舟？ 叉 作 n 艾偶 女-置- 1 東 山預？ 其 影 沈-入 槽ハ 大蛇 見レ 之以爲 >1眞 女ハ 便 

墙， 一八 頭， 飮> 一八 槽？ 中無レ 女、 無 レ端吞 二 艾女， 熱悶と 有る が 如く、 彼 は 木より 彼の 童女 を 志して 來れる 者に し 有り けれ 

ば、 其糟中に移れる影を見て信に其と心得て\;^:みたりけむは然る_$なりかし、 但し! 女 を 仰ぎ E 亍 0 迄に は 至る 可から 

す、 此に吞 み 伏し 寢 たりと 見る や 穩には 有る ベから む、 ロ訣 に、 使， ■ 老公 酸：： 八 度 酒？  八處 h 議， 亡-: 大蛇- 以令レ 報- 1 

所レ 夭八箇 少女， 也と 云 ひ、 谷 重遠說 に、 結 7? 攘八 架， 置-一  槽？ 使，：八岐首各不-,可：ー^^動ハ 是乃尊 之 兵法 也と 云 ひ、 玉 木 

某 も、 八 頭異， 處、 以 分- 1 其 勢 T 此以 敵 A 衆 之 略 也、 酒 則 蛇 之 所 レ嗜、 故設， 之、 此 誘- 1 其 欲- 以折 n 鋭 一 之 術 也と 云へ 

る は、 何れも 云 ひ 得て 愛しき 說 共なる 者な り、 (然れ ば、 我が 上古に 兵 機 を 始めて 超させ 御 在し 坐し ける は、 此の 大祌 
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になむ 渡らせ 給へ りけ る、 彼の 西.^ に 謂 ゆる 握 機 八陣の 如き は、 皆此 Q 大 神に 始れる 神 軍の 法の 全く 彼に 你 はれる 者 

と 云 ひて 可 かる 可し、」 〇 盛レ 酒の 盛 字 は母理 S とも 伊禮 氐 とも 二の 訓 有り. 私記に も 盛レ酒 入レ酒 也と 有れ ども、 翁 初 

の 方 や 然る 可から む、 古事記に も此を 盛，： 其 八 藤 折 酒， と 有り、 凡て 器に 物 を容る \ 事 を 母 流と 云 ふ は、 大同 本 記 水 取 

文に、 天 忍 石 乃 長 井 乃 水 * 取 八 盛 天 謀 給 支、 此水持 下 天、 皇太祌 乃 御饌お 八 盛、 叉、 皇御孫 命 乃 御 撰 八 盛默天 と 有る 

は、 盛 を 母 理と訓 む 外 無き 所なる なり、 武烈： 大皇 御紀影 嫁が 歌に、 控摩該 倆播、 伊比 佐 倍 #y、 柁摩 慕き 比倾、 Ml^j 佐 

改？  ', 

悟 母理と 有る は 更なり、 酒， 茶の 事 を 佐 迦母理 と 云 ふな ども、 酒 を盞に 盛りて 飮 むより 云 ふ 請なる など m 心 ひ 合す 可し、 

C マ ル 

へ 叉 盛 は 針と 同じ なる は、 其 器 有りて 物 を 人る k に 器より 餘る 計りに 成る を 一 ；ム ふなり、 此を伊 流と 云 ふ^は 多少に 拘 

はらぬを、母流と云ふ時は大に：^!にカ有り、) 〇 待 之 也 は、 麻 知 多 麻 比 伎と 訓む べし、 新宮本 叉緣起 共に 此に I 字 無し.' 

第二 一書に 二 神隨レ 敎設レ 酒と 見え、 叉 古事記に も、 吿， 1 其 足 名稚手 名稚神 T 汝等 云々 而待、 故隨 レ告而 如 レ此ュ i「：： 之 

時と 有りて、 其 一 一 神 を 食せ て 設備して 待た しめ 給へ るが 故に、 上なる 待 字 は 記 傳に麻 知 S 余と 訓 まれた るが 如く 一： 神 

に 負せ て 令レ待 給へ るな り、 、に 待 之 時と 有る も、 其 跳へ 給へ る 如くして 二 神の 待ち：. 5 りて、 大神は 傍に 御 在し す 

義 なれば、 麻 都 時 爾と訓 むな り、 然る を此 にも 上に、 乃 使： f 脚 糜乳手 摩乳釀 ー1 八醞！ 幷作小 假薛八 問 A と； K ふ 迄 は 其 一 一 神 

を 使 令 はせ 給へ る 文なる を、 ，ft 、に 各 置， 一一 口 槽， 而盛レ 酒と 云 ふ は此大 神の 御所 作 なれば、 此の 待 レ之也 は 其 も 亦大神 Q 

待たせ させ 給へ る 意な り、 おの 如く 事 は 共に 同じき 物から 此待 字に 至りて 自伦の 差 有る 者な り、 故に 其 古事記の 隨 

レ吿 は隨レ 勅と 云 はむ が 如く、 如此 設備 待 之 は、 古語 拾 遣石窟 段に 仍令 一： 一 某 神 作， ー>^.<- と 有りて、 其 物旣倫 云々、 儲備 
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旣畢、 具 如， 所 レ謀爾 云.^ と 有る が 如く、 先に 其 使 令 を 云 ひ、 中には 其 仰 事 を 奉りて 事物の W 來る事 を 云 ひ、 終に は 事 

物 巳に 具足 ひて 其 謀る 所 を 行 ふ 謂なる と、 全く 文義の 段^ 有りて 紛る. -所 無き 者な り、 (但し 此と 古事記と 一 ならざる 

事 は、 上に 云へ るが 如く、 彼の 記に は 其八岐 大蛇の 事 を 先に 語 り 申せる を、 此は 先に 其 狀を云 はすて 至 レ期果 有-一大 

蛇, 云々 と 云へ る なれば 一なら す、) 〇 至レ期 は、 登 伎 爾と訓 める を、 金澤 本に は 登 伎 伊 多 理氏又 許 登 能 碁 登 久と云 ふ 

ニ訓 有りて 共に 面白き 事な り、 其 登 伎 伊多理 S は、 上に 否兒 有，， 八 筒 少女： 每レ 年爲， 1 八岐 大蛇， 所レ 呑、 今此少 童且臨 

レ被 レ吞と 有る は、 毎年に 大凡 大蛇 ©ffi で來る 可き 時日の 有る を、 已に其 時に 近著け る を 右の 如く 申せるな るが、 其 時節 

に 至りて と 云 ふ 事な り、 古事記に 今 其 可 レ來時 故，」 はと 有る 是 なり、 又 今一 許 登 能 碁 登久と 云へ る は * 如レ言 と 云 ふ 事に 

て、 右に 大蛇の 始末 を Ifli り t せる に 合せて、 果して 然 有りけ ると E 心 ひ 合せ させ 耠 へる 所是 なり、 然れ ども 此は 登仪爾 

伊多理 S と 訓むゃ 正しく 叶 ふ 可から む、 (萬 葉三卷 五十 丁に、 應レ 還、 時 者 成來、 叉、 時 爾波不 有 跡、 雲隱 座、 六卷 

四十 五 丁に、 時之往 者、 京師 跡 成 十卷 二十 六 丁に、 金 風、 靡 見者 時來 之、 又 三十 五 丁に、 時 有 者、 今 盛 有、 又 四 

十六 丁に、 黄葉 爲、 時 爾成良 之 * 十五 卷ニ 十七 丁に、 和 藝毛故 我、 麻 多牟等 伊比 之、 等 伎 會伎爾 家 流な ど 云へ る、 ® 

ち此 なる 訓の 例と も 一 K ふべ き 事共な り、) 〇 果を波 多 志 S と 云 ふ 例 は、 武烈 天皇 御紀 皇太子 御 歌に 須衞 婆陀志 謀と 

有る を、 釋 に末果 也と 註せ る是 なり、 此は已 に 其 言 ふ 所信 有りて 終に 其 事の 見 はる i を 云 ふなり、 故に 此は 古事記に 

其 八 俣 遠 呂知信 如 ヒー 一 曰 来と 有る に換 へて、 至 レ期果 有， 一大 蛇 一と は 有るな りけ り、 天孫 降臨 章 第一 一書に、 果 如-一先 期ー皇 

孫. 則 到，, 筑紫 日向 高 千 觸之峯 i と 有る 果字 を、 官 本に 都 比 爾と訓 める を、 新宮 本に 波 多 志 a と訓 み、 海宮 遊行 章に 
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唯 赤 女 比 有，, ロ疾， 而不， 來、 因 召， 之、 探，, 其 口， 者 S ^，一失 鈎 T 其 第二 一書に、 是後璺 玉姬果 如-; 其 一 百-来 至と 見え、 古 

語 拾 遣 御 天 降 段に、 天 鈿女命 還 報，， 天 孫 降臨 T 果 皆如レ 期と も 有り、 (言 義は 物の 最末を 端と 云 ひ、 竟と 云へ る是 なる 

可し、 名義 抄に、 俗 作 レ菓、 許 能 美、 俗 云，， 久陀 物？ 波 多須苑 也、 濟也、 信 勝 也、 能 也、 登 具又祁 奴と も 有り、 〇 大蛇 は說上 

に 云へ り、 但し 緣 起に は 有， 一大 蛇 到 一と 有る、 其 文 は 凡て 此 より 取れる 者と 所思し ければ、 其 書の 成りし 寬 平の 當 昔に 然 

る 善 本の 有りし なりけ り、 下に 云 ふ を 照らし 見る 可し、) 〇 頭 尾 各 有， 一八 岐, は、 古事記に 身 1 有-一八 頭 八 尾-と 有る 是 

にて、 頭 有： 一八 岐 -1^ 有 n 八 岐-と 云 はむ が 如し、 惜共八 岐の說 は 上に 註せ るが 如く 彌岐 の義 かと も 聞 ゆれ ども、 其 記に 

作 . 八 門 一と 云 ひ、 結， 1 八 佐 受岐, と 有る 八 字 は、 夜 都と 訓む 可き 所なる が、 上に 此 にも 蔓？ T 延於八 丘 八 谷 之 間-と 云 へ るな 

ど は、 正しく 數の 八と 聞 ゆれば、 實に身 一 にして 八 頭 有り 八 尾 有りけ る 事 灼然き 者な りかし、 偖 者 身 一と 云へ る は、 

第一 一 1 1 書に 乃以 M 蛇韓鋤 之^, 斬レ 頭斬レ 腹、 其 斬レ尾 之時劎 ノ缺と 有る に 合せて 思 ふに、 其 腹 を 指して 云 ふなり けり、 

大蛇に 八 頭 八 尾 有りと 云 ふ 事 は 人 皆 許 かる 事に は 有れ ども、 神代 は 除て 人骨に すら 一 體 にして 兩頭 有り 四 乎 四 足 有る 

異狀 なる 者 有りけ り、 仁德 天皇 六十 年御紀 に、 飛彈國 有， 二人？ 曰-宿 維？ 其爲， 人 *1 體有， 兩面； 面 各 相 背、 項 合 無 

レ項、 各 有， 一手 足？ 其 有 レ膝而 無二 鹏 踵？ カ多以 輕捷、 左右 佩 レ^、 四手 竝 用- 1コ< フ矢 T 是以 不レ隨 -一 皇命 T 掠コ略 人お 一 爲レ樂 

と 有る が 如き 人 も 有りけ り、 況て 蛇に は 常に 兩 頭の 者 有りて 奇 らしから ざる を、 此は謂 ゆる 夷 服 岳 神の 變 化れ る 大蛇 

にして 尋常の 者なら ざり ければ、 其 形 も 亦異狀 なり つらむ を、 何 か は 以て 疑 を容る 可から む、 (然る をロ訣 に、 頭 S 各 

有，, r ^咬-者、 增 n 長 一 移 T 狀如. 素 妻 鳴尊爲 二八 惡 行-と 云へ る は、 此人 にも 似合し からざる 妄霄を 吐き W でた る 者な 


り、^>:此大蛇の八頭八：^を以て此大神の以前に犯し給へりし御惡行に配る事を得むゃ、餘りなりける附會と云ふべし、 

借 此岐， 字 は、 名義 抄に、 知 麻 多、 叉 伊波 夜、 又 佐 加 流、 又 須智加 倍、 叉 美 知、 叉 須美夜 加と 有る、 其 初めの 知 麻 多 を 

取れる 者な り、 釋 名に 物 兩爲レ 岐と見 ゆ、 叉 通證に 引ける 宋玉 招魂に、 雄虺九 首往來 倐忽ー i^, 人と 有る を、 ® 吳都賦 に 

雄 虺之九 頭と 有る 註に 毒 頭 九 頭と 有れば- 西戎 にても 毒蛇の 九 首なる が 有りし なりけ りヽ) 〇 眼 如 二 赤 酸 徵：， (赤 酸醬 

此さー 阿 筒箇鹅 知，) を、 十门 事； S に 彼 H 如-赤 加賀知 一而と 有る に 依って、 此の 眼.；： マ は H と 訓 むべ し、 然る は御紀 には^ 

はし 被レ 用れ たれ ども、 巳に 傳 八に 註せ るが 如く、 和名 抄に、 目釋名 云目默 也、 默 而內識 也と 有りて 其の 摁稱 なり、 次 

に 眼 (眼 皮附) 廣雅云 服 (和名 萬奈 古) 目 子 也、 一 云 瞳 (訓 同上) 遊 仙 猫 云 眼 皮 (師說 萬 比岐、 一 說萬奈 古 井) と 有 

りて、 眼 は 目 之 心と 云ふ義 にて 其の 中心 を 云 ふなれば、 0 の 全形の 稱には 非ざる なり、 又 其 眼 皮と 一 K ふ は 其 表皮 を 云 

ひて、 萬 比 岐は目 引に て 其 眼 上 を 包む 謂な り、 又 萬奈古 井と 云 ふ は、 源氏 柏木 (三十 丁) に、 「只今ながら 麻 奈古井 閑 か 

に 恥 かしき 狀も樣 離れて 薰り 可笑しき 貌 ざまな り」 横笛 (十八 丁) に、 「麻奈 古 井な ど此は 今少し 强ぅ廉 有る 狀勝 りたれ 

ど」 など も 有りて、 此は眼 居に て 其 眼中の 居れる 狀を 云ふ稱 なり、 此を 以て 目 は 其 外郭なる 眼 皮に て 包めるな がらな 

る 其 德體を 云 ひ、 眼 は 其 眼 皮 を 以て 覆へ る 其 中心に 在りて、 物 を 見る 所の 稱 なる を 知るべし、 字 鏡に 暗晴 也、 萬奈古 

叉阵目 精、 萬奈 古と 有る、 此を 以て 稿るべし、 故に 四 神 W 生 章 第 六 一書に、 洗-一 左 眼 T 叉 洗 二 右 眼-と 一 K ふ 眼 字 は、 ほ を 

洗 ひ 給 ふに て、 目の 中心 を 云 ふに 非ざる が 故に 萬那 古と は訓 ます、 古事記に 洗 一一 左 御 目 r 叉 洗 二 右 御 目-と 有る に 等し 

く 美 米と 訓 まれ、 叉 其 第 十 一 一書に 眼中 生レ 稗と 有る も、 同 記 大宜津 比賣神 段に 於-一二 目 一生 ニ稻種 一と 有る も、 共に 其 
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目より，^ 來 成しる にて、 ii 、中心 を 云 ふに 非ざる が 故に 此服字 を も 唯に 米と Q み訓 みたり、 但し 大同 類聚 方 二 章に、：^ 

^,0^0. 萬%古.^&1. ^&&-々1^と有れば、 此萬那 古 は 目の 摁稱の 如く なれ ども 其 中心 を 云へ るに て、 

gl^ は 皮に： S き 肉に 嵐く 物 なれば、 此 にても 打 任せた る 名の 謂に は 非ざる 者な り、 然れ ば此に 如- 1 赤 酸 醬-と 云へ る 

も、 其 光と 云 ひ 色と 云 ひ 其實の 狀に甚 能く 似たり ける 故に 譬を 取れる 者 なれば、 此眼字 を 字の 任に 萬那 古と は訓 むべ 

からす、 古事記の 如くに 目 と訓 みつ 可き 所なる を 知るべし、 叉同抄 に矓、 文字 集 略云驗 (和名 久 呂萬奈 古) 隨子黑 也 

と 有る は黑 眼と 云 ふ 事に て、 i ぞの 黑點を 指して 萬奈 古と は 云 ふなり、 叉眸 雅云眸 (和名 比 止 美、 云 訓與レ 眼 同、 W 

珠子 おと 有る、 此の 比 止 美 は 人 見と 云 ふ 事に て 物 を 見る 所の 稱 なり、 此に 別に 訓與レ 眼 同と 有る は、 名義 抄 にも 萬 奈古又 

比 止 美の 兩訓 見えた る是 なり、 斯れ ば萬那 古と 云 ふ稱は 隨と眸 との 所在に 在りて 目の 據體に 非ざる 事、 此を 以て 知ら 

る 可き 者な りかし、 故に 此 目の を 本に して 目 某と 云 ふへ： 曰の 多 在る は皆此 に^ ふ 事なる 故に、 同 抄に険 (和名 萬奈 

不太) 目険 也と 有る は ゲ. ！盖 の義 なり、 眶 (和名 萬 奈加布 良) 目眶 也と 有る は 目 之 覆の 義 なり、 ^  (和名 萬奈之 >1^) 

目 裂 也、 遊 仙窟 云 服 尾 (師 說訓 同レ 上) と 有る は， 之 後な り、 餘は此 に 准ら へて 知る 可し、 (叉 名義 抄に眼 匿 麻 都 保と 

13 る は iili なり、 碎を 米久曾 又麻久 曾と 有る は 目 保な り、 唐 韻に 目 汁 凝 也と 有る 是 なり、 瞬 を 麻 多々 クと 有る は 目め 

なり、 文選 註に 閉レ目 之 問 也と 有る を 以て、 僅に 叩く 程の 問 を る義 なる を 思 ふ 可し、 此等を 以て も 目と 一 は 其總 

稱 にして、 比 を 服 目な ど 熟 字に 云 へ ば 身と 心と を竝べ 云 ふに 異ならざる 云樣 になむ、) 〇 赤 酸醬此 云-一 阿 箇箇 鶴 知 一は、 

古事記に も此 謂-一 赤加賀 知-者 今 酸醬者 也と 所見たり、 天孫 降臨 章 第一 一書に 猿田彥 神の 御 形狀を 書され たるに、 服 


如 u 八^ 鏡， 而赭然 似，： 赤酸醤 一也と 有る、 此は 神の 御 目 なれ ども 同じ 物に 譬 へたる 者な り、 仁德 _大皇 五十 五 年御紀 に、 

因以掘 „ 田 道 墓 T 發 n 瞋 目- 自レ墓 W 以昨 -1 蝦夷 一と 有りて、 大蛇の 目 を 發瞋ら せる 狀の可 畏き事 を 云 ひ、 雄 略 天皇 七 年 御 
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紀に、 乃 登，， 三 諸 岳， 捉 TT 取 大蛇， 奉 ヒ不- 天皇 T 天皇 不- 齋戒 f 其 雷虺々 目 精 赫々、 天皇 長蔽， 目不， 見、 却 71 入 殿中， 使 

レ放， 一 於 岳 一と 有る も、 同じく 其 目 精の 光赫 きて 可 長き 狀を 云へ る なれ ども、 其 形 を 註され ざる を、 此に眼 如-赤 酸醬, 

と 有る は、 其形狀 をのみ 云へ るな り、 若て 此 物の 質 はし も、 n 戎 にても 洛祌珠 とも 王母珠 とも 一 K へる が 如く、 赤く し 

て圓 かなる 珠の狀 したる 物なる を 取りて 響へ たる は、 彼 Q 海 鰕な どの 目の 如く 外に 飛 » て 、其 頭 毎 に 二の 赤 酸 醬を附 け 

たる 狀 なりけ むから 然 書し傳 へられたり けむ 事甚、 著明き 者な りけ り、 (俗に も 蛇 目と まひて 紋 などに ける 狀は、 唯 丸 

くして 中子の 白く 有る Q みなり、 卖は唯 尋常の 狀 なりけ る を、 此 大蛇の 眼の 狀は、 其 赤 酸醬を 二； r ベ て 著け たるが 八 頭 

にて 十六 計に て、 虺々 たるな む甚 恐ろしげ なる 狀云 はむ 方 無き 事な りけ らし、) 偖此 赤酸醬 を、 私記に 其 色 如， 1 赤 血 一也、 

其 目 躍絶猶 如，, 赤 血， 也、 欲 Jsn 赤 血， 便假 云，， 赤 酸醬， 也、 是 今， 印：々 都岐者 也、 其 色 亦^ 然、 故爲, 之、 其 本意 是赤血 也 

7 力 マカチ 

と 有る、 此說に 依る 時 は 赤 酸醬は 赤赤 血と 云 ふ 事の 約れ るな りけ り、 古、 事 記 見 二 其 腹 一 者 悉常血 漏と 云 ひ、 緣起 にも 其 

腹 皆 爛壞と 有る が 如し、 血走りた る 眼の 狀思ふ 可し、 和名 抄蟲豸 類に 鱗、 蛇、 兼 名 苑云螺 (和名 夜 萬 加々 智) 蛇 之 最大 

也と 見えた る を 以て m 心 ふに、 其螺 蛇の目の 狀に 草實の 彷彿た る 故に 號 けたる を、 木に 俊して 其 大蛇の 眼 を譬へ 中せ る 

者なる 事、 此神世 七 代 章に 謂 ゆる 肇牙 は本淸 陽なる 物の 稱に阿 斯訶備 と 云 ふ 言の 有る を 取りて 草 名と し、 又 其 を 役し 

て 其淸^| なる 物に 譬 へたる 如き 者な り、 值し 保々 都 岐と云 ふ を も 其^ 然 たる 色の 名と 爲る事 なれ ども 然 らす、 其 は 本草 
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和名に、 酸醬 一 名 酔漿、 一 名酔茱 (wn 維 要訣，) 一 名 苦蓊子 (お， 1 小品 方，) 一 名洛 神珠、 一 名主 母 苦蔵珠 (蔵 昔 針) 

一名 塞漿 (巳 上 ffi,, 兼 名 苑，) 一 名 苦 蔵、 一名 苦葳 子、 一名 王 母珠、 一名 皮辨草 (已上 出- 1 古今 註-) 一名 酸芳 一が 

卿繁語 一) 和名 保. < 都岐、 一名 奴 加 都岐と 所見た る、 庇 保， -都岐 は通證 にも 火々 著 也と 云 へれ ども、 次なる 奴 加都岐 

ホ、 ヅキ  ス カひキ 

は 如何と も訓 むべ からざる なり、 故に 思 ふに 保々 都 岐は頰 著な り、 奴 加 都 岐は額 著なる 可く して、 小兒の 常に 手 弄に 

して 其 中の 醬水 を拔き ffi し 去り、 皮 計りに して 頰に阽 け 額に 押な どして 遊ぶ 事 を 今 も 見る 上 は、 上古に も兒戯 に然物 

爲 たりつら む を、 唯 有に 輕く 其稱 として 呼びつ る 者と 所見たり、 (u 訣 にも 赤 酸 暫熟保 宇 豆 枳とー K へり、 此_ ネ實の 熟 

ら める は 信に 火珠の 如くなる 物 なれば、 其 如き 狀 ならむ に は甚々 可 畏く怖 まし かり つらむ 事、 云 ふも更 なる 事な り、) 

〇 松 栢生， 1 於 背 上， は、 第三 一書に、 彼 大蛇 毎 レ頭各 有， 一石 松 T 兩 脇有レ 山、 甚可 長矣と 有る を、 n 訣の 此の 註に 松栢生 

レ背經 レ年之 謂と 云へ るが 如く、 年 序を數 多に 經 たりけ る 大蛇に して、 其 身と 云へば 、に蔓 延於八 一. 八 谷 之 問 一と 兄え 

たる 程の 物にし 有りければ、 其 頭八岐 なる 所にまで 磐石 有り 松柏 有り、 殊に 其兩 脇に は 山岳 を 載せた る 程の 怪物に し 

有りければ、 然る 松柏の 如き 大樹 共 は 生 ひ 5- いでたり けむ isT 信に 然 有ぬ 可き なりけ リ、 古事記に は 亦 其 身 生 n 蔑 及 

.-材 榲 一と 所見 たれば、 異なる 傅なる が 如しと 雖 も然ら す、 其 背 上に en 然に土 沙の凝 1!^: なりて 深山幽谷の 如くして 松 

柏の 如き も 檜榲の 如き も 茶 露り て蘿 などの 類まで も 生 ひ 茂りた る狀 なり、 其蘿も 一名 松 藤と 一 K へれば、 格 祖とは 唯 共 

一二 を 採り W して 云 ふに こそ 有り けれ、 松柏 も竝び 生へ たる 事其蘿 字に て 所見 たれば、 共に 別なる 所な む 無 かりけ 

る、 (其 事共 は此 次に て 云 ふ を 見るべし、 叉 此には ゆ 松柏との み 一： ム へる は甚 事の 足ら はざる に 似たり と 靴 も、 i4^- 深山 


木の 大凡 を 云へ るに て 其 余 を 響かせた る 者な り、 香具 山 日記に も 松柏 生レ 背と 見 ゆ、) 松柏 は 麻 都 加 倍と P めり、 此如 

く拉べ 用 ひたる 例 は、 萬 葉 十九 (十六 丁) に、 眞珠 乃、 見 我 保 之 御 面、 多 太 向、 將見時 麻 泥 波、 松柏 乃、 佐 賀延伊 麻 

左 顧， 尊 安我吉 美と 有る 是 なり、 故に 此に 松柏の 二 を抽き W して 云 ふ は、 松 は 長生の 物な り、 柏 は 深山の 物な り、 其 

背 上なる 樹 共の 年 深く して 深 高に 立てる 狀 なる 事 を 強く 令レ 閜られ たる 者な り、 先づ 松の 事 を 云 はむ.， 古事記 日 代宮段 

接 建 命 御 歌に、 袁都能 id 岐那 流、 比 登 都 麻 都 阿 勢袁と 有る、 比 登 都 麻 都と 云 ふは喬 松に して， 群 木に 柚き 出で たる 由 

たるが、 此は萬 葉 六 (四十 一 丁) 登，, 活道 岡， 集， 二 株 松 下， 飮歌ニ 首に、 一 松、 幾 代 可 勝 流、 吹 風 乃、 聲之淸 者、 年 深 

一 1^ 聞 >  又、 靈划、 壽 者不レ 知、 松 之 枝、 結 情 者、 K 等 曾 念と 有る が 如く、 一 校と は 古松の 謂なる 者な り、 猶 松の 壽き 

を 詠める に は、 其 三 (四十 八丁)、 に、 眞木葉 哉、 茂 有 良武、 松 之 根 也、 遠 久寸、 九 (三十  一 丁) に、 妹 等 許、 今 木 乃 

嶺、 茂 立、 嬌待木 者、 古人 見 祁牟、 十二  (二十 二 丁) に、 神 左 備而、 巖爾 生、 松 根 之、 君 心 者、 忘不得 毛、 十九 (四 

十二 丁) に、 都 我 能 木 能、 伊 也繼. -爾、 松 根 能、 絡 事 無久、 二十 (六十 丁) に、 波 之 伎 余 之、 家 布 能 安路自 波、 伊 蘇 

麻 都 能、 都 顧爾伊 麻佐禪 V 伊 麻 毛 美 流 其 等、 叉 夜 知久佐 能、 波奈波 宇都 呂布、 等 伎波奈 流、 麻 都 能 左耍太 乎、 和禮波 

牟 須婆奈 など 有る、 遠久寸 は其壽 きを 云 ひ、 古人 見 151 見 は 其年舊 たる 由 を 云 ひ、 祌左備 而は年 を經て 神々 しく 成れる 

を 一 K ひ、 絕事無 久は其 長く 續 ける 由 を 云 ひ、 都 禰爾伊 麻 佐禰は 其變ら ざる を 云 ひ、 等 伎 波 奈流は 其 葉 易へ ぬ を 云 ふな 

り、 如此く 松に は 其 久しく 在 持てる 事 を 云へ る 常なる を 思 可し、 古今 集賀 歌に も 「萬 世と 松に ぞ君を 祝 ひつる 千年 

の 陰に 住む と £〕 へば， 一 と 有りて、 斯る類 珍奇ら しからす、 (通證 に、 篤信 曰、 松 持 也、 持 レ久之 意と 有る は 然る 事な 
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り、 萬^ 十一 卷七 丁に、 千 早 振、 神 持 在 命、 誰爲、 畏 欲爲と 所見 たれば、 多 母 都の 切れる 首なる めり、 柏 は 右に 引ける 

萬 葉に 松柏と 竝べ 云へ るが 如く、 漢籍に も 然拉べ 云 ふ 事 常な り、 和名 抄木 類に、 柏 兼 名苑ー 〔マ 桕、 一名 掬、 和名 加 IE と 

^る を、 训 水に 和名 加 江と 有り、 叉 名義 抄に桕 子 一名 榧 子と 所 たるに、 S 抄巢 類に、 榧 子、 木 草 云 桕實、 一名 榧 子、 

和お 加^と 有れば、 相と 榧と は： 11： 木なる 事 知られたり、 本^^ & にも 松 實と竝 ベて、 栢實. 尸 人 (W, 一 蘇 敬； 一) 一  名拘 

(音 菊、 已上ニ 名お， 一兼 名苑ご 和名 比 乃 美、 一名 加 倍 乃 美と 有る を- 叉榧實 一名 彼 子、 一名 彼 杉 (G 上 二 名 蘇 敬 

so 和名 加 倍 乃 美と 有りて、 柏と 榧と を 分けたり と雖、 栢貴 にも 榧實 にも！： じく 加 倍 乃 美と 云ふ訓 有る を 以て考 ふ 

る， に、 迪證に 加 ^ 今按香 也と 云へ るが 如く、 其 種類 を 加 倍と 云へ る なれば、 11名にして5^^;木なる！？きは、 柏 Q 方 

に は 令 一別 比 乃 美と 有れば、 漢籍に も 松柏 Q 柏を栴 なる 山に-ぶ へ るに 等しく 檜赏 なる 可ければ、 此は必 す 格に こそ 有 

りつら め、 若て 榧の 方 は 木 草に、 時 珍 云 生，， 深山 中； 人 呼爲， 一 杉 f 其實 爲，, 械子： 叉曰，ー玉山^3;-,と有れば、 名^ 抄相 

名抄 などに 柏 子と 榧 子と を 一 に 爲られ たる は、 其實 の 香 細し きから 共に 加 倍と 云 ふに 依りて、 混れ たる 者 ぞ と 所 m 心 え た 

る、 然れ ども 其 木 を 云 ふ 時 は 本より 別な りと 知るべし、 然れば 古事記なる 羅は此 Q 松に 當り、 檜 は 本より 柏に 常れ る 

事 云 ふも更 なる 事な りかし、 (叉 此を加 夜と：： ムひ加 江と 云 ふ は、 其 榧 字の 方に 限れる 訓 にて、 此は人 Q 食用と も 成る 

物 なれば 香 鉗の 義 なる 可し、 然れば 其赏に 唯^の み を賞づ ると 食用に 充 るとの 異 有る 事と 見えたり、 江 .^、節御佛名條 

に、 今夜 羞， 一 栢梨ハ 左 近衛 府攝津 在 名 也と 有りて、 裏 寄に、 栢梨昔 府中 將和氣 某 以，， 攝 津國栢 梨莊， 寄，， 左 近府， と 見えた 

る、， 此 地に W 來る酒 を被レ 用る 故に、 歌 に 加倍那 志の 酒と 詠める も 栢は加 倍な り、 但し 此の 柏 栢同卞 なる を 以て 懈. ：！ す 


に 借り 用 ひられけ る 古書の 例 なれ ども、 此 松柏の 柏に は 非す、 思 ひ 混 ふる 事 勿れ、) 故に 其 柏 は 正しく 檜に 當れる を、 

n ケ 

其 古事記に 謂 ゆる 慕 は 和名 抄 苔類に、 藤 (日本 紀 私記 云蘿、 比 加 介) 女羅 也、 叉松蘿 一 名 女 藻 (和名 萬 豆 乃 古 介、 一 

云 佐 流 乎 加 世、) と 有る を、 名義 抄に蕩 字 を 比 加 介 叉 古 介と 訓 まれたり、 凡て 古 介と 云 ふ は 何に 在れ 其 苔類の 稱 にし 

有れば、 深山幽谷に 多く 生 ひて 松に は 限らざる 事 なれ ども、 殊に 松に は 多く 生 ふる 物なる が 故に 巳に 松 藻の 名 有り、 

n ケム t ル 

已に莴 葉 二  (十四 丁) に、 從， 一吉 野， 折 TI 取 蘿生松 柯-遣 時 額 田 王 奉 入 歌 一首と 詞 書に 在りて、 三吉野 乃、 玉 松 之 枝 者、 

波 思吉香 聞、 君 之 御言 乎、 持 而加欲 波久と 有り、 歌に 其 蘿の事 を 入れ 給 はざる は、 松 枝に 屬 たる 物なる が爲 なり、 此 

鲁 

を 以て 古事記に 亦 其 身 生 一一 蘿及 檜榲 一と 有る を、 此に 松柏 生 一一 於 背 上 一と 有る と 相等しき 傳 なりと 合せ 云 ふ は、 右 Q 羅及 

檜 は 此の 松柏に 正しく 當れる 事 右の 如き を 以てな り、 、に 榲は此 に 云 は ざれ ども、 其 主と 有る 松柏に 約め たる 者 なれ 

ば、 義に 於て 違 ふ 可から すなむ 有りけ る、 若て 其檜榲 は、 傳 二十 及び 上に 已に 引ける 此 第五 一書に、 素 戔鳴尊 曰、 韓 

鄕 之島是 有， 1 金銀 T 若 使-一 吾兒 所， 御 之 ■ 不 7 有- 1 浮寶- 者、 未- 1 是. 佳-也、 乃拔 -1 鬚髯 >散， 之卽 成， 杉、 又拔 n 散 胸毛- 是成レ 檜 

(中略) 夫 須レ瞰 八十 木 種 皆能播 生と 所見た る、 此 時に 成り 生で たる 物 共な り、 然れ ば此大 神の 》 雲國に 天降り 御 在し 

坐して 此 大蛇 を 退治 させ 給へ る は 、天上より 再び 降り 來坐 せる 時の 御 事に して、 ti の 木 共 を 生し 立てさせ 御 在し 坐し け 

る は 先度なる にて、 其 年 序 は 幾千 萬 年 をか隔 在りけ む、 其 大蛇 Q 背 上にまで 然る 松柏の 如き 大樹の 生え 茂りけ むは、 

天下 悉く 靑ぉ 一山と 成りぬ る 上の 事なる 可き を 思 ひて、 其 御 天降の 前後 を も 此に思 ふ 可き 者に なむ 有りけ る、 然る を 地 

神本紀 などに も、 右 Q 第五 一 書の 故事 を 其 大蛇 を 事 向 給へ る 後、 須賀宮 に宮處 定め 坐し. 1 より は， h. 、に收 めた るぞ 精し か 
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ら ざる 事な りけ る、 其大 神の 未だせ に播 生し 給 はざる 以前に、 如何にして 檜 榲は生 ひたりし にか、 前後 共に 打 八：！ は ざ 

る 事なる を、 其 心 至ら ざり ける こそ 哀れな りけ る 所作な り けれ、 (叉 平田史 にも、 其大 神の 再び 天に 參 升ら せ 御 在し 

坐し ける 御 事 を、 天 上より 神逐 はれて 天降り 御 在し 坐して、 卽 有りし 者の 如く 記されて、 右の 第五 1 書の 事共 をば 再 

び 天降り 坐し k 時の 事實 として、 簸川 上段の 先に 入れられ たる は、 深く も考へ ざり し 者に て麁き 事な り、 能 々此卷 首に 

云へ る 事共 を 合せ 見る 可し、) 〇 背 上、 古事記に は 亦 其 身と 有る 所な り、 此は曾 良 爾と訓 むべ し、 此 字瑞珠 盟約 章 

第一， 一 寄に でたり、 說は傳 十に 云へ りき、 〇 蔓 71 延於八 丘 八 谷 之 問， は、 古事記に は 其 長 度- 谿八谷 峽八尾 一而と 有り 

て、 其 大蛇の 這 ひ 度る 長さ を 見渡して、 其 鳥 上 山の 丘 谷 を 以て 量れるな り、 此八も 例の 彌に 非ざる 證は、 天孫 降臨 章笫 

1 一書に、 時 味 5^ 高 彥极神 光儀 花艷 映， 1 于ニ丘 二 谷 之 問， と 有る も、 其 處の丘 谷 を 以て E 直れる に 同じ 事な り、 叉 其 正書 

に 頓丘此 云，, 毗陀 烏， と 注して、 丘 を 烏と 訓 める 證是 なり、 偖 其 八 丘 は數の 八なる を、 彌の 意に て 云へ る は、 萬 葉 十九 

(十 丁) に、 足 引 之、 八峯 之鵠、 又、 (十  一 丁) 奥山 之、 八 峯乃海 石榴、 叉、 (十四 丁) 安之 比奇 能、 八 峯布美 越、 又、 

(十五 丁) 安之 比奇 乃、 八 丘 飛越、 又、 (十八 丁) 八峯爾 波、 霞 多奈婢 伎、 又、 (四十 二  丁) 安之 比奇 能、 八 峯能宇 倍 

能、 二十 (五十 五 丁) に、 安之 比奇 能、 夜 都 乎 乃 都婆吉 など 有る、 此は 物に 際界を 立て 云 ふに 非 ざれば、 此の 八 丘 八 

谷の 例に は 非す、 猪 丘 を 袁と云 ふ 例 は、 巳に 四 神 出生 章 第 六/一書に 畝 丘と 有る を、 古事記に は： g1  尾に 作れり、 天孫 降 

臨 章に 頓丘此 云，, 毘陀 烏， と 見え ノ雄略 天皇 五 年御紀 歌に、 倭 我尼#- 能裒利 志、 阿理 嗚能宇 倍 Is 々、 皇極 天皇 三年 御 

紀 歌に、 武舸都 烏爾、 陀底 愿制羅 我な ど 有り、 丘 は 尾と 云 ふに 等しく、 山上より 麓 方へ 打 延べ 續 きたる 小 5^©、 長く 


して 物の 尾 Q 如く 有る を 以て 云ふ稱 なり、 猶 下に 丹 後 風土記に 尾 上と 峯 頭と 照し 應せ たる 文に 就きて 注す る條を 見る 

可し、 (和名 抄山谷 類に、 丘 周 禮註云 土 高 曰， 丘、 和名 乎 加と 見え、 岡 丘 也と 有る を、 說 文に 山赞 也と 云 ひ、 又 岳を廣 

雅に山 高 者 名， 岳、 小者 名， 丘と 見え、 阜を釋 名に 土 山 曰, 阜と 有る、 此も皇 極 天皇 三年 御 紀に袁 加と 訓 めり、 叉釋名 

に大阜 曰， 陵、 小阜 曰， 丘と 有るな ど、 此等は 何れも 袁 加と 訓む 所なる が、 其 は 丘處の 意なる 可し、 猶其事 は 神武 天皇 

御 紀 なる 國見 丘の 下に 云 ひて む、) 八 谷の 谷 は、 景行 天皇 十二 年 御紀に 皆投， 1 洞 谷 一と 有る 洞 谷を訓 み、 雄 略 天皇 四 年 

タニカ 匕  タニア t 

-御紀 に、 天皇 射 n 獵於葛 城 山？ 忽見， 一長 人 T 來望ニ 丹 谷， と 有る は、 谷 峽の義 にて、 f に 谷 問と 云へ る是 なリ、 寓葉六 

(二十 五 丁) に、 谷模 乃、 狭 渡 極、 十一 (四十 丁) に、 山 高、. 谷邊蔓 在、 玉 葛、 十二  (二十 五 丁) に、 谷 迫、 峰邊 

延有、 玉 葛、 十四 (二十 六 丁) に、 多 爾世婆 美、 彌年爾 波 比 多 流、 多 麻 可 豆 良、 十七 (四十 一 丁) に、 彌禰太 可 美、 

多雨 乎 布 可 美 等、 十九 (十八 丁) に、 i 岭 M 爾波、 一 ^やつ. 榴 花疾、 叉、 (二十 五 丁) 和 我 勢 故 我、 垣 都谿爾 云々、 之可禮 

杼毛、 谷 可 多 頭 伎 s、 又、 (二十 六 丁) 多雨 知 可久、 伊 敬 波 乎禮騰 毛、 許 太 加久、 S 佐 刀 波 安禮騰 母な ど 有る、 多邇 

は垂往 にて、 水の 流れに 就て 云ふ稱 なり、 其は大 忌祭詞 に、 山山 乃 自ロ狹 久那多 利 HI 下賜 水 乎 甘 水 登 受而、 叉 大就詞 

マ クタ、 リ 

に、 高山 末 短 山 之末與 理 佐久 那太理 S 落 多 支 都 速 川 瀬坐須 と 有る を、 鈴屋 大人の 後釋 に、 「狹は 例の 眞 にて 眞 下垂な 

り、 川 水の 山より 落つ る狀を 云へ り、 ザ 2 然 水の 落つ る 所を久 良と も多爾 とも 云 ふ、 久良は 久那、 多爾 は多理 にて、 共 

に久 那太理 より 3S でた る 名な り、 (下略)」 と 云 はれた るに て 著 かり、 其に 就て 神 名 式に 近 江 國栗太 郡 佐 久奈度 神社 御 

在し 坐す、 今 櫻 谷 神社と 申せり、 此を 以て 其 多雨 叉 多理を 登と 云 ふ 事 知らる、 山 之門是 なり、 萬 葉 八 (二十 三 丁) 
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に、 霍公鳥、 今 毛 渡、 山 之 常 響、 十 (四十 丁) に、 足 曰 木 乃、 山 il 、鳴 鹿 之な ど 有る I 义は跡 陰 は 借字 

にて 門 陰の 義 なり、 叉 中古の 歌に、 「谷の 戶 づ る鴛」 など 詠める も 同じく して、 其 谷なる 所 はし も 山の 形容に 取り 

てト 門と も 云 ふべ き 所な りければ 云 ふなり、 叉 其 谷なる 所 を 富 登と 云 へ る も 含 門の 義 なり、 叉 古事記 浮穴宮 段に 御陵 

在，， m 火山 之 響 登-也と 有る を、 議 S 御 火山 南 御陰 井上 陵と 作れり、 此 I も 亦 右に 同じ、 i 八に 云へ る 

谷を久 良と 5 古 S 有る S へ 合？ 可 I なり、 (又 思 S しけらく は、 曰 本羹記 S を志那 太理久 煩と 有る 志 

那太理 は、 の義 なる に、 其 を 富 登と 云 ふ は il: なる 事、 傳七卷 に 云へ るが 如し、 此も谷 を 門と 云へ るな り、 又 

i 間 を， 具 良と 云 ふ も 製と 云 4 にて、 山に 稱 けたる も 人に 號く ij. 其 本 同じく S にたるな り、 ，；/ 合 はす 

可し、) 〇 間 は 阿比 陀爾 なり、 齊明 天皇 四 年 御 紀大御 歌に、 阿， 須ぼ我 ^ 播、 瀰％ 蟥羅毘 都々、 ^矩瀰 都 能、 阿比 娜謨儺 

へ 母、 ^ 母 保喻 S 柯 母と 有る 四 > を、 釋に無 レ閒也 言 レ無レ 隙 也と 有り、 萬 紫 四 (二十 四 丁) に、 山 跡 道 之、 島 乃-. = 

廻爾、 緣浪、 問 無牟、 吾戀卷 者、 又 (三十 五 丁) 無 間 戀爾可 有牟、 十一 (九 丁) に、 烏 玉、 間 開 乍、 叉、 (十八 丁) 

昨日 見而、 今日 社 問、 吾妹 兒之、 幾許 繼手、 見卷欲 毛、 又、 (三十 五 丁) 酢 蛾 島 之、 夏 身 乃 浦. 爾、 依浪 ほ 文 置. 玉 口 

不念 君、 又、 (三十 六 丁) 風 緒 痛甚、 振浪 能、 間 無、 吾 念 君 者、 叉、 (三十 七 丁) 大海 二、 立 良武浪 者、 間將 有、 又 

(三十 九 丁)  § 乃、 束 之 間 毛、 又、 (四十 一一 丁) 玉緖 之、 問毛不 置、 士ー  (二 丁) に、 今 品、 議鴨、 又、 ■、 年 

經乍、 叉、 (二十 丁) 無 間、 I 如何、 又、 (二十 二  丁) 間 文 置而、 吾不 念國、 十四 (十 丁) に、 安比 太 欲 波、 佐 波 太 

奈利努乎、 又、 (三十 五 丁)  見 都 I 伎 奴 流、 許 籠 知 乃、 安比 太、 十五 (三十 九 丁) に、 保 I 讓、 


安比 太 之. 1 思 於 家、 十七 (三十 八丁) に、 余 能 安比 太 母、 都 藝底民 仁 許武、 叉、 (四十 五 丁) 惠麻比 都 追、 和 多 流 安 

比太爾 など 有りて 間 處の義 なり、 (叉 名義 抄に間 字に 種々 の訓 有る が 中に、 阿比 太 麻 又 阿比 太 無と 云ふ訓 有る、 其 下 

の 麻と 無と は 通 音に て、 阿比 太 Q 下に 間の 言 を 添 ふるな り、) 〇 蔓延 を 波 比 和多禮 理と訓 めり、 古事記に は 其 長 度 一一 谿 

八 谷 峡八尾 一而と 有る を 合せて 思 ふに、 其 這 ひ 度る 長の 事 を 八 丘 八 谷の 間に 係れり となり、 但し 其 丘 谷の 上 を 一 條に 

直に 渡れる に は 非す、 丘に 上り 谷に 下りて 這 ひ 渡る 事 を 云 ふな， リ、 然れば 八 丘 八 谷と は 云へ ども 其 屈伸の 長さ を 云 ふ 時 

は甚. <大 にして 長き 者な りけ り、 暴 に、 蔓延 大蛇 婉艇 之貌、 八 丘 八 谷 由，, 八岐 蛇， 而ー 一一 戸一 其 長大， と 有る 是 なり、 日本 

靈異記 中卷に 大蛇の 事 を 腹 行 轉と云 ふ は、 此に 蔓延と 有る を 云 ふなり、 蔓字 は、 萬 葉 十 (十四 丁) に、 藤浪、 咲 春 

ハフ クヅ  ハ ヘル  ハ ヘル  ハへテ シ 

野爾、 蔓葛、 十 一 (四十 丁) に、 山 高、 谷逢蔓 在、 十二  (二十 五 丁) に、 谷 迫、 峰邊延 有、 玉 葛、 令 蔓之有 者、 年 二 

ハ へテシ アラバ  /  ハヒモ コョフ 

不來 友、 一 一 K 石 葛 令 蔓之有 者な ど 有る 是 なり、 叉海宮 遊行 章 第三 一 書に 化 n 爲八 尋大熊 i1  一^ 匐 透 蛇と 有る、 此の 同じ 

事 を 古事記に も 化 二八 尋和邇 1 而 匍匐 委 蛇と 所見た る も 此の 例に 近 かり、 (源氏 夕額卷 にも 「ffi 見む とて 這 渡る 打 橋 だつ 

物 を 道に てな む 通 ひ 侍る 云々」 と 云 ふ 事 も 見 ゆ、 西 京 陚に巨 獸百尋 是爲， 一 蔓延， と 云 ひ、 卓 氏 藻 林に 蔓延 連 謹不， 絕也 

と 有る 字是 なり、 又 吳都賦 に 地勢 坱北卉 木 一:!^ 蔓、 注に、 块北 地勢 高下 也、 草木 蔓、 首， 一草 木 盛長而 蔓延 T  長 也と 

も 見 ゆ、 天 淵 記に、 八 頭 坂 左右 有-一 葛 根， 而蔓 延長 n 垔岳 谷？ 是尙 大蛇 遺子 也と 云 ふ 事 有る は、 此 蔓延の 字に 就て 語 を 

成せる 者に て、 取るべからざる 事に なむ、) 〇 古事記の 此の 文、 其 長 度， 1 豁八谷 峽八尾 一而 見， 一 其 腹， 者 悉常血 爛 也と 

タ ,, レ ャブレ タリ 

有る を、 緣起 にも 右 Q 如く 蔓 71 延於八 丘 八壑之 間， 其 腹皆爛 壞 と 所見たり、 凡ての 文 體此と 同じき を、 右 Q 如く 其 
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キズ 

腹皆爛 壊の 五 字 有る は、 御紀 にも 當時 然る 本の 有りし 事 知らる、 其 は 丘 谷 を 蔓延る として 常に 其 身に 傷つけ る形狀 

を 云 ふなり、 叉 は 彼の 御 劍を爲 中に 牧藏し 持てる 故に 其 身の 爛れたり とも 見る 可き 事、 下 C- 草 難^の 所に 云 ふ を 見 

て 知るべき なり、 記 傅に 其 血 字 を 知 阿 延と訓 まれた る は、 枕 Is!. 紙に 汗のお づる 真-を 汗 阿 由 流と 云 ひ、 又 「乳 阿 延受成 

りぬ る 乳母 云々」 と 云 ふ は、 ？；^ 汁の ffi です 成りぬ る を 云 ふな ジ、 ぉー穩.#;^!1に 「己が 肱の 血 を 指 阿 夜して 云. <」 叉住吉 

物語に も 「足より 血阿延 ム，" <」 古事 談 にも 血 阿 由 流と 云へ るな ど、 共に 皆 血の ffi づる事 を 云 ふなり、 又 常に 血 を 令 

レ ffi る 事 を 血 を 阿 夜 加 須とー K へ るに H 字を誉 ける 是 なり、 二十 七に 注せる 如く、 大同 類聚 方に 阿世 依伊路 依と 有る 

は、 汗阿延 色阿延 なる を も H ふ 可し、 若て 簡は 多， 陀 禮と訓 み、 右の 爛壌は 多 陀禮夜 夫禮多 理と訓 むべ し、 上に 註せ る 

が 如く、 松柏の 背 上に 生 ひたる 山 を せて _ 经延る 者に し 有りければ、 其觸る \ 所より 血 W で、 又其疵 より 爛れ 腐敗た る 

由な り、 大同 類聚 方に 師， -者、 多々 布 玖 鱧、 美 太 利須と 有る、 美 太 利須と 右の 壞 字と 相 常れ り、^ 此の 爛は四 

ffi 生 章 第 九 一誓に 脹滿太 高と 有りて、 太 高の 字を訓 ませた る事傳 十に 註せ るが 如し、 又 和名 抄病 類に、 隨、 文選 風賦 

云得レ 目爲レ 錢、 師說 多々 良 女と 有る は爛 目の 義 なり、 然れば 多 陀禮叉 多 陀倍理 叉多陀 良な ど 同 首にして 物の 滿ち 極ま 

る 事に 稱辭 又は 潮の 湛ふ など 云 ふと 等しく、 肉の 高く 起り 腐る を爛 ると は 云 ふなり、 (名義 抄に 病-字 を 笑 太 流 又多陀 

流 又 富 能 富 叉 久佐流 叉 都 久叉久 都な ど訓 み、 爛 i 子 を 多 陀流叉 許 賀流又 多 都 叉 由 流布と 有りて、 字 を 書き 別け たれ ども、 

if 爛 共に 同字な り、 叉 字 鏡 集に 此字を 多 陀流叉 由 比 久叉由 和 加 須と訓 めり、 猶名義抄に壤字を夜夫流叉許^^流又加久 

流と 有り、) 〇 叉 地 神 本紀に は此を 時八妓 大蛇 如レ所 レー 一目 蔓ュ延 於 八 丘 八 谷 之 間， 而至矣 と 有りて、 而至矣 の 三 字 有り、 熱 


田緣 起に は此と 同じから すして、 此 Q 上文 至 レ期果 有 一一 大蛇-と 云 ふ 所 を 至レ期 有-一大 蛇 到 一と 見えて、 到 字 有る 事 上に 云 

へる が 如し、 上に 到 字 有る か 此に至 字 有る か、 何れにしても 一所に 無くて は 得 有る まじく 所思る を、 此は. f へなる 及つ 

至 得 マ 酒の 所に て 聞く 文なる なり、 古事記に も、 如此 設備 待 之 時、 其 八 侯 遠 呂智信 如レ言 来と 有る 所に 當れる を、 此には 

甚く 事 略れ て 文 を 成された る 者な りけ り、 〇 及 TT 至 得ク酒 は、 酒袁得 流爾 伊多理 S と 有れ ども、 今 改めて 酒 袁登米 伊 多 

理 S と訓 めり、 緣 起に は 及， d 至 得 一一 酒氣 一と 有る を 酒 能 香加岐 S 伊多理 S と 有る、 其 は 酒氣の 薰馥れ るに 引かれて 来る 

義 なれば 甚 宜しき を、 此に は氣字 無ければ 然は訓 むべ からざる なり、 然れ ども 舊訓の 任に て は 旣に酒 を 得た る 事に 成 

れ i ば、 得 字 を 登 米と 訓む時 は、 上に 云へ る 故尋レ 聲覔往 者と 有る に 意味 同じき 所なる に 合 ふべ く 所思る 故に 今 改め 

つ、 其 は 右に、 乃 使 T 脚 摩 乳 手 摩 現隨， 1 八醞 酒， 幷作 * 假 八 間 i 各 置-一一. 口 槽-而 盛 レ酒以 待 之 也と 有る は、 天 淵 記に 爾素 

戔嗚尊 計， 一 奇計-と 見えた るが 如く、 祌策を 設けさせ 御 在し 坐し けるな るが、 其 御 謀計 悉くに 圖る 所に 當 りて、 栗して 

其 大蛇な む 其 酒 を 認めて 来れる 所な りければ、 得字必 すし も 宇 流と は 訓 むま じかり ける を 思 ふ 可き 者な りけ らし、 

(蛇の 酒 を 好む 事 は、 常 陸 風土記に、 茨城 虽云， -、 古老 曰、 有- 1 兄妹 二人 T 兄 名，, 努賀爲 古？ 妹 名， -努 賀見咩 f 時 妹 在， 窒、 

有レ 人不， 知-一 姓名 T 常 就 求 レ婚、 夜來晝 去、 遂 成- 1 夫婦 T 一夕 懷妊、 至- 1 可， 産 月 T 終生- 1 小 蛇. -云々 、 卽 盛-一 淨坏 T 設レ壇 

安置、 一 夜 之 間巳滿 -1 坏中 t 更易レ S 而置レ 之、 亦滿 -1 愛內ハ 如 レ此三 四、 不 M 敢用, 器、 母 吿レ子 曰、 量- 1 汝器宇 T 自 知-神 

子 T 我矗之 勢不， 可 n 養 長？ 宜レ從 -1 父 所在 T 不 A 合 J セ， 此、 云々、 臨 n 決別 時 T 不， 勝- 1 怒怨 T 欲，. 震 n 殺 伯父- 而昇 4 ^天 時、 

母 驚 動 取， 愛投 A 之、 觸 >1 神 子？ 不レ得 A 昇、 因留， 1 此峰 f 所， 盛 愛 赛今存 -1 片岡之 村 T 其 子孫 立， 社 致 A 祭、 相 續不レ 堪と有 
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る を 熟 見る に、 小 蛇 を 生める に 依りて 始は坏 中に て 養し、 後に は 愛に 盛りて 生長 しめたる 由なる 是 なり、 白 井 宗因說 に 

「西國 にて 反 鼻 を 取らむ とて は、 醇酒を 草に 洒 ぎて 相 待つ に、 必す 多く 集まる、 是酒氣 を 好みて 來る 者と 所見たり」 

と 云へ り、 信に 然 り、) 〇 第一. tl 書に、 素 I 戈 鳴 尊 勅レ蛇 曰、 汝是可 長 之祌、 敢 不レ饗 乎、 乃以， 酒， 毎， ロ沃 51 入 其 蛇； 

飮レ酒 而睡と 有る は此 所に 當る 文な り、 神祇 本 紀に其 文 を 取り入れて 此所 を、 則隨 レ詔而 如， 此^ 備而待 之 時、 八岐大 

蛇 如， 所 J 目蔓 TI 延於八 丘 八 谷 之 間， 而 至矣、 素 斐嗚尊 勅， 蛇 曰、 汝是可 長 之 神、 不 -1 敢饗 ivN 乎、 乃 以-八 甕 酒 T 得- 1 每レ頭 

ー槽？ 飮醉 而陲伏 寢矣と 書せ る は、 其 委しく 成れる 者に て 殊に 美た し、 其 は 勅， 蛇 曰、 汝是可 長 之 神と 有る は、 此時 

に當 りて 然御 一一 一一 E を 係け させ 給 ふ 可き 御有增 なり、 然る は 上 件の 如く 種， <<  の 御 設の御 在し 坐し ける も、 其 好む 所の 酒 を 

物爲て 丁寧に 饗應 す狀に 持ら へて" 嫌し 寄せて 其 甚く 飮み醉 ひ 伏 寢るを 度と して 斬り 殺させ 御 在し 坐 さむ 御 謀計 を 施 

こさせ 給へ る なれば、 其 事 を 悟らし め 給 ふま じき 狀に萬 を 行 はせ 給 ふ 所なる 故に、 掛ま くも 甚も可 長き 大 神に 渡らせ 

給 ひながら に、 其 事 を；. i させ 御 在し 坐して、 汝是可 長 之 神と は崇 まへ 詔り 給へ る 者に して、 彼の 欽明 天皇 六 年 御紀に 

謂 ゆる 膳 臣巴提 便が 子の 仇 を 報いむ として、 其 虎に 向 ひて 惟汝威 神と 云へ ると は 其 言 同じく して、 其 御 心 用 ひに 至り 

て は 甚く 異にて 反對 なる 所に なむ 有りけ る、 (然れ ば 通證に 引ける 玉 木某說 に、 酒 則 蛇 之 所 レ嗜、 故設 之、 此 誘-一 其 欲？ 

以 折- 1 鋭氣， 之 術 也と 云へ る は、 實に 謂れた る 事な りけ り、) 敢不 レ饗乎 は、 其 可 長き 神なる に 依りて 主 設け 爲て 此に來 

る 事 を勞ら はせ 給 はむ と 御言 詔し 給へ るな り、 此御 謀計の 狀は 神武 天皇 戊 午年 御紀 に、 旣 而餘黨 猶繁、 其 情難レ 測、 

乃 顧 勅-道 臣命 r 汝宜 帥，， 大來目 部， 作， ，大 窒於 忍坂邑 r 盛設 -1 宴饗- 誘レ虜 而取レ 之、 道臣 命於是 奉- 密旨 r 掘，， 穿 於 忍 坂， 


而選 u 我猛卒 -與， 虜雜 居、 陰 期， 之 曰、 酒酣之 後、 吾 則 起 歌、 汝等 聞，， 吾歌聲 r 則 一時 刺 レ虜、 已而 坐定酒 行、 虜不， 知，， - 

我 之 有 n 陰謀 T 任レ情 徑醉、 時 道 臣命乃 起 而歌之 曰 (中略) 時我卒 聞， 歌俱 拔，， 其 頭椎劎 f 1 時 殺， 虜、 虜 無，， 復噍 類， と 

有る が 如く、 甚く 變 爲る狀 を 成して、 其 徑 に醉 ひ仆れ たる 時に 一 時に 殺し 給 はむ と爲 させ 給へ る 者な りけ り、 ^ 

垣 を 作り 廻 はし 八鬥を 作り 八假. II- を 作らし め 給へ る、 御設 共の 少緣 ならす 見 ゆる を 以て 思 ふに、 此大 神と 脚 摩 手 摩 

神と 僅に 三 神の みに は 御 在し 坐 さすして、 其 供奉の 神 等 を も 帥て 御 在し 坐し ながらに 其 兵卒 をば 伏せて、 飽 まで 其大 

蛇の 心 を 緩怠 させ 置かして、 殺し 耠は むと 爲 させ 給へ る 所なる が 故に、 此饗應 の 御 時には 唯此大 神の みぞ 物爲 させ 給 

へりけ む を、 其 斬り 給 ふ 御 時に 至りて は、 四方より 起り て 一 時に 斬 屠り 給 ひけむ とこ そ は 所見たり けれ、 (然は 有れ 

ども、 事 實は其 主宰と 御 在し 坐す 此大 神に て傳 はる 御 事に し 有りければ、 後の 軍 物語の 如く 其 供奉の 神 等の 委しき 事 

まで は擧 げらる 可く も 非ざる 者な り、) 〇 頭 各 一 槽は、 古き 任に 頭袁各 一都 酒 槽爾落 志 入 S と訓 むべ し、 上に 謂 ゆる 

醸-一八 醞酒 f 幷作， 一 假賤八 間 r 各 置-二  ロ槽？ 而盛レ 酒 以待之 也と 有る 御 謀略の 如く、 事相 叶 ひて 其 酒 槽にロ を 入る- -所 

是 なり、 古事記に は 乃 毎， 船垂 TI 入 己 頭， と 見え、 緣 起に は八戶 分， 頭と 云 ひ、 天 淵 記に も 便矯， 一八 頭ー飮 一, 八槽 中， と 有り 

て、 何れも 同じ 趣なる 傳共 なり、 故に 其 古事記なる は、 上に、 且作 n 廻 垣 f 於， 1 其 垣-作， 一八 門 f 毎， 門 結 n 八 佐 受岐？ 

毎， 一 其 佐 受岐ー 置， 1 酒 船， と 有れば、 八 門より 八 頭 を 挿し 入れ、 八 If! の 一間 毎に 各 頭 を 垂れて 其 八 槽の酒 を 飲む 事に て、 

其 精し きと 粗き との 差 ひこ そ は 有り けれ、 此と 全く 同じ 事なる 者な り、 叉緣 起に 八 戶分レ 頭と 有る も、 其 上文に 一面 

開-一八 戶ハ 各 置， 槽と 有る に相應 へたる 者なる を も 此に思 ひ 合 はす 可き 事な り、 (第二 一  書に は、 乃以， 一八 赛酒, 毎， ロ沃 
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入と 有りて、 素 妻嗚大 神の 御 自沃ぎ 入れさせ 給へ る 趣 なれ ども、 若然 ならむ に は、 八 薛を結 ひ 八槽を 置く に は 及ばせ 

給 ふま じき 害 なり、 此は唯 其 八 讓酒を 汲み取りて 沃ぎ 入れさせ 給 ふとの みの 傳 にて、 其 支度に 至りて は 甚く 異なる 所 

有る 者な り、 地 神本紀 に乃以 n 八 建 酒-得，, 毎， 頭 一 槽， と 有るな む 宜しき を、 古史 成文に、 乃 以，, 八 甕 酒， 毎， ロ沃入 之、 

則 其 遠 呂智毎 レ船垂 n 入 頭- 而飮 n 其 酒 ー矣と 有る は、 委しき に 似たり と雖も 異說を 以て 續け 合せた る 者に て 非な り、) 然 

れば 此の 頭 各 一 槽は 入 二八 頭 於 八槽, と 云 ふに 異ならざる 所な り、 各 一 搏と 云へ る は 卽ち 八槽の 謂なる 事 云 ふ も更な 

り、 纂疏 に、 及 3 大蛇 飮， 一 其 酒 T 各以ニ 頭， 低-一 於 ー槽？ 故飮 i 八 槽之酒 一而 巳と 有る を 以て 際ろ 可し、 若て 此に 心 

ィレテ  タレ テ 

入 S の 言 を 讀み附 くる は、 古事記に 垂 入と 有る が 如く、 其 頭 を 下して 酒糟の 中に 入る \ を 云 ふなり、 伹ロ訣 本， 官本 

共に 飮字を 落 志 入 S と訓 みたれ ども、 其 は 下へ 著き て 飮醉と 續く字 なれば、 然は訓 むべ からざる を、 新 宮本は 其 如く 

なれば、 右の 言 は 上に 讀み附 けて 添 ふ 可き 所なる 事 著き 者ぞ かし、 〇 飮醉而 は、 金澤 本に 能 美惠比 S と 有る に 從ふ可 

き 事、 右に 云へ るが 如し、 第二 一書に 其 蛇飮， 酒と 云 はれ、 第三 一 書に 醸， 一 毒酒， 以飮 一一 之 蛇 T 醉而陲 とも 有る 是 なり、 

古事記に 於 是飮醉 と 見え、 叉緣 起に も 八戶分 レ頭飮 醉而睡 など も 有り、 飮は、 萬 葉 三 (三十  一 丁) に、 一 坏乃、 濁酒 

乎、 可飮有 良師、 叉、 酒 不飮、 人 乎 熟 見者、 叉、 (三十 二 丁) 酒 飮而、 情 乎 遣爾、 豈若目 八方、 五 (十五 丁) に、 能 

彌 能々 知 波、 知 利 奴 得 母 與斯、 ！！ 六 (二十 五 丁) に、 相飮酒 曾、 此豐 御酒 者、 七 (二十 八丁) に、 遊士 之、 飮酒坏 

爾、 陰爾 所見 管、 八 (五十八 丁) に、 酒杯 爾、 梅花 浮、 念 共、 飮而 後者、 落 去 登母與 之、 叉、 宮爾 毛、 縱^ 有、 今夜 

耳、 將飮酒 可 毛、 散 許 須奈由 米、 十九 (二十 四 丁) に、 皇祖 神 之、 遠 御代 三世、 波 射 布 折、 酒 飮等伊 布 曾、 此保齊 我 


之 波な ど 有り、 凡て 水 を 呑む、 物を吞 むと 云 ふ も， 同じく、 此能牟 は 加 牟の對 にて、 齒に觸 れて碎 く 物に 力 g と 云 ひ、 然 

ら すして 直に 喉內に 入る.. - 物に 飲と は 云 ふなり けり、 和名 抄 鼻口 類に、 咽喉、 和名 乃 無 止と 有る は、 卽ち吞 門なる に 

思 ひ 合 はす 可くな む、 (叉 名義 抄に、 噴に 須布、 叉 能 牟の訓 有る は 更なり、 嗽に も 須布叉 能牟と 見え、 i: にも 其ニ訓 

有り、 . ^に 能 牟と 有り、 ^に 能 牟又須 々流 又 布 久牟、 晚に須 布 叉 能 牟止叉 能牟止 布延と 有り、 ハ. ^に 能 牟囔に 能 牟又須 

々流と 見え、 又 俗に 饌を能 美久良 布と 訓み、 醻を能 美 保 須叉能 美都久 須と訓 める、 卽ち說 文に 飮， 酒盡 也と 有る 意な 

り、) 醉は、 古事記 石屋 戶 段に、 如 レ展醉 而吐散 登 許 曾 我 那勢之 命、 爲， 一如 此， 迦と 有る 其 事 を 引きて 已に傳 十七に 云へ り、 

猶 其明宮 段に、 於是 IK 皇宇 n 羅，. 宜是 所， 獻之大 御酒 T 御 歌 曰、 須々 許 理賀、 美斯 11 邇、 和 %isf 比邇 祁理、 Jri!! 丑那 

具 志 惠具 志爾、 和 fl* 寅-比 邇， 祁理と 有る 宇羅宜 は、 情 擧と云 ふ 事に て、 裡に 所思す 御 心 Q_ ^に 見 はる，， ， を 云 ひて 此は 

其 に醉ひ 浮かれさせ 給へ る 御 事 を 申し 奉れるな り、 傳 十七 嚷樂の 下に 引きて 註せ る 大嘗會 辰 日 儀の 宣 命に、 黑妓白 

岐乃 御酒 赤 丹 乃 穗食 惠良岐 云々 と 有る、 惠良岐 は 右の 宇 羅宜に 等しく 所見た る を 以て 考 ふるに、 惠布 は宇羅 布に て、 酒 

氣の循 巡りて 心の 浮る X 事 を 云 ふなり、 萬 葉 三 (三十  一 丁) に、 酒 飮而、 醉哭 爲師、 益 有 良 之、 叉、 (三十 二 丁)  I 

間 之、 遊 道爾恰 者、 醉哭 爲爾、 可 有 良師、 叉、 飮 酒而、 醉^ 爲雨、 尙不 如來、 六 (二十 八丁) に、 大夫 之、 禱豐御 

酒爾、 吾 醉購家 里と 有り、 又 其 十九 (四十 二  丁) に、 豐樂、 見爲 今日 者、 毛 能 乃 布 能、 八十 伴 雄 能、 島山 爾、 安 可 流 

橘、 宇受. 爾指、 紐 解放 而、 千年 保 伎、 保 伎 吉等餘 毛 之、 惠良々 々爾、 仕 奉 乎、 見之責 左と 有る 惠良々 々も、 酒に 醉ひ 

浮かれて 笑み 浮かる- -狀を 一 おへ るに て、 何れも 直の 一言 を 本と して 云 ふ 語 共なる 者な り、 (土 佐 日記、 叉 源氏 少女 卷 
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に醉 しれて 云々 と 云 ふ 語 有る は 沈 醉る事 を 云 ふなり、 叉 船に 醉ふを 駕に醉 ふと 云 ふ も 酒に 云 ふと 同じく 其 氣の上 t」 り 

て 我 知らす 成れる を 云 ふなり、 叉 土 佐 日記に 「彼の 船醉の 淡路島の 大ぃ子 云々、 此が 中に 心ち 惱む、 船 君 甚く 愛て 船 

醉し 給へ りし 御顔に は 似す も 有る かなと 云 ひける 云々」 と 見 ゆ、 船醉は 和名 抄に苦 船、 布 奈夜毛 非と 有る 是な るが、 

其 船 潔の 病に 笑む 意 は 無き を惠 布と 云 ふ は、 太抵 酒に 醉ひ 浮る. i と 同じ 意 なれば 假 りて 云 ふなり、) 〇 陲は、 禱布流 

と訓 みて、 第二 一  書 第三 一 書なる も然 り、 熱田緣 起に 布 志贓多 理と訓 める は、 古事記に 於 是飮醉 伏寢と 有る に 依れ 

る 者な り、 偖 此陲字 は 睡眠と 熟する 字な りけ るが、 神武 fK 皇戊 午年 御紀 に、 于時 天 皇 適 寐、 忽然 而寤之 曰、 予何 

ナガ イシ ツルカ モ  ， 

長 n 眠 若此ー ザと 有る に は、 眠 を 伊と 訓 みて、 卽ち禰 布 流と 同じく 目 を 合する 事 を 云 ふなり、 寢又寐 字 を M とも 奴 流 

とも 云 ふ は、 身 を 打ち 伏す 事 を 云へ る 者な り、 名義 抄に陲 を 禰布流 又 美 流 又 加 須加爾 又 掌 M 布理と 有りて、 說 文に 睡 

坐寢 也と 有る が 如く、 其 所 を 去らす して 居附 たる 任に 眠る 事 を 云 ふなれば、 古事記の g 田 伏 寢の義 にも 遠から ざる 者な 

り、 (叉 同 抄に眠 字 を 禰布理 とも 翻 布 流と も久良 志と も 伊 奴と も訓 めり、 但 右の 緣 起に 布 志 翻 多理と 有る も、 强て彼 

の 記に 合せた る 者に て、 調へ りと は 聞え す、) 猪 右の 古事記なる g 田 字 は、 諸 本 共に 誤りて 死 由の 二字に 作れる を、 記傳 

に 一 字に て 皆 字なる 可き 由に 云 はれた る を、 平 田史第 七十 段徵 に、 「眞福 寺 本に は gsi と 作れり、 抑 此^ 字は留 字の 一 體 

にて 卯と 作く も 死と 書く も 同事な り、 其 は 柳 字の 卯 を 常に 列と 作く にても 悟る 可し、 眞福寺 本 何處も 留字を と 作 

り、 然して 伏 寢とは 己が 元の 住 處には 歸らで 酒を飮 みたる 處に l^E まりて 伏し 寢 たるとの 事な り」 (採 要) と 云 はれ 

たる は實に 然る 首なる にて、 頃 年 世に W でた る 伊勢本の 字體も 全く 眞， 幅 寺 本と 同じ 樣な りければ、 此說 は實に 信なる 


ノ  3  T ータハ 

可き なる 者な りかし、 伏に は 臥 字 を も 書きて 身 を 起立て すして 横 仆るを 云 ふ、 同 記 八十 神 段に、 於是 到， 一 氣多之 前, 

時、 裸菟伏 也、 雨 八十 神 謂 n 其菟- 云、 汝將 レ爲者 浴， 1 此 海鹽， 當= 風 吹， 而伏， 1 高山 尾 上？ 故 其菟從 = 八十 神 之敎， 而伏 (下 

略) と 有る は 更なり、 綏靖 天皇 御紀 に、 於， 一片 丘大眷 中， 獨臥 一一 于大床 一と 有る、 臥 字 を 翻 布 世 流と 訓 める は、 此の 伏寢 

を 倒 反に 云へ るな り、 叉 寢處を 伏 處と云 ふ類是 なり、 萬 葉 二  (三十 二 丁) に、 立 者、 玉藻 之 如、 許呂臥 者、 川 藻 之 如 

久、 又、 (三十 四 丁) 鹿自 物、 伊波 比 伏 管、 叉、 (三十 七 丁) 夜 羽毛、 夜 之盡、 臥居雖 嘆、 叉、 (四十 二 丁) 荒 床、 自 

伏 君 之、 五 (四十 丁) に、 天神、 阿 布 藝許比 乃 美、 地祇、 布 之 豆額拜 云々、 伏 仰、 武禱 宇知奈 氣吉、 八 (三十 九 丁) 

に、 伏 鹿 之、 蠕 呼 音 乎、 九 (七 丁) に、 臥 鹿 之、 今夜 者不 鳴、 寢家良 霜、 叉、 (十  一 丁) 射 目 人 乃、 伏 見 何 田 井爾、 

十 (十六 丁) に、 大夫 之、 伏 居 嘆而、 十一 (三十 二 丁) に、 代以 死、 汝 名羽不 謂、 【叉、 (四十 七 丁) 山河 爾、 签乎伏 

而、 十二  (二十 九 丁) に、 紫 草 乎、 草 跡 別々、 伏 鹿 之、 十六 (二十 九 丁) に、 今日 良 毛 加、 鹿 乃 伏良武 など、 外に も 

數 知らす 多 在り、 (起と 伏と 對ひ 立と 伏と 對ひ、 居と 伏と 對 へる 一一 目な り、 叉 俯 を 俛もを も 布 須と訓 み、 又 布 志 麻呂布 

と 云 ふに 常て 轉辗 Q 字 を 書け る を、 毛 詩 註に 臥 不に文 レ席之 意と 注し、 文選に 蹉跎の 字を訓 める を、 字書に 失 足 貌と云 

ひ、 叉靈異 記に 蛇の 事に 腹 行：^ 轉の語 有る を、 常に 其 婉轉の 字 を も然訓 める 事なる は、 共に 何れも 伏 を 本と 爲 たる 語 

なり、) 寢は 臥す 事の 稱 にて、 目 を 合 はする 事 を 云 ふ 時 は、 伊！！、 伊 奴、 伊 奴 流と 活く 一一 目な り、 古事記 須佐之 男 命 段 

に、 爾其大 神 W 見而吿 ，，， 此者 謂，， 之 |!H 原色 許 男 T 卽喚入 而令レ 寢，， 其 蛇窒， 云. <、 故 如， 敎者 蛇自靜 故平寢 W 之 云々、 其大 

神 以，. 爲咋 n 破吳 公， 唾 而於， 心 思 愛而瘦 云々、 故 其 所 レ寢大 神 聞驚而 引つ 仆其 窒， と 見え、 天孫 降臨 章 第 六 一書に、 皇 
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孫憂レ 之、 乃 爲歌之 曰、 憶 企 都 茂播、 陛爾幡 眷戾耐 母、 佐 禰耐據 茂、 阿 黨播怒 介 茂譽、 播靡都 智耐理 春、 又海宮 遊行 

章 第 六 一書に、 于時彥 火々 W 見 尊 乃 歌 之 曰、 飫 企都鄧 利、 1: 茂 豆 句 志 磨爾、 和 我 謂 漏 志、 云々、 又 古事記 白 禱原宮 

段に 、天皇 幸 n 行 其 伊須 氣余理 比 賣之許 f 一夜 御寢坐 也、 後 其 伊須 氣余理 比 賣參っ 入 宮內， 之 時、 天皇 御 歌 曰、 I 斯 I 

醜  小屋  普 鑒  領 淸 我 二人 寢 

良能、 志祁 去岐袁 夜邇、 須賀 多々 美、 伊 夜 佐 夜斯岐 s、 和賀 布多理 泥斯、 叉景行 天皇 四十 年御紀 に、 是 夜以， 歌 之 問，， 

侍者， 曰、 珥 ぉ比麼 利、 蒐玖 波場須 擬&、 異玖用 加禰蒐 流、 など 猶餘多 有る を 一 二 探り W でた るの みなり、 萬 紫  一 (二 

十九 丁) に、 我 宿 有 衣 乃 上從、 一一 (十八 丁) に、 玉藻 成、 依 宿 之 妹 乎、 叉、 (十九 丁)、 左 宿 夜 者、 幾毛不 有、 又、 (二 

十  一 丁)、 玉藻 成、 靡 吾 宿 之、 又、 (三十  一 丁)、  ^刀、 於 身 副不寢 者、 云々、 草枕、 旅 宿 鴨 爲留、 叉、 (三十 九 丁)、 

吾妹 子與、 二人 吾 宿 之、 枕 付、 蠕屋之 內爾、 叉、 (四十  一 丁)、 劍刀、 身 ニ副寢 慣牟、 四 (三十 二 丁) に、 皆 人 乎、 

宿 與殿金 者、 打 禮杼、 君 乎 之 念 者、 寢不勝 鴨、 五 (三十 丁) に、 楚取、 五十 戶長、 我許惠 波、 寢屋度 麻 促來、 立 呼 比 

奴、 六 (四十 丁) に、 妹 之 手枕- 卷手寢 益 乎、 叉、 (四十 六 丁)、 隨之、 寢覺爾 聞 者、 叉、 (四十 七 丁)、 眞十 鏡、 見 宿 

女 乃 浦 者、 七 〈二十 七 丁) に、 夏 影、 房 之 下 庭、 十 (二十 七 丁) に、 遙姨 等- 手枕 易寢 夜、 叉 >  左 尼 始而、 何 太毛不 

在 者. 叉 (二十 九 丁)、 公常不 宿、 孤 可 母寐、 叉、 (三十  一丁)、 佐 宿 者、 年 之 度爾、 直 一 夜 耳、 又、 (四十 八丁)、 

物 念 跡、 寐不所 宿、 叉、 (五十 七 丁)、 秋 之 長夜 乎、 寐師 耳、 十一 (六 丁) に、 朱 引、 秦 不經、 雖寐、 叉、 (二 

十二 丁)、 敷 細、 枕 動而、 宿不 所寢、 叉、 人 之 手枕 而、 將寐兒 故、 又、 (二十 四 丁)、 妹與 吾、 寢夜者 無而、 又、 

(二十 七 丁)、 如何 爲跡 可、 吾宿始 兼、 叉、 (二十 八丁)、 君戀. 寢不宿 朝 明、 叉、 (二十 九 丁)、 寐吾來 乎、 人 見 兼 


0. 叉、 (四十  一 丁) 左寐 蟹齒、 孰 共 毛 宿 常， 十二  (三 丁) に、 玉^、 卷宿妹 母、 叉、 (五 丁) 黑玉 之、 宿 而之晚 

ヌル ゥ マイ 

乃、 又、 (十四 丁) 人 之 宿、 味 宿 者不寢 哉、 十三 (十四 丁) に、 指 易而、 將宿君 故、 叉、 (三十 二 丁) 浦 裳 無、 所 宿 有 

人 者、 其 外に も 多 在る を、 右に 寢をも 寐をも 通 はし 用 ひたる 字義に も 1 りて 考ふ 可し、 名義 抄に寢 字 を 窪に 作りて 意 

ォホド ノコ モリ  ネ ブル  フシ ヌル 

富 登 能 碁 母 流と 訓 める を、 源 語に 多く 寢る事 を 大殿隱 と 所見たり 此 にて 睡眠と 伏寢 との 差別 有る 事 を曉る 可し、 (又 

伊 奴と も布須 とも 云ふ訓 有る は 更なり、 寐字 を布須 とも 伊 奴と も 禰多理 とも 訓み、 宿 字を與 流と も夜杼 流と も； 議多理 

とも 訓 めるな り是 にて 奴 流 は 睡眠る に は 非す して 横に 臥す を 云 ふ 事なる を 明らむ 可くな む、) 〇 乃拔， 一所 レ帶十 握 i-, 

は、 第二 一書に は 拔レ劍 斬, 之と 有りて 御^の 名 無き を、 其 下に 其斷レ 蛇^ 猇 曰，, 蛇之麁 正， と 書され、 次に 第三 J 書に 

は 乃 以-ー 蛇韓鋤 之^ 一と 見え、 第 四 一書に は 乃 以ニ天 蠅斫之 一と 有りて、 此三は 共に 其 十 握劍の 名な り、 古語 拾 遣に は 

天 十 握^と 書して、 其 本 註に、 其 名 天 羽 羽 斬 今 在， 一石 上 神宮 r 古語 大蛇 謂 二 之 羽 羽 T 言 斬レ蛇 也と 所見たり、 其 羽々 の 

事は傳 二十 五に 註す 可し、 然して 其 天 十 握 と 云 ふ 天 は、 此大 神の 天上より 將 来らせ 御 在し 坐し ける 御 事に 依れるな 

る 可き 事 e. す も 更なり、 偖 十 握^の 事は傳 八に 云へ るが 如く、  口 訣に十 握 以ニ四 指， 計， 十 也と 有る が、 何と無く 唯に 

^とのみ 云 ひて 有りぬ 可き 所に 十 握 と 云 ふ は、 殊更に 深き 所以 有る 事な りけ り、 其 は 神代に 八 握 九 握^ 十 握劍等 

の 三^ 有りて 此を 大刀と 云 ふ、 卽ち刀 子の 小刀なる に對 へたる 稱 なり、 偖叉你 十七に 云へ る狀 に- 上世に は 鏡に 八咫 

鏡と 云 ひ、 瓊に八 坂 遣と 云 ふ も 尺寸の 事に て、 其 身の 度に 應 へて 造れり し 者なる が、 ^も 其 如くに て 八 握 九 握 十 握の 

稱有 るが、 其 用 ふ 可き 事の 大小に 依りて^ にも 長短の 用 異なりけ る 者と なむ 所見たり ける、 然れ ども 劍は十 握 を 極み 
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として 其 及ばざる 所に は 矛 を 用 ひ、 其 又 至る まじき 所に は 弓矢 を 以て 向 ふ 可き 自然 Q 勢に なむ 有りけ る、 (^は 十 握 

を 極みな りと 云 ふ は、 上古の 法 其 四 指 を 以て 布て 八搏 なる を 八 握と 云 ひ、 九搏 なる を 九 握と 云 ひ、 十搏 なる を 十 握 

と は 云 ひけるな り、 然して 古事記なる 阿 遲志貴 高 日子 神の 十 掬 の 事 を、 其 持 所レ切 大刀 名 謂， 1 大量, と 有る を 以て 考 

ふるに、 十 握 は 其 手 を 以て 量る 其 長さの 極なる が 故に 大量と は 云 ふなり、 是 大刀 を 作る 故實と 所見たり、 天孫 降臨 

章に は大葉 刈に 作れり、 借 字な り、) 其 十 握 を大 節に 被， 用た る 例 を 云 はむ に は、 四 神 w 生 章 第 六 一書に、 遂拔， 一所 

レ帶十 握 一 斬， ー軻遇 突智， 爲， 一三 段 T 此各化 n 成 神 一也と 有る は、 伊^^；諾大神の其甚じく惡ませ給ふ餘に十握^を用ひさ 

せ 給へ るに て、 火 神 はし も 尋常の 神に 御 在し 坐 さ^れば なり、 天孫 降臨 章、 經津 主神 武赛槌 神の 征伐と して 天降り 

給へ ろ 所に、 則 拔，， 十 握劍， 倒 n 植於地 T 踞 U 其 鋒 端， 而問， 一大 己 貴 神， 曰 云々 と 有る は、 葦原 中 國の荒 振 神 を 事 向 給ふ大 

節な りければ 其 十 握^ を 用 ひ 給へ るな り、 其 第一 一書に、 時 味 雜高彥 根 神忿曰 云々、 乃拔， 一十 握劍， 斫 n 倒喪屋 f 其屋 

墮 而成レ 山. 此則美 濃 圏 喪 山是 也と 有る も、 下りて 山と 成る 計の 大 なる 屋を斫 倒し 給ふ爲 なる 故に 十 握 劍を用 ひさせ 

給へ る 者な り、 傳 二十 九大 葉 刈 Q 所に 云 ふべ し、 然れば 此も其 例なる にて、 八 丘 八 谷の 間に 蔓延る 計に 大 なる 蛇に し 

有りければ、 此 にても 天 十 握 劍を用 ひさせ 給へ りけ むは、 然も 御 在し 坐し つ 可き 御 事な りかし、 斯 りければ、 何と 無 

く 唯に 劍 とのみ 云 ひて 有りぬ 可き 所に 十 握劍と 書かれた るに は 有るべからざる 者に なむ 有りけ る、 (但 端珠 盟約 章 第 

f 一  書 第三 一 書 等に 十 握劎九 握劎八 握劍の 三劍を 竝べ舉 げられ たる は、 其 所に は 物 を 斬 斷の用 無くして 其 御 誓の 御爲 

.!>タ<> -ニ キル 

なれば、 其 正書に 十 握^の 御 事の 出で たる、 共に 今 云 ふ 限に 非ざる なり、) 〇寸 斬 は、 緣起又 地 神本紀 せ ハに寸 つ 斬 其 


蛇, と 有り、 卽ち 第三 一 書に 謂 ゆる 斬， 頭 斬レ腹 其斬レ 尾と 有る が 如く 段々 に 斬斷せ させ 給へ る 御 事な りつ 地 神 本 紀に此 

ヅ タヅ クニ 

蛇爲ー 一八 段 T 毎 レ段爲 と 有る に 思 ひ 合 はす 可し、 此を叉 天 淵 記に 斬 n 蛇寸寸 一と 作り、 暴 疏に寸 斬 者寸寸 斬レ之 也と 有 

るに 同じ 事な り、 偖此 二字の 訓を都 陀々々 爾伎 流と 有る は 甚く 後の 事なら むと 思 ひつる に、 靈異 記に 衣禰捕 n 粉 條然ー 

と 有る 下に、 條然 (二 合 都 太- と訓を 註し、 叉 名義 抄に寸 字 を 伎陀々 々叉 都 陀々. <  と 有る、 其 言 義を 未だ 得すと 

雖も其 古言なる 事此を 以て 知ら るれば、 猶 本の 任に 訓 みて 有りぬ 可くな む 所思 ゆる、 但 伎陀々 々と 同 首な りと は 聞 ゆ 

るな り、 然る は 古事記に は 此を切 散の 字 を 書かれた るに、 W 雲 風土記 を 見れば、 童女 胸 組 所 レ取而 大魚之 ま太衝 別而、 

波 多須々 支 穂 振 別而、 三 身 之 綱 打 挂而、 霜黑 葛、 闇々 耶々 爾、 河 船 之 毛 ，_>: 曾. <<呂*； 雨と 云 ふ 語 有る は、 國の餘 を 割き 

取らせ させ 御 在し 坐して W 雲國 に引來 給へ る 文な り、 其大魚 之の 之 は 如の 義 にて、 大魚 は寸々 に 切り割き て 用 ふる 物 

なる 故に 發 語に 置け るの みなり >  ま 太 は寸字 又は 段 字に 當れ り、 波 多須々 まは發 語、 穗振別 は 屠 にて 切 散る 義 なれ 

ば、 此に寸 斬 を 都陀， と訓 める も 右の 意に 合へ る 者な り、 (日本 靈異 記に も、 叉 其 蛇來登 n 於屋頂 T 拔 1 草而 入、 女 

棘， -焉、 唯 床 前 有- 1 跳 爆 之 音？ 明日 見レ之 者、 有 11 一大 蟹， 而彼 大蛇 條然段 切 云. <  と 有り、 又 蛇 繞レ屋 蜿轉腹 行、 以レ尾 打 

レ壁、 登 n 於屋 頂？ 昨， 草拔開 落- 1 於 女 前 T 雖 k 然蛇不 就- 1 女 身？ 唯 有- 1 爆音， 如- 1 跳 鱭齧？ 明日 見レ 之， 大蠏八 集、 彼蛇條 

然摸段 切レ之 云々 と 有る、 共に 此の 寸 斬と 云 ふ 事に 異ならざる 者な り、 遊仙裔 にも、 但當レ 把-一手 子- 寸斬亦 甘心と 有 

り、 叉淚険 千行愁 腸寸斷 など 有る 寸字 を須陀 ，0: -<< とも 伎 邪々々 とも 訓 めり、) 偖 此に寸 n 斬 大蛇-と 有る 事に 就て 樣々 

に 意 を 補 ふ 可き 所な む 有りけ る、 地 神本紀 に、 此蛇爲 n 八 段 T 毎レ 段成レ 雷、 總爲 -1 八 雷 f 飛躍 昇レ iK、 是神異 之 甚矣と 
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見えたり、 此事 釋紀寸 斬の 下に も、 私記 曰、 師說此 蛇斬爲 一一 八 段 T 卽毎レ 段 成レ雷 云， と 書して 右と 全く 同文なる は、 

決めて 古傳 なる 可き 者な り、 少か 注して む、 此蛇爲 = 八 段-と 云 ふ は、 右に 引ける 第三 一書に 斬レ頭 斬レ腹 其斬レ 尾と 有 

る 三 段の 事と は 異なる にて、 其斬レ 頭と 云 ふ 事の 義 なり、 其 一時に 八 頭 を 斬り 落させ 給へ りけ むが、 卽ち飛 去りて |3 

と は 成れるな り、 其は傳 九に も 右の 文 を 引きて 云へ るが 如く、 龍 蛇と 雷と は 別なる 物の 如く なれ ども、 雄 略- 大皇七 年 

御紀 に、 三 諸 岳 神の 事 を 少子 部連蜾 羸に 仰せ 給へ る 所に、 乃 登-一三 諸 岳- 捉 取 大蛇-奉 レ 示-天皇 ハ 天皇 不-ー 齋戒ハ 其 雷 

瓲々 目 精 赫ぇ、 天皇 蔽, 目不レ 見、 却 入，； 殿中-使 レ放 一一 於 岳 T 仍赐, 名爲 4 田と 云 ふ 事 見えたり、 此正身 は 大蛇 なれ ども 其 

可 長き 狀に 依りて 雷と も 云 ふが 如く なれ ども 然ら す、 此事 を靈異 記に は、 當 n 於 時- 而签 雷鳴、 卽 天皇 勅- 栖輕- 而汝鳴 

雷奉レ 請之耶 云々 と 所見 たれば、 其 雷と 成りて 落ちた る も 此を捉 ふれば 大蛇に て 有りけ るな り、 斯れば 此に其 八 頭の 

八 段に 斬られ 奉りて 八 雷と 成りて 天に 昇れり と 云 ふ は、 八 蛇と 成りて 飛 躍 去れる 者なる 可し、 已に 上に 云へ るが 如く 

彼の 日本 武尊 を惱 まし 奉れり し瞻吹 山の 大蛇 は 其 八 雷の 一 なりと 聞え て、 神社 考に 謂-, 膽吹 神- 爲 -1 八 岐 大蛇 之所 r 變也 

と 有る は 此に合 ひて、 必す受 くる 所有る 說 となむ 所有たり ける、 故 此八岐 大蛇 は 巳に 師說に 謂 ゆる 氣吹雄 命の 化れ る 

者な りけ るが、 其體を 如此く 斬られ 奉りて は 其 靈の寓 宿る 可き 物 無き が 故に、 八 雷と 化り て 分れ 去た る 物から、 然其 

. マ ガゴ ト 

體を 異にし 靈を 分く る 時 は 其 勢力の 拆 けて 終に 振 はす 成れる が爲 に、 再び 斯る 妖怪 も 非 ざり ける を、 造に 神 世を玄 

りて 後に 禺に、 日本 武 尊の 彼 山 神 を 退治に 御 在し 坐し ける 時に、 甚く 辛苦な め 奉れり しか ども、 其より 後に 其 心 和み 

て 尹 夫 伎 神社と 稱 へられて、 近 江に も 美 濃に も 二 國に鎮 りて 國の守 神と 成り 給へ りし 者な めり、 飛躍 昇レ 天と 云 ふ は、 


其始に 大蛇に て 至る 時 は 腹 行婉轉 して 渡りけ る を、 今 小く 八 雷と 成りて は、 僅に 空行して 偕々 と 其 元の 氣吹 山に 還 

り、 或は 外に も 分散たり けむが、 已に其 氣吹雄 命と 云 ふ靈は 大蛇と 共に 亡な りて 唯 八 雷に 分れた る靈 のみに は 成され 

奉れる 者なる にて、 其に 就ても 此素 斐嗚大 神の 御稜 威の 可 長さ 世に 甚 じく 御 在し 坐す 御 事な む 知られたり ける、 (但 

右に 神 異之甚 也と は、 後より 書け る 文の 狀 なれ ども、 然には 有る ベから す、 八岐 大蛇 はし も 尋常の 蛇赐の 類と は 甚く 

異なる 物. にし 有りければ、 然亡 ほされ 奉りな がらに 然る 神異の 事共の 有りけ るに 就て、 大 神の 奇異し ませ 給へ りし 御 

一一 目の 遺り 傳 はれる 者なる にて ぞ 有りぬ 可き、 通證 に、 今 斬， 一 蟒蛇反 鼻 之 其 頭 飛 去 不レ知 M 所在-者、 I 往々 有レ 之と 

云へ り、 天 淵 記に、 居 人傳語 云、 八 九十 年 前 天 淵 之 傍 有， 1 大杉？ 或 時 雷 落懸燒 倒、 其 中 有，， 大蛇， 燒死、 人 皆 拾， 骨 築 

レ塚 云、 往昔 靈蛇之 苗 種 大蛇 歟、 則 素斐嗚 尊以， 1 天火， 燒レ之 言 偉也と 云へ り、 此書. は大永 三年 Q 奥 書 有る 其より 八 九十 

年 以前と 云 ふ 時 は、 後花園 天皇 文 安の 頃なる 可き にこ そ、) 又 古事記に 肥河變 レ血而 流と 有る を、 神祇 本紀 にも 右に 引 

ける 文に 次て 有り、 緣 起に は 簸河之 水 一時 流レ 血と 有る が 如く、 簸 川の 水 1 時に 血に 成りて 流れ ffi でたり と 云 ふ は、 

彼 八 丘 八 谷に 蔓延る 大身に し 有りければ. • 其 川 大河な りと 雖も 信に 然 こそ は 有り つらめ、 此の 云ひ狀 神武 天皇 戊 午年 

御紀 に、 乃 自蹈， 機而壓 死、 時陳， 一 其 屍， 而斬 之、 流血 沒レ 踝、 故號， 一 其 地， 曰， 一 蒐田血 原， と 有る に 似たり、 故此寸 n 斬大 

蛇， の 事 は、 天 淵 記に、 寸寸蛇 流滯處 、謂，, 之來. fi- 八本 杉， 矣、 腹 皮 流 止處、 謂-之 皮 原？ 八 尾 流 落處、 謂， 1 之 三 刀屋尾 

崎？ 蛇 枕 寄處、 謂 U 之 草枕 T 置： 一八 槽 一地 乃 天 淵 之坤隅 也、 中古 燒鹽濱 也、 今 成， 田、 謂 ニ之鹽 田？ 悶熱宛 轉制驾 舊跡猶 

存レ 岩、 天 淵 東岸 是也、 東岸 有，， 樵徑 f 樵徑 以上 山 K 至，， 絕頂， 數十餘 丈、 皆鐵場 也、 居 人 謂，， 之銕 築地 T 蛇 從-: 淵， 通- 1 
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八 頭 坂 山 底， 之熟路 也、 昔 長者 以 n 冶鐵， 横 n 塞 大蛇 之 熟 路-云 (中略) 又 東岸 盤 禍之底 有-三尺 餘圓穴 T 其^ 渺々 水 也、 

茫. <而 無-一滴 水， 蓋 蛇窟宅 云爾と 所見た るに て 大抵 は 知らる 可し、 叉 ffi 雲 社 記に、 仁 田 郡 佐 田 村 與，, 大原 郡久野 村缚, 

有-一八 頭 坂 T 斬 二八 岐蛇 ー處 也と 云 ふ 事 有り、 然れ ども 第三 一 書に、 其 斬 レ蛇之 地 則 W 雲 國簸之 川上 山是 也と 所見、 又 右 

の 天 淵 記に も、 置-一八 槽-地 乃 天 淵 之坤隅 也と 云れば、 卽ち謂 ゆる 簸 川の 西岸なる 處に 在りて、 共 地に 於て 大蛇 を寸々 

に 斬らせ させ 給へ る 事 決き を、 蟒 蛇の 類 は 其 頭 頸を截 り斷れ たる 後に も 其 死る 事の 遲 くして 猶荒狂 はふ 者に し 有りけ 

れば、 其 八 頭 坂まで 追 迫 させ 御 在し 坐して 斬盡 させ 給へ りけ む を， 然も 傳 へたる 者と こそ は 思 はるれ、 (其 八 頭 坂 は、 

或 書に 仁 多 郡 布勢鄕 今上 布 勢 村 • 下 布 勢 村 二 村に 分れた る を、 其 上布 勢 村に 大蛇 池、 浪越 坂、 八 頭 坂、 岩 布施 山 等の 

地 有り、 其 地に 脚 摩 乳 手 摩 乳 二 神の 像 有りと 云へ る此 地な り、 天 淵 記に、 於越經 n 大原郡 福 武莊， 到 M 八 頭 坂 麓 長者- 

但有 T 老翁 妪 中つ 坐 少女， 而泣， と 有りて、 老翁 老艇の 住處に 云へ る は、 其 大蛇 を 斬り 盡し 給へ りし 地なる から 後に 混 ひ 

つる 者なる 可し、 叉 右に 擧 げたる 天 淵 記に、 山腹 至，, 絕頂， 數十餘 丈、 皆鐵場 也、 居 人 謂 n 之鐵 築地 T 蛇從 = 淵 窟-通 n 八 

頭 坂 山 底， 之熟路 也、 昔 長者 以， 1 冶鐵， 橫 n 塞 大蛇 之 熟路， 云爾、 今篠竹 也、 茅 茨 也、 森， -兮、 峩. <  兮、 今 見 A 之、 鐵壁猶 

峩々 兮、 巍々 兮と 有る は 然る 事 も 有り つらむ を、 八 頭 坂に 通 ふ 事 は 同じく 信な ひ 難 かり、 叉 八 頭 坂 左右 有-; 葛 根， 而蔓 

延、 長 II 覃岳 谷？ 是尙 大蛇 遣 子 也と 云へ るな ど は、 此に蔓 n 延於八 丘 八 谷 之 間 一と 有る を 取りて 妄に說 を 成せる 者に て、 

愈 以て 僻事な り)、 右の； 大淵 記に、 寸， -蛇流 滯處、 謂- >  之來次 八本 杉， 矣は、 W 雲 社 記に、 八 頭 坂 三 里 西 去而大 原郡斐 

伊 鄕中錢 川邊有 一一 杉 八本？ 祭， 一 蛇 頭， 云と 有る 是 なり、 此は 古事記に 謂 ゆる 切 n 散 其 蛇， 者 肥 河變， 血而 流と 有る、 其 頭 は 


八 雷と 化り て 飛 去れ. -ば、 此は其 時に 蛇 骨の 流 来れる が 其 八本 杉の 本に 滞 こ ほれるな りけ り、 風土記 鈔に、 斐伊鄕 中 

有， 一八 株標杉 T 素 尊 所 レ埋- 一 蛇 骨 一と 云 へれば、 何れにしても 跡 有る 事な りけ り、 次に 腹 皮 流 止處、 謂 n 之 皮 原， と 云へ 

る、 其 地名 所見 無し、 矛 〈に 八 尾 流 落處、 謂， 一之 三 刀屋尾 崎， は、 社 記に、 仁 田 郡 尾 原 村 祭，： 蛇 尾， 乃 石壺大 明神是 也と 見 

ゆ、 其 三 刀屋は 風土記に 謂 ゆる、 飯 石 郡 三 屋鄕是 なる が、 同 記に、 三 屋川源 ffi, 一郡 家 正東 一 十五 里 多 加 山？ 北 流入 U 于斐 

伊川， (有， 一年 魚，) と 見えて、 卽ち斐 伊河邊 西岸の 地な り、 神 名 式に 飯 石 郡川邊 神社 見えた. る を、 頭注に 八岐 蛇と 云 

ふ は 其 靈を祀 へるな る 可し、 其 同 郡須佐 神社 今宮內 村に 御 在し 坐す を、 川邊 神社 は 鈔に宮 內村邊 尾 崎 村 奈倍山 大明神 

也と 云へ り、 其 三 屋鄕は 郡 家 東北 廿四 里なる を、 須佐鄕 は 都 家 正西 一 十九 里と 有りて、 此も處 誤へ るに 似たり、 如 

何、 斯れば 其 天 淵 記の 尾 崎と 社 記の 尾 原と は 事 異にて、 尾 原 村なる は 其靈を 祀れる 社と 所見たり、 其 は 風土記 仁 多 郡 

不レ在 二 神祇官， と 云 ふ 中に、 大原 社、 石壺 社と て 二 社 有る を、 鈔に其 大原社 を 三 澤鄕尾 原 村 岩 坪大明 神と 云 ひ、 石壺 

社 を 同 鄕石村 御崎 大明 神と 云へ る、 其 岩 坪、 石壺 共に 石 穴の 事に して 謂 ゆる 石窟是 なる 由、 偉 十七に 註せ るが 如し、 

然れば 右 等の 石 穴 も 本 大蛇の 通 ひ 住へ るな どの 迹 なる を 以て、 後に 其 社 を 定めて 祀 ひつる か、 叉 は 其 大蛇 を 鎮め 給へ 

りし 素 戔嗚大 神 を齋ひ 奉れる かなる 可し、 次に 蛇 枕 寄處、 謂 n 之 草枕， は、 社 記に 埋， 一 蛇 頭 一之 處、 草枕 山 八ロ是 也と 云へ 

り、 神 名 式に W 雲 國大原 郡 八 口 神社、 風土記に 矢 口 社に 作れる を、 鈔に 神原鄕 草枕 村 八ロ大 明祌是 也と 云へ り、 然る 

に 神 名 式に 尾 張 國愛智 郡 八^ 神社 御 在し 坐す を、 天 野 信 景が集 說に熱 田大宮 南或稱 -1 下宮 f 和 銅 元年 九月 鎮座 素斐嗚 

尊 和 魂 也と 有る を、 秦 鼎と 云 ひける 人の 眠 唾 雜史と 云 ふ 物に も、 「八 劎宮和 銅 勅 建な り、 素戔嗚 尊の 和 魂 を 祭る、 お 
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雲 國大原 郡 八 口 神社 同體 にして 社號 口授の； 1 有り」 と 有る を 以て 思 ふに、 右 Q 八 口 神社 は 素 戔嗚大 神の 和 魂に 御^し 

坐して、 彼の 八岐 大蛇の 祟 靈を鎭 めさせ 御 在し 坐せ るに こそ 有りけ め、 (斯れ ば 右に 擧 ぐる 社々 の 中に 此八ロ 神社 を 

涂 きて は 皆八岐 大蛇の 怨靈を 鎮めた る 者なる が- 凡て 断る 怨靈の 類 は 人畜 共に 八 衢比古 . 八 衢比寶 • 久那 斗の 三 神の 

御 觀めを 受け 奉る 御定 なる 事、 傳十卷 に 註せ るが 如し、 故に 其 所に 云へ る 祇園 社の 東 間に 御 在し 坐す 八 王子 は、 右の 

三 神 を 併せ 祭れる 稱な るが、 小 朝 能 一社 神鏡 沙汰 文に は 叉 其 を 蛇毒 氣 神と 云へ り、 然る は 此八岐 大蛇の 怨魂も 其 三 神に 

從ひ 奉れる 所 由有るに 依る 事なる 可き を * 其 本社 は 素 戔嗚大 神に 渡らせ 給 へれば 實に其 然る 所以 有る 事に こそ、) 若 

て、 置 二八 槽， 地 乃 天 淵 之坤隅 也と 有る は、 此に 作，； 八 假薛八 問， 各 置 一一 一 ロ槽， と 有る 是な るが、 其坤 隅と 云 ふは簸 川の 西 

岸なる 可き 事 巳に 註せ るが 如し、 ，f^、 に、 中古 燒， 镜濱 也、 今 成， 田、 謂， 一之 鹽田, と 云へ る は、 其 首に、 仁 多 郡 三 澤鄕樋 

河 上天 者、 上古 海 潮來往 之溪曲 也と も 有りて、 甚異 しき 事ながら、 古に 意 宇 • 仁 多 . 飯 石 . 大 原の 四 郡と 島根 • 秋 

鹿. 楣縫 • W 雲. 神 門の 五 郡と 相 接 綾 かすして 截斷 たりし 頃 ほひ は、 今の 神 門 水 海 はし も 西 東に 通りて 潮 海に て 有り 

しか ども、 漸次に 海 は H く 成り 山 は凸く 成る に隨 ひて、 地理 相續 きて 風土記の 今の 如く 成れる 物から 、巳に fK 孫 降臨 章 

第一 一書に は、 吾 兒事代 主 射 鳥遨遊 在， 一三 津之 碚， と 有る、 三津は 風土記に 仁 多 郡 三 津鄕郡 家 西南 廿五里 云々、 故 云，, 

三津- (神龜 三年 改 -1 字 三 澤-) と 有る 地に して、 今 は 甚く 奥まりた る 處には 有れ ども、 古 は 潮 海な りし かば、 其遞ま 

で 海 潮の 往来 ひけむ は 然も 有りぬ 可き 事な りかし、 (同 記に、 大原郡 海 潮 鄕郡家 正東 一十 六 里卅三 歩、 古老 傅 云、 宇 

能 治 比 古 命、 恨， ー御祖 須我禰 命， 而 北方 W 雲海 潮柙上 漂，， 御 祖之神 f 此海潮 至 故 云，： 得鹽 f 神龜 三年 改，， 字 海 潮， と 云へ る 海 


.: 〔「？ は、 斐伊鄕 より は猶も 奥まりた る 地に は 有れ ども、 海 潮の 上れる を 以て、 上 ^51右の天淵の邊にて鹽をも燒きっる 

事の 有り つらむ を 何 か は 疑 はむ、) 叉 其 次に、 悶熱 宛轉制 匐、 舊 跡猶存 i 岩. 天 淵 東岸 是 也と 云へ る は、 其 上文に、 素 

せ 戈嗚尊 計. 1 奇計 f 置， 一八 槽醞 舟； 叉 作，， 艾偶 女， 裝づ Z 置：： 山^ T 其 影 沈，, 八槽 f 大蛇 見， 之以 TT 爲眞女 T 便矯 -1 八 頭， 飮 n 八 

槽中； 無, 女， 仰 見，, 山頂 f 無, 端 呑， 1 艾女； 熱悶、 素戔嗚 尊拔- 一所， 佩 十 握 斬 n 蛇 寸々， と 云 ふに 相應 せた る 文に して- 
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紀 記の 趣に は 全く 合 はざる 事ながら、 艾偶女 を 描ら へ て眞 女と 思 はせ て 令 レ呑給 ひ、 叉 其に 就て 悶熱ひ 苦しみ 宛轉 匍匐 

て 終に 去る 處を 知らす して 其處に 留まり 伏 寢て大 神に 斬られ 奉りけ むは、 信に 然も 有りぬ 可き 事な り、 然しながら 

上に 已に粗 云へ るが 如く、 此 正書の 首に、 是時素 斐鳴尊 自 レ天而 降 TI 到 於 》雾 國簸之 川上 山 f 時 聞，，， 川上 有 n 啼哭之 

聲？ 故 尋レ聲 竟往者 云， „< と 有る は、 第 四 一書に 到， rffi 雲國凝 川上 所在 鳥 上之峯 一と 有る に 同じく して、 風土記に 仁 多 郡 鳥 

上 山 郡 家 東南 卅五里 (伯 誉與 雲， 之塌 有- 鹽味 葛，) と 有る 是 なり、 此を 第二 一 書に は • 是時 素戔嗚 尊下 JT 到 於 安藝 

國 可愛 之 川上， 也と 有る は、 同 記に 意 宇 郡長 江山 郡 家 東南 五十里 (有， 一水 精一) と 有る 地に して、 古に 安 來國と 云へ る是 

なり、 然れ ども 其 長江 山 は 初めて 天降り 御 在し 坐し 著 かせ 給へ る處 にして、 其より 簸之 川上に 移ろ はし 御 在し 坐し 

て 彼の 二 神に 頓 まれ 奉られ 給 ひて 大蛇 を 退治 させ 給 ふ 御 謀略 已に 成りて、 其の 亡 ほし 給へ りし 地 は 彼の 三澤鄉 なる IK  、 

淵に てこ そ は 有り つらめ、 第三 一書に、 其 斬 i 蛇 之 地 則 W 雲簸之 川上 山是 也と 有る は • 其簸 川の 水源なる 山と 云 ふ 事 

にて、 鳥 上の 峯を 指す に は 非す して、 其 天 淵の 所在の 山 を 云 ふと 所見たり、 天 淵 記に、 仁 多 郡 三 津鄕極 河 上 天 淵 者 云 

え、 去，： 件 築 海濱， 十 許 里 也、 去 =溫 泉， 者 十 餘町之 下流 有焉と 云へ る、 溫泉 は、 風土記 仁 多郡條 に、 通，  一： g 石 部 ョ％ 漆 仁 
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tn 本書 紀傳 二十 一之 卷 寶 §1 出現 章  四 七 二  一 

川 邊-廿 八虽、 卽川邊 有，， 藥湯 f 浴， 之 則 身體穆 平、 再 灌則萬 病 消 除 云.,、 故 俗人 號 云，， 薬湯-也と 見え、 飯 石 郡 條に丄 

通-, 仁 多 環 温泉 川邊， 廿ニ 里と 有 1$ へるな り、 其 記 Q 文法 を 見る に、 樋 河 Q 事 を 仁 多 郡？ は 何れも 斐伊河 上； 

と 云 ひ、 其より 下 飯 石 郡に て缝伊 河と 云 ひ、 其より 下大 I にて 纖伊 大河 急 へれば、 此を凝 之 川上 山と 云 ひて 一 

違へ るに は 非ざる 者な り、 (其 S 記に、 於 &經，，大 原羅 武莊， 到，， 八 頭坂薦 者， 云. r 又儸 何人、 對曰  >  我 名 脚廳ー 

乳、 妻 拿 摩 乳、 少女 名稻 田姬、 而 我是此 地主 也と 有 5、 右 Q 斐伊 大河 5 に f  、  §、 又； S 山 ¥lar 一 

以， 樋 通，， 之 河 東； 故 呼， 水 爲，， 樋 河-と 云 ふ 事 有る は、 風土記に 大 原郡斐伊 鄉 屬，， 郡？ 樋 速 曰 子 命 坐，， 此處； 故 一 ヲ樋、 

神龜 三年 改， 一字 斐 伊-と 有る を 知らす、 樋 字に 就て 說を 成せる 者に て、 云 ふに も 足らざる 事ながら、 其チ、 に、 又此去 ノー 

河 上 三 里 有餘、 有，， 深溪； 名，， デ、淵 ハ 卽 大蛇 之窟 宅 也と 有る は、 i 伊 大河 Q 西岸 繁郡 Qf より 河 上 二 里 I に 一 

して 仁 多 S 湯 村に ff 知るべき 便宜と 成れ.，， 、 其溫泉 川 を 一名 漆 仁 川と も 云 ひて、 飯，、 仁 多 一 SS に 當れ： 

る を、 還 はし も此 52 在 暴 なれば、 雷 S 川上 山と 云へ るな む靈る 可く ぞ 所思え たる、 然れば 此斬蛇 Q 地 を. 

今まで S に 鳥 上 逢と Q み 思； 6 し § 至ら ざり しなり けり、 天 I は 後世 成れる f 雖 も、， 其 地 S して 書せ る 一 

物にし 有れば、 紀 記の 注釋の 如き 者な り、 但 中には 信 ひ 難き 事將尠 から ざれば、 前後 Q 文 を 合せて 正し 讀 ますば 有る 

ベ 力ら す、) 〇 至， 尾^ 少缺 は、 緣起此 に 同じく 有る を、 第一 一一， 一 書に、 斬， 頭 斬， 腹 其 斬， 尾 之 時 ％6 ^少缺 と 有る は 其 

ま を 云 ひて 事の 委しき 者な り、 第二 一書に、 拔， f , 之、 至，， 斬レ尾 時， S 少缺、 第 四， 一書に、 斬，， 彼 大蛇， 時 斬，， 蛇 

尾-而^ 缺 など 有る も、 其 旨 相 異ならざる 者な り、 古事記に は 故 切， 一 其 中 尾， 時、 御 刀 之 毀と 有る は、 此も 同じ 窠に 


て、 其 上文に 身 一有 一一 八 頭 八 尾 一と 見えた る、 其 八岐と 成れる 中央の 尾 を 斬らせ 給 ふ 御 時に 當 りて、 御手に 應 へて 御 刀 

の 匁の 缺 けたる 事を詳 明に して、 彼の 神^ を藏し 持ちた る 其 所在 を 云へ る 者な り、 (然るに 頃 年 W でた る 伊勢本に 右 

の 其 字 無くして、 切 n 中 尾 一時と 作き て 中 字 を 阿 都 流と 訓 める 事 なれ ども、 其 尾に 切 中る と 云 は 闇に 切り 當て たる 事 

に 成るな り、 此は 第三 1 書の 如く 頭 を 斬り 腹 を 斬り 其 尾 を 斬る と f5- 第 を 正して 上より 下に 切り 給へ るに こそ 有りけ 

れ、 尾に 切り 中るな ど 云 ふ 拙き 斬り 樣を 如何で かは爲 させ 給 はむ、 中， 字 記 傳の說 の 如く 那 加と 訓 みて 有るべく こそ、) 

然れ ば至レ 尾と は 頭より 斬り 下げて 其 尾に 及ぶ を 云 ふなり、 叙 は 四 神 W 生 章 等 六 一書 又 古事記 平國 段に も W づ、 美 

都 流岐能 波と 訓 むべき 由傳 八に 云へ り、 少缺は 伊佐々 加訶祁 伎と 訓む べし、 古事記に は 右の 如く 少字 無き が 故に、 御 

刀 之， 匁 毀の R< 毀 字 を 記傳に 波加祁 伎と 訓 まれき、 和名 抄に、 5^、 和名 波 加久、 毀レ齒 也と 有る、 此語を 用 ふる 事な り、 

卽ち上 章 第二 一 書に、 是 時以， 鏡 入， 一 其 石窟， 者 觸レ戶 小 瑕と 有る は、 事 は 異なりながら 語勢 相 類た る 所な り、 偖劎 の 

右の 如く 毀る と 云 ふ も、 其大 神の 寸々 に 斬らせ させ 給へ る 事の 甚 々峻 しく 御 在し 坐せ りし 御 有 狀を伺 ひ 知り 奉る 可き 

所なる 者ぞ かし、 (其 は 其 斬らせ 給 ふ 御 事の 緩く 御 在し 坐 せらむ に は、 少缺と 云 ふに は 至らせ 給 ふま じかる を、 其 十 

握纽を 打ち 振りて 斬り 殺し 給 ふ 御 事の 烈しき を 云へ るな り、) 〇 故 割 TI 裂 其 尾 一視 レ之 は、 緣起 も此と 同文な り、 第二 一 

書に は、 割而視 之と 作り、 第三 一 書に は 故裂レ 尾， 而 看と 書かれ、 第 四 一書に は卽擘 而視レ 之と 所見たり、 金澤本 Q 訓に 

從 ひて 割 裂 は 古事記 Q 如く 佐 志 佐 伎 氏と 訓む 可し、 上に 謂 ゆる 斬 は 頭 腹 尾と 漸チ、 に 横に 截り斷 つ 事なる を、 此佐久 は 

竪に 御^ を 刺し通して 割 裂せ 給へ る を 云 ふなり、 天 淵 記に 割， 1 是之 中， と 云 へ る も、 其 尾の 中心 を 刺 割かせ 給へ る 御 事 
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を 申せるな り、 偖 古事記に は、 御 刀 之^ 毀、 爾 思， 怪以， 1 御 刀 之 前 一 刺割而 見者と 績 きたり、 忍 レ怪と は、 其 下に 故 取，, 

此 大刀， 思， 一 異物 一而と 有る に應ふ 所な り、 如何にと 成れば、 其 斬り 給 ふ 物に Fi れ て^^の 缺 くべき 事なら ぬ を、 却り 

て 其 物の 爲に^ の缺 けたる を 怪しませ 給 ひて、 其 S を 刺 割きて 探索り 見む と 所 し 成らせ させ 給へ る是 なり、 此首 

は 凡て 事の 異 りたる 時に^り て 其 来由 を 不審し み 尋ね 求む る義 なり、 其 石屋 戶 段に、 於是 天 照 太 御神以 T1 爲怪- 細 開 

石屋 戶， 而 云々、 天 照 太 御 神逾思 レ奇而 稍自， 戶 W 而臨坐 之 時 云々 などの. 類 多 在る を考ふ 可し、 故 此の 思 レ怪と 云 ふ は、 

ロ訣に ノ缺者 當レ有 レ物儀 乎と 云 ふ 註に 合へ る 所なる なり、 (然る は 常 レ有レ 物と は、 物 Q 有る まじき 所に 物の 有れば 

こそ 御劍 i?- は缺 けたるな り けれ、 然れば 其 物 は 如何にして 有りけ るぞと 究めさせ 給 はすて は留 止まらせ 給 ふま じかり 

ける 所なる 者 を や、) 〇 中 は、 其 割 裂 給へ る 尾 中 を 一 K ふなり、 第二 一書に、 則^ 在 n:^ 中 f 第 四 1 書に 尾 中 有， 二 神 31- 

と 有る 是 なり、 天 淵 記に は 至， 尾^ 少缺、 割 ニ是之 中， と 有る も 右に 同じき を、 唯. w 事 記に 切，, 其 中 尾, と 云 ふ は、 八岐 

ナカ ホド  4 'カノ！... ヲノ ナカ 

と 成りて 八 尾 有る 其 左右の 兩 端なる に は 非す して 其 中央に 在る 尾 を 云 ふなれば、 其 中 尾 は 尾 中と は 別な り、 思 ひ 混 ふ 

る 事 勿れ、 〇 有， ニ^, は、 比 登 都 能 3- 有 理と訓 むべ し、 第三 ノ一 書に は此と 同じき 阿 夜 志 伎 劍と訓 み、 叉 第 四 一書に は 

有， 一 一 祌^, とも 書かれ、 古語 拾遺に は 得， 一 一 靈 とも 見えたり、 傻此は 次に 謂 ゆる 草 難^と 云 ふ は 日本 武 尊に 起れ る 

稱 にて 本よりの 名なる に は 非す、 叉 本名 IK 髮 雲^と 有る も、 大蛇の 上に 雲氣の 常に 有る を 以ての 稱 にて、 本名と は 云 

ひながら 猶其 初よりの 名に は 非ざる なり、 斯れ ば此に  一 ^と 有る も、 下に 神 と 有る も 其 名 を 指せるなら すして 唯に 3- 

と 云ふ義 なれば、 是ぞ 眞に當 昔の 傳な るに は 有るべき、 此 1 3- の 事 を 古事記に は 都 牟刈之 大刀と 有り、 其 も 大刀 Q. ^夕、 


利なる を 以て 云ふ稱 にて、 此^の 利用の 稱譽 へたる のみな り、 記傳九 (十 丁) に、 都牟 刈と は 俗に 豆 都 加 理と云 ふに 

同じき 由に 說 かれた る は實に 然る 言な り、 伊勢 太 神宮なる 神寶の 中に 須 我流 横 刀と 有る 須 我流と 此の 都牟 刈と は 同一 一目 

なる にて、 今 刀^ を拔 くに 須良理 と iK ひ、 物 を 淸く斷 つ 事を須 都伎理 とも 豆 都 加 理と云 ふ も 同じ 狀 なる 貢と なむ 聞え 

たりけ る、 (通證 に、 都 牟刘與 一一 都留岐 一通、 倭 建 命 歌 云-一都 流 岐能多 知 r 亦 見 二 古事記 一と 云へ り、 然れ ども 都 流 岐とは 

^の稱 なり、 都 牟^と は 其 尖く 截る X 狀を云 ふなれば、 右の 說は 冠辭考 にも W でた る說 なれ ども 云 ふに 足す、) 〇 此 

所謂 草 雍顿， 也と は、 後に 日本 武 尊より 此稱 有りて 世に 名高き 故に 所謂と は 云へ るな り、 第二 一書に 是號- 一草 薙劍 一と 見 

え、 第三 一 書に 名 爲ニ草 薙劍， と 有る も、 後の 稱を始 に 及 ほした る 者なる 事、 此第四 一 書に 此今 所謂 草 薙^ 矣と 有る 今 

字 は、 日本 武尊 以後 を 指し 云へ るに 心 を 著け て曉る 可くな む 有りけ る、 緣起 は此と 同じ 傳な るに、 此 所謂 叢雲 §^ 也と 

書し、 古語 拾 遣に も 得， ニ靈劍 r 其 名 "大 叢 S と 有る は、 其 本名 を 以て 記せる 意なる 可く して 實 々しく 所思 ゆる 者から、 

古事記に、 在-都 牟刈之 大刀 r 故 取二此 大刀， 思-: 異物 f 白 JT 上 於 天 照 太 御 神， 也" 是者草 那藝之 大刀 也と 有れば、 素斐嗚 

大 神の 此 得させ 給へ る 當昔は 唯 大刀との み 云へ るに して、 天 雲 31 と 云 ふ 稱も其 来由 を 白して IK 上に 奉らせ 給へ るよ 

り 後に » 來る名 なる 可から む 事、 右に も已に 云へ るが 如し、 (然れ ば、 都 牟刈之 大刀と 云へ る は 鈕の突 利なる を美稱 

へたる 稱 にし 有りければ、 其 名と 云 ふに は 非 ざれ ども、 其 始めて 得させ 給へ る 御 時の 美 稱の傳 はれる とぞ云 ひつ 可 

3 偖此 Q 大御劍 はし も、 天 照 太祌の IK 石 窟に御 在し 坐し i 時に 近江國 伊吹山に 落し 給へ りし 御^なる 事、 已に 偉 

十七 及 上に 註せ るが 如し、 然るに 寳鏡 開始 章な どに 引ける 古書に、 彼の 御 IK 降の 時に 授けさせ 御 在し 坐し ける 此草薙 
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劎の御 事 を 十 握 と 所見 たれば、 當昔 天上に ての 稱是 なり、 右に 十 握^と 云 ひ、 此に草 薙劍と 云 へれば、 你 八に 云へ 

るが 如く a とは兩 なる を 云ふ稱 なり、 又 古事記に は 草 那藝之 大刀と 見えて、 大刀 は片 なる 刀の 大 なる を 一 K ふな 

り、 然るに 同 記 日代宮 段に、 以，， 其 御 刀 之 草那藝 il, 置，， 其 美 夜 贅比賫 之 許？ 而取 n 伊 服 岐能山 之 神， 幸 行と 有りて、 其 

神氣に 中ら れ させ 御 在し 坐して 御惱み 坐せ る 終に、 此時 御病甚 急、 爾御歌 曰、 袁登賣 能. 登 許 能 辨爾、 和賀淤 岐斯、 

都 流 岐能多 知、 曾 能 多 知 波 夜と 歌 はせ 給へ る、 是には 都 流 岐能多 知と 有り、 然る を 神 名 式に 伊豆 國田方 郡 劍刀乎 夜雨 

命 神社と 有る、 ^刀 は發 語に て 尾へ 係 かりたる が、 ^夜雨 は 緒 八 瓊の義 なる を、 發 語より 尾と 係 かれるな り、 其 尾 は 

卽ち 古事記に、 故 所 レ斬之 刀 名 謂， ilK 之 尾羽 張 T 亦 名 謂- 1 伊都 之 尾羽 張 f と 云 ふ 尾に て 其 i- 端 を 云 ふなれば、 常に は^は 

突 を 主と し 刀 は斷を 尊と 爲る を- 其 兩用を 相 兼ねた る を^ 刀と は 云 ふなり けり、 然れば 此大御 a- の 製 は 全く 劍の狀 に 

なむ 御 在し 坐す と は 聞え たる、 (斯れ ば 劍と云 ふ は兩^ なる を 云 ひ、 大刀と 云 ふ は 偏 なる を 云 ふ 事なる に、 5- は 鋒 

を 以て 突 を 主と し 大刀 は を 以て 截を と爲る 事な るに、 其 を劍之 大刀と 云 ふ 時 は 右の 兩用を 相 兼ね て 實に尖 利な 

る を 云 ふ 稱と聞 ゆ、) 故に 此大御 はし も豈 大蛇の 尾 中に 有た る 毒 針の 如き 物なら む や、 掛ま くも 甚も可 長き 天 照皇 

太 神の 御物に て、 此も謂 ゆる 十握劍 にて 御 在し 坐し けるな り、 或說に 「此は 作れる 劎には 非す、 蛇の 尾 を 云 ふ、 凡て 

蜂 蟇の 毒 針. 蝶^の 牙、 魚鱗の 鰭に 至りても 自然の ％JW なり、 今 大蛇の 尾 年 所 を經て 堅牢 なれば 斬に 至りて を拟じ 

たると 見る 可し、 實％, と は 見る ベから す」 と 云へ り、 其 は 凡て 蟒 蛇の 類 は 大に鐵 を 忌 怖る，^ 物な り、 所以に IK 淵 記に 

も、 昔 長者 以- 一冶 鐵 「横 r 一 塞 大蛇 之 熟路ー 云と 有る は 信し からぬ 事ながら、 蛇の 禁忌の 物 を 以て 其 を 避けた る 事 を 云 ふな 


り、 然れ ば眞の 御^なら むに は 如何 は 尾 中に 收る 事の 有らむ と 思 ふより 右の 或說は » でたり ける 者なら めど も、 上に 

引ける 師 說に此 大蛇 を 氣吹雄 命の 所變 なる 由に 云 はれた る は實に 然る 言なる にて、 然 計の 甚 じき 荒振祌 にし 有り けれ 

タ £ 

ば、 叉 如何にして か 有つ 方 有りて こそ は 尾 中に 收め たるなる 可 かり けれ、 但 上に 擧 げたる 古事記に 見-其 腹-者 悉常血 

爛 也と 云 ひ、 緣起 にも 其 腹 皆 漏 壊と 有る は、 其 主神 は 氣吹雄 命と 云 ふ 神に も 有れ 已に 蛇體と 成りて は 其 鐵氣に 犯され 

ざる 事 を 得す、 此を 以て 其 身の 多く 腐爛れ たるに こそ は 有る ベ かめれ、 古語 拾遺 御 天降 段に、 卽以 -1 八 鏡 及草薙 5^. 

二種 神寳， 授 n 賜 皇孫-と 有る に應 へて、 其 下に、 至- 1 于碟 城瑞垣 朝？ 漸長 n 神威： 同 不 A 安、 故更 f 齋部氏 y 石凝姥 

神 裔天目 一箇 神裔ニ 氏？ 更 11, 鏡 造 4. 劎と 所見たり、 蛇 尾に- 換 へて 何 ぞ眞劍 を令レ 造らる \ 事の 御 在し 坐 さむ、 此を以 

C フレ ウセ 

て も 天 淵 記 及 神社 考 等に 天 照 太 神の 天 石窟に 入り 給へ りし 御 時に 散 亡て 伊吹山に 落ちたり と 云 ふ 古 傳の實 に 信な ふ 可 

きを 知れり きかし、 (谷 重遠說 に、 已寸 n 斷 大蛇-至 レ尾、 猶不- ー敢放 過？ 割い 之 得- 1 神劍 1 者、 敬 格 n 乎 天 一也と 云 へれ ど 

も、 敬の 天に 格る に は 有る ベから す、 其 尾 中に； 1 し 持たり し 神 叙の W づ べき 時 有りて 此に ffi: づる 者な り、 故に 此御^ 

はし も 本より 蛇 尾の 毒 針に は 非す、 叉 自然に 其 物の 生れた るに も 非す、 天上に て 天 目 一箇 神の 作られし 御物なる 事已 

に傳 十七 卷に 云へ る を、 猶 下に 至りて 委しく 云 ひて むかし、) 〇 本名 天 蒙 雲 劍と云 ふ 本名 は、 本文に 所謂 草薙劎 也と 

云へ る 後の 稱 呼に 對 へて 云 ふなり、 四 神 W 生 章 第 九 一書に、 是謂 n 岐神？ 此本號 曰-一 來名 戶之祖 神， 焉と 見えた る を、 

神武 天皇 御紀 に、 夫 磐 余 之 地、 舊名片 居、 亦 曰 n 片立 一と 有る 舊名是 なり、 應神 天皇 御紀 に、 初 天皇 爲 M 太子， 行-一 于越 

國， 時、 拜 n 祭 角 鹿 IP 飯大神 f 時 大神與 n 太子-名 相 易、 故猇 -1大 神-曰- 1 去 來紗別 神 r 太子 名，， 譽田別 尊 f 然 則可レ 謂，， 大神 
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^^^^^iiii?. 此 is 式に 山城 國葛| 大酒 神社 を 下 

国 tiprr/  iiii  (If  iiai  " 

ulu 大海 神社と 見えて 下に 元 名津守氏 人 神と ず、 護 國知夫 郡 海神 社 二 座と ずて 下にと M 

^ ひ ー と iii へる 害 着、 (其亦| へ！ ふ は、 i 曰 神：； ：須 を； 照： 太 

"と 申 "奉る は 正 名に て 謂 ゆる 御 本名と 云 ふ 者な り、 叉大县 貴尊 と 申し 奉る 如き は 亦 御名に 渡らせ 給 事へ 

な U  II 本囊靈 て、 亦名薩とー if 舊 名と 後稱との f  、  5: 卷 見せ；； へし：.) を：： 

1; 王 所 レ佩藝 管抽之 i 至囊 II、  P 蒙 曰， 麵， 也、 羅，； 

と 見え 此 にも 至-一 曰本武 拳，, snsg, と 有る が 如く、 神代より 以來曰 本 S の 謂 ゆる 野火 維 

し iliii と 申せり しなり けり、 偖 右に 藝此 云-一 茂羅|- と は、 H 

レ居 1 常 と 云へ る是 なり、 若て 此蕭と 云 ふ は 大蛇の f 吐きと lp」h、ru 

る 奇異に 祌靈 しき 大御 M なる 故 こ 其大坨 0 桀く おお タ 5 レ 1 1 ィ. テ  ー4.-,«<^|:るへカらす ^  • 

己 こ、 ？ 故 ぁ大す g く gf 雖も其 is 出て 上に 見 は？ にて、 彼 Q 雄 略 2 筆 御 

拷遺 女の 讒られ させ 御 在し 坐し ければ、 俄 皿 秦持神 IIS 河 上； Hi.  i 

ii、  ili  f  iii、  i 爵： It 有 u  tLU 

r  rs:,sll して ij  l{ 、其 を 

は 云 丈く  £<g 上なる 震 を も如レ 虹と も 云 はる 可く して、 共に 其 神 物の 震の 發 見れ たる 者な り、 香具 山 


ョ 記に 其 大蛇 常住 之 傍 有-一 奇雲氣 一と 有る を 以て 尋常の 雲に 非ざる 事 を 明らむ 可し、 此ォ. ^に 素戔嗚 尊曰是 神^ 也と 詔け 

給へ る も、 斯 る靈瑞 をば 見 行 はし 御 在し 坐して こそ は 御言に 吿し 給へ りけ め、 (故に 慕 疏に猶 如，， 1 豐城^ 氣 射，, 斗 牛 之 

間 一と は 注し 給へ りけ り、 下學 集に、 初 此蛇帶 レ« ^時、 其 尾 常 有， 雲氣 r 故 曰， ー-大 叢雲 5- 一と 有り、. 叉 雄 略 天皇 御 紀通證 に 

引ける 吳書 曰、 初 堅人， 洛、 軍，, 城 南， 甄宮 井上 毎且 有- 1 五色 氣 r 堅 命 レ人淡 探？ .£,1 漢傳國 璽-と 有り、 西蕃の^111長はしも我皇 

御 孫 尊の 御 奴と して 彼國の 人民 を 願む る 官吏の 如き 者な り、 渠 が傳國 璽と 云 ふ 人 作の 物にすら 然る 靈瑞 有りけ る 者 

を、 況て ゃ此は 天 照 太 神の 御物に して、 皇御孫 尊の 1K 津 璽と 授傳 へさせ 給 ふ 程の 珍寶 にて 御 在し 坐す を 思 ふ 可くな 

む、) 〇 蓋 云々 歟は傳 五に 云へ り、 〇 大蛇 所 居 之 上 は、 緣起 も此に 同じ、 古語 拾遺に は 大蛇 之 上と 有りて 所 居の 字 無 

し、 此字 舊訓の 任に 袁 流と 訓 むべ し、 神 功 皇后 御紀 に、 拆鈴 五十鈴 宮所居 神 云々、 於 尾 田 吾田 節 之 淡 郡 所 居 之 有 也 

と 見え、 1K 武 IK 皇 元年 御紀 にも 吾 者 高 市 杜所居 名 事 代 主神、 叉 牟狹社 所 居 名 生 雷神 者 也と も 見えた る例是 なり、 上 字 

は 例の 宇 ^ と訓 むべ し、 (常に は 上 字 富 登 理と訓 む 一!$ なれ ども、 然云ふ 時 は 其 近傍の 事と 成れる を、 此 なる は 其 上方 

を 射て 立ち 升る 物 有る を 云 ふなれば 宇 sra なり、) 〇 雲 氣は、 此に 因りて 其 劍名を 天 蔡雲劍 と名づ くる 所以 を 思 ふに、 

彼藥 雲此 云， 一茂 羅玖 毛， と 有る と 等しく 訓 むなる 可し、 此 は八岐 大蛇の 尾 中に 神劍を 收藏し 深く 包む と雖 も、 其 氣の上 

に發 見れ て綮 がる 雲の 如く 靉餘 たりし を 云 ふに て、 眞の 雲に は 非 ざり し 故に 殊更に 氣字を 被， 加た る 者 なれ ども、 古 

き 任に 此 二字 を 引合せて^ 毛との み訓 みて は其劎 名と 相 當ら す、 故に 此は其 意 を 得て 雪 氣を此 にて は 茂羅. ^毛と な む 

訓 むべ き 事な りけ る、 猶蒙 雲と 云 ふ 例 は 中 臣壽詞 に、 天 忍 雲 根 神 J„』 天 乃 二 上 y 奉 上，. - 云々、 天 忍 雲 根 神 天 浮 雲 仁 乘. - 
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天 力 二 上 仁 上 坐 a 云. <  と 有る は、 謂 ゆる 水 取の 御 事に 依りて 御 使 を 1K 上に 奉らせ 給へ るなる を、 大同 本 記に も 右と 同 

じ傳を 載せて、 皇御孫 命 詔久、 後 仁 恐 仕 奉 事 勇 乎 志 止 詔 天、 天 牟羅雲 命 天 二 上 命 後 小 橋 命 止 三 名 賜 也と 有りて、 別 

神に て は 坐せ ども、 天 押 雲 根 祌に竝 びて 天 牟羅雲 命と 云 ふ 名 有る も、 右の 天 浮 雲に 乘 りて 其 御 使に 仕へ 奉られし を以 

てな り、 故に 蒙 雲と 浮 雲と は 分ち 一 K ふ も其義 一なる を 見るべし、 猶 天孫 本紀天 香 語 山 命の 兒-大 村 雲 命 有り、 叉 神 名 式 

に 阿波 國麻殖 郡 fK 村 雲 神 伊 自波夜 比賫命 神社 二 座と 有るな ど、 共に 此の 劎の 緣には 非す と 雖も 雲の 例に 引けるな 

り、 (因 云 此の 天 蒙 雲 劍を緣 起に は 叢雲 と 作き、 拾遺に も 1K 叢雲 劍と 作り、 通證に 蒙 與レ叢 同、 說文 叢生 貌と 云へ 

り、 然る 一一 一一 u なり、) 〇 故 以名歟 は、 . ^に 蓋と 云 ふより 係りて 此に 終め たるに て、 蓋と 推し量りて 其 来由 を 疑へ る辭な 

り、 拾遺 は此と 同じから すして、 此文を 大蛇 之 上 常 有， 1 雲氣ハ 故 以爲レ 名と 有る はュ H 丈の 辭 なり、 其方 や 勝りた るら 

む、 〇 至 ，1 日本 武 皇子 一 改レ名 HI 一 1 草薙 3-, は、 緣 起に は 倭武尊 東征 之 歲改， 名 爲= 草 菊， と 見え、 叉 拾遺に も、 倭 武尊東 

征之 年、 到-一 相 模國， 遇，； 野火 難 f 卽以 n 此 31, 薙レ草 得 A 免、 更名， 1 草 雜^, 也と 有る 是 なり、 下擧 集に も、 日本 か 尊 征，； 東 

夷 f 皇子 至， 一 殿 州 浮. 島 原 T 夷 放，， 火 原 草， 而禦レ 之、 皇子 拔， 1 腰之劍 1 一 揮、 四方 一 里 之 草木 刈 藤、 其 火 自滅 矣、 從， 此改 

名 曰， 一草 雜劍 一と 見えた る も、 古傳に 依れる 者なる 可し、 故に 此大御 g の 御所 在より 明らめ 奉らす は 有る ベから す、 其 

大略 を 云 ふべ し、 此 下に、 素 斐嗚尊 曰、 是 神领， 也、 吾 何 敢私以 安 乎、 乃 上 n 獻於 1K 神， 也と 有る、 此事を 古事記に も、 

故 取， 1 此 大刀， 思，， 異物 一而 白 n 上 於 * 大照太 御 神 一也と 所見た る は、 上に 云へ るが 如く、 白 上 は 右の 大蛇 を 退治 させ 給へ り 

し 始末 を 奏聞し 給へ るな り、 叉 其 神 幼. を 私に 以 安く まじき 物と して 上 獻らせ 給へ. るな り、 是に 於て 皇太 神の 御言に、 


我 昇， ifK 岩屋， 時、 落， 1 此劍江 州 伊 布 貴 山 r 是我劍 也と 詔り 給 ひて 受取ら せ させ 給 ひて、 其 太 御 許に なむ 留め置か させ 

給へ りけ る を、 天孫 降臨 章 第一 一書に、 故 天 照 太 神乃赐 nlK 津彥. <  火虔. -件尊 八坂瓊 曲玉 及 八 鏡 草 薙^, と 見えた 

る、 此御 時に ぞ皇御 孫 尊に 事 依し 奉らせ 給へ りけ る、 偖 其 八坂瓊 曲玉 は 天下 を 事 依し 授け 奉らせ 給へ る大 御璽に 御 在 

し 坐し、 八 S 鏡 は 其 第二 一書に、 是時天 照 太 神 手 持- 寳鏡ニ 7、 祝 之 曰、 吾兒視 -1 此寶 鏡， 當レ猶 レ視レ 吾、 可 ，，， 與同， 床 共 

レ 殿以爲 n 齋鏡 1 と 有りて、 此神 叙に 係け させ 給へ る御詞 無き を、 大 殿祭詞 に、 天津 璽 乃 鏡劍乎 捧持 賜 天 一一 目壽宣 志久、 

皇我 宇都 御子 皇御孫 之 命、 此乃 天津 高 御座 爾 坐 S 天津日嗣 乎 萬 千秋 乃 長 秋 大 八洲 豐 葦原 瑞穗 之圃乎 安國止 平 氣久所 

知 食 止  一一 一一 C 寄 奉 賜 比 S と 所見え たる、 此安國 止 平氣 久 の 御 曾 ぞ專ら 其大御 に 就た る 壽詞に は 有りけ らし、 其 次 文に 事 

問 之 磐 根 木 根 乃 立 知 草 能 可 岐葉乎 る 言 止 S と 有りて、 武事 を 以て 此 天下 を 言 向 させ 給へ る 御言の 有る を 以て も 知る ベ 

く、 下に 引ける 神宮の 書 共に 載せた る皇太 神の 此時 の御霄 に、 皇孫 如，， 八 尺 a 之 勾， 以曲妙 御宇、 且如， 1 白銅 鏡， 以 分明 

看 r 一行 山川 海原 ー乃提 -1 神劎- 平- 1 天下一 焉と 有る は 信に 此 時の 御 一 百な りけ む を、 正史に 逸して 伦 書に 傳 はれる 者と ぞ 所思 

えたる、 (此 は神皇 系圖. 天 口 事 書 • 神皇 實錄. 寳鏡 開始 章 等に W でた る を 技 合せて 其 宜しき を 取れり、 此事仲 一 f 

皇八 年御紀 に、 筑 紫伊覩 縣主祖 五十 迹手 聞， 1 天皇 之 行 T 拔っ取 五百枝 賢 木 一 立-, 于船之 軸 艫 f 上 枝 掛，， 八 尺 IS? 中 枝 掛，， 白 

銅鏡 r 下 枝掛， 一十 握 it? 參 n 迎于穴 門 引 島ー獻 i 之、 因以奏 言、 臣敢所 n 以獻， 1 是物， 者 云々 と 有りて、 右に 擧 げたる と此 

に 云 へ る 壽詞と 全く 同じき を 以て 人 皆 取らざる 事に て は 有れ ども、 決めて 上世に は 其 御 天降の 時の 古事 を 取りて 1K 皇 

を稱 奉れる 例な りし 者と 所 聞 ゆれば、 本より 同じ かりぬ 可き 事なる 者ぞ かし、) 崇神 天皇 六 年御紀 に、 先 レ是天 照 太 神 
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云々、 拉 TI 祭 於 fK 皇大殿 之內？ 然長 n 其 神 勢 r 共 住不， 安、 故以 nfK 照 太 神-託，， 豐 鋭入姬 命？ 祭，， 於 笠 縫 nEK 仍 立-, 磯 堅 

城 神籬- (神 籠 此云ュ 比 莽呂岐 一) と 所見た る は、 上 件に 謂 ゆる 鏡 叙 二種 を 合せて 天 照 太 神と 書され たるに て は 有れ ど 

も、 其實は 素戔嗚 尊の 御名 を 漏らされ たる 者な り、 此御事 を 古語 拾遺に、 至 n 于碳 城瑞垣 朝， 1 長-一 神威 ハ 同， 殿不レ 安、 

故更令 T 齋部氏 隼 U 石 凝 姥神裔 天 目 一 箇神裔 二 氏 1. 更禱， 鏡 造. 1.^、 以 爲，， 護身 御： 奥 今踐 之 日 所レ獻 神璽 鏡劍是 也、 仍 

就-, 於 倭 笠 縫邑， 殊立， 一 磯城 神籍 r 奉レ 遷，， H 八 照 太 神 及 草薙劍 f 令-一 皇女 豐緻 入姬命 奉た i 焉と 見えて、 八 咫鏡を 指して IK 照 

太 神と 申し 奉れる から は、 草 薙劍も 其 御 靈には 渡らせ 給 へれ ども 素 斐嗚大 神に も御體 なる. S は、 熱 田 大神宮 鎭座記 

に、 熱 田大祌 一座、 合祭 神 一座、 素 戔鳴尊 云々、 元 是ニ座 也、 至， ー于淨 御原 朝， 加， 一三 座， と 有る を 以て 心得べ く、 叉； §• 

社 考詳節 熱 田宮條 に、 長 明 ( 一 云 光行) 海道 記、 熱 田 宮者素 斐嗚尊 也、 景行 IK 皇時 自， 一 出 雲阔， 垂，， 跡 于此， と 有る、 此 

自ニ出 雲國， の 四 字 は 素斐嗚 尊と 申す に 混れ W たる 事に て 取る ベから すと 雖も、 此宮 をして 其大神 を紀奉 ると 云 ふ は、 

受 くる 所有り て必 す古說 なる 可き を曉る 可き 者な り、 若て 垂仁 天皇 二十 五 年御紀 に、 愛 倭 姬命求 T 鎭 n 座 太 神， 之處 1 而 

云々、 到， 1 伊勢 國？ 時 天 照 太 神 誨，： 倭姬 命， 曰、 是 神風 伊勢 國則 常世 之浪 ffi 浪 國也、 傍國 可怜國 也、 欲， 居， 是國； 故 

隨ニ太 神敎？ 其祠 立-一 於 伊勢 國 r 因 興，, 齋宮于 五十鈴川 上 T 是謂， ー磯宮 r 則 IK 照 太 神 始自， 天降 之處 也と 有る、 此 にも 素 

^1戈嗚大神の御名なむ有りぬ可き御事なるを略きて被，載ざりけるは、 後に 草 薙^ はし も 此御許 を 放れさせ 御 在し 坐し 

て 熱 田 神宮に 鎭坐 せる を 以てな り、 皇太 神宮 儀式 帳に、 此掛長 天 照 坐 太 神月 讀大神 二 柱 所, 稱，. 伊 弊 諾尊伊 弊 #,翁 共 

爲 -1 夫婦-合 所 i 生 神 わ 御 形 鏡 坐と 有る 文 を 熟 見る に、 御 形 鏡 坐と は 右に 謂 ゆる fK 照 坐 太 神の 御な り、 然るに 此は皇 太 


祌の w 自を. &し 奉る 可き 所なら ざるに 月 讀大神 を 相 IT へ 相 竝べ舉 げたる は、 八 鏡と 草 薙^と 共に： IT ひ 御 在し 坐し け 

る 程な りし 條の 遣れる 者に して、 當昔 なら まし かば 月 讀大神 御 形 31 坐と 云 ふべき 文の 決めて 有るべき 所なら まし を、 

已に熱 田 神宮に 御 在し 坐す 世と 成りて は.' 其 文 はし も 自然に 略 かりぬ 可き 事な りかし、 然るにても 此傳 はし も 月讀大 

神と素^！戈嗚大神とは同神に渡らせ給へ る確かなる證になむ有りける、 (但別 宮に月 讀宮と 申す 御 在し 坐せ ども、 同 帳 

に奈良 朝廷 御世 定 祝と 有りて 倭姬 命の 古の なら ざれば、 右の 文に 拘 はる 可き 事に は 非ざる なり、 又 神 名 式に 度 會郡草 

名 伎 神社 見 ゆ、 外- K 儀式 帳 所管 社の 中に W でたり、 若く は倭姬 命の 當昔 草薙 3- を鎭め 奉らせ 給へ る 御社な りけ むかと も 

思 ひし かど も掛 まく も、 恐 こき 天津 日 繼の大 御璽 をし も皇. 太 神の 御 許 を 離ち 奉りて 別 處に御 在し 坐 さしむ 可き に 非 

す 又 草 薙劍と 云 ふ 名 はし も 伊勢に 御 在し 坐し ける 當 昔の 御名に 御 在し 坐 さ 1. れば、 後に 熱 田 神宮に 鎭り御 在し 坐せ る 

其大神 Q 御 爲に此 に 遙宫を 建て 祀 奉られた るに こそ、) 然して 景行 天皇 四十 年御紀 に、 冬 十月 壬子朔 癸せ 日本 武尊 發コ 

路之？ 戊 午 抂レ道 拜，, 伊勢神宮 f 仍 辭，, 于倭姬 命， 曰、 今 被，， 天皇 之 命， 面 東征、 將， 誅，, 諸叛者 r 故辭， 之、 於 是倭姬 命 取- 

草 雜劍， 授，， 日本 武尊， 曰、 愼之莫 怠 也、 是歲 日本 武尊初 至，， 驗河！ 其 處賊陽 從之欺 曰、 是野 也、 築鹿甚 多、 氣 如，， 朝霧 f 

足 如-! 茂林； 臨而應 狩、 曰本武 尊信，， 其 言 f 入，， 野中， 而覚， 獸、 賊 有，， 殺， 王 之 情 f  (王 謂 n 曰本武 尊， 也) 放， 火燒 U 其 野； 

王知レ 被い 欺、 則 以レ燧 火 之、 向燒而 得， 免、 ( 一 云 王 所， 佩劍 蒙霎自 抽之雜 n 攘王之 傍 草 f 因， 是得， 免、 故 號，， 其^, 

曰， 一草 薙， 也、 一 聚雲此 云，， 茂 羅玖毛 ハ) 王 曰- 殆被， 欺、 則悉 焚， 1 其賊衆 一而 滅レ 之、 故號， 其處， 曰，, 燒津， と 有る、 右の 抂 

レ道拜 > 一 伊勢神宮 一と は、 其 纏向宫 より W 立せ させ 御 在し 坐して 直に 東路に 就て 下らせ 給 ふ 可き 御 事なる を、 道 を抂げ 
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て 殊更に 皇太 神宮に 參 入らむ と 所思 ほし 成りぬ るに て、 是ぞ卽 ち 草 雞刼， の 柬國を 平 治て 其 道 口と も 云 ふべき 尾 張國に 

留 住せ 給 はむ と 所思す 神の 御 心に 因れる 者な りけ らし、 古事記に も、 故受， 命 籠 行 之 時、 參 n 入 伊勢 太 御 神宮 ー拜， 一 神 朝 

廷ハ卽 白，： 御姨 倭比賣 命， 者、 天皇 旣 所！. 以 思- 1 吾 死， 乎、 何擊 n 遣 西方 之惡人 等， 面 返 參上來 之 時、 未， 經， 1 幾 時； 不 A 賜，， 軍 

衆？ 今更 平 IT 遣 東方 十二 道 之惡人 等？ 因い 此 思惟、 翁 所い 思 看吾旣 死， 焉患 泣罷、 マ 倭比賣 命 賜 n 草那藝 ％J 亦 賜，， 御囊っ 

詔7若有，1急事，解*玆囊ロ.^と有りて、 右 Q 如く 東西 征伐 Q 辛き 事 を 申して 患： y せ 給へ るに、 此 二種の 神寶を 授けさせ 

給へ る 御 事 を 想像り 奉る に、 其 御 はし も 天皇の 大御命 を 以て 倭姬 命の 奉仕ら せ 給へ る 太 御 神に 渡らせ 給 ひ、 其御藝 

はし も 其 下 文に 火 打と 見えて、 熱 田 大神宮 鎭座記 に 謂 ゆる 天火 徼是 なり、 此は甚 も 可 長き 皇太 神の 御の 八 鏡の 御缺 

にし 御在レ 坐せば、 神宮の 御 許 を 放ち 奉らせ 給 ひ 難き； E 寶 にて 渡らせ 給へ る 者 を、 緣 起に 倭 姬命感 ，1 其 心， 授，， 一 神 

曰、 努々 力々 莫レ離 二 於 身， 叉 賜 ニ囊； 若 有 ー1 急 事， 解二兹 襲 口  f 倭 武尊拜 つ 領 囊 一行と 見えた る 如く、 其 心 を 感け給 ふと 

も皇太 神の 御 諭 にても 御 在し 坐 さぐらむ に は倭姬 命の 御 心に は 行 給 ひ 難き 御 心なる を 以て も、 IK 照 太 神 素 1_ 戈 嗚尊ニ 注 

の大御 心に 御 在し 坐す 可き 事 疑 ふ 可から すなむ 有りけ る (其 御 詞に若 有，, 急 事， 解， 一鼓 囊 ローと 詔り 給 ひて、 野火 難の 事 を 

前 知して 懇 到に 敎へ投 けさせ 給へ る を 以て も 神の 御託 一 百 かと も 所思め かしき 御 事な り、 又 右の 愼之 莫レ怠 也と 見え 授， 1 

1 神^, 曰 努々 力々 莫レ 離， 於 身, と 有る 御 貢 はし も、 其 行末の 御 事 を さ へ に 係て 見 徹し 給へ る 御；！ なる を 思 ふに も 愈 著 

明き 御 事な りかし、 故に 緣 起に、 但倭武 尊 於， ー氣吹 山， 受， 病 者 所， 以放二 神劍於 身； 故 也と 見えたり、 此 天火 徹の御 事 は 

已に傳 二十 卷に 云へ り、) 次に、 是歲 日本 武尊初 至，， 駭河？ 其 處賊陽 從之欺 曰 云. <  は、 古事 に は、 故爾 到，， 相 武國， 之 


時、 其 國造詐 白、 於，， 此 野中-有- 1 大沼 r 住- 1 是沼 中-之 祌甚道 速 振 神 也、 於是 看つ 行 其 神， 入？ T 坐 其 野 T  ：: ユ 火つ 著 其 

野 一と 見え、 叉 古語 拾 遣に も、 到 二相 模國， 遇-一野 火難 一と 有る 事 なれ ども、 相 模國と 爲るは 誤な り、 緣起も 御紀と 同じ 

く、 倭武尊 到-, 駿 河-之 時、 賊帥 陽從， 之 欺 曰、 是地 也、 原野 蕭條、 目 極- --四 遠 T 槩鹿爲 A 群 1 有， 娱 M 遊獵 T 倭武 尊信-: 其 

一一 一一 A 入 U 野中， 竟， 獸、 賊有 一一 謀殺 之 意？ 放， 火燒， 野と 見えて、 駿河國 と 爲るは 信に 然る 事な り、 叉 古事記に 國 造と 有る 

も 誤なる 可き 事 は、 驟河も 相模も 其國の W 來始れ るは此 より は 後に て成務 天皇 御世の 御 事に し 有りければ、 其 以前の 

事 は、 御紀の 上文に、 朕 聞、 其 東夷 也識 性暴强 凌犯爲 ぃ宗、 村 之 無 レ長邑 之 無 V 首、 各 貪-封！ ^- 並相盜 略と 見えた る是 

にて、 右に 謂 ゆる 賊 帥と 云 ふ者是 なれば、 國造 など 云 ふべき 者 を 未だ 遼 かれざる 以前に 然る 者 は 有る ベ くも 非ざる 

を、 自ら 國 造の 號を 偕に 稱り 居たり けむが、 今此 日本 武 尊の 御 在し 坐して は 其 罪 を亂彈 され 奉らむ 事の 心苦しくて、 

然食氣 無き 逆 事 を 成せる 者な りけ らし、 (國 造本 紀に、 珠 流河國 造、 志賀高 穴穗朝 世、 以 -1 物 部 連 祖大新 川 命 兒片堅 石 

命 一定つ 賜國 造-と 見え、 廬原 國^、 志賀高 穴穗朝 代、 以 一一 池 田 坂 井 君 祖吉備 武彥命 兒意加 部 彥命ハ 定 11 賜國造 一と 有り 

て、 此景行 天皇 四十 年より は 二十 年餘も 過ぎて 後に 置かれた りし 者な り、 叉 相模國 造志賀 髙穴穗 朝、 武 剌 國造祖 神 伊 

勢 都彥命 三世 孫 弟武遂 命定 n 賜國 造-と 有り，) 次に、 賊 有- 1 殺レ王 之 情- (王 謂- - 日本 武 尊-也) 放 レ火燒 --其 野- 王 知レ被 

レ 欺- 則以， 燧 WL 火 之向燒 面得レ 免と 見えて、 下に、 一 云 王所レ 佩劍繁 雲自 抽之薙 n 摟王之 傍 草- 因， 是得， 免、 故 號-, 其 

曰，， 草薙- 也と 有る は、 古事記に、 爾其國 造 火 11著 其 野： 故知， 見， 欺而解 n 開 其 姨倭比 賣命之 所 レ給囊 口- 而 見者、 火 

打 有-, 其 一. s^? 於 是先以 n 其 御 刀 二 援 草？ 以，： 其 火 打， 而打 火 r 著，， 向 火， 而還 w、 皆 切 n 滅其國 造 等？ 卽著 レ火燒 とも 

日本書紀 傳 二十 一之 卷 寶叙 出現 章  四 八 五 


日本 * 紀傳 二十 一之 卷 寶敛屮 I 現 章  四 八 六 . 

見えて 甚 委しき 事なる が、 緣^g^を合せ見るに、 賊 有，， 謀殺 之 意？ 放， 火燒レ 野、 倭 武尊忽 被，， 註 誤， 計略 難レ 施、 其 所レ帶 

神 g 自然 抽出、 薙， 四面 之 草？ 叉 開， 1 所， 持囊？ 中 有 = 火 打 一 枚ハ 驚喜 敲， 火、 向燒特 A 免、 悉 TI 焚滅 其賊黨 f 曾 無 M 瞧類， と 

有る、 此 書し 樣尤宜 しかる 可し、 其 は 古事記に 先 以，， 其 御 刀， i^;T 撥 草 一と 有れ ども， 此の 一 云に も自 抽之薙 TI 攘王之 傍 

草 一と 有る が 如く、 自然に 柚き ffi て 草を薙 たる 方な む 草 雜劎と 名に 食へ ろ 所 由 著く 且 なる 上に、 緣 起に 計略 難レ 施と 

見えた るが 如く、 進退 共に 此に 極盡 させ 給へ る 所に て 神^の 威 靈を顯 はして 皇子 を 助け 救 ひ 奉らせ 給へ る 意味な む甚 

深く 所見たり ける、 然る は此 神^の 自然に 抽き W て 草 を薙ぎ 給へ る は、 皇子の 近傍に 枯草 等の 有りて は 終に 其 爲に過 

またれ させ 給 へらむ を、 救 ひ 奉らむ として 其 草 を 賊黨の 屯す る 方へ 薙ぎ 除け て 其 向 火 を， 著させ 奉りて 一 時に 滅 ほし 給 

はむ 神 謀なる を、 皇子 忽に其 意 を 得させ 御 在し 坐して、 其 御 姨倭姬 命の 御 一一 一一 E を 思 ほし » でさせ 御 在し 坐して、 忽に御 

囊ロを 解き 開かせ 給へば、 其 IK 火徹 なむ 出現 はれさせ 給 ひける 故に 火 を 打ち出して 著け させ 給 ひ、 却ら まに 彼 賊黨を 

しも 悉くに 燒き亡 ほし 給へ るな り、 故に 其 御 紀の次 文に、 王曰殆 被い 欺、 則悉焚 n 其賊 衆， 而滅レ 之、 故 號，： 其處， 曰- 燒 

津， と 所見 たれば、 古事記に、 燒退還 出、 皆 切 n 滅其國 造 等 一と は 有れ ども、 實は に 血 ぬらさす して 燒亡 ほさせ 給へ 

る 事 決な き 者な り、 神 名 式に 駿河 國签頭 郡燒津 神社 御 在し 坐す を、 風土記に、 燒津 神社、 瑞齒別 天皇 四 年 己 酉 所レ祭 

巿件 島比咩 也と 見えた る は、 此 時に 助け 奉らせ 給へ りし 古 傳の存 て 其 反 正 "大皇 御せ に 令レ祭 給へ るに こそ、 萬 葉 三 

(二十  一丁) に、 燒 津邊、 吾 去 鹿齒、 驗河奈 流、 阿倍 乃 市道： 爾、 相 之 兒等羽 裳と 有る 是 なり， (通證 に、 倭 名 抄益頭 郡 

萬 之 都、 風土記 作 n 麻賤 f 疑 益 頭 本 燒津之 音、 後 轉爲- 一 萬 之 都， 也と 云へ る は 然る 首な り、 此 御社 府中より 南 三 里 計な 


る 所の 海邊 に燒津 村と 云 ふ 有りて 入江 大明 神と 申す と 云へ り、 通 證に今 屬-: 伊豆 國田方 郡 一と 云へ り、) 叉傳 十八に も 

巳に 引ける 具 土 記に、 安倍 郡 思 津機山 志 津機祌 社、 日本 武尊 征， 一 東 蝦夷， 之 時、 遭，, 野火； 屯， 此山： 避-一 其 勞阨？ 尊 深 

レ志專 守-一 倭 姬命之 神敎- (神敎 見 M 世 記，) 依 A 之 以，， 栲幡 千々 姬， 祭， 此山 r 合 レ之以 ，1 稚日 女尊， (天 照 太 神 有，， 深理 r 潜 

レ心宜 レ辨レ 之、 志 津機之 名 者 本 二 女 功一 依 ニ兩祌 名， 與ニ其 功業, 而號レ 之 也、) と 見えた る、 栲蟋 千々 姬命 は已に 十七に 註せ 

るが 如く 御戶開 神に 御 在し 坐して、 古語 拾遺に 謂 ゆる： 大栩機 姬祌是 なり、 次に 其稚日 女尊と 申 奉る は 彼の 三女 神の 御 

禀に御 在し 坐して、 其 女工に 依れる 御名 を ノ栩 機^ 神と & 奉る 由、 傳 十三、 十五、 十八に 條々 に說き 奉る が 如し、 故 

に此 三女 神 はし も 軍事 を 守らせ 給 ふ 神に 御 在し 坐せば、 此野 火難 を 救 はせ 給へ るに 依りて 祀らせ 給へ りけ む 事、 又 右 

の燒津 神社の 御 事 を 以て も 知るべき を、 同 記に、 益 頭 郡 益 頭 云， -<、 原木 祌社、 勾 大兄 廣國押 武金日 天皇 二 年 乙 卯 二月 

マ. ンヅ ャキヅ 

所 レ祭手 力 雄 神 也と 有る は、 遙に世 を經て 後に 祀られ たろ 者から、 益 頭と 燒津と ニ處に 分れた る 事 なれ ども、 共に 古の 

燒津の 地な りければ 由有るに、 其 手 力 雄 神 はし も 右の 拷幡 千々 姬 命と 相 並ばして 共に 御戶開 神に て 渡らせ 給へ る を、 

上に 云へ る燒津 神社 は 市 杵島姬 命に 御 在し 坐せ るな む、 合せ 祭る と は 無 けれども 右の 志津機 神社と 同 例なる も 故 有る 

御 事に こそ は 御 在し 坐す ベ かり けれ、 叉 同 記に 烏 渡 郡 直 日 神社 所， 祭 手 力 雄 神 也と 有る も 由 有り、 但 右の 三 社 は 式 外 

なり、 又 神 名 式に 廬原 郡久 佐奈岐 神社 見 ゆ、 風土記に、 烏 渡 郡草薙 神社、 一書 曰、 日本 武尊 越，， 東夷， 至，， ， 駿河國 浮 島 

原、 與，， 安倍 市： 東夷 欺， 尊、 託-一 狩獵， 令レ遊 n 御廣野 T 日中 縱 A 火、 于レ時 十月 旬、 衆 草 枯死 而恰 如レ 塗，， 油烟 f 已進而 尊 軍 

危、 所 レ帶之 叢雲 劍自 脫拂， 一野 火？ 依レ此 有-; 草薙 名- (中略) 此 神社 者 所， 祭-; 天 照 太祌， 之 地 也と 書せ る、 廣野は 其 上に 
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吉田川 (ffi, 自， ー廬原 川，) 廣野社 日本 武尊 所：， 奉 i 祭， 一 素盡嗚 尊， 也と 所見 たれば、 此勞昵 を 免 かれさせ 給へ りし 所以 を 

以て 同時に 齋き 奉らせ 給へ るな りけ り、 叉 其草薙 神社の 次に 草雞山 (或 矢 田 山) と 云 ふ 名 有る は、 其 神劍の 自ら 柚き 

W て 草を雜 ぎた るよりの 名なる 可く、 或 矢 田 山と 云 ふ は八咫 鏡の 御 事に して、 其 御缺の 天火 徹を 以て 向 火 を 著させ 給 

へりし 跡なる 可く 思 はれ、 叉 其 次に 深澤 ffi, 鲤鰻魚 ー當， 一 國造之 用 一と 有る は、 上に 引ける 古事記に、 其 國造詐 白、 於， 一 

此 野中 一有， 一大 沼？ 住，， 是此沼 中， 之 神 甚道速 振 神 也と 有る 沼なる 可く ぞ 所思え たる、 叉 風土記 伊 穗原郡 _i、 東 草奈岐 

(或久 佐 奈岐) 云々、 草奈岐 神社、 稚足彥 天皇 元年 辛 未始祭 vN 奉， 一 官幣， と 有り、 然れ ども 式に 載れる 郡 は 異なりと 雖 

猶 上の 方に て、 此は式 外なる が、 此は 野火 難に 遇 ひ 給へ りし 其 東の 極なる を 以て、 其成務 天皇の 御世に 祭らし め 給へ 

るに こそ 有りけ め、 此卽ち 此に至 二日 本武 皇子, 改レ名 曰， 一草 雞％, 一と 書 させ 給へ る 御 事の 所以な りけ る、 (然るに、 風土 

記に 引ける 香具 山 日記に、 叢雲 或稱 n 草 雜劍， 云々、 尾 中 有， ニ奇 神^? 尊 取， 之 名，， 草薙， 亦 別名 也、 草 者 生- &に主 之 

地； 此 葦原 自-, 1K 孫 降臨， 無 =, 草叢 之 神 專，； 其國； 輝然焉 如，. 繁草 逢，： 利 鎌， 拂 ^ 其 枝葉 h 故 天孫 降臨 之 後 有， 1 草薙 之號， 云- - 

と 云 ひて、 神代より 已 に此號 有りと 思へ る 者は甚 じき 僻說 なり、) 惜 右に 謂 ゆる 二 所 Q 草 難 神社 はし も 1K 照 太 神に 渡 

らせ 給へ る 事、 風土記の 文に 依りて 著明く、 且此は 草 薙<^, の 威 靈を顯 はさせ 御 在し 坐し ける 御迹を 尊び 奉らせ 給 ひて 

齋き 奉らせ 給へ る なれば、 天 照 太 神 素 戔嗚尊 二 柱の 大御靈 に 御 在し 坐せ ども、 其 主神 を 記して 從祀を 漏らされ たりし 

者と 見 奉る 可き 事、 右に 引ける 熱 田 大神鎭 座 記に 熱 田大神 一 座 合祭 神 一 座 素妻嗚 尊と 見え、 長 明 ( 一 云 光行) 海道 記 

に 熱 田 宮者素 妾嗚尊 也と 有る は 更なり、 其攝神 八^ 神社 を 素 卖嗚尊 和 魂 也と 偉へ、 叉此 次に 擧 ぐる 氷 川 神社 は 彼の 凝 


河に 起れ る 神社なる が、 其 祭神 を 素斐鳴 尊と 云 ふ 偉の 有る を 以て IK 照 太 神と 共に 鎭り御 在し 坐す 御 事 を 思 ひ 合せて 考 

ふ 可し、 倦此 素： fi 戈 嗚大祌 の 御 事 はし も 十三 及 上に 註せ るが 如く、 掛ま くも 甚も可 長き 天神 御子の 大御祖 神に 御 在し 坐 

せば、 fK 照 太 神に 亞 ぎて は 最も 至尊み 奉らせ 給 ふ 可き 御 事 申し 奉る も 更なり、 彼の 崇神 天皇 ひ大 御世に 鏡^ を禱 改め 

させ 給へ る 後に も 猶皇太 宮には 其 御 模造 を 留められて、 今 も 古の 如く 祀 奉らせ 給 ふ 御 事に 渡らせ 給へ る を、 中古より 

以降 如何な りけ る 荒 振 神の 心なり けむ、 其 大御劎 は此素 斐嗚大 神の 大御靈 に 御 在し 坐す 御 事 を 忘れさせ 給へ るが 如く 

成りて、 外々 しく 思 ひ 成し 奉らせ 給へ る狀に 成り 以て 來 ぬる こそ 天津 日繼 の御爲 にも 天下 後世の 爲 にも祥 はしから ざ 

る 事と 所思え たり けれ、 已に 日本 武 尊の 御 時に 至る 迄 も 其 御 崇敬 厚く 御 在し 坐し ける 證に は、 傳 二十 及 上に 云へ る 如 

く、 神 名 式に 武藏國 足 立 郡 氷 川 神社 (名神大月^^^新嘗) を、 頭注に 日本 武尊 東征 之時勸 n 請 素 tf 嗚尊 一也と 見え、 入 問 

郡 中 氷 川 神社 を 日本 武尊 東征 之 時 勸っ請 稻田姬 命， と 有る、 此御 一事 を 以て 當昔 Q 御 消息 をな む 想像り 奉る 可 かりけ 

る、 然るに 其 草 雍劍の 鎭り御 在し 坐す 熱 田大神 はし も、 名 神 大社と 申 奉らる \ 迄にて 宮號を も 進ら せられす、 自餘 Q 大 

社と 等し 竝に 會釋ひ 奉らせ 給へ る こそ、 朝 威の 衰 へさせ 御 在し 坐して 人臣の 朝廷に 傲る 種 は ひとは 成れる 者に て、 上古 

の 天皇 をば 天壓 神と 可 長み 奉れり し 神々 しく 武き 大御稷 威の、 萬 國に振 はせ 給 はざる 始とは 成り けれと 悲しと も 何と 

も 云に 言 無くなむ 有りけ る、 然れ ども 天 照 太 神の 大御 心と 其 神劎を 日本 武 尊に 授けさせ 御 在し 坐して、 東國の 咽喉と 

有る 尾 張 國に留 止ら せ 絵 ふ 御 事と 成れる は、 卽 ち 其 東夷 を 押へ て 朝 威 を 萬 國に振 はしめ 給 ふ 神慮と 推し量り 奉られ 

て、 比 年 東夷の 皇國を 窺！^ i ふに 就ても 信み 奉る 所 無き に は 非すな む 有りけ る、 已に 古語 拾 遣に、 至 1 一大 寶 年中-初 有- 
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記 文 神祇 之簿， 猫 無-明 案 f 望 秩之禮 未：， 制-其 式 T 至 M 天平 年中 f 勘 n 造 神 帳？ 中 臣專， 權任 J 思 取捨、 有 A 由 者 小 祀皆列 

无レ緣 者 大社 猶廢 云々、 況復 草雞祌 者 尤是天 璽 自，， 日本 武尊 愷旋之 年， 留 在，， 尾 張 國熱田 社 f 外賊 倫逃不 レ能レ W レ境、 

神 物 露 驗以， 此可レ 覜、 然則奉A幣之mJH^l同致p敬、 而 久代闕 如不， 條，； 其禮； 所 J 退 一 也と 有りて、 其 遺失 十 一 條の第 一 

に舉 げられ たるな む實に 然る 言な りけ る、 朝家の 御爲は 申し 奉る も 更なり. 天下の 爲 にも 今 一 等の 禮典を 加へ させ 御 

在し 坐して、 伊勢 太 神宮に は 及び 奉らせ 給 はざる 事 は 令 更に 申し 奉る 限に は 非す と雖 も、 相 亜 ぐ 計の 御 崇敬 を 加へ 奉 

らせ給 ひて、 天 照 太 神と 相 並びて、 此素 嗚尊 はし も 天皇の 大御祖 神に て 渡らせ 給 ふ 御 事 をし も、 天下 上下の 人々 と 

共に 相 知る 可き 時 をな む 下 待れ 侍りけ る、 (猶傳 二十 四 卷熟田 神宮の 下に 說き 奉る を 見るべし、 此は草 薙^の 御 事に 

就て 事の 因みに 上 f に此大 神の 御 事と だに. & せば 天 照 太 神と 相等しく 齋き 奉らせ 給へ りし 故實を 明し、 且は： 大 下萬國 

の 大君 主宰と 御 在し 坐す 掛ま くも 可 長き 皇御孫 尊の 大御紙 神に 渡らせ 給へ る 御 事 を 知らし めむ 爲に如 此く諄 言 は物爲 

るな り、 叉此尾 張國に 留まらせ 御 在し 坐す 御 事 は >  上に 引ける 景行 天皇 四十 年御紀 に、 朕 聞. 東夷 也識 性暴强 凌犯爲 

レ宗、 村 之 無, 長邑之 無， 首、 各 貪 ：1 封堺； 並相盜 略と 有りて、 古事記に 謂 ゆる 相武國 造の 如き 自立せ る 者 も 有る 程の 事 

なりし かば、 其 を 鎮めて 大 神の 鎭 坐せ るに て、 後に 源賴 朝. 源 尊 氏の 如き 朝家に 傲る 者 も W 来りし かど も， 終に 天位 

を 奪 ひ 奉る に 至らざる は、 然は 云へ 大 神の 御 守護 厚き に 因れる 者と こそ 推し量り 奉らる i 事. り けれ、 叉 然る 葷の子 

孫に 至りて 天 下の 悉くに 亂れ たる 極みに 及びて は、 織 田 大臣 • 豐臣關 白 又 東 照 神 君の 如き 人々 を W し 給 ひて f 中 を 令 

レ鎭 給へ るな ど、 甚々 妙に 奇 しき 御 守護 有る 事共なる を、 人 は此大 神の 御 心と も 何とも 趿ら ざるめ り、 叉 同じ 右の 镇 


きの 文に 其 東夷 之中蜈 夷是尤 强焉、 男女 雜居， 父子 無レ 別、 冬 則 宿に 八、 夏 則 住. 樓， 衣レ 毛飮レ 血、 昆第相 疑、 登レ山 

如 M 飛禽？ 行 A 草 如， 1 走獸 T 承』 0 則 忘、 見 レ怨必 報、 是 以箭藏 -1 頭髻？ 刀 佩- 1 衣 中？ 或 i チ-黨 類， 而犯， i5fS 界？ 或 伺，， 農 桑， 以 

略， 一人 民？ 擊則 草、 追 則入レ 山、 故 往古 以來 未レ染 n 王化-と 有る、 此は 今の 蝦夷 島の 事 を 詔り 給へ るなる が、 其 毛 民 

共 は 追- <<  に皇 威に 化せられ 奉りて 今 は 皇國の 民と 成れる を， 其 俗 已く東 荒夷 人に 移れり、 其 は此皇 大御國 より 東南に 

亙りて 一 大洲 有り、 大 荒の 中に 在る 毛人國 なる が、 古 其 土に 人物 無 かりつ る を、 遙 西の 國々 より 渡り 往き 漸次に 開墾 

きて 終に 1 大都を 成せり、 其 を 南北 阿 米 利 加と 云 ふ 事 なれ ども、 彼が 自稱 にて， 我が 皇 家より 號 けさせ 給へ るなら ざ 

れば、 東 荒夷と 云 ひて 可な り、 去し 嘉永六 丑年 夏より 此大御 國に參 渡り 來初 てけ るに、 御奴國 として 梳 鞭の 貢 を 入れ 

て 仕へ 奉らむ とは爲 すして、 交易に 事 依せ て 皇國を 伺 ひ 来れる に、 中には 劫 やかされて 渠が 術中に 墮 入る 俗吏 有り、 

利欲に 覊 されて 通商 交易 を 望む 民有り て、 終に 彼が 使節 をして 征夷 府の 許に 置かる. - 事と 成りて、 天下の 人心 ti ！々 

にして 穩 やかなら ざり ける を、 朝廷に は 其 程より 年々 に 十 社 奉幣の 御 事 御 在し 坐して、 此熱 田大神 をし も 其 一員に 加 

へ 奉らせ 給へ る は、 其 御 崇敬の 御有狀 古に 立 復らせ 給 ふ 可き 御 時なる 可く 所思え て、 甚々 尊き 大御 政に なむ 渡らせ 給 

へる を、 其 安政 四 巳年 冬より 此 春に 至りて 朝廷の 大 御稜 威 世に 振 ひ 起ら せ 御 在し 坐して、 武臣に 東 荒夷 を 近著く る 事 

を 甚く 咎めさせ 給へ る 大御命 を 下させ 給へ るより、 天下の 士 人の 速 無き 夢 今覺 たる 狀 して、 俄に 武事 を 力めて 縦 や 萬 

國の 軍艦 を 並べ 来らむ とも 皆殺しに して 鳴 類 無から しむ 可く 成れる は、 實に天 壓祌の 大御稷 威 を 頂き 奉れる に 依れる 

者に して、 草雜劎 の神氣 天下 萬國に 貫ぬ きて 思 ゆるに 就ても、 此大祌 の 東國の 方に 鎭り御 在し 坐け る 幽契の 此に見 は 

日本書紀 傳 二十 一之 卷 寳^ S 現 章  四 九 一 


日本 簪 fc 傳 二十 一之 卷 寶敛 出現 章  四 九 二 

れ させ 給へ る 者と 斯る 事共の 年遍 ねく 有來 るに 就ても 猶皇御 孫 尊の 大御祖 神と 御 在し 坐す fK 照 太 神 素突嗚 尊の 御靈诚 

の 可 長さ 思えて 妙な りと も 妙なる 事な りかし、)  . 

ひレ T ヽス 1 ドノ ひ？ > ミコ； 7 リタ マ ク コ、_ ァ^キッル.^5- 十リ，-, 7 ルイ ニグ ァへテ リタ クシ 二 オケ ラム ャト, リタ マヒテ スナ ハチ タテ マツリア ゲ ァ マッカ. il 

素 #{嗚 尊 曰。 是神劍 也。 吾 何 敢私以 安 乎。 乃よ 獻於 天神， 

タト，， f 。牛 シ. ァ，； tj 一  1.牛？モ"ノタマ\は-ハ"ハシノコロ.，ノ；  ノ？； イタ-マ シ イジ モ/ スガ/ トコ 口-一  キ  n レティ フス ガト スナ" チ 

W 然 後 行 <1 M 將. 婚 之 處； 遂 到，, 出 雲之淸 地, 焉。 〔淸 地此 云-素 8 乃 

_| トァ ザシタ 1,,, ガ ヌ-. ^シ トノ リタ， マ t  \コレ た 一 ヨリ ティ マナ ヴケテ コノ トコ ロヲ ィ フス. カト ナモ ゾ コニ  ツク リシ タマ ヒケル ミヤ ■ アル フミ ニイ；； ク 

言 曰 • 吾、 乇淸淸 之。 〔此 今 呼- 此地， 曰. 淸。〕 於， 一 彼處， 建 k。s 云、 

コ ノト 二 タケ^ サ / ヲゾ？ 、コ トミ ウタ ョミシ タマ ハク ャクモ タツィ ヅモャ へ ガキソ マゴメ  ニヤへ ガ ヅク レゾ / ャ 

時 武素 斐嗚尊 歌 之 曰， 夜 句 茂 多 蒐. 伊 都 毛 夜 覇餓岐 1 鬼 磨語昧 爾、 夜 覇餓 枳蒐俱 啤# 廼 夜 

^-3  1/ Fr/- スナ.^,チ ば メ.； ^-マ グ でつ ンテ ウノ  4 フミコ ォホ アナ ム- チノ カミヲ カレ .：コ ト ノリ，， -テ /リタ マ ハク ァ. 力 ミラ，.， ヤノ； ■ カサ ハ 

覇餓 岐败〕 乃相與 逢合而 生，， 兒大已 貴 神 一 因 勅 之 曰。 吾 兒宮首 者。 

ス； ^uv. チ J テ *  ^v. チ /力 J.* ナパ  ？レ， タマ ヒテ ナ ヲ フタ ハ， ご フノカ i 二 ィフ イナ タノ  -にャ ヌ. ンノ 力； ト 

卽脚摩 乳 手 摩 乳 也。 故 賜， 號於ニ 神； 曰， 稻 田宫 主神； 

此 は 素 妾 嗚大神 Q 尊 き 高き 廣き 厚 き 大御功 の 御 程 を 見 奉り、 淸き 明き 正しき 直き 大御 心の 太較を 見 奉り 知るべき 所 C, 

なむ 有りけ る を 、古来の 識者 唯 大凡に 云 ひ 思へ る こそ 甚轉 有りけ る 事な り けれ、 今此大 神の 御爲を 明らめ 盡し 奉らす て 

は 得 有る まじくな む 所思え たる、 此 段の 一 大事 合せて 七條 有り、 一 に 神劍奉 天 の 御所 作な り、 二に 嫡 后の 御 定 なり、 三に 

吾心 淸々 之の 御 Iw なり、 四に 建宮の 御 政な り、 五に 謂 ゆる 八 雲の 神咏 なり、 六に 生 兒の御 事な り、 七に 宮首を 任し 給 

へ る 御 趣な り、 右 等の 大綱 を擧 げられ て 小目 を 載せられ ざるが 故に、 此結 文に 已而素 f{ 嗚尊遂 就， 一 於 根國, 矣と 有る を 

見て、 此大 神の 御大 業 は此に 已に盡 したりと 思 ふ は、 古書 を 熟讀む 事の 甚 委しから ざる 者な り- (其 己が 委しから ざ 


る 事 を 顧 見る 事 能 はすして、 此大神 をし も 荒 振る 惡 しき 神の 如く 云 ひ 成し 奉りて、 其 大御功 御 在し 坐す 御 事 を 見 出し 

奉らざる は 何たる 罪人 ぞゃ、 古書 を擧 ぶに は 似す 甚々 可 長く 身毛彌 立て 所思 ゆる 御 事な り、 愼 しむ 可く 叉 恐る 可き な 

り、) 一 云、 此に素 妻 鳴 尊 曰、 是神劎 也、 吾 何 敢私以 安 乎、 乃 上 n 獻於 天神 一也と 有る は、 已に 上に 註せ るが 如く- 

此大 神の 天神に 對 ひて 少 かも 私 Q 御 心 御 在し 坐 さに る 由 を 委曲に 聞え 上げ 奉らせ 給へ る 御 事 申す も 更なりければ、 右 

に 乃 字 を 書かれた る 其 意に て、 打ち 置かす して 直に 天神の 御 許に 急速ぎ て 奉らせ 給へ る 者な り、 第 四 一 書に 乃 遺， 一 五 

世 孫 天 之葺根 神， と 有る 五世 孫の 字に 眼 を 著く るが 故に、 此 等の 乃 字 を 助 字の 如く 云 ひ 成して、 遙 かに 時 去りての 後 

の 事と 思 ふは甚 じき 强說 なる 者ぞ かし， 古事記に、 故 取，, 此 大刀， 思， 一 異物， 而白 n 上 於 天 照 太 御 神-也と 見えた る は、 然る 

大蛇の 尾な どに 斯る 神え しき 神 物の 自然にして 有るべき に 本より 非ざる が 上に、 其 大蛇の 所 居る 上に 常に 奇雲氣 の 有 

る は、 其 神 氣の秀 に 見 はれ aa づる にて、 中々 に此國 土の 物なら す、 正しく 天上 Q 御物と 見定めさせ 御 在し 坐して、 其 

大蛇 を 斬りて 尾 中より 得 給へ る 由 を 申し、 叙 を 上りて 私の 御 心 御 在し 坐 さ る狀を 聞え させ 奉り 給へ る 御 事な り、 此 

第 四 一 書に も、 尾 中 有，, 一 神^? 素 戔嗚尊 曰、 此不ぃ 可 =以 吾 私用 1 也、 乃 遣-五世 孫 天 之 葺根神 1 上 Tf 奉 於 天 一と 見え、 熱 

田緣 起に も、 素 斐嗚尊 曰、 是神^ 也、 何敢 私秘藏 乎、 獻， 一 於 天 照 太 神 I 也と も 有る、 此の 私 字 卽ち字 眼な り、 上 章 第三 

一書に、 是後素 斐鳴尊 曰、 諸 神逐レ 我、 我 今 當，， 永 去？ 如何 不ァ與 ，1 我姊， 相 見.. 而 揎自徑 去歟、 廼復扇 レ天扇 レ國上 n 詣 

于 デ、， と 有る、 擅 字に 對 ひて 此大 神の 清明き 御 心 を發し 申す 御言なる 事 は 申す も 更なり、 其 終に 且吾以 n 淸心， 所 レ生兒 

等 亦 奉， 一 於姊， と 有る 如く、 巳に 彼の 御 生 坐し、 男 御子 等 を 天 照 太 神に 奉らせ 給 へれば、 此 にても 此神^ を 天神の 大御 
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許に 獻らせ 給 ひ、 天神より 其 皇太子 天 忍穗耳 尊に 賜 ひて 天 璽と 齋 はしめ 奉らせ 給 へらむ に、 己 尊の 大御靈 を も 副へ て 

其 天神 御子 を 守護り 奉らせ 給ら せ 給 はむ との 御 結構に こそ は 御 在し 坐すべき 御 事な りけ らし、 蔬に、 何 敢私以 安 者 

至 公 無レ我 也、 吾 意淸- „< 之 言お， ー于此 T 蓋以 n 神劍， 奉， 1 日 神， 者、 其 意欲，. 傳， 1 之 天孫， 而爲， 百 王 之 璽. H 也と 宣 へる 如くに て 

次に 然後 行覚， 1 將レ婚 之處, 云々 と 有りて、 速に 根 國に罷 坐 さむと 爲 させ 給 ふ 御 急ぎ も 御 在し 坐 さてる 御狀 なる は. IK 

神の 御 許より 留め 進ら せらる.^ 由 を 其 御 報 命に 仰せ 下されし 御 事な どに 依らせ 給 はすば、 如此 くし も 擅なる 私の 御行 

御 在し 坐 さ る此大 神の 淸き 御行に は 打 合 は ざれば、 其 御 時の 御 有 狀に考 ふ 可き E 有る 事、 上に 巳に 云 へ る を 併せ 思 

ふ 可くな む 有りけ る、 (叉 第五 一 書に 五世 孫 1K 之葺根 神と 有る は、 古事記に 依る に此大 神の 四 # を淤美 豆 奴 神と 巾し 

五世 を 天 之 冬 衣 神と 申して、 六 世 は大國 主神に 當 れ-- ども、 其 淤美豆 奴 神と 申す は此素 #1 嗚 尊に 渡らせ 給 ひ、 叉此 fK 

之 S 根 祌は神 名 祕抄に 五十猛 命 天 之 冬 衣 神 同 神と 爲 るは甚 謂れ 有る が 上 に、 此 正書の 趣 は 素斐嗚 尊の 御子 大己贵 神と 

見えた る、 是實に 正 說と見 ゆれば、 古事記 は 更なり 此 一書 共の 搏 にも 決めて 誤 有るべき 事、 下 及 廿ニ卷 に 委しく 註せ 

るが 如し、 然れ ば此第 111 一書に 此 31 昔 在-一 素 戔嗚尊 許-と 有れば、 久しく 御 許に 置かせ 給へ るが 如く なれ ども、 彼の 記 

に、 故 取 n 此大 刀， 思， 一 異物， 而白 n 上 於 天 照 太 御 神 1 也と 有る を考 ふるに、 異物と 思 ほし 坐せ るが 故に 打ち も © き 給 はす 

して 直に 奉らせ 給へ る 者と 見 ゆれば、 時 去りて 後の 事に は 非す して 此引續 きに 在りし 御 i3i:- 巾す も 更なり、 古 ST 〈に は此 

を遙に 後に 根國に 入御 在し 坐す 以前の 事に 文 を 成された る は 如何 ぞゃ聞 ゆ、) 二に 然後行 竟，； 將レ她 之處？ 遂到， 於 W 雲 

國之淸 地， 焉は、 古事記に- 故 是以其 速 須佐之 男 命宮可 n 造作， 之 地 求 雲國， 云々 と 有る 是 にて、 此宮は 次に 乃^ 與 


道 合而 生, 兒大己 貴 神, と 見え、 叉 其 第一 一書に 乃 於ニ奇 御戶, 爲, 起而生 i 兒と 有る 謂 ゆる 隱處 Q 御 事に して、 巳に 五 

に 註せ る 八洲 起 元 章に、 二 神 降 JT 居 彼島ハ 化 n 作 八 尋之殿 f 叉 化 ifei 天柱， (中略) 然 後同宮 共住而 生， 兒と 所見た る 八 

尋之 殿の 御 事 を、 古事記に は 久美度 邇興而 生, 子と 有る 是 なり、 借 叉 上に 註せ るが 如く、 此大 神の 天上に て已 に娶ら 

せ 給へ りし 后 神 をば 大夜之 女 命と 申し 奉りて、 卽ち此 第五 一 書に 謂 ゆる 五十猛 命 妹 大屋 姬命次 5g 津姬命 三 神の 御祖神 

にて 渡らせ 給へ る を、 此御 天降の 御 時に 率て 天 降らせ 御 在し 坐し ける 御 事 は、 長寬勘 文に、 后 大夜女 命 山 狹村宮 柱 太 

知 奉而靜 坐大御 神三是 也と 見えた る を、 祌名 式に ffi 雲 國意宇 郡山狹 神社 同社 坐久志 美氣濃 神社と 有る 是 なる を、 風土 

記に は 熊 野 大社 夜 麻 佐 社と 相竝 ベる も 其 本 后 神に 御 在し 坐せば、 處は 隔たりても 竝 記せるな る 可から むと 思 ゆるに、 

其山狹 神社 は 大草鄕 熊 野 大社の 東南 山 佐 村と 云 ふに 御 在し 坐して、 今能義 郡に 疆 けりと 云 へれば、 卽ち 風土記に 母理 

郡 家 東南と 有る 是 にて、 上に 云へ る 謂 ゆる 安藝 國之 可愛 之 川上に 近き 地と 聞 ゆれば、 此 時に 相携 へさせ 御 在し 坐して 

天降らせ 給 ひけむ 事& すも更 なる に、 其 川上なる 長江 山 を 磐 船 山と も 云 ひて 御 H< 降の 古 逃と 思しき に、 仁 多 郡 鳥 上 山 

も 其山镜 きに て 問 合 遠から ざる を、 神 名 式に 同 郡 伊 我多氣 神社 件 築 社 記に 五十猛 命 曰， 一伊 我 多 氣大明 神， と 云へ る を 

抄に、 在 二 横 田 鄕竹崎 村 鳥 上 山麓 西北， と 云 へれば、 此 神の 落 著 かせ 給 ひし 處と 所思 ゆるに、 一名 船 通 山と 云 ふ 由な 

る を も 思 合 せて、 其山狹 神の 御 母子 四 神 共に 此度 同じく W 雲國 に 天降り 坐し X 御 事 を 知る べし- 然るに 神 名 式 に 意 宇 

郡 熊 野 坐 神社 (名 神大) 前 神； M と 相 拉 ばせ る 前 字 を 佐 伎と 訓 める は、 后 神と 申し 奉る 御 事に て 謂 ゆる 嫡 后の 謂なる 

が、 其 后祌は 誰か 坐 さむ、 此奇 稻田姬 命に 御 在し 坐すべき 御 事 申す も更 なる が、 已に本 后 神の 御 在し 坐す 上に 今如此 
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しも 嫡后神 を 娶らせ 給へ る は 如何な りけ る 御 事 ぞと云 ふに、 本 后 神 を 娶らせ 給 ひて は 彼の 三 神 を 令， 生 給 ひて、 上！ K 

の樹 種を將 下らせ 御 在し 坐して IK 下を靑 山と 成させ 給 はむ 御爲 なり、 此に 於て 天下 悉く 靑 山と 成りて 大山 祇 神の 御德 

眞 盛に 成り 以て 來 にたる を、 此に其 御 孫と 御 在し 坐す 奇稻 田姬 命を嫡 后と 爲 させ 給る へ は、 其 御 兒大己 贵命を 令レ生 

給 ひて 此 天下 を經營 しめ 給 はむ 御 心に 御 在し 坐す は 然る 物に て、 此 大地の 全體 はし も摁て 海と 山との 二の みなり、 傻 

其 海神 は傳 六、 八に 云へ るが 如く 此大 神の 荒 魂に 御 在し 坐せ る を、 此に山 神の 御 女 を 娶らせ 給 ふに 至りて は、 水陸 を 

合せて 相 有た せ 御 在し 坐せ る 謂に て • 卽ち御 父大祌 より 可，， ，以 治， ー洽 海原 潮 之 八 百 重， 也と 云へ る 御 事 依の 御 旨 此に至 

りて 調 はせ 給 ふ 御 政なる にて、 甚々 妙に 奇 しき 趣 有る 御 事に なむ 御 在し 坐し 渡らせ 給へ りけ る、 (此等 は 己が 心任せ 

の 事 を 云 ふが 如く なれ ども 然ら す、 右に 謂 ゆる 本 后 神 は 神 皇産靈 尊の 御 女に 渡らせ 給へ るに、 古事記 大宜 津比賫 神の 

御身より 種々 物の 成り w でた る 所に、 故是 神產奧 日御祖 命令 レ取レ 玆成レ 種と 有る は、 此には 四 神 W 生 章 第 十一 一書に 所 

見た る 保 食 神の 御 事の 傳 なる を， 此を 以て 其 神の 御 女 大夜之 女 命の 此大祌 の 后 神と 定まらせ 御 在し 坐して、 其 御子神 

等の 木 種を殖 生し 給 ふ 神に 渡らせ 給へ る 所以 を 思 ふ 可き 者な り、 叉 同 記に 此大 神の 娶，： 大山 津 見神 之 女 名 祌大市 比賣， 

生 二子 大年祌 次 宇迦 之 御魂祌 一と 見えた る、 此は奇 稻田姬 命の 御 姑に 坐す を、 此に 依りて 農作 神 を 令， 生 給へ る を 以て 

も 大山 祇 神の 御 女 を 姿り 給へ る は 由有る 御 事に て、 此 大地の 全體に 係る 所 由有る 者と 所見た る是 なり、 又 上に 說 ける 

奇 稻田姬 命と 节す にも 御田の 事に 由 有りて 聞 ゆる を も 思 ひ 合さば 思 半に 過ぎな むかし、) 三に 乃 言 曰、 吾心 淸淸之 

(此今 呼， ー此 地， 曰， 淸) と 云へ る は、 古事記に、 爾 到つ 坐須賀 地， 而詔 之、 吾來 n 此地， 我 御 心 須賀々 々斯、 而其地 作レ宮 


レ宮 坐、 故 其 地 者 於レ今 云， 一須賀， 也と 所見た る是 なる が、 此は唯 何の 事 も 無く 御 心の 淸々 しく 成らせ 給へ るに 就て 此御 

言を宣 へる が 如く 思しき 物から、 然る 並々 の 御 事に て は 御 在し 坐 さじ かし、 其 も 又 上に 註せ るが 如く  W 雲 風土記に、 神 

須佐乃 烏 命 天 壁 立 廻 坐 之、 爾時來 r, 坐此處 >而 詔、 吾 御 心 者 安平 成 詔、 故 云， 1 安来， と 所見た る， 其 は此度 安藝 國 可愛 之 川 

上に 御 在し 坐し 著 かせさせ 給へ りし 御 時の 御 事なる にて、 其 再び 上らせ 御 在し 坐し i 高天原に して 天 照 太 神の 大御許 

にて 其淸 明き 御 心に 御 在し 坐す 由 を 明らめ 奉らせ 給 ひ、 其に 就て は 先に 淸 明き 御 心 を 以て 誓に 生み 成し 奉らせ 給へ る 

男 御子 等 を 天上に 奉らせ 給 ひ、 日 神の 御子と して 一人 降し 給 ひ、 天下 を 所 知 食し め 奉らせ 給 はむ 御 事 を契閜 えさせ 給 

ひ、 叉 其 御 返さ ひに 日 神 ひ 御 生み 坐し.^ 三女 神 を 賜 はりて 其 御所 置 共 を受賜 はらせ させ 給へ るに、 彼の 天 壁 立 極 を 天 

翔り 行き 廻らせ 御 在し 坐し つ.. 1 も此安 來鄕に 天降り 著 かせ 給 ひて、 御 心安く 御座し 坐す 由に て 詔り 給へ る 御言なる 御 

事 は 申す も 更なり、 可愛と 云 ふ 地名 を 其 意 を 含み 成れる 者と こそ は 聞え たり けれ、 若て 此に吾 御 心淸々 之と 詔り 給へ 

る は、 右の 第 一條に 註せ るが 如く、 是神劎 也、 吾 何 敢私以 安 乎、 乃 上つ 獻於 天神， 也と も 云 ふ は、 至 公に して 私心の 御 在 

し 坐さぬ 謂なる を、 巳に 其 天神に 奉らせ 給へ る 男 御子に 其 神劎を 以て 天 璽と して 授け 給 へらむ 御 心 を 含みて 奉らせ 給 

へ る なれば、 其と 申す も 其 男 御子 を 最愛し がらせ させ 給へ る 御所 行に 渡らせ 給へ る 者に て、 此時其 上天に 奉らせ 給へ る 

御 使の 歸り 来れり や 未だ 歸らす や 見る 所 無しと 雖も、 此大 神の 御上に 取りて は然御 心の 任に 治め 奉らせ 給へ るに 就て 

こそ、 清々 しく 思 ほし 成らせ 給 ふ 可き 御 事なる 者な り けれ、 (凡て 此 時の 素 戔嗚大 神の 御 心 は 天 照 太 神 を 仰ぎ 敬 ひ 奉ら 

せ 給へ ると、 其 天 神 御子 をし も甚愛 ほしみ 思 ほす 御爲 と、 此ニ 事に 依りて 顯國に 御 功 を 立てさせ 給へ る 御 事なる は、 右 
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に 吾 何 私以安 乎と 御 首 は 更なり， 此 第五 一 書に 吾 兒所御 之國と 有る 御言 は、 皇御孫 尊の 所 知 貪す 御 食 津國の 御 事なる I 

此に 准ら へ て大 神の 凡ての 御 事共 を 見渡す に、 實に然 の みぞ 見えたり ける、) 四に 乃 言 曰 吾 御 心淸々 之、 於-一 彼處- 建レ宮 

と 有る は、 此 地に 至らせ 御 在し 坐して 御 心の 淸々 しく 成らせ 給へ る を 以て、 此 時に 所思 ほし 定めさせ 給 ふ 所有り て、 終 

ノ  マ カリマ ヲシ 

に其宮 窒を營 なませ 給 ふ 御 心なむ 定まらせ させ 御 在し 坐し けるな る、 然る は 上 章 第三 一書 日 神に 辭 見 の 御 事 を 巾し 

奉らせ 給へ りし 所に、 今 則 奉， 覲 已訖、 當 T 隨-ー 衆 神 之 意- 自レ 此永歸 * 根國 tK々、 已而復 還 降焉と 有ろ 上 は 本より 此 

顯國に御身を留めさせ給ふ可きに御在し坐さ^る害なるに、御妻問の御事などは^^すも更なり、如此く宮窒を建てさせ 

御 在し 坐す と 云 ふ 事、 已に 上に 云へ る 如く 實に 天神より 殊 なる 詔勅 を 仰せ 進ら せらる るな どの」！.. に 依らす ば、 此擅 

なる 私の 御 心 御 在し 坐さ^る 大 神の 御上に は 御 在し 坐すべく も 非ざる 御 事なる を 思 ふに、 此吾御 心淸々 之と 詔へ る 御 

首に は、 必す 然る 幽 深き 致な む 御 在し 坐し つ 可き 事な りけ る、 若て 此建宮 の 御 政 は、 此 第二 條に謂 ゆる 摘 后の 御 爲に奇 

御戶を 建てさせ 給へ りし 御 事なる 物から、 波の 二 柱御祖 神の 八尋之 殿に 同宮 共に 住み 給 ひて 大 八洲 國を 生み 給 ひ、 又 萬 

國を 建てさせ 給へ ろに 等しく して、 此須賀 宮に御 在し 坐して 彼の 槍 海原 潮 之 八 百 重 を 所 治して、 此 天下 國土を 所 造らし 

給 はむ との 御 事に 渡らせ 給へ る 者と こそ は 想像り 奉らる i 事な り けれ』 然る は 偉一 一十に 引ける 上 章 第三 一 書に、 吾 

以， ー淸 心， 所 レ生兒 等 亦 奉， ー於姊 一と 有る は、 御 父母 二 神より 受赐 はらせ 給へ る此 天下 を、 天 照 太 祌の大 御 命 以て 皇御孫 尊 

に 事 依し 授け 賜 はらむ 御 事 を 委任ね 奉らせ 給へ るなる を、 此 時に 宮を 建て 此に留 在らせ 御 在し 坐す は、 未だ 天地開^て 

後 遠く も 有らざる 事な りければ、 世は實 に草昧 にして、 更に 天神 御子 を 天降し 奉らせ 給 ふと も 容易く 治めさせ 給 ふ 事 


信に 難 s 可き t 事に 御座し 在せば、 是を 以て 二 注御祖 s 御 li$ らせ給 ひて、 此國き s し s させ 給 s 

むとの 御 事なる にて、 其證 第五 「書に、 韓鄕 之島是 有-金銀 T 若 使-一 吾 兒所レ 御 之國不 r 有-一 浮 寶-者 未- -是 佳-也と 有る は更 

なり- 又下8くべ£置土記^^ 此大神 I 引 坐 八 束 水羅野 命と f て、 此 |羅 之 八 百 sf と 有ら ゆ 

る 天下 を 萬國に im て 各國と 成し 給へ る 御 功の 御 事 は、 二 柱御祖 神に 精ぎ て 尊き 御 功に 坐す を、 其 御 功 を 立て 給へ る 御 

時 は 何れの 時 か は 御 在し 坐 さむ、 此建宮 の 御 後なる 可き 事 云 ふも更 なる 者な りかし、 下に 引ける 欽明 天皇 十六 年御紀 

百濟國 王に 仰せ 下されし 御 君に、 原 夫 建レ邦 神、 天地 割判 之 代、 草木 言語 之 時、 自ぃ 天降 來、 造 n 立國 家-之 神 也と 見え 

たる、 建 邦 神と 中す を、 鈴屋 大人 說に 此大 神に 御 在し 坐す ま 由に 一 5 れ SSI にて、 萬 sf 学然 り、 (此 

に 就て 師の 赤縣 太古 傳に三 皇紀と 云 ふ を 立てられ、 洛書 靈准聽 春秋 命歴 序な どの 文 を 取り合 はせ て、 人皇 氏 九 頭 九 男 

相 像 其 身 九 章 故 曰 = 九皇？ 乘-- 雲祇車 T 駕，， 六提羽 r 而 谷 口： 分- > 九 河： 依，， 山川 土地 之 勢？ 裁 度爲， •， 九州- 謂-之，^ 

固； 因， S 別 各 # 其 二 故 曰- 1 居 方 S 人皇 乃# 中州 T 以制， 八輔； 此名， 州之始 也と 書され SSS 愛た き 事共 

なり、 此 人皇 氏と &す は、 lii 「天地 1 一 逢 伊邪那岐 . 伊 邪 匪 一 Is 御 在し 坐す を 、其 二 神 を 枕中霄 元始 天 王 太 元 

聖母の 間に 生み 坐せ る」 と 云へ る、 其 は 高 皇産靈 二 神に 渡らせ 給へ るに、 其の 天地 ニ皇の 子と 有れば 決く 健 速 須佐之 男 

命に $ り、 其 九 頭 九 男と 云 ふ は 其 分身 九 男に 御 在し 坐して 大 九州？ 其 一に I ふとな り、 は、 命 歷序の 本 

注に 叉 曰、 人皇 場 谷-と 有れば、 此 扶桑 域內 なる 場 谷の 地より W でた る 名なる 由、 大 扶桑 國考に 云 はれた るが 如 

し、 分， 一九 河-は-八洲 起 元 章に 處々 小島 皆 潮 沫凝成 者矣、 亦 曰， 一水 沫凝而 成， 也と 有る は、 謂 ゆる 蛭 兒淡洲 なる 由、 巳に 俾 
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四卷、 五卷、 六卷に 註せ るが 如し、 故に 思 ふに、 其 始め 處々 小島と 云ふ狀 なりけ る を、 追 次が ひて 潮 沫水沬 Q 凝聚 りて 1 

に 成れる を、 其 山川 土地の 勢に 因りて 九 河 を 分ち て大 九州と は爲 させ 給へ るに て、 此は其 土地 を截 裁て 其 間に 海を隔 

と 成し 給へ る を 云 ふ 也、 九州の 說は、 河 圖括地 象に、 直 崙之墟 下 洞 含 右 赤縣之 州、 是爲レ 中、 則 東南 神州 曰， ー晨 土？ 正 

南迎州 曰，， 沃土 f 西南 戎州 曰，， 滔土 f 正西 食 州 曰，， 拜土 T 正中 冀州 曰-中 土 r 西北 柱 州 曰， 1 肥 土 f 正北 玄州 曰， 一成 土 r 東北 

咸州曰 n 隱土？ 正東 楊 州 曰，, 申 土 1 と 有る 是 なり、 卽ち此 大地 萬國を 九囿に 分た せ 給へ る稱 なる 事 太古 傳に 委し、 各 居-一 

其 一, 曰，, 居 方 氏 1 は、 上に 謂 ゆる 九 頭の 分身 各 其 一州に 御 在し 坐る が 故に 居 方 氏と は 申せる 由な り、 人皇 乃 居-一中 州, 

と は、 皇國は 右に 謂 ゆる 正東 楊 州に して 此申 土の 事なる が、 此 地の 淸宮に 御 在し 坐して 八輔の 分身 を 御し 給 ふ 御 事に 

御 在し 坐せ ども、 右 は 彼の 赤縣 州に て Q 傅なる 故に 、己 を 中州と し 中 土と 爲る傳 なれば 其 心して 見るべし、 然れば 右の 

建 邦 神 を鈴屋 大人の 此大 神の 御 事な りと 云 はれた る 先見 實に 仰ぎ 恐る 可し、) 五 云、 謂 ゆる 八 雲の 神 詠な り、 W 雲 風 

土 記に、 所， 厶號 一一お 雲， 者 八 束 水 臣津野 命 詔 X 雲 立 語 一之 故 云 二八 雲 立 W 雲 一と 見えた る是 なり、 抑此 歌と 云 ふ 事の 世 

に 巳に 有りけ る は、 八洲 起 元 章に 謂 ゆる 唱和の 御詞是 にて、 其 第一. 1 一 書に、 陽 神先唱 曰、 妍哉 可愛 少女 歟、 陰 神 後 和 

之 曰、 妍哉 可愛 少男歟 と 有る が 如し、 古今 集 序に 「此歌 天地の 開け 初 まりけ る 時より W 来に けり」 と 有りて、 本 註に 

「天 浮 橋の 下にて 婦神夫 神と 成り 給へ る 事 を 云へ る 歌な り」 と 見え、 續 古今 集眞名 序に も、 夫 天 地 之 二 儀 共 成 一一 一物， 

化レ 神、 雌雄 之兩元 相ず： r 八州 分， 號、 然後有 二 和歌 一と 有る も、 尊ら 右の 唱和の 御詞を 指して 歌と は 一 K ふなり、 傳 四に 

註せ る を 見るべき なり、 、に は寶鏡 開始 章に、 天 鈿女命 則 手 持 r, 茅 纏 之^, 立，： 於 天 石 窟戶之 前， 巧 作 n 俳 俊， と 有る、 此 


事 をば 古語 拾 遣に、 巧 作，， 俳優， 相與 歌舞 云々、 仲， 手 歌舞 相與稱 曰、 阿波 禮阿那 於 茂 志呂. 阿那 多能 志、 阿 那佐夜 憩 

飫 憩と 書し、 叉 彼の 年中行事、； i 抄に謂 ゆる 鎮魂 歌 一 二三 四 五六 七 八 九十と 有る も、 拾遺に 凡 鎮魂 之 儀 者 天 鈿女命 遺跡 

と 見え たれば、 已に其 時の 神 詠た る 可き 事、 倚 十七に 委しく 註せ るが 如し、 古今 集 序に 「千 早 振る 神代に は 歌の 文字 
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も 定まらす 素朴に して 言の 意 別け 難 かりけ らし」 と 有る は、 右 等の 歌 共の 事を然 書され たる 者な り、 .f^、には此素斐鳴 

大 神の 八 雲 立の 御語是 なり、 同 序に 「然 有れ ども 世に 傳 はる 事 は 久方の 天に して は 云々」 荒 金の 地に して は 素 戔嗚尊 

より ぞ 起り ける 云々」 人世と 成りて 素戔嗚 尊より ぞ 三十 字餘り 一字 は 詠みけ る、 (素 戔嗚尊 は 天 照 太 神 Q 兄な り、 女 

と 住み 給 はむ とて ffi; 雲 國に宫 造りし 給 ふ 時に 八 色 雲の 立つ を 見て 詠み 給へ るな り、 八 雲 立つ W 雲 八重垣 妻隱 めに 八重 

垣 作る 其 八重垣 を」) と 見え、 其眞名 序に、 「然 i 世 七 代 時、 質人淳 情、 欲無レ 分、 接 歌未レ 作、 逮， 1 于 素戔嗚 尊， 到 

雲國； 始有， 一三 十字 詠 f 今 反歌 之 作 也、 其 後雖ニ 天神 之 孫 海 童 之 女， 莫 M 不 T 以， 一 和歌， 通... 情 者.， とも 書され たるが 如く、 

世に 傳 はる 三十 一字の 歌 はし も此大 神の 御言に 出て、 語 天地に 合 ひ、 感 神人 を 貫きて、 神祇の 御 情 狀をも 見 奉る 可 

く、 人世の 思慮 を も盡し 極む 可く、 妙に 奇 しき 物此に ffi 來れ りけ る は、 實 に此大 神の 御 ii わ 賜に なむ 有りけ る、 但し 右 Q 反 

歌 を 一本に 變 歌に 作る は 誤な り、 反歌 は 美自加 宇多と 訓む べし、 萬 葉 集の 例 短歌と 反歌と 相 通 はして 書け る是 なり、 

、に 天神 之 孫 海 童 之 女 云 六 の 事 は、 天孫 降臨 章 第 六 一 書に、 皇孫 因 幸， ー豐 吾田 津姬？ 則 一 夜而 有， 身、 皇孫 疑レ之 云々、 

然豐 吾田 津姬 恨，， 皇孫， 不„與 共 一一 目？ 皇孫 憂レ 之、 乃 爲歌之 曰、 憶 企 都 茂播、 陛爾播 眷戻耐 母、 佐 禰 耐據 茂、 阿 黨播怒 介 

溶 千鳥  ノ 

茂譽、 播磨 都智耐 理譽、 叉 海 宮遷行 章 第 七 一 書に、 彦 火- 見 尊 云々、 海神 則 以，, 其子豐 玉姬， 妻 之、 彦火々 95 見 尊 還 
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to 本書 紀傳 二十 一之 卷 寶级 出現 章  五 〇 二 

レ鄕 云々、 豐玉姬 云々、 乃 渉-一海 徑- 去、 于時彥 火. 見 尊 乃 歌 之 曰、 飫企都 1^ 利、 軻茂豆 句 志 磨 和 我 謂： i 志、 伊 茂 

播和素 邏珥、 譽能據 鄧敏鄧 母、 叉 是後豐 玉姬聞 n 其兒 端正-云々、 奉 レ報歌 曰、 阿 輞 娜磨迺 ^  ±f 訶利燔 II 利 51  ュ、 比 播 

伊 珮耐、 企弭我 * 贈 比 志、 多 輔妬句 阿利 計 利と 有るな ど、 神代 巳に 如 此く歌 詠 有りけ る も、 此大 神の 神 詠より 起り て 

上天 は 更なり 海宮に 至る 迄に 至り 及べり しなり、 況て 人世に は傳 へて 世に 弘く 行な はれぬ 可き 事な りかし、 (土 佐 日記 

に、 「昔 阿部 仲 麻 呂と云 ひける 人 は、 唐土に 渡りて 歸り來 る 時に、 船乘る 可き 所に て 彼の 國人錢 別し 別れ を 惜しみて 彼處 

の 詩作な どし ける、 飽かす や 有りけ む、 一 一十 日の 夜 Q 月 w づる 迄ぞ 有りけ る、 其 月 は 海より ぞ » でけ る、 此を 見て 仲麻呂 

の 主、 我 國には 斯る歌 をな む 神代より 神 も 詠み 給 ひ、 今 は 上中下 Q 人 も 箇樣に 別れ を 惜しみ 悅びも 有り 悲しみ も 有る 時 

に は 詠む とて 詠めり ける 歌 云々、 彼の 國 人聞き 知る まじう 思え たれ ども、 一一 目の 意 を 此の 男文字に 樣を書 W して 此の 詞 

傳へ たる 人に 云 ひ 知らせければ、 心 を や 問 得たり けむ、 甚 思の 外にな む 愛け る 云々」 と 見えた る も、 此八 雲の 神 詠より 起 

れる事 を 云 へ るな り、 偖て 世 Q 人 如何な りけ る 事に て か、 此大神 は 如 右く 歌と 云 ふ 物の 遠祖 神に 御 在し 坐し ける を、 其 

事と は 心 も 著 かすて、 彼の 和歌 三 神と 云 ふ 事 をのみ 其 神と 持ち 齋 きて、 益 荒 雄の 签荒猛 雄と 有るべき 行 ひは爲 す、 徒に 

風月に のみ 心 走りて、 女々 しく 拙劣き 歌 を 詠 ひ W すと 云 ふ は、 木より 此大 神の 御 心 を 心と 爲 ざる 蒙の 事 なれば 今 云 ふに 

も 足ら ざれ ども、 心 有りて 詠 ひ W でむに は. 其 詠 貢の 上 は 如何にも 有れ、 此大 神の 建く 速き 御行の 御狀 をな む 思 ふ 可き 

事な りけ る、) 六に は 乃相與 遘合而 生兒， 一大 己 貴 神， と 云 ふ は、 此大 神の 已に天 照 太 祌と御 誓約の 御 時に 生み 成し 奉らせ 

袷へ る は 、天神の 御子と して 天降し 奉らせ 給 ひて、 此 天下 萬 國を所 知 坐し め 奉らせ 給 はむ との 御 設共御 在し 坐せ る 御 事 


は、 已に傅 二十に 註せ るが 如し、 然るに 此に根 國に御 在し 坐すべき 事 は 置きて 淸宮に 留まらせ 給 ひ、 其 嫡后奇 稻田姬 

命に 其 御子 を 令 A 生 給へ る は 如何な りけ る 由 ぞと云 ふに、 此大神 はし も 本より 此國土 を 經營ら せ 給 はむ 御 心と 所思 ほ 

し 成らせ させ 給 ひて、 大いに 其 御 功業 共 を 勤めさせ 給 ふと 雖も、 終に は 彼の 根 國に御 在し 坐すべき 大 御身に 渡らせ 給 

ふが 故に、 其 御 功業 を受繼 ぎて 此國土 を經營 らしめ 給 ひて、 其 天 神の 御子に 安國と 平け く 所 知 坐し め 奉らせ 給 はむ 御爲 

なり、 然る は此 時の 國 土の 狀は、 已に伊 弊 掛尊は 根 國に罷 らせ給 ひ、 伊 #諾 尊 は 上天に 復命し 給へ るが 上に、 此大 神の 

根 國に御 在し 坐し ぬれば、 此ー K 下國 土に 主宰と 云 ふ 物 無ければ、 荒 振 神 所 を 得て 荒び ぬ 可き は 然る 物に て、 何時の 世 

如何なる 時 を 得て か 皇御孫 尊の 所 知し 看べき 時し は 有らむ と、 御子 大己贵 命 をして 己 尊の 御 功業 を 令 レ繼給 ふとな り、 

此に 因りて 其 御子の 生 ひ W させ 給へ る 後 は、 其御祖 神に 屬 けて 己 尊 は 放れさせ 御 在し 坐して、 種々 に 辛苦な め 進ら せ 給 

ひ、 其 御 勢力の 强 盛に 御 在し 坐して、 此大 神の 御稷 威に も 劣らせ 給 ふま じく 成らせ 給 はむ 御 有様 を 試み 給 ひて、 終に 根 

國に 入御 在し 坐 さむと なり、 然るに 其 大己貴 神の 御 事 を、 第 一 一 書に は此大 神の 御子 淸之湯 山 主 三 名 狹漏彥 八 島 野 神 御 

在し 坐して、 此神 五せ 孫 卽大國 主神と 有り、 第二 一  書に も 然後素 斐嗚尊 云- -所生 兒之六 世孫是 曰， 一大 己 貴 命 一と 見え、 古 

事 記 は 本より 六 世 孫に 御 在し 坐せ る傳 なりと 雖も • 此 正書 を 以て 正しき 傳と定 む 可き 事、 下叉傳 二十 ニ卷に 委しく 論 

つら ひ 註せ るが 如し、 偖其大 神の 御子 を 甚く 辛苦め させ 耠 へる 事 は、 古事記に 故 此大國 主神 之 兄弟 八十 神 坐、 然皆國 

者 避-一 於大國 主神， 所 n 以 避-者 云々 と 有りて、 其 八十 神の 爲に燒 殺され 給へ る 事 有り、 其 下に 爾其御 祖命哭 息 而參っ 上 

于天 f 請-一 祌産嚴 日 之 命 一 云々 と 有り、 、に 其 八十 神の 爲に冰 目 矢 を 以て 打殺され 給へ る、 爾亦其 御 祖命哭 乍 求 者 5：： 
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B 本書 紀傳 二十 一之 卷 寶叙 3； 現 章  五 〇 四 

レ見、 卽拆， 1 其 木， 而取 W 活 吿，， 其 子， 言 云々、 乃 速つ 遣 於 木國之 大屋 昆 古神 之 御所？ 雨 八十 神 党 追臻而 矢剌之 時、 自，， 木 

保， 漏逃而 去、 御 祖命吿 A 子 云、 可レ參 向 須佐之 男 命 所, 坐 之 根 堅洲園 T 必其 大神議 也と 有る、 极堅洲 國の事 は 論 有る 

事なる が、 是大 神と 后 神と 處を 別にして 御 在し 坐し ける 證 なり、 又 御祖奇 稻田姬 命と 御子 大己貴 命と 二 柱 共に 同處に 

御 在し 坐し ける 論な り、 若て 大已貴 命 其 御 父大神 Q 御所に 御 在し 坐し ける 所に、 其 女須勢 理爲賣 W 見爲， 一目 合， 而相 

婚還入 白 n 其 父， 言、 甚麗 神來、 爾其大 神 W 見 而吿、 此者 謂，， 之 葦原 色 許 男？ 卽 喚入而 令， 寢， 1 其 蛇窒， 云. -、 亦來 日夜 者 

入 n 吳公 與， 蜂窒， 云 .<、 亦 鳴鎬射 n 入 大野 之 中， 令：， 採 n 其 矢， 云々、 爾持 n 其 矢， 以奉之 時、 ihl 入 家 一而 喚 H 入 八 田 間 大窒ー 

云 々と 有りて、 其 御窘を 受け 奉らせ 給 ひて 其 事に 堪 へさせ 給 ひて 逃 退へ る 時に、 遙望呼 n 謂 大穴 牟遲 神， 曰、 其 汝所レ 持 

之 生 大刀 生 弓矢 以而 汝庶 兄弟 者 追つ 伏 坂 之 御 尾？ 亦 追 n 撥 河 之瀨？ 而意 鱧爲， 1 大國 主神 f 亦爲 ，1 宇都 志國玉 神； 而我 之女須 

世理 毘賣爲 U 嫡妻 t 而 於-一宇.^. I 能 山 之 山 本-於- 1 底津石 根， 宮柱布 刀 斯理、 於 i-lK 原- 冰像多 迦斯理 而居是 奴 也と 有る は、 

其 大己貴 神の 長な り を 見 行 はし 御 在し 坐して、 其大國 主神と 申す 御德を 授け 傳 へさせ 給へ る 御 政に て、 此素戔 嗚大神 

の 御 盛業の 美事 此に 過ぎた る は 有る ベから すなむ 御 在し 坐 じけ る、 (右に 引ける 文に 根 堅 洲國と 有る に 論 有りと 云 ふ 

は 全く 其 御所の 事 を 云 ふに て、 根國に 入御 在し 坐して より は 以前の 事な り、 其 前文に、 乃 速 JI 遣 於 木國之 大屋 毘 古神 

之 御所， と 有る に續 ける を 思 ふに、 其は傳 二十 卷に已 に 註せ るが 如く、 神 名 式に、 紀伊國 名 草 郡 伊太 祁會 神社、 名 神大、 月 

次 相 嘗新嘗 と 有る 此 地の 事と 聞 ゆれば、 其 素 戔鳴大 神の 御 在し 坐し \ は、 同 在 田 郡須佐 神社、 名 神大、 月次 新嘗と 有る 

此 地なる 可き 事、 已に傳 1 に 云へ るが 如し、 然れば 其 下 文に、 故爾追 n 至 黄泉 比 良 坂-と 有る も、 右の 根 堅洲國 より 引か 


れ たる 文に て 疑 はしき 事共な り、 f!-,- 辨へ てむ を 考へ合 はす 可し、) 七に 其 宮首を 任し^へ る 御 政な り， 因 勅 之 曰、 

吾 兒宮首 者卽脚 摩？！^ 手 摩 乳 也、 故赐， 一 號於ニ 神， 曰， 1 稻田宮 主神， と 見えた る、 此事 古事記に も 於レ是 喚-其 足名椎 神-一 百、 

汝者 任-一 我宮之 首？ 且食- 一名 號稻田 宮主須 賀之八 耳 神 一と 有り、 吾 兒宮と は 其 后神奇 稻田姬 命と 兒神大 己 貴 神と を 棲ま 

せ 進ら せられて、 己 尊 は 何れに か物爲 させ 給 はむ との 御 結構 御 在し 坐し ける が 故に、 其 足 摩 乳 手 摩？^ 神 を 任じて 其 御 

兒大己 貴 神の？ § キと 成し 進ら せられた るな り、 然る は 1 柱 は 女神に 坐し、 1 柱は兒 神に 御 在し 坐す が 故に、 萬 を 右の 二 

神に 委任 させ 給へ る 御 事な り、 纂疏 に、 宮 首猶， 一 後世 六 宮之職 一也と 註 させ 給 へれ ども、 猶 後世の 東宮 傅に して 六宮職 

を 兼ねた るが 如くに こそ は 有りけ らし、 東宮職 員 令に、 傅 一 人、 掌 T 以 -1 道德 一輔？ 導 東宮 上と 見え、 叉 東宮 坊大夫 一 人、 

掌 二 吐納啓 令、 宮人 名 帳、 考叙 宿直 事， と 有る 是 なり、 其六宮 職と 云 ふ は、 職員 令義 解に、 中宮 職 (謂皇 后宮 其 太皇太 

后 皇太后 宮亦自 中宮 也) 大夫 一 人、 掌，. 吐 納啓令 (謂 納， 一 啓 於 上-吐 二 令 於 下-也) 事， と 有る、 右 等の 職掌 を 併せ 兼ねた 

るが 如くして 其 兒神を 傅き 奉り、 其 淸宮の 萬 機 を 執行し 給へ る 事、 右に 稻田宫 主神と 御名に 食せ 給へ る を 以て 曉る可 

き 者な り、 凡て 官を 置かせ 給 ふ 初 は、 四 神 ffi 生 章 第 十 1 一書に 叉因定 -1 天邑 君-と 見えた る、 是 人世に 至りて 國造縣 主 

を 任し 脇へ る 事の 起り なり、 叉 古語 拾遺 天石窟 段に、 令 =1 大宮賣 神 侍- 1 於 御前？ 豐 磐間戶 命输： 磐 問 戶命ニ 神 守 n 衞殿 門-と 

書され たる、 是內官 を 被 置た る 事の 初めて 物に 所見た る始 なる 由、 傳 十七 •  二十に 巳に 註せ るが 如しと 雖も、 其 は天宮 

の 御 事な り、 此は素 妾嗚大 神の 淸宮を 右の 二 神に 委任ね て 唯に 其 傅と 成し 給へ るが 如しと 雖も、 却に 此 一事に は 止ま 

る 可から ざる 御 事な り、 其大 神の 此淸宮 を本宮 として、 又處々 の 行宮に 御 在し 坐し つ &も、 此大 八洲 國は 屯す も更 なリ、 
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tn 本書 紀傳 二十 一之 卷 寳劍 出現 章  五 〇 六 

大地 萬國 Q 全 を 統御し 看させ 給へ るに は、 許 多の 官々 の 神 等 を 任して 各 其 職 を 以て 令， 1 仕 奉, 給へ る 者と なむ 所見たり 

ける、 然れば 右の 淸宮 はし も此大 神の 根阔に 罷り 御 在し 坐す までの 本宮 たるの みならす、 其 を 傅へ て 御子 大國 主神の 天 

下 を 主領き 御 在し 坐し ける 宮所 なる 事 は 本より 知られ、 叉其大 神に 從ひ 奉られし 官々 の 神 等 は 皆 此大國 主神に 從ひ奉 

らる i 所 由此に 在る 事な りけ らし、 (猶素 斐嗚大 神の 根國に 入らせ 給へ る 迄に は、 大山 津 見神の 御 女神 大市 比寶 命に 娶 

給 ひて 御子神 等 を 令レ生 給へ る 御 事の 御 在し 坐す より 始めて、 世に 太 じき 御 功業 を 立てさせ 給へ りし 御 事の 御 在し 坐 

す を、 其は此 下より 以下に 云 ふべ ければ 就て 見る 可し、 )〇 素戔嗚 尊曰是 神^ 也 は、 第三 一 書に 別 有， 一 一 と 見え、 第 

四， 一 書に 尾 中 有 一一 一 神^, と 有る 是 なり、 訓み 来れる 任に 右 等の 神 一  ^叉 古語 拾遺に 靈 31 と 作る、 共に 同じく 阿 夜 志 伎 

都留 岐と訓 むべ し、 古事記に は 故 取 二 大刀， 思 二 異物 一而と 有る は、 其 上文に、 故 切 二 其 中 尾， 時 御 刀 之 毀、 爾思, 怪以ニ 

御 刀 之 前， 刺割而 見者、 在， 一都 牟_ ^之 大刀， と 有る 思レ 怪の赏 に對 へたる 者に て、 殊に 委しき 傳 なり、 偖此 神^ を？.：： て 

神異 しき 物と 所思し ける 所 由 は、 此 時の 素 斐嗚大 神の 御 心 を 想像り 奉る に、 蛇 尾より 斯る神 の 出た る 事 本より 怪しま 

ムラ クモ  ミ ィキォ t 

せ 給 ふ、 其 第一な り、 其劍を 有て る 大蛇の 上に 常に 雲 氣の立 覆へ る 是其 怪しませ 給 ふ 第二な り、 叉 其 祌劍の 神 氣御在 

し 坐して 甚神々 しく 有りて、 此國 土の 有なら す 正しく 天神の 神 物なる 事 を 見定めさせ 御 在し 坐して、 然るにても 如何に 

してか此神8-の大蛇の有とは成れりけむと：^1しませ給ふ、是第三なり、次に乃上っ獻於：大神>也と有るを以て其御心の程 

を 見 奉る 可し、 此神字 を 阿 夜 志 伎と 訓 める 例 は、 此第六 一 書に、 于時祌 光照， 海 忽然 有-一 浮來 者，： 神武 天皇 戊 午年 御紀 に、 

乃 蓮-神 策 於沖矜 T 崇神 天 皇七 年御紀 に、 蓋，. 命 n 神鼹， 以極 * 致 レ災之 所 由 i 也、 雄 略 fK 皇御紀 に 、天皇 產而神 光滿レ 殿と 見 


又 画一 (二士 一丁) に、 圖|、 神電 など 有る 是 なり、 凡て 阿 夜 志と 一 S& しも、 望に 云へ るが 如く、 其 見たり、 

U ト 夜と 指し fiii る、 其！ iif  iir;::^p 

； iil  、天 爲き而 I、 故云|、  II  lir  ：:  "r!" 

i、 き 明き ：3 メま 子等 piff て、 ilil"^  一 

Z に、 如 聞、 眞貴 久、 奇母、 神左備 震、 叉、 三十 七 丁) 某 得、 名 不知、 I、 座神香聞 l(rr (十 U 

蒸、 靈寸 物香、 七 (三十 丁)  ％% モ殊、 欲服、 此暮可 聞、 又、 (三十 六 丁) 電、 Ih^u 

こ、 I  SI  i、 養 章、 f  01 十一 (五 丁) に、 ！ ？は c、 

(六 丁) 懷、 霊、 相 依 無、 叉、 (二十 六 丁) 辰 I 成、 不 電怪、 十二  (二十 六 丁) に、 III  I  ■ 

t  (十五 丁) に、 安 夜 I 毛、 霞 伎 和 多 流 香な ど 見え、 變 記に 奇， 字を米豆良志 久、 又 阿也 之 支と S り、 . 

"や uriii る を、 la 其 lii 神 lii し；： 

iii と 云 ひ、 In  oil 乎 は、 第 四  一 0J^^^^ 

書され、 1111  .til 機て、 此 iii  可；. h 文 

き、 然る ま傳 二十に 委しく 云へ るが 如く、 上 豪 一一 ゴ 書に、 I 籠 鳴 尊 曰、 諸藝 我、 H ぁ不 T 

與 |,. 相見靈 自重 敷、 8 扇 まま ま 天-と f まと S びて、 總て §ii 太 5 大 御意 を 

五 ( ) 七  • 
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御 心と 爲 させ 給 ひて、 露 も 己 尊の 自由なる 私の 御行 ひの 御 在し 坐 さすして、 此に 吾心 淸 々之の 御言に 發 はし 給へ るが 如 

く、 實に淸 き 明き 正しき 直き 御 志操の 御 程感け 奉る にも 餘り 有る 御 事に なむ 御 在し 坐し ける、 然れ ば此に 大蛇の 尾 中 

マ カリマ ヲシ 

より 神^ を 得させ 給へ る は 、巳に 天 照 太 神に 辭 見 の 御 事 を 聞え させ 御 在し 坐して、 根國に 罷り 御 在し 坐 さむと て 天上 

より 天降り 御 在し 坐せ る 後の 御 事 なれば、 奏させ 給 はすと も 有りぬ 可き 御 事なる を、 甚如此 くし も 所思 着ける は、 已に 

其 男 御子 を さへ に 奉らせ 給 ひて、 萬の 御 事共 は 天 照 太 神 Q 御所 置に 從ひ 奉らせ 給 はむ とに なむ 御 在し 坐. „< ける、 (纂疏 

に、 何 敢私以 安 者、 至 公 無我 也、 吾心 淸， -之 一一 一一 Is, ー于此 f 蓋 以，， 神 奉，， 日 神， 者、 其 意欲 T 傳， 1 之 天孫， 而爲 k 王 之 厘， 

と 有る は、 實に 謂れた る御說 共な り、) 私 は 公 字の 對 なる 事 誰も 知れる が 如し、 例 は 天孫 降臨 章 第二 一書に、 是後 

神 吾田 鹿 葦津 姬見， 1 皇孫, 曰、 妾 孕， 一天 孫 之 子？ 不レ 可， ー私以 生， 也、 其 第五 一書に も、 故 吾田 鹿 葺津姬 抱， 子 而來進 曰、 

天神 之 子 寧 可- 1 以私養 一 乎、 故 吿レ狀 知 聞と 有る を、 古事記に も、 故 後 木 花 之 佐久夜 S ま買參 W 白、 妾 妊 身 今 臨，, 産 時つ 是 

天 神 之 御子、 私不 レ可レ 産、 故 請と 有る 私 も、 其 事 を 表立て 公に 申させ 給へ る 時の 語な り、 神 功 皇后 御紀 に、 令， 一三 軍, 

曰 云々、 貪 レ財多 欲、 懐 レ私內 顧、 必爲レ 敵 所 レ虜と 有る 懷私は 公事 を 忘る- -を云 ふなり、 續紀第 十六 詔に、 大宮 乎將圍 

ミィ クサ ァラハ 

止 云而私 兵備 布 止 聞 看而と 有る は、 官軍の 公なる に對 へて 私と 云へ るな り、 第二 十五 詔に、 朕 私 父母 波 良 何 良 S 至 麻 

0. 可 レ在狀 任 止 上赐比 治赐天 云々、 伊 何 ほ m 恐久 私 父母 兄弟 S 及 事 得牟、 甚恐 a 進 母 不知、 退 S 不知 止 伊奈 備 奏 

と 有る は、 解に 「淡路 天皇の 大御 位に 卽 かせさせ 御 在し 坐して、 聖武 1K 皇太 皇太后 太 上 天皇 を 御 父母と 頂き 給 ふに 對 

へて 詔り 給 ふなり」 と 云 はれた るが 如く、 其 御 本 生の 御 親族 を 指して 私と 宣べ 給へ るな り、 叉 其 第五 十四 詔に、 其 高 


御座 IK 之 日 嗣座波 非， 1 吾 1 人 之 私 座， 止奈母 所思 行 項 と 有る も、 天下 Q 公なる に對へ て 私 座と 宣べ 給へ るな り、 叉 田 令 諸 

國 公田 義 解に、 謂， 1 公田， 者乘田 也と 云 ひ、 叉 公私 田義 解に、 謂，， 位田 賜 田 及 口分田 墾田 等 類 f 是 爲，, 私 田： 自餘者 皆 

爲， 1 公田, 也と 有る、 公私の 對も 本より 右の 例なる 事 云 ふ も 更なり、 叉 源氏の 卷. <  に 公私と 云 ふ 事數も 知らす 多 在る を 

見る 可き なり、 (叉 桐壶卷 に 「此君 をば 私物に 思 ほし 傅き 給 ふ 事 限り無し」 と 云 ふ 語 有る は、 眞に此 君の みは 我鍾愛 

の 物と 取り立て 殊に 傅 づき 思し 給ふ義 なれば、 叉 右の 例 共に 同じ、 又 「私に も心閣 かに 罷 ffi 給へ 云々」 帚 木に、 「如 

何 は 私の 主と こそ は 思 ひて 侍め る を」 榊に、 「殿上人 共 も 私の 別 惜む多 かり」 須 磨に、 「位 を も 返し 奉りて 侍る に、 私 

ざまに は 云々」 叉 「侍に は 親しう 仕う 奉る 限 は 御供に 參る 可き 心 儲して、 私の 別惜む 程に や 人目 も 無し」 又 「內 侍の 

かみの 御 許に 例の 中納言 の 君の 私事の やうに て 云々」 明 石に、 「入道 は 彼國の 得意に て 年頃 相 語ら ひ 侍り つれ ど、 私 

に 少か相 恨る 事 侍りて」 少女に、 「此は 御 私 ざまに 內々 の 事 なれば、 數多 にも 流れす や 成りに けむ」 玉 K に、 「唯 某ら 

が 私の 君と 思ひ& して 頂に なむ 捧げ 奉る 可き」 初音に、 「私の 祈 は 何 許の 事 を か」 など 聞 ゆ、 叉 序に、 「爭で 物音 試て 

しがな、 私の 後 宴 有るべし と宣 ひて」 野 分に、 「宰相の 君內 侍な どの 氣は ひ爲れ ば、 私事 も 忍 やかに 語ら ひ 給 ふ」 行 

幸に、 「公の 事繁 きに 私の 志の 深から ぬに や」 若菜 上に、 「私 ざまの 御 後見 無き は ロ惜げ なる わざに なむ」 叉 「我が 私 

の 殿と 思す ニ條院 にて 御 儲は爲 させ 給 ふ」 若菜 下に、 「世 中速な く 思 ゆる を、 心 易く 思 ふ 人々 にも 對 面し、 私 ざまに 

心 を 遣りて 閑 かに も 過 さま 欲くな むと 云々」 叉 「宮 仕への 程 も 物 進まし きに、 私の 願 一一 一一 II に 靡き 己が じ \ 哀を盡 し 云 

々」 柏木に、 「神事な どの 繁き頃 ほひ、 私の 志に 任せて 隱り 居たら む も、 例なら ぬ 事な り」 横笛に、 「公の 御 近き 衞を 
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私の 隨 身に 領ぜ むと (1^ ひ 給 ふよ」 御 法に、 「年頃 私の 御 願に て 書かせ 奉り 給 ひける 法華經 云々」 竹 川に、 「辨 {a は况て 

私の { お 仕 怠りぬ 可き 任に 然 Q みや は 思し 捨てむな ど 中し 給 ふ」 叉 「私の 思 ふ 事 叶 はぬ 歎きの み 云々」 橋姬. に、 「^ 別 

れ 侍りに しも 私事に は 飽かす 哀 うなむ」 椎 本に、 「皆 私の 君に 心 寄せ 仕 奉り 給 ふ」 總 角に、 「公に も 私に も御畈 の S 申 

し 給 ひて」 寄生に、 「宮の 御 私事に て 云々」 叉 「其 程の 事 は 私事の やうに ぞ有 りけ る」 一お. 屋に、 「唯 私の 君の 如く m 心 ひ 

傅 づき 奉りて」 叉 「彼 Q 宮の 御前に て 甚人氣 無く 見えし に、 多く 思 ひ 一お してければ、 私事に 思 ひ傅づ かまし を、」 又 「憤 

かしき 私の 心 Q 添 ひたる も 苦し かりけ り」 浮 舟に、 「年 改まりて 何事 か 侍ら ふ 御 私に も 如何に 樂 もしき 御悅 多く 侍ら 

む」、 叉 「私の 罪 も 其に て滅 ほし 給 ふらむ」 叉 「私に 訪 らふ 可き 人の 許に 詣で來 るな りと 云 ふ 私の 人に ゃ艷 なる 文 をば 指 

取らす る」 蛤に、 「私の 御 志 も 中々 深さ 勝りて なむ 」 手 習に、 「左衞 門は此 私の 知りた る 人に 饗應 ふとて 云々」 など 有る 

. を 思 ひ 亙して 知るべし、 名義 抄に： 字 を 和 多久志 ；. 乂牟古 叉 比 |i 加 爾又知 比 佐 志 叉牟都 麻自又 阿比 牟古叉 加 多 麻 志 叉 加 

カナ タ コナタ 

久 流な ど訓 めり 首義は 我方 來と云 ふ 事に て， 物 を 我方に 寄せる におで たるなる 可し、 方 を 多と 云 ふ 事 は 彼方此方の 仔 有 

オケ ラャ  - , 

る是 なり、) 〇以 安 乎 は官本 金澤本 共に 舊訓於 IS 良 牟夜登 詔 給 比 氐と訓 めり、 卽ち將 二 置 有-乎の 義 なり、 然れ ばルに 

例して 緣 起の；. i 藏乎を も 乎 佐 米 於 加 米 夜 母 登 詔 給 比 氐と訓 みつ 可き 者な りかし、 古語 拾 遣 神武 天皇 段に、 其 物 旣備、 

天 富 命 率 ニ諸齋 部？ 捧 n 持 天 璽 鏡^ r 奉レ 安，， 正殿 T 幷懸， 1 瓊玉 T 陳， 一 其 弊 物-云々 と 見えた る 奉 レ安を も、 此の 如くに て 奉 

レ i と訓 むべ き^なる 是 なり、 但し 此の 以安を 於祁良 牟と訓 みて は、 此 神^に 就きて は 無禮き 云ひ樣 なりと 雖も、 此時は 

大蛇の 尾 中より おでたり と 云 ふの みに て、 未だ 天神の 御物な りと 云 ふ 事の 詳 なら ざり ければ、 此時は 己 尊の 私の 神贅 


オケ ラム 

なり、 然れば こそ 大 神の 御 一一 目に は 麻 都 流と 云 ふ 崇辭を 添へ て 宣り給 はざる なりけ らし、 此以安 は、 w 雲 風土記 意 宇 郡 母 

理鄕條 に、 所レ造 n 天下- 大神 大穴 持 命 (中略) 但八雲 立 ffi 雲國 者、 我 靜坐國 、靑垣 山 廻 赐而王 珍 置 賜而守 詔、 故 云- 1 文 

理- (神 愚 三年 改 11 字母 理-) と 有る 置に 同じき 事 本より なり、 叉傳 十七に 註せ る 如く 古に 神に 奠る 物に も 唯 置と Q み 

云 ひける は、 彼の 千 座 置戶は 更なり， 幣 ilm に 置と 一 K ふ 事 古言の 常 なれば、 麻 都 流の 言 は 添 はすと も 何 か は 苦し かりぬ 可 

き、 其 上 古事記 日代宮 段に、 以-其 御 刀 之草那 藝^?  S, 一 其 美 夜 受比賣 之 許 f 而 取， 一伊 服 岐能山 之 神-幸 行 (中略) 此時 

少女 宋上  我 E  0  大刀  其 大刀 

御病甚 急、 爾御歌 曰、 袁登賣 能、 登 許 能 辨爾、 和賀淤 岐斯、 都 流 岐能多 知 •• 曾 能 多 知 波 夜、 歌竟卽 崩と 有りて、 文に 

も 置と 有り、 御 歌に も 淤岐斯 と 詠ませ させ 給へ り、 此事緣 起に は 其 後 語 二宮 酢姬ー 曰、 我歸ニ 京華 ー必 迎ニ汝 身； 卽解 レ^ 

授曰、 寶 n 持 此^- 爲 -1 我 床 守？ 時 近習 之 人 大伴建 日臣諫 曰、 此不レ 可， 留、 何者 承つ 聞 前 程 f 氣吹山 有 >1暴 惡神 f 若 非- 劍 

氣 1 何 除- 1 毒害？ 倭武尊 高言 曰、 縱 有-, 彼 暴 神 T 擧レ 足蹴 殺、 遂留レ 上レ道 到-一 氣吹 山-云々、 旣而 過-一 鈴 鹿 山 T 病 痛危迫 

ォキマ ツル  / 

故 歌 曰 一 K-<<、 而 已倭武 尊奄然 遷化 之 後、 宮酢 姬不レ 違- 1 平日 之 約 ^ 獨 守-御床 一安 n 置 神 9-- と 有り (此 安置 字 も 其 御 歌に 淤 

岐斯と 有る に 依りて 然訓 むべき 事 云 ふ も 更なり、 安 字 は、 名義 抄に 夜須 志と も於久 とも 那牟 叙と も 登 豆と も伎毘 志と 

も 阿都志と も 志 豆加奈 利と も 伊豆 久叙 とも 佐陀牟 とも 於 佐 布と も訓 めれば、 此の 以安乎 を 於 祁良牟 夜と 訓 みて 允に 當 

れる 者な りかし、 字 も 亦 安置と 熟する 事 人の 知れる が 如し、) 〇 天神 は 古語 拾 遣 も 然^、 第 四 一書に 上 コ奉於 天-と 有 

る は、 其 高天原 を 云 ひて fK 神の 御 事 を 略 かれたり し 者な り、 古事記に は 白 つ 上 於 天 照 太 御 神 一也と 見え、 緣起 にも 獻-, 

於 天 照 太 神, 也と 有る 是れ なり、 傳 常に 天神と 申す 時 は 凡て 天上に 御 在し 坐す 限の 諸 神の 稱 なる 事、 此 大地に 在ら ゆ 
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る 衆 神を國 神と 云 ふに 本より 同じ 事な り、 然 りと 雖も此 に區別 有る 事に て、 古事記に 謂 ゆる fK 之 御中 主神 以下 を 結め 

て 上 件 五 柱 祌者別 天神と 書され たる は、 別 天に 亙る 神に 御 在し 坐す 謂なる 事、 偉一 に 註せ る 如く なれば、 同じく 神 

と 申し 奉る 中に も 殊に 上が 上 なれば 今 云 ふ 限に 非す、 おの 如く 打ち 任せて 天神と 申し 奉る は、 天 照 太 神に 渡らせ 給 ふと 

所思し き は、 彼の 瑞珠 盟約 章 第一 一書に 天 孫と 書かれた る は、 古事記に 天神 御子と 作る、 此と 其訓を 同じく 爲べ 

き 由 巳に 傳 十四に 註せ りき、 斯 るに 其 第三 一 書に は 其 を 日 神 之 子と 有る を、 fK 孫 降臨 章 第一 一 書 猿田彥 神の 一一 目に 天 照 

太 神 之 子と も 天神 之 子と も. &し 給へ る、 是卽ち 天 照 太 神 を 打ち 任せて 天神と 申し 奉る 可き 確證 なる 者な り、 斯 るに 其 

天神 之 子 を 叉 日 神 之 子と も 相 通 はして 申し 奉れる 狀を 以て 思 ふに、 此天照 太 神 をし も 天神と 申し 奉る は、 尋常に 云 ふ 

天上に 御 在し 坐す 神と 云 ふ 義には 非す して、 日 神と 申し 奉る に 同じ、 其 は 四 神 W 生 章に、 於是 共生， 一日 神 一 云々、 自 

當.， 早 这，， 于天， 而授 S 以 天上 之事， と 有る は 更なり、 神武 天皇 戊 午年 御紀 に、 今 我 是日神 子孫 而向， 日 征：， sir 此 逆，， 天 

道, 也と 見えた るな ど、 日 を 天と 云へ る 例 なれば、 此に 天神と 申し 奉る は 曰 神と 稱へ 奉る に 等しく して、 自餘の ；穴 神 

の 例と は 同じから ざる 者に なむ 有りけ る、 其は傳 六に 云へ り、 考へ合 はす 可き 者な り、 (此に 就て 今 思 W たりけ らく 

は、 伊勢 風土記に、 神 倭 磐余彥 天皇 自，， 彼 西宮, 征， 1 此 東洲, 之 時 云， <<、 迺勅 n 詔 fK 日 別命  >  曰、 國有 ，1 天津 之 方， 宜レ平 n 其 

國？ 卽 赐ニ標 ％<f 天日 別命 奉 レ勅東 入，, 数百 里， 云々 と 見えた る、 IK 津之 方と 一 K ふ津は 例の 處 字の 義 にて、 日 之 方と 云 ふ 

に 等し かりぬ 可き 事、 本文に 引ける 御紀に 引き合 はせ て 知るべし、 若て 日 之 方と IK ふ はま 方と 云 ふ 事なる にて、 其 IK 

til 別命と 云 ふ も天柬 別命と 云 ふ 事に て、 東 國を搔 き 別けて 一 一 目向耠 ひし 由と 通 ゆ、 此等も 日 を 指して 唯に 天と 云 へ る證 


f、 猶日を 天と 一 ふ 事の 說は、 已に傳 一 卷. 十二 卷 にも 委しき 說 共有り、 )〇 上獻 は、 第 四 一 書に 上 n 奉 於 天 一と 有る 上 

マ ヲ- ンテタ テマ ッリ 

奉 を も 共に 官 本に 多 氏 麻都理 阿具と 訓 める. 其 意 を 得て 多 氐麻都 理阿宜 給 比 伎と 訓 むべき なり、 古事記に は 白； 一 上 於 

タマ ヒヰ 

天 照 太 御 神- 也 と 有る 白 上 也 は、 白 而上理 給 比 伎と 訓 むべき 所なる にて、 其 は 上に 巳に 註せ るが 如く、 白 は 其 八岐大 

蛇 を 討ち 平げ させ 御 在し 坐して、 其 神劍を 得させ 給へ りし 事の 消息 を 奏聞 えさせ 給へ る を 云 ひ、 上 字 は 多 氏 麻 都 流と 

訓 みて、 此の上 獻 に 當れる 所なる 是 なり、 然る 訓み Q 例 は. 其 は 九月 十 一 日 奉 _.1 伊勢 太 神宮 幣- 儀に、 勅，； 忌 部 參來っ 

忌 部稱唯 升レ殿 跪、 拍レ乎 四 段、 先 執 n 豐受 宮幣 f 授 -1 後 執-太 神宮 幣 (拍手 如レ 元) 自持 復レ版 (毎レ 執レ， 幣拍レ 手 一段) 

訖 勅-一中 臣參來 T 中 ほ 稱唯升 レ殿跪 侍、 勅-一好 &天 奉禱 r 中臣稱 唯復レ 版と 見えた る、 好 申 天 は 中臣の 祝詞な り、 奉 は 

忌 部の 幣帛な り、 此を 以て 右の 白 上 は 其の 事柄の み を 白 させ 給へ るに も 非す、 叉 神^の み を 唯に 奉らせ 給 ふ 計りに て 

は 非ざる 事 を隨る 可き 者な り、 猶太 神宮 四月 神 衣祭詞 に、 和 妙 荒 妙 乃 織 乃 御衣 乎 進 事 乎 中 給 止 申、 荒 祭宮爾 毛 如是 巾 

天 進 止 宜 (漏宜 內人稱 唯) 又 六月 月 ff! 祭 (十二月 准 レ此) 九月 神嘗祭 等詞 に、 天 照 坐 皇太神 乃 大前爾 申 進 S 天津 祝詞 

乃 太 祝詞 乎 神主 部 物 忌 等 諸 聞 食止宣 (禰 宜內人 等共稱 唯) 云々、 荒 祭宮月 讀宮 如是 久申 進止宣 (神主 部共稱 唯) と 

有るな ど 皆 右 Q 狀に 異ならざる なり、 (伹 右の 古事記の 白 上 字 は、 記 傅に 麻 袁志阿 宜多麻 比 伎と 訓 まれて、 其 下に 少 

名 鹿古那 神の 寄り 來坐 せる 所に、 故爾 白つ 上 於 祌産巢 日 御藏 命 一 者 云々 と 有る と 同じ 趣 Q 所なる に、 .Ml 上の 訓の替 る 事 

をば 如何と 思 ふらむ 人 も 有るな めど も、 始 なる は 右の 如く 事 を 中して 神 31 を 奉れるな り、 次なる は 唯 事 を 申す のみに 

して 奉り 物 非 ざれば、 本より 其訓の 異なる 可き 事 論 を 待た す、) 诸此を 露』  1 に、 進 雄 尊蓋以 >1 神 i-- 奉 n 日 神-者、 其 意 
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-砍下 傳ニ之 天 孫， 而爲 * 百 王 之 璽. - 也と 注させ 給へ る は、 實に 其蹟を 探り 得させ 給へ る御說 にて、 愛た しと も 何とも 云む 

は 中々 に 愚なる 事共な り、 若て 此に乃 上獻と 見えた る 乃 字 は、 上に 粗 云へ るが 如く、 其 事 を 打ち 置かせ 給 はすして 直ち 

に 速に IK 神の 大御 許に 上 獻らせ 給へ るなる 可から む 事 は、 上文に 吾 何 敢私以 安 乎と 有る 文に 照らし 合せても 知らる- 

事なる を、 第 四 一書に、 素 ff 鳴 尊 曰、 此不， 可， ー以吾 私用， 也、 乃 遣，, 五世 孫 之葺根 神， 上 n 奉 於 1K, と 見えた る 五世 孫 

と 云 ふに 驚きて、 其 上天に 捧げ 奉らせ 給 ひける 御 事 をし も、 此大 神の 根國に 入御 在し 坐 さむと 爲 させ 給へ りし 其 際と 

爲る事 は、 甚々 祥 はしからざる 說 なる にて、 若し 其 如くなら むに は. 其 就べ き阈 にも 幸 行す して 此國 土に 永く 留まらせ 

御 在し 坐せ る 事の 意見え 難く、 又此大 神の 國 土に 廣く 厚き 御 功業 を 立 させ 御 在し 坐し ける 其 較略を も 見 奉り 知る ベ か 

ら すして、 甚々 物損な ひなる 說 なむ w 來 める、 (且其五世孫9<之葺根祌と申す五世孫は誤なるにて、天之^1^^根神と申す 

は 其實は 五十猛 神の 御 事に 渡らせ 給へ る 由、 上の 細 書に 粗 云へ る を、 傳 二十 五卷に 就て 說く べきな り、 古史 第 七十 九 

段徵に 「古事記に 故 取，， 此 大刀， 思 n 異物 一而 白 TT 上 於 W< 照 太 御 神， 也と は 有れ ど、 其 時速に 奉り 給へ ると は 聞え す、 唯 其 

事の 因に 記した る 迄の 文な り、 唯書紀 正書に 乃 上 n 獻於 天神， 也と 有れ ども、 此乃字 は 助辭に 等しき 用 格に て、 得る と 

直に 獻り 給へ ると 云 ふ證と 成す 程の 字に 非す、 其 は 乃 遣， 一 五世 孫 天 之 葺根神 一と 有る 乃 字 を 以て 隨る 可し、 五世 孫 を 遣 は 

さむに 如何で 乃と は 云 はむ、 此 にて 助 字に 等しき 事 を 知るべし 云々」 と 云 はれ たれ ども、 此 五世 孫と 云 ふ 1 を 立て、 自 

餘の 直ちに 獻り 給へ る 正しき 傅まで も 破られた る は 中々 なる 强說 なり、) 若て 下舉集 草雜^ 條に、 昔 天 照 太 神 御 弟 素 

妻嗚尊 配， W 雲 州， 時、 持-十握3^而割-大蛇尾？ 尾 中 有，， 寶劎 フ初此 蛇帶， ^時 其 尾 常 有， 1 雲氣 f 故 曰-天 叢雲 31- 也、 尊 _ 


^5き，ぉ；，：！|£^|^ま^4£、4«我所ーー遣失っふ0也と有りて、 初より 皇太 神の 所持し 給へ る 趣なる は妄事 かと 思ぶ- 

i、 天 淵 記に、 素 戔嗚尊 奉-; 劍-大 照 太 神 T 太 神 曰、 我屛 >1 天 岩屋 1 時、 落-, 此^ 江 州 伊 布 貴 山 r 是我神 ゆ： 也と 有りて >  此 

時に 皇太. 神の 御物と 詔り 給へ る 此大御 一一 一 曰 はし も、 素 斐嗚大 神の 御 使と して 參 升ら せ 給へ りし 五十猛 命 亦 名 ギへ之 葺根神 

の受赐 はり 專 へさせたり つらむ を、 史籍に は 漏れて" 波の 國 人の 口 傳 せる 者と 見えた る が、 實 に 其 謂れ 有る 事と なむ 所 

思し かりけ る、 其 は 上に 委しく 書せ るが 如く、 彼の 八岐 大蛇の 事 は. 神社 考に、 素 妻 嗚尊在 雲 園-斬- -八岐 蛇 T 尾 中 

有，， 神^? 所謂 天 村雲劍 也、 尊 獻，， 之 于天照 太 神？ 太 神 云、 是 入-," 大岩戶 -時隕 -ー於 近 江 國伊布 貴 山- 予惟 日本 武尊 所レ佩 

之纽、 乃素戔 嗚所レ 獲- 于蛇 尾-者 也、 故 八岐蛇 靈爲レ 求- 1 其舊 物- 而當 n 于尊之 行 道-也、 是以 一一き 1 膽吹 神八岐 大蛇 之 所 

,.變 也と 有りて、 其八岐 大蛇と 云 ひける は 氣吹雄 命 亦.， 名 多々 美 比 古 命と 一 K ひける 神の 化れ るなる を、 竹 生島緣 起に、 霜 

速 彥命生 三 兒氣吹 雄 命 坂 田 姬命淺 井 姬命天 n 降-坐 豐 葦原 水 穗國- と 所見た る、 此事を 大日 本 根子 彥太璦 尊 (號 -1 孝靈ー K 

皇，) 二十 五 年 乙 未と 係け たれ ども、 其 は 竹 生 島の ffi 來 始め を 云 ふとて 其に 引かれた りし 者に て、 其實は 神代の 事な 

りけ む を、 其 時 はし も 何れ Q 時 か は 有らむ、 皇太 神の 伊 布 貴 山に 隕 させ 給へ る を 天上より 奪 ひ 去れる たら ざらめ ど 

も、 其 山に 天降り 著き てより 彼の 神^の 主と 有りて 祕藏 りけ む を、 此 素斐嗚 尊の 御爲に 斬られ 奉りければ、 終に 其 神 

0 元の 天 照 太 神の 大御 許に 此に 於て 復れ るな り、 其 大蛇 を 言 向て 國土 人民 を 損傷る 抂事 無から しめ.. 神 <1 を 得させ 御 

. 在し 坐して； 大照太 神の 神 寶を復 し 奉らせ 給へ る 御 功 此に御 在し 坐せば、 皇太 神の 大御 心悅 こばせ 給へ りけ む 事、 右に 

是我， fi5 也と 有る 御 雷に 其 餘韻飽 まで 見えさせ 給 へ る を 思 ふ 可くな む 有け る、 若て 上に 引ける 古事記に、 白 n 上方 大^ 
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太 神, 也と 有る 白 上の 言 は、 唯 其 大蛇の 事を& させ 給へ るの み を 聞え させ 給 ふ 如く なれ ども、 當昔 然る 荒 振 神の 類 有 

りて 此國 土の 平穩 なら ざり ける 事 を も 併せて 奏させ 給へ りけ むから に、 皇太 神の 大御命 以て 其 志し 給 ふ 根 國に御 在し 

坐 さむ 事 を 暫く 留 止め 進ら せられ ざら むに は、 萬に 至 公なる 御行 狀 にて 渡らせ 給へ る此大 神の 御所 爲 共に 就て 考ふ可 

からざる 所有れば、 決めて 皇太 神の 大御 許より 懇 到なる 御 返事 を 仰せ 遺 はさせ 給へ りけ む 御 事 申す も 更なり かし- 

(偖 此大 神に 限りて 然 自由なる 私の 御行 ひ 御 在し 坐 さ ざり ける 證は、 常に も 云へ る 如く 上 章 第三 一書に、 譜 神遂レ 我、 

我 今當， 1 永 去 f 如何 不 T 與， 一 我 姉， 相 見， 而擅自 徑去敷 云. r 則 奉レ覲 已訖、 常-, 隨 n 衆 神 之 意， 自， 此永 歸.. 根 矣と 有る は 

更なり、 此 にも 其 一 を 得させ 給 ひて、 是神 也、 吾 何 敢私以 安 乎と 詔り 給へ る 御 事の 御 在し 坐す に 就て 思 はに 思 ひ 

半に 過ぎな む者ぞ かし、) 故に 其- rK 照 太 神の 是我神 也と 詔り 給へ りし 所以 はし も、 已に俾 十七に 云へ るが 如く、 一人 

照 太 神の IK 石窟 に剌隱 らし 御 在し 坐し ける 御 時に 在りて、 古事記に、 取 ，1天 安河 之 河 上 之 IK 堅 石： 取， 一一 K 金山 之鐵， 而， 

求 二 鍛冶 天津 麻羅 一而、 科 二 伊斯許 理度賣 命， 令 レ作レ 鏡と 見えた る、 此には 其 IK 津麻羅 命 はし も 鏡 作 神の 共ェと 成りて 專 

ら其御 鏡 を 仕へ 奉られし 事の み を 書され たれ ども、 其 1|へ 堅 石 はし も 謂 ゆる 質 石な り、 鐵は其 鏡 «5< を被レ 造る 料なる を、 

3- は 1K 津麻羅 命 一 神に て 成り、 鏡 は 其 二 神に 互る 事なる 故に 右に 令 レ作レ 鏡と 有る を、 其^ はし も此 より 後に 亡たり し 

かば 自然に 略 かりて 傳 はらざる にこ そ 有りけ め、 然は 有れ ども 古語 拾 遣に は 正しく 令に 大 nw 一  筒 神 作， 一 雜刀斧 及 ま鐸, 

(古語 佐那 伎) と 有りて、 此雜 刀と 云へ る は 大刀 小刀 叉 矛 等 を 併せた る 稱と聞 ゆれば、 其 中に 此草雍 ^も 在りて 此 1： 

時に，： e 來れ りけ む を、 右の 天津 麻 羅命天 目 1 箇神は 已に同 神に 御 在し 坐す 由、 偉 十三 • 十五に 註せ るが 如く なれば、 


其兩說 打ち合 ひて 遠 ふ 可から すなむ 有りけ る を、 此の 寶鏡 開始 章に、 掘 n  一 K 香 山 之 五 百箇眞 坂樹， 而、 上 枝 懸，, 八 坂瓊之 

五 百 箇御統 T 中枝懸 二八 鏡 T 下 枝懸ニ 靑和幣 白和幣 一と 有ろ を 始めと して、 何れの 傳 にも^ を 懸けられ たりと 云 ふ 事 

は 無 けれども、 傳 十七に 云へ る 例 を 以て 推す に、 決めて 下 枝に は^を 懸けられたり つらむ を、 日 神 を W し 奉られし 時 

に は 專ら鏡 を 以て 御 問 對の御 事な ど 御 在し 坐し ければ、 此劎を 除く と は 無 けれども、 其方に 就きて 別に 稱 へ.^ さる \ 

などの 事 も 非 ざり ければ、 自然に 輕き 方に 成れる 狀 なりし 故に、 其 混れ 共に 依りて 氣吹 山に は 落下れ りけ む を、 此に素 

戔嗚 尊の 武き 御稷 威に 依て 得させ 給へ る を 以て、 其大 神の 御 勢 さへ に 相 加 はりて、 妙に 奇 しく 異 しき 神 物と 成れる か 

ヲキシ 

ら、 其 奉らせ 給へ りし 程より 却り て 彼の 招實 より は 上に 立て、 直ちに 鏡^と 竝ぶ 序と は 成りたり ける 物と こそ は 想 

像り 奉らる.^ 御 事な り けれ、 (予 が此神 をし も此 時に 下 枝に 懸けられ たる 者なる 可し と 口 を 決めて 云 ふ 由 は、 上世に 

此 三種の 寳物 をば 神に 奉る のみなら す、 御世々 々 の 天皇 尊 等に も 賢 木に 懸けて 奉れる 例此彼 有れば 上古 Q 禮 式と 見え 

たる 事に て、 其 は景行 天皇 十二 年 御 紀に神 夏 磯姬が 奉れる は、 則 拔，， 碟津山 賢 木？ 以上 枝挂， 一八 握 an 中 枝 桂-八^ 鏡 f 

下 枝挂， 一八 尺 a: と 見え、 仲哀 天皇 八 年御紀 にも 岡 懸主祖 熊 鰐が 奉れる に は、 豫拔 TI 取 百 枝 賢 木？ 以立 n 九尋船 之舳， 而、 

上 枝掛， 一白 銅鏡？ 中 枝掛， 一十 握劎？ 下枝掛 n 八 尺瓊， と 書し、 伊覩 縣主祖 五十 迹 手が 捧げた る は、 拔 n 取 五百枝 賢 木-立-一 

于 船之舢 艫？ 上 枝掛， 一八 尺漥？ 中 枝掛， 1 白銅 鏡？ 下 枝掛， 一十 握劍， と 見えた る、 右の 三 共に 神代の 故事 を 取れる 者なる 事 

著き を、 何れも 三種なる を 以て、 右なる にも 決め て^を 懸けられ たる 事の 有りけ むが、 皇太 神の 磐戶を » でさせ 給へ 

る 頃 ほひより 落ち 亡せ たるより 其傳々 に はつ t れ たりけ る 物と こそ は 思え たれ、 此 次の 13 警に引 ける 出 雲 神 賀詞に 就 き 
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て 云へ る 事共 をも考 へ 合 はす 可き 者な り、) 故是 よりして 皇太 神の 大御 許に 錢凄 と共に 御 在し 坐して、 此 31 を 合せて 

謂 ゆる 三種 神寶 になむ 渡らせ 給へ りけ る、 天孫 降臨 章 第一 一書に、 故 天 照 太 神 乃 g-llK 津彥々 火璦 々件 尊 八坂璞 曲玉 

及 八咫鏡 草雜^ 三種 寳 物-と 有る 八坂瓊 曲玉 はし も 天津 日 糖の 御舊 なり、 八^ 鏡 は 天 照 太 神の 御 靈に御 在し 坐し、 草 

難 3- はし も 素斐嗚 尊の 御 靈に御 在し 坐せ る を 以て、 大殿 祭祠に 天津 璽 乃 鏡 3i 乎 捧持 赐天言 壽 宣志久 云々 と 有り、 然る 

を 其 第一 一 一書に、 是時天 照 太 神 手 持 1 ま 鏡- 授 -11K 忍穏耳 f 而祝之 曰、 吾 兒視- ー此寶 鏡-? 猶 レ視レ 吾、 可 k (同レ 床 共レ殿 

以爲 -1 齋 鏡-と 所見た る は、 其片 御手に 御 取らし 坐し， -御 鏡に 就きた る 御 祝言の み傳 はれる にて、 又其片 御手に 御 取ら 

し 坐し. - 神^に 就きた る 御 祝言の 如何して か傳 はらざる 者な り、 事の 狀を思 ふに、 此 にも 視 >1 此祌^ -當レ 猶レ視 =ー 吾與 -1 

素卖鳴 @- - 云々、 以爲 -1 齋劍 1 などの 如き 御言 の 御 在し 坐 さすて は 5£ 有 るべ からぬ 所なる をな む 曉る可 かりけ る、 拾遺 

にも 右と 同じく 鏡の 御 祝言の み を 書 せれ ども、 其 下に、 至， 1 于 磯城 瑞垣 朝？ 漸 長-一 神威？ 同レ殿 不レ安 云々、 更籍レ 鏡 造 

レ^と 見え たれば、 其始 Q 同レ 床共レ 殿の 神勅 は此 二種に る 事 決し、 此を 以て 右に 云 へ るが 如く 神劍に 就きた る 御 

祝言の 二 書 共に 脫 けたる を 知る ベ きなり、 若て 上に 引ける 神宮の 古傳に は、 皇太 神の 此 時に 三種 神 寶を事 依し 授け 奉 

らせ 給へ る 御言に、 . 皇孫 如， 一八 尺瓊之 勾， 以曲妙 御宇、 且如 n 白銅 鏡- 以 分明 看 71 行 山川 海原？ 乃提 二十 握劍 一平-一- 大 下-と 

所見た る は、 殊に 其の 三種 神寳を 寄せ 奉らせ 給へ る 御壽詞 なる が、 此を 亦大殿 祭詞に 試る に、 皇我 宇. 都 御子 皇御孫 之 

命此乃 天津 高 御座 蹈 坐 S 天津日嗣 乎 萬 千秋 乃 長 秋 ほ 大 八洲 豐 葦原 瑞 穗之國 * 安國止 平氣 久 所 知 食 止 言 寄 奉赐比 & と 有 

る、 安國止 以上 は、 右の 分明 看 n 行 山川 海原 一と 一 K ふに 當 りて、 鏡に 添へ たる 御壽詞 なり、 .fr 、に 平 氣久所 知 食 止 は、 下 


に應 ふる 所有り て 右の 平， 一 IK 下, と 有る 纽に 添へ たる 御壽詞 なる が、 彼 Q 玉に 曲 妙 御宇と 有ろ を も 含めて、 鏡と 玉と Q 

其 ニを體 として 合せ 詔り 給へ るが 故に、 錯雑れ て 別れす と雖 も- 其始に 天津 璽 乃 鏡^ 乎 捧持 賜 天  一一 il 宣志久 と 有る に 照 

らして、 右の 御 一一 一一 E は 鏡劍に 寄せ 給へ りけ る 御壽詞 なる 可き 御 旨 を 明らめ 奉る 可き 者な りかし、 (但 右に 鏡、 M 二種の 御 

事の み 御 在し 坐して、 玉の 御 事の 見えさせ 給 はざる から、 古語 拾遺 を始 として 神皇 正統 記な どに も 二種 神寶と 定めた る 

事 なれ ども、 其は大 なる 僻事と 云 ふ 者に て、 甚可 長き 御 事な り、 其 は 傳六卷 に、 古事記に 日 神の 御 事 依の 御 事 を、 此 

時 伊邪那岐 命 大歡喜 詔、 吾 者 生 TI 生 子 一而 於-生 終-得 n 三 貴 子？ 卽其御 頸珠之 玉 緒 母 由 良 邇取由 良.， 迹志而 P 一天 照 太 御 

神， 而詔 之、 汝命 者所レ 知， 一 高天原， 矣事 依而赐 也、 故 其 御 頸 珠名謂 n 御倉 板舉之 神， と 有る 下に 云へ るが 如く、 此は其 長 

御世の 遠 御世に 御世 所 知 看す 御璽と して 事 依し 奉らせ 給へ るに て、 大 殿祭詞 にも 其 意味の 御言 所見たり、 其 下 文に、 

皇御孫 命 乃 御世 * 堅 磐 S 常磐爾 奉レ護 利、 五十 檁御靠 乃 足 良 志 御世 爾、 田 永 能 御世 止 奉 福 依 R、 齋玉作 等 我 持 齊波利 

持 淨康波 利 造 仕 瑞八尺 a 能 御 吹 支 乃 五 百 都 御 統乃玉 s 云 4< と 有る、 此は其 時に 當 りて 作れる 御 祈 玉 を 以て 稱へ 申せる に 

は 有れ ども、 其 始め 天 上に て 然る 御言 を 寄せて 授け 奉らせ 給へ る 事の 例と 成れるな り、 右の 皇御孫 命 乃 御世 乎 云々 Q 

事 を、 太 神宮 六月 月次 祭 九月 神嘗祭 等詞 に、 天津 祝詞 乃 太 祝詞と しも 見え たれば、 玉に は 然る 御 心 を 含めさせ 給 ひて 

裏 依し 授け 奉らせ 給へ るな りけ り、 叉 ほ 雲 神 賀詞 を 見る に、 是 ® 親祌魯 伎 神 魯美命 宣久、 汝天穗 比 命 波 天皇 命 能 手長 

能 大 御世 * 堅 石 IS 常 石 S 伊波 比 奉、 伊賀 志 乃 御世 爾 佐 伎 波 M 奉 M 仰 賜 W 次 乃 隨爾 供齋仕 奉氐、 朝日 乃 豐 榮登爾 神 乃 Jea 

利 臣能 S ほ M 御禱乃 神寳獻 良久 登奏、 白玉 能 大 御白 髮坐、 赤 玉 能 御 阿加 良爲 坐、 青玉 能 水 江 玉 乃 行相爾 明 御 神 大 八島國 
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所 知 食 犬 皇命能 手 長大 御世 乎、 御橫刀 廣 S 誅堅ポ 云々、 麻 蘇 比 乃 大御鏡 乃 面 乎 意志 波留 一一 S 天 見 行事 能 己 登久、 明 御 神 

大八 島國乎 天地 日月 等 共 S 安久 平久 知行 牟 事 能 志 太 * 止 云々 と 有る、 神 乃 利 と は大國 主神の 國 避の 時に 右 Q 三種 

神寶を 奉らせ 給 へ る を 天 穗日 命の 取り 傳 へ 巾せ りしに 起り て、 as 雲國造 の 次々 世々 に 奉り 來 る を 以て 臣 能禮自 とも 云 

ふなり、 然れば 上なる 細 書に も 云へ るが 如く、 上代の 例 右の 三種の 中に 何れ を 一 種 も 廢られ ざる 事 著明き 者な り、) 惜 

倚 二十に 註せ るが 如く、 上 章 第三 一書なる 此素 妻鳴大 神の 辭 見の 御 詞に、 且吾以 -ー淸 心 一所 レ生兒 等、 亦 奉-一 於 姉-と 中 

させ 給 ひける は、 彼の 四 神 W 生 章 第 六 一 書に 所見た る 御父大 神の 御 事 依に、 ^；;! 素斐嗚 尊者 可-一 以 治，， 天 下， 也と 有る が 

如く、 此 fK 下國 土の 皆 はし も此大 神の 御物な り、 然る を 右に、 以， ー淸 心, 所 レ生兒 等、 亦 奉， 一 於姊, と 中 させ 給へ る、 卽 

ち 其 天下 國土を 奉 一一 於姊， と 云 ふ 事に て、 其 を 9< 照 太 神の 御子と して 貪國 天下と IK 津日繼 を 事 依し 授け 賜 へらむ 御 事 を 

請 ひ 奉らせ 給へ るな り、 故に 此に斯 る 神领， を 得させ 御 在し 坐しても 打ち g かすして、 直ちに IK 照 太 神の 大御 許に 上獻 

させ 給へ る は、 一 に は 私の 御 心 御 在し 坐さ^る 由 を 見え 奉らせ 給 ひ、 一 に は 己 尊 Q 御霊と して 1K 神 御子の 同 殿に 御 在 

し 坐して 守り 奉らせ 給 はむ との 御 事に 御 在し 坐し ける も 著く、 上に 巳に 引ける 大殿祭 詞に其 初に、 天津 璽 乃 鏡^ 乎捧 

持 賜 H< 一一 一一 II 壽宣 I と 有りて、 .f^-に其劍に就たる御壽詞は、 安國止 平 氣久 所 知 食 止 曾 寄奉赐 i と 有りて、 彼 乃提， 一十 握^, 

平，, 1K 下， と 見えた る是に 常れ る を、 其 文に 應 へて、 以， 一 天津 御 量， 氏 事 問 之. 磐 根 木 根 立 知 草 能 可 岐葉乎 * 一 百 止 氏 天降 利 

赐比志 食國 天下 S 天津日嗣 所 知 食 皇御孫 之 命 云々 と 有る は、 卽ち天下をして安國と平らげて所知^：；；す御事に御在し坐 

せば、 素 斐鳴大 神の 此に其 意 を 寓て此 神^ をば iK 神に 上 獻 りて、 其 天神 御子に 授け 賜 ふ 可き 由 をば 申させ 給へ りけ む 


御 事 推して 知るべき 者な りかし、 卽ち 天 孫 降臨 章なる 大 S 貴 神の 御 一一 一一 II に、 乃以ニ 平レ國 時所レ 杖之廣 矛, 授，  一二 神, 曰、 吾 

以ニ此 矛， 卒有 一一 治 功？ 天孫 若 以二此 矛， 治 レ國者 必當， 一平 安一 突と 有る も 一 事に て、 天神 御子の 武事 を 以て 天下 を 平らげさ 

せ 給 はむ 御 事 を 申させ 給へ るに 同じ 致なる 御 政に なむ 御 在し 坐し ける、 故に 其 神代の 事 は 姑く 置きて 神武 天 皇戊 午年 

御紀 に、 不レ若 退 還 示 レ弱禮 n 祭 神祇 f 背 食-一日 神 之 威， 隨レ影 壓躡と 詔り 給へ る大御 一一 目の、 # に武く 雄々 しく 御 在し 坐す 御 

事 は 申す も更 なる に、 御 方よりも 此を 以て 天壓 神と 名 乘らせ 給 ひ、 御 慮の 方より 然稱へ 奉りて、 虜に は壓し 勝つべき 物 

と 定めさせ 給 ひ、 君に は壓し 挫かれ 奉る 物と 天下の 心 互に 疑 はすして 一 なる は、 全く 此神劍 に 寄りて 天 照 太 神. 素斐嗚 

尊の 大御梭 威を預 奉らせ 給へ る 者に して、 其 起源 此に 在る 事に なむ 有りけ る、 (世の 古學 者と 云へ る 輩 皇國の 武國た 

る 事 を 云へ り、 然れ ども 何に して 其武國 なりけ る ぞと其 然る 所以 を 云 はざる は、 此に 天 照 太 神. 素斐嗚 尊の 深き 御 幽契 

の 御 在し 坐す に 依りて 斯 りと 云 ふ 事 を 知らざる が 故に、 甚趿 々しき 心ち して、 謂 ゆる 沓を 隔て 痒を搔 くの 譬に 異なら 

ざり ける こそ 速 無 けれ、 物 皆 依る 所有り、 其 因りて 起る 所以 を 究めす して 何ぞ 知る 事 をば 得む、) 〇然 後 は、 其 神劍を 

天神に 上獻 させ 給 ふ 御 使 を 上天に 奉 遣し 給ひ異 へて 後 を 云 ふなり、 〇 行： 覔は、 右に 尋レ 聲覔住 者と 有る に 等しく、  二 

字引き 合 はせ て 麻 岐伊傳 麻 志 氏と 訓 むべき 由 巳に 上に 云へ りき、 然は 有れ ども 官本 • 金澤本 共に 行 を 由 伎 都々 と訓め 

れば猶 本の 任に て 有りな むと す、 卽ち 乍， 行の 義 にて、 彼の 大蛇 を簸 川上に て 斬らせ 給 ひ、 其 得 給へ る 神^ を 天上に 奉 

らせ給 ひ、 其 地の 御 政を果 させ 御 在し 坐して 竊 川上 を W 去せ 給 ひが てらに、 且は奇 稻田姬 命と 婚合爲 させ 給 はむ 宮地 

を覔 めさせ 給 ふとて なれば、 由 伎 都々 と訓 みて 允に 常れ り、 (萬 葉三卷 十七 丁に、 久方、 ！ K 傳來 自、 雪自 物、 往来 乍 
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益、 及 常世と 有る は、 往乍來 乍を壓 みたる 者に して、 此の 行 乍の 例な り、) 竟字は 上なる 1 訓に母 登 米と 有り、 此な 

る も 母 登 牟と訓 めれば 母 登 米 給 比と 訓み 添へ て 下に 緩く 可き なり、 萬 葉 二  (三十 八丁) に、 秋 山 之、 黄葉 乎 茂 迷 流、 

妹乎將 求、 山道 不知 母、 六 (三十 1 丁) に、 海娀 蠕、 玉 求 良 之、 七 (八丁) に、 湯 種 蒔、 荒木 之 小 田矣、 求 跡、 叉 (十 

四 丁) 古爾、 有監人 之、 竟乍、 十 (六 丁) に、 春 之 去 者、 妻 乎 求 跡、 鶯 之、 木末 乎傳、 十二  (十 丁) に、 綠兒 之、 爲 

杜^ 母 者、 求 云、 乳飮 哉、 君 之、 於 毛 求覽、 又、 悔毛、 老爾來 鴨、 我 背 子 之、 求 流 乳母 爾、 行 益 物 乎、 十三 (八丁) 

に、 沼 名 河 之、 底奈流 玉、 求 而得之 玉 可 毛、 拾 而得之 玉 可 毛、 叉、 (二十 六 丁) 奥浪、 來因 白珠、 逢浪 之、 緣流白 

珠、 求 跡 曾、 君 之不來 益、 拾 登 曾、 公 者不來 坐、 又、 (二十 七 丁) 直 不往、 此從巨 勢 道 柄、 石 瀨蹈、 求 曾 吾來、 戀而 

爲^ 奈見、 十四 (十三 丁) に、 宇惠 古奈 宜、 可久古 非牟等 夜、 多 禰物得 米 家武、 十七 (四十 七 丁〕 に、 佐 夜 麻 太 乃、 

乎 治 我 其 日爾、 母 等 米 安波 受家牟 など 有りて、 大抵 は 上に 註せ る 麻 具と 同じき 物から、 其 言 は目來 にて、 眼前に 物 を 

引き付けて 見け る 意 なれば 求めて 見る を 云 ふなり、 母 登 牟と云 ふ 時 は 本 見に て、 彼に 引き付けられて 見ろ 義 なれば 探 

りて 見る を 云 ふなり、 故に 麻 具に は 來の義 有り 母 登 牟には 柱の 意 有りて、 少か心 用 ひ 有る 事な りけ り、 (名義 抄に覓 字 

を 母登牟 とも美 流と も 有る を 以て、 其 一一 一一 11 に 眼目に 起れ る 事 を 知る ベ し、 但し 麻 具と 母登牟 との 雷 義は 右の 如く なれ ど 

も、 其 用ひ樣 等しく して 然 計りの 異りは 無き 事な り、) 〇 將レ婚 之處、 私記に 美 阿 巴 只西牟 等己呂 乎と 有り、 卽爲- 身 

合， 之 處の義 にて 古 一一 一一 s なり、 已に傳 五に 註せ るが 如く、 八洲 起 元 章 第五 1 書に 見えた る 逸將， 一 合 交一 を、 私記に 豆 比 爾 

美 安 巴 志せ 牟止須 と 有る も此に 同じき なり、 此 等の 所 を 古事記 國生 段に 如此首 竞而御 合 生， 子、 又 御 天降 段に 此 御子 


者 御 TT 合 高木 神 之 女 云々 - と 有る を.' 記傳 に、 「續紀 第 七 詔に 伊波 乃 比賣命 皇后 止 御 相 坐而と 有る に據 りて、 何時も 然 

»  ミト ノマ グハ t 

訓む 事との み 思 ふ は 中々 に 心 狭き 事なる 可し、 美 阿波 須と云 ふ は、 次に 云ふ遘 合の 事に して、 古事記に 美 刀 阿多 

波 志 都と 云 ふ 語の 有る 其 を、 此には 天孫 降臨 章に 幸 之と 有る を、 私記に 女 之 津叉美 刀 阿多 波 之津と 云ふ訓 有り、 又 其 

>  ミト ァタへ マス  7 タ ハス ミト  "、ハ ァス 

の 第二 一書に 幸 之 の 字を訓 める、 卽 ち與レ 身の 義 にて 右に 謂 ゆる 合 交の 語是 なり、 故に 此語は 男女 遠 合の 事な り」 

と 云 ふ は、 八洲 起 元 草に 思 P 欲 以ニ吾 身元 處ー合 * 汝身 之元處 よと 有る、 卽ち身 合の 語の 因りて 生まる 可き 所な り、 其 事 

ミト ノマグ "ヒシ テナ ルメ ヲト  ミト ノマ ダハヒ ト ミノ マ グハ ヒ 

を 承け て 直ちに 於是 陰陽 始這 合 爲， 一 夫婦-と 有る、 其 透 合 は 與レ身 之熟咋 合なる 由、 已に傳 四 に 註せ るが 如し， 

f  ヅヒニ ミト/マ グハ ヒ. ンテ 

其 第一 一書に も 思 P 欲 以，, 吾 身 陽 元, 合.. 汝身之 陰 元.. と 有りて、 下に 遂 爲 夫婦 と 受けた る も 亦 右と 同じ 事な り、 此 

を 以て 見る 時 は 夫婦 交合す る 事を崇 まへ て は 御 合 坐と 云 ひ、 常に は 身 合と 云 ひたりけ む 事 何 か は 疑 を容る 可き、 

(記 傳五卷 三 丁 御 合の 下に 「美 阿波 世と 訓 むは 古語 を 知らぬ 僻事な り」 と 云 はれた る は、 其 御 合の 字の 訓に 就きて 云 

はれた る 者に て、 此に婚 字 を 身 合と 訓む 事に は 非す、) 〇 到-一 W 雲 之淸地 一と 有りて、 下に 淸地此 云 11 素鵝 一と 見えた る 

は、 唯 ili 字の 訓注 にし 有りければ、 古事記に、 故 是以其 速 須佐之 男命宮 可- 1 造作-之 地 求- Iffi 雲國 r 爾到？ I 坐須賀 (此ニ 

字以レ 音、 下傚レ 之) 【地, と 有る に 依りて、 地 字 を 登 許 呂と訓 むべき 事 云 ふ も 更なり、 卽ち 〈に 於 二 彼 處ー建 レ宮と 有る 

は、 其 記に 謂 ゆる 須賀宮 なる 事、 下に 委しく 云 はむ が 如し、 右に 宫 可，, 造作, 之 地 求，, W 雲國， と 有る を、 記傳九 (三十 

九 丁) に 「宮字 は 作 字の 下に 在る 意に 見るべし、 宮は 御宅な り、 偖 此宮造 は 全 梅 名 田比賣 命に 御 合し 坐 さむ 料な り、 

書 紀に然 後覓， 1 將 A 婚之 處-と 有る 卽ち 此の 文に 當るを 以て 知るべし、 凡て 上代に 婚禮 する に は 先 づ屋を 造りし 事と 見 
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ゆ、 彼©伊邪那岐伊！：$那美大神の御時にも先づ見^1立：大之御注，見1^1八尋殿1と有りし御事思ひ合す可し、 W 雲 風土記 

にも、 神 門 郡 八野鄉 郡 家 西北 三 里 二百 一十 歩、 須佐 能袁命 御子 八 野 若 日 女 命 坐 之、 雨 時所レ 造， 1 天下-大穴 持 命 將-娶 

給， 爲而令 レ^, 屋給、 故 云，， 八 野-と 云へ り」 と 云 はれた る は 然る 言に て、 卽ち同 記に、 大原郡 御 窒山郡 家 東北 丁丁 九 

里 一 百 八十 歩、 神 須佐乃 乎 命 御室 令， 造 給 所 J5、 故 云，， 御窒， と 有る は、 其拉 びに 須賀山 郡 家 東北 一 十九 里 一 百 八十 歩 

(有，， 栲 扮，) と 有りて、 其方 位 は 本よりに て 其里數 まで 打 合 へれば 決めて 其 淸宮是 なる 可し、 猶 古に 婚禮 する に屋を 

建て 逢 ひけむ 事 は、 記傳四 (十九 丁) に、 「萬 葉 三、 (四十 八丁) 過 M 勝 鹿 眞間嬢 子 墓， 時、 山 部 宿 禰赤人 作歌に、 古昔 

爾、 有 家 武人 之、 倭文幡 乃、 帶解 替而、 廬屋 立、 妻 問 爲家武 云々、 是 も古賤 者と 雖も 廬屋を 建て 妻 問す と 云 ふ 習俗の 

有る 故に 如く 此續 けて 詠まれし と 見 ゆ」 と 云 はれ、 又 其 二 (三十 九 丁) に、 吾妹 子與、 二人 吾 宿 之、 枕 付、 蠕屋之 內爾、 

三 (六十 丁) に、 吾妹 子與、 _ 左 宿 之 妻屋： 爾と 有る も、 別に 建てた る 事 は 云 は ざれ ども， 夫婦 隱寐る 科に 設けたり し 物な 

5  0  . 小 佐 保 過  ツマ ゴ モル ラサ ィホ 

る 故に 妻 屋とは 云 ふなり、 叉 武烈 天皇 御 紀影緩 歌に、 逗摩御 暮歷、 鳴 佐 褒鳴須 擬と詠 める は、 妻 隱有小 眞廬と 云ふ義 

以て 地名 Q 佐 保に 續け たりし 者な り、 下に 引ける 名義 抄 なる 窒 字の 調の 中に 佐 夜と 有る は 眞屋と 云 ふ 事に て、 其窒は 

夫婦 共 寢を爲 る 臥 房なる にも 思 ひ 合す 可し、 萬 葉 二  (二十 丁) に、 孀隱 有、 屋上 乃 ( 一 云窒上 山) 山 乃、 十 「四十 三 

丁) に、 妻隱、 矢野祌 山と 有る は 妻 隱有屋 と 云 ふ 事に て、 右に 云 へ る妻屋 の例是 なり、 (冠 辭考に 「此は 端の 手に 隱る 

箭と續 くる 意なる を、 冠辭 なれば 手て ふ 語 を 略き て 都 麻 碁 毛 流と 詠める にや、 偖 嗚佐褒 と 冠ら せた る は 小 箭と云 ひ 係け 

たるなる 可し、 箭を 古に 佐と も 云 ひし は、 卷 十三に 投左乃 遠 離 居而と 詠み、 卷 二十に， 阿良 之 乎 乃、 伊 乎 佐 太 波 佐 美 


とも 有り 云々」 と 云 はれ たれ ども 然る 義には 非 じかし、 猶下 Q 夜 覇餓枳 蒐俱廬 の 下に 云 ふべ し、) 右に 謂 ゆる 古事記 

の宮 可， 一造 作， 之 地 は、 可レ 建レ宫 之 地と 云 はむ が 如し、 求 二お 雲國， と 一 K ふ は、 其 安藝 國 可愛 之 川上に 降り 著き 御 在し 坐 

して、 其より 錢 川上なる 鳥 上 之峯に 到らせ 給 ひ、 其 川上に 於て 彼の 大蛇 を 事 向 させ 御 在し 坐す 以前に、 彼の 老夫婦 二 

神に 勅 曰、 若然者 汝當， i 以レ女 奉，， 吾耶、 對曰、 隨レ勅 奉矣と 有る が 如く、 其 女奇稻 田姬. 命 を 后 神と 爲 させ 給 ふ 可き 御 契約 

御 在し 坐し. 1 かば、 其 住める W 雲 國の內 にて 妻屋を 建てさせ 給 ふ 所 を 尋覓め 幸 行し なり、 宮地を 覚と云 ふ 事の 例 は、 

倭 姬命世 記垂仁 天皇 二十 五年條 に、 于時 倭姬命 詔久、 南山 末 見 給 波、 吉宮處 可 レ有見 山 a 止 詔 天、 御宮 處覓 a 大若子 命 乎 

遣 支 云々、 其 處乎宇 太 之 大宇麵 奈乎爲 天、 荒 草 令， 一^ 掃， 天宮造 令レ坐 支、 此處波 皇太神 之 欲 給 地 波 不レ有 悟 給 支、 其 時 

大河 目-南 道， 宮 處竟爾 幸 行 ® 美野爾 到 給 天、 宮處竟 伦賜比 天、 其产乎 和 比 野 止 號支 云々、 其 時 大若子 命 從レ河 御船 御 

向參相 支、 于時倭 姬命大 悅給天 大若子 問 給久、 吉宮處 在 哉 白久、 佐古久志呂宇遲之五十鈴川上^3吉御宮處在白支 云々 

と 有る 是 なり、 其 二十 六年條 に、 爾時倭 姬命乃 御夢喩 給久、 我 高天原 仁 坐 楚戶柙 張 原 如 レ見見 志 麻 伎 志 國宮處 波是處 也、 

鎭理 定理 給 止 覺給支 とも 所見たり、 此は 神の 御 靈實を 供奉り て宮 地を覔 むる にて、 伦 より 然爲る 事に て、 素 妾 嗚大神 

の 御 自ら 其 御 在し 坐し つ 可き 宮地を 求めさせ 給へ ると 自伦の 差 は 有り けれども、 事 は 一 なる 故に 此に擧 ぐる 者な り、 

(垂仁 天皇 三年 御紀に 天 日 槍が 住處 求む tC 所に、 臣将， 住處、 若 垂，, 天恩？ 聽， 1 臣情願 地， 者、 臣親歷 n 視諸國 T 則 合 n 于 

臣心ー 欲 レ被レ 給、 乃聽， 之 云， -、 西 到， ー但 馬國， 則定 11 住處， と 云 ふ 事 も 有り、) 〇 乃 首 曰の 雷 曰 を、 此 にて は 許 登 阿 宜志多 

麻 波 久と訓 めり、 it 八. 十六に 已に 云へ り、 考へ合 はすべし、 此は 巳に 四 神 》 生 章 第 六 一 書に 乃與言 曰と 有る より 始 
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ノ  n トァゲ シテ  ノ 

めて、 瑞珠 盟約 章 第三 一 書に、 則稱 之 曰， 一正 哉 吾 勝？ 故 因 名レ之 曰，； 勝 速 日 天 忍穗耳 尊， と 有る に は 稱字を 用 ひられ.' 

第 四 一 書に も 素 戔嗚尊 云々、 乃 興 一一 目 曰、 第五 一 書に も、 素 戔嗚尊 稱之曰 云々 と 見え、 叉 此笫六 一 書に も、 大 己貴祌 Q 

御 一一 一一 c に、 1^ 到，, W 雲國 T 與 一一； E 曰、 夫 葺原中 國本自 荒 芒 至 n 及 磐石 草木- 咸能强 暴、 然吾 已摧伏 莫レ不 -1 和 順？ 遂因首 今 理，, 

此國, 唯 吾一 身 而已、 其 可 --一 與レ吾 共 理，, 天下一 者 蓋 有レ之 乎と 有て、 稱 之と も叉與 言と も 被 A 書たり、 叉景行 天皇 四十 年 

御紀 日本 武尊 云云と 有りて、 亦 進-相 模國， 欲い 住-上 總 T 望レ海 高言 曰、 是小海 耳、 可 一, 立 跳 渡 一と 有る を、 熱田緣 起に 

も 此文を 載して 高 一一 一一 n 猶レ 云， 一擧言 一と 注せり、 叉 古事記 同 段に、 爾爲， 一首 擧, 而詔 云々、 因 ， 一首 擧 一見 惑 也な ど 見え、 繼體 fK 

皇廿 一 年 御紀に は亂語 揚言 曰と も 有りて、 凡て 言 擧とは 事 を 舉げて 言 ひ 立つ るに て、 大いに 其 得た る 所有る を 以て 聾 を 

高く 舉げて 誇る 狀 なる を 云 ふなれば、 素 斐嗚大 神の 御心淸 々しく 成らせ 給へ るに 大いに 意 を 得て 舉げ 給へ りし 御言な 

りけ る 者なる なり、 (萬 葉六卷 二十 六 丁に、 千 萬 乃、 軍奈利 友、 首舉 不爲、 取而 可來、 七卷 八丁に、 八 信 井、 上 爾 事 上 

不爲 友. 十三 卷九 丁に、 神 柄 跡、 一 百舉不 爲國、 雖然、 吾 者 事 上爲、 叉 十 丁に、 神 在隨、 事舉不 爲國、 雖然、 霄舉 叙吾爲 

云々、 百 重浪、 千ず： 浪 敷爾： 一 百 上爲 吾、 十八 卷 三十 一 丁に、 可久之 安良 波、 許 登阿宜 世受杼 母な ど 有り、」 〇 吾心 は、 

古事記に 吾來 -1 此 地-幾 御 心 須賀須 賀斯と 有る に 依て、 吾 御 心の 如く 訓む べし、 巳に 引ける W 雲 風土記に、 意 宇 郡安來 

鄕 云々、 神 須佐乃 烏 尊 天 壁 立 廻 坐 之、 爾時來 n 坐 此處， 而詔、 吾 御 心 者 平安 成 詔、 故 云，， 安來， 也と 見え、 叉 拜志鄕 云 

,、 所つ 造 天 下， 大神 命、 將 IT 平 越 八國， 爲而幸 時、 此處 樹林 茂 盛、 雨 時 詔、 吾 御 心 之 波 夜 志 詔、 故 云い 林と も 書し、 

叉 秋 鹿 郡 多 太鄕云 .<、 須佐能 乎 命 御子 簡件等 乎 而留比 古命國 巡行 坐 時、 至 IT 坐此 處-而 詔、 吾 御 心 照明 正 露 成 云々 と 見 


え、 古事記 水垣宫 段に、 大物 主 大神顯 二 於 御 夢 一 曰、 是者我 之 御 心と も 有るな ど 何れも 御自稱 なる が、 共に 吾 御 、へ」 と 有 

る是 なり、 風神 祭詞 に、 誰 神 g 天下 乃 公民 乃 作. 物 乎 不成傷 神 等お 我 御 心 止 悟 奉 止 宇 氣比賜 支と 有る、 比-は 柁ょ 

り 申す なれば 猶 更に 如 此く御 字 を 添へ て崇 まへ 申させ 給へ る 事 本より なり、 〇 淸々 之 は、 金澤 本. に は 之 字を脫 せり、 

下に 此今呼 一 1 此地, 曰 レ淸と 有りて、 此に 吾志淸 々之と 一一 目 擧げ爲 させ 給へ るに 起り て 地名と は 成れるな り、 偖 淸字は 上 

に 淸地此 云 n 素 鶴， と 注され、 古事記に は 正しく 爾到 n 坐須賀 (此 二字 以ヒ 昔、 下 做， 之) 地 一而 詔 之、 吾 來-此 地？ 我 御 

心 須賀須 賀斯、 而其地 作, 宮坐、 故 其 地 者 於， 今 云，, 須賀， 也と 有る、 卽ち 右に 當れる 言な り、 記傳九 (三十 九 丁) に 

ス * 力く シ 午  モド  n ト，： ヅゥ 

「此 言の 意 は 濯々 斯伎 なり、 濯ぐ を 濯がし きと 云 ふ は、 騒ぐ を がしき、 很 くを很 かしきと 云 ふ 同格の 語 用 ひなり、 

今此 地に 來 坐し つれば 御 心 ち の 洗濯ぎ た る 如く 潔く 所思 え 給 ふに て、 今 俗言 に 心の 清と 云 ふ に 同じ、 此 は唯此 時の 御 

自ら 所思す 御 心ち を 云へ るに て、 俗に 云 ふ 心 持な り」 (採 要) と 云 はれた る は 然る 一一 一一 E にて、 播摩 風土記 撣保郡 上 岡 里 

條に品 太 天皇 巡行 之 時、 闢，, 井此岡 f 水甚淸 寒、 於是勅 曰、 由， 一水 淸寒， 吾意宗 我々々 志、 故 曰，, 宗我 富, と 見え、 猶源 

氏 桐 壺卷に 「須々 賀 々とも 得 參らせ 奉り 給 はぬな りけ り，； と 有る を始 として 其 語 多 在る を、 記 偉に 「其 は 滞 無く 速に 

事の 行く を 云 へれば 此とは 本より 別 か」 と 云 はれ たれ ども、 凡て 物に 镜濁 はしき 者の 有る 時 は滯こ ほれる を、 濯淸な 

る 時 は 速に 通る 者に し 有れば、 必す同 言 同義な りと 所見たり、 (叉 記 偉に 「此は 俗に 云 ふ 心 持な り、 全 ISQ 御 心の 全 

體の 論に は 非す、 然る を稜惡 しき 心性 亡て 淸淨き 善心に 成り 給 ふ 意と 爲るは 委しから ぬ 事な り 云々」、 と 云 はれた る 

は 然る 事に て、 此は心 法の 善惡に 就て 云 ふべき 事なら す、) 故に 此大 神の 本より 淸 明き 御 心 i: 在し 坐す 御 事は傳 十三、 
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二十に 委しく 説き 明らめ 奉れる が 如く、 其  一 二 を 申さば、 瑞珠 盟約 章なる 誓約の 御詞 に、 如 吾 所， 生 是女者 則可レ 以ミ爲 

有- 1 濁 心 f 若 是男者 則 可 レ以， 11 爲有 n 淸心， と 巾 させ 給 ひける に、 して 男 御子 を 生み 奉らせ 給へ りし かば、 其の 15 一 一 

書に、 故 素 ^？戈 嗚尊旣 得，， 勝驗 f 於 是日神 方 知 3 素 斐鳴尊 固 無 n 惡心， とも、 第三 一書に、 故 日 神 方 知，， 一 素 斐嗚 ^元 有， 赤 

心, とも 見えた る、 是日 神の 御 方 にても 此大 神の 淸 明き 御 心の 程 を 悉くに 所 知 看させ 給へ るな り、 然して 上 章 第三 1 

書に、 於 是素斐 嗚尊白 a 日 神， 曰、 吾 所 n 以更昇 来-者、 衆 神處レ 我以， 1 根國 f 今當 n 就 去 T 若不 k (レ姉 相 見 一 終不レ 能， 1 忍 離 T 

故 實以， ー淸 心- 復上來 耳、 今 則 奉レ覲 巳訖、 當 隨-衆 神 之 意， 自， 此永歸 * 极 國.， 矣、 請 姉 照 n 臨 天 國-自 可 = 平安？ 且吾以 ，1 

t 肘. < 所, 生兒 等、 亦 奉， 一 於 姉 f 已而復 還 降焉と 有る が 如く、 此御辭 見の 御 時に も 返々 も其淸 心の 御 事 を 申させ 給へ る 

を 以て も、 此に 吾心 淸々 之と 詔り 給へ る は、 然る 御 心の 善惡の 論に は預ら ざる 時に て、 實に 記傳に 云 はれた るが 如く、 

其 御 時の 御 心 持の 御 事に なむ 有りけ る、 共は傳 二十 及 上に 云へ るが 如く、  ffi 雲 風土記に、 意 宇 郡 安 來鄕郡 家 東南 二十 

七 m 一  百 八十 歩、 神 須佐乃 烏 命 天 壁 立 廻 坐 之、 爾 時來； T 坐 此處， 而詔、 吾 御 心 者 安平 成 詔、 故 云-安 來， と 有る は、 此 15 

二 一  書に 所見た る是時 素戔嗚 尊下 n 到 於 安藝 國 可愛 之 川上 1 也と 有る 時の 御 事に て、 其 は此時 天上に て 男 御子 をば 日 神 

に 奉らせ 給 ひて- 大津 日嗣と 定め 奉らせ 給 ひ、 三女 神 をば 率ろ て 御 在し 坐して、 遙々 と； K 路を 翔け 巡りて 天 降り 御 在し 

坐して 著せ させ 給 へれば、 此に 於て 御 心 Q 安く 成らせ させ 御 在し 坐し ける が 故に 右の 御 首 は 詔り 給 はし. - なりけ り、 

叉此大 神の 此處 にて 吾心 淸々 之の 御言 を 患げ させ 給へ る は、 彼 Q 大蛇 を 斬らせ させ 御 在し 坐して、！： 中に 荒报 る. 忠神を 

滅ほ して 國 中の 巨 害 を斷 たせ させ 給 ひ、 其 尾 中より 得させ 給へ りし 神 5^ はし も E ちに： 大照太 神に 率ら せ 給 ひて、 其 御 治 


を 仰ぎ奉らせ 給 へれば、 今 は 御 心に 係らせ 給 ふ 可き 隈々 しき 御 事の 御 在し 坐 さ りければ、 實に其 御 心 持の 洗濯ぎ た 

る 如く 潔く 所思え させ 給 ひける 故に、 其 御 心の 占 を 以て 終に 此淸 地に 宮處を 定めさせ 給 ふ 御 事に は 至らせ 給へ る 者な 

るぞ かし、 (谷 重 遠說. に、 吾心 淸々 者、 一心 淸淨 無-二 點之據 一也と 云 へれ ども、 此は其 淨不淨 に 抱 はる 可き 所なら す、 

其 御 心 持 を 詔り 給へ るの みに して 別なる 意 有る ベから す、 記 傳に叉 云 はく 一. 抑 前に 巳に 御身の 鬚 爪な ど 迄を拔 きて 政 ひ 

給 ひし かど も 猪 穢の盡 し竟へ ざり しに や、 其 後し も 大宜都 比 賣神を 不意く 殺し 給ふ惡 行なり、 偖 後に 大蛇 を 斬りて 無 

上 靈劍を 得て 獻り 給へ る、 此功類 無き に 依りて、 以往の 猿 は 皆 盡し竟 へたる 故に、 今 自ら 御 心ち 淸々 しく 爲 りて 所思 ほ 

すなる 可し」 と 云 はれ たれ ども 委しから ざる 說 なり、) 〇 此今 呼， ー此 地， 曰レ淸 は， 古事記に 故 其 地 者 於レ今 云， 一須賀-也 

と 有る 是 なり、 記傳九 (四十  一 丁) に 一， 此地は W 雲 風土記 を 以て 細に 考 ふるに、 先 づ大原 郡 須賀山 郡 家 東北 一十 九 里 

1 百 八十 歩 (有-, 檜 扮-) 須我 小川 源 出 n 須我 山， 西 流 (有 n 年魚 少少，) と 見えて、 又 意 宇 郡 野 代 川 源 郡 家 正南 一十 

八 虽須賀 山， と 有る、 此須賀 山 も卽ち 右の 大原 郡なる を 云 ふ、 須我山 は 大原. 意 宇 二 郡に S りて 其 現に 在り、 偖 同 郡 熊 

野 山 郡 家 正南 一 十八 虽 (有， 1 檜 擅 一也、 所謂 熊 野 大神之 社 坐) と 見 ゆ、 斯れ ば須我 山. 熊 野 山 は 相 1, 化べ る處 なれば、 熊 野 

神宮 ぞ卽 ち此須 賀宮處 なる 可き、 共に 郡 家 正南 一 十八 里と 有れば なり」 (取 意) と 云 はれき、 然れ ども 今 俊 信 本 を 以て 

此を比 技る に、 右 Q 野 代 川 源 を 郡 家 西南と 有りて、 熊 野 山 を 郡 家 正南と 有る と 同じから ざれば、 行程の 共に 一 十八 里 

と 有る が 合へ りと て 如何で か は同處 なる 事 を 得む、 今 地圖を 以て 考 ふるに、 須我 山は大 原と 意 宇と 二 郡に 互れ る 地に 

て、 熊 野 山 は 其 東に 隣れ り、 若て 須我 小川 を 源 出-, 須我 山-西 流と 云 へれば、 須我 Q 地 は 其 山の 西に 在りて、 右の 熊 野 神宮 
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と は 東西に 隔れ るが 如き を、 同 記に、 大原郡 海 潮 鄕郡家 正東 一十 六 里卅三 歩、 古老 傳云、 宇 能 治 比 古 命 恨- 1 御 祖須我 

禰命， 而、 北方 W 雲海 潮 押 上 漂，， 御 祖之神 T 此海潮 至 故、 云 n 得鹽- (神龜 三年 改 n 字 海 潮-) 卽 東北 須我 小川 之 湯 淵 村 川 

中溫泉 (不， 用， 號) 同 川上 毛 間 村 川 中 温泉 ffi  (不レ 用 レ號) と 所見た る、 此海 潮の 地 は 右の 須我 山の 西南と 聞 ゆるが、 

其 須我薩 命の 名に 因る に、 其鄕 名の W 来れる 以前に は 其 邊迄を 係け て須 我の 內 なりし 事 知られたり、 然れば 叉 記 偉に 

「同 郡甸室 山 郡 家 東北 一 十九 里 一 百 八十 步、 神 須佐乃 乎 命 御 窒令レ 造 給所レ 宿、 故 云， 一 御 一と 見 ゆ、 須我 山と 南方に 相拉 

びて 此山も 共に 郡 家 東北 1 十九 里 一 百 八十 歩と 有て 相 近き 地 なれば 須賀宮 の 事 を 如 此く傳 へ たる か、 又 同 郡不レ 在-一 神 

祇官， と 有る 十七 所の 中に 須我社 見 ゆ、」 (補 意) と 云 はれた るに 就きて 案 ふるに、 其 御室 山 も 共に 須我 山の 内に は 在れ 

ども、 其宮を 造り 給へ りし 地なる が 故に 其 御室 を 以て 山 名と 爲る のみこ そ 有り けれ、 等しく 其淸 地の 內 にし 有り けれ 

ば、 下に 云る が 如くに て、 其御窒 山な む 其 須賀宮 の 在所に は 有る ベ かるらし、 (然る を通證 に、 大社 記 曰、 素 鵝社在 T 大 

社 與，， 蛇 山， 之 問 h 延喜式 風土記 所謂 W 雲 社 者 是而合 TI 祭 素斐嗚 尊. 稻田 姬. 大己贵 命 三 神-と 有れ ども、 其に て は 古記の 

趣に 合 はざる 事 なれば、 云 ふに も 足らざる 者ながら 心得て 有る ベ し、 叉 萬 葉 十七 卷四 十七 丁に、 情爾 波、 由 流布 許等奈 

久、 須加能 夜 麻、 須可奈 久能未 也、 孤 悲和多 利 奈牟と 有る は、 越中國 にての 歌 なれば、 此須我 川の 事に は 非ざる 者な が 

ら叉 由有る 事、 傳ニ 十八 卷に云 ひ、 叉 因幡 國に 須賀 神の 御 在し 坐す 事 は 其 下に 云へ るな り、) 惜 第一 一書に、 素^ 嗚 

尊 云々、 乃 於 U 奇御 戶-爲 レ起而 生兒號 -1 淸之湯 山 主 三 名 狹漏彥 八島篠 T 一  云 淸之繫 名 坂 輕豫八 島 乎 神、 又 云 淸之湯 山 主 

三 名 狹漏彥 八 島 野と 見えた る は • 其 須賀宮 に 御 在し 坐して 令レ生 給へ る御兒 神なる が-, 大国 主神の 八十 神の 爲に御 父 


大神 Q 御 許に 幸 行す 迄の 間 は 此宮に 御 在し 坐け むと 所思 ゆる 由、 下に 註せ るが 如し、 若て 其 淸之湯 山 主 は、 右に 謂 ゆ 

る須我 山の 事な り、 湯 は 右に 引ける 海 潮鄕の 下に、 卽 東北 須我 小川 之 湯 淵 村 川 中 温泉 (不 A 用， 號) 同 川上 毛 間 村 川 中 

溫泉 W  (不レ 用 レ猇) と 有る 是 にて、 溫 泉の 下に 不レ用 レ號と 云 ふ 事の 二 所に W でた る は. 唯に 温泉と 云 ふ 事に て、 湯 山 

と 云 ふ號の 有る も 所々 に 然る 溫 泉の 有る を 以てな り、 纂蔬 に、 曰， 一 淸之湯 山 主, 者、 » 雲淸地 有， ー溫泉 T 故爲レ 名と 註 さ 

せ 給へ る是 なり、 此を 以て 須賀宮 は 後の 熊 野 神宮 Q 地と は 異なる 所なる を 知るべし、 或 說に湯 淵 村 素 妻 鳴 尊 稻田姬 命 

往跡有 i 之と 有れ ども、 然る 村里に て は 無く、 山 坂な どの 地なら すて は 其 御子に 淸之湯 山 主と も 淸之擊 名 坂と も 申す 

御名の 有る に 相 叶 はざる 者な りかし、 叉 風土記に、 同 郡 佐 世 鄕郡家 正東 九 里 二百 歩、 古老 傳云須 佐 能 袁命佐 世 木 葉 頭 

剌而 踊躍 爲時、 所， 剌佐世 木 葉墮レ 地、 故 云， 一佐 世， と 有る も、 其 诲潮鄕 にも 須我 山に も 西方に 當 りて 遠から ざる 地に し 

有りければ、 其 も 此須賀 宮に大 神の 御 在し 坐し ける 程の 御 事と 見えて、 此 にても 其宮に 住み 著 かせさせ 御 在し 坐し け 

る 證とは 成れる 者ぞ かし、 (若て 其 海 潮鄕に 今須我 村と 云 ふ 有り、 湯 淵 村 Q 名 も今猶 在りと 云へ り、 其 不レ在 二 神祇官 f 

と 云 ふ 須我社 は 海 潮 鄕須我 里に 在る を、 今雜訪 里と 云 ふと 云 ひ、 叉 須我山 は 同鄕に 在りて 保 宇奈塚 山と 云 ひ、 御室 山 

は同鄕 飛石 村に 在りて 右の 須我 山と 相拉、 ひたる 其 南方の 山是 なりと 云へ り、 予 未だ 其 地理 を 知ら ざれば 猶 後に 正して 

註す 可き なり、) 借此 下に、 因 勅 之 曰、 吾 兒宮首 者卽脚 摩？ 手 摩 也、 故 賜，, 號於ニ 神， 曰，， 稻田宮 主神， と 有る に 就て 考 

へ 有り、 其 は 上に 粗 云へ るが 如く、 大己貴 神の 生み ffi させ 御 在し 坐して 隨分長 成らせ させ 給 ふ 頃 ほひに 至りて は、 大 

祌は 此須賀 ifi. を 避け 給 ひて 巳に 外に 物爲 させ 給 ひて 其 御成 業 をば 試み 奉らせ 給 ひけら し、 右に 引ける 風土記 海 潮鄕の 
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下に、 宇 能 治 比 古 命 恨，， 御 紙 須我翻 命- 而 北方 ffi 雲海 潮 押上而 漂-! 御祖之 祌-と 有る は、 古事記に 謂 ゆる 故 此大國 主神 之 

兄弟 八十 神 坐と 有る 其 中の 一 神に て 御 在し 坐すべく、 其 御祖之 神と 云へ る も、 同 記に 大穴 牟遲 祌に對 へて 御祖 命と 書 

せる 是 にて、 須我 IS 命と 申す、 須賀 は宮號 なり 地名な り、 禰は姊 にて 女神の 謂なる は 然る 物に て、 其 宮を稻 田 宮と云 

ふも奇 稻田姬 命の 御名 を 取れる なれば、 此に は御祖 神と 御子神 等と 共に 此須賀 宮に御 在し 坐し けるな り、 下 及 二十 四 

卷に云 へ る を 考へ合 はす 可し、 若て 其 八十 神の 爲に辛 苦られ させ 給 ひて 御父大 神の 御 許に 至り 坐し ける に、 其 歸り給 

ふ 所に、 遙望 呼？ I 謂 大穴 牟遲 神-曰、 其 汝所レ 持 之 生 大刀 生 弓矢 以而 汝庶 兄？ 者 追 n 伏 坂 之 御 尾？ 亦 追 n 撥 河之瀨 T 意禮 

爲， 1 大國 主神-亦 爲 n 宇都 志國玉 神- 而云. -是奴 也、 故 持 n 其 大刀 弓 r 追 n 撥 其 八十 神-之 時、 毎 n 坂 御 尾， 追 伏、 毎 n 河 瀬， 

追 撥而始 TI 作國， 也と 有に 合せて 風土記 を考 ふるに、 其 大原郡 神 原鄕、 郡 家 正北 九虽、 古老 傳云、 所レ. 造 nlK 下- 大祌命 

之 御 財 積 置 給處、 則 可， 謂，, 神 財鄕？ 而今 人猶誤 云， 一 神 原鄕， 耳と 有る は、 御 父大祌 より 授かり 給へ る 神 財を收 させ 給 ふ 

地と 聞え たるに、 叉屋 代鄕、 郡 家 正北 一十 里 一 百 一 十六 歩、 古老 俾云、 所レ造 n 天下 一大 祌之築 立 射處、 故 云-一矢 代- (神 

龜 三年 改 -1 字屋 代-) 卽有 ，1 正 倉 T 叉屋 裹鄕、 郡 家 東北 一 十 里 一 百 六十 歩、 古老 傳云、 所レ 造た 大下， 大神令 レ殖レ 笑 給處、 

故 云， 一矢 內ー (祌龜 三年 改， 一字 屋裹 一) と 有る も 生 弓矢の 事に 思 ひ 合せら る- -を、 共に 其 間 合 遠から ざる 虞なる は、 其須我 

宮に本 著き て物爲 させ 給へ るに て、 八十 神 を 伐ち 給 はむ 御 設此に 御 在し 坐す を 以てな り、 又 城 名 樋 山、 郡 家 正北 一 里 一 

百 歩、 所レ 造-天下， 大祌 大穴 持 命、 爲レ 伐， 一八 十 神， 造レ 城、 故 云， 一城 名 樋 山， 也と 有る は、 須賀宮 より 此に W で 坐して 御 

軍に 及ばせ 給 はむ として 御城 を 造らせ 給へ る. なり、 叉來. ff^ 鄕、 郡 家 正南 八 里、 所, 造-一天 下- 大神命 詔 八十 神者不 


靑垣山 裏, 詔、 追 撥 此處追 次 坐、 故 云， ー來次 一と 有る は、 其 城 名 樋 山より 此 攻め 至らせ 給へ る古傳 なり、 如此く 大國主 

神の 八十 神 を 滅し給 ふに 就た る 故事の 皆 此大原 郡に 在る は、 全く 其御祖 命と 二 柱 共に 須賀宮 に 御 在し 坐し ける に 依れ 

る 者な り、 此を 以て 右の 須我禰 命は奇 稻田姬 命に 渡らせ 給 ふ 可き 由 を 知り、 叉 須賀宮 は 其大原 郡なる 須我 山. 須我小 

川 叉須我 社の 御 在し 坐す 海潮鄕 なる 事 を 知れる 者な りかし、 (伹し 其より 後に 大國 主命の 住み 給へ りし は、 下に 引き 

て 註せ るが 如く、 其 古事記に 見えた る 御父大 神の 御 首に、 其 我 之女須 世理爲 賣爲 -1 嫡妻- 而於 n 字 迦能山 本 f 於- 1 底津名 

根， 宮柱布 刀斯理 、於，， 高天原， 冰掾多 迦斯理 而居是 奴 也と 有る 宇迦 能 山 は、 風土記に、 宇賀 鄕、 郡 家 正北 一十 七里廿 

五 歩、 所， 造，， 天 下， 大 神命讓 n 坐 神 魂 命 御子 綾門 日 女 命 T 爾時 女神 不， 背 逃隱之 時、 大神伺 求 給 所 是鄕、 故 云，， 宇賀-と 

有る 其 地な り.、 然れば 八十 神 を滅し 給へ る 迄の 宮所は 須賀宮 にて 有りし なりけ り、) 〇 於-一 彼處- 建レ宮 は、 新宮 本に 宮 

、豆 久理志 多 麻布と 訓み、 叉 古事記に 其 地 作レ宮 坐と 有る 記 傳の訓 に 因りて、 會許爾 那母宮 豆 久理志 給比祁 流と 訓み調 Q 

ふ 可し、. 天孫 降臨 章に 其 地 有 一一 一 人 一と 云 ふ 事 を、 其 第 四 一 書に は 時 彼處有 > 一 一 神-と 作る、 其 地と 彼 處と相 通 はし 書け 

る例是 なり、 此 大祌奇 稻田姬 命と 御 合 ひ 坐 さむ 其宮處 を竟給 ふとして 幸 行し ける に、 御 心の 淸々 しく 思 ほし 感 けさせ 

御 在し 坐し & かば、 其處に 住み 給 ふ 可き なりけ りと 所思し 定めさせ 御 在し 坐して 宮殿 を 作らせ 給へ るな りけ り、 凡て 

祌 等の 宮殿 を 造らせ 御 在し 坐して 留め 住ませ 給へ る 例、 何れも 其 御 心に 得させ 給ふ處 有る を 度と 爲 させ 給 ふ 事に て、 

出 雲 風土記に、 秋 鹿郡惠 辆鄕、 郡 家 東北 九里卅 歩、 須佐能 乎 命 御子 磐 坂 日子 命國 巡行 坐 時、 至 n 坐此 處-而 詔、 此處者 

國稚美 好國、 形 如-一 畫鞀- 哉、 吾 之 宮者是 處造事 者 詔 、故 云- 1 惠 伴- (神龜 三年 改- 一字 惠 曇-) と 有る、 此には 御 心の 事 を 
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云 は ざれ ども、 國稚美 好と 愛で 給へ るに 卽ち御 心の 稚 やかに 美 好 しく 成らせ 御 在し 坐す 意を宣 ひて、 其 地を宫 處と定 

め 給へ るな り、 ff: に 多 太鄕、 郡 家 正北 五 里 一 百廿 歩、 須佐能 乎 命 御子 衝杵等 乎 而留比 古 命、 國 巡行 坐 時、 至？ I 坐此 處- 

而詔、 吾 御 心 照明 正眞 成、 吾 者此處 靜將坐 詔而靜 坐、 故 云， 1 多 太 一と 有る も、 御 心の 照明く 正眞 しく 所思え させ 給へ る 

を 度と して 其處に 留まり 坐せ るな り、 右 等 は 何れも 現 御身の 御上の 事なる が、 人 代と 成りて 後に 神の 御 靈の鎭 まらせ 

給へ るも然 有りけ り • 其 は 神 功 皇后 御紀 に、 皇后 之 船 直 指，, 難 波？ 于時 皇后 之 船媼， 一 於 海中， 以不 レ能レ 進、 更還， 1 務 古水 

門, 而ト 之、 於 是天照 太 神誨之 曰、 我 之 荒魂不 レ可レ 近- 1 皇后？ 當， 居 n 御心廣 田國？ 卽以 n 山背 根子 之 女 葉 山 媛-令 レ祭 

(中略) 亦 事 代 主 尊誨之 曰、 祠-ー 吾 于御心 長 田國？ 則以， 一葉 山 媛 之笫長 媛-令 レ 祭と 有る、 此廣田 長 田 は 元より 然る 地名 

の 有る に 就きて 宣り 給へ るに は 有る ベから す、 彼の 征韓の 御 政 を 守り 奉らせ 給 ひ、 終て 御 心の 廣く 長く 成らせ させ 給 

へ る 其の 處に鎭 まり 坐 さむと は 託 給へ る 者に て、 廣田長 田の 號は其 御 時に 始まれる 事、 此に素 斐嗚大 神の 吾心 淸 々之と 

御言 擧爲 させ 給へ るに 起り て、 淸 地の 稱 有り 須賀 宮の號 有る に 等し かりぬ 可く して、 此例猶 多 在らむ を 今 其  一 ニを擧 

ぐ、 (右 等の 御 心 廣田國 • 御 心 長 田國の 例に 依らば 御 心 須賀國 などの 言 も 有り つらむ を、 今 物に 書して 偉 はらぬ にこ そ、 

萬 葉 一 卷十 八丁 幸， ー于吉 野宮， 時 歌に、 山川 之、 淸河內 跡、 御 心 乎、 吉野 之國、 叉 十五 卷 十二  丁に、 安 我 己 許呂， 安 可 

志 能 宇 良 雨と 有るな ど 右と 同じ 云ひ樣 なり、) 偖 此建レ 宮の御 事 を、 古事記に 兹大神 初 作 二 須賀宮 一之 時と 有りて、 須賀 

の號 有れば、 此 にも 必す 淸宮と 書け る 所有 るべき に、 然ら ざる は 其 記さる 可き 因み 無き に 依れる 者なる 可し、 叉此 下に 

稻田宮 主 祌の號 有れば 其 后 神の 御名に 因りて 稻田宮 と 云 ふ 稱も必 す 有り つらむ と 所思し き 由 は、 此に因 勅 之 曰、 吾兒 


首 者 云々 の 事 を、 古事記に は汝者 任-一 我 宮之首 1 と 有れば、 本より 大神 Q{s なる 事 申す も更 なる 所な り、 然るに 上に 

云へ るが 如く、 大神は 其 後に 別處に 移り 幸 行て 國土經 營の御 事 を 始めさせ 御 在し 坐せ る 後に は、 其 御 祖奇稻 田姬命 

御子 大己貴 神と 二 注 住ませ させ 御 在し 坐し ける 故に、 此には 右の 如く 吾兒宫 と 有る 事 なれ ども、 實には 其 始は大 神の 

宮 なる 故に 我宮と は 詔り 給へ るな りけ り、 借 其 須賀宮 は 右に 引ける 風土記に、 大原郡 御 窒山郡 家 東北 一 十九 里 一 百 八 

十 歩、 祌須佐 乃 乎 命 御 01 令レ造 給所レ 宿、 故 云， ー御窒 一と 有る 是 にて、 奇 稻田姬 命と 遘合爲 させ 給へ る 奇御戶 にこ そ は 有 

けめ、 奇御戶 は隱處 にて 又 其の 御窒に 異ならす、 其 は 古に 男女 隱寢る 事 は 更に も 云 はす、 唯に 寢 臥す にも 其 室な りけ 

る 事 は、 古事記に 大穴 牟遲 神の 御父大 神の 御所に W で 坐し ける 所に、 令 レ寢， 1 其蛇窒 , 叉 入， ー吳 公與， 蜂窒, と 有る は- 其 

神を窘 なめ 試み 給 ふとして 然る 枉々 しき 所に 入れ 給へ るに は 有れ ども、 其窒に 令レ寢 給へ る 意 は 一 なり、 に 八 田 間 

大 室の 事 有る、 此 は其大 神の 御 自ら 御寢坐 さむ 料な り、 神武 天 皇戊午 御 紀虜に 宴 饗を賜 はる 所に 作，, 大窒於 忍 坂邑, と 有 

る も、 後に 令 レ臥給 はむ 料と 聞 ゆる 事 は、 緩 靖天 皇御紀 に、 會, 有 一，, 手 硏耳命 於，, 片丘大 穿 中， 獨臥， 于大牀 t と 有る 其 害 

に大牀 を^け て 臥し 給へ るに て 推し 度ら れ たり、 古事記 神 名に 久.^ 紀若窒 葛 根 神と 見え、 顯宗 1K 皇御紀 に爲， 1 窒壽， 曰 

築 立 稚室葛 根 云 々と 有る も、 屋は窒 を 主として 建つ る 事、 彼の 二 柱御祖 神の 八 零 殿に 久美度 を 云 ひ、 此須賀 宮に奇 御 

戶の御 事 御 在し 坐す を 以て 准ら へ 知る 可き 者な りかし、 (天孫 降臨 章に、 鹿 葦津 姬忿恨 乃 作， ー無レ 戶窒, 入ジ居 其內, と 有る 

は、 産室 なれ ども 右 等の 寢窒に 異ならす、 叉 其の 居 字 を 許 母理と 有る を も 思 ひ 合 はす 可し、 萬 葉 一 ー卷 一 一十 丁、 柿 本 朝臣 

人 麻 呂從， 一石 見國 一別 レ妻 上來時 歌に、 燸 隱有、 屋上 乃 山 乃と 有る を 1 云， ー窒上 山, と 有る、 窒上 も夜賀 美と 訓む 所なる 
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は 本より なれ ども、 其 夫婦 隱寢る 所は窒 なる 故に 其 意 を 以て 窒 上に 作れる 者な り、 名義 抄に窒 字 を牟呂 とも 須牟 とも 

與流 とも 登 志と も 加 曾 布と も 佐 夜と も訓 めり、 其與 流と 云 ふ は 貴人の 寢給ふ 事 を御與 流と 云ふ是 にて、 中 務內待 日記 

に 「御與 流の 後 も、 急に 寢られ す 云々」、 增 鏡に 「今日の 日影に 御門 は 何方に 御與 流と 問 ふ 云々」、 著 聞 集に 「月 を も 

御 覽ぜで 御與流 なれば 云， „<」 と 有る を 云 ひて、 其 寢窒に 臥し 給 ふ を 云へ り、 叉 佐 夜と 云ふ訓 有る は、 上に 引ける 武烈 

天 皇御紀 影 媛 歌に、 逗摩御 暮愿、 嗚佐褒 嗚須擬 と 有る、 卽 ち妻隱 有小眞 廬の義 なる に 等しく、 眞屋 にて 臥 房 を 云 ふ稱な 

り、) 〇 建 は、 金澤 本に 都久 流と 有りて、 卽ち 古事記に 其 地 作レ宮 坐と も 作， 一須賀 宮， とも 所見た る 作 字に 當れ り、 八洲 

起 元 章 第一 一書に、 化 n 作 八 尊 之 殿 r 又 化 n 堅 天柱-と 有る 化 作 を 美 多 都と 訓 める を 以て、 多 都と 都久 流と 其 貢 別に 

して 字 は 共に 一 なる を 以て 辨ふ 可し、 天孫 降臨 章 第二 一  書に、 時 皇孫 因 立， 1 宮殿， 是焉遊 息、 其 第 六 一 書に、 其於秀 

起 浪穗之 上 起 = 八尋 殿， 而 云々、 垂仁 天皇 二十 五 年御紀 に、 故 隨，， 太神敎 T 其祠 立， 1 於 伊勢 國 T 因 興 n 齋宮于 五十鈴川 上 T 

是 謂，， 磯宮？ 景行 1K 皇 十二 年御紀 に、 到 = 豐前國 長峡縣 T 興， 1 行宮， 而居故 號，， 其 處ー曰 レ京也 云々、 卽留 n 于來 田見邑 f 權 

興， 1 宮窒， 居レ之 云々、 到 n 日向 國？ 起 n 行宮， 以居レ 之、 是謂， 1 高 屋宮で 叉仲哀 天皇 二 年御紀 に、 興， 1 宫窒于 穴 門- 而居レ 之、 

是謂ニ 穴鬥豐 浦宮, など 猶多 在り、 斯れば 多 都 も都久 流と 一 かと 云 ふに 然ら す、 都 久流は 其 人工 を 盡す方 を 以て 云 ひ、 

多 都と は 其 {呂窒 に 就きて 雷 を 成せる 者なる なり、 (然れ ば 多 都は體 なり、 都 久流は 用な りと 雖も、 其義相 遠から ざる 

が 故に 通 はし 用 ふる も 常 なれば 然 のみ 抱る 可から す、) 〇 或 云と 云 ふ は、 樂 府に傳 はれる を 以て 云 ふなる 可し、 若て 

此の 細 書 を 古事記に は、 玆大神 初 作 n 須賀 宮， 之 時、 自 n 其 地， 雲 立 騰.， 爾作  >, 御 歌？ 其 歌 曰、 夜 久毛多 都、 伊豆 毛夜幣 


賀岐、 都 麻 碁 微爾、 夜幣賀 岐都久 流、 曾 能 夜 |£ 賀岐袁 と 有りて 本文に 在り、 此御紀 は 其 大體を 云 ひて、 細やかなる 事 は 

細 書に 爲る 故に 外. < しく 見 ゆめり、 右の 兹大神 は 記傳九 (四十 三 丁) に、 「玆に 始めて 大 神と 申せり、 下 皆 同じ、 伊 邪 

那岐命 を も 黄泉 段の 次より は大 神と 申せり、 共に 故 有る 事なる 可し」 と 云 はれき、 此御紀 に は 然る 差別 は 無くして、 

初より 大神 とも 申す 可き 神 等に は 尊 字 を 書かれた りと 雖も、 其甚 じき 御 功業の 全く 立た せ させ 御 在し 坐せ るに 臨みて 

然稱へ 奉る 事 なれば、 此 には然 書され すと も 其 心 は 古事記の 如く 思 ひて 有るべき 事な り、 (但し 記傳に 「此は 熊 野宮に 

鎭り 坐す 所 を 指して 申せるな り、 若然ら すは更 めて 玆大 神と 云 ふべき に 非す、 於レ今 云， 一須賀， と 云 ひて 其須賀 官に鎭 

坐玆大 神と 云 ふ 意 自ら 顯 はなり、 須賀と 熊 野と は 本 一 なりし が、 漸 後に は 其 須賀て ふ 名 は 近き 邊の 山川に 殘り、 熊 野 

て ふ 名 は 神宮に 殘 りて 終に 別なる が 如く 成れるな り」 と 云 はれ たれ ども、 上に 註せ るが 如く 須賀宮 と 熊 野 宮とは 等し 

からす、 須賀 宮は遘 合して 御子 を 令 レ生給 はむ 所なる にて、 二 柱御祖 神の 八尋 殿の 如く、 熊野宮 は 第五 一書に 然後素 

せ 戈 鳴 尊 居， 一 熊 成峯， 而遂入 一一 於 根國， 矣と 有る 如く、 根國に 入御 在し 坐 さむと 爲 させ 給 ふに 就て 構ら せ 給へ るに て、 彼の 

伊：^ 諾大 神の 幽宮の 如き 者な りかし、) 初 作 一 一須賀 宮, 之 時と 有る 初 字 は、 此に遂 到， 1W 雲 之淸地 T 於-一 彼 處ー建 レ宮と 云 

ふ遂 字に 對へ るが 如き 一一 一一 II にして、 立 返りて 其 初 を 云 ふなり、 其例傳 十三に 巳に 註せ り、 自， 一 其 地， は 上に 爾 到つ 坐須賀 

地， 而詔 之、 吾來 n 此地ハ 我 御 心須賀 -<<  々斯 而、 其 地 作， 宮坐、 故 其 地 者、 於レ今 云， 一須賀 一也と 有る、 其 四の 地 字 を 承け 

て 其 雲の 立 起れ る 所在 を 云へ る 者な り、 楮此 雲の 立 起れ る 所在 は、 右に 謂 ゆる 須我 山の 內か とも 所思 ゆれ ども、 御 歌 

に 垣 を 成せる 趣なる を 以て 思 ふに、 等しく 其 地と は 云 ひながら 其 山 を 園み て 外方な りしなる 可く や 侍らむ、 記 偉に 
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「熊 野は隱 野の 義 にして 御 歌詞の 都 麻 碁微の 由なる 可し」 と 云 はれた る も 由 有りて 聞 ゆれば、 其 邊を始 として 幾條と 

無く 立 覆 ひ 巡れるな りけ り、 其 風土記に、 意 宇 郡 ffi 雲 神戶、 郡 家 南西 ニ里廿 歩、 伊 弊 奈枳乃 麻 奈子坐 熊 野 加 武呂乃 命 

五 百 津鈕神 組 所， 一 取々， 而、 所レ 造， ifK 下， 大穴 持 命 二 所 大神等 依 奉、 故 云， 一 神戶， (伦郡 等 神戶且 如， 之) と 有る は、 本よ 

り W 雲 神の 神戶と 云ふ義 なる 物から、 此に ffi 雲の 名 有る に 本 著き て 其より 神 戶の號 有りと 見る 時 は、 此 地に 已に K 雲 

の稱 有りけ る 者な り、 然る は 其 出 雲 神 戶は大 草鄕、 郡 家 南西 二 里 ー百廿 歩、 須佐乃 乎 命 御子 靑幡 佐久 佐. 日 古 命 坐 故 

云， 一大 草， と 見えた る其鄕 中に 在りて、 神 名 式に 謂 ゆる 佐 久佐祌 社の 所在 是な るが、 今此を 八重垣 社と 云へ る も 叉 御 歌 

に 由 有りて 聞 ゆるな り、 詞林 採： 耍に 「昔簸 河 上手 摩？ 脚 摩 乳 夫婦 祌女稻 田姬佐 久佐賣 社に 祀 奉る、 社な ども 無く 八重 

垣と て 八 所に 引離々 々有レ 之、 此を佐 久佐賣 の 明 神と 申す 也、 大社の 御 歌と て 『日 も 暮れぬ 佐 久佐賣 の 刀自 早く 出よ 

心の 暗に 我 迷 はすな』 佐 久佐賣 の 刀自と は 稻田姬 とか や、 叉 後 撰 集 歌に、 『今來 むと 云 ひし 計り を 契に て 待に 消ぬ 可 

き 佐 久佐賣 の 刀自』 云， *<」 と 有る は、 佐 草 女と 申す 事に て、 其 佐 草に 住ませ 給へ る 地名 を 以て 稱へ 奉る 御名と 聞 ゆ、 

叉 山家 集に 「水 尾 淀む 天の川 霧浪 掛けて 月 をば 見る や 佐久佐 美の 神」 と 有 も 同じ、 此には 其 夫 素戔鳴 大祌の 月國に 

御 在し 坐す 事を寓 たりと 聞 ゆ、 必す 承く る 所有け るなる 可し、 借 » 雲と 云 ふ 事 は 下に 云へ るが 如く、  as 雲 郡 W 雲鄉、 

卽屢二 郡 家 一 (說レ 名 如 レ國) と 有る より 弘ご りて 郡 名と 成り 國號と 成れり と 所思し きを、 其 も然は 定めて 云 ひ 難き 事 有る 

は、 其 次に 祌戶 里、 郡 家 西北 二 里 一 百廿歩 (W 雲 也、 說レ名 如， 一意 宇 郡，) と 有りて、 卽ち 35 雲 神 戸なる が、 其 W 雲鄕 

と は 僅に ニ里餘 を隔 りて 相 接け る 地な りければ、 本 は 皆 がらに 其 神 戶に屬 ける 地な りけ む を、 祌物 *官 物 1 に 相 分る 


-1 頃 ほひより 官に屬 く を 鄉に收 め、 神に 屬 る を 神戶と 成された る 者た？ りければ * 其 本を究 むる 時 は 右の 意 宇 郡なる as 

雲神戶 なむ 始な りければ、 其 地名 を 移せる にて、 此に 雲の 立騰 りしと 云 ふ は 其 W 雲鄕 にて は 程 も 隔れ、 ば 其に は 非 ざ 

る な り、 故に 其 雲の 立ち 騰れり し は 決め て 右の 意 宇 郡 熊 野 山より 係け て W 雲 神 戶の邊 なりけ む 事 推て 知る 可き 者な 

り- (猶 下に も 云へ るが 如く、  W 雲 神戶は 外に も 有りて、 秋 鹿 郡神戶 里、 W 雲 也、 說レ名 如-一意 宇 郡-と 見え， 循縫 郡神戶 

里、 お 雲 也、 說レ名 如-一意 宇 郡-とも 見え、 神 門 郡神戶 里、 郡 家 東南 一 十 里、 說レ名 如-一意 宇 郡 一と 有るな ど是 なり、 斯れ 

ば 其 W 雲と 云 ふ 名の 起り は 意 宇 郡に 起り て、 其 W 雲郡义 W 雲 鄕の名 は 却に 後な り J 雲立騰 は、 古事記 白檮原 宮段大 

#  愛 

后 御 歌に、 佐 覃賀波 由、 久毛多 知 和多理 云々、 景行 天皇 十七 年御紀 に、 是日涉 n 野中 大石 T 望 n 京都- 而歌之 曰、 波辭 

枳 豫辭、 能 伽 方多從 由、 6 毛 位 タん知 區暮と 有り、 古事記に は 倭 建 命の 御 歌と して 其 時 も 別な り、 叉 齊明一 K 皇四 ijs; 

紀大御 歌に、 .1 磨 &那ー i、 乎 ま i 我禹 J 坏爾- 俱該娜 尼 母、 旨 《 俱之 多. C 婆、 那 爾柯那 U お 柯武と 見え、 萬 葉 二  (四十 三 

丁) に、 石 川爾、 雲 立 渡禮、 見 乍 將傯、 三 (十四 丁) に、 三吉野 之、 御船 乃 山爾. 立 雲 之、 常將在 跡、 七 (五 丁) 

に、 卷目 之、 由 槻我高 仁、 雲居 立 有 良 志、 叉、 弓 月 高、 雲 立 渡、 叉、 海原、 絕塔 浪爾、 立 有 白雲、 又 (二十 七 丁) 橋 

立、 倉椅 山、 立 白雲、 見 欲 我爲、 苗 立 白雲" 九 (二十 四 丁) に、 男 神爾、 雲 立 登、 斯具禮 零、 十一 (九 丁) に、 雲 

谷、 灼發、 意 遺， 見 乍爲、 及 直 相、 叉、 春 楊 葛 山、 發雲立 居、 妹 念、 十七 (八丁) に、 麻 蘇 鏡、 吉欲伎 月夜 爾、 雲 起 和 

多 流、 十九 (十六 丁) に、 安之 比奇 乃、 山 乃 多 乎 里爾、 立 雲 乎、 余 曾 能 未見 都 追、 嘆 蘇 良、 夜須 家久奈 久爾、 念 蘇 

良、 苦 伎 毛 能 乎な ど 有り、 騰と云 ふ は 唯に 缓 鍵る を 云 ふに は 非す して 地中より 立ち 渡る を 云 ふなり、 (萬 葉ー卷 (七 
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丁) に 騰字を 能 煩 流と 訓 めり、 立 騰と云 ふ 事： S 古今 集に、 「村雨の 露 も 未だ 干ぬ 眞木 葉に 霧 立ち 升る 秋の 夕暮」 な 

どの 類、 雲霧 は 更なり、 烟霞 にも 常に 云 ふ 事に て奇 らしから す、) 故に 鼓大 神の 建宮の 初に 如此 しも 雲の 立ち 騰り ける 

を、 尋常の 雲なら むに は 何の 咏言 をか爲 させ 給 はむ、 此は 決めて 瑞雲と 云 ふ 事の 始 とも 云 ふべき 事に なむ 有け る、 其 

は 三 五本 國考 に、 大昊 氏の 此 扶桑 神州に 生 W 給へ る 事を徵 された る 王子 年が 拾遺 記に、 春皇者 应镇之 別號、 所：， 都之國 

有-華 香 之洲？ 神 母 遊，， 其 上 f 有 ヨ靑虹 In 神 母？ 久而 方滅、 卽覺レ 有 レ娠、 歷 U 十二 年， 而生 犧； 長 頭 脩 目 龜齒龍 #、 

眉 有-白 毫 T 鬚 垂委， 地 、布，, 至 德于 天下？ 元々 之 類莫， 不レ 尊焉、 以，， 木德， 稱レ 王、 故 曰，， 春皇； 其明數 照，， 於八區 f 是 

謂， 一大 臭 T 位 居， 一 東方 f 以含 n 養盡 化； 叶 r, 于木德 f 號 n 曰木皇 一と 見えた る、 卽ち此 古 傳に奇 稻田姬 命の 大己貴 神 を 生み 

奉らせ 給へ るに 合へ り、 考 ふるに 其 都せ る華畜 之 洲は乃 皇國の 事 也、 華 は 扶桑 木の 華に 因れる 皇國 の美稱 なり、 番は 

渚と 同音なる を 以て 假 用せ しなり」 と 云 はれた る、 實に 何怜き 事なる に 就きて 思 ふに、 右の 神 母 は 此奇稻 田 姬命を 申 

し 奉れるな り、 其 上 は 此須賀 宮の邊 を 云 ふと 見るべし、 靑虹は 右に 引ける 古事記に 自 n 其 地, 雲 立騰と 有る、 其 雲 を 古 

今 集 序の 小 注 又 新 後 拾遺 集 序な どに 八 色 雲と 有る 八 を 彌の義 に 見て、 顯昭說 に、 「八 雲 は 五色 雲 を 云 ふ」 と 云へ るに 

合せて、 皇極 天皇 二 年御紀 に、 春 正月 壬 子 朔且、 五色 大雲滿 n 覆 於 天？ 而闕， 一 於 寅 r 一  色靑霧 周； I 起 於 地 一と 有る は、 祥 

瑞と云 ふに も 非 ざれ ども、 五色 雲の 滿 覆へ るに 靑 霧の 周 起れ る 事の 然 有りつ るに 合せて 思 ふに、 右の 有ミ靑 虹 繞，, 神 

母， と 云べ る は、 決めて 此 時の 八 雲の 故事 を 傅へ たりし 者と こそ は 所思え たれ、 此須賀 宮は奇 稻田姬 命と 御婚せ 坐し 

シ ルシ  ャクモ 

て 御 兒を令 レ生給 はむ 爲な るに、 果して 大己貴 神の 生み W させ 御 在し 坐し ければ、 然る 奇瑞の 祥雲 地中より 立 起り 騰 


れ りけ むは 實に 尤なる 御 事に こそ 御 在し 坐々 けれ、 其 華 渚の 渚は洲 渚と 熟する 字に て 海岸の 事 なれば、 大曼 氏の 都し 

給 ふ 所と 云 ふ は卽ち 天日 隅宮 なる 事已に 師の說 有る が 如し、 又此 扶桑 神州に 生み 坐せ る 由 を 以て 木 公と も 申し、 大眞 

東 王 父と も 申し 奉る 漢名の 御 在し 坐せ るに、 其 木 公 傳に木 公 萬 神 之 先 也、 亦 云-一 東 王 父； 冠-一三 維 之 冠-服-一九 色 之 服 t 

居 二 於 雲 房 之 問？ 以， 一 紫雲- 爲レ 蓋、 以 円 雲， 爲レ城 云. <  と 云 ふ 事 有る、 以 n 紫雲- 爲レ 蓋、 以， 一 青雲- 爲レ 城は此 なる 素斐嗚 

大 神の 御 歌に 伊都 毛 夜 覇餓岐 と 詠ませ 給へ る 御 句 を 彼に 訛 傅へ たるな めり、 叉淮 南子覽 K 訓に、 乘-ー 雲 車 f 駕-應 龍； 

道-一鬼 神； 登， 一九 天 f 朝 n 帝於靈 門？ (高 誘 注 言 朝， 一 於 上帝 之靈 門-也) { 必穆 休-一 于大祖 之 下- (大組 道 之 大宗 也) と 有る は、 

其大昊 氏の 上天に 復命し 給へ る 時の 事なる が、 其に も 雲 車 を 云 へ るな ど 悉に 由有る 事少 からざる は、 皆此八 雲の 瑞に 

出で たる 者な りけ り、 此 に叉奇 しき 事 は、 其 天日 隅宮の 後に 八 雲 山と 云 ふ 有りて、 後世に 號 けたる 所なる が、 其 神宮の 

造替 有りて、 其 遷宮の 夜に 當 りて は 決めて 其 時に 及びて 八 雲 山より 一條の 雲氣 W で 靉 鍵き り、 神體 渡御の 御 事辨み 

て後晴 度る 事に て、 何れの 御 時なる も然 りと 云 ふ は、 此須賀 宮の例 を延て 天地の 共に 易らぬ 御 事と 見えさせ 給へ る も 亦 

靈 しく 奇 しく 妙なる 御 事に なむ 御 在し 坐し ける、 (彼の 西戎 にて 此大昊 氏に 神 農. 黄 帝. 小昊. 顓 頃と 云 ふ を 合せて 五 帝 

と 云 ふが、 師說に 右 等の 王者 等 は 何れも 大國 主神の 御子 孫に て、 皆皇國 より K 興して 彼の 戎を敏 めさせ 給へ りし 皇神等 

にて 渡らせ 給へ る 由 云 はれた る は 然る 言なる に、 各瑞を 得て 生れ ffi でさせ 給へ りけ り、 神 農の 瑞は 春秋 元 命苞に * 少 

典妃 安登 游 -1 于華陽 ^ 有-一 神 龍首ハ 感， 之 于-ー 常 羊-生-一 神 子？ 人面 龍 顏好レ 耕、 是謂 n 神 農-と 有る を、 師說 に、 「少典 は大臭 

氏の 子な り、 事 代 主神に 當る 可し、 華 陽 は 華 渚の 陽と 聞え、 常 羊 は 我が 筑紫 洲是 なり」 と 云 はれき、 其 神 龍の 感には 
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雲の 事 見え ざれ ども、 右に 引ける 淮南 子に 乘ニ雲 車, 駕ニ應 龍 一と 有る が 如く、 雲と 龍と は 相 離れざる 者なる を 思 ふ 可 

し、 叉 黄 帝の 事 は 竹. 紀 年に、 母 云，， 附寶 f 見， 大電 繞-ー 北斗樞 星， 光照，. 郊野， 感而 孕、 二十 五月 而生， 1 帝於壽 丘， 云々 と 

有る 電は、 光 有る 氣 なれば、 其も祥 雲の 類なる 事 一 K ふ も 更なり、 日本 靈異 記に も 有， 1 五色 雲 f 如レ 電度レ 北と 有る を以 

て、 其 大電と 云 ふ も 雲なる 事 を 知るべし、 又 小 昊の事 も、 同書に、 母 曰， 一女 節 f 見-星 如,， 虹、 下 n 流 華 渚 r 旣而夢 接意感 

生 ニ小昊 一と 云へ る、 星如レ 虹と 云へ る も 本より 雲なる 事 論 を 待た す、 次に 顓 頃の 事 は、 母 曰 n 女 橘 f 見二瑤 光之趙 貫レ月 

如,， 虹、 感， 一已 於幽房 之宮？ 生 n 顓頊於 若水 1 と 有る、 此 二に 星 を 以て 云へ る は、 其鈸 色の 雲 色の 流星の 如くなる を 以て 

比喩へ たる 也、 斯れば 其 五 帝 共に 瑞雲 を 得て 生れ 給 ひし は此素 戔鳴大 神の 此の 故事に 依り、 且は其 W 雲大 神の 御子 孫 

なる 故に 然る 祥瑞の 御 事 は 御 在し 坐し けるな りけ らし、 若て 通證 に、 顏師古 曰、 四方 常 有， 一大 雲？ 五色 具 而不レ 雨、 其 

下 有 n 賢人- 焉と云 ひ、 董 仲舒說 に、 太平 之 時 雲 則 五色 而爲 レ慶と 有る を 初と して、 其 後に 戎 人の 淆 りに 瑞雲 を 云 ふ 物 

は、 右 等の 皇國 にて 在りし 神 世の 故事 を 掠めて 其 意 を も 得々 すして 云へ る 者な り、 憐む 可し、) 〇 時 は、 本文より 續 

きて 於，, 彼處， 建に 呂 時の 意な り、 古事記に は 先 づ其宫 を 造りて 住ませ 給 ふ 事 を 云 ふ 故に、 立 返りて 初 作，： 須 賀宮， 之 時 

と 有る 時と 此は 等しき 事、 上に 其 事 を 註せ るに 合せ 考ふ 可し、 〇 武素 鳴 尊 は、 武と冠 ふらせ 奉る 例此に 始めて 出で 

たり、 神 名 式に 隱岐國 海 部 郡 宇 受加命 神社 (名 神大) と 有る に 引合 ひて、 陽 成 天皇 實錄 に、 元 慶八年 三月 廿 七日 戊 子 

授， 一 隱岐阈 正 六 位 上 健須佐 雄神從 五位 下， と 見え、 叉 本 國神名 帳に も 海 部 郡 正三位 健 酒 佐 雄 明 神と も 所見たり、 俾 六に 

古事記に W で たる 建速須 佐. hf 男 命 の 御名 を 引 て 註す を 合 せ 見る 可き な り、 (因 云 宇受加 命と 云 ふ 事 心 5£ す、 今 宇津 加 


村に 御 在し 坐して 宇津 貿明 神と 申す 由 云 へれば、 若く は 地名なる にて や 侍らむ、 和名 抄鄕 名に 海 部 郡 佐 作 有る は其大 

神の 御名の 素 の轉 なる にや、 若く は 宇受加 は髻華 頭摔の 略なる 可し、 ffi 雲 風土記に、 大原郡 佐世鄉 云， -、 古老 傳云、 

須佐能 袁命佐 世 乃 木 葉 頭剌而 踊躍 爲時、 所 レ剌佐 世 木 葉墮レ 地、 故 云 n 佐 世， と 有る を も 思 ひ 合す 可くな む、) 〇 歌 之 曰 

は、 美 宇多 與美志 S 能 理多麻 波 久と訓 むべ し、 偖 字 多と 云 ふ は、 本 宇多 布と 云 ふ 用語 を體 言に 成した る 者な り、 崇神 天 

皇十年 御 記に、 大彥命 到-於 和珥坂 上， 時、 有 n 少女 f 歌 之 曰 云々、 於 是大彥 命異之 問，, 童女， 曰、 汝言 何辭、 對曰、 勿 

レ言 也、 唯 歌 耳、 乃 重 詠，, 先 歌 f 忽不レ 見 突と 有る 詠 字 を 宇多 布と 訓 める 是 なり、 又 其 問に 汝言 何辭と 有る を 以て、 辭 

に は 非す 歌な りと 答へ たるに て、 唯の 辭には 意外の 深 旨を述 ぶべ からざる を 以て、 歌 以て 諭 申せる 意 は、 謀反の 人 有 

りて 已に 事に 及ばむ と爲る を、 天皇の 所 知 看ざる を愁 たみて 神の 告げ 奉るな る 可き に、 唯の 言辭 にて は盡 さ、. -る 所有 

る を 以てな り、 是 歌と 云 ふ 物の 所以な り、 神 功 皇后 十三 年御紀 に、 武內 宿禰、 爲， 1 太子 一 答 歌 之 曰と 有りて、 其 句 中 

K 鼓  a 立  欲 乍 其 鼓  c:  立 欲 

に 會能宽 豆彌、 于鵜珥 多 氏々、 于多比 蒐々、 伽 彌鶏梅 伽 墓と 有る を、 古事記に は、 曾 能 都 豆 美、 宇須 邇多 tIT1-<<、 宇 

多 比 都々、 翻 美？ £ 禮加 毛、 麻 比 都 都、 迦美 |g 禮加 母と 有る にて、 宇多 比と 麻 比との ニ和拉 びた るが、 其 皇太后 尊の 壽 

, 、 、 I C  、ト 石， 立， 少 御 神  0  m  m ほ  神 m  S 狂 

ぎ 給へ る 御 歌に、 伊波 多- -須、 周 欢那彌 伽 未 能、 等豫 保枳々 々茂 苫陪 之、 訶武 保枳々 々玖 流 保 之と 有る を 承け たる 者 

にして、 右の 豐壽叉 神壽は 歌に して、 廻 ほし 狂 ほしき 狀に爲 る は 舞と 云 ふ者是 なり、 其 麻 比と 云 ふ は 身 振と 云 ふ 事に 

て、 古に は 歌に 各 某 振と 云 ふ 曲 有りて、 謠へ ば必す 舞 ひ、 舞へば 必す謠 ふ 物に て 有りし 者な りけ り、 若て 歌と 云 ふ は 

ゥ タフ 

物に 打と 云 ふ 事 有り、 其感に 依りて 響 有り、 其 響に 依りて 音 聲に見 はれ 首 語， yar つる 者に して、 物に 訴と云 ふ も 本 同 
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首な る が、 訴 は 唯 平 言 を 以て 云 ふ を、 歌 は 言 を 詠め て 嬉しき も 悲しき も其感 くる 所 を 述べ 云 ふなれば、 物 を 曲る 事に i 

と 云 ふ も 此に近 かる は 其 一一 一一 n を 詠む る謂是 也、 然れば 宇多 布と 云 ふ も 歌 振と 云 ふ 事に て、 音に 巨細 有り 一一 目に 屈曲 有る 謂 

是 なり、 故に 神武 1K 皇戊 午年 御 紀來目 歌の 下に、 今 樂府奏 ，1 此歌， 者、 猶 有，， 手 量 大小 及 音 聲. 巨細？ 此古之 遺 式 也と 有 

りて、 歌 は 必す謠 ふ 物にして、 其に は 必す舞 ふ 事 有る 物 なれば、 後世に 舞 ふ 事 は 更なり 其 歌 を だに 一一 一一 n を 詠めす して、 

唯 言に 云ひ唱 ふる 例なる を 以て、 右 をば 誣ふ ベから ざる 者な りかし、 (和名 抄に 雅樂寮 宇多 末 比 乃 豆 加 佐と 有る は、 

右に 謂 ゆる 樂府 なる が、 唯 古より 傳 はれる 歌と 舞と を 主 どり-仕へ 奉る のみに て、 當時 巳に 其 事は絕 えたり し 者な 

り、 職員 令に、 雅樂 寮、 頭 一 人、 掌，. 文武 雅曲 正， 憐雜樂 與女樂 人昔聲 人名 帳 試 IT 練 曲 課， 事 1 と 有る を、 義 解に、 文武 雅 

曲 正 憐 を 謂无ニ 干戈， 者 曰， 文、 有，， 干戈， 者 曰 レ武と 云 ひ、 雜樂を 謂 雅曲正 舞 以外 雜樂 也と 註され、 男女 樂人 云々 を 謂 樂- 

人 音聲人 男女 相雜旣 非， 二色：， 故 先稱， 1 男女， 以被レ 之と 見え， 試 n 練 曲 課-を 謂昔聲 曲度 各 有， 一大 小 r 課- 1 其 程 限， 試-其 成 

功， 也と 有り、 然れ ども 上古の 歌舞の みなら ざれば、 巳く 常時の 事は賴 みとも 爲し 難き 程の 事な り、 萬 葉 十六 卷 三十 

丁に、 明久、 吾 知事 乎、 歌人 跡、 和 乎 召 良 米 夜、 笛吹 跡、 和 乎 召 良 米 夜、 琴 引 跡、 和 乎 召 良 米 夜と 有る は、 其 所 嵐の 

歌人 笛 生の 類 なれば、 歌 を 今 詠む 人の 謂に 非す、) 故に 其 歌 はし も 其 情に 感 くる 時は聲 昔に 鼓 はれ 首 語に W でざる， 事 

を 得す、 其 W づるに 及びて は 手の 舞 ひ 足の 蹈む處 も 思えざる に 至る、 卽ち 歌と 云 ふ 物 を 成す 所以 是 なり、 古事記 明宮 

段に、 於是 天皇 宇 羅— 宜 是所レ 獻之大 御酒， 而、 御 歌 曰 云々 と 有る、 此宇羅 宜は情 舉と云 ふ 事に て、 性情の 內に 動かせ 

給へ る なれば、 卽ち御 歌詞に ffi し 給 ふ 所以 是に 在り、 古今 集 序に 謂 ゆる 夫 和歌 者 託 n 其极於 心地 f 發， 一 其 花於詞 林， 者 


也、 人 之 在， 世、 不， 能，， 無 爲『 思慮 易 レ遷、 哀樂 相變、 感 生- 1 於 志？ 詠 形， 1 於 言 f 是以逸 者 其 聲樂、 怨者其 吟悲、 可- 1 以 

ウー フケ 

述，， 懷、 可-一 以發， 憤、 動-天地； 感- 一鬼 神 T 化- 1 人倫 T 和-一 夫婦？ 莫レ 宜，, 於 和歌， と 有る， 信に 然る 事に て、 性情 Q 感動に 

依りて 歌詞 を 成す 所以に 合へ り、 萬 葉 三 (二十 八丁) に、 極此 疑、 伊豫 能 高嶺 乃、 射狹底 乃、 崗爾立 之而， 歌 思、 辭 

思 爲師、 三 湯 之 上 乃、 樹村乎 見者と 有る は、 歌 辭を思 ひ〉 ft らして 詠み 給へ.^ し 事 を 云 ふなり、 八 (二十 九 丁) に、 吾 

妹兒 之、 家 乃垣內 乃、 佐由理 花、 由 利 登 云 者、 不謌云 二 似と 有る を 思 ふに、 百合 を 見て 唯 百合と 云 ひて は 歌と は 云 ふ 

ベから す、 其 性情に 感 くる 所 無く は 何 を か 歌と は 云 ふべ からむ と 云 ふ 意と 見えたり、 十六 (九 丁) に、 端寸 八爲、 老 

夫 之 歌 丹、 大欲 寸、 九兒等 哉、 蚊 間 毛而將 居と 有る は、 翁の 自ら 感 くる 所有り て 歌へ るな り、 如何で か は M く 人の 感 

けざる 事 を 得む と 云 ふ 事に て、 今人 Q 歌の 如く、 其 詠み » づる心 も 詞も我 だに 自ら 得ぬ 事 を 人の 耳に は猶 更に 人る ま 

じきと は 表 裡の差 有る 事な り、 十七 (八丁) に、 大船 乃、 宇 倍 爾之居 婆、 安麻 久毛 乃、 多 度 伎 毛 思 良受、 歌 乞 和 我 世 

と 有りて、 下に 諸 本 如， 此可， 尋レ 之と 有れ ども、 其 先に、 大海 乃、 於 久可母 之 良受、 由 久和禮 乎、 何時 伎 麻佐武 等、 

問 之 兒等波 母と 有る に 併せ 考 ふれば 知らる 上 拳な り、 其 何時 來坐 さむと 問へ る は 其 感懷を ト問ふ 事に て、 卽ち歌 を 乞 

ひて 其 情の 寄る 所 を 見るな り、 十九 (十 丁) に、 遙 聞-, 泝江 船人 唱？ 歌 一首、 朝 床爾、 聞者遙 之、 射 水 河、 朝 己藝思 

都 追、 唱 船人と 有る、 此は唯 歌 船 を 聞かれた るの みなる 物から、 叉 其に 感 くる 所有る を 以てなる 事、 其遙 之と 云 ふに 

近からば と 希^む 意を藏 し； まれた る を 以て 知る ベ し、 土 佐 日記に、 「曳く 船の 綱手の 長き 春 日 を 四十 日 五日まで 我 

は經 にけ り 聞く 人の 思へ る やう、 何ぞ唯 言なる と 密かに 云 ふべ し 云，」 と 云 はれ、 源氏 總角卷 に、 「霜 冴ろ 汀の 千鳥 
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打 佗て 啼音 悲しき 朝朗 かなと 詞の やうに 聞え 給 ふ」 と 有るな ど を 思 ふに、 物に 深く 感 くる 時 は 心 も 亦 人 をして 感 けし 

む 可き 所に 至れる を、 唯に 詞の 如く 云 ひて は 其感淺 しとなる 可し、 古今 集 序に も 唯一 百 歌と 云へ る 事 有り、 强に詞 は！^ 

らす とも 平日の 言語と 同じから むに は 何 を か 歌と は 云 はむ、 正に 其 心有るべき 者な りかし、 (其眞 名 序に、 及 T 彼 時 

變， 1 澆漓， 人 貴 淫. - 浮詞雲 興、 艷流泉 涌、 其實皆 落、 其 花 孤榮、 至レ有 T 好色 之 家、 以 レ之爲 n 花鳥 之 使？ 乞食 之 客、 

以 レ之爲 計 之媒ハ 故 半 爲-ー 婦人 之 右？ 難レ 進-一大 夫 之 前-と は、 歌の 事 世に 盛に 成り 以て 來 ぬる 任に 其 弊 天下に 大いに 

成 L る 事を徵 された る 者な り、 今此世 中に も 歌 を沾り 學を銜 ひて * 食 を 俗人に 乞 ひて 活計の 媒と 成す 者少 力らざる 

を * 已く 古に も 然る 事の 有りし 者な りけ り、 此 にも 委しき 論 も 有る 事 なれ ども 憚る 所有れば 今 云 はすて なむ、) 惜歌 

之 曰と 云 ふ 事、 天孫 降臨 章 第 一,1 書、 海宮 遊行 章 第 七 一書に も 有りて、 此を 宇多 與美 志氐曰 久と訓 めり、 古事記に は 

此の 神 詠の 事 を 作 一】 御 歌-と 作る を、 記傳九 (四十 四 丁) に 神武 _大皇 戊 午年 御紀 に、 爲，， 御謠 一之 諮、 此 云-宇多 預彌- と 

見え、 枕 冊子に も 「歌與 美して 遣せ たる」 と 有るな ど を 引きて 美 宇多 余美斯 賜と 訓 まれたり、 叉 雄 略- 大皇四 年 御紀に 

歌 賦之を 宇多 與美 世與 とも 訓 みたり、 惜 歌に 與牟と 云 ふ は 唱と云 ふ 事に て、 歌を謠 ふと 云 ふ も" 其 性情に 感 くるき に を 

述べて 人の 感を催 ほし 誘な ふ 事 なれば なり、 萬 葉  一 (二十 七 丁) に、 呼兒 鳥、 象 乃 中 山、 呼 曾越奈 流、 七 (十一 丁) 

に、 氏 河 乎、 船 令 渡、 呼跡雖 喚、 不所聞 有 之、 叉 (十四 丁) 圓方 之、 湊之诸 鳥、 浪立 巴、 妻唱 立而、 八 (三十 八丁) 

に、 呼 立而、 嗚奈流 鹿 之、 昔遙 者、 九 (二十 八丁) に、 喚 立而、 三 船 ffi 者、 十 一 (四十 三 丁) に、 里 中爾、 鳴 奈流難 

之、 喚 立而、 甚者不 鳴、 十 (六 丁) に、 喚 子 鳥、 君 喚 變瀨、 又 (三十 一 丁) 蠕 呼 舟 之、 近附往 乎、 十九 (十八 丁) 


二、 足 槍 木 t^、 山 呼 等 余 f、 左 夜中 爾、 鳴 霍公鳥な ど 有りて、 人 Q 呼 は 更なり 鳥 獸の嗚 を も 呼と 云へ る は. 其 鳴聲卽 

ち 歌 なれば なり、 古今 集眞名 序に、 若 夫 春 鶯之囀 n 花 中？ 秋 蟬之吟 -1 樹上？ 雖レ 無- 1 曲折 「 各發 歌謠？ 物 皆有レ 之. 自然 

之理 也と 有る 是 なり、 (此 文を譯 して 其假字 序に は、 「花に 鳴く 鶯 水に 住む 蛙の 聲を 聞けば、 生と し 活る物 何れ か 歌 を 

詠 まざりけ ると 書され たり、 況て 人の 事に 感 けて 詠めら むに は、 呼 立て 唱な ふに は 勝りて、 如何で か は 天地 を も 動か 

し、 又 鬼神 を も 阿波 禮と思 はせ ざる 事 や は 有るべき、) 若て ロ訣 に、 於- 此歌， 有，, 四 妙 之 儀 r 字 妙 句 妙 意 妙 始終 妙 也と 

有りて、 其說 に、 字 妙 者 三十 一 字、 一 月 三十日 歸-ー 一 日 T 天道 無レ窮 以准レ 之と 云 へ る は 後より 推し 當ズ たる 事ながら、 

五 七 五 七 七と 調へ 一首の 始終 を 成して、 今古 易る 事無く 神隨 にして 行 はる i を 見れば、 實に字 妙と 謂 ひつ 可き 者な 

り、 通證 に、 五 七 五七而 節奏 出-自然 T 風 調徹ニ 古今 一と 云へ る は實に 然る 言な り、 、に 句 妙と は、 纂蔬に 句 妙 者 分 爲-ー 

五 句 r 象，， 五行 五 音， 也と 宣 へり、 思 ふに 神代の 始に五 柱の 別 天神 御 在し 坐し、 ，h 、に 神 世 七 代の 神 等 御 在し 坐して 天地 

初めて 立つ、 是五 句を譜 として 五ヒ言 を 以て 續け、 以て 全體の 一 首 を 成す 所以な り、 叉 上 三 句 下 二 句に 調 ふ は、 古事 

記 序に 謂 ゆる 然 乾坤 初 分、 參神 作-一造 化 之 首 T 陰陽 斯開、 二 靈爲， 一群 品 之 祖-と 云 ふに 合へ る 者な り、 古今 集 序に、 逮- 

于 素妾嗚 尊、 到 n» 雲國？ 始 有-三十 一 字 詠？ 今 反歌 之 作 也と 有. る、 反歌 は 短歌なる 事 上に 已に 註せ る を、 此を 引伸し 

て 長歌と 云 ふ も、 唯 其 句數の 重疊れ るの みこ そ 有り けれ、 五 七と 續 けて. 七 七に て 結ぶ 定格に 至りて は少 かも 異なら ざ 

る 事、 妙な りと も 妙なる 事に し 有りければ、 此を句 妙と 云 ひて 實に 尤當れ るが 如し、 淸輔 奥儀抄 に、 「歌の Isi! 々の 姿 

A い^,^ i4 ュ I、  ^^!&^;i^:^i^Ji:.CJIJ?4I.^^?Miii、  #E^心^li^^>志に任せて述べき、 出 雲の  <  雲の詞 より 和 
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歌 三十 一字に 定れ り、 然は 有れ ど 言 盡し 難き 時 は 長く、 調 足らぬ 時 は 短く 云る 事 有り、 是 より 様々 の 姿 心. _< の 名 自然 

出来る を や」 と 見えたり、 矛、 に 意 妙 は、 纂疏に 謂 一二 篇之 巧妙， 也、 と 註し 給 ひ、 始終 妙 は、 直指抄 に、 句々 字々 本末 

始終 全 體妙絕 之 謂 也と 有る が 如し、 (但此 四 妙な ど 云 ふ 事 は 上古より 必す 然る 傳の 有け るに は 非す、 此御 歌の 義 より 解 

して 後より 云ふ稱 なれば 抱 はる 可き. に 非す と雖 も、 叉 右の 四 妙と 云 へ る 趣 無しと は 云 ひ 難 かり、 故是を 以て 今 姑く 云 

ふの み、) 〇 夜 句 茂多蒐 は、 釋に八 雲 立 也と 註せ り、 古事記に は 夜 久毛多 都に 作れり、 祟 神 天皇 六十 年御紀 歌に も、 

椰句毛 多蒐、 伊頭 毛 多鷄流 餓と續 けたる を、 古事記に は 夜 都 米 佐須と 云へ る、 其 は聖武 天皇 天平 六 年 御 紀に八 裳剌曲 

と 云 有る 是 なり、 萬 葉 三 (四十 八丁) に、 八 雲 刺、 ffi 雲 子等と も 有りて、 多 都 を佐須 とも 通 はし 詠めり、 記^^九 (四 

十四 丁) に 「夜 久毛多 都 は彌雲 起に て、 波の 雲の 立ち 騰るを 打 見 給へ る 任に 詔り 給へ る御詞 なり」 と 云 はれたり、 然 

る を 古今 集 序 小 註 及新續 古今 集 序に、 八 色 雲の 立つ を 見て 云々 と 書かれた る を 顯昭說 に 五色 雲と 註せ り、 皇極 fK 皇ニ 

年御紀 に、 春 正 a: 壬 子 朔且、 五色 大雲滿 n 覆 於： 大 f 而闕， 1 於 寅 T 一色 靑霧周 TJ 起 於 地 1 と 見え、 高 野天 il 御紀 に、 改， 一元 

於 神 護 景雲； 詔 曰と 有りて、 今年 乃 六月 十七 日. &時仁 東南 之 角 fi 常 天、 甚奇久 異 麗岐 雲 七色 相 交 天 立 登 天 在、 此乎 朕 

自 vs- 見 行 之、 又 侍 諸人 等 毛 共 見 天 怖 備喜備 都 * 在 問 仁、 伊勢 國守從 五位 下 阿倍 朝臣 東 人 等 .ss 奏久、 六月 十七 日 S 度會郡 

乃 等 由氣乃 宮乃 上 仁 當天 五色 瑞雲 立 覆 天 在、 依 レ此天 彼 形 乎 書 寫以進 止 奏利、 復 陰陽 寮 毛 七月 十日 S 西北 角 仁 美異雲 

立 天 在、 同月 一 一十三 日 仁 東南 角 仁 有レ 雲、 本 朱 末 黄 稍 具， 五色， 止 奏利、 如是 久 奇異 雲 乃 顯在流 所 由 乎 令レ 勘爾、 式部省 

等 我 奏久、 瑞書 ® 細 勘お、 是卽 景雲- 在、 實合， 一大 瑞 一止 奏世 ss、 然朕念 行久、 如是 久大 仁貴久 奇異 S 在大瑞 波、 聖皇 


之 御. 状 ほ 至德爾 感天 天地 乃 示現 M 賜物 止 i 常 毛 聞 行 (巧 是豈敢 朕德伊 天 地 乃 御 心 乎 令，： 感動， 末 都 i 岐事波 無 止 ま あ 念 行 

t1 然 此方 大御 神宮 上 S 示顯給 故、 尙是方 大神乃 慈備示 給幣流 物奈利 云， -と 有りて、 七色 雲 叉 五色 雲と 云 ふ 事 も 有れ 

ば、 八 色 雲と 云 ふ も 無しと は 云 ふべ から ざれ ども、 此は 唯彌雲 起と 心得て 有るべき のみ、 伹此は 上に 註せ るが 如く 瑞 

雲と 云 ふ 物と 所思し かしければ、 決めて 奇異に 靈 しく 妙なる 雲に こそ は 有り つらめ、 大 神の 如 此御 歌に 詠ませ させ 御 

.5^ し 坐せ る を 以て 思 ふ 可き 者な りかし、 (通證 に、 八 雲 所謂 天 八重雲 也、 八之爲 レー 一一 一 II 彌也、 稱レ多 之辭、 花 曰， 一八 重 f 

鷄曰 n 八聲？ 紅 曰-一八 入 一之 類是 也、 蓋 見， ー疊々 山 雲 之 景色 f 以 想-一大 蛇 所 レ居之 雲氣？ 感而 詠， 之 也と 云へ り、 八は彌 なる 

說は 然る 一一 一一 II ながら、 八重雲と は 別な り、 叉 大蛇 所レ 居の 上の 雲 氣を感 け 給へ るに は 非す、 此は 瑞雲 なれば 其と は 一に 

爲 ベから す、) 偖 此夜句 茂多蒐 は、 上に 云へ る 古事記に 自 n 其 地， 雲 立騰と 有る 是 なり、 然るに、 右に 引ける 崇神 天皇 

御 紀の椰 句 毛 多蒐、 伊頭 毛 多 幾流餓 を、 古事記に は 日代宮 段に 在りて、 夜 都 米 佐須、 伊豆 毛 多祁流 賀と換 へて 出た 

り、 卽八 芽萌出 藻の 義 なる 由 已に記 傳に云 はれた るが 如し、 天平 六 年御紀 本末 唱和の 中に 八裳剌 曲と 云 有る も 同じく 

八芽萌 曲と 云 ふ 事なる にて、 八 雲 立と 一一 一一 II 意 異なり、 然るに 萬 葉に 八 雲 刺の 語 有る は 如何と 云 ふに、 冠 辭考に 「立 を剌 

とも 云 ひし か 物の 立ち 登る を剌し 登る とも 常に 云 ふめり」 と 云 はれた る は 然る 言に て、 其 證例を に 求む るに、 古事 

サ ネ タ チ サガシ  タチ 

記 日 代宮段 歌に、 佐 泥 佐斯、 佐 賀牟能 袁怒邇 と 有る は 眞嶺立 嵯峨と 云 ふを國 名の 相樂に 係け て續 けたる なれば、 是立 

を 刺と 云へ るな り、 八 雲 立と 八 雲 刺と 其義 同じき 事此を 以て 知る 可き 者な り、 (然る を 冠辭考 に、 「語の 凡ての 狀を云 

はに 夜 都 米 佐須は 古く 夜 久毛多 都 は 後の 語め きたり」 と 云 はれた る は說き 得られざる にて、 本より 右の 二 は其義 別な 

日本書紀 傳 二十 一 之卷 寳叙 出現 章  五 四 九 ■ 


日本 窨紀傳 二十 1 之卷 齊敛 S 現 章  五 五 〇 . 

る を强て 合せた る なれば 依り 難し、 偖 大同 類聚 方 十五に 佐 井高 森藥、 彌雲國 伊 宇 郡 雍守 神社 之 神 造 云々 と 有れ！ tr 

彌雲國 とも 云 ひたりけ らし、 叉 は 彌は伊 夜なる を 唯に 伊の 一一 一目に 借用 ひたる にや、) 〇 伊都 毛 夜 覇餓岐 は、 釋に出 雲 

八重 墙 也と 註せ り、 古事記に 伊豆 毛 夜 幣賀岐 と 作りて 豆 は 濁音な り、 記傳九 (四十 四 丁) に 「伊豆 毛 は 出 雲に て、 伊 

使久 毛の 偉久 を 約め て 豆と 成れるな り、 此は國 名に は 非す、 唯 》 たる 雲 を 云 ふ 事な り、 偖此御 歌詞より 起り て 國名を 

W 雲と 食へ り、 然るから 八 雲 立と 云 ふ 一一 一一 E も 其 枕詞と 成れるな り」 (採 要) と 有る が 如し、 若て W 雲 風土記に、 所 以 

號ー, W 雲， 者、 八 束 水 臣津野 命 詔 二八 雲 立 語， 之 故、 云 一一 八 雲 立お 雲 一と 有る は、 詔 二八 雲 立 ffi 雲 語， 之 故 云 一一 出 雲國， と 有る 

が 如し、 偖 右の 八 束 水 臣津野 命と 申し 奉る は、 此の. 素斐鳴 尊大 神に 渡らせ 給 ふ 由、 已に、 傳八、 十三、 二十に 委しく 考 

徵 せる 如く なれば、 此の 詔， 一八 雲 立 語， と 云 ふ は、 此に謂 ゆる 八 雲の 神 詠 を 指して 云 ふ は、 本よりの 事に て、 更に 論つ 

らひを 待た すなむ 有りけ る • 然して 其の W 雲 郡の 下に，' -所ョ 以號， 一 ffi 雲, 者、 說レ名 如, 國 也と 見え、 叉 W 雲 鄕卽屬 ，1 郡 

家 一 (說レ 名 如 レ國) と 有れば、 其の 八 雲 立 W 雲と 詔り 給 ひし 雲 は、 右のお 雲 鄕の邊 なりし からに、 其より 鄕 名と 成り- 

郡 名と 成り 國名 とも 成れり けむ 事、 伦國の 例に 合せても、 著明く 所思 ゆる 物から、 猶 其の 本な む 有りけ る、 其 は、 上 

に 註せ るが 如く、 右の 》 雲鄕に 隣り て祌戶 里、 郡 家 西北 二 里 二日 二十 歩 (ffi 雲 也 說レ名 如 二 意 宇 郡 1) と 有る は 謂 ゆる 

出 雲神戶 なる が、 其の 》 雲 鄕と、 僅に 十三 四 町 許り 有りて、 直に 連接け る 地と 聞 ゆる は、 古に 其の 摁て を神戶 にて 有 

りつら む を、 神 領と公 邑とを 分 たれむ 爲に、 ーを鄕 とし、 一 を 神 戶とは 爲られ たる 者と 所見め り、 然れば 其 wil 鄕又 

神戶 里の 本と 云 ふ は、 同 記に，， 意 宇 郡 W 雲 神戶、 郡 家 南西 二 里 二十 步、 伊 t 奈枳乃 麻 奈子坐 熊 野 加 武呂乃 命、 五 百 ^ie 


組 祌組所 n 取. <  一而、 所レ 造-一 天下一 大穴 持 命 二 所 大神等 依 奉、 故 云-: 神戶 一と 有りて、 下に 佗那 等神戶 且如レ 之と 有ろ を以 

て 見る 時 は、 其 秋 鹿 郡. 楣縫郡 .ffi 雲 郡 • 神 門 郡に 在ら ゆる 神 戶は皆 出 雲神戶 にて、 其本は^^意宇郡なりければ、 W 

雲と 云 ふ 名の 起り も 亦此に 在る 事な り、 故に 是を 以て 古事記に 玆大神 初 作 一 一須賀 宮 一之 時、 自 r, 其 地-雲 立騰と 有る、 其 

雲の 起り 立ちし 地な む 其 意 宇 郡な りと 所思し ければ、 右に 謂 ゆる w 雲 鄕と云 ひける も 其 初 は神戶 より 起れ る 者な りけ 

り、 然して 其 鄕の郡 家に 屬 ける から 廣く郡 名と は 成れる にて.， 國 名と 成りし は 其より は遙に 以前の 事なる 可し、 其 は 

意 字 郡の 下に、 所， r, 以號- 意 宇-者、 國引坐 八 束 水 臣津野 命 詔、 八 雲 立 W 雲國者 云々 と 見え、 同 郡 母 理鄕條 大穴 持 命の 

御 一一 一一 II に、 但八雲 立 出 雲 國者我 靜坐國 と 有る を 以て、 素 妻嗚大 神の 當 昔より 巳に 八 雲 立 W 雲と 云 ふ國號 有りし 事 を曉る 

可し、， (記 偉に 右 等の 文 を 引て 云 はく、 「臣津 野 命 は 此の 御 歌詞に 依りて 後に 詔り 給へ るな り、 須佐之 男 命の 八 雲 立 》 

雲と 詠み 給へ る此國 はと 云 ふ 意な り、 偖 其 臣津野 命 Q 如 此く詔 給へ るに 因りて、 遂に 國 名と は 成れるな り 云. -<」 と 云 

はれたり、 然は 有れ ども 古事記に は其大 神の 四 世の 御 孫に 淤美 豆努 神と 有りて、 此素*^嗚大神とは別祌の如く傳へ た 

るから 其 同 神なる 事 を 思 ひ 漏らされ たるが 故に、 後に 其 八 雲 立の 神 詠 を誦へ 給へ る 者の 如く 思 はれた るに て、 尤々 し 

からざる 事共な り、) 夜覇 餓岐、 記傳九 (四十 四 丁) に 「夜 幣賀岐 は彌重 S にて 幾重 も 有る を 云 ふ、" 但此は 實の垣 を 

云 ふに は 非す、 八 赏 雲の 立ち W づるを 垣と は 云 ひ 成し 給へ るな り、 雲霧 は 彼方此方 を隔 つる 事 垣に 似たり、 上の 夜久 

毛の 夜 を 承け て 此夜幣 賀岐の 夜 をば 見るべし」 と 有る が 如し、 祝詞に 天 能 壁 立 極と 有る 壁 は 加 伎と 訓 むべ くして、 此 

も 天 を 垣と 云へ るな り、 垣の 事 は 巳に 上に 云 へ るが、 八重垣と 云 事 は 古事記 甕栗宮 段に 爾袁祁 命 亦 立 二 歌 垣-と 有る 其 
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大君  心  宽  臣チ  八重 柴垣  入 K- 立 有 

下に、 爾志毘 臣亦歌 曰、 意富 岐美 能、 許々 呂袁由 良 美、 淤美能 古 能、 夜 幣能斯 婆 加 岐>  伊理 多々 受 阿理と 有る、 此は 

臣 チ 八 S 彌柯垣  お  皇子 

八重 柴垣な り、 若て 此事を 此には 武烈 天皇 御紀に 在りて、 鮪 答 歌 曰、 飫彌能 古 能、 耶陛耶 羅： 贵枳、 瑜愿 # 登耶彌 古 

ャへャ カラ， カキ  ズ  ^ 

と 有る は、 八重 彌柯 垣と 云 ふ 事に て、 毛 詩に 柯字 を訓 める 是 なり、 和名 抄に、 枝柯 (和名、 衣 太) 木之刖 也、 大枝 曰 

レ幹 (和名、. 加 ^30 細 枝 曰， 條 (訓 與， 枝 同) 葛 (和名、 之 毛 止) 木 細 枝 也と 見えたり、 叉 臣答歌 曰、 妖裒 枳瀰能 * 

耶陛 能矩瀰 哿枳、 ，々梅 騰謀、 儺 嗚阿摩 之弭、 々農 俱彌 柯枳と 有る、 此は 八重 組 垣と 云 ふ 事な り、 其 次に 太子 歌 

臣 八 節 g:- 垣  下 動  地 P 、動來  將^  m  rl 垣、，  - 

曰、 於 彌能姑 能、 耶賦能 之 魔 柯枳、 始陀騰 余瀰、 耶爲 我與歷 搏 魔、 耶黎夢 之 魔 柯枳、 ( 一 本 以，， 耶陚能 之 魔 柯枳？ 易- 1 

大 5P  0  ^  垣  八 節 結 

耶陛 羅奇枳 0 と 有る、 二 句 は 古事記 ^粟宮 段 志毘臣 歌に、 意富 岐美 能、 美 古 能 志 婆 加岐、 夜 布 士麻理 (下略) と 

有る 夜 布 士麻理 を、 記 傳に八 段に 結ぶ 事な りと 云 はれ たれば、 八 ま： 柴坦と 云 ふに 異ならす、 又 一本なる を 其 を 八重 柯 

力 コ t テ 

IS 一と 云 ふ 事に て柯垣 柴垣 相 通 ふ 事 を 知るべきな り、 大嘗 祭儀の 悠紀主 基 院の宮 垣の 事 を、 持レ 柴爲レ 垣、 押 n 收八 重？ 

组末插 n 搏椎 枝， 者、 古語 所， 謂 志 比 乃 和惠と 見え、 又 式に も將， 柴爲， 垣、 押，： 样八ま 垣 末？ 柱 將-: 椎 枝- (古語 所 レ謂志 

比 乃 和惠) と 有り、 是 上古の 八重垣の 狀 なり、 偖 其 ffi 雲 を 八 軍； 垣に 觀象 させ 給へ る は、 其 雲の 末の 高低 有りて 等し か 

ら ざるが、 共に 八重に 圍 まりた るに、 其 柴垣の 末の 長短 有りて 揃 はざる 狀に甚 能く 似たり けむ 事 想像る 可くな む 有り 

ける、 借此須 賀宮を 下に 吾 兒宮と 有りて、 大己 貴祌の 生み 坐して より 後 は 其 神の 宫處と 成れる 事 上に 註せ るが 如し、 

ミカ キ 

然るに 大國氏 家譜に、 大國 主命 亦稱 >ー 八重垣 大樹 神 一と 有る は 八 は、 此須 賀宮の 垣墙を 以て 稱 なり、 大樹 は 借 字に 

ォホキ  ノ  カク  ォホ午  • 

て、 大 城の 義と聞 ゆ、 名義 抄* 字 鏡 集 等に 城 字に 加 伎の 訓 有る を 思 ふに、 八重垣 を 持め る大 城の 主宰に て 渡らせ 給 ふ 


など 考へ 合ます 可き f り、 (多此 くーラ s  、上に 註せ るが 如く 古事記に 自-ー 其 I 立 f 有る は 画なる に、 其大 

己 5 皇 名大 貧と 5 き、 擎 年が 霊，、 春皇 If  I、 所， sasti 洲； SS  f 

靑擊 I 久而 方滅、 卽覺レ 有 レ娠、 歷，， 十二 年-而生編-と 有る は 此の 古 傳に甚 能く 契合 ひ、 又木 公傳 に、 木 公 

萬 神 之 先 也、 亦 云-東 王 父-云へ 以， ー靈き 蓋、 以-一 裏き 城と 有るな ど は、 全く 此大 g 八 雲 詠 S を 彼 f 

り傳 へたる 者 ここ そ は 有りけ め、) 〇 舊 語昧 爾は、 釋に寵 也と 注せり、 古事記に は 都 麻 碁 徵爾 と 有り、 記 傳カ 

(四十 五 丁)  C 「此 は？ KK にして、 iKy! る 料に と 云 ふ 意な-、 凡て 都 f は 夫に 對 へて 妻と 云 ふの みならす 妻に 

對 へて f も S 稱 にて、 夫婦 Q 間 Is へば、 俗に 置 阿比と 云 ふに 當れ り、 此を夫 f 兼ねて 云へ るな り、 偖 

.m 其 は 意少か 異なる 可し、 S は I 理の約 まり、 募 昧は種 良 ま 約り なれば、 夫婦 墓ら 

せむ.： こと 云 ふ 意な り」 と 云 はれたり、 難說 に、 「裏に、 靈有、 屋上 乃 山 乃、 又、 寵、 矢野 神 山と も續 けた 

る ま、 - s ，屋 と； 意な り、 其 十七 (三十 九 丁) に、 g 夜囊、 花 I、 波奈其 米爾、 多 麻？ 安比お 久と有 

る は 1.、 こなり、 後 霞に 蓄昧に 云々 根語 味に ま、 など 有る は 香 共に 根 共に S なり 云々. 一 と 云 へれ ども、 夫婦 

二 神して 作らせ si 非す、 偖 上 S ける 武烈 天皇 裤紀 

こ、 igs と 有る S として 藤に も議 ぎふ I を、 倒 反に して J に I マ" 云 ふ I む 有 竹け るに 偖き 

：こ？ る久美 愛美に して 裏 覆 ii に、 & き、 II. 多斯美陀氣、 si 泥 

か 母き 牟、 き 比. 1^ &と 有る 久 美と 此と 一 たり、 萬葉 十 (五十 手) に、 穗乘 お、 吾 震、 

五 一-一 
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隱蠕波 母、 十一 (十三 丁) に、 玉 限、 石垣 淵 乃、 隱而 在り、 叉、 (十九 丁) 情 中 之、 隱妻波 母、 叉、 (二十 八丁)  H< 飛 

也、 輕乃社 之、 齋槻、 幾 世及將 有、 隱蠕其 毛、 叉、 (四十 三 丁) 里 中爾、 鳴 奈流難 之、 喚 立而、 甚者不 鳴、 隱妻羽 裳、 

十三 (十三 丁) に、 朝露 之" 消 者 可 消、 戀久 毛、 知 久毛相 隱都麻 鴨、 叉 (二十 五 丁) 幾許 雲，， 不念 如、 隱！， S 香 問、 十 

九 (十 丁) に、 灼然、 啼爾之 毛 將哭、 己 母 利 豆 麻 可 母と 有るな ど、 此は 何れも 忍ばせ 置きて 通 ふ 妻の 謂なる が、 其 も 

妻 隱の隱 より w でた る 者と 所 聞 ゆめり、 (其 は 十一 卷 十二 丁に、 足 常、 母 養子、 眉隱、 隱在 妹、 見 依 鴨と 有る、 隱在 

妹と 云 ふ は 深 閨に養 はる i 事 を 云 ふなる に 等しく、 隱 妻と 云 ふ も 右と 同じき 物から、 叉 其に 忍ぶ 意 を 具へ たる 者な 

り， 古事記 高 津宮段 黑日賣 が 獻れる 歌に、 夜 麻 登 幣邇、 由欢婆 多賀都 麻、 許 母理豆 能、 志 多用 波 SE 都々、 由 久波多 

賀都 麻と 有る は、 隱水 之下婚 乍と 云 ふこと にて、 忍ばせ 給 ふ 御 事 を 申せる に 思 ひ 合す 可し、) 若くて 右の 記傳 に、 都 

麻 は都禮 阿比と 云 ふに 當 りて、 此は 夫婦 を 兼ねて 云へ る 由に 說 かれた る、 其の 夫より 妻と 云 ふ は、 景行 天皇 四十 年 御 

紀に、 日本 武尊毎 有 T 顧 n 弟 橘嫒， 之 情 h 故 登， ー碓 日嶺， 而 東南 望 レ之、 三 歎 曰- 1 吾 蠕 者耶， (嬌、 此 云，： 菟 摩，) 故 因號， 一山 

le- 諸國， 曰： 吾蠕國 一也と 見えた る是 なり、 古事記に は 阿 豆 麻 波 夜叉 阿 豆 麻國と 作り、 偖 其上卷 に、 此八千 矛 神 將レ婚 二 

八 千 矛  神 命  八 島 m  m  M  0 

高 志！； 之 沼 河 比賣， 幸 行 之 時、 到 n 其 沼 河 比賣之 家？ 歌 曰、 夜 知 富 許 能、 迦微能 美 許 登 波、 夜斯麻 久爾、 都 麻々 岐迦泥 

八 千 ！ t  命  吾大 國主  男 在  打 

Bi 云々、 叉 其須勢 理爲賣 命 御 歌に、 夜 知 富 許 能、 迦微能 美 許 登 夜、 阿賀 淤富 久邇、 奴 斯許曾 波、 遠 邇伊麻 世 婆、 宇 知 

見  島  々伺 見  lit-K- 接 若草  待  0  女  有  汶 

微流、 斯麻 能佐岐 邪岐、 加岐微 流、 伊 蘇 能 佐岐淤 知受、 和 加久佐 能、 都 麻 母 多勢 良 米、 阿波 母與、 賣邇 斯阿禮 婆、 那 

遠畋 豆、 遠 波那 志、 那遠岐 er 都 麻 波那斯 云々、 と 見えた る、 此には 男より 云 ふ 妻 を も 女より 云 ふ 夫 を も 相 鼓べ て 言 


摯 させ 給へ るな り、 仁德 天 皇 三十 年御紀 に、 皇后 不レ泊 >>于 大津； 更引， 之泝 レ江自 n 山背-廻 而向レ 倭、 明日 天皇 遣 >>舍 人 

鳥 山， 令， 還-一 皇后 T 乃 歌 之 曰、 #莽^5 呂珥、 i 辭鷄苫 抓 夜莽、 伊辭 #N 幾. 阿 餓茂赴 養 麻珥、 伊辭枳 阿波 牟伽 茂と 有 

る は 吾 思 妻な り、 此を 古事記に は 阿賀 波 斯豆摩 邇と換 へたり、 卽ち吾 愛妻の 義 なり、 叉尤恭 天皇 二十 三年 御紀、 木 梨 

輕 皇子 輕大娘 皇女に 竊に通 ひ 給へ る 時の 御 歌に、 志^ 那 企贰、 和 餓儺句 薬 摩、 箇哆儺 企贰， 和 餓儺句 蓬 摩と 詠ませ 給 

ひ、 其 二十 四 年に、 流， 一 輕大娘 皇女 於 伊豫， 是時 太子 歌 之 曰、 云々、 去 等 鳥 許 曾、 1  タ々 彌 等異样 梅- 和 餓菟摩 烏 由 梅と 

見え、 古事記に も此 時の 輕 太子の 御 歌 共に、 意 £1 爾 斯、. # 加 陀流、 淤思比 豆 麻 阿波 禮、 云. < 、能 知 母 登理美 流、 

.tff, 叉 fek^、  ifi}、  &^. と 見 え、 叉 武變皇 御紀 に、 太 

？  •—  きお、  gB  1  妻  j.=l 有兒 

子 放： 影 緩 袖， I 向. 前 立 歌 曰、 f€  # 鳴理 l%i、  I 寐俱 tr  ill 倆、 警 f 理彌喻と 有 

り、 叉繼體 天皇 七 年 御紀、 勾 大兄 皇子 云々、 乃ロ唱 曰、 野 t」 磨 俱僳、 都 磨々 祁 泥 底. 播 ft 比 能、 賀ミ須 我 f 倶. y 倆お 

ff 阿 有 き枳％ 氐、 A 志 I 嗚、 阿 有  1 等 枳％ 底、 ぞ 避 Is 伊担陀 圖嗚、 飫斯 量枳、 倭例以 梨-き 『 阿 

都 圖ぜ、 都裔 磨怒 取刚き 底、 魔 枕 倶羅圖 ザ 都 Isii 底- 伊" 暮我手 提嗚、 倭" 例 儸ま％ き、 倭 "我提"|、 伊 慕齓柯 s、 

5 と 有る は、 妻に お を 副へ て 詠せ させ 給へ り、 (右に 都 磨 怒 睛|と 有る は、 裔取 爲而 を 蒙 爲而 に 係け 給へ 

るな り、 上に 妻 覚難 而と 有る に對 へて 詔り 給へ ろな り、 衣に 妻 を 云 ふ は 千載 集に、 「衣 死なば 浮れ む 魂よ 暫 しだに 我 

a ふ 人の， i に 止まれ」 叉 「君戀 ふと 浮ぬ る 魂の 眞 夜更けて 如何なる 裔に 結ばれ ねらむ」 など 有る、 此 等の 魂 結の 事に 

云 、るに て、 狹 衣に、 「魂し ひ Q 通 ふ邊に 非す とも、 結び ゃ爲 まし Ihl^© 裔」 源氏 葵卷に 「歎き 伦び さに 亂る、 我 魂 
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シ タ ガ t 

を 結び 止めよ 下 交の 裔」 など 見え 袋 草紙 見，, 人魂， 歌に， 「魂 は 見つ 主 は 誰と も 知らね ども： _i 、び 止めよ 下 交 Q 裔」 と 三 

度誦レ 之、 男 は 左 女 は 右の 裔を 約び て事畢 へて 解レ 之な ど 有る 類な り、) 叉婦 より 夫 を 都 麻と 云 ふ は、 仁 賢 天 皇六年 御 

紀に、 有， 一女 人； 居，， 于難波 御津 f 哭之 曰、 於， 母 亦 兄、 於 レ吾亦 兄、 弱 草 吾夫 何恰 突と 有る、 其 本 註に霄 n 於 レ母亦 兄 

於 レ吾亦 兄？ 此 云，， 於 慕 尼 慕是、 阿 例 尼慕是 T 1 一 ョ， 吾夫 何 怜矣？ 此ーラ 阿 我 圖摩播 邪 r 曾/ま oK 謂，. 古 者 以，， fi. 草， 瑜，. 夫 

ァガ ヅマハ Y 

婦 T 故以 一一 fi- 草ー爲 * 夫と 見えた る、 此 吾夫 何 怜矣は 右に 謂 ゆる 景行 天皇 御 紀に謂 ゆろ 吾孀者 耶の對 なり、. 叉 古事記 須 

13  女  有  W 除  男お 一  m  ^  夫  無 

勢理 ffis- 命の 其 夫大國 主神 を 指して、 阿波 母與、 賣邇 斯阿禮 婆、 那遠岐 .xr 遠波那 志、 那遠岐 rlTr 都 麻 波那斯 と謠は 

接  十 J*  ラ  ^夫  つ  k 

せ 給へ る は 更なり、 又 其 高津宮 段に、 天皇 上 幸 之 時、 黑 日賣献 n 御 歌， 曰、 夜 麻 登 裕邇、 由.^ 波 多賀都 _ 麻、 許 母理豆 

下婚  乍  行  き 夫 

能， 志 多用 波 sra 都々、 由久波 多賀都 麻と 見え、 萬 葉 一 (二十 四 丁) 天皇 崩 時、 太后 御 歌に、 若草 乃、 孀之念 鳥 立と 有 

る、 此に は孀字 を假用 ひたれ ども 實は IK 皇の御 事 を 夫と 詠み 奉らせ 給へ るな り、 集中 都 麻に は ほ 叉 蠕 叉 妻 字 を 通 はし 

用 ひて 男女の 差別の 辨へ 難き は、 其 歌 がらに 依りて 知るべき 事 なれ ども、 正しく 夫 字 を 用 ひたる は、 其 十三 (二十 九 

ァレ /  :• カモ  ツマ-一 

丁) に、 白雲 之、 栩曳國 之、 靑雲 之、 向 伏國乃 * 天雲， 下 有人 者、 妾 耳 鴨、 君爾戀 is  ItiaM. 鴨 * 夫君 爾戀禮 薄と 有る 

は 女の 歌と 聞え て、 上に 妾环 鴨の 一 百 有り、 下に、 吾 背 子 之、 低 丹爲世 等と 所見たり、 偖 都 麻と 云 ふ は 右の 如く 男女に 

T 'ルミ  ミ ヲァハ 

瓦 一る 稱 なりけ る は 如何と 云 ふに、 都 麻は聯 身の 謂に て、 男女 相 共に 匹 耦すを 以て 云 ふなる 可し、 字 鏡 集. 名義 抄 共に 

婚字を 都 流牟と 有る、 卽ち聯 身の 義 なる 是 なり、 和名 抄に電 (和名、 伊奈 比 加 利) 一 云 (伊奈 豆 流 比) 一 云 (伊奈 豆 

イナ，： >  マ  イナ.： r 'ルミ 

萬) 電之 光也と 見えた る 如く、 稻妻を 伊奈 豆 流 比と 云へ る、 豆 流 比 は 右の 都 流牟も 同じく して 稻 交の 義 なり * 叉同抄 


羽 族 類に、 孳尾、 尙書 云、 鳥獸 孳尾、 孔安國 注 云、 5^ 化 曰， 孳、 交接 曰， 尾 (鳥 交接 俗 云， 一都 流 比，) . と 見え、 毛 群 類 

に、 遊牝 (俗 云 由 比、 日本 紀 私記 云 一： 豆 流 比，) と 有り、 叉 蘭の 一 種に 都 流 母と 云 ふ 者 有り、 俗に 陽 陰 草と も 云 ひて. 

花の 形 男女 交接の 象なる も 例の 都 流 牟の義 なるな り、 是 等の 事 を 以て 都 麻と 都 流牟と 一なる 喜 を 知るべき 者な りか 

し、 (身 を 麻と 云 ふ 例 は 皇御孫 尊と.^ し 奉る は皇 御身 尊と 申し 奉る 義 なり、 奏， 一 御 トー 儀に 御 體詞云 於 保 美 麻と 有る は 

大 御身の 義 なるな ど、 巳に 傳四卷 に 註せ るが 如し、) 〇 夜 覊餓枳 蒐俱盧 は、 釋に 八重 墙造 也と 注せり、 記傳九 (四十 

六 丁) に 「夜 幣賀 岐都久 流は彌 軍； 垣 造に て 此も實 の 坦を云 ふに 非す、 彼の 雲の 垣 を 成す と 云 ふ 事な り」 と 見えたり、 

傻思 ふに、 上に 伊都 毛 夜 覇娥岐 と 有る は W づる 雲の 八 東 坑の狀 成る 由なる を、 此は實 に 其 W でた る 雲の お" を 成しけ る 

ぞと 詔り 給 ひて、 上なる は其觀 象なる を、 此 なる は 3呉 物の 如く 取り成させ 給へ る、 卽ち 歌なる 所な り、" 若て 古事記に 

は此御 歌の 以前に 初 作， 1 須賀宮 一之 時、 自，, 其 地, 雲 立騰ど 有る に 合せて、 上に 八 雲 立より W 雲と 綾き たるに 例して 思 ふ 

ツマ ゴ ズ 二 ャづ クル 

に、 此も妻 令 隱爾屋 作 を 云 ふ 事 を 含めて 謠 はせ 給へ る 事、 其 須賀宮 の 初なる に 思 ひ 合せて 曉る 可き 者な りけ り、 上に 

5  p„  小 佐 保 過 

引ける 武烈 天 皇御紀 歌に、 逗 摩御暮 厘、 嗚佐褒 嗚須擬 と 有る は、 大和 國添上 郡 佐 保の 地名に 例の 小 初瀨. 小筑 波な ど 

のづの 一一 一一 E を 冠 ぶら せた るな り、 佐 保 は眞廬 にして、 名義 抄に窒 字 を 佐 夜と 訓 める、 眞屋と 同じ 審 にて 夫婦 共に 寢る臥 房 

の 事 を 云 ふなり、 叉 萬 葉 二  (二十 丁) に、 孀 隱有、 屋上 乃 (一 云窒上 山) 山 乃、 十 (四十 三 丁) に、 妻 隱天野 神 山な 

ど 有る、 卽ち 妻隱有 屋と續 ける 例 共なる を 思 ふ 可し、 叉 其 二  (三十 九 丁) に、 吾妹 子與、 二人 吾 宿 之." 枕 付、 懦屋之 

內爾、 三 (六十 丁) に、 吾妹 子與、 左 宿 之 妻 屋爾と 有る も 夫婦 相 籠り 寢る屋 なる 謂是 なり、 (又 三卷 四十 八丁に、 古 
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昔爾、 有 家 武人 之、 倭文蟠 乃、 帶解 替而、 廬屋 立、 妻 問、 爲家武 と 有る. 廬屋を 布 世 夜と 訓 める も 亦 右に 同じ，" 但此 

は 御 句の 續 きに 就て 云へ るの みこ そ 有り けれ、 御 歌の 表 は 八重垣 造の 外 無き なり、) 〇 贈廼夜 覇餓岐 11 は， 釋に其 八 

東墙 也と 註せ り、 記傳九 (四十 六 丁) に 「曾 能 夜 幣賀岐 袁の曾 能 は 其な り、 都 麻 碁 微雨の 句 を 承け て 一 ぶふ、 偖 如此ニ 

度 上詞を 返して 云 ふ は 古歌の 常な り、 中頃より は此格 無き を、 却り て 今 I の 俗の 謠 歌に は 常に 多し、 是歌謠 の 自然の 

勢に て、 折返せば 其 情深く 成る 事ぞ かし」 と 云 はれたり、 終の 廻 は 助辭に 似たり、 其は此 八洲 起 元 章 第 f 一書なる 

アナ ニヱャ ェ ヲ トメ ヲ アナ ニヱャ ェヲ トコ ヲ 

和の 御 詞の妍 哉、 可愛 少女 敷、 妍哉、 可愛 少男歟 を、 古事記に は 阿 那邇夜 志、 愛袁登 賣袁、 阿 那邇夜 志、 愛袁 登古袁 

と 作れた る を、 記傳四 (三十 丁) に 「終の 袁は 余と 云 ふに 通 ひて、 袁登賣 余 袁登古 余と 云 はむ が 如し、 其 八 君； 坦袁の 

袁も其 八重 坦袁 作る と 上へ 廻る 袁には 非す 八重垣 余の 意な り」 (下略) と 云 はれたり、 然るに 今 此を按 ふに、 此 終の 

ヲ  ァ.： >  マ ハヤ  ァガヅ マ ハ ャ 

廻 は 歎息の 辭 にて、 右の 袁登 賣袁袁 登古袁 は、 景行 天皇 御 紀に謂 ゆる 吾 蠕 者耶、 仁 賢 IK 皇御紀 の 吾夫 何怜矣 などに 意 

同じく 聞え、 此の 夜 覇娥枳 廻 は 八 fi 垣 何 恰と云 はむ が 如くして、 其 地より 立 縢りけ る 雲の 實の 八重垣の 狀 成しけ るよ 

と 打 見 行して 何 拾と 歎息 かせ 給へ るな り、 然れ ば斯る 類の 終の 廻 を 歎息の 袁と云 は 叶 ふ 可から むかし、 (故に 此 Q 

廼夜覇 餓枳廻 は、 古事記 日 代宮段 倭.^ 命 御 歌に、 袁登賣 能、 登 許 能 辨爾、 和賀淤 岐斯、 都 流 岐能多 知、 曾 能 多 知 波 

夜と 有る 曾 能 多 知 波 夜に 似たり、 是其相 近き 證 なるな り、) 倍記傳 に、 「此 一首の 意 を 列ね て 云 はば 今 吾 須賀宮 を 造る 

時し も 八审： 雲の 起よ、 此立 W づる 雲の 自然に 八审； 坂 を 成せり、 吾妻 隱ら せむ 此宮の 料に 雲 も 八 お 一 を 作りけ る！^!^ と 

作り 給へ るな り」 (補 意) と 有る が 如し、 故に 此八雲 立の 御 歌に 就て 叉奇說 有り、 其 は 此の上 文に 草 雞劍を 5^ させ 給 


へる 所に、 素 戔嗚尊 曰、 是神级 也、 吾 何 敢私以 安 乎 乃 上 n. 獻於 天神 一也と 有る は、 彼の 大蛇 を 退治 させ 御 在し 坐し ける 

卽 直に 折 置かせ 給 はすして 上天に 上 獻らせ 給へ る 御 事なる が、 此淸 地に 到らせ 御 在し 坐し ける 御 時には 未だ、 其 御 使 

の 返り 降らざる 可き 事 申す も 更なり， 然れ ども 以前の 御 契約 御 在し 坐し.^ かば、 又其奇 稻田姬 命と 通 ひ 給 はむ 爲に奇 

御戶を 造らせ 給 はすて は 得 有る ベから す、 然るに 其淸 地に 到らせ 御 在し 坐して 吾心 淸々 之の 御 一一 目を宣 ひ舉げ させ 御 在 

し 坐して 彼の 處に 宮窒を 建て 住せ 給 はまく 所思 看け る 物から、 上 章 第三 一 書に 日 神に 白 させ 給へ る 御言に、 則 奉レ鋭 

巳訖、 當 7 隨， 一 衆 神 之 意 f 自レ 此永歸 * 根 國.^ 突と 聞え 上させ 給 へれば、 本より 此國に 留り御 在し 坐すべき 御 心の 御 在し 

坐 さに る 事 は 申す も 更なり、 然るに 此大 神の 擅なる 私の 御行 御 在し 坐 さ る 由 は已に 上に 註せ るが 如し， 然るに 此に 

須賀宮 を 作らせ 給 ふ 御 事に 於ても 如何で か は 天神の 御 心 を 憚り 奉らせ 給 は ざら む、 故に 此を 以て 推し 度る に.， 其須賀 

宮を 作らせ 御 在し 坐 さむと 爲る 初に 自， 一 其 地， 雲 立騰と 有る は 謂 ゆる 瑞雲に て、 實に 八重の 御 垣の 狀 如して 立ち 巡れし 

かば、 是 こそ 天神の 御 心と 感 けさせ 御 在し 坐して 愈 其宮を 建てさせ 給 ふに 至らせ 給へ るに て、 彼の 八洲 起 元 章 第五 一 

書に、 遂將， 一 合 交一 而不レ 知-, 其 術？ 時 有 n 鶴鵠， 飛来 搖，： 其 首尾？  二 神 見 而學， 之 卽得ニ 交 道 一と 有る も H< 神の 事敎 へさせ 給 

へる 所に して、 專ら此 と 其と 事の 肷 なむ 相等しく 見えさせ 給へ りけ る、 (若 斯る御 心に 感 けさせ 御 在し 坐せ る 御 事 Q 

無から むに は、 萬に！ K 神の 大御心 を 以て 御 心と 爲 させ 給へ る此大 神に て は 縦ゃ然 所思 看け るに も爲ょ as 来させ 給 ふま 

じき 御 事なる 者ぞ かし、 然して 上に 云 へ るが 如く、 天神の 御 許よりも 此國に 姑く 留まらせ 御 在し 坐して 國土を 經營ら せ 

給 ふ 可き 御 事 を 彼の 神^の 御 返辭に 就きて 仰せ 遣 はされ けむから、 愈 其 御 心に 定めさせ 御 在し 坐け む 事 申す も更 なる 

日本書紀 傳 二十 一之 卷 »^?-出現章  五 五 九 
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事な りかし、) 〇 相 與は、 第 一 一書に 乃 於 一一 奇御戶 ー爲， 起而と 有る 奇御戶 に 同じく、 久美 度と 訓み 来れる 事實に 然る 可 

し、 卽ち 古事記に も 故 其 櫛 名 田 比 賣以久 美 度 邇起而 と 有る 是 なり、 是其ニ 柱 神 妻 隱に寢 させ 給ふ處 にて • 其淸 地なる 

八重垣の 中に 在りて 正寢是 なり、 其 は 八洲 起 元 章 第一 一書に、 謂 ゆる 然後 同宮共 住而生 レ兒と 有に 常り て、 古事記に 

は雖， 然久美 度邇興 而生レ 子と 見えた る、 其 を 記傳四 (三十 一一； 丁) に 「久美 度 は 夫婦 隱り寢 る 處を云 ふ、 物語 文な どに 

ォ ホトノ ゴ モル  入 m 竹  入 は 一 f-?- 

貴人の 寢給ふ 事 を 大殿隱 と 云， へり、 久美は 許 母理の 約り たる 首に て、 朝倉宮 段大御 歌に、 伊久美 陀氣、 伊久美 波 泥 

受、 多斯美 陀氣、 多斯 爾波韋 泥受、 能 知 母久美 泥牟と 有る、 此の 伊久美 波 泥 受は， _ にて、 久美泥 牟も隱 將寢な 

n モリ キ 

り、 叉書紀 武烈 天皇 御卷 歌に、 耶陛能 矩瀰哿 枳と 云も隱 垣な り、 叉 都 麻 碁 微雨、 夜幣賀 岐都久 流の 碁 微も久 美と 通 ふ 

語な り、 偖 度は處 なるな り、 萬 紫 二十 (二十 四 丁) に、 阿 之 可 伎能 • 久麻刀 爾多知 er 和 藝毛古 我、 蘇 毛 志 保. - 

0. 奈伎志 曾 母 波 由と 有る、 此の 久麻刀 は隈處 にて、 卽ち久 美 度と 言 は 同じき なり、」 (採 要) と 云 はれた るが 如し、 

(偖 此に相 與を久 美 度と 訓 める、 相與に 同じく 住ませ 給ふ義 以て 書かれた るに て、 處の意 無しと 雖も、 其 透 合 は 然る 

身屋を 構て 物爲 させ 給 ふが 故な り、) 〇遘 せ は-美 斗 能 麻 具 波 比と 訓む 事、 已に 八洲 起 元 章に 所見て 偉 四に 註せ るが 如 

し、 但し 其 事の 隔れ \ ば此 にも 說 きて 其 意 を令レ 知べき なり、 故 此美斗 は與レ 身の 義 なり、 古事記に 故 其 八 上 比賣者 

ト： * ス ァタハ  ト 

如-一先 期 一美 刀 阿多 波 志 都と 有る も與レ 身爲， 與の義 なる 是 なり •、 記傳四 (二十 六 丁) に、 「美 斗 は 御所な り (中略) 又 

久美度 遠 興と 有る 度も是 なり」 と 云 はれ たれ ども、 此には 上に 相與と 有る を久美 度と 訓 みて. 卽ち 夫婦 二 柱 神の 御寢 

坐る 屋 にて、 卽ち須 賀宮是 なる 事 右に 註せ るが 如く なれば、 美 斗 を 御所と 爲る時 は 所 字 同じ 事に 相审； なりて 如何なる 


事共な り、 美 斗 能 麻 具 波 比 は 違 合の 字の 如く 上に 覓， 一 將レ婚 之處， と 有る に應 へて 卽ち 夫婦 二 注 神の 交合 爲 させ 給へ る 

なれば . 美 斗 は與レ 身與レ 身の 一 百の 盤 まりた るに て 御所の 義には 非 ざり ける 者と こそ は 所思え たり けれ、 故に 此 一一 一一 E に當 

て 八洲 起 元 章に は 上に _共爲 夫婦と 書され て 下に は 遷 合 爲ニ夫 婦， と 見え、 其 第 f 一  書 第 十 一 書に は爲 夫婦と 作れ、 

第 六 一 書に は合爲 夫婦と 作れたり、 (叉 右の 美 刀 阿多 波 志 都 は 身と 身と 觸合ふ 事に て、 此美刀 も 御所なら ざる 事 は" 

天孫 降臨 章 第二 一書に 木 花 開耶姬 命の 御 事 を、 妹 有， 1 國色 r 引而 幸， 之、 則 一夜 有レ 身と 有る、 幸 之 を 美 刀 阿多 麻須 

と訓 める を、 古事 ■ 記に は 唯 留ニ其 弟 木 花 之 佐 久夜显 賣ー以 一 宿 爲レ婚 と 見えたり、 記 傳に爲 レ婚を 同じく 美 刀 阿多 波 志 都 

と訓 まれた る、 實に 然る 事ながら、 此には 將レ婚 の 字 を 美 阿波 世 武と訓 める、 卽 ち爲， 一身 合一の 義 なる 由 上に 云へ るに 

思 准ら へて 曉る 可き 者な り、) 麻 具 波 比 は、 熟咋 合の 義 なる 由已に 註せ るが 如し、 其 は 本 目 合に 起り て 右の 如く 成れ 

るな めり、 記傳十 (三十 五 丁) に 「爲 1 一目 合, 而は具 波 比 は卽ち 物の 合 ふ 事 なれば、 然訓 みて 目 を 見 交す 事な り、 偖 男 

女 殊更に 目 を 交す は 互に 思 ひ 合 ふ 態 なれば 卽ち 交通 事に も轉云 ふなり、 此次に 相婚と 有る が 其 事 なれば 目 合 は 唯 本 Q 

意な り、 海 神宮 段に、 爾豐玉 爲賣命 思レ奇 W 見、 乃 見 感目合 白，； 其 父， 曰、 云々、 卽令 n 婚其 女豐 玉爲賣 一と 有る も、 令 

婚が 交通 なれば の 目 合 は^に 目 見 交す 事顯 はなり、 又邇々 藝 命の 詔に 吾 欲レ目 n 合汝 一と 木 花 之佐久 夜虽賣 命に 詔へ 

る は、 御 紀には 吾 欲ニ以 レ孜爲 1, 妻と 有りて 交通 事に 轉云ふ 方な り」 (採 要) と 所見た る是 なり、 叉 麻 具 波 比の 事 は 其 四 

(二十 六 丁) に 一麻 は 宇 麻な り、 何事 にても 可 美く 物 爲るを 宇 麻 某と 云 ふ 事. 多し、 書 紀籀體 天 皇御卷 歌に 男女 熟く 寢 

る 事 を 宇 麻 伊禰と 有る 類な り、 具 波 比 は 麻より 連く 故に 具と 濁れ ども、 古、 頭 を 潟る 例 無ければ" 本 は久波 比に て久比 
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凡そ 物 二が 一に 合 ふ を 久比阿 布と 云 ふ、 裏 十六 (十六 丁) に 尺度 氏 娘 子が 美き 貴ノ  S 

^istisiil 籠 物、 何 所不飽 突、 坂鬥等 之、 11  IC 

I： 六と 有る 是 なり、 今 世の 語に 物 を 作り 合す を 志 久波須 と 云 ふ も卽ち 此の 四 具 比 阿讓の 約り たるな り、 义 俗に 

i 比き its 复比 |善零 、 i 糧、 ilil^ 

よと も f る 4」、 此 Q 目久波 須复比 阿波 須 g れる にて、 liiiilt 

:£  、二 1 ほご M も. 2 匕 レー. HlU ん なり、 谷に 嫁ぐ を 一に 成と 云 も 

I  if$. 比 は 彼 1^, 成 合一 處と成 餘處と 宇 麻 久比阿 布 を 麻 具 波よ と は 一 ム^す ィ，. -.. ^ 

Hu^h^ll  lliil, 然る 時 は^美 

0.UIIII 然る 云ひ狀 無き に は 非す、 上の 身 は 其 體を云 ひ I 

uii 一. へ il の 名 なれば、 |るも苦 しから じかし、 西田直龍に 「浦|に宜|?； 

III 拿 唯 諾と 云 ふ 事 有る を 以て 考 ふるに、 元来 男女 抱 合 ひて 眼と 眼と を 一に 合 Mu;^ り；^ 

りて. fill! とも 云へ り、 然して 傳四卷 に已に 註せ るが 如く、 

ふ は 男 長の 稱な さ、 四 具 比 阿 布と 云 ひて 塞の 事 を 云 ふなり、 叉 上に 云へ る霄波 墓の 事を も 合せ， 可し) 

、置 謹、 ii 里、 裏 云、 11 J  y 

. 、 M,,5HVM4T 文ョ g 、-、 4! 一，^ と；^ Ir^ たる、 是其大 己 贵神を 生み ら 

- - o  ；  ：、  vsiT^'I.R-tllil.Hl  久々 麻 々志 谷 在. 故 ミニ. B;\<p ーセと C ^，- ,7  Z  7 

レ産時 求 ニ生處 一之 爾问 ル虔 5"  ク， 一く….'  . 

r'p0  £  c;5dTsf^uL こ して S んロ爲 させ 給へ りけ か は ま 一 

せ 給へ る愤 なる 可き が、 已に此 にて 須賀宮 を 建てさせ 御 在し 生て 其奇御 


に 於て こそ は 生み 奉らせ 給 ふ 可き 御 事な り けれ. 然るに 御子 を 生み 奉らせ 給 はむ 所 を 求めさせ 給 ひける は 如何な りけ 

る 御 事なる にか、 傳 無ければ 今此を 推し 度り 知る 可き 事なら ざれ ども、 強て 思 ふに 彼の 伊 拌掛大 神の 火 神 を 生み 奉ら 

せ 給 ひける より 始めて、 御子 生の 御 有 狀を男 神に 見え 奉らせ 給 ふ 事 を 甚く 耻じ 奉らせ 給へ る定 りの 如く 成れり と 見え 

て、 海宫 遊行 章に も、 後璺 玉姬果 如-前期 f 將 M 其 女 弟 玉依姬 f 直 冒， 1 風波， 來 n 到海邊 f 逮 n 臨產時 f 請 曰、 妾 產時幸 

勿 = 以着 之、 天孫 猶不 レ能レ 忍、 竊 往視レ 之と 有る 事の 如き 御 事の 御 在し 坐す が 故に、 男 神の 御 許 を 放らせ 御 在し 坐し 

て 御子 生み 坐 さむ 産屋 を 建てさせ 給 はむ と、 其處を 求めさせ 給へ る 御 事と 所見たり、 (伹し 猶此大 己 貴 神の 外に も 御子 

御 在し 坐し. けむ かなれ ども、 殊に 如レ此 産屋 を 建てさせ 給へ る 程の 御 企の 殊更に 聞 ゆる は、 猶 此の 大己貴 神 を 生み 奉り 

給へ る 度な り、 仁德 天皇 十一 年御紀 に、 初 天皇 生 日、 木蒐 入，, 於 産 殿， 云々、 復當， 1 昨日 臣妻産 時 f 鹪魏 入， ー于 產屋？ 是 

亦 異焉、 叉尤恭 天皇 七 年御紀 に、 皇后 云- <<、 燒 U 産 殿, 而將レ 死と 有りて、 古に 上下 共に 産 窒を營 みて 子 を 生みたり し 

事 を 知るべし、) 右の 熊 谷 鄕は飯 石 郡の 東北の 極に 在りて 謂 ゆる 斐伊 河の 西岸に 在り、 其 東岸 は 大原郡 斐伊鄕 にて、 大 

神と 遘合爲 させ 御 在し 坐す 料に 物 爲し給 へ りし 宮處の 須我山 • 御 窒山は 其 斐伊鄕 郡 家より 東北 一 十九 里 一 百 八十 歩に 

在れば、 今 Q 里程に て 三 里餘も 隔れる を、 熊 谷 鄕は其 西南に 在れば 凡 四 里餘も 有りぬ 可し、 若て 其 熊 谷鄉に 並びて 三 

屋媒、 郡 家 東北 二十 四 里、 所， 造，， 天下， 大祌之 御門 卽 在，， 此處 T 故 云，； 三 刀 矢， (神 龍 三年 改，， 字 三 屋，) 卽 有，， 正 倉， と 所 

見た る、 此 御門 は 何れ を本宮 として 立て 給へ りけ る 御門な りけ む、 今 此を致 ふるに 然鄉 名とまで も 成れる は、 尋常の 御 

社に 就きた る 御門に て は 本より 有るべく も 非すな む 有りければ、 彼の 須賀宮 の 御 事に 此に は大 神の 御言に 我 兒宫と 有 
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りて、 卽大己 貴 神の 宫と 成れる 事、 上に 云へ る 事共に 併せ 考ふ 可し、 斯れば 其 須賀宮 の 外郭の 御門 此 1 ニ屋鄕 なり けれ 

ば、 其 御門の 傍の 地をト して 産屋 を 建てさせ 御 在し 坐して、 御子 を 生み 奉らせ 給へ りと 此所を 見 奉る や、 然る 可く 侍ら 

むかし、 (風土記に 御門 屋社、 神 名 式に 三屋 神社と 有る 是 なり、 或 說に此 社 を 在， 一美 止 也 村 T 河邊 也と 云 ひ、 又は 三 刀 

屋鄕給 二 下 村 一 宮大明 神， 也、 所レ祭 U 大穴 持 命 一也と も 云へ り、 叉 右の 熊 谷 鄕の事 は 今 下 熊 谷 村に 駒 形 明 神と て 御 在し 坐 

す是 なりと 云へ る は 然も 有る にや、) 借 右の 久志 伊奈 太 美 等 與麻奴 良比賣 命の 御 一一 目に 詔， 一 甚久々 麻." < 志 枳谷在 一と 有る 

は、 御子 生み 坐 さむ 處は 力めて 隈， „c しき 處 なむ 可し かりければ、 此 所に 御 在し 坐して 其處を 得させ 給へ る 事を好 こばせ 

給へ る 御 首なる 事、 上に 求， 一生 處， 之と 有る を 合せて なむ 躂る可 かりけ る、 源氏 梅 枝 (五 丁) に 「何事に か は 侍らむ、 

隈々 しく 思した る こそ 苦し けれと て 云々」 と 有り、 傅 此に久 々麻々 志枳と 有る は 第 1 1 書に 於， ー奇 御戶, 爲レ 起而生 レ兒と 

有る、 久美虔 は隱處 なる に 等しく、 奥まりて 幽閑なる 地 を 云 ふなり、 萬 葉 一 (十三 丁) に、 味 酒、 三輪 乃 山、 靑丹 

吉、 奈 良能 山 乃、 山際、 伊隱萬 代、 道隈、 伊 積 流 萬 代爾云 々と 有りて 山際と 道 隈とを 並べたり、 山の 間 合なる と 道の 

屈曲れ ると を相對 へたるな り、 又、 (十五 丁) 其 雪 乃 時 無 如、 其 雨 乃 間 無 如、 隈毛不 落、 思 乍 叙來、 其 山道 乎と 有る 

も、 上に 時 無 如 間 無 如と 有る に 照し 應 せて 隈毛不 落と は謠 はせ 給へ るに て、 事の 有る 限 を 漏 さす 思 ほし 續 けさせ 給へ 

る 謂なる が、 言 義叉 上に 同じ、 叉、 (二十 九 丁) 吾 行 河 乃、 川隈 之、 八十 阿不 落、 萬 段、 顧爲 乍、 二  (十五 丁) に、 

追及 武、 道 之 阿 囘爾、 標結吾 勢、 叉、 (十九 丁) 此道 乃、 八十 隈毎、 萬 段、 顧 爲騰、 六 (十八 丁) に、 許 伎多武 流、 

浦 乃盡、 往隱、 島 乃 椅々、 隄毛不 置、 憶 曾吾來 などの 久麻 は、 何れも 隱と 一一 一一 a 義 同じく 凹み 曲れ るが 如き を 云 ふなり、 


源氏 帚 木 (三十 六 丁) に 「然る可き 隈には 能く こそ 隱れ 行き 給 ふなれ」 若紫 (四 丁) に 「何の 至 深さ 隈は無 けれど、 

唯 海の 面 を 見渡した る 程 云- _<」 紅葉 賀 (二十  一 丁) に 「如何なる 物の 隈に 隱れ 行きて」 树 (二十  一 丁) に 「月 Q 少し 

隈 有る 立 都の 本に」 須磨 (四十 一 丁) に 「旅の 御座所 は 奥 迄 隙 無し」 明 石 (十一 丁) に 「彼の 浦に 靜 やかに 隱 らふ 可き 

隈 侍りなん や 云々」 松風 (十八 丁) に 「若く 見顯 はさる 可き 隈 にも 非ぬ をと て」 少女 (二十  一 丁) に 「殿 は 今 こそ w 

させ 給 ひけれ、 何れの 隈に御 在し 坐し つらん」 柏木 (十一 丁) に 「院の 下部 廳の召 次 所 何 かの 隙まで 嚴 めしう 爲 させ 

給へ り」 句宮 (十 丁) に 「打ち 忍び 立 寄らむ も 物の 隈も 著き 彷彿の 隱有 まじき に」 橋 娘 (十九 丁) に 「少し 立 隱れて 

聞くべき 物の 隈 有り や」 叉 (三十 三 丁) 「住所 も 山里め いたる 隙な どに」 總角 (二十 五 丁) に 「指し 籠り 隱 ろへ 給 ふ 

可き 物の 暖 だに 無き 御 住 ひなれば」 浮 舟 (十 丁) に 「人の 思 ひ 至る まじき 隈 有る 構よ と. S ひて」 など 見えたり、 其 外 

にも 心の 隈 など 云 ふ は 表に 知られ 難き 程に 隱ろ ひたる 所有る を 云 ふなり、 (然れ ば 熊 は 借 字なる 事 云 ふ も 更なり、 久 

麻に は B3 又は 阿 叉 は 隈叉は 隅 字を訓 めり、 巳 3 は 文選 注に 山 曲 也と 云 ひ、 阿は釋 名に 曲阜 曰レ 阿と 見え、 隈を說 文に 水 

曲 也と 注し、 陲を爾 雅に水 厓內爲 レ隨、 厓外曰 レ隈と 註せ り、 偖 其 隈を隱 と 云へ る 所有り、 末 摘 花に 「少し 折れ 殘り 

たる 隱の 方に 立 寄り 給 ふ、 其 陰に 就きて 立隱れ 給へば」 若菜 上に 「此方 は 隱れの 方に て只氣 近き 程なる に， 一 柏木に 

「砂子 薄き 隠れの 方に 蓬 所得 貌 なり」 總 角に 「中納 一一 m は隱 ろへ たる 方に 入り 給 ひて 忍びて 御 在す」 寄生に 「北面な ど 

やうの 隱れぞ かし、， 一 叉 「隱れ の 方より 寢 殿へ 渡り 給 ふ 御 後手 を 見送る に 一 東屋に 「甚 忍びて 侍ら ひ 給 ひぬ 可き 隱れ 

0 方の 候 はに 甚 も./, \ 嬉しくな む、」 叉 - 然 らば 彼の 西 Q 方に 隱ろ へたる 所爲 出て 甚憤 ろしげ なめれ ど、 然ても 過 ひ 給 
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ひつ 可く は」 手 習に 「人騷 がしから ぬ 隱れの 方に なむ 伏せたり ける」 など 多し、 右の 隈を 隱れの 心と 見、 又 此隱れ を 

隈と通 はし 說 きて ぞ其義 は 知る 可から むかし、) 〇 大己 貴神此 にて は卽 ち素斐 嗚大祌 • 奇稻田 姬命ニ 柱 神の 御 直の 御 

子に 渡らせ 給 ひ、 ， ^に 脚 摩乳. 手 摩 乳 神に 食せ て 吾兒宮 首に 任し 給へ る も、 卽ち此 大己貴 神の 宮を 申す 事 云 ふ も更な 

り、 然るに 此 第一 一書に は、 素 斐嗚尊 云， ><  則 見 n 稻田宮 主 黉狹之 八箇耳 女子， 號， ー稻田 媛？ 乃 於 n 奇御 戶， 爲， 起而 生兒、 

號，： 淸之湯 山 主 三 名 狹漏彥 八 島篠ー 云々、 此神 五せ 孫 卽大國 主神と 所見た る、 此 神と 云 ふ は 其 八 島 篠神を 斥せ るに て、 

素 斐嗚大 神より は 凡て 六 世 孫に 當らせ 給へ り、 又 第二 一書に も 先 づ始に 眞髮觸 奇稻田 緩 命の 御名 を擧 げられ て、 次に 

然後素 戔嗚尊 以爲レ 妃而所 レ生兒 之 六 世 孫、 是曰ニ 大己貴 命 一と 有り、 然れば 右の 所 レ生兒 と 云 ふ は 其 八 島 篠神を 巾せ る 

に、 其 兒之六 世 孫と 云へば 素 妾嗚大 神より は 七 世 孫に て 渡らせ 給へ る狀 なり、 然して 古事記 を 見る に、 故 其 櫛 名 田 比 

寶以久 美 度 邇起而 所 レ生神 名 謂- 1 八 島 士奴美 神， (中略) 兄 八 島 士奴美 神娶， 1 大山 津 見神 之 女 名木 花 知 流 比賣， 生 子 布 波 

能 母遲久 奴須奴 神、 此神 娶，， 淤迦美 神 之 女 名 日 河 比賣， 生 子 深淵 之 水 夜禮花 神、 此神 娶，， 天 之 都度 M 知 泥 神， 生 子淤美 豆 

奴 神， 此神娶 -1 布 怒 豆 奴 祌之女 名 布 帝 耳 神， 生 子 天 之 冬 衣 神、 此神娶 刺 國大祌 之 女 名刺 國若 比賣， 生 子大國 主神と 所見 

て 姓氏 錄 (大和 國神別 地祇) なる 大神 朝臣 條に、 素 佐 能 雄 命 六 世 孫大國 主命と 有る 世數 44 相 契合 へれば、 宽に 異なる 

義 有る まじき 事ながら、 然る 古說 共を飽 まで 知りつ. かれた る 古語 拾遺に も、 然後素 斐嗚神 娶，： 國神 女， 生， 一大 己 貴 

祌， と 所見た る も、 此 正書の 御 3 曰 正しき を 得た るが 故に 其 家の 古傳を 立て 然 なむ 記されたり けらし、 故に 此の 大己貴 神 

Q 御世 系に 就きて は 此の 正書 を 以て 正しと す、 右 Q 六 世 孫な ど 云 ふに は 委しき 辨 有りと 雖も、 此の 第 一 一 書の 傳ニ 十二 


卷に云 ふ を 見て 知るべき なり、 (平 田 古史 第 七十 六 段徵に 「布 波 能 母 遲久奴 須奴神 深淵 之 水 夜禮花 神な ど、 餘祌 Q 名 

の 狀とは 甚く 違 ひて 都に 心得難く 實に 在りし 神なら むに はお 雲 風土記に 少 かなりと も 其 事蹟 も 有るべき 物なる に 且つ 

其 事 見えす、 叉 淤美豆 奴 神 冬 衣 神の 名 は 須佐之 男 命の 姑く 齋き 置かし \大 叢雲^の 謂に 由り て 食 ひ 坐せ る 名なる に * 

布 波 能 母 遲久奴 深淵 之 水夜禮 花と 云 ふ 名 は 然る 由 も 無く、 又木 花 知 流 比 賣と云 ふ 名 も 斯る例 は 無く" 又 淤迦美 神 之 女 

云々 と 云 ふ 事 も 師說は 有れ ど 信け 難く、 天 之 都度 W 知 泥 布 怒 豆 怒 布 帝 耳な ど 云 ふ 名 共 も 凡て 覺束 無し、 然れば 布 波 能 

母 遲久怒 須怒神 深淵 之 水 夜禮花 神と 云 ふ 二 代 は、 大國 主神 を 須佐之 男 命の 六 世 孫と 云 ふ傳も 有る 故に 後に 其 代数 を 合 

さむと して 作れる 中古の 杜撰なる 可く ぞ 所思 ゆる、 故に 其 傳には 依らす て 神祇 譜に大 己 貴 神 此祌者 素 戔嗚. 尊 孫子 天 之 

冬 衣 神 之 子 也と 有る に 依りて 冬 衣 神 を 須佐之 男 命の 孫なる 事 を 知り、 其 御 父 は 淤美豆 奴 神 なれば 此れ 卽ち八 島 士奴美 

神なる 事 を 知りて 定めつ」 と 云 はれて、 素 斐嗚大 神の 四 世 孫と 定められた-^、 然 りと 雖も其 は 漢文に 常 も 有る 格に 

て、大己責神は素^^|戈嗚尊の子孫にして天之冬衣神の子なりと云ふ事なれば、右の古事記の六世孫と 一 なる を、 唯 事 略き 

て 文 を 成せる のみの 差な り、 其の 心得 違に て ffi 来れる 其 定めに 就きて 强 ひたる 說 共の 無き に は 非すな む 有りければ 一 

向に 從ひ難 かり、 故に 予は 此の 正書 及 古語 拾遺の 傳を 正と して 其の 定論 は， 八なる 傳廿ニ 卷に云 ふべ し、) 故に 此 御名 

を 第一 ii 書に 大己貴 此云ニ 於褒婀 娜武智 一と 其訓を 注されたり、 古事記に は 大穴 牟遲 神と 作れた る を、 其 記傳九 (五 

十九 丁) に 「此 御名の 訓は萬 葉 三 (三十 三 丁) に、 大汝、 少彥名 乃、 將座、 六 (二十 三 丁) に、 大汝、 少彥名 能、 

神社 者、 十八 (二十 五 丁) に、 於 保奈牟 知、 須久奈 比 古奈 野、 神代 欲 里と 見え、 古語 拾遺に は 大己貴 神と 作る、 此文 
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字 は 書紀に 因れるな がら 古語 於 保 那武智 神と 注し、 姓氏 錄 (和 泉 國祌^ 地祇) 長公條 には大 奈牟智 神と 書かれ、 文德 

1K 皇齊衡 二 年 實錄に は大洗 磯前 神の 寄り 來坐 せる 所に 我 是大奈 母 知少比 古奈 命 也と 有り、 三代 實錄 にも 大名 持 神と 作 

れ たる 所 多く、 神 名 式に は 大和 國吉野 神 大名 持 御 魂 神社 (名 神大、 月次 相嘗 新嘗) 播磨國 完栗郡 伊和 坐 大名 持 御 魂 神社 

(名 神大) 筑前國 夜 須邯於 保 奈牟智 神社な ど 有る、 此等を 以て 曉る 可し、 然して 大穴と 作る は 萬 葉 七 (二十 三 丁) に、 

大穴 道、 少御 神、 作， 妹 勢 能 山 見吉、 叉 》 雲 國造神 賀詞に、 國作志 大穴 持 命、 又 神 名 式に、 大和 國葛上 郡 大穴 持； I； 

社、 能 登 國羽咋 郡 大穴 持 神 像 石神 社、 W 雲 國意宇 郡 布自奈 大穴 持 神社、 ，野 城 社 坐 大穴 持 神社、 ffi 雲 郡 大穴 持 神社、 多 

伎 社、 大穴 持 神社、 大隅國 獺^ 郡 大穴 持 神社、 W 雲 風土記に は 所 TT 造レ 天 下， 大神 大穴 持 命な ど 多く 所見たり、 此等も 

於 富 那と訓 むべき 證は、 和名 抄に信 濃國堪 科郡鄕 名の 大穴 を 於 保奈と 記せる 是 なり、」 (以上 補 意) と 云 はれたり、 然 

るに 此に 於 褒婀娜 武智と 有る を 決に 僻事と は 云 ひ 難 かるに こそ、 其 は 古事記 高天原の 下に 訓ニ 高下 天 一 云，！ 阿 麻， と 注 

し、 八 尺 鏡の 所に 訓 二八 尺 一 云 二八 阿多 一と 書け る は， 天 を 阿 麻、 尺 を 阿多と 云 ふ 本 語 を 注された るに て、 高 阿 麻 能 原 八 

阿多 鏡と は 云 ふま じき 事なる が 如くして、 此も於 褒婀娜 と 云 ふが 本の 唱 なり つらむ を、 其 語の 約り て 於 褒娜と は 成れ . 

るに こそ 有りけ め、 然 云へ りと て 何 どか は此 を僻訓 なりと は 定めら る 可き、 御 名義 婀娜は 古語 拾遺に 古語 事 之甚切 

稱，： 阿那 一と 所見た る阿那 にて、 貴 字 を 武智と 注された る は、 四 神 出生 章に 大日 霎貴此 云 U 於 保 比屢阵 能武智 一と 有る 武 

智に 等しく、 實に貴 字に 當れ る訓 なる 事、 已に傳 六に 注せる が 如し、 若て 此大神 は 御 父 素 斐嗚大 神より 事 依され 奉ら 

れ させ 御 在し 坐して 大國 主神と 御名に 負して 此 天下 國 土の 全 を 主領 かせ 御 在し 坐せば、 此顯國 の內に 在りと 有らゆる 


八 百 萬 神の 首領に 渡らせ 給 ふが 故に 崇 まへ 尊み 奉りて 然稱へ 奉りけ る 御 事と 所見たり、 ^は 此大祌 の 和 魂 大物 主神 は 

大 三輪 神に て 渡らせ 給へ るに、 御紀は 更なり 神 名 式 姓氏 錄 等に 大 神と 作 かれ、 和名 抄鄕 名に 大和 國城 上郡大 神、 於 保無 

和と 有る も、 大和 國 にて 此 神に 勝れる 神の 御 在し 坐 さ る 故に 直に 大 神の 字を大 三輪に 用 ひられた る は 更なり、 其 御子 

事 代 主神 をば 何方 にても 賀茂 神と 申し 奉る 賀茂も 神 字の 轉 なる を 以て 思 ふに、 天神 御子の 天降り 御 在し 坐 さに りし 以 

スグ  ォホ 力-,、  カミ 

前に は 此顯國 に 在ら ゆる 諸 神の 中より 勝り w て、 大 神と 申せば 此大己 貴 神に 渡らせ 給 ひ、 神と 申す は 何時も 事 代 主神 

の 御 事に て 御 在し 坐す 申し 習 はしの 有りけ るに 因れる 者な り、 況て其 御名 を稱 へて は實に 於褒婀 娜武智 とこ そ は 申し 

奉る 可き 當然の 御 事に て 有るな り けれ、 (右に 引ける 和名 抄の大 神 を 於 保無 和 は 美 を 音便に 無と 云へ るな り、 通 本に 

+• ホムチ  ズキ n シ 

は 和 を 知に 作れり、 大 貴の 義と见 む も 僻事に は 非ざる 狀 なれ ども 猶 和の 誤なる 可く 所思 ゆるな り、 己 字 は 己 か 已か巳 

か甚詳 ならざる なり、 已字 は須傳 爾と訓 みて 盡 の義 なりければ、 盡 貴の 意 を 以て 書かれた るに かと 思へ ども 然に非 

す、 又 03 字 は通證 に、 此紀歌 及 萬 葉 集中 常 謂，， 於 乃禮， 而詠 >1之 那-者 多矣、 己與レ 名蓋義 通と 云 へれば 此方^ 近し、 然 

して 又 巳 字は說 文に、 巳 也、 四月 陽氣已 w、 陰氣 已藏、 萬 物呰成 n 文章； 故 巳爲， 一 蛇 象形 一と 有る、 此 字の 方な む此 

大 神の 御 事迹に 合せ 奉りて 作れた る 者と 所見れば 姑く 定 むる 者な り、 ^考ふ 可し、) 然して 其 於 褒婀娜 の 約り て於褒 

娜と 巾す から、 大穴 牟遲祌 と 巾し 奉る 御 事 上に 註せ る 如くなる を、 上野 國神名 帳に は 大奈智 明 祌* 小 奈智明 神と 云 ふ 

御名 も 御 在し 坐す を 以て 見れば 武智を も 切て 唯に 智とは 申せるな りけ り、 偖 右に 引ける 大己貴 神 • 大穴 牟遲神 • 大汝 

祌と 作れた る 如き は 皆 上の 意なる を 大穴 持 神 大名 持 神と 書され たる 共は义 別に 一 の 御名に て 昔 通に て は 非 じかし、 其 
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は傳 二に 註せ るが 如く 名と 云 ふ は 此國土 を 云ふ稱 なり、 武烈 天 皇御紀 御 歌に、 那 爲我與 Is 擦 魔と 有る は、 地震 之動來 

(  ナ 半 フリテ  ナヰ 

者なる に、 推 古 1K 皇七 年御紀 に、 地 動 舍屋悉 破、 則 令 二 四方- 俾レ 祭， -ー 地震 神-と 所見た る を、 叉類史 に、 天平 六 年 遣 二 使 

畿內 七道 諸國 T 檢差 祭-一地 震祌 社-など も 有りて、 地震 を那 爲と訓 める は、 地 を 那に震 を 爲に當 てた る 者に て， 爲に震 

ゥゴ 

動かす 意 有る は、 萬 葉 三 (三十 九 丁) に、 鹽左爲 能、 浪乎恐 美と 有る 左爲 は、 佐 和久と 云ふ義 なる 是 なり、 叉 産 土 を 

.C 'ブス ナ  ナ マリ 

宇 夫 須那と 云へ る は產爲 地の 義 なり、 本草 和名に 鉛、 和名 奈末 利と 有る は 地 餘の義 にして、 地中より 生み 餘 りて 成れ 

カタ ナ 

る 謂なる 可く、 金 を 加 踊と 一 K ひ、 連語の 時に 加那 某と 云へ る は 堅 地の 義 なる 可く 所思え たり、 此等は 正しく 地 を那と 

も 云 ひける 一 の證是 なり、 借 近頃の 言に 大名 小名と 云 ふ 有りて 字音に 唱へ來 る 事に は 有れ ども、 元は 豪 農 を 云ふ稱 

にして、 其 大いに 地處を 持てる を 大名と ぞ云 ひけむ、 萬 葉 二  (十三 丁) 日 並 皇子 尊 ifn 赐 石川郞 女-御 歌に. • 大名 兒、 

彼方 野 邊爾と 有る は、 大名. の 兒 女と 云 ふ 事に て、 石 川 朝臣 は 蘇 我の 支流に て、 河 內國石 川 郡に 土 著る 豪族なる を 以て 

大名と は 云 ふなり、 孝德 天皇 大化 元年 御 紀に謂 ゆる 御名 入部 は 古事記の 御名 代に て、 其 は 田地に 其 御名 を 負す る 事に 

て、 後世に 其 領誰領 と 云 ふ 事に て 趣 は 異なれ ども、 其 名と 云 ふ は元來 土地に 起り たる 者 なれば 歸る 所に 於て 違 はす、 

偖 東鑑に 名主の 稱 有り、 叉 字音に 某 名 叉 は 其 名 田と 云 ふ 名主 は 地の 主の 意、 某 名 叉 名 田 は 右の 御名 入部な どの 如し、 

偖 此地は 産業 を 成す 處 たり，' 地 を 那と云 ふは體 なり 那理は 地 有に て 地上に て必 すし も 無くて は 得 有る まじき 事 を 力む 

る を 云 ひて 其 用と 成るな り- 其 那理と 云 ふ は此國 土 を 修理 固成し 給 ふ義を 以て，. 掀 Q 義 なり、 叉此 よりおて 農作の 事是 

なり、 其 は i§> 十二に 註せ るが 如く、 御 紀には 農 を も 業 を も 農業 を も 農作 を も 稼 稿 を も 那理波 比と 訓み、 叉 田 宅 を も 別 


業 を も 那理杼 許 呂と訓 める、 其 も 云ふ缝 なる-其 委しき 事 は 其 所に 詳 かに 書せ る を 見て 知るべき なり ^れ ば..^ 

大名 持 命 をお ま ST とも チ i- どトも 中す 義に見 奉りて 又 然る 可くな む 有りけ る、 斯れば 大己貴 神と 大名 持 命と 二方 

に SJ1 へ 別くべき なり、 强に 一に 爲む 事は强 說にぞ 有るべき、 偉 二十 七 國作大 己 貴 命の 所に 注し 奉る. が 如く、 大己貴 神 

と 申し 奉る は 其は大 神を國 神の 主領と して 崇め 奉れる 稱名 なり、 大名 持 命と 申す 時 は 其 名 を 持てる 國 神の 君 長に て 波 

らせ給 ふ 御 事なる をな む 思 ひ 合す 可 かりけ る、 萬 葉 六 (二十 三 丁) に、 大汝 少彥名 能、 神社 者、 名著 始鶴 目. 名 耳 乎、 

名兒山 跡食而 云々 と 有る にても、 土地 を 名と 云 ひて 其 地形 を. 成る 上に て 必す名 有り、 又此 にて 大名 持 命少名 ffi^ 古那命 

と 申す 名の 義をも 合せ 曉る 可くな む 有る ベ かりけ る、 地 祌本紀 に、 大己貴 命與- 少彥名 命-二 柱 神 坐-一 於葺 原中國 一， 如-一 

k 母， 浮漂 之 時、 爲造號 成 巳訖と 有る 號成も 亦 右と 同じ 事に なむ 有りけ る、 (記傳 に 「凡て 古名の 弘く 長く 聞 ゆる を * れ 

とす めれば、 天皇の 宮所を 遷し給 ひ、 御子 御 在し 坐さぬ 后 叉 御子 等 は 御名 代の 氏 を 定め、 叉 名 背. 名 根. 名 妹な ど 云 

ひ、 萬 葉 ニ卷に 大名 兒 など 有る も 皆 名高き 由の 美詞 なり、 叉 人に 向 ひて 那牟遲 と 云 ふ も 名 持て ふ 首に て 美る 稱 なり、 

若て 此命 はデ、 下 を 作り 治め 知り 給へ る 御名の 世に 勝れ たれば 美稱へ 申せるな りと 有り、」 と 云 はれつれ ども、. 未だ 其 意 

を盡 されざる 者な り、 巳に 傳ニ卷 に 云へ る 名と 云 ふ 一一 S の 意 を 味く 考に 亙して 曉る 可くな む、) 斯 りければ、 大己貴 神 

と 申し 奉る は、 此顯國 に 在りと 有らゆる 諸 神の 上に 1 出て 勝れて 甚に 貴き 大 神に 渡らせ 給 ふ 所 由 を 以て 美稱へ 奉れる 

御名なる が 故に 御 紀には 此大己 貴 神と 申し 奉る 方 を 以て 打ち 任せた る 本の 御名と 爲て謦 させ 給へ る 者な りけ り、 若て 

其 大名 持 神と 申し 奉る 名 は 大地 を 那と云 ふに 起り、 其より 成 Q 曾と 成り 業と 事と 成れる 由 已に倚 二に 引ける、 景行ヲ 
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皇の大 御言に i 大倭 國者以 n 行事， 負 レ名國 也と 詔 給へ る 其 行事 は 成業と 云 ふ 事に て、 其 成業の 最大なる 事 此國土 を 作 

り 成し 給 ふに 過ぎた るな む 非 ざり ける、 故に 思 ふに 此 八洲 起 元 章に 天神の 二 柱御祖 神に 事 依し 奉らせ 給 ふ 所に、 宜 -1 

汝往 循,， 之と 有る 此循字 は、 天下 を 所 知 食し 有た せ 給 ふ 謂なる を、 古事記に、 修 n 理-固 I 成 是多陀 用 幣流之 國-と 所見 

て、 此 修理 固成の 言と 右の 循 字と 相對ふ 所に て 其 成 字の 義は 已に傳 五に 云へ るが 如し、 偖 此第六 一書に、 夫 大己貴 命 

與 一一 少彥名 命 ー戮レ カーレ 心經 TI 營 天下一と 有り、 其 文より 承け て、 下に 嘗大己 貴 命 謂 二 少彥名 命， 曰、 吾等 所レ造 之國、 豈 

謂-一善 成 一之 乎、 少彥 名命對 曰、 或有レ 所：， 成、 或 有 レ不， 成、 是談也 蓋 有， 1 幽深之 致， 焉と 有りて、 造 字と 成 字と を 相對へ 

させ 給へ る 御言な む 御 在し 坐し ける、 斯 りければ、 成 は 元 地 爲の言 より 出て、 此 大地 を 經營ら せ 給へ る 御 事に 始まれ 

るな りければ、 大名 持 神と 申し 奉りて 卽ち此 國土を 造成して 有た せ 御 在し 坐す 意と も 成れる 者な り、 猶傳 二十 ニ卷大 

國 主神の 御名の 說に 合せて 心得べ くな む 有りけ ろ、 (如此 く 見て は 那の意 異なる が 如しと 雖も然 らす、 地 は 元より 那 

なり、 其 を 經營を 成と 云 ひ、 叉 農 を 那理と 云 ふ は、 其 を 小さく 分ち て 云 ふに こそ 有り けれ、 天下 國土を 成す と 云 ふに 

も 其 意 等しき 者な り、) 〇 吾兒宮 は、 素 戔鳴大 神の 御子 大己貴 神の 宮の 謂な り、 其 は 上に 云へ るが 如く、 此須 賀宮は 

しも 素 t{ 鳴 大神其 后 神と 相 與に遘 合し 給 はむ と爲て 建てさせ 御 在し 坐し ける 宮 都に は 有れ ども、 巳に 其 御子 を 生み 奉 

らしめ 給へ りし 後 は、 其 御祖奇 稻田姬 命と 御子 大己貴 神と を 此宮に 留め 奉らせ 給 ひて、 己 尊 は 其 所. を 移して 別 處に離 

れ 放らせ 給 ひて 其 御子の 生長 を 試みさせ 給 ひて、 國土 經營の 大任 を 校け させ 御 在し 坐して 大國 主神と 成し 奉らせ 给は 

むとの 御 心に て、 此須賀 宫を吾 兒宮と は 殊更に 詔り 給へ るな り、 又 上に 引ける 大國 家譜に 大國 主命 亦稱 二八 重お 一 大樹 


神， と 有る も此 時の 御 歌に 因れる 亦 名なる を 以て 知るべし、 古事記に は此 を我宮 と 有る は， 此大己 貴 神 を 六 世 孫と 立 

つる 故な り、 其始は 素より 大 神の 宮 なる を、 此を 避り て別處 に物爲 させ 給 ふが 故に 大己貴 神に 讓り 奉らせ 給 ふとし 

て. 此に吾 兒宮と は 詔り 給へ るに なむ 御 在し 坐々 ける、 偖此 吾兒宫 は、 阿賀 美 古 能 美 夜と 訓む べし、 萬 葉 二  (二十 八 

丁) に、 其 故 皇子 之 宮人、 叉 一 云、 剌竹之 皇子 宮人、 又、 皇子 乃 御門 之、 荒卷惜 毛、 叉、 (三十 五 丁) 吾大 王、 皇子 

之 御門 乎、 (一 云， ー剌竹 皇子 御門 乎-) 三 (五十 九 丁) に、 萬 代爾、 如此毛 欲得 跡、 憑 有 之、 皇 ：.；. ち. 御門 乎な ど 有り、 

(但此 に兒と 有る は 皇子の 意に て は 非ざる なり、 唯 美 古 能 美 夜と 云 ふ 事の 例に 引ける のみ、 若て 右に 宮を 御門と ーェひ 

換 へたる 御門 は 門戶の 事に は 非す、 _ 嚴處の 美に して、 卽 ち其宮 窒の稱 なり、) 〇 首 は、 官 本に 宮首を 美 夜 能 都 加 佐と 

有る を、 金澤 本に は 美 夜 豆 加 佐と 訓み、 又 傍に 首 字 を 意 宇 登と 有り、 叉 私記に は 美 也 乃 於 布止爾 波， 美 也乃津 加左爾 

波と 所見 たれば、 古くより 兩の訓 有るな りけ り、 此を都 加 佐と 訓 める は 仕 長の 謂に して、 上に 云へ るが 如く、 後世に 

謂 ゆる 東宮 傅と 三宮の 長官の 如く 任れ 奉られし 者な り、 卽ち此 に 吾 兒宮首 は、 和名 抄に、 職員 令 云、 春 宮坊美 古 乃 美 

夜 乃 豆 加 佐と 有る 是 なり、 大 元の 狀は 天孫 降臨 章 第二 一書に、 是時天 照 太神復 勅， 1 天 兒屋命 太 玉 命： 惟 爾ニ神 亦 同 侍， - 

殿內？ 善 爲-ー 防護-と 有る に 其 意味 能く 相似たり、 應. 神 天皇 四十 年御紀 に、 立-: 蒐 道稚郞 子- 爲レ嗣 (中略) 以- 一大 鹪鹩 

尊 1 爲 n 太子 輔， 之令レ 知-一 國 事-と 有る は、 後に 東宮 傅 を 置かる，^ 始めの 如く なれ ども、 其 起り 卽ち 此の 吾兒宮 首な む 其 

始めに は 有りけ る、 持統 ||<皇 十一 年 御紀に 東宮 大傅又 春 宮大夫 を 置かる i 事 所見た るに、 大傅を 意富 伎 加 志 豆 伎と 訓 

み、 叉 加 美と も訓 みたり、 叉 大夫を 都 加 佐 能 加 美と 訓 める も 此の 吾兒宫 首と 云 ふに なむ 當れ りけ る、 職員 令義 解に、 
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東宮 傅 一 人 掌 T 以 ••： 道德, 輔 S 導 東宮 i と 見え， 東宮 坊大夫 一 人. 掌 T 吐 5!納 啓 令-宮人 名 帳考叙 (謂 二 坊內諸 司 及 宮人 考叙？ 

其 宮人 考叙 者坊司 技定、 更 送-一中 務省 0 宿直 事 上と も 有る、 此 二の 職掌 を 合せた る 如くして 大己貴 神 を 傅き 奉らし め 給へ 

りしな りけ り、 又藝蔬 に、 宮 首猶, 後世 六宮之 職， 也と 有る は、 職員 令義 解に 中宮 職 (謂- -皇 后宮-其 太 皇太后 皇太后 宮 

亦自 中宮 也) 大夫 一人、 掌 T 吐 n 納啓 令- (謂納 n 啓 於 上-吐- 1 令 於 下-也) 事よ と 有りて、 釋に 宮人 名 帳考叙 宿直 之 事可レ 同- - 

春 宮大夫 一と 所見たり、 和名 抄に 中宮 職 奈加乃 美 夜 乃 豆 加 佐と 有る 是 なり、 若て 首 字 を 都 加 佐と 訓むを 仕 長の 義 なり 

と 云 ふ は、 孝德 H<皇 二 年御紀 に、 首長 也と 有る を 以て 知られたり、 萬 葉 八 (五十八 丁) に、 宮爾 毛， 縱賜 有、 十六 

(二十 五 丁) に、 官許 曾、 指 el 毛 遣米、 情 出爾、 行 之 荒 雄 良、 十八 (二十  一 丁) に >  人祖 乃、 立流辭 立、 人 子 者， 祖 

名 不絕、 大君 爾、 麻 都 呂布物 能 等、 伊比 都雅 流、 許 等 能 都 可 佐 曾、 叉 (二十 八丁) 於 保 伎 見 能、 等 保 能 美 可 等々、 末 

伎 太 末不、 官 乃末爾 末、 美 由 伎 布 流、 古 之 爾久太 利來、 十九 (二十 七 丁) に、 宇都 曾 美 能、 八十 伴 SR 者、 大王 爾、 麻 

都 呂布物 跡、 定有. 官爾之 在 者、 天皇 之、 命 恐、 夷 放、 國乎治 等、 二十 (五十 丁) に、 加 久佐波 奴、 安 加 吉許己 a 

乎、 須寶良 弊. 爾、 伎 波 米 都久之 Br 都 可倍久 流、 於 夜 能 都 可 佐 等、 許 等 太 tul 氐、 佐 豆氣多 敝流 など 有る、 何れも 其 . 

續 きに 就きて 然る 所 由 を 合せ 知る 可き 者な り、 (和名 抄に 神祇官 太 政 官には 官字を 都 加 佐と 訓 めり、 八 翁に は 省字 を 

訓み臺 を も 職 を も 坊をも 寮 を も 司 を も 監をも &ー\ "を も 府をも 皆 都 加 佐と 訓 めり、 叉 職掌 を 都 加佐杼 流と 云 ふ、 登 流 は 執 

キシノ ッ カサ ヌ ヅカサ 

レ 事執レ 政の 執に て 其 事 を 執り行 ふ 由な り、 叉 其より 轉 りて 岸の 高き 處 野の 高き 處を岸 司 叉 野 司な ど 云.. I は、 仕 長の 

義 にて は 本より 非 ざれ ども 右に 云 へ る 官の都 加 佐 を 借り 用 ひて 高 處の稱 と は爲る 者な り、) 又 1 P 意 布 登と 有る は 意 


爲 登の なる 可し、 古事記に 我宮之 首と 有る を、 記傳九 (四十 七 丁) に 「首 は 都 加 佐と 訓 める も 誤に は 非ね ど .il! 意爲 

登と 訓む べし、 姙 尸に 某 首と 云 ふ を も然訓 むべ し、 私記に も 忌 部首 讀ニ於 比 止-と 有り、 書紀に 三輪 君子 首 忌 部首 子 首 

など 云 ふ 名 を 子 人と も 書け る は、 子の 韻に 意 を 含める 故に 自然に 古 見 登と La へらる \ なり、 元 明 天 皇御紀 に 大津連 意 

昆 登と 云 ふ 人名 を、 元 正 天皇 御 紀聖武 天皇 御 紀には 首と 作れたり、 然る を 意 宇 登と 訓 むは 旅人 を 多 爲宇登 商人 を 阿 伎 

宇 杼藏人 を 久良宇 杼と云 ふ 例の 音便に て 正しから す、 偖此は 本尊 稱 にて 大人の 意なる 可し、 尊み て 云へ る は、 允恭 一.K 

皇ニ年 御 紀に卽 謂 曰 首 也、 余不レ 忘矣と 有る、 是對ふ 人 を 指して 云へ り、 侍 其 首長の 意に 云へ る は、 景行 天皇 四十 年 

御紀 に、 村 之 無 レ長邑 之勿レ 首、 顯宗 天皇 御 紀に縮 見 屯 倉 首、 孝德 天皇 二 年 御 紀に村 首 (首長 也) など 有り」 (探 要) 

と 所見たり、 其景行 天皇 御紀 なる は 神武 天皇 御 紀に邑 有レ君 村有 レ 長と 見えた る其對 文の 如きなる を、 相 照して 長と 君と 

オビ ，-  ヒトゴ /カミ  オビ ト 

首と 共に 同義なる 事 を曉る 可し、 叉 成務ー K 皇四 年御紀 に、 詔 之 曰 (中略) 是國郡 無 n 君 長， 縣邑 無-一首 渠， 者焉、 自 

ヲサ /\ シキ モノ ヲ 

レ今 以後 國郡 立レ 長" 縣 邑置レ 首、 卽取， 一 常 國之幹 了 者- 任-一 其 國郡之 首長 f 是爲 -1 中 威 之 蕃祥, 也と 所見た るに も， 君 

長に 首 渠を對 へ、 長に 首 を； r 、へられた る を も 合せ 思 ふ 可き 者な り、 若て 此に 故赐， 一 號於ニ 神-曰， 一 稻田宮 主神 一と 有る 宮 

ァ匕 テラ  オビ ト 

主 を 此の 宮 首に 對 照す 時 は， 意 昆登は 大人 なれば 實に其 宜しき を 得た るが 如しと 雖も、 右に 註せ る 都 加 佐と 云 ふに も 

去敢ぬ 事共し 有りければ、 都 加 佐 を本訓 とし 意見 登 を も 傍訓と して 互に 其義 をな む 合せ 思 ふ 可き 所なる ぞ かし、 (但 

記傳に 「書紀 に 乃相與 選合而 生， ー兒 大己贵 神： 因 勅レ之 曰、 吾 兒宮首 者 卽脚摩 乳 手 摩 乳 也と 有る は傳 Q 異なるな り」 と 

云 はれ たれ ども、 予を 以て 云 ふ 時 は、 却り て 古事記に 我宫之 首と 有る より は此に 吾兒宮 首と 有るな む 正しき を 得たり 

日本 誊紀傳 二十 一之 卷 寶叙 出現 章  五 七 五 
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ける， 心ち 爲られ ける、 其 は此須 賀宮は 初は大 神の 宮 なりし かど も、 其 御 兒大己 貴 神に 譲り 聞え させ 給へ る事此 文に 依 

て詳ら かなりければ、 其に 就きて 吾兒宮 首と 云 ふ を 立て 上下に 相 貫き 云 へ る 以て 知る ベ し、) 〇 卽は奇 稻田姬 命に は 

父母と 御 在し 坐し、 大己貴 神に は 外祖父 母に 渡らせ 給 へれば、 此宮 首は伦 神に 讓る まじ かりけ りと 深く 御 心 を 含めさ 

せ 給へ. る 御 一一 目な り、 〇 故 赐ニ號 於 ニ祌， と は、 猶賜ー 1 職 於 二 神 一と 云 はむ が 如し、 古事記に は、 且 食.， 一名 號稻 田宮 主須賀 

之 八 耳 神 一と 有る、 其 負 ニ名號 一と 云へ る是 なり、 偖 此號と 云ふ義 はし も 已に傳 二に 註せ るが 如く、 鈴屋 大人 說に 「名 

と 云 ふ 本の 意は爲 なり、 爲 とは爲 りたる 狀を云 ふ、 其 は 常に 爲レ 人と 云 ふ も其爲 りたる 形 狀を云 ふ 事な り、 叉 物 Q 形 

を 那理と 云 ふ も 同意に て、 名と 云 ふ も 其 物の 有る 形な り、 譬 へば 筆 は 文 を 書く 手なる 由の 名、 硯は墨 を 磨る 由の 名な 

るが 如し、 萬の 物の 名皆然 り、 人名 も 其 有る 形に 依りて 食 ひたる 者な り」 と 云 はれた る は、 彼の 景行 天皇の 大御霄 

に、 大倭國 者以， 一行 事 ー負レ 名國奈 利と 詔り 給へ りし 其 行事と は、 鏡 を 造らせれば 鏡 作 神と 御名に 食 はし 給 ひ、 玉 を 造 

る 方に 功 坐せば 玉藏 命な ど 御名に 負せ る 事 は 申す も 更なり、 其 子孫の 氏々 にも 鏡 造 連 • 玉祖 連と 云 ふな ど 皆 各自の 職 

掌 行事 を 以て 仕へ 奉る が 故に、 其卽ち 氏な り 名なる 事 巳に 委しく 說 ける を 以て 知るべき なり、 然れ ば此に 賜，： 號於ニ 

ミヤ ノヴ カサ 

神， と 有る は、 其 稻田宮 主神と 云ふ宮 首 の 職掌 行事 を 任し 給 ふ 御 事と 成れるな り、 (此 名と 云 ふ 事 は、 後世の 人の 漫 

おに 物に 號 くると は 甚く 異なりけ る 者に て、 古に は 其 職掌 行事 を 成し 行 ふ、 其 卽ち取 も 直さす 名と 云 ふ 物なる 事を曉 

りね かし、) 然して 其 名 を 人に 賜 ふと 云 ふ 例 は、 古事記に、 須佐 之男大 神の 遙望呼 n 謂 大穴 牟遲神 一 曰、 其 汝所レ 持 之 生 

大刀 生 弓矢 以而 汝庶 兄弟 者 追 n 伏 坂 之 御 尾, 亦 追 n 撥 河 之 瀬， 而意禮 、(二字 以レ 音) 爲， 1 大國 主神？ 亦爲， 一宇 都 志國玉 神， 而、 


其 我 之女須 世理昆 賫爲， 一 嫡妻 而云々 と 有る も然 にて、 其大國 主神 と 云 ふ 職掌 を爲し 宇都 志國玉 神と 云 ふ 行事 を 爲す可 

しと 詔り 給へ るに て、 其爲/ 字卽ち 右に 謂 ゆる 名なる 者な り、 叉 其 海 神宮 段に も、 其 和 邇將レ 返 之 時、 解，， 所 レ佩之 紐 小 

刀？ 著 1: 其 頸- 而 返，， 故 其 一 尋和邇 者， 於レ今 謂， 一佐 比 持 神， 也と 有る. 此には 其 名を赐 ふと は 書され ざり けれども、 紐 

小刀の 謂 ゆる 鋤 を 賜へ る を 食 ひ 持てる 形狀に 依りて 其 名と も 成れるな りければ、 其 名 を 賜へ る 例 上の 如くに なむ 有る 

ベ かりけ る、 叉 右に 引ける 高 橋 氏 文の 續 きに、 磐 鹿 六 雁 命 波、 朕 我 王子 等 爾阿禮 子孫 乃 八十 連屬ほ 遠久 長久 天皇 我 デ、 

津御食 * 齋忌取 持 天 仕 奉 止 食赐天 と 有る は、 右の 大御 詔に 謂 ゆる 膳 夫に 仕へ 奉らる X 行事なる 者な り、 又 其 下に、 纏 

向 朝廷 歳次 癸 亥、 始 奉-: 貴 詔勅？ 所レ 賜， 1 膳臣姓 一と 有る は 其 名 を 賜 ふ 事に て、 名と は卽ち 膳臣の 職掌 を 以て 仕へ 奉る 事 

に拜れ 奉る を 云 ふ 事、 決な き 者な りかし、 (此 外斯る 例猶多 在りけ る を、 今 は 其 思 ひ W づる 一 二 を 載せて 古に 號を賜 

ふと 云 ふ は 其 職掌 行事に 任し 給 ふ 事 を 示さむ とてな り、) 〇 稻田宮 主神 は 第一 一 書に は 稻田宮 主簀狹 之八箇 耳と 所見 

たる、 素より 二 神に 瓦， る美稱 なる を、 第二 一書に は、 有 レ神名 曰，, 脚 摩 手摩ハ 其 妻 名 曰，, 稻田宮 主簀狹 之八箇 耳, と 有り 

て脚摩^^;、 手 摩 乳 は 夫婦 二 神の 稱 なる を、 合せて 其 夫 神 一 柱の 御名と し、 叉 稻田宮 主簀狹 之八箇 耳と 云 ふ を 其 妻 神 一 

神の 御名と 爲る は、 甚く 異なる 偉なる が 上に、 此名は 右に 賜， 一 號於ニ 神， と 見え、 古事記に も 食 ニ名號 云々 一と 所見たり 

ければ. 其より は 後の 名なる を 其 始に及 ほされた る 事大なる 誤なる 者な り、 又 古事記に は、 於是 喚，： 其 足 名 椎祌, 吿 

言、 汝者任 二 我宮之 首； 且食ニ 名號稻 田宮主 須賀之 八耳祌 一と 有る は、 此 正書に も 合へ りと 雖も、 其 美 稱を足 名椎神 一 

神の 名と 爲る事 叉此も 異なる 傳 なる 者 ぞ かし、 名義 稻田宮 と 云 ふ は 其 須賀宮 の 1 名なる 可し、 其 は 上文に 謂 ゆる 遂 
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到 一一お 雲 之淸地 ー焉、 乃 言 曰，, 吾心 淸々 之？ 於-一 彼 處-建 レ宮と 有る に 因りて、 初 は 古事記の 如く 須賀宮 とぞ云 ひけむ を、 

其 は 前文に 然 後行覓 r 將レ 婚之處 一と 有る 如く、 其 后 神と 共に 住ませ 1 し 坐 さむと て 建てさせ 給へ る 宮處に 在り けれ 

ば、 其 御名 を 取りて 稻田宮 とは號 けさせ 給へ りけ らし、 若て 此 にて 吾 兒宮と は 詔り 給 ひつれ ども、 大己貴 神の 最 幼稚 

く 御 在し 坐す が爲 に、 其 脚 摩 乳 • 手 摩 乳 神 を 以て 傅 づき 進ら せ 給 ふ 御 事に 渡らせ 給 ふ 程の 御 事な りければ、 其 御兒神 

の 御名 を 以て 食せ 給 ふ 可き に 非す、 故に 是を 以て 御母奇 稻田姬 命の 御名 を 以て 其 宮號と は 定めさせ 給へ る 者と こそ は 

推し量り 奉らる. -御 事な り けれ、 (記傳 に 「稻田 は須賀 地の 舊 名なる 可し、 故に 稻田宮 とも 云 ひけむ、 斯れば 稻田比 

賣と云 ふ は 此に宫 造りて 御婚 坐せ るよりの 名なる 可き を、 父の 初に 名 吿れる は 後名 を 廻らして 語 博へ たるな り」 と 云 

はれ たれ ども 委しから ざるな り、) 稻田 は、 上に 註せ るが 如く、 奇 稻田姬 命の 御名 を久志 伊奈 太 伎比咩 神と 申し 奉る 伊 

奈太伎を切めて伊奈太とは^^せるにこそ有りけれ、 元は 櫛 髻 より^で、 上に 謂 ゆる 故 素斐嗚 ®H 乂化 ニ奇稻 田姬爲 r 湯 

沐爪 櫛, 而摔， 1 於御譽 -と 有る に 本 著け る 御名な りけ る 者な り、 然るに 其 伊奈 太 伎の霄 を 居て 此に 稻田宮 とし も 云 ふ は、 

右に 註せ るが 如く 其 后 神の 御名 を 以て 號 けさせ 給 ふ 所なる が、 其義 供御の 御營 田の 御 事に も 係る 可くな む 有りけ る、 

然る は此大 神の 上天に して 天 照 太 神の 御營 田を报 はせ 御 在し 坐し ける より、 其卽ち 天津 罪と 成りて、 天 照 太 神 はし も 

天 石窟に 入らせ させ 御 在し 坐して 世 中 は 常夜往 ける を 以て、 八 百 萬 神 等 相 共に 祈り 申されし かば 磐戶を 開かせ 御 在し 

坐して おさせ 給へ るに 就きて、 素戔嗚 尊に 千 座 置 戸の 解除 をし も 科せ 給へ りけ る 其驗に 依りて、 fK 照 太 神の 御爲 にも 

皇 御孫靠 の御爲 にも 二 無く 善 はしき 大 神と しも 成らせ させ 御 在し 坐して. 少 かも 擅なる 私の 御行と て は 御 在し 坐 さす 


坐して、 萬に IK 照 太 神の 大御心 を 御 心と して 政 ごた せ 給 ふ 清き 明き 御行に 御 在し 坐して、 先に 天津 罪 ど 過 またせ 御 在 

し 坐し ける 食物 • 衣服 • 住宅の 御 事 を 漏らさす 此顯國 に 布き 行 はせ 御 在し 坐して、 其 恩 賴を幸 は へ させ 御 在し 坐し け 

れば、 此須 賀宮に 夫婦 二 神の 住ませ させ 給 ふ 其 御 政の 初に は、 先づ 農作の 御 事より 起し 給 ふ 可 かめれば、 終に 字の 如 

く 稻田宮 と 云 ふ 稱には 成れり けむ かし、 然して 上に も 引ける W 雲 風土記に、 意 宇 郡 W 雲 神戶、 郡 家 南西 二 里 二十 歩、 

伊 * 奈枳乃 麻 奈子坐 熊 野 加 武呂乃 命 五 百 津組神 組 所，， 取々， 而， 所，. 造 n 天下， 大穴 持 命 二 所 大神等 依 奉 故 云，， 神戶， S 

. 郡 等神戶 且如レ 之) と 有りて、 其 秋 鹿. 栀縫 雲. 祌戶 等の 四 郡なる 神戶 里の 說も 右に 同じ かりければ 、巳に 此大 

神の 御營 田の 御 事 を 始めさせ 御 在し 坐して 其 神 戸の 皆 をし も 其 御 兒大己 貴 神に 授け 給 ふ 事灼然 かり、 斯 りければ 其 本 

處と 有る 此須賀 宮に稻 田 宮の稱 有るな む 其 后 神の 御名 を 兼ねて 甚良 はしき 事な りけ る、 (右の 熊 野 加 武呂乃 命と 申す 

は大神 素妾嗚 尊に 渡らせ 給 ふ 御 事、 已に故 大人 等の 說有 るが 如し、 又 大穴 持 命 二 所大神 等と 云 ふ事詳 ならす、 若く は 

御 母子 二 柱の 御 事 を 申せる にやと も 思 ひし かど も、 此は其 熊 野 神宮の 御料と 御 兒大己 貴 神の 御料と に充 させ 給へ りけ 

む 事、 傳 二十 六卷に 云へ る 事共と 一に 考ふ 可し、 古史 第 九十 一段 徵に は此を 大穴 持 命 少彦名 命 二 注の 御 事と 被定た 

り、 然 りと 雖も神 戶は其 神 封の 事に し 有りければ 少彥名 命に 係け む 事猶落 著かぬ 心ち ぞ爲 る、 叉 其 飯 石 郡に 須佐 螺、 

郡 家 正西 一十 九 里、 神須佐 能袁命 詔、 此國 者雖， 1 小國， 國處 在、 故 我 御名 者 非， 著，， 木石， 詔 而卽己 命 之 御 魂 鎭置給 之處" 

然卽 大須佐 田小須 佐田定 給、 故 云， ー須 佐， 卽有， 一正 倉， と 見えた る も、 此大祌 の御營 田の 御 事 を 功し ませ 御 在し 坐し ける 

證 なるな り、) 宮 主と 續く主 は 記傳九 (四十 九 丁) に 「首と 同意な り」 と 云 はれた るが 如し、 惜偉 十七に 註せ る大 宮 
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賣 命の 下に 引ける 大 殿祭詞 に、 詞別 白久、 大宮賣 命 登 御名 乎 申 事 波、 皇御孫 命 乃 同 殿 能 裏 塞 坐 s、 參入罷 W 人 能 選 

比 所 知 志 神 等 能 伊須 呂許比 阿 禮比坐 乎  一一 一一 口 直 志 和 志 坐氐、 皇御孫 命 朝 乃 御 膳 夕 乃 御 供奉 流 比 禮懸伴 緖襁懸 伴緒チ 手 躓 

足 躓 不令爲 S- 親王 諸 王諸臣 百官 人 等 乎 己乖々 不 レ令レ 在、 邪意據 心無 久宮進 米進宮 勤々 之 K 氐、 咎過在 乎 波 見直 志 聞 直 

坐 S 平 良氣久 安良 氣久令 仕 奉 坐 ts 依 s、 大宮賣 命 止 御名 乎 稱辭 竟奉久 白と 所見た る、 此 大宮寶 命と 申す は、 宮賣 は宮主 

の 義に相 近き にや、 姓氏 錄 (山城 國神別 天 神) に、 神宮 部. 造 葛 城 猪 石 岡 天降 神 天 破 命 之 後 也、 六 世 孫 吉足日 命、 磯城 

瑞籬宮 御宇 (諡崇 神) 天皇 御世， 天下 有 レ災、 因 遣，， 吉足日 命； 令レ齋 n 祭 大物 主神 T 災異卽 止、 天皇 詔 曰、 消，： 天下 災っ 

百姓 得レ 福、 自， 今 以後 可， 爲， 一宮 能賣神 r 仍賜， 一 姓 宮能賣 公 f 然後庚 午年 籍註 _1 神宮 部 造， 也と 有る、 宮能寶 神 は 大物 主 

神 を 大宮の 守 神と して 稱へ 奉らせ 給 ふ 御名な り、 宮能賣 公 は 其 神 を齋き 奉る 氏人に 賜へ る 姓な り、 是を 以て 見る 時 

は、 宮 賣は宮 部に て、 宮 群と 云 はむ が 如くして 又宮 首 の 謂な りければ、 宮 主と 云 ふに も 其 義相通 ひて 異ならす なむ 

有りけ る- 斯れば 上に 引ける 春宮坊 中宮 職の 職掌 を 相 兼ねた るが 如き 此ニ 神に 御 在し 坐す に、 右の 大殿 祭詞 なる 大宮 

賣 命の 守り 給ふ狀 にも、 古文と 漢文との 異り こそ は 有り けれ、 其 趣に 至りて は 別なる 所な む 無 かりけ る 、(又 古事記 明 

宮殿に 宮主矢 河 枝 比 賣と云 ふ 人名 も 所見たり、 偖纂疏 に、 宮主八 「有， 一 此名ー 掌 一一 宮內之 神事, 也と 有る、 此は 神祇官の ト 

部の 兼ね 掌る 職なる が、 宮主を 美 夜 自と訓 むは 宮 知の 義 にて、 本 は 其 宮中の 神事 を 知り 行な ふ 事なる 故 Q 稱に て、 又 

此の 美 夜 奴 志と 訓む にも 異ならす、) 偖 叉 第一 一書. 第二 一書に 謂 ゆる 簀狹之 八箇耳 神と 申せる 簀狹 は、 此素斐 嗚大神 

の素斐 にて、 右に 引ける W 雲 風土記に 飯 石 郡に 在る 須佐鄉 の 如き 地名の 謂に は 非す、 其始 より 此大 神の 宮 なる 故に 其 


二 神の 名に は 食 はせ 給へ るに て、 八箇 斗と 云 ふ は 聰く聞 人れ て大 神に 啓 令され しな どの 所以に 由れ るなる 可し、 記傳 

に は 「須々 賀を 切め て須 佐と 云 ふなれば 卽ち 須賀と 同じ， 一 と 云 はれ たれ ども、 簀佐は 右の 如く 大 神の 御名な り、 須賀 

は 彼 吾心 淸々 之の 御言に 起れ る 地名な り、 然く神 名 を 重 復て云 ふ 例 は、 傳 六に 云へ る IK 照 高 彌牟須 比 命、 天 照 眞良建 

雄 神、 IK 照 御 魂 神、 fK 照 御門 神， 天 照 高 日 女神な ど. &. す は 日 神の 御 事に 所以 有りて 伦 神の 御名 共な り、 叉 神 名 式に、 

W 雲國 w 雲 郡 神 魂 伊能 知 奴 志 神社、 大穴 持 伊那 西 波 伎 神社、 大穴 持 海 代 日 古神 社、 大穴 持 海 代 日 女神 社 神 魂 伊豆 乃賣 

祌社 など 所見た る も、 其 神 魂 命 • 大穴 持 命 を 本に して 皆伦 神の 御名 共な り、 斯 りければ 此も簀 狭と しも 云 ふは大 神の 

御名 を 負 ひ 持 たれし 者に て、 上に 巳に 註せ るが 如く • 八箇耳 神と 申すな む此 老夫婦 二 神の 本よりの 御名な りけ る、 猪 

八箇 耳と しも 云 ふ 故 は、 朝野 群 載なる 中臣 祭文に、 城 給 淸給事 乎、 威戶乃 八 百 萬 乃 御 神 達. <  佐 乎 鹿 乃 八 御 乎 振 立 天 

聞 食 止 申と 有る 佐 乎 鹿 乃 八^ 乎 振 立 天に 係りて、 八 は 其 祈 事 を 所 聞 食す 神 等の 耳聰く 納受 させ 給 ふ 謂なる が、 叉 八 耳 

と 綾き て、 鹿 はし も 殊に 勝れて 耳聰き 者なる 由なる に、 四 神 W 生 章 第 八 一書の 正 勝 山祇を 古事記に は 正 鹿山津 見神と 

作る 其 正字に て、 僻 九に 註せ るが 如く、 大山 祇神 はし も 天 鹿 神 を 司り 給 ふ 所 由し 有れば、 此八箇 耳 神の 上に 於ても 亦 

思 ひ 合 はす 可き 事 Q 無き に は 非すな む 有りけ る、 又 用 明 天皇 元年 御紀 に、 厩戶皇 子 を 更 名耳聰 聖德或 名 豐聰耳 法 大王 

と 有る を 注せる が 如くして、 推 古 天皇 元年 御紀 に、 生 而能ー 百、 有， 一聖 智 f 及レ 壯ー閜 一一 十 人訴， 以勿レ 失 云々、 故稱， 其 

名 一 謂 二 上官 厩 戶璺聰 耳 皇子， と 見え、 太子 傅 暦に は、 八 人 共， 聲白 事、 太子 一 々能辯 答 云々、 稱， 一 厩 戶豐聰 八 耳 皇子 一と 

有る、 八 耳 も 衆 共に 白す 事 を 聰敏く 聞き 持たせ 給ふ義 なる が、 其 皇太子の 推 古 天皇の 大御政 を攝ね t し 給へ るに 准ら 
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へて、 此ニ 神の 稻田宫 主として 須賀宮 の 大御政 を攝ね 給へ る 事 を も 知るべく なむ、 (上に 引ける 職員 令 東宮 坊大夫 Q 

下に 掌 T 吐 n 納啓令 一 云. <  事.. と 見え、 中宮 職大 夫の 下に も 掌 下 吐 n 納啓令 一事.. と 有る、 義 解に 謂 納コ啓 於 上 一吐 n 令 於 下 一也 

と 有る も 亦八箇 耳の 所以に 近 かる 者な り、) 

ス-テ 二 シテ ス サノ ヲゾ ミコト ヅヒニ マウリ イデ マシ ネ ノ クニ 二 キ 

已而 素#{ 嗚尊遂 就，， 於根國 *!。 

已而 は、 此 にて は 事 訖而と 云 はむ が 如くなる が、 其 須賀宮 を 右の 二 神に 委任ね 置せ させ 御 在し 坐して、 其 御子と 御祖 

と を 留め 殘 させ 御 在し 坐して、 直に 根國に 就り 御 在し 坐し. --狀 なれ ども、 此大祌 の 御大 業 はし も 此に大 己 貴 神の 受け 

繼 がせ 御 在し 坐せ る是 此の 大經 なる が 故に 其 神の 御 事迹 は- 1 書 共に 明らかなる を 以て、 其伦の 事共 は德て 略き 漏らさ 

れ たる 者な り、 然れ ども 此素斐 嗚大神 Q 此 より 後に 顯國 にて 得 建てさせ 給 ひける 其大 造の 御 功績の 御迹 はし も猶 幾許 

か 御 在し 坐 すらむ、 數も 限り も 知られ させ 御 在し 坐さ^る 御 事なる を、 古事記 を始 として 其 餘の諸 書に 散見す る者猶 

許 多 有り、 故に 今 は 其 御 事迹 を 拾 ひ 集めて 其 御 盛 德の較 略 を 百 千が 一 も 明らめ 奉らむ とす、 若て 此 に素斐 嗚尊遂 就， 1 

於 根國， 突と 有る 事 なれ ども、 其 は大己 貴祌の 生長ら せ 給ふ狀 を見認 させ 給 はすて は必す W 來 させ 御 在し 坐す まじき 所 

謂な む 御 在し 坐 々ける- 其 は 何 を 以てなる ぞと云 ふに、 其 始めは 高天原より 日 神に 辭レ見 して fK 降り 御 在し 坐し 来ら 

せ 給 ひて、 此顯國 に 暫時 にても 留め 住ませ 給 はむ と は 所思し も 寄せ 給 は ざり しか ども、 彼の 大蛇 を 事 向 させ 給 ふに 至 

りて、 奇稻田 姬命を 后 神と 爲 させ 給 ふ 可き 勢に 自然に 成り 行かせ 給 ひ、 其に 就きて は 后 神と 遘合爲 給 はむ 宮室 を營ま 


せ 御 在し 坐して 同宮に 共に 住せ 給 ふ 可き 御 事と しも 成り 以て 行きつ \、 終に 其 后 神 をして 御 兒大己 貴 神 を 令, 生 給 ひ、 

此 後に 其 御 母子 二 神 を 其 須賀宮 に 留めさせ 給 ひて 叉 別なる 處 に物爲 させ 給 ひ、 外ながら 其御兒 神の 消息 を 伺 はせ 御 在 

し 坐し ける に. 果して 八十 神の 事故 有り 此に緣 りて 御 父子 共. に 相 遇 ひ 給 ひ、 其御兒 神の 御 德の眞 盛に 御 在し 坐す 程 を 

見 奉らせ 給 ひて、 終に 大國 主神と 成し 奉らせ 給 ひて、 御 心の 殘る 隈無く 物爲 させ 給へ りし 後に こそ は 根 國に御 在し 坐 

し 著 かせ 給 ひけめと なむ 所思し かりけ る、 (然る は、 此大 神の 凡ての 御 政 はし も 卽ち大 己 貴 神の 御所 業と 成れる 以て 

凡て は 略 かれたり し 者と 所見た るながら、 其大 神の 御 事迹 を 心得む に は此に 取り入れて 此を 知らす は 有るべからざる 

なり、) 其 一 には國 引の 御 故事な り、 此は 上に 註せ るが 如く 素 斐嗚大 神 須賀宮 に 御 在し 坐して、 奇 稻田姬 命に 遇 ひ 給 

へる 初より、 大己貴 神 を 令レ生 給へ る 後まで 係け て物爲 させ 御 在し 坐し ける にて、 其 は W 雲國の 事な り、 其より 諸國 

を 巡り 作らせ 給へ る は、 此 上文に、 因 勅 之 曰、 吾 兒宮首 者 卽脚摩 乳 手 摩 乳 也と 有る 其 時に.' 御 母子 二 柱 を 其 稻田宮 主 

神に 託して 何れの 國か 佗に 物爲 させ 給 ひける 程の 御 事と 所見たり、 惜國 引の 御名 を 八 束 水 臣津野 命と 中し 奉れる 御 事 

は 、巳に 上に 徵し 奉れる 如く、 全く 此大 神の 御名に 渡らせ 給へ る 由、 出 雲 風土記に、 所，， 以 號，, W 雲， 者 八 束 水 臣津野 

命 詔-一八 雲 立 語， 之 故 云-一八 雲 立 W 雲， と 有る、 是卽ち 上に 謂 ゆる 夜 句 茂 多 蒐の神 詠なる を 以て 知るべし、 次に、 所， 以 

號 n 意 宇， 者 國引坐 八 束 水 臣津野 命 詔、 八 雲 立 W 雲 國者狹 布 之 稚國在 哉、 初國小 所， 作 故 將，, 作 縫， 詔而 云々、 國々 來々 

引來、 縫 國者自 去 豆 打 絕而八 穗米支 豆 ま 乃御綺 也- 此而堅 立 加 志 者 石見阈 與，， W 雲國， 之搏 有名 佐 比 賣山是 也、 亦 持 引 

綱 者 蘭 之 長濱是 也、 亦 云々 國々 來々 引 來縫國 者 三 穗之椅 也、 持 引綱 者 夜 見島是 也、 固 堅 立 加 志 者 有，, 伯 耆國， 大 神岳是 
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也、 今 者 國引訖 詔 者、 意 宇杜爾 御杖 衝立 而意惠 登 詔、 故 云， 意 宇， (所謂 意 宇 杜者郡 家 東北 田 中 在， 塾是 也、 園 八 歩 

許 其 上 有 レ木以 茂) と 所見た る初國 小所レ 作の 御言 は、 二 扛御祖 神 Q 生み 置かせ 御 在し 坐し ける 其 國の全 體の事 をば 語 

り as させ 給へ るな り、 此 事傳廿 七に 云 ふべ し、 侍 上古に 雲 國と云 ひける は 風土記に 謂 ゆる 意 宇 • 飯 石 • 仁 多. 大原 

四 郡 Q 地な りけ る を、 更に 國引 坐して、 島根 • 秋 鹿. 榍縫 •  a: 雲 • 神 門の 五 郡に 當る地 は 全く 其 時に W 來 成れるな り 

けり、 借 右の 佐 比 賣山は 神 名 式に 石見國 安濃 郡 佐 比寶山 神社 御 在し 坐す 是な るが、 其 は須佐 比賣の 略と 聞え たるに、 

相對 へる 大神岳 は 同 式に 伯 誉國會 見 郡 大神山 神社と 所見た る、 大神は 卽ち八 束 水 臣津野 命に 御 在し 坐して、 卽ち素 

斐嗚大 神に 渡らせ 給 ふが 故に 崇ま へて は 御名 を 申さす、 直に 大神 岳と こそ は 申し 習 ひたりけ らし、 此ニ山 相 鼓び 立て 

る は 卽ち其 素 斐嗚大 神 御 夫婦に 渡らせ 給 ひて、 中間に 御杖 を 衝立て させ 御 在し 坐して 東西に 御 在し 坐す 御 事 は、 彼の 

伊 #諾 伊 弊^ 二 神 QIK 柱 を 中 問に 置きて、 御 夫婦の 御 語ら ひ 御 在し 坐し ける に奇 しき 迄 能く 相 類た る 御 事共な り、 (右 

コャマ 

の 御杖 を 衝立て させ 給せ へりし 塾の 事 は、 傳四卷 礮馭盧 島の 下に 引ける 私記に、 古說 云、 天神 所 レ脇遭 矛、 探 IT 得礅駭 

盧島， 畢卽以 n 其 矛， 衝 n 立此 島ー爲 r, 國柱， 也， 卽其矛 化 爲 小山， 也と 有る に 其 事の 狀亦相 通 ひて 聞 ゆる はや、) 然して 同 

記に" 所 一 r 一 以號二 島根 一 者、 國引坐 八^ 水 臣津野 命 之 詔而負 7J 給 名 f 故 云 二 島根 一と 所見た る、 島根と 云 ひける は 古に 肥 川 

の 西に 流れて 島な りし 時の 根元と 云ふ義 以て 號 けさせ 給 ふ 所なる が、 同 記に、 同 郡 朝 酌鄕、 郡 家 正南 一十 里 八十 四 

歩、 熊 野 大神命 詔， 朝 御 靝勘養 タ御嵐 勘 養 五贊組 之處定 給、 故 云 r, 朝 酌 一と 有る、 熊 野 大祌は 素斐嗚 尊に て 波ら せ 給へ 

り、 其 四 世 孫に て 淤美豆 奴 神の 築 立て 給 へらむ に は， 其 御 贊處を 定めさせ 給 ふ 許りに は 又 世を經 すして は 至る まじき 


御 事な り、 此を 以て も 古事記の 食 数に 誤 有る を 知りて 素斐嗚 尊と 八 束 水 臣津野 命と 同 神に て 御 在し 坐す 御 事 を 明らむ 

可し、 叉 同 郡 千 酌驛、 郡 家 東北 一 十九 里 一 百 八十 歩、 伊佐 奈枳命 御子 都 久豆美 命此處 坐、 然則 可レ謂 >1 都久豆 美： 而今 

人猶 千酌號 耳と 所見た る、 此都久 豆 美 命と 申す は. tt 六、 二十に 徵し 奉れる が 如く、 月夜 見 尊の 御 事に 渡らせ 給 へれ 

ば、 卽ち素 妾嗚大 神の 御 事な り.. 此を 以て も 古事記に 淤美豆 奴 神 を 其 四 世 孫と 爲る 事の 誤れる を 知るべき なり、 其 は 

此大 神の 已に根 國に御 在し 坐し けむに は、 其より 後に W 来れる 地に 其 住ませ 給 ふ 可き 謂の 且ても 無き 事なる を 知る ベ 

し、 又杵 築鄕、 郡 家 西北 二十 八 里 六十 歩、 八 炎 水 臣津野 命 之國. 引 給 之 後、 所， 造- ilK 下  >大 神 之 宮將レ 奉 與諸皇 神等參 TI 

集 宮處？ 杵築故 云 =寸 付- (神龜 三年 改-字 件 築し と 有る は、 天孫 降臨 章 第二 一書に 謂 ゆる 大己貴 神の 天日 隅 宮の御 事 

なる が、 國引給 之 後と 云 ふ は、 素 戔鳴大 神の 已に國 引 給 ひ 置かし &其 地盤の 有る を、 更に 宮 造り 仕へ 奉らる \ に 就て 

は 猶其上 を 築き 固めさせ 給へ ると なり • 叉 右に て國引 坐と 云 ふと 所 レ造ニ 天下一と 云 ふとの 差別 判然に 所見た るな り- 

其は國 引と 云 ふ は 其 文に 見えた る 如く 有餘を 取りて、 不足 を 補綴 ふ 事に. て、 國の 格好 を 成し 整 ふる を 云 ひ、 所レ 造-一天 

下 一と 云 ひ 又 作 レ國と 云 ふ は、 其 大體に は 抱 はる 事無く 田野 山川 を 修理る 事是 なり、 叉 右に 八 束 水 臣津野 命と 所レ 造-一天 

下， と を引續 けて 書せ る は." 此 正書の 如く 素戔嗚 尊の 御子 卽ち大 己 貴 神に て 渡らせ 給へ る 趣な り、 叉 其 次に、 同 郡 伊 

努鄕、 郡 家 正北 八 里 七十 二 歩，、 國引坐 意 美 豆努命 御子 赤 衾 伊 努意保 須美比 古 佐 倭氣命 之社卽 坐- 郷中 T 故 云-伊 農- (神 

龜 三年 改 n 字 伊 努-) と 所見た る、 此 神は傳 十三 及 十六に 註せ るが 如く 熊 野大隅 命に 渡らせ 給 ひて、 卽ち H< 照 太 神 素 逢 

嗚尊御 誓の 御 時に 生み W させ 御 在し 坐し ける 謂 ゆる 五男 神の 中 Q 1 神に て 渡らせ 給 へれば、 右に 阔引坐 意 美 豆 努命御 
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子と 有る は、 卽ち 素斐嗚 尊御兒 とせ-さむに 異ならす なむ 有りけ る、 此を 以て も、 右に八^^水臣津野命と.&し奉れるは 

愈以て素^！戈嗚大神の御事にて渡らせ給ふ由を思ふ可き者なりかし』 (但 素宠嗚 尊と 申し 奉れる は 其 全體の 御名に て 波 

らせ給 ひ、 八 束 水臣津 命と 申し 奉る は 其國引 坐せ る 御 事に のみ 專ら 係りた る 御名な り、 叉 下に W 雲 神 賀詞 を 引きて 

云へ る 摘 御氣野 命と 申し 奉る 大 御名 は、 天上より 神逐れ させ 給 ひて 後に 國土 人民の 衣食住の 事 を 幸 ひ 給 ひ、 謂 ゆる； 大 

下 を 所 知 食し.^ 大 御名な り、 其條. -思ひ 混 ふ 可から す、) 右に 引ける 風土記の 文 四 所 共に 八 束 水 臣津野 命の 御 事に は 

國引 坐と 冠 ふらせ 奉れる は、 風土記の 例 大己貴 神に は何處 なる も 所レ造 天下 一大 神 大穴 持 命と 冠 ふらせ 奉れる と 同じ 

事な り、 偖國引 坐と 有る は 誰が 心に も BS 雲國 をのみ 縫 作らせ 給へ る 御 事と 一向に 思 ひた めれ ども、 其は甚 挾き 見解と 

云 ふ 者な りけ り、 已に皇 太 神宮 祈 年月 次 等 祭詞は 皇祖 天神の 大 御言に して 謂 ゆる 天津 祝詞の 太 祝詞 事と 云 ふ 物な. る 

に、 共 文の 中に、 狹國者 廣久嶮 國者平 久遠 國者 八十 綱打掛 S 引 寄如レ 事、 皇太御 神 能 寄 奉 波と 所見た る、 狹國 者廣久 

と 云 ふ は 海岸の 地處の 彌增に 土砂 を 寄せて 廣大に 成る 事 を 云 ひ、 岐國 者平久 と は 山岳の 險 阻し きも 歲 年に 平 に 成し 

て 田畑の 殖る事 を 云 ふなり、 若て 遠國者 八十 綱打掛 S 引 寄如レ 事と 云 ふ は、 全く 八 束 水 臣津野 命の 故事なる にて、 風 . 

土 記なる 國 引の 文に、 國之餘 々有耶 見者、 國之餘 有 詔而、 童女 胸 組所レ 取而、 大魚之 支太銜 別而、 波 多須々 支 穗报別 . 

而、 三 自之綱 打挂而 霜黑葛 闇々 耶 々雨、 河 船 之 毛々 曾々 呂々 爾， 國々 來々 引 來縫國 者 云々 と 有る と、 遠國々 の 有餘を 

見 行 はして 八十 綱 打ち掛け させ 御 在し 來： して 引き寄せて 國を 建て 給へ る 傅な り、 ，：：！il 太 神の 如 此く臂 へて 詔り 給へ る を 

以て も g 右 雲 一 國の 事なら め や は、 此大 八洲 圃は 更なり、 外國の 全と 雖も 素斐 鳴大神 Q 然物爲 させ 御 在し 坐して 


國を 建て 給へ る 者に し 有り けれども >  余 國には 已に其 傳を亡 へる に 僅に^ 雲 國に其 古語の 遣れるな がら、 國引 坐の 雷 

にて 大地の 摁てを 云 ふ 事灼然 くな む 有りけ る、 其は已 にも 引ける 欽明 天皇 十六 年御紀 百濟國 王に 仰 下されし 語に、 昔 

在 天皇 大泊瀨 之 世、 汝國爲 -1 高麗-所 レ逼、 危甚 > ；累卵 f 於是 天皇 命 n 神 紙 伯, 受 U 策 於 神祇？ 祝 者 適 託-, 神 語： 報 曰、 屈 TI 

請 建 レ邦之 神 T 住 救- 1 將レ亡 之 主？ 必當 n 國家 謐靖 人物 叉 安？ 由 レ是請 レ神往 救、 所以 社稷 安寧， 原 夫 建 レ邦神 者" 天地 割 

判 之 代、 草木 一一 一一 之 時、 自レ 1K 降來 造つ 立國家 一之 神 也と 有る、 建レ邦 神と 申す は 我 素 戔嗚大 神の 古說 なる 事 巳に 故 大人 

等の 說の 如し、 猶傳廿 二に 云へ り、 考へ合 はす 可き 者な り、 此 事に 合せて 赤縣 太古 傳三 皇紀に 引かれた る按 Q 土の 古 

偉に、 人皇 氏 九 頭 九 男 相 像 其 身 九 章、 故 曰 n 九皇？ 乘 n 雲祇 車， 駕  <1 六提 羽- 而、 ffi, 一谷 口， 分，： 九 河？ 依， 一山 川 土地 之 勢； 

裁 度爲， 一九 州？ 謂 二 之 九 因レ 是^ 別、 各 居 11 其 IT 故 • 曰-一居 方 氏 f 人皇 乃 居- 1 中洲 T 以 制- 1 八輔？ 此名レ 州之始 也と 云 ふ 

事の 有る 依 n 山川 土地 之 勢-裁 度 爲>  一九 州-と 云 ふ 文 は、 右 Q 風土記の 國 引の 文に 亦 思 ひ 合す 可き 古說 なる 者ぞ かし、 

然れば 此に八 束 水 臣津野 命と 申し 奉る を、 韓 地に は 建レ邦 神と 云 ひ、 赤縣 にて は 人皇 氏と 傳 へたるな り、 但通證 に、 或 

曰、 此謂 n 檀君-也、 東 國通璧 曰、 當初 無-, 君 長 T 有- 1 神人？ 降- 1 擅 木 下 T 國人 立爲レ 君，， 是爲- 一 檀君 r 國猇 >1 朝鮮： 唐堯時 

也 云 々と 云 へ り、 然れ ども 右の 擅 君と 云 ふ も 一人 上より 降り 来れる 神人に て は 有りけ めど も、 唯 君 長と して 推し 尊 まれ 

たる 神に こそ 有り けれ、 此大神 Q 國を 建て 給へ る は堯の 時の 如き 人世の 事に は 非す、 遙に 古の 事に して 大に 趣の 異な 

る 所以 右に 已に述 ぶる が 如し、 叉 右の 人皇 氏の 古 說は傅 廿七卷 に 注す 可し、) 其 二に は、 傳廿 四に 注せる が 如く 古事 

記に 叉娶 n 大山 津 見神 之 女 名 神 大市比 賣-生 子犬 年 神、 次 宇迦 之 御 魂 神 (二 柱 宇" 二字 以レ 音) と 有る 是 なり、 右に 云 
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へ る國， 引 坐の 御 功 は此素 妾嗚大 神の 御 *1 の涯 際の 御大 業に 御 在し 坐して、 其 根 國底國 に 就り 御 在し 坐す 迄の 御 事業の 

最大なる 者是 なり、 偖 右の 叉 字せ 上に 故 其 櫛 名 田 比 賣以久 美 度 邇起而 所， 生 神 名 謂 n 八 島 士奴美 神， と 有る に對 へたる 

者なる が、 其 八 島 士奴美 神と 申す は、 上に 粗 云へ る 如く 實には 大己貴 神の 御 事に 渡らせ 給へ るな り、 然して 其 神 はし 

も 國土經 營の御 事業 を 受け 奉らせ 給 ふ 可き 神と 定め 置き 奉らせ 給 ひ、 次に は 此字迦 之 御 魂 神 大年神 を 令， 生 給へ る は、 

其國 土に 農作る 御 魂 神 を 令レ在 奉らせ 給 はむ とて 更に 又 御 妻 問の 御 事 御 在し 坐し けるな り、 若て 此御妻 問 は W 雲國に 

ての 御寧に は 御 在し 坐 さじ、 其國を 放り 御 在し 坐して 何れに か別處 に物爲 させ 給へ りし 御 時の 事と 所見て、 其 風土記 

などに も 所見 無き を 以て 今 此を考 ふるに、 已に傳 九に 粗 註せ るが 如く、 備後 風土記に、 疫隅國 社 昔 北海 坐 志武塔 天神 

南海 神 之 女子 * 與波比 ®  W 坐爾  一 K々、 卽詔久 吾 者 速 須佐能 袁神也 云々 と 所見た る、 北海 は 》 雲 國を云 ふと 聞え、 武塔 

天神の 塔 子 は、 齋宮寮 式に 塔稱 n 阿良々 岐 一と 有る に 依に、 武塔は 多- m 阿良々 岐と訓 みて、 卽 ち此大 神の 神性の 雄^く 

荒々 しく 御 在し 坐す 意 を 以て 號け 奉れる 者なる 可し、 其 南海 神 之 女子 は、 ロ訣に 南海 龍 女と 有る に 就て 考 ふるに" 其 

に 引ける 私記に ws 是山神 也と 云 ひ、 小 倉 神社 鎭座傳 記に 高鷂神 亦 名 fflM 祌 云々、 卽 是與， 一大 山 祇祌， 合 レカ而 坐 神 也 

とも 有る は、 實は 大山 祇 神と 高 神と は 御 夫婦の 御 間に 御 在し 坐すな り、 此を 以て 推す に、 神 名 式に 伊豫 國越 智郡大 

山 t:? 神社 (名 神大) 御 在し 坐す、 此御 許に 通 はせ 御 在し 坐し けるな りけ り、 然る は 和名 抄郡 名に 右の 越 智を乎 知と 注 

せる は 小 市と 云 ふ 事に て、 其大 市比寶 命の 大 市に 對 へる 如き 地名なる も、 亦 然思ひ 合す 可き 便宜と ぞ 所思え たる、 偖 

市と しも 稱へ 奉れる は、 傳 十三 . 十八に 云へ るが 如く 宗像神 をし も巿姬 命と 稱へ 奉り、 又 天 高 市な ど 云 ふ 市に 同じく 


して 物の 輻湊り 集 會ふ地 を 云ふ號 なれば、 叉 然る 御 事共に 係け て 御 功 坐す 女神に なむ 御 在し 半： せるな る 可き >  記傳九 

(五十  一 丁) に 「大市 は 和名 抄鄕 名に 大和 國城上 郡大巿 (於 保 以智) 此は書 紀崇神 R< 皇御卷 • 垂仁 IK 皇御卷 にも 所見 

たろ 地な り、 參河國 碧 海 郡 大市播 磨 國挥保 郡大市 . (於 布 知) 備中國 塞 屋郡大 市 (於 布 知) 神 名 帳に 伊勢 國 安濃 郡大市 

神社な ど 有り、 此地々 の 中に 由有る 有らむ か」 と 云 はれき、 叉 和名 抄郡 名に 石 見 國邑知 (於 保 知) と 有る も大 市なる 

にや、 神 名 式に 那賀 郡大歲 神社 *大 飯彥 神社 御 在し 坐す も 由 有りげ なる 事共に なむ、 (右の 北海 • 南海と 云 ふ は、 其 

疫隅 社の 立た せ 給へ る 備後國 より 定め 云 ふ 方位な り、 纂疏. に 引かれた る 風土記に、 武塔神 乃 進 雄 神 之 別號、 其祠今 

見 n 在備後 州？ 曰， 一 疫隅社 一と 所見た る、 卽ち神 名 式に 深 津郡須 佐 能袁能 神社と 有る 是 なり、 然して w 雲 國は山 を 隔て 

其 北方に 在れば 北海と 云 ふべ く、 伊豫 國は海 を 渡りて 其 南邊に 在れば 南海と なむ 云 ふべき 事な りけ る、 右の 風土記 

Q 事 を 彼の 神逐 はれの 御 時と 云 ふ 說共は 皆 誤な り、) 偖此大 神の 神大 市比賣 命に 御 合 ひ 坐し k 奇御戶 はし も何處 なりけ 

む、 更に 所見 無き を、 今 思 ふに 山城 國 などに は 非ら じかと 所思 ゆる 子細な む 有りけ る. 然して 古事記に は 其 御子 大年 

神. f!^ 宇迦 之 御 魂 神 (二 柱) と 有る 事 なれ ども、 巳に 傳 八に 註せ るが 如く I 上代 本 記に 土御祖 神社の 祭神 を 書せ るに 宇 

賀魂 大年祌 一 座と 有りて 實は 一 神に 御 在し 坐し ける を、 其 穀種を 司り 給 ふ 方 を 以て 宇迦 之 御 魂 神と 申し、 農作の 方 を 

司り 給 ふ 方 を 以て 大年祌 と稱へ 別け たるに こそ は 有りけ め、 其實は 一 神に 御 在し 坐す が 故に 右の 如く 兩名を 軍； 復ても 

申し 習へ るな りけ り、 若て 神 名 式に 山城 國乙訓 郡自， 一玉 手 一 祭 來酒解 神社 (名 神大月 、新嘗 元 名山 椅社) と 有る は 其 

神大 市比賣 命の 御 父 大山 紙 神に 渡らせ 給 ひ、 同 郡 小 倉 神社 (大 月ォ、 新嘗) は 闇 霞 神に 御 在し 坐して、 其 女神の 御爲に 
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は御祖 命に 渡らせ 給 ひ、 同 郡大歲 神社 (大、 月次 新嘗) は其大 神に 婚 奉らせ 給 ひて 生み 奉らせ 給へ る 御子に 坐せ り、 然し 

て 古事記に.' 故其大 年神娶 U 神 活須爲 神 之 女伊努 比賣， 生 子 云々、 次 向日 神、 次聖神 (五神) 又 娶-香 用 比賈， 生 子大香 

山戶臣 神、 〈御 年 神 (二 柱) と 所見た るに、 祌名 式に 向 神社 坐せ る を、 其 社 記に、 神 須佐男 命子大 歲神娶 n 活須日 神 

之 女神 須治 曜姬命 一生 子 也 (下略) と 傅へ たるに 對へ 1^ ふるに、 古事記に 伊 努比賣 命と 香 用比寶 命と を 別 神と 爲るは 

誤に て 其 同 神に 渡らせ 給 ふ 由 巳に 傳八 • 十三に 註せ るが 如し、 又 社說に 向日 神と 申す は 御 年 神の 御 事に 渡らせ 給へ る 

由 云へ る は 然る 言に て、 御 年 神と 申す は 御 父大年 神に 對 ひたる 御名な り、 又 向日 は 向 飯に て、 祝詞に 朝 御 食 夕 御 食 能 

加牟 加比爾 長 御 食 能 遠 御 食 S 赤丹穗 0! 聞 食と 有る 是 なり、 聖は借 字に て 飯 知と 申す 義 なれば、 此同 郡に 大歲 神社 向 神 

社 相： IST はせ る 事、 右に 引ける 神 名 式に 石 見 國那賀 郡大歲 神社 *大 飯亲 神社 御 在し 坐せ る 所以に も 和 叶へ り、 此 等の 所 

因 を 合せ 見る 時 は、 此大 神の 奇御戶 を 起させ 給へ る は實に 山城 國 にての 御 事と なむ 所思し かりけ る、 然して 同 式に 紀 

伊 郡稻荷 神社 三 座 asi 名神大 月次 新嘗) 坐せ る、 此は祌 代 を 去りて 遙に 後世に 出来れ る 御社に は 御 在し 坐せ ども、 其 

社 記に、 中 倉 稻魂命 也 (卽素 戔嗚尊 子 母 山 祇女大 市姬伊 #諾 尊 子 同名 云々) 上進 雄 掌、 下 大巿姬 以上 三」 M 神， 是尤； 1 

メ中 深； ぼ 也と 有る は、 謂 ゆる 古事記の 說に 依れる なれ ども、 然る可き 所以 有りて こそ は齋 かれさせ 御 在し 坐し けめ、 

若て 神祇 拾遺に、 弘長六 年 加，， 田 中 四 大祌， 爲， 1 五 座， 也、 田 中 社 者大田 分身 三 峰 地主 乎、 (一 說云大 己 貴 命) 四 大祌者 

四 注兒神 也、 五十猛 大屋 姬^ 津姬事 八十 神 也と 云へ る、 合せて 稻荷神 五社なる が、 此兩 社共に 素 斐鳴大 神の 御子神 等 

に 御 在し 坐せ るな どの 所 由少緣 ならざる は 中々 に 後世の 人智 を 以て 企て 及ぶ 所に 非 ざれば • 決めて 神代よりの 葡趾な 


どに 由り て 此三峯 に は宮注 定め 奉れる にても 有るべく なむ、 傻叉傳 十二に 云へ るが 如く、 此大神 其 初 高天原に 御 在し 

坐し ける 時、 天 照 太 神の 大御命 を 奉 はらせ 御 在し 坐して 天降り 著き 給へ りし は此 山城 國葛野 郡 桂 里な り、 然して 保 食 

神に 御 事 御 在し 坐し ける は攝津 國稻倉 山な り、 其 後に も IK 津 罪の 麝を 犯させ 御 在し 坐して 天上に て 巳に 解除の 御 政 有 

り、 此度 はし も 其 古に は 引き 替 へて 其 保 食 神の 天下 蒼生に 恩賴 を幸耠 ふ、 稻穀を 作り 成し 給 ふ 其 宇賀 魂 大年神 をし も 

此 山城 國に 於て 生み 奉らせ 給へ りけ むと 所思し きを、 其 前後の 事共の 甚如此 しも 打ち合へ るな む 神し とも 奇し とも 實 

に 妙なる 事の 極みに は 有りけ る， (右に 引ける 古事記に 大年 神の 御子 五神の 中に 大國御 魂 神 次 韓神次 曾 富 理神と 有る 

事 なれ ども、 其 は誤傳 なれば 八 「云 ふ 限に 非 ざれ ども、 少か云 は、. -、 大國御 魂 祌は此 第 六 1 書に て は大國 主神の 亦 名大 

國玉 神と 有る 是な るが、 其 實は大 倭 神社 注進 狀に傳 聞、 大 國魂祌 者、 大己貴 神 之 荒 魂と 有る が 如し、 次に 韓神は 同書 

に 大已貴 神 少资名 命 也と 云 ひ、 曾 富 理神 は 大己貴 命 之 和 魂 大物 主神 也と 有る が 如く なれば 大年 神の 御子に て は 叶 は 

す、 ^父 素 斐鳴大 神の 御兒 なる を、 同 記に は 其 大己貴 神 を 六 世 孫と 傅へ たるから 餘 物と 成りて 終に 此には 入れる 者な 

り、 若て 右に 謂 ゆる 神活 須爲祌 は、 傳 十三 卷に 註せ るが 如く 熊 野 機 樟日祌 にて 渡らせ 給へ るな り、 叉 其 御 年 神 はし も 

神 名 式に 大和 國葛上 郡 葛 木御歲 神社 名神大 月次 新嘗と 有る- 是 なむ 神代の 遂と 思しき 所以 有る を、 其 は 巳に 祝詞 講義 

に 云へ り、 合せ 考ふ 可し、) 其 三に は、 上に 註せ るが 如く 此の 素 戔鳴大 神 其 御子 大己貴 神の 長なら せ 御 在し 坐し ける 

頃 ほひに 至りて は に物爲 させ 給 ひければ、 右の 神大 市比賣 命に 娶せ 給へ るな ど は 其 間に 在りし 御 事な り、 然其許 を 

離れさせ 御 在し 坐して、 其 大己貴 神の 生 ひ 立 を 試みさせ 御 在し 坐し ける 證は、 古事記に、 故 此大國 主神 之 兄弟 八十 神 
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坐、 然皆國 者 避，， 於大國 主神 r 所 n 以避 >者， 其 八十 神 各 有 T 欲 レ婚， ： 稻羽之 八 上 比寶， 之 心、 其 行-一 稻羽 > 時、 於 M 大穴 牟遲 

神， 食， 帒、 爲ニ從 者， 率往、 於是 到，, 氣多之 前， 時、 裸菟伏 也、 雨 八十 神 謂，； 其 養， 云、 汝 將レ爲 者、 云 .<、 故 其 薬 白：， 大穴 

牟遲 神； 此 八十 神 者， 必不レ #= 八 上 比賣？  m-.s. 汝 命獲レ 之、 於 是八上 比寶答 n 八十 神， 言、 吾 者不レ 聞- 汝等之 言 r 

將レ嫁 n 大穴 牟遲 神； 故爾 八十 神 怒、 欲レ殺 大穴 牟. 遲神， 共 議而、 至，， 伯 伎國之 手間 山 本， 云、 赤 n 猪-在 此山？ 故 和禮共 

追 下 者 i 汝待 取、 若 不，， 待 取， 者、 必將レ 殺， 汝 云而、 以， 火 i 似， 猪大 石， 而轉 落， 爾追 下、 取 時、 卽 於，， 其 石， 所 n 燒 著" 

而死， 爾其御 祖命哭 患而、 參 n 上于ー K, 請，， 神 産 奥 日 之 命， 時 、遣， ，，© 具比賣 與，, 蛤 具比賣 r 令，, 作活ハ 云々、 於是 八十 神 

見、 且欺率 n 人山， 而、 切 TI 伏 大樹 ー茄， 矢 打 TI 立 其 木； 令レ 入， 1 其 中 f 卽打 n 離 其冰目 矢- 而， 栲殺 也、 爾其御 祖命哭 乍 求 

者、 得， 見、 卽 拆，， 其 木， 而取 W 活、 吿，， 其 子， 一 頁、 汝 有，， 此間， 者、 遂爲， ： 八十 神， 所 レ滅、 乃 速 n 遣 於 木國之 大屋 昆 古神 之 

御所 T 爾 八十 神覚追 臻而、 矢 刺 之 時、 自 n 木 s^, 漏逃而 去と 所見え たるが 如く、 大己貴 神の 巳に 八十 神の 爲に 殺され 

給 はむ と 爲し事 凡て 三度なる 中に、 其 身 亡せ 給へ る 事 一 一度に も 及ばせ 給 ふ 程の 御 事なる を 以て、 其甚 じき 御 災厄の 絞 

略 をば 想像り 泰る 可き なり、 傻 其御祖 命と 申す は奇 稻田姬 命に 御 在し 坐して、 卽ち其 須賀宫 に大 己貴祌 と共に 御 母子 

二 柱 御 在し 坐し ける I^Q 御 辛苦なる に、 御 父 素 斐嗚大 神 も 同じ 此大 八洲 國の內 に 御 在し 坐したり けむ を、 其 御祖命 Q 

天上にまで 參 上らせ 御 在し 坐す 程の 騒ぎなる に、 況て此 國に御 在し 坐しながら に 其 を 所 知 1_ めざる IB^ や 御 在し 坐す ベ 

き 、 然 る を 外事 の 如く 忍 ほし 成して 助け 奉り 給 ふ 御 氣色も 御 在し 坐 さ るな む、 此 には幽 深き 致 有る 御 事なる 可 かる 

らし、 (古事記に 此大國 主神 を 六 *1 孫と 爲る事 なれ ども 1 此に 引き合 ふ 事と て は W 雲 風土記に、 大原郡 海 潮郷、 郡 家 


正東 一 十六 里卅 n 一歩、 古老 傳云、 字能洽 比 古 命 恨 = 御祖 須我禱 命， 而、 北方 W 雲海 潮 押 上 漂，， 御祖之 神？ 此海潮 至、 故 

云， 一得 鹽； と 有る 是 のみなる が、 此海 潮鄉は 上に 謂 ゆる 須賀宮 地な り、 此に其 宇 能 治 比 古 命の 其 御 紙 之 神 を 恨みて 漂よ 

はし 寧る と 云 ふ も、 尋常の 事に は 御 在し 坐 さ 5^ る狀 なれば. 必す其 字 能 治 古 比 古 命と 申す は 海 之道彥 命に て、 海 潮 を 

自由に 爲 しつる 神に て • 此も 右の 八十 神の 中なる 一 神なる 可く、 叉 須我禰 命と 申す は 須賀姊 命と 申す 事に て • 其 地名 

を 負 ひ 給へ るに て、 卽ち奇 稻田姬 命に 御 在し 坐すべし、 此を 以て も 大己貴 祌は素 戔嗚大 神の 御子に て、 御祖奇 稻田姬 

命と 共に 須賀宮 に 留まり 御 在し 坐し ける 證 とも 云 ひつ 可き 者な りかし、 但 右の 宇 能 治 比 古 命 は. 同 記に、 楣縫郡 沼田 

鄉、 郡 家 正西 八虽六 歩、 宇 乃 治 比 古 命以， 1 爾多 水， 而御 乾飯 爾 多食 坐 詔而、 爾 多食 給 之、 然則 可， 謂，， 爾多鄕 一 • 與 今人 猶 

云ニ努 多， 耳と 有て 同 神と 通 ゆれば、 惡神 とも 聞え ざれ ども 始は惡 かりせ むが、 後に 大己貴 神に 順ろ ひ 給 ひて 善 神と は 

成らせ 給へ るなる にや、) 其 fj^ 文に、 御祖 命吿， 子 云、 可， 參 コ 向 須佐能 男 命 所， 坐 之 根 堅 洲國？ 必其 大神議 也、 故隨- 一詔 

命- 而、 參 「到 須佐之 男 命 之 御所 一， 者、 其 女須勢 理爲賣 ， お 見、 爲 目 合， 而、 相婚、 還 入 白，， 其 父， 言 甚麗 神來、 爾其大 神 

出 見而、 吿 S 此者 謂-之 葦原 色 許 男？ 卽 喚入而 令， 寢 其 蛇窒？ 於 是其妻 須勢理 貝 命、 以-ー 蛇 比禮， 授 M 其 夫， 云、 其蛇將 

レ咋、 以，， 此 比禮， 三， 打 撥、 故 如レ敎 者、 蛇自靜 故平寢 》 之、 亦來 日夜 者 入 M 吳公與 レ蜂窒 f 且授， 1 吳公蜂 之 比禮？ 敎レ如 

レ先故 平 H 之、 亦 鳴鎬射 n 入 大野 之 中？ 令い 採- 1 其 矢 f 故 入 = 其 野， 時、 卽以， 火 廻 n 燒其 野； 云々、 於是其 妻須世 理昆賣 

者、 持， 一 喪具， 而、 哭來、 其 父大神 者、 思， >已 死 f 訖 立 其 野？ 爾 持-; 其 矢， 以奉 之時而 率； 1 入 家， 而， 喚 入 八 田間大 室- 

而， 令， 取，； 其 頭 之 虱 r 故 見-其 頭， 者、 吳公多 在、 於是 其妻以 ，-ー 牟久 木實與 M 赤土？ 授-其 夫， 故、 咋；， 破 其木實 r 含 赤 
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土， 唾 》 者、 其 大神以 T 爲咋 n 破 SK 公-唾 ffi, 而、 於， 心 思レ愛 而寢、 爾 握-其 大神 之髮？ 其窒 毎， 椽結 IT 著 而五百 引 石？ 取 n 

塞 其 窒戶？ 負 n 其 妻 須世理 爲寶？ 卽取 n 持 其 大神之 生 大刀 與生 弓矢、 及 天 沼 琴， 而、 逃 W 之 時、 其 天 沼 琴拂レ 樹而、 地 動 

鳴、 故 所， 寢大 神、 聞 驚而、 引コ仆 其窒？ 然 解-, 結レ椽 髮-之 間、 遠 逃、 故爾追 n 至 黄泉 比 良 坂？ 遙 n 望-呼-謂 大穴 牟遲神 I 

曰其汝 所， 持 之 生 大刀 生 弓矢 以而、 汝庶 兄弟 者、 追 n 伏 坂 之 御 尾？ 亦 追 ri 撥 河 之 瀬- 而、 意禮爲 -1 大國 主神？ 亦爲 -1 宇都 志 

國玉 神， 而、 其 我 之 女 須世理 爲寶、 爲- 嫡妻， 而、 於，, 宇迦 能 山 之 山 本； 於，， 底 津石根 r 宫柱布 刀 斯理、 於 n 高天原 T 冰椽 

多迦 斯理而 居- 是奴 也、 故 持， 其 大刀 弓； 追 避 其 八十 神， 之 時、 每 n 坂 御 尾？ 追 伏、 毎，， 河 瀬， 追 撥而、 始レ 作， 國 也と 所 

見た る は、 全く 其 大己貴 神の 生長ら せ させ 御 在し 坐して、 大國 主神と 成らせ 給 ふ 可き 器に 當らせ 給 ふや 否やと 試け 奉 

らせ 給へ る 所な り、 借此 に御祖 命と 有る は、 例の 奇稻 田姬 命に 御 在し 坐せ る 由 上に 註せ るが 如し、 然るに 素 卖嗚大 神 

の 御 在し 坐し、 所 を 根 堅 洲國と 云 ひ、 大己貴 神の 還り 坐し \ 道 を 黄泉 比 良 坂と 云 ふ は、 巳に 傳 十三 • 十四 • 二十 二に 

註せ るが 如く、 其 は 甚く 異なる 傳 なりけ り、 其 上に、 雨 亦 御祖命 云々 乃 速 n 遣 於 木國之 大屋 爲 古神 之 御所-と 有りて、 

此に其 ffi 立し 遣り 給 ふ 所に、 御祖命 吿， 子 云、 可レ參 n 向 須佐能 男 命 所 レ坐之 根 堅洲國 r 必其 大神議 也と 所見た る 如くに 

て は、 其始に 木國に 遣し 給へ ると 事の ニ途に 成りて 打ち合 はざる を 如何と か爲 む、 此は素 妻嗚大 神の 御子 五十猛 神 叉 

須勢理 見賣命 等の 神 等 を 率て 紀伊國 に 御 在し 坐し ける 御 時の 事なる を、 先 づ御兄 五十猛 神の 御所に 遣 はされ て 其 神の 

御 計ら ひ 以て 素 突嗚大 神の 御前に 參 到らし め 給 はむ との 御 事な りけ む を、 巳く 其 大神は 根國に 到らせ 給へ る 後と 古人 

の 心？.^ 誤， d るから、 根 堅 洲國叉 は 黄泉 比 良 坂と 云 ふ 語の 係りて 偉 はれる 者と 所見た る はや、 (然して 其 御座所 は何處 


.t- る ぞと云 ふに、 傳廿卷 と 上と に 云へ るが 如く、 大祌の 御 在し 坐し \ 地 は 神 名 式に、 紀伊國 在 田 郡須佐 神社 名 神大月 

, ^新嘗 と 見え 和名 抄に 須佐鄕 有り、 名 草 郡須佐 神戶と 有る 是也、 其 大屋 虽 古神と 申す は 五十猛 神の 御 事に 御 在し 坐し 

て、 卽ち名 草 郡 伊太 祁曾 神社 名 神大月 〈相 嘗新嘗 と 有る 是 なり， 偖 記 傳十卷 三十 三 丁に、 「此大 神 は 初に 欲レ罷 ニ妣國 

根 之 堅 洲國， と 白し 給 ひ、 後 終に 所 レ遂て 罷り 給 ひ ぬれば 今 は旣く 彼の 國に坐 々すなり」 と 云 はれ たれ ども、 右の 須勞 

理見寶 命と 申す は 謂 ゆる 三女 神の 御 事なる に、 何の 用 有りて 根國に 到り 坐せ ると か爲 む、 此事傳 二十 六 卷に辨 ふ 可 

し-,) 故に 此に 八十 神の 爲に 殺され 給 ふ 事 二度 御 在し 坐し ける に、 御 父 素 嗚大祌 は 却り て 救 はせ 給 はす、 御 祖命遠 

く 天上に 參 上らせ 御 在し 坐して 神 產巢日 之 命に 請 させ 給 ひける は、 此に、 因 勅 之 曰、 吾 兒宮首 者 卽脚摩 乳 手 摩 乳 也、 

故 賜， 一 號於ニ 神， 曰 n 稻田宮 主神， と 有る 其 御 時より 御 契約の 御 事 御 在し 坐して、 其 御子の 生長ら せ 給 ふ 迄 は 如何な りけ 

る 御 事の 御 在し 坐 せらむ にも 露 も 顧みさせ 給 ふま じかり ける 御 契約 こそ は 御 在し 坐したり けらし、 何 を 以て 知ら る- 

と 云 ふに、  右に ffi せる 御祖 命告， 子 云、 可レ參 n 向須 .1 能 男 命 所 A 坐 之 云々 國？ 必其 大神議 也、 故隨 n 詔 命， 而、 參 n 到須 

佐 之 男 命 之 御所， と 有る、 此に必 其 大祌議 也と 指し 究めて 詔り 給へ る是 なり、 其 は 其 御子の 受け 給 ふ 可き 災厄の 御 事 

カサネ / ヽ  -.、 チ オフ ナ， （\ 

も重疊 なり、 叉 救 ひ 給 ふ 方 も 隨分盡 させ 給へ り、 然れ ども 此 所に 令レ在 奉りて は 終に 其の 八十 神の 爲に滅 ほされ 給 は 

む、 御 父 大祌の 御所に 參 赴かし め 給 へらむ に は、 活すも 死す も 其 御 心の 隨 に：！ S め 給 はむ と 思 ほして 赴む けさせ 給へ る 

にて、 今 は 必の義 なれば 其必 字に 甚く 力 入りて ぞ見 ゆめる かし、 斯 るに 其大國 主神 をし も 此に叉 素 妾嗚大 神の 甚く 辛 

苦め 給 ふ 事 總て四 度に 及ばせ 給へ りき、 中に も 其 大野の 中に 令レ入 給へ りし 御 時な ど は 御身 自ら 射燒 させ 御 在し 坐 さ 
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むとして 鳴 鎬を射 入 させ 給へ る、 卽ち 左に も 右に も 其 凌ぎ 堪へ させ 給 ふや 如何と 試みさせ 御 在し 坐し ける 御 事 申す も 

更なり、 若て 終に 其 八 田 間 大窒に 令， 入 給 ひ、 其 御 頭の 虱 を 令, 取 給 ふとして 吳公を 令， 這 給へ りし も 決めて 難き 事 を 

命ぜ 給へ るに て、 何 處迄も 辛苦め 懲し給 はむ との 御 事な り、 下に 於レ心 思レ愛 而寢と 有る にて 大 神の 難 面く 御 在し 坐し 

ける 間の 御 本性な む 見 はれさせ 御 在し 坐し ける にて、 是 迄の 御 心 を 想像 奉る にも 哀れと も 悲哀な りけ る 御 事共なる、 

記傳十 (五十一 丁) に 「此は 大穴 牟遲 神の 多 在る 吳公 を少か も懼れ すて 咋 破り 給 ふと 思 ほして 其 勇み を 感け給 ふな 

り、 然れど 其 は 御 心 Q 裏に 籠め て 色に も 出 し 給 はぬ と 云 ふ 事 を S§ に 知ら さむ 爲に 於， 心と は 云 ふなり、 借 上 件蛇窒 吳 

公蜂窒 などに 令, 寢給 ひしに、 事故 無く 平くて W 坐し. -時 も、 叉 野 を燒き 廻らした るに 無恙 くて 矢 を 持て 獻げ給 ひし 

時 も 其の 度 毎に 御 心の 裏に は 思 愛 しながら 其 御 心 を 表に 顯 はし 給 はぬ 故に、 波處々 に は 此語を 略き て 今 終の 一事に 

如此く 云へ る 古文の 妙なる 處 なり、 心 を 著け て 味 はふ 可し」 と 云 はれた る、 實に 然る 言に て、 大祌の 今まで 忍び 御 在 

し 坐し ける も 此には 得 堪へ給 はすして 穗に發 はれさせ 給へ る 御 事な りかし、 (此御 趣 を 以て 見 奉る に、 其 大己貴 神の 

生み 坐す や 否や 直に 須賀宮 を 遠く 放らせ 御 在し 坐して、 其 御子の 生 ひ 立 を 試みさせ 御 在し 坐し けるな り、 但 古事記に 

て は 其 大己贵 命 はし も 六 世 孫に 當らせ 給 へれ ども、 今 は 御紀の 御兒と 有る 方 を 立て 說を 成せる なれば. 共 心して 見る 

可し、) 故に 其大 神の 敎へ 給へ る 任に 大己貴 神の 八十 神を霄 向 させ 御 在し 坐して、 大宮柱 太 高 敷きて 天 下 經營給 ひし 

宮都 はし も、 右に 謂 ゆる 宇迦 能 之 山 木な りけ るが、 其 は 上に 引ける ffi 雲 風土記に、 W 雲 郡 宇賀 鄕、 郡 家 正北 一十 七 里 

二十 五 歩、 所 V 造- 1 天下， 大 神命證 n 坐 神 魂 命 御子 錢鬥日 女 命 f 爾時 女神 不レ 肯、 逃隱之 時、 大神伺 求 給 所是則 此鄕、 故 


云-: 宇賀-と 所見 たれば、 此は後 Q 名 を始に 巡らして 傳 へたり ける 者な めり、 若て 其宮處 はし も、 同 記に、 W 雲御埼 山. 

郡 家 正北 二十 七 里 三百 六十 歩、 高 三百 六十 丈 周 九十 六 里 二百 六十 五 歩、 西 下 所， 造，， 天下， 大神之 社 坐 也と 有りて、 今 

云 ふ ま" 淵 山と 云ふ續 きに て、 其 西 下と 云 ふ は 謂 ゆる 日 御前の 事と 聞え たり、 同 記に 美 佐 伎 社と 有りて、 次に； I き不レ 在- 1 

神祇官 一と 有る 六十 四 所の 中に 御前 社 同 御前 社と 鼓び 坐せ る を、 右の 文に 據 りて 思 ふに、 其 美 佐 伎 社と 申せるな む 右 

Q 出 雲 御 椅山西 下 所, 造 nlK 下- 大祌之 社 坐 也と 有る 是 なる にて、 式 外の 御前 社 同 御前 社と 申せる は、 卽ち其 嫡后須 勢 

理 ffisM 命と 御 父 素 斐嗚大 神の 鎮り 坐す 御社なる 可し、 叉 此を日 御前と 云 ふ 日 は 如何なる 意 ぞと云 ふに、 日 神の 所 生 坐 

し 三女 神の 御 事に 渡らせ 給 ふ 故なる 事 申す も 更なり、 叉 其 御前 社と & せる は 傳 十三に 云へ るが 如く、 今日 御前 社と 申 

して 上下 二 社 立た せ 給へ り、 其社說 に、 上 社八朿 水神 相 殿 神 三 座 田 心姬命 • 湍津姬 命 • 市 寸島姬 命と 有る 是 なり、 然 

れば其 下 社と 申すな む 右 Q 美 佐 伎 社に て-, 所 レ祭大 己 貴 神に は 渡らせ 給 ふ 可き、 (然る を 其 下 社 を 大日 霎尊和 殿 五 座 正 

哉 吾 勝 尊 以下 五男 神と 云 ふ は、 日 御 埼と云 ふより 日 神を祀 奉れる 御 事と 後人 Q 推し量り 云 へ る 者と 見 ゆめり、 ) 故 

に 其 如く 素 姜鳴大 神 は其國 作の 大業 をし も 御 兒大己 貴 神に 事 依し 授けさせ 御 在し 坐して、 今な む始 より 思 ほし 立た せ 

る 任に 御 母 國に根 國底國 にお。 も 安く 出で立た し 御 在し 坐すべく 成りに ためる、 此に已 而素妾 鳴尊遂 就-於 根 國-矣 と 有 

る是 なり、 第五 ノー  書に は 然後素 妾 嗚尊居 一.. 熊 成峯- 而遂人 一： 於 根 國-矣 と 所見たり、 ロ訣に 熊成峯 在- 1W 雲國 一と 云へ る は 

然る 言に て、 巳に 入り 坐 さむと 爲 させ 御 在し 坐す に 就きて は、 其 元の W 雲國に 還り 著 かせ 給 ひて 其國 よりな む 物爲さ 

せ 御 在し 坐したり けらし、 倦 熊 成峯は 風土記に 意 宇 郡 熊 野 山. 郡 家 正南 一十 八 里と 有りて、 細 書に 有， ー檜捐 一也、 所謂 
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熊 野 大神之 社 坐と 見えた る、 卽ち謂 ゆる 熊 野大 社是な り、 神 名 式に は 熊 野 坐 神社 (名 神大) と 有り、 若て 此は傳 十三 

に 註せ るが 如く、 伊 # 諾大 神の 登 天 報 命の 御 時に 當 りて 幽宮を 淡 路之洲 に 構り て 寂然に 長く 隱れ給 ひ、 伊 弗掛大 神の 

黄泉に 入り 坐せ る 御靈を 紀伊國 Q 熊 野に 留めさせ 給 ひ、 大己貴 神の 八十 隈に 隱れ給 ふと 爲ては 1K 日 隅 宮に御 靈を鎭 め 

させ 御 在し 坐し ける と 皆 一列の 御 事なる にて、 此 にも 素 斐嗚大 神の 彼の 根 國底國 に 就り 御 在し 坐す として は、 此 神宮 

を物爲 させ 御 在し 坐して 永く 此に 御靈を 留めて 鎭り定 り 給へ るに なむ 御 在し 坐し ける、 記傳九 (四十  一 丁) に 一須賀 

宮と熊 野 宮とを 一 に 見られた る は、 上に 巳に 辨 へたる が 如く 思 ひ 違へ の 說には 有れ ども、 熊 野は隱 野の 義に云 はれた 

るな む實に 然る 首なる にて、 熊 成と 云 ふ も 元より 隱 成の 義 にて、 波の 國に 赴き 御 在し 坐け る 所以に 由る 事 論 を 待た 

す、 猶 下に 云 ふ を 待つべし、 此 頃の 御 事と 聞え て 風土記に、 飯 石郡須 佐鄕、 郡 家 正西 一十 九 里、 神須佐 能袁命 詔、 此 

國者 雖，, 小國， 國處 在、 故 我 御名 者 非， 著- 1 木石， 詔而， 卽己命 之 御 魂 鎭置給 之處、 然卽 大須佐 田小須 佐田定 給、 故 云，， 須 

佐？ 卽有 n 正 倉， とも 所見たり、 神 名 式に 謂 ゆる 須佐神 社是な り、 今年 安政 五 年 五月に 詣り 奉り 社 說を閜 くに、 大宮は 

素 斐嗚尊 • 稻田姬 命 二 柱に 渡らせ 給 ひ、 別 宮には 天 照 太神攝 社に は 五男 三女 神を祀 りて 甚神々 しき 神代の 遺跡と ぞ所 

思えた る、 然れば 此は素 戔嗚大 神 根 國底國 へ 入り 立た し 御 在し 坐す 御 時な どに 非す して 何 ぞ如此 く 其 地に 猇 けて 殊更 

に 御靈を 留め置かせる 御 事の 御 在し 坐 さむ、 能々 事の 情 を も 思 ふ 可き 者な りかし、 (其 例猶 有るべし、 同 記に、 意 宇 

郡 母 理鄕、 云々 所 n 造 ，1天 下， 大神 大穴 持 命、 越 八 國平赐 而還坐 時、 來 n 坐 長江 山， 而詔、 我 造 坐 而令國 者、 皇御孫 命 平 

世 所 知 依 奉、 但八雲 立 W 雲國 者我靜 坐國、 靑坷山 廻 赐而玉 珍 置 賜而守 詔、 故 云 M 文理； 祌龜 三年 字改 -1 母理 1 と 有る も、 


國 避の 御 時なる が 故に 此に 御璽 を 留めさせ 給へ る なれば、 右の 例と 異ならす なむ 有りけ る、 朝野 群 載 六 卷應德 二 年 勘 

文に、 去 長 元 二 年 七月お 雲國 一一 目上 云、 管 飯 石 郡 須佐鄕 枚 田 村， 今月 八日 赤 雪 降、 殖田三 町 餘拉野 山 草木 損亡 畢と云 ふ 

事 有り、 須佐鄕 の名傳 はりて 亡びざる なり、) 若て 此素 J?l 戈 嗚大神 はし も 其 志し 給へ る 根 國底國 に 到らせ 御 在し 坐して 

其 國には 和 御 魂 を 留めさせ 給 ひ、 其 正 身 は 終に 久方の 1K 照る 月國に 渡らせ 御 在し 坐して、 月夜 見大 神と しも 成らせ 給 

へりけ らし、 然る は 此月國 はし も已に 天地の 始 より 在りて 此大祌 は 卽ち其 主宰の 神と 後に 所 知 看し 初めさせ 給へ るに 

て、 天日 は旣く 太古より 成りて 有れ ども、 其 を 所 知 看す 天 照 太 神 は遙に 後に 二 柱御祖 神の 珍 子と 此國 土に 生み 坐し な 

がらに 高 光る 日 神と 成らせ させ 御 在し 坐し ける に. • 事 は 全く 相 等 同じくな む 有りけ る、 然る を 近頃 月夜 見 尊の 夜 見と 

黄泉 國の與 美と を 一 にして 說き 曲げた る 僻事の # に 起り て. 此大 神の 根國に 就し し、 卽 ち月國 はし も此國 土と 斷 離れ 

たりと 云 ふは大 なる 誤と 云 ふべ し、 然れ ども 月夜 見 尊 • 素 姜嗚尊 同 神の 說は已 に記傳 にも 書され たるが 上に 古史 徵に 

も 其 論 有り、 予亦止 事 を 得 まじ かりけ る 正しき 徵 共を輯 めて 更に 其說を 成せれば 今 云 ふ 限に 非すな む、 (此御 事猶云 

足らざる を 以て 二十 六卷に 委しく 注し 奉れる を此に 引合せて なむ 見る 可き なる、) 〇 遂 就-, 於 根 國-矣 は、 第五 1 書に * 

然後素 斐嗚尊 居 一： 於 熊 成 峰 一而 遂入 n 於 根 國ー矣 と 所見た る是 なり、 若て は 熊成峯 より 直ちに 根國に 就き 給 ふ 如く 見 ゆる 

から、 根 國底國 と 云 ふや 月國な るら むと 見紛 ふる 事に は 有れ ども、 右の 而字は 而後の 義 にて， 伦 より 物 爲 させ 給へ る 

意に て、 熊 成 峯は其 時の 御座所に て、 其 後に 入り 坐し \ 穴は猶 別に 考 有りて 棘 二十 六に 委しく 注せる が 如し、 已に註 

せる が 如く、 此大 神の 根 國底國 に 入り 立ち 御 在し 坐 さむと 爲ては 其 御子 大國 主神の 御 在し 坐す 本の W 雲國に 還り 著 か 
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せ させ 給 ひ、 其 熊 成 峰 に 在る 熊 野 神宮に 久しく 留 滞らせ 御 在し 坐して、 終に 地下 根底に 在る 謂 ゆる 黄泉 國に參 り 赴か 

せ 給 ひ、 四 神 W 生 章 第 六 一書に 吾 欲， 從， 一 母 於 根國， と 有る 御 一 百の 如く 大御祖 伊 弊稱大 神に 從 奉らせ 給へ るな り、 へ 然る 

は 天 照 太 神の 高 天 原に 上らせ 御 在し 坐し つ k も、 大御父 伊 弊諾大 神に 從ひ 奉らせ 御 在し 坐す と 同じ 旨なる 由、 已に先 

達の 說の 如し、) 故に 此大神 其 御 母 神に 從ひ 奉らせ 給 ふとして 根國に 就き 坐し つれ ども、 天 照 太 神の 御 父 神に 從ひ奉 

らせ給 ひつ \ も H< 日と 日 之少宮 と處を 異にして 住ませ 給へ るが 如く， 然る可き 幽契 もや 御 在し 坐したり けむ、 傳六 • 

八 . 十二に 巳に 註せ るが 如く 正しく 月夜 見 尊と 同 神に 御 在し 坐す 上 は、 其 根 國底國 に は 素 嗚 尊と 申し 奉る 方の 御靈 

を 留めさせ 給 ひ、 其 正 身 はし も IK 照す 月國 にこ そ は 幸 行せ りけ め、 大政 祠に、 根國 底之國 S 坐 速 佐 須良比 t.s 云 神 持 

佐 須良比 失 S 牟と 見え、 傳六 . 八に 引ける 御 鎭座傳 記 尾 崎 神社 記 等に 其 神 を 土藏靈 貴と 申して 素 斐嗚大 神の 和 魂 神に 

渡らせ 給へば、 其 黃泉國 に は 此神を 留めさせ 給へ る 事灼然 くな む 有りけ る、 然れば 御 空行く 月の 此 大地に 附 腸て 隨ひ 

巡るも^^ら此大地の中心と有る根國底國ょり牽き給ふが故なる事云ふも更なり、 然れ ども 其 月 神と 成りて 彼の 國に渡 

らせ 給へ る は、 其 根 國底國 に 御 在し 坐して 後の 幽 事なる が 故に、 此は 現に 顯國 より 其 地胎に 入らせ 給へ る 事に 結め て 

遂 就，， 於 极國ー 突と 書され て、 其 係り は瑞珠 盟約 章に、 於 是素斐 鳴 尊 請 曰、 吾 今 奉 レ敎將 レ就二 根國- (下略) と 有る に 起 

りて、 寶鏡 開始 章 第三 一書に、 旣而諸 神 噴 n 素卖嗚 尊， 曰、 汝 所行 甚無 レ賴、 故不レ 可，. 住-於 天 上？ 亦不. 可， 居. 1 於 葦原 

中 國『 宜 3 急 適 M 於 底 根 之國？ 乃 共 逐降去 (中略) 於是素 斐嗚尊 白-, 日 神-曰、 吾 所 TT 以更昇 来-者、 衆神處 -一 我以 极國； 

今 當，， 就 去 T 若不 -1 與レ姊 相 見？ 終 不レ能 こ 忍 離： 故實以 n 淸心， 復上來 耳、 今 則 奉レ覲 已訖、 當 T 隨 ，.， 衆 神 之 意， 自レ 此永歸 * 


根國， 矣 (下略) と 有る を 承りて、 霊 嗚大神 i 園に 御 在し 坐し ける SSS 終 を 書し 明 させ 給へ る 者に なむ、 

S 右 こ 雷と 有る は、 ssss へ 一書に 所見た る 黄泉 S にして、 卽ち 地下 根底に 在る 幽 域な 暴、 1. 

七卷. 八， 委しく $るが 如し、 管 を 根國 底國 I 美と 云 ふと、 月 g 御名 覧夜 S きし 奉る 夜 見と 同一 一 I 

る を 以て ¥ ョ」 月 國§ら せま 者と 5 說は甚 じき 僻說な 暴、 mf, 且或實 雷 底國§ 

雲の 曰 御， る 由 云へ るな ど は、 社 記 8說£ でた る 者に て 云 ふに も 足らざる なり、) 0 神 名 式に i 國 si 熊 

野 f 社 (名 祌大) 風土記に 8 大社と 見えた る、 是卽ち 第 .Kf 一書に 籠 8#i 峯-と 有る 地に て. 風土記 に熊 

野 山、 S 正南 一十 八 f 有りて、 細實 有： 寝-也、 所 |野大 神 之 i 也と 見えた る S て、 此れ 籠 嗚大神 彼 

Q 根 國囊に ft むとして、 SBii 御警 留め ssg 幽 I 此羼ら I へるな り、 風土記に、 島根 

I 酌鄕、 霊 正南 一十 里 八十 四步、 籠 大神命 詔、 朝 11 夕 御 I 養、 五霞 逢定 給、 朝 酌-と 有るな 

ど は、 儿御時 ここ S 定め 給へ りけ らし、 isf  I  (四士 一丁) に酵と 說 かれ S 其 如くに て、 地理 

I 且山 f  IQ み g 非す、 此宮に S に隱れ 坐して 遂に根國 に 就き 坐せ りけ る 由に 緣れる 地名な り宮號 なる 

事、 已 ssgQ 伊 I 大 g 曰 之少宮 S 命し g むとして、 響 を 淡 路之洲 に 構へ 給 ひ、 伊 S 大 5 黄泉 

國こ入 4 へる 地 QI にも、 神 名 式に 紀伊國 牟羅露 坐 神社 (名 神大) 御 在し 学と 此大 sg 大社 Q 御 事と 

共に 同じ 所以なる は 更なり、 大己貴 神の 八十 隈に 隱れ 坐す 時に f て 天日？ に鎭り 給へ るな ど 皆 一事なる 者， 

其琶に 上に 委しく 辨 へたる が 如し、 (記 傳變 ISQ5 風土 ，引きて 其說 に 「變 山 -i 山 は 相 並べる 
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所 なれば、 熊 野 神宮 ぞ卽 ち此 須賀宮 地なる 可き」 と 云 はれ たれ ども、 須賀 宮は大 神の 奇稻 田姬 命に 透 合，^ はむ 料に 

造らせ 給へ るに て、 後に 大己貴 命の 住ませ 給へ る 事、 上に 條. < に 云へ るが 如く なれば、 本より 此熊野 神宮と は 異な 

り 思 ひ 混 ふ 可から す、 因 云 右 Q 檜捐を 本に 栴 ir: と 有る 事 なれ ども、 次に 凡 諸 山野 所在 草木 を舉 げたる に、 檜 杉 等の 木 

は 有れ ども 潜 木 を 載せす、 誤なる 事 著ければ 今 改めて 引けり、 其 杉 字の 下に 字 或 作 レ捐と 有る を 證と爲 すべし、」 神祇 

令 天神地祇 義 解に、 謂， 1天 神， 者 伊勢 • 山城 • 鴨. 住吉. ffi 雲國 造齋祌 等類是 也、 地祇 者 大神大 倭 • 葛 木. • 鴨 • 出 雲大 

汝祌 等類是 也と 有る 此 W 雲大汝 神と 有る は 謂 ゆる 杵築 大社の 御 事に 渡らせ 給 ひ、 Si 雲 國造齋 神と 書され たるな む此熊 

野 神宮の 御 事に て 御 在し 坐し ける、 偖 此大神 を 天神と 申し 奉る は 故 有る 事な り 其 事 上に 巳に 委しく 注せる が 如し、 愤 

此大神 を齋き 奉る 宮處 の最 尊き は 彼の 天 璽と 御 在し 坐す 草 難 0 の 御 由緣に 就きて 熱 田 神宮に 御 在し 坐せ るな む、 "大津 

日繼の 御上に 於て 皇太 神宮に 相 並びて 甚止事 無き 御 事に 渡らせ 給 へれば、 今更に. &. さむ も 中々 なる を、 此熊野 神宮 は 

しも 素 戔嗚大 神 の 御 自ら 宮處を 定めさせ 給 ひて 神留り 坐す 幽宮 にし 有りければ 、天下に 在ら ゆる 此大 神の i^f: 社の 中に 

て は 二 無く 尊き 神官に 渡らせ 給へ る を、 上に も 論へ る 事なる が、 上古より 以來景 行 天皇の 御せ 頃 迄 は 天 照 太 神と 共に 

天皇の 大御祖 神と して 等 同に 齋き 奉らせ 給へ りし 御狀 な^ける を、 其より 以後 は 何時と 無く 此大 神の 御 事 は辣々 しく 

なむ 成れり ける、 然る は 草 難^ を 伊勢より 放ち 奉らせ 給へ る 頃 問より 自然に 然 なりけ むも灼 く、 先 づ其熱 田祌宫 に は 

最初に 宮號を も 奉らせ 給 ふ 可く、 亞 ぎて は 此熊野 神宮に も 其 御 事な どの 御 在し 坐して 心 柱く 許りに 仰ぎ 恐み 奉らせ 給 

ふ 可き 御 政の 御 在し 坐 さ f るな む、 天下に 一 の闕 典 に は 有りけ る、 所以に 神 階な ども 自餘 Q 諸 神に は 後れさせ 御 在 


し 坐して-僅に 名 神 大社の 御 會釋を 奉らせ 給へ るの みなる ぞ 遺憾き、 文德 天皇 實錄 に、 仁壽 元年 九月 庚 午 朔乙酉 

特 n 擢 W 雲國熊 野 杵築兩 大神ー 並 加-: 從 三位 1 と 有る、 是神 階の 御始 なり、 淸和 天皇 實錄 に、 貞觀 元年 正月 廿 七日 甲 

申 奉， 授， 雲國從 三位 熊 野 神 勳八等 件 築 神 並 正三位 f 同 五月 廿 八日 癸未 授， 一 W 雲國 正三位 勳七等 熊 野坐祌 正三位 動 

八 等杵築 神鼓從 二位： 同 九 年 四月 八日 丁 ft 授-ー W 雲國從 二位 勳七等 熊 野神從 二位 勳八等 梓 築 神 正 二位 一 竝授と 所見た 

り、 (園大 曆に據 るに 此 より 後に 寛 平 九 年 十二月 • 天慶 三年 正月に fK 下の 諸 社に 1 階を增 加へ させ 給へ る 御 事 有り、 

此を 以て 推す に 右の 兩神 共に 寬平九 年に 從 一 位、 天慶 三年に， 正 一 位の 極 位に は 至らせ 給へ るな り、 然れ ども 伦 神社な 

らば こそ 有らめ、 此ニ 神に は 神 階の 沙汰に 及ばれす して 宮號を 奉らせ 給 ひて、 甚く 崇め 奉らせ 給は將 欲き 御 事に な 

む、) 記傳九 (四十 二 丁) に 「此熊 野 神宮の 須佐之 男 命に 坐す 事 は、 國造神 賀詞に、 W 雲 國乃靑 垣 山 內爾 下 津石根 爾宮注 

太 敷 立 g 高天原 ほ 千木 高 知 坐 巧ん 伊 射 那伎乃 日 眞名子 加 夫 呂伎熊 野 大神櫛 御氣野 命と 見え、 風土記に も、 伊 弊 奈枳乃 麻 

奈子坐 熊 野 加 武呂乃 命と 有り、 伊邪那岐 命の 御子 は 多 在る 中に も 殊に 御 愛子に 坐し、 次に 加夫呂 伎と は 大穴 持 命の 御 

祖 なる 故に W 雲國 にて は 殊に 如此く 申せるな り、 構 御氣野 命と 申す 御名 は、 須佐之 男 命の 此の 熊 野 宮に鎭 り 坐す 御靈 

を稱へ 申せるな る 可し、 伊 射 那伎乃 日眞名 子と 云 ひ、 文德 天皇 實錄. 三代 實錄 等に も 熊 野 は 先に 杵築は 後に 擧げ、 勳 

位 も 杵築. は 一等 降れり 此等を 合せ 見ても 須佐之 男 命に 坐す 事 疑 ひ 無き 者な り」 (採 耍) と 云 はれた るに て 其 祭神の 御 

事實に 明亮なる 者な り、 但し 其输： 御氣野 命と t し 奉る は 其 一 社に 鎭り 坐す 御靈 をのみ 稱へ 奉れる 御名に は 非す、 下に 

注す が 如く、 天下に 衣食住の 物と 成るべき 土 毛 を 幸 ひ 給 ひて 顯見 蒼生 を 直み 所 知 看す 義 にて 御！ K 降より 後に 主張て 稱 
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へ 奉れる 大 御名に し 有りければ、 少緣の 所以に は 非ざる なり、 (右の 伊 射 那伎乃 日眞名 子の 九 字と、 下なる 櫛御氣 

命の 五 字と 合せて 十四 字、 釋紀に 引ける には脫 したり、 倚此神 賀詞の 事 は 巳に 祝詞 講義 を 著述して 委しく 說 きたる 事 

に は 有れ ども、 今此 にて も 其義を 明ら か に爲ざ れば盡 さ る を 以て 次に は 其 耍を云 ふ ベ し、) 偖 右の W 雲國乃 靑坦 山 

內と云 ふ は 其域內 にて 國 なる 美 地 を 云ふ稱 なり、 神武 天皇 御 紀に東 有，, 美 地， 青山 四周と 見えた る も、 靑垣山 S: な 

る 地 を 美 地と 稱へ 給へ るな り、 其 三十 一 年 御 紀に復 大己貴 大神目 之 曰、 玉 牆內國 と 有る も、 其 青山 四周れ る 美 地 を 玉 

牆の 周れ るに 形容して 目け 給へ るに て、 靑 垣山內 なる 國の 謂な り、 古事記 御 諸 山上 神の 御 事に、 吾 者 伊 TI 都- 岐- 奉于 

倭 之 靑垣東 山上， と 有る に 思 ひ 合せて 曉る 可し、 景行 天皇 十七 年 御 紀大御 歌に、 夜摩苫 波、 區珥能 摩保邏 摩、 多々 儺 

豆久、 阿 烏 伽 枳夜摩 許 I 莽例 厘、 夜 摩 苫之于 漏 破 試と 有る も、 靑垣 山隱れ る國の 中原 を 美 はしみ 給へ る 由な り、 然れば 

此に靑 お 一山 s: と 有る も、 上に も 云 へ る 如く 熊 野は隱 野の 義 にて 全 靑垣 山隱れ る國秀 なる 域に 在る 幽宮の 謂な りけ り、 

風土記に、 意 宇 郡靑垣 山、 郡 家 正東 八十 歩 (有 峰) と 有る は、 同じ 郡， 內 ながら 其 を 云 ふに は 非 じ、 猶母 理鄕條 に、 所 

レ 造-; 天下- 大神 大穴 持 命、 越 八 國平賜 而還坐 時、 來コ坐 長江 山， 而詔、 我 造坐而 令， 國者、 皇御孫 命 平 世 所 知 依 奉、 伹八 

雲 立 W 雲國 者我静 坐國、 靑垣 山！！ 賜 而玉珍 置 赐而守 si、 故 云 > 一 文理， (神龜 三年 字 改> ー母理 1) と 有る も、 其 母理の 地の 

マ ホラ 

青山 四周れ る奥區 なる を 美 させ 御 在し 坐して、 此に 御靈を 留め置きて 守らせる 謂な り、 叉大原 郡來次 鄕條 に、 所 A 造- 1 

天下 一大 神 命 詔、 八十 神者不 J 直ニ靑 坦山裹 一詔 而追廢 (下略) と 有る も、 八十 神 を 中原の 地に 置き 給 はじと て 追 魔り 給 

ふ 事 を不， 置， 青お 一山 一- 4 一と は 詔り 給へ るな り、 右 等 を 合せ 思 は f 此熊 野の 隱 野なる 事 も 自然に 知られ、 又 大神も 然る 


國 の 奧區な る 地 に 御璽 を留 めて 根 國底國 に隱れ させ 給へ る 御 事 も灼然 くな む 有 る ベ かりけ る、 (此靑 垣 山內： の 注は此 

に 然し も 用 無 き 事 なれ ども、 熊 野 は 本より 大 神の 根國に 就き 坐せ る幽宮 Q 謂なる 物から、 叉 其靑垣 山隱れ る 地理に 依 

れる由 を も 兼ねた る 由 を 此に云 はむ とてな り、 此大神，の御事に靑坂山を云ふは深き所以有^o事なり、 傳ー 一 十六 卷に注 

す 可し、) 日 眞名子 は御眞 子と 云 ふ 事に て 嫡妻 腹の 子 を 云 ふ、 其由俾 七に 云へ り、 此を 以て も素戔 嗚大祌 はし も 伊 ii- 

諾伊 二 柱 神の 遘 合し 給 ひて 相 成し 坐せ る 御子に 御 在し 坐す 御 事 を徵し 奉る に 足れり、 加 夫呂伎 は後釋 に神祖 なり 

と 一 K はれた るが 如く、 大己貴 神の 御父大 神に 御 在し 坐す を 以て、 其 御裔神 等より 然稱へ 奉られし なりけ り、 風土記 意 

宇 郡 》 雲 神戶條 に、 伊 * 奈枳乃 麻 奈子坐 熊 野 加 夫 呂乃命 五 百 津組神 鈕所ニ 取々， 而、 與 T 所， 造， 一天 下， 大穴 持 命 ニ所大 

神. - (下略) と 有る も、 其 御子 大己貴 神に 對 へて 御 父 大神を 加 武呂乃 命と 稱し 奉れるな り、 長寬勘 文に 引ける 初 天地 

本 紀には 熊 野 大御神 加 夫 里 支 名 久志彌 居 怒 命と も、 叉 加 夫 里 支 熊 野大御 神と も 有り、 (但 同書に 須佐之 乎 命と 申す 御 

名 を 別に 擧げて 異なる 神の 如く 記せる は甚 有る まじき 事 也、 其 加夫呂 伎と 云 ふ義は 巳に 傳ニ卷 に 注せる が 如し、 (熊 

野 大神は 右に 引ける 如く、 風土記 及文德 天皇 實錄 にも 見え、 長寬勘 文に は 殊に 大御 神と さへ 書せ る は 當に然 有るべき 

御 事な り、 借祌名 式を閱 るに 此熊野 坐 神社 (名 神大) に亞 ぎて 前 神社 御 在し 坐す、 其 前 字 を 佐 伎と 訓み 来れる は 伎 佐 

伎の 略に て、 卽ち奇 稻田姬 命に 渡らせ 給 ふらむ が、 大 神の 御 方 は 名 神 大社に て 御 在し 坐す が 故に 別に 書され たるに は 

有れ ども、 出 雲 郡杵築 大社 (名 神大) 同社 大神后 神社と 拉び 坐せ る 同 例なる 可から む、 傻此大 神の 后 神と 申せば 其奇 

稻田姬 命に 御 在し 坐す 御 事 申す も更 なる を、 猶傳ー 一十に 云 へ るが 如く、 此大 神の 天より f 「て 降り 坐せ る 本 后 神 御 在し 
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坐す 亊、 長寬勘 文に、 熊 野 大御神 加 夫 里 支 名 久志彌 居 怒 命 (中略) 降 n 來 伊豆 毛國 r 到- 1 熊 野 村， 宮柱太 知奉而 (中略) 

后 大夜女 命 山 狹村宮 柱 太 知 奉 而靜坐 (下略 j と 見えた る是 なり、 祌名 式に 意 宇 郡山狹 神社 同社 坐久志 美氣濃 神社 見え 

たる、 其れ 卽ち大 夜 女 命に して、 此には 久志美 氣濃命 を 本官より 招ぎ 請けて 被 祭る が 故に 后 神 を 主と 祀れる 者な り、 

叉 此山狹 神社に 坐す を も 素 戔嗚. 尊と は 申さ る を 以て、 其久志 美氣濃 神と 申し 奉る は 天上より iK 降らせ 給へ る 後に は 

專ら此 御名 を 以て、 稱へ 奉れる 御 事 を も 知るべき 者な りけ り、 (傳 十一 卷に 引ける 神 賀詞 後釋に 「熊 野 社の 今の 說に 

は 上 宮三社 は 中 伊邪那岐 命 伊邪那美 命、 左 早 玉 男、 右 事 解 男な り、 下 社 は _fK 照 太 神 *須 佐 之 男 命な りと 云 ふなれ ど 

も、 神 名 帳に 唯 熊 野 坐 神社との み 有りて 幾 座と 云 ふ 事 無ければ、 官 帳に 入りて 式に 載れる は 主として 祭る 須佐之 男 命 

一 座の みに て、 其 餘は皆 添て 祭る 神な り」 と 云 はれたり、 神 名 帳に 速 玉 神社 見 ゆ、 風土記 抄に速 玉 社 在， 一 熊 野 村， と 云 

へる は 上 社の 御 事なる 可し、 其 下 社な む 熊 野 祌宮に 御 在し 坐 さむ を、 天 照 太 神 は 心行かぬ 事な り、 若く は 女神の 謂な 

る を 以て 右の 前 神社の 一 に 成れる にて は 非 じか、 猶考ふ 可き 事な り、) 椅御氣 野 命と &し 奉る 大 御名 は 素 斐嗚大 神 © 

此熊 野大宮 に鎭り 坐す 犬 御 靈を稱 し 奉れる 事 申す も更 なる が、 此は 殊に 止 事 無き 所以 有る 事なる にて、 其詞に 大穴 持 

命 Q 大 三輪に 鎭り 坐す 和魏の 御名 をば 殊に 倭 大物 主 樹躍 玉 命と 御 自ら 稱 へさせ 給へ るに 對 へる 御名 なれば、 此 も其大 

神の 御自稱 にて こそ は 御 在し 坐し けめ、 借美氣 濃の 例 は 神 皇承運 章に 所見た る 鷓錄草 葺不合 尊の 三毛 野 命 • 稚 三毛 野 

命、 古事記に 其 亦 名 を S 御 毛 沼 命と 所見た る は、 稻飯 命に 並び 給 へれば 御 食 主の 義 にて、 稻穀を 以て 稱し 奉れる 御名 

なる に、 此も其 如くなら む を 今一 歷 委しく 云 はむ に は 御 毛 主の 字の 義にぞ 有るべき、 然して 其 毛と 云 ふ は、 傳 十二に 


云へ る 保 貪 神豐字 氣見賣 神な ど 申す 氣 にて、 土 毛の 事 を 云 ふなり * 若て 其 土 毛の 用 を 成す 所以 を 原ぬ るに、 食物と 成 

り 衣服と 成り 住宅に 用 ひる 物實是 なり、 已に 其卷及 十七 卷に辨 へたる が 如く、 此大神 初 保 食 神の 御 事に 起り て 天 罪 を 

犯し 給 ひ、 天上より 神逐 はれさせ 御 在し 坐して 天降り 給 ひ、 其より は國 引の 御 政 御 在し 坐して 邦 を 建て 給 ひ、 天下 人 

民の 上に 衣食住の 事 をば 弘め給 ひ 幸へ 給 ひて、 萬 世に 德 澤 を 敷き 給 ひ 流布ら し 給 ふが 故に 御 毛 主と 稱へ 奉りて、 言 

意 は此澄 海原 潮 之 八 百 重 を 所 知 看す 御 事に し 有りければ、 素戔鳴 尊と 申し 奉る は 唯に 其 神性の 健く 速き 義 のみなる に 

て、 此梅 御氣野 命と 申し 奉れるな む、 此大 神の 功 成し 給へ る 上の 御名に し 御 在し 坐し ければ、 彼の 神逐 はれて 此國土 

に 御 在し 坐し 著き ての 後に 受け 張りた る大 御名な む是 なりけ る、 叉傳廿 七に 注せる 如く、 其 御子 大國 主神の 和 魂を大 

物 主 梅楚玉 命と 申す、 大物 主 は 大物 代 主の 略に て 物 實の義 なり、 琵玉は J: 毛 魂と 申す 事に て、 其 主神と 御 在し 坐す 此 

橋 御氣野 命の 御 功 用 を 幽賛け 奉り 給 ひて、 恩賴を 天下に 蒙らせ 給ふ義 なる を 併せて 思 ふ 可き 者な り、 (凡て 其 魂 神と 

す 例 巳に 傳八卷 に 云へ るが 如く、 先 づ保食 神と 申す 稻穀の 神 有る に對 ひて 其 種 薛 培養の 事 を 以て 幽賛け 給 ふ 宇迦 之 

御 魂 神 此に屬 き 給 ひ、 天 照 太 神と &す日 神の 御 在し 坐せ る 其 磐 戶隱の 時に 御 功 坐し X 神 を 天 照 御 魂 神と 申せる と、 此 

の 橋 御 氣野命 • 输： 達 玉 命相對 へ る 御名なる も 亦 右に 准ら へ 知る ベ し、) 又 傳七及 十 一 に 註せ るが 如く、 神 名 式に 紀伊 

國牟屢 郡 熊 野 坐 神社 (名 神大) 御 在し 坐せ る、 此地は 伊 大 神の 下津國 に 到らせ 御 在し 坐し ける 地に して、 其 有 馬 

村に 御靈を 留めさせ 給へ るが 故に w 雲と 同じく 隱 野の 義 なりけ る を、 後に 出雲國 より 其大 神と 素 戔鳴大 神との 御霊 形 

を遷し 奉る と 所思し き 由 有りて 已に云 へる が 如し、 若て 此餘 にも 諸 國に熊 野 神社と て 多 在る は、 式內 なる も 式 外なる 
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も 皆 其 W 雲の 本宮 より 勸 請れ る 者に なむ 有りけ る、 同 式に、 近 江 高 島 郡 熊 野 神社、 越 中 國婦食 郡 熊 野 神社、 丹後國 

熊 野 都 熊 野 神社な ど 所見た る是 なり、 但其數 多の 熊 野 神社の 中には 眞 Q 熊野大 神に て 御 在し 坐す も 有るべく、 叉 水分 

神 を 訛りて 熊 野 神社と 申す も 有る 趣な り、 其 熊 野大神 を祀る 可き 由緒 無くして 水邊に 立た せ 給へ るに は 其 水分 神なる 

なむ 多 かりけ る、 心 を 留めて 尋ね 奉る 可し、 (其 丹後國 なる は、 淸和 天 皇實錄 に 観 十二 年 九月せ 一 日 丹 後 國冗六 

カウ ャ マムラ 

位 上 熊 野神從 五位 下 一と 有り、 今久 美と 云 ふ 入海の 岬に 熊 野 山と 云 ふ 有る 其 頂上に 立た せ 給へ り、 此は 川上 莊甲 山村 

カウ ヤマムラ 

の 地なる が、 甲 山 は 神 山村と 云 ふ 事な り、 其 海 を 隔て. -神谷 神社と 中す 右の 久美濱 に 立た せ 給へ り、 今に 傳 へて 大己 

責 神の 神 を 以て 其 山の 磐石 を努き 給へ ると て 有り、 祭神 を 大己貴 神と も 又は 彥坐 王と も 云 ひて 詳 ならす、 其 近鄕に 

カウ ナ-ン ムーフ  . 

も 熊 野 神社 祌梨 村に 坐せ り、 神 梨 は 神奈備 の轉れ るなる 可ければ 舊 社の 狀 なり、 右の 神 山と 云 ひ 神 谷と 一 K ひ 神 奈備と 

云へ る、 皆 由緒 有りげ なる 事共な り、 神 名 式に 越 中 國婦食 郡 熊 野 神社 有る に、 射 水 郡 神 谷 村 神 谷 神社と 云 ふ 式 外の 社 

有る が、 其 祭神 を 大己貴 命と 云 ふ も考へ 合すべし、) 〇 素 斐鳴大 神 を齋き 奉れる 御社 多く 御 在し 坐す 中に、 山城 國愛 

宕郡 八坂鄕 なる 祇園 神社な む最 尊く 坐す 由、 已に傳 十に 註せ るが 如し、 此 御社の 御 事 を 神社 啓蒙に 引ける 播摩國 峰 相 

記に、 吉備公 歸朝曰 於，， 當山， 奉， 崇，， 牛 頭 天 王， 也、 歷，， 年數， 後 爲％ 安城 東方 守護 f 奉 A 勸 n 請 祇園 荒 町， と 見え、 二十 

二 社 注 式に、 牛 頭 _ 大王、 初垂 7: 跡 於 播磨明 石 浦？ 移， 一廣 峯 f 其 後 移， 北 白 河 東 光寺 f 【其 後 移 n 感神院 一と 見えた る 感神院 

是 なり、 改曆雜 事 記に、 貞觀十 一 年始 天 王 從，： 播州， 遷座と 有る は、 右の 北. H 河に 移し 奉れる を 云 ふなる 可し、 偖此は 

倚 二十 五に 註せ るが 如く 神 名 式に 播 iS 國 ぶ-磨 郡白國 神社の 御 神に て 御 在し 坐すな る 可し、 若て 社 記に は貞觀 十八 年 


移， 一八 坂 鄕-と 有る. なむ 此感 神院 にて、 卽ち今 Q 祇園 神社の 始 なりけ る、 所 祭 は 中央 素戔嗚 尊、 東 間八 王子、 西 間稻田 

姬 命なる 由諸說 共に 同じ、 其 八 王子と 申す は 謂 ゆる 疫神 にて、 其は根國！^國ょり^^び荒び來る物を御め給ふ障神に坐 

すが 故に 此大 神に 羼き 奉れる にて、 當 社の 御 靈會も 其 神に 起れ る 所 由な ど 已に傳 十に 注せり、 比 素 虔鳴尊 を 牛 頭 天 王 

タケ ァラ * キ 

と 申す 事は甚 も/ \ 有る まじく？ _ やましき 事ながら、 天 王と 申す は備後 風土記に 武塔 天神と. &し、 上に 引ける； 令義 

解に 彼の 熊 野 大社の 御 事 を 天神の 部に 被レ牧 たる 意に て 天 祌と云 はむ が 如し、 其 は 和 泉 風土記に、 和 泉 郡缚鄕 (中略) 

有 レ神號 V 大王： • 所：， 祭神 素 佐 能 嗚尊與 -1 稻 田姬- 也と 見え、 伊賀 風土記に、 乎 美禰里 (中略) 有， 神 號-, 天 王 T 所， 祭 素 妻 

嗚尊 也と 有る は 更なり、 神社 啓蒙に も、 近 江 國栗太 郡 絡 村、 大寶天 王、 所 A 祭 之 神 一 座 素戔嗚 尊、 社家 注進 曰、 疫神 

也、 大寳 年中 降 見神 故稱ニ 大寶ー K 王, と 有る、 此を 以て 天地と 云 ふ 意味 を 以て 字音に 天 王と 唱へ けむ も 古き 事な ろ を 知 

るべ く、 叉 此に准 ひて 諸 國に天 王と 申し 牛 頭 天 王と 云 ふ 社に は皆此 祇園 神社と 同じく 御 在し 坐す 御 事 を も 明らめ 曉る 

可し、 (其 牛 頭 天 王と 云 ふ稱は 陰陽 家に て 私に 號け 奉れる 事と 聞え て、 簠 簋內傳 と 云 ふ 俗書に、 北 天竺 吉祥 天 王舍城 

王 降 1: 于 娑婆 界ー號 -ー牛 頭 デ、 王-云々、 叉 云 八 王子、 曆中 所謂 八 將神也 云，" < と 云 ふ 事 有る は、 全く 妄言に て 取る にも 足ら ざ 

る 事ながら、 掛ま くも 甚も恐 こき 天 皇の 大御祖 神と 坐して 天 照 太 神に 亞 ぎて 貴き 大神 をし も、 然る 蕃神に 誣 奉る 事 忌 

々しと も 可 長し とも 身 毛も彌 立つ 思 を 成す になむ、 叉 祇園と は、 拾 玉 集に、 「六月 や 絶えぬ 祭の 馬 長に 甚々 ぞ 早る 

神 Q 園 生 は」 夫 木 集に、 「且 見れば 角ぐ みに けり 御幸せ し 神の 園なる 池の 若！^」 など 詠める が 如く、 神 之 園と 云 ふ 事 

にて、 彼の 疫神 Q 爲に 1： 靈會を 行 ふ 場の 意に て 書け る 字 な る を、 佛家 に 謂 ゆる 祇園 精舍と 云 ふ 物に 引 き 當 つる も强 事 
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なり、 大安 寺 寛平緣 起に、 中 1K 竺祇圃 精 舍以， 一 率 天 宮， 爲 -1 規模- 焉、 大唐西 明寺以 = 彼 祇園 精舍 -爲， 、規模- 焉、 本朝 大 

安寺 以， 1 彼 西 明 寺, 爲， 一 規模， 焉 云，_< と 云 ふ 事の 見え たれば、 當昔 然る 附會の 事 を 世に 物爲 たりし なりけ り、 凡て 此 御社 

の 事に は 陽 陰 家 • 佛 家の 狡 意爲る 事共 多ければ、 諾 ひ 難き 事共 云 も盡し 難き 程の 事 也、 其 感神院 と 云 ふ も 唯に 神 之 園 

の義 なり、 說 文に； 4 字 を 註して 神 天神 引 萬 物-者 也、 从レ示 Q- 聲と 見え、 徐 注に、 ©. 卽引 也、 天 主- 降レ氣 以感， 萬 

物？ 故 首 引； 一 W 萬 物， 也と 云へ り、 然れば 唯に 神院と 云ふ義 にて 謂 ゆる 神 之 園なる を、 感 神の 二字に して 用 ひたりし な 

り、) 又此 御社の 事に 就きて 異說 有り、 其 は 春 日 信 妙と 云 ふ 人の 書け る 祇園 社 記に、 「當社 は 下鴨攝 1 紅 比 良 木 神社 を 移 

せる 者な り、 此社古 は 1 乘寺 村の 西に 在りし を、 今 下 鴨 本社の 西に 移せ リ、 此比良 木 神 は ffi 雲路の 地主 祌 にして 所 祭 

素斐嗚 尊な り、 其 故 は 下 鴨 Q 社 地 及 東西 南 Q 方 一 里 許 を W 雲 路と云 ふ、 感神 1K 王播磨 國廣峯 より 始めて 白 川の 南淨土 

寺 村の 上なる ^,生^ に 影 向 坐し \ 故な り、 感神天 王 を 地主と 成し、 出 雲と 云 ふ は 素 斐鳴尊 は ffi 雲國の 神に て 坐す 故な 

り」 と 云へ る、 中には 心行かね 事 も 無き に は 非 ざれ ども 奇 らしき 說 なり、 此に 就て 考 ふるに、 祌名 式に 山城 國 愛宕 郡 

ffi 雲井 於 神社 (大、 月次 相嘗 新嘗) と 有る を、 四時 祭式 相 嘗祭條 に は W 雲井 上 神社 一 座と 見え、 和名 抄鄉 名に W 雲 (伊 

都 毛有ュ 上下 一) と 有る 是 なり， 淸和 天皇 實錄 に、 貞觀 元年 正月 廿 七日 甲 申 奉 レ授- 一山 城國從 五位 下 W 雲井 於神從 五位 

上， と 有る 此 御社の 御 事な り、 橘經 亮主說 に、 「a: 雲井 於 神 は 今の 比 良 木 社 を 云 ふなり、 古 は 別處に 在りし を 後に 今の 

地に 移した るな り、 祭神 は 素 妻 鳴 尊な り、 W 雲と 云 ふ も 故 有るべし、 又按 ふに 井 於と 中せば 古く は 井上に 社の 有りた 

るなら む、 洛東 祇園 社 も 尾 張 津島社 も 素. S1 戈 嗚尊を 祭りて 共に 井上に 社 を 建てたり」 と 云へ る は 然る 言に て， 其 井上に 


社 を 建つ ると 云 ふ は 此大神 はし も极國 底國に 就き 坐し つる 所以に 緣れる 者なる 可し、 續 古事 談に 祇園の 寶 殿の 中には 

龍 穴 有りと なむ 云 ふ、 延久 Q 頃燒亡 Q 時 梨 本の 座主 其 深さ を 測らむ と 爲られ ければ 五十 丈に 及びて 猶 底無しと ぞ、 保 

安四 年 山 法師 追 捕せられ ける に、 多く 寶 殿の 中に 逃 入りたり ける、 其 中に 溝 有り、 其に 落 入たり つると ぞ云 ひける」 

と 有る、 此に龍 穴と 云 ふ は 其 井の 事なる を 例の 然云ひ 成したり つる 者な り、 斯 りければ 其 素 斐嗚大 神 はし も ae 雲井 於 

神社より 移し 奉りけ む を、 其 を 主神と して 同じ 神 をも播 磨より 勸請 奉る 中に て 相 殿 Q 八 王子な ど を や 殊に 主として 移 

して 合せ 祀れ りけ む を、 此彼 共に 正しき 傳を 亡な ひたりけ る 者と こそ、 (然思 ゆる 所以 は、 右に 引ける 注 式に、 初垂 n 

跡 於 播磨明 石 浦 一 移-一廣 峯-と 云へ る は、 吉備 公の 被レ 祭たり しなる を、 其 時に 西 蕃の人 共の 從ひ來 りしに 依りて、 其に 

就きて 道饗 祭な ども や 行 はれつら む、 臨時 祭式に 唐 客 入 レ京路 次 神 祭と 云 ふ 有りて、 次に、 蕃客送 レ塌神 祭 云々、 右蕃 

客 入朝 迎 一一 畿內搏 一 祭 n 却 送 神 一と 云 ふ 事の 有る に、 明 石は攝 津と播 麿との 國 場の 地に て、 其 畿內堺 十處疫 神祭條 に攝津 

與 U 播磨， 堺 十と 有る 是に 當れ \ ば、 此 にて 其 障 神 を 祀られ たる を、 後に 廣峯に 移されて 其 八 王子に 素 戔嗚尊 稻田姬 命 

を 加へ 祭りて 疫 神と 祀 はれし が、 後に は弘 まりて 今の 祇園 神社の 如く 成れり し 者な り、 然れば 素戔嗚 尊. 稻田姬 命に 

八 王子 を 合せ 祀る事 は、 吉備 公に 起り て 其 廣峯に 始まれる 事なる が、 京に も弘 ごり て 其 K 雲井 於 神社の 素戔嗚 尊に 從 

神 を 加へ たるから、 皆 がらに 其播 磨よ リ 移し 祀れる 如く 成れるな り、 偖 此比良 木 社に 就きて 思 ひ 合せら る- -事 有り、 

四 季 物語 に 追儺の 事 を 書せ る 因に、 「柊 は 我 神社 或 は 御菩薩池 の邊 より 奉 る 事 定ま れ る 故實 と な り」 と 見 え た る を、 此 

社に 禱請の 心有る 者、 家 にても 其 社 地 にても 何の 木に 在れ 奉る 事なる が、 忽に 移と 成れる を、 家なる は 其 社 地に 移し 
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奉り、 社 地に 植 へたる は 其 任に 移と 變る事 人の 知る 所 也、 大寶ニ 年御紀 に、 秦忌寸 廣庭獻 二 杜谷樹 八 尋样根 一と 云 ふ 事 

有るな ど、 抑 古より 此地は 移に 名高き 所な りけ り、 傳廿 七卷に 委しく 云 ふべ し、) 〇 素 妾 嗚大神 を 祀れる 神社 此彼猶 

外に も 多 在る、 其 一 二 を 今 思 ひ W づる 任に 舉ぐ、 神 名 式に、 和 泉 國和泉 郡 山直祌 社、 和 泉 風土記に、 和 泉 郡 山 直 鄕、 

有レ神 號，， 山 直 明 神？ 大足 彥忍代 別 天皇 御宇 所, 奉， 崇神須 佐 能 雄 尊 也と 見 ゆ、 本 國祌名 帳に 從五佐 上 山 直 社と 有る 是な 

り、 姓氏 錄 (和 泉 國神別 天孫) に、 山 直、 天 穗日命 十七 世 孫 日 古 曾 乃 己 呂命之 後 也と 所見 たれば、 其 氏人の 祖神 とし 

て 祀れる 者な り、 (其： IT ひに 石 津連天 穗日命 十四 世 孫 野 見 宿 爾之後 也と 有る、 此人 は垂仁 天皇 七 年に 京に 召され たれ 

ば、 其 御子の 景行 天皇 御世に、 野 見 宿-翻より 三世 後れたり し 山 直の 祖 なりし 人の 此に 住み 著き 初めた るなる 可し、) 

又 同 式に 攝律國 住 吉郡神 須牟地 神社 (鍬 輕) と 有る は、 和名 抄鄕 名に 住 道 (須 無知) と 有る 是 なり、 姓氏 錄 (未定 雜 

姓攝 津國) に、 住 道 首、 伊 弊 諾命男 素 突 嗚命之 後者と 所見 たれば 其大神 を祀れ るなる 可し、 傻此住 道に 別に 中 臣須牟 

地祌社 (大月 、神 嘗) 須牟 地曾廳 神社 有る、 一 は中臣 氏の 組 神と 聞え、 一 は 曾 翻 連の 氏神と 有る、 此 等の 須牟地 は 地 

名 を 以て 稱 する にて 後なる 可し、 若て この 祌須牟 地と 申す は 本よりの 神 名なる を、 後に 地名に 用 ひたりし 者に て、 紀 

伊國 ffi 雲國 などに 須 佐の 地名 有る に 等し かる 可し、 偖 此須牟 地の 雷の 上に 神 字 を 冠ら せた る は、 此 第三 一 書に、 其 素 

妻 鳴 尊斷レ 蛇之劍 在-, 吉備神 部 許-也と 書され、 地 神本紀 なる 此大 神の 御 裔に神 部 直 大神部 直な ど 所見 たれば、 此大神 

に 就きて 添へ たる 一一 11 なめり、 然れば 住 道の 地名 は 進 貴の 義 にて、 此 神社より 起れ るなる 可き 事 決き 者な りけ り、 斯れ 

力 ムス、 ム ノ  スミ ノエ マ タ ミチ 

ば 神 進 貴と 申す 亦 名 も 御 在し 座し ける にこ そ、 (但家 持 集に 「住 江の ニ路を 行く 道 無しと 人に 知れぬ る 事 痛き 哉」 と 


詠めれば、 住 道 は 大和 園の 方より 住吉 郡に 至る 道路の 義に もや 有らむ、 推量 說は 我ながら だに 思 束 無き 心ち す、 後人 

能く 定む 可し、) 尾 張 國國內 神 名 帳に 愛市 郡從ー 位 素 戔嗚名 神と 有る、 此は熱 田 神社 錄に據 るに 熱 田 神宮の 西 六 社と 

云 ふ 中に 從ー 位 素斐嗚 神社と 有る 是 なり、 此事は 其 神宮の 御 事 を 注し 奉る 因みに 镇廿 四に 云 ふべ し、 同 帳に 知 多郡從 

三位 武雄名 神 有る は 同 神なる にこ そ、 叉 須男名 神社 大野 信 景が帳 考に須 佐 村 八劍宮 敷と 云へ り、 然れぱ 須男は 進 雄の 

義 なる 事、 下に 云へ る播 .1£ 國速 風武維 神. 備後國 天 照 麻 良 建 雄 神と 同 例なる 事 云 ふも更 なる が、 八^宮と 云 ふ 稱も此 

大神 を祀れ る社號 なる 由、 傳廿 四に 云 ふ を 合せ 見る 可し、 (右の 二 社 は式內 にて は 非 ざれ ども 舊 社と 聞え たり、 天孫 

本紀 に、 燒速日 命 十 1 1 孫 物 部 眞椋連 公、 須佐國 造 等祖と 云へ る は. 此 地に 因れる にこ そ、) 叉 同 帳に 海 部 郡 正 一位 

津島牛 頭 天 王、 神社 啓蒙に 素 妾嗚尊 (中 殿) 稻田姬 (束) 八 王子 (西) と 有りて、 I に 名高き 津島 祇園 社是な り、 天 

野 信 景が鹽 尻に 其 祭神の 異說を 書して、 中 素 嗚尊、 左 大己貴 命、 右 少彥名 命と 云へ り、 門眞 私記と 云 ふ 物に" 「素 

f{ 鳴 尊の 和 魂韓國 より 歸朝 坐して 津 島に 留り給 ひ、 後尾 張國に 移り 坐して 新に 1 島 を 起して 永く 鎭り 坐す、 (孝靈 デ、 

皇 御宇) 其 地 を津島 渡と 云 ひ津島 里と 云 ふ、 (元 號，， 藤浪里 一) 祌 代に 歸り給 ひし は 荒 魂な り」 と 云へ る は 此社傳 と 聞え 

たり、 然れ ども 啓蒙に 載せて、 社家 注進 狀云、 人皇 三十 代欽明 天皇 元年 己 未来 n 臨于此 地-突、 又毎歲 有- 1 御 葦 神事 者- 

者？ トニ 國中疫 疾變異 等： と 見え たれば、 帝王の 歷代 二十 四 世 年 數凡八 百 二三 十 年の 差 有り、 今 何れ を 正しと も 定む可 

から ざれ ど、 其 1； 人 仁 位 信 精と 云 ふ 人の 對馬 島の 事 を 書け る 物に 考 ふるに、 神 名 式に 謂 ゆる 上 縣郡島 大國魂 神 社是 其 

本宮 なり、 其 社家 私記に 「上 縣郡豐 崎鄕豐 村、 島 首 明 神 は祭祌 素戔嗚 尊な り、 素 妾嗚尊 新羅 國曾尸 茂 梨の 地に 到り 給 ふ 
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時 先づ此 島に 鎭り給 ふ、 此島 神威 有りて 古 _ ^より 人 登る 事 能 はす、 若 誤りて 磯邊に 寄る 事 有れば 忽に 祟り 給 ふ、 所以 

に此 島に 社 無く 唯此 一島 を 以て 神社と し 島 首 明 神と 稱す、 社 島は豐 浦の 東に 在り、 海上 六 町 許な り、 此 島に 奇石 多く 

常に iM 泉 流る、 昔 神 功 皇后 新羅 國御 征伐の 時、 綱 の 沖に て大 三輪 祌揚を 成し 給 ふに 依りて 皇后 Q 御船 危 かりぬ、 是 

を 以てい ：！ ひ 給 ふに 大 三輪 神の？ なる に 依りて 御 祈願 有りし かば、 皇船 恙なく 豐 村に 著 かせ 給 ふ、 此に 因りて 皇后 親く 

此島首 明 神 を 祭り 給へ るに 大 三輪 祌を配 祭り、 島 首 明 神 を 以て 本 神と し大 三輪 祌を 以て 那 祖師 明 祌と號 し、 二 神 一 體 

として 遙拜 所を豐 村の 濱に 建て 祭り 給 ふ、 卽ち島 大國魂 神 社是な り、 又 事 代 主命 をして 島 大國魂 御子神 社に 祭らる、 

今 若宮と 稱 して 那 祖師 明 祌の攝 社と す、 又 同 郡 三 极鄕佐 賀村宗 形 明 神の 攝神 祇園 神社 所レ祭 素妾嗚 尊に して 璺村島 首 明 

神な り、 神 功 皇后 新羅 國 凱旋の 時此 村に 著 かせ 給 ひし かば、 郎 ち 島 宵 明 祌を勸 請し 給 ひ 島 明 神と 號す、 欽明ー K 皇の御 

世に ® 張 國に勸 請し 給 ふに 至りて 直に 號を稱 して 津島 神社と 稱す、 今 祇園と 稱 せる は淸和 天皇より 以後の 號 なり」 

(； 以上 採 要) と 云 へれば 孝靈 1K 皇 御世の 事と 傳 へたる は 誤な りけ るに こそ、 (然れ ば 此津島 神社の 本 はし も、 其 風 3! 村な 

る 島 大國魂 神社 を 島 首 明 神と 申して、 其より 佐賀 村に 移して 祭る より、 尾 張に は 其 島 首 明 神を勸 請れ るな りけ り、 和 

名抄鄕 名に 尾 張 國海部 郡 志 摩と 有る は、 若く は津島 神社の 地に て、 本國 なる 島 神社の 稱を用 ひたりし にこ そ、) (叉 神 

名 式に、 遠 江 國敷智 郡 角 避 比 古神 社 (名 祌大) 文德 天皇 實錄 に，' 嘉祥ニ 年 八月 戊 申詔以 n 遠 江 國角避 比 古神-列-一 宫社 r 

先 k& 彼 國奏ー 百、 此神叢 社 嗽つ 臨大湖 i 湖水 所 レ蔽、 舉 土頓レ 利、 湖 有 nl 口" 開塞无 A 常、 湖 口 塞 則 民 被 M 水害？ 湖 口 開 

則お 致，. 豐種： 或 開 或 塞、 神 實爲レ 之、 請 加， 二 典： 爲， K 祈-利 從レ 之と 有り、 上田 百樹說 に、 「遠 江 風土記に、 角 避 比 


古神 社、 浦 無- 1 圭田； 有，， 百 五十 束 三 字 田 r 宣化 天皇 元年 丙 辰 所， 祭，， 素戔嗚 尊， 也、 角 避 比 古 者 尊 之 異名 也と 有る、 角 

, 避 は 垂仁デ 、皇七 年 御紀に 强カ以 能 毀， 角 申 レ鉤と 有る 意に て、 此大 神の 亦 名に は 直に 常れ り」 と 云 へ る實に 然る 說な 

り、 駿河 風土記に、 安辨 郡小梳 神社、 所， 祭素斐 嗚尊與 -ー奇 稻田姬 命， 也、 武藏 風土記に、 足 立 郡 水 川 神社、 孝昭 天皇 三年 

戊辰 所， 祭 素戔鳴 尊大 己 貴 稻田比 咩合三 座 也と 有る、 此 一 一社の 御 事 は 事の 因 有りて 巳に 上に 云 へ り、 叉 近 江 風土記に 

淺井郡 岡 本 神社 所， 祭 素 妾嗚尊 也と 有る は、 神 名 式に 載れる 岡 本 神社の 御 事な り、 和名 抄鄕 名に 岡 本 (乎 加 毛 止) と 

有れば、 此 地に 因れる 社猇と 聞 ゆ， 叉 式に 其；！ §1 に片山 神社 二 • 座と 有る に 就きて 考 ふるに、 山城 國 愛宕 郡 鴨 岡 本 神社 片 

山 御子神 社 (大 月次 相嘗 新嘗) 有る も 由 有りげ なる 事共な り、 又 美 濃 風土記に、 渥美 郡莊 神社 三 座、 所， 祭 素 左 能 雄 

尊稻 田比咩 大穴 持 命 也と 有る、 此は式 外な り、 所レ祭 祇園 津島氷 川な どの 社 例に 異ならす、 (此に 限らす 凡て 此三神 は 

何れの 社 にても 共に 御 在し 坐す 御 事と 見えて、 神 名 式に 能 登 國羽咋 郡 氣多祌 社 は 主神 大己貴 命に 御 在し 坐す 事 申す も 

更な るに、 彼の 名勝 志と 云 ふ 物に、 本殿 は 大己貴 命 奥 社 は 素 妾 鳴 尊 • 稻田姬 命なる 由 云へ り、 此を 以て 御 夫婦に 坐し 

御 親子に 御 在し 坐す を 以て 相 離れさせ 給 はぬ 理を 想像 奉る 可し、 其 中 殊に 彼の 國 にて は 式の 能 登^ 久志 伊奈 太 伎 比 

神 は 其 后 神に 渡らせ 耠ふ事 上に 云へ るが 如く、 又 鳳 至 郡 鳳 至 比 古神 社 は 天 之 冬 衣 神に 坐し. 又珠洲 郡須々 神社 は ffi 

雲 風土記 國引 文に 謂 ゆる 高 志 之 都々 之 三 埼と思 ほしければ、 須 々と 申す 神 名 は 素戔鳴 尊の 御 事と 恩 ゆる かし、) 又但 

馬 風土記に、 出 石 郡久畑 鄕有レ 神、 號， 1 久畑明 神 T 所い 祭 素 佐 能 烏 尊 也、 春秋 以 >: 午 日， 祭， 之と 見 ゆ、 此鄕 和名 抄に 見え 

す 神社 延喜 式に 被 載 ざり ければ、 中古よりの 事 にても 有らむ か、 今 久畑村 一宮と 云 ふと 云へ り、 叉 神 名 式に » 雲阈 ffi 
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雲 郡 阿 受伎祌 耽 有る 次に 同社 須佐袁 神社と 有る は、 其 阿受伎 神社 は 味 雜高彥 根 神に 御 在し 坐して、 大 神の 御 孫に 當ら 

せ 給 ふが 故に、 同社に 御 在し 坐す 御 事 ^ めり、 叉 称 築 大社 (名 神大) をし も 中古より 此大神 を 祭れる 如く 云 ふ は 苗 じ 

き 僻事なる 由、 巳に 先師 等の 論辨 へられた るが 如し、 叉 同 式の 御碚 神社 は、 傅 十三に 云へ るが 如く、 此に上 社 下 社と 

有りて 此處謂 ゆる 宇迦 山 之 山 本なる が、 名 神 記に、 上 社 八 水神、 八握髮 尊者 素戔 嗚別稱 也、 蓋 八握髯 生之緣 突と 有 

りて、 此大 神の 三女 神と 共に 御 在し 坐す 本宮 なり、 委しく は 上に 註せ るが 如し、 又 同 式 飯 石 郡須佐 神社 は此大 神と 后 

神の 宮處 なる 由 巳に 云へ りき、 叉 隱岐國 神 名餐に 正三位 健 酒 佐 能 雄 明 神と 云 ふ 有る に 合せて、 陽 成 天皇 實錄 に、 元慶 

八 年 三月 二十 七日 戊 子 授ニ隱 岐國正 六 位 上 健須佐 雄神從 五位 下 一と 所見たり、 (此 社の 事 今考ふ 可き 手 著 無しと 雖も、 

倚 十三 卷に 註せ る 式に 見えた る、 知 夫 郡 由 良 比 女神 社、 周 吉郡玉 若 酢命祌 社、 穩地郡 水 若 酢 神社 名 神大は 共に 其 御 女 

須勢 理見寶 命に 渡らせ 給へば、 此大祌 も 式 t^: の 中に 御 在し 坐 すらむ を， 何れと も 知り 難し、 或 說に海 部 郡 宇 受加命 神 

社名 神大是 なりと 云へ り、 傳ニ 十八に 云 ふべ し、) 叉淸和 天皇 實錄 に、 貞觀八 年 七月 十三 日 乙卯授 n 播磨國 無位 速 素 妾 

嗚 神速 風武雄 神從 五位 下， と 有る も今詳 ならざる 社な り、 考證 に、 播磨國 链摩郡 射榍兵 主神 社 二 座と 有る に當れ ども， 

射循は 五十猛 命、 兵 主 は 大己貴 命. なる 事、 予が 委しき 說 有れば 叶 はす、 惜此速 風武雄 神と 申す も異 神に は 非ざる に 

や 其 は 速 風は赞 語の 如き 物に て、 武 雄と 云 ふ狀を 形容り たろ 語と 所見たり、 此大 神の 御名の 上に 建 速と 冠ら せ 奉れる 

を も 思 ひ 合す 可し、 又 式に 備後國 深： 郡須 佐能袁 神社、 上田 百 樹說に 「同錄 に、 觀 三年 十月 二十日 庞申備 後 國正六 

位 上天 照 腐 良 建 雄 神授，； 從五 位下， と 有る 此か、 若し 然 らば 一人 照 は 月 照の 義、 麻 良 建 雄 は 眞荒健 男の 義 にて、 卽ち须 佐 


之 男 命 を 申すな り」 と 云へ る は 然る 說 なる を、 諸 ひて 傳 六に 委しく 注せる が 如し、 此建 雄と 右 Q 速風武 雄の 武 雄と 同 

じき 事、 上に 云へ る 尾 張國知 多郡從 三位 武雄名 神社の 例に 思 ひ 准ら へて 曉る 可く こそ、 傳ニ 十三 • 二十 四に も 云へ り 

考へ 合すべし、 叉 神 名 式に 周 防國佐 婆郡钮 神社 所， 祭 素斐嗚 尊な り 社 記に 神 功 皇后 三韓 を 言 向に 御 在し 坐し ける 時、 

寶^ を 奉りて 勝 軍の 御 事 を 祈らせ 給 ふ、 其级 今に 傳 へて 神 體と 成れり、 此に 依りて 劍 神社と 云 ふと 云へ り、 淸 和-天皇 

實錄 に、 貞観九 年 八月 十六 日 壬 午授- 一周 防國從 五位 上 劎神正 五位 下， と 所見たり、 同 郡 W 雲 神社 二 座社說 に、 祭神 大已 

貴 命 • 事 代 主命なる 由 云 へ る も所緣 有りげ なる 御 事に なむ、 (此劍 神社の 神體は なる に 就きて 思 ひ 合す 事 有り、 其 は 

上なる 尾 張津島 社の 下に. 云へ る 對馬島 上 縣郡豐 崎 鄕畳村 島 首 明 神 は 素斐嗚 尊の 御 事なる に、 其 社說に - 神 功 皇后 新羅 

より 御 凱旋 Q 時、 御船 を 進めて 矛 を 奉幣と 爲し給 ひ、 遙に島 首 明 神 を 祭り 給 ひしょり、 今に 至りて 祇園 神社 を 祭り 奉 

るに は 矛 を 御幣と 爲る 事な り、 此矛 後せ 神と 崇めて 矛大明 神と 號す、 今 璺崎鄕 鰐 浦 妙^ 大 明祌是 な. り」 と 云へ る も 相 

似た る 事な り、 因 云、 諸 國に妙 見 社と て 多 在る 其 像 を 見る に 猛威の 相 有る 神の を插 したる 狀 なる は、 右 等の 事共よ 

り 此大神 を 妙 叙と 云 ひ、 其より 妙 見と 轉じ 云へ るなる 可き にや、) 叉 神 名 式に 紀伊國 在 田 郡須佐 神社 (名 神大 月， fi- 新 

嘗) 此大 神の 天より 初 度に 一. 一八 降り 坐し ける 時に 御 在し 坐し 著 かせさせ 給へ る 地なる 可き 事、 予委 しき 考 有りて 已に傳 

二十 及 上に 云へ るが 如し、 本 國祌名 帳に 從 一位 須佐大 神と 有る 是 なり、 淸 一柳 デ、 皇實錄 に、 贞觀 元年 正月 二十 七日 甲 申 

奉レ授 一， 紀 伊國從 五位 下須 佐神從 五位 上， と 見 ゆ、 叉 同 帳に 名 草 郡 正三位 須佐大 神と &すも 有り、 此は式 外な りと 雖も， 

和名 抄鄉 名に 名 草 郡須佐 神戶、 在 田 郡 須佐鄕 有れば、 此も彼 も 共に 上 右の 神迹 たる 故 由なる 可し、 紀國 神社 錄と云 ふ 
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に IQ 神威 暴 を 載？ 一 Is く、 正 保 一章 十 一 月 上旬、 置 SS 池 I. 扁、 isl、 乎 足 麻 木、 而 i 

流汗、 親族 大驚、 少焉語 曰、 我 是須佐 大明神 也、 此般 爲，， 於 神官 之婦 r 汝 曹從， 命而 遷宮、 余 甚悅- 然汝輩 素 疎， 我、 

如レ 古作，， 走 馬場 f  IT 以，， 九月 十四日き 祭神， 也、 今以 i 月 十四日； 是非，， 吾 意-也、 九月 十四日 者 我 子 山 東伊駄 B 

曾 祭日 而、 我 祭本是 一 日 者 也、 且 神職 無官 而 f 仕 余； 以 っ神 扉 之 開闔， 如，， 俗 民 之 閨房つ 又 務，， 名利- 而忽々 遇，， 于 我-突、 

早 可レ脫 -名胖 利覊， 也、 伊駄 祁曾嘗 曰、 何不， 罰， 彼 乎、 然 佘以， 爲，， 此 社家 累世 奉， 我 者， 也、 故 赦焉、 同 三年 十二月 五 

日. 保 田 莊民群 聚從， 一 託宣-相，， 走 馬場， 如，， 舊規； 則田圜 多廢、 唯 當，. 以， 一 西 山麓， 爲 * 馬場 h 衆 額 而規， 之、 一 人急來 云、 

>m ノ- IT 又 託 曰、 汝 輩不， 識乎、 西 山 不淨之 地、 如， 古 自，， 第二 之 華表-直 準而可 レ規レ 之- ；群民 聽而驚 止， 之、 日已 暮矣、 

叉 曰 今 止，， 西 山 之 土 功， 尤好 哉、 是今 所， 不， 欲 也、 士 一月 十三 日、 遂 託宣 繩コ規 之- 明年 正月 十三 日 起，， 土 功； 莊民薩 

子來 十六 日 功 竣矣、 自，， 兹年， 以，， 九月 十四日， 祭、 同年 疑 曰 神 之 靈驗實 可， 祟 也、 然是亦 狐狸 之 所， 爲敷、 卽時 神託 

曰、 只今 當 方， 者 以， 我 爲，， 狐狸 f 我 常， 罰、 左 近衞， 鬥聞レ 之 驚、 請-, 密宗 僧， 而讀， 絞 若 心經ハ 神 又 曰、 只今 請 レ僧誦 

レ經、 余 元不， 好-, 怫經 f 然 以，， 彼 驚 恐， 赦， 之、 慶 安元 春、 社家 時將， 營，， 神輿； 與，， 上野 山， (左 近 衞鬥) 俱 赴，， 南京 f 命レ 

ェ而 先容， 之、 秋 九月 功巳 就矣、 欲，， 遣， 人而 來，， 之、 夢神吿 曰、 此般 村民 損， 財 而購， 與、 吾甚 喜， 之、 然取， 不淨者 之 

財-交-, 于奧 f 若 來，， 中路， 而 當，， 毀 敗- 矣、 時 將駭而 探， 之、 中島 村 春 內之镜 者之錄 交， 之、 ま，， 此黨之 物， 而《 終 不，， 毀 敗， 

突と 51 正 七 年 . 元 和 元年 . 正 保 四 年 . 慶 I 年 . 同一 一年. 塁 年 等 Q 神威 sll 及 古老 り」 と 

云へ り、 此を 以て 古より 定まれる 神 祭の 日 を 易 ふ 可から ざる 事、 叉 無官に して 道き 神社に 仕へ 奉る 事、 又 名利 を^め 


て 神事に 實 無き 事、 叉 不淨の 地 を 神 祭の 用に 充 つる 事、 又 神の 靈威を 疑 ひて 狐 獲に 託する 事、 叉 僧徒 を 社に 近 附け染 

紙 を 神に 聞え 奉る 事、 叉穢 者の 物 を 取りて 神 物と 成す 事な どの 大禁 有る 事 を 知るべき なり、 (，の 神 異を云 ふ 輩、 唯 

神祇の 威靈 有る 事の 表を說 きて 其 神慮の 裡を 見ざる は 如何に ぞゃ、 其 は 一 向に 神道 者 了簡と 云 ふ 物に て、 皇典の 大道 

を說く 事に 心 を 深く 盡 さぐる から、 例の 賣藥の 能書 をのみ 尊びて 藥功を 試みざる 譬の 如し、 又 同書に、 此神在 昔 住 11 

大和 國芳野 郡 西 川峯地 f 移-一 于此國 f  ffill 現 神 立 神 光谷 之 三 神 山 T 始而 祀-之 創， 社と 云へ る は.， 神代の 古き 往昔の 事な 

る 可き 事 論 を 待た す、 然れば 予が考 に 取りて 少 かも 妨 無し、 傳 二十 六卷に 云へ り考へ 合す 可し、 又 云 はく、 毎歲 正月 

初 卯 日、 伊太 祁 會社官 十二 人 來而參 n 社 吾 神？ 蓋以， 爲 11 伊太 祁曾之 父， 也と 云へ り、 伊太 祁 曾と は、 式に 謂 ゆる 名 草 郡 

伊太 祁會祌 社名 神大 月次 相 嘗新嘗 と 有る 是 にて、 卽ち大 神の 御子 五十猛 命に て 渡らせ 給 ふなり、 猶倚 二十 五卷に 注し 

てむかし、) 

右 安政 四 丁 巳年 十二月 十七 日始， 之、 同 五 年 三月 十五 日終レ 之、 同 十二月 二十 三日 甲子 奥 書焉。 
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昭和 十三 年 九月 二十 五日 印刷 

昭和 十三 年 九月 三 十 = 發行 
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編轉兼 

發 行 者 


印刷者 


發 行 


東京 市 世 E 谷 代 田 一 丁： m 六 五 1 一番 地 

樹下快 淳 

束 京 市 本 鄕區眞 砂 町 三十 六 番地 

日 束 印刷 株式 會社 

龜谷 良】 

東京 巿世 谷 區代田 一 丁目 六 五 二番 地 

； 鈴 木 重 風 先生 學德 顯揚會 

提巷 東京 一 五 五 五 0 七番 


